
　
﹁
身
心
変
容
技
法
の
比
較
宗
教
学
︱
心
と
体
と
モ
ノ
を
つ
な
ぐ
ワ
ザ
の
総
合
的
研
究
﹂︵
基
盤
研
究
A　

二
〇
一
一
年
度
～
二
〇
一
四
年
度
︶
に
続
く
第
二
弾
研
究
の
﹁
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力
︱
宗
教
経
験

に
お
け
る
負
の
感
情
の
浄
化
の
ワ
ザ
に
関
す
る
総
合
的
研
究
﹂︵
基
盤
研
究
A　

二
〇
一
五
年
度
～
二
〇
一

八
年
度
︶
が
始
ま
っ
て
三
年
目
の
本
年
度
は
︑
九
回
の
定
例
公
開
研
究
会
︵
第
五
六
回
身
心
変
容
技
法
研
究

会
～
第
六
四
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
︶︑
多
摩
美
術
大
学
芸
術
人
類
学
研
究
所
と
の
特
別
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
﹁
大
地
の
記
憶
を
彫
る
︱
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ロ
ッ
ク
カ
ー
ビ
ン
グ
と
身
心
変
容
﹂︑

東
北
被
災
地
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
︵
二
〇
一
七
年
五
月
の
第
一
二
回
東
北
被
災
地
追
跡
調
査
︶︑
天
河
大
辨
財

天
社
鬼
の
宿
・
節
分
祭
・
立
春
祭
調
査
︶︑
毎
月
一
度
の
定
例
分
科
研
究
会
﹁
世
阿
弥
研
究
会
﹂
を
行
っ
た
︒

本
年
度
も
目
い
っ
ぱ
い
研
究
活
動
を
展
開
し
た
︒
そ
の
成
果
を
H
P
と
本
﹃
身
心
変
容
技
法
研
究
﹄
第
七
号

に
掲
載
し
︑
さ
ら
に
︑
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
﹃
身
心
変
容
技
法
シ
リ
ー
ズ
第
一
巻　

身
心
変
容
の
科
学

︱
瞑
想
の
科
学
﹄﹃
同
第
二
巻　

身
心
変
容
の
ワ
ザ
﹄︵
と
も
に
サ
ン
ガ
︑
二
〇
一
七
年
九
月
︑
二
〇
一
八

年
二
月
︶
を
出
版
し
た
が
︑
両
著
と
も
B
5
版
二
段
組
四
三
〇
頁
を
超
え
る
大
著
で
あ
る
︒

　

本
年
度
︵
二
〇
一
七
年
度
︶
に
行
っ
た
研
究
会
活
動
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒

第
五
六
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会

日
時
：
二
〇
一
七
年
四
月
二
八
日
︵
金
︶
一
三
時
～
一
八
時

場
所
：
上
智
大
学
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
L
号
館
︵
中
央
図
書
館
︶
九
階
九
一
一
号
会
議
室

発
表
①
小
西
賢
吾
︵
金
沢
星
稜
大
学
講
師
／
文
化
人
類
学
︶﹁
縁
と
身
心
変
容
︱
ア
ジ
ア
に
お
け
る
縁
概
念

の
比
較
研
究
に
向
け
て
﹂

発
表
②
辻
信
行
︵
中
央
大
学
大
学
院
総
合
政
策
研
究
科
博
士
課
程
／
境
界
論
︶﹁
寺
山
修
司
の
身
心
変
容
︱

不
完
全
な
死
体
へ
の
質
問
状
﹂

第
五
七
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会

日
時
：
二
〇
一
七
年
五
月
一
五
日
︵
月
︶
一
三
時
～
一
七
時
三
〇
分

場
所
：
上
智
大
学
大
阪
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

テ
ー
マ
：﹁
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
と
負
の
感
情
処
理
に
つ
い
て
﹂

発
表
者
①
：
井
上
ウ
ィ
マ
ラ
︵
高
野
山
大
学
教
授
／
仏
教
学
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
・
瞑
想
指
導
︶﹁
父
の

看
取
り
と
葬
儀
の
体
験
か
ら
︱
死
に
ま
つ
わ
る
宗
教
と
産
業
と
社
会
の
あ
り
よ
う
を
巡
っ
て
﹂

発
表
者
②
：
や
ま
だ
よ
う
こ
︵
立
命
館
大
学
特
別
招
聘
教
授
・
京
都
大
学
名
誉
教
授
／
発
達
心
理
学
・
質
的

研
究
︶﹁
喪
失
と
巡
礼
︱
宮
澤
賢
治
と
村
上
春
樹
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
﹂

第
五
八
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会

日
時
：
二
〇
一
七
年
六
月
四
日
︵
日
︶
一
三
時
～
一
八
時

場
所
：
上
智
大
学
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
L
号
館
︵
中
央
図
書
館
︶
九
階
九
一
一
号
会
議
室

テ
ー
マ
：﹁
動
物
信
仰
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
身
心
変
容
﹂

発
表
者
①
：
鶴
岡
真
弓
︵
多
摩
美
術
大
学
芸
術
人
類
学
研
究
所
所
長
／
ケ
ル
ト
芸
術
表
象
研
究
︶﹁﹁
鹿
﹂
信

仰
と
神
話
図
像
︱
ケ
ル
ト
と
ユ
ー
ロ

＝

ア
ジ
ア
文
化
圏
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
身
心
変
容
﹂

発
表
者
②
：
ア
ル
タ
ン
ジ
ョ
ラ
ー
︵
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
博
士
課
程
︶﹁
動
物
信
仰
と
身

心
変
容
︱
モ
ン
ゴ
ル
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
事
例
を
中
心
に
﹂

第
五
九
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会

日
時
：
二
〇
一
七
年
七
月
一
一
日
︵
火
︶
一
三
時
～
一
七
時
三
〇
分

場
所
：
上
智
大
学
大
阪
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

テ
ー
マ
：﹁
か
た
ち
と
身
心
変
容
﹂

発
表
①
勝
又
公
仁
彦
︵
京
都
造
形
芸
術
大
学
准
教
授
・
美
術
家
・
写
真
家
︶﹁
写
真
と
身
心
変
容
に
つ
い
て
﹂

発
表
②
上
林
壮
一
郎
︵
京
都
造
形
芸
術
大
学
准
教
授
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
︶﹁
フ
ォ
ル
ム
と
物
と
身
心

変
容
に
つ
い
て
﹂

第
六
〇
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会

日
時
：
二
〇
一
七
年
九
月
二
九
日
︵
金
︶
一
三
時
～
一
七
時
三
〇
分

場
所
：
上
智
大
学
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
L
号
館
︵
中
央
図
書
館
︶
九
階
九
一
一
号
会
議
室

テ
ー
マ
：
演
劇
・
舞
踊
と
身
心
変
容

発
表
者
①
：
上
世
博
及
︵
東
京
ノ
ー
ヴ
ィ
・
レ
パ
ー
ト
リ
ー
シ
ア
タ
ー
俳
優
・
通
訳
者
︶﹁
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス

キ
ー
シ
ス
テ
ム
と
演
劇
的
身
心
変
容
技
法
﹂

発
表
者
②
：
三
上
賀
代
︵
京
都
精
華
大
学
教
授
／
舞
踊
学
・
土
方
巽
研
究
︶﹁
土
方
巽
・
暗
黒
舞
踏
と
身
心
変

科
研
研
究
年
報
誌『
身
心
変
容
技
法
研
究
』第
七
号
刊
行
に
あ
た
って

研
究
代
表
者

鎌
田
東
二

1



容
技
法
﹂

第
六
一
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会

日
時
：
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
〇
日
︵
月
︶
一
三
時
～
一
八
時

場
所
：
上
智
大
学
大
阪
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

テ
ー
マ
：
現
代
世
界
の
身
心
変
容
技
法
の
流
行

発
表
者
①
：
村
川
治
彦
︵
関
西
大
学
人
間
健
康
学
部
教
授
︶﹁
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
身
心
変
容
技
法
の
変
遷
史

︱
欧
州
︑
東
ア
ジ
ア
と
の
交
流
を
軸
に
﹂

発
表
者
②
：
檜
垣
樹
理
︵
早
稲
田
大
学
国
際
教
養
学
部
准
教
授
︶﹁︿
包
越
﹀：︿
身
心
の
変
容
と
神
の
国
へ
の

︵assum
ption

︶﹀
︱
フ
ラ
ン
ス
霊
性
神
学
史
の
小
窓　

聖
ベ
ル
ナ
ー
ル
︑
パ
ス
カ
ル
︑
ペ
ギ
ー
﹂

発
表
者
③
：
蛭
川
立
︵
明
治
大
学
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
准
教
授
︶﹁
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る

身
心
変
容
技
法
の
変
遷
史
﹂

第
六
二
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会

日
時
：
二
〇
一
七
年
一
二
月
二
二
日
︵
金
︶
一
三
時
～
一
七
時
三
〇
分

場
所
：
上
智
大
学
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
L
号
館
︵
中
央
図
書
館
︶
九
階
九
一
一
会
議
室

発
表
者
①
：
葛
西
賢
太
︵
宗
教
情
報
セ
ン
タ
ー
研
究
員
︑
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
客
員
教
授
︶﹁
傾

聴
者
た
ち
の
意
識
と
体
験
﹂

発
表
者
②
：
熊
谷
友
里
︵
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
宗
教
学
宗
教
史
学
専
攻
博
士
課
程
︶﹁
一
九

世
紀
フ
ラ
ン
ス
・
カ
ト
リ
ッ
ク
に
お
け
る
典
礼
の
出
現
︱
世
界
を
失
っ
た
も
の
た
ち
の
世
界
再
建
と
身
心

変
容
﹂

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
鶴
岡
賀
雄
︵
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
教
授
︶

第
六
三
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会

日
時
：
二
〇
一
八
年
一
月
一
九
日
︵
金
︶
一
二
時
三
〇
分
～
一
七
時

場
所
：
上
智
大
学
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
L
号
館
︵
中
央
図
書
館
︶
九
階
九
一
一
会
議
室

予
定
変
更
の
お
知
ら
せ
と
テ
ー
マ
の
趣
旨
説
明
：
鎌
田
東
二

発
表
者
：
大
内
典
︵
宮
城
学
院
女
子
大
学
教
授
︶﹁
声
の
技
法
と
身
心
変
容
﹂

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
葛
西
賢
太
︵
宗
教
情
報
セ
ン
タ
ー
研
究
員
︑
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
客
員
教
授
︶

第
六
四
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会

日
時
：
二
〇
一
八
年
三
月
六
日
︵
火
︶
一
三
時
～
一
七
時

場
所
：
上
智
大
学
大
阪
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

テ
ー
マ
：
チ
ベ
ッ
ト
の
マ
ン
ト
ラ
の
理
論
と
実
習

発
表
者
：
ド
ゥ
ル
ク
モ
・
ギ
ャ
ル
︵
チ
ベ
ッ
ト
マ
ン
ト
ラ
シ
ン
ガ
ー
︶

通
訳
：
エ
リ
コ
・
ロ
ウ

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
葛
西
賢
太
︵
上
智
大
学
客
員
教
授
︶

合
同
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
大
地
の
記
憶
を
彫
る
」

日
時
：
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
八
日
︵
土
︶
一
三
時
～
一
七
時
三
〇
分

会
場
：
上
智
大
学
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
ソ
フ
ィ
ア
タ
ワ
ー
一
階
ホ
ー
ル

主
催
：
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
身
心
変
容
技
法
研
究
会
︵
科
研
︶
＋
多
摩
美
術
大
学
芸
術
人
類
学

研
究
所

テ
ー
マ
：﹁
大
地
の
記
憶
を
彫
る
︱
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ロ
ッ
ク
カ
ー
ビ
ン
グ
と
身
心
変
容
﹂

講
演
：

齊
藤
五
十
二
︵
書
道
家
・
東
華
書
院
会
長
・
ロ
ッ
ク
カ
ー
ビ
ン
グ
拓
本
採
取
者
・
所
蔵
者
︶﹁
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ

ア
の
ロ
ッ
ク
カ
ー
ビ
ン
グ
と
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
石
に
刻
ま
れ
た
図
象
﹂

鶴
岡
真
弓
︵
多
摩
美
術
大
学
教
授
・
芸
術
人
類
学
研
究
所
所
長
／
芸
術
文
明
史
・
ケ
ル
ト
芸
術
文
化
研
究
︶

﹁
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ケ
ル
ト
十
字
架
︱
生
命
再
生
の
螺
旋
と
円
環
﹂

安
藤
礼
二
︵
多
摩
美
術
大
学
教
授
・
文
芸
評
論
家
︶﹁
造
形
的
思
考
の
起
源
・
ア
ン
ド
レ
・
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ

ン
と
日
本
﹂

石
井
匠
︵
國
學
院
大
學
博
物
館
学
芸
員
・
岡
本
太
郎
記
念
館
客
員
研
究
員
︶﹁
石
と
人
︱
岡
本
太
郎
が
観
想

し
た
反
転
の
﹁
生
物
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
﹂﹂

鎌
田
東
二
︵
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
特
任
教
授
︶﹁
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ケ
ル
ト
と
日
本
・
神
道
の
身

心
変
容
技
法
︱
ド
ゥ
ル
イ
ド
と
修
験
者
﹂

総
合
討
論
：

齊
藤
五
十
二
・
鶴
岡
真
弓
・
安
藤
礼
二
・
石
井
匠
・
鎌
田
東
二
︵
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
司
会
︶

　

こ
れ
ら
の
研
究
会
で
の
研
究
発
表
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ほ
と
ん
ど
が
本
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒
そ
こ
で

問
わ
れ
た
問
題
は
︑

　

①
縁
と
演
劇
と
身
心
変
容

　

②
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
と
負
の
感
情
処
理

　

③
動
物
信
仰
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
身
心
変
容

　

④
か
た
ち
と
身
心
変
容

　

⑤
演
劇
・
舞
踏
と
身
心
変
容

　

⑥
現
代
世
界
の
身
心
変
容
技
法

　

⑦
傾
聴
と
典
礼
の
身
心
変
容

　

⑧
声
と
身
心
変
容

　

⑨
マ
ン
ト
ラ
と
身
心
変
容
技
法

な
ど
の
諸
問
題
で
あ
り
︑﹁
身
心
変
容
︵transfom

ation of body &
 m

ind

︶﹂﹁
霊
的
暴
力
︵spiritual violence

︶﹂

﹁
霊
的
虐
待
︵spiritual abuse

︶﹂
の
概
念
を
明
確
に
し
つ
つ
︑
そ
の
負
の
局
面
を
分
析
・
考
察
す
る
と
と
も
に
︑

身
心
変
容
問
題
の
裾
野
を
広
く
探
っ
た
︒
特
に
儀
礼
や
物
語
や
形
態
が
持
つ
意
味
と
力
に
つ
い
て
︑
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
考
察
し
た
︒

　

こ
う
し
て
︑
三
年
目
と
な
る
二
〇
一
七
年
度
の
一
年
間
の
研
究
成
果
を
本
誌
で
総
括
し
報
告
す
る
︒
今
後

一
層
継
続
的
に
︑
理
論
的
研
究
と
事
例
的
研
究
と
実
験
的
研
究
の
突
き
合
わ
せ
と
整
理
を
行
い
︑
そ
れ
を
さ

ら
に
継
続
し
て
書
籍
化
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
︒
こ
う
し
た
本
研
究
会
の
研
究
活
動
の
過
程
と
内
容
は
︑
随

時
﹁
身
心
変
容
技
法
研
究
会
﹂H

P

：http://waza-sophia.la.coocan.jp/

と
科
研
研
究
年
報
﹃
身
心
変
容
技
法

研
究
﹄
に
詳
し
く
報
告
・
公
開
・
発
表
し
て
い
く
の
で
︑
ぜ
ひ
広
く
深
く
参
照
・
参
究
し
て
い
た
だ
き
た
い
︒

　

来
年
度
︑
二
〇
一
八
年
度
は
本
科
研
最
終
年
度
に
な
る
の
で
︑
総
括
的
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
書
籍
の
発
行

を
考
え
て
い
る
︒
乞
う
︑
ご
期
待
！
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は
じ
め
に

本
科
研
﹁
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力
～
宗
教
経
験
に
お

け
る
負
の
感
情
の
浄
化
の
ワ
ザ
に
関
す
る
総
合
的
研
究
﹂
の

申
請
書
の
﹁
研
究
目
的
﹂
欄
に
次
の
よ
う
な
一
節
を
書
い
た
︒

長
く
な
る
が
︑
本
科
研
の
根
幹
に
な
る
と
こ
ろ
な
の
で
最
初

に
確
認
し
て
お
き
た
い
︒

身
心
変
容
技
法
の
比
較
宗
教
学
︱
心
と
体
と
モ
ノ
を

つ
な
ぐ
ワ
ザ
の
総
合
的
研
究
﹂︵
基
盤
A
：
二
〇
一
一
年
～

二
〇
一
五
年
︶
の
成
果
を
さ
ら
に
発
展
深
化
さ
せ
︑﹁
身
心

変
容
技
法
﹂
が
引
き
起
こ
し
得
る
負
の
局
面
を
含
め
総
合

的
に
研
究
す
る
︒﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
と
は
︑﹁
身
体
と
心

の
状
態
を
当
事
者
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
理

想
的
な
状
態
に
切
り
替
え
変
容
・
転
換
さ
せ
る
諸
技
法
﹂

を
指
す
が
︑
そ
の
理
想
や
理
念
と
は
裏
腹
に
︑
そ
れ
が
﹁
霊

的
暴
力
﹂︵
超
越
的
な
世
界
観
に
裏
付
け
ら
れ
た
破
壊
性
︶
を

引
き
起
こ
す
こ
と
が
ま
ま
あ
る
︒﹁
身
心
の
荒
廃
﹂
が
様
々

な
局
面
で
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
時
代
状
況
下
︑
そ
の

負
の
連
鎖
か
ら
抜
け
出
て
い
く
た
め
の
宗
教
的
リ
ソ
ー
ス

や
ワ
ザ︵
技
術
と
知
恵
︶と
し
て
﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
を
正
当

に
位
置
づ
け
る
た
め
に
も
︑
そ
の
負
の
局
面
の
危
険
性
や

問
題
性
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
そ
の
応
用
可
能
性
の
道
を
探

る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
宗
教
研
究
の
責
務
で
あ
る
︒

古
来
︑
宗
教
・
芸
術
・
芸
能
・
武
道
・
ス
ポ
ー
ツ
・
教

育
な
ど
の
諸
領
域
で
様
々
な
﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
が
編
み

出
さ
れ
︑
伝
承
さ
れ
︑
実
践
さ
れ
て
き
た
︒
祈
り
・
祭
り
・

元
服
・
洗
礼
・
灌
頂
な
ど
の
伝
統
的
宗
教
儀
礼
︑
瞑
想
・

イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
武
道
・
武
術
・
体
術
な
ど
の
修
行

や
ス
ポ
ー
ツ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
︑
歌
・
合
唱
・ 

舞
踊
な
ど

の
芸
術
や
芸
能
︑
治
療
・
セ
ラ
ピ
ー
・
ケ
ア
︑
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
の
諸
領
域
が
あ
る
︒
本
科
研
に
お
い
て
は
四 

種
の
研
究
方
法
す
な
わ
ち
文
献
研
究
・
フ
ィ
ー
ル
ド
研

究
・
臨
床
研
究
・
実
験
研
究
を
駆
使
し
総
合
し
な
が
ら
︑
身

心
変
容
技
法
の
起
源
・
諸
相
・
構
造
・
本
質
・
意
義
・
応

用
性
・
未
来
性
を
分
析
し
︑
と
り
わ
け
オ
ウ
ム
真
理
教
事

件
︵
一
九
九
五 

年
︶
が
問
い
か
け
た
問
題
性
や
事
件
性
を

一
つ
の
事
例
研
究
と
し
て
も
モ
デ
ル
研
究
と
し
て
も
徹
底

究
明
し
て
い
く
︒
そ
れ
は
ま
た
教
祖
論
︑
弟
子
論
︑
修
行

論
︑
宗
教
教
育
論
︑
宗
教
教
団
論
な
ど
︑
宗
教
研
究
と
し

て
豊
饒
な
問
題
解
明
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
︒
ま
た
︑
変
性

意
識
状
態
・
神
秘
体
験
︵
宗
教
体
験
︶・
回
心
︑
修
行
に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
精
神
障
害
の
解
明
や
﹁
逆
境
﹂
を

乗
り
越
え
生
き
抜
い
て
い
く﹁
心
直
し
﹂の
研
究
に
も
新
た

な
知
見
と
視
座
と
基
準
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
︒︵
中
略
︶

本
科
研
は
こ
れ
と
も
連
動
し
︑﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
﹁
身
心
変
容
﹂
の
諸
問
題
を
解
明
し

つ
つ
︑
そ
こ
に
生
起
す
る
﹁
魔
境
﹂
や
暴
力
な
ど
の
破
壊

的
破
局
的
状
況
や
関
係
を
究
明
す
る
こ
と
で
︑
激
動
す
る

現
代
世
界
の
中
の
﹁
身
心
の
保
ち
方
﹂
に
多
大
な
示
唆
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
︒︵
中
略
︶

﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
の
諸
相
︵
個
性
的
表
現
︶
と
﹁
負
の

顕
わ
れ
﹂
の
局
面
の
解
明
︵
文
献
研
究
と
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
︶︑

身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力

―
オ
ウ
ム
真
理
教
と
ひ
か
り
の
輪
の
身
心
変
容
技
法

第
一
部
❖
自
由
と
暴
力

鎌
田
東
二

上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
特
任
教
授
・
京
都
大
学
名
誉
教
授
／
宗
教
哲
学
・
民
俗
学
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﹁
身
心
変
容
︵transration of body &

 m
ind

︶﹂
お
よ
び
﹁
霊

的
暴
力
︵spiritual violence

︶﹂﹁
霊
的
虐
待
︵spiritual abuse

︶﹂

の
概
念
を
明
確
に
し
︑
そ
の
個
別
事
例
を
比
較
検
討
し
な

が
ら
︑
そ
こ
に
共
通
す
る
構
造
や
文
法
を
取
り
出
し
︑
そ

の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
明
ら
か
に
す
る
︒
特
に
そ
れ
が

﹁
負
の
顕
わ
れ
﹂
と
し
て
問
題
と
な
っ
た
局
面
を
解
明
す
る
︒

禅
修
行
に
お
け
る
﹁
魔
境
﹂
の
問
題
︑
大
本
教
事
件
に
お

け
る
﹁
鎮
魂
帰
神
法
﹂
の
問
題
点
︑
オ
ウ
ム
真
理
教
の
﹁
水

中
ク
ン
バ
カ
﹂
や
﹁
土
中
サ
マ
デ
ィ
﹂
や
﹁
血
の
イ
ニ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
﹂
な
ど
が
も
た
ら
す
﹁
霊
的
虐
待
﹂
と
坂
本

弁
護
士
殺
害
事
件
や
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
と
の
関
係
︑
瞑

想
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
﹁
ク
ン
ダ
リ

ニ
ー
症
候
群
︵Kundalini syndrom

e

︶﹂︑
い
わ
ゆ
る
﹁
カ
ル

ト
教
団
﹂
と
さ
れ
て
き
た
人
民
寺
院
や
太
陽
寺
院
や
ヘ
ヴ

ン
ズ
・
ゲ
ー
ト
な
ど
の
﹁
集
団
自
殺
﹂︑
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
マ

ン
ソ
ン
に
よ
る
殺
人
事
件
な
ど
︑
修
行
や
薬
物
使
用
な
ど

に
よ
る
﹁
身
心
変
容
﹂
と
と
も
に
顕
在
化
し
た
諸
種
の
﹁
霊

的
暴
力
﹂
の
事
例
を
比
較
研
究
し
︑
そ
の
特
徴
と
問
題
点

を
明
ら
か
に
す
る
︒︵
中
略
︶

人
が
神
と
成
り
︑
動
物
や
植
物
や
鉱
物
や
物
と
成
り
︑

﹁
身
心
変
容
﹂
し
て
い
く
宗
教
的
超
越
な
い
し
変
態
︵
変

身
︶
の
ワ
ザ
と
し
て
の
﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
は
︑
様
々
な

宗
教
的
伝
統
と
リ
ソ
ー
ス
に
蓄
え
ら
れ
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

で
あ
り
︑
そ
の
﹁
身
体
知
﹂
を
科
学
的
に
解
明
す
る
と
同

時
に
︑
哲
学
・
思
想
史
的
に
位
置
付
け
直
す
と
こ
ろ
に
本

研
究
の
特
色
と
独
創
が
あ
る
︒
宗
教
研
究
に
と
っ
て
最
も

重
要
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
の
自
己
変
容
や
関
係
変
容
の

問
題
を
﹁
身
心
変
容
技
法
研
究
﹂
は
総
合
的
・
総
体
的
・

方
法
的
に
追
求
す
る
︒
宗
教
研
究
と
し
て
は
︑
身
体
論
や

身
体
技
法
論
︑
修
行
論
︑
変
性
意
識
状
態
・
神
秘
体
験︵
宗

教
体
験
︶・
回
心
・
心
直
し
研
究
な
ど
に
総
合
的
な
知
見
と

基
準
を
も
た
ら
す
も
の
と
期
待
で
き
る
︒
こ
の
﹁
身
体
知
﹂

の
総
合
的
研
究
は
︑
二
十
一 

世
紀
の
﹁
心
の
平
安
﹂
を
デ

ザ
イ
ン
し
て
い
く
際
に
実
践
的
か
つ
具
体
的
な
示
唆
を
与

え
︑
人
間
関
係
の
改
善
や
健
康
回
復
に
も
寄
与
し
︑
個
性

と
自
由
を
担
保
し
た
心
直
し
の
一
助
と
な
る
で
あ
ろ
う
︒

﹁
体
は
噓
を
つ
か
な
い
が
︑
心
は
噓
を
つ
く
︒
そ
し
て
︑
魂

︵
霊
性
︶
は
噓
を
つ
け
な
い
﹂
と
﹁
身
心
霊
﹂
の
三
層
関
係

を
仮
定
し
た
際
に
︑﹁
心
﹂
に
対
す
る
繊
細
で
深
い
考
察
と

方
法
的
対
峙
が
重
要
と
な
る
が
︑
そ
の
課
題
に
本
科
研
は

極
め
て
重
要
な
視
点
と
事
例
と
モ
デ
ル
と
洞
察
を
与
え
る

も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
︒

こ
の
よ
う
に
︑
本
科
研
の
﹁
研
究
目
的
﹂
に
お
い
て
︑
具

体
的
な
研
究
課
題
の
一
つ
と
し
て
︑
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
が

問
い
か
け
た
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
記
し
︑
身
心

変
容
技
法
の
実
践
が
生
み
出
す
さ
ま
ざ
ま
な
負
の
局
面
の
考

察
と
︑
そ
れ
を
通
し
て
二
十
一
世
紀
の
心
の
平
安
を
デ
ザ
イ

ン
し
て
い
く
﹁
個
性
と
自
由
を
担
保
し
た
心
直
し
﹂
の
探
究

と
実
現
を
研
究
目
的
や
課
題
と
す
る
と
明
記
し
た
︒
ま
た

﹁
研
究
計
画
﹂
の
一
つ
に
︑﹁
オ
ウ
ム
真
理
教
お
よ
び
ひ
か
り

の
輪
の
教
則
本
を
分
析
し
︑﹃
霊
的
暴
力
﹄
の
事
例
研
究
を
進

め
る
﹂
と
も
︑﹁
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
に
つ
い
て
の
総
合
的
研

究
を
進
め
︑
ひ
か
り
の
輪
の
活
動
の
分
析
を
通
し
て
﹃
マ
イ

ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
﹄
や
﹃
魔
境
﹄
問
題
の
打
開
の
方
法
と

実
践
の
結
果
を
ま
と
め
︑
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
後
の
宗
教
的

暴
力
の
問
題
を
議
論
す
る
際
の
基
礎
事
例
と
基
礎
理
論
を
提

起
し
て
い
く
﹂
と
も
記
し
た
︒

そ
こ
で
︑
こ
う
し
た
研
究
目
的
に
基
づ
い
て
︑
本
誌
﹃
身

心
変
容
技
法
研
究
﹄
第
五
号
に
﹁
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴

力
︱
宗
教
経
験
に
お
け
る
負
の
感
情
の
浄
化
の
ワ
ザ
に
関

す
る
総
合
的
研
究
﹂︑
同
六
号
に
﹁﹃
悪
魔
﹄
と
﹃
魔
境
﹄
︱

悪
魔
論
Ⅰ
﹂
を
掲
載
し
た
の
で
あ
る
︒
本
号
で
は
︑
そ
れ
を

踏
ま
え
て
︑﹁
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力
Ⅱ
︱
オ
ウ
ム
真

理
教
と
ひ
か
り
の
輪
の
身
心
変
容
技
法
﹂
に
つ
い
て
論
じ
て

い
き
た
い
︒

1
鈴
木
大
拙
の「
魔
王
」論
と『
摩
訶
止

観
』の「
魔
」の
認
識
と
退
治
法

具
体
的
に
︑
オ
ウ
ム
真
理
教
と
ひ
か
り
の
輪
の
身
心
変
容

技
法
を
吟
味
検
証
す
る
前
に
︑
予
備
的
考
察
と
し
て
︑
拙
著

﹃
宗
教
と
霊
性
﹄︵
角
川
選
書
︑
一
九
九
五
年
︶
で
取
り
上
げ
た

鈴
木
大
拙
の
﹁
魔
王
論
﹂
と
中
国
お
よ
び
日
本
天
台
に
お
け

る
﹁
魔
﹂
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
︒

鈴
木
大
拙
は
︑﹁
霊
性
﹂
を
タ
イ
ト
ル
に
持
つ
﹃
日
本
的
霊

性
﹄︵
大
東
出
版
社
︑
一
九
四
四
年
︶︑﹃
霊
性
的
日
本
の
建
設
﹄

︵
大
東
出
版
社
︑
一
九
四
六
年
︶︑﹃
日
本
の
霊
性
化
﹄︵
法
蔵
館
︑

一
九
四
七
年
︶
を
戦
中
戦
後
に
矢
継
ぎ
早
に
出
版
し
︑
日
本
人

の
﹁
霊
性
的
自
覚
﹂
を
促
し
た
が
︑
そ
こ
に
鈴
木
大
拙
な
り

の
戦
争
批
判
と
﹁
魔
﹂
観
が
あ
っ
た
︒
そ
の
﹁
魔
﹂
観
は
﹃
霊

性
的
日
本
の
建
設
﹄
冒
頭
に
置
か
れ
た﹁
戦ラ

ウ
ス
・
ベ
リ

争
礼
讃 Laus belli

︵
魔
王
の
宣
言
︶﹂
に
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
︒

鈴
木
大
拙
に
よ
れ
ば
︑﹁
魔
王
﹂
は
﹁
力
﹂
を
以
て
人
間
を

支
配
し
︑
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
︒
ま
ず
何
よ
り
も
︑﹁
魔
王
﹂

は
﹁
力
﹂
と
ず
る
が
し
こ
い
策
略
に
よ
っ
て
人
や
物
を
支
配

し
屈
伏
さ
せ
服
従
さ
せ
て
い
く
︒
そ
れ
は
当
然
︑
さ
ま
ざ
ま

な
﹁
権
力
﹂
や
﹁
武
力
﹂
や
﹁
暴
力
﹂
に
も
関
与
す
る
︒
そ

こ
で
は
︑﹁
魔
王
﹂
は
︑
あ
ら
ゆ
る
侵
略
的
な
権
力
や
暴
力
の

源
泉
と
し
て
戯
画
的
に
描
か
れ
て
い
る
︒
そ
し
て
︑﹁
魔
王
﹂

は
こ
の
﹁
力
﹂
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
駆
使
し
て
︑
人
間
の
﹁
無

意
識
﹂
を
動
か
し
︑﹁
性
﹂
や
﹁
狂
気
・
狂
信
﹂
や
﹁
う
そ
﹂

に
は
た
ら
き
か
け
る
と
い
う
︒

こ
の
奇
書
﹁
戦ラ

ウ
ス
・
ベ
リ

争
礼
讃
︵
魔
王
の
宣
言
︶﹂
は
︑﹃
霊
性
的
日

本
の
建
設
﹄
の
序
文
代
わ
り
に
置
か
れ
た
実
に
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
一
書
で
あ
る
︒
著
者
の
鈴
木
大
拙
が
︑﹁
魔
王
﹂
に
成

4
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り
代
わ
っ
て
︑
一
人
称
で
﹁
魔
王
﹂
の
欲
望
と
野
心
と
計
画

を
陳
述
し
て
い
る
の
だ
か
ら
︒
こ
の
﹁
戦
争
礼
讃
﹂
の
冒
頭

は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
︒

自
分
は
世
に
隠
れ
も
な
い
魔
王
で
あ
る
︒
折
さ
え
あ
れ

ば
人
間
世
界
を
混
乱
の
極
に
導
い
て
︑
人
類
を
滅
亡
せ
ん

と
す
る
の
が
自
分
の
使
命
だ
︒
今
度
も
ど
う
や
ら
世
界
は

ま
た
自
分
の
手
中
に
収
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
︒
思
う
存

分
に
働
い
て
や
ろ
う
︒
人
間
は
い
ま
も
尚
自
分
を
よ
く
了

解
し
な
い
よ
う
な
風
に
振
舞
っ
て
居
る
︒
が
︑
そ
れ
は
人

間
が
人
間
自
身
の
性
格
を
十
分
に
了
解
し
な
い
と
こ
ろ
か

ら
来
て
居
る
︒
人
間
が
今
少
し
深
く
考
え
て
く
れ
る
と
︑

自
分
と
人
間
と
は
元
来
一
つ
の
も
の
だ
と
云
う
こ
と
が
わ

か
る
の
で
あ
る
︒
そ
れ
を
わ
か
ら
せ
る
好
機
会
が
ま
た
来

た
︒
自
分
は
自
分
の
使
命
に
つ
き
少
し
く
語
っ
て
見
た
い
︒

自
分
即
ち
魔
王
の
本
性
は
力
だ
︒
力
が
向
う
見
ず
に
︑

自
由
自
在
に
躍
動
す
る
と
こ
ろ
に
は
︑
必
ず
自
分
が
居
る
︒

人
間
世
界
は
自
分
の
仕
事
場
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
︒
人

間
は
不
思
議
に
饒
舌
を
好
む
︑
如
何
に
彼
等
の
お
し
ゃ
べ

り
で
あ
る
こ
と
よ
！　

彼
等
は
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
文
字
を

弄
し
修
辞
に
耽
る
︒
こ
の
点
に
お
い
て
彼
等
は
実
に
巧
妙

を
極
め
て
居
る
︒
人
間
と
云
う
も
の
が
︑
此
世
に
現
わ
れ

て
以
来
︑
彼
等
は
如
何
に
多
く
の
書
物
を
作
り
︑
如
何
に

そ
の
﹁
三
寸
の
舌
﹂
を
動
か
し
て
﹁
懸
河
の
弁
﹂
を
弄
し

た
こ
と
よ
︒﹁
真
面
目
に
な
れ
︑
正
直
に
な
れ
︑
他
を
愛
せ

よ
︑
平
和
を
将
来
せ
よ
﹂
︱
こ
れ
が
彼
等
の
常
套
語
だ
︒

し
か
し
自
分
等
仲
間
は
︑
人
間
と
違
っ
て
︑
そ
ん
な
上
す

べ
り
な
こ
と
は
や
ら
ぬ
︒
わ
し
ら
は
い
つ
も
実
践
第
一
主

義
だ
︒
だ
ま
っ
て
考
え
て
︑
だ
ま
っ
て
計
画
し
て
︑
だ
ま

っ
て
実
行
す
る
︒
人
間
の
よ
う
に
空
理
を
並
べ
た
り
︑
贅

辞
に
時
を
浪
費
し
な
い
︒
考
え
た
こ
と
は
即
時
に
実
行
に

移
す
︒
自
分
等
の
本
質
は
力
だ
︑
力
は
行
為
だ
︒
そ
れ
故

自
分
等
は
人
間
共
の
最
も
雄
弁
な
と
き
︑
私ひ

そ

か
に
彼
等
の

﹁
無
意
識
﹂
内
に
入
り
込
む
︑
そ
う
し
て
そ
こ
に
本
来
在
る

も
の
を
揺
り
動
か
し
て
見
せ
る
︒
そ
れ
は
自
分
等
の
影
で

あ
る
︒
こ
の
影
が
眠
り
か
ら
覚
め
る
と
人
間
は
神
と
か
仏

と
か
の
名
で
造
り
上
げ
た
表
玄
関
の
無
意
味
な
い
か
め
し

さ
に
驚
く
︒
が
︑
彼
等
は
直
ち
に
そ
れ
を
取
り
毀
さ
ん
と

は
し
な
い
︒
ま
ず
更
に
こ
れ
を
繕
わ
ん
と
弁
明
す
る
︑
そ

う
し
て
事
実
の
上
で
は
そ
の
玄
関
の
基
礎
の
下
に
大
穴
を

あ
け
る
の
で
あ
る
︒︵
原
文
は
旧
か
な
づ
か
い
・
旧
漢
字
︶

魔
王
は
﹁
力
﹂
を
行
使
し
︑
人
間
の
﹁
無
意
識
﹂
に
は
た

ら
き
か
け
︑
あ
ら
ゆ
る
戦
争
を
引
き
起
こ
す
︒
第
一
次
世
界

大
戦
も
第
二
次
世
界
大
戦
も
み
な
魔
王
の
け
し
か
け
た
も
の

で
あ
る
︒
魔
王
は
宣
言
す
る
︒

﹁
番
号
付
け
に
な
っ
た
世
界
戦
争
は
︑
第
三
次
に
も
第
四
次

に
も
及
ぶ
も
の
だ
と
云
う
こ
と
を
︑
彼
等
は
ま
だ
知
ら
ぬ
の

か
︒
兎
に
角
︑
こ
う
や
っ
て
行
く
う
ち
に
︑
魔
王
最
後
の
目

的
で
あ
る
人
類
の
壊
滅
が
成
就
す
る
の
だ
︒
そ
の
と
き
わ
し

は
世
界
の
隅
々
ま
で
潜
ま
せ
て
あ
る
一
族
徒
党
を
一
堂
に
会

し
て
一
大
饗
宴
を
張
る
つ
も
り
な
の
だ
﹂
と
︒

そ
し
て
︑﹁
生
と
は
力
だ
︑
そ
う
し
て
こ
の
力
が
魔
王
の
原

理
な
の
だ
︒
力
の
な
い
奴
は
力
を
忌
む
︒
そ
れ
は
当
然
の
事

で
あ
ろ
う
︒
併
し
魔
王
は
力
そ
の
も
の
だ
︑
生
そ
の
も
の
だ
︒

力
の
な
い
︑
生
気
の
な
い
弱
虫
共
を
蹂
み
躙に

じ

っ
て
前
進
又
前

進
せ
よ
︒
前
進
と
は
戦
争
を
意
味
す
る
︒
戦
争
ほ
ど
力
が
充

実
し
た
場
合
を
見
せ
つ
け
る
も
の
は
な
い
︒
戦
争
に
は
釈
明

は
い
ら
ぬ
︑
有
る
限
り
の
力
で
相
撃
つ
の
だ
︒
前
面
に
横
た

わ
る
も
の
は
何
で
も
破
壊
す
る
︒
力
は
破
壊
の
又
の
名
だ
﹂

と
︒同

書
の
鈴
木
大
拙
に
よ
れ
ば
︑﹁
魔
王
最
後
の
目
的
﹂
は

﹁
人
類
の
壊
滅
﹂
で
あ
る
︒
そ
の
﹁
人
類
壊
滅
﹂
の
た
め
に
︑

﹁
魔
王
﹂
は
︑﹁
世
界
の
隅
々
ま
で
潜
ま
せ
て
あ
る
一
族
徒
党

を
一
堂
に
会
し
て
一
大
饗
宴
﹂
す
な
わ
ち
大
戦
争
を
引
き
起

こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
戦
争
は
人
類
史
に
お
け
る
巨
大

な
集
団
的
・
国
家
的
暴
力
の
行
使
で
︑
そ
の
被
害
は
相
互
に

甚
大
で
︑
そ
う
簡
単
に
は
一
挙
に
﹁
人
類
壊
滅
﹂
と
ま
で
は

行
か
な
く
と
も
︑
核
戦
争
と
も
な
れ
ば
﹁
人
類
壊
滅
﹂
の
み

な
ら
ず
﹁
生
物
壊
滅
﹂
や
﹁
地
球
壊
滅
﹂
に
ま
で
至
る
可
能

性
も
あ
る
︒﹁
魔
王
﹂
は
そ
の
よ
う
な
大
﹁
壊
滅
﹂
を
欲
し
て

い
る
と
鈴
木
大
拙
は
同
書
で
指
摘
す
る
︒

﹁
力
﹂
を
存
在
原
理
と
す
る
﹁
魔
王
﹂
か
ら
す
れ
ば
︑
人
間

は
本
質
的
に
﹁
魔
﹂
を
内
在
さ
せ
る
存
在
と
な
る
︒
な
ぜ
か

と
い
え
ば
︑﹁
生
の
力
は
性
の
力
で
︑
性
の
力
は
魔
の
力
だ
︑

そ
れ
で
生
れ
る
人
間
は
直
ち
に
﹃
魔
性
﹄
も
の
だ
︒﹂
と
﹁
魔

王
﹂
が
自
ら
語
っ
て
い
る
よ
う
に
︑
そ
も
そ
も
︑﹁
生
﹂
は

﹁
力
﹂︵
生
命
力
︶
で
あ
り
︑
同
時
に
﹁
性
﹂︵
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
︶

で
あ
る
が
ゆ
え
に
︑﹁
性
﹂
を
通
し
て
生
ま
れ
て
き
た
人
間
は

み
な
﹁
魔
性
﹂
を
秘
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
︒

鈴
木
大
拙
が
︑
こ
こ
で
︑﹁
性
﹂
と
﹁
魔
の
力
﹂
や
﹁
魔
性
﹂

と
を
結
び
つ
け
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
︒
前
掲
﹃
宗
教
と

霊
性
﹄
や
﹃
呪
殺
・
魔
境
論
﹄︵
集
英
社
︑
二
〇
〇
四
年
︶
で

繰
り
返
し
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
︑
仏
教
に
お
い
て
は
︑﹁
魔

︵M
āra

︶﹂
と
は
︑﹁
ブ
ッ
ダ
︵
覚
者
︑
悟
れ
る
者
︶﹂
と
な
る
前

の
ゴ
ー
タ
マ
・
シ
ッ
ダ
ル
タ
の
悟
り
︵
成
道
︶
を
妨
げ
る

﹁
力
﹂
と
し
て
現
わ
れ
る
の
だ
が
︑
そ
れ
は
い
く
つ
か
の
経
典

で
は
﹁
性
﹂
と
﹁
無
意
識
﹂
に
は
た
ら
き
か
け
る
も
の
で
あ

っ
た
︒
そ
も
そ
も
︑
日
本
語
で
﹁
男
根
︵
ペ
ニ
ス
︶﹂
の
こ
と

を
﹁
魔
羅
︵M

āra

︶﹂
と
い
う
字
を
当
て
る
こ
と
自
体
に
も
仏

教
的
な
性
煩
悩
観
が
影
響
し
て
い
る
と
い
う
語
源
説
も
あ
る
︒

実
際
︑
ゴ
ー
タ
マ
・
シ
ッ
ダ
ル
タ
の
誕
生
か
ら
死
ま
で
の

生
涯
を
物
語
る
大
乗
経
典
の
﹃
佛
説
普
曜
経
︵
方
等
本
起
経
︶﹄

巻
六
降
魔
品
に
は
︑
釈
迦
が
成
道
す
る
時
に
﹁
魔ま

王お
う

波は

旬
じ
ゅ
ん

︵M
āra Pāpīyās

︶﹂
が
四
女
を
遣
わ
し
て
妨
害
し
た
と
記
さ
れ

て
い
る
︒
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爾
の
時
︑
波
旬
︑
其
の
四
女
に
告
ぐ
︒
一
を
欲
妃
と
名

づ
け
︑
二
を
悦
彼
と
名
づ
け
︑
三
を
快
観
と
名
づ
け
︑
四

を
見
従
と
名
づ
く
︒
汝
︑
仏
樹
に
詣
り
て
菩
薩
を
惑
乱
し
︑

愛
欲
の
徳
を
嗟
歎
し
︑
其
の
清
浄
の
行
を
壊
せ
よ
と
︒
女

は
魔
の
言
を
聞
き
て
即
ち
仏
樹
に
詣
り
︑
菩
薩
の
前
に
住

し
て
綺
言
作
姿
三
十
有
二
あ
り
︒
一
に
曰
く
︑
眼
を
張
り

睛
を
弄
す
︒
二
に
曰
く
︑
衣
を
挙
げ
て
而
し
て
進
む
︒
三

に
曰
く
︑
誾
誾
と
し
て
並
び
笑
ふ
︒
四
に
曰
く
︑
展
転
相

調
す
︒
五
に
曰
く
︑
相
を
現
し
て
恋
慕
す
︒
六
に
曰
く
︑
更

に
相
観
視
す
︒
七
に
曰
く
︑
脣
口
を
姿
弄
す
︒
八
に
曰
く
︑

視
瞻
端
し
か
ら
ず
︒
九
に
曰
く
︑
嫈

細
視
す
︒
十
に
曰

く
︑
互
に
相
礼
拝
す
︒
十
一
に
︑
手
を
以
て
面
を
覆
ふ
︒
十

二
に
︑
迭
に
相
捻
挃
す
︒
十
三
に
︑
正
し
く
住
し
て
佯
聴

す
︒
十
四
に
︑
前
に
在
り
て
跳
蹀
す
︒
十
五
に
︑
其
の
髀

脚
を
現
す
︒
十
六
に
︑
其
の
手
臂
を
露
は
す
︒
十
七
に
︑
鳬

鴈
鴛
鴦
哀
鸞
の
声
を
作
す
︒
十
八
に
︑
現
ず
る
こ
と
照
鏡

の
如
し
︒
十
九
に
︑
周
旋
し
て
光
を
出
す
︒
二
十
に
︑
乍

ち
喜
び
乍
ち
悲
む
︒
二
十
一
に
︑
乍
ち
起
ち
乍
ち
坐
す
︒

二
十
二
に
︑
意
懐
踊
躍
す
︒
二
十
三
に
︑
香
を
以
て
身
に

塗
る
︒
二
十
四
に
︑
宝
瓔
を
持
す
る
こ
と
を
現
ず
︒
二
十

五
に
︑
項
頸
を
覆
蔵
す
︒
二
十
六
に
︑
閑
静
の
如
く
な
る

を
示
す
︒
二
十
七
に
︑
其
の
身
を
前
却
し
て
菩
薩
を
遍
観

す
︒
二
十
八
に
︑
開
目
閉
目
し
て
察
す
る
所
あ
る
が
如
く

す
︒
二
十
九
に
︑
俾
頭
閉
目
し
て
視
瞻
せ
ざ
る
が
如
く
す
︒

三
十
に
︑
愛
欲
を
嗟
歎
す
︒
三
十
一
に
目
を
拭
う
て
正
視

す
︒
三
十
二
に
︑
四
面
を
遍
観
し
て
挙
頭
下
頭
す
︒︵﹃
大

正
新
脩
大
蔵
経
﹄
第
三
巻
︑
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
︑
一
九

六
四
年
︑
原
文
は
漢
文
︶

こ
の
﹃
普
曜
経
﹄
で
は
︑
魔
王
波
旬
は
四
人
の
娘
を
遣
わ

し
︑
三
十
二
の
媚
態
を
と
ら
せ
て
ゴ
ー
タ
マ
・
シ
ッ
ダ
ル
タ

を
﹁
惑
乱
﹂
さ
せ
︑﹁
愛
欲
の
徳
﹂
を
称
賛
し
て
﹁
清
浄
の

行
﹂
を
破
壊
さ
せ
る
こ
と
を
命
じ
た
︒
そ
こ
で
︑
四
人
の
魔

王
の
娘
は
︑
菩
提
樹
の
下
で
瞑
想
に
没
入
す
る
ゴ
ー
タ
マ
・

シ
ッ
ダ
ル
タ
の
前
で
三
十
二
の
妖
艶
な
る
﹁
綺
言
作
姿
﹂
を

見
せ
つ
け
︑
心
を
乱
そ
う
と
は
か
っ
た
の
で
あ
る
︒
そ
の
ふ

る
ま
い
は
︑
官
能
的
な
所
作
︑
神
秘
的
な
現
象
の
演
出
︑
同

情
を
引
く
姿
︑
知
性
が
あ
る
よ
う
な
そ
ぶ
り
な
ど
で
あ
っ
た
︒

だ
が
︑
こ
の
時
︑
ゴ
ー
タ
マ
・
シ
ッ
ダ
ル
タ
は
魔
王
と
四
人

の
娘
の
奸
計
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
深
い
定
に
入
っ
て
微

動
だ
に
せ
ず
大
悟
成
道
を
果
た
し
た
︒
こ
の
悟
り
の
成
就
一

歩
手
前
で
の
こ
の
性
的
誘
惑
の
仏
伝
は
︑
修
行
者
に
と
っ
て
︑

い
か
に
﹁
性
の
力
﹂
が
強
烈
で
誘
惑
的
な
も
の
で
あ
る
か
を

明
確
に
示
す
も
の
で
あ
る
︒

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
︑﹃
仏
所
行
讃
﹄
に
は
︑﹁
魔
王
有
三

女
︒
美
貌
善
儀
容
︑
種
種
惑
人
術
︑
天
女
中
第
一
︒
第
一
名

欲
染
︑
次
名
能
悅
人
︑
三
名
可
愛
樂
﹂︵
魔
王
に
三
女
有
り
︒

美
貌
と
善
き
儀
容
あ
り
て
︑
種
種
に
人
を
惑
わ
す
術
︑
天
女

中
の
第
一
な
り
︒
第
一
を
欲
染
と
名
づ
け
︑
次
を
能
悦
人
と

名
づ
け
︑
三
を
可
愛
楽
と
名
づ
く
︶
と
あ
り
︑
ま
た
龍
樹
の

﹃
大
智
度
論
﹄
第
十
四
で
は
︑﹁
魔
王
﹂
が
﹁
楽
見
・
悦
彼
・

渇
愛
﹂
の
名
を
持
つ
﹁
三
玉
女
﹂
を
遣
わ
し
た
と
な
っ
て
い

て
︑
少
し
変
わ
っ
て
い
る
︒﹁
三
玉
女
﹂
は
こ
の
時
︑﹁
各
五

百
の
美
女
を
化
作
﹂
し
︑﹁
眉
を
掲
げ
睫
を
頓そ

ば
だて
︑
嫈

細
視

し
︑
衆
の
伎
楽
︑
種
種
の
姿
媚
を
作
し
︑
来
り
て
菩
薩
に
近

づ
き
︑
態
身
を
以
て
菩
薩
に
触
偪
せ
ん
と
欲
す
﹂
と
あ
る
よ

う
に
︑
千
五
百
人
余
の
﹁
美
女
﹂
を
現
出
さ
せ
て
︑
成
道
前

の
﹁
菩
薩
﹂
で
あ
る
ゴ
ー
タ
マ
・
シ
ッ
ダ
ル
タ
を
誘
惑
し
た
︒

い
み
じ
く
も
︑
こ
の
﹁
三
玉
女
﹂
の
三
番
目
の
娘
の
名
は

﹁
渇
愛
﹂
で
あ
る
︒
仏
教
で
は
︑
煩
悩
の
元
を
﹁
無

ア
ヴ
ィ
ド
ヤ
ー
明
︵
根
源

的
無
智
︶﹂
と
も
﹁
渇タ

ン

愛ハ
ー

︵
根
源
的
欲
望
︶﹂
と
も
説
く
が
︑
事

ほ
ど
左
様
に
﹁
性
の
力
﹂
の
克
服
昇
華
は
大
き
な
課
題
な
の

で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
に
仏
教
は
︑
悟
り
を
妨
げ
る
﹁
魔
の
力
﹂

と
し
て
﹁
性
の
力
﹂
が
は
た
ら
く
こ
と
に
強
い
注
意
を
向
け

て
い
る
︒
ゴ
ー
タ
マ
・
シ
ッ
ダ
ル
タ
は
こ
の
﹁
魔
﹂
の
来
襲

に
対
し
︑﹁
神
力
﹂︵
法
力
︶
を
も
っ
て
﹁
玉
女
＝
魔
女
﹂
を

﹁
老
婆
﹂
に
変
じ
て
退
け
た
︒
こ
う
し
て
︑
諸
種
の
仏
典
は

﹁
性
の
力
﹂
に
対
す
る
注
意
と
対
処
法
を
示
す
の
で
あ
る
︒

し
か
し
︑
論
点
先
取
し
て
い
え
ば
︑
空
海
や
真
言
宗
に
お

い
て
も
重
視
さ
れ
た
﹃
理
趣
経
﹄︵
正
式
に
は
﹃
般
若
波
羅
蜜

多
理
趣
百
五
十
頌
﹄︑
不
空
訳
で
は
﹃
大
楽
金
剛
不
空
真
実
三
摩

耶
経
﹄︶
や
︑
特
に
後
期
密
教
や
オ
ウ
ム
真
理
教
は
﹁
性
の

力
﹂
を
﹁
大
欲
﹂
と
し
て
逆
手
に
と
っ
て
︑
そ
こ
か
ら
﹁
大

楽
﹂の
境
地
に
至
ろ
う
と
企
図
す
る
思
想
を
持
っ
て
い
た
︒
だ

が
︑
タ
ン
ト
リ
ズ
ム
︵
タ
ン
ト
ラ
密
教
・
左
道
密
教
︶
と
も
呼

ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
こ
の
﹁
性
の
力
﹂
の
肯
定
と
活
用
の
方

向
は
︑
危
険
思
想
す
れ
す
れ
で
︑
一
歩
間
違
う
と
修
行
破
壊

や
破
戒
と
も
な
り
︑
修
行
者
に
と
っ
て
命
と
り
に
な
る
が
ゆ

え
に
︑
多
く
は
こ
の
修
行
法
を
勧
め
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ

っ
た
︒
実
際
︑
空
海
は
︑
最
澄
が
不
空
訳
﹃
理
趣
釈
経
﹄
の

借
覧
を
申
し
込
ん
で
き
た
時
︑
い
く
つ
か
の
理
由
を
挙
げ
た

上
で
︑
師
と
弟
子
と
の
面
授
や
厳
格
な
修
行
を
踏
ま
え
る
こ

と
な
く
知
的
に
の
み
こ
の
経
典
や
論
書
を
捉
え
て
し
ま
う
こ

と
の
危
険
と
行
く
末
に
危
惧
の
念
を
表
し
て
貸
与
を
断
っ
て

い
る
︒
妥
当
な
見
解
と
配
慮
で
あ
る
と
思
う
が
︑
種
々
の
﹁
降

魔
法
﹂
の
修
法
を
持
つ
密
教
は
︑﹁
魔
の
力
﹂
や
﹁
性
の
力
﹂

に
つ
い
て
は
大
変
き
わ
ど
く
逆
説
的
で
両
義
的
な
戦
略
を
取

っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
︒
こ
の
問
題
は
一
筋
縄
で
は
い

か
な
い
︑
複
雑
で
深
層
的
な
も
の
な
の
で
あ
る
︒

と
こ
ろ
で
︑
天
台
智
顗
︵
五
三
八–

五
九
七
︶
が
著
し
た

﹃
摩
訶
止
観
﹄
巻
八
上
第
二
項
﹁
煩
悩
が
起
る
因
縁
﹂
に
は
︑

①
﹁
習
因
の
種
子
﹂︑
②
﹁
業
力
の
撃
作
﹂︑
③
﹁
魔
の
扇
動
﹂

の
三
種
が
あ
る
と
い
う
︒
そ
し
て
こ
の
﹁
魔
の
扇
動
﹂
に
よ

り
﹁
魔
行
﹂
に
入
っ
て
し
ま
う
と
﹁
深
利
之
惑
﹂
が
起
こ
っ

て
そ
れ
に
呑
み
込
ま
れ
て
い
く
︒
そ
の
と
き
は
︑
ひ
た
す
ら
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仏
の
名
を
唱
え
る
と
そ
こ
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
︒﹁
仏
名
﹂
称
名
が
そ
れ
ほ
ど
の
功
徳
が
あ
る
か
ど
う
か
の

査
定
は
と
も
か
く
と
し
て
︑
智
顗
が
﹃
摩
訶
止
観
﹄
に
お
い

て
︑
詳
し
く
﹁
魔
﹂
の
問
題
を
考
察
・
記
述
し
て
い
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
禅
定
に
入
る
瞑
想
修
行
に
お
い

て
必
当
然
的
に
﹁
魔
﹂
に
遭
遇
す
る
と
の
認
識
が
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
︒

同
書
同
巻
第
五
項
﹁
止
観
を
修
す
る
﹂
の
条
に
は
止
観
の

要
諦
が
説
か
れ
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑
瞑
想
時
に
お
け
る
意
識

と
身
体
の
変
容
と
そ
の
対
処
法
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
が
︑

そ
の
中
に
︑﹁
三
蔵
は
︑
初
め
に
四
魔
を
伏
し
︑
道
場
に
坐
し

て
煩
悩
魔
を
破
し
︑
菩
提
の
道
を
得
る
︒
ま
た
︑
法
性
身
を

得
て
陰
入
魔
を
破
す
︒
こ
の
両
は
共
に
死
魔
を
破
す
︒
道
樹

の
下
に
し
て
不
動
三
昧
を
得
て
︑
三
の
玉
女
を
変
じ
︑
八
十

億
の
兵
を
破
す
る
に
︑
冠
・
蓋
・
剣
が
お
の
お
の
随
ち
た
り

と
は
︑
こ
れ
天
子
魔
を
破
す
る
な
り
︒﹂︵
池
田
魯
参
﹃
詳
解　

摩
訶
止
観
﹄
大
蔵
出
版
︑
一
九
九
六
年
︶
と
い
う
一
節
が
あ
る
︒

﹁
四
魔
﹂
と
は
﹁
煩
悩
魔
・
陰
魔
︵
蘊
魔
︶・
死
魔
・
天
子
魔
﹂

を
い
う
︒
中
で
も
︑﹁
煩
悩
魔
・
陰
魔
・
死
魔
﹂
の
三
つ
の

﹁
魔
﹂
は
﹁
内
魔
﹂︑
四
番
目
の
﹁
天
子
魔
﹂
は
﹁
外
魔
﹂
と

呼
ば
れ
て
い
る
︒
仏
教
で
は
﹁
魔
﹂
を
﹁
奪
命
者
﹂︑
生
命
と

知
恵
を
奪
う
も
の
と
捉
え
る
︒
そ
れ
は
﹁
無
明
﹂
と
﹁
渇
愛
﹂

で
も
あ
る
が
︑
そ
の
﹁
魔
﹂
を
﹃
摩
訶
止
観
﹄
は
さ
ら
に

﹁
観
﹂
じ
て
ゆ
く
︒

同
巻
第
五
節
﹁
魔
事
の
境
を
観
ず
﹂
で
は
︑
次
の
よ
う
に

﹁
魔
事
・
魔
罪
﹂
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
︒

第
五
に
︑
魔
事
の
境
を
観
ず
る
は
︑
行
人
が
四
の
三
昧

を
修
し
て
︑
悪
が
ま
さ
に
謝
せ
ん
と
し
︑
善
が
生
ぜ
ん
と

欲
す
る
に
︑
魔
が
逈は

る

か
に
そ
の
境
を
出
る
こ
と
を
恐
れ
︑
ま

た
︑
ま
さ
に
他
を
化
度
し
て
我
が
民
属
を
失
い
︑
我
が
宮

殿
を
空
し
か
ら
し
む
べ
し
︑
ま
た
︑
そ
の
大
神
力
と
大
智

慧
力
を
得
て
︑
ま
た
︑
ま
さ
に
我
れ
と
大
戦
諍
を
興
し
︑
調

伏
し
控
制
し
て
我
れ
を
触
悩
す
べ
し
と
慮
り
︑
そ
の
い
ま

だ
成
ぜ
ざ
る
に
遽お

よ

ん
で
︑
彼
れ
の
善
根
を
壊
す
が
ゆ
え
に
︑

魔
事
が
あ
る
な
り
︒
行
者
の
道
が
弱
け
れ
ば
︑
い
ま
だ
波

旬
を
動
ぜ
ず
︑
一
切
の
鬼
神
は
六
天
の
管
に
属
し
て
︑
当

界
を
防
ぎ
戍ま

も

る
た
め
に
︑
正
し
く
ま
さ
に
こ
れ
を
動
ず
べ

き
の
み
︒﹃
経
﹄
に
い
わ
く
︑﹁
魔
の
事
と
魔
の
罪
を
説
か

ざ
る
者
は
︑
こ
れ
菩
薩
の
悪
知
識
な
り
﹂
と
︒
も
し
邪
・

正
に
達
す
れ
ば
︑
懐か

い

抱ほ
う

は
淡
然
な
り
︒
魔
界
の
如
は
仏
界

の
如
と
一
如
に
し
て
二
如
な
く
︑
平
等
に
し
て
一
相
な
り

と
知
っ
て
︑
魔
を
も
っ
て
戚
と
な
し
︑
仏
を
欣ご

ん

と
な
さ
ず
︑

こ
れ
を
実
際
に
安
ん
ず
︒
も
し
よ
く
こ
の
ご
と
く
な
れ
ば
︑

邪
も
正
を
干お

か

さ
ず
︑
悩
乱
が
た
と
え
起
っ
て
魔
が
来
た
る

も
︑
は
な
は
だ
善
き
な
り
︒

今
︑
魔
を
明
か
す
に
五
と
な
す
︒
一
つ
に
は
同
異
を
分

別
し
︑
二
つ
に
は
発
す
る
相
を
明
か
し
︑
三
つ
に
は
妨
損

を
明
か
し
︑
四
つ
に
は
冶
法
を
明
か
し
︑
五
つ
に
は
止
観

を
修
す
る
な
り
︒

こ
こ
に
は
︑
四
種
三
昧
の
修
行
が
成
就
す
る
こ
と
を
﹁
魔
﹂

が
恐
れ
て
邪
魔
を
し
︑
修
行
者
の
﹁
善
根
﹂
を
破
壊
し
よ
う

と
は
た
ら
く
こ
と
に
注
意
が
向
け
ら
れ
て
い
る
︒
修
行
が
浅

い
時
に
は
そ
の
よ
う
な
﹁
魔
﹂
の
は
た
ら
き
も
邪
魔
も
な
い

が
︑
修
行
が
進
ん
だ
時
に
は
﹁
魔
﹂︑
す
な
わ
ち
邪
魔
が
入
る

の
で
あ
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
修
行
者
は
そ
の
こ
と
を
普
段
か

ら
よ
く
弁
え
て
︑﹁
魔
事
﹂
を
知
り
︑
事
が
起
こ
っ
て
も
そ
れ

に
動
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
予
防
線
を
張

る
︒﹁
魔
﹂
が
や
っ
て
き
て
も
︑
そ
れ
を
退
治
す
れ
ば
よ
い
の

だ
か
ら
︑
問
題
は
な
い
し
︑
む
し
ろ
﹁
魔
﹂
が
来
る
の
は
修

行
が
進
ん
だ
結
果
で
︑
大
い
に
結
構
な
こ
と
で
あ
る
と
す
る
︒

こ
う
し
て
︑
①
魔
の
区
別
︑
②
魔
の
発
生
・
発
現
︑
③
魔
に

よ
る
妨
害
破
損
︑
④
魔
の
退
治
法
︑
⑤
止
観
︵
禅
定
︶
修
行

の
順
で
﹁
魔
﹂
の
克
服
過
程
が
説
か
れ
る
こ
と
に
な
る
︒
同

書
に
は
ま
た
﹁
煩
悩
是
れ
菩
提
﹂﹁
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃

に
入
る
﹂
と
も
あ
り
︑
い
わ
ゆ
る
﹁
煩
悩
即
菩
提
﹂﹁
生
死
即

涅
槃
﹂
の
思
想
が
説
か
れ
て
い
て
︑﹁
魔
仏
一
如
﹂
の
思
想
と

も
相
関
す
る
︒
こ
う
し
て
﹃
摩
訶
止
観
﹄
は
︑
瞑
想
時
に
お

け
る
﹁
魔
境
﹂
や
﹁
魔
事
﹂
の
襲
来
に
対
す
る
重
要
な
指
南

書
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

こ
れ
が
最
澄
に
よ
り
︑
日
本
天
台
宗
に
引
き
継
が
れ
︑
そ

の
中
で
天
台
本
覚
思
想
が
展
開
さ
れ
て
い
く
過
程
で
︑
や
が

て
﹁
魔
仏
一
如
﹂
の
思
想
が
説
か
れ
︑
能
の
﹁
善
界
﹂
で
は
︑

﹁
そ
も
〳
〵
是
は
大
唐
の
天
狗
の
首
領
︑
善
界
坊
と
は
我
事
な

り
あ
ら
物
々
し
や
如
何
に
御
坊
︑
今
更
何
の
観
念
を
か
な
せ

る
︑
夫
れ
若
作
障
碍
即
有
一
仏
魔
境
と
説
け
り
︑
あ
ら
痛
は

し
や
欲
界
の
内
に
生
ま
る
ゝ
輩
は
︑
悟
り
の
道
や
其
ま
ゝ
に

魔
道
の
街
と
な
り
ぬ
ら
ん
︑
不
思
議
や
雲
の
内
よ
り
︑
邪
法

を
唱
ふ
る
声
す
な
り
︑
本
よ
り
魔
仏
一
如
に
し
て
︑
凡
聖
不

二
な
り
自
性
清
浄
天
然
動
き
な
き
︑
是
を
不
動
と
名
付
け
た

り
﹂
な
ど
と
︑﹁
自
性
清
浄
﹂
観
に
基
づ
い
て
﹁
魔
仏
一
如
・

凡
聖
不
二
﹂
が
説
か
れ
る
こ
と
に
な
る
︒
こ
う
し
て
︑
こ
の

よ
う
な
能
の
定
型
表
現
の
よ
う
に
﹁
魔
仏
一
如
﹂
観
が
拡
大

流
布
し
て
い
き
︑
江
戸
時
代
に
至
っ
て
上
田
秋
成
の
﹃
雨
月

物
語
﹄
に
は
︑﹁
心
放
せ
ば
妖
魔
と
な
り
︑
収
む
る
則と

き

は
仏
果

を
得
る
﹂︵﹁
青
頭
巾
﹂︶
と
か
﹁
心
を
さ
む
れ
ば
誰
も
仏
心
也
︒

放
て
ば
妖
魔 

﹂︵﹁
樊
噲
﹂︶
と
も
書
き
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
︒

﹁
心
﹂
は
ほ
し
い
ま
ま
に
﹁
放
て
﹂
ば
﹁
妖
魔
﹂
に
な
る
が
︑

し
か
し
︑
そ
れ
を
上
手
く
﹁
収
め
る
﹂
こ
と
が
で
き
た
時
に
は

﹁
仏
心
・
仏
果
﹂
が
実
現
成
就
す
る
︒
そ
の
機
序
を
天
台
本
覚

思
想
は
非
常
に
パ
ラ
ド
ク
シ
カ
ル
に
表
現
し
た
と
い
え
る
︒

と
こ
ろ
で
︑﹃
摩
訶
止
観
﹄
に
お
け
る
﹁
魔
事
﹂
退
治
法
は
︑

大
き
く
①
﹁

惕
鬼
﹂
の
退
治
法
︑
②
﹁
時
媚
鬼
﹂
の
退
治

法
︑
③
﹁
魔
羅
鬼
﹂
の
退
治
法
の
三
種
が
あ
る
︒
前
二
者
の

﹁
鬼
﹂
に
つ
い
て
は
︑
呵
責
し
た
り
戒
文
を
唱
え
た
り
︑
時
刻
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の
獣
の
名
を
呼
ぶ
こ
と
で
退
散
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す

る
︒
三
つ
目
の
﹁
魔
羅
鬼
﹂
法
は
︑
①
呵
責
︵
覚
呵
︶︑
②
諦

観
︑
③
死
を
覚
悟
し
て
の
拒
絶
︵
強
心
抵
捍
︶︑
で
あ
る
と
す
る
︒

こ
う
し
て
︑﹃
摩
訶
止
観
﹄
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
︒

魔
界
は
す
な
わ
ち
仏
界
な
れ
ど
も
︑
し
か
も
衆
生
は
知

ら
ず
︑
仏
界
に
迷
い
︑
横
に
魔
界
を
起
し
︑
菩
提
の
中
に
お

い
て
し
か
も
煩
悩
を
生
ず
︑
こ
の
ゆ
え
に
悲
を
起
す
︒
衆
生

を
し
て
︑
魔
界
に
お
い
て
す
な
わ
ち
仏
界
な
ら
し
め
︑
煩
悩

に
お
い
て
す
な
わ
ち
菩
提
な
ら
し
め
ん
と
欲
し
︑
こ
の
ゆ

え
に
慈
を
起
す
︒
慈
は
無
量
の
仏
な
り
︑
悲
は
無
量
の
魔
な

り
︑
無
量
の
慈
悲
は
す
な
わ
ち
無
縁
の
一
の
大
慈
悲
な
り
︒

こ
の
願
を
満
じ
︑
こ
の
理
を
顕
わ
さ
ん
と
欲
す
れ
ば
︑
ま

さ
に
魔
を
降
し
て
道
場
と
な
す
べ
し
︒
八
十
億
の
衆
も
心

を
動
ず
る
こ
と
能
わ
ざ
る
を
止
と
名
づ
け
︑
魔
界
は
す
な

わ
ち
仏
界
な
り
と
達
す
る
を
観
と
名
づ
く
︒
た
だ
四
悉
を

も
っ
て
止
観
を
も
っ
て
心
を
安
ん
ず
る
な
り
︒

魔
事
が
起
る
に
随
っ
て
︑
す
な
わ
ち
四
句
を
も
っ
て
こ

れ
を
破
し
︑
横
・
竪
に
単
・
複
を
破
し
て
こ
と
ご
と
く
滞

と
ど
こ
お

り
な
し
︒
三
蔵
は
︑
初
め
に
四
魔
を
伏
し
︑
道
場
に
坐
し

て
煩
悩
魔
を
破
し
︑
菩
提
の
道
を
得
る
︒

智
顗
は
﹁
魔
界
﹂
が
﹁
仏
界
﹂
で
あ
り
︑
衆
生
は
そ
の
﹁
仏

界
﹂
に
迷
っ
て
﹁
魔
界
﹂
を
起
し
て
し
ま
い
︑﹁
菩
提
︵
悟

り
︶﹂
の
中
に
い
な
が
ら
も
﹁
煩
悩
︵
迷
い
︶﹂
を
生
じ
て
し

ま
う
も
の
だ
と
︑
実
に
パ
ラ
ド
ク
シ
カ
ル
な
事
態
を
指
摘
し

て
い
る
︒
だ
か
ら
こ
そ
︑﹁
魔
界
﹂
で
﹁
仏
界
﹂
に
出
会
い
︑

﹁
煩
悩
﹂
の
中
で
﹁
菩
提
﹂
に
出
会
う
よ
う
に
︑
修
行
に
対
し

て
﹁
慈
悲
﹂
を
起
こ
す
と
い
う
︒
そ
し
て
﹁
降
魔
﹂
す
る
こ

と
が
﹁
道
場
﹂
で
あ
り
︑
修
行
で
あ
る
と
す
る
︒
そ
し
て
︑

﹁
止
観
﹂
と
は
︑
八
十
億
の
魔
衆
に
よ
っ
て
も
心
を
動
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
﹁
止
﹂
と
︑﹁
魔
界
﹂
が
﹁
仏
界
﹂
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
悟
る
﹁
観
﹂
を
成
就
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う

の
で
あ
る
︒

こ
の
よ
う
な
﹃
摩
訶
止
観
﹄
に
お
け
る
﹁
魔
王
波
旬
﹂
や

﹁
魔
﹂
の
退
治
法
は
︑
鈴
木
大
拙
の
﹁
魔
王
礼
讃
﹂
に
お
け
る

﹁
魔
﹂
の
退
治
法
と
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
か
？　

鈴

木
大
拙
は
︑﹁
宗
教
又
は
そ
の
名
に
似
せ
た
﹃
信
仰
﹄
は
時
に

よ
る
と
自
分
︵
魔
王
︶
に
協
力
す
る
こ
と
が
︑
い
く
ら
も
あ

る
︒
そ
れ
は
そ
の
﹃
信
仰
﹄
が
本
当
の
愛
又
は
大
悲
に
根
ざ

し
て
居
な
い
と
き
で
あ
る
︒
即
ち
力
に
対
す
る
信
仰
で
あ
る

と
き
で
あ
る
﹂
と
述
べ
て
い
る
が
︑
こ
こ
で
﹃
摩
訶
止
観
﹄

に
言
う
﹁
慈
悲
﹂
が
﹁
本
当
の
愛
﹂
や
﹁
大
悲
﹂
と
し
て
強

調
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
︒

鈴
木
大
拙
の
﹁
魔
王
﹂
退
治
の
結
論
は
次
の
よ
う
に
﹁
霊

性
的
自
覚
﹂
と
﹁
霊
性
的
日
本
の
建
設
﹂
で
あ
る
︒

狂
信
ほ
ど
自
分
の
味
方
に
な
る
も
の
は
な
い
︒
狂
信
か

ら
出
る
力
は
実
に
魔
王
的
だ
︒
自
分
か
ら
云
う
の
も
お
か

し
い
が
︑
彼
等
︵
狂
信
者
︶
は
自
分
の
落
し
種
な
の
だ
︒
自

分
は
実
行
第
一
主
義
を
信
奉
す
る
と
云
っ
た
が
︑
そ
の
実

行
の
う
ら
に
は
︑
い
つ
も
深
い
陰
謀
が
あ
り
︑
遠
い
噓
が

あ
る
︒
遠
い
と
云
う
の
は
一
寸
先
の
見
え
ぬ
と
云
う
義
で

あ
る
︒
自
分
は
う
そ

0

0

の
創
造
者
だ
︑
人
間
世
界
に
初
め
て

う
そ

0

0

を
作
り
出
し
た
の
は
自
分
だ
︒
自
分
の
本
来
は
力
の

行
使
で
あ
る
が
︑
こ
の
行
使
は
只た

だ

実
行
す
る
と
云
う
こ
と

で
な
い
︒
そ
れ
だ
け
で
は
行
詰
り
す
る
︒
力
は
分
別
に
よ

り
て
助
け
ら
れ
︑
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
︒
併
し
こ

の
分
別
の
目
的
は
力
の
節
制
と
か
反
省
と
か
云
う
こ
と
で

な
く
て
︑
力
の
彌
が
上
の
進
出
︑
奔
放
な
進
出
で
あ
る
か

ら
︑
分
別
の
基
調
は
そ
こ
に
な
く
て
は
な
ら
ぬ
︒
即
ち
相

手
を
斃た

お

す
こ
と
で
あ
る
か
ら
︑
そ
う
し
て
そ
の
相
手
は
︑
有

罪
と
無
罪
と
を
問
わ
ず
︑
強
と
弱
︑
賢
と
不
肖
︑
智
と
愚

︱
そ
ん
な
事
は
一
切
不
問
に
付
し
て
あ
る
の
だ
か
ら
︑
当

り
放
題
に
斃
す
の
だ
︒
わ
し
は
そ
の
よ
う
な
事
に
は
直
接

に
手
を
出
さ
ぬ
︑
人
間
を
し
て
や
ら
し
め
る
の
だ
︒
人
間

を
し
て
う
そ

0

0

を
つ
か
し
め
る
︑
無
い
事
を
作
り
出
さ
し
め

る
︒
事
実
を
勝
手
に
曲
解
せ
し
め
る
︑
互
い
に
殺
し
合
い
︑

責
め
さ
い
な
む
よ
う
に
と
云
う
の
が
目
的
な
の
で
あ
る
︒
こ

の
目
的
さ
え
達
す
れ
ば
よ
い
の
だ
︒
目
的
の
た
め
に
は
手

段
を
選
ば
な
い
︒
随
分
悪
辣
な
陰
謀
と
う
そ

0

0

と
策
略
︱

そ
れ
は
外
交
と
か
政
治
と
か
︑
治
安
維
持
と
か
︑
国
防
と

か
︑
国
体
擁
護
と
か
そ
の
外
色
々
の
名
で
行
わ
れ
る
策
略

︱
で
︑
最
後
の
目
的
︑
即
ち
人
類
相
互
の
殺
し
合
を
達

成
せ
ん
と
す
る
の
だ
︒
生
は
︑
力
は
︑
う
そ

0

0

を
作
り
出
す
︒

こ
れ
は
敵
を
欺
く
た
め
だ
け
で
は
な
い
の
だ
︑
自
ら
を
も

欺
こ
う
と
い
う
の
だ
︒
人
間
は
不
思
議
に
自
ら
欺
く
こ
と

を
好
む
︒
こ
れ
が
彼
等
の
お
喋
舌
の
原
因
な
の
だ
が
︑
そ

れ
も
実
は
魔
王
た
る
自
分
の
か
ら
く
り

0

0

0

0

な
の
だ
︒
い
く
ら

で
も
自
分
で
喋
舌
っ
て
居
る
と
︑
人
間
は
そ
れ
に
酔
っ
て

来
る
︒
そ
う
し
て
何
だ
か
自
ら
そ
の
も
の
の
如
く
な
っ
た

よ
う
に
心
得
て
来
る
の
だ
︒
こ
こ
に
魔
王
の
つ
け
こ
み

0

0

0

0

得

る
す
き

0

0

が
あ
る
︒
摩
王
は
力
で
︑
実
行
そ
の
も
の
だ
と
云

う
が
︑
そ
れ
で
も
中
々
の
苦
労
は
あ
る
︒
人
間
の
取
り
扱

い
は
他
の
動
物
並
に
行
か
な
い
の
だ
︒
そ
れ
が
ま
た
一
種

の
興
味
を
そ
そ
ら
ぬ
で
も
な
い
︒
人
間
が
平
生
の
お
喋
舌

に
反
し
て
︑
無
暗
の
殺
戮
行
為
を
や
る
と
き
の
人
間
の
相

好
と
云
う
も
の
は
︑
平
生
の
に
反
映
し
て
一
層
の
悽
慘
味

を
加
え
る
︑
そ
こ
が
地
獄
変
相
の
至
極
で
︑
わ
し
ら
の
最

も
快
適
と
す
る
場
面
だ
︒︵
中
略
︶

近
代
の
人
間
は
科
学
と
云
う
こ
と
を
連
り
に
叫
ん
で
居

る
︒
こ
れ
が
進
歩
す
れ
ば
人
類
に
は
戦
争
は
な
く
な
る
と
︒

こ
こ
に
人
間
の
奴
等
の
智
慧
の
不
足
が
あ
る
︒
い
く
ら
科

学
が
進
ん
で
も
︑
魔
王
た
る
自
分
が
力
の
支
配
を
手
に
握

っ
て
居
る
限
り
は
︑
科
学
も
ま
た
こ
の
魔
王
の
力
の
権
力

下
に
お
か
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
︒
見
よ
︑
汝
等
が
発
明
し
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製
造
し
た
原
子
爆
弾
を
︒
こ
れ
が
ま
ず
何
処
に
何
の
た
め

に
使
用
せ
ら
れ
た
か
を
考
え
る
が
よ
い
︒
力
が
近
代
人
間

の
生
活
を
指
導
す
る
原
理
で
あ
る
限
り
︑
人
間
の
発
明
し

発
見
す
る
す
べ
て
の
も
の
は
︑
力
の
増
進
と
応
用
で
な
い

も
の
は
な
い
︒
近
代
の
人
間
で
世
界
の
ど
こ
の
隅
へ
往
っ

て
も
力
の
礼
讃
を
や
ら
ぬ
も
の
は
な
い
︒
戦
争
は
こ
の
力

の
最
も
端
的
に
現
実
化
す
る
事
象
で
あ
る
︒
自
分
の
支
配

す
る
と
こ
ろ
で
は
力
の
加
わ
ら
ぬ
尺
寸
の
土
も
な
い
の
だ
︒

科
学
も
何
も
皆
わ
し
の
力
で
動
か
さ
ず
に
お
か
な
い
の
だ
︒

も
う
暫
ら
く
見
て
居
る
が
よ
い
︑
今
日
の
原
子
爆
弾
も
両

国
の
花
火
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
に
相
違
な
い
︑
こ
れ

よ
り
も
幾
層
倍
を
超
え
た
凄
惨
を
極
む
る
爆
弾
が
製
作
せ

ら
れ
る
に
き
ま
っ
て
居
る
︒
原
子
爆
弾
は
間
も
な
く
玩
具

と
な
る
で
あ
ろ
う
︒
そ
の
と
き
は
わ
し
は
麾
下
の
魔
徒
を

集
め
て
人
類
滅
亡
の
凱
歌
を
高
ら
か
に
謡
う
の
だ
︒

併
し
こ
れ
は
大
き
な
声
で
は
云
わ
れ
な
い
が
︑
自
分
に

も
悩
み
の
な
い
こ
と
は
な
い
の
だ
︒
原
子
爆
弾
で
焼
き
尽

し
た
焦
土
の
中
か
ら
青
々
と
芽
を
出
す
草
が
あ
り
木
が
あ

る
こ
と
だ
︒
大
地
の
懐
か
ら
太
陽
の
光
を
仰
い
で
出
て
来

る
不
思
議
な
力
︑
こ
の
力
は
わ
し
の
力
よ
り
も
強
い
の
だ
︒

こ
れ
は
魔
性
の
も
の
で
な
い
︒
力
以
上
の
力
だ
︒
不
思
議

に
わ
し
の
力
を
無
力
に
し
て
し
ま
う
の
だ
︒
人
間
の
奴
は

こ
れ
を
霊
性
的
だ
と
か
云
っ
て
居
る
が
︑
兎
に
角
︑
怪
し

か
ら
ぬ
働
き
を
す
る
︒
わ
し
と
同
じ
く
人
間
の
﹁
無
意
識
﹂

に
生
き
て
居
る
よ
う
だ
が
︑
わ
し
の
力
で
は
そ
の
正
体
を

つ
き
と
め
ら
れ
ぬ
︒
時
に
は
そ
の
存
在
を
無
視
し
て
も
見

る
が
︑
ど
う
も
わ
し
の
思
う
よ
う
に
な
ら
ぬ
場
合
が
あ
る
︒

そ
れ
が
予
期
し
な
い
方
面
︱
或
は
予
期
不
可
能
な
方
面

︱
か
ら
︑
い
つ
の
ま
に
か
︑
頭
を
擡
げ
て
居
る
の
で
困

る
︒
焼
野
ケ
原
か
ら
芽
生
え
る
青
草
の
よ
う
な
奴
︑
霊
性

と
か
何
と
か
云
っ
て
居
る
が
︑
こ
い
つ
を
一
つ
何
と
か
し

て
や
り
た
い
が
︑
こ
れ
だ
け
は
︑
ま
ま
に
な
ら
な
い
の
だ
︒

そ
れ
で
余
り
大
き
な
声
で
は
云
わ
れ
ぬ
の
だ
︒
人
間
の
耳

へ
は
い
る
と
と
ん
で
も
な
い

0

0

0

0

0

0

こ
と
に
な
る
︒
が
︑
こ
の
霊

性
的
自
覚
か
ら
芽
生
え
る
大
悲
と
云
う
わ
し
の
見
え
ざ
る

相
手
︑
わ
し
を
遂
に
は
取
り
ひ
し
ぐ
か
も
知
れ
な
い
相
手

︱
大
敵
で
は
あ
る
が
︑
自
分
と
し
て
は
出
来
る
だ
け
の

魔
神
力
で
こ
れ
に
抵
抗
し
て
見
せ
る
ぞ
︒
相
手
も
わ
し
を

負
か
す
に
は
容
易
な
ら
ぬ
努
力
を
要
す
る
の
だ
︒
わ
し
は

名
に
し
負
う
魔
王
で
あ
る
︒

日
本
の
奴
は
わ
し
の
﹁
御
稜
威
﹂
の
力
で
大
分
困
っ
て

居
る
よ
う
だ
が
︑
或
る
方
面
か
ら
見
れ
ば
︑
彼
等
は
却
っ

て
霊
性
に
生
き
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
も
の
だ
︒
世
界
平

和
の
宣
伝
の
根
拠
地
が
こ
こ
か
ら
発
祥
す
る
か
も
知
れ
な

い
︒
そ
う
な
る
と
魔
王
の
面
目
は
丸
潰
れ
に
な
る
︒
わ
し

は
大
に
力
を
出
し
て
︑
日
本
の
奴
を
益
々
苦
し
め
て
や
ろ

う
︒
彼
奴
等
を
試
験
す
る
に
は
好
機
会
だ
︒

但
々
何
と
か
し
て
あ
の
焦
土
の
下
か
ら
萌
え
出
る
不
思

議
な
力
以
上
の
力
を
︑
蹂
み
躙
る
こ
と
さ
え
出
来
れ
ば
よ

い
の
だ
が
な
！

﹁
霊
性
的
自
覚
か
ら
芽
生
え
る
大
悲
﹂︑
そ
れ
に
支
え
ら
れ

た
﹁
世
界
平
和
の
宣
伝
の
根
拠
地
﹂
と
し
て
の
日
本
︑
そ
れ

が
﹁
あ
の
焦
土
の
下
か
ら
萌
え
出
る
不
思
議
な
力
以
上
の
力
﹂

で
︑﹁
魔
王
﹂
は
一
番
そ
れ
を
恐
れ
て
い
る
︒

こ
の
﹁
魔
王
﹂
は
︑
宗
教
や
信
仰
が
﹁
魔
﹂
と
し
て
は
た

ら
く
時
が
あ
る
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
︒
そ
こ
で
︑
鈴
木

大
拙
は
︑﹁
魔
﹂
に
対
抗
す
る
た
め
に
︑
時
に
﹁
魔
﹂
に
取
り

込
ま
れ
る
﹁
宗
教
﹂
や
﹁
信
仰
﹂
で
は
な
く
︑﹁
本
当
の
愛
﹂
と

﹁
大
悲
﹂
を
持
つ
﹁
霊
性
﹂
な
い
し
﹁
霊
性
的
自
覚
﹂
を
対
置

す
る
︒
そ
れ
に
よ
り
︑﹁
魔
﹂
に
対
峙
す
る
原
理
的
指
標
と
規

準
を
設
け
た
︒
そ
れ
は
鈴
木
大
拙
の
戦
争
批
判
で
も
あ
っ
た
︒

オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
の
問
題
と
深
層
的
解
決
を
考
え
て
い

く
際
に
︑
こ
の
よ
う
な
鈴
木
大
拙
の
﹁
魔
王
礼
讃
﹂
は
ど
の

よ
う
な
補
助
線
と
な
り
︑
効
力
を
発
揮
す
る
だ
ろ
う
か
？

2
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
と
そ
の
後

オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
と
は
︑
麻
原
彰
晃
と
名
乗
る
松
本
智

津
夫
が
教
祖
と
し
て
幹
部
信
者
に
教
団
の
思
想
や
活
動
に
敵

対
す
る
人
物
や
一
般
人
に
﹁
ポ
ア
﹂
と
称
す
る
殺
人
と
無
差

別
テ
ロ
を
命
じ
て
殺
傷
を
繰
り
返
し
た
事
件
で
︑
そ
れ
に
よ

り
二
十
九
名
が
死
亡
︑
六
千
人
余
り
の
人
々
が
負
傷
し
た
︒

中
で
も
︑
坂
本
堤
弁
護
士
一
家
殺
害
事
件
︵
一
九
八
九
年
十
一

月
四
日
︶︑
松
本
サ
リ
ン
事
件
︵
一
九
九
四
年
六
月
二
十
七
日
︶︑

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
︵
一
九
九
五
年
三
月
二
十
日
︶
が
三
大
事

件
と
し
て
大
き
く
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
︑
一
連
の
事

件
に
ま
つ
わ
る
論
書
も
多
数
出
版
さ
れ
て
い
る
︒
事
件
に
関

与
し
た
教
団
幹
部
ら
一
八
九
人
が
起
訴
さ
れ
︑
麻
原
彰
晃
を

始
め
と
し
て
殺
傷
事
件
に
関
わ
っ
た
教
団
幹
部
ら
十
三
人
が

死
刑
︑
五
人
が
無
期
懲
役
の
判
決
を
受
け
て
い
る
︒
宗
教
教

団
が
関
与
し
た
戦
後
最
大
の
凶
悪
犯
罪
事
件
と
言
え
る
︒

事
件
後
︑
オ
ウ
ム
真
理
教
は
︑
ア
レ
フ
と
ひ
か
り
の
輪
に

分
裂
︑
現
在
は
さ
ら
にA

leph

︵
ア
レ
フ
︶
か
ら
別
派
が
生
じ
︑

三
派
に
分
か
れ
︑
三
団
体
と
も
に
﹁
観
察
処
分1

﹂
と
な
っ
て

い
る
︒
そ
の
中
で
︑
ひ
か
り
の
輪
だ
け
︑
二
〇
一
七
年
九
月

二
十
五
日
に
東
京
地
方
裁
判
所
か
ら
観
察
処
分
取
り
消
し
の

判
決
が
出
た
が2

︑
公
安
調
査
庁
は
東
京
高
裁
に
控
訴
し
た3

︒

本
年
︑
二
〇
一
八
年
一
月
二
十
二
日
︑
公
安
審
査
委
員
会
は

公
安
調
査
庁
の
三
団
体
観
察
処
分
継
続
申
請
を
し4

︑
三
団
体

と
も
に
観
察
処
分
が
認
め
ら
れ
た
の
で5

︑
ひ
か
り
の
輪
は
観

察
処
分
取
り
消
し
を
東
京
高
裁
に
申
請
し
た
︒

以
上
が
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
と
そ
の
後
の
関
連
団
体
の
状

態
で
あ
る
が
︑﹁
戦
後
最
大
の
凶
悪
犯
罪
﹂
と
言
わ
れ
る
こ
の

事
件
が
な
ぜ
︑
ど
の
よ
う
に
し
て
起
こ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
︑
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今
な
お
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
議
論
が
続
い
て
い
る
︒
私
自

身
も
前
掲
拙
著
﹃
宗
教
と
霊
性
﹄︵
一
九
九
五
年
︶︑﹃
エ
ッ
ジ

の
思
想
﹄︵
新
曜
社
︑
二
〇
〇
〇
年
︶︑﹃
呪
殺
・
魔
境
論
﹄︵
集

英
社
︑
二
〇
〇
四
年
︶
な
ど
で
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
と
麻
原
彰

晃
の
問
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
き
た
︒
そ
こ
に
お
け
る
中

心
的
問
題
は
︑
麻
原
彰
晃
自
身
も
言
及
し
注
意
を
促
し
て
い

た
﹁
魔
境
﹂
の
問
題
で
あ
っ
た
が
︑
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
考
察
吟
味
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
︑
本
科
研

﹁
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力
﹂
を
日
本
学
術
振
興
会
に
申

請
し
て
採
択
さ
れ
︑﹁
身
心
変
容
﹂
あ
る
い
は
﹁
身
心
変
容
技

法
﹂
と
い
う
視
角
か
ら
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
の
問
題
を
検
証

し
よ
う
と
し
て
き
た
︒

身
心
変
容
技
法
と
い
う
観
点
か
ら
オ
ウ
ム
真
理
教
を
見
た

場
合
︑
そ
こ
で
の
身
心
変
容
を
も
た
ら
す
修
行
は
多
く
の
問

題
を
孕
ん
で
お
り
︑
教
祖
︵
開
祖
︶
麻
原
彰
晃
を
含
め
︑
出

家
者
・
在
家
者
の
信
者
修
行
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
偏
差
と
﹁
魔

境
﹂
を
生
み
出
し
た
︒
問
題
の
一
つ
は
︑
過
剰
に
﹁
超
能
力
﹂

や
﹁
神
秘
体
験
﹂
や
﹁
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
﹂
の
獲
得
成
就

を
求
め
︑
そ
れ
に
こ
だ
わ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る

偏
差
と
魔
境
で
あ
り
︑
特
に
︑
性
と
慢
と
暴
力
︵
力
に
よ
る

支
配
と
殺
傷
行
為
︶
で
あ
っ
た
︒
前
掲
﹃
呪
殺
・
魔
境
論
﹄
で

最
初
期
の
修
行
に
お
け
る
オ
ナ
ニ
ー
の
取
り
入
れ
に
つ
い
て

考
察
し
た
が
︑
こ
の
過
剰
な
性
的
イ
メ
ー
ジ
や
性
器
刺
激
は

仏
教
修
行
を
標
榜
し
た
オ
ウ
ム
真
理
教
の
第
一
の
問
題
点︵
負

の
局
面
︶
で
あ
っ
た
と
考
え
る
︒
そ
れ
で
は
解
脱
修
行
と
し

て
な
ぜ
麻
原
彰
晃
は
そ
の
よ
う
な
偏
頗
な
性
的
訓
練
を
課
し

た
の
だ
ろ
う
か
？　

結
果
的
に
︑
ゴ
ー
タ
マ
・
シ
ッ
ダ
ル
タ

や
上
座
部
系
仏
教
が
い
か
に
慎
重
に
性
的
な
誘
惑
か
ら
身
心

を
遠
ざ
け
︑
深
く
冷
静
に
無
明
や
渇
愛
の
生
起
を
観
察
す
る

こ
と
を
中
心
的
な
実
践
課
題
に
据
え
た
か
と
い
う
こ
と
を
麻

原
彰
晃
は
ネ
グ
レ
ク
ト
し
た
︒
む
し
ろ
故
意
に
︑
タ
ン
ト
ラ

仏
教
や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
的
伝
統
な
ど
の
俗
的
理
解
と
曲
解
的

受
容
に
よ
り
︑
鈴
木
大
拙
の
言
う
﹁
魔
王
﹂
の
好
む
﹁
性
の

力
﹂
を
全
面
に
取
り
込
み
︑
偏
差
に
満
ち
た
﹁
イ
ニ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン
﹂
の
体
系
と
階
梯
を
生
み
出
し
た
と
い
え
る
︒
こ
れ

が
第
一
の
問
題
点
で
あ
る
︒

第
二
に
︑
そ
の
内
的
暴
力
と
し
て
の
﹁
性
の
力
﹂
の
取
り

込
み
が
﹁
自
我
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
﹂
や
絶
対
支
配
の
全

能
感
や
慢
を
促
進
し
︑
自
ら
を
﹁
最
終
解
脱
者
﹂
か
ら
さ
ら

に
﹁
王
﹂
や
﹁
教
皇
﹂
に
祀
り
上
げ
て
自
己
神
格
化
し
︑
そ

の
絶
対
支
配
に
敵
対
す
る
人
々
や
勢
力
を
﹁
ポ
ア
﹂
と
称
す

る
外
的
暴
力
と
し
て
殺
傷
し
て
い
く
暴
力
の
前
景
化
を
生
み

出
し
た
︒
つ
ま
り
︑﹁
性
の
力
﹂
と
﹁
絶
対
権
力
﹂
の
行
使
が

麻
原
彰
晃
の
﹁
霊
的
暴
力
﹂
と
し
て
顕
在
化
し
た
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
︒

そ
の
麻
原
を
絶
対
的
な
権
威
者
・
権
力
者
で
あ
る﹁
教
祖
・

開
祖
・
尊
師
﹂
と
し
て
戴
く
体
制
︵
教
団
組
織
・
幹
部
組
織
︶

を
諸
種
の
﹁
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
﹂
を
駆
使
し
装
置
化
し
て

作
り
上
げ
︑
麻
原
の
妄
想
的
な
思
想
と
計
画
を
実
体
化
す
る

こ
と
に
な
っ
た
︒
そ
の
こ
と
は
︑
神
道
的
な
文
脈
か
ら
言
え

ば
︑
厳
格
な
る
﹁
審さ

に
わ神
﹂
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
︒
つ
ま
り
︑
麻
原
彰
晃
が
自
身
を
シ
ヴ
ァ
神
や
大
黒

天
の
化
身
と
言
う
際
の
信
憑
性
に
つ
い
て
︑
自
身
も
弟
子
も

﹁
審
神
﹂
で
き
な
か
っ
た
︑
あ
る
い
は
そ
れ
を
せ
ず
に
自
己
幻

想
を
拡
大
共
有
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
︒

前
掲
拙
著
や
論
考
で
指
摘
し
て
き
た
こ
と
だ
が
︑
麻
原
彰

晃
自
身
は
︑﹁
正
し
い
グ
ル
を
持
つ
﹂
と
か
﹁
功
徳
を
積
む
﹂

と
か
﹁
強
い
信
を
持
つ
﹂
と
か
﹁
行
の
種
類
を
少
な
く
す
る
﹂

と
か
に
つ
い
て
の
正
し
い
︵
と
思
わ
れ
る
︒
少
な
く
と
も
間
違

っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
︶
指
針
を
弟
子
に
示
し
て
い
た
︒
し

か
し
そ
の
内
実
を
正
し
く
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
︒

そ
れ
ら
は
単
な
る
建
前
に
留
ま
り
︑
実
体
の
な
い
標
語
に
過

ぎ
な
か
っ
た
︒

身
心
変
容
技
法
か
ら
見
た
オ
ウ
ム
真
理
教
の
も
う
一
つ
の

問
題
は
︑﹁
グ
ル
の
コ
ピ
ー
化
﹂
か
ら
﹁
グ
ル
の
ク
ロ
ー
ン

化
﹂
へ
と
強
化
さ
れ
て
い
く
修
行
と
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
の
意
味
付
け
の
変
化
で
あ
る
︒
麻
原
彰
晃
は
﹃
生
死

を
超
え
る
﹄︵
一
九
八
六
年
︶
の
﹁
透
明
な
鏡
︱
グ
ル
﹂
の
中

で
︑﹁
私
の
経
験
を
相
手
の
コ
ー
サ
ル
体
と
ア
ス
ト
ラ
ル
体
に
︑

直
接
コ
ピ
ー
﹂
す
る
と
も
︑﹁
コ
ピ
ー
に
は
︑
／
1
．
私
も
相

手
も
同
じ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
見
て
い
る
︒
／
2
．
私
は
︑
相
手

に
自
分
の
透
明
さ
と
修
行
経
験
を
移
す
代
わ
り
に
︑
相
手
の

カ
ル
マ
を
受
け
て
い
る
︒
／
と
い
う
特
徴
が
あ
る
﹂
と
記
し

て
い
る
︒
同
年
︑
一
九
八
六
年
三
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
四

日
ま
で
の
丹
沢
集
中
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
︑﹁
グ
ル
が
与
え
た

ね
︑
あ
な
た
は
こ
れ
を
や
っ
て
は
い
け
な
い
︑
こ
れ
を
や
り

な
さ
い
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
︑
絶
対
服
従
す
る
こ
と
だ
ね
﹂

と
﹁
グ
ル
﹂
へ
の
﹁
絶
対
服
従
﹂
を
説
い
て
い
る
︒

ま
た
︑
同
様
に
︑
同
年
一
月
の
説
法
で
は
︑﹁
グ
ル
の
た
め

だ
っ
た
ら
死
ね
る
︑
グ
ル
の
た
め
だ
っ
た
ら
殺
し
だ
っ
て
や

る
よ
と
︑
こ
う
い
う
タ
イ
プ
の
人
は
︑
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
・
ヨ

ー
ガ
に
向
い
て
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
グ
ル
が
や
れ
と
い

っ
た
こ
と
を
す
べ
て
や
れ
る
状
態
︑
例
え
ば
そ
れ
は
殺
し
を

含
め
て
だ
︑
こ
れ
も
功
徳
に
変
わ
る
ん
だ
よ
︒
例
え
ば
グ
ル

が
そ
れ
を
殺
せ
と
い
う
時
は
︑
例
え
ば
相
手
は
も
う
︑
死
ぬ

時
期
に
き
て
い
る
︒
そ
し
て
︑
弟
子
に
殺
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
︑
そ
の
相
手
を
ポ
ア
さ
せ
る
と
い
う
ね
︑
一
番
い
い
時

期
に
殺
さ
せ
る
わ
け
だ
ね
﹂
と
述
べ
て
い
る
︒
こ
の
時
期
︑
オ

ウ
ム
真
理
教
教
団
は
未
だ
殺
人
に
手
を
染
め
て
は
い
な
い
が
︑

し
か
し
麻
原
彰
晃
が
弟
子
た
ち
を
前
に
し
て
︑﹁
グ
ル
の
た
め

だ
っ
た
ら
死
ね
る
︑
グ
ル
の
た
め
だ
っ
た
ら
殺
し
だ
っ
て
や

る
﹂︑
殺
人
が
﹁
功
徳
﹂
に
変
わ
る
︑﹁
相
手
を
ポ
ア
さ
せ
る
﹂

と
発
言
し
て
い
る
こ
と
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い6

︒

こ
の
よ
う
に
︑
麻
原
彰
晃
は
﹁
オ
ウ
ム
真
理
教
﹂
を
名
乗

る
以
前
の
一
九
八
六
年
の
時
点
か
ら
﹁
グ
ル
﹂
へ
の
﹁
絶
対

服
従
﹂
や
﹁
ポ
ア
﹂
の
こ
と
を
説
い
て
い
る
︒
だ
が
︑
実
態

10
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は
こ
の
時
点
で
は
︑﹁
グ
ル
﹂
麻
原
へ
の
﹁
絶
対
服
従
﹂
な
い

し
﹁
絶
対
帰
依
﹂
は
い
ま
だ
確
立
は
し
て
い
な
か
っ
た
︒
こ

の
﹁
グ
ル
の
絶
対
化
﹂
に
至
る
過
程
が
い
か
な
る
も
の
か
︑
緻

密
に
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
︑
よ
り
い
っ
そ
う
強
く

﹁
タ
ン
ト
ラ
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
﹂
や
﹁
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
﹂
を

説
く
一
九
八
八
年
頃
か
ら
﹁
グ
ル
の
ク
ロ
ー
ン
化
﹂
と
い
う

言
い
方
に
変
わ
っ
て
い
く
︒
こ
の
﹁
グ
ル
の
コ
ピ
ー
化
﹂
か

ら
﹁
グ
ル
の
ク
ロ
ー
ン
化
﹂
へ
の
変
化
を
﹁
絶
対
服
従
﹂
や

﹁
絶
対
帰
依
﹂
の
強
化
の
過
程
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒

た
と
え
ば
︑
一
九
八
八
年
十
月
二
日
の
説
法
で
は
︑﹁
金
剛

乗
︵
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
︶
の
教
え
と
い
う
も
の
は
︑
も
と
も
と

グ
ル
と
い
う
も
の
を
絶
対
的
な
立
場
に
置
い
て
︑
そ
の
グ
ル

に
帰
依
を
す
る
と
︒
そ
し
て
︑
自
己
を
空
っ
ぽ
に
す
る
努
力

を
す
る
と
︒
そ
の
空
っ
ぽ
に
な
っ
た
器
に
︑
グ
ル
の
経
験
︑
あ

る
い
は
グ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
︑
こ
れ
を
な
み
な
み
と
満
ち
溢

れ
さ
せ
る
と
︒
つ
ま
り
︑
グ
ル
の
ク
ロ
ー
ン
化
を
す
る
と
﹂

と
述
べ
て
い
る
︒﹁
空
っ
ぽ
に
な
っ
た
器
﹂
に
﹁
グ
ル
の
経

験
﹂
と
﹁
グ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
﹂
を
入
れ
て
満
ち
溢
れ
さ
せ

る
︒
そ
れ
が
﹁
グ
ル
の
ク
ロ
ー
ン
化
﹂
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
の
で
あ
る
︒

こ
の
よ
う
な
説
法
を
す
る
わ
ず
か
二
年
前
︑
麻
原
彰
晃
は

最
初
の
著
作
﹃
超
能
力
﹁
秘
密
の
開
発
法
﹂
す
べ
て
が
思
い

の
ま
ま
に
な
る
！
﹄︵
大
和
出
版
︑
一
九
八
六
年
三
月
︶
の
中
で

は
︑﹁
バ
ク
テ
ィ
・
ヨ
ー
ガ
を
続
け
な
が
ら
︑
カ
ル
マ
・
ヨ
ー

ガ
と
い
う
倫
理
的
な
ヨ
ー
ガ
を
修
行
に
加
え
た
︒
カ
ル
マ
・

ヨ
ー
ガ
と
は
︑
す
べ
て
の
生
き
物
の
中
に
仏
性
・
神
性
を
認

め
︑
そ
れ
か
ら
学
び
奉
仕
す
る
と
い
う
ヨ
ー
ガ
で
あ
る
︒
／

例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
︑
自
分
を
裏
切
っ
た
り
︑
悪
口
を
言
っ

た
り
す
る
人
が
い
て
も
︑
そ
う
い
う
人
た
ち
の
行
為
を
認
め
︑

自
分
を
見
つ
め
直
す
機
会
と
し
て
学
ぶ
の
で
あ
る
︒
ゴ
キ
ブ

リ
や
蚊
に
対
し
て
も
同
様
で
あ
る
︒
／
わ
た
し
に
︑
こ
の
ヨ

ー
ガ
が
必
要
だ
っ
た
の
は
︑
傲
慢
に
な
り
や
す
い
人
間
だ
っ

た
か
ら
で
あ
る
︒
よ
く
よ
く
自
分
の
性
格
を
分
析
す
る
と
︑
自

分
だ
け
が
正
し
い
と
い
う
思
い
込
み
が
あ
っ
て
︑
他
の
人
の

心
の
動
き
を
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
無
視
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
っ
た
の
だ
﹂
と
述
べ
て
い
る
︒
こ
こ
で
は
︑
麻
原
は
自

分
が
﹁
傲
慢
に
な
り
や
す
い
人
間
﹂
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し

て
い
る
︒﹁
自
分
だ
け
が
正
し
い
と
い
う
思
い
込
み
が
あ
っ
て
︑

他
の
人
の
心
の
動
き
を
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
無
視
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
﹂
と
認
め
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
な
冷
静

な
自
己
診
断
も
一
方
で
は
し
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
︒

こ
れ
に
関
連
し
て
︑
同
時
期
に
は
︑﹁
自
分
は
カ
リ
ス
マ
に

な
ら
な
い7

﹂
と
か
︑﹁
自
分
も
弟
子
達
も
同
じ
真
我
を
持
っ
て

い
る
点
で
変
わ
ら
な
い
﹂
と
か
︑﹁
傲
慢
に
な
ら
な
い
た
め
に
︑

他
人
に
仏
性
・
神
性
を
認
め
て
︑
学
ん
で
奉
仕
す
べ
き
で
あ

る
﹂︑﹁
様
々
な
生
き
物
は
︑
一
つ
の
生
命
体
の
中
の
細
胞
の

よ
う
な
も
の
で
関
係
し
合
っ
て
い
る
﹂︑﹁
選
民
思
想
は
だ
め

だ
﹂
な
ど
と
も
述
べ
て
︑
自
身
へ
の
﹁
絶
対
服
従
﹂
や
﹁
絶

対
帰
依
﹂
を
強
い
る
方
向
と
は
程
遠
い
主
張
も
し
て
い
る
︒

こ
う
し
て
︑
一
方
で
は
︑﹃
法
華
経
﹄﹁
第
二
十　

常
じ
ょ
う

不ふ

軽き
ょ
う

菩ぼ

薩さ
つ

品ぼ
ん

﹂
に
描
か
れ
た
あ
ら
ゆ
る
人
を
仏
性
を
持
ち
実
現
す
る

者
と
し
て
尊
敬
し
て
礼
拝
し
て
回
る
常
不
軽
菩
薩
に
も
似
た

菩
薩
思
想
を
意
識
し
て
い
た
︒
常
不
軽
菩
薩
は
﹁
軽

き
ょ
う

慢ま
ん

﹂
へ

の
戒
め
を
体
現
し
た
大
乗
の
菩
薩
で
あ
り
︑
釈
迦
の
前
身
と

も
さ
れ
る
︒

だ
が
︑
そ
の
一
方
で
︑﹃
超
能
力
﹁
秘
密
の
開
発
法
﹂
す
べ

て
が
思
い
の
ま
ま
に
な
る
！
﹄
の
信
者
︵
弟
子
︶
の
体
験
報

告
の
中
で
︑
弟
子
た
ち
は
麻
原
彰
晃
の
こ
と
を
﹁
先
生
﹂
と

か
﹁
グ
ル
﹂
と
か
﹁
聖
者
﹂
と
か
﹁
尊
師
﹂
と
呼
び
︑
弟
子

た
ち
は
﹁
シ
ャ
ク
テ
ィ
ー
・
パ
ッ
ド
﹂
を
通
し
て
﹁
グ
ル
﹂

の
﹁
コ
ピ
ー
﹂
を
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
︒
そ
し
て
︑﹁
グ

ル
の
コ
ピ
ー
化
﹂
か
ら
﹁
グ
ル
の
ク
ロ
ー
ン
化
﹂
へ
と
表
現

を
変
え
て
い
っ
た
後
の
一
九
八
九
年
に
坂
本
弁
護
士
殺
傷
事

件
を
起
こ
し
て
い
る
︒
そ
の
頃
に
︑﹁
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
﹂
と

い
う
抜
き
差
し
な
ら
な
い
グ
ル
と
弟
子
と
の
関
係
性
の
中
で
︑

ど
ち
ら
も
が
逃
れ
ら
れ
な
い
絶
対
権
力
化
を
生
み
出
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
︒
そ
し
て
︑
そ
の
自
己
幻
想
と
自
己
絶
対
化

を
強
化
拡
大
す
る
過
程
で
︑
自
分
の
思
い
の
ま
ま
に
な
る
﹁
絶

対
帰
依
﹂
を
果
た
す
弟
子
た
ち
を
﹁
グ
ル
の
ク
ロ
ー
ン
﹂
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
︒
麻
原
彰
晃
か
ら
す
れ
ば
︑﹁
グ
ル
の
コ

ピ
ー
化
﹂
だ
け
で
は
い
ま
だ
複
写
過
程
の
粗
密
が
残
る
の
で

不
安
で
あ
り
︑
よ
り
精
密
完
全
な
一
致
を
求
め
る
﹁
グ
ル
の

ク
ロ
ー
ン
化
﹂
と
い
う
表
現
に
向
か
っ
た
の
だ
ろ
う
︒
そ
し

て
そ
れ
を
タ
ン
ト
ラ
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
や
﹁
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ

ー
﹂
の
修
行
の
進
化
だ
と
位
置
づ
け
た
︒

オ
ウ
ム
真
理
教
の
教
義
は
︑﹁
衆
生
救
済
﹂
を
最
終
目
的
と

す
る
︒
だ
が
︑
こ
れ
だ
け
だ
と
︑
菩
薩
道
を
説
く
大
乗
仏
教

や
日
本
の
仏
教
系
新
宗
教
と
大
き
く
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
︒

オ
ウ
ム
真
理
教
の
特
異
性
は
︑
そ
の
先
に
あ
っ
た
︒
そ
れ
は
︑

﹁
衆
生
救
済
﹂
の
た
め
に
は
手
段
を
選
ば
な
い
と
い
う
救
済
マ

キ
ャ
ベ
リ
ズ
ム
と
も
言
え
る
﹁
タ
ン
ト
ラ
・
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー

ナ
﹂
の
実
践
で
あ
る
︒
麻
原
は
︑
特
異
な
こ
の
﹁
タ
ン
ト
ラ
・

ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
﹂
と
い
う
教
義
を
通
し
て
︑
意
図
的
に
極

め
て
過
激
で
逆
説
的
な
﹁
衆
生
救
済
﹂
論
を
説
き
︑
弟
子
た

ち
に
実
行
を
強
い
た
︒
そ
れ
が
﹁
ポ
ア
﹂
と
称
す
る
殺
傷
事

件
を
次
々
と
生
み
出
し
た
︒

そ
の
逆
説
的
な
﹁
衆
生
救
済
﹂
論
と
は
︑﹁
衆
生
救
済
﹂
を

最
速
で
実
現
す
る
た
め
に
自
己
は
悪
業
を
積
み
︑
犯
罪
を
犯

し
た
と
し
て
も
︑
他
者
の
善
業
と
な
る
な
ら
あ
え
て
そ
れ
を

実
践
す
る
と
い
う
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
な
論
理
で
あ
る
︒
そ
こ

で
︑﹁
衆
生
救
済
﹂
を
実
現
す
る
た
め
に
︑﹁
シ
ヴ
ァ
神
の
化

身
﹂
で
あ
る
﹁
グ
ル
﹂
の
命
に
﹁
絶
対
帰
依
﹂
し
︑﹁
ク
ロ
ー

ン
化
﹂
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
︑
苦
の
極
限
の
犯
罪
行
為
を
実

行
し
て
も
な
お
か
つ
そ
こ
で
ま
っ
た
く
動
じ
る
こ
と
の
な
い

﹁
聖
無
頓
着
﹂
の
境
地
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
自
己

暗
示
と
論
理
呪
縛
の
中
に
落
と
し
た
の
で
あ
る
︒
こ
の
教
義
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的
な
自
己
呪
縛
は
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
よ
う
に
強
烈
な
吸
引

力
を
持
っ
て
お
り
︑
そ
の
穴
か
ら
這
い
出
し
て
来
る
こ
と
は

容
易
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒

だ
が
︑
麻
原
彰
晃
が
進
め
た
こ
う
し
た
﹁
グ
ル
の
ク
ロ
ー

ン
化
﹂
か
ら
微
妙
な
距
離
を
保
ち
︑
外
れ
る
こ
と
も
で
き
た

と
思
わ
れ
る
幹
部
弟
子
が
上
祐
史
浩
で
あ
っ
た
︒﹁
マ
イ
ト
レ

ー
ヤ
﹂
と
い
う
ホ
ー
リ
ー
ネ
ー
ム
を
与
え
ら
れ
た
上
祐
史
浩

は
︑
オ
ウ
ム
真
理
教
の
初
期
か
ら
堪
能
な
語
学
力
で
イ
ン
ド

や
チ
ベ
ッ
ト
の
高
僧
と
の
通
訳
を
務
め
︑
ま
た
オ
ウ
ム
真
理

教
事
件
の
際
に
は
外
報
部
長
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
に
頻
繁
に
露

出
し
︑
そ
の
巧
み
な
詐
術
的
な
弁
論
を
﹁
あ
あ
言
え
ば
上
祐
﹂

と
揶
揄
さ
れ
た
が
︑
一
方
で
︑
オ
ウ
ム
真
理
教
教
団
内
で
は

麻
原
彰
晃
に
意
見
し
反
論
で
き
る
数
少
な
い
幹
部
信
者
で
あ

っ
た
︒
そ
の
こ
と
自
体
が
﹁
グ
ル
の
ク
ロ
ー
ン
化
﹂
に
至
っ

て
い
な
か
っ
た
証
拠
と
も
言
え
る
︒
上
祐
史
浩
は
オ
ウ
ム
真

理
教
の
男
性
出
家
修
行
者
の
中
で
二
番
目
に
﹁
成
就
者
﹂
と

な
り
︑
一
九
九
二
年
に
は
﹁
正
大
師
﹂
に
昇
任
し
た
の
で
︑
位

階
上
で
は
最
高
幹
部
の
ナ
ン
バ
ー
2
に
位
置
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
︒
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
麻
原
彰
晃
に
何
度
も
異
論

を
言
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
︑
一
九
九
二
年
に
ロ
シ
ア
支
部

長
に
左
遷
さ
れ
た
た
め
に
︑
松
本
サ
リ
ン
事
件
や
地
下
鉄
サ

リ
ン
事
件
に
関
与
す
る
こ
と
が
な
く
︑
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件

の
被
疑
者
と
し
て
起
訴
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
が
︑
オ

ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
熊
本
県
阿
蘇
郡
波
野
村
の
強
引
な
土
地

取
得
に
関
す
る
国
土
利
用
計
画
法
違
反
容
疑
で
︑
一
九
九
五

年
十
月
に
逮
捕
さ
れ
︑
偽
証
罪
や
文
書
偽
造
罪
な
ど
の
罪
を

問
わ
れ
懲
役
三
年
の
実
刑
判
決
を
受
け
た
︒
一
九
九
九
年
十

二
月
に
刑
期
を
終
え
︑﹁
ア
レ
フ
﹂
を
設
立
し
て
代
表
者
と
な

る
が
︑
二
〇
〇
七
年
五
月
に
分
離
独
立
し
︑﹁
ひ
か
り
の
輪
﹂

を
設
立
し
︑
代
表
と
な
っ
て
現
在
に
至
る
︒

そ
の
上
祐
史
浩
が
設
立
し
た
﹁
ひ
か
り
の
輪
﹂
の
思
想
と

身
心
変
容
技
法
を
検
証
し
て
み
る
こ
と
で
︑
オ
ウ
ム
真
理
教

の
問
題
点
を
再
検
討
し
て
み
た
い
︒

3
「
ひ
か
り
の
輪
」の
設
立
と
思
想

﹁
ひ
か
り
の
輪
﹂
は
︑
二
〇
〇
七
年
五
月
に
ア
レ
フ︵A

leph

︶

を
離
脱
し
た
上
祐
史
浩
を
中
心
に
し
て
設
立
さ
れ
た
任
意
の

﹁
思
想
哲
学
の
学
習
教
室
﹂
で
あ
る
︒﹁
ひ
か
り
の
輪
﹂
の
公

式
サ
イ
ト
に
は
︑
次
の
よ
う
な
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒

ひ
か
り
の
輪
は
︑
い
か
な
る
特
定
の
神
・
教
祖
・
思
想

も
絶
対
視
し
て
お
ら
ず
︑﹁
宗
教
﹂﹁
教
団
﹂
で
は
な
く
︑

﹁
東
西
の
思
想
哲
学
の
学
習
教
室
﹂
で
す
︒

物
の
豊
か
さ
に
加
え
︑
心
の
幸
福
・
豊
か
さ
・
悟
り
の

た
め
に
︑
仏
教
な
ど
の
東
洋
思
想
や
︑
心
理
学
・
自
然
科

学
な
ど
の
東
西
の
叡
智
を
学
ん
で
い
ま
す
が
︑
そ
の
学
び

に
お
い
て
︑
盲
信
を
避
け
︑
理
性
を
重
視
し
て
い
ま
す
︒
ま

た
︑
入
会
し
な
く
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

ま
た
︑
ひ
か
り
の
輪
は
︑
麻
原
・
オ
ウ
ム
信
仰
を
脱
却

し
︑
事
件
を
謝
罪
し
て
︑
オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者
支

援
機
構
︵
以
下
﹁
被
害
者
支
援
機
構
﹂
と
記
す
︶
と
賠
償
契

約
を
正
式
に
締
結
し
︑
定
期
的
な
経
済
報
告
を
し
つ
つ
︑
そ

の
実
行
に
努
め
て
い
ま
す
︒

同
団
体
は
︑
宗
教
団
体
で
は
な
く
︑﹁
東
西
の
思
想
哲
学
の

学
習
教
室
﹂
で
あ
る
と
︑﹁
研
究
団
体
﹂
な
い
し
﹁
哲
学
サ
ー

ク
ル
﹂
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
︒
し
か
し
︑
オ
ウ
ム

真
理
教
事
件
後
の
一
九
九
九
年
に
制
定
さ
れ
た
︑
無
差
別
大

量
殺
人
行
為
を
行
っ
た
団
体
を
規
制
す
る
法
律
で
あ
る
﹁
団

体
規
制
法
﹂
に
基
づ
き
︑
公
安
調
査
庁
長
官
名
の
申
請
に
よ

り
﹁
公
安
審
査
委
員
会
﹂
が
審
査
し
︑
危
険
団
体
と
し
て
公

安
調
査
庁
の
監
視
下
に
置
く
﹁
観
察
処
分
﹂
を
適
用
し
て
い

る
︒
そ
れ
を
不
服
と
し
て
ア
レ
フ
も
ひ
か
り
の
輪
も
観
察
処

分
取
り
消
し
を
求
め
て
き
た
が
︑
そ
れ
が
公
安
審
査
委
員
会

で
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
し
か
し
︑
先
に
述
べ
た

よ
う
に
︑
ひ
か
り
の
輪
が
裁
判
に
訴
え
た
こ
と
に
よ
り
︑
二

〇
一
七
年
九
月
二
十
三
日
︑
東
京
地
方
裁
判
所
か
ら
観
察
処

分
取
り
消
し
の
判
決
が
出
た
︒
が
︑
そ
の
後
︑
公
安
調
査
庁

は
東
京
高
裁
に
控
訴
し
︑
二
〇
一
八
年
一
月
二
十
二
日
に
は
︑

公
安
審
査
委
員
会
は
公
安
調
査
庁
の
三
団
体
観
察
処
分
継
続

申
請
を
し
た
の
で
︑
現
在
は
オ
ウ
ム
真
理
教
か
ら
分
岐
し
た

三
団
体
と
も
に
観
察
処
分
と
な
り
︑
ひ
か
り
の
輪
は
観
察
処

分
取
り
消
し
を
東
京
高
裁
に
申
請
し
て
い
る
︒

し
か
し
︑
公
安
調
査
庁
も
公
安
審
査
委
員
会
も
︑
自
分
た

ち
は
﹁
宗
教
教
団
﹂
で
は
な
く
﹁
東
西
の
思
想
哲
学
の
学
習

教
室
﹂
と
い
う
ひ
か
り
の
輪
の
主
張
を
﹁
麻
原
隠
し
﹂
の
詭

弁
だ
と
見
て
お
り
︑
危
険
団
体
だ
と
い
う
認
識
を
崩
し
て
は

い
な
い
︒

ひ
か
り
の
輪
は
公
式
サ
イ
ト
で
﹁
サ
イ
ト
の
目
的
﹂

︵
2
0
1
7
年
8
月
10
日
付
け
︶
を
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
︒

こ
の
サ
イ
ト
は
︑
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
を
は
じ
め
と
す

る
数
々
の
犯
罪
行
為
を
行
っ
た
﹁
オ
ウ
ム
真
理
教
﹂
に
つ

い
て
の
教
訓
を
残
す
と
と
も
に
︑
オ
ウ
ム
問
題
の
解
決
の

一
助
に
な
れ
ば
と
願
い
︑
開
設
さ
れ
た
サ
イ
ト
で
す
︒

こ
の
サ
イ
ト
の
試
み
を
通
じ
て
︑
麻
原
彰
晃
こ
と
松
本

智
津
夫
死
刑
囚
と
︑
麻
原
を
師
と
仰
ぎ
︑
つ
き
従
っ
た
多

数
の
信
者
た
ち
が
︑
な
ぜ
︑
日
本
に
生
ま
れ
育
っ
た
日
本

人
で
あ
り
な
が
ら
︑
同
じ
日
本
人
に
対
す
る
無
差
別
大
量

殺
戮
を
行
う
と
い
う
未
曾
有
の
事
態
を
引
き
起
こ
し
て
し

ま
っ
た
の
か
を
︑
解
明
し
て
い
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
︒

こ
の
サ
イ
ト
は
︑上
祐
史
浩
を
代
表
と
す
る
団
体﹁
ひ
か

り
の
輪
﹂の
︑
広
報
担
当
者
が
管
理
・
運
営
す
る
も
の
で
す
︒

  

現
時
点
で
は
︑
2
0
0
7
年
5
月
の
ひ
か
り
の
輪
発
足
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以
来
︑
団
体
を
挙
げ
て
行
っ
て
き
た
︑
オ
ウ
ム
事
件
や
オ

ウ
ム
問
題
に
向
き
合
い
︑
そ
の
誤
っ
て
い
た
点
を
振
り
返

っ
て
い
く
作
業
を
通
じ
て
︑
ま
と
め
て
き
た
文
書
等
を
︑
掲

載
し
て
い
ま
す
︒

こ
れ
ま
で
は
︑
主
に
︑
ひ
か
り
の
輪
の
元
オ
ウ
ム
信
者

に
よ
る
調
査
・
研
究
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
を
作
っ
て
き

ま
し
た
︒

ま
た
︑
こ
の
サ
イ
ト
の
前
身
で
あ
る
﹁
ひ
か
り
の
輪
公

式
サ
イ
ト　

オ
ウ
ム
の
総
括
﹂
の
コ
ー
ナ
ー
に
︑
こ
れ
ら

の
文
書
を
掲
載
し
た
結
果
︑
団
体
の
外
に
多
数
存
在
し
て

い
る
︑
事
件
後
に
脱
会
し
た
元
オ
ウ
ム
信
者
か
ら
の
調
査

協
力
を
得
ら
れ
た
こ
と
も
︑
大
き
な
助
け
と
な
り
ま
し
た
︒

さ
ら
に
︑
こ
れ
ま
で
に
︑
思
い
も
よ
ら
ず
︑
複
数
の
専

門
家
の
方
々
の
研
究
に
ご
協
力
す
る
機
会
を
い
た
だ
く
中

で
︑
元
オ
ウ
ム
信
者
だ
け
で
教
訓
を
残
し
て
い
く
よ
り
も
︑

団
体
の
枠
組
み
を
超
え
て
︑
こ
の
問
題
に
造
詣
の
深
い
多

く
の
専
門
家
の
方
々
に
研
究
し
て
い
た
だ
い
た
方
が
︑
い

っ
そ
う
の
問
題
解
決
に
つ
な
げ
ら
れ
る
こ
と
を
実
感
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

願
わ
く
ば
︑
こ
の
サ
イ
ト
を
ご
覧
に
な
っ
た
み
な
さ
ま

方
の
ご
支
援
を
賜
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
︑
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
︒

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心
深
く
に
う
ご
め
く
︑
オ

ウ
ム
的
な
る
心
の
根
を
解
体
し
て
い
く
こ
と
で
︑
わ
ず
か

な
が
ら
も
︑
オ
ウ
ム
問
題
の
償
い
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
︒

さ
い
ご
に
︑
こ
の
サ
イ
ト
開
設
に
あ
た
り
︑
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
み
な
さ
ま
方
に
感
謝
い
た
し
ま
す
︒

当
サ
イ
ト
管
理
人　

広
末
晃
敏
︑
宗
形
真
紀
子
︵
ひ
か

り
の
輪
広
報
担
当
︶

こ
こ
で
︑
同
サ
イ
ト
開
設
の
目
的
を
﹁
地
下
鉄
サ
リ
ン
事

件
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
犯
罪
行
為
を
行
っ
た
﹃
オ
ウ
ム

真
理
教
﹄
に
つ
い
て
の
教
訓
を
残
す
と
と
も
に
︑
オ
ウ
ム
問

題
の
解
決
の
一
助
に
な
れ
ば
と
願
い
︑
開
設
﹂
し
た
と
明
記

し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
︒
か
つ
て
麻
原
彰
晃
を
﹁
シ

ヴ
ァ
神
の
化
身
﹂
と
崇
め
︑﹁
最
終
解
脱
﹂
を
し
た
﹁
グ
ル
﹂

あ
る
い
は
﹁
尊
師
﹂
と
し
て
﹁
絶
対
帰
依
﹂
し
て
き
た
弟
子

た
ち
が
︑
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
な
ど
の
犯
罪
行
為
を
行
っ
た

オ
ウ
ム
真
理
教
の
問
題
点
を
自
ら
剔
抉
し
批
判
と
反
省
を
加

え
︑
二
度
と
そ
の
よ
う
な
﹁
犯
罪
行
為
﹂
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
﹁
教
訓
﹂
を
引
き
出
し
︑
遺
そ
う
と
し
た
と
い
う
意
図

を
公
安
調
査
庁
も
公
安
審
査
委
員
会
も
疑
っ
て
い
る
︒
が
︑

そ
こ
に
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
は
︑
公
式
上
の
教
団

第
二
位
に
い
た
上
祐
史
浩
自
身
の
思
想
や
行
動
に
つ
い
て
詳

細
に
言
及
し
て
い
な
い
と
い
う
問
題
点
は
あ
る
も
の
の
︵
た

だ
し
上
祐
史
浩
個
人
の
総
括
は
別
の
頁
で
詳
細
に
行
っ
て
い
る

http://hikarinowa.net/kyokun/joyu/cat215/post-1.htm
l

︶︑
オ

ウ
ム
真
理
教
と
い
う
宗
教
教
団
が
引
き
起
こ
し
た
諸
々
の
事

件
や
宗
教
的
実
践
の
総
括
と
し
て
十
分
に
検
討
吟
味
す
る
に

値
す
る
問
題
提
起
の
報
告
と
な
っ
て
い
る
︒

例
え
ば
︑﹁
オ
ウ
ム
真
理
教(

1
9
8
3
～
1
9
9
9
年)

の

活
動
経
緯
の
総
括
﹂
と
題
す
る
頁
に
は
︑﹁
こ
の
文
書
は
︑
ひ

か
り
の
輪
と
し
て
︑
オ
ウ
ム
真
理
教
時
代
︵
※
1
9
8
3
～

1
9
9
9
年
︶
を
時
系
列
的
に
振
り
返
り
︑
そ
の
経
緯
を
総

括
・
反
省
す
る
と
と
も
に
︑
そ
の
反
省
に
基
づ
い
て
︑
今
後

ひ
か
り
の
輪
が
進
む
べ
き
道
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
す
︒
／

な
お
︑
こ
の
文
書
は
︑
2
0
0
8
年
7
月
10
日
の
記
者
会
見

に
お
い
て
も
︑
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
広
く
社
会
に
公
表
し
て

い
ま
す
︒︹
※
教
団
名
が
﹁
オ
ウ
ム
真
理
教
﹂
に
な
っ
た
の
は

1
9
8
7
年
で
す
が
︑
便
宜
上
︑
前
身
団
体
の
時
代
を
含
め
て
い

ま
す
︒
ま
た
︑
麻
原
彰
晃
こ
と
松
本
智
津
夫
死
刑
囚
に
つ
い
て
は
︑

オ
ウ
ム
真
理
教
時
代
に
﹁
麻
原
彰
晃
﹂
と
名
乗
り
数
々
の
犯
罪
を

行
っ
た
こ
と
か
ら
︑
文
中
で
は
﹁
麻
原
﹂
で
統
一
表
記
し
て
い
ま

す
︒︺﹂
と
い
う
説
明
文
の
後
に
︑
次
の
よ
う
な
総
括
の
﹁
目

次
﹂
項
目
が
示
さ
れ
︑
全
文
が
読
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
︒

︹
1
︺　

1
9
8
3
年
︵
昭
和
58
年
︶
～
1
9
8
5
年
︵
昭

和
60
年
︶

•
オ
ウ
ム
真
理
教
の
前
身
組
織
の
設
立

•
初
の
﹁
空
中
浮
揚
﹂
︱
誇
大
宣
伝
の
始
ま
り

•
誇
大
妄
想
に
よ
る
武
力
行
使
思
想
の
萌
芽

•
霊
石
収
集
と
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
予
言
の
始
ま
り

•
年
末
セ
ミ
ナ
ー
で
の
﹁
シ
ャ
ク
テ
ィ
ー
パ
ッ
ト
﹂

•
こ
の
時
期
は
比
較
的
穏
健
だ
っ
た
説
法

︹
2
︺　

1
9
8
6
年
︵
昭
和
61
年
︶

•
イ
ン
ド
各
地
を
訪
問
︑
使
命
を
託
さ
れ
た
と
主
張

•
﹁
傲
慢
に
な
り
や
す
い
人
間
﹂
と
自
認

•
﹁
最
終
解
脱
﹂
を
し
た
と
主
張

•
パ
イ
ロ
ッ
ト･

バ
バ
師
の
麻
原
に
関
す
る
見
解

•
サ
ン
ガ
︵
出
家
︶
制
度
の
発
足

︹
3
︺　

1
9
8
7
年
︵
昭
和
62
年
︶

•
﹁
大
乗
の
年
﹂
と
位
置
づ
け
る

•
殺
人
肯
定
説
法

•
﹁
核
戦
争
を
起
こ
す
﹂
と
発
言

•
一
方
で
︑
核
戦
争
防
止
の
説
法
も

•
こ
の
時
期
ま
で
は
あ
っ
た
穏
健
な
説
法
に
つ
い
て

• 

ダ
ラ
イ･

ラ
マ
法
王
等
か
ら
の
﹁
称
賛
﹂
︱
そ
の

背
後
に
あ
っ
た
も
の

•
弟
子
を
成
就
さ
せ
る
︱
そ
の
成
就
体
験
に
つ
い
て

•
教
団
を
﹁
オ
ウ
ム
真
理
教
﹂
と
改
称

•
エ
ジ
プ
ト
に
行
き
﹁
過
去
世
﹂
を
語
る

•
ア
メ
リ
カ
に
活
動
展
開

︹
4
︺　

1
9
8
8
年
︵
昭
和
63
年
︶

•
﹁
タ
ン
ト
ラ
ヤ
ー
ナ
の
年
﹂
と
位
置
づ
け
る

•
社
会
へ
の
宣
伝
活
動
を
強
化

13

身心変容技法と霊的暴力―オウム真理教とひかりの輪の身心変容技法



•
﹁
水
中
エ
ア
ー
タ
イ
ト
サ
マ
デ
ィ
﹂
の
実
施

•
﹁
血
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
﹂
を
実
施

•�
カ
ル･

リ
ン
ポ
チ
ェ
師
と
の
交
流
︱
麻
原
へ
の
真

の
評
価

•
ダ
ラ
イ･

ラ
マ
法
王
等
を
低
く
位
置
づ
け
る

•
グ
ル
イ
ズ
ム
を
強
調

•
初
の
違
法
行
為
︱
真
島
事
件

•
予
言
解
釈
に
よ
る
麻
原
絶
対
視
の
始
ま
り

•
妄
想
的
な
予
言
を
連
発
す
る

•�

一
部
の
霊
的
エ
リ
ー
ト
だ
け
を
残
す
と
い
う
危
険
な

構
想

︹
5
︺　

1
9
8
9
年
︵
昭
和
64
年
・
平
成
元
年
︶

•
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
路
線
の
宣
言

•
麻
原
個
人
崇
拝
的
な
修
行

•
宗
教
法
人
化
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル

•
初
の
殺
人
事
件
︱
田
口
事
件
発
生

•
グ
ル
絶
対
視
︑
殺
人
肯
定
説
法
を
繰
り
返
す

•
魂
の
二
分
化
︱
二
元
的
思
想
の
強
ま
り

•
衆
院
選
へ
の
選
挙
活
動
の
ス
タ
ー
ト

•
﹃
サ
ン
デ
ー
毎
日
﹄
の
批
判
報
道
へ
の
反
発

•
キ
リ
ス
ト
妄
想
の
始
ま
り

•
坂
本
弁
護
士
一
家
殺
害
事
件
の
発
生

•
事
件
に
揺
れ
る
教
団
を
組
織
固
め
す
る

•
選
挙
活
動
に
お
け
る
違
法
行
為

︹
6
︺　

1
9
9
0
年
︵
平
成
2
年
︶

•
選
挙
落
選
は
国
家
の
陰
謀
と
主
張

•
落
選
を
機
に
教
団
武
装
化
へ

•
信
者
避
難
の
た
め
の
石
垣
島
セ
ミ
ナ
ー

•
武
装
化
拠
点
と
し
て
波
野
村
に
進
出

•
進
む
武
器
の
製
造

•
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
活
動
に
基
づ
く
成
就
認
定

•
国
土
法
事
件
︱
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
を
決
意

︹
7
︺　

1
9
9
1
年
︵
平
成
3
年
︶

•
違
法
行
為
を
一
旦
停
止
︑
マ
ハ
ー
ヤ
ー
ナ
路
線
へ

•
社
会
的
評
価
を
得
る
た
め
に
諸
活
動
を
展
開

　
﹁
死
と
転
生
﹂﹁
創
世
記
﹂
公
演
／
海
外
へ
の
訪
問

　

�

テ
レ
ビ
︑
雑
誌
等
の
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
／
大
学
等
で

講
演
会
を
行
う

　

大
量
の
出
版
物
を
刊
行

•
自
ら
を
キ
リ
ス
ト
と
宣
言

︹
8
︺　

1
9
9
2
年
︵
平
成
4
年
︶

•
引
き
続
き
社
会
的
評
価
を
得
る
諸
活
動

　

�

海
外
へ
の
訪
問
／
テ
レ
ビ
︑
雑
誌
等
の
メ
デ
ィ
ア
に

登
場

　

大
学
等
で
の
講
演
会

•
ロ
シ
ア
へ
の
大
規
模
な
進
出

•
ロ
シ
ア
進
出
の
い
き
さ
つ

•
パ
ソ
コ
ン
会
社
﹁
マ
ハ
ー
ポ
ー
シ
ャ
﹂
設
立

•
警
察
と
の
対
決
を
傓
る

•
教
団
武
装
化
︑
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
活
動
の
再
開

•
日
本
を
救
う
最
終
解
脱
者
と
自
称

•
教
団
へ
の
敵
対
者
は
報
い
を
受
け
る
と
説
法

•
核
戦
争
予
言
︑
ア
メ
リ
カ
を
敵
視

︹
9
︺　

1
9
9
3
年
︵
平
成
5
年
︶

•
軍
事
力
に
よ
る
世
界
統
治
に
論
及

•
自
動
小
銃
の
製
造
︑化
学
兵
器
︑核
兵
器
の
研
究
開
始

•
全
て
の
魂
の
﹁
ポ
ア
﹂
を
神
に
誓
う

•
自
己
破
滅
的
な
予
言

•
さ
ら
に
戦
闘
的
な
発
言
を
続
け
る

•
救
済
の
た
め
の
大
量
殺
人
を
肯
定

•
さ
ら
に
進
ん
だ
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
活
動

•
﹁
額
に
刻
印
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
﹂
を
実
施

•
教
団
が
毒
ガ
ス
攻
撃
を
受
け
て
い
る
と
主
張

•�

﹁
パ
ー
フ
ェ
ク
ト･

サ
ー
ヴ
ェ
ー
シ
ョ
ン･

イ
ニ
シ
エ

ー
シ
ョ
ン
﹂
の
始
ま
り

︹
10
︺　

1
9
9
4
年
︵
平
成
6
年
︶

•
大
量
殺
戮
︑
国
家
と
の
対
決
意
図
を
強
固
に
示
す

•
さ
ら
に
進
ん
だ
武
装
化
計
画

•
多
く
の
信
者
を
兵
士
へ
と
養
成

•
兵
士
と
し
て
洗
脳
す
る
た
め
の
﹁
修
行
﹂

•
頻
発
す
る
暗
殺･

殺
害
事
件

•
落
田
耕
太
郎
氏
リ
ン
チ
殺
害
事
件 

•
滝
本
太
郎
弁
護
士
サ
リ
ン
殺
人
未
遂
事
件 

•
冨
田
俊
男
氏
リ
ン
チ
殺
害
事
件

•
江
川
紹
子
氏
ホ
ス
ゲ
ン
ガ
ス
襲
撃
事
件

•
V
X
ガ
ス
に
よ
る
連
続
殺
人
︵
未
遂
︶
事
件

•
松
本
サ
リ
ン
事
件

•
省
庁
制
度
︵
教
団
内
疑
似
国
家
︶
の
発
足

•
﹁
戦
争
﹂
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
る

•
事
件
を
招
い
た
信
者
の
潜
在
的
闘
争
心

︹
11
︺　

1
9
9
5
年
︵
平
成
7
年
︶

•
毒
ガ
ス
製
造
隠
蔽
の
た
め
に
第
三
者
を
攻
撃

•
サ
リ
ン
プ
ラ
ン
ト･

第
7
サ
テ
ィ
ア
ン
の
偽
装
工
作

•
阪
神
大
震
災
を
予
言
し
て
い
た
と
主
張

•�

目
黒
公
証
役
場
事
務
長
逮
捕
監
禁
致
死
事
件
︵
假
谷

事
件
︶

•
﹃
日
出
づ
る
国
︑災
い
近
し
﹄で
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
を
強
調

•
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

•
強
制
捜
査
の
開
始

•
強
制
捜
査
を
宗
教
弾
圧
と
主
張

•
上
祐
ロ
シ
ア
支
部
長
が
帰
国
︑
緊
急
対
策
本
部
長
へ

•
警
察
庁
長
官
銃
撃
か
ら
村
井
氏
刺
殺
事
件
へ

•
第
7
サ
テ
ィ
ア
ン
の
偽
装
発
表
な
ど

•
麻
原
や
多
数
の
信
者
の
逮
捕

•
少
し
ず
つ
報
じ
ら
れ
始
め
た
事
件
の
真
相

•
上
祐
氏
の
逮
捕
と
新
し
い
指
導
体
制
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•
社
会
と
の
対
決
姿
勢
を
示
す
﹁
尊
師
メ
ッ
セ
ー
ジ
﹂

•
宗
教
法
人
解
散
と
破
防
法
手
続
き
の
開
始

︹
12
︺　

1
9
9
6
年
︵
平
成
8
年
︶

•
破
防
法
と
破
産
法
に
よ
る
教
団
追
及

•
麻
原
公
判
の
開
始

•
新
た
な
指
導
体
制
︱
﹁
長
老
部
﹂

•�

長
老
部
の
指
導
の
問
題
点
︵
1
︶

︱
麻
原
と
子
息

の
神
格
化

•�

長
老
部
の
指
導
の
問
題
点
︵
2
︶

︱
陰
謀
論
の
展

開
と
事
件
の
宗
教
的
肯
定

•
長
老
部
内
の
不
和

•
観
念
崩
壊
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

•�

事
件
を
正
当
化
し
た
宗
教
的
理
論
︱
﹁
マ
ハ
ー
ム

ド
ラ
ー
﹂

•
大
部
分
の
信
者
が
事
件
を
起
こ
す
可
能
性
は
あ
っ
た

•
分
散
居
住
と
破
防
法
へ
の
備
え

︹
13
︺　

1
9
9
7
年
︵
平
成
9
年
︶

•
教
団
へ
の
破
防
法
適
用
棄
却
へ

•
妄
想
の
中
に
逃
げ
込
み
始
め
た
麻
原

•
個
人
崇
拝
の
さ
ら
な
る
強
化
へ

•
パ
ソ
コ
ン
事
業
で
社
会
を
欺
く

︹
14
︺　

1
9
9
8
年
︵
平
成
10
年
︶

•
全
国
的
な
施
設
確
保
へ

•
破
局
予
言
の
流
布

•
非
現
実
的
な
信
徒
倍
増
計
画

•
教
団
の
偽
装
会
社
に
よ
る
詐
欺
的
訴
訟

•
全
国
的
な
教
団
反
対
運
動
が
発
生

︹
15
︺　

1
9
9
9
年
︵
平
成
11
年
︶

•
全
国
に
飛
び
火
す
る
教
団
反
対
運
動

•
反
対
運
動
へ
の
教
団
の
対
応

•
街
頭
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
批
判
を
受
け
る

•
﹁
サ
バ
イ
バ
ル
﹂
に
多
額
の
金
銭
を
消
費

•
1
9
9
9
年
の
予
言
が
当
た
ら
ず
崩
壊
へ

•
教
団
活
動
の
﹁
休
眠
宣
言
﹂

•
よ
う
や
く
形
式
的
な
謝
罪
・
賠
償
へ

•
1
9
9
5
年
か
ら
99
年
ま
で
を
振
り
返
っ
て

分
派
し
た
と
は
い
え
︑
こ
の
オ
ウ
ム
真
理
教
内
部
者
か
ら

の
﹁
教
訓
﹂
を
引
き
出
す
た
め
の
網
羅
的
な
情
報
公
開
的
﹁
総

括
﹂
は
中
途
半
端
な
弁
解
や
弁
護
で
は
な
い
︒
そ
の
反
対
に
︑

コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
た
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
の
全
容

に
迫
る
総
合
的
な
点
検
作
業
と
い
え
る
も
の
だ
︒
特
に
︑
麻

原
彰
晃
と
オ
ウ
ム
真
理
教
の
持
つ
﹁
霊
的
暴
力
﹂
に
つ
い
て

の
﹁
総
括
﹂
と
し
て
重
要
な
﹁
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
﹂
に
つ
い

て
の
記
述
を
見
て
み
よ
う
︒

■
事
件
を
正
当
化
し
た
宗
教
的
理
論
︱
﹁
マ
ハ
ー
ム
ド

ラ
ー
﹂

前
記
の
通
り
︑
仮
に
麻
原
が
事
件
に
関
与
し
て
い
る
と

し
て
も
︑
そ
れ
に
は
深
い
宗
教
的
な
考
え
が
あ
る
と
し
て

肯
定
す
る
勉
強
会
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
が
︑
そ
の
基
盤

と
な
っ
た
の
が
︑﹁
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
﹂
の
理
論
で
し
た
︒

そ
れ
は
︑
神
秘
的
な
能
力
を
持
っ
た
グ
ル
が
︑
弟
子
の

煩
悩
︵
弱
点
︶
を
見
抜
き
︑
そ
の
弟
子
が
嫌
が
る
こ
と
を
わ

ざ
わ
ざ
さ
せ
た
上
で
︑
そ
の
煩
悩
を
乗
り
越
え
さ
せ
る
と

い
う
考
え
方
で
し
た
︒
こ
の
こ
と
を
︑﹁
グ
ル
が
弟
子
に
マ

ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
を
か
け
る
﹂
な
ど
と
表
現
し
て
い
ま
し
た
︒

つ
ま
り
︑
弟
子
は
グ
ル
に
よ
っ
て
嫌
な
こ
と
を
強
い
ら

れ
︵
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
を
か
け
ら
れ
︶︑
そ
れ
を
乗
り
越
え
て

い
く
た
び
に
︑
修
行
が
進
ん
で
い
く
の
で
す
︒
た
と
え
そ

れ
が
ど
ん
な
に
理
不
尽
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
︑
ど
ん
な
に

疑
問
を
感
じ
る
こ
と
で
あ
っ
て
も
︑
そ
れ
は
グ
ル
が
弟
子

の
修
行
を
進
め
る
た
め
に
︑
あ
え
て
深
い
お
考
え
が
あ
っ

て
行
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
解
釈
し
て
受
け
止
め
て
い
く
の

で
す
︒
そ
の
深
い
意
味
合
い
は
︑
浅
は
か
な
弟
子
に
は
理

解
で
き
ず
︑
全
て
を
見
通
し
て
い
る
グ
ル
に
し
か
理
解
で

き
な
い
の
で
す
︒

さ
ら
に
い
う
と
︑
グ
ル
の
命
じ
る
こ
と
に
疑
い
を
差
し

挟
む
こ
と
自
体
が
︑
グ
ル
か
ら
か
け
ら
れ
て
い
る
マ
ハ
ー

ム
ド
ラ
ー
の
結
果
な
の
で
あ
っ
て
︑
そ
の
疑
い
を
積
極
的

に
解
消
し
て
グ
ル
へ
の
帰
依
を
培
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
︒

こ
の
考
え
方
が
究
極
に
達
す
る
と
︑
グ
ル
が
弟
子
に
対

し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
︑
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
は
︑
全
て

深
い
意
味
が
あ
る
と
し
て
全
面
的
に
無
思
考
に
受
け
入
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
し
︑
弟
子
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
︑

無
関
係
な
一
般
の
人
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ

て
も
︑
深
い
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
︑
宗
教
的
に
肯
定
す

る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
︒

こ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
︑
グ
ル
の
や
る
こ
と
は
何
で
も

O
K
で
︑
他
人
に
対
し
て
も
無
制
限
に
迷
惑
を
か
け
る
と

い
う
︑
極
め
て
危
険
な
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

実
際
︑
こ
の
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
の
理
論
を
事
件
に
当
て

は
め
て
考
え
る
と
︑
事
件
の
実
行
犯
は
︑
逮
捕
さ
れ
て
精

神
的
・
肉
体
的
苦
痛
を
感
じ
る
も
の
の
︑
そ
れ
を
乗
り
越

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
脱
に
近
づ
い
て
い
く
と
い
う
修
行

を
グ
ル
か
ら
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

つ
ま
り
︑
事
件
の
実
行
犯
は
︑
グ
ル
か
ら
厳
し
い
修
行
を

課
せ
ら
れ
た
︑
祝
福
さ
れ
た
魂
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

ま
た
︑
事
件
で
被
害
を
受
け
た
一
般
の
方
々
も
︑
そ
の

よ
う
な
修
行
者
の
修
行
を
進
め
る
た
め
の
尊
い
犠
牲
に
な

っ
て
大
い
な
る
功
徳
を
積
ん
だ
︑
あ
る
い
は
︑
事
件
に
よ

っ
て
被
害
を
受
け
︑
悪
業
が
清
算
さ
れ
て
浄
化
さ
れ
修
行

が
進
ん
だ
︑
あ
る
い
は
﹁
麻
原
尊
師
﹂
と
深
い
縁
が
結
ば

れ
て
来
世
に
お
い
て
救
済
さ
れ
る
種
を
植
え
付
け
ら
れ
た

︱
と
い
う
こ
と
に
な
り
︑
や
は
り
深
い
意
味
が
あ
っ
た
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と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
︒

そ
れ
に
少
し
で
も
疑
問
を
差
し
挟
ん
だ
り
す
れ
ば
︑
そ

れ
自
体
が
︑
疑
念
と
い
う
名
の
自
分
の
煩
悩
を
乗
り
越
え

る
機
会
を
グ
ル
が
与
え
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
か
ら
︑
ま
す
ま
す
グ
ル
の
や
る
こ
と
に
は
深
い
意

味
が
あ
っ
た
の
だ
︑
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
思
い
込
む
よ

う
に
な
り
︑
無
限
の
ル
ー
プ
に
入
り
込
ん
で
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
︒

︵
※
な
お
︑上
記
の
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
は
︑チ
ベ
ッ
ト
仏
教
伝

統
の
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
の
本
来
の
意
義
と
は
違
っ
た
︑当
時

の
教
団
独
特
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
︶

こ
こ
で
︑﹁
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
﹂
に
つ
い
て
の
分
か
り
や
す

い
説
明
が
あ
る
︒
そ
れ
は
︑﹁
神
秘
的
な
能
力
を
持
っ
た
グ
ル

が
︑
弟
子
の
煩
悩
︵
弱
点
︶
を
見
抜
き
︑
そ
の
弟
子
が
嫌
が

る
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
さ
せ
た
上
で
︑
そ
の
煩
悩
を
乗
り
越
え

さ
せ
る
と
い
う
考
え
方
﹂
で
あ
る
と
い
う
︒
こ
こ
に
は
ま
ず

前
提
と
し
て
﹁
グ
ル
崇
拝
﹂
と
い
う
﹁
グ
ル
へ
の
絶
対
帰
依
﹂

が
あ
っ
て
︑﹁
グ
ル
が
弟
子
に
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
を
か
け
る
﹂

こ
と
に
な
っ
た
場
合
︑
そ
の
投
げ
か
け
を
弟
子
は
解
き
払
う

こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
事
態
が
あ
る
︒
そ
の
﹁
課
題
﹂
の

投
げ
か
け
は
︑
臨
済
禅
の
﹁
公
案
﹂
に
も
似
た
面
も
あ
る
が
︑

し
か
し
︑﹁
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
﹂
と
﹁
公
案
﹂
と
で
は
︑﹁
グ

ル
﹂
な
い
し
﹁
師
匠
﹂
に
対
す
る
態
度
や
距
離
に
大
き
な
違

い
が
あ
る8

︒

オ
ウ
ム
真
理
教
に
お
い
て
は
︑﹁
グ
ル
﹂
か
ら
﹁
課
題
﹂
を

投
げ
か
け
ら
れ
る
と
︑
弟
子
た
ち
は
否
が
応
で
も
そ
の
﹁
課

題
﹂
に
取
り
組
み
︑
突
き
進
ん
で
い
く
ほ
か
な
い
︒
そ
こ
に

は
︑
弟
子
に
い
か
な
る
﹁
自
由
﹂
も
な
い
︒
ひ
た
す
ら
﹁
グ

ル
﹂
の
投
げ
か
け
た
ワ
ー
ク
や
タ
ス
ク
を
こ
な
し
て
い
く
ほ

か
な
い
︒
何
も
考
え
ず
に
︒
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
︑
ジ
レ

ン
マ
や
分
裂
に
陥
っ
て
し
ま
う
か
ら
︒﹁
グ
ル
﹂
の
投
げ
か
け

た
実
践
課
題
の
﹁
深
い
意
味
合
い
は
︑
浅
は
か
な
弟
子
に
は

理
解
で
き
ず
︑
全
て
を
見
通
し
て
い
る
グ
ル
に
し
か
理
解
で

き
な
い
﹂
か
ら
︒
だ
か
ら
︑
意
識
的
に
思
考
を
放
棄
し
て
︑
し

ゃ
に
む
に
突
き
進
む
︒

そ
こ
で
は
︑
懐
疑
的
思
考
は
弟
子
の
低
次
元
な
迷
い
と
も

邪
念
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
︒
そ
こ
で
︑﹁
た
と
え
そ
れ
が
ど

ん
な
に
理
不
尽
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
︑
ど
ん
な
に
疑
問
を
感

じ
る
こ
と
で
あ
っ
て
も
︑
そ
れ
は
グ
ル
が
弟
子
の
修
行
を
進

め
る
た
め
に
︑
あ
え
て
深
い
お
考
え
が
あ
っ
て
行
っ
て
い
る

こ
と
だ
と
解
釈
し
て
受
け
止
め
﹂
て
︑
す
べ
て
は
﹁
修
行
︑
修

行
︑
修
行
﹂
と
突
進
し
て
い
く
ほ
か
生
き
る
す
べ
は
な
い
︒
袋

小
路
で
あ
り
︑
退
路
は
端
か
ら
断
た
れ
て
い
る
︒
こ
れ
は
蟻

地
獄
の
思
考
で
あ
る
︒
一
切
の
批
判
的
な
思
考
も
吟
味
も
検

証
も
許
さ
れ
な
い
︒
そ
こ
に
お
い
て
は
︑
自
縄
自
縛
の
思
考

の
﹁
無
限
ル
ー
プ
﹂
の
中
に
落
ち
込
む
し
か
な
い
︒﹁
マ
ハ
ー

ム
ド
ラ
ー
﹂
と
い
う
仕
掛
け
は
︑﹁
呪
い
﹂
よ
り
も
強
烈
に
か

け
ら
れ
た
弟
子
を
縛
る
︒
こ
れ
ほ
ど
の
﹁
霊
的
暴
力
﹂
が
あ

る
だ
ろ
う
か
？

キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
の
中
に
︑﹁
魂
の
暗
夜
﹂
と
い
う
思
想

と
内
的
事
態
が
あ
る
︒
特
に
そ
れ
を
明
確
に
語
っ
た
の
は
十

字
架
の
ヨ
ハ
ネ
︵
一
五
四
二
―一
五
九
一
︶
で
あ
る
︒
十
字
架

の
ヨ
ハ
ネ
に
つ
い
て
は
︑
鶴
岡
賀
雄
著
﹃
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ

研
究
﹄︵
創
文
社
︑
二
〇
〇
〇
年
︶
に
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い

る
が
︑﹁
感
覚
の
暗
夜
﹂
と
﹁
魂
の
暗
夜
︵
霊
的
暗
夜
︶﹂
の

二
種
の
﹁
暗
夜
﹂
が
区
別
さ
れ
な
が
ら
︑
神
と
の
一
致
に
向

か
う
光
の
見
え
な
い
危
機
的
事
態
の
歩
み
が
リ
ア
ル
か
つ
切

実
に
示
さ
れ
る
︒
こ
の
﹁
闇
﹂
の
中
で
神
に
近
づ
く
と
い
う

思
考
と
経
験
は
︑
宗
教
的
思
考
と
経
験
と
し
て
普
遍
性
を
持

つ
も
の
で
︑
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
﹃
宗
教
的
経
験

の
諸
相
﹄
の
中
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
︒

だ
が
︑
修
行
者
や
修
道
者
が
﹁
魂
の
暗
夜
﹂
を
辿
る
過
程

に
お
い
て
︑
神
な
い
し
神
々
・
仏
菩
薩
や
信
仰
者
共
同
体
の

﹁
守
護
﹂
や
﹁
指
導
﹂
が
愛
と
善
意
や
慈
悲
に
包
摂
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
︑
悪
あ
る
い
は
魔
的
な
悪
意
に
取
り
巻
か
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
と
し
た
ら
︑
ど
う
い
う
事
態
が
生
起
す
る

か
？　

問
い
の
初
め
に
戻
っ
て
し
ま
う
が
︑
そ
も
そ
も
﹁
悪
﹂

﹁
悪
魔
﹂﹁
魔
﹂
と
は
い
っ
た
い
何
で
あ
る
の
か
？

こ
れ
ま
で
︑
拙
著
﹃
宗
教
と
霊
性
﹄
や
﹃
呪
殺
・
魔
境
論
﹄

な
ど
で
繰
り
返
し
自
分
自
身
の
﹁
魔
﹂
体
験
を
振
り
返
っ
て

き
て
い
る
が
︑
こ
の
問
題
に
明
快
な
答
え
は
な
い
よ
う
に
思

う
︒
事
態
は
複
雑
で
︑
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ツ
で
︑
疑
惑
と
光
明

の
両
極
の
中
に
ダ
ブ
ル
バ
イ
ン
ド
的
に
引
き
裂
か
れ
て
い
る
︒

と
い
う
の
も
︑
修
行
者
が
純
粋
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
︑﹁
困

難
﹂
な
﹁
課
題
﹂
を
神
仏
が
与
え
た
大
き
な
﹁
試
練
﹂
だ
と

真
面
目
に
受
け
止
め
︑
そ
の
﹁
試
練
﹂
に
立
ち
向
か
う
だ
ろ

う
か
ら
︒
た
と
え
そ
れ
が
こ
の
世
の
常
識
や
倫
理
道
徳
に
反

す
る
内
容
で
あ
っ
て
も
︑
そ
の
﹁
課
題
﹂
の
﹁
奥
﹂
に
測
り

知
れ
な
い
﹁
意
味
﹂
の
﹁
深
層
︱
真
相
﹂
を
読
み
取
ろ
う
と

す
る
だ
ろ
う
か
ら
︒
そ
の
よ
う
な
思
考
の
﹁
無
限
ル
ー
プ
﹂

の
中
で
い
つ
し
か
思
考
放
棄
を
し
て
し
ま
い
︑﹁
聖
無
頓
着
﹂

に
行
為
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
︒
そ
し
て
そ
れ
が
内
外
に

大
変
な
暴
力
的
事
態
で
あ
っ
た
こ
と
す
ら
感
知
で
き
な
い
状

態
に
陥
る
こ
と
も
あ
る
︒
こ
う
し
て
︑﹁
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
﹂

の
呪
縛
は
か
く
も
強
力
な
も
の
と
な
る
︒

﹁
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力
﹂
と
い
う
本
科
研
研
究
の
立

場
か
ら
す
れ
ば
︑﹁
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
﹂
と
い
う
思
考
を
生
み

出
し
た
獄
中
に
い
る
麻
原
彰
晃
自
身
に
問
う
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
︑
当
時
の
麻
原
に
最
も
近
い
と
こ
ろ
に
い
た
幹
部
の

一
人
で
あ
っ
た
上
祐
史
浩
に
こ
の
問
題
を
訊
ね
て
み
る
必
要

が
あ
る
︒

先
に
述
べ
た
よ
う
に
︑
上
祐
史
浩
は
︑
二
〇
〇
七
年
に
ア

レ
フ
を
離
脱
し
た
仲
間
と
と
も
に
﹁
東
西
の
思
想
哲
学
の
学

習
教
室
﹂
と
し
て
﹁
ひ
か
り
の
輪
﹂
を
立
ち
上
げ
︑
近
年
十

冊
の
教
則
本
を
発
行
し
て
い
る
︒
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1　
﹃
哲
学
・
科
学
・
宗
教　

21 

世
紀
の
日
本
の
道
﹄︵
二

〇
一
四
～
一
五
年
年
末
年
始
セ
ミ
ナ
ー
︶

2　
﹃
心
の
安
定
の
た
め
の
人
生
哲
学　

不
安
・
卑
屈
・
孤

独
・
怒
り
の
解
消
﹄︵
二
〇
一
五
年
G
W
セ
ミ
ナ
ー
︶

3　
﹃
心
の
安
定
の
た
め
の
人
生
哲
学︽
第
二
部
実
践
編
︾　

心
を
変
え
て
︑幸
福
を
生
み
出
す
﹄︵
二
〇
一
五
年
G
W
セ
ミ
ナ
ー
︶

4　
﹃
仏
教
の
心
理
学　

心
の
三
毒
︑
智
慧
と
慈
悲
﹄︵
二

〇
一
五
年
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
︶

5　
﹃
総
合
解
説　

一
元
の
智
慧　

万
物
一
体
の
真
理
﹄

︵
二
〇
一
五
～
一
六
年
年
末
年
始
セ
ミ
ナ
ー
︶

6　
﹃
新
し
い
幸
福
と
成
長
の
哲
学　

21 
世
紀
の
心
の
時

代
の
た
め
に　

ブ
ッ
ダ
の
智
慧
と
慈
悲
か
ら
﹄︵
二
〇
一
六
年

G
W
セ
ミ
ナ
ー
︶

7　
﹃
気
の
霊
的
科
学
と
人
類
革
新
の
道　
ヨ
ー
ガ
行
法
と

悟
り
の
瞑
想
﹄︵
二
〇
一
六 

年
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
︶

8　
﹃
総
合
解
説　

四
無
量
心
と
六
つ
の
完
成
﹄︵
二
〇
一

六
～
一
七
年
年
末
年
始
セ
ミ
ナ
ー
︶

9　
﹃
苦
し
み
を
滅
す
る
仏
陀
の
思
想
と
瞑
想　

四
諦
・
八

正
道
・
四
法
印　

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
︵
念
︶﹄︵
二
〇
一
七
年

G
W
セ
ミ
ナ
ー
︶

10　
﹃
気
の
霊
的
科
学
と
ヨ
ー
ガ
の
歴
史
と
体
系　

転
生
思

想
と
大
乗
仏
教
の
哲
学
﹄︵
二
〇
一
七
年
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
︶

こ
の
十
冊
の
タ
イ
ト
ル
を
見
た
だ
け
で
も
︑
哲
学
︑
心
理

学
︑
科
学
と
い
う
言
葉
が
繰
り
返
し
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
︒
同
時
に
︑﹁
心
の
安
定
﹂
や
﹁
幸
福
﹂
を
生
み
出
す

﹁
智
慧
﹂
や
﹁
慈
悲
﹂
が
探
究
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も

見
え
て
く
る
︒
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
の
被
害
者
に
対
す
る
賠

償
の
問
題
を
抱
え
な
が
ら
︑
ま
た
観
察
処
分
を
受
け
て
い
る

た
め
に
公
安
調
査
庁
に
よ
る
厳
し
い
監
視
下
に
あ
り
な
が
ら
︑

事
件
を
起
こ
し
た
当
事
者
の
団
体
に
と
っ
て
事
件
後
の
﹁
心
﹂

の
静
ま
り
を
ど
の
よ
う
に
し
て
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
か
と
い
う
切
実
な
課
題
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
こ
と

も
見
え
て
く
る
︒

そ
れ
ら
の
教
則
本
十
冊
す
べ
て
に
お
い
て
冒
頭
で
︑
赤
字

で
︿
教
本
の
中
の
︑﹁
宗
教
﹂
や
﹁
宗
教
的
な
内
容
﹂
に
関
す

る
ご
注
意
﹀
と
題
し
た
注
意
書
き
を
示
し
て
い
る
︒
そ
れ
に

は
次
の
よ
う
に
あ
る
︒

① ﹁
ひ
か
り
の
輪
﹂
は
︑
宗
教
で
は
な
く
︑
東
西
の
思
想

哲
学
の
学
習
教
室
で
す
︒
特
定
の
宗
教
宗
派
︑
神
仏
︑
人

物
︵
歴
史
上
の
人
物
を
含
め
︶︑
経
典
・
聖
典
を
信
仰
し
て

い
ま
せ
ん
︒

② 

こ
の
教
本
の
中
で
︑
仏
教
・
神
道
・
道
教
・
仙
道
・
ヴ

ェ
ー
ダ
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
・
キ
リ
ス
ト
教
の
思
想
の
一
部

を
解
説
・
紹
介
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
︑
そ
れ
ら

を
信
仰
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
／

そ
れ
ら
の
宗
教
の
思
想
に
関
し
て
︑
盲
信
を
排
除
し
︑
理

性
に
基
づ
い
て
研
究
・
検
討
し
︑
そ
の
一
部
に
︑
合
理
的

で
有
益
だ
と
思
わ
れ
た
り
︑
そ
の
よ
う
に
解
釈
が
で
き
る

と
考
え
た
思
想
が
あ
れ
ば
︑
そ
れ
を
解
説
な
い
し
紹
介
し

た
も
の
で
す
︒
／
こ
う
し
た
実
践
は
︑
宗
教
で
は
な
く
︑
宗

教
哲
学
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒
／
よ
っ
て
︑
あ

る
宗
派
・
経
典
・
宗
教
家
の
一
部
を
︑
私
た
ち
な
り
の
解

釈
で
紹
介
し
て
も
︑
す
べ
て
を
紹
介
し
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
︒

③ 

こ
の
教
本
は
︑
現
在
ま
で
の
科
学
で
は
説
明
が
つ
か
な

い
事
項
に
関
す
る
記
載
を
含
ん
で
い
ま
す
︒
た
と
え
ば
︑
上

祐
代
表
ら
が
な
し
た
不
思
議
な
体
験
・
シ
ン
ク
ロ
現
象
な

ど
や
︑
多
く
の
東
洋
思
想
が
説
く
︑
目
に
見
え
な
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
︵
気
・
プ
ラ
ー
ナ
︶
の
思
想
・
霊
性
・
霊
性
を
増
進

す
る
修
行
︑
さ
ら
に
は
自
然
療
法
・
温
泉
療
法
・
民
間
療

法
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
や
占
星
学
に
関
す
る
記
載
で
す
︒
／
し

か
し
︑﹁
ひ
か
り
の
輪
﹂
は
︑
そ
う
し
た
体
験
・
思
想
・
世

界
観
・
技
法
・
技
術
を
絶
対
化
・
神
格
化
・
宗
教
化
す
る

意
図
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
︒
／
さ
ら
に
︑
そ
れ
ら
に
対
し

て
︑
過
度
に
の
め
り
込
ま
ず
に
︑
理
性
に
よ
る
疑
問
・
批

判
の
精
神
を
堅
持
し
︑
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
維
持
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
︒
／
そ
の
一
方
で
︑
現
在
の

科
学
で
説
明
が
つ
か
な
い
も
の
を
︑
は
な
か
ら
否
定
す
れ

ば
︑
現
在
の
科
学
を
絶
対
化
・
盲
信
す
る
こ
と
に
な
り
か

ね
ず
︑
そ
れ
は
︑﹁
宗
教
に
お
け
る
盲
信
﹂
と
同
じ
性
質
の

も
の
で
あ
り
︑
真
の
知
性
・
理
性
・
叡
智
の
否
定
だ
と
考

え
ま
す
︒
／
た
と
え
ば
︑
そ
れ
ら
の
中
に
は
︑
経
験
的
に

広
く
有
効
性
が
認
め
ら
れ
︑
実
用
化
さ
れ
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
︒
科
学
哲
学
の
研
究
で
も
︑
科
学
と
疑
似
科
学

︵
に
せ
科
学
︶の
境
界
は
不
明
確
と
い
う
の
が
通
説
で
す
︒
／

よ
っ
て
︑
安
直
に
不
思
議
な
も
の
を
絶
対
化
す
る
過
ち
と
︑

現
在
の
科
学
で
説
明
不
能
な
こ
と
は
何
で
も
切
り
捨
て
る

過
ち
の
双
方
を
避
け
︑
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が
︑
人
間

の
知
性
・
叡
智
の
進
歩
に
と
っ
て
最
善
だ
と
考
え
て
い
ま

す
︒

こ
こ
で
は
︑
あ
く
ま
で
﹁
ひ
か
り
の
輪
﹂
が
オ
ウ
ム
真
理

教
の
﹁
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
﹂
の
よ
う
な
思
考
の
固
着
と
陥
穽

か
ら
離
れ
︑﹁
理
性
に
よ
る
疑
問
・
批
判
の
精
神
を
堅
持
し
︑

バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
維
持
す
る
﹂﹁
東
西
の
思
想
哲
学
の
学
習
教

室
﹂
で
あ
る
こ
と
が
注
意
事
項
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
︒
加

え
て
︑
そ
の
す
べ
て
の
教
則
本
の
巻
末
に
︑﹁
ひ
か
り
の
輪
基

本
理
念
﹂
と
﹁
基
本
付
帯
文　

オ
ウ
ム
真
理
教
の
総
括
と
反

省
﹂
を
載
せ
て
い
る
︒
そ
の
﹁
基
本
理
念
﹂
と
は
次
の
八
个

条
で
︑
そ
の
一
条
一
条
に
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
︒﹁
基
本
理

念
﹂
は
二
〇
〇
七
年
五
月
五
日
に
制
定
さ
れ
︑
二
〇
一
五
年

六
月
十
一
日
に
改
正
さ
れ
て
い
る
︒
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1
．
思
想
・
哲
学
の
学
習
・
実
践
を
通
じ
て
︑
社
会
へ

の
奉
仕
に
努
め
る

2
．
宗
教
で
は
な
く
︑﹁
宗
教
哲
学
﹂
を
探
求
し
て
い
く

3
．
自
己
を
絶
対
視
せ
ず
︑﹁
未
完
の
求
道
者
﹂
の
心
構

え
を
持
つ

4
．
感
謝
・
尊
重
・
愛
の
実
践
で
︑
全
て
の
存
在
に
神

性
を
見
い
だ
す

5
．
過
去
の
反
省
に
基
づ
き
︑
特
定
の
存
在
を
絶
対
視

し
な
い

6
．
善
悪
二
元
論
の
妄
想
を
超
え
た
︑
叡
智
・
思
想
に

基
づ
く
実
践
を
行
な
う

7
．
諸
宗
教
の
神
仏
は
︑
人
に
内
在
す
る
神
性
を
引
き

出
す
存
在
と
し
て
尊
重
す
る

8
．﹁
輪
の
思
想
﹂で
︑全
て
の
調
和
の
た
め
に
奉
仕
す
る

﹁
基
本
理
念
﹂
と
し
て
︑
ひ
か
り
の
輪
は
宗
教
団
体
で
は
な

く
﹁
宗
教
哲
学
﹂
を
探
求
す
る
思
想
哲
学
の
学
習
教
室
で
あ

り
︑
自
己
を
絶
対
化
す
る
こ
と
も
︑
特
定
の
神
・
人
物
・
思

想
を
絶
対
視
す
る
こ
と
も
︑
団
体
の
指
導
者
を
絶
対
視
す
る

こ
と
も
な
い
と
強
調
す
る
︒
そ
し
て
︑
こ
の
﹁
基
本
理
念
に

従
っ
て
行
動
し
︑
全
て
の
人
々
︑
生
き
物
に
対
し
て
︑
奉
仕

し
て
い
く
こ
と
を
︑
こ
こ
に
誓
う
﹂
と
宣
言
す
る
︒

こ
の
﹁
基
本
理
念
﹂
に
﹁
付
帯
文
﹂
と
し
て
付
け
加
え
ら

れ
た
﹁
オ
ウ
ム
真
理
教
の
総
括
と
反
省
﹂
は
︑
次
の
五
項
目

で
あ
る
︒

︵
1
︶
人
を
神
と
し
て
盲
信
し
た
過
ち

︵
2
︶
架
空
の
終
末
予
言
︑
善
悪
二
元
論
の
世
界
観
を
盲

信
し
た
過
ち

︵
3
︶
仏
教
・
密
教
の
誤
っ
た
解
釈
・
実
践
を
し
た
過
ち

︵
4
︶
こ
の
過
ち
の
宗
教
的
な
責
任
の
一
端
は
︑
私
た
ち

に
も
あ
る
こ
と

︵
5
︶
一
般
社
会
に
対
し
て　

オ
ウ
ム
事
件
の
ご
遺
族
・

被
害
者
の
方
々
に
対
し
て
は
︑
オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害

者
支
援
機
構
を
通
じ
て
︑
全
力
で
金
銭
的
賠
償
に
努
め
る

と
と
も
に
︑
謝
罪
の
意
を
伝
え
て
い
く
︒

こ
の
﹁
基
本
理
念
付
帯
文
﹂
は
次
の
よ
う
に
結
ば
れ
て
い

る
︒﹁
私
た
ち
は
︑
上
記
の
よ
う
に
︑
か
つ
て
の
過
ち
に
対
す

る
反
省
に
基
づ
き
︑
新
た
な
道
を
歩
み
出
す
決
意
で
あ
る
︒
し

か
し
︑
か
つ
て
の
私
た
ち
自
身
の
悪
行
に
よ
り
︑
一
般
社
会

は
私
た
ち
に
対
し
て
不
安
感
・
不
信
感
を
有
し
て
い
る
︒
／

そ
こ
で
私
た
ち
は
︑
こ
う
し
た
不
安
感
・
不
信
感
を
払
拭
す

る
た
め
に
︑
一
般
社
会
と
の
対
話
︑
交
流
︑
施
設
公
開
等
に

努
め
る
﹂︒

こ
の
よ
う
な
﹁
基
本
理
念
﹂
を
自
他
に
繰
り
返
し
刻
印
づ

け
︑
そ
の
進
路
か
ら
外
れ
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
る
が
︑
公

安
調
査
庁
も
公
安
審
査
委
員
会
も
そ
う
し
た
表
現
を
言
葉
だ

け
︑
口
先
だ
け
の
﹁
欺
瞞
﹂
で
あ
る
と
見
て
︑﹁
観
察
処
分
﹂

の
必
要
を
主
張
し
て
い
る
︒
オ
ウ
ム
真
理
教
と
そ
の
後
の
ア

レ
フ
と
そ
こ
か
ら
独
立
し
た
ひ
か
り
の
輪
の
そ
れ
ぞ
れ
の
思

想
と
行
動
と
活
動
を
仔
細
に
吟
味
し
︑
比
較
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
が
︑
そ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
も
継
続
考
察
し
て
い
く

と
し
て
︑
小
論
を
締
め
括
る
に
あ
た
っ
て
︑
最
後
に
︑
上
祐

史
浩
と
ひ
か
り
の
輪
が
辿
っ
た
分
派
独
立
の
過
程
を
﹁
麻
原

隠
し
﹂
と
見
る
か
︑﹁
麻
原
離
れ
﹂
と
見
る
か
に
つ
い
て
は
︑

私
は
後
者
だ
と
見
て
い
る
︒
そ
れ
が
こ
の
十
年
間
の
ひ
か
り

の
輪
の
思
想
表
現
や
活
動
を
見
て
の
結
論
で
あ
る
︒

ひ
か
り
の
輪
の
教
本
に
一
貫
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は

狂
信
的
な
カ
ル
ト
宗
教
に
対
す
る
慎
重
な
態
度
と
距
離
と
批

判
的
な
吟
味
で
あ
る
︒
そ
こ
に
は
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
が
引

き
起
こ
し
た
諸
問
題
を
深
刻
か
つ
真
剣
に
反
省
的
に
捉
え
︑

混
迷
す
る
時
代
の
中
で
の
一
人
ひ
と
り
の
生
き
方
や
内
省
・

自
己
省
察
と
自
然
理
解
・
自
然
体
験
を
ベ
ー
ス
に
し
た
人
生

哲
学
を
学
ぶ
場
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
︒
そ
れ
は
一
種
の
﹁
人

生
道
場
﹂
的
な
集
い
と
研
鑽
で
あ
る
が
︑
そ
れ
は
オ
ウ
ム
真

理
教
事
件
後
の
反
省
に
基
づ
く
抑
制
と
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

見
方
と
主
張
で
あ
り
活
動
で
あ
る
︒
そ
れ
を
﹁
麻
原
隠
し
﹂

と
断
定
す
る
根
拠
は
な
い
︒

こ
の
点
で
︑
私
は
東
京
地
裁
の
判
決
を
支
持
す
る
︒
ひ
か

り
の
輪
を
観
察
処
分
が
必
要
な
公
共
の
安
全
に
脅
威
を
与
え

る
危
険
な
団
体
と
見
な
さ
な
い
︒
む
し
ろ
︑
ひ
か
り
の
輪
は
︑

教
本
の
み
な
ら
ず
︑
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
お
い
て
︑
思
想
的

に
オ
ウ
ム
真
理
教
の
危
険
性
と
問
題
点
を
自
己
反
省
的
・
総

括
的
に
批
判
し
︑
そ
こ
か
ら
の
離
脱
と
距
離
を
繰
り
返
し
確

認
し
よ
う
と
し
て
い
る
︒
ま
た
行
動
的
に
も
オ
ウ
ム
真
理
教

が
陥
っ
た
自
己
肥
大
︵
自
己
幻
想
︑
自
我
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
︶
の
陥
穽
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
注
意
深
く
自
己
観
察
や
自

己
抑
制
す
る
こ
と
や
社
会
的
公
共
性
や
信
頼
性
を
確
保
す
る

こ
と
を
強
調
し
て
い
る
︒
そ
の
方
向
性
と
指
針
に
従
っ
て
自

己
抑
制
と
自
己
吟
味
を
重
ね
な
が
ら
地
道
に
行
動
し
活
動
を

続
け
て
い
る
︒
そ
こ
に
﹁
公
共
の
安
全
を
脅
か
す
危
険
性
﹂

を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
︒

内
に
お
い
て
は
︑
聖
地
巡
礼
や
修
験
道
の
実
践
を
通
し
て

﹁
六
根
清
浄
︑
懺
悔
懺
悔
﹂
を
内
観
浄
化
し
︑
外
に
お
い
て
は
︑

﹁
外
部
監
査
委
員
会
﹂
を
設
け
て
外
部
の
有
識
者
の
吟
味
検
証

を
定
期
的
に
受
け
て
い
る
︒
上
祐
史
浩
は
︑
教
本
﹃
哲
学
・

科
学
・
宗
教　

21
世
紀
の
日
本
の
道
﹄
の
最
後
に
︑﹁
外
部
監

査
委
員
会
﹂
設
置
に
つ
い
て
記
し
︑
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
︒﹁
定
期
的
に
開
か
れ
る
外
部
監
査
委
員
会
に
お
い
て
︑
私

を
含
め
た
団
体
の
指
導
員
が
︑
外
部
監
査
委
員
の
助
言
・
指

導
を
受
け
︑
さ
ら
に
は
︑
監
査
委
員
に
よ
る
修
験
道
や
︑
自

己
内
省
法
で
あ
る
内
観
の
指
導
を
定
期
的
に
受
け
る
体
制
に

し
て
い
る
︒
／
そ
し
て
︑
こ
の
修
験
道
は
︑
前
に
述
べ
た
よ

う
に
︑
そ
の
指
導
者
︵
山
伏
︶
は
︑
登
山
・
参
拝
に
お
け
る

引
率
は
行
う
が
︑
後
輩
修
行
者
の
内
面
に
対
す
る
介
入
は
極
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力
控
え
︑
自
分
自
身
で
自
然
か
ら
学
ん
で
い
く
こ
と
を
見
守

る
︒
ま
た
︑
内
観
も
︑
内
観
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
団
体
活
動
の

形
で
行
う
も
の
の
︑
団
体
は
参
加
者
の
内
省
の
た
め
の
環
境

設
定
を
行
う
こ
と
に
徹
し
︑
そ
の
指
導
者
も
︑
個
々
人
の
内

省
の
進
行
状
況
は
管
理
す
る
も
の
の
︑
内
省
の
内
容
自
体
に

は
極
力
関
与
せ
ず
︑
そ
れ
を
見
守
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
﹂︒

内
観
と
修
験
道
的
な
自
然
体
験
や
聖
地
巡
礼
は
︑﹁
身
心
変

容
技
法
﹂
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
内
を

見
つ
め
る
と
同
時
に
︑
外
を
見
つ
め
︑
巡
礼
を
通
し
て
人
々

と
の
触
れ
合
い
や
縁
や
絆
を
甘
受
す
る
︒
そ
れ
は
麻
原
彰
晃

に
よ
っ
て
﹁
グ
ル
の
コ
ピ
ー
化
﹂
や
﹁
グ
ル
の
ク
ロ
ー
ン
化
﹂

を
突
き
付
け
ら
れ
た
身
心
を
浄
化
し
解
除
し
解
放
し
て
い
く

地
道
な
実
践
で
あ
る
︒

も
ち
ろ
ん
そ
れ
が
逸
脱
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
見
守
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
︑
本
身
心
変
容
技
法
研
究
会
は
︑﹁
外

部
監
査
委
員
会
﹂と
は
異
な
る
と
こ
ろ
で
︑
オ
ウ
ム
真
理
教
事

件
後
の
諸
問
題
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
探
究
と
吟
味
と
情
報
公

開
を
伴
う
社
会
還
元
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
︒

注1　
﹁
観
察
処
分
﹂は
一
九
九
九
年
十
二
月
七
日
に
公
布
さ
れ
た﹁
無

差
別
大
量
殺
人
行
為
を
行
っ
た
団
体
の
規
制
に
関
す
る
法
律
﹂

︵
法
律
第
百
四
十
七
号
︶で
︑第
一
章 

総
則︵
一
―四
条
︶︑第
二
章 

規
制
措
置︵
五
― 

十
一
条
︶︑第
三
章 

規
制
措
置
の
手
続︵
十
二

― 

二
十
八
条
︶︑第
四
章 

調
査︵
二
十
九
・
三
十
条
︶︑第
五
章 

雑
則︵
三
十
一
― 

三
十
七
条
︶︑第
六
章 

罰
則︵
三
十
八
― 

四
十

三
条
︶︑附
則
か
ら
成
る
︒こ
の
中
の﹁
第
二
章　

規
則
措
置
﹂に

﹁
観
察
処
分
﹂に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
り
︑﹁︵
観
察
処
分
︶第
五
条

　

公
安
審
査
委
員
会
は
︑そ
の
団
体
の
役
職
員
又
は
構
成
員
が

当
該
団
体
の
活
動
と
し
て
無
差
別
大
量
殺
人
行
為
を
行
っ
た

団
体
が
︑次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
︑そ

の
活
動
状
況
を
継
続
し
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
は
︑当
該
団
体
に
対
し
︑三
年
を
超
え
な
い
期
間

を
定
め
て
︑公
安
調
査
庁
長
官
の
観
察
に
付
す
る
処
分
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
︒／
一　

当
該
無
差
別
大
量
殺
人
行
為
の
首
謀

者
が
当
該
団
体
の
活
動
に
影
響
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
︒／
二

　

当
該
無
差
別
大
量
殺
人
行
為
に
関
与
し
た
者
の
全
部
又
は

一
部
が
当
該
団
体
の
役
職
員
又
は
構
成
員
で
あ
る
こ
と
︒／
三

　

当
該
無
差
別
大
量
殺
人
行
為
が
行
わ
れ
た
時
に
当
該
団
体

の
役
員︵
団
体
の
意
思
決
定
に
関
与
し
得
る
者
で
あ
っ
て
︑当
該

団
体
の
事
務
に
従
事
す
る
も
の
を
い
う
︒以
下
同
じ
︒︶で
あ
っ
た

者
の
全
部
又
は
一
部
が
当
該
団
体
の
役
員
で
あ
る
こ
と
︒／
四

　

当
該
団
体
が
殺
人
を
明
示
的
に
又
は
暗
示
的
に
勧
め
る
綱

領
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
︒／
五　

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の

ほ
か
︑当
該
団
体
に
無
差
別
大
量
殺
人
行
為
に
及
ぶ
危
険
性
が

あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
事
実
が
あ
る
こ
と
︒﹂と
な
っ
て
い
る
︒

オ
ウ
ム
新
法
と
も
呼
ば
れ
︑こ
れ
に
よ
り
︑公
安
調
査
庁
の
公
安

調
査
官
や
警
察
官
は
オ
ウ
ム
真
理
教
と
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
団

体
の
活
動
実
態
を
調
査
す
る
た
め
に
団
体
施
設
に
入
っ
て
立
ち

入
り
検
査
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
︒当
該
法
が
適
用
さ
れ

る
団
体
は
三
个
月
ご
と
に
役
職
員
や
構
成
員
の
氏
名
住
所
︑活

動
に
使
う
土
地
・
建
物
の
所
在
や
規
模
︑資
産
や
負
債
な
ど
を

報
告
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
︒観
察
処
分
の
期
間

は
三
年
で
︑期
間
が
過
ぎ
て
公
安
調
査
庁
は
更
新
手
続
き
を
す

る
と
︑公
安
審
査
委
員
会
が
そ
の
請
求
を
審
査
し
更
新
す
る
こ

と
が
で
き
る
︒公
安
審
査
委
員
会
と
は
︑﹁
国
家
行
政
組
織
法
に

基
づ
き
︑法
務
省
の
外
局
と
し
て
設
置
さ
れ
た
委
員
会
で
︑破
壊

活
動
防
止
法
及
び
無
差
別
大
量
殺
人
行
為
を
行
っ
た
団
体
の

規
制
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
︑公
共
の
安
全
の
確
保
に

寄
与
す
る
た
め
に
︑破
壊
的
団
体
及
び
無
差
別
大
量
殺
人
行
為

を
行
っ
た
団
体
の
規
制
に
関
し
︑適
正
な
審
査
及
び
決
定
を
行

う
こ
と
を
任
務
﹂と
す
る
委
員
会
で
あ
る
︒

2　

二
〇
一
七
年
九
月
二
十
五
日
付
け
日
本
経
済
新
聞
に
は
︑﹁
元

オ
ウ
ム
幹
部
設
立﹁
ひ
か
り
の
輪
﹂の
観
察
処
分
更
新
取
り
消

し　

東
京
地
裁
﹂と
題
す
る
次
の
記
事
が
出
た
︒

https://www.nikkei.com
/article/D

G
X

LA
SD

G
25H

9Z
_2 

5092017000000/?n_cid=SN
STW

001
︿
オ
ウ
ム
真
理
教

か
ら
改
称
し
た
﹁
ア
レ
フ
﹂
と
分
派
し
た
﹁
ひ
か
り
の
輪
﹂
が
︑

団
体
規
制
法
に
基
づ
く
観
察
処
分
を
更
新
し
た
2
0
1
5
年

の
公
安
審
査
委
員
会
の
処
分
の
取
り
消
し
を
求
め
た
訴
訟
の

判
決
で
︑
東
京
地
裁
︵
林
俊
之
裁
判
長
︶
は
25
日
︑
ひ
か
り

の
輪
に
対
す
る
観
察
処
分
の
更
新
を
取
り
消
し
た
︒
ア
レ
フ

側
の
処
分
取
り
消
し
請
求
は
退
け
た
︒
／
ひ
か
り
の
輪
は
︑

教
団
元
幹
部
の
上
祐
史
浩
氏
が
07
年
に
分
派
し
︑
設
立
し
た
︒

／
観
察
処
分
は
︑
両
団
体
に
つ
い
て
オ
ウ
ム
真
理
教
を
継
ぐ

1
つ
の
﹁
団
体
﹂
と
し
て
更
新
さ
れ
た
が
︑
判
決
は
﹁
両
団

体
は
対
立
関
係
に
あ
る
と
評
価
で
き
︑
1
つ
の
団
体
と
認
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
﹂
と
判
断
︒
分
派
し
た
ひ
か
り
の
輪
に

対
す
る
観
察
処
分
の
更
新
は
違
法
と
し
た
︒
／
団
体
規
制
法

に
基
づ
く
観
察
処
分
は
︑
対
象
と
な
る
団
体
に
収
益
事
業
の

概
要
報
告
な
ど
を
義
務
付
け
る
︒
公
安
調
査
庁
は
両
団
体
の

施
設
に
立
ち
入
り
検
査
し
︑
動
向
を
監
視
し
て
い
る
︒﹀

　

ひ
か
り
の
輪
が
公
安
調
査
庁
の
観
察
処
分
を
取
り
消
す
こ

と
を
求
め
た
裁
判
に
対
し
て
︑
東
京
地
方
裁
判
所
民
事
二
部

の
林
俊
之
裁
判
長
は
二
年
余
に
亘
る
審
理
を
経
て
︑
ひ
か
り

の
輪
へ
の
観
察
処
分
を
取
り
消
す
と
い
う
判
決
を
下
し
た
︒

ひ
か
り
の
輪
は
二
〇
〇
七
年
の
発
足
以
来
観
察
処
分
を
受
け

て
き
た
が
︑
そ
れ
が
違
法
と
さ
れ
︑
取
り
消
さ
れ
た
︒
こ
れ

ま
で
公
安
調
査
庁
は
︑﹁
ひ
か
り
の
輪
は
︑
オ
ウ
ム
真
理
教

教
祖
・
麻
原
彰
晃
の
意
思
に
従
っ
て
︑
観
察
処
分
を
免
れ
る

た
め
に
︑
ア
レ
フ
︵
麻
原
を
信
仰
す
る
オ
ウ
ム
真
理
教
の
後

継
団
体
︶
と
役
割
分
担
を
し
て
設
立
さ
れ
た
﹃
麻
原
隠
し

︵
麻
原
へ
の
信
仰
を
表
向
き
は
隠
し
な
が
ら
︑
実
際
に
は
麻

原
を
信
仰
し
て
い
る
こ
と
︶﹄
の
団
体
で
あ
る
﹂
と
主
張
し

て
き
た
が
︑
司
法
判
断
は
そ
の
認
識
を
退
け
た
︒
と
い
う
こ

と
は
︑
東
京
地
裁
が
︑
ひ
か
り
の
輪
の
思
想
と
活
動
を
麻
原

彰
晃
へ
の
﹁
絶
対
帰
依
﹂
を
し
て
い
る
も
の
と
は
認
め
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
司
法
判
断
と
し
て
︑
ひ
か
り
の

輪
が
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
や
麻
原
彰
晃
の
思
想
と
行
動
に
つ

い
て
批
判
的
な
吟
味
・
反
省
と
総
括
を
行
い
︑
情
報
公
開
し

て
き
た
こ
と
や
︑
ア
レ
フ
か
ら
会
員
脱
会
さ
せ
る
活
動
を
行

っ
て
き
た
こ
と
を
評
価
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒

3　
時
事
通
信
の
二
〇
一
七
年
十
月
六
日
付
け﹁
時
事
ド
ッ
ト
コ
ム
ニ

ュー
ス
﹂に
︑﹁
観
察
処
分
取
り
消
し
に
国
控
訴
＝﹁
ひ
か
り
の
輪
﹂

め
ぐ
る
訴
訟
︱
東
京
地
裁
﹂︵https://www.jiji.com

/jc/
article?k=2017100601103

︶と
題
す
る
次
の
記
事
が
出
た
︒

︿
団
体
規
制
法
に
基
づ
く
観
察
処
分
の
更
新
は
不
当
だ
と
し
て
︑

オ
ウ
ム
真
理
教
の
後
継
団
体
か
ら
分
派
し
た﹁
ひ
か
り
の
輪
﹂

︵
代
表
・
上
祐
史
浩
氏
︶が
国
を
訴
え
た
裁
判
で
︑国
側
は
6
日
︑

観
察
処
分
を
取
り
消
し
た
東
京
地
裁
判
決
を
不
服
と
し
て
控
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訴
し
た
︒控
訴
に
よ
り
判
決
は
確
定
せ
ず
︑国
は
立
ち
入
り
検
査

な
ど
を
継
続
で
き
る
︒／
東
京
地
裁
は
9
月
の
判
決
で
︑ひ
か
り

の
輪
は
オ
ウ
ム
真
理
教
の
元
代
表
松
本
智
津
夫
死
刑
囚︵
62
︶へ

の
帰
依
を
否
定
し
て
お
り
︑後
継
団
体﹁A

leph

︵
ア
レ
フ
︶﹂と
の

同
一
性
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
︒公
安
審
査
委
員
会
が
決
定

し
た
2
0
1
8
年
ま
で
の
観
察
処
分
更
新
を
取
り
消
し
た
︒﹀

4　
公
安
調
査
庁
の
サ
イ
ト
に
二
〇
一
七
年
十
一
月
二
十
八
日
更
新
の

﹁
オ
ウ
ム
真
理
教
に
対
す
る
観
察
処
分
の
期
間
の
更
新︵
第
6
回

目
︶を
請
求
﹂と
い
う
表
題
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る︵http://

www.m
oj.go.jp/psia/20171120seikyu.htm

l

︶︒
そ
こ
に
は
︑

︿
公
安
調
査
庁
長
官
は
︑平
成
29
年
11
月
20
日
︑オ
ウ
ム
真
理
教

に
つ
い
て
︑無
差
別
大
量
殺
人
行
為
を
行
っ
た
団
体
の
規
制
に

関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
︑公
安
審
査
委
員
会
に
対
し
︑

平
成
27
年
1
月
23
日
の
観
察
処
分
の
期
間
更
新
決
定
以
降
に

分
裂
し
た
集
団
も
引
き
続
き
︑同
教
団
の
重
要
な
一
部
を
構
成

す
る
と
認
め
た
上
で
︑観
察
処
分
の
期
間
の
更
新
を
請
求
し
ま

し
た
︒／
同
教
団
は
︑過
去
に
松
本
・
地
下
鉄
両
サ
リ
ン
事
件
と

い
う
不
特
定
多
数
の
方
々
を
殺
害
す
る
凶
悪
事
件
を
組
織
的

に
引
き
起
こ
し
た
こ
と
か
ら
︑公
安
審
査
委
員
会
に
よ
り
︑平
成

12
年
1
月
28
日
︑観
察
処
分
を
行
う
決
定
を
受
け
︑そ
の
後
︑同

15
年
1
月
23
日
︑同
18
年
1
月
23
日
︑同
21
年
1
月
23
日
︑同

24
年
1
月
23
日
及
び
同
27
年
1
月
23
日
︑同
処
分
の
期
間
を

更
新
す
る
決
定
を
受
け
て
お
り
︑同
処
分
の
期
間
は
︑同
30
年

1
月
31
日
に
満
了
し
ま
す
︒／
公
安
調
査
庁
は
︑平
成
27
年
1

月
23
日
の
観
察
処
分
の
期
間
更
新
決
定
以
降
︑こ
れ
ま
で
3
年

近
く
に
わ
た
っ
て
︑同
教
団
か
ら
︑12
回
の
教
団
報
告
を
徴
取
す

る
と
と
も
に
︑警
察
当
局
の
協
力
を
得
つ
つ
︑同
教
団
の
施
設
に

76
回
に
わ
た
り
立
入
検
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
︒／
そ
の
結

果
︑同
教
団
は
︑依
然
と
し
て
両
サ
リ
ン
事
件
の
首
謀
者
麻
原

彰
晃
こ
と
松
本
智
津
夫
が
そ
の
活
動
に
影
響
力
を
有
し
て
い
る

こ
と
や
︑殺
人
を
勧
め
る
綱
領
を
保
持
す
る
な
ど
︑そ
の
危
険

な
本
質
に
変
わ
り
は
な
い
上
︑閉
鎖
的
・
欺
ま
ん
的
体
質
を
保

持
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
す
︒／
し
た
が
っ
て
︑引
き
続

き
同
教
団
の
活
動
状
況
を
継
続
し
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
︑期
間
更
新
の
請
求
を
行
っ
た
も
の
で
す
︒／
今
後

は
︑公
安
審
査
委
員
会
に
お
い
て
︑迅
速
・
適
正
な
審
査
が
な
さ

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
が
︑観
察
処
分
の
期
間
更
新

の
決
定
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
︑警
察
当
局
と
密
接
な
連
携
を
図

り
つ
つ
︑引
き
続
き
立
入
検
査
等
を
始
め
と
す
る
観
察
処
分
を

行
っ
て
い
き
ま
す
︒／
公
安
調
査
庁
と
し
ま
し
て
は
︑今
後
と
も
︑

観
察
処
分
の
適
正
か
つ
厳
格
な
実
施
に
よ
り
︑公
共
の
安
全
を

確
保
し
︑地
域
住
民
は
じ
め
国
民
の
皆
様
の
不
安
解
消
に
鋭
意

努
め
て
い
く
所
存
で
す
︒﹀と
あ
る
︒

5　
二
〇
一
八
年
一
月
二
十
二
日
付
け
時
事
通
信﹁
時
事
ド
ッ
ト
コ
ムニ

ュ
ー
ス
﹂に
︑﹁
オ
ウ
ム
観
察
処
分
︑6
度
目
更
新
＝
ひ
か
り
の
輪
︑

新
組
織
も
︱
公
安
審
査
委
員
会
﹂と
題
す
る
記
事
が
出
た
︒

https://www.jiji.com
/jc/article?k=2018012200969

︿
団
体
規

制
法
に
基
づ
く
オ
ウ
ム
真
理
教
へ
の
観
察
処
分
に
つ
い
て
︑公
安

審
査
委
員
会
は
22
日
︑後
継
団
体﹁A

leph

︵
ア
レ
フ
︶﹂と
分
派

し
た﹁
ひ
か
り
の
輪
﹂︑最
近
独
立
し
た
新
組
織
の
計
3
団
体
を

対
象
と
し
て
︑処
分
を
更
新
す
る
と
発
表
し
た
︒更
新
は
6
回

目
で
︑期
間
は
2
0
2
1
年
1
月
ま
で
︒／
元
代
表
松
本
智
津

夫
死
刑
囚︵
62
︶へ
の
帰
依
を
否
定
し
て
い
る
ひ
か
り
の
輪
に
関

し
︑東
京
地
裁
は
昨
年
9
月
︑ア
レ
フ
と
同
一
団
体
と
は
認
め
ら

れ
な
い
と
し
て
観
察
処
分
を
取
り
消
す
判
決
を
言
い
渡
し
て
お

り
︑公
安
審
の
判
断
が
注
目
さ
れ
て
い
た
︒／
公
安
審
は
決
定
で
︑

﹁
基
本
的
性
質
を
異
に
す
る
と
認
め
ら
れ
な
い
限
り
︑処
分
の
効

力
は
及
ぶ
﹂と
の
見
解
を
示
し
た
上
で
︑ア
レ
フ
と
ひ
か
り
の
輪

双
方
の
活
動
に
参
加
す
る
構
成
員
が
い
る
と
指
摘
︒構
成
員
同

士
が
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
こ
と
も
挙
げ
︑観
察
処
分
の
対

象
に
な
る
と
結
論
付
け
た
︒／
今
回
か
ら
対
象
と
な
っ
た
新
組

織
は
︑﹁
山
田
ら
の
集
団
﹂︒公
安
調
査
庁
に
よ
る
と
︑ア
レ
フ
内

部
の
意
見
対
立
の
結
果
︑女
性
信
者
ら
が
15
年
に
独
立
し
︑金

沢
市
な
ど
で
約
30
人
が
活
動
し
て
い
る
と
い
う
︒／
公
安
審
の

房
村
精
一
委
員
長
は
記
者
会
見
で
︑﹁
再
び
無
差
別
大
量
殺
人

に
及
ぶ
危
険
性
が
あ
り
︑引
き
続
き
活
動
状
況
を
明
ら
か
に
す

る
必
要
が
あ
る
﹂と
述
べ
た
︒／
公
安
調
査
庁
に
よ
る
と
︑3
団

体
の
施
設
は
15
都
道
府
県
に
34
カ
所
あ
り
︑信
者
数
は
ア
レ
フ

と
新
組
織
が
約
1
5
0
0
人
︑ひ
か
り
の
輪
が
約
1
5
0
人
︒﹀

6　

麻
原
彰
晃
に
よ
る
一
九
八
九
年
四
月
二
十
八
日
の
説
法
で
は
︑

﹁
こ
こ
に
︑こ
の
ま
ま
い
く
と
地
獄
に
落
ち
る
人
が
い
た
と
︒そ
し

て
そ
の
カ
ル
マ
を
見
極
め
た
者
が
︑そ
こ
で
少
し
痛
め
つ
け
て
あ

げ
て
︑そ
し
て
ポ
ワ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
界
へ
生
ま
れ
変

わ
る
と
し
よ
う
と
︒そ
の
人
は
︑そ
れ
を
知
っ
て
痛
め
つ
け
︑そ
し

て
ポ
ワ
さ
せ
た
と
︒つ
ま
り
殺
し
た
わ
け
だ
な
︒人
間
界
へ
生
ま

れ
変
わ
っ
た
と
︒こ
れ
は
善
業
だ
と
思
う
か
︑悪
業
だ
と
思
う
か
︒

／
と
こ
ろ
が
ね
︑観
念
的
な
︑法
無
我
の
理
論
を
知
ら
な
い
者
は
︑

そ
れ
を
そ
れ
と
し
て
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
ん
だ
ね
︒観
念

的
な
善
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
う
︒そ
う
す
る
と
︑そ
こ
で
心
は
止

ま
っ
て
し
ま
う
ん
だ
︒／﹁
じ
ゃ
あ
︑わ
か
っ
た
と
︒︵
中
略
︶今
日

か
ら
︑例
え
ば
人
を
痛
め
つ
け
て
や
ろ
う
﹂と
︒こ
の
よ
う
に
考
え

る
人
は
︑ど
う
だ
︒
︱
無
智
だ
︒そ
の
と
お
り
だ
︒で
は
︑ど
の

よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
ら
︑こ
の
実
践
を
行
っ
て
も
い
い
と
思
う

か
︒
︱
あ
り
の
ま
ま
に
見
つ
め
る
力
が
つ
い
た
と
き
と
い
う
こ

と
に
な
る
ね
︒そ
れ
か
ら
も
う一つ
の
条
件
が
あ
る
︒そ
れ
は
何
だ
︒

心
が
自
己
の
利
益
︑煩
悩
か
ら
離
れ
た
と
き
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
﹂と
語
っ
て
い
る
︒﹁
ポ
ワ
﹂す
る
こ
と
が﹁
善
業
﹂で
あ
る
か﹁
悪

業
﹂で
あ
る
か
と
問
い
か
け
︑﹁
あ
り
の
ま
ま
に
見
つ
め
る
力
が
つ

い
た
と
き
﹂に
は
殺
人
を
し
て
も
い
い
と
い
う
考
え
を
説
い
て
い
る
︒

7　
1
9
8
7
年
1
月
25
日
の
説
法
で
︑麻
原
彰
晃
は
︑︿
そ
れ
か
ら
︑

も
う一つ
言
っ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒そ
れ
は
︑﹁
わ
た
し

は
決
し
て
カ
リ
ス
マ
的
な
生
き
方
は
し
な
い
よ
﹂と
い
う
こ
と
だ
︒

そ
し
て
︑君
た
ち
も
成
就
し
た
段
階
で
︑カ
リ
ス
マ
的
な
生
き
方

は
し
な
い
で
ほ
し
い
︒そ
れ
は
ね
︑わ
た
し
と
君
た
ち
と
は
全
く

同
じ
な
ん
だ
よ
︒同
じ
魂
を
持
っ
て
い
る
し
︑同
じ
真
我
を
持
っ

て
い
る
し
︑ち
っ
と
も
偉
く
な
い
ん
だ
︒た
だ
︑わ
た
し
が
少
し
君

た
ち
よ
り
も
先
に
修
行
が
進
ん
で
︑修
行
が
終
わ
っ
た
と
い
う
だ

け
な
ん
だ
︒だ
か
ら
︑崇
め
奉
ら
な
い
で
ほ
し
い
︒そ
う
で
は
な
く

て
︑君
た
ち
の
目
標
と
し
て
︑君
た
ち
の
修
行
の
最
後
の
段
階
だ

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
ほ
し
い
︒︵
中
略
︶／
ま
あ
︑わ
た
し
は
あ

ん
ま
り
組
織
っ
て
の
は
好
き
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
︒ま
あ
先
程
も
言

っ
た
と
お
り
︑カ
リ
ス
マ
も
好
き
じ
ゃ
な
い
し
︑組
織
も
好
き
じ
ゃ

な
い
し
ね
︒し
か
し
︑今
の
日
本
で
生
き
て
い
る
限
り
︑こ
れ
は
避

け
ら
れ
な
い
プ
ロ
セ
ス
だ
と
思
う
ん
だ
︒﹀と
語
っ
て
い
る
︒

8　

麻
原
彰
晃
は
︑一
九
八
八
年
八
月
五
日
の
説
法
で
︑︿
帰
依
の
土

台
か
ら
いっ
た
な
ら
ば
︑大
乗
と
タ
ン
ト
ラ
を
比
較
す
る
と
だ
よ
︑

そ
れ
は
雲
泥
の
差
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒タ
ン
ト
ラ
は
︑ヴ
ァ

ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
は
︑完
璧
な
帰
依
が
必
要
で
あ
る
と
︒ね
え
︑大
乗

は
︑一
応
︑尊
敬
︑グ
ル
を
尊
敬
す
れ
ば
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
と
︒こ
の

二
つ
に
は
︑大
き
な
違
い
が
あ
る
︒﹀と
語
り
︑大
乗
と
タ
ン
ト
ラ

ヴ
ァ
ジ
ラ
ヤ
ー
ナ
と
の﹁
雲
泥
の
差
﹂を
強
調
し
て
い
る
︒つ
ま
り
︑

大
乗
で
は﹁
グ
ル
﹂を﹁
尊
敬
﹂す
る
だ
け
だ
が
︑タ
ン
ト
ラ
ヴ
ァ
ジ

ラ
ヤ
ー
ナ
で
は﹁
完
璧
な
帰
依
﹂が
必
要
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
︒

そ
れ
に
よ
り
短
期
間
で
成
就
が
可
能
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
︒
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1
思
想
及
び
良
心
の
自
由
の
制
約
と
信

教
の
自
由
の
制
約

東
京
都
教
育
委
員
会
は
︑
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
二
三
日
に

説
明
会
を
開
き
︑
都
立
学
校
宛
の
﹁
入
学
式
︑
卒
業
式
等
に

お
け
る
国
旗
掲
揚
及
び
国
歌
斉
唱
の
実
施
に
つ
い
て
﹂
と
題

さ
れ
た
﹁
通
達
﹂
と
︑
こ
れ
に
関
す
る
﹁
実
施
要
領
﹂
を
配

布
し
た
︒﹁
入
学
式
︑
卒
業
式
等
に
お
け
る
国
旗
掲
揚
及
び
国

歌
斉
唱
に
関
す
る
実
施
指
針
﹂
で
は
︑﹁
国
旗
と
都
旗
を
正
面

に
掲
揚
す
る
﹂︑﹁
国
歌
斉
唱
は
︑
ピ
ア
ノ
伴
奏
等
に
よ
り
行

う
﹂︑﹁
教
職
員
は
︑
会
場
の
指
定
さ
れ
た
席
で
国
旗
に
向
か

っ
て
起
立
し
︑
国
歌
を
斉
唱
す
る
﹂︑﹁
児
童
・
生
徒
が
正
面

を
向
い
て
着
席
す
る
よ
う
に
設
営
す
る
﹂
な
ど
と
こ
と
細
か

に
身
体
的
統
制
を
求
め
て
い
る
︒
ま
た
︑﹁
一
〇
・
二
三
通

達
﹂
で
は
︑﹁
国
旗
掲
揚
及
び
国
歌
斉
唱
の
実
施
に
当
た
り
︑

教
職
員
が
本
通
達
に
基
づ
く
校
長
の
職
務
命
令
に
従
わ
な
い

場
合
は
︑
服
務
上
の
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
を
︑
教
職
員
に

周
知
す
る
こ
と
﹂
と
﹁
処
分
す
る
ぞ
﹂
と
の
規
律
的
警
告
ま

で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
︒
こ
れ
に
対
し
て
直
ち
に
訴
訟
が
起

こ
さ
れ
︑
長
期
に
わ
た
っ
て
憲
法
一
九
条
を
め
ぐ
る
裁
判
が

行
わ
れ
て
い
る
︒

こ
の
稿
は
﹃
身
体
変
容
技
法
研
究
﹄
第
六
号
︵
二
〇
一
七

年
三
月
︶
に
掲
載
さ
れ
た
﹁
日
の
丸
・
君
が
代
が
規
律
づ
け

る
身
体
と
精
神
の
自
由
︱
卒
業
式
等
で
処
分
事
件
が
続
く

の
は
な
ぜ
か
？
﹂
を
引
き
継
い
で
︑
こ
の
公
権
力
に
よ
る
身

体
強
制
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
︒

日
本
国
憲
法
二
〇
条
二
に
は
︑﹁
何
人
も
︑
宗
教
上
の
行
為
︑

祝
典
︑
儀
式
又
は
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い
﹂

と
あ
る
︒
こ
の
条
項
と
日
本
国
憲
法
一
九
条
﹁
思
想
及
び
良

心
の
自
由
は
︑
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
﹂
と
は
ど
の
よ

う
な
関
係
に
あ
る
の
か
︒
両
者
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
は

ず
だ
︒﹁
思
想
及
び
良
心
の
自
由
﹂
と
﹁
信
教
の
自
由
﹂
は
大

幅
に
重
な
り
あ
う
事
柄
で
あ
る
︒﹁
宗
教
上
の
行
為
︑
祝
典
︑

儀
式
又
は
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
﹂
の
﹁
強
制
﹂
は
︑﹁
信
教

の
自
由
﹂
と
と
も
に
﹁
思
想
及
び
良
心
の
自
由
﹂
を
妨
げ
る
︒

だ
が
︑
宗
教
に
類
す
る
あ
る
種
の
﹁
思
想
や
信
念
に
基
づ
く

行
為
︑
祝
典
︑
儀
式
又
は
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
﹂
の
﹁
強

制
﹂
も
﹁
信
教
の
自
由
﹂
や
﹁
思
想
及
び
良
心
の
自
由
﹂
を

妨
げ
る
︒

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
︑
入
学
式
・
卒
業
式
等
の
儀
式
的

行
事
に
お
け
る
日
の
丸
・
君
が
代
を
め
ぐ
る
訴
訟
を
憲
法
一

九
条
﹁
思
想
及
び
良
心
の
自
由
﹂
だ
け
の
観
点
か
ら
狭
く
孤

立
さ
せ
て
捉
え
る
の
で
は
不
十
分
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒

入
学
式
・
卒
業
式
等
の
儀
式
的
行
事
で
日
の
丸
・
君
が
代
を

め
ぐ
っ
て
起
立
し
な
い
な
ど
の
行
為
に
よ
っ
て
処
分
を
受
け

た
多
く
の
教
職
員
は
︑
あ
る
種
の
﹁
思
想
や
信
念
に
基
づ
く

行
為
︑
祝
典
︑
儀
式
又
は
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
﹂
の
﹁
強

制
﹂
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
︒
キ
リ
ス
ト
教

徒
の
原
告
が
そ
の
観
点
か
ら
証
言
し
た
例
も
あ
り
︑﹁
日
の

丸
・
君
が
代
の
強
制
﹂
が
自
分
の
宗
教
的
信
仰
を
脅
か
す
も

の
だ
と
述
べ
る
教
職
員
も
い
る
︒
だ
が
︑
戦
前
の
日
本
人
の

経
験
と
結
び
つ
け
て
︑
人
間
の
尊
厳
や
根
源
的
な
個
人
の
自

由
を
傷
つ
け
る
何
か
だ
と
の
考
え
に
そ
っ
て
証
言
す
る
原
告

も
い
る
︒

日
の
丸・君
が
代
が
規
律
づ
け
る
身
体
と
精
神
の
自
由（
続
）

―
儀
礼
的
所
作
の
強
制
に
よ
る
思
想
及
び
良
心
の
自
由（
憲
法一九
条
）の
制
約

第
一
部
❖
自
由
と
暴
力

島
薗
　
進

上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
所
長
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
／
宗
教
学
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﹁
宗
教
上
の
行
為
︑
祝
典
︑
儀
式
又
は
行
事
に
参
加
す
る
こ

と
を
強
制
さ
れ
な
い
﹂
と
い
う
憲
法
二
〇
条
の
規
定
が
︑
入

学
式
・
卒
業
式
等
の
儀
式
的
行
事
に
お
け
る
日
の
丸
・
君
が

代
の
強
制
と
深
く
関
わ
っ
て
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
は

こ
れ
ま
で
の
判
例
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
︒
入
学
式
・

卒
業
式
等
の
儀
式
的
行
事
に
お
け
る
日
の
丸
に
向
か
っ
た
礼

や
君
が
代
斉
唱
は
︑﹁
外
的
な
行
動
﹂
で
あ
る
が
︑﹁
内
心
の

自
由
﹂
と
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
︒
ま
た
︑﹁
儀
式
﹂

﹁
儀
礼
﹂
を
思
想
・
信
条
と
別
の
次
元
の
事
柄
と
み
な
す
こ
と

も
で
き
な
い
︒
確
か
に
﹁
儀
式
﹂﹁
儀
礼
﹂
に
は
︑
人
が
信
教

の
自
由
や
人
間
の
尊
厳
や
根
源
的
な
自
由
に
関
わ
る
よ
う
な

重
み
を
さ
ほ
ど
感
じ
取
ら
な
い
も
の
も
あ
る
︒
黙
禱
な
ど
は

そ
の
よ
い
例
だ
︒
だ
が
︑
入
学
式
・
卒
業
式
等
の
儀
式
的
行

事
に
お
け
る
﹁
日
の
丸
・
君
が
代
﹂
は
︑
そ
う
で
な
い
人
が

多
数
出
て
い
る
︒
学
校
教
育
の
現
場
で
は
該
当
者
が
か
な
り

多
い
と
い
う
こ
と
は
︑
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
訴
訟
が
頻
発
し

て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
分
か
る
︒

入
学
式
・
卒
業
式
等
の
儀
式
的
行
事
に
お
け
る﹁
日
の
丸
・

君
が
代
﹂
は
﹁
宗
教
上
の
行
為
︑
祝
典
︑
儀
式
又
は
行
事
﹂

で
は
な
い
と
捉
え
︑
憲
法
二
〇
条
の
規
定
で
問
う
こ
と
は
難

し
い
と
す
る
考
え
方
も
あ
っ
た
︒
だ
が
︑
憲
法
一
九
条
の
﹁
思

想
及
び
良
心
の
自
由
は
︑
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
﹂
と

い
う
規
定
に
お
い
て
も
︑
宗
教
に
類
す
る
あ
る
種
の
﹁
思
想

や
信
念
に
基
づ
く
行
為
︑
祝
典
︑
儀
式
又
は
行
事
に
参
加
す

る
こ
と
﹂
の
﹁
強
制
﹂
が
関
わ
っ
て
い
る
と
捉
え
る
の
は
︑
こ

の
両
条
項
の
類
縁
関
係
か
ら
見
て
自
然
な
こ
と
だ
ろ
う
︒
入

学
式
・
卒
業
式
等
の
儀
式
的
行
事
に
お
け
る
﹁
日
の
丸
・
君

が
代
﹂
の
画
一
的
強
制
は
︑
宗
教
に
類
す
る
あ
る
種
の
﹁
思

想
や
信
念
に
基
づ
く
行
為
︑
祝
典
︑
儀
式
又
は
行
事
に
参
加

す
る
こ
と
﹂
の
﹁
強
制
﹂
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
き
た
の

で
あ
る
︒

こ
れ
に
つ
い
て
は
︑
嘱
託
採
用
拒
否
撤
回
一
次
訴
訟
の
最

高
裁
判
決
︵
二
〇
一
一
年
六
月
六
日
︶
に
お
い
て
︑
宮
川
光
治

裁
判
官
の
反
対
意
見
が
的
確
に
指
摘
し
て
い
る
︒﹁
本
件
通

達
は
︑
式
典
の
円
滑
な
進
行
を
図
る
と
い
う
価
値
中
立
的
な

意
図
で
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
な
く
︑
前
記
歴
史
観
な
い
し
世

界
観
及
び
教
育
上
の
信
念
を
有
す
る
教
職
員
を
念
頭
に
置
き
︑

そ
の
歴
史
観
等
に
対
す
る
強
い
否
定
的
評
価
を
背
景
に
︑
不

利
益
処
分
を
も
っ
て
そ
の
歴
史
観
等
に
反
す
る
行
為
を
強
制

す
る
こ
と
に
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
﹂︒

こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
に
は
︑
戦
前
に
お
け
る
国
家
神
道

や
宗
教
的
天
皇
崇
敬
の
強
制
に
つ
い
て
思
い
起
こ
す
必
要
が

あ
る
︒
な
お
︑
私
は
国
家
神
道
を
﹁
天
照
大
神
を
中
心
と
す

る
神
道
の
神
々
や
天
照
大
神
を
祖
と
す
る
天
皇
や
神
聖
な
万

世
一
系
の
国
体
を
め
ぐ
る
信
仰
と
実
践
の
シ
ス
テ
ム
﹂
と
捉

え
る
︒
こ
れ
を
﹁
宗
教
的
天
皇
崇
敬
﹂
と
言
い
換
え
て
も
よ

い
︒
そ
れ
は
ま
た
︑
憲
法
学
者
が
﹁
神
権
的
国
体
論
﹂︵
佐
藤

幸
治
︑﹃
立
憲
主
義
に
つ
い
て
﹄
左
右
社
︑
二
〇
一
五
年
︶
と
よ

ぶ
も
の
と
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
る
︒
宗
教
的
天
皇
崇
敬
の

背
後
に
は
﹁
万
世
一
系
の
天
皇
﹂
を
い
た
だ
く
﹁
国
体
﹂
の

神
聖
性
に
対
す
る
信
念
が
あ
る
︒
た
だ
︑
宗
教
的
天
皇
崇
敬

に
お
い
て
は
﹁
論
﹂
だ
け
で
は
な
く
︑
儀
礼
的
・
身
体
的
所

作
を
含
め
た
実
践
の
要
素
が
大
き
い
︒
天
皇
を
主
体
と
す
る

神
聖
国
家
の
国
権
に
人
権
と
は
比
べ
ら
れ
な
い
高
い
価
値
が

付
与
さ
れ
た
︒
世
界
に
冠
た
る
万
世
一
系
の
﹁
国
体
﹂
を
も

つ
日
本
国
家
は
︑
他
国
に
優
る
神
聖
な
国
家
で
あ
る
と
す
る

﹁
超
国
家
主
義
﹂
と
も
な
り
︑
侵
略
戦
争
の
正
当
化
に
も
用
い

ら
れ
た
︵
拙
著
﹃
国
家
神
道
と
日
本
人
﹄
岩
波
書
店
︑
二
〇
一
〇

年
︶︒戦

前
の
天
皇
崇
敬
に
お
い
て
は
︑
宗
教
的
な
要
素
か
ら
宗

教
的
と
は
言
え
な
い
要
素
ま
で
が
ひ
と
つ
な
が
り
に
な
っ
て

い
る
︒
こ
れ
は
そ
も
そ
も
儒
教
や
神
道
の
影
響
力
が
濃
い
東

ア
ジ
ア
の
文
明
の
構
造
に
よ
る
も
の
だ
が
︑
西
洋
の
憲
法
学

に
学
ん
だ
従
来
の
憲
法
理
解
で
は
こ
の
点
が
閑
却
さ
れ
て
き

た
︒
天
皇
崇
敬
の
す
べ
て
が
宗
教
的
で
は
な
い
が
︑
天
皇
崇

敬
は
し
ば
し
ば
宗
教
的
な
要
素
を
色
濃
く
含
む
も
の
で
あ
っ

た
︒
ま
た
︑
天
皇
崇
敬
の
儀
礼
等
が
宗
教
的
で
な
い
と
の
建

前
が
あ
る
場
合
で
も
︑
実
際
に
は
宗
教
的
な
含
み
を
も
っ
て

機
能
し
て
お
り
︑
そ
の
た
め
﹁
宗
教
上
の
行
為
︑
祝
典
︑
儀

式
又
は
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
﹂
と
同
等
の
﹁
強
制
﹂
が
生

じ
や
す
か
っ
た
︒
ま
た
︑
一
九
三
〇
年
代
以
降
の
全
体
主
義

化
す
る
時
代
に
は
︑
全
体
主
義
的
な
天
皇
崇
敬
が
国
民
生
活

を
お
お
う
よ
う
に
な
っ
た
︒﹁
宗
教
的
﹂
で
あ
る
こ
と
に
よ
る

強
制
と
と
も
に
︑﹁
全
体
主
義
的
﹂
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
強
制

が
重
な
っ
て
い
っ
た
︒

御
真
影
へ
の
拝
礼
と
教
育
勅
語
の
拝
聴
を
中
心
と
す
る
学

校
儀
式
は
︑
宗
教
ま
た
は
宗
教
に
類
す
る
あ
る
種
の
﹁
思
想

や
信
念
に
基
づ
く
行
為
︑
祝
典
︑
儀
式
又
は
行
事
に
参
加
す

る
こ
と
﹂
を
﹁
強
制
﹂
す
る
場
で
あ
っ
た
と
言
え
る
︒
と
り

わ
け
全
体
主
義
化
が
進
ん
だ
一
九
三
〇
～
四
五
年
の
時
期
に

お
い
て
は
︑﹁
思
想
及
び
良
心
の
自
由
﹂
が
脅
か
さ
れ
否
認
さ

れ
る
よ
う
な
﹁
行
為
︑
祝
典
︑
儀
式
又
は
行
事
に
参
加
す
る

こ
と
を
強
制
さ
れ
﹂
る
機
会
が
た
い
へ
ん
多
か
っ
た
︒
国
家

神
道
や
天
皇
崇
拝
の
﹁
宗
教
性
﹂
と
﹁
全
体
主
義
﹂
の
双
方

が
﹁
思
想
及
び
良
心
の
自
由
﹂
と
﹁
信
教
の
自
由
﹂
を
制
約

し
た
︒

戦
後
の
入
学
式
・
卒
業
式
等
の
儀
式
的
行
事
に
お
い
て
日

の
丸
・
君
が
代
が
個
々
人
の
思
想
及
び
良
心
の
自
由
を
脅
か

す
も
の
と
な
る
の
は
︑
こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
が
あ
る
か
ら

だ
︒
個
々
人
の
思
想
及
び
良
心
の
自
由
を
脅
か
す
と
受
け
取

る
人
が
か
な
り
の
割
合
で
存
在
す
る
の
は
︑
戦
前
の
学
校
で

の
儀
式
的
行
事
が
内
心
の
自
由
を
抑
圧
し
た
あ
り
方
の
再
現

を
感
じ
取
る
か
ら
で
あ
る
︒
日
の
丸
・
君
が
代
が
集
団
規
律

と
と
も
に
強
制
的
な
形
で
用
い
ら
れ
る
場
合
︑
そ
う
感
じ
る

人
が
増
え
る
︒
国
家
神
道
の
歴
史
を
知
っ
て
い
る
人
ほ
ど
そ

う
感
じ
る
は
ず
で
あ
る
︒
そ
う
で
あ
る
な
ら
︑
入
学
式
・
卒
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業
式
等
の
儀
式
的
行
事
等
に
お
い
て
日
の
丸
・
君
が
代
を
強

制
す
る
こ
と
は
憲
法
第
一
九
条
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
︒

現
行
の
学
習
指
導
要
領
に
は
︑
学
校
に
お
け
る
儀
式
的
行

事
本
来
の
性
質
や
目
的
︑
ま
た
︑
そ
こ
で
行
わ
れ
る
儀
礼
的

所
作
の
性
格
に
つ
い
て
︑﹁
変
化
や
折
り
目
を
付
け
︑
厳
粛
か

つ
清
新
な
雰
囲
気
の
中
で
︑
新
し
い
生
活
の
展
開
へ
の
動
機

づ
け
を
行
い
︑
学
校
︑
社
会
︑
国
家
な
ど
の
集
団
へ
の
所
属

感
を
深
め
る
﹂
と
規
定
し
て
い
る
︒
だ
が
︑
戦
前
の
学
校
儀

式
に
お
け
る
天
皇
崇
拝
の
強
制
に
つ
い
て
認
識
し
た
上
で
︑
学

校
行
事
に
お
け
る
日
の
丸
・
君
が
代
の
画
一
的
強
制
に
直
面

し
た
際
︑
個
々
人
の
思
想
及
び
良
心
の
自
由
が
脅
か
さ
れ
る

と
感
じ
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
︒
そ
れ
を
無
視
す
る
の

は
合
理
性
を
欠
く
︒

2
日
の
丸・君
が
代
と
神
権
的
国
体
論
の

下
の
学
校
行
事
と
の
つ
な
が
り

﹁
一
〇
・
二
三
通
達
﹂
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
裁
判
で
は
︑

﹁
思
想
及
び
良
心
の
自
由
﹂
に
関
わ
る
信
念
に
つ
い
て
︑
以
下

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
︒

上
告
人
は
︑
卒
業
式
に
お
け
る
国
歌
斉
唱
の
際
の
起
立

斉
唱
行
為
を
拒
否
す
る
理
由
に
つ
い
て
︑
日
本
の
侵
略
戦

争
の
歴
史
を
学
ぶ
在
日
朝
鮮
人
︑
在
日
中
国
人
の
生
徒
に

対
し
︑﹁
日
の
丸
﹂
や
﹁
君
が
代
﹂
を
卒
業
式
に
組
み
入
れ

て
強
制
す
る
こ
と
は
︑
教
師
と
し
て
の
良
心
が
許
さ
な
い

と
い
う
考
え
を
有
し
て
い
る
旨
主
張
す
る
︒
こ
の
よ
う
な

考
え
は
︑﹁
日
の
丸
﹂
や
﹁
君
が
代
﹂
が
戦
前
の
軍
国
主
義

等
と
の
関
係
で
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
と
す
る
上
告
人

自
身
の
歴
史
観
な
い
し
世
界
観
か
ら
生
ず
る
社
会
生
活
上

な
い
し
教
育
上
の
信
念
等
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
︒︵
再
雇

用
拒
否
処
分
取
消
請
求
事
件
判
決
︵
最
高
裁
第
二
小
法
廷
︶
平

成
二
三
年
五
月
三
〇
日
︑
主
文
・
理
由
の
第
1
の
3
︵
1
︶︑
傍

線
は
島
薗
に
よ
る
︶

だ
が
︑﹁
戦
前
の
軍
国
主
義
等
と
の
関
係
で
一
定
の
役
割
を

果
た
し
た
と
す
る
上
告
人
自
身
の
歴
史
観
な
い
し
世
界
観
﹂

に
つ
い
て
︑
そ
れ
が
﹁
日
の
丸
﹂
や
﹁
君
が
代
﹂
と
ど
う
関

わ
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
︑
こ
れ
ま
で
の
裁
判
で
は
十
分

に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒﹁
日
本
の
侵
略
戦

争
の
歴
史
﹂
は
確
か
に
重
要
な
要
素
だ
が
︑﹁
日
本
の
侵
略
戦

争
の
歴
史
﹂
と
﹁
日
の
丸
﹂
や
﹁
君
が
代
﹂
が
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒
そ

う
で
な
い
と
︑
学
校
行
事
に
お
け
る
﹁
日
の
丸
﹂
や
﹁
君
が

代
﹂
の
強
制
が
︑
ど
の
よ
う
な
意
味
で
﹁
思
想
及
び
良
心
の

自
由
﹂
を
制
約
す
る
も
の
な
の
か
︑
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま

に
法
的
判
断
を
下
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
︒

た
と
え
ば
︑
大
阪
府
立
東
淀
川
高
校
の
卒
業
式
・
入
学
式

で
職
員
会
議
の
決
定
を
無
視
し
た
校
長
に
よ
る
﹁
日
の
丸
﹂

掲
揚
に
抗
議
し
︑﹁
国
旗
﹂
を
引
き
下
ろ
し
た
こ
と
を
理
由
と

し
た
訓
告
処
分
︵
一
九
九
一
年
七
月
二
六
日
︶
を
不
当
と
す
る

教
職
員
二
名
を
原
告
と
す
る
国
家
賠
償
請
求
事
件
に
つ
い
て
︑

原
告
の
一
人
の
田
中
律
子
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
︒

︙
︙
﹁
日
の
丸
・
君
が
代
﹂
が
た
と
え
﹁
強
制
﹂
の
形
を

と
ら
な
か
っ
た
に
し
て
も
︑
私
は
︑
そ
れ
に
敬
意
を
は
ら

っ
た
り
︑
学
校
の
中
に
﹁
愛
国
心
﹂
や
﹁
天
皇
崇
拝
﹂
教

育
の
道
具
立
て
と
し
て
根
を
張
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
︑

賛
成
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
︒﹁
日
の
丸
・
君
が
代
﹂
の

下
で
︑
私
に
課
せ
ら
れ
る
の
は
︑
た
だ
た
だ
﹁
服
従
﹂
の

姿
勢
で
あ
る
ば
か
り
だ
︒︵
岡
村
達
雄
﹃
処
分
論

︱
﹁
日

の
丸
﹂﹁
君
が
代
﹂
と
公
教
育
﹄
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
︑
一
九

九
五
年
︶︒

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
︑﹁
日
の
丸
﹂
や
﹁
君
が

代
﹂
の
強
制
は
︑﹁
天
皇
崇
拝
﹂
教
育
に
関
わ
る
も
の
と
受
け

止
め
ら
れ
て
も
い
る
︒﹁
日
本
の
侵
略
戦
争
の
歴
史
﹂
と
い
う

と
き
︑
実
は
そ
れ
と
﹁﹃
天
皇
崇
拝
﹄
教
育
﹂
が
一
体
の
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
が
感
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
︒

﹁
君
が
代
﹂
は
天
皇
の
治
世
が
﹁
千
代
に
八
千
代
に
﹂
続
く
こ

と
を
寿
ぐ
歌
と
し
て
歌
わ
れ
た
︒
そ
う
理
解
し
て
い
る
者
に

と
っ
て
は
︑﹁
君
が
代
﹂
を
﹁
天
皇
崇
拝
﹂
教
育
と
﹁
日
本
の

侵
略
戦
争
の
歴
史
﹂
に
関
わ
る
も
の
と
受
け
止
め
る
の
は
ご

く
自
然
な
こ
と
で
あ
る
︒
本
訴
訟
︵
東
京
地
裁
︑
平
成
二
六
年

︵
行
ウ
︶
第
一
一
九
号
︶
の
第
一
三
回
口
頭
弁
論
で
原
告
の
一

人
︑
永
井
み
ど
り
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
︵
同
﹁
速

記
録
﹂
一
二
―一
三
ペ
ー
ジ
︶︒

あ
な
た
に
と
っ
て
︑
日
の
丸
・
君
が
代
︑
こ
れ
は
ど
う
い

う
存
在
で
し
ょ
う
か
︒

侵
略
戦
争
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
︑
私
の

キ
リ
ス
ト
教
を
迫
害
︑
弾
圧
し
た
宗
教
で
す
︒

そ
の
宗
教
の
名
前
は
何
と
言
い
ま
す
か
︒

国
家
神
道
で
す
︒

あ
な
た
は
︑
日
の
丸
・
君
が
代
を
見
る
と
︑
国
家
神
道
の

シ
ン
ボ
ル
だ
と
い
う
ふ
う
に
見
え
る
わ
け
で
す
ね
︒

は
い
︑
そ
う
で
す
︒

他
の
宗
教
の
シ
ン
ボ
ル
に
対
し
て
も
寛
容
が
求
め
ら
れ
て

し
か
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
︒

︙
︙
そ
の
シ
ン
ボ
ル
が
︙
︙
敬
意
の
表
明
を
含
む
行
為

を
強
制
し
な
け
れ
ば
︑
寛
容
で
は
あ
り
得
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
︒
で
も
︑
私
に
は
そ
う
は
思
え
ま
せ
ん
︒
日
の

丸
は
︑
天
照
と
い
う
神
道
の
最
高
神
の
象
徴
で
あ
り
︑
君

が
代
は
︑
神
で
あ
る
天
皇
の
御
代
の
永
遠
性
を
願
う
祝

祭
歌
だ
と
思
い
ま
す
︒
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憲
法
学
者
は
戦
前
の
日
本
の
体
制
を
︑
立
憲
主
義
と
﹁
神

権
的
国
体
論
﹂
の
せ
め
ぎ
あ
い
と
見
て
い
る
︵
佐
藤
幸
治
︑
前

掲
書
︶︒
立
憲
主
義
を
掘
り
崩
し
て
い
く
神
権
的
国
体
論
の
根

幹
を
な
す
神
的
典
拠
は
︑﹃
日
本
書
紀
﹄
に
あ
る
﹁
天
壌
無
窮

の
神
勅
﹂
で
あ
る
︒
そ
の
読
み
下
し
文
︵
坂
本
太
郎
他
校
注

﹃
日
本
書
紀
︵
一
︶﹄
岩
波
書
店
︑
一
九
九
四
年
︶
と
現
代
語
訳

︵
私
訳
︶
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
︒

︹
読
み
下
し
文
︺

葦あ
し

原は
ら

の
千ち

五い

百ほ

秋あ
き

の
瑞み

つ

穂ほ

の
国
は
︑
是こ

れ

︑
吾あ

が
子う

み

孫の
こ

の
王き

み

た
る
べ
き
地く

に

な
り
︒
爾

い
ま
し

皇す
め

孫み
ま

︑
就い

で
ま
し
て
治し

ら

せ
︒
行

さ
き
く

矣ま
せ

︒

宝あ
ま
の

祚ひ
つ
ぎの
隆さ

か

え
ま
さ
む
こ
と
︑
当ま

さ

に
天あ

め

壌つ
ち

と
窮き

は
ま
り
無
け
む
︒

︹
現
代
語
訳
︺

日
本
国
は
わ
が
子
孫
が
王
た
る
べ
き
国
で
あ
る
︒
瓊に

瓊に

杵ぎ
の

尊み
こ
とよ
︑
そ
こ
へ
行
き
し
っ
か
り
治
め
よ
︒
つ
つ
が
な
く
あ

れ
よ
︒
天あ

ま

津つ

日ひ

嗣つ
ぎ

︵
す
な
わ
ち
宝
祚
＝
皇
位
︶
は
︑
天
地
と

共
に
永
遠
に
栄
え
る
だ
ろ
う
︒

戦
前
に
は
︑﹁
君
が
代
﹂
は
こ
の
﹁
神
勅
﹂
に
基
づ
く
万
邦

無
比
の
﹁
国
体
﹂
と
一
体
の
も
の
と
し
て
教
育
さ
れ
て
き
た
︒

だ
が
︑
こ
れ
は
単
に
﹁
君
が
代
﹂
の
歌
詞
の
問
題
に
と
ど
ま

ら
な
い
︒
戦
前
の
学
校
行
事
や
修
身
・
国
史
の
授
業
に
は
︑

﹁
天
皇
崇
拝
﹂
の
鼓
吹
が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
︒

﹁
日
の
丸
﹂
は
天
皇
崇
敬
と
結
び
つ
け
て
頻
繁
に
用
い
ら
れ
た
︒

現
代
の
学
校
行
事
に
お
け
る
﹁
日
の
丸
﹂
を
︑
そ
の
よ
う
な

戦
前
の
学
校
行
事
・
学
校
儀
式
に
連
な
る
も
の
と
し
て
捉
え

る
の
は
奇
異
な
こ
と
で
は
な
い
︒
た
と
え
ば
︑
ス
ポ
ー
ツ
競

技
の
折
の
﹁
君
が
代
﹂﹁
日
の
丸
﹂
に
は
さ
ほ
ど
の
違
和
感
を

覚
え
な
い
人
も
︑
学
校
行
事
︑
と
り
わ
け
入
学
式
・
卒
業
式

等
の
儀
式
的
行
事
に
お
け
る
﹁
君
が
代
﹂﹁
日
の
丸
﹂︑
と
く

に
そ
れ
が
強
制
的
に
行
わ
れ
る
場
合
に
は
強
い
違
和
感
を
覚

え
る
例
が
数
多
く
生
じ
て
し
ま
う
︒

ど
う
し
て
そ
う
な
の
か
︒
そ
れ
を
理
解
す
る
に
は
︑
戦
前

の
学
校
儀
式
が
国
家
神
道
や
宗
教
的
天
皇
崇
拝
と
︑
ま
た
全

体
主
義
的
な
動
員
体
制
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
た
か
を
理
解
す

る
必
要
が
あ
る
︒
こ
れ
が
次
の
3
節
の
課
題
で
あ
る
︒

3
日
の
丸・君
が
代
と
国
家
神
道
体
制
下

の
学
校
行
事
―
祭
政
一
致

明
治
維
新
に
お
い
て
﹁
祭
政
一
致
﹂
が
唱
え
ら
れ
︑
ま
た

﹁
祭
政
教
一
致
﹂
と
い
う
理
念
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
︒

そ
し
て
︑
そ
れ
は
維
新
後
の
明
治
国
家
の
制
度
枠
組
み
に
次

第
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
︒
政
治
と
一
体
で
あ
る
﹁
祭
﹂

は
皇
室
の
神
道
祭
祀
か
ら
始
ま
り
︑
公
的
機
関
の
儀
礼
シ
ス

テ
ム
に
至
る
も
の
で
︑﹁
宗
教
﹂
で
は
な
い
と
さ
れ
た
が
︑
皇

室
や
神
社
の
神
道
儀
礼
と
同
様
に
天
皇
崇
敬
と
関
わ
る
も
の

と
理
解
さ
れ
た
︒
だ
か
ら
こ
そ
﹁
祭
政
一
致
﹂
な
の
で
あ
る
︒

戦
前
の
学
校
で
は
昭
和
期
に
入
る
と
︑
御
真
影
と
教
育
勅

語
が
奉
安
殿
に
収
め
ら
れ
︑
日
常
的
に
礼
拝
の
対
象
と
さ
れ

て
い
く
︒
教
育
勅
語
は
当
初
か
ら
﹁
御
名
御
璽
﹂
を
付
し
た

神
聖
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
︑
火
事
や
空
襲
等
の
と
き
に
御

真
影
や
教
育
勅
語
を
﹁
奉
護
﹂
し
よ
う
と
し
て
﹁
殉
職
﹂
す

る
教
職
員
も
多
数
あ
っ
た
︵
佐
藤
秀
夫
編
﹃
続
・
現
代
史
資
料

8　
教
育　

1　
御
真
影
と
教
育
勅
語
﹄
み
す
ず
書
房
︑
一
九
九

四
年
︑
四
︵
八
︶﹁
教
職
員
な
ど
の
﹁
奉
護
﹂﹂︶︒
学
校
儀
式
で

歌
わ
れ
る
唱
歌
の
多
く
は
天
皇
を
神
聖
な
存
在
と
し
て
讃
え

る
も
の
だ
っ
た
︒﹁
勅
語
奉
答
﹂﹁
天
長
節
﹂﹁
元
始
祭
﹂﹁
紀

元
節
﹂
に
つ
い
て
例
示
し
よ
う
︒
こ
れ
ら
は
﹁
君
が
代
﹂
に

連
な
る
一
連
の
歌
と
し
て
歌
わ
れ
た
︵
金
田
一
春
彦
・
安
西
愛

子
編
﹃
日
本
の
唱
歌 [

上] 

明
治
編
﹄
講
談
社
︑
一
九
七
七
年
︑
西

森
武
城
編
﹃
祝
日
大
祭
日
歌
詞
並
楽
譜
：
附
・
大
祭
祝
日
略
解
﹄

金
盛
堂
︑
一
八
九
三
年
︶︒

勅
語
奉
答
︵
作
詞
：
中
村
秋
香
︶

あ
な
︑
と
う
と
し
な
︑
／
大お

お

勅み

語こ
と

︒
／
み
こ
と
の　

趣む

旨ね

を　

心
に
刻え

り
て
︑
／
露
も　

そ
む
か
じ
︑
朝
夕
に
︒
／

あ
な
︑
と
う
と
し
な
︑
／
大
勅
語
︒

天
長
節
︵
作
詞
：
黒
川
真ま

頼よ
り

︶

今
日
の
吉よ

き
日
は
︑
大す

め

君き
み

の
／
う
ま
れ
た
ま
い
し　

吉
き

日
な
り
︒
／
今
日
の
吉
き
日
は
︑
御
光
の
／
さ
し
出
た
ま

い
し　

吉
き
日
な
り
︒
／
光
遍あ

ま
ねき　

君
が
代
を
／
祝
え
︑
諸も

ろ

人び
と　

も
ろ
と
も
に
︒
／
恵
み
遍
き　

君
が
代
を
／
祝
え　

諸
人　

も
ろ
と
も
に
︒

元
始
祭
︵
作
詞
：
鈴
木
重
嶺
︶

天あ
ま

津つ

日ひ

嗣つ
ぎ

の　

際き
は
み限
な
く
／
天
津
璽し

る
しの　

動
き
な
く
／
年

の
は
じ
め
に　

皇す
め

神が
み

を
／
祭
り
ま
す
こ
そ　

か
し
こ
け
れ

／
四よ

方も

の
民
く
さ　

う
ち
靡な

び

き
／
長の

閑ど

け
き
空
を　

う
ち

仰
ぎ
／
豊と

よ

栄さ
か

の
ぼ
る　

日
の
御
旗
／
た
て
ゝ
祝い

は
ゝ
ぬ　

家
ぞ
な
き

紀
元
節
︵
作
詞
：
高
崎
正
風
︶

雲
に
聳そ

び

ゆ
る
高
千
穂
の
︑
高
根
お
ろ
し
に
草
も
木
も
︑
／

な
び
き
伏ふ

し
け
ん
大
御
世
を
︑
仰
ぐ
今
日
こ
そ
︑
た
の
し

け
れ
︒
／
海
原
な
せ
る
埴は

に

安や
す

の
︑
池
の
お
も
よ
り
猶
広
き
︑

／
恵
み
の
波
に
浴
み
し
世
を
︑
仰
ぐ
今
日
こ
そ
︑
た
の
し

け
れ
︒
／
天
つ
日ひ

嗣つ
ぎ

の
高
御み

座く
ら

︑
千
代
よ
ろ
ず
よ
に
動
き

な
き
︑
／
基

も
と
い

定
め
し
そ
の
か
み
を
︑
仰
ぐ
今
日
こ
そ
︑
楽

し
け
れ
︒
／
空
に
か
が
や
く
日
の
も
と
の
︑
よ
ろ
ず
の
国

に
た
ぐ
い
な
き
︑
／
国
の
御
柱
立
し
世
を
︑
仰
ぐ
今
日
こ

そ
︑
楽
し
け
れ

﹁
豊
栄
の
ぼ
る
日
の
御
旗
﹂﹁
空
に
か
が
や
く
日
の
も
と
の
︑

よ
ろ
ず
の
国
に
た
ぐ
い
な
き
﹂
と
い
う
よ
う
に
︑
神
聖
な
天
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皇
や
皇
室
と
密
接
に
関
わ
る
ア
イ
テ
ム
の
一
つ
と
し
て
﹁
日

の
丸
﹂︵
日
の
御
旗
︶
も
組
み
込
ま
れ
て
い
た
︵
今
井
宇
三
郎
・

瀬
谷
義
彦
・
尾
藤
正
英
校
注
﹃
日
本
思
想
大
系
53　
水
戸
学
﹄
岩

波
書
店
︑
一
九
七
三
年
︶︒

神
聖
な
﹁
国
体
﹂
を
尊
ば
せ
る
上
で
儀
礼
こ
そ
が
重
要
だ

と
い
う
観
点
は
︑
国
家
神
道
︵
神
権
的
国
体
論
︶
の
理
念
の
基

盤
を
作
っ
た
と
さ
れ
る
会
沢
正
志
斎
︵
一
七
八
二
―一
八
六
三
︶

の
﹃
新
論
﹄︵
一
八
二
五
年
︶
に
お
い
て
明
確
に
提
示
さ
れ
て

い
る
︒﹃
新
論
﹄
の
本
論
は
﹁
国
体
﹂
か
ら
始
ま
る
︒
そ
の
冒

頭
部
分
で
会
沢
は
︑
人
民
が
﹁
億
兆
心
を
一
に
し
て
﹂
帝
王

を
恃
み
︑
畏
服
す
る
の
は
︑﹁
天
祖
﹂
か
ら
﹁
皇
孫
﹂
に
伝
え

ら
れ
る
忠
孝
の
教
や
︑
そ
れ
を
体
現
し
た
天
皇
の
祭
祀
が
あ

る
か
ら
だ
と
論
じ
て
い
る
︒﹁
教
﹂
が
機
能
す
る
の
は
︑
大
嘗

祭
を
頂
点
と
し
て
︑﹁
天
孫
﹂︵
瓊
瓊
杵
命
︶
が
﹁
天
祖
﹂︵
天

照
大
神
︶
の
﹁
大
孝
﹂
を
述
べ
た
の
に
な
ら
っ
た
祭
祀
の
体

系
が
あ
り
︑﹁
祭
政
維こ

れ

一
﹂
が
成
り
立
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

と
い
う
︒

神
権
的
﹁
国
体
﹂
を
掲
げ
る
儒
学
者
︑
会
沢
が
大
き
な
意

義
を
付
与
す
る
の
は
︑
神
聖
な
天
皇
や
神
社
と
結
び
つ
い
た
︑

明
ら
か
に
宗
教
的
な
儀
礼
だ
︒
だ
が
︑
明
治
維
新
以
後
︑
西

洋
か
ら
﹁
宗
教
﹂
概
念
が
導
入
さ
れ
る
と
︑﹁
宗
教
﹂
の
語
義

を
小
さ
く
限
っ
て
︑
そ
れ
は
﹁
宗
教
﹂
と
は
区
別
さ
れ
る
﹁
祭

祀
﹂
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
国
家
制
度
に
組

み
込
ま
れ
て
い
っ
た
︒﹁
祭
政
一
致
﹂
の
﹁
祭
﹂
と
は
天
皇
お

よ
び
天
皇
の
祖
神
で
あ
る
天
照
大
神
を
中
心
と
す
る
神
々
の

祭
を
指
す
︒
そ
の
意
味
で
︑
戦
前
の
学
校
儀
式
は
国
家
祭
祀

に
連
な
る
儀
礼
と
し
て
︑
つ
ま
り
は
国
家
神
道
︑
あ
る
い
は

宗
教
的
天
皇
崇
敬
を
支
え
る
儀
礼
と
し
て
行
わ
れ
た
の
だ︵
拙

稿
﹁
総
説　

一
九
世
紀
日
本
の
宗
教
構
造
の
変
容
﹂︵
小
森
陽
一
・

酒
井
直
樹
・
島
薗
進
・
千
野
香
織
・
成
田
龍
一
・
吉
見
俊
哉
編
﹃
岩

波
講
座　

近
代
日
本
の
文
化
史
2　
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
の
﹁
近
世
﹂﹄

岩
波
書
店
︑
二
〇
〇
一
年
︶︒

集
団
規
律
と
集
団
一
体
化
を
尊
び
国
家
統
一
の
基
礎
と
考

え
る
こ
う
し
た
考
え
方
は
︑
全
体
主
義
化
が
進
む
一
九
三
七

年
に
文
部
省
が
ま
と
め
た
﹃
国
体
の
本
義
﹄
に
明
瞭
に
現
れ

て
い
る
︒
そ
の
第
二
﹁
国
史
に
於
け
る
国
体
の
顕
現
﹂
の
四

は
﹁
祭
祀
と
道
徳
﹂
で
あ
る
が
︑
続
く
五
﹁
国
民
文
化
﹂
の

教
育
に
ふ
れ
た
部
分
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒

我
が
国
の
教
育
は
︑
明
治
天
皇
が
﹁
教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
﹂

に
訓
へ
給
う
た
如
く
︑
一
に
我
が
国
体
に
則
と
り
︑
肇
国

の
御
精
神
を
奉
体
し
て
︑
皇
運
を
扶
翼
す
る
を
そ
の
精
神

と
す
る
︒
従
つ
て
個
人
主
義
教
育
学
の
唱
へ
る
自
我
の
実

現
︑
人
格
の
完
成
と
い
ふ
が
如
き
︑
単
な
る
個
人
の
発
展

完
成
の
み
を
目
的
と
す
る
も
の
と
は
︑
全
く
そ
の
本
質
を

異
に
す
る
︒
即
ち
国
家
を
離
れ
た
単
な
る
個
人
的
心
意
・

性
能
の
開
発
で
は
な
く
︑
我
が
国
の
道
を
体
現
す
る
と
こ

ろ
の
国
民
の
育
成
で
あ
る
︒
個
人
の
創
造
性
の
涵
養
︑
個

性
の
開
発
等
を
事
と
す
る
教
育
は
︑
動
も
す
れ
ば
個
人
に

偏
し
個
人
の
恣
意
に
流
れ
︑
延
い
て
は
自
由
放
任
の
教
育

に
陥
り
︑
我
が
国
教
育
の
本
質
に
適
は
ざ
る
も
の
と
な
り

易
い
︒︵﹃
国
体
の
本
義
﹄
五
﹁
国
民
文
化
﹂︶

こ
う
し
た
考
え
方
の
下
に
︑
戦
時
期
に
は
天
皇
崇
敬
に
連

な
る
儀
礼
に
よ
る
集
団
規
律
が
ま
す
ま
す
強
め
ら
れ
︑
国
家

統
合
の
基
礎
と
考
え
ら
れ
た
の
だ
っ
た
︒
宗
教
に
お
い
て
儀

礼
は
中
心
的
な
役
割
を
担
う
と
い
う
の
は
︑
エ
ミ
ー
ル
・
デ

ュ
ル
ケ
ム
︵
一
八
五
八
―一
九
一
七
︶
の
﹃
宗
教
生
活
の
原
初

形
態
﹄︵
一
九
一
二
年
︶
以
来
︑
宗
教
理
論
の
常
識
に
属
す
る
︒

儀
礼
が
は
ら
む
宗
教
的
機
能
に
注
意
す
れ
ば
︑﹁
儀
式
的
行
事

に
お
け
る
儀
礼
的
所
作
﹂
の
強
制
が
︑
信
仰
や
内
心
の
自
由

を
脅
か
す
も
の
と
な
り
う
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
︒
儀
礼

的
所
作
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
︑
集
団
の
信
念
構
造
を
か
ら

だ
に
覚
え
こ
ま
せ
る
こ
と
だ
と
感
じ
る
の
は
自
然
で
あ
る
︒
そ

れ
は
思
想
・
良
心
の
自
由
の
直
接
的
制
約
で
あ
り
︑
外
的
所

作
で
あ
る
か
ら
間
接
的
な
制
約
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
︒
宗

教
性
を
は
ら
ん
だ
り
︑
同
一
信
念
の
全
体
主
義
的
鼓
吹
と
結

び
つ
い
た
儀
礼
に
お
い
て
は
︑
所
作
の
共
有
に
よ
っ
て
内
心

へ
の
強
力
な
働
き
か
け
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
︒

近
代
化
と
と
も
に
世
俗
的
儀
礼
が
広
ま
る
地
域
も
あ
る
が
︑

日
本
の
場
合
は
﹁
祭
政
一
致
﹂
の
理
念
に
そ
っ
て
︑
神
道
色

を
も
っ
た
︑
ま
た
宗
教
的
天
皇
崇
敬
の
要
素
の
色
濃
い
儀
礼

が
学
校
・
軍
隊
等
を
通
じ
て
︑
広
く
国
民
生
活
に
浸
透
し
た
︒

内
村
鑑
三
は
天
皇
の
神
聖
な
御
名
御
璽
を
伴
う
教
育
勅
語
に

礼
拝
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
一
八
九
一
年
︑
第
一
高
等
学
校

教
員
の
職
を
辞
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
︒
外
的
行
為
が
内

心
の
自
由
を
直
接
的
に
制
約
す
る
こ
と
の
よ
い
例
で
あ
る
︒

礼
拝
を
強
制
さ
れ
た
と
き
︑
良
心
に
基
づ
い
て
そ
れ
に
従
う

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
内
村
は
︑
職
を
辞
し
困
難
な
生
活
を

強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
こ
の
よ
う
に
天
皇
崇
敬
に
関

わ
る
外
的
行
為
の
強
制
が
内
心
の
自
由
を
直
接
的
に
制
約
す

る
状
況
が
︑
一
八
九
〇
年
代
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
存
在
し

続
け
た
︒

﹁
君
が
代
﹂
と
﹁
日
の
丸
﹂
は
宗
教
的
天
皇
崇
敬
に
通
じ
る

儀
礼
の
構
成
要
素
と
し
て
の
過
去
を
も
っ
て
い
る
︒
そ
れ
が

画
一
的
に
︑
か
つ
強
制
的
に
行
わ
れ
れ
ば
行
わ
れ
る
ほ
ど
︑
そ

れ
は
国
家
神
道
的
な
過
去
の
再
現
と
し
て
意
識
さ
れ
ざ
る
を

え
な
い
︒
日
本
国
憲
法
第
一
九
条
︑
第
二
〇
条
は
こ
う
し
た

歴
史
的
経
緯
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
︒

4
日
の
丸・君
が
代
と
国
家
神
道
下
の
集

団
規
律
―
学
校
と
軍
隊

学
校
儀
式
に
お
け
る
宗
教
的
天
皇
崇
敬
の
歴
史
を
考
え
る

に
あ
た
っ
て
︑﹁
祭
政
一
致
﹂
の
理
念
の
﹁
祭
﹂
＝
儀
礼
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
が
︑
そ
れ
が
教
育
の
場
で
と
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く
に
顕
著
に
行
わ
れ
た
理
由
を
知
る
に
は
︑
幕
末
か
ら
敗
戦

に
至
る
時
期
に
﹁
教
育
﹂︑
あ
る
い
は
﹁
教
﹂
が
ど
の
よ
う
な

も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
か
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ

る
︒
こ
の
点
で
は
︑﹁
祭
政
教
一
致
﹂
の
理
念
が
重
要
で
あ
る
︒

こ
れ
も
ま
た
︑
幕
末
の
水
戸
学
か
ら
近
代
国
家
神
道
体
制
に

引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
こ
で
い
う
﹁
教
﹂
は
﹁
宗

教
﹂
と
は
区
別
さ
れ
る
﹁
治
教
﹂
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た

も
の
で
あ
る
︒

明
治
三
︵
一
八
七
〇
︶
年
一
月
三
日
に
下
さ
れ
た
﹁
宣
布
大

教
詔
︵
大
教
宣
布
の
詔
︑
大
教
を
宣
布
せ
し
め
る
詔
︶
は
一
九
四

五
年
の
敗
戦
に
至
る
ま
で
︑
体
制
の
基
盤
と
な
る
理
念
と
し

て
機
能
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
︒

朕
恭
し
く
惟

お
も
ん
みる
に
︑
天
神
天
祖
極
を
立
て
統
を
垂
れ
︑
列

皇
相
承
け
︑
之
を
継
ぎ
之
を
述
ぶ
︒
祭
政
一
致
︑
億
兆
同

を
心
し
︑
治
教
上
に
明
か
に
し
て
︑
風
俗
下
に
美
な
り
︒
而

し
て
中
世
以
降
︑
時
に
汚
隆
有
り
︑
道
に
顕
晦
有
り
︒
治

教
の
洽
か
ら
ざ
る
や
久
し
︒
今
や
天
運
循
環
し
︑
百
度
維

れ
新
な
り
︒
宜
し
く
治
教
を
明
か
に
し
︑
以
て
惟
神
の
大

道
を
宣
揚
す
べ
し
︒
因
つ
て
新
に
宣
教
使
を
命
じ
︑
天
下

に
布
教
す
︒
汝
群
臣
衆
庶
︑
其
れ
斯
の
旨
を
体
せ
よ
︒︵
傍

線
は
島
薗
に
よ
る
︶

こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
﹁
治
教
﹂
の
語
は
︑﹁
宗
教
﹂

︵
宗
門
の
教
え
︶
と
は
区
別
さ
れ
︑
む
し
ろ
教
育
等
の
場
で
広

め
ら
れ
る
神
聖
な
教
え
を
意
味
し
て
い
る
︒
江
戸
期
に
準
備

さ
れ
て
き
た
用
語
だ
が
︑
戦
前
の
日
本
で
し
か
通
用
し
な
い

語
で
あ
っ
て
︑
世
界
的
に
は
宗
教
の
あ
る
様
態
と
見
な
す
べ

き
も
の
だ
︒﹁
祭
政
教
一
致
﹂
の
﹁
教
﹂
と
は
﹁
治
教
﹂
と
い

う
こ
と
に
な
る
︒
こ
れ
は
儒
教
的
な
伝
統
と
関
係
が
あ
り
︑
道

徳
的
秩
序
は
統
治
者
が
司
る
も
の
で
あ
り
︑
そ
の
よ
う
な
も

の
と
し
て
民
衆
に
教
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
だ
と
い
う
考
え
に

基
づ
い
て
い
る
︒
明
治
初
期
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
意
味
で

用
い
ら
れ
て
い
た
﹁
治
教
﹂
概
念
は
︑
ま
た
﹁
皇
道
﹂
と
い

う
理
念
と
も
重
な
り
あ
う
も
の
だ
︒﹁
皇
道
﹂
と
は
﹁
天
皇
の

道
﹂︑
あ
る
い
は
﹁
皇
祖
皇
宗
の
道
﹂
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
︑

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
﹁
惟
神
の
大
道
﹂
と
も
理
解

さ
れ
た
︒﹁
宣
布
大
教
詔
﹂
に
先
立
っ
て
明
治
二
︵
一
八
六

九
︶
年
五
月
に
発
せ
ら
れ
た
﹁
皇
道
興
隆
の
御
下
問
﹂
は
︑
そ

う
し
た
皇
道
観
を
よ
く
示
し
て
い
る
︵
傍
線
は
島
薗
に
よ
る
︶︒

我
皇
国
︑
天
祖
極
ヲ
立
︑
基も

と
い
ヲ
開
キ
給
ヒ
シ
ヨ
リ
︑
列
聖

相
承
︑
天
工
ニ
代
リ
︑
天
職
ヲ
治
メ
︑
祭
政
維
一
︑
上
下

同
心
︑
治
教
上
ニ
明
ニ
シ
テ
︑
風
俗
下
ニ
美
シ
ク
︑
皇
道

昭
昭
︑
万
国
ニ
卓
越
ス
︒
然
ル
ニ
中
世
以
降
︑
人
心

渝
い
よ
い
よ

薄う
す
く︑
外
教
コ
レ
ニ
乗
シ
︑
皇
道
ノ
陵
夷
︑
終つ

い

ニ
近
時
ノ
甚

キ
ニ
至
ル
︒
天
運
循
環
︑
今
日
維
新
ノ
時
ニ
及
ヘ
リ
︒
然

レ
ト
モ
紀
綱
未
タ
恢
張
セ
ス
︑
治
教
未
タ
浹

し
ょ
う

洽こ
う

ナ
ラ
ス
︒

是
皇
道
ノ
昭
昭
ナ
ラ
サ
ル
ニ
由
ル
所
ト
︑
深
ク
御
苦
慮
被

為
遊
︑
今
度
祭
政
一
致
︑
天
祖
以
来
固
有
ノ
皇
道
復
興
被

為
在
︑
億
兆
ノ
蒼
生
︑
報
本
反
始
ノ
義
ヲ
重
シ
︑
敢
テ
外

誘
ニ
蠱
惑
セ
ラ
レ
ス
︑
方
嚮
一
定
︑
治
教
浹
洽
候
様
︑
被

為
遊
度
思
食
候
︒
其
施
為
ノ
方
︑
各
意
見
無き

た
ん
な
く

忌
憚
︑
可
申

出
候
事
︒

こ
の
二
つ
の
文
書
は
︑
明
治
国
家
は
﹁
皇
道
﹂﹁
治
教
﹂
を

広
め
る
べ
き
だ
と
い
う
理
念
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
︒
そ
し
て
︑
や
が
て
学
校
教
育
こ
そ
が
そ
の
場
で
あ
る

と
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
︒
そ
れ
は
﹁
国
体
﹂
と
い
う
概

念
が
定
着
し
て
い
く
過
程
を
通
し
て
具
体
化
し
て
い
っ
た
︒

こ
う
し
て
学
校
儀
式
は
︑﹁
皇
道
﹂
や
﹁
治
教
﹂
を
国
民
に
学

ば
せ
︑
身
に
つ
け
さ
せ
る
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
︒

﹁
皇
道
﹂
や
﹁
治
教
﹂
が
天
皇
崇
敬
の
要
素
を
も
つ
こ
と
は

自
明
で
あ
る
が
︑
戦
前
の
教
育
現
場
で
は
教
育
が
天
皇
崇
敬

の
場
で
あ
り
︑
ま
た
天
皇
の
教
え
に
従
う
場
で
あ
る
こ
と
が

ま
す
ま
す
強
調
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
︒
近
代
日
本
︵
明

治
維
新
か
ら
戦
前
期
︶
の
体
制
で
は
︑
学
校
教
育
が
国
家
神
道

や
宗
教
的
天
皇
崇
敬
を
鼓
吹
す
る
重
要
な
場
と
な
っ
て
い
っ

た
︒
御
真
影
や
教
育
勅
語
へ
の
礼
拝
と
唱
歌
斉
唱
は
そ
の
典

型
的
な
例
で
あ
る
︒
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
︑
御
真
影
や
教

育
勅
語
へ
の
礼
拝
が
宗
教
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
︑

一
八
九
一
年
の
内
村
鑑
三
の
不
敬
事
件
に
お
い
て
顕
著
に
現

れ
た
︒
内
村
は
御
名
御
璽
が
あ
る
教
育
勅
語
に
礼
拝
す
る
こ

と
が
で
き
ず
︑
第
一
高
等
学
校
教
員
の
職
を
辞
す
る
こ
と
と

な
っ
た
の
だ
が
︑
近
年
の
入
学
式
・
卒
業
式
等
の
儀
式
的
行

事
に
お
い
て
壇
上
正
面
に
国
旗
を
置
く
こ
と
は
︑
か
つ
て
の

御
真
影
・
教
育
勅
語
へ
の
礼
拝
と
同
様
の
﹁
国
旗
へ
の
礼
拝
﹂

だ
と
感
じ
取
ら
れ
る
︒
そ
れ
が
﹁
思
想
及
び
良
心
の
自
由
﹂︑

ま
た
﹁
信
教
の
自
由
﹂
を
害
す
る
と
考
え
る
人
が
多
数
現
れ

る
の
は
︑
け
っ
し
て
奇
異
な
こ
と
で
は
な
い
︒

な
お
︑
宗
教
的
天
皇
崇
敬
に
よ
る
規
律
づ
け
の
場
と
し
て

学
校
と
並
ん
で
重
要
な
の
は
軍
隊
で
あ
っ
た
︒﹁
天
皇
の
軍

隊
﹂
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
︑
戦
前
の
軍
隊
で
は
天
皇
の
た
め

に
は
生
命
を
捧
げ
る
覚
悟
を
養
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ

た
︒
戦
前
に
お
け
る
﹁
日
の
丸
﹂
の
意
味
を
考
え
る
際
︑
軍

隊
に
お
け
る
﹁
旭
日
旗
﹂︵
軍
旗
︑
連
隊
旗
︶
の
意
味
を
理
解

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
︒
防
衛
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
戸
部

良
一
に
よ
る
﹃
逆
説
の
軍
隊　

日
本
の
近
代
9
﹄︵
中
央
公
論

社
︑
一
九
九
八
年
︶
は
︑
軍
旗
崇
拝
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
︒

軍
旗
の
尊
厳
さ
を
必
要
以
上
に
強
調
す
る
よ
う
に
な
る

の
も
︑
明
治
末
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
で
あ
る
︒
も
と
も

と
軍
旗
は
︑
神
社
に
参
拝
す
る
と
き
や
︑
天
皇
・
皇
后
に

対
す
る
と
き
以
外
は
︑
敬
礼
の
た
め
に
垂
れ
下
げ
な
い
も
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の
と
さ
れ
て
い
た
が
︑
一
九
一
〇
︵
明
治
四
十
三
︶
年
の
陸

軍
礼
式
の
改
正
で
︑﹁
軍
旗
は
天
皇
に
対
す
る
と
き
及
び
拝

神
の
場
合
を
除
く
ほ
か
敬
礼
を
行
う
こ
と
な
し
﹂
と
明
確

に
定
め
ら
れ
た
︒
つ
ま
り
︑
旗
手
・
軍
旗
衛
兵
・
軍
旗
中

隊
は
︑
軍
旗
を
守
護
し
て
い
る
間
︑
上
官
で
あ
ろ
う
と
誰

で
あ
ろ
う
と
︑
天
皇
以
外
に
は
敬
礼
し
な
い
の
で
あ
る
︒
軍

旗
は
あ
た
か
も
天
皇
の
分
身
で
あ
っ
た
︒
軍
旗
の
扱
い
は

丁
重
か
つ
厳
格
を
き
わ
め
︑
御
真
影
︵
天
皇
の
肖
像
写
真
︶

と
同
様
の
異
常
さ
を
帯
び
て
ゆ
く
︒
こ
う
し
て
︑
明
治
末

期
か
ら
︑
天
皇
の
尊
厳
性
と
彼
へ
の
忠
誠
心
の
表
明
は
や

や
常
軌
を
逸
し
つ
つ
あ
っ
た
の
だ
が
︑
国
体
論
の
強
調
が

そ
れ
に
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
︒

︵
二
〇
九
ペ
ー
ジ
︶

軍
旗
崇
拝
に
拍
車
を
か
け
た
の
は
︑
連
隊
長
と
し
て
軍
旗

を
失
っ
た
こ
と
を
一
つ
の
理
由
と
し
て
︑
一
九
一
二
年
に
殉

死
し
た
乃
木
希
典
︵
一
八
四
九
―一
九
一
二
︶
で
あ
る
︒
戸
部

氏
は
軍
隊
の
儀
礼
に
お
い
て
宗
教
的
天
皇
崇
敬
が
強
調
さ
れ

て
く
る
の
は
明
治
末
以
降
で
あ
る
と
し
て
︑
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
︒

そ
う
し
た
転
換
は
︑
日
露
戦
争
後
か
ら
少
し
ず
つ
始
ま

っ
た
よ
う
で
あ
る
︒
た
と
え
ば
︑
の
ち
の
軍
事
史
家
︑
松

下
芳
男
氏
が
一
九
〇
六
︵
明
治
三
十
九
︶
年
九
月
︑
仙
台
地

方
幼
年
学
校
に
入
校
し
た
と
き
︑
入
校
式
の
校
長
の
訓
示

の
最
中
に
﹁
天
皇
陛
下
﹂
や
﹁
勅
諭
﹂
と
い
う
言
葉
が
出

る
た
び
に
上
級
生
は
踵
を
合
わ
せ
て
不
動
の
姿
勢
を
と
る

の
で
︑
彼
は
び
っ
く
り
し
た
と
い
う
︒
ま
た
︑
在
校
中
に

皇
太
子
︵
の
ち
の
大
正
天
皇
︶
が
来
訪
し
た
と
き
︑
眼
鏡
を

か
け
て
い
る
者
は
そ
れ
を
は
ず
せ
と
命
じ
ら
れ
た
︒﹁
皇
太

子
殿
下
を
眼
鏡
で
仰
ぐ
の
は
不
敬
で
あ
る
﹂
と
い
う
理
由

だ
っ
た
︵
二
〇
八
―二
〇
九
ペ
ー
ジ
︶︒

こ
れ
は
軍
隊
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
︒
前
節
で
見
た
よ
う

に
︑
程
度
の
差
は
あ
れ
︑
学
校
で
も
類
似
の
画
一
的
な
儀
礼

的
所
作
の
強
制
が
進
行
し
て
い
た
の
だ
︒
画
一
的
な
儀
礼
的

所
作
を
強
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
礼
拝
対
象
が
い
や
ま
し

に
神
聖
化
さ
れ
︑﹁
思
想
及
び
良
心
の
自
由
﹂
と
﹁
信
教
の
自

由
﹂
が
著
し
く
抑
圧
さ
れ
た
の
だ
︒

5
全
体
主
義
の
時
代
の
日
の
丸・君
が
代

入
学
式
・
卒
業
式
等
の
式
典
に
︑
日
の
丸
︵
国
旗
︶・
君
が

代
︵
国
歌
︶
が
位
置
付
く
の
は
一
九
三
〇
年
代
︑
と
く
に
そ

の
後
半
で
あ
り
︑
国
民
総
動
員
体
制
が
確
立
し
て
い
く
時
期

で
あ
る
︵
森
川
輝
紀
﹁
天
皇
制
教
育
と
儀
式
の
位
相

︱
日
の
丸

と
学
校
儀
式
を
め
ぐ
っ
て
﹂﹃
歴
史
学
研
究
﹄
六
二
〇
号
︑
一
九

九
一
年
六
月
︑
籠
谷
次
郎
﹁
い
わ
ゆ
る
国
旗
﹁
日
の
丸
﹂
と
国
民

教
育
﹂︹﹃
近
代
日
本
に
お
け
る
教
育
と
国
家
の
思
想
﹄
阿
吽
社
︑
一

九
九
四
年
︺︶︒
日
の
丸
は
こ
の
時
期
︑
初
め
て
入
学
式
や
卒

業
式
の
式
場
正
面
に
掲
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

そ
れ
ま
で
の
時
期
も
日
の
丸
は
皇
室
や
軍
隊
の
行
列
・
ペ

ー
ジ
ェ
ン
ト
な
ど
で
打
ち
振
ら
れ
︑
そ
こ
で
は
神
聖
な
天
皇

へ
の
崇
敬
の
意
味
が
込
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
︒
だ
が
︑
学

校
行
事
で
は
祝
祭
日
な
ど
に
校
門
等
で
の
掲
揚
が
求
め
ら
れ

た
に
す
ぎ
な
い
︒
学
校
儀
式
に
際
し
て
正
面
に
掲
げ
ら
れ
︑
最

敬
礼
・
敬
礼
が
求
め
ら
れ
た
の
は
﹁
御
真
影
﹂
と
﹁
教
育
勅

語
﹂
で
あ
っ
た
︒
天
皇
神
聖
化
と
関
わ
る
象
徴
と
し
て
﹁
御

真
影
﹂﹁
教
育
勅
語
﹂
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
が
︑
日
の
丸
は

国
家
の
象
徴
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
︑
国
体
論
的
な
神
聖

性
に
は
関
わ
る
度
合
い
が
い
く
ら
か
低
か
っ
た
と
い
う
捉
え

方
も
な
さ
れ
て
い
る
︒
日
の
丸
に
連
隊
旗
と
並
ぶ
よ
う
な
神

聖
性
が
付
与
さ
れ
た
の
は
新
し
い
事
態
だ
っ
た
︒
で
は
︑
入

学
式
・
卒
業
式
等
で
会
場
正
面
の
壁
に
日
の
丸
を
据
え
る
よ

う
に
な
り
︑
日
の
丸
の
神
聖
化
が
進
展
し
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ

う
か
︒

そ
れ
は
御
真
影
の
礼
拝
を
国
民
生
活
に
広
め
て
い
く
の
は

限
界
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
︒
学
校
儀
式
で

の
御
真
影
礼
拝
を
︑
そ
の
ま
ま
村
民
︵
国
民
︶
に
及
ぼ
し
て

教
化
を
進
め
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
ら
れ
た
︒
御
真
影
は
大

量
生
産
し
て
普
及
さ
せ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
だ
︒

よ
り
日
常
的
︑
国
民
的
規
模
で
の
国
家
観
念
形
成
の
シ
ン
ボ

ル
が
求
め
ら
れ
る
に
至
る
︒
そ
こ
で
︑
学
校
儀
式
に
お
け
る

御
真
影
奉
拝
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
︑
国
体
精
神
の
シ
ン
ボ

ル
と
意
味
付
け
ら
れ
た
﹁
国
旗
﹂
掲
揚
が
広
が
っ
た
と
さ
れ

る
︒︵
森
川
﹁
天
皇
制
教
育
と
儀
式
の
位
相
﹂︑
五
二
ペ
ー
ジ
︶

文
部
省
の
﹃
礼
法
要
項
﹄︵
一
九
四
一
年
︶
の
祝
祭
日
の
学

校
儀
式
の
規
定
を
見
て
み
よ
う
︒﹁
皇
室
・
国
家
に
関
す
る
礼

法
﹂
第
六
章
﹁
祝
祭
日
﹂
で
は
︑﹁
二
︑
紀
元
節
・
天
長
節
・

明
治
節
及
び
一
月
一
日
に
於
け
る
学
校
の
儀
式
は
次
の
順

序
・
方
式
に
よ
る
︒
／
天
皇
陛
下
・
皇
后
陛
下
の
御
写
真
の

覆
い
を
撤
す
る
︒
／
こ
の
際
︑
一
同
上
体
を
前
に
傾
け
て
敬

粛
の
意
を
表
す
る
︒
／
次
に
天
皇
陛
下
・
皇
后
陛
下
の
御
写

真
に
対
し
奉
り
て
最
敬
礼
を
行
ふ
︒
／
次
に
国
歌
を
う
た
ふ
︒

／
次
に
学
校
長
教
育
に
関
す
る
勅
語
を
奉
読
す
る
︒
／
参
列

者
は
奉
読
の
始
ま
る
と
同
時
に
︑
上
体
を
前
に
傾
け
て
拝
聴

し
︑
奉
読
の
終
つ
た
と
き
︑
敬
礼
を
し
て
徐
に
元
の
姿
勢
に

復
す
る
﹂
と
画
一
的
な
動
作
を
事
細
か
に
指
示
し
て
い
る
︒

そ
し
て
︑﹁
皇
室
・
国
家
に
関
す
る
礼
法
﹂
こ
そ
﹁
我
が
国
礼

法
の
根
幹
で
あ
つ
て
敬
神
尊
皇
の
誠
を
致
し
︑
国
民
精
神
を

涵
養
す
る
上
に
特
に
重
要
﹂
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒

で
は
︑
そ
こ
で
日
の
丸
・
君
が
代
︵
国
旗
・
国
歌
︶
は
ど
の

よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
る
だ
ろ
う
か
︒﹁
皇
室
・
国
家
に
関

す
る
礼
法
﹂
第
六
章
﹁
祝
祭
日
﹂
に
﹁
一
︑
祝
祭
日
に
は
︑
国

旗
を
掲
げ
︑
祝
賀
・
敬
粛
の
誠
を
表
す
る
﹂
と
あ
り
︑
第
七

27

日の丸・君が代が規律づける身体と精神の自由（続）―儀礼的所作の強制による思想及び良心の自由（憲法一九条）の制約



章
﹁
軍
旗
・
軍
艦
旗
・
国
旗
・
国
歌
・
万
歳
﹂
に
は
﹁
一
︑
軍

旗
・
軍
艦
旗
に
対
し
て
は
敬
礼
を
行
ふ
︒﹂﹁
二
︑
国
旗
は
常

に
尊
重
し
︑
そ
の
取
扱
を
鄭
重
に
す
る
︒
汚
損
し
た
り
︑
地

に
落
し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
﹂︵
以
下
略
︶
等
と
あ
る
︒
こ

の
規
定
で
は
︑
国
旗
は
軍
旗
よ
り
一
段
神
聖
性
が
低
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
︒
こ
れ
は
そ
れ
ま
で
の
国
旗
の
位
置
づ
け
を

反
映
し
て
い
る
も
の
だ
︒
だ
が
︑
そ
こ
で
も
室
内
の
正
面
の

壁
に
掲
げ
る
こ
と
を
一
つ
の
や
り
方
と
し
て
認
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
︒

こ
れ
は
︑
次
第
に
入
学
式
・
卒
業
式
等
の
式
典
会
場
正
面

の
壁
に
国
旗
が
掲
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
事
態
を

反
映
し
て
い
る
︒
埼
玉
県
所
沢
市
の
山
口
小
学
校
の
例
で
は
︑

こ
れ
ら
式
典
で
の
君
が
代
斉
唱
の
登
場
が
一
九
二
九
年
度
︑

式
場
正
面
へ
の
国
旗
掲
揚
と
そ
れ
へ
の
敬
礼
は
一
九
三
九
年

度
か
ら
で
あ
る
︵
森
川
﹁
天
皇
制
教
育
と
儀
式
の
位
相
﹂︶︒
こ

の
時
期
︑
学
校
行
事
の
﹁
礼
法
﹂
が
神
聖
性
を
強
め
る
と
と

も
に
詳
細
を
き
わ
め
た
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
︒
川
島
次
郎

﹃
学
校
礼
法　

儀
式
篇
﹄︵
目
黒
書
店
︑
一
九
四
二
年
︶
で
は
︑

入
学
式
・
卒
業
式
で
最
初
に
国
歌
を
歌
う
意
義
に
つ
い
て﹁
今

日
の
喜
び
に
あ
ふ
に
つ
け
て
も
︑
先
づ
仰
ぐ
べ
き
は
天
皇
陛

下
の
大
御
恵
で
あ
り
︑
心
か
ら
宝ほ

う

祚そ

︵
あ
ま
つ
ひ
つ
ぎ
︶
の
無

窮
を
祈
り
奉
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
﹂︵
一
〇
三

ペ
ー
ジ
︶
と
述
べ
て
い
る
︒

﹃
学
校
礼
法　

儀
式
篇
﹄
に
は
︑
国
旗
の
意
義
が
高
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
示
す
記
述
も
あ
る
︒﹁︵
入
隊
式
で
は
︶
天
皇
陛

下
の
軍
隊
た
る
の
意
識
が
明
か
に
な
つ
て
居
る
こ
と
で
あ
る
︒

入
学
式
も
天
皇
陛
下
の
赤
子
と
し
て
︑
新
た
に
入
学
し
た
児

童
を
教
育
す
る
と
い
う
精
神
が
闡
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
﹂

︵
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
︶︒
ま
た
︑﹁
軍
隊
が
軍
旗
を
中
心
と
す
る
精

神
は
︑
学
校
で
国
歌
か
ら
式
を
始
め
る
と
い
ふ
行
事
に
も
そ

の
国
旗
を
掲
揚
す
る
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
に
も
現
は
れ
て
ゐ

る
﹂︵
一
〇
五
ペ
ー
ジ
︶︒
学
校
儀
式
が
神
聖
な
天
皇
へ
の
崇
敬

を
強
調
す
る
こ
と
を
強
め
る
過
程
で
︑
軍
旗
と
同
様
︑
日
の

丸
が
拝
礼
の
対
象
と
な
っ
て
い
っ
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る

記
述
で
あ
る
︒

こ
れ
は
第
一
次
近
衛
文
麿
内
閣
に
よ
る
国
民
精
神
総
動
員

運
動
︵
一
九
三
七
年
︶︑
第
二
次
近
衛
文
麿
内
閣
に
よ
る
新
体

制
運
動
︵
一
九
四
〇
年
︶
な
ど
に
よ
っ
て
全
体
主
義
化
︵
生
活

の
全
面
に
わ
た
っ
て
特
定
の
価
値
秩
序
に
服
す
る
こ
と
が
押
し
及

ぼ
さ
れ
て
い
く
こ
と
︶
が
進
む
過
程
で
︑
国
旗
が
新
た
に
神
聖

な
天
皇
と
﹁
国
体
﹂
を
ま
と
っ
た
も
の
と
し
て
登
場
す
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
︒
神
聖
な
天
皇
へ
の
翼
賛
を

社
会
全
体
に
及
ぼ
そ
う
と
す
る
﹁
新
体
制
﹂
の
声
明
︵
一
九

四
〇
年
六
月
二
四
日
︶
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
︒

今
や
わ
が
国
は
世
界
的
大
動
乱
の
渦
中
に
お
い
て
︑
東

亜
新
秩
序
の
建
設
と
い
ふ
未
曾
有
の
大
事
業
に
邁
進
し

つ
ゝ
あ
る
︒︵
中
略
︶
し
か
し
て
高
度
国
防
国
家
の
基
礎
は

強
力
な
る
国
内
体
制
に
あ
る
の
で
あ
つ
て
︑
こ
こ
に
政
治
︑

経
済
︑
教
育
︑
文
化
等
あ
ら
ゆ
る
国
家
国
民
生
活
の
領
域

に
お
け
る
新
体
制
確
立
の
要
請
が
あ
る
の
で
あ
る
︒

か
ゝ
る
新
体
制
に
含
ま
る
ゝ
も
の
と
し
て
は
先
づ
統
帥

と
国
務
と
の
調
和
︑
政
府
部
内
の
統
合
及
び
能
率
の
強
化
︑

議
会
翼
賛
体
制
の
確
立
等
が
挙
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
︒︵
中

略
︶
し
か
し
な
が
ら
︑
さ
ら
に
重
要
な
る
は
︑
こ
れ
ら
の

基
底
を
な
す
万
民
翼
賛
の
所
謂
国
民
組
織
の
確
立
で
あ
つ

て
︑
こ
ゝ
に
準
備
会
を
招
請
し
協
議
協
力
を
求
め
ん
と
す

る
の
も
︑
正
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
︒

こ
の
国
民
組
織
の
目
標
は
︑
国
家
国
民
の
総
力
を
集
結

し
︑
一
億
同
胞
を
し
て
生
き
た
一
体
と
し
て
等
し
く
大
政

翼
賛
の
臣
道
を
完
う
せ
し
む
る
に
あ
る
︒
か
ゝ
る
目
標
を

達
成
す
る
に
は
︑
全
国
民
が
そ
の
日
常
生
活
の
職
場
々
々

に
お
い
て
翼
賛
の
実
を
挙
げ
得
る
や
う
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

の
で
あ
る
︒

﹁
新
体
制
﹂
が
目
指
す
も
の
は
﹁
全
体
主
義
﹂
と
捉
え
ら
れ

て
い
た
︒
た
と
え
ば
︑
中
河
輿
一
﹃
日
本
と
全
体
主
義
﹄︵
文

芸
世
紀
社
︑
一
九
四
一
年
︶
で
は
︑
日
本
こ
そ
が
本
来
の
全
体

主
義
の
生
き
て
い
る
国
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
︒
全
体
主
義

と
は
﹁
自
由
主
義
︑
共
産
主
義
が
搾
取
と
冷
酷
と
を
特
長
と

し
た
の
に
対
し
て
︑
愛
に
於
て
人
間
同
志
を
考
へ
よ
う
と
す

る
と
こ
ろ
の
思
想
﹂
で
あ
り
︑
そ
れ
は
﹁
人
間
が
共
同
し
て

生
き
る
と
こ
ろ
の
姿
で
あ
つ
て
︑
自
由
な
る
争
奪
に
放
任
す

る
事
な
く
︑
全
体
が
責
任
を
頒
ち
あ
つ
て
生
き
る
と
こ
ろ
の

精
神
的
態
度
﹂
だ
と
い
う
︵
一
二
四
ペ
ー
ジ
︶︒
そ
し
て
︑﹁
わ

が
日
本
こ
そ
は
︑
こ
の
古
代
か
ら
の
生
き
方
を
殆
ど
近
世
の

商
業
主
義
に
破
壊
せ
ら
れ
る
事
な
く
最
近
ま
で
保
存
し
て
来

た
と
こ
ろ
の
唯
一
の
国
﹂
だ
と
も
い
う
︒

そ
の
最
も
適
切
な
例
は
日
本
が
建
国
以
来
︑
皇
室
を
中
心

と
し
て
そ
こ
に
帰
一
し
つ
ゝ
生
き
た
と
い
ふ
事
を
考
へ
れ

ば
何
よ
り
も
ハ
ッ
キ
リ
す
る
︒
そ
れ
は
明
ら
か
に
全
体
主

義
の
典
型
的
な
構
想
で
あ
つ
て
︑﹁
今
日
よ
り
は
顧
み
な
く

て
大
君
の
﹂
と
唱
つ
た
の
は
萬
葉
時
代
の
防
人
だ
け
で
は

な
い
︒
そ
れ
は
功
利
と
個
人
主
義
と
を
越
え
る
も
の
と
し

て
日
本
人
を
生
か
し
つ
ゞ
け
た
と
こ
ろ
の
発
想
法
で
あ
る
︒

︵
一
二
五
ペ
ー
ジ
︶

一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
五
年
に
至
る
戦
中
期
︑
日
の
丸
・

君
が
代
は
こ
の
よ
う
な
全
体
主
義
と
し
て
の
皇
室
中
心
主
義

を
具
現
す
る
儀
礼
シ
ス
テ
ム
の
一
環
と
な
っ
て
い
っ
た
︒
集

団
の
秩
序
を
重
ん
じ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
画
一
的
な
儀
礼
の

強
制
が
行
わ
れ
る
と
き
︑﹁
思
想
及
び
良
心
の
自
由
﹂
や
﹁
信

教
の
自
由
﹂
の
脅
威
を
感
じ
取
る
の
は
︑
け
っ
し
て
特
殊
な

信
条
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
︒
こ
う
し
た
過
去
の
事
態
を

よ
く
認
識
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
︒
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6
戦
後
に
お
け
る
国
家
神
道
と
宗
教
的

天
皇
崇
敬

3
︑
4
︑
5
の
三
節
で
示
し
た
よ
う
に
︑
少
な
く
と
も
昭

和
前
期︵
一
九
二
六
―四
五
年
︶の
国
家
神
道
体
制
の
下
で
︑
学

校
儀
式
に
お
い
て
宗
教
的
天
皇
崇
敬
が
強
制
さ
れ
︑﹁
思
想
及

び
良
心
の
自
由
﹂
や
﹁
信
教
の
自
由
﹂
が
阻
害
さ
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
異
論
が
な
い
だ
ろ
う
︒
で
は
︑
戦
後
は
ど
う
か
︒

日
本
国
憲
法
の
施
行
に
よ
っ
て
︑
こ
う
し
た
状
況
は
改
善
さ

れ
︑
国
家
神
道
や
宗
教
的
天
皇
崇
敬
に
よ
る
﹁
思
想
及
び
良

心
の
自
由
﹂
や
﹁
信
教
の
自
由
﹂
の
阻
害
の
危
険
は
根
絶
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
か
︒﹁
国
家
神
道
﹂
は
解
体
し
︑
今
は
存
在
し

な
い
と
い
う
理
解
が
通
用
し
て
き
た
︒
だ
が
︑
こ
れ
に
つ
い

て
は
事
実
誤
認
に
基
づ
く
理
解
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
︵
拙

著
︑
前
掲
﹃
国
家
神
道
と
日
本
人
﹄︑
拙
稿
﹁
戦
後
の
国
家
神
道

と
宗
教
集
団
と
し
て
の
神
社
﹂
圭
室
文
雄
編
﹃
日
本
人
の
宗
教
と

庶
民
信
仰
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
〇
六
年
︶︒

実
際
に
は
︑
国
家
神
道
や
宗
教
的
天
皇
崇
敬
の
構
成
要
素

は
多
々
残
さ
れ
て
お
り
︑
政
府
・
与
党
は
し
ば
し
ば
そ
れ
ら

の
要
素
を
拡
充
し
よ
う
と
し
て
き
た
︒
主
に
憲
法
二
〇
条
が

そ
の
公
的
領
域
へ
の
広
が
り
を
何
と
か
抑
え
て
き
た
と
い
う

の
が
︑
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
後
︑
続
い
て
き
た
状

況
で
あ
る
︒
た
と
え
ば
︑
皇
室
祭
祀
は
戦
前
か
ら
大
き
な
変

化
な
く
行
わ
れ
続
け
て
き
て
い
る
︒
三
種
の
神
器
を
新
天
皇

に
受
け
渡
す
剣
璽
等
承
継
の
儀
や
︑
即
位
に
先
立
っ
て
天
照

大
神
に
参
拝
す
る
賢
所
大
前
の
儀
︑
さ
ら
に
は
大
喪
の
礼
や

大
嘗
祭
︑
即
位
礼
及
び
大
嘗
祭
後
神
宮
に
親
謁
の
儀
な
ど
︑

天
皇
や
皇
族
の
国
事
行
為
や
公
的
行
為
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
宗
教
行
事
は
い
く
つ
も
あ
る
︵
宮
内
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

﹁
宮
中
祭
祀
﹂︑﹁
主
要
祭
儀
一
覧
﹂︑﹁
ご
即
位
・
大
礼
の
主
な
儀

式
・
行
事
﹂︑
参
照
︶︒

靖
国
神
社
へ
の
国
会
議
員
等
の
参
拝
は
春
秋
の
例
大
祭
や

終
戦
記
念
日
︵
八
月
一
五
日
︶
に
行
わ
れ
て
お
り
︑
首
相
も
真

榊
奉
納
や
玉
串
料
奉
納
を
し
て
い
る
︒
首
相
の
参
拝
等
に
公

費
を
用
い
る
こ
と
は
︑
最
高
裁
判
決
が
あ
る
の
で
行
わ
れ
な

い
で
い
る
︒
首
相
が
自
ら
参
拝
し
よ
う
と
の
意
思
を
示
す
も

の
の
︑
中
国
や
韓
国
へ
の
配
慮
が
あ
っ
て
か
ろ
う
じ
て
踏
み

と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
だ
︒
政
府
・
与
党
は
公
費
を

支
出
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
容
認
で
き
る
と
の
立
場
を
と
っ

て
い
る
︒

首
相
や
政
党
の
リ
ー
ダ
ー
ら
の
新
年
の
伊
勢
神
宮
へ
の
参

拝
も
恒
例
化
し
て
い
る
︒
私
的
行
為
で
あ
る
に
し
て
は
︑
大

臣
や
与
野
党
の
代
表
は
じ
め
多
く
の
政
治
家
が
こ
ぞ
っ
て
参

拝
し
て
い
る
︒
二
〇
年
に
一
度
の
式
年
遷
宮
に
は
︑
皇
室
は

積
極
的
に
協
力
し
て
お
り
︑
二
〇
一
三
年
に
は
式
年
遷
宮
の

も
っ
と
も
重
要
な
神
道
行
事
で
あ
る
遷
御
の
儀
に
首
相
が
正

式
に
参
列
し
て
い
る
︒
天
皇
の
伊
勢
神
宮
へ
の
参
拝
の
際
に

は
︑
剣
璽
動
座
︵
天
皇
が
旅
を
す
る
と
き
に
︑
天
皇
と
と
も
に

剣
︹
天
叢
雲
剣
︺
と
璽
︹
八
尺
瓊
勾
玉
︺
を
移
す
こ
と
︶
が
行
わ

れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
憲
法
二
〇
条
︑
八
九
条
の

上
か
ら
疑
義
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
︒

こ
の
よ
う
な
文
脈
が
あ
る
な
か
で
︑
宗
教
性
が
明
確
で
は

な
い
が
︑
学
術
的
に
は
十
分
に
含
ま
れ
て
い
る
と
判
断
す
る

こ
と
も
で
き
る
要
素
が
︑
公
衆
の
参
加
す
る
よ
う
な
制
度
や

場
に
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
な
例
も
少
な
く
な
い
︒
建
国
記
念

の
日
や
昭
和
の
日
の
よ
う
に
天
皇
崇
敬
に
関
わ
る
祝
日
も
増

え
て
き
て
い
る
︒
祝
日
の
う
ち
︑
そ
の
日
に
神
道
の
皇
室
祭

祀
︵﹁
日
本
国
の
象
徴
﹂
で
あ
る
天
皇
が
主
体
と
な
る
宗
教
的
祭

祀
︶
が
行
わ
れ
て
い
る
日
が
多
い
︒
そ
も
そ
も
元
号
制
度
も

天
皇
崇
敬
を
前
提
と
し
た
制
度
と
受
け
取
れ
る
︒
政
府
は
教

育
勅
語
を
教
材
に
用
い
る
こ
と
を
肯
定
す
る
閣
議
決
定
も
行

っ
た
︵
二
〇
一
七
年
三
月
三
一
日
︶︒
こ
う
し
た
制
度
を
強
化

し
︑
宗
教
的
天
皇
崇
敬
を
国
民
に
広
め
る
べ
き
だ
と
す
る
立

場
を
と
る
集
団
や
人
々
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
︑
与
党
や
政

府
内
に
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
︒

宗
教
法
人
神
社
本
庁
は
当
初
か
ら
国
家
神
道
の
復
興
を
目

指
し
て
お
り
︑
こ
れ
ら
の
制
度
の
成
立
の
た
め
に
積
極
的
に

動
い
て
き
た
︒
一
九
六
九
年
に
は
神
道
政
治
連
盟
を
発
足
さ

せ
て
︑
そ
の
方
向
で
の
活
動
を
い
っ
そ
う
強
め
る
よ
う
に
な

っ
た
︒
全
国
会
議
員
の
四
割
近
く
が
神
道
政
治
連
盟
国
会
議

員
懇
談
会
に
加
入
し
て
い
る
︵
神
社
新
報
政
教
研
究
室
編
﹃
増

補
改
訂　

近
代
神
社
神
道
史
﹄
神
社
新
報
社
︑
一
九
七
六
年
︑
一

九
八
二
年
︑
一
九
八
六
年
︑
拙
稿
﹁
現
代
日
本
の
宗
教
と
公
共
性

︱
国
家
神
道
復
興
と
宗
教
教
団
の
公
共
空
間
へ
の
参
与
﹂
島
薗

進
・
磯
前
順
一
編
﹃
宗
教
と
公
共
空
間

︱
見
直
さ
れ
る
宗
教
の

役
割
﹄
東
京
大
学
出
版
会
︑
二
〇
一
四
年
︶︑
一
九
八
〇
年
に
制

定
さ
れ
た
﹁
神
社
本
庁
憲
章
﹂
は
︑
第
一
条
に
﹁
神
社
本
庁

は
︑
伝
統
を
重
ん
じ
︑
祭
祀
の
振
興
と
道
義
の
昂
揚
を
図
り
︑

以
て
大お

お

御み

代よ

の
弥い

や

栄さ
か

を
祈
念
し
︑
併
せ
て
四
海
万
邦
の
平
安

に
寄
与
す
る
﹂
と
規
定
し
︑
第
三
条
で
は
﹁
神
社
本
庁
は
︑
敬

神
尊
皇
の
教
学
を
興
し
︙
︙
﹂
と
規
定
し
て
い
る
︒
そ
し
て
︑

﹃
神
社
本
庁
憲
章
の
解
説
﹄
で
は
︑
第
一
条
を
以
下
の
よ
う
に

解
説
し
て
い
る
︒

祭
祀
の
振
興
︑
道
義
の
昂
揚
に
よ
り
︑
究
極
的
に
目
指

す
と
こ
ろ
は
大
御
代
の
弥
栄
で
あ
る
︒

世
治
ま
り
民
安
か
れ
と
い
の
る
こ
そ
我
が
身
に
つ
き
ぬ

思
ひ
な
り
け
り
︵
後
醍
醐
天
皇
︑
続
後
拾
遺
集
︶

ち
は
や
ぶ
る
神
ぞ
知
る
ら
む
民
の
た
め
世
を
や
す
か
れ

と
祈
る
心
は
︵
明
治
天
皇
︑
明
治
二
十
四
年
︶

わ
が
庭
の
宮
居
に
祭
る
神
々
に
世
の
平
ら
ぎ
を
い
の
る

朝
々
︵
今
上
天
皇
︑
昭
和
五
十
年
︶

畏
れ
多
く
も
︑
御
歴
代
の
天
皇
民
の
為
に
か
く
祈
り
給

ふ
︒
億
兆
か
ゝ
る
聖
慮
に
応
へ
奉
る
為
に
は
︑
ひ
た
す
ら

大
御
代
の
弥
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
る
こ
と
こ
そ
︑
神
社
祭

祀
の
本
義
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
︒︵
二
五
ペ
ー
ジ
︶
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こ
れ
は
宗
教
法
人
法
に
規
定
さ
れ
る
一
つ
の
民
間
宗
教
団

体
の
信
条
で
は
あ
る
が
︑
多
く
の
国
会
議
員
や
大
臣
等
が
こ

の
団
体
を
支
持
し
︑
連
携
し
て
い
る
こ
と
は
思
想
及
び
良
心

の
自
由
︵
憲
法
一
九
条
︶︑
信
教
の
自
由
︵
憲
法
二
〇
条
︶
と
い

う
面
か
ら
見
て
重
要
で
あ
る
︒
天
皇
崇
敬
や
﹁
国
体
﹂
に
つ

い
て
神
社
本
庁
と
同
様
の
考
え
を
も
つ
﹁
日
本
会
議
﹂
と
い

う
団
体
︵
一
九
九
七
年
設
立
︶
も
︑
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇

年
代
に
か
け
て
成
立
し
た
二
つ
の
団
体
︵
一
九
七
四
年
設
立
の

﹁
日
本
を
守
る
会
﹂
と
一
九
八
一
年
設
立
の
日
本
を
守
る
国
民
会

議
︶
が
母
体
と
な
っ
て
お
り
︑
国
政
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
き
た
︒
こ
う
し
た
事
態
を
踏
ま
え
て
︑
多
く
の
国
民
は
︑

国
家
神
道
の
行
事
が
公
的
性
格
を
強
め
︑
公
衆
が
そ
れ
に
参

与
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
を
も

っ
て
い
る
︒

こ
こ
ま
で
示
し
て
き
た
よ
う
に
︑
戦
後
に
お
い
て
も
国
家

神
道
は
す
っ
か
り
解
体
さ
れ
て
は
い
な
い
︒
そ
し
て
復
興
を

目
指
す
宗
教
的
政
治
的
運
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
き
て
い
る
︒

以
上
の
よ
う
な
背
景
の
下
で
︑
君
が
代
・
日
の
丸
の
強
制
と

い
う
問
題
の
意
義
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒
君
が
代
・

日
の
丸
の
強
制
は
国
家
神
道
を
︑
ま
た
国
家
神
道
が
支
配
的

だ
っ
た
時
代
の
精
神
文
化
の
様
態
を
個
々
人
に
押
し
付
け
る

政
治
圧
力
に
連
な
る
も
の
と
感
じ
取
ら
れ
る
︒
学
校
の
儀
式

的
行
事
に
お
け
る
君
が
代
・
日
の
丸
の
画
一
的
な
強
制
が
︑
思

想
及
び
良
心
の
自
由
︵
憲
法
一
九
条
︶︑
信
教
の
自
由
︵
憲
法

二
〇
条
︶
を
脅
か
す
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
︒

7
ま
と
め

入
学
式
・
卒
業
式
等
の
儀
式
的
行
事
に
お
け
る﹁
日
の
丸
・

君
が
代
﹂
が
集
団
的
な
規
律
の
強
化
を
伴
っ
て
強
制
さ
れ
る

と
き
は
憲
法
一
九
条
の
﹁
思
想
及
び
良
心
の
自
由
は
︑
こ
れ

を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
﹂
と
い
う
規
定
に
反
す
る
︒
こ
の
場

合
︑
憲
法
一
九
条
の
規
定
は
︑
憲
法
二
〇
条
二
の
﹁
何
人
も
︑

宗
教
上
の
行
為
︑
祝
典
︑
儀
式
又
は
行
事
に
参
加
す
る
こ
と

を
強
制
さ
れ
な
い
﹂
と
密
接
に
関
わ
り
合
う
も
の
と
し
て
理

解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
︒﹁
日
の
丸
・
君
が
代
﹂
の
儀
礼
的
実

施
に
お
い
て
は
︑
宗
教
に
類
す
る
あ
る
種
の
﹁
思
想
や
信
念

に
基
づ
く
行
為
︑
祝
典
︑
儀
式
又
は
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
﹂

を
﹁
強
制
さ
れ
な
い
﹂
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
︒

こ
の
こ
と
を
理
解
す
る
に
は
︑
戦
前
に
お
け
る
国
家
神
道

や
宗
教
的
天
皇
崇
敬
︑
あ
る
い
は
神
権
的
国
体
論
の
強
制
に

つ
い
て
思
い
起
こ
す
必
要
が
あ
る
︒
戦
前
の
天
皇
崇
敬
に
お

い
て
は
︑
宗
教
的
な
要
素
か
ら
宗
教
的
と
は
言
え
な
い
要
素

ま
で
が
ひ
と
つ
な
が
り
に
な
っ
て
い
る
︒
天
皇
崇
敬
の
す
べ

て
が
宗
教
的
で
は
な
い
が
︑
天
皇
崇
敬
は
し
ば
し
ば
宗
教
的

な
要
素
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
︒
ま
た
︑
天
皇
崇
敬
の
儀
礼

等
が
宗
教
的
で
な
い
と
の
建
前
が
あ
る
場
合
で
も
︑
実
際
に

は
宗
教
的
な
含
み
を
も
っ
て
機
能
し
て
お
り
︑
そ
の
た
め
﹁
宗

教
上
の
行
為
︑
祝
典
︑
儀
式
又
は
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
﹂

と
同
等
の
﹁
強
制
﹂
が
生
じ
や
す
か
っ
た
︒
ま
た
︑
一
九
三

〇
年
代
以
降
の
全
体
主
義
化
す
る
時
代
に
は
︑
全
体
主
義
的

な
天
皇
崇
敬
が
国
民
生
活
を
お
お
う
よ
う
に
な
っ
た
︒﹁
宗
教

的
﹂
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
強
制
と
と
も
に
︑﹁
全
体
主
義
的
﹂

で
あ
る
こ
と
に
よ
る
強
制
が
重
な
っ
て
い
っ
た
︒

御
真
影
へ
の
拝
礼
と
教
育
勅
語
の
拝
聴
を
中
心
と
す
る
学

校
儀
式
は
︑
宗
教
ま
た
は
宗
教
に
類
す
る
あ
る
種
の
﹁
思
想

や
信
念
に
基
づ
く
行
為
︑
祝
典
︑
儀
式
又
は
行
事
に
参
加
す

る
こ
と
﹂
を
﹁
強
制
﹂
す
る
場
で
あ
っ
た
と
言
え
る
︒
と
り

わ
け
全
体
主
義
化
が
進
ん
だ
一
九
三
〇
～
四
五
年
の
時
期
に

お
い
て
は
︑﹁
行
為
︑
祝
典
︑
儀
式
又
は
行
事
に
参
加
す
る
こ

と
を
強
制
さ
れ
﹂︑﹁
思
想
及
び
良
心
の
自
由
﹂
が
脅
か
さ
れ

否
認
さ
れ
る
よ
う
な
機
会
が
た
い
へ
ん
多
か
っ
た
︒
国
家
神

道
や
天
皇
崇
拝
の
﹁
宗
教
性
﹂
と
﹁
全
体
主
義
﹂
の
双
方
が

﹁
思
想
及
び
良
心
の
自
由
﹂
と
﹁
信
教
の
自
由
﹂
を
著
し
く
制

約
し
た
︒

戦
後
の
入
学
式
・
卒
業
式
等
の
儀
式
的
行
事
に
お
い
て
日

の
丸
・
君
が
代
が
個
々
人
の
思
想
及
び
良
心
の
自
由
を
奪
う
︑

そ
こ
ま
で
の
力
を
も
っ
て
い
る
と
受
け
取
る
か
ど
う
か
は
︑
場

合
に
よ
っ
て
︑
ま
た
人
々
に
よ
っ
て
異
な
る
だ
ろ
う
︒
だ
が
︑

個
々
人
の
思
想
及
び
良
心
の
自
由
を
脅
か
す
と
受
け
取
る
人

が
か
な
り
の
割
合
で
存
在
す
る
︒
宗
教
に
類
す
る
あ
る
種
の

﹁
思
想
や
信
念
に
基
づ
く
行
為
︑
祝
典
︑
儀
式
又
は
行
事
に
参

加
す
る
こ
と
﹂
の
強
制
と
受
け
止
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒
日

の
丸
・
君
が
代
が
全
員
一
致
の
集
団
規
律
と
と
も
に
強
制
的

な
形
で
用
い
ら
れ
る
場
合
︑
良
心
の
痛
み
を
感
じ
る
人
が
増

え
る
︒

東
京
都
の
一
〇
・
二
三
通
達
と
こ
れ
に
基
づ
く
校
長
の
職

務
命
令
に
よ
っ
て
︑
入
学
式
・
卒
業
式
等
の
儀
式
的
行
事
は
︑

宗
教
に
類
す
る
あ
る
種
の
﹁
思
想
や
信
念
に
基
づ
く
行
為
︑
祝

典
︑
儀
式
又
は
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
﹂
の
強
制
と
し
て
受

け
止
め
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
た
︒
宗
教
的
な
天
皇
崇
敬
と
日

の
丸
・
君
が
代
の
歴
史
的
な
背
景
を
理
解
し
て
い
る
場
合
に

そ
う
感
じ
る
の
は
︑
相
当
数
の
人
々
に
と
っ
て
避
け
難
い
こ

と
で
あ
る
︒
こ
れ
は
学
習
指
導
要
領
が
集
団
規
律
の
強
化
の

根
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
事
態
で
あ

る
︒
し
た
が
っ
て
︑
入
学
式
・
卒
業
式
等
の
儀
式
的
行
事
等

に
お
い
て
日
の
丸
・
君
が
代
を
強
制
す
る
こ
と
は
憲
法
第
一

九
条
に
反
す
る
︒

入
学
式
・
卒
業
式
等
の
儀
式
的
行
事
で
の
日
の
丸
・
君
が

代
の
画
一
的
な
運
用
が
︑﹁
儀
式
的
行
事
に
お
け
る
儀
礼
的
所

作
﹂
で
あ
る
か
ら
︑
憲
法
一
九
条
の
﹁
思
想
及
び
良
心
の
自

由
﹂
を
直
接
的
に
侵
害
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
捉

え
方
が
さ
れ
て
き
た
︒
だ
が
︑
こ
う
し
た
捉
え
方
は
︑
憲
法

一
九
条
の
﹁
思
想
及
び
良
心
の
自
由
﹂
や
憲
法
二
〇
条
二
の
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﹁
何
人
も
︑
宗
教
上
の
行
為
︑
祝
典
︑
儀
式
又
は
行
事
に
参
加

す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い
﹂
と
い
う
規
定
が
︑
ど
の
よ
う

な
歴
史
的
経
緯
を
踏
ま
え
て
成
立
し
た
も
の
か
を
十
分
に
考

慮
し
て
い
な
い
︒

日
本
国
憲
法
一
九
条
と
二
〇
条
に
お
け
る
﹁
思
想
及
び
良

心
の
自
由
﹂︑﹁
信
教
の
自
由
﹂
の
規
定
は
︑
国
家
神
道
や
宗

教
的
天
皇
崇
敬
を
め
ぐ
る
近
代
日
本
の
重
い
歴
史
的
経
験
を

踏
ま
え
て
成
立
し
︑
定
着
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
︒
そ
の
こ

と
を
踏
ま
え
︑
戦
後
に
お
け
る
﹁
日
の
丸
・
君
が
代
﹂
の
強

制
が
も
た
ら
し
て
き
た
良
心
の
痛
み
の
意
義
を
あ
ら
た
め
て

考
え
直
す
べ
き
で
あ
る
︒

付
記

こ
の
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
多
く
の
方
々
か
ら
ご
助
言
や
資
料
提

供
を
い
た
だ
い
た
︒
な
か
で
も
︑
岡
山
輝
明
氏
に
は
多
く
を
負
っ

て
い
る
︒
記
し
て
︑
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
︒

参
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︑
二
〇
一
六
年

今
井
宇
三
郎
・
瀬
谷
義
彦
・
尾
藤
正
英
校
注
﹃
日
本
思
想
大
系
五

三　

水
戸
学
﹄
岩
波
書
店
︑
一
九
七
三
年

大
原
康
男
﹃
神
道
指
令
の
研
究
﹄
原
書
房
︑
一
九
九
三
年

岡
村
達
雄
﹃
処
分
論

︱
﹁
日
の
丸
﹂﹁
君
が
代
﹂
と
公
教
育
﹄

イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
︑
一
九
九
五
年

籠
谷
次
郎
﹁
い
わ
ゆ
る
国
旗
「
日
の
丸
」
と
国
民
教
育
﹂﹃
近
代

日
本
に
お
け
る
教
育
と
国
家
の
思
想
﹄
阿
吽
社
︑
一
九
九
四
年

川
島
次
郎
﹃
学
校
礼
法　

儀
式
篇
﹄
目
黒
書
店
︑
一
九
四
二
年

金
田
一
春
彦
・
安
西
愛
子
編
﹃
日
本
の
唱
歌 

上 

明
治
篇
﹄
講
談
社
︑

一
九
七
七
年

坂
本
太
郎
他
校
注
﹃
日
本
書
紀
︵
一
︶﹄
岩
波
書
店
︑
一
九
九
四

年佐
藤
幸
治
﹃
立
憲
主
義
に
つ
い
て

︱
成
立
過
程
と
現
代
﹄
左
右

社
︑
二
〇
一
五
年

佐
藤
秀
夫
編
﹃
続
・
現
代
史
資
料
8　
教
育
1　
御
真
影
と
教
育

勅
語
﹄
み
す
ず
書
房
︑
一
九
九
四
年

佐
藤
秀
夫
・
寺
崎
昌
男
編
集
代
表
﹃
日
本
の
教
育
課
題
1　
﹁
日

の
丸
﹂﹁
君
が
代
﹂
と
学
校
﹄
東
京
法
令
出
版
︑
一
九
九
五
年

佐
藤
秀
夫
・
寺
崎
昌
男
編
集
代
表
﹃
日
本
の
教
育
課
題
5　
学
校

行
事
を
見
直
す
﹄
東
京
法
令
出
版
︑
二
〇
〇
二
年

島
薗
進
﹁
総
説　

一
九
世
紀
日
本
の
宗
教
構
造
の
変
容
﹂
小
森
陽

一
・
酒
井
直
樹
・
島
薗
進
・
千
野
香
織
・
成
田
龍
一
・
吉
見
俊
哉

編
﹃
岩
波
講
座　

近
代
日
本
の
文
化
史
2　

コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
の

﹁
近
世
﹂﹄
岩
波
書
店
︑
二
〇
〇
一
年

島
薗
進
﹁
戦
後
の
国
家
神
道
と
宗
教
集
団
と
し
て
の
神
社
﹂
圭
室

文
雄
編
﹃
日
本
人
の
宗
教
と
庶
民
信
仰
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
〇

六
年

島
薗
進
﹃
国
家
神
道
と
日
本
人
﹄
岩
波
書
店
︑
二
〇
一
〇
年

島
薗
進
﹁
現
代
日
本
の
宗
教
と
公
共
性

︱
国
家
神
道
復
興
と
宗

教
教
団
の
公
共
空
間
へ
の
参
与
﹂
島
薗
進
・
磯
前
順
一
編
﹃
宗
教

と
公
共
空
間

︱
見
直
さ
れ
る
宗
教
の
役
割
﹄
東
京
大
学
出
版
会
︑

二
〇
一
四
年

島
薗
進
﹁
敗
戦
と
天
皇
の
聖
性
を
め
ぐ
る
政
治

︱
﹃
国
体
護

持
﹄
と
﹃
国
体
の
カ
ル
ト
﹄
の
制
御
﹂
吉
馴
明
子
・
伊
藤
彌
彦
・

石
井
摩
耶
子
編
﹃
現
人
神
か
ら
大
衆
天
皇
制
へ

︱
昭
和
の
国
体

と
キ
リ
ス
ト
教
﹄
刀
水
書
房
︑
二
〇
一
七
年

島
薗
進
﹁
存
続
し
た
国
家
神
道
と
教
育
勅
語
の
廃
止
問
題
﹂﹃
福

音
と
世
界
﹄
八
月
号
︑
二
〇
一
七
年

島
薗
進
﹁
神
道
政
治
連
盟
の
目
指
す
も
の
と
そ
の
歴
史

︱
戦
後

の
国
体
論
的
な
神
道
の
流
れ
﹂
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右
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︑
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興
運
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︱
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﹂
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﹃
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史
﹄
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版
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︑
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刊
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編
﹃
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庁
憲
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︑
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﹃
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史
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︑
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︑
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︑
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社
︑
一
九
四
一
年

成
澤
宗
男
編
﹃
日
本
会
議
と
神
社
本
庁
﹄
金
曜
日
︑
二
〇
一
六
年

西
森
武
城
編
﹃
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日
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詞
並
楽
譜
：
附
・
大
祭
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略

解
﹄
金
盛
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︑
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八
九
三
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森
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輝
紀
﹁
天
皇
制
教
育
と
儀
式
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︱
日
の
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と
学
校
儀

式
を
め
ぐ
っ
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﹂﹃
歴
史
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研
究
﹄
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二
〇
号
︑
一
九
九
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年
六
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部
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編
﹃
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体
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義
﹄
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省
︑
一
九
三
七
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文
部
省
制
定
・
九
華
会
編
﹃
解
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礼
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項
﹄
文
淵
閣
︑
一
九
四

一
年

山
崎
雅
弘
﹃
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︱
戦
前
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帰
へ
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情
念
﹄
集
英
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︑
二

〇
一
六
年
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0
は
じ
め
に
―
本
稿
の
意
図
と
性
格

﹁
霊
的
暴
力
﹂
と
い
う
課
題
を
掲
げ
る
本
﹁
科
研
﹂
研
究
の

中
で
︑
筆
者
は
︑
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
や
ア
ビ
ラ
の
テ
レ
ジ
ア

と
い
う
十
六
世
紀
ス
ペ
イ
ン
の
神
秘
家
た
ち
を
題
材
に
こ
の

問
題
に
取
り
組
も
う
と
し
て
き
た
︒
今
回
は
そ
れ
を
受
け
つ

つ
︑﹁
霊
的
暴
力
﹂
と
は
何
か
︑
そ
の
克
服
の
方
途
を
ど
の
よ

う
な
方
向
に
探
れ
ば
よ
い
の
か
を
︑
個
別
研
究
の
枠
を
踏
み

出
し
て
考
え
て
み
た
い
︒
と
は
い
え
︑
こ
の
問
題
は
︑
よ
り

大
き
く
は
︑﹁
霊
的
﹂︵﹁
宗
教
的
﹂
と
ほ
ぼ
言
い
か
え
ら
れ
よ

う
︶
な
レ
ベ
ル
で
の
﹁
悪
﹂
と
は
何
か
︑
そ
の
克
服
は
い
か

に
可
能
か
︑
と
い
っ
た
巨
大
な
問
題
に
属
す
る
︒
筆
者
は
こ

れ
を
正
面
か
ら
論
ず
る
力
量
も
準
備
も
欠
い
て
い
る
の
で
︑
以

下
は
︑
こ
の
よ
う
な
方
向
で
考
え
て
み
た
い
︑
と
い
う
大
ま

か
な
筋
み
ち
を
︑
い
く
つ
か
の
断
片
的
な
議
論
を
連
ね
る
か

た
ち
で
と
り
あ
え
ず
並
べ
た
も
の
で
あ
る
︒
個
々
の
論
点
に

つ
い
て
の
整
備
さ
れ
た
論
述
は
他
日
を
期
し
た
い
︒
な
お
︑
こ

れ
ま
で
の
経
緯
も
あ
り
︑
考
察
は
キ
リ
ス
ト
教
の
思
想
伝
統

の
範
囲
に
留
ま
る
︒

1
悪
の
不
可
解
性
―
現
代
哲
学
の
思
惟

﹁
悪
は
ど
こ
か
ら
︵unde m

alum

︶
？
﹂
と
い
う
問
い
は
︑
ユ

ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
根
本
問
題
と
し
て
︑
そ
の
成
立

当
初
か
ら
問
わ
れ
続
け
て
い
る
難
問
で
あ
る
︒
世
界
に
な
ぜ

悪
が
︵
か
く
も
︶
あ
る
の
か
︑
そ
も
そ
も
悪
と
は
何
な
の
か
︒

こ
の
問
題
は
︑
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
は
悪
魔
︵
悪
霊
・
サ

タ
ン
︶
の
形
象
の
も
と
に
思
考
さ
れ
て
き
た
︒﹁
悪
魔
憑
き
﹂

現
象
は
古
来
見
ら
れ
︑
現
代
も
カ
ト
リ
ッ
ク
圏
で
は
頻
繁
に

見
ら
れ
る
と
い
う
︒
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
︑
映
画
﹃
エ
ク
ソ
シ

ス
ト
﹄
な
ど
で
よ
く
知
ら
れ
︑
悪
魔
払
い
の
シ
ー
ン
は
ほ
と

ん
ど
陳
腐
化
し
て
い
る
と
も
見
え
る
︒
キ
リ
ス
ト
教
圏
の
み

な
ら
ず
広
く
世
界
の
宗
教
や
民
俗
の
領
域
に
目
を
移
し
て
も
︑

悪
魔
憑
き
に
類
す
る
事
象
は
遍
く
見
い
だ
さ
れ
る
︒
そ
れ
は

ど
こ
で
も
︑
濃
密
な
情
念
が
爆
発
す
る
現
象
で
あ
り
︑
肉
体

の
激
し
い
暴
力
的
動
き
を
生
む
︒
そ
れ
は
ま
さ
し
く
︑
霊
的

暴
力
が
身
体
的
暴
力
と
し
て
衆
目
の
も
と
に
晒
さ
れ
る
場
面

で
あ
る
︒﹁
悪
﹂
と
い
う
︑
根
源
的
か
つ
普
遍
的
な
何
か
︱

そ
れ
は
﹁
善
﹂
の
根
源
性
︑
普
遍
性
と
対
応
す
る
︱
は
︑
か

つ
て
は
︑
こ
の
具
体0

的
な
︑
つ
ま
り
体
を
具
え
た
形
象
の
も

と
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
︒
悪
魔
や
悪
魔
憑
き
は
︑
た
し
か
に

近
代
世
界
以
前
の
思
考
様
式
で
あ
り
現
象
と
見
え
る
が
︑
そ

の
具
体
性
の
も
つ
リ
ア
リ
テ
ィ
は
︑
現
代
人
に
も
た
だ
な
ら

ぬ
効
力
を
も
ち
つ
づ
け
て
い
る
︒

そ
れ
で
も
︑
い
わ
ゆ
る
宗
教
的
世
界
観
の
中
で
の
思
考
が

自
明
性
を
喪
っ
た
近
代
世
界
に
あ
っ
て
は
︑
悪
の
問
い
を
は

じ
め
か
ら
﹁
悪
魔
﹂
と
い
っ
た
形
象
の
も
と
に
思
考
す
る
こ

と
は
で
き
に
く
い
︒
そ
こ
で
︑
そ
の
種
の
前
近
代
的
・
神
話

的
表
象
性
を
棄
て
た
と
こ
ろ
で
な
さ
れ
る
西
欧
近
代
の
思
惟

形
態
と
し
て
の
﹁
哲
学
﹂
に
よ
る
こ
の
問
い
へ
の
応
答
の
一

典
型
と
し
て
︑
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
キ
リ
ス
ト
教
的
宗
教
哲
学

者
︑
ア
ラ
ン
・
ク
ニ
ョ
ー
の
﹃
悪
の
実
在
﹄
と
い
う
書
物
の

所
論
を
︑
ま
ず
参
照
し
て
み
た
い1

︒

ク
ニ
ョ
ー
の
こ
の
書
は
︑
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
︑
ラ
イ
プ

ニ
ッ
ツ
︑
カ
ン
ト
等
の
﹁
悪
﹂
を
め
ぐ
る
古
典
的
議
論
を
ふ

ま
え
た
上
で
︑
現
代
に
直
結
す
る
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
や
シ
ョ
ー

ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
︑
ジ
ャ
ン
・
ナ
ベ
ー
ル
や
ミ
シ
ェ
ル
・
ア
ン

リ
と
い
っ
た
人
々
の
思
索
を
さ
ら
に
現
代
的
に
先
鋭
化
し
て
︑

︵﹁
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
以
降
﹂
の
︶
現
代
哲
学
の
書
と
し
て
悪

「
霊
的
暴
力
と
悪
魔
」と
い
う
テ
ー
マ
を
め
ぐ
る

雑
考　
　

鶴
岡
賀
雄

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
教
授
／
宗
教
学
・
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
研
究

第
二
部
❖
霊
性
の
探
究
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︵
お
よ
び
そ
の
克
服
︶
の
問
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
も
の

だ
が
︑
そ
の
入
念
で
重
層
的
な
議
論
を
一
貫
し
て
導
い
て
い

る
の
は
︑﹁
悪
の
不
可
解
性
＝
知
解
不
可
能
性

︵inintelligibilité

︶﹂
と
い
う
テ
ー
ゼ
で
あ
る
︒
悪
が
﹁
不
可
解
﹂

で
あ
る
の
は
︑
ま
ず
︑
そ
れ
が
本
質
的
に
︑︵
あ
ら
ゆ
る
一
般

論
に
回
収
・
解
消
さ
れ
え
な
い
︶﹁
こ
の
私
︵m

oi

︶﹂
と
い
う
絶

対
的
な
﹁
特
異
性
︵singularité

︶﹂
の
次
元
で
考
え
ら
れ
︵
ね

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
︶
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
︒
そ
の
﹁
私
﹂

は
︑
︱
こ
れ
は
ク
ニ
ョ
ー
の
﹁
キ
リ
ス
ト
教
的
﹂
大
前
提

と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
が
︱
﹁
神
﹂
と
の
関
わ
り
に
お
い

て
こ
そ

0

0

︵
あ
る
い
は
の
み

0

0

︶︑
捉
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
︒

そ
の
と
き
﹁
こ
の
私
﹂
は
︑
根
本
的
に
︑
神
に
抗
し
て
自
己

を
自
立
さ
せ
て
し
ま
う
限
り
で
︑
悪
し
き
者
︵﹁
罪
人
﹂︶
で

あ
る
︒
し
か
る
に
︑
こ
の
水
準
に
お
け
る
悪
は
︑
あ
ら
ゆ
る

理
論
的
一
般
化
を
拒
む
か
ぎ
り
で
︑
本
来
的
に
﹁
知
的
理
解
・

合
理
化
﹂
を
拒
む
︒
そ
し
て
そ
の
﹁
知
解
不
可
能
性
﹂
自
体

を
知
解
す
る
こ
と
が
︑
本
書
の
目
論
見
と
な
っ
て
い
る
︒
最

終
章
で
あ
る
第
六
章
は
ま
さ
に
﹁
悪
の
知
解
可
能
な
知
解
不

可
能
性
︵L

’intelligible inintelligibilité du m
al

︶﹂
と
題
さ
れ
て

い
る
︒
し
か
し
そ
の
た
め
に
は
︑
つ
ま
り
﹁
表
象
不
能
﹂
な

悪
を
な
お
思
考
す
る
た
め
に
は
︑
あ
る
意
味
で
﹁
善
悪
の
彼

岸
に
視
点
を
保
た
ね
ば
な
ら
な
い2

﹂︒
ハ
ン
ス
・
ヨ
ナ
ス
の
言

う
﹁
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
以
降
の
神
﹂
を
思
考
す
る
こ
と
は
︑

﹁
測
定
不
能
︵insondable

︶﹂
な
次
元
で
の
︑﹁
超
越
た
る
神
の
︑

出
現
が
あ
り
う
る

0

0

0

0

と
い
う
こ
と
︵possible em

ergence

︶﹂︑
そ
の

﹁
純
粋
な
可
能
性
︵le pur possible

︶﹂
に
賭
け
る
と
い
う
リ
ス

ク
を
冒
す
こ
と
で
あ
る3

︒﹁
リ
ス
ク
を
冒
す
﹂
と
は
︑
実
質
的

に
︑
そ
の
﹁
あ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
﹂
何
か
を
﹁
愛
す
る
﹂

こ
と
と
等
置
さ
れ
る
︒﹁
で
あ
れ
ば
︑
こ
う
結
論
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
︒
す
な
わ
ち
︑
真
の
意
味
で
の
情
動
的
生
︹
悪
が
︑

ま
た
そ
の
反
対
で
あ
る
善
で
あ
る
神
と
の
関
わ
り
が
︑
考
え
ら
れ

実
現
す
る
地
平
︺
と
い
う
も
の
一
切
の
可
能
性
の
条
件
は
︑
自

己
で
あ
る
こ
と
へ
の
絶
望
が
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
の
な
か
で

自
ら
を
リ
ス
ク
に
晒
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
︑
そ
し

て
そ
の
リ
ス
ク
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
︑
こ

の
こ
と
で
あ
る4

﹂︒

全
巻
の
議
論
を
踏
ま
え
た
上
で
の
﹁
結
論
﹂
と
は
い
え
︑
き

わ
め
て
難
解
な
表
現
で
あ
る
︒
け
れ
ど
も
︑
こ
の
︑
あ
ら
ゆ

る
具
体
性
が
想
定
で
き
な
い
な
か
で
の
﹁
純
粋
な
可
能
性
・

可
能
で
あ
る
こ
と
﹂
へ
の
愛
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か

に
つ
い
て
︑
同
書
の
末
尾
で
︑
い
わ
ゆ
る
哲
学
者
で
は
な
い

十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
が
語
る
﹁
愛
の
報
い
﹂
の
論
を
参
照
す
る

こ
と
で
示
唆
し
よ
う
と
し
て
い
る
︒
す
な
わ
ち
︑
愛
が
求
め

る
も
の
︑
つ
ま
り
愛
が
成
就
し
た
と
き
の
報
い
と
は
︑︵
愛
以

外
の
具
体
的
何
か
の
獲
得
で
は
な
く
し
て
︶﹁
愛
が
も
っ
と
大
き

く
な
る
こ
と
﹂
だ
︑
と
の
教
え
で
あ
る
︒
ク
ニ
ョ
ー
の
所
論

が
成
功
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
︑
現
代
的
状
況
下

で
悪
の
問
題
︱
悪
を
ど
う
捉
え
た
ら
よ
い
か
︑
そ
し
て
そ

れ
は
い
か
に
克
服
で
き
る
か
︱
に
対
す
る
﹁
哲
学
﹂
的
思

索
に
よ
る
応
答
の
一
典
型
と
見
て
お
き
た
い
︒

し
か
し
︑﹁
悪
﹂
と
い
う
︑
こ
の
哲
学
的
に
は
﹁
知
解
不

能
﹂
な
も
の
の
思
惟
を
︑︵
前
近
代
的
な
︶﹁
神
話
的
﹂
表
象
に

戻
っ
て
考
え
て
み
る
こ
と
も
あ
り
う
る
だ
ろ
う
︒
こ
れ
は
か

つ
て
リ
ク
ー
ル
が
試
み
よ
う
と
し
た
こ
と
で
も
あ
る5

︒
ク
ニ

ョ
ー
の
哲
学
的
思
惟
は
︑
そ
れ
な
り
の
理
由
は
あ
る
に
せ
よ

い
さ
さ
か
早
急
に
︑
宗
教
︵
や
文
学
・
芸
術
︶
が
有
し
て
い
た

思
考
の
資
源
か
ら
離
脱
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え

る
︵
ク
ニ
ョ
ー
は
﹁
芸
術
﹂
に
つ
い
て
は
︑
大
き
な
意
義
を
認
め

て
い
る
が
︶︒

2
「
悪
魔
憑
き
」の
体
験
記
述

―
Ｊ・Ｊ・ス
ュ
ラ
ン

ジ
ャ
ン
＝
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ス
ュ
ラ
ン
︵
一
六
◯
◯
―一
六
六
五
︶

は
︑
悪
魔
憑
き
を
自
ら
経
験
し
て
︑
ま
さ
に
当
事
者
の
視
点

か
ら
そ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
詳
細
に
語
っ
て
み
せ
た
希
有
の
人

物
で
あ
る
︒
自
ら
が
悪
魔
憑
き
の
状
況
に
あ
っ
た
と
き
︱

﹁
霊
的
暴
力
﹂
に
深
く
摑
ま
え
ら
れ
支
配
さ
れ
て
い
た
と
き

︱
の
混
乱
し
た
心
理
状
態
の
記
述
は
貴
重
で
あ
り
︑
ま
た

鮮
烈
・
深
刻
で
あ
る6

︒

ス
ュ
ラ
ン
は
︑
い
わ
ゆ
る
ル
ー
ダ
ン
の
悪
魔
憑
き
事
件
の

主
人
公
︵
の
一
人
︶
で
︑
フ
ラ
ン
ス
中
北
部
の
ル
ー
ダ
ン
の

ウ
ル
ス
ラ
会
女
子
修
道
院
で
起
こ
っ
た
集
団
悪
魔
憑
き
事
件

に
﹁
祓エ

ク
ソ
シ
ス
ト

魔
師
﹂
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
で
あ
る
︒

ス
ュ
ラ
ン
は
︑
そ
の
資
質
を
評
価
さ
れ
て
だ
ろ
う
︑
最
も
激

し
い
悪
魔
憑
き
症
状
を
呈
し
た
修
道
院
長
ジ
ャ
ン
ヌ
・
デ
・

ザ
ン
ジ
ュ
︵
一
六
◯
二
―一
六
六
五
︶
を
担
当
す
る
の
だ
が
︑
従

来
の
祓
魔
法
︱
定
式
化
さ
れ
た
祈
り
を
唱
え
︑
十
字
架
を

か
ざ
し
︑
聖
水
を
か
け
る
︑
等
︱
は
早
々
に
や
め
て
し
ま

う
︒
そ
れ
に
替
え
て
︑
ジ
ャ
ン
ヌ
と
二
人
だ
け
で
︑
禁
域
を

守
る
女
子
修
道
院
の
格
子
窓
を
隔
て
て
︑
宗
教
的
・
霊
的
な

こ
と
が
ら
に
つ
い
て
親
し
く
語
り
合
い
︑
ジ
ャ
ン
ヌ
の
霊
的

成
長
を
助
け
る
こ
と
に
専
心
す
る
︒
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
女
に

取
り
憑
い
た
悪
魔
ど
も
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
︒
し
か
し
こ
う
し
た
試
み
は
危
険
な
も
の

だ
っ
た
︒
ジ
ャ
ン
ヌ
の
﹁
症
状
﹂
は
な
か
な
か
よ
く
な
ら
ず
︑

苦
し
む
若
い
修
道
院
長
へ
の
ス
ュ
ラ
ン
の
﹁
愛
﹂
は
増
し
て

い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
そ
の
挙
句
︑
決
し
て
な
し
て
は

い
け
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
︑
ス
ュ
ラ
ン
は
︑
ジ
ャ
ン
ヌ
に

取
り
憑
い
て
い
る
悪
魔
が
ジ
ャ
ン
ヌ
の
代
わ
り
に
自
分
に
取

り
憑
く
こ
と
を
許
す
よ
う
︑
神
に
願
う
に
い
た
っ
て
し
ま
う
︒

そ
し
て
こ
の
願
い
は
﹁
叶
っ
た
﹂︒
い
ろ
い
ろ
な
経
緯
は
あ
っ

た
が
︑
次
第
に
ジ
ャ
ン
ヌ
の
激
し
い
悪
魔
憑
き
症
状
は
和
ら

い
で
い
き
︑
そ
の
一
方
で
ス
ュ
ラ
ン
自
身
が
﹁
症
状
﹂
を
呈

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
︒

こ
う
し
て
﹁
悪
魔
に
憑
か
れ
た
祓
魔
師
﹂
と
な
っ
た
ス
ュ
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ラ
ン
は
︑
ボ
ル
ド
ー
の
修
道
院
に
呼
び
戻
さ
れ
︑
以
後
二
十

年
余
を
︑﹁
病
人
﹂
と
し
て
︑
悪
魔
憑
き
状
態
を
生
き
る
こ
と

と
な
る
︒
し
か
し
ス
ュ
ラ
ン
は
こ
の
状
態
を
つ
い
に
克
服
し

た
︒
五
十
歳
こ
ろ
か
ら
︑
転
地
療
養
や
い
く
つ
か
の
契
機

︱
と
り
わ
け
同
僚
の
神
父
と
の
会
話

︱
を
経
て
︑﹁
症

状
﹂
は
少
し
ず
つ
快
方
に
向
か
い
︑
六
十
五
歳
で
世
を
去
る

ま
で
の
数
年
間
は
︑
自
身
の
経
験
に
つ
い
て
の
詳
細
な
叙
述

を
含
む
大
量
の
著
述
を
行
い
︑
ま
た
ボ
ル
ド
ー
近
郊
の
農
村

地
域
で
の
民
衆
教
化
・
司
牧
活
動
に
精
力
的
に
か
か
わ
る
こ

と
が
で
き
た
︒﹁
悪
魔
憑
き
﹂
と
そ
れ
か
ら
の
﹁
快
癒
﹂
と
い

う
強
烈
な
経
験
を
生
き
抜
い
て
︑﹁
十
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
最
大

の
神
秘
家
﹂
と
評
価
さ
れ
る
に
至
っ
た
︑
ま
こ
と
に
興
味
深

い
人
物
で
あ
る
︒
し
か
し
本
稿
は
ス
ュ
ラ
ン
の
経
験
を
跡
付

け
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
︒
そ
こ
に
見
た
い
の
は
︑﹁
悪

︵
悪
魔
︶﹂
の
経
験
と
い
う
も
の
の
性
格
で
あ
る
︒
彼
は
︑﹃
神

の
愛
の
勝
利
﹄︑﹃
経
験
の
学
知
﹄
と
い
っ
た
自
伝
的
著
作
で
︑

類
ま
れ
な
率
直
さ
を
以
て
自
ら
の
悪
魔
体
験
を
忠
実
に
叙
述

し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る7

︒

ス
ュ
ラ
ン
に
よ
る
悪
魔
憑
き
状
態
の
回
顧
的
叙
述
の
特
徴

と
し
て
︑
私
感
で
は
︑
二
つ
の
点
が
際
立
っ
て
い
る
︒
ひ
と

つ
は
︑
い
わ
ゆ
る
霊
的
な
次
元
︱
悪
魔
や
天
使
や
神
の
次

元
︱
の
リ
ア
リ
テ
ィ
が
︑
生
々
し
い
五
感
な
い
し
身
体
性

の
次
元
で
感
覚
さ
れ
︑
ま
た
出
現
す
る
こ
と
で
あ
る
︒
こ
れ

は
︑
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
の
伝
統
の
中
で
は
﹁
霊
的
感
覚
﹂

と
呼
ば
れ
て
き
た
も
の
と
も
見
え
る
が
︑
し
か
し
彼
の
場
合

の
霊
的
感
覚
は
︑
こ
の
世
の
身
体
性
と
絶
対
的
精
神
性
の
間

に
位
置
す
る
一
つ
の
次
元
と
し
て
安
定
す
る
こ
と
が
な
い
︒

彼
は
︑
さ
ま
ざ
ま
な
天
使
を
文
字
通
り
の
﹁
味
覚
﹂
に
よ
っ

て
味
わ
い
分
け
た
し
︑
宙
に
浮
か
ぶ
ス
ペ
イ
ン
語
︱
語
の

意
味
で
は
な
く
文
字
の
具
体
性
を
伴
う
︱
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

も
見
た
し
︑
ジ
ャ
ン
ヌ
の
身
体
に
は
聖
人
の
名
前
が
浮
か
び

出
た
り
し
て
い
る
︒
悪
魔
憑
き
が
︑
身
体
の
硬
直
や
異
様
な

姿
勢
と
い
っ
た
か
た
ち
で
具
体
化
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
︒
霊
的
＝
精
神
的
な
次
元
と
身
体
的
＝
物
質
的
な
次
元

の
区
別
と
い
う
︑
こ
の
世
界
の
秩
序
を
構
成
す
る
最
も
基
本

的
な
区
分
が
︑
混
乱
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
︒

い
ま
ひ
と
つ
は
︑
こ
れ
も
こ
の
世
界
の
秩
序
の
最
も
基
礎

的
な
も
の
だ
が
︑
善
と
悪
の
区
別
の
混
乱
で
あ
る
︒
彼
の
神

や
悪
魔
へ
の
思
念
は
︑
あ
え
て
整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う
な
思

考
回
路
に
絡
め
取
ら
れ
て
混
乱
を
来
た
し
︑
動
き
が
と
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
う
︒
す
な
わ
ち
︑〝
自
分
は
悪
魔
憑
き
だ
︒
つ

ま
り
︑
神
に
呪
わ
れ
︑
悪
魔
に
捕
え
ら
れ
て
︑
す
で
に
堕
地

獄
必
定
の
悪
の
勢
力
の
一
員
と
な
っ
て
い
る
︒
悪
魔
と
は
神

に
つ
ね
に
反
逆
す
る
者
で
あ
る
︒
だ
か
ら
︑
あ
ら
ゆ
る
善
を

な
さ
ず
︑
逆
に
悪
を
な
す
こ
と
が
悪
魔
の
勢
力
に
属
す
る
自

分
の
な
す
べ
き
定
め
で
あ
る
︒
で
あ
れ
ば
︑
神
に
反
逆
す
る

こ
と
が
︑
自
分
を
堕
地
獄
に
定
め
た
も
う
た
神
の
意
に
沿
う

こ
と
に
な
る
︒
神
の
意
に
沿
う
こ
と
を
な
す
こ
と
が
善
で
あ

る
と
す
る
な
ら
︑
自
分
に
は
︑
悪
を
な
し
続
け
る
こ
と
が
善

で
あ
る
︒
逆
に
︑
善
を
な
す
こ
と
は
神
の
意
に
背
く
悪
と
な

る
︒
だ
が
︑
そ
う
し
て
﹁
悪
を
な
す
﹂
と
い
う
善
を
な
す
こ

と
は
︑
悪
を
こ
そ
な
す
べ
き
自
分
が
善
を
な
し
て
し
ま
う
こ

と
で
は
な
い
か
？
〟　

こ
う
し
て
彼
の
思
考
は
悪
無
限
に
陥
り

動
き
が
と
れ
な
く
な
る
︒
実
際
に
︑
彼
の
身
体
の
動
き
自
体

も
︑
き
わ
め
て
不
自
然
で
ぎ
こ
ち
な
く
︑
硬
直
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
っ
た
︒
呼
吸
は
常
に
短
く
︑
深
く
息
を
吸
う
こ
と

も
吐
く
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
︒

神
と
悪
魔
と
を
こ
の
よ
う
に
︑
何
ら
か
対
称
的
な
も
の
と

想
定
す
る
こ
と
は
︑
い
わ
ゆ
る
善
悪
二
元
論
︑
通
俗
的
理
解

に
お
け
る
﹁
マ
ニ
教
﹂
的
な
も
の
だ
ろ
う
︒
事
実
彼
は
﹁
自

分
は
マ
ニ
の
徒
に
な
っ
た
か
の
よ
う
だ
﹂
と
い
っ
た
言
葉
を

記
し
た
こ
と
も
あ
る
︒
だ
が
︑
上
記
の
倒
錯
的
思
考
回
路
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
︑
ス
ュ
ラ
ン
の
﹁
二
元
論
﹂
は
︑
論
理
的

安
定
を
得
ら
れ
な
い
︒
む
し
ろ
︑
こ
の
よ
う
に
し
て
︑
善
と

悪
と
の
区
別
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
事
態
︱

﹁
知
解
不
能
﹂
性
︱
自
体
が
︑
悪
魔
憑
き
状
態
な
の
で
あ
り
︑

悪
の
本
性
の
一
端
を
な
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
な
の
だ
と
思

わ
れ
る
︒
人
が
悪
に
﹁
安
ん
じ
﹂
る
こ
と
︑
安
ん
じ
て
悪
を

な
す
こ
と
は
あ
り
え
な
い
︒

こ
う
し
て
︑
ス
ュ
ラ
ン
の
悪
魔
憑
き
︵
霊
的
暴
力
の
一
典

型
︶
は
︑
精
神
と
物
質
︑
ま
た
善
と
悪
︑
と
い
っ
た
世
界
の

最
も
基
礎
的
な
区
分
原
理
︑
秩
序
形
成
原
理
自
体
の
﹁
混
乱
﹂

と
し
て
経
験
さ
れ
た
︒
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
︒
ス
ュ

ラ
ン
の
叙
述
で
痛
切
に
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
︑﹁
悪
﹂
の

﹁
情
念
﹂
性
で
あ
る
︒
こ
の
情
念
の
﹁
激
し
さ
﹂
が
︑
精
神
と

身
体
︑
善
と
悪
︑
と
い
っ
た
秩
序
を
破
る
ほ
ど
の
︑
制
御
不

能
の
何
か
と
し
て
ス
ュ
ラ
ン
を
支
配
す
る
の
で
あ
る
︒
悪
魔

憑
き
の
い
わ
ば
発
作
の
場
面
で
身
体
的
に
露
呈
す
る
暴
虐
的

情
念
は
︑﹁
激
し
い
﹂︑
暴
力
的
︵violent

︶
な
何
か
で
あ
る
︒

で
は
︑
激
し
い
情
念
・
情
念
の
激
し
さ
自
体
が
悪
な
の
だ

ろ
う
か
︒
し
か
し
︑﹁
激
し
い
﹂
と
い
う
な
ら
︑
愛
も
ま
た
激

し
い
情
念
で
あ
り
う
る
︒﹁
激
し
い
愛
︵am

or vehem
entus

︶﹂

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
︑
中
世
神
秘
主
義
文
献
で
は
半
ば
術
語

化
さ
れ
て
い
る
︒
神
秘
家
た
ち
の
神
へ
の
愛
は
︑
た
し
か
に

﹁
激
し
い
﹂
と
形
容
さ
れ
て
よ
い
︒
サ
ン
＝
ヴ
ィ
ク
ト
ル
学
派

を
代
表
す
る
十
二
世
紀
の
神
秘
家
リ
カ
ル
ド
ゥ
ス
の
﹃
激
し

い
愛
の
四
段
階
﹄
と
題
さ
れ
た
著
述
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る8

︒

い
わ
ゆ
る
恋
愛
神
秘
主
義
の
伝
統
で
は
そ
の
激
し
さ
が
と
く

に
強
調
さ
れ
る
︒
ス
ペ
イ
ン
に
近
い
フ
ラ
ン
ス
南
西
部
で
育

っ
た
ス
ュ
ラ
ン
は
︑
ア
ビ
ラ
の
テ
レ
ジ
ア
や
十
字
架
の
ヨ
ハ

ネ
の
カ
ル
メ
ル
会
的
な
恋
愛
神
秘
主
義
の
文
献
に
は
若
い
時

期
か
ら
親
し
ん
で
い
た
︒
し
か
し
ス
ュ
ラ
ン
の
悪
魔
経
験
の

中
で
は
︑
こ
の
﹁
愛
に
よ
る
合
一
︵union en l ’am

our

︶﹂
の
あ

り
方
も
︑
善
と
悪
︑
神
と
悪
魔
の
反
転
︑
な
い
し
混
乱
に
伴

っ
て
︑﹁
憎
し
み
に
よ
る
合
一
︵union en haine

︶﹂
へ
と
姿
を

変
え
て
い
る
︒﹁
あ
ら
ゆ
る
合
一
︹
一
つ
に
な
る
こ
と
︺
は
愛
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に
基
づ
い
て
い
る
が
︑
こ
れ
︹
悪
魔
と
の
合
一
︺
は
憎
し
み
に

基
づ
い
て
い
る9

﹂︒
悪
魔
の
徒
は
︑
神
を
﹁
激
し
く
愛
す
る
﹂

の
で
は
な
く
︑
そ
の
ネ
ガ
︑
な
い
し
反
転
像
と
し
て
︑
神
を

﹁
激
し
く
憎
む
﹂
の
で
あ
る
︒

激
し
い
憎
し
み
と
激
し
い
愛
︑
両
者
は
ほ
と
ん
ど
対
称
的

な
言
葉
で
語
ら
れ
う
る
︒
で
は
そ
の
﹁
激
し
さ
﹂
の
質
は
同

じ
だ
ろ
う
か
︒violent
と
い
う
西
洋
語
は
ラ
テ
ン
語
のvis

︵
力
︶
に
由
来
し
︑
そ
れ
は
︑
規
矩
︑
秩
序
を
﹁
犯
す
・
侵

す
・
冒
す
︵violate

︶﹂
も
の
と
な
り
う
る
︒
一
方vehem

ent

はvehere

︵
運
ぶ
︶
に
由
来
す
る
︒vehem

ent

な
愛
は
︑﹁
拉

し
さ
る
愛
﹂
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
な
ろ
う
か
︒
こ
こ
で

は
と
り
あ
え
ず
﹁
暴
力
的
な
︵violent

︶
憎
し
み
﹂
と
︑﹁
熱

烈
な
︵vehem

ent

︶
愛
﹂
と
訳
し
分
け
て
お
こ
う
︒
両
者
は
た

し
か
に
質
的
に
異
な
る
︒
上
記
し
た
よ
う
に
︑
憎
し
み
に
は

苦
さ
・
苦
渋
が
伴
い
︑
そ
こ
に
安
ら
い
え
な
い
︒
一
方
︑
愛

は
︑
つ
ね
に
﹁
よ
り
大
き
な
愛
﹂
を
求
め
つ
つ
も
︑
優
し
さ

︵
柔
和
さ
︶
と
両
立
す
る
甘
さ
・
甘
美
さ
が
伴
う
だ
ろ
う
︵
た

だ
し
リ
カ
ル
ド
ゥ
ス
の
書
名
で
は
﹁violent

な
﹂
愛
と
い
う
言
い
方

が
あ
え
て
用
い
ら
れ
て
︑
愛
の
﹁
激
し
さ
﹂
が
強
調
さ
れ
て
い
る
︶︒

で
は
︑
ス
ュ
ラ
ン
に
お
い
て
︑﹁
愛
に
よ
る
神
と
の
合
一
﹂

と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
霊
性
の
理
想
が
︑﹁
憎
し
み
に
よ
る
悪
魔

と
の
合
一
﹂
に
変
質
し
た
と
き
︑
何
が
起
こ
っ
た
の
か
︒

3
悪
の「
激
し
さ
」―「
善
悪
の
彼
岸
」へ

愛
と
憎
し
み
は
︑
定
義
上
正
反
対
の
情
動
で
あ
る
が
︑
前

者
が
後
者
に
︵
そ
し
て
お
そ
ら
く
後
者
が
前
者
に
︶
変
質
し
う

る
限
り
で
︑
そ
れ
が
本
来
的
に
秘
め
る
﹁
激
し
さ
﹂
︱
あ

る
種
の
制
御
不
能
性
︱
の
次
元
に
お
い
て
︑
通
底
す
る
も

の
が
あ
る
だ
ろ
う
︒

キ
リ
ス
ト
教
神
秘
思
想
と
し
て
の
系
譜
も
︑
ま
た
論
の
水

準
も
性
格
も
大
き
く
異
な
る
が
︑
十
六
世
紀
末
の
大
神
秘
家

ヤ
コ
ブ
・
ベ
ー
メ
は
︑﹁
激
し
さ
﹂
と
し
て
の
悪
を
︑
そ
の
異

様
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
よ
っ
て
︑
神
・
世
界
・
人
間
一
切
の
根

源
で
あ
る
﹁
底
な
し
・
無
底
︵U

ngrund

︶﹂
か
ら
の
力
と
し

て
語
っ
て
い
た
︒
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
コ
イ
レ
に
よ
れ
ば
︑
パ

ラ
ケ
ル
ス
ス
や
ベ
ー
メ
の
﹁
自
然
﹂
観
に
あ
っ
て
は
︑﹁
悪

︵Böse

︶﹂
は
自
然
の
根
源
に
あ
る
積
極
的
な
力
で
あ
っ
て
︑
倫

理
的
な
善
悪
の
レ
ベ
ル
で
の
こ
と
が
ら
で
は
な
い
と
い
う
︒
そ

れ
は
金
属
を
﹁
激
し
く
﹂
冒
す
強
酸
の
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら

れ
︑
心
的
に
は
ギ
リ
シ
ア
語
の
﹁
オ
ル
ゲ
ー
︵ogrē

︶﹂
に
通

ず
る
忿
怒
︵Z

orn

︶
と
し
て
発
現
す
る
と
も
し
て
い
る10

︒
ス

ュ
ラ
ン
と
は
別
の
意
味
で
︑
精
神
的
な
も
の
と
物
質
的
な
も

の
の
区
別
を
超
え
る
︑
あ
る
い
は
無
視
す
る
か
に
み
え
る
ベ

ー
メ
の
世
界
観
に
あ
っ
て
は
︑
自
然
事
象
と
し
て
の
強
酸
の

腐
食
力
が
︑
単
な
る
比
喩
や
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
そ
の
ま
ま

世
界
の
深
い
実
相
を
開
示
す
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
︒

世
界
の
根
源
に
う
ご
め
く
こ
の
﹁
激
し
さ
﹂
の
水
準
に
お

い
て
は
︑
た
し
か
に
︑
神
と
悪
魔
／
愛
と
憎
の
区
別
が
失
わ

れ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
︒
ベ
ー
メ
の
﹁
底
な
し
﹂
は
︑
善
悪

の
区
別
﹁
以
前
﹂
と
い
う
意
味
で
﹁
善
悪
の
彼
岸
﹂
で
あ
り
︑

い
わ
ゆ
る
善
の
神
︑﹁
優
し
い
・
光
の
神
﹂
も
﹁
そ
こ
か
ら
﹂

由
来
す
る
底
の
な
い
根
源
な
の
だ
っ
た
︒
し
た
が
っ
て
こ
の

底
な
し
は
︑
善
悪
を
二
分
的
に
対
比
さ
せ
た
上
で
の
︵
善
で

は
な
い
︶﹁
悪
﹂
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
︒
あ
る
根
源
的
な
思

惟
に
お
い
て
は
︑
善
と
悪
の
区
別
が
︵﹁
混
乱
す
る
﹂
と
い
う

よ
り
︶
無
効
に
な
る
︑﹁
激
し
さ
﹂
の
水
準
が
想
定
さ
れ
う
る

こ
と
を
︑
ベ
ー
メ
を
参
照
し
つ
つ
押
さ
え
て
お
き
た
い
︒
人

を
﹁
拉
し
さ
り
︵vehem

ent

︶・
尋
常
の
秩
序
を
侵
犯
す
る

︵violent

︶﹂
力
︑
と
い
う
水
準
で
は
︑﹁
神
へ
の
憎
し
み
﹂
の

激
し
さ
と
︑﹁
神
へ
の
愛
の
激
し
さ
﹂
は
︑
た
し
か
に
相
通
ず

る
と
こ
ろ
が
あ
る
︒
ス
ュ
ラ
ン
の
悪
魔
憑
き
の
激
し
さ
は
︑
ジ

ャ
ン
ヌ
へ
の
愛
と
し
て
具
体
化
し
た
神
へ
の
愛
の
激
し
さ
を

考
慮
し
な
け
れ
ば
了
解
不
能
だ
ろ
う
︒

4
「
悪
の
起
源
」の
神
話

し
か
し
︑
で
は
こ
の
善
悪
を
超
え
る
激
し
さ
は
︑
ど
の
よ

う
に
し
て
善
と
悪
に
分
か
れ
る
の
か
︒
続
い
て
︑
彼
ら
の
思

惟
の
源
泉
そ
の
も
の
︑
彼
ら
が
自
身
の
思
考
の
源
泉
と
し
て

い
る
聖
書
に
お
け
る
悪
な
い
し
悪
魔
の
表
象
に
つ
い
て
︑
㴑

っ
て
み
た
い
︒

そ
の
よ
う
な
観
点
で
聖
書
を
見
る
な
ら
︑
聖
書
の
神
︑
と

り
わ
け
旧
約
︵
ヘ
ブ
ラ
イ
語
︶
聖
書
の
神
は
︑
と
き
に
善
悪
の

彼
岸
に
あ
る
か
に
見
え
る
︒
し
ば
し
ば
そ
の
神
は
︑﹁
妬
み

︵
カ
ー
ナ
ー
︶
の
神
﹂
と
呼
ば
れ
る
︵﹃
出
エ
ジ
プ
ト
記
﹄
第
二

十
章
五
節
等
︶︒
こ
の
言
葉
は
︑
新
共
同
訳
聖
書
な
ど
で
は

﹁
熱
情
の
神
﹂
と
訳
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
︑
狭
い
意
味
で
の
妬

み
︑
嫉
妬
を
こ
の
神
が
も
つ
︑
と
い
う
意
味
で
は
な
い
だ
ろ

う
︒
そ
れ
で
も
重
要
な
こ
と
は
︑
こ
の
神
が
︑
あ
る
情
動
性

︵
熱
情
︶
を
も
つ
も
の
と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒

そ
し
て
そ
の
情
動
は
︑﹁
妬
み
・
嫉
妬
﹂
と
い
う
︑
両
義
的
で

あ
り
つ
つ
も
善
よ
り
は
悪
に
属
す
る
だ
ろ
う
感
情
を
表
す
言

葉
で
言
わ
れ
て
い
る
︒
こ
の
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
だ
ろ
う

か
︒こ

の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
︑
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
﹁
悪

の
起
源
﹂
論
の
決
定
的
な
も
の
と
し
て
︑
創
世
記
冒
頭
の
い

わ
ゆ
る
失
楽
園
の
物
語
を
確
認
し
て
お
く
︒
内
容
は
繰
り
返

す
ま
で
も
な
い
が
︑
そ
こ
で
エ
バ
を
唆
す
﹁
蛇
﹂
は
︑
旧
約

聖
書
の
段
階
で
す
で
に
︑
堕
天
使
た
る
悪
魔
と
同
一
視
さ
れ

て
い
る
︒
光
の
天
使
だ
っ
た
ル
シ
フ
ェ
ル
が
︑
神
へ
の
︑
あ

る
い
は
神
に
深
く
愛
さ
れ
て
い
る
ア
ダ
ム
︵
人
間
︶
へ
の
﹁
妬

み
﹂
の
ゆ
え
に
︑
神
に
反
逆
す
る
︒
そ
し
て
天
界
か
ら
地
獄

の
底
に
転
落
し
て
も
な
お
︑
神
へ
の
反
抗
心
を
絶
や
す
こ
と
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な
く
︑
ま
ず
人
祖
た
る
ア
ダ
ム
と
エ
バ
を
︑
さ
ら
に
あ
ら
ゆ

る
人
間
を
︑
堕
落
さ
せ
る
べ
く
活
動
し
て
い
る
︑
と
い
う
神

話
的
形
象
が
流
布
し
て
い
た
︒

と
い
う
こ
と
は
︑﹁
禁
断
の
木
の
実
﹂
を
食
べ
る
こ
と
で
神

の
掟
︵
神
と
の
約
束
︶
を
破
っ
た
ア
ダ
ム
と
エ
バ
の
行
為
以
前

に
︑
サ
タ
ン
に
よ
っ
て
す
で
に
﹁
悪
が
こ
の
世
に
﹂
入
っ
て

き
て
い
た
︑
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
こ
れ
は
﹁
悪
の
起
源
﹂

の
難
問
の
︑﹁
説
明
﹂
と
い
う
よ
り
も
神
話
化
・
も
の
が
た
り

化
で
あ
る
︒
そ
し
て
そ
の
悪
の
起
源
に
は
︑
妬
み
と
い
う
︑
た

し
か
に
﹁
激
し
い
﹂
情
動
・
熱
情
が
あ
っ
た
︒﹁
妬
み
﹂
か
ら

実
際
上
の
悪
行
が
生
じ
る
こ
と
は
︑
人
類
第
二
代
目
た
る
カ

イ
ン
に
弟
殺
し
の
大
罪
を
犯
さ
せ
た
も
の
が
︑
弟
ア
ベ
ル
へ

の
︵
神
が
自
分
よ
り
ア
ベ
ル
を
愛
し
た
と
信
じ
た
ゆ
え
の
︶
妬
み

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
歴
然
と
し
て
い
る
︒

で
は
︑﹁
妬
み
﹂
と
い
う
感
情
は
︑
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ

う
か
︒
そ
れ
は
す
で
に
︑
憎
し
み
で
あ
り
︑
悪
で
あ
ろ
う
か
︒

し
か
し
﹁
愛
﹂
と
い
う
始
ま
り
を
抜
い
て
は
﹁
妬
み
﹂
は
考

え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
︒

大
貫
隆
は
︑
古
代
地
中
海
世
界
の
諸
宗
教
思
想
︑
哲
学
思

想
の
な
か
で
︑
妬
み
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
評
価
さ
れ
て

い
る
か
を
精
査
し
て
い
る11

︒
そ
こ
で
著
者
は
︑
妬
み

︵phthonos , zēlos , etc .

︶
を
︑﹁
自
分
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
︑
持

た
ざ
る
者
に
分
け
与
え
な
い
こ
と
﹂︵
い
わ
ば
吝
嗇
︒
大
貫
は

﹁
フ
ィ
ロ
ン
型
﹂
と
名
づ
け
る
︶
と
︑﹁
持
た
な
い
者
が
︑
持
っ

て
い
る
者
を
羨
望
し
︑
自
分
が
持
た
な
い
が
ゆ
え
に
持
つ
者

を
憎
む
こ
と
﹂︵
同
じ
く
﹁
プ
ル
タ
ル
コ
ス
型
﹂︶
に
大
別
し
て

い
る
︒

問
題
に
し
て
い
る
悪
魔
︵﹁
蛇
﹂︶
の
妬
み
は
後
者
だ
ろ
う
︒

そ
れ
は
﹁
フ
ィ
ロ
ン
型
﹂
よ
り
も
錯
綜
し
た
構
図
の
な
か
で

発
生
す
る
︒
つ
ま
り
︑
愛
と
憎
し
み
が
︑
愛
す
る
︵
憎
む
︶

者
と
愛
さ
れ
る
︵
憎
ま
れ
る
︶
者
の
二
項
関
係
で
捉
え
ら
れ
た

関
係
性
の
中
で
の
情
動
で
あ
る
の
に
対
し
て
︑︵﹁
プ
ル
タ
ル

コ
ス
型
﹂
の
︶
妬
み
は
︑
い
わ
ゆ
る
三
角
関
係
に
典
型
的
な
よ

う
に
︑
三
項
関
係
の
中
で
発
生
す
る
︒
A
が
B
を
妬
む
︑
と

は
︑
A
が
持
た
ず
B
が
持
っ
て
い
る
X
︵
例
え
ば
C
の
愛

情
︶
の
ゆ
え
に
発
生
す
る
︒
A
は
︑
C
の
愛
と
い
う
善
X
を

欲
し
て
︵
愛
し
て
︶
い
る
け
れ
ど
も
︑
そ
の
X
は
B
に
与
え

ら
れ
て
自
分
に
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
︒
そ
こ
で
A
は
︑
B

が
得
て
い
る
X
の
ゆ
え
に
B
を
憎
む
︒
こ
れ
が
︑
妬
み
の
基

本
的
な
か
た
ち
だ
ろ
う
︒

だ
か
ら
︑
妬
み
は
愛
の
病
︵
愛
を
源
泉
と
し
つ
つ
︑
愛
と
し

て
十
全
に
成
立
し
え
な
い
情
念
の
か
た
ち
︶
で
あ
る
︒
A
が
C

を
︵
あ
る
い
は
C
の
愛
を
︶
愛
し
て
い
な
け
れ
ば
︑
妬
み
は
発

生
し
え
な
い
︒
旧
約
の
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
が
﹁
妬
む
﹂
の
は
︑
イ

ス
ラ
エ
ル
を
激
し
く
愛
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
︒
こ
の
激
し

い
愛
自
体
は
悪
で
は
な
い
︒
む
し
ろ
善
で
あ
ろ
う
︒
し
か
し
︑

三
項
関
係
の
中
で
は
︑
愛
が
妬
み
に
変
質
し
う
る
︵
愛
の
激

し
さ
は
︑
そ
の
ま
ま
妬
み
の
激
し
さ
に
転
化
す
る
し
︑
そ
の
屈
折

性
の
ゆ
え
に
度
を
高
め
る
か
も
し
れ
な
い
︶︒

た
だ
し
︑﹁
し
う
る
﹂
の
で
あ
っ
て
︑
変
質
は
必
然
で
は
な

い
︵
事
実
︑
す
べ
て
の
天
使
が
堕
落
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
︶︒
物

理
学
に
お
け
る
三
体
問
題
が
解
き
が
た
い
よ
う
に
︑
人
間
︵
な

い
し
人ペ
ル
ソ
ナ格
的
存
在
︶
関
係
と
し
て
の
三
項
関
係
を
捉
え
る
こ
と

も
容
易
で
は
な
い
︒
な
ぜ
︵
一
部
の
︶
天
使
が
妬
み
に
駆
ら

れ
た
の
か
︒
こ
の
﹁
純
粋
な
可
能
性
﹂
の
現
実
化
は
︑﹁
悪
の

神
秘
﹂
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
︒
と
と
も
に
︑
こ
う
し
た
妬

み
の
心
的
構
造
は
︑
人
間
一
般
の
普
遍
的
な
あ
り
方

︱

﹁
原
罪
﹂
を
負
う
た
者
︱
と
も
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
︵
フ
ロ

イ
ト
の
い
わ
ゆ
る
エ
デ
ィ
プ
ス
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
も
そ
の
一
つ
の

か
た
ち
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
︒
エ
デ
ィ
プ
ス
期
以
前
の
母

子
関
係
は
こ
れ
に
比
す
れ
ば
二
項
関
係
だ
が
︑
そ
こ
で
な
お
発
生

し
う
る
﹁
母
の
乳
房
﹂
を
め
ぐ
る
﹁
妬
み
﹂
は
︑
大
貫
の
分
類
に

拠
る
な
ら
︑
母
の
︹
乳
房
の
贈
与
に
関
す
る
︺﹁
吝
嗇
﹂
へ
の
妬

み
と
も
見
ら
れ
る
︶︒

人
間
の
悪
の
起
源
と
し
て
︑﹁
原
罪
﹂
を
め
ぐ
る
思
索
を
深

め
︑﹃
告
白
﹄
に
お
い
て
自
分
自
身
の
﹁
罪
の
歩
み
﹂︵
そ
れ

は
同
時
に
神
の
恵
み
の
進
展
の
も
の
が
た
り
で
あ
り
︑
む
し
ろ
そ

ち
ら
が
真
の
主
題
で
あ
る
が
︶
を
探
り
語
っ
て
見
せ
た
ア
ウ
グ

ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
︑
自
身
が
記
憶
し
て
い
る
以
前
の
幼
児
期
に

お
け
る
原
罪
の
発
現
と
し
て
︑
乳
母
の
乳
房
を
争
う
二
人
の

幼
児
の
さ
ま
を
語
っ
て
い
る
︒﹁
青
白
い
顔
に
き
つ
い
目
を
し

て
﹂
乳
兄
弟
を
に
ら
み
つ
け
る
︑﹁
妬
み
︵invidia = envy

︶﹂

が
幼
児
を
す
で
に
支
配
し
て
い
る
︵﹃
告
白
﹄
第
一
巻
第
七
章
︶︒

自
己
意
識
の
発
生
と
ほ
と
ん
ど
同
時
に
︑
原
罪
は
︑﹁
兄
弟
へ

の
妬
み
﹂
と
し
て
発
現
す
る
の
で
あ
る
︒
カ
イ
ン
の
犯
罪
に

個
人
史
の
レ
ベ
ル
で
対
応
す
る
出
来
事
で
あ
る
︒

5
二
元
論
と
そ
の
陥
穽

そ
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
も
ま
た
︑
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改

宗
以
前
は
︑
マ
ニ
教
に
帰
依
し
て
い
た
︒
マ
ニ
教
か
ら
の
離

脱
が
︑
彼
の
回
心
の
前
提
だ
っ
た
︒
そ
こ
で
︑
キ
リ
ス
ト
教

が
︵
マ
ニ
教
に
代
表
さ
れ
る
︶﹁
善
悪
二
元
論
﹂
を
な
ぜ
一
貫

し
て
拒
絶
し
て
き
た
の
か
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な

﹁
悪
﹂
の
思
索
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
︑
簡

単
に
触
れ
て
お
き
た
い
︒

唯
一
神
教
た
る
キ
リ
ス
ト
教
が
︑﹁
悪
の
原
理
﹂
を
善
の
原

理
た
る
神
と
並
立
さ
せ
る
二
元
論
を
拒
否
す
る
こ
と
は
当
然

に
見
え
る
︒﹁
原
理
・
根
源
︵principium

︶﹂
は
﹁
唯
一
﹂
だ

と
す
る
の
が
︑
こ
の
宗
教
伝
統
の
根
本
措
定
だ
か
ら
で
あ
る
︒

つ
ま
り
︑
こ
の
世
の
事
実
の
観
察
か
ら
︑
な
に
か
演
繹
的
な

い
し
推
量
的
に
︑﹁
神
は
唯
一
﹂
と
い
う
結
論
が
導
出
さ
れ
た

わ
け
で
は
な
い
︒
む
し
ろ
︑
い
わ
ゆ
る
旧
約
時
代
の
イ
ス
ラ

エ
ル
の
民
が
唯
一
神
教
の
思
索
を
強
め
深
め
て
い
っ
た
の
は
︑

歴
史
的
に
は
︑
捕
囚
期
︑
つ
ま
り
自
分
た
ち
が
政
治
的
・
宗
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教
的
に
弱
体
で
あ
り
﹁
悪
﹂
に
苛
ま
れ
て
い
た
時
期
だ
っ
た

と
い
う
︒
こ
こ
に
は
︑
い
わ
ば
︑
一
神
教
の
逆
説
が
あ
る
︒

キ
リ
ス
ト
教
圏
に
も
︑
中
世
の
カ
タ
リ
派
な
ど
︑
善
悪
二

元
論
を
採
る
こ
と
で
こ
の
世
の
悪
の
実
在
を
説
明
し
︑
以
て

﹁
善
な
る
︵
わ
れ
ら
が
︶
主
﹂
の
善
性
を
救
お
う
と
す
る
宗
教

運
動
︑
思
想
運
動
が
あ
っ
た
︒
文
字
ど
お
り
﹃
二
原
理
の
書

︵Liber de duobus principiis
︶﹄
と
題
さ
れ
た
そ
の
重
要
な
理
論
書
で

は
︑
唯
一
神
に
固
執
す
る
﹁
正
統
派
︵
カ
ト
リ
ッ
ク
︶﹂
の
神

観
念
に
対
し
て
︑
そ
の
論
理
的
破
綻
が
繰
り
返
し
主
張
さ
れ

て
い
る12

︒
論
理
的
に
は
︑
二
元
論
︑
つ
ま
り
悪
の
﹁
原
理
﹂

︵
そ
れ
以
上
説
明
を
要
し
な
い
根
本
措
定
︶
を
認
め
る
そ
の
主
張

は
一
見
わ
か
り
や
す
い
︒
こ
の
世
の
現
実
の
説
明
と
し
て
も

﹁
筋
が
通
る
﹂
よ
う
に
見
え
る
︒
い
わ
ゆ
る
迫
害
状
況
に
あ
っ

て
︑
自
分
た
ち
を
苦
し
め
る
﹁
敵
﹂
が
歴
然
と
し
て
い
る
集

団
に
と
っ
て
は
︑
そ
う
し
た
観
念
は
︑
自
分
た
ち
の
︵
来
世

で
の
︑
あ
る
い
は
現
世
で
の
︶﹁
救
い
﹂
の
希
望
を
確
か
に
さ

せ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
︒

し
か
し
︑
こ
の
思
想
は
︑
そ
の
﹁
救
い
﹂
の
希
望
が
︑
現

世
で
の
迫
害
対
立
状
況
に
即
し
て
見
ら
れ
た
場
合
に
は
︑
容

易
に
﹁
現
世
で
の
戦
い
﹂
の
思
想
に
転
化
し
う
る
︒﹁
わ
れ
わ

れ
﹂
こ
そ
が
﹁
善
の
勢
力
﹂
で
あ
り
︑
自
分
た
ち
に
敵
対
す

る
﹁
彼
ら
︵
奴
ら
︶﹂
は
﹁
悪
の
勢
力
﹂
で
あ
る
︒
悪
の
勢
力

は
︑
戦
っ
て
こ
れ
を
殲
滅
す
る
こ
と
が
﹁
善
﹂
で
あ
る
︒﹁
正

戦
﹂︵
さ
ら
に
は
﹁
聖
戦
﹂︶
の
思
想
で
あ
る
︒﹁
宗
教
﹂
の
次

元
を
入
れ
て
も
抜
い
て
も
︑
世
の
ほ
と
ん
ど
の
戦
争
が
こ
う

し
た
﹁
思
想
﹂
を
伴
っ
て
い
た
こ
と
は
指
摘
を
要
さ
な
い
だ

ろ
う
︒

こ
う
し
て
︑
二
元
論
枠
組
み
に
あ
っ
て
は
︑
事
実
と
し
て

善
悪
の
逆
転
︑
と
ま
で
は
言
わ
ぬ
に
せ
よ
︑
善
と
悪
の
同
列

化
が
︑
そ
し
て
そ
れ
に
よ
る
﹁
善
﹂
の
消
滅
が
結
果
し
う
る
︒

善
悪
二
元
論
は
︑
事
実
上
︑
善
と
悪
の
区
別
を
な
く
し
て
し

ま
い
︑
む
し
ろ
全
体
と
し
て
︱
戦
争
︑
迫
害
の
暴
力
と
い

っ
た
︱
﹁
悪
﹂
に
善
も
悪
も
吸
収
さ
れ
て
し
ま
う
︑
と
い

っ
た
結
果
を
招
く
︒
こ
れ
が
二
元
論
の
陥
穽
で
あ
る
︒
善
へ

の
希
求
が
悪
を
招
来
す
る
︒
こ
れ
自
体
が
︑
一
段
階
高
度
化

さ
れ
た
悪
の
手
口
と
も
見
え
よ
う
︒
悪
魔
︵
デ
ィ
ア
ボ
ロ
ス
︶

と
は
︑﹁
仲
違
い
さ
せ
る
者
﹂
の
意
で
あ
っ
た
︒
ス
ュ
ラ
ン
が

陥
っ
た
悪
魔
憑
き
状
況
下
の
心
身
と
善
悪
の
混
乱
は
︑
こ
の
︑

善
と
悪
と
の
相
互
転
化
︑
相
互
類
似
化
︑﹁
対
称
﹂
化
の
思
い

に
接
近
し
つ
つ
も
︑
こ
の
二
元
論
に
安
住
し
え
な
い
不
安
定

の
表
現
形
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒

な
れ
ば
こ
そ
︑
こ
の
陥
穽
︱
悪
魔
の
策
略
？
︱
に
陥

ら
な
い
た
め
に
は
︑
悪
を
善
の
対
抗
原
理
と
し
て
自
立
さ
せ

な
い
︑﹁
善
の
欠
如
と
し
て
の
悪
﹂
と
い
う
考
え
方
︑
ア
ウ
グ

ス
テ
ィ
ヌ
ス
も
採
用
し
た
悪
の
﹁
無
化
﹂
戦
略
が
必
須
と
な

る
︒
し
か
し
︑
そ
れ
は
可
能
だ
ろ
う
か
︒
と
い
っ
て
︑
悪
を

﹁
善
の
欠
如
﹂
と
す
る
考
え
は
︑﹁
善
﹂
と
﹁
存
在
﹂
と
の
い

わ
ば
外
延
を
等
置
し
て
︑
善
の
反
対
が
悪
で
あ
る
か
ら
悪
は

存
在
の
反
対
の
無
で
あ
る
︑
と
い
っ
た
純
論
理
的
推
論
な
の

で
は
な
い
︒
そ
れ
は
む
し
ろ
︑
世
界
一
切
に
対
す
る
根
源
的

な
肯
定
︱
﹁
す
べ
て
善
し
﹂
︱
の
宣
言
に
見
え
る
︒
け

れ
ど
も
︑﹁
無
﹂
で
あ
る
と
す
る
に
は
あ
ま
り
に
強
い
リ
ア
リ

テ
ィ
を
以
て
﹁
悪
﹂
は
迫
っ
て
く
る
︒
悪
を
無
と
す
る
形
而

上
学
的
思
惟
の
有
効
性
︑
説
得
性
は
認
め
る
に
せ
よ
︑
そ
う

し
た
思
惟
の
高
み
に
至
れ
な
い
人
々
の
地
平
で
︑﹁
宗
教
﹂
の

思
想
は
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
︒

6
妬
み
の
地
平
と
愛
の
地
平

悪
の
思
考
は
︑﹁
善
悪
二
元
論
﹂
に
も
﹁
悪
の
無
化
﹂
戦
略

に
も
収
ま
り
き
ら
な
い
だ
ろ
う
︒
そ
こ
で
︑﹁
善
悪
の
彼
岸
﹂

か
ら
︑
善
／
悪
が
分
離
し
出

し
ゅ
っ

来た
い

す
る
地
平
を
あ
ら
た
め
て
考

え
て
み
た
い
︒
前
述
の
よ
う
に
︑︵
激
し
い
・
熱
烈
な
︶
愛
と

妬
み
は
近
接
し
て
い
る
︒﹁
旧
約
の
神
﹂
は
﹁
熱
情
＝
妬
み
＝

愛
﹂
の
神
だ
っ
た
︒
で
は
︑
激
し
い
情
念
は
︑
ど
こ
で
︑
愛

と
妬
み
に
分
か
れ
る
の
か
︒

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
着
目
し
て
い
た
乳
兄
弟
間
の
妬
み
︑

乳
母
の
乳
房
を
め
ぐ
る
兄
弟
間
の
妬
み
に
あ
っ
て
は
︑
幼
児

A
と
母
M
の
二
項
関
係
︵
メ
ラ
ニ
ー
・
ク
ラ
イ
ン
ら
の
い
わ
ゆ

る
﹁
対
象
関
係
﹂︶
の
中
に
︑
乳
兄
弟
た
る
第
三
者
B
が
登
場

す
る
こ
と
で
︑
A
は
︑
M
と
の
﹁
ふ
た
り
だ
け
﹂
の
関
係
か

ら
︑
母
の
愛
︵
母
の
与
え
る
乳
房
︵
m
︶
と
い
う
善
な
る
物
と

し
て
具
体
化
さ
れ
る
︶
を
め
ぐ
っ
て
B
と
争
う
主
体
と
な
る13

︒

そ
の
と
き
A
は
︑
m
に
具
体
化
さ
れ
た
母
M
の
愛
が
︑
自

分
と
B
の
ど
ち
ら
に
よ
り
多
く

0

0

0

0

与
え
ら
れ
て
い
る
か
を
︑﹁
比

較
﹂
し
﹁
計
量
す
る
﹂︒
そ
の
た
め
に
A
は
B
を
﹁
横
目
で
﹂

見
る
︵
ラ
テ
ン
語
の
妬
みinvidia

と
は
︑in-videre

︑
す
な
わ
ち
邪

視
を
以
て
覗
き
見
る
こ
と
で
あ
る
︶︒
そ
の
比
較
計
量
の
行
為
は
︑

す
で
に
︑
幼
児
A
と
母
M
と
の
﹁
二
人
の
愛
の
世
界
﹂
の

﹁
外
部
﹂
で
な
さ
れ
る
︒
す
な
わ
ち
︑
兄
弟
B
を
妬
む
瞬
間

に
︑
A
は
﹁
愛
の
世
界
﹂
の
外
に
放
逐
さ
れ
て
い
る
︑
あ
る

い
は
自
ら
を
放
逐
す
る
︒
そ
の
﹁
外
の
世
界
﹂
で
は
︑
A
は
︑

B
と
﹁
並
ん
で
﹂
い
る
︒
A
は
自
ら
を
︑
B
と
同
様
の
︑
外

の
世
界
︵
客
観
世
界
︶
に
存
在
す
る
一
人
の
主
体
と
し
て
︑
い

わ
ば
客
体
視
す
る
︒
そ
う
し
て
こ
そ
︑
比
較
が
可
能
と
な
る
︒

﹁
私
﹂
を
︑
世
界
の
中
の
一
人
の
人
︑
B
を
も
う
一
人
の
人

と
し
て
並
べ
︑
比
べ
︑
与
え
ら
れ
る
母
の
愛
が
︑
比
量
可
能

な
物
︵
m
︶
と
し
て
物
象
化
さ
れ
る
︒
こ
れ
は
︑
一
挙
に
極

言
す
る
な
ら
︑﹁
公
正
︵
公
平
︶
と
し
て
の
正
義
﹂
が
成
立
す

る
地
平
で
あ
る
︒
妬
み
は
︑﹁
不
公
平
だ
！
﹂
と
い
う
つ
ぶ
や

き
を
生
む
︒
フ
ロ
イ
ト
の
言
葉
を
用
い
る
な
ら
︑
快
楽
原
則

の
地
平
か
ら
現
実
原
則
の
そ
れ
へ
の
移
行
だ
ろ
う
︒
だ
と
す

れ
ば
︑
こ
れ
は
︑
悪
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
︑︵﹁
公
正
と
し
て
の
﹂︶

正
義
や
倫
理
が
︑
善
と
悪
の
区
別
が
︑
成
立
す
る
地
平
で
は

な
い
か
︒
妬
み
は
そ
う
し
た
地
平
を
拓
く
の
で
は
な
い
か
︒
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こ
う
し
て
人
は
︑
善
悪
の
﹁
彼
岸
﹂
か
ら
︑﹁
此
岸
﹂
へ
と

移
行
す
る
︒
そ
し
て
こ
の
と
き
︑
正
義
と
し
て
の
善
︑
規
矩

に
従
い
守
る
こ
と
と
し
て
の
善
と
同
時
に
︑
こ
れ
を
冒
し
︑
破

り
︑
混
乱
さ
せ
る
悪
の
可
能
性
が
成
立
す
る
︒
し
か
し
そ
こ

は
︑
現
実
に
は
悪
が
跋
扈
す
る
﹁
こ
の
世
﹂
の
地
平
で
あ
る
︒

7
「
始
ま
り
に
愛
が
あ
る
」こ
と
の
確
保

こ
こ
で
三み

度た
び

︑
霊
的
暴
力
に
翻
弄
さ
れ
た
ス
ュ
ラ
ン
に
立

ち
戻
っ
て
み
よ
う
︒
ス
ュ
ラ
ン
は
い
か
に
し
て
︑
そ
の
激
越

な
悪
魔
憑
き
︵
の
暴
力
︶
か
ら
救
わ
れ
た
の
か
︒
そ
の
詳
し

い
経
緯
に
つ
い
て
は
︑
渡
辺
優
の
前
掲
書
に
委
ね
る
と
し
て
︑

基
本
的
な
方
向
は
単
純
な
も
の
で
あ
る
︒
そ
れ
は
︑
彼
が
︑

﹁
教
え
﹂
と
し
て
は
初
め
か
ら
知
っ
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
の
あ

る
意
味
で
平
凡
な
教
え
︑﹁
へ
り
く
だ
っ
て
﹂︑﹁
素
直
に
﹂
福

音
を
信
ず
る
︑
と
い
う
単
純
な
こ
と
だ
っ
た
︒
堕
地
獄
の
運

命
に
あ
る
こ
と
の
思
い
込
み
よ
り
も
︑﹁
あ
な
た
も
他
の
人
々

と
同
じ
よ
う
に
救
わ
れ
る
で
し
ょ
う
﹂
と
い
う
同
僚
の
神
父

の
言
葉
を
素
直
に
受
け
入
れ
る
こ
と
︑
よ
し
ん
ば
堕
地
獄
が

定
め
で
あ
っ
た
と
し
て
も
︑
そ
れ
が
神
の
意
志
で
あ
る
な
ら

﹁
そ
れ
で
よ
い
﹂
と
︑
自
ら
の
す
べ
て
を
神
に
委
ね
る
﹁
自
己

放
棄
﹂
︱
こ
れ
は
ス
ュ
ラ
ン
が
若
年
か
ら
親
し
ん
で
い
た

神
秘
思
想
的
伝
統
で
は
と
く
に
強
調
さ
れ
る
態
度
︱
︑
こ

う
し
た
こ
と
が
徐
々
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
︒
こ
れ
を
彼
は
﹁
信
仰
の
状
態
﹂
と
呼
ぶ
が
︑
あ
る
意

味
で
平
凡
な
︑﹁
普
通
の
信
徒
﹂
の
あ
り
方
で
あ
る
︒
そ
れ
で

は
︑
彼
が
数
十
年
苦
し
ん
だ
悪
魔
憑
き
の
経
験
︑
善
悪
の
彼

岸
の
霊
的
暴
力
の
激
し
さ
︱
そ
こ
に
は
︑
悪
の
苦
し
さ
と

綯
い
交
ぜ
に
な
る
よ
う
な
か
た
ち
で
︑﹁
天
使
の
実
体
を
味
わ

う
﹂
と
い
っ
た
鮮
烈
な
歓
喜
も
あ
っ
た
︱
︑
神
や
天
使
の

リ
ア
リ
テ
ィ
を
実
感
し
た
経
験
は
何
だ
っ
た
の
か
︒
ス
ュ
ラ

ン
の
生
涯
の
謎
は
な
お
残
る
が
︑
こ
こ
で
は
そ
の
探
求
は
措

い
て
︑
上
述
の
︑﹁
悪
の
起
源
﹂
と
し
て
の
妬
み
に
つ
い
て
︑

さ
い
ご
に
少
し
考
え
て
み
た
い
︒
と
い
う
の
も
︑
悪
魔
か
ら

解
放
さ
れ
た
ス
ュ
ラ
ン
に
は
︑
お
そ
ら
く
何
の
妬
み
の
情
も

な
か
っ
た
よ
う
に
︑
そ
の
晩
年
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
は
感
じ
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
︒

妬
み
の
地
平
か
ら
脱
す
る
に
は
︑
妬
み
が
そ
こ
か
ら
変
質

し
て
き
た
︵
善
悪
の
彼
岸
の
︶
愛
の
地
平
に
立
ち
戻
る
︑
あ
る

意
味
で
﹁
こ
の
世
﹂
か
ら
撤
退
す
る
回
路
を
経
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
︒
そ
れ
は
︑
自
分
を
他
人
︵
乳
兄
弟
︶
と

並
列
さ
せ
て
見
る
自
己
対
象
化
︵
そ
し
て
愛
の
物
象
化
︶
の
視

線
﹁
以
前
﹂
の
地
平
で
あ
る
︒
そ
の
意
味
で
こ
れ
は
︑
自
己

忘
却
の
地
平
で
あ
ろ
う
︒
上
述
の
宗
教
思
想
︑
神
秘
思
想
の

伝
統
で
は
︑﹁
自
己
滅
却
︵annihilation

︶﹂︑﹁
自
己
放
棄

︵abnégation

︶﹂
と
い
っ
た
語
彙
で
示
唆
さ
れ
る
地
平
で
あ
る
︒

そ
こ
へ
は
︑
あ
る
意
味
で
は
﹁
こ
の
世
﹂
か
ら
の
撤
退
︑﹁
潜

心
・
引
き
籠
も
り
の
祈
り
︵récollection

︶﹂

︱
よ
り
広
く

﹁
瞑
想
﹂
と
言
っ
て
も
よ
い
︱
に
よ
っ
て
こ
そ
立
ち
戻
り
う

る
と
さ
れ
る
︒
ス
ュ
ラ
ン
の
﹃
経
験
の
学
知
﹄
は
︑
こ
の
教

え
を
説
く
こ
と
で
閉
じ
ら
れ
て
い
る
︒
そ
こ
は
︑﹁
私
と
あ
な

た
︵
神
︶﹂
だ
け
の
︱
こ
の
﹁
だ
け
﹂
は
︑
第
三
者
以
降
を

排
除
し
た
﹁
だ
け
﹂
で
は
な
く
︑
第
三
者
が
到
来
す
る
﹁
以

前
の
﹂︑
と
の
意
味
で
あ
る

︱
︑
愛
の
﹁
激
し
い
・
熱
烈

な
﹂
情
動
性
に
浸
さ
れ
た
地
平
で
あ
り
︑
そ
こ
で
は
﹁
神
﹂

︵
ベ
ー
メ
な
ら
﹁
神
の
自
然
﹂︶
は
︑︵﹁
フ
ィ
ロ
ン
型
﹂
の
︶
妬
み

な
く
す
べ
て
を
与
え
︑
受
け
る
者
は
与
え
ら
れ
る
も
の
を
妬

み
な
く
︵﹁
あ
り
が
た
く
﹂︶
受
け
取
る
︒
そ
こ
で
受
け
取
る
も

の
と
は
︑﹁
愛
が
い
や
増
す
こ
と
﹂
自
体
で
あ
る
︒

こ
う
し
た
地
平
に
い
た
る
回
路
が
何
ら
か
確
保
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
︑﹁
妬
み
﹂
発
生
以
降
の
悪
が
猖
獗
す
る
世
界
︑
あ

る
い
は
善
悪
の
混
乱
な
い
し
区
別
不
能
と
い
う
︵
高
次
の
︶

悪
か
ら
免
れ
難
い
世
界
︱
悪
魔
は
こ
の
世
界
で
は
た
し
か

に
﹁
こ
の
世
の
王
﹂
な
の
だ
ろ
う
︱
に
あ
っ
て
︑
な
お
乱

さ
れ
る
こ
と
な
く
善
を
志
向
し
う
る
こ
と
の
要
件
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
︒
そ
し
て
そ
の
経
路
の
具
体
的
な
設
定
を
し
も
︑

﹁
宗
教
﹂
と
呼
ぶ
べ
き
な
の
だ
ろ
う
︒
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
は
︑

﹁
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
﹂
の
形
姿
が
そ
の
基
点
に
立
つ
︒

善
悪
の
彼
岸
の
﹁
激
し
い
愛
﹂
の
地
平
は
︑
こ
の
世
の
善

を
規
準
に
す
れ
ば
﹁
善
﹂
よ
り
も
﹁
悪
﹂
に
見
え
る
か
も
し

れ
な
い
︒
し
か
し
︑
そ
の
﹁
激
し
さ
﹂
を
秘
め
た
愛
は
︑
悪

の
︵
暴
力
的
︶
激
し
さ
に
似
る
と
こ
ろ
は
あ
っ
て
も
︑
絶
望

に
い
た
る
苦
し
み
を
来
す
も
の
で
な
い
は
ず
で
あ
り
︑
思
考

と
情
念
の
悪
無
限
に
落
ち
込
ん
で
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
る

よ
う
な
混
乱
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
︒
ク
ニ
ョ
ー
に
倣
っ
て

十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
言
葉
を
引
く
な
ら
ば
︑
そ
こ
で
燃
え
る

炎
は
︑﹁
焼
き
尽
く
し
な
が
ら
苦
し
め
る
こ
と
の
な
い
炎︵llam

a 

que consum
e y no da pena/ flam

e that consum
es and gives no 

pain

︶﹂︵﹃
霊
の
讃
歌
﹄
第
三
十
九
歌
第
五
行
︶
で
あ
る
︒
そ
の

柔
和
な
激
し
さ
の
地
平
か
ら
︑
か
つ
て
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
そ
の

可
能
性
に
懸
け
よ
う
と
し
た
﹁
愛エ

ラ
ン
・
ダ
ム
ー
ル

の
飛
躍
﹂
も
到
来
す
る
の

だ
ろ
う
︒

そ
う
し
た
善
悪
の
彼
岸
の
︑
善
美
な
る
根
源
︵
と
し
て
の

神
︶
は
︑
ク
ニ
ョ
ー
の
見
立
て
の
と
お
り
︑﹁
純
粋
な
可
能

性
﹂
と
し
て
辛
う
じ
て
思
考
し
う
る
と
い
っ
た
も
の
か
も
し

れ
な
い
︒
が
︑
し
か
し
そ
の
可
能
性
を
思
考
し
よ
う
と
し
続

け
る
こ
と
で
︑
そ
の
﹁
現
れ
が
あ
り
う
る
こ
と
﹂
を
保
ち
う

る
の
だ
と
思
わ
れ
る
︒
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は
じ
め
に

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
は
典
礼
︵
英liturgy , 

羅liturgia

︶
と
呼

ば
れ
る
領
域
概
念
が
あ
り
︑
現
在
の
神
学
事
典
で
は
﹁
神
の

民
で
あ
る
教
会
が
神
に
さ
さ
げ
る
公
的
礼
拝
﹂
と
説
明
さ
れ

て
い
る₁

︒
こ
の
典
礼
を
直
接
的
な
考
察
対
象
と
す
る
の
が
典

礼
学
︵
英liturgics , 

羅liturgica

︶
で
あ
る
︒
キ
リ
ス
ト
自
身
が

制
定
し
た
と
さ
れ
る
ミ
サ
聖
祭
は
︑
キ
リ
ス
ト
教
典
礼
の
代

表
的
か
つ
中
心
的
存
在
で
あ
る
が
︑
日
々
定
め
ら
れ
た
時
間

に
詩
篇
朗
唱
を
行
う
聖
務
日
課
︑
降
誕
祭
と
復
活
祭
を
核
と

し
て
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
を
象
徴
的
に
展
開
す
る
典
礼
暦
︵
教

会
暦
︑
キ
リ
ス
ト
教
暦
と
も
い
う
︶
な
ど
も
典
礼
学
の
範
囲
で

扱
わ
れ
る
︒
キ
リ
ス
ト
教
が
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
そ
の
一
部
を
引

き
継
ぎ
︑
教
会
と
し
て
の
公
的
礼
拝
を
実
践
し
て
き
た
歴
史

そ
れ
自
体
は
む
ろ
ん
長
い
が
︑
典
礼
学
に
関
し
て
は
︑
そ
の

成
立
は
ご
く
新
し
く
︑
ロ
ー
マ
教
皇
庁
が
﹁
典
礼
﹂
と
い
う

表
現
を
用
い
て
正
式
な
形
で
こ
れ
を
体
系
的
に
主
題
化
し
た

の
は
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る2

︒
こ
れ
は
︑
典

礼
を
捧
げ
る
主
体
た
る
教
会
を
主
題
的
に
扱
う
神
学
分
野
で

あ
る
教
会
論
と
ほ
と
ん
ど
軌
を
一
に
す
る
動
き
を
有
す
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
︒
古
代
か
ら
中
世
を
通
し
て
︑
現
在
で
は
典

礼
学
の
範
囲
で
論
じ
ら
れ
る
主
題
を
扱
っ
た
重
要
な
著
作
は

数
多
く
存
在
す
る
も
の
の
︑
そ
れ
ら
は
﹁
典
礼
﹂
と
い
う
領

域
概
念
に
視
座
を
置
い
て
主
題
を
捉
え
た
も
の
で
は
な
く
︑
あ

く
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
な
主
題
に
つ
い
て
の
教
理
各
論

の
体
を
成
す
に
す
ぎ
な
い
︒
ま
た
近
世
の
対
抗
宗
教
改
革
と

い
わ
れ
る
時
代
以
降
に
は
︑
い
わ
ば
言
い
方
の
決
ま
り
や
挙

措
の
指
示
な
ど
の
外
面
的
・
手
続
き
的
な
ル
ブ
リ
カ
︵
朱
色

で
書
か
れ
た
典
礼
註
記
︶
の
集
合
と
し
て
の
側
面
が
強
調
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
︑
そ
れ
ら
を
神
学
的
・
霊
性
的
考
察
の
対
象

と
す
る
こ
と
自
体
が
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
た3

︒

典
礼
が
神
学
的
・
霊
性
的
側
面
か
ら
改
め
て
主
題
化
さ
れ
︑

学
問
と
し
て
体
系
的
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
︑
一

八
世
紀
の
大
革
命
に
よ
る
教
会
・
修
道
院
の
徹
底
的
な
解
体

を
経
た
の
ち
︑
お
ど
ろ
く
べ
き
教
会
復
興
の
時
代
を
迎
え
た

一
九
世
紀
半
ば
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
で
あ
る
︒
そ
の
端
緒

を
開
い
た
の
は
修
道
司
祭
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
ベ
ネ
デ
ィ
ク

ト
会
を
再
建
さ
せ
た
プ
ロ
ス
ペ
ル
・
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
︵Prosper 

Louis Pascal G
uéranger , 1805-1875

︶
だ
と
い
う
の
が
︑
研
究

者
の
間
で
ほ
ぼ
一
致
し
た
見
解
と
い
え
る
だ
ろ
う4

︒
青
年
期

に
は
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
の
﹃
キ
リ
ス
ト
教
精
髄
﹄
な
ど
か

ら
強
い
影
響
を
受
け
︑
の
ち
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
離
反

す
る
聖
職
者
ラ
ム
ネ
ー
ら
と
も
関
わ
り
を
も
ち
︑
さ
ら
に
神

学
校
時
代
に
は
古
代
教
父
た
ち
の
神
秘
思
想5

に
魅
了
さ
れ
た

彼
は
︑
ル
・
マ
ン
教
区
の
秘
書
を
経
た
の
ち
︑
ベ
ネ
デ
ィ
ク

ト
会
の
再
建
を
志
す
︒
一
八
三
二
年
︑
民
間
人
の
手
に
渡
っ

て
い
た
ソ
レ
ー
ム
修
道
院
を
買
い
取
り
再
建
し
た
彼
は
︑
そ

こ
で
仲
間
の
修
道
士
た
ち
と
と
も
に
ロ
ー
マ
典
礼6

に
則
っ
た

典
礼
中
心
の
修
道
生
活
を
開
始
し
︑
同
時
に
典
礼
の
歴
史
学

的
研
究
︑
典
礼
に
関
す
る
著
作
の
発
表
︑
後
進
の
育
成
に
奔

走
す
る
︒
彼
は
︑
ソ
レ
ー
ム
修
道
院
お
よ
び
そ
れ
に
続
い
た

多
く
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
修
道
院
の
再
建
を
通
し
て
修
道
霊

性
の
風
景
を
フ
ラ
ン
ス
社
会
・
文
化
に
復
興
す
る
と
い
う
こ

と
に
加
え
︑
そ
れ
ま
で
あ
く
ま
で
修
道
院
内
の
務
め
と
み
な

さ
れ
て
い
た
聖
務
日
課
︑
聖
職
者
だ
け
の
も
の
と
な
っ
て
い

た
ミ
サ
聖
祭
︑
充
分
な
理
解
を
欠
い
て
い
た
典
礼
暦
な
ど
を

よ
り
霊
的
な
側
面
か
ら
一
般
の
信
徒
の
信
仰
へ
と
ひ
ら
き
︑

信
仰
生
活
の
基
盤
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
を
み
ず
か
ら
の
仕

事
と
考
え
て
い
た
︒
そ
し
て
確
か
に
︑
主
著
の
一
つ
で
あ
る

プ
ロ
ス
ペル・ゲ
ラ
ン
ジェ
の
典
礼
霊
性

―
言
葉
に
よ
っ
て
、時
間
の
な
か
で

熊
谷
友
里

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
課
程
／
宗
教
学
宗
教
史
学
専
攻

第
二
部
❖
霊
性
の
探
究
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﹃
典
礼
暦
年
︵L'Année liturgique

︶﹄︵
全
一
六
巻
︑
一
八
四
一
―一
八

六
六
︶
は
あ
ら
ゆ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
に
訳
さ
れ
︑
初
版
出

版
以
降
の
六
〇
年
で
約
五
〇
万
部
が
流
通
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る7

︒

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
文
字
ど
お
り
の
瓦
礫
と
化
し
て
い
た

キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
︑
典
礼
と
教
会
法8

を
基
軸
と
し
た
調
和

的
で
天
上
的
な
中
世
的
教
会
風
景
を
出
現
さ
せ
よ
う
と
い
う

多
分
に
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
精
神
性
︑
ロ
ー
マ
教
皇
へ
の
徹

底
的
な
忠
誠
を
伴
う
保
守
性
に
よ
っ
て
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
に
は
批

判
的
な
見
方
も
あ
る
が
︑
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
彼
の
一
連

の
仕
事
が
︑
と
り
わ
け
近
世
以
降
に
は
形
容
矛
盾
に
さ
え
な

っ
て
い
た
と
こ
ろ
の
﹁
典
礼
的
霊
性
﹂
と
い
う
あ
り
方
の
可

能
性
を
示
し
て
︑
そ
の
霊
性
的
・
神
学
的
・
か
つ
美
学
的
風

土
を
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
に
新
た
に
吹
き
込
み
︑
破
壊
さ
れ
た

教
会
を
む
し
ろ
祈
り
の
主
体
で
あ
る
霊
的
共
同
体
と
し
て
描

き
直
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
︒
彼
の
典
礼
霊
性

は
︑
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
研
究
︑
教
父
学
研
究
︑
実
証
的
な
歴

史
学
的
典
礼
研
究
︑
典
礼
霊
性
研
究
へ
の
直
接
的
な
道
を
拓

き
︑
ま
た
一
方
で
は
と
り
わ
け
象
徴
主
義
に
属
す
る
作
家
た

ち
に
鮮
烈
か
つ
静
寂
な
宗
教
的
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
︑
一
九
世

紀
後
半
か
ら
の
新
し
い
カ
ト
リ
ッ
ク
文
化
風
景
を
生
み
出
し

た
と
い
え
る9

︒
一
九
世
紀
前
半
の
ロ
マ
ン
主
義
的
で
雄
弁
な

キ
リ
ス
ト
教
讃
美
の
語
り
が
︑
同
じ
く
回
顧
的
志
向
を
有
し

つ
つ
も
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
の
キ
リ
ス
ト
教

表
象
の
中
で
何
か
静
謐
で
秘
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
く
流

れ
に
は
︑
純
粋
に
文
芸
・
藝
術
の
潮
流
変
遷
や
社
会
構
造
の

変
化
に
加
え
て
︑
フ
ラ
ン
ス
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
世
界
観
に
典

礼
的
霊
性
と
い
う
視
点
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
大
き
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
︒

以
下
で
は
﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
と
い
う
観
点
に
多
少
な
り

と
も
着
目
し
つ
つ
︑
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い

プ
ロ
ス
ペ
ル
・
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
の
典
礼
霊
性
の
ご
く
一
端
を
︑
筆

者
な
り
に
解
釈
し
つ
つ
論
じ
て
い
き
た
い
︒
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
の

典
礼
論
の
特
徴
と
思
わ
れ
る
﹁
言
語
﹂
と
﹁
時
間
﹂
の
観
点

を
︑
そ
れ
ぞ
れ
前
半
と
後
半
で
扱
う
︒
な
お
本
稿
で
は
︑
ソ

レ
ー
ム
修
道
院
再
建
前
で
あ
る
二
〇
代
の
論
考
か
ら
晩
年
の

講
話
集
ま
で
と
時
間
的
に
幅
の
あ
る
資
料
を
広
く
対
象
と
し

て
い
る
︒
そ
の
た
め
︑
政
治
的
背
景
の
変
化
や
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ

自
身
の
思
想
的
変
遷
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
で
あ
ろ
う
テ
ク

ス
ト
間
で
の
微
妙
な
差
異
に
は
踏
み
込
ま
ず
︑
む
し
ろ
そ
こ

に
流
れ
る
大
き
な
思
想
的
傾
向
性
を
示
唆
す
る
も
の
に
と
ど

ま
る
︒

1
教
会
言
語
と
し
て
の
典
礼

詩
人
は
そ
れ
を
書
く
に
先
立
っ
て
自
己
の
内
に
そ
れ
が
歌

わ
れ
る
の
を
聞
く
と
い
う
事
実
に
は
変
り
は
な
い
︒

し
か
し
そ
れ
は
一
種
の
瞞
着
に
よ
る
こ
と
で
あ
る
︒

な
ぜ
な
ら
生
ま
れ
い
で
よ
う
と
す
る
新
し
い
詩
句
は
実
は

再
生
を
の
ぞ
む
古
い
詩
句
な
の
だ
か
ら

 

J
・
P
・
サ
ル
ト
ル
﹃
マ
ラ
ル
メ
論10
﹄

ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
の
典
礼
論
に
お
け
る
一
つ
の
大
き
な
特
徴
と

し
て
︑
典
礼
を
﹁
言
葉
／
言
語
﹂
と
い
う
観
点
に
お
い
て
︑
あ

る
い
は
そ
の
側
面
か
ら
捉
え
て
論
じ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
だ
ろ
う
︒
彼
は
ソ
レ
ー
ム
修
道
院
再
興
に
着
手
す
る
以

前
︑
一
八
三
〇
年
の
論
文
に
お
い
て
︑
す
で
に
典
礼
を
﹁
教

会
の
言
語
／
言
語
体
系
／
言
語
器
官
︵une langue , un 

langage

︶﹂
と
し
て
対
象
化
し
て
い
る11

︒
こ
の
年
に
発
表
さ
れ

た
四
つ
の
連
作
論
文
︵﹁
カ
ト
リ
ッ
ク
典
礼
に
つ
い
て
の
思
索12
﹂︶

は
︑
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
典
礼
の
混
乱
ぶ
り
を
批
判

し
︑
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
ロ
ー
マ
典
礼
の
正
統
性
を
主
張
す
る

と
い
う
狙
い
を
持
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
︑
言
葉
の
問
題

が
前
景
化
す
る
こ
と
は
ご
く
当
然
で
は
あ
っ
た
︒
し
か
し
ゲ

ラ
ン
ジ
ェ
が
主
張
す
る
の
は
︑
ラ
テ
ン
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
と

い
っ
た
個
別
言
語
の
様
式
的
統
一
に
関
す
る
︵
場
合
に
よ
っ
て

は
ほ
と
ん
ど
政
治
的
な
問
題
が
絡
ん
だ
︶
表
層
的
な
論
争
に
関

わ
る
こ
と
だ
け
で
は
む
ろ
ん
な
い
︒
こ
の
論
文
の
な
か
で
ゲ

ラ
ン
ジ
ェ
は
︑
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
ロ
ー
マ
典
礼
の
正
統
性
の

根
拠
を
︑
そ
の
典
礼
が
何
よ
り
も
人
間
の
言
語
︵
言
語
体
系
︶

と
は
異
な
る
特
殊
な
言
語
︵
言
語
体
系
︶
に
よ
る
も
の
︑
む
し

ろ
そ
の
よ
う
な
言
語
︵
言
語
体
系
︶
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う

点
に
お
き
︑
神
学
的
・
霊
性
的
な
観
点
か
ら
そ
れ
を
示
そ
う

と
す
る
の
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
な
彼
の
典
礼
理
解
は
︑
そ
の

後
の
著
作
に
お
い
て
も
展
開
さ
れ
深
め
ら
れ
て
い
く
基
本
的

理
解
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
以
下
︑
そ
の
後
の
著
作
も
参

照
し
つ
つ
﹁
言
葉
／
言
語
﹂
と
い
う
観
点
か
ら
把
握
さ
れ
た

ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
の
典
礼
観
を
ま
ず
は
大
き
く
眺
め
て
み
た
い
︒

ま
ず
前
提
と
し
て
︱
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
が
パ
ウ
ロ
の
言
葉
に

基
づ
い
て
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
︱
人
間
と
い
う
も
の

は
︑
自
ら
の
固
有
の
力
に
よ
っ
て
は
︑
神
に
対
し
て
相
応
し

い
言
葉
を
も
っ
て
祈
る
こ
と
が
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
と
さ

れ
る
︒
聖
霊
の
働
き
に
よ
っ
て
︑
人
間
は
神
の
前
で
﹁
言
葉

に
な
ら
な
い
呻
き
︵un gém

issem
ent inénarrable

︶﹂
の
よ
う
な

も
の
を
形
成
す
る
が13

︑
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
﹁
言
葉

に
な
ら
な
い
呻
き
﹂
で
あ
り
︑
そ
れ
し
か
持
ち
得
な
い
な
ら

ば
人
間
は
﹁
啞
者
︵des m

uets

︶﹂
で
あ
る14

︒
啞
者
で
あ
る
人

間
は
︑
た
だ
﹁
イ
エ
ス
が
啞
者
た
ち
か
ら
言
葉
を
解
き
放
つ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

︵délier la langue des m
uets

︶﹂
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
祈
り
の

﹁
言
葉
﹂
を
持
ち
︑﹁
雄
弁
と
な
る
︵rendre diserte la bouche

︶﹂

こ
と
が
で
き
る15

︑
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︒
人
は
祈
り
方
を
知

ら
な
い
の
で
﹁
主
よ
︑︵
中
略
︶
わ
た
し
た
ち
に
も
祈
り
を
教

え
て
く
だ
さ
い
﹂
と
い
う
の
で
あ
る16

︒
聖
霊
は
祈
り
を
促
す

が
︑
祈
り
の
﹁
言
葉
﹂
は
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
も

の
な
の
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
に
︑
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
に
と
っ
て
祈

41
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り
は
絶
対
的
に
与
え
ら
れ
る
も
の

0

0

0

0

0

0

0

な
の
で
あ
る
か
ら
︑
人
間

が
固
有
の
力
に
よ
っ
て
祈
り
を
﹁
生
み
出
す
・
創
作
す
る
﹂

と
い
っ
た
発
想
は
こ
と
ご
と
く
避
け
ら
れ
︑
批
判
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
︒
こ
こ
で
︑
祈
り
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
ゲ
ラ
ン

ジ
ェ
が
示
し
て
い
る
の
は
︑
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
の
な
か
で

言
葉
と
し
て
確
立
し
︑
ミ
サ
や
聖
務
日
課
の
中
で
唱
和
さ
れ

る
典
礼
の
祈
り
︑
公
的
な
祈
り
を
構
成
し
て
い
る
も
の
と
ま

ず
は
想
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う17

︒

し
か
し
な
が
ら
︑
た
と
え
典
礼
の
言
葉
が
聖
霊
に
よ
る
呻

き
に
表
現
を
与
え
た
神
な
る
わ
ざ
で
あ
る
に
せ
よ
︑
言
葉
で

あ
る
以
上
︑
何
ら
か
人
間
に
属
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
つ

ま
り
そ
れ
は
神
が
か
り
に
よ
る
意
味
を
な
さ
な
い
音
声
と
い

う
わ
け
で
は
な
く
︑
人
間
が
そ
れ
以
外
の
文
脈
に
お
い
て
も

使
用
可
能
な
体
系
的
文
法
を
有
し
た
人
間
の
道
具
た
る
言
葉

で
あ
る18

︒
し
か
し
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
は
︑
典
礼
の
言
葉
は
﹁
い
か

な
る
言
葉
も
そ
の
言
葉
に
は
近
づ
き
得
な
い
も
の
﹂
で
あ
り
︑

﹁
聖
書
に
霊
感
を
与
え
た
霊
が
再
び
語
る
﹂
も
の
な
の
だ
と
し

て
︑
通
常
の
言
葉
と
区
別
し
た
上
で
︑
個
人
に
よ
る
個
人
的

な
祈
り
の
言
葉
︵
筆
者
は
こ
れ
を
﹁
信
心
言
語
﹂
と
表
す
こ
と

に
す
る
︶
と
の
質
的
な
違
い
を
強
調
す
る19

︒
例
え
ば
︑
人
は

神
に
祈
る
と
き
︑
そ
れ
が
讃
美
で
あ
る
に
せ
よ
嘆
願
で
あ
る

に
せ
よ
︑
言
語
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
か
を
言
い
落
と
す

事
態
を
避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
︒
神
あ
る
い
は
真
理
と
い
う

も
の
が
完
全
で
充
満
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
︑
一
方
で
言

語
は
世
界
や
あ
る
特
定
の
対
象
の
充
満
的
状
態
を
断
ち
切
る

こ
と
で
︑
そ
の
あ
る
側
面
を
限
定
的
に
い
う
こ
と
を
自
ら
の

機
能
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
︑
そ
の
性
質
上
︑
す
べ
て
を

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
︒
し
か
し
︑
ゲ
ラ
ン

ジ
ェ
の
主
張
で
は
典
礼
の
言
語
は
神
／
イ
エ
ス
か
ら
の
も
の

で
あ
る
以
上
︑﹁
教
会
は
そ
の
花
婿
︹
イ
エ
ス
︺
に
対
し
て
︑

す
べ
て
を
い
う
こ
と
が
で
き
︵elle sut tout dire à son divin 
Époux

20
︶﹂
る
の
で
あ
る
︒
そ
の
た
め
︑
典
礼
に
お
い
て
は
言

語
行
為
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
言
い
落
と
し
や
誤
謬
と
い
う
視

点
は
も
た
れ
な
い
こ
と
に
な
る
︒﹁
闇
と
光
は
相
容
れ
な
い
こ

と
を
︑
花
嫁
の
言
語
は
花
婿
の
思
想
と
反
対
の
こ
と
を
い
う

こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
︑
カ
ト
リ
ッ
ク
︹
信
者
︺

は
知
っ
て
い
る
︒
し
た
が
っ
て
︵
中
略
︶
ロ
ー
マ
典
礼
は
︑
教

理
の
教
え
と
そ
の
告
白
に
お
い
て
︑
い
か
な
る
間
違
い
も
含

ま
な
い
し
︑
含
み
得
な
い
こ
と
は
確
か21

﹂
な
の
で
あ
る
︒﹁
信

仰
に
お
け
る
た
っ
た
一
つ
の
誤
謬
に
も
ロ
ー
マ
典
礼
で
は
出

会
う
こ
と
が
で
き
な
い22

﹂
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒

し
か
し
︑
そ
も
そ
も
な
ぜ
神
へ
の
人
の
呻
き
は
︑
そ
れ
で

も
な
お
人
間
の
も
の
に
属
す
る
﹁
言
葉
・
言
語
﹂
の
形
を
と

っ
た
祈
り
に
翻
案
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
︒
よ
り

正
確
に
問
う
な
ら
ば
︑
言
語
に
よ
る
典
礼
の
祈
り
が
﹁
完
全

な
も
の
﹂
で
あ
り
え
る
と
し
て
︑
一
方
で
何
か
が
完
全
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
が
含
む
要
素
が
す
べ
て
積
極
的
な
こ

と
が
ら
で
あ
る
︵
も
し
く
は
消
極
的
な
要
素
を
含
ま
な
い
︶
と

考
え
る
と
き
︑
あ
る
祈
り
が
﹁
言
葉
に
よ
る
﹂
と
い
う
こ
と

が
︑
そ
の
祈
り
の
完
全
さ
に
お
い
て
積
極
的
な
要
素
と
な
っ

て
い
る
の
は
︑
な
ぜ
だ
ろ
う
か
︒
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
は
︵
典
礼
の
︶

祈
り
の
原
理
を
︑﹁
観
想
﹂
に
お
い
て
絶
え
間
な
く
自
ら
を
讃

え
︑
自
ら
を
栄
光
あ
る
も
の
と
し
て
い
る
神
に
求
め
て
い
る23

︒

祈
り
は
ま
ず
︑
神
の
本
質
に
お
い
て
完
全
に
成
し
遂
げ
ら
れ

て
い
る
行
為
な
の
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
神
の
三
つ
の
ペ
ル
ソ

ナ
の
う
ち
一
つ
が
人
間
の
本
性
を
と
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
︑

﹁
典
礼
的
な
表
現
﹂
が
成
立
し
え
た
︑
と
述
べ
ら
れ
て
い
る24

︒

言
い
か
え
れ
ば
︑
そ
れ
は
む
ろ
ん
御
言
葉
の
受
肉
で
あ
り
︑
人

の
言
葉
を
も
っ
て
語
り
だ
す
神
の
出
現
で
あ
る
︒
こ
れ
は
イ

エ
ス
の
歴
史
的
な
時
間
の
中
で
の
受
肉
に
関
し
て
の
み
言
わ

れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
く
︑
む
ろ
ん
﹁
初
め
の
時
﹂
か
ら
存

在
す
る
三
位
一
体
の
子
に
つ
い
て
言
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る25

︒
い
う
ま
で
も
な
く
︑
こ
れ
は
神
の
御
言
葉
で
あ
る
聖

典
の
言
語
と
地
つ
づ
き
の
問
題
で
あ
る
︒
し
か
し
な
が
ら
筆

者
と
し
て
は
︑
典
礼
が
あ
く
ま
で
も
﹁
祈
り
﹂
で
あ
る
と
い

う
と
こ
ろ
が
問
題
と
な
る
だ
ろ
う
と
思
う
︒
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
自

身
も
い
う
と
お
り
︑﹁
祈
り
は
神
と
の
会
話26

﹂
で
あ
る
以
上
︑

そ
こ
に
は
神
と
の
相
互
交
流
の
様
相
が
あ
る
わ
け
だ
が
︑
そ

の
よ
う
な
関
係
性
に
お
い
て
人
間
が
発
す
る
言
葉
に
対
し
て
︑

上
の
よ
う
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
問
題

な
の
で
あ
る
︒︵
し
た
が
っ
て
︑
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
は
神
な
る

御
言
葉
︑
教
会
の
典
礼
言
語
︑
信
者
の
信
心
言
語
と
い
う
少
な
く

と
も
三
つ
の
異
な
る
レ
ベ
ル
の
言
葉
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
︒︶
こ
こ
で
興
味
深
い
こ
と
は
︑
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
が
﹁
神

は
御
自
ら
の
い
と
高
き
思
考
︑
い
と
も
熱
烈
な
望
み
の
た
め

に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
一
つ
の
言
語
を
教
会
に
負
っ
て
い

た27

﹂
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒
神
が
世
界

を
創
造
し
た
と
き
か
ら
被
造
物
と
神
の
会
話
で
あ
る
祈
り
は

始
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
︑
そ
れ
は
イ
エ
ス
と
い
う
位
格
に

よ
っ
て
︑﹁
霊
で
は
な
く
魂
と
体
と
を
有
し
て
創
造
さ
れ
た
人

間
に
よ
る
教
会28

﹂
の
祈
り
と
し
て

0

0

0

0

0

︑
言
葉
と
と
も
に
こ
そ
完

0

0

0

0

0

0

0

0

0

全0

さ
を
得
た
と
い
え
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
︒

そ
れ
で
は
︑
与
え
ら
れ
る
典
礼
の
祈
り
は
い
か
に
し
て
語

り
出
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
︒
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
言
語
化
︵
文

字
化
あ
る
い
は
音
声
化
︶
さ
れ
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
︒
ゲ
ラ

ン
ジ
ェ
は
︑
も
う
一
つ
の
主
著
﹃
典
礼
学
綱
要
﹄
の
第
一
部

第
三
章
に
お
い
て
神
へ
と
連
な
る
統
一
的
で
位
階
的
な
世
界

観
を
祈
り
の
観
点
か
ら
提
示
し
て
い
る29

︒
ま
ず
神
は
自
ら
観

想
の
状
態
に
あ
る
が
︑
そ
の
下
に
は
諸
天
使
た
ち
が
永
遠
の

な
か
で
祈
り
の
歌
を
叫
び
続
け
て
い
る
︒
さ
ら
に
諸
天
使
た

ち
の
下
に
は
天
上
に
上
が
っ
た
聖
人
た
ち
が
お
り
︑
彼
ら
も

ま
た
歌
に
よ
る
祈
り
を
捧
げ
て
い
る
が
︑
彼
ら
は
﹁
地
上
の

讃
歌
﹂
を
歌
っ
て
い
る
︒
地
上
で
讃
歌
を
歌
っ
て
い
た
彼
ら

は
︑
天
上
に
上
げ
ら
れ
て
も
︑﹁
彼
ら
の
地
上
の
讃
歌
を
歌
い

続
け
て
﹂
い
る
の
で
あ
る30

︒
こ
の
よ
う
に
︑
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
の

語
る
天
上
界
は
決
し
て
静
寂
の
中
に
あ
る
の
で
は
な
く
︑
永

42
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遠
の
祈
り
の
歌
声
が
永
遠
に
響
き
続
け
て
い
る
世
界
で
あ
る
︒

天
上
界
の
聖
人
た
ち
の
下
に
は
地
上
の
教
会
に
属
す
る
地
上

の
聖
人
た
ち
が
想
定
さ
れ
る
︒
天
上
の
聖
人
た
ち
も
︑
か
つ

て
は
こ
の
地
上
の
聖
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
︒
そ
し
て
こ
の
地

上
の
聖
人
た
ち
に
よ
っ
て
﹁
祈
り
の
言
葉
﹂
は
語
り
出
さ
れ

る
︒
典
礼
の
祈
り
と
な
る
言
葉
を
語
り
出
し
た
聖
人
た
ち
に

つ
い
て
︑﹁
カ
ト
リ
ッ
ク
典
礼
に
つ
い
て
の
思
索
︵
第
四
論

文
︶﹂
に
お
い
て
︑
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
︒

彼
ら
︹
地
上
の
聖
人
た
ち
︺
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
た

の
か
︑
ご
存
知
だ
ろ
う
か
︒︵
中
略
︶
彼
ら
は
ま
っ
た
く
動

き
ま
わ
ら
な
か
っ
た
し
︑
彼
ら
は
話
さ
な
か
っ
た
︒
彼
ら

は
聞
い
て
い
た
の
で
あ
る
︒
そ
し
て
よ
り
よ
く
彼
ら
が
聞

く
ほ
ど
に
︑
彼
ら
は
よ
く
話
し
た
の
で
あ
る
︒
こ
れ
が
︑
祈

り
の
務
め
を
果
た
し
つ
つ
一
つ
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
準
備

す
る
た
め
の
彼
ら
の
唯
一
の
方
法
な
の
で
あ
る31

︒

そ
れ
は
生
み
出
し
た
り
創
作
し
た
り
し
た
も
の
で
は
な
く
︑

﹁
聞
い
た
こ
と
﹂
の
﹁
語
り
出
し
﹂
と
言
え
る
よ
う
な
も
の
な

の
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
に
し
て
語
り
出
し
た
聖
人
た
ち
は
︑
そ

の
死
の
あ
と
に
は
天
上
界
に
お
い
て
︑﹁
地
上
の
讃
歌
を
歌
い

続
け
な
が
ら
﹂﹁
彼
ら
の
典
礼
の
状
態
に
何
も
欠
け
た
も
の
が

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
︑
い
つ
の
日
か
典
礼
に
見
え
る
形

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
に
︑
彼
ら
は
自
身
の
肉
体
を
再

び
ま
と
う
こ
と
に
な
る
﹂
日
を
待
っ
て
い
る32

︒
地
上
教
会
の

典
礼
の
言
葉
は
︑
聖
人
た
ち
の
こ
の
よ
う
な
祈
り
の
言
葉
の

継
続
と
考
え
ら
れ
る33

︒
む
ろ
ん
地
上
教
会
の
聖
人
た
ち
は
︑ま

た
新
た
に
語
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
る
︒
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
は
た

び
た
び
そ
れ
を
﹁
教
会
﹂
そ
の
も
の
を
行
為
主
と
し
て
表
現

す
る
︒

教
会
は
祈
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
︒
ま
た
︑
教
会
は
そ
れ

ら
の
神
秘
を
祝
う
こ
と
を
自
ら
の
も
の
と
し
て
い
る
︒
し

ば
し
ば
教
会
は
︑
自
ら
の
感
情
を
翻
訳
す
る
た
め
に
聖
な

る
書
物
群
を
選
ぶ
︒︵
中
略
︶
し
か
し
教
会
は
︑
し
ば
し
ば

自
ら
に
固
有
の
底
か
ら
語
り︵elle parle de son propre fonds

︶︑

そ
の
威
厳
あ
る
言
葉
は
教
会
の
子
供
ら
の
心
の
底
に
響
く

の
で
あ
る34

︒

教
会
は
聖
人
に
よ
っ
て
か
つ
て
語
り
出
さ
れ
た
祈
り
を
継
続

し
つ
つ
︑
一
方
で
聖
霊
に
満
た
さ
れ
た
教
会
そ
の
も
の
も
︑
そ

の
底
か
ら
典
礼
を
新
た
に
語
る
こ
と
が
で
き
る
︒
そ
れ
は
﹁
聖

霊
の
花
嫁
が
霊
感
の
瞬
間
に
お
い
て
聖
書
に
与
え
る
価
値
あ

る
発
展35

﹂
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
そ
れ
は
む
ろ
ん
人
間
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
︑
地
上
の
聖
人
た

ち
に
よ
っ
て
聞
か
れ
︑
聞
か
れ
た
も
の
が
歌
い
出
さ
れ
︑
そ

し
て
教
会
の
も
の
と
さ
れ
る
よ
う
な
祈
り
で
あ
る
︒
し
か
し

な
が
ら
﹁
カ
ト
リ
ッ
ク
典
礼
に
つ
い
て
の
思
索
﹂
の
中
で
は
︑

何
が
聞
か
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
︑
そ
れ
以
上
書
か
れ
て
い

な
い
︒﹃
典
礼
暦
年
﹄
の
序
文
に
お
い
て
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
は
新
し

い
祈
り
を
歌
う
こ
と
を
教
会
に
認
め
つ
つ
︑
そ
の
典
礼
が
発0

出
す
る

0

0

0

︵ém
aner

︶
源
泉
は
旧
約
聖
書
・
新
約
聖
書
・
聖
霊
の

三
つ
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り36

︑
そ
れ
は
あ
る
一
定
の
イ
メ
ー

ジ
を
与
え
て
く
れ
る
が
︑
い
ま
そ
こ
に
踏
み
込
む
こ
と
は
で

き
な
い
︒
天
使
た
ち
の
祈
り
の
声
と
聖
人
た
ち
の
言
葉
の
関

係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
︑
と
い
っ
た
問
題
も
残
る
︒
た
だ
︑

い
ま
こ
こ
で
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
︑
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
に
と

っ
て
教
会
の
言
葉
と
し
て
の
典
礼
の
祈
り
は
︑
天
上
界
ま
で

を
も
含
ん
だ
宇
宙
全
体
の
祈
り
の
響
き
の
中
で
﹁
聞
か
れ
﹂

﹁
語
り
出
さ
れ
る
﹂
祈
り
で
あ
り
︑
人
間
の
通
常
の
言
語
と
は

質
的
に
隔
た
り
の
あ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒

2
声
の
一
致

典
礼
の
祈
り
が
︑
聞
い
て
・
語
り
出
さ
れ
る
性
質
の
も
の

だ
と
す
れ
ば
︑
祈
り
の
﹁
声
﹂﹁
声
の
響
き
﹂
そ
の
も
の
に
大

き
な
重
要
性
が
お
か
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ

る
︒
と
こ
ろ
で
︑
祈
り
に
お
い
て
﹁
声
﹂
を
大
切
に
す
る
の

は
︑
そ
も
そ
も
﹃
聖
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
戒
律
﹄
に
由
来
す
る

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
の
修
道
霊
性
の
伝
統
で
も
あ
る
︒
こ
の
戒

律
は
︑
祈
り
の
態
度
に
つ
い
て
細
か
く
定
め
た
も
の
で
は
な

い
が
︑
そ
の
第
一
九
章
に
は
以
下
の
よ
う
な
文
言
が
あ
る
︒

だ
か
ら
︑
神
と
そ
の
天
使
た
ち
の
御
前
で
ど
の
よ
う
に
振

る
舞
う
べ
き
か
を
考
え
︑
詩
篇
を
唱
え
る
に
あ
た
っ
て
立

ち
︑
わ
た
し
た
ち
の
心
が
声
と
調
和
す
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
︒

 

︵
第
一
九
章
﹁
神
の
業
﹂
を
唱
え
る
態
度
に
つ
い
て37
︶

こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は
︑
心
に
声
を
合
わ
せ
る
の
で
は

な
く
﹁
声
に
心
を
合
わ
せ
る
﹂
と
い
う
祈
り
の
態
度
で
あ
る
︒

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
ソ
レ
ー
ム
修
道
院
長
で
あ
る
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ

も
︑
む
ろ
ん
こ
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
声
の
霊
性
を
受
け
継
い

で
︑﹃
戒
律
注
解
﹄
の
な
か
で
﹁
声
と
精
神
の
融
合
に
よ
っ
て
︑

生
は
観
想
的
な
も
の
に
な
る
﹂
と
述
べ
て
い
る38

︒
こ
の
戒
律

に
お
い
て
も
神
や
天
使
の
目
の
下
で
ふ
さ
わ
し
く
祈
る
こ
と

が
目
指
さ
れ
て
い
る
が
︑
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
の
場
合
に
は
先
に
見

た
と
お
り
︑
地
上
教
会
の
上
に
神
へ
と
位
階
的
に
つ
ら
な
る

天
上
界
の
祈
り
の
大
合
唱
を
よ
り
明
確
に
想
定
し
て
お
り
︑

地
上
教
会
の
典
礼
の
祈
り
も
そ
の
大
き
な
統
一
的
宇
宙
観
の

な
か
で
執
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︒
そ

れ
ゆ
え
に
︑
教
会
が
典
礼
の
祈
り
を
捧
げ
る
と
き
︑
そ
れ
は

諸
天
使
・
聖
人
が
天
上
界
に
お
い
て
永
遠
の
中
で
歌
い
続
け

43

プロスペル・ゲランジェの典礼霊性―言葉によって、時間のなかで



て
い
る
祈
り
の
歌
の
声
と
﹁
同
じ
響
き
﹂
を
持
つ
歌
と
な
り
︑

天
上
の
声
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
教
会
の
祈
り
の
声
が
神
ま
で

上
が
っ
て
い
く
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
展
開
さ
れ
て
い
く
︒
人

は
典
礼
の
祈
り
に
よ
っ
て
教
会
に
属
し
て
祈
る
と
き
︱
こ

こ
で
い
う
﹁
教
会
の
︵de l ’Église

︶﹂
と
は
︑
む
ろ
ん
教
会
と

い
う
場
所
や
領
域
に
お
い
て
な
さ
れ
る
信
者
各
々
の
祈
り
で

は
な
く
︑
教
会
が
祈
る
行
為
の
主
語
と
な
る
よ
う
な
状
態
を

指
し
て
い
る
︒﹁
教
会
の
口39

﹂
が
語
る
の
で
あ
る
︱
︑
地
上

教
会
だ
け
で
は
な
く
天
上
位
階
の
祈
り
に
も
参
入
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
り
︑
そ
の
参
入
と
は
﹁
声
﹂
に
よ
る
参
入
︑
声

の
響
き
へ
の
参
入
な
の
で
あ
る
︒﹁
カ
ト
リ
ッ
ク
典
礼
に
つ
い

て
の
思
索
︵
第
二
論
文
︶﹂
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
︒前

述
の
と
お
り
︑
典
礼
は
教
会
の
言
葉
で
あ
る
︒
し
た
が

っ
て
︑
そ
れ
は
教
会
と
同
じ
よ
う
に
普
遍
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
︒
そ
し
て
︑
そ
の
声
全
体
を
天
上
へ
向
か
っ
て
高

く
発
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
威
厳
あ
る
合
唱
︵concert

︶
以

上
に
美
し
い
も
の
︑
よ
り
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
ろ
う
か
︒

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
か
ら
立
ち
昇
り
︑
永
遠
な
る
玉
座

へ
と
ま
っ
す
ぐ
に
昇
り
ゆ
く
こ
の
普
遍
の
ホ
ザ
ン
ナ
以
上

に
美
し
い
︑
信
仰
の
一
致
︑
祈
願
︑
希
望
の
表
現
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
︒︵
中
略
︶
こ
れ
こ

そ
が
︑
一
つ
の
身
体
の
一
つ
の
声
で
は
な
か
ろ
う
か
︒
真0

に
一
同
が
声
を
合
わ
せ
た
こ
の
合
唱
に
お
い
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

︑
思
慮
深

0

0

0

い
天
上

0

0

0

︑
法
悦
に
あ
る
教
会

0

0

0

0

0

0

0

︑
集
め
ら
れ
た
人
々
は
誠
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

神
的
な
一
つ
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
を
提
供
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

︒
真
理
の
神

託
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
と
人
が
感
じ
る
の
は
︑
聖
な
る
典

0

0

0

0

礼
の
言
葉
を
発
音
し
な
が
ら

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

︵en pronançant les paroles

︶

な
の
で
あ
る
︒﹁
何
人
か
の
人
々
が
私
の
名
の
も
と
に
集
ま

る
と
き
︑
私
は
彼
ら
の
間
に
い
る
だ
ろ
う
︵
マ
タ
イ
一
八
：

二
〇
︶﹂︒
も
は
や

0

0

0

︑
我
々
の
声
が
地
上
か
ら
天
上
を
引
き

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

離
し
て
い
る
広
大
な
空
間
に
お
い
て
失
わ
れ
る
と
恐
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
は
な
い

0

0

0

0

0

︒
聖
人
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
全
体
に
護
衛

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

さ
れ

0

0

︑
我
々
の
声
は
諸
天
を
貫
く
の
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

︒
臆
病
な
罪

び
と
は
彼
の
心
が
︑
聖
人
た
ち
の
言
葉
を
繰
り
返
し
言
う

と
い
う
考
え
に
よ
っ
て
強
固
に
な
る
の
を
感
じ
る
︒
彼
の

日
々
の
敬
意
は
彼
ら
の
敬
意
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
︒
保

証
さ
れ
た
彼
の
眼
差
し
は
こ
の
地
上
の
表
面
す
べ
て
に
お

い
て
︑
す
べ
て
の
義
人
た
ち
の
あ
ら
ゆ
る
同
じ
祈
願
や
同

じ
讃
美
に
︑
彼
が
一
致
す
る
の
を
発
見
す
る
︒
だ
か
ら
彼

は
確
信
に
満
ち
て
ダ
ビ
デ
の
言
葉
を
言
う
の
で
あ
る
︒﹁
主

よ
︑
そ
し
て
私
も
ま
た
︑
聖
人
た
ち
の
集
ま
り
の
な
か
で
︑

あ
な
た
を
讃
え
ま
す
︵
詩
篇
六
〇
：
一
︶﹂
と
︒
至
高
の
教

皇
か
ら
最
も
低
い
司
祭
︑
世
界
の
端
に
至
る
ま
で
︑
そ
の

臆
病
な
声
は
反
響
を
見
出
し
︑
そ
れ
ら
に
活
力
を
与
え
る

火
を
我
が
も
の
と
し
な
が
ら
︑
人
類
皆
と
と
も
に
神
へ
と

身
を
捧
げ
る40

︒

聖
人
た
ち
の
言
葉
そ
の
も
の
を
繰
り
返
し
発
音
し
︑
声
そ
の

も
の
を
合
わ
せ
て
﹁
こ
れ
ら
の
威
厳
あ
る
言
葉
を
唱
え
る
と

き
︑
人
々
は
そ
れ
ら
が
ま
さ
に
こ
の
と
き
に
お
い
て
︑
宇
宙

全
体
に
お
い
て
繰
り
返
さ
れ
る
と
思
い41

﹂︑
反
響
を
見
出
し
て

は
臆
病
な
声
は
強
め
ら
れ
堅
固
な
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
︒

そ
し
て
﹁
も
は
や
我
々
の
声
が
地
上
か
ら
天
上
を
引
き
離
し

て
い
る
広
大
な
空
間
に
お
い
て
失
わ
れ
る
と
恐
れ
る
こ
と
は

な
い
︒
聖
人
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
全
体
に
擁
護
さ
れ
︑
我
々

の
諸
天
を
貫
く
の
で
あ
る
﹂︒
真
に
一
致
し
た
合
唱
に
お
い
て

鳴
り
響
く
声
に
つ
い
て
︑
第
三
論
文
で
は
﹁
幾
層
も
の
世
代

を
通
っ
て
我
々
の
耳
ま
で
届
く
そ
の
声
は
神
自
身
の
声
に
も

似
て
お
り
︑
堂
々
た
る
レ
バ
ノ
ン
の
杉
の
木
を
砕
き
︑
荒
れ

野
を
揺
り
う
ご
か
す
︵
詩
篇
二
九
：
五
︲
八
︶﹂
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
で
も
語
ら
れ
て
い
る42

︒
天
上
界
に
お
い
て
諸
天
使
や
聖
人

た
ち
に
よ
っ
て
叫
ば
れ
続
け
て
い
る
声
に
声
を
も
っ
て
参
入

す
る
こ
と
が
教
会
の
祈
り
の
あ
り
方
な
の
で
あ
る
︒

こ
の
声
は
祈
り
の
声
で
あ
る
が
︑
同
時
に
歌
の
声
で
も
あ

る
︒
キ
リ
ス
ト
教
の
祈
り
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
﹃
詩
篇
﹄

は
そ
も
そ
も
歌
集
で
あ
り
︑
そ
こ
に
お
い
て
は
神
へ
の
讃
美

は
そ
の
ま
ま
讃
美
の
歌
声
と
読
み
替
え
ら
れ
る
よ
う
な
性
格

を
持
っ
て
い
る43

︒
近
世
に
入
り
︑
徐
々
に
祈
り
は
歌
わ
れ
る

よ
り
も
沈
黙
の
う
ち
に
念
じ
ら
れ
る
も
の
と
な
り
︑
さ
ら
に

近
年
に
お
い
て
は
藝
術
的
な
音
楽
技
巧
が
祈
り
の
歌
を
席
巻

し
て
し
ま
っ
た
と
嘆
く
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
は
︑
地
上
・
天
上
で
一

致
し
て
捧
げ
る
讃
美
の
歌
声
の
祈
り
を
復
興
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
︒
こ
の
歌
声
に
つ
い
て
︑
具
体
的
に
は
無

伴
奏
で
単
旋
律
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と

は
間
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
︒
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
が
再
建
し
た
ベ

ネ
デ
ィ
ク
ト
会
ソ
レ
ー
ム
修
道
院
は
︑
と
り
わ
け
彼
の
の
ち

の
世
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
︑
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
研
究
の

一
つ
の
中
心
地
と
な
っ
て
ゆ
く44

︒

こ
の
よ
う
な
典
礼
言
語
に
お
け
る
声
の
重
視
は
︑
音
声
を

伴
っ
た
形
そ
の
も
の
の
重
視
で
あ
り
︑
そ
の
価
値
が
決
し
て

意
味
内
容
と
分
離
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
以
上
︑
必

然
的
に
翻
訳
の
問
題
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
︒
ゲ

ラ
ン
ジ
ェ
に
端
を
発
す
る
﹁
典
礼
運
動
﹂
は
そ
の
後
︑
中
心

を
ド
イ
ツ
語
圏
に
移
し
︑
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
に
直
結
す

る
動
き
と
な
っ
て
い
く
が
︑
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
の
﹃
典

礼
憲
章
﹄
で
は
周
知
の
と
お
り
︑
そ
れ
ま
で
約
四
〇
〇
年
厳

し
く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
典
礼
の
ラ
テ
ン
語
か
ら
各
国
語
へ
の

翻
訳
が
認
め
ら
れ
︑
ミ
サ
典
文
に
関
し
て
も
例
外
と
は
な
ら

な
か
っ
た
︒
当
時
の
ド
イ
ツ
は
︑
い
わ
ゆ
る
啓
蒙
思
想
に
対

し
て
ロ
マ
ン
主
義
的
反
動
を
迎
え
る
大
き
な
転
換
期
で
あ
っ

た
が
︑
人
々
が
母
国
語
の
助
け
に
よ
り
︑
祈
り
の
﹁
言
葉
の

意
味
を
理
解
す
る
こ
と
﹂
の
重
要
性
が
一
貫
し
て
強
調
さ
れ

る
傾
向
に
あ
っ
た
の
で
あ
る45

︒
し
か
し
︑
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
が
ラ

テ
ン
語
で
の
典
礼
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
︑
ヘ
ブ
ラ
イ
語
・
ギ

44
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リ
シ
ア
語
・
ラ
テ
ン
語
と
い
う
教
会
の
言
語
的
な
変
遷
を
認

め
つ
つ
も
︵
こ
れ
ら
は
聖
な
る
三
言
語
と
さ
れ
る46
︶︑
現
在
の
教

会
の
声
は
ラ
テ
ン
語
で
あ
り
︑
一
つ
で
あ
る
そ
の
体
︹
教
会
︺

の
一
つ
で
あ
る
声
に
参
入
す
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
︑

そ
れ
ら
の
言
葉
は
祈
り
と
し
て
﹁
分
か
ら
れ
る
﹂︑
そ
の
よ
う

な
側
面
か
ら
の
理
解
を
求
め
て
い
る
か
ら
で
あ
り
︑
そ
こ
に

は
︵
む
ろ
ん
意
味
体
系
と
し
て
の
文
法
上
の
理
解
は
有
益
で
あ
る

に
せ
よ
︶
言
語
の
﹁
理
解
﹂
に
つ
い
て
の
質
的
な
相
違
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
︒
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
は
詩
篇
一
三
六
︵
五
︶
番

が
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
聖
務
日
課
書
群
に
お
い
て
簡

易
な
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
に
変
形
さ
れ
て
お
り
︑
各
連
の
最
後
に

繰
り
返
さ
れ
るin aeternum

 m
isericordia eius

︵
神
の
い
つ
く

し
み
は
と
こ
し
え
に
︶
の
リ
フ
レ
イ
ン
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
﹁
第
四
論
文
﹂
に
お
い
て
批
判
し
て
い
る
︒
彼
に
と
っ

て
︑
そ
れ
が
聖
書
の
引
用
の
形
を
と
っ
て
典
礼
の
祈
り
と
な

っ
た
場
合
︑
も
し
く
は
聖
書
の
言
葉
を
引
か
な
い
典
礼
の
祈

り
で
あ
っ
て
も
︑
聖
書
が
決
し
て
変
形
さ
れ
え
な
い
よ
う
に

典
礼
の
祈
り
も
決
し
て
﹁
変
形
﹂
さ
れ
え
な
い
︒
そ
の
言
葉

は
意
味
に
還
元
で
き
な
い
︒
し
か
し
そ
れ
で
も
︑
そ
れ
ら
が

統
辞
的
な
性
格
を
持
っ
た
言
葉
で
あ
る
以
上
︑
通
常
の
使
用

と
共
有
さ
れ
る
次
元
で
の
意
味
を
絶
対
に
有
す
る
︒﹃
典
礼
暦

年
﹄
に
お
い
て
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
は
︑
ラ
テ
ン
語
の
典
礼
文
を
掲

載
し
つ
つ
︑
そ
の
横
に
フ
ラ
ン
ス
語
で
﹁
逐
語
訳
で
は
な
い

翻
訳
﹂
を
施
し
つ
つ
解
説
を
行
っ
た
が47

︑
そ
の
試
み
に
必
然

的
に
内
包
さ
れ
た
構
造
上
の
矛
盾
あ
る
い
は
妥
協
は
︑
果
た

し
て
半
世
紀
後
の
各
国
語
翻
訳
へ
の
道
を
拓
い
︵
て
し
ま
っ
︶

た
︑
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
︒
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
︑
聖
ベ

ネ
デ
ィ
ク
ト
の
声
の
霊
性
は
︑
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
の
典
礼
霊
性
を

経
て
︑
二
〇
世
紀
に
入
り
聖
務
日
課
の
態
度
と
し
て
教
会
全

体
の
も
の
と
定
め
ら
れ
現
在
に
繫
が
る48

︒

3
典
礼
の
時
間

地
上
教
会
の
祈
り
の
声
は
時
間
の
中
で
発
せ
ら
れ
︑
あ
る

一
定
の
時
間
持
続
す
る
が
︑
そ
れ
は
中
断
す
る
︒
し
か
し
一

方
で
天
上
界
に
響
く
声
は
永
遠
に
お
け
る
永
遠
の
声
で
あ
り
︑

不
断
不
変
で
あ
る
︒
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
は
︑
地
上
の
声
を
そ
の
声

に
合
わ
せ
る
よ
う
に
い
う
の
で
あ
る
が
︑
そ
の
時
︑
地
上
で

発
す
る
そ
の
声
は
︑
そ
の
一
致
に
お
い
て
は
確
か
に
﹁
過
去

の
声
で
あ
り
︑
ま
た
未
来
の
声
と
も
な
る
だ
ろ
う49

﹂︒
幾
世
紀

以
来
の
教
会
の
祈
り
は
︑
時
間
の
中
で
途
ぎ
れ
途
ぎ
れ
に
繰

り
返
さ
れ
た
︹
複
数
形
の
︺
祈
り
︵prières

︶
で
あ
る
が
︑
一

つ
の
永
遠
の
声
に
合
わ
さ
り
永
遠
の
神
ま
で
昇
っ
て
い
く
こ

と
に
な
る
の
で
あ
り
︑
見
方
を
反
転
さ
せ
れ
ば
﹁
永
遠
な
る

祈
り
は
︑
時
の
中
に
お
い
て
教
会
の
祈
り
︵
典
礼
︶
と
一
致

す
る50

﹂
と
考
え
ら
れ
る
︒

周
知
の
と
お
り
キ
リ
ス
ト
教
的
時
間
観
は
︑
始
ま
り
の
時

か
ら
終
わ
り
の
時
へ
と
直
線
的
に
進
む
救
済
史
的
時
間
が
基

本
に
あ
る
︒
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
の
い
う
天
上
の
祈
り
と
と
も
に
歌

う
地
上
の
祈
り
も
︑
永
遠
と
接
触
し
つ
つ
終
末
に
向
か
っ
て

歌
い
進
ん
で
い
る
の
で
あ
り
︑﹁
す
べ
て
の
覆
い
が
落
ち
︑
花

婿
と
花
嫁
の
一
致
を
永
遠
に
祝
う
こ
と
に
な
る
永
遠
な
る
ア

レ
ル
ヤ
で
地
上
の
歌
が
置
き
換
え
ら
れ
る
そ
の
日
ま
で51

﹂
歌

わ
れ
続
け
る
の
で
あ
る
︒
一
方
で
︑
キ
リ
ス
ト
教
に
は
一
年

を
基
本
単
位
と
す
る
典
礼
暦
が
存
在
す
る
︒︵
た
だ
し
現
行
の

典
礼
暦
は
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
当
時
の
も
の
と
は
異
な
る
︶︒
一
年
の
下

に
は
主
日
︵
日
曜
日
に
あ
た
る
︶
と
呼
ば
れ
る
日
を
中
心
に
一

週
間
と
い
う
単
位
が
置
か
れ
︑
一
週
間
の
下
に
は
︑
七
回
の

祈
り
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る
一
日
と
い
う
単
位
が
置
か
れ
て

い
る
︒
こ
れ
ら
は
入
れ
子
の
よ
う
な
形
で
円
環
を
な
し
て
お

り
︑
週
と
年
は
そ
れ
ぞ
れ
に
イ
エ
ス
の
生
涯
の
神
秘
を
象
徴

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
に
周
期
的
に
展
開
す

る
時
間
観
は
︑
具
体
的
に
は
聖
務
日
課
と
呼
ば
れ
る
毎
時
課

の
祈
り
︑
主
日
や
そ
の
他
暦
の
祝
祭
日
を
中
心
と
す
る
ミ
サ

聖
祭
に
よ
っ
て
生
き
ら
れ
る
時
間
で
あ
り
︑
直
線
的
で
は
な

く
円
環
的
に
繰
り
返
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
︒
根
本
的
に
態
度

の
異
な
る
二
つ
の
時
間
観
は
︑
各
時
代
の
思
想
的
・
文
化
的

な
風
土
に
左
右
さ
れ
て
そ
の
比
重
を
偏
ら
せ
な
が
ら
も
︑
共

に
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
に
お
い
て
生
き
続
け
て
き
た
も
の
で

あ
る
が
︑
と
り
わ
け
中
世
の
観
想
修
道
院
に
お
い
て
大
き
く

開
花
し
た
円
環
的
な
時
間
観
は
︑
一
七
世
紀
以
来
︑
個
人
の

領
域
が
拡
大
す
る
な
か
で
形
骸
化
し
︑
教
会
暦
そ
の
も
の
が

不
毛
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
は
批
判
す

る52

︒
そ
し
て
彼
が
説
く
の
は
︑
典
礼
暦
を
中
心
と
す
る
修
道

霊
性
の
円
環
的
な
時
間
観
を
も
っ
て
︑
救
済
史
的
で
直
線
的

な
時
間
観
を
進
み
ゆ
く
と
い
う
や
り
方
で
あ
る
︒
永
遠
に
お

い
て
は
響
き
続
け
る
も
の
を
︑
時
の
中
の
人
間
に
と
っ
て
は

繰
り
返
し
・
繰
り
返
さ
れ
る
と
い
う
仕
方
で
宇
宙
全
体
と
と

も
に
展
開
し
な
が
ら
︑﹁
神
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な
る
た
め

に
人
間
に
割
り
当
て
ら
れ
た
時
間
を
聖
化
﹂
し
つ
つ
︑
最
終

的
な
﹁
永
遠
の
歌
へ
の
置
き
換
え
﹂
ま
で
進
ん
で
い
く
の
で

あ
る
︒
地
上
で
の
讃
歌
が
永
遠
の
讃
歌
へ
と
向
か
っ
て
い
く

の
と
同
様
に
︑
こ
の
時
の
サ
イ
ク
ル
も
ま
た
永
遠
性
に
向
か

っ
て
進
ん
で
い
る
︒
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
は
祈
り
の
声
と
同
じ
く
︑
こ

の
サ
イ
ク
ル
に
関
し
て
も
時
の
始
ま
り
か
ら
在
り
︑
そ
し
て

そ
の
終
わ
り
ま
で
進
展
し
な
が
ら
も
在
る
こ
と
を
強
調
す
る
︒

﹁
こ
の
時
の
サ
イ
ク
ル
は
︹
神
の
民
の
︺
父
祖
た
ち
の
律
法
の

許
に
そ
の
出
発
点
を
持
っ
て
い
た
が
︑
書
か
れ
た
律
法
と
な

っ
て
進
歩
し
︑
や
が
て
愛
の
掟
へ
と
成
長
し
続
け
︑
つ
い
に

は
完
成
に
至
る
︒
子
羊
の
血
の
持
つ
不
敗
の
力
が
神
殿
の
二

つ
の
幕
を
引
き
裂
い
た
日
に
律
法
が
滅
び
た
よ
う
に
︑
そ
の

時
の
サ
イ
ク
ル
は
︑
永
遠
性
の
う
ち
に
消
え
て
い
く
と
い
え

る
よ
う
な
も
の53

﹂
な
の
で
あ
る
︒

典
礼
的
な
時
間
は
一
日
一
日
の
時
課
︑
週
︑
年
と
い
う
入

45
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れ
子
状
に
な
っ
て
円
環
を
描
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
︑
そ

の
よ
う
な
時
間
構
造
を
は
っ
き
り
と
認
識
し
︑
そ
れ
を
霊
性

と
し
て
体
系
的
に
組
み
立
て
よ
う
と
す
る
の
は
︑
ま
さ
に
ゲ

ラ
ン
ジ
ェ
ら
し
い
志
向
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒﹃
聖
ベ
ネ

デ
ィ
ク
ト
の
戒
律
﹄
に
お
い
て
は
︑
各
日
の
時
課
の
実
践
に

つ
い
て
は
じ
つ
に
細
か
い
規
定
が
あ
る
一
方
︑
中
世
初
期
に

お
い
て
ま
だ
整
備
が
不
完
全
で
あ
っ
た
年
間
の
暦
に
つ
い
て

の
規
定
は
驚
く
ほ
ど
に
少
な
い54

︒
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
は
典
礼
的
な

時
間
が
終
末
ま
で
進
み
ゆ
く
た
め
に
は
︑
季
節
の
推
移
を
伴

う
暦
年
と
い
う
手
段
が
不
可
欠
だ
と
し
て
︑
そ
の
霊
性
を
十

分
に
補
う
こ
と
で
典
礼
的
時
間
を
全
体
と
し
て
機
能
的
な
も

の
に
し
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位
で
の
時
間
と
い
う
も
の
を
充
実

し
た
も
の
と
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
︒

4
典
礼
暦
―
色
と
形
を
持
つ
現リ

ア
リ
テ

実
性
の
ド
ラ
マ

﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
重
要
で
あ
ろ
う

点
と
し
て
典
礼
実
践
に
お
け
る
﹁
声
﹂
と
い
う
主
題
を
考
え

た
が
︑
典
礼
暦
的
時
間
へ
の
祈
り
に
よ
る
参
入
も
ま
た
︑
い

ま
一
つ
の
重
要
な
﹁
技
法
﹂
と
い
え
る
だ
ろ
う
︒
ゲ
ラ
ン
ジ

ェ
は
﹃
典
礼
暦
年
﹄
の
序
文
に
お
い
て
︑
暦
を
用
い
て
典
礼

的
な
時
間
を
生
き
る
こ
と
は
霊
的
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
︒

さ
て
︑
教
会
で
通
常
行
わ
れ
て
い
る
典
礼
暦
年
で
あ
る
が
︑

こ
れ
は
神
の
賜
物
を
授
か
る
こ
と
に
注
意
を
向
け
た
信
者

た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
魂
の
う
ち
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
︒
神
秘
の
季
節
︵saisons m

ystiques

︶
の
推
移
は
︑
キ

リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
︑
超
自
然
的
な
生
の
手
段
を
確
保
す

る
も
の
な
の
だ55

︒

さ
て
︑
こ
こ
に
お
い
て
は
︑
と
り
わ
け
ミ
ス
テ
ー
ル
︵
神
秘
︶

と
い
う
概
念
を
よ
く
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
ミ
ス

テ
ー
ル
︵
神
秘
︶
と
い
う
語
は
︑
い
う
ま
で
も
な
く
多
義
的
・

多
層
的
で
あ
り
︑
と
り
わ
け
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
に

か
け
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
に
お
い
て
は
︑
そ
の
語
が
示
す

意
味
内
容
が
個
別
教
理
的
な
も
の
︵
例
え
ば
個
々
の
秘
跡
に
つ

い
て
い
う
︶
か
ら
教
会
論
全
体
を
包
み
込
む
よ
う
な
も
の
へ
と

大
き
く
転
換
・
飛
躍
し
た
︒
そ
の
よ
う
な
闊
達
な
議
論
の
前

世
代
に
あ
た
る
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
の
い
う
ミ
ス
テ
ー
ル
概
念
に
つ

い
て
の
理
解
は
慎
重
を
要
す
る
が
︑
少
な
く
と
も
﹃
典
礼
暦

年
﹄
に
お
い
て
彼
は
︑﹁
季
節
ご
と
の
主
の
ミ
ス
テ
ー
ル
﹂
に

参
入
す
る
よ
う
に
と
読
者
に
説
い
て
お
り
︑
そ
し
て
そ
れ
は

﹁
季
節
ご
と
の
主
の
現
前
﹂
に
立
ち
会
う
こ
と
で
あ
る
と
敷
衍

し
て
い
る
︒
こ
こ
で
い
わ
れ
る
主
の
現
前
と
は
︑
い
う
ま
で

も
な
く
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
理
と
し
て
守
ら
れ
て
き
た
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
﹁
現
実
的
現
存
﹂
で
あ
る56

︒
一
年
は
待
降
節
か

ら
始
ま
り
︑
降
誕
祭
と
復
活
祭
を
二
つ
の
柱
と
し
︑
聖
霊
降

臨
祭
の
の
ち
は
聖
体
祭
を
含
ん
だ
イ
ン
タ
ー
バ
ル
が
置
か
れ
︑

ま
た
待
降
節
が
来
る
︒
一
年
の
典
礼
暦
に
お
い
て
︑
主
の
誕

生
か
ら
昇
天
ま
で
の
一
連
の
物
語
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
が
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
時
節
に
お
い
て
な
さ
れ
る
の
は
︑
主

の
ミ
ス
テ
ー
ル
の
単
な
る
﹁
記
念
﹂
で
は
な
く
︑
実
際
の
主

の
ミ
ス
テ
ー
ル
︑
す
な
わ
ち
典
礼
暦
的
な
時
の
巡
り
の
な
か

で
確
保
さ
れ
た
主
の
現
前
で
あ
る
︒
ミ
ス
テ
ー
ル
は
新
た
に

行
わ
れ
︑
そ
し
て
信
者
は
実
際
的
に
主
の
ミ
ス
テ
ー
ル
に
新

た
に
立
ち
会
い
︑
祈
り
に
よ
っ
て
そ
こ
へ
と
結
び
つ
く
︒

彼
︹
イ
エ
ス
︺
の
誕
生
日
は
典
礼
の
中
で
再
び
生
み
出
さ

れ
る
︒
そ
し
て
毎
年
︑
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
う
ち
に
大
昔
に

神
が
な
さ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
感
情
を
刷
新
し
に
来
る

の
で
あ
る
︒︵
中
略
︶
彼
ら
︹
軽
率
で
向
こ
う
見
ず
な
人
間
た

ち
︺
は
そ
れ
を
古
代
の
残
骸
で
あ
る
と
判
断
し
よ
う
と
し
︑

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
な
か
で
は
そ
れ
が
典
礼
暦
年
に
よ
っ
て

生
き
て
お
り
不
滅
で
あ
る
と
︑
ま
っ
た
く
思
わ
な
い
の
で

あ
る
！　

で
は
︑
止
む
こ
と
の
な
い
肯
定
︵affirm

ation

︶

で
な
い
と
す
れ
ば
︑
典
礼
と
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
︒
一
回

の
も
の
と
し
て
起
こ
り
︑
し
か
し
そ
の
実
在
は
難
攻
不
落

の
︵inattaquable

︶
神
的
出
来
事
へ
の
厳
か
な
密
着

︵adération

︶
で
な
い
と
す
れ
ば
︑
典
礼
と
は
な
ん
で
あ
ろ

う
か
︒
か
の
時
以
来
の
毎
年
︑
そ
の
記
憶
が
新
た
に
さ
れ

る
の
で
あ
る
か
ら57

︒ 

︵﹃
典
礼
暦
年
﹄
序
文
︶

教
会
の
口
が
い
う
メ
シ
ア
へ
の
渇
望
は
︑
古
代
の
人
々
の

願
い
の
単
な
る
記
念
な
ど
で
は
ま
っ
た
く
な
い
︒
そ
れ
は
︑

実
際
的
な
価
値
を
持
っ
て
お
り
︑
息
子
を
我
々
に
与
え
た

天
の
父
の
壮
麗
で
大
い
な
る
行
為
を
い
ざ
な
う
︑
実
行
力

の
あ
る
影
響
を
有
し
て
い
た
︒
永
遠
の
時
か
ら
︑
古
代
の

人
々
の
祈
り
と
キ
リ
ス
ト
教
会
の
祈
り
は
一
つ
に
合
わ
さ

れ
て
お
り
︑
神
の
耳
に
提
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
︒
そ

し
て
︑
神
が
か
の
時
に
︑
救
い
主
を
芽
生
え
さ
せ
る
祝
福

さ
れ
た
露
を
地
上
に
送
っ
た
の
は
︑
そ
れ
ら
を
聞
き
届
け

ら
れ
︑
聞
き
入
れ
ら
れ
た
の
ち
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る58

︒

 

︵﹃
典
礼
暦
年
﹄
第
二
章　
﹁
待
降
節
の
ミ
ス
テ
ィ
ー
ク
﹂︶

降
誕
祭
で
は
︑
一
世
紀
の
パ
レ
ス
チ
ナ
と
い
う
過
去
の
あ
る

時
点
に
起
こ
っ
た
一
度
き
り
の
主
の
誕
生
を
想
起
し
記
念
す

る
と
い
う
だ
け
で
は
決
し
て
な
く
︑
毎
年
そ
の
時
に
お
い
て

新
た
に
受
肉
さ
れ
る
こ
と
が
祝
わ
れ
る
︒
そ
し
て
そ
れ
は
︑
毎

年
同
じ
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
暦
は
繰
り
返
さ
れ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
︑﹁
あ
る
年
か
ら
次
の
年
へ
と
移
る
と
き
︑
我
々
が
今

し
が
た
辿
っ
て
き
た
区
分
の
サ
イ
ク
ル
を
新
た
に
始
め
る
こ

と
は
︑
素
晴
ら
し
い
こ
と
に
︑
感
情
の
精
彩
さ
か
ら
も
力
か

ら
も
何
も
奪
わ
な
い
﹂︒
典
礼
は
︑﹁
為
さ
れ
た
す
べ
て
の
こ

と
を
人
間
の
救
い
と
神
と
の
再
合
一
の
益
に
な
る
よ
う
に
︑
非
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常
に
劇
的
な
刷
新
を
我
々
の
目
の
前
に
提
示
す
る
こ
と
で
そ

れ
を
行
う
か
ら59

﹂
で
あ
る
︒﹁
こ
の
よ
う
な
典
礼
暦
年
の
刷
新

力
と
は
︑︵
中
略
︶
聖
霊
の
ミ
ス
テ
ー
ル
で
あ
る
︒
そ
れ
は
︑

神
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な
る
た
め
に
人
間
に
割
り
当
て
ら

れ
た
時
間
と
い
う
も
の
を
聖
化
す
る
と
い
う
目
的
に
お
い
て
︑

聖
霊
が
教
会
に
行
う
霊
的
感
化
の
業
︵O

euvre

︶
を
絶
え
間
な

く
豊
か
に
す
る60

﹂︒
人
々
は
︑﹁
こ
の
至
高
の
は
か
ら
い
と
︑
そ

れ
が
信
仰
の
真
理
に
つ
い
て
の
知
性
や
超
自
然
的
な
生
の
発

展
に
お
い
て
為
す
進
歩61

﹂
を
崇
め
る
の
で
あ
る
︒
さ
ら
に
ゲ

ラ
ン
ジ
ェ
は
︑
聖
霊
に
よ
る
刷
新
の
促
し
を
受
け
た
キ
リ
ス

ト
教
徒
の
魂
の
こ
の
よ
う
な
進
歩
に
つ
い
て
︑
そ
の
源
泉
は

季
節
サ
イ
ク
ル
を
通
し
た
喜
び
・
悲
し
み
・
栄
光
と
い
っ
た

様
々
な
ミ
ス
テ
ー
ル
と
の
交
わ
り
︵
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
︑
コ
ミ
ュ

ニ
カ
シ
オ
ン
︶
で
あ
る
と
述
べ
る62

︒﹁
典
礼
に
お
け
る
行
交
︵
コ

ミ
ュ
ニ
カ
シ
オ
ン
︶
が
も
た
ら
す
特
別
な
恵
み
の
効
果
に
よ
っ

て
︑
こ
れ
ら
の
ミ
ス
テ
ー
ル
は
毎
年
我
々
に
来
︑
我
々
に
組

み
込
ま
れ
る
︒
そ
し
て
新
た
に
さ
れ
た
人
間
が
そ
れ
と
感
じ

る
こ
と
な
く
古
い
残
骸
の
上
に
打
ち
た
て
ら
れ
る63

﹂
の
で
あ

る
︒
信
者
は
一
年
の
暦
に
沿
っ
た
祈
り
を
通
し
て
︑
イ
エ
ス

の
様
々
な
ミ
ス
テ
ー
ル
に
全
人
的
に
参
入
し
︑
そ
こ
に
組
み

込
ま
れ
な
が
ら
進
ん
で
い
く
の
で
あ
る
︒

さ
て
︑
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
に
よ
れ
ば
典
礼
暦
年
と
は
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
ミ
ス
テ
ー
ル
の
教
会
に
お
け
る
顕
現
で
あ
る
と

同
時
に
︑
信
者
の
魂
に
お
け
る
顕
現
で
も
あ
る
と
い
う64

︒
典

礼
暦
は
信
者
の
魂
の
う
ち
に
お
い
て
も
繰
り
返
さ
れ
る
も
の

な
の
で
あ
る
︒
信
者
の
魂
は
教
会
と
と
も
に
典
礼
暦
と
い
う

道
を
通
り
︑
永
遠
の
実
在
に
触
れ
る
ミ
ス
テ
ー
ル
と
祈
り
と

に
よ
っ
て
︑
永
遠
へ
と
向
か
う
救
済
史
的
な
時
間
を
進
む
︒

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
︑
魂
に
お
け
る
典
礼
暦
年
の
展
開
が

述
べ
ら
れ
る
同
じ
箇
所
に
お
い
て
︑
信
者
は
こ
の
時
の
巡
り

の
神
的
な
連
続
性
か
ら
﹁
身
体
的
︵physiquem

ent

︶
に
も
進

歩
を
感
じ
る
に
至
る
﹂
場
合
が
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
点
で

あ
る
︒

一
般
的
に
教
会
で
行
わ
れ
る
典
礼
暦
年
で
あ
る
が
︑
こ
れ

は
神
の
賜
物
を
受
け
る
こ
と
に
注
意
深
い
各
信
者
の
魂
の

う
ち
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
︒
神
秘
的
な
季
節
の
推
移
は
︑

キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
︑
超
自
然
的
な
生
の
手
段
を
確
保

す
る
も
の
で
あ
る
︒
そ
れ
な
く
し
て
は
︑
自
然
的
な
生
な

ど
す
べ
て
多
か
れ
少
な
か
れ
偽
り
の
も
の
で
し
か
な
い
︒
そ

し
て
︑
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
﹁
時
の
巡
り
﹂
に
お
い
て
展
開

さ
れ
て
い
る
神
的
な
連
続
性
に
あ
ま
り
に
熱
心
に
没
頭
す

る
こ
と
で
超
自
然
的
生
が
自
然
的
生
を
︑
教
会
暦
が
天
文

学
的
暦
を
吸
収
し
︑
そ
こ
か
ら
身
体
的
に
も
進
化
を
感
じ

る
に
至
る
魂
が
あ
る65

︒ 

︵﹃
典
礼
暦
年
﹄
序
文
︶

こ
の
引
用
は
︑
次
の
よ
う
に
続
く
︒

し
た
が
っ
て
︑
こ
の
著
作
を
読
む
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
た
ち

は
︑
か
つ
て
は
人
々
の
喜
び
︑
学
者
た
ち
の
光
︑
謙
遜
な

人
々
の
書
物
で
あ
り
︑
そ
し
て
今
で
も
そ
う
あ
ら
ね
ば
な

ら
な
い
こ
の
﹁
時
の
巡
り
﹂
を
消
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い

信
仰
の
生
温
か
さ
や
愛
の
ま
ど
ろ
み
を
警
戒
す
る
こ
と
が

で
き
る66

︒ 

︵﹃
典
礼
暦
年
﹄
序
文
︶

ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
は
︑
暦
そ
の
他
の
典
礼
と
関
わ
り
を
持
た
ず
に

す
べ
て
を
﹁
信
仰
﹂
に
基
づ
か
せ
る
態
度
を
批
判
し
て
お
り
︑

内
面
的
・
心
理
的
な
態
度
の
み
な
ら
ず
︑
時
空
間
的
な
延
長

を
伴
っ
た
﹁
客
観
的
﹂
世
界
に
お
け
る
全
人
的
な
祈
り
へ
の

参
入
を
勧
め
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
身

体
的
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
︒
身
体
的
と
い
う

主
題
に
関
し
て
︑
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
は
少
な
く
と
も
同
じ
テ
ク
ス

ト
中
で
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
述
べ
て
い
な
い
︒
し
か
し
な
が

ら
︑
暦
は
そ
こ
に
参
入
す
る
信
者
の
変
化
・
刷
新
を
行
う
に

お
い
て
﹁
極
め
て
劇
的
な
刷
新
を
我
々
の
目
に
提
示
す
る
﹂

こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
で
き
る
だ
ろ
う
︒
す

な
わ
ち
︑
知
覚
と
い
う
身
体
的
な
感
官
を
通
し
て
経
験
的
に

受
容
さ
れ
る
こ
と
で
心
情
の
よ
う
な
も
の
が
動
か
さ
れ
る
と

い
う
ロ
マ
ン
主
義
的
な
態
度
で
あ
る
︒
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
の
こ
の

よ
う
な
志
向
は
︑
晩
年
の
﹁
観
想
的
生
に
つ
い
て
の
第
五
講

話
﹂
に
お
い
て
も
次
の
よ
う
に
表
さ
れ
て
い
る
︒

実
際
︑
聖
霊
は
教
会
に
︑
神
に
対
す
る
誉
れ
を
形
而
上
学

的
な
形
の
も
と
で
捧
げ
る
よ
う
促
し
も
し
な
か
っ
た
し
︑
神

の
力
︑
偉
大
さ
︑
正
義
︑
永
遠
性
と
い
っ
た
も
の
を
観
想

す
る
よ
う
に
促
し
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
︒
神
が
規
定
し
た

の
は
︑
こ
の
よ
う
な
形
で
は
な
く
︑︵
中
略
︶
待
降
節
か
ら

聖
霊
降
臨
祭
ま
で
の
い
と
も
大
き
な
ド
ラ
マ
だ
っ
た
の
で

す67

︒�

︵﹁
観
想
的
生
に
つ
い
て
の
第
五
講
話
﹂︶

ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
は
︑
信
者
が
待
降
節
か
ら
聖
霊
降
臨
祭
ま
で
の

一
連
の
物
語
を
︑
一
大
ド
ラ
マ
と
し
て
感
じ
る
こ
と
に
重
点

を
お
く
︒
そ
れ
は
神
学
的
な
深
ま
り
や
形
而
上
学
的
な
知
解

と
い
う
よ
り
も
も
っ
と
演
劇
的
な
も
の
︑
色
彩
と
形
を
伴
い

身
体
的
・
空
間
的
に
展
開
さ
れ
る
﹁
光
景
﹂
と
し
て
目
の
前

に
提
示
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
︒
現リ

ア
リ
テ

実
感
を
伴
っ
た
こ

れ
ら
を
﹁
な
ぞ
り
︵repasser

︶﹂﹁
ひ
と
は
︵
中
略
︶
魂
の
中
に

そ
れ
ら
の
思
想
を
刻
む68

﹂︒

待
降
節
に
と
も
な
い
︑︵
中
略
︶
我
々
の
中
で
そ
れ
ら
の
記

憶
を
再
び
生
き
生
き
と
さ
せ
る
た
め
に
︑
我
々
は
画
家
の

よ
う
に
そ
れ
ら
の
色
彩
の
上
︑
つ
ま
り
は
諸
神
秘
の
上
を

再
び
通
る
の
で
す
︒
そ
し
て
︑
降
誕
祭
・
復
活
祭
・
昇
天

祭
と
い
う
一
連
の
流
れ
が
我
々
の
目
の
も
と
で
新
た
に
展

開
し
ま
す
︒�

︵﹁
観
想
的
生
に
つ
い
て
の
第
五
講
話
﹂︶
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色
彩
と
形
を
伴
っ
て
提
示
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る
の
は
︑
ど
こ

ま
で
霊
的
な
言
説
で
あ
る
の
か
︑
あ
る
い
は
ど
こ
ま
で
実
際

の
儀
礼
や
装
束
︑
祭
壇
や
聖
堂
の
装
飾
に
関
わ
る
問
題
で
あ

る
の
か
は
検
討
し
て
み
な
く
て
は
な
ら
な
い69

︒
し
か
し
な
が

ら
興
味
深
い
こ
と
は
︑
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
が
色
彩
を
伴
っ
て
提
示

さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
ド
ラ
マ
を
﹁
顔
と
顔
を
合
わ
せ
て
み
る
﹂

と
い
う
至
福
直
観
に
お
け
る
明
ら
か
な
﹁
視
覚
性
へ
の
準
備
﹂

で
あ
る
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
︒
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
は
旧
約
聖
書

に
お
い
て
は
影
と
形
し
か
な
か
っ
た
も
の
が
︑
新
約
聖
書
に

お
い
て
現リ

ア
リ
テ

実
性
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
と
い
い
︑
し
た
が
っ

て
現
在
の
我
々
は
︑
地
上
で
生
き
た
イ
エ
ス
を
通
し
た
現リ

ア
リ
テ

実
性

ゆ
え
に
︑
つ
ま
り
色
を
伴
い
時
間
的
に
展
開
さ
れ
る
ド
ラ
マ

性
ゆ
え
に
︑
神
へ
の
祈
り
に
つ
い
て
の
新
し
い
可
能
性
が
拓

か
れ
て
い
る
と
す
る70

︒
そ
の
現リ

ア
リ
テ

実
性
を
つ
ね
に
新
た
に
繰
り

返
し
な
が
ら
︑
最
後
の
時
に
お
け
る
明
ら
か
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

ま
で
祈
り
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
︒

最
後
に
︑
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
の
霊
性
に
お
い
て
は
暦
を
含
め
典

礼
を
生
き
る
な
か
で
魂
が
感
じ
る
﹁
身
体
的
な
﹂
変
容
は
︑
魂

そ
の
も
の
の
変
容
に
関
す
る
事
柄
す
な
わ
ち
﹁
照
明
﹂﹁
観

想
﹂
と
い
っ
た
用
語
範
疇
と
不
可
分
の
関
係
に
置
か
れ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
︒
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
は
照
明
の
生71

の
基
盤
を
﹁
受
肉
か
ら
父
の
右
の
座
に
あ
げ
ら
れ
る
栄
光
の

昇
天
ま
で
の
主
の
知
識
と
そ
の
諸
ミ
ス
テ
ー
ル
の
浸
透
﹂
に

み
て
お
り
︑
ま
た
照
明
の
生
は
﹁
そ
れ
ら
の
ミ
ス
テ
ー
ル
の

増
大
し
ゆ
く
光
を
も
た
ら
す
主
の
大
い
な
る
常
な
る
所
有
の

状
態
﹂
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
︒
し
た
が
っ
て
上
記
の
よ
う

な
典
礼
暦
へ
の
参
入
は
照
明
の
生
を
生
き
る
た
め
の
基
礎
的

な
手
段
と
な
る
の
で
あ
り
︑
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
に
お
い
て
は
暦
を

含
む
典
礼
へ
の
参
加
は
観
想
に
よ
る
魂
の
聖
化
の
道
程
と
分

離
し
た
も
の
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
︑
そ
こ
か
ら
離
れ
て
は
な
し

得
な
い
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
る
︒

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
︑
プ
ロ
ス
ペ
ル
・
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
の
典
礼
観
を
︑
多

少
と
も
身
心
変
容
技
法
と
い
う
観
点
に
着
目
し
な
が
ら
検
討

し
て
き
た
︒
教
会
の
言
語
と
し
て
の
典
礼
は
人
間
的
な
日
常

言
語
と
は
質
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
り
︑
そ
の
性
格
か
ら
し

て
祈
り
の
実
践
に
お
け
る
﹁
声
﹂
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
︒

ま
た
︑
直
線
と
円
環
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
時
間
観
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
る
典
礼
的
時
間
に
お
い
て
は
︑
典
礼
暦
に
よ
る

イ
エ
ス
の
ミ
ス
テ
ー
ル
へ
の
﹁
現
実
的
﹂
な
密
着
が
︑
そ
の

﹁
現リ

ア
リ
テ

実
性
﹂
か
ら
し
て
﹁
身
体
的
な
変
化
﹂
さ
え
感
じ
さ
せ
る

も
の
と
な
り
得
る
と
い
わ
れ
た
︒
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
は
い
ず
れ
の

観
点
に
お
い
て
も
︑
個
人
の
内
面
心
理
に
お
い
て
展
開
さ
れ

て
き
た
神
と
の
合
一
と
い
う
あ
り
方
を
典
礼
と
い
う
手
段
に

よ
っ
て
時
・
空
間
的
な
人
間
の
生
き
る
場
へ
と
引
き
戻
し
︑
身

心
を
有
す
る
も
の
と
し
て
の
人
間
と
神
と
の
関
わ
り
に
戻
る

よ
う
に
と
説
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒
さ
ら
に
は
ま
た
︑

地
上
教
会
と
い
う
祈
り
の
場
が
天
上
位
階
そ
し
て
神
へ
と
続

く
も
の
︑
宇
宙
に
お
け
る
客
観
的
な
定
位
を
持
つ
も
の
で
あ

る
た
め
の
不
可
欠
な
礎
と
し
て
典
礼
を
示
し
︑
そ
こ
に
は
す

っ
か
り
崩
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
り
つ
つ
︑
決
し
て
崩
れ

て
な
ど
い
な
い
で
あ
ろ
う
共
同
体
と
し
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
復
興
へ
の
壮
大
な
理
想
・
野
望
が
看
て
取
れ
る
よ
う
で
も

あ
る
︒

確
か
に
彼
の
霊
性
は
二
〇
世
紀
以
降
の
典
礼
学
・
教
会
論

に
繫
が
っ
て
ゆ
く
が
︑
し
か
し
二
〇
世
紀
後
半
︑
典
礼
は
信

者
の
﹁
行
動
的
参
加
﹂
と
い
っ
た
方
針
を
中
心
に
と
り
わ
け

司
牧
的
側
面
を
強
め
︑
地
上
教
会
の
活
動
実
践
の
場
と
し
て

の
意
義
が
前
面
に
出
て
く
る
︒
そ
れ
に
対
し
︑
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ

の
典
礼
霊
性
の
要
は
︑
天
上
位
階
ま
で
を
も
含
め
た
宇
宙
全

体
に
よ
る
神
讃
美
へ
の
参
加
で
あ
り
︑
そ
こ
に
お
い
て
典
礼

は
︑
永
遠
性
や
真
理
と
の
真
に
霊
的
な
関
わ
り
の
領
域
と
な

る
の
で
あ
る
︒
国
家
︑
地
域
︑
企
業
と
い
っ
た
人
間
の
共
同

体
に
所
属
し
な
が
ら
生
き
る
我
々
が
︑
教
会
と
い
う
集
団
に

あ
え
て
属
す
る
と
き
︑
そ
の
共
同
体
に
霊
的
な
力
︑
大
き
さ

を
ど
れ
ほ
ど
な
り
感
じ
ら
れ
る
か
は
重
要
な
事
柄
で
あ
ろ
う
︒

典
礼
と
い
う
主
題
に
関
し
て
も
︑
い
ま
一
度
︑
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ

の
︵
さ
ら
に
は
教
会
教
父
た
ち
の
︶
典
礼
霊
性
を
見
直
す
意
義

は
多
分
に
あ
ろ
う
か
と
思
う
︒

注1　

石
井
祥
裕
﹁
典
礼
﹂﹃
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
﹄
上
智
学
院

新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
編
纂
委
員
会
編
︑
研
究
社
︑
一
九
九

六
―二
〇
一
〇
年
︒

2　
一
九
四
七
年
に
ピ
ウ
ス
一
二
世
の
回
勅
﹃
メ
デ
ィ
ア
ト
ル
・

デ
イ
﹄
で
典
礼
が
主
題
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
翌
年
一
九
四

八
年
に
典
礼
改
革
委
員
会
が
設
立
さ
れ
る
︒
そ
の
後
︑
第
二

バ
チ
カ
ン
公
会
議
期
間
中
の
一
九
六
三
年
に
ヨ
ハ
ネ
ス
二
三

世
の
も
と
で
﹃
典
礼
憲
章
﹄
が
出
さ
れ
て
初
め
て
典
礼
に
関

す
る
基
本
的
方
針
が
示
さ
れ
た
と
い
え
る
︒

3　
本
稿
で
取
り
上
げ
る
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
等
は
近
世
に
お
け
る
典
礼

の
不
毛
さ
を
古
代
・
中
世
と
比
較
し
て
厳
し
く
批
判
す
る
が
︑

そ
れ
に
対
し
て
は
近
世
霊
性
研
究
の
大
家
で
あ
るH

enri 
Brem

ond

等
か
ら
の
異
論
が
あ
る
︒例
え
ば
︑Henri Brem

ond , 
H

istoire littéraire du sentim
ent religieux en France : depuis la fin 

des guerres de religion jusqu’à nos jours , Jérôm
e M

illon , c2006 , 
t .X

, pp .314-329 .

に
お
い
て
︑
近
世
に
お
け
る
教
会
暦
に
関

す
る
活
発
な
試
み
を
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
は
見
落
と
し
て
い
る
と
い

う
批
判
が
あ
る
︒
む
ろ
ん
︑
古
代
以
来
の
各
時
代
に
お
い
て

典
礼
分
野
の
諸
事
に
関
す
る
各
論
的
な
思
索
や
実
践
的
な
整

備
は
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
︒
し
か
し
な
が
ら
︑

そ
れ
ら
を
﹁
典
礼
﹂
と
い
う
領
域
概
念
で
認
識
し
︑
そ
の
領

域
自
体
に
対
す
る
自
覚
的
な
試
み
が
開
始
さ
れ
る
の
は
︑
や

は
り
一
九
世
紀
を
俟
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒

4　
一
九
世
紀
に
開
始
さ
れ
︑
二
〇
世
紀
の
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会

議
へ
と
至
る
典
礼
研
究
・
典
礼
改
革
の
一
連
の
動
き
は

﹁M
ouvem

ent Liturgique

典
礼
運
動
﹂
と
呼
ば
れ
る
が
︑
こ

の
呼
称
を
一
八
五
一
年
に
主
著
﹃
典
礼
学
綱
要
﹄︵
第
三
巻
︶
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の
中
で
初
め
て
用
い
た
の
は
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
で
あ
る
︒
ま
た
一

九
三
三
年
の
ソ
レ
ー
ム
修
道
院
一
〇
〇
周
年
に
際
し
て
ゲ
ラ

ン
ジ
ェ
は
﹁
典
礼
運
動
の
父
﹂
と
評
価
さ
れ
て
い
る
︒

︵R
.W

.Franklin , N
ineteenth-century churches : the history of a 

new Catholicism in W
ürttemberg, England, and France , G

arland , 
1987 , pp .4-5

︶︒
典
礼
運
動
に
お
け
る
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
の
重
要

性
を
と
り
わ
け
強
調
し
た
研
究
と
し
てO

livier Rousseau , 
H

istoire du m
ouvem

ent liturgique: esquisse historique depuis le 
début du XIXe siècle jusqu’au pontificat de Pie X

, C
erf , 1945

な

ど
が
あ
る
︒

5　
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
以
降
の
典
礼
研
究
は
古
代
教
父
思
想
の
近
代
に

お
け
る
﹁
発
見
﹂
と
研
究
に
並
走
す
る
も
の
で
あ
り
︑
ゲ
ラ

ン
ジ
ェ
の
典
礼
研
究
も
基
本
的
に
は
教
父
研
究
に
根
ざ
し
た

も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
︒﹁
フ
ラ
ン
ス
の
聖
職
者
の
中
に
は
︑

ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
の
よ
う
に
︑
教
父
文
献
に
対
し
て
関
心
を
持
っ

て
い
た
人
々
が
い
く
ら
か
お
り
︑
教
父
文
献
の
翻
訳
や
編
集

の
仕
事
を
し
て
い
た
︒︵
中
略
︶
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
は
彼
ら
の
近

く
に
い
た
︒︵
中
略
︶
同
︹M

ont-Rouge

︺
社
は
︑
ミ
ー
ニ

ュ
神
父
の
指
揮
の
も
と
︑
そ
の
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
リ

ー
ズ
を
始
め
た
が
︑
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
や
と
り
わ
け
そ
の
弟
子
ピ

ト
ラ
は
そ
の
貴
重
な
協
力
者
の
一
人
と
な
っ
て
い
た
﹂︵Ibid ., 

p .14 .

︶︒

6　
ロ
ー
マ
典
礼
と
は
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
典
礼
様
式

を
い
う
︒
四
世
紀
に
ギ
リ
シ
ア
語
に
代
わ
り
ラ
テ
ン
語
典
礼

と
し
て
登
場
し
た
も
の
が
そ
の
源
流
と
な
る
︒
教
皇
が
司
式

す
る
典
礼
を
中
心
に
固
有
の
典
礼
様
式
が
徐
々
に
確
立
し
︑

司
式
者
用
典
礼
書
︵
サ
ク
ラ
メ
ン
タ
リ
ウ
ム
︶
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
た
︒
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
時
代
の
フ
ラ
ン
ク
王
国
に
は
典

礼
の
規
範
と
し
て
こ
の
サ
ク
ラ
メ
ン
タ
リ
ウ
ム
が
導
入
さ
れ

た
が
︑
そ
の
際
︑
フ
ラ
ン
ク
王
国
に
古
来
よ
り
存
在
す
る
ガ

リ
ア
典
礼
と
の
融
合
が
生
じ
︑
一
〇
世
紀
半
ば
か
ら
一
一
世

紀
は
じ
め
に
か
け
て
﹁
ロ
ー
マ
・
フ
ラ
ン
ク
典
礼
﹂
と
呼
ば

れ
る
様
式
が
生
ま
れ
た
︒
こ
れ
が
ロ
ー
マ
教
皇
庁
に
逆
輸
入

さ
れ
る
形
で
主
軸
と
な
り
︑
ロ
ー
マ
教
皇
庁
様
式
に
発
展
し

た
︒
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
が
こ
れ
を
採
用
し
た
こ
と
に
よ
り
︑

西
方
で
大
き
く
普
及
︑
ま
た
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
以
降
の
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
内
で
の
典
礼
法
規
や
典
礼
書
の
基
礎
と
な
る
︒

︵
石
井
祥
裕
﹁
ロ
ー
マ
典
礼
﹂﹃
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
﹄︑
一

九
九
六
―二
〇
一
〇
年
を
参
照
︶

7　

O
p.cit ., p .51 .

8　

ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
は
主
著
の
一
つ
で
あ
る
﹃
典
礼
学
綱
要

︵L’Institutions liturgiques

︶﹄
と
対
に
な
る
著
作
と
し
て
﹃
教
会

法
綱
要
︵L’Institutions Canoniques

︶﹄
の
執
筆
と
出
版
を
計
画

し
て
い
た
が
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
︒︵Prosper G

uéranger , 
(L’Institutions liturgiques ) , t .I , Fleuriot , D

ébécourt , 1840 , 
pp .21-22

︶

9　
﹁
一
九
〇
〇
年
ま
で
に
︑
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
の
典
礼
リ
バ
イ
バ
ル

は
フ
ラ
ン
ス
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
文
学
的
な
場
に
お
い
て
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
た
︒
ユ
イ
ス
マ
ン
ス
の
﹃
献
身
者
﹄︵
一
九

〇
三
︶
に
お
い
て
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
典
礼
は
﹁
途
方
も
な
く

美
し
い
も
の
﹂︑
技
か
ら
生
へ
転
移
の
至
高
の
媒
介
と
し
て

見
出
さ
れ
て
い
る
︒
シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ギ
ー
は
﹁
聖
性
の
神
秘

︵m
ystery of holiness

︶﹂
に
︑
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
は
カ
ト

リ
ッ
ク
の
儀
式
の﹁
神
秘
的
リ
ア
リ
ス
ム︵m

ystical realism

︶﹂

に
惹
か
れ
て
い
る︵R

.W
.Franklin , N

ineteenth-century churches , 
1987 , pp .4-5 .

︶﹂︒
し
か
し
な
が
ら
管
見
で
は
︑
ソ
レ
ー
ム
修

道
院
や
典
礼
霊
性
の
文
学
上
の
表
象
の
多
さ
に
比
し
て
︑
仏

文
学
研
究
分
野
に
お
い
て
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
に
遡
る
典
礼
復
興
と

の
関
連
を
論
じ
た
も
の
は
非
常
に
少
な
い
︒Benoît N

eiss , 

︽D
e D

om
 G

uéranger à H
uysm

ans : Le Renouveau de la 
pensée liturgique

︾, R
om

antism
e et religion , Presses 

universitaires de France , 1980 , pp .401-409

は
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ

ア
ン
と
ユ
イ
ス
マ
ン
ス
の
間
に
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
を
位
置
付
け
る

興
味
深
い
試
み
で
あ
る
が
︑
詳
細
な
テ
ク
ス
ト
分
析
に
支
え

ら
れ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
︒
ま
た
坂
口
周
輔
﹁
マ
ラ
ル
メ

の
詩
学
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
典
礼

︱
﹃
聖
務
・
典
礼
﹄
の
読

解
を
中
心
に
﹂︵﹃
言
語
情
報
科
学
﹄ 

東
京
大
学
大
学
院
総
合

文
化
研
究
科
言
語
情
報
科
学
専
攻
︑
一
一
巻
︑
二
〇
一
三
年
︑

二
〇
五
―二
二
一
頁
︶
で
は
︑
マ
ラ
ル
メ
の
詩
学
の
本
質
と

彼
の
カ
ト
リ
ッ
ク
典
礼
理
解
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
示

唆
に
富
む
が
︑
同
時
代
の
典
礼
に
関
わ
る
教
会
史
・
宗
教
史

上
の
重
要
な
動
き
に
つ
い
て
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
︒

10　
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
︑
渡
辺
守
章
・
平
井
啓
之
訳

﹃
マ
ラ
ル
メ
論
﹄
筑
摩
書
房
︑
一
九
九
九
年
︑
二
四
八
頁
︒

11　
︽C

onsidérations sur la liturgie catholique , prem
ier article

︾

︵1830

︶は
﹁
典
礼
︑
す
な
わ
ち
教
会
の
言
語
行
為
︵langage
︶

は
﹂
と
い
う
文
言
で
始
ま
っ
て
い
る
が
︑
同
論
文
で
は
﹁
典

礼
は
教
会
の
言
語
︵langue

︶
で
あ
り
﹂
と
い
う
言
い
方
も

見
ら
れ
る
︒︵M

élanges de Liturgie, d’H
istoire et de Théologie, t.I 

(1830-1837) , Solesm
es , 1887 , p .5 , p .7

︶
む
ろ
ん
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ

に
お
い
て
言
語
︑
言
語
行
為
と
い
っ
た
現
代
汎
用
さ
れ
て
い

る
言
語
学
的
概
念
が
認
識
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
︑
む

し
ろ
い
ず
れ
の
語
に
お
い
て
も
聖
霊
降
臨
の
場
面
︵
使
徒
言

行
録
二
：
三
︶
に
象
徴
的
に
見
ら
れ
る
語
る
器
官
と
し
て
の

﹁
舌lingua

﹂
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
い
と
思
わ
れ
る
︒

12　
︽C

onsidérations sur la liturgie catholique

︾, M
élanges de 

Liturgie, d’H
istoire et de Théologie, t.I (1830-1837) , Solesm

es , 
1887 , pp .5-39 , pp .92-110 .

13　
﹁
同
様
に
︑
霊
も
弱
い
わ
た
し
た
ち
を
助
け
て
く
だ
さ
い
ま

す
︒
わ
た
し
た
ち
は
ど
う
祈
る
べ
き
か
を
知
り
ま
せ
ん
が
︑

霊
自
ら
が
︑
言
葉
に
表
せ
な
い
う
め
き
を
も
っ
て
執
り
成
し

て
く
だ
さ
る
か
ら
で
す
︵﹃
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
﹄
八
：

二
六
︶﹂︒
ウ
ル
ガ
ー
タ
訳
で
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
︒

sim
iliter autem

 et Spiritus adiuvat infirm
itatem

 nostram
 

nam
 quid orem

us sicut oportet nescim
us sed ipse Spiritus 

postulat pro nobis gem
itibus inenarrabilibus . ﹃

典
礼
学
綱

要
﹄
で
は
﹁
聖
霊
は
そ
の
息
吹
に
よ
っ
て
彼
ら
︹
教
会
の
メ

ン
バ
ー
︺
を
動
か
し
︑
そ
し
て
彼
ら
を
そ
の
影
で
包
み
︑
心

に
優
し
く
鳴
り
響
く
︑
語
り
得
な
い
よ
う
な
呻
き
を
彼
ら
の

心
の
中
に
形
成
す
る
﹂
と
語
り
直
さ
れ
て
い
る
︒︵Prosper 

G
uéranger , L’Institutions liturgiques , t .I , 1840 , p .17

︶

14　

Prosper G
uéranger , L’année liturgique , t .I ( l ’A

vent) , ︽Préface 
G

énérale

︾,16 éd ., H
. O

udin , 1905 , p .9 .

15　

Ibid ., p .9 .

︵
傍
点
引
用
者
︶

16　

Ibid ., p .9 .

﹃
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
﹄
一
一
：
一
か
ら
の
引
用
で

あ
る
︒

17　
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
は
個
人
が
個
人
的
に
祈
る
こ
と
を
決
し
て
批
判

す
る
も
の
で
は
な
い
が
︑
し
か
し
典
礼
の
祈
り
が
個
人
の
祈

り
に
つ
ね
に
優
る
も
の
で
あ
り
︑
特
別
な
祈
り
で
あ
る
こ
と

を
強
調
す
る
︒﹁
典
礼
の
祈
り
は
個
人
的
な
祈
り
に
疑
い
な

く
優
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
こ
と
で
︑
我
々
は
個
人
的
な
方

法
を
廃
止
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
ま
で
は
言
っ
て
い
な
い
︒

我
々
は
た
だ
︑
そ
れ
ら
を
し
か
る
べ
き
と
こ
ろ
に
置
く
こ
と

を
望
む
の
で
あ
る
﹂︒︵Ibid ., p .15

︶
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18　

M
ichel H

enry, Paroles du Christ , Paris , Seuil , 2002

︵
ミ
シ
ェ
ル
・

ア
ン
リ
︑
武
藤
剛
史
訳
﹃
キ
リ
ス
ト
の
言
葉

︱
い
の
ち
の

現
象
学
﹄
白
水
社
︑
二
〇
一
二
年
︶
は
︑
人
間
が
日
常
的
に

用
い
る
言
葉
︵﹁
世
界
言
語
﹂
と
表
現
さ
れ
る
︶
と
︑
キ
リ

ス
ト
の
言
葉
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
の
現
れ
と
し
て
の
言
葉
と

の
質
的
な
違
い
を
主
題
化
し
た
論
考
で
あ
る
︒

19　

O
p.cit ., I-I , p .3 . 

こ
れ
は
む
ろ
ん
聖
典
言
語
と
地
つ
づ
き
の
問
題

で
あ
る
が
︑
典
礼
は
あ
く
ま
で
も
﹁
祈
り
﹂
で
あ
る
と
い
う

と
こ
ろ
が
問
題
と
な
ろ
う
︒
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
に
よ
れ
ば
﹁
祈
り

は
神
と
の
会
話l ’oraison est une conversation avec D

ieu

﹂で

あ
り
︵︽C

onférences sur la vie chrétienne par D
om

 G
uéranger

︾, 
X

X
V

III e, dans le chapitre de Saint-Pierre de Solesm
es , octobre , 

1872-m
ai , 1874 , 

ソ
レ
ー
ム
修
道
院
提
供
資
料
︑
ワ
ー
ド
形

式
︶︑
そ
こ
に
は
神
と
の
相
互
交
流
の
様
相
が
あ
る
わ
け
だ

が
︑
そ
こ
に
お
い
て
神
の
前
で
人
間
が
発
す
る
言
葉
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
︒

20　

Prosper G
uéranger , ︽C

onsidérations sur la liturgie 
catholique , I er article

︾, M
élanges de Liturgie, d’H

istoire et de 
Théologie, t.I (1830-1837) , 1887 , p .9 . 

こ
こ
で
動
詞
が
単
純
過

去
形
に
な
っ
て
い
る
の
は
︑
こ
の
引
用
の
直
前
に
﹁
初
め
の

日
以
来
﹂
と
い
う
文
言
が
あ
る
た
め
で
あ
る
︒

21　

Prosper G
uéranger , ︽C

onsidérations sur la liturgie 
catholique , III e article

︾, Ibid ., p .31 .

22　

Ibid ., p .31 .

23　

Prosper G
uéranger , L’Institutions liturgiques , t .I , I-III , 1840 , 

p .17 .

24　

Ibid ., p .17 .

25　

O
p.cit ., p .9 .

26　
︽C

onférences sur la vie chrétienne par D
om

 G
uéranger

︾, 
X

X
V

III e, dans le chapitre de Saint-Pierre de Solesm
es , 

octobre , 1872-m
ai , 1874 , 

ソ
レ
ー
ム
修
道
院
提
供
資
料
︑
ワ

ー
ド
形
式
︒

27　
︽D

ieu devait à son Église un langage digne de servir de si 
hautes pensées , de si ardents désirs

︾ (Ibid ., I-I , p .4)

28　

Ibid ., I-I , p .5 .

29　
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
は
﹃
典
礼
学
綱
要
﹄
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
執
筆
し

た
﹃
典
礼
暦
年
﹄
の
献
辞
文
に
お
い
て
︑
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ

ス
・
ア
レ
オ
パ
ギ
テ
ー
ス
の
名
前
を
引
き
︑﹁﹃
教
会
位
階

論
﹄
の
中
で
典
礼
学
の
基
礎
を
据
え
た
人
﹂
と
讃
え
て
い
る

︵Prosper G
uéranger , L’année liturgique , t .I (l ’A

vent) , ︽A
 sa 

granguer m
onseigneur D

enis-A
uguste A

ffre

︾, 1905

︶︒
ゲ

ラ
ン
ジ
ェ
の
位
階
的
世
界
観
︑
教
会
観
に
対
す
る
デ
ィ
オ
ニ

ュ
シ
オ
ス
・
ア
レ
オ
パ
ギ
テ
ー
ス
の
影
響
は
よ
く
検
討
し
て

み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
︒

30　

 Ibid ., I-III , pp .17-18 .

31　

Prosper G
uéranger , ︽C

onsidérations sur la liturgie catholique , 
IV

e article

︾, M
élanges de Liturgie, d’H

istoire et de Théologie, t.I 
(1830-1837) , 1887 , pp .99-100 .

32　

O
p.cit ., I-III , p .18 .

33　

Prosper G
uéranger , ︽C

onsidérations sur la liturgie 
catholique , IV

e article

︾, op.cit .., p .95 .

34　

Prosper G
uéranger , ︽C

onsidérations sur la liturgie 
catholique , I er article

︾, ibid ., pp .14-15 .

35　

Ibid ., p .15 .

36　

Prosper G
uéranger , L’année liturgique , t .I (l ’A

vent) , ︽Préface 
G

énérale

︾, 1905 , p .10 .

37　
︽Ergo considerem

us qualiter oporteat in conspectu 
diuinitatis et angelorum

 eius esse , et sic stem
us ad 

psallendum
, ut m

ens nostra concordet uoci nostræ . (C
aput 

X
V

IIII , D
e disciplina psallendi

︶︾, la Règle de saint Benoît I  
(Sources chrétiennes) , C

erf , 1972 , pp .534-535 .
38　
︽C

om
m

entaire de la R
ègle

︾, p .400 . (Jacques H
oulier , 

︽G
uéranger

︾, D
ictionnaire de Spiritualité , t . 6 , col . 1097-

1106

か
ら
の
引
用
︶︒

39　

Prosper G
uéranger , L’année liturgique , t .I ( l ’A

vent) , 1905 , 
pp .10-11 . 

こ
の
よ
う
に
︑
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
の
典
礼
論
は
教
会
理

解
と
平
行
し
て
展
開
し
て
い
る
の
で
︑
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
を
む
し

ろ
教
会
論
の
霊
性
家
と
し
て
評
価
す
る
べ
き
だ
と
い
う
見
解

も
あ
る
︒
例
え
ば
︑M

arie-H
élène D

eloffre , Confesser l’Eglise : 
Introduction à l’ecclésiologie de dom

 G
uéranger , Editions de 

Solesm
es , 2006 .

40　

Prosper G
uéranger , ︽C

onsidérations sur la liturgie 
catholique , II e article

︾, op.cit ., pp .19-20 .

︵
傍
点
引
用
者
︶

41　

Prosper G
uéranger , ︽C

onsidérations sur la liturgie 
catholique , IV

e article

︾, ibid ., p .96 .

42　

Prosper G
uéranger , ︽C

onsidérations sur la liturgie 

catholique , III e article

︾, ibid ., pp .30-31 .

43　
ミ
ル
ト
ス
・
ヘ
ブ
ラ
イ
文
化
研
究
所
編
﹃
詩
編
Ⅰ
︵
ヘ
ブ
ラ

イ
語
聖
書
対
訳
シ
リ
ー
ズ
︶﹄
ミ
ル
ト
ス
︑
一
九
九
〇
年
︑
二

二
三
―二
二
四
頁
︒
ま
た
詩
編
に
お
い
て
は
︑﹁
讃
美
す
る
﹂

こ
と
と
﹁
歌
う
﹂
こ
と
の
ど
ち
ら
に
も
動
詞
﹁
テ
ヒ
ラ
ー
﹂

が
使
わ
れ
て
い
る
︒

44　
現
代
日
本
に
お
い
て
﹁
ソ
レ
ー
ム
﹂
と
い
う
名
前
を
耳
に
す

る
機
会
と
し
て
︑
ソ
レ
ー
ム
修
道
院
で
の
研
究
に
基
づ
く
歌

唱
法
で
あ
る
﹁
ソ
レ
ム
唱
法
﹂
が
挙
げ
ら
れ
る
︒

45　

O
livier Rousseau , H

istoire du m
ouvem

ent liturgique : esquisse 
historique depuis le début du XIXe siècle jusqu’au pontificat de Pie 
X

, 1945 , pp .67-91 . R
.W

.Franklin , N
ineteenth-century churches 

: the history of a new Catholicism in W
ürttemberg, England, and 

France , 1987 , p .18 .

46　

Benoît N
eiss , ︽D

e D
om

 G
uéranger à H

uysm
ans : Le 

Renouveau de la pensée liturgique

︾, Rom
antism

e et religion , 
1980 , p .404 .

47　
﹁
使
徒
座
の
意
志
と
一
致
す
る
た
め
に
︑
こ
の
﹃
典
礼
暦
年
﹄

の
い
か
な
る
巻
に
お
い
て
も
︑﹁
ミ
サ
の
通
常
式
文
と
典
文
﹂

の
字
義
ど
お
り
の
翻
訳
は
施
し
て
は
い
な
い
︒
ラ
テ
ン
語
を

解
さ
な
い
人
々
の
た
め
に
は
︑
司
祭
が
祭
壇
で
遂
行
し
語
る

こ
と
す
べ
て
と
直
接
的
に
関
係
の
あ
る
行
為
を
示
す
と
い
う

方
法
で
そ
れ
を
補
う
よ
う
努
め
た
﹂︒︵Prosper G

uéranger , 
L’année liturgique , t .I (l ’A

vent) , ︽Préface G
énérale

︾, 1905 , 
p .22)

48　
﹁﹁
教
会
の
祈
り
﹂
が
そ
れ
に
参
加
す
る
人
に
よ
っ
て
自
分
自

身
の
も
の
と
な
り
︑
さ
ら
に
信
仰
心
と
神
の
豊
か
な
恩
恵
の

源
泉
と
な
る
た
め
に
︑
ま
た
︑
そ
れ
が
個
人
の
祈
り
と
使
徒

的
活
動
の
か
て
と
な
る
た
め
に
は
︑
ふ
さ
わ
し
く
︑
注
意
深

く
︑
信
心
を
こ
め
て
唱
え
る
と
と
も
に
︑
心
に
声
を
合
わ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒︵
総
則
一
九
︶﹂︵
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク

典
礼
委
員
会
編
﹃
教
会
の
祈
り
︵
新
し
い
聖
務
日
課
︶﹄
カ

ト
リ
ッ
ク
中
央
評
議
会
︑
二
〇
一
六
年
︑
一
六
頁
︶

49　

Prosper G
uéranger , ︽C

onsidérations sur la liturgie 
catholique , IV

e article

︾, op.cit ., 1887 , p .96 .
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Prosper G
uéranger , op.cit ., ︽Préface G

énérale
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51　
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し
た
が
っ
て
︑
ロ
ー
マ
典
礼
は
そ
の
典
礼
全
体
の
第
一
の

性
質
と
し
て
古
代
性
を
有
し
て
い
る
︒
い
わ
ば
教
会
と
と
も
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に
生
ま
れ
︑
典
礼
は
こ
の
世
の
言
葉
と
し
て
教
会
に
役
立
つ

よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
︒
す
べ
て
の
覆
い
が
落
ち
︑
花
婿

と
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嫁
の
一
致
を
永
遠
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祝
う
こ
と
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な
る
永
遠
な
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レ
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の
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が
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れ
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日
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︶

52　

こ
れ
に
はH

enri Brem
ond

な
ど
か
ら
批
判
が
あ
る
︒
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て
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て
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︒
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え
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︑
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し
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わ
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︑
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﹂
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vent) , C
h .2 , 1905 , pp .13-

14)

70　
︽C

onférences sur la vie chrétienne par D
om

 G
uéranger

︾, 

X
X

V
e.

71　
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
は
魂
の
成
長
を
浄
化
の
生
︑
照
明
の

生
︑
一
致
の
生
と
い
う
三
段
階
で
語
る
伝
統
が
あ
る
︒
ゲ
ラ

ン
ジ
ェ
も
デ
ィ
ニ
ュ
シ
オ
ス
・
ア
レ
オ
パ
ギ
テ
ー
ス
の
名
前

を
引
き
な
が
ら
︑
こ
の
三
つ
の
生
の
区
分
で
考
え
て
お
り
︑

そ
れ
に
つ
い
て
は
晩
年
に
講
話
を
行
っ
て
い
る
︒
彼
に
よ
れ

ば
︑
一
致
の
生
は
神
か
ら
特
別
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

が
永
遠
の
生
に
至
る
た
め
に
は
必
ず
し
も
必
要
な
も
の
で
は

な
く
︑
聖
人
た
ち
の
多
く
も
一
致
の
生
に
は
至
っ
て
い
な
か

っ
た
と
し
て
︑
あ
ま
り
強
調
さ
れ
な
い
︒
一
方
で
︑
照
明
の

生
に
つ
い
て
は
永
遠
の
命
を
得
る
た
め
に
ぜ
ひ
と
も
必
要
か

つ
す
べ
て
の
信
者
に
拓
か
れ
た
段
階
と
し
て
い
る
︒

︵︽C
onférence sur la vie illum

inative

︾dans le chapitre de 
Saint-Pierre de Solesm

es , octobre , 1872-m
ai , 1874 .

︵
ソ
レ

ー
ム
修
道
院
提
供
資
料
︑
ワ
ー
ド
形
式
︶
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は
じ
め
に

一
昨
年
末
の
二
〇
一
六
年
一
二
月
一
七
日
︑
父
井
上
松
助

が
八
六
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
そ
の
日
の
夜
一
一
時
過
ぎ
に

亡
く
な
っ
た
︒
七
日
に
危
篤
状
態
に
陥
り
︑
飲
食
が
で
き
な

い
ま
ま
の
断
食
状
態
で
最
後
の
十
日
間
ほ
ど
を
精
い
っ
ぱ
い

頑
張
っ
て
い
の
ち
の
光
を
輝
か
せ
︑
そ
れ
ま
で
介
護
し
て
き

た
母
と
バ
ン
ク
ー
バ
ー
か
ら
駆
け
つ
け
て
き
た
弟
と
私
の
三

人
で
最
期
の
看
取
り
を
す
る
た
め
の
時
間
を
与
え
て
く
れ
た
︒

葬
儀
か
ら
四
十
九
日
の
法
要
と
納
骨
を
終
え
る
ま
で
は
︑

日
中
で
も
起
き
て
い
る
の
が
辛
い
く
ら
い
の
重
苦
し
さ
を
感

じ
て
一
日
に
二
︑
三
回
は
横
に
な
っ
て
休
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
く
ら
い
だ
っ
た
︒
父
が
生
き
て
い
る
だ
け
で
支
え
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
︑
悲
し
み
が
身
体
の

重
苦
し
さ
と
し
て
体
験
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
っ
た
︒
命
日

に
あ
た
る
去
年
の
一
二
月
一
七
日
に
行
っ
た
一
周
忌
の
法
要

で
は
︑
父
の
看
取
り
の
と
き
に
妻
が
撮
影
し
て
く
れ
て
い
た

写
真
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
紹
介
し
な
が
ら
︑
思
い
出
話
や

近
況
な
ど
を
語
り
合
っ
た
︒
そ
こ
で
亡
父
の
従
弟
が
﹁
私
も
︑

あ
ん
な
ふ
う
に
家
族
に
看
取
ら
れ
て
死
ん
で
い
き
た
い
﹂
と

心
境
を
語
っ
て
く
れ
た
の
が
と
て
も
印
象
深
か
っ
た
︒

本
稿
で
は
︑
父
が
体
調
を
崩
し
た
六
年
前
の
こ
と
か
ら
︑
看

取
り
と
葬
儀
を
挟
ん
で
︑
死
後
一
年
が
経
過
す
る
ま
で
の
流

れ
を
振
り
返
り
︑
葬
儀
や
法
要
を
含
め
て
︑
父
の
看
取
り
体

験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
記
述
し
て
み
た
い
︒

体
調
を
崩
し
始
め
た
と
き
の
こ
と

二
〇
一
二
年
五
月
︑
実
家
の
ト
イ
レ
に
倒
れ
て
い
る
父
を

発
見
し
た
こ
と
が
一
連
の
流
れ
の
発
端
で
あ
っ
た
︒
実
家
の

隣
に
新
居
を
建
築
中
の
こ
と
で
︑
進
み
具
合
を
確
認
す
る
た

め
に
毎
週
実
家
に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
ら
発
見
で
き

た
の
だ
と
思
う
︒
父
の
意
識
が
し
っ
か
り
と
戻
っ
て
か
ら
尋

ね
て
み
る
と
︑
便
秘
の
た
め
に
投
薬
さ
れ
て
い
た
下
剤
を
飲

み
過
ぎ
て
苦
し
ん
で
い
た
ら
し
い
︒
母
親
か
ら
も
事
情
を
聴

い
て
み
る
と
︑
便
秘
が
父
の
日
常
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
い
て
︑
そ
れ
ま
で
に
も
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
︒

そ
の
前
年
の
二
〇
一
一
年
に
は
︑
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
を
何
回
か
訪
問
し
た
体
験
か
ら
新
居
の
建
築
計
画
を
実
行

す
る
か
ど
う
か
で
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
が
︑
結
果
と

し
て
計
画
通
り
に
進
め
た
こ
と
で
高
校
卒
業
以
来
離
れ
て
い

た
両
親
の
近
く
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
︑
空
間
的
な
距

離
の
近
さ
が
も
た
ら
す
視
界
の
変
化
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
た

体
験
で
も
あ
っ
た
︒
父
は
︑
毎
日
工
事
の
進
み
具
合
を
見
守

り
︑
お
茶
の
時
間
に
は
職
人
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
語
ら
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
っ
た
︒

九
月
に
新
居
に
引
っ
越
し
︑
一
〇
月
に
は
長
女
が
誕
生
す

る
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
も
重
な
っ
て
︑
二
人
の
子
ど
も
の
養

育
と
父
親
の
介
護
を
同
時
に
体
験
し
た
こ
と
も
︑
大
き
な
学

び
が
得
ら
れ
た
要
因
の
一
つ
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
︒

例
え
ば
︑
ト
イ
レ
で
父
の
排
便
の
お
手
伝
い
を
し
た
際
に

は
︑
長
男
や
長
女
の
出
産
の
立
ち
会
い
体
験
と
重
な
っ
て
︑
父

の
出
産
の
介
助
を
し
て
い
る
よ
う
な
想
い
を
抱
い
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
っ
た
︒
子
ど
も
の
こ
ろ
に
便
秘
に
苦
し
ん
だ
と
き

の
こ
と
︑
自
分
で
肛
門
に
指
を
突
っ
込
ん
で
︑
コ
ツ
コ
ツ
と

し
た
硬
い
感
じ
に
驚
き
な
が
ら
︑
摘
便
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
︒

そ
の
体
験
を
思
い
出
し
な
が
ら
摘
便
さ
せ
て
も
ら
い
︑
父
を

父
の
看
取
り
と
葬
儀
か
ら
学
ん
だ
こ
と　
　

井
上
ウ
ィ
マ
ラ

高
野
山
大
学
文
学
部
教
授
／
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
学
・
仏
教
瞑
想
研
究

第
二
部
❖
霊
性
の
探
究
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抱
き
か
か
え
な
が
ら
一
緒
に
息
ん
だ
︒

排
便
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
問
題
は
︑
父
の
要
介
護
度
が
上
が

り
動
け
な
く
な
る
に
つ
れ
て
重
要
度
を
増
し
︑
母
の
介
護
負

担
も
増
し
て
い
っ
た
︒
移
動
の
た
め
の
ハ
ン
ド
レ
ー
ル
の
設

置
︑
座
椅
子
型
の
簡
易
ト
イ
レ
の
導
入
︑
そ
し
て
座
敷
に
介

護
ベ
ッ
ド
を
入
れ
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
て
︑
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
に
家
事
や
食
事
の
介
護
を
し
て
も
ら
い
︑
訪
問
看
護
師
チ

ー
ム
に
排
便
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
中
心
と
し
た
健
康
管
理
を
お

願
い
し
︑
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
︒

チ
ー
ム
作
り

そ
の
中
で
も
訪
問
看
護
チ
ー
ム
の
選
択
に
つ
い
て
は
︑
摘

便
に
関
す
る
熟
練
度
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
︒
摘
便

の
と
き
に
使
う
浣
腸
の
量
の
具
合
で
︑
処
置
が
終
わ
っ
て
看

護
師
が
帰
っ
た
後
で
残
存
薬
に
よ
る
排
便
が
起
こ
り
︑
母
が

一
人
で
苦
労
す
る
と
い
う
こ
と
が
度
重
な
っ
た
か
ら
で
あ
っ

た
︒
そ
の
こ
と
を
看
護
師
に
伝
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
母

に
説
得
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
︑
そ
う
し
た
報
告
に
誠
実
に

対
応
し
て
く
れ
︑
上
手
に
薬
の
量
を
調
整
し
な
が
ら
や
さ
し

く
巧
み
に
母
に
話
し
か
け
︑
丁
寧
に
父
の
世
話
を
し
て
く
れ

る
訪
問
看
護
チ
ー
ム
を
選
ぶ
の
が
私
の
役
割
で
あ
っ
た
︒

そ
の
こ
ろ
私
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
研
究
に
関
連
し
て
︑

精
神
科
医
神
田
橋
條
治
先
生
を
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え

た
緩
和
ケ
ア
事
例
検
討
会
に
参
加
し
て
い
た
の
だ
が
︑
そ
こ

に
父
の
事
例
を
出
し
て
専
門
家
た
ち
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が

で
き
た
こ
と
も
︑
現
実
を
理
解
す
る
た
め
に
と
て
も
役
立
っ

た
︒
薬
の
選
択
を
含
め
て
︑
き
わ
め
て
多
く
の
要
素
が
か
ら

ん
で
い
て
︑
日
常
的
な
問
題
で
あ
り
な
が
ら
﹁
た
か
が
排
便
︑

さ
れ
ど
排
便
﹂
で
あ
り
簡
単
に
は
解
決
し
な
い
側
面
が
あ
る

た
め
︑
日
々
細
や
か
に
観
察
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
学
ん

だ
の
で
あ
る
︒

こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
︑
訪
問
入
浴
の
導
入
は
︑
父
を
含

め
て
家
族
に
と
っ
て
心
安
ら
ぐ
ひ
と
と
き
を
提
供
し
て
く
れ

る
週
一
回
の
大
切
な
機
会
と
な
っ
た
︒
看
護
師
を
含
め
三
人

一
組
で
訪
問
し
て
く
れ
て
︑
丁
寧
に
優
し
く
テ
キ
パ
キ
と
父

の
身
体
を
移
動
し
︑
湯
加
減
を
見
て
話
し
か
け
な
が
ら
身
体

を
洗
い
︑
拭
い
て
乾
か
し
︑
ク
リ
ー
ム
な
ど
を
塗
り
な
が
ら

褥
瘡
や
傷
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
れ
る
こ
と
で
︑
気
持
ち

良
さ
と
安
心
感
を
も
ら
え
て
い
た
よ
う
に
思
う
︒
そ
の
手
際

に
は
日
本
人
な
ら
で
は
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
身
体
技
法
の
伝

統
が
生
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な

い
︒こ

の
よ
う
な
状
況
下
で
︑
帰
宅
し
て
隣
に
い
る
と
き
に
は

直
接
手
を
貸
す
こ
と
が
あ
る
に
し
て
も
︑
週
末
以
外
は
仕
事

で
単
身
赴
任
状
態
の
私
に
で
き
る
こ
と
は
︑
い
ち
ば
ん
の
介

護
者
で
あ
る
母
の
負
担
を
軽
減
し
て
父
が
よ
い
ケ
ア
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
支
援
チ
ー
ム
を
構
成
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
︒
チ

ー
ム
を
作
る
に
あ
た
っ
て
は
︑
豊
か
な
経
験
と
広
い
人
脈
を

持
っ
た
よ
き
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
出
会
え
た
こ
と
が
幸
運

の
一
つ
で
あ
っ
た
︒
彼
女
を
紹
介
し
て
く
れ
た
の
は
︑
父
が

一
時
入
院
な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
た
ホ
ス
ピ
ス
で
働
い
て
い

た
知
り
合
い
の
看
護
師
で
あ
っ
た
︒
そ
の
彼
は
音
楽
療
法
の

研
修
会
で
知
り
合
っ
た
仲
間
で
あ
っ
た
︒
い
ざ
と
い
う
と
き

の
個
人
的
な
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
身
に
染
み
て
感
じ
た
︒

「
ど
の
よ
う
に
死
ん
で
ゆ
き
た
い
か
」を

確
認
す
る

体
調
を
壊
し
始
め
て
か
ら
最
期
を
迎
え
る
ま
で
に
は
四
年

の
年
月
が
流
れ
た
の
だ
が
︑
最
初
の
変
化
の
大
き
さ
に
驚
い

た
私
は
︑
父
は
早
け
れ
ば
そ
の
年
内
に
突
然
に
逝
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
惧
を
抱
い
た
︒
そ

こ
で
私
は
思
い
切
っ
て
父
に
﹁
人
は
い
つ
か
死
ぬ
も
の
だ
け

ど
︑
も
し
死
ん
で
い
く
と
し
た
ら
︑
お
父
さ
ん
は
ど
ん
な
ふ

う
に
し
て
死
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
？
﹂
と
︑
尋
ね
て
み
た
︒

胃い

瘻ろ
う

や
輸
液
︑
人
工
呼
吸
器
な
ど
を
使
っ
た
延
命
治
療
を
受

け
て
も
生
き
て
ゆ
き
た
い
か
︑
そ
れ
と
も
食
べ
ら
れ
な
く
な

る
の
を
一
区
切
り
と
し
て
︑
な
る
べ
く
自
然
な
形
で
生
き
抜

い
て
ゆ
き
た
い
か
︑
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
な

が
ら
質
問
し
て
み
た
︒
す
る
と
︑
父
の
答
え
は
﹁
で
き
る
だ

け
︑
自
然
に
が
い
い
な
ぁ
︙
︙
﹂
と
︑
単
純
で
明
確
で
あ
っ

た
︒
は
っ
き
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
う
ち
に

こ
の
会
話
を
し
て
お
い
た
こ
と
が
︑
や
が
て
来
る
こ
と
に
な

る
い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
に
お
け
る
意
思
決
定
を
助
け
て
く

れ
た
︒

そ
の
最
初
の
出
来
事
は
︑
二
〇
一
三
年
の
年
末
に
や
っ
て

き
た
︒
父
が
脳
梗
塞
を
起
こ
し
て
緊
急
入
院
し
た
際
︑﹁
胃
瘻

を
す
る
か
ど
う
か
？
﹂
の
意
思
決
定
を
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
︒

そ
の
病
院
の
院
長
は
母
に
︑﹁
胃
瘻
を
し
な
け
れ
ば
あ
と
二
︑

三
カ
月
の
命
だ
ろ
う
﹂
と
︑
暗
に
胃
瘻
を
迫
っ
た
と
い
う
︒
し

か
し
父
の
意
志
を
確
認
し
て
い
た
私
は
︑
母
と
充
分
に
話
し

合
っ
た
う
え
で
︑
胃
瘻
は
し
な
い
こ
と
︑
そ
の
上
で
脳
梗
塞

の
た
め
の
治
療
を
進
め
て
も
ら
い
︑
で
き
る
だ
け
自
力
で
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
努
力
し
て
ゆ
き
た
い
と
い
う
希

望
を
伝
え
た
︒
す
る
と
︑
そ
の
病
院
の
対
応
は
き
わ
め
て
そ

っ
け
な
い
も
の
と
な
り
︑
充
分
な
退
院
指
導
も
し
て
も
ら
え

な
い
ま
ま
放
り
出
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
の
退
院
に
な
っ
た
︒

胃
瘻
を
す
る
こ
と
で
医
療
経
済
の
資
源
に
な
ら
な
い
患
者
は

で
き
る
だ
け
早
く
手
放
し
て
し
ま
い
た
い
と
い
う
病
院
側
の

意
向
が
見
え
て
腹
立
た
し
か
っ
た
︒
大
量
死
時
代
の
到
来
に

備
え
た
﹁
地
域
包
括
支
援
﹂
の
中
で
﹁
在
宅
﹂
を
優
先
す
る

と
い
う
の
は
こ
う
い
う
こ
と
を
言
う
の
か
と
︑
考
え
さ
せ
ら

れ
も
し
た
︒
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だ
だ
ひ
と
つ
救
い
に
も
感
じ
ら
れ
た
の
は
︑
救
急
車
で
搬

送
さ
れ
た
と
き
に
対
応
し
て
く
れ
た
医
師
の
対
応
が
イ
ン
フ

ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
を
充
分
に
理
解
し
た
も
の
で
あ
り
︑
こ

ち
ら
の
意
向
を
し
っ
か
り
と
傾
聴
し
て
治
療
方
針
を
立
て
て

く
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
︒
こ
の
医
師
は
︑
正
月
休
暇
の
臨
時

職
員
と
し
て
他
の
系
列
病
院
か
ら
派
遣
さ
れ
て
来
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
︒
院
長
の
態
度
は
医
療
経
済
丸
出
し
の
権

威
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
︑
非
常
勤
と
し
て
働
い
て
い
る
医

師
の
中
に
は
患
者
や
家
族
の
意
志
を
大
切
に
す
る
医
療
を
心

が
け
て
い
る
人
も
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
こ
と
が
慰
め
に
な

っ
た
の
で
あ
る
︒

大
き
な
見
方
を
す
る
と
︑
病
院
経
営
と
し
て
は
医
療
経
済

を
最
優
先
さ
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
︑
そ
こ
に
価

値
を
見
い
だ
せ
る
人
が
権
威
秩
序
を
駆
け
上
が
っ
て
院
長
と

な
り
得
る
︒
そ
の
一
方
で
︑
患
者
や
家
族
を
優
先
し
た
医
療

を
心
が
け
る
医
師
の
中
に
は
︑
非
常
勤
と
し
て
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
を
活
か
し
な
が
ら
自
分
の
理
想
と
す
る
医
療
を
模
索
し
つ

つ
生
計
を
立
て
て
ゆ
く
生
き
方
を
選
ぶ
人
も
い
る
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
︒

こ
の
病
院
の
あ
り
様
は
︑
超
高
齢
化
・
大
量
死
時
代
を
迎

え
る
た
め
の
地
域
包
括
支
援
と
い
う
政
策
に
合
致
し
た
典
型

例
で
あ
り
得
る
こ
と
も
了
解
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
︒
私
は

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
こ
の
病
院
体
験
の
感
想
を
話
し
合
い

な
が
ら
︑
総
力
を
挙
げ
て
父
親
の
ケ
ア
チ
ー
ム
を
作
り
上
げ

て
ゆ
く
決
意
を
固
め
た
︒
そ
の
意
味
で
よ
い
学
び
と
な
っ
た

出
来
事
で
あ
っ
た
︒

「
死
ぬ
の
も
大
仕
事
だ
な
ぁ
…
…
」

胃
瘻
を
し
な
い
と
い
う
選
択
は
正
解
だ
っ
た
よ
う
で
︑
父

は
着
実
に
回
復
し
︑
麻
痺
は
残
っ
た
も
の
の
自
力
で
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
︒
た
だ
︑
以
前
の
よ
う
に
普
通

の
食
事
が
で
き
る
ま
で
に
は
回
復
せ
ず
︑
刻
み
食
や
と
ろ
み

を
つ
け
て
飲
み
込
み
や
す
く
す
る
工
夫
が
必
要
に
な
り
︑
そ

の
ぶ
ん
母
親
の
負
担
が
増
え
て
い
っ
た
︒
最
初
は
︑
ヘ
ル
パ

ー
と
い
う
他
者
が
自
分
の
台
所
に
入
る
の
を
受
け
入
れ
が
た

い
様
子
で
あ
っ
た
母
親
も
︑
次
第
に
父
の
介
護
を
他
人
に
支

援
し
て
も
ら
う
こ
と
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
︒

ヘ
ル
パ
ー
と
の
個
人
的
な
会
話
も
深
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ

り
︑
日
本
舞
踊
の
名
取
の
資
格
を
持
つ
母
親
は
︑
ヘ
ル
パ
ー

の
女
性
の
経
営
す
る
介
護
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
踊

り
を
披
露
す
る
と
い
う
交
流
に
発
展
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ

る
︒そ

の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
か
︑
あ
る
と
き
父
は
ふ

と
﹁
死
ぬ
の
も
大
仕
事
だ
な
ぁ
︙
︙
﹂
と
漏
ら
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
︒﹁
ど
の
よ
う
に
死
ん
で
い
き
た
い
か
？
﹂
に
つ
い
て

父
に
尋
ね
た
そ
の
後
の
こ
と
︑
私
は
思
い
切
っ
て
死
ん
で
ゆ

く
と
き
の
意
識
の
流
れ
に
つ
い
て
父
に
話
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
︒
父
は
私
が
訳
し
た
パ
ー
リ
語
の
勤
行
を
毎
朝
お
仏
壇
の

前
で
続
け
て
い
る
よ
う
な
人
だ
っ
た
の
で
︑
私
も
こ
の
機
会

を
逃
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
︒
き
っ
と
父
は

そ
の
話
の
内
容
を
よ
く
覚
え
て
い
て
︑
脳
梗
塞
を
起
こ
し
て

死
線
を
さ
ま
よ
っ
た
と
き
に
﹁
し
っ
か
り
と
瞑
想
し
な
が
ら

死
ん
で
い
こ
う
﹂
と
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
︒

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
で
は
臨
終
の
際
の
教
え
が
﹃
死
者
の
書
﹄

に
ま
と
め
ら
れ
て
︑
死
の
直
前
に
枕
経
と
し
て
読
ま
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
︒
そ
の
教
え
の
根
源
と
し
て
共
通

す
る
ア
ビ
ダ
ン
マ
の
教
え
に
臨
終
心
路
︵m

arana-āsana-vīthi

︶

が
あ
る
︒
そ
こ
で
は
︑
死
の
直
前
の
意
識
プ
ロ
セ
ス
に
浮
上

す
る
可
能
性
の
高
い
イ
メ
ー
ジ
が
︑
次
の
三
つ
の
タ
イ
プ
に

分
類
さ
れ
て
い
る
︒
①
死
の
直
後
に
ど
の
世
界
に
転
生
す
る

か
を
決
定
す
る
業
の
記
憶
︑
②
そ
の
業
を
行
っ
た
と
き
の
場

面
を
象
徴
す
る
イ
メ
ー
ジ
︑
③
生
ま
れ
変
わ
っ
て
ゆ
く
世
界

を
象
徴
す
る
イ
メ
ー
ジ
︒

私
は
︑
臨
終
心
路
の
教
え
を
ベ
ー
ス
に
し
て
︑﹃
死
者
の

書
﹄
に
説
か
れ
る
光
の
教
え
も
交
え
て
︑﹁
死
ん
で
い
く
と
き

に
は
︑
こ
う
し
た
い
ろ
い
ろ
な
イ
メ
ー
ジ
や
光
が
見
え
て
く

る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
︑
い
ち
ば
ん
大
切
な
こ
と
は
︑
ど

ん
な
も
の
が
浮
か
ん
で
き
て
も
︑
囚
わ
れ
て
し
ま
わ
ず
に
︑

﹃
あ
あ
︑
こ
ん
な
も
の
が
見
え
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
﹄
と
あ
り
の

ま
ま
に
見
つ
め
な
が
ら
進
ん
で
い
く
こ
と
だ
よ
︑︒
瞑
想
の
と

き
と
同
じ
だ
よ
﹂
と
話
し
た
︒
き
っ
と
ブ
ッ
ダ
の
時
代
に
も
︑

修
行
者
同
士
が
看
取
り
看
取
ら
れ
る
実
践
の
中
で
︑
人
生
最

期
の
瞬
間
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
︑
そ
の
背
後
で

ど
の
よ
う
な
意
識
の
流
れ
が
展
開
す
る
か
に
つ
い
て
︑
如
実

に
観
察
し
合
う
実
践
が
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
思
う
︒

父
が
退
院
し
た
後
の
在
宅
生
活
も
そ
れ
な
り
に
安
定
し
た

こ
ろ
︑
訪
問
看
護
チ
ー
ム
の
主
催
者
で
も
あ
り
父
の
看
取
り

を
含
め
て
主
治
医
を
お
願
い
し
て
い
る
医
師
と
︑
救
急
車
を

呼
ぶ
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
︒
今

回
は
微
細
な
麻
痺
の
徴
候
を
発
見
し
て
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼

ん
だ
の
だ
が
︑
父
の
た
め
に
は
︑
今
後
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

救
急
車
を
呼
ぶ
の
が
よ
い
の
か
︑
あ
る
い
は
呼
ば
ず
に
い
る

の
が
よ
い
の
か
に
つ
い
て
気
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
︒
彼

は
﹁
呼
ば
な
い
で
い
る
手
も
あ
る
し
︑
気
が
つ
い
た
ら
朝
冷

た
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
し
︑
も
し
か
し
た
ら

そ
ち
ら
の
ほ
う
が
幸
せ
か
も
し
れ
な
い
ね
ぇ
﹂
と
答
え
て
く

れ
た
︒
自
然
に
死
ん
で
ゆ
く
と
い
う
こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
を
改
め
て
考
え
て
み
る
機
会
と
な
っ
た
︒

人
生
の
最
期
に
浮
上
す
る
五
つ
の

テ
ー
マ

こ
の
と
き
︑
私
は
自
著
で
も
あ
る
﹃
人
生
で
大
切
な
五
つ

の
仕
事
︱
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
と
仏
教
の
未
来
﹄
に
つ
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い
て
考
え
て
み
た
︒
こ
の
本
で
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
は
︑
北

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
あ
る
ペ
タ
ル
マ
ホ
ス
ピ
ス
の
医
師
で

あ
る
ス
コ
ッ
ト
・
エ
ヴ
ァ
リ
ー
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
︑
仏
教
瞑
想
を
含
め
て
︑
私
な
り
に
展
開
し
た
も

の
で
あ
る
︒
彼
と
出
会
っ
た
の
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
開

催
さ
れ
た
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
学
会
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
参
加
し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒
二
〇
〇
五
年
に
高
野

山
大
学
に
呼
ば
れ
て
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
教
育
を
担
当
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
き
︑
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
禅
セ
ン
タ

ー
の
主
催
す
る
禅
ホ
ス
ピ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
視
察
を
計
画

し
︑
そ
の
一
環
と
し
て
そ
の
学
会
に
も
参
加
し
た
の
だ
っ
た
︒

ス
コ
ッ
ト
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
私
が
日
本
人
で

あ
る
こ
と
を
知
る
と
︑
彼
は
﹁
九
〇
年
代
に
信
州
大
学
で
ホ

ス
ピ
ス
論
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
こ
と
が
あ
る
ん
だ
︒
北
米

で
も
五
本
の
指
に
入
る
ホ
ス
ピ
ス
を
運
営
し
て
い
る
の
で
見

学
に
来
た
ら
い
い
よ
︒
全
部
見
せ
て
あ
げ
る
か
ら
﹂
と
招
待

し
て
く
れ
た
︒

人
生
の
最
期
に
浮
上
し
て
く
る
こ
と
が
多
い
五
つ
の
テ
ー

マ
と
は
︑
①
人
生
の
意
味
を
見
い
だ
す
︑
②
自
他
を
許
す
︑
③

﹁
愛
し
て
い
る
よ
﹂
を
伝
え
る
︑
④
﹁
あ
り
が
と
う
﹂
を
伝
え

る
︑
⑤
﹁
さ
よ
な
ら
﹂
を
伝
え
る
︑
で
あ
る
︒
ス
コ
ッ
ト
の

教
え
は
私
の
臨
床
経
験
と
も
一
致
し
て
い
た
の
で
︑
自
分
な

り
に
使
わ
せ
て
も
ら
う
許
し
を
も
ら
っ
て
帰
っ
て
き
た
︒

そ
の
同
じ
学
会
で
は
︑
前
年
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
キ
ュ
ー
ブ

ラ
ー
・
ロ
ス
の
死
去
に
伴
っ
て
﹁
ロ
ス
賞
﹂
が
制
定
さ
れ
︑
そ

の
受
賞
者
と
し
て
禅
ホ
ス
ピ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
立
し
た

フ
ラ
ン
ク
・
オ
ス
タ
ゼ
ス
キ
と
ウ
パ
ー
ヤ
禅
セ
ン
タ
ー
創
設

者
で
エ
ン
ゲ
イ
ジ
ド
・
ブ
デ
ィ
ス
ト
で
も
あ
る
ジ
ョ
ア
ン
・

ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
老
師
の
記
念
講
演
を
聴
く
機
会
に
も
恵
ま

れ
た
︒
フ
ラ
ン
ク
は
慈
悲
が
苦
し
み
を
受
け
と
め
る
た
め
の

器
と
な
る
こ
と
を
語
り
︑
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
は
死
を
タ
ブ
ー

視
す
る
こ
と
な
く
語
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
健
全
さ
と
生

育
歴
を
ふ
り
か
え
っ
て
お
く
こ
と
が
終
末
期
ケ
ア
に
た
ず
さ

わ
る
基
盤
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
︒
後
に
ハ
リ

フ
ァ
ッ
ク
ス
の
﹃
死
に
ゆ
く
人
と
共
に
あ
る
こ
と
︱
マ
イ

ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
よ
る
終
末
期
ケ
ア
﹄
を
監
訳
し
︑
彼
女
の

作
っ
た
終
末
期
医
療
に
お
け
る
燃
え
つ
き
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム

G
R
A
C
E
を
日
本
に
紹
介
す
る
活
動
に
関
わ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
︑
感
慨
深
い
出
会
い
で
あ
っ
た
︒

私
は
自
分
が
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
教
育
に
携
わ
る
過
程

で
得
ら
れ
た
出
会
い
の
あ
り
が
た
さ
と
不
思
議
さ
を
思
い
出

し
な
が
ら
︑
父
と
の
関
係
の
中
で
五
つ
の
テ
ー
マ
が
充
分
に

こ
な
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
た
︒
そ
れ
は
︑

や
る
べ
き
こ
と
を
十
分
に
こ
な
し
て
未
消
化
の
問
題
が
な
い

状
態
に
し
て
お
い
て
︑
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
お
き
た

い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
︒

家
出
か
ら
出
家
へ

五
つ
の
課
題
の
う
ち
︑
私
と
父
と
の
関
係
の
中
で
い
ち
ば

ん
大
切
に
思
わ
れ
た
の
は
︑﹁
な
ぜ
こ
の
人
の
子
ど
も
と
し
て

生
ま
れ
て
き
た
の
か
？
﹂
と
い
う
意
味
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
︒

私
は
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
家
出
衝
動
に
駆
ら
れ
て
大
き
な
家

出
を
何
回
か
し
で
か
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
︒
最
初
は
中
学
二

年
の
こ
ろ
に
母
と
の
諍
い
か
ら
家
を
飛
び
出
し
︑
訳
も
わ
か

ら
ず
京
都
に
出
か
け
︑
京
都
御
所
の
外
苑
の
樹
の
下
に
寝
袋

を
広
げ
て
横
た
わ
り
な
が
ら
︑
当
時
ま
だ
走
っ
て
い
た
路
面

電
車
の
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
か
ら
青
白
い
火
花
が
散
る
の
を
見
な

が
ら
﹁
あ
ん
な
ふ
う
に
瞬
間
的
に
輝
く
瞬
間
を
生
き
て
死
ん

で
い
き
た
い
な
ぁ
﹂
と
思
っ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
る
︒
何

も
食
べ
ず
に
京
都
の
町
を
歩
き
回
り
︑
三
日
ほ
ど
し
て
家
に

帰
っ
た
と
き
に
は
さ
す
が
に
敷
居
が
高
く
感
じ
ら
れ
て
玄
関

の
戸
を
開
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
︒
私
が
玄
関
の
前
で

立
っ
て
い
る
の
に
気
が
つ
い
た
父
は
︑
た
だ
﹁
お
腹
が
す
い

て
い
る
だ
ろ
う
︑
早
く
入
れ
﹂
と
だ
け
言
っ
て
迎
え
入
れ
て

く
れ
た
︒
父
の
名
は
松
助
と
い
う
︒
そ
の
名
の
通
り
︑
家
を

飛
び
出
し
て
ゆ
く
私
を
﹁
待
つ
こ
と
﹂
で
私
の
人
生
を
﹁
助

け
て
く
れ
た
﹂︒
そ
の
こ
と
を
象
徴
す
る
父
の
対
応
で
あ
っ
た
︒

二
回
目
は
︑
高
校
三
年
の
夏
休
み
︑
受
験
勉
強
に
意
味
が

見
い
だ
せ
な
く
て
︑
バ
イ
ク
に
寝
袋
を
積
ん
で
飛
び
出
し
た
︒

黒
部
ダ
ム
を
見
て
か
ら
日
本
海
に
向
か
い
︑
農
家
に
泊
め
て

も
ら
い
な
が
ら
海
沿
い
を
走
っ
て
い
る
と
﹁
永
平
寺
﹂
と
い

う
看
板
が
目
に
留
ま
っ
た
︒
倫
理
社
会
の
教
科
書
で
道
元
の

﹁
仏
道
を
な
ら
う
と
い
う
は
自
己
を
な
ら
う
な
り
︒
自
己
を
な

ら
う
と
い
う
は
自
己
を
わ
す
る
る
な
り
︒
自
己
を
わ
す
る
る

と
い
う
は
万
法
に
証
せ
ら
る
る
な
り
﹂
と
い
う
言
葉
を
読
ん

だ
こ
と
が
あ
り
︑
心
惹
か
れ
て
永
平
寺
に
向
か
っ
た
︒
駆
け

込
ん
で
は
み
て
も
最
初
は
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
の

だ
が
︑
何
と
か
頼
み
込
ん
で
参
禅
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
た
︒
家
に
帰
る
と
す
で
に
二
学
期
が
始
ま
っ
て
い
た
︒
学

校
に
出
て
み
る
と
先
生
か
ら
﹁
胃
潰
瘍
の
具
合
は
ど
う
だ
？
﹂

と
尋
ね
ら
れ
て
び
っ
く
り
し
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い
る
︒
み

ん
な
が
そ
れ
な
り
に
気
づ
か
っ
て
見
守
っ
て
く
れ
て
い
た
ら

し
い
︒

そ
の
と
き
に
永
平
寺
で
参
禅
で
き
る
よ
う
に
と
り
な
し
て

く
れ
た
僧
は
︑
私
が
大
学
に
入
学
す
る
こ
ろ
に
副
住
職
と
し

て
天
橋
立
の
近
く
に
あ
る
禅
寺
に
赴
任
し
た
︒
大
学
に
入
学

は
し
た
も
の
の
︑
学
問
的
な
知
識
は
得
ら
れ
て
も
生
き
る
智

慧
を
学
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
と
絶
望
し
て
い
た
私
は
︑
そ
の

寺
の
座
禅
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
そ
れ
が
度
重
な

っ
て
大
学
を
中
退
し
て
曹
洞
宗
で
出
家
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒

し
ば
ら
く
修
行
し
て
永
平
寺
に
上
山
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

だ
が
︑
求
め
て
い
た
も
の
は
得
ら
れ
ず
︑
紆
余
曲
折
を
経
て

ビ
ル
マ
に
渡
っ
て
上
座
部
仏
教
で
出
家
す
る
こ
と
に
な
る
︒

ビ
ル
マ
で
は
集
中
的
な
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
瞑
想
を
し
て
極
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め
て
深
い
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
そ
れ
か
ら
正
式
な

出
家
の
儀
式
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
︒
そ
の
と
き
︑
儀

式
の
パ
ー
リ
語
を
唱
え
て
く
れ
て
い
る
先
輩
た
ち
の
声
が
︑
遠

い
昔
に
一
緒
に
遊
ん
だ
友
達
の
声
を
聴
い
て
い
る
よ
う
に
懐

か
し
く
感
じ
ら
れ
て
涙
が
あ
ふ
れ
て
き
た
︒﹁
自
分
は
こ
の
た

め
に
生
ま
れ
て
き
た
ん
だ
な
ぁ
﹂
と
い
う
深
い
感
慨
を
体
験

し
た
︒

こ
う
し
て
家
出
か
ら
出
家
に
向
か
う
私
の
人
生
の
第
一
の

流
れ
が
一
区
切
り
し
て
い
っ
た
の
だ
が
︑
日
本
を
出
る
と
き

に
は
﹁
も
う
こ
の
家
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
﹂

と
思
っ
た
の
で
︑
辞
世
の
句
を
作
っ
て
墓
石
の
裏
に
赤
で
刻

ん
で
も
ら
っ
た
︒
禅
寺
に
通
っ
て
仏
教
を
学
ん
で
い
る
う
ち

に
心
に
残
っ
た
教
え
を
自
分
な
り
の
言
葉
に
し
た
も
の
で
あ

る
︒棄

恩
入
無
畏
真
実
報
恩
者
：
身
を
棄
て
る
道
に
こ
そ
あ
れ

　

御
仏
の
御
教
え
に
逢
う
今
日
ぞ
嬉
し
き

唯
仏
興
仏
乃
能
究
尽
：
姿
な
き
真
の
道
を
踏
み
分
け
て　

唯
一
人
行
く
古
き
こ
の
径

還
俗
し
て
家
に
帰
る

ビ
ル
マ
で
出
家
し
て
伝
統
的
仏
教
の
修
行
に
励
ん
で
い
る

こ
ろ
の
私
を
知
っ
て
い
る
法
友
た
ち
は
﹁
こ
の
人
は
き
っ
と

一
生
を
出
家
と
し
て
過
ご
す
だ
ろ
う
﹂
と
思
っ
て
い
た
し
︑
私

自
身
も
そ
う
信
じ
て
い
た
︒
そ
れ
が
変
化
し
始
め
た
の
は
︑
カ

ナ
ダ
︑
ア
メ
リ
カ
︑
イ
ギ
リ
ス
で
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
瞑
想
を

教
え
な
が
ら
心
理
療
法
を
学
ん
で
い
た
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
っ

た
︒
心
理
療
法
を
学
び
始
め
た
の
は
︑
瞑
想
会
の
西
洋
人
生

徒
た
ち
が
﹁
心
理
療
法
の
こ
と
ば
で
瞑
想
を
教
え
て
ほ
し
い
﹂

と
願
っ
た
か
ら
で
あ
る
︒
あ
る
生
徒
の
縁
で
一
人
の
セ
ラ
ピ

ス
ト
に
紹
介
さ
れ
︑
私
が
心
理
療
法
と
は
何
か
を
尋
ね
る
と
︑

彼
は
﹁
セ
ラ
ピ
ー
を
知
る
に
は
︑
ま
ず
自
分
が
セ
ラ
ピ
ー
を

受
け
て
み
る
こ
と
だ
よ
﹂
と
言
っ
て
無
償
で
教
育
分
析
を
引

き
受
け
て
く
れ
た
︒
教
育
分
析
が
一
年
ほ
ど
た
っ
た
と
き
︑
彼

が
理
事
を
務
め
る
セ
ラ
ピ
ス
ト
養
成
セ
ン
タ
ー
で
理
論
的
な

学
習
を
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
︒
そ
の
セ
ン
タ
ー
は

カ
ソ
リ
ッ
ク
の
神
父
や
シ
ス
タ
ー
た
ち
が
精
神
分
析
を
学
び
︑

還
俗
し
て
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
の
道
を
歩
む
よ
う
に
な
る
流

れ
の
中
で
で
き
て
き
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
︒
彼
ら

は
私
の
噂
を
聞
い
て
︑
私
の
心
理
療
法
の
学
び
に
力
を
貸
し

て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
︒
今
で
も
彼
ら
と
の
ご
縁
に
は
深
く
感

謝
し
て
い
る
︒

そ
の
こ
ろ
の
私
の
関
心
は
︑Satipat. t. h āna-sutta

に
繰
り
返

し
出
て
く
るajjhatta

︵
内
的
︶︑b āhiddh ā

︵
外
的
︶
と
い
う
言

葉
が
何
を
意
味
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
︒
経
典

に
は
︑
呼
吸
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
瞑
想
対
象
に
つ
い

て
﹁
内
的
に
繰
り
返
し
見
つ
め
る
︑
外
的
に
繰
り
返
し
見
つ

め
る
︑
内
的
外
的
に
繰
り
返
し
見
つ
め
る
﹂
と
い
う
三
つ
の

観
察
視
点
が
説
か
れ
て
い
る
︒
注
釈
書
に
は
︑﹁
内
的
に
と
は

自
分
を
見
つ
め
る
こ
と
︑
外
的
に
と
は
他
者
を
見
つ
め
る
こ

と
︑
内
的
・
外
的
に
と
は
時
に
は
自
分
の
呼
吸
を
時
に
は
他

者
の
呼
吸
を
交
互
に
見
つ
め
る
こ
と
で
あ
る
﹂
と
説
明
さ
れ

て
い
る
︒
と
こ
ろ
が
︑
実
際
の
瞑
想
指
導
で
は
自
分
の
呼
吸

を
見
つ
め
る
こ
と
だ
け
が
教
え
ら
れ
︑
他
者
の
呼
吸
を
見
つ

め
る
こ
と
や
自
他
の
呼
吸
を
見
つ
め
る
こ
と
が
教
え
ら
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
︒﹁
ど
の
よ
う
に
し
て
他
者
の
呼
吸
を
見
つ

め
た
ら
い
い
の
か
︑
な
ぜ
他
者
の
呼
吸
や
自
他
の
呼
吸
を
観

察
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
？
﹂
こ
の
疑
問
が
西
洋
で
ヴ
ィ
パ

ッ
サ
ナ
ー
瞑
想
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
私
の
探
究
テ
ー
マ

に
な
っ
て
い
た
︒

こ
の
探
究
の
中
で
伝
統
仏
教
の
先
輩
や
仲
間
た
ち
か
ら
教

え
や
協
力
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
︒
そ
れ
に
対
し
て
︑

心
理
療
法
を
学
ぶ
中
で
出
会
う
友
人
た
ち
か
ら
は
多
く
の
温

か
い
関
心
と
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
︒
私
が
次
な
る
大

き
な
転
機
を
迎
え
た
の
は
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
︑
ト
ロ
ン

ト
で
暮
ら
し
て
い
た
弟
の
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
を

抱
っ
こ
し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒

﹁
ウ
ィ
マ
ラ
︑
こ
の
子
を
祝
福
し
て
ち
ょ
う
だ
い
﹂
と
︑
義

理
の
妹
か
ら
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
を
手
渡
さ
れ
た

と
き
︑
私
は
一
瞬
ひ
る
ん
で
し
ま
っ
た
︒
戒
律
の
関
係
で
長

年
他
者
と
身
体
接
触
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
し
︑
生

ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
す
る
の
は
初
め
て
の

こ
と
で
あ
っ
た
︒﹁
指
の
間
か
ら
零
れ
落
ち
て
し
ま
い
そ
う
で

怖
い
︙
︙
﹂
と
い
う
の
が
実
感
だ
っ
た
︒
と
こ
ろ
が
︑
実
際

に
生
ま
れ
て
き
た
ば
か
り
の
甥
っ
子
を
両
手
に
受
け
と
め
て

抱
っ
こ
し
て
み
る
と
︑
そ
の
瞬
間
に
ぐ
っ
と
腰
が
据
わ
っ
て

﹁
よ
し
︑
命
を
か
け
て
守
っ
て
や
ろ
う
︙
︙
﹂
と
い
う
強
い
気

持
ち
が
湧
き
上
が
っ
て
き
た
︒
一
瞬
前
の
不
安
が
噓
の
よ
う

な
大
き
な
変
化
だ
っ
た
︒
自
分
で
も
信
じ
ら
れ
な
い
︑
予
想

も
し
て
い
な
か
っ
た
反
応
で
あ
っ
た
︒
そ
れ
ま
で
に
慈
悲
瞑

想
は
し
て
き
た
け
れ
ど
も
︑
そ
れ
ほ
ど
生
々
し
く
愛
お
し
い

ほ
ど
に
﹁
守
っ
て
あ
げ
た
い
﹂
と
思
う
気
持
ち
を
体
験
し
た

こ
と
は
な
か
っ
た
︒

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
甥
っ
子
を
抱
っ
こ
し
て
祝
福
し
な
が

ら
︑
も
う
一
人
の
瞑
想
す
る
私
は
︑
自
分
の
中
に
湧
き
上
が

っ
て
く
る
そ
の
愛
お
し
い
ま
で
の
強
い
感
情
を
冷
静
に
観
察

し
て
い
た
︒
そ
し
て
︑﹁
も
し
か
し
た
ら
︑
こ
の
ま
ま
出
家
生

活
を
続
け
て
い
て
も
︑
い
い
お
坊
さ
ん
で
一
生
を
終
わ
る
こ

と
は
で
き
る
だ
ろ
う
け
ど
︑
人
生
の
半
分
は
満
た
さ
れ
な
い

ま
ま
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
な
ぁ
︙
︙
﹂
と
思

え
て
き
て
︑
心
に
波
が
立
ち
始
め
る
の
も
見
つ
め
て
い
た
︒
戒

律
を
守
り
よ
き
瞑
想
指
導
者
と
し
て
の
道
を
歩
み
続
け
た
い
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と
い
う
気
持
ち
と
︑
戒
律
の
生
活
か
ら
自
分
を
解
放
し
て
瞑

想
修
行
で
培
っ
て
き
た
観
察
力
や
洞
察
力
を
活
か
し
な
が
ら

家
庭
を
営
ん
だ
り
子
ど
も
を
育
て
た
り
す
る
何
で
も
あ
り
の

一
般
的
な
生
活
の
中
で
探
求
を
続
け
て
み
な
け
れ
ば
自
分
の

人
生
は
満
た
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
気
持
ち
の
間

で
深
く
思
い
悩
む
こ
と
に
な
っ
た
︒
こ
う
し
て
私
は
甥
っ
子

に
背
中
を
押
し
て
も
ら
っ
て
︑
半
年
ほ
ど
思
い
悩
ん
だ
後
で
︑

還
俗
す
る
決
意
を
し
た
︒
そ
し
て
帰
国
し
︑
捨
て
た
は
ず
の

家
に
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

父
の
叱
責

こ
う
し
た
修
行
の
経
緯
の
中
で
︑
一
度
だ
け
父
か
ら
叱
ら

れ
た
こ
と
が
あ
る
︒
そ
れ
は
私
が
永
平
寺
を
飛
び
出
し
て
︑
ビ

ル
マ
仏
教
の
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
に
出
会
う
前
の
こ
と
︑
大
和

郡
山
の
内
観
研
究
所
を
紹
介
さ
れ
て
晩
年
の
吉
本
伊
信
先
生

の
ご
指
導
で
内
観
を
修
行
し
た
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒
内
観

で
は
︑
両
親
を
は
じ
め
と
す
る
人
た
ち
と
の
関
係
の
中
で
﹁
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
﹂︑﹁
し
て
返
し
た
こ
と
﹂︑﹁
迷
惑
を
か

け
た
こ
と
﹂
に
つ
い
て
徹
底
的
に
掘
り
下
げ
て
見
つ
め
て
ゆ

く
︒
私
は
あ
る
と
き
︑﹁
自
分
が
自
分
に
対
し
て
﹃
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
﹄︑﹃
し
て
返
し
た
こ
と
﹄︑﹃
迷
惑
を
か
け
た
こ

と
﹄
に
つ
い
て
調
べ
さ
せ
て
く
だ
さ
い
﹂
と
吉
本
先
生
に
お

願
い
し
た
︒
先
生
は
︑﹁
そ
ん
な
こ
と
言
う
人
は
こ
れ
ま
で
に

は
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
︑
お
も
し
ろ
い
か
ら
や
っ
て
み
な
さ

い
﹂
と
言
っ
て
許
し
て
く
だ
さ
っ
た
︒
両
親
と
の
関
係
だ
け

で
は
な
く
︑
自
分
と
自
分
の
関
係
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑

私
は
間
接
的
に
両
親
や
先
祖
の
思
い
を
自
分
が
ど
の
よ
う
に

内
在
化
し
て
し
ま
っ
て
き
た
か
に
つ
い
て
観
察
し
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
︒
こ
の
体
験
は
︑
私
が
後
に
ウ
ィ
ニ
コ
ッ
ト

を
は
じ
め
と
す
る
対
象
関
係
論
に
心
を
惹
か
れ
て
︑
精
神
分

析
や
対
象
関
係
論
の
用
語
を
使
っ
て
瞑
想
を
解
説
す
る
よ
う

に
な
る
土
台
の
一
つ
と
な
っ
た
よ
う
に
思
う
︒

こ
う
し
て
内
観
を
終
え
た
私
は
︑
家
に
帰
っ
て
か
ら
父
に

向
か
っ
て
﹁
今
ま
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
自
由
に
さ
せ
て
き
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
︒
大
学
ま
で
入
れ
て
も
ら
っ
た
の
に
卒

業
も
せ
ず
︑
出
家
し
て
お
寺
に
入
っ
た
の
に
そ
こ
も
飛
び
出

し
て
し
ま
っ
て
︑
こ
れ
ま
で
の
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
苦
労

に
報
い
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
こ
と
を
許
し
て
ほ
し
い
﹂

と
頭
を
下
げ
る
と
︑
涙
が
零
れ
落
ち
た
︒
す
る
と
そ
の
と
き
︑

私
は
父
か
ら
思
い
も
よ
ら
な
い
叱
責
を
受
け
た
︒﹁
お
父
さ
ん

は
︑
お
前
に
そ
う
や
っ
て
謝
っ
て
も
ら
っ
た
り
感
謝
さ
れ
た

り
す
る
た
め
に
自
由
に
さ
せ
て
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
︒
も
っ
と

も
っ
と
自
分
の
道
を
究
め
る
た
め
に
修
行
を
続
け
な
さ
い
﹂

と
言
わ
れ
た
の
で
あ
る
︒
私
は
ハ
ッ
と
し
て
︑
目
か
ら
ウ
ロ

コ
が
落
ち
た
よ
う
な
気
が
し
て
︑
呆
気
に
と
ら
れ
て
し
ま
っ

た
︒
そ
し
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
︑
何
事
も
な
か
っ
た

か
の
よ
う
に
ま
た
こ
れ
か
ら
も
修
行
を
続
け
て
い
こ
う
と
思

え
た
の
で
あ
る
︒

内
観
と
神
秘
体
験

自
分
の
内
観
が
終
わ
っ
た
と
き
︑
私
は
何
か
の
恩
返
し
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
︑
内
観
者
に
食
事
を
配
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
︒
内
観
中
に
は
︑
一

日
に
何
回
か
吉
本
先
生
が
回
っ
て
来
て
く
れ
て
︑
正
座
し
合

掌
し
て
礼
拝
し
て
か
ら
﹁
今
は
何
を
調
べ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
か
？
﹂
と
聞
い
て
く
れ
る
︒
私
は
そ
れ
を
真
似
て
て
い
ね

い
に
正
座
・
合
掌
・
礼
拝
し
て
食
事
の
お
弁
当
を
配
っ
た
︒
こ

の
内
観
の
前
身
で
あ
っ
た
浄
土
真
宗
の
身
調
べ
の
伝
統
で
は
︑

断
食
・
断
眠
し
な
が
ら
﹁
今
死
ん
だ
ら
ど
こ
に
行
く
か
？
﹂

を
徹
底
的
に
調
べ
た
と
い
う
︒
そ
こ
で
︑
私
も
断
食
し
な
が

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
︒
最
初
の
三
日
間

は
と
て
も
お
腹
が
す
い
て
喉
が
渇
い
て
︑
ト
イ
レ
の
水
で
も

飲
み
た
い
と
思
っ
た
く
ら
い
だ
っ
た
が
︑
三
日
を
過
ぎ
る
と

落
ち
着
い
て
き
て
︑
四
日
目
あ
た
り
か
ら
は
世
界
が
光
り
輝

い
て
見
え
て
き
た
︒
神
秘
体
験
で
あ
る
︒
禅
宗
時
代
に
も
坐

禅
中
に
神
秘
的
な
体
験
を
し
た
こ
と
が
あ
り
︑
先
輩
か
ら
魔

境
に
つ
い
て
教
え
ら
れ
て
い
た
の
で
︑
光
が
見
え
て
き
た
と

こ
ろ
で
断
食
は
一
区
切
り
す
る
こ
と
に
し
た
︒

こ
の
光
の
体
験
は
︑
今
回
の
父
の
看
取
り
に
際
し
て
︑
父

が
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
の
状
況
を
見
定
め
て
ゆ
く
た

め
に
と
て
も
役
に
立
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
︑
詳
し
く

は
後
で
述
べ
る
こ
と
に
す
る
︒

認
知
症
へ
の
対
応

父
の
要
介
護
度
が
上
が
る
に
つ
れ
て
︑
い
ち
ば
ん
母
を
困

ら
せ
た
の
が
︑
軽
い
認
知
症
の
症
状
が
出
始
め
た
と
き
で
あ

っ
た
︒
頑
張
っ
て
世
話
を
し
て
い
る
の
に
︑
夫
が
夫
で
は
な

く
な
っ
て
ゆ
く
よ
う
な
不
安
と
苛
立
ち
で
苦
し
ん
だ
の
で
あ

ろ
う
︒
部
屋
の
障
子
を
開
け
よ
う
と
し
た
と
き
︑
障
子
の
向

こ
う
側
か
ら
母
の
怒
号
が
聞
こ
え
て
き
て
︑
思
わ
ず
立
ち
す

く
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
る
︒
介
護
虐
待
を
心
配
し
た
私

が
や
ん
わ
り
と
そ
の
こ
と
に
話
題
を
向
け
よ
う
と
す
る
と
︑
母

は
﹁
夫
婦
の
こ
と
に
は
口
を
挟
む
な
﹂
と
言
っ
て
︑
い
つ
も

に
な
く
怒
り
を
あ
ら
わ
に
し
た
︒

こ
の
と
き
︑
主
治
医
は
認
知
症
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
投
薬

だ
け
で
対
応
し
︑
父
へ
の
触
れ
合
い
や
母
へ
の
気
遣
い
が
足

り
な
い
よ
う
に
思
え
た
︒
そ
こ
で
私
は
︑
知
り
合
い
の
内
科

医
で
在
宅
看
取
り
の
専
門
家
に
頼
ん
で
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ

ン
を
も
ら
う
と
い
う
名
目
で
家
の
様
子
を
見
て
も
ら
お
う
と

思
っ
た
︒
そ
の
と
き
の
主
治
医
の
反
応
は
︑﹁
そ
れ
な
ら
担
当
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を
代
わ
っ
て
も
ら
っ
た
ら
ど
う
で
す
か
﹂
と
い
う
も
の
だ
っ

た
︒
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
馴
染
め
ず
︑

プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
ら
れ
た
よ
う
な
感
情
を
抱
い
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
ろ
う
︒
主
治
医
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と

で
あ
っ
た
︒
彼
の
も
と
で
訪
問
看
護
を
し
て
く
れ
て
い
る
チ

ー
ム
は
と
て
も
素
晴
ら
し
く
︑
そ
れ
を
手
放
す
こ
と
は
支
援

チ
ー
ム
全
体
を
崩
壊
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ

る
︒
在
宅
看
取
り
を
専
門
と
す
る
内
科
医
は
︑
遠
方
で
開
業

し
て
お
り
︑
訪
問
看
護
チ
ー
ム
と
の
連
携
に
お
い
て
難
し
さ

が
あ
っ
た
︒

何
と
か
状
況
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
そ
の
内
科
医
が
訪
問

し
て
く
れ
た
︒
彼
女
は
父
に
触
れ
て
声
を
か
け
︑
父
と
母
の

間
で
い
ろ
い
ろ
と
話
を
し
た
後
で
︑﹁
お
母
さ
ん
︑
お
父
さ
ん

が
変
な
こ
と
言
う
な
ぁ
と
思
っ
た
と
き
に
は
﹃
妄
想
日
記
﹄

を
つ
け
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
ね
︒
今
度
来
た
と
き
に
読

ま
せ
て
く
だ
さ
い
ね
﹂
と
話
し
て
帰
っ
て
い
っ
た
︒
彼
女
に

訪
問
し
て
も
ら
っ
た
の
は
結
局
そ
の
一
回
だ
け
で
︑
母
が
妄

想
日
記
を
つ
け
て
い
た
様
子
は
な
い
の
だ
が
︑
そ
の
訪
問
で

少
し
気
が
楽
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
︒
そ
の
こ
ろ
か
ら
母

が
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
は
︑
似
た
よ
う
な
状
況
で
苦
労
し
て

夫
を
看
取
っ
た
人
や
︑
暴
言
や
暴
力
に
苦
し
み
な
が
ら
介
護

を
し
て
い
る
知
り
合
い
と
お
茶
を
飲
み
︑
お
互
い
の
苦
境
に

つ
い
て
分
か
ち
合
う
機
会
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
あ
っ
た
︒
苦
し
ん
で
い
る
の
は
自
分
一
人
で
は
な

い
と
思
え
︑
父
の
状
況
は
ま
だ
ま
だ
い
い
ほ
う
だ
と
思
え
た

こ
と
で
︑
そ
れ
ま
で
の
苛
立
ち
が
自
然
に
消
え
て
い
っ
て
︑

﹁
が
ん
ば
っ
て
最
後
ま
で
面
倒
を
見
て
あ
げ
よ
う
﹂
と
思
え
た

よ
う
で
あ
る
︒

私
自
身
は
︑
認
知
症
を
生
き
る
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
法
で
あ
る
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
知
っ
て
い
た
こ
と
︑
認

知
症
を
生
き
る
当
事
者
の
実
況
報
告
で
あ
る
﹃
私
は
誰
に
な

っ
て
い
く
の
？
︱
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
者
か
ら
見
た
世
界
﹄

や
﹃
私
は
私
に
な
っ
て
い
く
︱
認
知
症
と
ダ
ン
ス
を
﹄
を

読
ん
で
い
た
こ
と
︑
そ
し
て
東
日
本
大
震
災
の
支
援
活
動
の

中
で
﹁
あ
い
ま
い
な
喪
失
﹂
と
い
う
概
念
を
知
っ
て
い
た
こ

と
な
ど
が
役
に
立
っ
た
︒
あ
い
ま
い
な
喪
失
に
は
︑
津
波
で

行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
の
よ
う
に
身
体
が
突
然

に
い
な
く
な
っ
て
も
心
の
中
で
は
ま
だ
生
き
続
け
て
い
る
﹁
さ

よ
な
ら
の
な
い
別
れ
﹂
と
︑
認
知
症
の
よ
う
に
身
体
は
目
の

前
に
あ
っ
て
も
心
の
中
の
﹁
お
父
さ
ん
﹂
が
い
な
く
な
っ
て

し
ま
う
よ
う
な
﹁
別
れ
の
な
い
さ
よ
な
ら
﹂
の
二
つ
の
タ
イ

プ
に
分
け
ら
れ
る
︒

し
か
し
︑
こ
う
し
た
技
法
や
概
念
に
触
れ
る
前
に
︑
仏
教

瞑
想
の
中
で
﹁
私
﹂
と
か
﹁
お
父
さ
ん
﹂
と
い
う
人
格
概
念

を
外
し
て
心
と
身
体
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
命
の
流
れ
を
見
つ

め
る
修
行
を
し
て
い
た
こ
と
が
い
ち
ば
ん
役
に
立
っ
た
よ
う

に
思
う
︒
家
族
が
認
知
症
に
な
っ
て
ゆ
く
と
き
に
こ
そ
︑
し

っ
か
り
と
寄
り
添
う
た
め
に
仏
教
の
無
我
や
空
の
洞
察
の
深

さ
が
試
さ
れ
る
︒
相
手
を
﹁
お
父
さ
ん
﹂
と
し
て
み
る
の
と

同
時
に
︑
目
の
前
に
い
る
一
人
の
存
在
と
し
て
丁
寧
に
出
会

い
続
け
て
ゆ
く
の
で
あ
る
︒

看
取
り
に
向
け
て

父
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
て
﹁
危
篤
状
態
に
な
っ
た
﹂
と

い
う
メ
ー
ル
を
妻
か
ら
受
け
取
っ
た
の
は
一
二
月
七
日
水
曜

日
︑
勤
務
校
に
い
た
と
き
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒
幸
い
翌
日
に

は
山
梨
の
家
に
帰
る
予
定
に
な
っ
て
い
た
の
だ
が
︑
問
題
は

週
末
の
一
〇
日
日
曜
日
に
予
定
し
て
い
た
安
房
鴨
川
の
亀
田

総
合
病
院
で
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
研
修
会
を
ど
う
す
る
か

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
︒
八
日
︑
帰
っ
て
み
る
と
︑
父
の
血
圧

は
乱
高
下
し
て
い
て
︑
そ
の
ま
ま
い
つ
逝
っ
て
し
ま
っ
て
も

お
か
し
く
は
な
い
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
︒
高
血
圧
の
薬
を

服
用
し
て
い
た
の
で
︑
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
で
薬
が
飲

め
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
︒
も
し
父
が
逝
っ
て
し
ま
っ
た

ら
研
修
会
は
ド
タ
キ
ャ
ン
に
な
る
け
れ
ど
も
許
し
て
ほ
し
い

こ
と
を
伝
え
て
︑
様
子
を
見
る
こ
と
に
し
た
︒

と
こ
ろ
が
九
日
に
な
る
と
乱
高
下
し
て
い
た
血
圧
は
一
三

〇
く
ら
い
で
安
定
し
︑
サ
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
九
六
く
ら
い

に
回
復
し
て
き
た
︒
私
は
︑
血
圧
の
薬
の
禁
断
現
象
が
収
ま

っ
た
の
だ
と
思
い
︑
そ
の
日
の
晩
に
は
予
定
通
り
安
房
鴨
川

に
向
か
っ
た
︒
そ
の
と
き
︑
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
住
む
弟
に
は

﹁
お
父
さ
ん
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
て
最
後
の
ス
テ
ー
ジ
に
入

っ
た
が
︑
も
う
少
し
の
間
は
持
つ
か
も
し
れ
な
い
の
で
︑
す

ぐ
に
チ
ケ
ッ
ト
が
取
れ
る
よ
う
な
ら
帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
﹂

と
メ
ー
ル
を
出
し
た
︒
父
が
体
調
を
崩
し
て
か
ら
︑
弟
は
バ

ン
ク
ー
バ
ー
か
ら
二
回
ほ
ど
見
舞
い
に
帰
っ
て
来
て
い
て
︑
父

の
最
期
に
は
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
も
話
し
合
っ
て
い
た
︒
そ

の
と
き
に
は
︑
最
期
は
看
取
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
︑
火
葬

の
ボ
タ
ン
だ
け
は
一
緒
に
押
せ
る
よ
う
に
︑
父
さ
ん
に
は
ホ

テ
ル
に
入
っ
て
い
て
も
ら
お
う
と
話
し
合
い
︑
遺
体
の
ホ
テ

ル
が
一
泊
二
万
円
ほ
ど
か
か
る
こ
と
も
確
か
め
て
お
い
た
の

だ
っ
た
︒

一
三
日
に
は
弟
が
帰
省
し
︑
父
の
枕
元
に
家
族
四
人
が
そ

ろ
っ
た
︒
こ
の
日
か
ら
最
後
の
五
日
間
を
水
入
ら
ず
で
親
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
︑
近
所
の
人
や
︑
親
戚
の
人
た
ち
も

最
後
の
見
舞
い
に
来
て
く
れ
て
︑
父
の
横
で
い
ろ
い
ろ
な
思

い
出
話
を
し
て
く
れ
た
︒
子
ど
も
た
ち
も
︑
い
つ
も
の
よ
う

に
遊
び
に
来
て
︑
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
楽
し
く
遊
ん
で
く

れ
た
こ
と
が
︑
私
た
ち
に
も
心
の
救
い
に
な
っ
た
︒
鳥
取
に

住
む
叔
父
さ
ん
は
電
話
越
し
に
﹁
あ
に
き
～
﹂
と
叫
ん
で
︑
皆

の
涙
を
誘
っ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
︒

食
べ
ら
れ
な
く
は
な
っ
て
も
︑
唇
は
乾
き
︑
口
の
中
も
乾

い
て
く
る
の
で
口
腔
ケ
ア
が
必
要
に
な
る
︒
濡
れ
た
ガ
ー
ゼ

を
口
に
含
ま
せ
て
あ
げ
る
と
チ
ュ
ー
チ
ュ
ー
と
吸
う
︒
訪
問
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看
護
師
さ
ん
が
︑
蜂
蜜
を
水
で
薄
め
て
塗
っ
て
あ
げ
る
と
よ

い
と
教
え
て
く
れ
た
の
で
︑
そ
う
し
て
あ
げ
て
い
る
と
︑
ふ

と
私
は
光
の
中
を
飛
ん
で
い
る
父
に
空
中
給
油
を
し
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
て
き
た
︒

私
は
以
前
内
観
修
行
の
中
で
断
食
を
し
た
こ
と
が
あ
る
が
︑

そ
の
と
き
に
は
最
初
の
三
日
間
ほ
ど
は
お
腹
が
減
っ
て
喉
が

渇
い
て
︑
ト
イ
レ
の
水
で
も
飲
み
た
い
と
思
っ
た
ほ
ど
で
あ

っ
た
︒
と
こ
ろ
が
三
日
を
過
ぎ
る
と
そ
う
し
た
気
持
ち
が
落

ち
着
い
て
き
て
︑
世
界
が
光
り
輝
い
て
見
え
る
よ
う
な
状
態

に
入
っ
て
い
っ
た
︒
そ
の
と
き
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
み
る

と
︑
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
父
も
︑
高
血
圧
の
薬
か
ら
の
離

脱
症
状
を
無
事
通
過
し
て
︑
あ
の
光
の
世
界
を
飛
ん
で
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
き
た
の
で
あ
る
︒
私
は
こ
の
話
を

家
族
に
し
て
︑
今
回
の
選
択
が
正
し
か
っ
た
こ
と
︑
お
か
げ

で
こ
う
し
て
み
ん
な
の
時
間
が
持
て
る
こ
と
に
つ
い
て
父
に

感
謝
し
た
︒
看
護
師
た
ち
も
驚
く
ほ
ど
︑
父
の
手
足
の
指
先

は
最
期
ま
で
温
か
だ
っ
た
︒

口
腔
ケ
ア
で
口
の
中
に
た
ま
っ

た
も
の
を
取
る
と
き
に
は
︑﹁
嚙
む

ま
れ
る
と
い
け
な
い
か
ら
棒
の
先

に
ス
ポ
ン
ジ
が
つ
い
た
も
の
を
使

っ
て
く
だ
さ
い
ね
﹂
と
言
っ
て
看

護
師
さ
ん
は
見
本
を
見
せ
て
く
れ

る
の
だ
が
︑
私
は
と
て
も
そ
ん
な

も
の
を
使
う
気
に
は
な
れ
な
か
っ

た
︒
嚙
ま
れ
る
気
は
し
な
か
っ
た

し
︑﹁
さ
ん
ざ
ん
親
の
脛
を
か
じ
っ

て
き
た
の
だ
か
ら
︑
こ
ん
な
と
き

ぐ
ら
い
嚙
ま
れ
て
も
い
い
さ
﹂
と

思
い
︑
指
先
に
ガ
ー
ゼ
を
捲
い
て

歯
と
唇
の
間
︑
舌
の
奥
な
ど
に
こ

び
り
つ
い
た
も
の
な
ど
を
取
っ
て

あ
げ
た
︒
一
度
も
父
は
嚙
ま
な
か
っ
た
︒
し
ゃ
べ
る
こ
と
は

で
き
な
く
て
も
︑
自
分
の
周
り
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か

は
全
部
わ
か
っ
て
い
る
の
だ
な
ぁ
と
思
っ
た
︵
写
真
1
︶︒

私
は
父
に
自
作
の
歌
を
歌
っ
た
︒﹁
産
ん
で
く
れ
て
あ
り
が

と
う
﹂
と
い
う
歌
は
︑
結
婚
式
の
と
き
に
両
親
に
捧
げ
る
歌

と
し
て
作
っ
た
も
の
だ
が
︑
看
取
り
の
場
面
で
も
そ
の
気
持

ち
を
伝
え
た
い
と
思
っ
た
︒
般
若
心
経
を
歌
に
し
た
﹁
智
慧

の
光
﹂
で
は
︑﹁
行
こ
う
行
こ
う
悟
り
の
岸
へ
︑
苦
し
み
の
な

い
涅
槃
の
彼
方
︒
気
づ
い
て
み
れ
ば
︑
今
こ
こ
で
そ
の
悟
り

に
生
か
さ
れ
て
い
た
よ
﹂
と
い
う
歌
詞
が
︑
ま
さ
に
逝
こ
う

と
し
て
い
る
父
に
ぴ
っ
た
り
の
よ
う
な
気
が
し
て
不
思
議
で

な
ら
な
か
っ
た
︵
写
真
2
︶︒

父
は
八
六
歳
の
誕
生
日
の
晩
に
亡
く
な
っ
た
︒
そ
の
日
は

シ
ェ
フ
で
あ
る
弟
が
お
誕
生
日
ケ
ー
キ
を
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
︑
み
ん
な
で
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
を
歌
っ
た
︒
英
語

で
歌
っ
た
後
︑﹁
誕
生
日
お
め
で
と
う
︒
生
ま
れ
て
あ
り
が
と

う
︒
出
会
え
て
よ
か
っ
た
ね
︑
誕
生
日
お
め
で
と
う
﹂
と
い

う
自
分
の
訳
詩
で
歌
い
︑﹁
お
父
さ
ん
の
子
ど
も
に
生
ま
れ
て

き
て
よ
か
っ
た
よ
﹂
と
ア
ド
リ
ブ
を
入
れ
る
と
涙
が
流
れ
た
︒

私
た
ち
は
︑
食
べ
ら
れ
な
い
父
の
横
で
︑﹁
お
父
さ
ん
︑
ご
め

ん
ね
︒
じ
ゃ
︑
い
た
だ
き
ま
す
﹂
と
笑
っ
て
み
ん
な
で
父
の

誕
生
日
ケ
ー
キ
を
分
け
て
食
べ
た
︒

夕
方
︑
私
は
母
に
﹁
手
を
握
っ
て
︑
お
腹
の
こ
の
あ
た
り

に
手
を
当
て
て
︑
息
を
合
わ
せ
て
い
れ
ば
大
丈
夫
だ
よ
﹂
と

教
え
た
︒
夜
九
時
半
を
過
ぎ
た
こ
ろ
︑
私
は
だ
い
ぶ
疲
れ
た

の
で
少
し
休
む
つ
も
り
で
隣
の
自
宅
に
戻
っ
て
横
に
な
っ
た
︒

心
の
ど
こ
か
で
は
﹁
も
し
か
し
た
ら
︙
︙
﹂
と
思
い
な
が
ら

も
︑
充
分
に
や
っ
た
感
が
ど
こ
か
に
あ
っ
た
︒
熟
睡
し
て
し

ま
っ
て
電
話
の
音
に
目
を
覚
ま
し
た
と
き
に
は
︑
す
で
に
父

は
逝
っ
て
い
た
︒
駆
け
つ
け
る
と
︑
母
は
︑
あ
れ
か
ら
呼
吸

が
は
や
く
な
り
不
安
定
に
な
っ
た
り
し
た
け
れ
ど
︑
教
え
た

写真１　口腔ケア

写真２　父に自作の歌を歌う

写真３　父の遺体を囲んで
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よ
う
に
し
っ
か
り
と
手
を
握
っ
て
お
腹
に
触
れ
て
い
た
こ
と

を
話
し
て
く
れ
た
︒
父
は
︑
愛
す
る
妻
と
息
子
︵
次
男
︶
に

看
取
ら
れ
て
誕
生
日
の
そ
の
晩
に
逝
っ
た
の
だ
っ
た
︒
最
期

の
瞬
間
に
一
緒
に
居
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
は
一
抹
の
後
悔

も
あ
る
の
だ
が
︑
あ
の
と
き
よ
く
寝
た
お
か
げ
で
︑
そ
の
後

の
通
夜
や
葬
儀
の
段
取
り
を
し
っ
か
り
と
こ
な
す
こ
と
が
で

き
た
の
だ
と
も
思
え
て
い
る
︒

連
絡
す
る
と
す
ぐ
に
主
治
医
と
訪
問
看
護
チ
ー
ム
の
主
任

が
駆
け
つ
け
て
く
れ
て
︑
死
亡
診
断
を
し
て
も
ら
っ
た
後
︑
す

ぐ
に
み
ん
な
で
清
拭
と
エ
ン
ジ
ェ
ル
メ
イ
ク
を
し
た
︒
い
い

死
に
顔
で
あ
っ
た
︒
そ
し
て
驚
い
た
こ
と
に
︑
時
間
の
経
過

と
と
も
に
そ
の
死
に
顔
は
童
子
の
笑
顔
に
変
わ
っ
て
い
っ
た

の
だ
っ
た
︒
私
と
弟
は
父
の
遺
体
の
横
で
酒
を
酌
み
交
わ
し

な
が
ら
︑
何
度
も
何
度
も
冷
た
く
な
っ
た
父
の
顔
に
触
れ
な

が
ら
思
い
出
を
語
り
合
っ
た
︵
写
真
3
︶︒

葬
儀
を
通
し
て
思
っ
た
こ
と

現
代
の
葬
儀
形
式
で
は
︑
通
夜
と
本
葬
は
お
葬
式
の
第
一

部
と
第
二
部
で
あ
り
︑
夜
来
ら
れ
る
人
と
昼
間
来
ら
れ
る
人

の
た
め
に
二
分
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
︑
本
来
の
通
夜
の
意
味

は
す
っ
か
り
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
︒
父
の
い
い
死

に
顔
に
感
激
し
て
い
た
私
は
︑
通
夜
に
来
て
く
れ
る
人
た
ち

に
は
父
の
死
に
顔
を
ぜ
ひ
と
も
見
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
︒
棺

桶
の
窓
も
開
い
て
い
る
︒
し
か
し
葬
儀
屋
の
言
う
に
は
︑
参

列
者
は
奥
に
置
か
れ
た
棺
桶
に
向
か
っ
て
読
経
す
る
僧
侶
の

後
ろ
側
か
ら
並
ん
で
焼
香
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
︑

棺
桶
の
窓
か
ら
参
列
者
に
父
の
死
に
顔
を
見
て
も
ら
う
よ
う

な
配
置
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒

葬
儀
の
手
順
と
内
容
を
決
め
る
こ
と
は
時
間
と
の
戦
い
で

も
あ
っ
た
︒
会
葬
し
て
く
れ
る
方
た
ち
に
渡
す
礼
状
の
文
章

も
ひ
な
形
が
決
ま
っ
て
お
り
︑
自
分
な
り
の
父
へ
の
思
い
を

込
め
た
礼
状
を
書
か
せ
て
く
れ
な
い
か
と
頼
む
と
︑
三
時
間

以
内
に
書
け
れ
ば
可
能
だ
と
い
う
︒
私
は
す
ぐ
に
作
文
し
て

メ
ー
ル
で
送
り
︑
何
と
か
自
分
な
り
の
礼
状
を
作
る
こ
と
が

で
き
た
︒

待
つ
こ
と
で
人
を
助
け
続
け
た
人
生
で
し
た

松
助
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

今
日
は
︑
お
忙
し
い
中
を
父
松
助
の
葬
儀
に
ご
参
列
い

産んでくれてありがとう

産んでくれてありがとう、育ててくれてありがとう
こんな機会でもなけりゃ　言えない言葉

家族って不思議だね、思春期の頃は
「オマエなんか死んじまえ」って　誰にともなく叫んでた

もがく僕を受けとめて　毎日ごはんを作ってくれた
家族の力だね　ご飯を食べてるうちに

荒んでいた心が　いつもの家族に戻ってく
産んでくれてありがとう　育ててくれてありがとう

こんな機会だからこそ　言ってみたい言葉
僕らは出会ってね　いくつもの景色を見ながら

もう一つこんな家族を　作ってみたいって思っちまったよ
産んでくれてありがとう　育ててくれてありがとう

こんな機会だからこそ　伝えたい言葉　伝えたい気持ち

智慧の光　（般若心経の歌）

ギャーテー　ギャーテー　パーラーギャーテー
パラサンギャーテー　ボーディースヴァーハ（＊）

行こう　行こう　悟りの岸へ　苦しみのない涅槃の彼方
気づいてみれば　今ここで　その悟りに　生かされていたよ

＊
喜び悲しみ　期待と不安　自分を知るのが一番怖い

ありのまま　見守れば　そのままが　悟りの姿
＊

心と身体　自然と私　出会いと別れ　流れ続けて
浮かんで消える　私という幻を見守り続けて

ギャーテー　ギャーテー　パーラーギャーテー
パラサンギャーテー　ボーディースヴァーハ　アビサンブッダ

（詞・曲：井上ウィマラ）

Happy birthday to you

Happy birthday to you, happy birthday to you
Happy birthday dear 松助さん

Happy birthday to you
誕生日おめでとう　生まれてありがとう

出会えてよかったね
（お父さんの子供に生まれてきてよかったよ）

誕生日おめでとう
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た
だ
き
ま
し
て
︑
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
︒父

松
助
は
︑
そ
の
名
の
通
り
︑
辛
抱
強
く
待
つ
こ
と
と

細
や
か
な
心
配
り
を
す
る
こ
と
で
人
を
助
け
る
こ
と
が
生

き
る
喜
び
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
︒

若
く
し
て
両
親
を
失
い
︑
家
長
と
し
て
四
人
の
兄
弟
姉

妹
を
守
り
育
て
る
苦
労
を
引
き
受
け
︑
結
婚
し
て
か
ら
は

妻
を
護
り
︑
二
人
の
子
ど
も
を
育
て
上
げ
る
苦
労
の
中
に

生
き
が
い
を
見
つ
け
て
く
れ
て
い
た
よ
う
で
す
︒

四
年
ほ
ど
前
か
ら
体
調
を
崩
し
︑
寝
た
き
り
の
生
活
に

な
っ
て
も
︑
看
護
や
介
護
に
訪
問
し
て
く
だ
さ
る
人
た
ち

へ
の
心
配
り
を
忘
れ
な
い
姿
が
印
象
的
で
し
た
︒

最
期
は
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
九
日
間
ほ
ど
断
食

状
態
の
中
で
命
を
燃
や
し
尽
く
す
か
の
よ
う
に
強
く
輝
い

て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
︒
バ
ン
ク
ー
バ
ー
か
ら
次
男
が

駆
け
つ
け
︑
久
し
ぶ
り
に
家
族
四
人
が
そ
ろ
っ
た
時
間
の

中
で
︑
親
戚
や
共
に
育
っ
た
地
域
の
縁
あ
る
人
た
ち
が
訪

れ
て
く
だ
さ
り
︑
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

亡
く
な
っ
た
そ
の
日
は
父
の
誕
生
日
で
し
た
︒
ケ
ー
キ

を
作
り
︑﹁
誕
生
日
お
め
で
と
う
﹂
を
歌
い
︑
笑
顔
と
涙
︑

日
常
と
旅
立
ち
の
非
日
常
が
う
ま
く
混
ざ
り
合
っ
た
不
思

議
な
時
空
で
し
た
︒

清
拭
と
エ
ン
ジ
ェ
ル
メ
イ
ク
を
し
て
い
た
だ
い
た
後
で

も
︑
そ
の
死
に
顔
は
柔
和
で
︑
ほ
ほ
笑
み
を
増
し
続
け
る

よ
う
に
少
し
ず
つ
変
化
し
て
お
り
ま
し
た
︒

最
期
ま
で
︑
本
当
に
待
つ
こ
と
で
人
を
助
け
続
け
る
松

助
さ
ん
で
し
た
︒

本
日
は
︑
ご
会
葬
︑
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
︒生

前
に
賜
り
ま
し
た
ご
親
切
と
合
わ
せ
て
感
謝
し
︑
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
︒

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
日

　
　
　
　

喪
主　

井
上
く
に
江
︑
井
上
松
永
︑
井
上
勝
人

最
期
ま
で
優
し
く
強
く
輝
い
て

生
き
抜
い
た
人
生
で
し
た

葬
儀
の
後
の
初
七
日
の
法
事
の
食
事
も
決
め
ら
れ
た
三
種

類
の
中
か
ら
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
︒
私
も
︑
バ
ン
ク
ー

バ
ー
で
料
理
学
校
の
講
師
を
し
て
い
る
弟
も
︑
父
が
好
き
だ

っ
た
も
の
を
中
心
と
し
て
話
題
に
で
き
る
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー

に
し
た
い
と
思
っ
た
の
で
︑
提
携
し
て
い
る
料
亭
の
板
長
に

家
に
来
て
も
ら
っ
て
相
談
し
て
内
容
を
決
め
た
︒
会
葬
者
へ

の
返
礼
品
も
形
が
決
ま
っ
て
い
て
︑
地
域
の
業
者
と
の
関
係

が
一
目
瞭
然
で
あ
っ
た
︒
香
典
が
一
万
円
以
上
の
人
に
は
高

め
の
返
礼
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
︑
重
く
て
持
ち
帰
り

に
苦
労
す
る
で
あ
ろ
う
品
で
あ
っ
た
︒
葬
式
が
増
え
て
い
る

今
の
時
代
︑
ど
こ
の
家
で
も
も
ら
っ
て
帰
っ
て
は
使
わ
ず
に

眠
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
︒
そ
れ
な
ら
︑
も
ら
う

立
場
に
な
っ
て
み
れ
ば
︑
軽
く
て
使
い
勝
手
の
よ
い
商
品
券

の
ほ
う
が
い
い
に
決
ま
っ
て
い
る
︒
そ
の
こ
と
を
話
す
と
︑

﹁
そ
れ
は
持
ち
込
み
に
な
る
の
で
持
ち
込
み
料
が
か
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
︑
今
回
は
特
別
に
持
ち
込
み
料
は
取
り
ま
せ
ん
︒

け
れ
ど
︑
こ
の
こ
と
は
一
切
口
外
し
な
い
で
く
だ
さ
い
﹂
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
︒

納
棺
の
と
き
の
説
明
は
︑
昔
の
人
は
そ
ん
な
物
語
を
作
っ

て
送
り
出
し
て
い
た
の
だ
な
ぁ
と
思
う
よ
う
に
心
が
け
て
納

得
す
る
し
か
な
か
っ
た
︒
棺
に
く
ぎ
打
ち
を
す
る
と
き
︑
住

職
が
﹁
時
間
が
な
い
の
で
順
番
に
早
く
し
て
く
だ
さ
い
﹂
と

言
う
の
を
聞
い
た
と
き
に
は
︑
怒
り
を
治
め
る
の
に
一
苦
労

し
て
し
ま
っ
た
︒
く
ぎ
打
ち
の
儀
は
︑
別
れ
を
深
く
味
わ
う

瞬
間
で
あ
る
︒
そ
の
場
で
こ
ん
な
言
葉
が
言
え
る
こ
と
が
信

じ
ら
れ
な
か
っ
た
︒
後
か
ら
聞
い
て
み
る
と
︑
母
も
弟
も
同

じ
よ
う
に
感
じ
て
い
た
︒

私
が
通
常
の
形
で
葬
儀
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
の
は
︑
何

よ
り
も
母
の
た
め
だ
っ
た
︒
地
域
に
埋
も
れ
て
生
き
て
き
た

母
に
と
っ
て
︑
一
般
的
な
葬
式
の
形
式
を
守
る
こ
と
は
︑
残

り
の
人
生
を
こ
の
地
域
で
後
ろ
め
た
さ
を
覚
え
ず
に
生
き
て

ゆ
く
た
め
に
絶
対
必
要
な
こ
と
な
の
だ
︒
私
は
葬
儀
屋
と
相

談
し
な
が
ら
︑
従
来
の
形
式
に
従
い
な
が
ら
で
き
る
だ
け
独

自
の
工
夫
を
入
れ
て
い
っ
た
︒
通
夜
の
儀
で
は
看
取
り
の
と

き
に
歌
っ
た
歌
を
歌
わ
せ
て
も
ら
い
︑
告
別
式
の
際
に
は
パ

ー
リ
語
で
の
読
経
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
︒
そ
う
す
る
こ
と
が
︑

こ
れ
ま
で
本
当
に
自
由
に
修
行
し
探
求
す
る
こ
と
を
許
し
て

き
て
く
れ
た
父
へ
の
恩
返
し
に
な
る
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
︒

告
別
式
の
と
き
︑
母
は
焼
香
を
終
え
た
知
り
合
い
の
も
と

に
席
を
立
っ
て
駆
け
寄
り
︑
お
互
い
に
手
を
取
っ
て
話
し
始

め
た
︒
す
る
と
ス
タ
ッ
フ
は
︑
流
れ
が
途
絶
え
ま
す
か
ら
と

二
人
を
制
し
た
︒
私
が
も
し
葬
儀
を
取
り
仕
切
る
な
ら
︑
二

人
の
た
め
に
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
て
︑
そ
の
数
秒
の
時

間
を
大
切
に
し
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た
︒
葬
式
は
必
要
だ
け

れ
ど
︑
葬
儀
屋
と
坊
主
は
い
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
︒
そ
れ

が
葬
儀
全
体
を
通
し
て
の
正
直
な
感
想
で
あ
っ
た
︒
こ
れ
は
︑

四
十
九
日
・
納
骨
法
要
や
一
周
忌
の
法
要
に
つ
い
て
も
同
様

で
あ
っ
た
︒
僧
侶
が
参
加
せ
ず
︑
親
族
の
み
で
行
っ
た
宴
の

中
で
の
涙
あ
り
笑
い
あ
り
の
語
り
合
い
の
中
で
こ
そ
︑
父
を

弔
い
追
悼
す
る
た
め
の
い
い
時
間
が
過
ご
せ
た
︒
寺
院
で
法

要
を
営
ん
で
も
ら
っ
た
と
き
の
︑
高
齢
者
や
足
の
悪
い
人
に

対
す
る
住
職
の
思
い
や
り
の
な
さ
︑
会
場
準
備
に
関
す
る
寺

と
し
て
の
配
慮
の
足
り
な
さ
︑
あ
れ
で
は
﹁
坊
主
丸
儲
け
﹂

と
悪
口
を
言
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
と
思
っ
た
︒
僧
侶
と
し
て

の
立
場
に
胡
坐
を
か
い
て
し
ま
っ
て
︑
相
手
の
立
場
に
立
っ
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て
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
し

か
思
え
な
か
っ
た
︒

こ
れ
か
ら
超
大
量
死
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
︑
宗
教

者
抜
き
で
手
作
り
の
葬
式
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
お

手
伝
い
し
て
く
れ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
地
域
が
養
成
し
︑

そ
の
た
め
に
公
共
の
場
を
提
供
す
る
よ
う
な
工
夫
が
生
ま
れ

て
く
れ
ば
よ
い
と
思
っ
た
︒

家
を
棄
て
た
祖
父
の
こ
と

父
が
若
く
し
て
両
親
を
亡
く
し
た
経
緯
は
悲
し
い
も
の
で

あ
っ
た
︒
二
十
歳
の
こ
ろ
に
母
を
胃
が
ん
で
亡
く
し
︑
そ
の

後
ま
も
な
く
父
親
は
子
ど
も
た
ち
を
棄
て
て
家
を
出
て
し
ま

っ
た
︒
私
の
祖
父
に
あ
た
る
人
で
あ
る
︒
私
の
記
憶
で
は
︑
お

じ
い
ち
ゃ
ん
に
よ
く
遊
ん
で
も
ら
っ
た
思
い
出
が
は
っ
き
り

と
残
っ
て
い
る
の
だ
が
︑
そ
れ
は
祖
父
で
は
な
く
曾
祖
父
な

の
で
あ
っ
た
︒
そ
の
こ
と
に
気
が
つ
い
た
の
は
私
が
二
十
歳

を
過
ぎ
た
こ
ろ
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
私
が
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
尋
ね
て
も
︑
父
の
口
は
重
か
っ
た
︒
自
分
た
ち
を
棄
て
て

家
を
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
明
確
な
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
は
な
か
っ
た
︒
父
の
中
で
は
︑
そ
れ
は
語
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
︒
言
っ
て
し
ま
う
と
︑
父
の
中

で
何
か
が
壊
れ
て
し
ま
い
︑
何
か
が
噴
出
し
て
き
て
し
ま
う

よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒﹁
昔
は
め
い
め
い
膳

を
並
べ
て
食
事
を
し
︑
夕
餉
に
は
晩
酌
を
す
る
の
が
常
だ
っ

た
が
︑
お
爺
さ
ん
と
お
父
さ
ん
は
決
し
て
酒
を
酌
み
交
わ
す

こ
と
は
な
か
っ
た
﹂︒
そ
れ
が
︑
唯
一
父
が
私
に
語
っ
て
く
れ

た
祖
父
に
関
す
る
思
い
出
話
で
あ
っ
た
︒
酒
好
き
だ
っ
た
父

ら
し
い
視
点
で
は
あ
っ
た
︒

父
が
話
し
て
く
れ
な
い
の
で
︑
私
は
近
所
の
お
じ
さ
ん
た

ち
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
ど
ん
な
人
だ
っ
た
の
か
を
聴
き
歩
い

た
こ
と
が
あ
っ
た
︒
熱
心
な
お
題
目
の
行
者
で
︑
神
経
質
な

く
ら
い
真
面
目
一
本
な
人
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
︒
あ
る
と
き

私
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
日
記
を
見
つ
け
た
︒
そ
こ
に
は
こ
ん

な
こ
と
が
書
い
て
あ
っ
た
︒﹁
仏
教
は
お
寺
で
実
践
す
る
だ
け

で
は
十
分
で
は
な
い
︒
家
庭
生
活
の
中
で
実
践
し
て
こ
そ
本

来
の
意
味
が
深
ま
っ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
﹂︒
そ
ん
な
こ
と
を

熱
く
語
る
文
章
が
︑
変
色
し
た
ノ
ー
ト
に
イ
ン
ク
で
認
め
ら

れ
て
い
た
︒
そ
ん
な
理
想
を
掲
げ
て
い
た
祖
父
は
︑
妻
を
胃

が
ん
で
な
く
す
と
︑
ま
だ
下
が
七
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
五

人
の
子
ど
も
た
ち
の
面
倒
を
見
な
が
ら
家
庭
を
維
持
し
て
ゆ

く
こ
と
に
行
き
詰
り
︑﹁
身
延
山
に
入
る
﹂
と
書
置
き
を
し
て

失
踪
し
た
ら
し
い
︒
親
族
が
集
ま
っ
て
手
を
尽
く
し
て
探
し

た
が
︑
見
つ
か
ら
ず
︑
遺
体
も
出
て
こ
な
か
っ
た
︒

中
学
の
こ
ろ
か
ら
家
出
を
繰
り
返
し
︑
や
が
て
出
家
し
︑
修

行
し
た
後
で
家
に
帰
っ
て
く
る
と
い
う
私
の
生
き
方
は
︑
理

想
に
敗
れ
て
家
を
棄
て
て
行
方
不
明
に
な
っ
た
祖
父
が
や
り

残
し
た
課
題
を
や
り
遂
げ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
︒
家
を
棄

て
た
祖
父
の
存
在
は
︑
わ
が
家
で
は
語
っ
て
は
な
ら
な
い
不

在
の
空
白
に
な
っ
て
い
た
︒
一
度
も
会
っ
て
い
な
い
の
に
︑
私

の
生
き
方
は
︑
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
か
な
え
ら
れ
な
か
っ
た
理

想
を
か
な
え
て
︑
代
わ
り
に
そ
の
空
白
を
埋
め
る
た
め
の
生

き
方
に
な
っ
て
い
た
︒
父
が
苦
し
ん
で
い
た
の
は
あ
い
ま
い

な
喪
失
で
あ
り
︑
そ
の
複
雑
性
悲
嘆
を
抱
え
な
が
ら
最
期
ま

で
生
き
抜
い
て
︑
私
に
そ
の
テ
ー
マ
を
や
り
遂
げ
る
チ
ャ
ン

ス
を
与
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る
︒

私
は
父
を
看
取
り
︑
葬
儀
や
法
要
を
営
み
な
が
ら
何
度
も

考
え
た
︒
お
父
さ
ん
は
私
が
家
出
を
し
た
と
き
︑
大
学
を
や

め
て
日
本
の
曹
洞
宗
で
出
家
し
た
と
き
︑
日
本
を
飛
び
出
し

て
ビ
ル
マ
で
再
出
家
し
た
と
き
︑
ど
ん
な
思
い
で
私
を
見
守

っ
て
い
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
？　

私
が
還
俗
し
て
家
に
帰
っ

て
き
た
と
き
︑
結
婚
し
て
子
ど
も
が
で
き
て
隣
に
家
を
建
て

て
住
む
こ
と
に
な
っ
た
と
き
︑
お
父
さ
ん
は
ど
ん
な
気
持
ち

だ
っ
た
だ
ろ
う
？　

お
父
さ
ん
の
中
で
︑
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

私
は
ど
れ
く
ら
い
重
な
り
合
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
？　

ビ
ル

マ
に
行
く
前
︑
父
に
頭
を
下
げ
て
感
謝
し
た
ら
﹁
そ
ん
な
こ

と
を
し
て
も
ら
う
た
め
に
自
由
に
修
行
さ
せ
て
い
る
の
で
は

な
い
︑
も
っ
と
修
行
を
続
け
ろ
﹂
と
叱
ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
︑

き
っ
と
あ
の
と
き
の
父
が
言
い
た
か
っ
た
の
は
﹁
お
父
さ
ん

は
何
が
あ
っ
て
も
ず
っ
と
応
援
す
る
か
ら
︑
お
じ
い
ち
ゃ
ん

の
で
き
な
か
っ
た
修
行
を
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
な
さ
い
︒
そ

う
し
て
二
人
で
力
を
合
わ
せ
て
こ
の
家
の
宿
命
を
背
負
っ
て
穴

を
埋
め
て
い
こ
う
﹂
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒

封
印
が
解
け
て
、歌

父
の
葬
儀
を
終
え
た
こ
ろ
か
ら
︑
な
ん
と
な
く
茶
を
た
て

て
飲
み
た
く
な
り
︑
墨
を
す
っ
て
字
を
書
き
た
く
な
っ
た
︒
わ

が
家
で
封
印
さ
れ
て
い
た
文
化
的
な
も
の
へ
の
封
印
が
解
け

た
よ
う
な
感
じ
で
あ
っ
た
︒
茶
を
た
て
て
庭
を
眺
め
な
が
ら

飲
み
︑
久
し
ぶ
り
に
墨
の
に
お
い
を
嗅
ぎ
な
が
ら
筆
を
と
っ

て
い
る
う
ち
に
浮
か
ん
で
き
た
歌
の
い
く
つ
か
を
記
し
て
本

稿
の
ま
と
め
と
し
た
い
︒

待
ち
続
け
助
け
続
け
て
輝
い
て　

共
に
喜
ぶ
松
助
の
道

人
生
が
何
度
あ
っ
て
も
子
と
な
り
て　

貴
方
と
共
に
励
む

楽
し
み

移
ろ
う
を
た
だ
一
筋
に
見
守
り
て　

我
も
汝
も
空
に
消
え

ゆ
く

親
を
看
取
り
て
親
と
な
り　

市
井
の
聖
こ
こ
に
あ
り

旅
終
え
て
ま
た
ひ
と
た
び
の
多
美
の
縁

命
の
光　

影
の
恩

新
春
の
松
の
緑
に
降
る
雪
の
白
き
心
を
永
久
に
忘
れ
じ

こ
の
道
を
歩
き
尽
く
せ
ば
祖
と
共
に
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1
神
々
の
都

﹁
神
の
都
﹂︑
ラ
サ
︒

七
世
紀
︑
そ
の
中
心
部
に
︑
ジ
ョ
カ
ン
寺
は
建
立
さ
れ
た
︒

中
国
の
皇
女
︑
文
成
公
主
が
は
る
ば
る
唐
か
ら
運
ん
で
き
た

シ
ャ
キ
ャ
ム
ニ
・
ブ
ッ
ダ
︵
図
1
︶
の
巨
大
な
黄
金
の
仏
像

は
︑
大
き
な
宝
冠
を
か
ぶ
り
︑
現
在
も
大
き
な
眼
で
人
々
を

見
下
ろ
し
て
い
る
︒
そ
の
あ
し
も
と
で
︑
人
々
は
千
数
百
年

に
わ
た
っ
て
︑
毎
日
五
体
投
地
の
礼
拝
を
つ
づ
け
て
き
た
︒

チ
ベ
ッ
ト
は
観
音
菩
薩
と
と
り
わ
け
深
い
縁
の
あ
る
国
だ
︒

で
も
︑
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
︒
地
域
ご
と
に
異
な
る
土
地
神

た
ち
が
い
て
︑
人
々
の
行
為
を
し
っ
か
り
見
守
っ
て
い
る
︒

ジ
ョ
カ
ン
寺
の
周
辺
の
土
地
を
支
配
し
て
い
る
の
は
︑
ド

ル
ジ
ェ
・
ユ
ド
ゥ
ン
マ
︵﹁
金
剛
の
ト
ル
コ
石
の
灯
明
﹂︶
と
い

う
名
の
女
神
で
あ
る
︒
一
六
歳
の
美
し
い
少
女
の
姿
を
し
た

こ
の
女
神
は
︑
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
雪
山
に
住
む
五
人
姉
妹
の
女
神

た
ち
の
一
人
だ
︒
ジ
ョ
カ
ン
寺
だ
け
で
は
な
く
︑
ラ
サ
か
ら

南
に
数
十
キ
ロ
下
が
っ
た
カ
ン
リ
・
ト
ゥ
カ
ル
︵﹁
白
い
頭
の

雪
山
﹂︶
と
い
う
山
奥
の
行
場
に
も
︑
よ
く
姿
を
あ
ら
わ
す
︒

セ
ラ
・
カ
ン
ド
ー
・
デ
ウ
ェ
ー
・
ド
ル
ジ
ェ
︵﹁
セ
ラ
の
空

飛
ぶ
女
神
︑
大
楽
の
金
剛
﹂︒
一
八
九
二
～
一
九
四
〇
︑
図
2
︶

は
︑
こ
の
ジ
ョ
カ
ン
寺
の
西
に
あ
る
﹁
ナ
ー
ガ
の
女
が
集
ま

る
中
心
﹂︵klu m

o m
thil

︶
と
い
う
土
地
に
建
つ
豪
奢
な
館
に

生
ま
れ
た
︒

西
チ
ベ
ッ
ト
の
古
代
シ
ャ
ン
シ
ュ
ン
王
国
を
中
心
に
発
達

し
た
土
着
の
ボ
ン
教
で
は
︑
山
の
頂
上
や
森
︑
樹
木
︑
湖
︑
大

き
な
岩
に
住
む
︑
目
に
は
見
え
な
い
神
霊
た
ち
が
︑
ど
ん
な

性
格
や
行
動
様
式
を
持
っ
て
い
る
の
か
︑
人
間
は
そ
う
し
た

神
霊
た
ち
と
ど
ん
な
ふ
う
に
つ
き
あ
っ
た
ら
い
い
の
か
︑
た

い
へ
ん
詳
し
く
説
明
す
る
﹁
精
霊
の
学
﹂
が
発
達
し
た
︒
こ

の
土
着
の
﹁
精
霊
の
学
﹂
と
︑
イ
ン
ド
の
仏
教
に
由
来
す
る

神
霊
の
分
類
方
法
で
あ
る
﹁
天
竜
八
部
衆
﹂
の
概
念
が
融
合

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
チ
ベ
ッ
ト
密
教
の
﹁
精
霊
の
学
﹂
は

生
ま
れ
た
︒

こ
の
﹁
精
霊
の
学
﹂
に
よ
る
と
︑
ナ
ー
ガ
た
ち
は
上
半
身

は
女
性
︑
下
半
身
は
蛇
の
姿
を
持
っ
て
お
り
︑
湖
や
泉
︑
河

に
住
ん
で
い
る
︒

そ
の
由
来
に
つ
い
て
は
︑
大
き
く
二
つ
の
説
明
が
あ
る
︒
ひ

と
つ
め
の
説
明
に
よ
る
と
︑
も
と
も
と
大
地
と
水
の
生
命
力

を
支
配
す
る
存
在
と
し
て
︑
大
地
の
神
と
密
接
に
結
び
つ
い

て
い
る
の
だ
と
い
う
︒
も
う
ひ
と
つ
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
︑

天
空
を
飛
ぶ
竜
が
年
取
っ
て
地
上
に
降
り
︑
水
辺
に
住
む
よ

図１　ジョカン寺のシャキャムニ・ブッダ
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の
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え
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仏
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う
に
な
っ
た
の
だ
と
さ
れ
る
︒

ど
ち
ら
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
も
︑
ナ
ー
ガ
た
ち
が
ど
ん
な

性
質
を
も
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
︑
お
お
ま
か
な
説
明
は

変
わ
ら
な
い
︒
ナ
ー
ガ
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
︑
自
分

た
ち
が
す
み
か
と
す
る
水
が
︑
清
ら
か
に
保
た
れ
る
こ
と
だ
︒

人
間
た
ち
が
︑
た
い
せ
つ
な
水
源
に
あ
た
る
湖
や
河
を
汚
す

こ
と
な
く
︑
澄
ん
だ
水
を
大
切
に
守
る
と
︑
ナ
ー
ガ
た
ち
は

喜
ぶ
︒
そ
の
結
果
︑
土
地
は
豊
か
に
栄
え
る
︒
逆
に
水
を
汚

す
と
︑
ナ
ー
ガ
た
ち
は
病
み
︑
苦
し
む
︒
汚
染
を
行
う
人
間

の
行
為
に
怒
っ
て
︑
ガ
ン
や
皮
膚
病
を
送
っ
て
く
る
︒
特
に

ナ
ー
ガ
た
ち
が
嫌
う
の
は
︑
動
物
の
肉
や
腐
っ
た
乳
だ
︒
そ

の
た
め
︑
強
力
な
ナ
ー
ガ
が
住
む
泉
や
湖
の
ほ
と
り
に
は
︑
特

別
な
お
堂
が
作
ら
れ
︑
厳
密
な
菜
食
主
義
を
守
る
行
者
た
ち

が
︑
そ
の
供
養
を
行
う1

︒

セ
ラ
・
カ
ン
ド
ー
は
︑
ラ
サ
の
中
心
部
に
あ
っ
て
︑
大
地

と
水
を
支
配
す
る
ナ
ー
ガ
の
女
た
ち
が
集
ま
り
︑
富
と
豊
穣

が
満
ち
る
土
地
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
︒

父
の
チ
ャ
ム
パ
・
ゴ
ン
ポ
は
︑
モ
ン
ゴ
ル
人
だ
っ
た
︒
ネ

パ
ー
ル
と
の
国
境
に
近
い
南
ネ
パ
ー
ル
に
広
大
な
荘
園
を
持

つ
有
力
な
貴
族
の
一
人
で
︑
ラ
サ
に
住
む
中
国
人
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
属
し
︑
中
国
風
の
文
化
を
大
切
に
し
て
い
た
︒
け

れ
ど
も
︑
そ
の
一
方
で
は
︑
チ
ベ
ッ
ト
に
千
年
以
上
伝
承
さ

れ
て
き
た
最
も
エ
ゾ
テ
リ
ッ
ク
な
密
教
の
修
行
を
お
こ
な
う

行
者
で
も
あ
っ
た
︒

チ
ベ
ッ
ト
は
︑
八
世
紀
か
ら
︑
高
度
に
発
達
し
た
イ
ン
ド

の
密
教
を
本
格
的
に
移
植
し
た
︒
聖
な
る
国
イ
ン
ド
か
ら
も

た
ら
さ
れ
た
密
教
の
教
え
は
︑
ま
た
た
く
ま
に
︑
平
均
高
度

四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
雪
山
の
国
の
す
み
ず
み
に
広

が
っ
た
︒

密
教
を
修
行
す
る
の
は
︑
僧
院
に
住
み
厳
重
な
戒
律
を
守

る
比
丘
僧
や
︑
山
の
洞
窟
で
孤
独
な
瞑
想
を
続
け
る
ヨ
ー
ギ

た
ち
だ
け
に
か
ぎ
ら
れ
な
か
っ
た
︒
チ
ベ
ッ
ト
で
は
︑
家
族

を
持
ち
︑
は
た
ら
き
な
が
ら
︑
人
間
の
心
の
本
質
に
つ
い
て

徹
底
し
た
探
求
を
行
う
在
俗
行
者
た
ち
が
︑
密
教
の
伝
統
に

お
い
て
た
い
へ
ん
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
︒
そ
う
し

た
行
者
た
ち
は
︑
村
で
大
麦
を
育
て
︑
あ
る
い
は
都
市
で
小

さ
な
商
売
を
し
︑
仏
具
を
作
り
︑
あ
る
い
は
ヤ
ク
︵
高
度
三

〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
地
に
住
む
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
の
一
種
︶

の
黒
い
毛
で
で
き
た
テ
ン
ト
を
運
び
な
が
ら
︑
高
原
地
帯
で

放
牧
生
活
を
送
っ
て
い
た
︒
チ
ャ
ム
パ
・
ゴ
ン
ポ
は
︑
そ
う

し
た
在
俗
行
者
た
ち
の
一
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
︒

密
教
の
哲
学
や
修
行
法
に
は
︑
い
く
つ
も
の
異
な
る
レ
ベ

ル
が
あ
る
︒
チ
ャ
ム
パ
・
ゴ
ン
ポ
は
︑
チ
ベ
ッ
ト
に
伝
え
ら

れ
た
密
教
の
中
で
︑
最
も
高
度
な
内
容
を
持
つ
﹁
ゾ
ク
チ
ェ

ン
﹂︵﹁
大
い
な
る
完
成
﹂︶
の
︑
そ
の
中
で
も
と
り
わ
け
深
遠

な
﹁
ニ
ン
テ
ィ
ク
﹂︵﹁
心
臓
の
エ
ッ
セ
ン
ス
﹂︶
の
修
行
者
だ

っ
た2

︒
深
々
と
し
た
瞑
想
の
中
で
︑
存
在
の
根
源
か
ら
︑
清
ら
か

な
光
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
湧
き
上
が
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る
︒
チ

ャ
ム
パ
・
ゴ
ン
ポ
は
︑
そ
う
し
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
も
と
づ
い

て
︑
密
教
の
エ
ッ
セ
ン
ス
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
特
別
な

啓
示
文
書
を
︑
こ
の
世
界
に
も
た
ら
す
力
も
持
っ
て
い
た
︒

セ
ラ
・
カ
ン
ド
ー
の
母
と
な
っ
た
ツ
ェ
リ
ン
・
チ
ョ
ゾ
ム

は
︑
チ
ベ
ッ
ト
人
で
︑
特
に
密
教
の
古
い
伝
統
と
深
い
か
か

わ
り
を
持
っ
て
き
た
ヌ
プ
の
一
族
の
出
身
だ
っ
た
︒
八
世
紀

に
︑
北
西
イ
ン
ド
に
あ
っ
た
オ
ッ
デ
ィ
ア
ー
ナ
国
出
身
の
密

教
行
者
パ
ド
マ
サ
ン
バ
ヴ
ァ
が
︑
チ
ベ
ッ
ト
に
︑
は
じ
め
て

高
度
な
密
教
の
教
え
を
も
た
ら
し
た
︒
そ
の
教
え
は
︑
は
じ

め
︑
ニ
ャ
ク
︑
ヌ
プ
︑
ス
ル
と
い
っ
た
密
教
行
者
の
一
族
を

つ
う
じ
て
伝
承
さ
れ
た
︒
あ
と
で
詳
し
く
触
れ
る
よ
う
に
︑
パ

ド
マ
サ
ン
バ
ヴ
ァ
の
弟
子
で
︑
ネ
パ
ー
ル
や
現
在
の
タ
ジ
キ

ス
タ
ン
に
あ
た
る
ブ
ル
シ
ャ
の
国
か
ら
︑
大
切
な
密
教
の
教

え
を
移
植
し
た
︑
ヌ
プ
・
ナ
ム
ケ
ー
・
ニ
ン
ポ
や
ヌ
プ
チ
ェ

ン
・
サ
ン
ギ
ェ
・
イ
ェ
シ
ェ
と
い
う
偉
大
な
修
行
者
た
ち
は
︑

ヌ
プ
の
一
族
の
出
身
だ
っ
た
の
で
あ
る
︒

チ
ャ
ム
パ
・
ゴ
ン
ポ
が
︑
ヌ
プ
一
族
の
ツ
ェ
リ
ン
・
チ
ョ

ゾ
ム
を
妻
に
迎
え
る
こ
と
に
し
た
の
は
︑
チ
ベ
ッ
ト
の
仏
教

と
国
土
を
守
る
神
で
あ
る
ネ
チ
ュ
ン
の
お
告
げ
が
深
く
か
か

わ
っ
て
い
た
︒
ネ
チ
ュ
ン
は
︑
歴
代
の
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
た
ち

に
と
っ
て
特
別
な
意
味
を
も
つ
護
法
尊
だ
︒
チ
ベ
ッ
ト
の
仏

教
や
国
土
が
危
機
に
瀕
す
る
た
び
に
︑
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
は
こ

の
神
を
呼
び
出
し
︑
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
を
あ
お
い
で
き
た
︒

貴
族
だ
っ
た
チ
ャ
ム
パ
・
ゴ
ン
ポ
は
︑
あ
る
日
︑
ラ
サ
に

あ
る
ネ
チ
ュ
ン
の
お
堂
に
お
も
む
く
と
︑
妻
に
ふ
さ
わ
し
い

女
性
は
ど
こ
に
い
る
の
か
︑
た
ず
ね
た
︒

﹁
心
優
し
い
ヌ
プ
の
一
族
の
女
を
め
と
り
な
さ
い
︒
そ
う
す

れ
ば
︑
密
教
修
行
に
よ
っ
て
高
い
悟
り
を
得
た
聖
者
や
ヨ
ー

ガ
に
熟
達
し
た
聖
女
た
ち
が
生
ま
れ
︑
一
族
が
繁
栄
す
る
こ

と
に
ま
ち
が
い
な
い
﹂

チ
ャ
ム
パ
・
ゴ
ン
ポ
は
︑
こ
の
ネ
チ
ュ
ン
の
予
言
に
し
た

が
っ
て
︑
ツ
ェ
リ
ン
・
チ
ョ
ゾ
ム
を
探
し
に
出
か
け
た
の
で

あ
る
︒

モ
ン
ゴ
ル
人
の
チ
ャ
ム
パ
・
ゴ
ン
ポ
と
チ
ベ
ッ
ト
人
の
ツ

ェ
リ
ン
・
チ
ョ
ゾ
ム
︒
二
人
を
両
親
と
し
て
生
ま
れ
た
セ
ラ
・

図２　セラ・カンドー・デウェー・ドルジェ
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カ
ン
ド
ー
の
一
生
は
︑
幼
い
頃
か
ら
︑
清
ら
か
な
光
の
中
に

姿
を
あ
ら
わ
す
パ
ド
マ
サ
ン
バ
ヴ
ァ
や
女
神
た
ち
の
ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
に
彩
ら
れ
て
い
た
︒

彼
女
は
︑
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
や
夢
の
中
に
あ
ら
わ
れ
る
神
々
の

予
言
に
し
た
が
っ
て
︑
パ
ド
マ
サ
ン
バ
ヴ
ァ
や
︑
そ
の
密
教

修
行
の
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
っ
た
チ
ベ
ッ
ト
人
の
女
性
行
者
イ
ェ

シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
に
よ
っ
て
︑
チ
ベ
ッ
ト
の
各
地
に
埋
蔵

さ
れ
た
法
具
や
秘
密
の
教
え
を
発
見
し
︑
伝
統
に
新
た
な
よ

み
が
え
り
を
も
た
ら
す
﹁
埋テ

ル

ト

ン

蔵
宝
発
掘
者
﹂
と
な
る
運
命
を

持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
︒

彼
女
が
光
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
中
で
﹁
発
掘
﹂
し
た
密
教
の

体
系
は
︑
三
巻
の
全
集
と
し
て
︑
現
代
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
︒

わ
た
し
た
ち
は
︑
こ
れ
か
ら
︑
セ
ラ
・
カ
ン
ド
ー
が
︑
み

ず
か
ら
の
霊
的
な
体
験
に
つ
い
て
語
っ
た
自
伝
で
あ
る
﹃
幸

運
な
信
仰
の
供
養
の
花
の
茎
﹄
を
読
み
な
が
ら
︑
霊
的
天
才

と
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
︑
性
愛
の
エ
ロ
ス
と
聖
な
る
も
の
︑
そ
し
て

創
造
性
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い3

︒

2
卵
の
女

セ
ラ
・
カ
ン
ド
ー
は
︑
兄
二
人
︑
姉
二
人
の
末
娘
と
し
て

生
ま
れ
た
︒

そ
の
誕
生
の
と
き
に
は
︑
こ
ん
な
出
来
事
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
︒

母
は
︑
素
晴
ら
し
い
幸
福
感
に
包
ま
れ
て
︑
何
の
苦
し
み

も
な
く
セ
ラ
・
カ
ン
ド
ー
を
産
ん
だ
︒
け
れ
ど
も
︑
な
ん
と

も
驚
い
た
こ
と
に
は
︑
赤
ん
坊
は
﹁
卵
に
包
ま
れ
て
﹂
誕
生

し
た
の
で
あ
る
︒
母
に
呼
ば
れ
て
︑
そ
の
こ
と
を
伝
え
ら
れ

た
父
は
︑
五
色
の
絹
の
布
が
つ
い
た
矢
を
使
っ
て
︑
そ
の
卵

を
開
け
て
み
た
︒
す
る
と
︑
卵
の
中
か
ら
︑
燦
然
と
虹
色
に

輝
く
女
の
子
が
姿
を
あ
ら
わ
し
た
の
で
あ
る
︒

そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
︒
館
の
上
空
に
は
︑
大
き
な
鷲

が
ゆ
う
ゆ
う
と
翼
を
ひ
ろ
げ
て
飛
び
︑
部
屋
の
中
に
は
素
晴

ら
し
い
芳
香
が
満
ち
︑
ほ
ら
貝
の
音
が
響
き
わ
た
っ
た
︒

﹁
な
ん
て
め
で
た
い
こ
と
だ
﹂
と
チ
ャ
ム
パ
・
ゴ
ン
ポ
は
言

っ
た
︒
こ
ん
な
ふ
う
に
卵
か
ら
生
ま
れ
た
子
供
は
︑
特
別
な

霊
的
な
才
能
に
恵
ま
れ
て
い
る
︑
と
直
感
し
た
の
で
あ
る
︒
誰

が
言
う
と
も
な
く
︑
美
し
い
少
女
は
︑﹁
素
晴
ら
し
い
喜
び
の

女
王
﹂︵﹁
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
﹂︶
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
︒こ

こ
で
﹁
卵
に
包
ま
れ
て
生
ま
れ
る
﹂
と
い
う
の
は
︑
胎

盤
︵
胞
衣
︶
に
包
ま
れ
た
状
態
で
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
を
象

徴
的
に
表
現
し
て
い
る
︒

世
界
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
に
お
い
て
︑
胎
盤
に
包
ま
れ

て
産
ま
れ
て
き
た
子
供
は
︑
特
別
な
霊
的
な
能
力
を
持
っ
て

お
り
︑
そ
の
一
生
は
︑
ほ
か
の
人
々
と
は
異
な
る
例
外
的
な

も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︒

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
︑
そ
う
や
っ
て
胎
盤
に
包
ま
れ
て
産
ま

れ
て
く
る
子
供
の
こ
と
を
︑﹁
頭
巾
を
か
ぶ
っ
て
生
ま
れ
た
子

供
﹂
と
呼
ぶ
︒
中
世
の
イ
タ
リ
ア
北
部
か
ら
ス
イ
ス
に
か
け

て
︑
真
夜
中
に
箒
に
乗
っ
て
集
会
す
る
魔
女
た
ち
︵﹁
ベ
ナ
ン

ダ
ン
テ
ィ
﹂︶
は
︑
こ
の
﹁
頭
巾
を
か
ぶ
っ
て
生
ま
れ
た
子
供

た
ち
﹂
か
ら
選
ば
れ
る
の
が
つ
ね
だ
っ
た
︒
日
本
で
も
事
情

は
よ
く
似
て
い
る
︒﹁
袈
裟
を
着
て
生
ま
れ
た
﹂
と
呼
ば
れ
︑

僧
侶
と
な
る
運
命
を
持
っ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
て
き
た
の
で

あ
る4

︒
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
よ
り
も
一
世
代
前
に
属
す
有
名
な
女

性
行
者
で
︑
ラ
サ
南
方
の
カ
ン
リ
・
ト
ゥ
カ
ル
の
行
場
で
︑
三

千
人
の
弟
子
た
ち
を
集
め
た
聖
女
︑
シ
ュ
ク
セ
プ
・
ジ
ェ
ツ

ン
マ
の
場
合
も
そ
う
だ
っ
た
︒
そ
の
伝
記
は
︑
彼
女
が
首
の

ま
わ
り
に
﹁
数
珠
を
巻
い
て
﹂
誕
生
し
た
と
書
き
と
め
て
い

る
の
で
あ
る5

︒ 

こ
の
よ
う
に
︑
胞
衣
に
包
ま
れ
て
産
ま
れ
て
き
た
子
供
に
︑

特
殊
な
使
命
を
読
み
取
る
人
類
の
象
徴
的
な
思
考
に
は
︑
大

き
く
二
つ
の
背
景
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

一
つ
は
︑
生
命
を
生
み
だ
す
根
源
で
あ
る
母
体
と
の
関
係

を
そ
の
ま
ま
保
っ
て
産
ま
れ
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
そ
う

い
う
子
供
た
ち
は
︑
存
在
の
原
初
と
の
深
い
関
わ
り
を
切
断

す
る
こ
と
な
く
︑
そ
の
き
ず
な
を
し
っ
か
り
保
っ
た
ま
ま
で
︑

こ
の
世
界
に
や
っ
て
来
た
の
だ
︑
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
︒

け
れ
ど
も
︑
も
う
一
つ
別
の
理
由
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
︒﹁
胞
衣
に
包
ま
れ
て
﹂
生
ま
れ
て
く
る
子
供
は
︑
最
初
に

こ
の
世
界
と
接
触
し
た
と
き
に
︑
窒
息
状
態
に
あ
る
︒
そ
う

し
た
体
験
が
︑
生
の
根
本
的
な
経
験
と
し
て
︑
そ
の
一
生
に

大
き
く
深
い
影
響
を
及
ぼ
す
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
︒

3
蓮
の
光

実
際
︑
幼
い
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
︑
た
だ
胞
衣
に
包
ま

れ
て
生
ま
れ
て
き
た
だ
け
で
は
な
く
︑
ま
だ
一
歳
に
な
る
前

に
一
週
間
の
仮
死
状
態
に
お
ち
い
り
︑
そ
の
間
に
パ
ド
マ
サ

ン
バ
ヴ
ァ
の
浄
土
に
行
く
と
い
う
体
験
を
し
た
の
で
あ
る
︒

生
き
て
い
く
こ
と
は
︑
粗
大
な
物
質
で
で
き
た
食
物
を
口

に
し
︑
食
物
連
鎖
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
だ
︒
生
ま
れ

る
前
の
︑
光
に
満
ち
た
世
界
と
の
間
に
強
い
絆
を
保
っ
た
ま

ま
︑
粗
大
な
感
情
や
物
質
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
輪
廻
の
世

界
に
強
い
異
和
感
を
抱
い
て
い
た
少
女
は
︑
仮
死
状
態
に
入

る
前
に
︑
母
の
ツ
ェ
リ
ン
・
チ
ョ
ゾ
ム
に
言
っ
た
︒

﹁
こ
れ
か
ら
グ
ル
・
パ
ド
マ
サ
ン
バ
ヴ
ァ
の
﹃
蓮
華
の
光
﹄

の
浄
土
に
行
っ
て
︑
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
に
お
会
い
し

て
き
ま
す
︒
だ
か
ら
︑
不
純
な
物
質
で
で
き
た
食
べ
物
は
い

り
ま
せ
ん
﹂

生
と
死
︑
光
と
物
質
の
世
界
の
間
を
︑
繰
り
返
し
行
き
来
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す
る
体
験
は
︑
粗
大
な
物
質
で
で
き
あ
が
っ
た
世
界
で
の
生

が
唯
一
の
も
の
だ
と
い
う
︑
人
間
が
陥
り
が
ち
な
錯
覚
か
ら

彼
女
を
自
由
に
す
る
は
た
ら
き
を
持
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
は
︑
容

易
に
想
像
で
き
る
︒

外
か
ら
は
死
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
た
状
態
で
あ
っ
た
と

し
て
も
︑
内
的
に
は
︑
深
く
美
し
く
輝
く
光
に
包
ま
れ
︑
世

に
も
妙
な
る
音
楽
を
耳
に
し
て
い
る
︒

そ
う
い
う
体
験
を
胸
に
抱
え
た
ま
ま
︑
再
び
生
命
の
輪
廻

す
る
世
界
に
触
れ
る
と
き
︑
胞
衣
に
包
ま
れ
て
生
ま
れ
て
き

た
彼
や
彼
女
た
ち
に
は
︑
そ
の
幻
の
よ
う
な
成
り
立
ち
が
︑
は

っ
き
り
透
視
さ
れ
る
︒
生
き
て
い
る
こ
と
は
幻
だ
︒
そ
う
い

う
感
覚
が
深
く
一
生
に
浸
透
し
続
け
る
︒

ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
に
と
っ
て
︑
た
い
そ
う
幸
運
だ
っ
た

の
は
︑
彼
女
が
﹁
生
き
て
い
る
こ
と
は
幻
だ
﹂︑﹁
じ
ぶ
ん
が

目
に
し
て
い
る
も
の
︑
耳
に
し
て
い
る
も
の
は
す
べ
て
幻
影

だ
﹂
と
考
え
る
仏
教
の
教
え
を
大
切
に
伝
承
し
て
き
た
一
族

の
中
に
生
ま
れ
た
こ
と
だ
っ
た
︒
そ
の
お
か
げ
で
︑
彼
女
は

﹁
卵
に
包
ま
れ
て
﹂
生
ま
れ
て
き
た
じ
ぶ
ん
の
存
在
の
あ
り
よ

う
に
つ
い
て
︑
そ
れ
を
表
現
す
る
言
葉
を
持
つ
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
︒

自
伝
に
登
場
す
る
両
親
た
ち
の
言
葉
を
注
意
深
く
読
む
と
︑

彼
ら
が
︑
ラ
サ
南
部
に
あ
る
カ
ン
リ
・
ト
ゥ
カ
ル
の
行
場
に

隠
棲
し
て
︑
ニ
ン
マ
派
の
ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
哲
学
と
修
行
を
き

わ
め
て
洗
練
し
た
体
系
と
し
て
表
現
し
た
一
四
世
紀
の
聖
者

ロ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
プ
ジ
ャ
ム
や
︑
一
九
世
紀
に
北
東
チ
ベ
ッ

ト
・
ア
ム
ド
地
方
で
モ
ン
ゴ
ル
人
の
王
と
し
て
君
臨
す
る
と

と
も
に
啓
示
文
書
を
発
掘
し
︑
活
躍
し
た
密
教
行
者
チ
ュ
ー

ギ
ェ
ル
・
ン
ガ
ク
キ
・
ワ
ン
ポ
に
つ
い
て
親
し
く
知
り
︑
そ

の
教
え
の
内
容
を
深
く
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒

だ
か
ら
だ
ろ
う
︒
三
歳
に
な
っ
た
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
が

前
世
を
思
い
だ
し
︑
イ
ン
ド
や
ネ
パ
ー
ル
の
言
葉
で
し
ゃ
べ

り
は
じ
め
た
と
き
も
︑
両
親
は
通
訳
を
わ
ざ
わ
ざ
探
し
出
し

て
き
て
︑
異
国
の
言
葉
で
み
ず
か
ら
の
前
世
に
つ
い
て
語
る

娘
の
物
語
を
︑
聞
き
取
ろ
う
と
し
た
の
だ
っ
た
︒

4
長
寿
の
矢

も
う
一
つ
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
の
誕
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

に
つ
い
て
た
い
へ
ん
興
味
深
い
の
は
︑
彼
女
を
包
ん
で
い
た

﹁
卵
﹂
を
︑
父
親
が
五
色
の
布
と
鏡
が
つ
け
ら
れ
た
﹁
長
寿
の

矢
﹂
を
使
っ
て
︑﹁
開
け
た
﹂
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
だ
︒

長
寿
の
矢
は
︑
チ
ベ
ッ
ト
に
お
い
て
︑
生
命
力
や
長
寿
の

力
︑
富
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
招
き
寄
せ
る
儀
礼
で
よ
く
用
い
ら

れ
る
も
の
だ
︒

行
者
は
︑
こ
う
し
た
儀
礼
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
な
る
と
︑

手
に
持
っ
た
矢
を
ゆ
っ
く
り
何
回
も
回
転
さ
せ
る
︒
自
然
を

形
作
る
地
︑
水
︑
火
︑
風
︑
空
の
五
つ
の
根
源
的
エ
レ
メ
ン

ト
を
象
徴
す
る
五
色
の
絹
の
布
の
運
動
の
身
振
り
に
よ
っ
て
︑

長
寿
や
福
徳
を
呼
び
招
く
の
で
あ
る
︒

も
し
か
す
る
と
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
の
父
は
︑
生
ま
れ

た
ば
か
り
の
娘
の
た
め
に
︑
長
寿
の
矢
を
手
に
し
て
︑
幸
運

や
吉
祥
が
寄
り
集
ま
る
よ
う
に
︑
生
命
の
力
を
呼
び
集
め
る

儀
礼
を
行
お
う
と
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒

だ
が
︑
も
っ
と
別
の
可
能
性
も
あ
る
︒
こ
の
矢
は
︑
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
山
々
に
住
み
︑
仏
教
を
守
る
五
人
の
女
神
た
ち
︑
中

で
も
﹁
ド
ル
ジ
ェ
・
ユ
ド
ゥ
ン
マ
﹂
と
密
接
に
結
び
つ
い
て

い
る
の
で
あ
る6
︵
図
3
︶︒

最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
︑
こ
の
女
神
は
︑
ラ
サ
の
中
心
に

あ
る
ジ
ョ
カ
ン
寺
の
入
り
口
に
立
つ
巨
木
を
依
り
代
と
し
て
︑

地
域
全
体
を
支
配
し
て
い
る
︒

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
︒
後
で
見
る
よ
う
に
︑
ク
ン
ガ
ー
・

ワ
ン
モ
と
も
︑
母
の
ツ
ェ
リ
ン
・
チ
ョ
ゾ
ム
と
も
︑
並
々
な

ら
ぬ
た
い
そ
う
深
い
縁
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
た
︒
実
際
の

と
こ
ろ
︑
母
親
は
じ
ぶ
ん
た
ち
二
人
が
︑
ド
ル
ジ
ェ
・
ユ
ド

ゥ
ン
マ
の
﹁
化
身
﹂
だ
と
い
う
夢
を
す
ら
見
て
い
る
︒

ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
が
誕
生
し
た
と
き
︑﹁
卵
﹂
を
こ
じ
開

け
る
た
め
に
父
が
手
に
し
た
長
寿
の
矢
は
︑
彼
女
と
女
神
の

な
み
な
み
な
ら
ぬ
き
ず
な
を
暗
示
す
る
も
の
だ
っ
た
と
言
っ

て
も
か
ま
わ
な
い
だ
ろ
う
︒

仏
教
の
深
い
教
養
を
持
っ
て
い
た
両
親
は
︑
多
く
の
チ
ベ

ッ
ト
人
た
ち
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
︑
子
供
の
霊
的
な
教
育

に
た
い
そ
う
気
を
配
る
人
物
だ
っ
た
ら
し
い
︒
卵
に
包
ま
れ

て
生
ま
れ
た
少
女
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
︑
お
お
か
た
の

チ
ベ
ッ
ト
人
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
︑
観
音
菩
薩
の
マ
ン
ト
ラ

や
︑
慈
悲
の
女
神
・
タ
ー
ラ
の
祈
願
を
唱
え
な
が
ら
成
長
し

た
︒た

だ
︑
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
て
い
た
の
は
︑
ほ
か
の
子
供
た

ち
と
遊
ぼ
う
と
い
う
気
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
こ
と
だ
︒
い

つ
死
ぬ
か
わ
か
ら
な
い
︒
そ
う
い
う
感
覚
が
︑
彼
女
の
生
に

は
つ
ね
に
深
く
浸
透
し
て
い
た
︒
人
間
と
し
て
の
貴
重
な
生

を
︑
子
供
の
遊
び
に
費
や
す
気
持
ち
に
は
な
れ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
︒

幼
い
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
︑
無
常
を
説
く
こ
ん
な
歌
を

作
っ
た
り
し
た
︒

図３　ヒマラヤの５人の女神たち（ツェリン
マと眷属）
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！

お
集
り
の
お
と
も
だ
ち
︑
お
聞
き
く
だ
さ
い
な
︒

外
に
あ
ら
わ
れ
る
世
界
を
ご
覧
あ
れ
︒

太
陽
も
月
も
︑
秋
の
空
の
よ
う
に
無
常
︒

自
然
に
包
ま
れ
て
生
き
る
じ
ぶ
ん
た
ち
の
こ
と
も
ご
覧
あ

れ
︒

去
年
生
き
て
い
た
人
が
︑
今
年
は
も
う
い
な
い
︒

昨
日
咲
い
た
花
も
︑

わ
た
し
た
ち
の
手
の
中
で
乾
い
て
し
ま
い
ま
し
た
︒

何
に
つ
け
︑
ど
ん
な
も
の
も
秋
の
空
の
よ
う
に
無
常7

︒

死
が
訪
れ
︑
閻
魔
さ
ま
の
も
と
に
行
っ
た
と
き
︑
役
に
立

つ
の
は
観
音
菩
薩
の
真
言
だ
け
よ
︒
だ
か
ら
い
っ
し
ょ
に
真

言
を
唱
え
ま
し
ょ
う
︙
︙
︒

そ
れ
を
聞
い
た
子
供
た
ち
は
︑﹁
ま
る
で
今
に
も
死
に
そ
う

な
お
ば
あ
さ
ん
み
た
い
ね
︒
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
い
る
と
︑
み

ん
な
に
馬
鹿
に
さ
れ
る
わ
よ
﹂
と
答
え
る
だ
け
だ
っ
た
︒

幼
い
少
女
は
︑
友
だ
ち
の
返
事
を
聞
い
て
︑﹁
山
の
行
場
で

一
生
修
行
が
で
き
た
ら
︑
ど
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
だ
ろ
う
か
﹂

と
思
う
ば
か
り
だ
っ
た
︒

両
親
は
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
を
連
れ
て
︑
聖
者
や
す
ぐ

れ
た
ヨ
ー
ギ
た
ち
の
も
と
を
足
し
げ
く
訪
れ
て
は
︑
灌
頂
や

教
え
を
受
け
た
︒

と
く
に
八
歳
に
な
る
と
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
︑
父
の

師
だ
っ
た
ド
ゥ
プ
ト
プ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
の
も
と
に
︑
し
ば
し

ば
会
い
に
出
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
ド
ゥ
プ
ト

プ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
は
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
の
少
女
時
代
に

と
っ
て
︑
た
い
へ
ん
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
︒

も
う
一
方
で
︑
こ
の
年
か
ら
︑
お
さ
な
い
少
女
は
︑
貴
族

で
あ
る
父
の
荘
園
を
継
承
す
る
た
め
の
準
備
と
し
て
︑
中
国

語
の
勉
強
を
は
じ
め
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

人
間
た
ち
の
世
界
は
︑
欲
望
と
怒
り
に
よ
っ
て
作
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
︒
敵
を
征
服
し
︑
仲
間
を
守
る
︒
そ
う
い
う
二

元
論
の
世
界
に
足
を
踏
み
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
少
女
は
︑
荘

園
の
管
理
や
中
国
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
慣
習
に
︑
と

う
て
い
馴
染
め
な
い
も
の
を
感
じ
て
い
た
︒
あ
る
日
︑
彼
女

は
︑
中
国
語
の
教
科
書
を
川
に
捨
て
︑
そ
の
ま
ま
入
水
し
よ

う
と
し
た
︒
そ
の
と
き
彼
女
を
押
し
と
ど
め
た
の
は
︑
恐
ろ

し
い
姿
を
し
た
女
の
護
法
尊
だ
っ
た
︒

5
夢
の
教
え

さ
き
ほ
ど
少
し
触
れ
た
よ
う
に
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
の

両
親
は
︑
貴
族
の
荘
園
経
営
者
だ
っ
た
が
︑
一
方
で
仏
教
の

深
い
素
養
を
持
ち
︑
子
供
た
ち
を
連
れ
て
︑
巡
礼
や
聖
者
に

会
い
に
山
の
行
場
に
出
か
け
て
い
く
よ
う
な
人
々
だ
っ
た
︒

そ
の
お
か
げ
で
︑﹁
卵
か
ら
生
ま
れ
た
﹂
少
女
は
︑
当
時
の
中

央
チ
ベ
ッ
ト
で
最
も
す
ぐ
れ
た
行
者
た
ち
に
会
い
︑
そ
の
教

え
を
受
け
る
と
い
う
︑
た
い
へ
ん
大
き
な
幸
運
に
恵
ま
れ
た
︒

け
れ
ど
も
︑
根
源
的
な
意
味
に
お
い
て
︑
幼
い
彼
女
の
霊

的
な
成
長
を
一
六
歳
に
い
た
る
ま
で
導
い
た
の
は
︑
日
中
の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
︑
あ
る
い
は
夢
の
中
で
︑
彼
女
の
前
に
姿
を
あ

ら
わ
す
︑
ブ
ッ
ダ
や
女
神
や
い
に
し
え
の
導
師
た
ち
だ
っ
た
︒

ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
が
︑
本
格
的
に
︑
夢
の
中
に
あ
ら
わ

れ
る
神
々
の
教
え
に
し
た
が
っ
て
修
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
︑
わ
ず
か
九
歳
の
と
き
の
こ
と
だ
っ
た
︒

こ
の
年
︑
彼
女
は
家
族
と
一
緒
に
︑
中
央
チ
ベ
ッ
ト
か
ら

西
チ
ベ
ッ
ト
に
か
け
て
巡
礼
の
旅
に
出
た
︒

あ
る
夜
の
こ
と
︑
夢
の
中
で
女
神
の
タ
ー
ラ
が
あ
ら
わ
れ

た
︒
そ
し
て
︑﹁
す
べ
て
の
生
き
物
が
苦
し
み
か
ら
解
き
放
た

れ
︑
ブ
ッ
ダ
の
悟
り
を
得
ら
れ
ま
す
よ
う
に
︑
と
い
う
菩
提

心
の
瞑
想
を
な
さ
い
﹂
と
彼
女
に
告
げ
た
の
で
あ
る
︒
そ
の

と
き
の
こ
と
に
つ
い
て
︑
彼
女
は
こ
ん
な
ふ
う
に
書
い
て
い

る
︒

夢
の
中
で
︑﹁
私
は
白
タ
ー
ラ
ー
﹂
と
い
う
言
葉
と
と
も

に
︑
存
在
の
原
初
か
ら
立
ち
上
る
虹
の
よ
う
な
光
を
放
つ

白
い
ダ
ー
キ
ニ
ー
が
︑
私
の
目
の
前
の
空
間
に
姿
を
あ
ら

わ
し
た
︒
そ
し
て
︑
右
手
を
私
の
頭
の
上
に
置
く
と
︑
こ

の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
あ
る
︒

﹁
い
に
し
え
の
ブ
ッ
ダ
や
菩
薩
た
ち
は
︑

生
き
と
し
生
け
る
も
の
に
た
い
す
る

深
い
慈
し
み
の
こ
こ
ろ
を
も
っ
て
菩
提
心
を
起
こ
し
た
︒

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
︑

あ
な
た
も
私
の
あ
と
に
し
た
が
っ
て

修
行
を
続
け
て
い
く
た
め
に

大
い
な
る
菩
提
心
を
起
こ
し
な
さ
い
︒

悪
し
き
輪
廻
の
海
が
尽
き
る
そ
の
と
き
ま
で

こ
の
う
え
な
い
菩
薩
の
行
為
を
学
び
︑

ま
た
行
じ
な
さ
い
︒

究
極
の
真
実
は
菩
提
心
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
の
で
す
﹂

女
神
は
そ
う
お
っ
し
ゃ
る
と
︑
虚
空
に
虹
の
よ
う
に
消

え
て
し
ま
っ
た8

︒

翌
日
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
︑
こ
の
言
葉
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
繰
り
返
し
口
ず
さ
み
な
が
ら
︑
父
の
も
と
に
行
っ
た
︒

父
の
チ
ャ
ム
パ
・
ゴ
ン
ポ
は
︑﹁
そ
れ
は
誰
か
ら
習
っ
た
の
か

ね
﹂
と
九
歳
の
娘
に
た
ず
ね
た
︒﹁
夢
の
中
で
習
い
ま
し
た
﹂

と
答
え
る
と
︑
父
は
こ
う
い
っ
た
の
で
あ
る
︒

﹁
私
の
領
地
を
お
前
が
守
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
わ

か
ら
な
い
よ
う
だ
ね
︒
一
人
で
他
の
土
地
に
あ
て
ど
な
く

行
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
確
か
だ
︒
だ
が
︑
お
母
さ
ん
が
亡

く
な
る
ま
で
は
︑
ど
こ
に
も
行
っ
て
は
い
け
な
い
よ9

﹂
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チ
ベ
ッ
ト
で
は
︑
高
い
徳
を
そ
な
え
︑
深
い
悟
り
を
得
た

修
行
者
か
ら
学
ん
だ
教
え
を
実
践
す
る
こ
と
が
︑
と
て
も
大

切
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︒
お
経
を
勝
手
に
読
ん
で
︑
自
分

流
の
瞑
想
を
し
て
も
何
の
役
に
も
立
た
な
い
︑
特
に
密
教
の

場
合
は
そ
う
だ
︒
逆
に
大
き
な
害
に
な
る
と
︑
口
を
酸
っ
ぱ

く
し
て
強
調
す
る
︒

と
こ
ろ
が
︑
九
歳
の
少
女
は
︑
こ
の
と
き
か
ら
︑
じ
ぶ
ん

が
夢
の
中
で
学
ん
だ
教
え
を
実
践
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
︒
こ
う
し
た
変
化
は
︑
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
強
力
な
伝

統
主
義
に
対
す
る
大
き
な
抵
抗
を
意
味
す
る
︒

こ
の
時
期
を
境
に
し
て
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
︑
じ
ぶ

ん
の
霊
的
成
長
を
見
守
っ
て
く
れ
て
き
た
父
親
の
影
響
を
少

し
ず
つ
離
脱
し
て
︑
み
ず
か
ら
の
内
面
に
育
っ
た
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
に
し
た
が
っ
て
︑
生
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
い
え
る
︒

け
れ
ど
も
︑
逆
か
ら
見
る
と
︑
夢
の
中
で
慈
悲
の
女
神
タ

ー
ラ
か
ら
学
ん
だ
祈
り
の
言
葉
は
︑
彼
女
の
夢
や
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
が
︑
伝
統
と
の
し
っ
か
り
し
た
絆
を
︑
深
層
に
お
い
て
保

っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
︒
生

き
と
し
生
け
る
も
の
の
た
め
に
修
行
し
よ
う
と
い
う
慈
悲
の

心
こ
そ
︑
大
乗
仏
教
の
中
心
だ
と
︑
チ
ベ
ッ
ト
で
は
考
え
ら

れ
て
き
た
︒
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
が
夢
の
中
で
受
け
取
っ
た

教
え
は
︑
そ
の
伝
統
に
あ
く
ま
で
も
忠
実
な
も
の
な
の
で
あ

る
︒み

ず
か
ら
も
す
ぐ
れ
た
修
行
者
だ
っ
た
父
は
︑
ク
ン
ガ
ー
・

ワ
ン
モ
の
抱
え
て
い
る
運
命
を
︑
は
っ
き
り
理
解
し
て
い
た
︒

娘
の
変
化
に
も
気
づ
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
︒
そ
の
こ
と
が
︑
娘

と
対
話
す
る
彼
の
言
葉
か
ら
は
う
か
が
わ
れ
る
︒

少
女
は
︑
訊
い
た
︒﹁
わ
た
し
が
ど
こ
か
に
行
っ
て
し
ま
っ

て
も
︑
お
父
さ
ま
は
そ
れ
で
か
ま
わ
な
い
の
？　

わ
た
し
は

お
父
さ
ま
の
子
供
で
し
ょ
う
﹂

す
る
と
︑
父
は
答
え
た
︒﹁
も
ち
ろ
ん
︑
そ
う
だ
よ
︒
父
親

で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
よ
︒
け
れ
ど
も
︑
輪
廻
も
ニ

ル
ヴ
ァ
ー
ナ
も
実
在
は
し
な
い
︒
す
べ
て
は
幻
や
夢
の
よ
う

な
も
の
だ
︒
そ
の
こ
と
を
︑
ラ
マ
の
お
か
げ
で
︑
私
は
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
ん
だ
よ
﹂
と
︒

﹁
わ
た
し
は
お
父
さ
ま
の
子
供
で
し
ょ
う
？
﹂
と
い
う
ク
ン

ガ
ー
・
ワ
ン
モ
の
言
葉
は
︑
彼
女
が
︑
八
歳
の
と
き
に
サ
ム

エ
寺
で
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
中
で
出
会
っ
た
ニ
ェ
ン
チ
ェ
ン
・
タ

ン
ラ
の
言
葉
を
︑
何
回
も
心
の
中
で
反
芻
し
て
い
た
こ
と
を

思
わ
さ
れ
る
︒

6
ニ
ェ
ン
チ
ェ
ン・タ
ン
ラ

一
〇
歳
に
な
っ
た
と
き
︑
彼
女
は
あ
ら
た
め
て
︑
母
親
に

こ
ん
な
ふ
う
に
た
ず
ね
た
︒﹁
私
は
お
父
さ
ん
の
子
供
で
は
な

く
て
︑
ニ
ェ
ン
チ
ェ
ン
・
タ
ン
ラ
の
子
供
だ
と
言
わ
れ
ま
し

た
︒
ど
う
い
う
こ
と
か
︑
教
え
て
く
だ
さ
い
な
﹂

母
親
は
答
え
た
︒

あ
る
日
︑
ヤ
ク
や
羊
を
連
れ
て
移
動
す
る
ラ
サ
北
方
の
高

原
地
帯
の
牧
畜
民
の
土
地
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
だ
︒
ニ
ェ

ン
チ
ェ
ン
・
タ
ン
ラ
と
名
乗
る
若
い
男
と
出
会
い
︑
幾
晩
か

を
と
も
に
過
ご
し
た
︒
う
ち
に
帰
っ
て
か
ら
︑
チ
ャ
ム
パ
・

ゴ
ン
ポ
に
そ
の
こ
と
を
告
げ
る
と
︑﹁
気
に
し
な
く
て
も
大
丈

夫
だ
よ
︒
お
ま
え
は
大
地
の
神
︵gzhi bdag

︶
を
祖
先
に
持
っ

て
い
る
か
ら
︑
そ
ん
な
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
﹂
と
夫
は
答
え

た
の
で
あ
る
︒

ニ
ェ
ン
チ
ェ
ン
・
タ
ン
ラ
︵
図
4
︶
は
︑
も
と
も
と
ラ
サ

北
方
の
広
大
な
高
原
地
帯
に
そ
び
え
る
ニ
ェ
ン
チ
ェ
ン
・
タ

ン
ラ
山
に
住
む
土
地
神
で
︑
八
地
の
菩
薩
の
悟
り
を
得
て
い

る
護
法
尊
だ
と
さ
れ
る
︒
山
の
神
︑
高
原
地
帯
の
牧
畜
民
の

神
で
あ
る
と
と
も
に
︑
チ
ベ
ッ
ト
政
府
の
守
り
神
で
あ
る
ペ

ル
デ
ン
・
ラ
モ
︵﹁
吉
祥
天
母
﹂︶
の
化
身
で
あ
る
ナ
ム
ツ
ォ
湖

の
女
神
を
妻
と
し
︑
ラ
サ
を
ふ
く
む
中
央
チ
ベ
ッ
ト
の
広
大

な
領
域
を
支
配
す
る
﹁
大
地
の
神
﹂︵gzhi bdag

︶
で
も
あ
る10

︒

ニ
ェ
ン
チ
ェ
ン
・
タ
ン
ラ
を
父
と
す
る
娘
が
お
腹
に
い
る

あ
い
だ
じ
ゅ
う
︑
母
の
ツ
ェ
リ
ン
・
チ
ョ
ゾ
ム
は
︑
素
晴
ら

し
い
幸
福
感
に
包
ま
れ
︑
さ
ま
ざ
ま
な
浄
土
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

を
目
の
当
た
り
に
し
た
︒

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
︒
ジ
ョ
カ
ン
寺
の
あ
た
り
を
守
っ
て

い
る
女
神
︑
ド
ル
ジ
ェ
・
ユ
ド
ゥ
ン
マ
が
し
ば
し
ば
姿
を
あ

ら
わ
し
︑
か
ら
だ
を
洗
っ
て
く
れ
た
り
も
し
た
︒

ド
ル
ジ
ェ
・
ユ
ド
ゥ
ン
マ
は
あ
る
日
言
っ
た
︒﹁
あ
な
た
も

お
腹
の
中
の
娘
も
︑
私
の
化
身
︒
輪
廻
に
迷
う
生
き
物
を
助

け
る
た
め
に
働
い
て
く
だ
さ
い
な
﹂

母
か
ら
こ
の
話
を
聞
い
た
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
︑
じ
ぶ

ん
が
生
ま
れ
て
き
た
意
味
や
目
的
が
︑
は
っ
き
り
し
て
く
る

の
を
感
じ
た
︒
じ
ぶ
ん
は
チ
ベ
ッ
ト
の
仏
教
や
人
々
の
幸
せ

な
生
活
を
守
っ
て
き
た
ニ
ェ
ン
チ
ェ
ン
・
タ
ン
ラ
や
ド
ル
ジ

ェ
・
ユ
ド
ゥ
ン
マ
と
い
っ
た
神
々
と
︑
た
い
そ
う
深
い
縁
が

あ
る
ら
し
い
︒
大
切
な
使
命
を
果
た
す
た
め
に
︑
こ
の
世
界

に
や
っ
て
来
た
ら
し
い
︑
と
思
っ
た
の
で
あ
る
︒

こ
の
と
き
︑
少
女
か
ら
﹁
異
人
﹂
と
し
て
の
感
覚
が
な
く

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
︒

図４　ニェンチェン・タンラ
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け
れ
ど
も
︑﹁
異
人
﹂
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
生
き
て
い
る
意

味
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
︒

母
か
ら
の
返
事
を
聞
い
た
後
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
の
夢

の
教
え
は
︑
ま
す
ま
す
深
ま
っ
て
い
っ
た
︒

そ
れ
と
と
も
に
︑
彼
女
が
持
つ
特
別
な
霊
的
な
資
質
は
︑
さ

ま
ざ
ま
な
導
師
た
ち
に
み
と
め
ら
れ
て
い
く
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
︒

7
空
を
飛
ぶ
女
神

一
一
歳
の
と
き
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
父
や
母
と
い
っ

し
ょ
に
︑
タ
ク
ル
ン
・
マ
ハ
ー
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
と
い
う
す
ぐ

れ
た
導
師
の
も
と
に
︑
死
後
の
バ
ル
ド
で
姿
を
あ
ら
わ
す
︑
一

〇
〇
人
の
寂
静
尊
と
憤
怒
尊
の
灌
頂
を
受
け
に
行
っ
た
︒

そ
の
灌
頂
の
途
中
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
の
か
ら
だ
は
自

然
に
ジ
ャ
ン
プ
し
︑
踊
り
出
し
た
︒
ダ
ン
ス
の
途
中
で
は
︑
密

教
の
神
々
が
示
す
聖
な
る
身
振
り
︵
ム
ー
ド
ラ
ー
︶
を
む
す
ん

だ
︒
そ
れ
を
見
た
タ
ク
ル
ン
・
マ
ハ
ー
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
は
︑
女

神
の
生
ま
れ
か
わ
り
に
間
違
い
な
い
か
ら
︑
大
事
に
育
て
る

よ
う
に
︑
と
両
親
に
告
げ
た
の
で
あ
る
︒

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
︑
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
取
り
除

き
︑
吉
祥
を
も
た
ら
す
密
教
舞
踏
︵
チ
ャ
ム
︶
を
見
に
行
っ

た
と
き
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
︑
母
の
膝
で
う
と
う
と
と

眠
り
込
ん
だ
︒

す
る
と
︑
夢
の
中
に
︑
虹
の
光
に
輝
く
グ
ル
・
パ
ド
マ
サ

ン
バ
ヴ
ァ
が
姿
を
あ
ら
わ
し
た
︒
が
︑
す
ぐ
に
消
え
た
︒
そ

の
後
︑
空
を
飛
ぶ
ダ
ー
キ
ニ
が
や
っ
て
き
て
︑
こ
ん
な
ふ
う

に
言
っ
た
︒

﹁
高
貴
な
生
ま
れ
の
少
女
よ
︑
あ
な
た
は
菩
提
心
を
修
習
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
何
カ
ル
パ
に
も
わ
た
っ
て
︑
大
い
な

る
功
徳
を
積
み
重
ね
︑
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
︒
仏
教
の
修
行
を
し
よ
う
︑
と
思
う
だ
け
で
は
︑
真
実

の
教
え
を
完
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
よ
︒
だ
か
ら
︑
ま

ず
は
八
つ
の
世
俗
の
習
わ
し
︵
世
俗
八
法
︶
に
陥
る
き
っ
か

け
と
な
る
両
親
や
親
戚
︑
召
使
︑
財
産
の
す
べ
て
に
た
い

す
る
執
着
を
な
く
し
な
さ
い
︒
ま
る
で
︑
道
端
の
石
こ
ろ

を
投
げ
捨
て
る
よ
う
に
︑
じ
ぶ
ん
に
は
必
要
な
い
と
︑
心

の
底
か
ら
思
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で
︑
心
を
訓
練
し
な
さ

い
︒次

に
︑
こ
の
よ
う
な
優
れ
た
人
間
の
か
ら
だ
を
再
び
得

る
こ
と
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
︑
繰
り
返
し
考

え
な
さ
い
︒
人
間
と
し
て
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
は
︑
青
蓮

華
の
花
が
咲
く
よ
り
も
貴
重
な
機
会
で
す
︒
そ
れ
を
生
か

し
て
︑
真
実
の
仏
教
の
教
え
を
修
行
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
︑
解
脱
で
き
ま
す
︒
人
間
と
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
は
︑
す

べ
て
の
望
み
を
自
然
に
か
な
え
て
く
れ
る
如
意
宝
珠
の
よ

う
な
も
の
な
の
で
す
︒
素
晴
ら
し
い
人
間
の
か
ら
だ
を
得

て
︑
大
切
に
し
て
修
行
す
れ
ば
︑
ブ
ッ
ダ
の
優
れ
た
身
体

や
︑
浄
土
や
︑
根
源
的
な
智
慧
や
︑
優
れ
た
徳
を
あ
ま
す

こ
と
な
く
す
べ
て
得
る
こ
と
だ
っ
て
で
き
る
の
で
す
︒

け
れ
ど
も
そ
れ
と
は
反
対
に
︑
輪
廻
の
中
の
行
為
に
励

む
な
ら
︑
石
の
よ
う
に
︑
ま
っ
さ
か
さ
ま
に
悪
趣
に
落
ち

る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
︒
自
由
と
す
ぐ
れ
た
条
件

を
そ
な
え
た
人
間
の
身
体
を
得
る
の
は
と
て
も
難
し
い
こ

と
︒
そ
の
こ
と
を
考
え
て
︑
生
と
死
の
両
方
を
支
配
し
︑
自

由
に
な
る
そ
の
と
き
ま
で
︑
た
い
せ
つ
に
生
か
し
な
さ
い11

﹂

そ
れ
に
続
け
て
︑
ダ
ー
キ
ニ
ー
は
︑
無
常
と
輪
廻
の
苦
し

み
に
つ
い
て
よ
く
よ
く
考
え
る
こ
と
︑
行
為
の
因
と
果
の
関

係
に
つ
い
て
︑
し
っ
か
り
吟
味
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
説
い

た
︒
功
徳
を
積
み
︑
瞑
想
に
よ
っ
て
智
慧
を
育
て
る
べ
き
だ

と
い
う
こ
と
︑
さ
ら
に
は
ブ
ッ
ダ
や
守
護
尊
や
ダ
ー
キ
ニ
ー

か
ら
加
持
を
受
け
る
瞑
想
法
に
つ
い
て
も
︑
教
え
て
く
れ
た

の
で
あ
る
︒

ダ
ー
キ
ニ
ー
が
夢
で
与
え
て
く
れ
た
こ
の
教
え
は
︑﹁
四
つ

の
出
離
﹂
や
﹁
七
つ
の
心
の
訓
練
﹂
と
呼
ば
れ
る
瞑
想
の
エ

ッ
セ
ン
ス
を
含
ん
で
い
る
︒
輪
廻
の
世
界
に
対
す
る
執
着
を

断
ち
切
る
心
の
訓
練
は
︑
チ
ベ
ッ
ト
の
伝
統
に
お
い
て
︑
本

格
的
な
密
教
の
修
行
に
入
っ
て
い
く
た
め
の
準
備
と
し
て
︑
と

て
も
大
切
な
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
た
︒

密
教
の
本
格
的
な
修
行
の
前
に
は
︑
ま
ず
は
顕
教
の
瞑
想

を
す
る
こ
と
が
必
要
だ
︒
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
が
︑
夢
の
中

で
教
わ
っ
た
出
離
や
菩
提
心
の
瞑
想
は
︑
そ
の
核
心
に
あ
た

る
も
の
な
の
で
あ
る
︒

こ
う
し
て
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
︑
九
歳
か
ら
一
一
歳

に
か
け
て
︑
夢
の
中
の
女
神
た
ち
か
ら
学
び
な
が
ら
︑
密
教

の
修
行
に
入
る
た
め
の
準
備
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒

無
明
に
つ
き
う
ご
か
さ
れ
る
生
命
の
世
界
は
︑
欲
望
と
怒

り
か
ら
で
き
あ
が
っ
て
い
る
︒
そ
の
世
界
へ
の
執
着
を
い
っ

た
ん
解
き
放
つ
こ
と
な
し
に
は
︑
本
当
の
心
の
解
放
は
得
ら

れ
な
い
︒
輪
廻
か
ら
の
出
離
に
つ
い
て
瞑
想
し
な
さ
い
︒

世
俗
か
ら
の
出
離
を
中
心
と
し
た
︑
こ
の
夢
の
教
え
は
︑
そ

の
直
後
に
彼
女
の
ま
わ
り
で
起
こ
っ
た
出
来
事
に
つ
い
て
考

え
る
と
︑
と
て
も
予
言
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
︒

こ
の
夢
は
︑
彼
女
が
フ
ェ
ミ
ニ
ン
な
身
体
を
も
っ
て
生
ま

れ
て
き
た
こ
と
に
と
も
な
う
︑
困
難
と
ど
の
よ
う
に
直
面
し

た
ら
い
い
か
︑
と
い
う
問
題
を
あ
ら
か
じ
め
示
す
も
の
だ
っ

た
の
で
あ
る
︒

輪
廻
に
対
す
る
執
着
を
断
ち
き
る
瞑
想
法
を
︑
女
神
か
ら

学
ぶ
夢
を
見
た
こ
ろ
︑
貴
族
た
ち
の
間
で
は
︑
チ
ャ
ム
パ
・

ゴ
ン
ポ
の
娘
は
︑
ダ
ー
キ
ニ
ー
女
神
の
生
ま
れ
変
わ
り
ら
し

い
と
い
う
噂
が
︑
広
が
り
始
め
て
い
た
︒
し
ば
ら
く
し
て
︑
ク

ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
の
も
と
に
は
︑
チ
ベ
ッ
ト
人
や
中
国
人
の
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有
力
な
貴
族
の
家
か
ら
︑
求
婚
の
申
し
出
が
相
次
い
だ
の
で

あ
る
︒

そ
の
中
で
︑
父
の
チ
ャ
ム
パ
・
ゴ
ン
ポ
が
選
ん
だ
の
は
︑
ネ

パ
ー
ル
と
の
国
境
に
近
い
キ
ト
ゥ
ン
に
住
む
中
国
人
の
家
だ

っ
た
︒
一
万
戸
の
農
奴
を
支
配
下
に
置
く
一
族
の
一
人
息
子

が
︑
彼
女
に
プ
ロ
ポ
ー
ズ
し
た
の
で
あ
る
︒

世
俗
や
輪
廻
か
ら
の
出
離
の
念
を
修
習
し
︑
タ
ー
ラ
と
同

じ
よ
う
な
悟
り
を
得
た
い
と
願
っ
て
い
た
彼
女
は
︑
遠
く
離

れ
た
キ
ト
ゥ
ン
の
地
に
嫁
ぐ
こ
と
に
深
い
絶
望
を
感
じ
た
︒

そ
ん
な
あ
る
と
き
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
︑﹁
す
べ
て
の

現
象
は
実
在
し
な
い
﹂
と
い
う
教
え
を
︑
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
中

で
受
け
た
︒
ジ
ョ
カ
ン
寺
に
参
拝
し
た
と
き
︑
一
人
の
尼
の

姿
を
し
た
女
性
が
姿
を
あ
ら
わ
し
︑
こ
ん
な
ふ
う
に
話
し
か

け
て
き
た
の
で
あ
る
︒

﹁
あ
ら
あ
ら
︑
小
さ
な
お
嬢
さ
ん
︑
閻
魔
さ
ま
や
︑
そ
の
手

下
の
獄
卒
や
︑
来
世
に
生
ま
れ
変
わ
る
先
を
決
め
る
白
や

赤
や
黒
の
カ
ル
マ
の
風
が
︑
物
と
し
て
実
在
す
る
と
考
え

る
の
は
︑
大
き
な
間
違
い
よ
︒
も
し
も
︑
閻
魔
さ
ま
が
実

在
す
る
な
ら
ば
︑
そ
の
も
と
を
た
ど
っ
て
い
く
と
︑
両
親

が
い
る
は
ず
︒
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
︒
ど
ん
な
物
事
も
︑
㴑

っ
て
た
ど
っ
て
い
く
と
物
と
し
て
実
在
す
る
こ
と
に
な
る

は
ず
ね
︒
け
れ
ど
も
︑
そ
ん
な
ふ
う
に
考
え
る
と
困
っ
た

こ
と
に
な
る
わ
ね
︙
︙
︒
輪
廻
の
世
界
に
生
ま
れ
る
四
つ

の
誕
生
の
仕
方
や
︑
六
道
の
世
界
の
生
き
も
の
の
あ
り
方

は
︑
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
︒
け
れ
ど
も
︑
そ
れ
は
全
部
︑
じ

ぶ
ん
の
心
か
ら
あ
ら
わ
れ
て
き
た
も
の
︒
ほ
ん
と
う
に
実

在
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
よ12

﹂ 

そ
れ
を
聞
い
た
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
︑
言
い
返
し
た
︒

﹁
閻
魔
さ
ま
は
ほ
ん
と
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
に
違
い
な
い
わ
︒
罪

業
を
な
し
た
ら
︑
閻
魔
さ
ま
の
お
裁
き
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
よ
︒
も
し
も
ほ
ん
と
に
実
在
し
な
い
の
だ
っ
た

ら
︑
風
の
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
︑
何
も
で
き
な
い
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
わ
﹂

す
る
と
︑
尼
は
こ
ん
な
ふ
う
に
答
え
た
︒﹁
は
は
っ
！　

賢

い
お
嬢
ち
ゃ
ん
ね
︒
で
も
︑
閻
魔
さ
ま
の
こ
と
は
じ
ぶ
ん
の

目
で
見
た
こ
と
が
な
い
ん
で
し
ょ
︒
見
た
こ
と
が
な
い
の
に
︑

厳
し
い
お
裁
き
が
あ
る
な
ん
て
︑
ど
う
し
て
わ
か
る
の
か
し

ら
︒
閻
魔
さ
ま
が
罪
を
成
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る

な
ら
︑
た
く
さ
ん
の
生
き
物
に
苦
し
み
を
与
え
る
の
は
罪
に

は
な
ら
な
い
の
か
し
ら
︒
も
し
も
そ
れ
が
罪
な
ら
ば
︑
閻
魔

さ
ま
を
裁
く
の
は
誰
か
し
ら13

？
﹂

何
一
つ
実
在
す
る
も
の
は
あ
り
は
し
な
い
︒
始
ま
り
の
な

い
過
去
か
ら
︑
じ
ぶ
ん
の
心
か
ら
あ
ら
わ
れ
て
き
た
現
象
を

外
部
の
実
在
と
見
ま
ち
が
っ
て
︑
執
着
と
怒
り
を
育
て
て
き

た
︒
輪
廻
の
歪
ん
だ
迷
い
の
世
界
は
︑
無
明
の
錯
誤
か
ら
生

ま
れ
る
︒
実
在
し
な
い
も
の
を
実
在
す
る
と
見
誤
り
︑
そ
れ

に
よ
っ
て
三
界
や
六
道
の
中
を
︑
ひ
た
す
ら
さ
ま
よ
う
輪
廻

が
始
ま
る
︒
外
界
に
あ
ら
わ
れ
る
現
象
は
︑
す
べ
て
じ
ぶ
ん

の
心
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
と
知
り
な
さ
い
︒

そ
ん
な
ふ
う
に
言
う
と
︑
尼
は
姿
を
消
し
た
︒

そ
の
日
か
ら
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
︑
こ
の
教
え
の
瞑

想
を
続
け
た
の
で
あ
る
︒

こ
の
瞑
想
は
︑
顕
教
の
中
で
最
も
高
度
な
﹁
空
性
﹂
の
内

容
を
含
ん
で
い
る
︒

私
た
ち
は
︑
普
通
︑
自
分
の
外
部
に
さ
ま
ざ
ま
な
﹁
も
の
﹂

が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
︒

け
れ
ど
も
︑
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
存
在
し
て
い
る
の

か
を
吟
味
し
て
い
く
と
︑
何
一
つ
実
在
す
る
も
の
な
ど
な
い

こ
と
が
わ
か
る
︒
と
こ
ろ
が
︑
私
た
ち
は
︑
自
分
の
心
の
鏡

に
あ
ら
わ
れ
る
映
像
を
実
在
す
る
と
信
じ
︑
そ
れ
に
対
す
る

執
着
と
怒
り
の
二
元
論
の
中
で
さ
ま
よ
っ
て
い
る
︒

ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
︑
そ
う
い
う
輪
廻
の
中
に
あ
る
生

き
物
の
世
界
か
ら
離
脱
す
る
た
め
の
鍵
を
︑
こ
の
と
き
し
っ

か
り
と
手
に
し
た
の
で
あ
る
︒

8
マ
ン
ト
ラ・脈
管・微
細
身

こ
の
年
は
ま
た
︑
別
の
意
味
に
お
い
て
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ

ン
モ
に
と
っ
て
︑
た
い
へ
ん
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
︒
ジ
ョ

カ
ン
寺
の
周
囲
で
天
然
痘
が
大
流
行
し
︑
多
く
の
死
人
が
出

た
︒
そ
の
よ
う
す
を
ま
の
あ
た
り
に
し
て
い
た
彼
女
は
︑
な

ん
と
も
哀
れ
で
︑
な
ん
と
か
助
け
ら
れ
な
い
か
な
と
思
っ
た
︒

す
る
と
︑
今
ま
で
習
っ
た
こ
と
も
な
い
マ
ン
ト
ラ
が
口
か
ら

自
然
に
溢
れ
出
し
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
加
持
し
た
霊
水
を
病
人

に
あ
た
え
る
と
︑
治
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
︒

そ
の
こ
と
を
耳
に
し
た
父
チ
ャ
ム
パ
・
ゴ
ン
ポ
は
︑
娘
を

呼
び
寄
せ
る
と
︑﹁
そ
の
マ
ン
ト
ラ
を
ど
こ
で
習
っ
た
の
か

い
﹂
と
聞
い
た
︒﹁
ど
こ
で
も
︑
だ
れ
か
ら
も
習
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
︒
自
然
に
出
て
き
た
の
で
す
﹂︒﹁
で
は
︑
も
う

一
回
言
っ
て
み
な
さ
い
﹂︒
父
は
︑
娘
が
唱
え
る
マ
ン
ト
ラ
を

文
字
に
書
き
と
め
さ
せ
た
︒

漢
字
を
習
っ
た
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
︑
チ
ベ
ッ
ト
文
字
も

イ
ン
ド
の
文
字
も
ま
っ
た
く
学
ん
だ
こ
と
の
な
い
娘
が
︑
自

然
に
マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
出
し
た
と
き
︑
さ
ぞ
か
し
両
親
は
驚

い
た
こ
と
だ
ろ
う
︒
遠
い
昔
︑
病
気
を
治
す
マ
ン
ト
ラ
を
た

く
さ
ん
思
い
出
し
て
︑
人
々
を
助
け
た
子
供
が
い
た
︒
そ
れ

と
同
じ
か
も
し
れ
な
い
︒
だ
か
ら
大
事
に
使
い
な
さ
い
︑
と

父
の
チ
ャ
ム
パ
・
ゴ
ン
ポ
は
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
に
告
げ
た

の
で
あ
る
︒

こ
の
出
来
事
を
き
っ
か
け
に
し
て
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ

は
︑
チ
ベ
ッ
ト
の
膨
大
な
仏
教
テ
キ
ス
ト
群
に
し
っ
か
り
と

つ
な
が
る
き
っ
か
け
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
チ
ャ
ム
パ
・
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ゴ
ン
ポ
の
娘
が
習
っ
た
こ
と
の
な
い
マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
て
病

気
を
治
し
た
︑
と
聞
い
た
父
の
師
︑
ド
ゥ
プ
ト
プ
・
リ
ン
ポ

チ
ェ
が
︑
彼
女
に
チ
ベ
ッ
ト
語
を
習
わ
せ
る
よ
う
に
と
助
言

し
た
の
で
あ
る
︒

結
局
彼
女
は
︑
そ
の
生
涯
の
間
︑
正
式
に
チ
ベ
ッ
ト
語
を

学
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
け
れ
ど
も
︑
人
生
の
後
半
︑
チ
ベ

ッ
ト
語
で
書
か
れ
た
膨
大
な
量
の
密
教
の
教
え
を
﹁
発
掘
﹂

す
る
と
と
も
に
︑
編
集
す
る
作
業
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
︒
自

然
に
マ
ン
ト
ラ
が
わ
き
起
こ
っ
て
き
た
と
き
︑
そ
う
い
う
後

半
生
に
つ
な
が
る
心
の
種
が
ま
か
れ
た
の
だ
と
言
え
る
︒

も
う
一
つ
︑
タ
ン
ト
リ
ス
ト
の
見
方
か
ら
す
れ
ば
︑
こ
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
︑
長
年
観
音
菩
薩
や
タ
ー
ラ
の
マ
ン
ト
ラ
を

唱
え
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
︑
彼
女
の
全
身
に
は
り
め
ぐ
ら

さ
れ
た
脈
管
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
浄
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

意
味
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒

イ
ン
ド
の
神
秘
的
な
言
語
学
＝
生
理
学
に
よ
れ
ば
︑
プ
ラ

ー
ナ
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
運
動
す
る
脈
管
の
さ
ま
ざ
ま
な

ポ
イ
ン
ト
に
は
︑
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
異
な
る
文
字
の
ヴ
ァ

イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
鳴
り
響
い
て
い
る
︒
何
十
万
回
︑
何
百

万
回
と
繰
り
返
し
マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
そ

う
い
っ
た
脈
管
に
あ
る
光
の
文
字
は
活
性
化
し
︑
力
を
取
り

戻
し
︑
脈
管
の
中
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
運
動
を
さ
ま
た
げ

て
い
る
結
び
目
は
ゆ
る
み
︑
解
き
放
た
れ
る
︒
そ
の
と
き
︑
マ

ン
ト
ラ
は
悟
り
を
も
た
ら
し
︑
あ
る
い
は
病
を
癒
す
力
を
持

つ
よ
う
に
な
る
︒

じ
っ
さ
い
の
と
こ
ろ
︑
こ
れ
か
ら
す
ぐ
あ
と
で
述
べ
る
よ

う
に
︑
こ
の
出
来
事
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ

ン
モ
は
︑
夢
の
教
え
に
し
た
が
っ
て
︑
脈
管
と
風
の
ヨ
ー
ガ

に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

そ
れ
は
同
時
に
︑
チ
ベ
ッ
ト
の
霊
的
伝
統
︑
特
に
母
の
一

族
と
の
き
ず
な
を
︑
彼
女
が
深
め
て
い
っ
た
こ
と
を
意
味
す

る
︒

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
︑
彼
女
の
母
親
の
ツ
ェ
リ
ン
・
チ

ョ
ゾ
ム
は
︑
ヌ
プ
の
一
族
の
出
身
だ
っ
た
︒
そ
の
こ
と
は
︑
ク

ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
に
と
っ
て
︑
た
い
へ
ん
重
要
な
意
味
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
︒

ヌ
プ
の
一
族
は
︑
多
く
の
す
ぐ
れ
た
密
教
行
者
を
輩
出
し

た
︒
八
世
紀
に
出
た
ヌ
プ
・
ナ
ム
ケ
ー
・
ニ
ン
ポ
は
︑
グ
ル
・

パ
ド
マ
サ
ン
バ
ヴ
ァ
の
重
要
な
弟
子
で
あ
る
と
と
も
に
︑
ネ

パ
ー
ル
に
は
る
ば
る
出
か
け
︑
密
教
の
深
い
教
え
を
学
び
取

っ
て
帰
国
し
た
最
初
の
チ
ベ
ッ
ト
人
ヨ
ー
ギ
の
一
人
だ
っ
た
︒

も
う
ひ
と
り
の
ヌ
プ
チ
ェ
ン
・
サ
ン
ギ
ェ
・
イ
ェ
シ
ェ
︵
九

世
紀
︶
は
︑
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
ネ
パ
ー
ル
へ
︑
さ
ら
に
は
そ
の

当
時
中
央
ア
ジ
ア
に
あ
っ
た
ブ
ル
シ
ャ
の
国
︵
現
在
の
キ
ル
ギ

ス
タ
ン
︶
に
ま
で
お
も
む
い
て
︑
高
度
な
密
教
の
教
え
を
学

び
︑
ア
ヌ
ヨ
ガ
の
ク
ラ
ス
に
属
す
根
本
経
典
で
あ
る
﹃
密
意

集
会
﹄︵sphyi m

do dgongs pa ‘dus pa

︶
の
大
部
の
テ
キ
ス
ト
を

翻
訳
し
た
人
物
だ
っ
た
︒
す
さ
ま
じ
い
呪
術
の
力
を
あ
わ
せ

も
ち
︑
九
世
紀
に
ラ
ン
ダ
ル
マ
王
に
よ
る
破
仏
が
行
わ
れ
た

と
き
に
も
︑
そ
の
圧
力
に
屈
す
る
こ
と
な
く
︑
密
教
の
伝
統

を
純
粋
に
守
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
︒
仏
教
の
暗
黒
時
代
を
生

き
延
び
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
は
︑
こ
の
ヌ
プ
と
︑
ニ
ャ

ク
︑
ス
ル
と
い
う
三
つ
の
ク
ラ
ン
の
密
教
行
者
た
ち
だ
っ
た

の
で
あ
る
︒

そ
の
中
で
も
︑
ヌ
プ
の
一
族
は
︑﹁
脈
管
と
風
の
ヨ
ー
ガ
﹂

や
性
的
ヨ
ー
ガ
を
重
要
な
要
素
と
す
る
ア
ヌ
ヨ
ガ
の
伝
承
に
︑

た
い
へ
ん
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
︒﹁
脈
管
と
風
の
ヨ
ー

ガ
﹂
は
︑
い
わ
ば
ヌ
プ
の
﹁
家
学
﹂
だ
っ
た
の
で
あ
る
︒

一
族
に
は
︑
身
体
の
内
部
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
風
の
通
り

道
で
あ
る
脈
管
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
自
在
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
︑
強
烈
な
快
楽
を
引
き
出
す
た
め
の
方
法
や
︑
そ
れ
を
土

台
に
性
的
行
為
を
聖
な
る
快
楽
の
ヨ
ー
ガ
へ
と
変
容
さ
せ
る

た
め
の
特
別
な
口
伝
が
︑
無
数
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
︒
そ
の

こ
と
が
︑
現
在
残
さ
れ
て
い
る
﹃
密
意
集
会
﹄
タ
ン
ト
ラ
に

付
属
す
る
テ
キ
ス
ト
群
か
ら
は
読
み
取
れ
る
︒

﹁
脈
管
と
風
の
ヨ
ガ
﹂
は
︑
伝
統
的
に
高
度
の
秘
密
と
考
え

ら
れ
て
お
り
︑
十
分
な
準
備
な
し
に
修
行
す
る
こ
と
は
禁
じ

ら
れ
て
い
る
︒
と
こ
ろ
が
︑
こ
の
時
期
か
ら
︑
ク
ン
ガ
ー
・

ワ
ン
モ
は
︑
こ
う
し
た
﹁
微
細
身
﹂
の
変
容
に
取
り
組
む
密

教
の
伝
統
に
︑
夢
を
つ
う
じ
て
深
く
接
近
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
︒

一
二
歳
に
な
っ
た
と
き
︑
彼
女
は
︑
身
体
の
内
部
に
張
り

巡
ら
さ
れ
た
脈
管
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
な
ジ
ャ
ン
ク
シ

ョ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
チ
ャ
ク
ラ
や
︑
身
体
マ
ン
ダ
ラ
に
つ

い
て
の
教
え
を
夢
で
見
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

あ
る
日
の
こ
と
︑
女
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
︑
ネ
サ
ル
・

ジ
ョ
寺
に
お
参
り
に
行
っ
た
と
き
︑
夢
の
中
に
恐
ろ
し
い
姿

を
し
た
女
神
の
護
法
尊
が
姿
を
あ
ら
わ
し
て
︑
こ
ん
な
ふ
う

に
言
っ
た
︒

﹁
心
の
本
体
は
︑
清
ら
か
な
神
々
の
住
ま
う
館
︒
そ
の
心
の

館
に
お
参
り
す
る
こ
と
な
く
山
に
行
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
︑

何
か
を
得
ら
れ
る
と
お
思
い
か
い14

？
﹂

そ
う
言
う
と
と
も
に
︑
恐
ろ
し
い
姿
の
女
神
は
︑
手
に
持

っ
た
ナ
イ
フ
を
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
に
突
き
刺
し
た
の
で
あ

る
︒
そ
の
と
き
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
︑﹁
外
に
あ
ら
わ
れ

る
現
象
は
自
分
の
心
か
ら
生
じ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
﹂
と
い

う
言
葉
を
思
い
出
し
た
︒
何
が
あ
ら
わ
れ
て
き
て
も
︑
す
べ

て
そ
れ
は
心
か
ら
生
じ
る
戯
れ
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
た
︒

す
る
と
今
度
は
︑
そ
の
恐
ろ
し
い
女
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
︒
体
内
に
入
る
と
︑
法
身
︑
報
身
︑
変
化
身

と
い
う
ブ
ッ
ダ
の
三
つ
の
身
体
の
レ
ベ
ル
に
姿
を
あ
ら
わ
す
︑

ダ
ー
キ
ニ
ー
女
神
た
ち
の
マ
ン
ダ
ラ
が
あ
っ
た
︒
体
内
を
下

が
り
︑
性
器
か
ら
外
に
飛
び
出
し
た
︒
そ
れ
と
と
も
に
目
を

覚
ま
し
た
の
で
あ
る
︒
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9
死
後
の
世
界

こ
う
し
て
︑
身
体
の
内
部
に
住
ま
う
女
神
た
ち
の
光
の
マ

ン
ダ
ラ
を
じ
か
に
目
に
し
た
彼
女
は
︑
全
身
か
ら
ま
す
ま
す

美
し
い
光
を
放
つ
よ
う
に
な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
︒
キ
ト
ゥ

ン
の
婚
約
者
か
ら
は
︑
結
婚
を
急
か
す
手
紙
が
や
っ
て
く
る

よ
う
に
な
っ
た
︒

娘
の
変
化
を
見
て
い
た
父
は
︑
こ
の
こ
ろ
ま
で
に
は
︑
俗

人
と
の
結
婚
は
無
理
だ
ろ
う
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
︒

そ
こ
で
︑
婚
約
を
解
消
さ
せ
て
ほ
し
い
と
手
紙
を
送
っ
た
︒
と

こ
ろ
が
︑
キ
ト
ゥ
ン
の
一
族
は
︑
婚
約
を
破
棄
す
る
な
ら
ば

武
力
に
訴
え
る
と
︑
脅
し
た
の
で
あ
る
︒

ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
の
苦
し
み
は
耐
え
が
た
い
も
の
だ
っ

た
︒
阿
片
と
ア
ル
コ
ー
ル
を
混
ぜ
た
も
の
を
コ
ッ
プ
に
一
杯

飲
め
ば
︑
肝
臓
が
焼
け
て
死
ん
で
し
ま
う
︒
そ
う
い
う
実
例

を
目
に
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
彼
女
は
︑
あ
る
夜
︑
一
杯
の
毒

を
口
に
し
た
︒

異
変
に
気
づ
い
た
姉
に
呼
ば
れ
て
︑
父
が
脈
を
診
る
と
︑
そ

れ
は
毒
を
飲
ん
だ
こ
と
を
示
す
も
の
だ
っ
た
︒
チ
ャ
ム
パ
・

ゴ
ン
ポ
は
︑
細
い
管
を
口
に
差
し
込
む
と
︑
胃
の
中
の
毒
を

吸
い
出
し
︑
吐
き
出
さ
せ
た
︒
毒
は
吐
き
出
し
た
も
の
の
︑
一

二
歳
の
少
女
は
︑
一
週
間
に
わ
た
っ
て
生
死
の
境
を
さ
ま
よ

っ
た
︒

そ
の
と
き
彼
女
は
︑
こ
ん
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
目
に
し
て
い

た
︒

二
人
の
少
女
と
い
っ
し
ょ
に
︑
死
後
の
バ
ル
ド
に
行
っ

た
よ
う
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
生
じ
ま
し
た
︒
た
く
さ
ん
の
生

き
物
た
ち
が
︑
三
悪
趣
の
苦
し
み
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た

︙
︙
そ
こ
を
過
ぎ
る
と
白
い
光
で
出
来
た
道
が
あ
っ
た
の

で
︑
こ
こ
か
ら
こ
の
道
を
進
ん
で
い
け
ば
い
い
な
︑
と
思

っ
て
行
っ
た
と
こ
ろ
︑﹁
こ
れ
は
︑
五
つ
の
部
族
の
ブ
ッ
ダ

た
ち
の
浄
土
よ
﹂
と
︑
二
人
が
言
う
の
で
す
︒﹁
浄
土
の
全

体
を
見
た
り
︑
一
部
だ
け
が
見
え
た
り
︑
あ
る
い
は
︑
そ

の
外
壁
の
囲
い
や
森
が
見
え
た
り
光
だ
け
が
見
え
た
り
し

ま
し
た
︙
︙
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
西
に
行
く
と
︑
グ
ル
・
パ

ド
マ
サ
ン
バ
ヴ
ァ
の
﹁
銅
色
の
吉
祥
な
る
山
の
宮
殿
﹂
の

浄
土
が
あ
っ
た
の
で
す15

︒

こ
の
浄
土
で
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
︑
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ

ォ
ギ
ェ
ル
︵
図
5
︶
に
会
っ
た
の
で
あ
る
︒
ク
ン
ガ
ー
・
ワ

ン
モ
は
︑
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
の
足
元
に
ひ
ざ
ま
ず
く

と
︑﹁
苦
し
み
の
世
界
に
戻
ら
な
く
て
い
い
よ
う
に
助
け
て
く

だ
さ
い
﹂
と
言
っ
た
︒
す
る
と
︑
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル

は
答
え
た
︒

﹁
高
貴
な
生
ま
れ
の
娘
よ
︒
あ
な
た
は
︑
わ
た
し
の
悟
り
の

智
慧
の
行
為
を
実
現
す
る
た
め
の
化
身
︒
今
は
生
き
物
た

ち
を
利
益
す
る
た
め
に
世
俗
の
世
界
に
お
帰
り
な
さ
い
︒

そ
の
と
き
が
き
た
な
ら
ば
︑
私
が
浄
土
へ
の
道
案
内
を
し

に
︑
迎
え
に
来
ま
し
ょ
う16

﹂

イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
の
浄
土
の
マ
ン
ダ
ラ
の
中
心
に

は
︑
水
晶
の
壺
が
一
つ
あ
っ
た
︒
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル

は
︑
そ
の
中
に
あ
る
不
死
の
甘
露
を
︑
少
女
の
口
に
注
い
だ
︒

そ
の
瞬
間
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
︑
意
識
を
取
り
戻
し
た
︒

こ
の
夢
の
後
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
︑
次
第
に
快
方
に

向
か
っ
た
︒
父
が
処
方
し
た
薬
を
飲
ん
で
い
る
う
ち
に
︑
や

が
て
起
き
上
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
を
中
心
と
す
る
こ
の
夢
は
︑
ク

ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
に
と
っ
て
︑
大
き
く
二
つ
の
意
味
が
あ
っ

た
と
い
え
る
︒
一
つ
は
︑
死
後
の
世
界
の
成
り
立
ち
に
つ
い

て
︑
彼
女
が
こ
の
と
き
︑
あ
ら
た
め
て
︑
あ
る
確
信
を
そ
の

胸
に
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
︒
こ
の
生
が
終
わ
っ

た
後
に
は
︑
幻
影
の
中
で
生
死
を
繰
り
返
す
六
道
の
世
界
と
︑

壮
麗
な
光
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
浄
土
が
︑
広
大
に

広
が
っ
て
い
る
︒
こ
の
と
き
を
境
に
し
て
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ

ン
モ
は
︑
そ
う
い
う
大
乗
仏
教
の
世
界
観
に
︑
あ
ら
た
め
て
︑

は
っ
き
り
し
た
確
信
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
︒

も
う
一
つ
は
︑
彼
女
が
こ
の
輪
廻
の
世
界
に
生
き
て
い
る

こ
と
の
意
味
を
︑
ど
う
や
ら
は
っ
き
り
と
つ
か
ん
だ
ら
し
い

こ
と
だ
︒

生
き
て
い
る
こ
と
は
苦
し
み
だ
︒
け
れ
ど
も
︑
そ
の
世
界

に
︑
ブ
ッ
ダ
た
ち
の
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
光
に
満
ち
た
智
慧
を
運

ぶ
も
の
な
し
に
は
︑
輪
廻
の
世
界
は
闇
に
閉
ざ
さ
れ
た
ま
ま

だ
︒
じ
ぶ
ん
は
ど
う
や
ら
そ
う
い
う
役
割
を
果
た
す
こ
と
に

な
る
ら
し
い
︒
そ
ん
な
ふ
う
に
一
二
歳
の
少
女
は
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

こ
の
よ
う
に
死
後
の
世
界
か
ら
帰
還
し
︑
そ
の
あ
り
さ
ま

を
生
き
て
い
る
人
々
に
伝
え
る
役
割
を
持
っ
た
人
間
を
︑
チ

ベ
ッ
ト
で
は
﹁
デ
ロ
ク
﹂︵ʼdas log

︶
と
呼
ぶ
︒﹁
死
後
の
世

界
か
ら
帰
っ
て
来
た
も
の
﹂
を
意
味
す
る
︑
い
っ
た
ん
死
に
︑

も
ど
っ
て
来
た
宗
教
的
天
才
の
力
に
よ
っ
て
︑
死
後
の
世
界 図５　イェシェ・ツォギェル
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の
あ
り
さ
ま
は
︑
生
き
て
い
る
人
間
た
ち
の
世
界
に
︑
生
き

生
き
し
た
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
︒

興
味
深
い
こ
と
に
︑
デ
ロ
ク
た
ち
の
多
く
は
女
性
だ
︒
中

で
も
も
っ
と
も
有
名
な
の
は
︑
女
神
の
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヴ
ァ
ラ
ヒ

や
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
の
化
身
と
さ
れ
る
一
一
世
紀
の

聖
女
ナ
ン
サ
・
ウ
ー
ブ
ム
で
あ
る
︒
ナ
ン
サ
・
ウ
ー
ブ
ム
の

生
涯
や
彼
女
が
伝
え
た
死
後
の
世
界
の
あ
り
よ
う
は
︑
チ
ベ

ッ
ト
の
宗
教
歌
劇
で
あ
る
ア
チ
ェ
・
ラ
モ
の
重
要
な
演
目
の

一
つ
に
な
っ
て
い
る
︒

ま
た
最
初
の
ほ
う
で
少
し
触
れ
た
シ
ュ
ク
セ
プ
・
ジ
ェ
ツ

ン
マ
も
︑
二
〇
世
紀
の
有
名
な
デ
ロ
ク
の
一
人
だ
っ
た
︒

い
っ
た
ん
仮
死
状
態
に
な
っ
て
︑
戻
っ
て
く
る
デ
ロ
ク
た

ち
が
あ
り
あ
り
と
物
語
る
死
後
の
世
界
は
︑
文
字
に
書
き
写

さ
れ
︑
語
り
つ
が
れ
る
の
が
常
だ
っ
た
︒

次
第
に
回
復
し
た
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
︑
六
道
の
苦
し

み
を
思
っ
て
︑﹁
自
分
の
身
体
を
何
百
万
に
も
増
や
し
て
︑
生

き
も
の
の
苦
し
み
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
﹂
と
心

の
底
で
祈
っ
て
い
た
︒
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
の
だ
ろ
う
か
︑

父
は
﹁
死
後
の
世
界
に
つ
い
て
︑
お
前
が
見
た
と
お
り
に
し

ゃ
べ
っ
て
ご
ら
ん
﹂
と
言
っ
た
の
で
あ
る
︒

少
女
は
︑
す
べ
て
を
包
み
隠
さ
ず
話
し
た
︒
た
だ
し
︑
イ

ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
に
言
わ
れ
た
言
葉
だ
け
は
黙
っ
て
い

た
︒少

女
の
物
語
る
死
後
の
世
界
の
話
を
聞
い
た
両
親
は
︑
涙

し
た
︒

父
は
︑
何
日
も
か
け
て
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
の
語
る
死

後
の
世
界
を
文
字
に
し
た
の
で
あ
っ
た
︒

10
潅
頂
と
心
の
本
性

こ
の
臨
死
体
験
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン

モ
の
修
行
は
︑
さ
ら
に
新
し
い
段
階
に
入
っ
た
︒

デ
プ
ン
寺
に
チ
ベ
ッ
ト
に
伝
承
さ
れ
る
宗
教
歌
劇
で
あ
る

ア
チ
ェ
・
ラ
モ
を
見
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
︑
あ
る
晩
︑
ク

ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
こ
ん
な
夢
を
見
た
の
で
あ
る
︒

花
々
が
咲
き
乱
れ
︑
緑
の
森
が
広
が
り
︑
さ
ま
ざ
ま
な
鳥

が
鳴
き
か
わ
す
浄
土
の
真
ん
中
に
︑
宝
石
で
で
き
た
宮
殿
が

あ
っ
た
︒
そ
の
中
央
の
玉
座
に
は
︑
密
教
の
女
神
︑
ヴ
ァ
ジ

ラ
ヨ
ー
ギ
ニ
ー
が
座
っ
て
い
た
︒

し
ば
ら
く
す
る
と
︑
ヴ
ァ
ジ
ラ
ヨ
ー
ギ
ニ
ー
は
︑
イ
ン
ド

の
八
四
人
の
大
成
就
者
の
一
人
で
あ
る
サ
ラ
ハ
に
姿
を
変
え

た
︒
サ
ラ
ハ
は
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
に
︑﹁
幸
運
な
る
娘
よ
︑

あ
な
た
の
身
体
を
本
尊
の
仏
身
に
成
熟
さ
せ
︑
言
葉
を
存
在

の
原
初
か
ら
立
ち
上
る
マ
ン
ト
ラ
に
浄
化
し
︑
心
を
意
金
剛

に
成
熟
さ
せ
︑
そ
し
て
原
初
か
ら
完
成
し
て
い
る
︑
大
い
な

る
法
身
を
悟
る
た
め
の
灌
頂
を
あ
た
え
よ
う
﹂
と
言
っ
た
︒

こ
う
し
て
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
︑
サ
ラ
ハ
か
ら
夢
の

中
で
灌
頂
を
受
け
た
︒

目
が
覚
め
て
み
る
と
︑
か
つ
て
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ

う
な
悟
り
が
心
の
中
に
自
然
に
生
じ
て
い
た
︒

こ
の
と
き
か
ら
︑
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ
は
︑
呼
吸
法
と
観

想
に
よ
っ
て
︑
プ
ラ
ー
ナ
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
央
の
脈

管
に
導
き
い
れ
る
修
行
を
は
じ
め
た
の
で
あ
る
︒

そ
の
途
中
で
は
︑
プ
ラ
ー
ナ
が
間
違
っ
た
場
所
に
入
り
︑
そ

れ
に
よ
っ
て
上
半
身
や
心
臓
が
ひ
ど
く
痛
む
と
い
う
体
験
も

し
た
︒
娘
が
呼
吸
の
制
御
と
観
想
に
よ
っ
て
︑
身
体
の
内
部

の
マ
ン
ダ
ラ
に
取
り
組
む
高
度
な
修
行
を
し
て
い
る
と
は
︑
つ

ゆ
知
ら
ぬ
家
族
は
︑
ま
た
別
の
病
気
に
な
っ
た
か
と
た
い
そ

う
心
配
し
た
︒
け
れ
ど
も
︑
今
度
は
夢
の
中
で
チ
ベ
ッ
ト
の

成
就
者
タ
ー
ラ
ナ
ー
タ
が
姿
を
あ
ら
わ
し
︑
そ
う
い
う
障
害

を
取
り
除
く
方
法
を
教
え
て
く
れ
た
︒

こ
う
し
て
彼
女
は
︑
一
二
歳
ま
で
に
︑
最
も
高
度
な
密
教

の
内
容
を
︑
あ
ら
ま
し
夢
を
つ
う
じ
て
学
び
尽
く
す
こ
と
に

な
る
︒

そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
あ
ら
た
め
て
見
て
み
る
と
︑
顕
教
︵
出

離
と
菩
提
心
︶︑
本
尊
の
修
行
︑
空
性
︑
心
の
本
性
に
つ
い
て

の
教
え
︑
脈
管
と
風
の
ヨ
ー
ガ
と
い
う
︑
密
教
行
者
の
伝
統

的
な
修
行
の
階
梯
を
︑
し
っ
か
り
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
に
驚

か
さ
れ
る
︒
そ
れ
は
︑
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
が
歩
ん
だ

道
と
瓜
二
つ
と
い
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
︒

や
が
て
本
格
的
な
思
春
期
に
入
っ
た
ク
ン
ガ
ー
・
ワ
ン
モ

の
目
の
前
に
は
︑
性
的
ヨ
ー
ガ
を
ふ
く
む
膨
大
な
密
教
の
体

系
が
︑
夢
の
中
で
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
そ
の
あ
り
よ

う
に
つ
い
て
は
︑
稿
を
あ
ら
た
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

注1　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
︑
永
沢
哲
﹁
チ
ベ
ッ
ト　

精
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香
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︱
異
種
間
コ
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ュ
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ョ
ン
論
﹂︵﹃
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は
じ
め
に

一
般
的
に
︑
シ
ャ
ー
マ
ン
と
は
霊
的
存
在
と
直
接
的
︑
具

体
的
に
交
信
・
交
流
で
き
る
人
の
こ
と
を
指
す
︒
多
く
の
民

俗
的
資
料
に
お
い
て
︑
シ
ャ
ー
マ
ン
が
関
わ
る
霊
的
存
在
は

﹁
補
助
霊
﹂
ま
た
は
﹁
守
護
霊
﹂︑﹁
精
霊
﹂
な
ど
と
呼
ば
れ
︑

動
物
の
形
で
現
れ
る
の
が
圧
倒
的
に
多
い
︒
こ
の
よ
う
に
現

れ
た
動
物
の
こ
と
は
︑﹁
神
話
的
動
物
﹂︑﹁
シ
ャ
ー
マ
ン
動

物
﹂︑﹁
パ
ワ
ー
・
ア
ニ
マ
ル
﹂
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
︒
呼

び
名
が
何
で
あ
ろ
う
と
︑
霊
的
存
在
が
動
物
と
関
連
づ
け
て

語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
神
秘
性
を
い
っ

そ
う
色
濃
く
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
︒

補
助
霊
と
い
う
言
葉
が
表
す
よ
う
に
︑
動
物
は
シ
ャ
ー
マ

ン
の
﹁
助
け
役
﹂
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
が
多
い
︒
し
か
し

シ
ャ
ー
マ
ン
を
助
け
る
動
物
と
そ
の
動
物
に
助
け
ら
れ
る
シ

ャ
ー
マ
ン
と
の
間
に
は
︑
単
な
る
﹁
助
け
合
い
﹂
で
は
捉
え

き
れ
な
い
関
わ
り
合
い
が
あ
る
︒
そ
の
端
的
な
も
の
が
﹁
変

身
﹂
で
あ
る
︒
人
間
と
動
物
と
の
間
の
﹁
変
身
﹂
は
︑
神
話

の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
シ
ャ
ー
マ

ニ
ズ
ム
に
お
い
て
は
︑﹁
変
身
﹂
は
シ
ャ
ー
マ
ン
が
直
接
体
験

可
能
な
も
の
と
し
て
語
ら
れ
る
︒

本
稿
で
は
︑
シ
ャ
ー
マ
ン
の
こ
の
よ
う
な
直
接
的
体
験
︑
す

な
わ
ち
動
物
へ
の
﹁
変
身
﹂
に
つ
い
て
︑
モ
ン
ゴ
ル
・
シ
ャ

ー
マ
ニ
ズ
ム
の
ブ
ォ
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
考
察
を
行
う
︒

そ
の
際
に
︑
ブ
ォ
の
儀
礼
歌
を
分
析
資
料
と
し
て
用
い
る1

︒

儀
礼
歌
の
中
の
隠
喩
な
ど
は
︑
ほ
と
ん
ど
文
学
的
表
現
と
し

て
し
か
捉
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
︒
し
か
し
︑
口
伝
の
伝
承

と
直
接
的
体
験
を
重
要
視
す
る
シ
ャ
ー
マ
ン
文
化
に
お
い
て

は
︑
儀
礼
歌
は
体
験
そ
の
も
の
を
表
現
す
る
も
の
で
は
な
か

ろ
う
か
︒

人
間
と
動
物
の
関
係
は
文
脈
に
よ
っ
て
異
な
る
解
釈
が
見

出
さ
れ
る
︒
本
稿
は
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
文
脈
に
沿
い
つ
つ
︑

シ
ャ
ー
マ
ン
の
﹁
感
覚
的
体
験
﹂
に
注
目
す
る
︒
そ
の
際
に
︑

超
感
覚
︑
共
感
覚
及
び
共
感
と
い
っ
た
言
葉
を
借
用
し
分
析

用
語
と
す
る
︒
こ
の
よ
う
な
用
語
を
用
い
て
分
析
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
︑
神
話
と
共
に
生
き
る
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
新
た

な
側
面
が
浮
か
び
上
が
る
で
あ
ろ
う
︒

な
お
︑
モ
ン
ゴ
ル
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
は
︑
モ
ン
ゴ
ル

人
社
会
の
地
理
的
・
歴
史
的
状
況
な
ど
に
よ
る
地
域
差
が
見

ら
れ
る
︒
本
稿
で
は
ホ
ル
チ
ン
地
方
の
事
例
を
中
心
と
し
︑
そ

の
他
の
地
方
の
事
例
を
補
足
と
す
る
︒

1
霊
的
存
在

モ
ン
ゴ
ル
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
は
︑
シ
ャ
ー
マ
ン
の
こ

と
は
ブ
ォ
と
呼
ば
れ
︑
ブ
ォ
の
力
の
源
と
な
る
霊
的
存
在
の

こ
と
は
総
じ
て
オ
ン
ゴ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
︒
オ
ン
ゴ
ッ
ト
に

は
︑
主
に
天テ

ン
グ
リ

の
神
︑
大エ

ジ
ェ
ッ
ト

地
の
主
と
祖シ

ト

ゲ

ン

先
の
霊
が
含
ま
れ
て
い

る
︒
通
常
︑
ブ
ォ
の
身
心
に
直
接
的
に
働
き
か
け
る
の
は
︑
祖

先
の
霊
と
大
地
の
霊
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
︒
モ
ン
ゴ
ル
・

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
者
の
オ
・
プ
ル
ブ2

に
よ
る
と
︑﹁
ブ
ォ

と
は
︑
水
︑
空
気
︑
土
地
に
宿
る
力
と
祖
先
の
霊
の
結
合
か

ア
ル
タ
ン
ジ
ョ
ラ
ー

京
都
大
学
人
間
・
環
境
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
／
文
化
人
類
学

シ
ャ
ー
マン
と「
動
物
」の
共
感
的
変
容

―
ブォ
の
事
例
を
通
し
て

第
二
部
❖
霊
性
の
探
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ら
な
る
強
い
力
を
掌
り
︑
そ
れ
と
交
信
す
る
能
力
︑
才
能
を

も
つ
人
﹂
の
こ
と
で
あ
る
︒
な
お
︑
本
稿
で
用
い
る
霊
と
い

う
概
念
は
︑
大
ま
か
に
す
べ
て
の
生
命
を
支
え
る
目
に
見
え

な
い
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
る
︒

祖
先
の
霊
と
は
ブ
ォ
と
し
て
生
き
た
亡
き
祖
先
の
こ
と
で

あ
り
︑
ブ
ォ
と
の
関
係
は
﹁
主
人
﹂
と
﹁
乗
り
物
﹂
の
関
係

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
︒
す
な
わ
ち
︑
ブ
ォ
に
と
っ
て
祖
先

の
霊
は
権
威
的
な
存
在
で
あ
る
︒
ホ
ル
チ
ン
地
方
で
は
︑
こ

の
よ
う
な
祖
先
の
霊
の
こ
と
を
シ
ト
ゲ
ン
と
呼
び
︑
そ
の
他

の
霊
と
区
別
し
て
い
る
︒
な
お
︑
本
稿
で
用
い
る
場
合
は
﹁
祖

先
霊
﹂
と
す
る
︒

大
地
の
霊
と
は
︑
広
い
意
味
で
は
山
河
︑
動
植
物
な
ど
大

地
と
関
わ
る
す
べ
て
の
生
き
物
の
霊
を
指
す
︒
狭
い
意
味
で

は
水
と
地
の
霊
を
指
し
︑
慣
習
的
に
﹁
ロ
ス
﹂
と
呼
ば
れ
る

こ
と
が
多
い
︒
本
稿
で
登
場
し
た
場
合
は
︑
そ
の
属
性
で
呼

ぶ
こ
と
に
す
る
︒
た
と
え
ば
︑
動
物
霊
︑
地
水
霊
な
ど
︒
普

通
︑
大
地
の
霊
は
ブ
ォ
の
補
助
役
と
し
て
登
場
す
る
︒
い
っ

ぽ
う
︑
人
々
に
さ
ま
ざ
ま
な
災
難
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
る
悪

霊
も
存
在
し
︑
悪
霊
が
ブ
ォ
の
補
助
役
に
な
る
こ
と
も
あ
る
︒

1-

1　

霊
動
物

他
の
地
域
の
シ
ャ
ー
マ
ン
の
補
助
霊
︵
ま
た
は
守
護
霊
︶
同

様
︑
ブ
ォ
の
オ
ン
ゴ
ッ
ト
も
動
物
の
形
で
現
れ
る
こ
と
が
多

い3

︒
一
般
的
に
︑
祖
先
霊
は
鳥
で
象
徴
さ
れ
︑
地
水
霊
は
蛇

で
象
徴
さ
れ
て
い
る
が
︑
大
地
の
霊
は
そ
の
他
の
動
物
の
形

で
現
れ
る
場
合
も
あ
る
︒︵
こ
こ
で
問
題
は
︑
オ
ン
ゴ
ッ
ト
が
変

身
し
た
動
物
と
実
際
の
動
物
と
の
区
別
で
あ
る
︒
本
稿
で
は
前
者

を
霊
動
物
と
呼
び
︑
実
際
の
動
物
の
死
霊
を
動
物
霊
と
呼
ぶ
こ
と

に
す
る
︒︶
と
こ
ろ
が
︑
動
物
霊
が
何
ら
か
の
動
物
の
形
で
登

場
し
た
場
合
は
︑
そ
の
動
物
霊
が
霊
動
物
と
し
て
認
識
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
︒
し
か
し
︑
後
で
詳
し
く
述
べ
る
が
︑
ブ
ォ

の
始
祖
が
鳥
で
あ
る
こ
と
︑
亡
き
ブ
ォ
の
霊
が
鳥
に
な
る
こ

と
や
ブ
ォ
の
補
助
役
が
動
物
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る

と
︑
霊
動
物
と
動
物
霊
と
の
間
に
明
確
な
境
界
線
を
引
く
こ

と
は
難
し
い
︒
た
だ
し
︑
す
べ
て
の
動
物
が
霊
動
物
と
な
る

わ
け
で
な
い
と
い
う
こ
と
は
明
確
で
あ
る
︒

霊
動
物
と
関
連
す
る
始
祖
動
物
の
﹁
狼
鹿
伝
説
﹂
が
あ
る
︒

﹃
モ
ン
ゴ
ル
秘
史4

﹄
の
冒
頭
に
︑﹁
チ
ン
ギ
ス
・
合カ

ハ
ン罕
の
根お

お

源も
と

は
︑
上か

み

な
る
天
神
よ
り
の
命さ

だ
め運
を
以
っ
て
生
ま
れ
た
蒼ポ

ル
テ
・
チ
ノ

い
狼

で
あ
っ
た
︒
そ
の
妻
は
淡う

す

紅べ
に

色い
ろ

の
牝
鹿
で
あ
っ
た
︒
みテ

ン

ギ

ス

ず
う
み

を
渡
っ
て
来
た
︒
オ
ナ
ン
河
の
源み

な

頭も
と

な
る
ブ
ル
カ
ン
・
カ
ル

ド
ゥ
ン
山
に
牧
営
し
て
生
ま
れ
た
の
が
︑
バ
タ
チ
カ
ン
で
あ

っ
た
﹂
と
い
う
記
述
が
あ
る
︒
こ
の
始
祖
神
話
を
単
純
化
し

て
語
る
と
︑﹁
狼
と
鹿
の
夫
婦
か
ら
あ
る
人
間
が
生
ま
れ
た
﹂

と
な
る
︒
人
間
の
常
識
か
ら
す
れ
ば
︑
生
ま
れ
て
き
た
バ
タ

チ
カ
ン
と
い
う
子
は
︑﹁
父
な
る
狼
﹂
と
﹁
母
な
る
鹿
﹂
の
動

物
と
し
て
の
感
覚
を
共
有
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
︒
し
か
し
︑

﹁
天
神
よ
り
の
運
命
を
以
っ
て
生
ま
れ
た
﹂
と
い
う
こ
と
で
︑

蒼
き
狼
は
他
の
動
物
と
区
別
さ
れ
︑
神
格
的
存
在
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
︒
つ
ま
り
︑
蒼
き
狼
の
﹁
動
物
的
感
覚
﹂
が

﹁
神
格
的
感
覚
﹂
と
し
て
変
換
さ
れ
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
蒼
き

狼
を
始
祖
と
す
る
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ハ
ン
︵
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー

ン
︶
が
種
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
大
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
建
設

を
成
し
遂
げ
た
の
も
︑
こ
の
よ
う
な
﹁
神
格
的
感
覚
﹂
に
よ

っ
て
﹁
永
久
な
る
天
の
力
﹂
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
か

ら
と
解
釈
で
き
よ
う
︒

1-

2　
「
心
の
魂
」

ブ
ォ
の
観
念
で
は
︑
す
べ
て
の
も
の
に
そ
れ
を
支
え
る
ス

ネ
ス
と
呼
ば
れ
る
目
に
見
え
な
い
意
識
が
宿
っ
て
い
る
︒
ス

ネ
ス
は
大
地
の
主
で
あ
る
エ
ジ
ェ
ッ
ト
と
は
区
別
し
て
理
解

さ
れ
て
い
る
︒
エ
ジ
ェ
ッ
ト
は
山
や
森
と
い
っ
た
集
合
体
を

支
配
す
る
の
に
対
し
︑
ス
ネ
ス
は
一
人
の
人
間
︑
一
匹
の
動

物
や
一
本
の
樹
と
い
っ
た
個
体
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
︒
た
と

え
ば
︑
生
き
て
い
る
一
本
の
樹
は
自
分
の
ス
ネ
ス
を
も
つ
が
︑

そ
れ
と
別
に
森
の
エ
ジ
ェ
ッ
ト
が
存
在
す
る
︒
そ
の
樹
を
切

る
と
樹
は
死
に
︑
死
ん
だ
そ
の
樹
で
建
物
を
建
て
る
と
︑
樹

の
ス
ネ
ス
は
建
物
の
ス
ネ
ス
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
︒
も
し

樹
を
必
要
以
上
に
暴
力
的
に
切
っ
た
り
燃
や
し
た
り
す
る
と
︑

森
の
エ
ジ
ェ
ッ
ト
が
憤
怒
し
︑
そ
の
結
果
と
し
て
自
然
災
害

が
引
き
起
こ
さ
れ
る
︒

ス
ネ
ス
は
魂
ま
た
は
霊
魂
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
翻
訳
さ

れ
て
い
る
︒
霊
と
魂
と
い
う
言
葉
は
︑
同
じ
意
味
合
い
で
用

い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
︒
モ
ン
ゴ
ル
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の

文
脈
で
言
え
ば
︑﹁
霊
﹂
は
個
体
に
も
集
合
体
に
も
使
わ
れ
る

の
に
対
し
︑﹁
魂
﹂
は
個
体
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
が
見

ら
れ
る
︒
ま
た
︑
身
体
の
中
に
存
在
す
る
ス
ネ
ス
の
こ
と
は

魂
と
し
︑
死
後
の
ス
ネ
ス
の
こ
と
は
霊
と
し
て
表
現
す
る
こ

と
が
あ
る
︒
本
稿
で
は
︑
魂
と
い
う
言
葉
を
上
述
の
よ
う
な

範
囲
に
限
定
し
て
用
い
る
︒

モ
ン
ゴ
ル
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
魂
の
分
類
は
三

つ
で
あ
る
︒
ブ
ォ
や
地
方
に
よ
っ
て
表
現
が
多
少
異
な
る
︒

ま
ず
︑
身
体
か
ら
離
れ
な
い
中ゴ

ル
・
ス
ネ
ス

心
魂
︑
身
体
を
離
れ
て
遊
行

す
る
浮ヒ

ィ
・
ス
ネ
ス

遊
魂
と
屍
体
を
見
守
る
屍フ

ウ
ル
ン
・
ス
ネ
ス

体
魂
の
三
つ
で
あ
る
︒
ま

た
︑
生
命
を
守
る
生ア

ミ
ン
・
ス
ネ
ス

命
魂
︑
感
情
や
思
考
に
関
わ
る
心

ボ
ド
ル
ガ
ン
・
ス
ネ
ス

思
魂

と
生
ま
れ
変
わ
る
転ト

ル
リ
ン
・
ス
ネ
ス

生
魂
の
三
つ
が
あ
る
︒
さ
ら
に
︑
母
方

に
由
来
す
る
血

マ
ハ
チ
ョ
ス
ン
・
ス
ネ
ス

肉
魂
︑
父
方
に
由
来
す
る
骨

ヤ
ス
ン
・
ス
ネ
ス
魂
と
テ
ン
グ
リ

に
由
来
す
る
天

テ
ン
グ
リ
・
ス
ネ
ス
魂
あ
る
い
は
心

ト
ゲ
リ
・
オ
ユ
ン
・
ス
ネ
ス

智
魂
の
三
つ
で
あ
る
︒
血

肉
魂
と
骨
魂
は
身
体
が
な
く
な
る
と
と
も
に
な
く
な
る
が
︑
心

智
魂
は
身
体
が
な
く
な
っ
て
も
浮
上
し
て
永
久
に
存
在
す
る5

︒

こ
れ
ら
の
分
類
は
魂
の
多
様
性
︑
存
在
形
態
及
び
機
能
を

現
し
て
い
る
︒﹁
三
魂
﹂
は
そ
れ
ぞ
れ
が
特
定
の
機
能
を
果
た

し
つ
つ
﹁
一
体
﹂
と
な
り
︑
人
間
の
生
︑
死
と
生
命
状
態
を

主
宰
し
て
い
る6

︒
こ
の
よ
う
な
﹁
三
魂
一
体
﹂
の
観
念
は
︑
モ

ン
ゴ
ル
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
だ
け
で
な
く
広
い
地
域
に
お
い

て
定
着
し
て
い
る
︒
地
域
に
よ
っ
て
内
容
は
大
同
小
異
で
あ
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る
が
︑
心
と
関
わ
る
魂
︵
浮
遊
魂
︑
心
思
魂
︑
心
智
魂
︶
は
人

間
だ
け
が
も
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
一
致
し

て
い
る
︒
こ
の
種
の
魂
は
︑
ブ
ォ
＝
シ
ャ
ー
マ
ン
に
と
っ
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
本
稿
で
は
︑

そ
の
特
性
に
因
ん
で
﹁
心
の
魂
﹂
と
名
付
け
よ
う
︒

心
の
魂
は
︑
身
体
の
中
に
滞
在
す
る
と
き
は
思
考
や
感
情

と
し
て
現
れ
︑
身
体
を
離
れ
る
と
光
や
風
の
よ
う
な
状
態
で

移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
こ
の
魂
は
﹁
特
異
な
意
念
伝
達

の
能
力
に
よ
っ
て
︑
主
観
的
意
念
を
迅
速
に
目
的
と
す
る
客

体
に
輻
射
し
影
響
す
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
た
め
︑﹁
意
念
魂
﹂

と
も
呼
ば
れ
て
い
る7

︒﹁
魂
が
抜
け
た
﹂
と
い
っ
た
場
合
は
︑

ま
さ
に
こ
の
﹁
心
の
魂
﹂
が
抜
け
て
戻
れ
な
く
な
っ
た
状
態

な
の
で
あ
る
︒﹁
抜
け
た
魂
﹂
は
シ
ャ
ー
マ
ン
＝
ブ
ォ
に
よ
っ

て
呼
び
戻
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑

﹁
心
の
魂
﹂
は
意
思
伝
達
す
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
︑
移
動
す
る

こ
と
も
で
き
る
と
い
う
特
性
を
も
っ
て
い
る
︒

1-

3　

魂
の
移
動

モ
ン
ゴ
ル
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
︑
魂
は
単
な
る

抽
象
的
な
概
念
で
は
な
く
︑﹁
自
然
界
に
存
在
す
る
目
に
見
え

な
い
実
体
﹂
で
あ
る8

︒
実
際
︑
魂
は
人
間
と
動
物
と
物
の
間

を
移
動
す
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
︒
葬
儀
の
際
︑
故
人
の
使

用
し
て
い
た
茶
碗
を
壊
し
て
一
緒
に
埋
葬
す
る
の
は
︑
茶
碗

を
霊
の
状
態
に
し
て
︑
故
人
に
使
わ
せ
る
た
め
の
行
為
で
あ

る
︒
ブ
ォ
の
葬
儀
で
は
︑
使
用
し
て
い
た
太
鼓
の
皮
を
十
字

型
に
切
り
裂
き
︑
物
と
し
て
の
太
鼓
を
太
鼓
の
霊
に
変
容
さ

せ
る
と
い
う
︒

魂
の
依
り
代
と
さ
れ
る
物
や
動
物
は
ス
ル
デ
と
呼
ば
れ
て

い
る
︒
あ
る
人
の
ス
ル
デ
が
壊
れ
た
り
殺
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
で
︑
そ
の
人
の
生
命
が
危
険
に
陥
る
と
み
な
さ
れ
る
︒
モ

ン
ゴ
ル
人
は
自
分
の
影
が
鳥
の
卵
に
映
る
こ
と
を
禁
忌
と
す

る
︒
自
分
の
魂
が
卵
に
映
る
こ
と
は
︑
自
分
の
生
命
が
そ
の

卵
に
移
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
︒
オ
ン
ゴ
ッ

ト
の
偶
像
を
死
に
か
け
の
動
物
の
体
内
に
入
れ
る
こ
と
で
︑
そ

の
動
物
の
魂
を
偶
像
に
移
す
と
い
う
ホ
ル
チ
ン
地
方
の
ブ
ォ

︵
以
下
ホ
ル
チ
ン
・
ブ
ォ
︶
の
儀
式
が
あ
る
︒﹁
生
命
を
与
え

る
﹂
儀
式
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
魂
は
生
命
の
一
形
態
と
し
て

考
え
ら
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
人
間
と
動
物
の
魂
は
身
体
の
各

部
位
の
間
を
移
動
す
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
︒

一
般
的
に
︑
モ
ン
ゴ
ル
人
は
死
ぬ
と
い
う
こ
と
を
﹁
テ
ン

グ
リ
︵
天
︶
に
昇
っ
た
﹂︑﹁
ボ
ル
ハ
ン
︵
仏
︶
に
な
っ
た
﹂
と

い
う
︒
前
者
は
仏
教
の
影
響
を
受
け
て
な
い
ブ
ォ
の
表
現
で

あ
り
︑
後
者
は
仏
教
の
影
響
を
受
け
た
ブ
ォ
の
表
現
で
あ
る
︒

前
者
の
ブ
ォ
の
観
念
で
は
︑
一
般
の
人
が
死
ん
だ
ら
そ
の
魂

が
地
下
界
に
あ
る
エ
リ
ル
ギ
ン
・
オ
ロ
ン
︵
閻
魔
の
場
所
︶
に

行
き
︑
そ
こ
か
ら
転
生
す
る
︒
ブ
ォ
が
死
ん
だ
ら
そ
の
魂
が

チ
ャ
ス
・
チ
ャ
ガ
ン
・
オ
ー
ラ
︵
雪
白
山
︶
と
い
う
特
別
な

場
所
に
行
く
が
︑
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒
こ
れ

に
対
し
後
者
の
ブ
ォ
の
観
念
で
は
︑
一
般
の
人
が
死
ん
だ
ら

そ
の
魂
が
テ
ン
グ
リ
の
下
層
に
あ
る
ハ
ラ
ン
ゴ
イ
ン
・
オ
ロ

ン
︵
暗
闇
の
場
所
︶
に
行
き
︑
新
し
い
人
間
と
し
て
生
ま
れ
る
︒

ブ
ォ
が
死
ん
だ
ら
そ
の
魂
が
ハ
ラ
ン
ゴ
イ
ン
・
オ
ロ
ン
に
行

き
︑
自
ら
光
を
放
ち
な
が
ら
オ
ン
ゴ
ッ
ト
と
し
て
生
き
る
︒

以
上
の
よ
う
に
︑
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
観
念
で
は
︑
万
物

に
霊
魂
が
宿
る
︒
ま
た
︑
人
間
と
動
物
と
物
の
魂
は
必
要
な

条
件
を
満
た
せ
ば
相
互
に
︑
ま
た
は
内
部
で
移
動
す
る
こ
と

が
で
き
る
︒
そ
し
て
人
間
の
三
つ
の
魂
の
中
で
︑
心
と
密
接

に
関
わ
る
﹁
心
の
魂
﹂
は
人
間
の
思
考
や
感
情
を
司
り
︑
移

動
し
た
り
意
思
伝
達
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
︒

2
視
聴
覚
的
変
容

ブ
ォ
の
儀
礼
の
場
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
の
﹁
面
影
﹂
が

見
え
る
︒
鳥
に
似
せ
た
衣
裳
︑
山
羊
の
皮
の
太
鼓
︑
動
物
的

な
振
る
舞
い
な
ど
︒
儀
礼
歌
に
も
こ
の
風
景
が
表
れ
て
い
る
︒

山
羊
の
皮
の
太
鼓
を
叩
き

鈴
の
付
い
た
裾
を
開
き

蠅
と
蚊
の
音
で
唄
っ
て
い
る

樹
の
枝
に
は
と
ど
ま
ら
ず

開
け
て
い
る
こ
の
ド
ア
へ
降
り
て
こ
い

 

︵﹁
オ
ン
ゴ
ッ
ト
を
呼
び
寄
せ
る
儀
礼
歌
﹂
よ
り
︶

儀
礼
の
場
で
視
覚
や
聴
覚
を
通
し
て
現
れ
る
﹁
動
物
﹂
た

ち
は
︑
オ
ン
ゴ
ッ
ト
︑
ま
た
は
そ
の
使
者
で
あ
る
と
さ
れ
る9

︒

実
際
︑
ブ
ォ
自
身
も
オ
ン
ゴ
ッ
ト
の
乗
り
物
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
考
え
る
と
︑
儀
礼
の
場
は
ま
さ
に
﹁
動
物
の
集
い
﹂

で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
︒
こ
れ
ら
の
﹁
動

物
﹂
が
︑
儀
礼
の
中
で
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
︑
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
︒
そ
れ
が
ブ
ォ
の
身
心
変
容

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
︒
本
節
で
は
︑
ブ

ォ
の
衣
裳
︑
太
鼓
及
び
言
葉
を
通
し
て
考
察
を
行
う
︒

2-

1　

衣
裳
と
舞
い

多
く
の
ア
ル
タ
イ
系
諸
民
族
の
シ
ャ
ー
マ
ン
が
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
︑
ブ
ォ
も
儀
礼
の
際
に
鳥
の
形
を
真
似
る
︒
こ
の

よ
う
な
真
似
を
顕
著
に
表
し
て
い
る
の
が
︑
衣
裳
で
あ
る
︒
ウ

ノ
・
ハ
ル
ヴ
ァ
が
指
摘
す
る
よ
う
に10

︑
衣
裳
は
﹁
個
人
的
な
︑

あ
る
い
は
そ
の
場
の
思
い
つ
き
で
で
き
た
も
の
で
は
な
く
﹂︑

﹁
あ
る
地
域
に
共
通
の
観
念
の
特
色
を
帯
び
た
も
の
﹂
で
︑﹁
そ

れ
自
体
何
か
動
物
を
代
表
す
る
完
結
し
た
全
体
を
な
し
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
﹂
で
あ
る
︒

2-

1-

1　

衣
裳
の
形
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雪
白
山
の
伝
説
の
一
本
の
樹
の

一
本
一
本
の
枝
に
想
い
が
あ
り
︑

一
枚
一
枚
の
葉
っ
ぱ
に
オ
ン
ゴ
ッ
ト
が
お
ら
れ
︑

一
つ
一
つ
の
先
端
に
鳥
が
と
ま
っ
て
い
る

 

︵﹁
始
祖
を
招
く
儀
礼
歌
﹂
よ
り
︶

ホ
ル
チ
ン
・
ブ
ォ
の
衣
裳
は
︑
ブ
ォ
の
始
祖
伝
説
を
表
現

し
て
い
る
︒
そ
の
伝
説
に
よ
る
と
︑
ホ
ル
チ
ン
・
ブ
ォ
の
始
祖

ホ
ブ
グ
タ
イ
の
霊
は
︑
雪

チ
ャ
ス
・
チ
ャ
ガ
ン
・
オ
ー
ラ

白
山
の
一
本
の
檀
樹
の
上
に
と

ま
る
鳥︵
鷹
︶で
あ
る
︒
ブ
ォ
の
冠
は
こ
の
山
の
形
象
で
あ
り
︑

山
の
上
に
三
本
の
樹
と
そ
れ
ぞ
れ
の
樹
に
と
ま
る
三
羽
の
鳥

が
か
た
ど
ら
れ
て
い
る
︒
鳥
か
ら
垂
れ
て
い
る
彩
り
の
長
い

リ
ボ
ン
は
鳥
の
尾
で
あ
り
︑
リ
ボ
ン
に
付
け
ら
れ
て
い
る
鈴

は
鳥
の
鳴
き
声
と
な
る
︒
そ
し
て
彩
り
の
布
片
を
繫
い
で
つ

く
っ
た
ス
カ
ー
ト
は
鳥
の
翼
で
あ
り
︑
そ
の
昔
ホ
ブ
グ
タ
イ

は
こ
の
よ
う
な
ス
カ
ー
ト
を
身
に
付
け
れ
ば
天
に
ま
で
飛
び

着
く
こ
と
が
で
き
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
︒
衣
裳
は
︑
始
祖
伝

説
の
視
覚
化
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
と
言
え
る︵
写
真
1
︶︒

衣
裳
に
は
帽
子
︵
冠
︶︑
衣
服
︵
兜
︶
や
靴
が
含
ま
れ
て
い

る11

︒
靴
に
つ
い
て
歌
っ
た
つ
ぎ
の
よ
う
な
儀
礼
歌
が
あ
る
︒

青
銅
の
型
で
型
ど
っ
て
作
っ
た
靴

降
り
て
き
た
主
た
ち
の
脚
と
な
っ
た
靴
よ

祖
先
た
る
神
霊
た
ち
の
助
け
と
な
っ
た
靴

苦
し
み
の
も
と
悪
霊
た
ち
を
踏
み
砕
く
靴
よ

 

︵﹁
衣
裳
を
讃
え
る
儀
礼
歌
﹂
よ
り
︶

ブ
ォ
の
話
に
よ
る
と
︑
憑
依
儀
礼
の
際
に
鳥
の
形
を
し
た

衣
裳
を
身
に
纏
う
の
は
︑
鳥
と
し
て
身
体
に
訪
れ
る
祖
先
霊

を
鳥
の
衣
裳
の
中
に
迎
え
入
れ
る
た
め
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
オ

ン
ゴ
ッ
ト
が
降
り
て
く
る
場
合
の
衣
裳
は
︑
オ
ン
ゴ
ッ
ト
の

﹁
姿
﹂
と
な
る
︒
逆
に
︑
ブ
ォ
自
ら
が
霊
界
へ
出
向
く
場
合
の

衣
裳
は
︑
補
助
役
の
使
者
鳥
︑
あ
る
い
は
ブ
ォ
自
身
の
化
身

と
な
る12

︒

ダ
ル
ハ
ド
地
方
の
ブ
ォ
の
場
合
は
︑
衣
裳
に
蛇
の
﹁
飾
り
﹂

が
た
く
さ
ん
付
い
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
︒
蛇
の
ほ
か
︑

ブ
ォ
の
衣
裳
に
威
厳
と
力
強
さ
を
与
え
る
た
め
に
狩
猟
動
物

の
毛
︑
皮
︑
爪
な
ど
を
付
け
る
こ
と
も
あ
る
︒
オ
・
プ
ル
ブ

は
︑
衣
裳
の
こ
の
よ
う
な
﹁
飾
り
﹂
は
﹁
ト
ー
テ
ム
動
物
信

仰
の
残
存
で
あ
る
い
っ
ぽ
う
︑
狩
猟
動
物
を
衣
裳
に
付
与
し
︑

衣
裳
を
豊
か
に
し
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
﹂
と
解
釈
し

て
い
る
︒

2-

1-
2　

衣
裳
に
込
め
た
心

百
の
家
か
ら
乞
い
集
め
た
も
の

師
匠
に
直
し
て
も
ら
っ
た
も
の

彩
色
の
シ
ル
ク
を
縫
い
合
わ
せ
た
も
の

裏
表
に
リ
ボ
ン
が
付
い
て
い
る
も
の

葉
っ
ぱ
の
形
で
縫
い
合
わ
せ

心
臓
の
紅
色
で
飾
り
付
け
た

 

︵﹁
衣
裳
の
儀
礼
歌
﹂
よ
り
︶

こ
の
歌
に
は
︑
衣
裳
作
り
の
ポ
イ
ン
ト
が
歌
わ
れ
て
い
る
︒

布
切
れ
を
た
く
さ
ん
の
家
か
ら
集
め
る
こ
と
は
︑
た
く
さ
ん

の
人
か
ら
祝
福
と
生
命
力
を
も
ら
う
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
よ
う
︒
そ
れ
ら
の
布
切
れ
を
一
枚
一
枚
と
縫
い
繫
ぐ
作
業

は
︑
ま
さ
に
人
々
の
祝
福
と
生
命
力
を
一
つ
に
繫
ぎ
結
ぶ
過

程
で
あ
る
︒
そ
こ
で
縫
い
針
と
糸
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

の
が
︑
間
違
い
な
く
師
匠
の
願
い
と
力
で
あ
る13

︒

ブ
ォ
の
靴
作
り
︵
儀
礼
歌
︶
か
ら
も
ブ
ォ
の
繊
細
な
﹁
心

遣
い
﹂
が
う
か
が
え
る
︒

牛
の
皮
で
踵
と
足
先
を
覆
っ
た

鹿
の
皮
で
甲
と
足
首
を
作
っ
た

暖
か
い
毛
で
フ
ェ
ル
ト
の
靴
下
を
編
ん
だ

速
さ
軽
さ
を
考
え
子
羊
の
毛
で
裏
地
を
作
っ
た

 

︵﹁
衣
裳
の
儀
礼
歌
﹂
よ
り
︶

訪
れ
る
オ
ン
ゴ
ッ
ト
の
た
め
に
︑
丈
夫
で
軽
く
て
暖
か
い

靴
を
作
る
と
い
う
﹁
心
遣
い
﹂
が
︑
オ
ン
ゴ
ッ
ト
の
共
感
を

呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
繫
が
る
と
言
え
よ
う
︒

完
成
し
た
衣
裳
に
対
し
︑﹁
生
命
を
与
え
る
﹂
儀
式
が
行
わ

れ
る
︒
こ
の
儀
式
を
通
し
て
ブ
ォ
の
衣
裳
は
﹁
生
か
さ
れ
た
﹂

こ
と
と
な
る
︒
ホ
ル
チ
ン
地
方
で
は
︑
師
匠
が
呪
文
を
唱
え

な
が
ら
衣
裳
に
息
ま
た
は
酒
を
吹
き
か
け
る
と
い
う
形
で
行

わ
れ
る
︒
新
し
く
作
っ
た
物
に
﹁
生
命
を
与
え
る
﹂
こ
と
は
︑

そ
の
物
に
魂
を
与
え
る
こ
と
で
も
あ
る
︒
鳥
が
魂
を
も
つ
こ

と
と
同
じ
く
衣
裳
が
魂
を
も
つ
こ
と
が
︑
ブ
ォ
の
﹁
鳥
﹂
へ

の
﹁
変
身
﹂
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
る
︒

2-

1-

3　

衣
裳
と
と
も
に
舞
う

儀
礼
が
は
じ
ま
る
直
前
に
衣
裳
を
身
に
纏
う
こ
と
で
︑
ブ

ォ
は
視
覚
的
に
﹁
鳥
﹂
に
変
身
す
る
︒
太
鼓
の
音
や
儀
礼
歌

と
と
も
に
回
旋
し
た
り
舞
い
踊
っ
た
り
す
る
︒
儀
礼
歌
に
は

衣
裳
の
生
き
生
き
と
し
て
﹁
舞
い
上
が
る
﹂
様
子
が
歌
わ
れ

る
︒

写真１　ホルチン・ブォの衣裳
（写真はいずれも2017年、ブ
ォの自宅にて、執筆者撮影）
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風
気
に
乗
っ
て
舞
い
上
が
る

尊
き
も
の
衣
裳
よ

彩
り
の
裾
が
翼
を
広
げ

空
気
を
抱
き
し
め
た

そ
し
て
︑
回
旋
と
踊
り
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
に
つ
れ
︑
視

覚
上
の
変
身
が
本
格
的
な
変
身
へ
と
移
る
︒
本
格
的
な
変
身

は
︑﹁
鳥
﹂
が
ブ
ォ
の
身
体
に
﹁
沁シ

ン
ゲ
グ
㆑
フ

み
込
む
﹂
こ
と
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
︒

金
の
愛
し
き
鳥
よ

ジ
ェ
ジ
ェ
・
ア
ハ
イ
フ
ヒ
ヤ

家
の
中
へ
招
い
て
い
る

ジ
ェ
ジ
ェ
・
ア
ハ
イ
フ
ヒ
ヤ

青
い
火
か
ら
降
り
て
こ
い

ジ
ェ
ジ
ェ
・
ア
ハ
イ
フ
ヒ
ヤ

胸
の
中
に
沁
み
込
ん
で
こ
い

ジ
ェ
ジ
ェ
・
ア
ハ
イ
フ
ヒ
ヤ

 

︵﹁
鳥
オ
ン
ゴ
ッ
ト
を
招
く
儀
礼
歌
﹂
よ
り
︶

こ
の
よ
う
に
︑
オ
ン
ゴ
ッ
ト
が
鳥
と
し
て
﹁
火
﹂
の
中
か

ら
降
り
て
き
て
︑
ブ
ォ
の
﹁
胸
に
沁
み
込
む
﹂
こ
と
に
よ
っ

て
︑
ブ
ォ
の
﹁
変
身
﹂
が
本
格
化
す
る
︒
言
い
換
え
れ
ば
︑
ブ

ォ
の
身
心
が
﹁
鳥
﹂
の
身
心
へ
と
変
容
す
る
の
で
あ
る
︒
な
お
︑

後
で
述
べ
る
が
︑
歌
の
中
の
﹁
ジ
ェ
ジ
ェ
・
ア
ハ
イ
フ
ヒ
ヤ
﹂

は
︑﹁
鳥
﹂
に
通
ず
る
と
さ
れ
る
特
殊
な
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
︒

憑
依
状
態
に
お
け
る
ブ
ォ
の
踊
り
は
︑﹁
オ
ン
ゴ
ッ
ト
の
踊

り
﹂
と
呼
ば
れ
る
︒
憑
依
し
た
﹁
動
物
﹂
に
よ
っ
て
踊
り
の

様
態
も
異
な
る
︒
た
と
え
ば
︑﹁
鳥
﹂
踊
り
は
︑
太
鼓
︑
手
や

ス
カ
ー
ト
を
鳥
の
翼
と
し
︑
鳥
の
羽
ば
た
き
や
飛
翔
を
真
似

る
︒﹁
虎
﹂
踊
り
は
手
と
脚
を
虎
の
四
肢
と
爪
掌
と
し
︑
飛
び

跳
ね
た
り
し
て
虎
の
凶
猛
さ
を
表
現
す
る
︒
ち
な
み
に
︑
オ

ン
ゴ
ッ
ト
の
踊
り
は
︑
中
国
の
﹁
神
医
華か

佗だ

﹂
が
創
始
し
た

と
さ
れ
る
﹁
五ご

禽き
ん

戯ぎ

﹂14
︵
虎
戯
︑
鹿
戯
︑
熊
戯
︑
猿
戯
︑
鳥
戯
︶

を
連
想
さ
せ
る
︒

最
初
の
ブ
ォ
は
鷲
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
伝
説
は
︑
モ
ン

ゴ
ル
系
ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
の
間
に
も
伝
わ
っ
て
い
る15

︒
鳥
形
の

衣
裳
に
つ
い
て
ミ
ル
チ
ア
・
エ
リ
ア
ー
デ
︵
以
下
︑
エ
リ
ア
ー

デ16
︶
は
︑﹁
呪
術
的
に
シ
ャ
ー
マ
ン
を
鷲
に
変
え
る
と
い
う
も

の
﹂
で
あ
り
︑﹁
シ
ャ
ー
マ
ン
の
衣
裳
が
彼
に
新
し
い
︑
動
物

の
形
を
し
た
呪
的
身
体
を
与
え
る
傾
向
が
あ
る
﹂
と
指
摘
し

て
い
る
︒
ま
た
︑
仮
面
は
﹁
神
話
的
人
物
︵
祖
先
︑
神
話
的
動

物
︑
神
︶
の
化
身
を
表
象
す
る
も
の
﹂
で
あ
り
︑
そ
の
意
味

で
﹁
衣
裳
は
す
べ
て
の
人
の
目
の
前
で
シ
ャ
ー
マ
ン
を
変
質

さ
せ
﹂︑﹁
超
人
間
的
存
在
に
変
え
る
﹂
の
で
あ
る
︒

つ
ま
り
︑
シ
ャ
ー
マ
ン
が
衣
裳
の
象
徴
す
る
動
物
に
﹁
変

身
﹂
す
る
こ
と
は
︑﹁
呪
的
身
体
﹂︑﹁
超
人
間
的
存
在
﹂
に
変

容
す
る
こ
と
で
あ
る
︒
エ
リ
ア
ー
デ
が
い
う
﹁
呪
的
身
体
﹂︑

﹁
超
人
間
的
存
在
﹂
と
は
︑
お
そ
ら
く
人
間
の
感
覚
的
知
覚
を

超
え
た
﹁
身
体
﹂︑﹁
存
在
﹂
の
こ
と
で
あ
ろ
う
︒

衣
裳
が
﹁
風
気
に
乗
っ
て
舞
い
踊
っ
た
﹂
と
き
は
︑
ま
さ

に
ブ
ォ
と
そ
の
﹁
始
祖
鳥
﹂
が
共
感
し
た
と
き
で
も
あ
る
︒
こ

の
節
で
は
衣
裳
に
焦
点
を
当
て
て
︑
視
覚
的
な
側
面
か
ら
ブ

ォ
の
﹁
変
身
﹂
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
︒
と
こ
ろ
が
︑
ブ

ォ
の
衣
裳
だ
け
で
な
く
︑
道
具
や
言
葉
な
ど
そ
の
ほ
か
の
要

素
も
﹁
動
物
﹂
へ
の
﹁
変
身
﹂
を
促
進
し
可
能
と
さ
せ
る
役

割
を
果
た
し
て
い
る
︒

2-

2　

音
と
言

ブ
ォ
の
道
具
に
は
︑
太
鼓
や
撥
︑
刀
槍
︑
鏡
︑
口
琴17

な
ど

が
含
ま
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
の
道
具
の
役
割
に
つ
い
て
オ
・

プ
ル
ブ
は
︑﹁
第
一
に
︑
ブ
ォ
も
し
く
は
オ
ン
ゴ
ッ
ト
の
乗
り

物
︒
第
二
に
︑
ブ
ォ
が
敵
対
す
る
相
手
に
向
け
て
遣
わ
す
も

の
︒
第
三
に
︑
オ
ン
ゴ
ッ
ト
を
喜
ば
せ
る
楽
器
︒
第
四
に
︑
ブ

ォ
や
信
者
た
ち
の
願
い
を
オ
ン
ゴ
ッ
ト
に
伝
え
て
︑
返
答
を

も
ら
う
︵
占
う
︶
用
具
︒
第
五
に
︑
ブ
ォ
と
オ
ン
ゴ
ッ
ト
の

交
流
の
補
助
道
具
な
ど
﹂
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
︒

太
鼓
の
皮
に
︑
言
わ
れ
た
こ
と
を
沁
み
込
ま
せ
た

九
つ
の
鏡
の
外
辺
に
︑
笑
い
声
を
納
め
た

彩
り
衣
裳
の
縫
い
目
に
︑
荒
い
性
格
を
纏
め
た

槍
の
鋭
い
先
に
︑
気
性
を
付
け
て
お
い
た

 

︵﹁
始
祖
ホ
ブ
グ
タ
イ
に
祈
る
儀
礼
歌
﹂
よ
り
︶

こ
の
儀
礼
歌
で
は
︑
始
祖
の
﹁
身
心
﹂
が
道
具
や
衣
裳
に

取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
と
な
る
︒
言
い
換
え
れ
ば
︑
道
具
や

衣
裳
は
始
祖
の
依
り
代
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
︒

道
具
の
中
で
も
太
鼓
の
役
割
は
著
し
い
︒
太
鼓
は
乗
り
物

と
し
て
の
動
物
で
あ
る
と
さ
れ
︑
モ
ン
ゴ
ル
人
が
よ
く
使
う

馬
と
み
な
す
こ
と
が
多
い18

︒
ま
た
︑
口
伝
に
よ
っ
て
伝
承
さ

れ
る
ブ
ォ
の
伝
統
に
お
い
て
は
︑
太
鼓
は
知
識
と
実
践
を
教

え
て
く
れ
る
大
事
な
存
在
で
あ
る
︒

2-

2-

1　

太
鼓
の
語
り

太
鼓
作
り
は
素
材
選
び
か
ら
製
作
の
詳
細
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
こ
だ
わ
り
が
あ
り
︑
出
来
上
が
っ
た
太
鼓
全
体
が
動
物
の

身
体
構
造
を
内
臓
︑
神
経
ま
で
リ
ア
ル
に
表
現
す
る
︒
つ
ま

り
︑
太
鼓
の
身
体
は
そ
の
ま
ま
関
わ
る
動
物
の
再
現
で
あ
る
︒

太
鼓
に
ト
ナ
カ
イ
︑
牝
鹿
︑
雄
鹿
︑
狼
︑
熊
︑
山
羊
な
ど
の

皮
を
張
り
︑
表
面
に
そ
れ
ら
の
動
物
の
絵
を
描
い
た
り
す
る

こ
と
も
あ
る
︒
ホ
ル
チ
ン
・
ブ
ォ
の
太
鼓
に
は
︑
狼
︑
鹿
や

山
羊
の
皮
が
使
わ
れ
て
い
る
︵
写
真
2
︶︒
ま
た
︑
動
物
の
習

性
や
気
性
が
太
鼓
の
性
格
と
し
て
表
れ
る
と
し
︑
目
的
に
よ

っ
て
太
鼓
を
使
い
分
け
て
い
る
︒

太
鼓
に
﹁
生
命
を
与
え
る
﹂
儀
式
は
︑
簡
単
な
も
の
か
ら

複
雑
な
も
の
ま
で
あ
る
︒
こ
の
儀
式
を
通
し
て
太
鼓
の
皮
が

79
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動
物
と
し
て
﹁
生
き
返
り
﹂︑
ブ
ォ
の
口
を
借
り
て
自
ら
の
出

生
か
ら
死
亡
ま
で
の
全
生
涯
を
物
語
る
︒
儀
式
の
間
に
ブ
ォ

は
そ
の
動
物
の
声
や
動
作
を
表
現
す
る
︒
す
な
わ
ち
︑
ブ
ォ

は
﹁
動
物
の
語
り
﹂
を
通
し
て
そ
の
動
物
に
変
身
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
︒
エ
リ
ア
ー
デ
に
よ
る
と
︑
シ
ャ
ー
マ
ン
が
﹁
再

び
生
命
を
与
え
た
﹂
動
物
は
︑﹁
彼
の
第
二
の
自
我
﹂
で
あ
り
︑

﹁
最
も
強
力
な
補
助
霊
﹂
で
あ
る
︒﹁
そ
れ
が
シ
ャ
ー
マ
ン
の

中
に
入
る
と
︑
神
話
的
な
︑
獣
の
形
を
し
た
祖
先
に
姿
を
変

え
る
﹂
と
い
う
︒
太
鼓
と
シ
ャ
ー
マ
ン
は
霊
的
な
レ
ベ
ル
に

お
い
て
深
く
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒

﹁
鳥
オ
ン
ゴ
ッ
ト
を
招
く
儀
礼
歌
﹂
に
︑﹁
太
鼓
と
撥
よ
︑
叩

く
前
に
音
吹
い
た
﹂
と
歌
わ
れ
る
︒
鳥
オ
ン
ゴ
ッ
ト
を
招
く

に
際
し
て
︑
興
奮
気
味
の
太
鼓
の
﹁
身
心
﹂
が
現
れ
て
い
る
︒

ブ
ォ
と
太
鼓
＝
太
鼓
が
象
徴
す
る
動
物
と
が
共
感
し
︑
儀
礼

の
場
が
生
命
力
に
溢
れ
て
い
る
様
子
が
表
現
さ
れ
て
い
る
︒

2-

2-

2　

太
鼓
と
鏡
の
音

撥
は
﹁
オ
ン
ゴ
ッ
ト
の
舌
﹂
で
︑
太
鼓
か
ら
発
す
る
す
べ

て
の
音
が
﹁
オ
ン
ゴ
ッ
ト
の
言
葉
﹂
と
さ
れ
る
︒

太
鼓
は
我
々
の
︑
フ
ィ
・
ア
・
ヤ

経
典
な
の
よ
︑
フ
ィ
・
ア
・
ヤ

語
る
言
葉
が
︑
フ
ィ
・
ア
・
ヤ

教
え
な
の
よ
︑
フ
ィ
・
ア
・
ヤ

撥
は
我
々
の
︑
フ
ィ
・
ア
・
ヤ

筆
な
の
よ
︑
フ
ィ
・
ア
・
ヤ

祈
る
我
々
の
︑
フ
ィ
・
ア
・
ヤ

文
字
な
の
よ
︑
フ
ィ
・
ア
・
ヤ

 

︵﹁
師
匠
に
祈
る
儀
礼
歌
﹂
よ
り
︶

叩
き
方
に
よ
っ
て
太
鼓
の
音
が
変
わ
り
︑
音
の
変
化
に
よ

っ
て
オ
ン
ゴ
ッ
ト
ま
た
は
悪
霊
へ
の
影
響
が
変
わ
る
と
さ
れ

る
︒
太
鼓
を
使
い
こ
な
す
た
め
に
は
︑
暗
闇
の
墓
場
や
野
原

に
行
っ
て
修
行
す
る
と
い
う
伝
統
も
あ
っ
た
︒
太
鼓
を
自
由

自
在
に
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
と
︑
オ
ン
ゴ
ッ
ト
を
呼

び
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
︑
目
に
見
え
な
い
太
鼓
の
音
さ
え
聴

こ
え
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
︒
こ
の
こ
と
は
︑
乗
り
物
と
し

て
の
太
鼓
を
﹁
飼
い
馴
ら
す
﹂
こ
と
の
難
し
さ
と
︑﹁
飼
い
馴

ら
し
た
﹂
と
き
の
強
さ
を
示
し
て
い
る
︒
オ
ン
ゴ
ッ
ト
は
太

鼓
の
音
と
し
て
や
っ
て
く
る
と
い
う
話
も
あ
る
︒

太
鼓
の
ほ
か
︑
銅
鏡
も
ブ
ォ
の
武
器
で
あ
る
︒
鏡
の
音
は

悪
霊
を
追
い
払
う
と
さ
れ
︑
儀
礼
の
際
に
ブ
ォ
が
九
つ
の
銅

鏡
を
帯
状
に
し
て
腰
に
付
け
る
︵
写
真
3
︶︒

銅
の
九
つ
の
鏡
が
︑
鶯
の
声
で
鳴
る

人
を
害
す
る
悪
霊
た
ち
が
︑
脚
を
上
げ
て
逃
げ
る

後
ろ
の
九
つ
の
鏡
が
︑
獅
子
の
声
で
啼
く

あ
ら
ゆ
る
悪
霊
た
ち
が
︑
慌
て
て
逃
げ
る

 

　
︵﹁
銅
鏡
の
儀
礼
歌
﹂
よ
り
︶

こ
の
歌
で
は
︑
ブ
ォ
の
踊
り
に
伴
う
鏡
の
音
を
︑
鳥
の
鳴

き
声
や
獅
子
の
啼
き
声
に
隠
喩
し
て
い
る
︒
隠
喩
は
意
味
の

置
き
換
え
で
あ
る
が
︑
し
か
し
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
文
脈
に

お
い
て
は
︑
こ
の
隠
喩
は
言
葉
ど
お
り
の
意
味
合
い
で
理
解

さ
れ
る
︒﹁
生
命
を
与
え
ら
れ
た
﹂
道
具
か
ら
発
せ
ら
れ
る
音

は
︑
動
物
の
鳴
き
声
・
啼
き
声
で
あ
っ
て
も
ま
っ
た
く
不
思

議
で
は
な
い
の
で
あ
る
︒
こ
の
歌
は
︑
道
具
と
﹁
動
物
﹂
と

の
共
鳴
・
共
感
を
示
し
て
い
る
︒
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
共
鳴
・

共
感
の
場
を
作
り
出
す
の
が
︑
言
う
ま
で
も
な
く
ブ
ォ
自
身

で
あ
る
︒

写真２　ホルチン・ブォの太鼓

写真３　ブォが腰に巻く9つの銅鏡

80

第二部 ❖霊性の探究



2-

2-

3　
テ
ン
グ
リ
の
言
語

ブ
ォ
が
憑
依
状
態
の
中
で
発
す
る
﹁
言
葉
﹂
は
﹁
オ
ン
ゴ

ッ
ト
の
言
葉
﹂
と
さ
れ
る
︒
そ
の
中
に
︑
ど
の
言
語
に
も
属

さ
な
い
意
味
不
明
な
言
葉
が
含
ま
れ
る
︒﹁
テ
ン
グ
リ
の
言

語
﹂
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
︒﹁
テ
ン
グ
リ
の
言
語
﹂
に
当

た
る
言
葉
を
エ
リ
ア
ー
デ
は
︑﹁
動
物
の
言
語
﹂︑﹁
秘
密
の
言

語
﹂
及
び
﹁
精
霊
の
言
語
﹂
な
ど
と
表
現
し
て
い
る
︒
つ
ま

り
︑
人
間
に
は
通
じ
ず
﹁
動
物
﹂
に
は
通
ず
る
言
語
な
の
で

あ
る
︒

儀
礼
歌
の
中
に
意
味
不
明
の
言
葉
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
︒
エ
リ
ア
ー
デ
も
︑﹁
秘
密
言
語
﹂
の
痕
跡
が
﹁
繰
り

返
さ
れ
る
理
解
し
難
い
リ
フ
レ
イ
ン
の
文
句
の
な
か
に
見
出

さ
れ
る
﹂
こ
と
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
︒
ホ
ル
チ
ン
・
ブ

ォ
の
儀
礼
歌
に
蜂
オ
ン
ゴ
ッ
ト
を
招
く
つ
ぎ
の
よ
う
な
歌
詞

が
あ
る
︒

ジ
ェ
イ
ジ
ェ
イ
・
ア
ハ
イ
フ
ィ
・
ジ
ェ
イ
ジ
ェ
イ

美
し
い
模
様
の
蜂
の
オ
ン
ゴ
ッ
ト
よ

ジ
ェ
イ
ジ
ェ
イ
・
ア
ハ
イ
フ
ィ
・
ジ
ェ
イ
ジ
ェ
イ

こ
っ
ち
へ
飛
ん
で
こ
い

ジ
ェ
イ
ジ
ェ
イ
・
ア
ハ
イ
フ
ィ
・
ジ
ェ
イ
ジ
ェ
イ

食
べ
物
を
ご
ち
そ
う
す
る
よ

ジ
ェ
イ
ジ
ェ
イ
・
ア
ハ
イ
フ
ィ
・
ジ
ェ
イ
ジ
ェ
イ

胸
の
中
に
沁
み
込
ん
で
こ
い

 

︵﹁
蜂
オ
ン
ゴ
ッ
ト
を
招
く
儀
礼
歌
﹂
よ
り
︶

こ
の
歌
詞
の
中
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
言
葉
は
︑
蜂
オ
ン

ゴ
ッ
ト
に
だ
け
通
ず
る
と
さ
れ
る
意
味
不
明
な
言
葉
で
あ
る
︒

鳥
オ
ン
ゴ
ッ
ト
を
招
く
歌
に
は
別
の
意
味
不
明
な
言
葉
が
使

わ
れ
て
い
る
︒

ア
ル
タ
ン
・
ハ
ン
ガ
イ
︵
山
︶
の
裏
に
︑

ジ
ェ
ジ
ェ
・
ア
ハ
イ
フ
ヒ
ヤ

檀
の
樹
が
あ
り
︑

ジ
ェ
ジ
ェ
・
ア
ハ
イ
フ
ヒ
ヤ

巣
に
い
っ
ぱ
い
卵
が
あ
り

ジ
ェ
ジ
ェ
・
ア
ハ
イ
フ
ヒ
ヤ

卵
の
中
に
雛
が
い
る

ジ
ェ
ジ
ェ
・
ア
ハ
イ
フ
ヒ
ヤ

首
に
は
鈴
を
か
け
た

ジ
ェ
ジ
ェ
・
ア
ハ
イ
フ
ヒ
ヤ

宝
な
る
鳥
を
招
い
て
い
る

ジ
ェ
ジ
ェ
・
ア
ハ
イ
フ
ヒ
ヤ

赤
い
火
の
歩
き
が
あ
る

ジ
ェ
ジ
ェ
・
ア
ハ
イ
フ
ヒ
ヤ

紅
い
血
の
飲
み
も
の
が
あ
る

ジ
ェ
ジ
ェ
・
ア
ハ
イ
フ
ヒ
ヤ

 

︵﹁
鳥
オ
ン
ゴ
ッ
ト
を
招
く
儀
礼
歌
﹂
よ
り
︶

鳥
オ
ン
ゴ
ッ
ト
を
招
く
に
際
し
て
は
︑﹁
紅
い
血
﹂
を
好
む

鳥
の
特
性
や
﹁
火
﹂
を
好
む
霊
の
特
性
を
活
か
し
つ
つ
︑﹁
鳥

の
言
葉
﹂
で
語
り
か
け
て
い
る
︒
人
間
に
わ
か
る
言
葉
と
鳥

に
わ
か
る
言
葉
が
相
ま
っ
て
︑
ブ
ォ
の
意
思
を
﹁
鳥
﹂
に
伝
え

る
の
で
あ
る
︒
ブ
ォ
が
霊
界
と
人
間
界
の
間
の
媒
介
者
︑
翻

訳
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
所
以
の
一
つ
は
こ
こ
に
あ
る
︒

﹁
テ
ン
グ
リ
の
言
語
﹂
は
︑
八
百
年
の
伝
統
を
も
つ
﹁
チ
ン

ギ
ス
・
ハ
ー
ン
の
祭
祀
﹂
の
中
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
︒
口

琴
を
併
用
し
な
ら
が
ホ
ー
ミ
ー
の
調
べ
で
唱
わ
れ
る
と
い
う
︒

ホ
ー
ミ
ー
と
は
動
物
の
啼
き
声
を
真
似
る
こ
と
で
生
ま
れ
た

唱
方
で
︑
喉
や
唇
な
ど
を
振
動
さ
せ
な
が
ら
音
を
響
か
せ
る

も
の
で
あ
る
︒﹁
秘
密
の
言
語
﹂
の
習
得19

に
つ
い
て
︑
エ
リ
ア

ー
デ
は
数
多
く
の
事
例
を
取
り
あ
げ
て
い
る
︒﹁
秘
密
言
語
を

そ
の
師
匠
か
ら
か
︑
も
し
く
は
自
分
自
身
の
努
力
で
︱
つ

ま
り
精
霊
た
ち
か
ら
直
接
に
︱
習
得
す
る
﹂︑
ま
た
﹁
鳥
の

啼
き
声
や
他
の
動
物
の
叫
び
声
に
そ
の
起
源
を
持
っ
て
い
る
﹂

と
い
う
︒

儀
礼
の
際
︑
意
味
不
明
な
言
語
が
同
じ
状
態
に
あ
る
他
の

ブ
ォ
に
通
じ
︑
会
話
が
成
り
立
つ
こ
と
も
稀
に
見
ら
れ
る20

︒
こ

の
こ
と
は
︑
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
﹁
言
語
﹂
の
習
得

法
の
多
様
性
と
そ
の
解
釈
の
困
難
さ
を
示
し
て
い
る
︒﹁
テ
ン

グ
リ
の
言
語
﹂
は
あ
る
意
味
で
﹁
呪
文
﹂
の
よ
う
に
︑
意
味

不
明
で
も
︑
あ
る
い
は
意
味
不
明
だ
か
ら
こ
そ
﹁
通
ず
る
﹂

と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
︒
こ
の
問
題
を
﹁
言
霊
思
想21

﹂
と
結

び
つ
け
て
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
︒

以
上
は
︑
儀
礼
に
お
け
る
ブ
ォ
の
身
心
変
容
︑
と
り
わ
け

動
物
へ
の
﹁
変
身
﹂
に
つ
い
て
︑
視
覚
に
作
用
す
る
﹁
衣
裳

と
舞
い
﹂︑
聴
覚
に
作
用
す
る
﹁
音
と
言
﹂
の
両
面
か
ら
考
察

を
試
み
た
︒
ブ
ォ
が
衣
裳
を
纏
う
こ
と
や
衣
裳
と
と
も
に
舞

い
踊
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
そ
の
動
物
の
身
体
と
様
態
を
表
す

こ
と
が
で
き
る
︒
ま
た
︑
太
鼓
の
語
り
及
び
太
鼓
や
鏡
の
音
︑

あ
る
い
は
﹁
動
物
の
言
語
﹂
の
習
得
を
通
し
て
︑
関
わ
る
動

物
の
﹁
話
﹂
を
聴
き
︑
そ
の
﹁
言
葉
﹂
で
語
れ
る
よ
う
に
な

る
︒
こ
の
よ
う
に
︑
ブ
ォ
は
視
覚
的
に
︑
聴
覚
的
に
﹁
動
物
﹂

へ
と
身
心
変
容
し
て
い
く
の
で
あ
る
︒

エ
リ
ア
ー
デ
は
︑﹁
動
物
と
の
親
交
︑
そ
の
言
葉
の
理
解
︑

動
物
へ
の
変
身
と
い
っ
た
事
柄
は
︑
時
の
曙
に
お
い
て
失
わ

れ
た
﹃
楽
園
の
よ
う
な
﹄
状
態
を
︑
シ
ャ
ー
マ
ン
が
再
建
し

た
こ
と
の
し
る
し
な
の
で
あ
る
﹂
と
指
摘
し
て
い
る
︒
エ
リ

ア
ー
デ
が
言
う
﹁
時
の
曙
﹂
を
ブ
ォ
の
﹁
伝
記
﹂
に
照
ら
し

て
み
る
と
︑
つ
ぎ
の
よ
う
な
神
話
的
風
景
が
浮
か
び
上
が
る
︒

一
本
の
檀
の
樹
が

大
地
の
鎖オ

ニ
ソ
か
ら
伸
び
た

太
陽
と
月
の
色
合
い
で

人
が
光
で
移
る
そ
の
時

 

︵﹁
ブ
ォ
の
伝
記
の
儀
礼
歌
﹂
よ
り
︶
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3
超
感
覚
的・共
感
覚
的
変
容

ブ
ォ
＝
シ
ャ
ー
マ
ン
の
身
心
変
容
の
体
験
は
︑
神
話
的
世

界
を
具
現
化
し
た
も
の
で
あ
る
︒
エ
リ
ア
ー
デ
の
言
葉
を
借

り
て
言
う
な
ら
ば
︑﹁
神
や
霊
を
直
接
的
・
具
体
的
に
体
験
し

た
こ
と
﹂
で
あ
る22

︒
一
般
的
に
︑
こ
の
よ
う
な
体
験
は
時
空

を
超
え
た
﹁
神
秘
的
合
一
﹂
と
み
な
さ
れ
る23

︒
し
か
し
︑﹁
神

秘
的
合
一
﹂
と
は
曖
昧
な
表
現
で
あ
り
︑
そ
れ
を
実
際
の
事

例
に
当
て
は
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
﹁
合
一
﹂
の
状
態
が
具
体

的
に
浮
か
び
上
が
る
︒

本
節
で
は
︑
神
話
的
世
界
が
具
現
化
さ
れ
る
過
程
に
お
い

て
︑﹁
感
覚
の
拡
張
﹂
が
密
接
に
関
係
し
て
い
る
点
に
注
目
す

る
︒﹁
感
覚
の
拡
張
﹂
は
超
感
覚
及
び
共
感
覚
的
現
象
と
し
て

現
れ
る
︒

一
般
的
に
︑
五
感
や
論
理
的
な
類
推
な
ど
を
超
え
た
感
覚

や
知
覚
は
超
感
覚
と
さ
れ
︑
超
感
覚
で
外
界
の
情
報
を
得
る

能
力
が
特
殊
能
力
と
呼
ば
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
超
感
覚
に
関
連

す
る
共
感
覚
と
は
︑﹁
あ
る
刺
激
に
対
し
て
通
常
の
感
覚
だ
け

で
な
く
︑異
な
る
種
類
の
感
覚
を
も
生
じ
さ
せ
る
﹂
特
殊
な
知

覚
現
象
の
こ
と
で
あ
る24

︒
そ
し
て
︑
ブ
ォ
の
体
験
に
お
い
て
は
︑

さ
ま
ざ
ま
な
﹁
感
覚
的
変
容
﹂
の
根
底
に
広
い
意
味
で
の
思

考
や
感
情
の
共
有
︑
つ
ま
り
共
感
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

3-

1　

盲
目
の
千
里
眼

広
い
海
が
溶
け
る
時
に

浮
か
ん
で
来
た
シ
ト
ゲ
ン
た
ち
よ

草
群
れ
が
熟
す
時
に

上
が
っ
て
来
た
オ
ン
ゴ
ッ
ト
た
ち
よ

シ
ュ
ッ
と
音
を
立
て
る
者
た
ち

大
地
の
七
つ
の
霊
力
者
た
ち
よ

思
っ
た
と
た
ん
に

現
れ
て
く
る
オ
ン
ゴ
ッ
ト
た
ち

盲
目
の
独
り
の
手
探
り
者
よ

狂
っ
た
五
つ
の
摑
み
者
よ

聴
く
前
に
聴
か
せ
て
く
れ
る
者
よ

占
う
前
に
知
ら
せ
て
く
れ
る
者
よ

夢
を
占
っ
て
知
る
︑
心
の
想
い
よ

方
向
の
真
を
明
か
す
︑
ズ
レ
の
な
い
正
確
な
目
よ

胸
の
呪
文
︑
耳
の
聴
覚
よ

す
べ
て
の
こ
と
を
︑
し
っ
か
り
教
え
る
者
よ

空
気
に
乗
っ
て
︑
吹
き
飛
ん
で
降
り
て
こ
い

塀
と
栅
の
上
を
︑
乗
り
越
え
て
入
っ
て
こ
い

光
の
輝
き
に
乗
っ
て
︑
光
っ
て
降
り
て
こ
い

呼
び
出
せ
な
か
っ
た
者
も
︑
悪
し
か
ら
ず
や
っ
て
こ
い

 

︵﹁
オ
ン
ゴ
ッ
ト
を
招
く
儀
礼
歌
﹂
よ
り
︶

こ
の
歌
に
は
︑
海
や
大
地
に
起
源
を
も
つ
オ
ン
ゴ
ッ
ト
た

ち
の
特
性
が
生
き
生
き
と
表
現
さ
れ
て
い
る
︒
視
覚
︑
聴
覚
︑

先
知
︑
夢
知
︑
飛
翔
な
ど
の
通
常
の
感
覚
を
超
え
た
身
体
的
︑

知
覚
的
感
覚
を
も
つ
オ
ン
ゴ
ッ
ト
た
ち
が
︑
次
々
と
呼
び
出

さ
れ
て
招
か
れ
て
い
る
︒
そ
の
中
に
︑﹁
盲
目
の
者
﹂や﹁
狂
っ

た
者
﹂も
い
る
こ
と
が
特
別
な
意
味
を
も
つ
︒
身
体
的
︑
精
神

的
に
障
害
を
も
つ
者
が
︑
そ
の
障
害
を
逆
転
的
に
機
能
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
超
常
的
な
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
あ
る25

︒

人
間
の
超
感
覚
に
対
す
る
認
識
は
古
の
昔
か
ら
存
在
し
て

い
た26

︒﹃
モ
ン
ゴ
ル
秘
史27

﹄
に
は
︑
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
の
祖

先
に
当
た
る
ド
ブ
ン
・
メ
ル
ゲ
ン
の
兄
で
あ
る
ド
ワ
・
ソ
コ

ル
の
超
常
的
な
視
力
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
︒
ド
ワ
・
ソ
コ

ル
は
﹁
額ひ

た
い

の
真
中
に
唯ガ

ク
チ
ャ一

つ
の
目ニ

ド
ウ

を
も
ち
︑
三
移ネ

ウ
リ
ト

動
域
の
地

ま
で
望
見
す
る
の
だ
っ
た
﹂︒

モ
ン
ゴ
ル
語
で
は
︑
ド
ワ
・
ソ
コ
ル
の
ソ
コ
ル
と
は
盲
目

︵
者
︶
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
︒
モ
ン
ゴ
ル
人
に
は
︑
名
前
を

逆
説
的
に
付
け
る
習
慣
が
あ
る
こ
と
か
ら
︑
視
力
が
優
れ
て

い
る
か
ら
こ
の
よ
う
な
名
前
を
付
け
た
可
能
性
は
否
定
で
き

な
い
︒
そ
し
て
そ
の
﹁
唯
一
つ
の
目
﹂
が
﹁
額
の
真
中
に
﹂
あ

る
と
い
う
こ
と
は
︑
こ
の
﹁
唯
一
の
目
﹂
は
肉
眼
の
こ
と
で

は
な
く
︑
神
秘
的
な
﹁
第
三
の
目28

﹂
に
似
た
特
別
な
身
体
能

力
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
よ
う
︒
な
お
︑
移
動
域
と
は
遊

牧
す
る
際
に
家
畜
を
追
っ
て
移
動
す
る
距
離
の
こ
と
で
あ
り
︑

三
移
動
域
と
は
目
が
届
か
な
い
ほ
ど
遠
い
所
を
意
味
す
る
︒

具
体
例
を
見
て
み
よ
う
︒
あ
る
日
︑
ド
ワ
・
ソ
コ
ル
が
﹁
己

が
弟
ド
ブ
ン
・
メ
ル
ゲ
ン
と
共
に
︑
ブ
ル
カ
ン
・
カ
ル
ド
ゥ

ン
山
に
登
っ
た
﹂︒
ド
ワ
・
ソ
コ
ル
は
そ
の
﹁
山
上
か
ら
︑
ト

ゥ
ン
ゲ
リ
グ
小ゴ

ロ
カ
ン河
を
下
っ
て
一
群
の
人イ

ル

衆ゲ
ン

が
移
り
入
り
来
る

の
を
望
み
見
て
﹂︑﹁
か
の
移
り
来
た
る
人
衆
の
中
に
︑
一
台

の
黒く

ろ

枠わ
く

の
車
の
前
室
に
︑
一
人
の
好よ

き
乙
女
あ
り
﹂
と
言
っ

て
﹁
己
が
弟
ド
ブ
ン
・
メ
ル
ゲ
ン
を
見
に
や
っ
た
﹂︒
弟
が

﹁
か
の
人
衆
の
も
と
に
到
れ
ば
﹂︑﹁
美う

る

わ
し
い
︑
そ
の
名
も
高

い
ア
ラ
ン
・
ゴ
ア
﹂
と
い
う
乙
女
が
い
た
︒
記
述
に
よ
る
と
︑

山
の
上
か
ら
見
下
ろ
す
ド
ワ
・
ソ
コ
ル
に
は
︑
小
河
を
下
っ

て
い
る
車
の
色
や
そ
の
前
室
に
い
る
女
の
容
姿
ま
で
も
が
見

え
て
い
た
が
︑
弟
の
ド
ブ
ン
・
メ
ル
ゲ
ン
に
は
﹁
人
衆
の
も

と
﹂
に
行
く
ま
で
は
は
っ
き
り
見
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

る
︒
ド
ア
・
ソ
コ
ル
の
目
は
﹁
盲
目
の
千
里
眼
﹂
で
あ
っ
た

と
言
え
よ
う
︒

儀
礼
歌
の
中
で
も
う
一
つ
注
目
し
た
い
の
は
︑﹁
思
っ
た
と

た
ん
に
︑
現
れ
て
く
る
オ
ン
ゴ
ッ
ト
た
ち
﹂
の
ス
ピ
ー
ト
感

で
あ
る
︒
こ
れ
は
︑
風
気
や
光
に
乗
っ
て
現
れ
る
霊
的
存
在

の
特
徴
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
︒﹁
思
っ
た
と
た
ん
に
﹂
と
は
︑

﹁
心
の
魂
﹂
の
作
用
で
あ
り
︑
一
般
の
人
の
﹁
思
い
﹂
よ
り
も

82
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ブ
ォ
の
そ
れ
の
ほ
う
が
は
る
か
に
強
い
︒
と
い
う
の
も
︑
呪

力
を
も
つ
ブ
ォ
の
﹁
思
い
﹂
は
霊
的
存
在
に
直
接
届
く
と
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
︒
こ
れ
に
関
連
す
る
事
例
は
数
多
く
報
告

さ
れ
て
い
る
︒﹁
思
っ
た
と
た
ん
に
現
れ
る
﹂
速
度
感
に
つ
い

て
鎌
田
東
二
の
言
葉
を
借
り
て
言
う
と
︑
そ
れ
は
﹁
知
覚
が

た
だ
ち
に
思
考
と
な
り
行
為
と
な
る
よ
う
な
速
度
と
純
粋
な

直
接
性29

﹂
で
あ
ろ
う
︒

話
は
戻
る
が
︑
超
常
的
な
感
覚
を
も
つ
オ
ン
ゴ
ッ
ト
た
ち

が
ブ
ォ
の
中
に
﹁
沁
み
込
む
﹂
こ
と
に
よ
っ
て
︑
そ
の
感
覚

が
ブ
ォ
の
感
覚
と
し
て
変
換
さ
れ
︑
認
識
さ
れ
る
︒
言
い
換

え
れ
ば
︑
ブ
ォ
と
オ
ン
ゴ
ッ
ト
の
間
に
は
超
感
覚
が
共
有
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
︒
オ
ン
ゴ
ッ
ト
が
ブ
ォ
の
力
の
源
と
さ
れ

る
理
由
の
一
つ
は
︑
こ
う
し
た
﹁
超
感
覚
の
共
有
﹂
で
あ
る

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒

オ
・
プ
ル
ブ
の
指
摘
に
よ
る
と
︑
ブ
ォ
と
関
係
を
結
ん
だ

オ
ン
ゴ
ッ
ト
は
︑
ブ
ォ
の
﹁
思
考
に
常
に
影
響
し
︑
問
う
た

こ
と
に
対
し
明
確
な
答
え
を
与
え
る
﹂︒
そ
れ
が
ブ
ォ
の
占
い
︑

奇
跡
を
起
こ
す
な
ど
の
実
力
に
つ
な
が
る
︒﹁
オ
ン
ゴ
ッ
ド
の

助
け
に
よ
っ
て
︑
隠
れ
た
も
の
が
見
え
た
り
︑
遠
い
所
で
密

か
に
話
し
た
話
が
聞
こ
え
た
り
︑
普
通
匂
わ
な
い
匂
い
が
匂

え
た
り
す
る
﹂
よ
う
に
な
る
と
い
う
︒

超
感
覚
は
通
常
︑﹁
動
物
的
感
覚
﹂
に
置
き
換
え
て
語
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
︒
こ
の
場
合
の
﹁
動
物
的
感
覚
﹂
と
は
︑﹁
超

高
い
感
受
性
﹂
を
意
味
す
る
︒
そ
し
て
︑
オ
ン
ゴ
ッ
ト
の
特

殊
な
能
力
は
︑
そ
の
よ
う
な
﹁
動
物
的
﹂
気
質
を
も
つ
ゆ
え

の
力
で
あ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
︒
ブ
ォ
と
﹁
動
物
﹂

の
交
流
︑﹁
変
身
﹂
の
背
後
に
は
︑
通
常
の
視
覚
や
聴
覚
で
は

読
み
取
る
こ
と
の
で
き
な
い
超
感
覚
的
知
覚
に
よ
る
働
き
が

あ
る
と
言
え
よ
う
︒

3-

2　

香
り
を
味
わ
う

知
覚
の
一
式
で
あ
る
共
感
覚
の
意
味
範
囲
に
つ
い
て
︑
原

田
武
は
﹃
共
感
覚
の
世
界
観
﹄
の
中
で
︑﹁
隠
喩
や
シ
ン
ボ
ル

を
含
む
ア
ナ
ロ
ジ
ー
思
考
一
般
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
も
で

き
る
だ
ろ
う
﹂
と
指
摘
し
て
い
る
︒
本
稿
で
は
︑
ブ
ォ
の
視

点
に
同
調
し
︑
神
話
的
物
語
や
儀
礼
歌
な
ど
に
お
け
る
隠
喩

や
シ
ン
ボ
ル
を
体
験
し
う
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
︒
そ
う
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
見
え
て
く
る
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

の
世
界
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
︒

ブ
ォ
の
﹁
祖
先
を
招
く
﹂
儀
礼
歌
に
は
︑
オ
ン
ゴ
ッ
ト
の

特
性
を
﹁
空
気
を
飲
み
物
と
し
﹂︑﹁
風
気
を
乗
り
物
と
し
﹂

と
表
現
し
て
い
る
︒
こ
れ
は
隠
喩
で
あ
り
︑
超
感
覚
的
知
覚

に
よ
る
表
現
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
ブ
ォ
の
視
点
に
立
っ
て
見

れ
ば
︑
オ
ン
ゴ
ッ
ト
は
実
際
﹁
空
気
﹂
を
飲
み
︑﹁
風
気
﹂
に

乗
る
存
在
で
あ
る
︒
儀
礼
の
際
に
︑
お
酒
に
火
を
付
け
て
燃

や
す
と
い
う
行
為
も
︑
オ
ン
ゴ
ッ
ト
が
﹁
飲
む
﹂
の
は
﹁
お

酒
の
魂
﹂
で
あ
る
た
め
︑
そ
れ
を
燃
や
し
て
魂
の
状
態
︑﹁
空

気
﹂
に
す
る
の
で
あ
る
︒

つ
ぎ
の
儀
礼
歌
に
も
共
感
覚
的
な
特
性
が
表
れ
て
い
る30

︒

灯
の
光
で
降
り
て
こ
い

檀
の
香
を
味
わ
っ
て
こ
い

彩
り
の
衣
裳
を
纏
っ
た
子
孫
を
守
り
に
こ
い

椅
子
や
机
に
降
り
た
ま
え

花
の
先
に
歓
喜
し
て
掛
け
た
ま
え

幼
い
弟
子
を
守
り
た
ま
え

湖
と
海
の
上
を
飛
ん
で
こ
い

瞬
く
間
に
着
い
て
こ
い

燃
え
る
火
の
白
熱
に
合
体
し
て
光
れ

 

︵﹁
オ
ン
ゴ
ッ
ト
を
呼
び
寄
せ
る
儀
礼
歌
﹂
よ
り
︶

﹁
檀
の
香
を
味
わ
う
﹂︑﹁
花
の
先
に
歓
喜
し
て
掛
け
る
﹂︑

﹁
燃
え
る
火
の
白
熱
に
合
体
し
て
光
る
﹂
な
ど
は
︑
共
感
覚
的

な
表
現
と
し
て
捉
え
ら
れ
よ
う
︒﹁
檀
の
香
を
味
わ
う
﹂
は
︑

檀
香
の
香
り
を
味
わ
う
と
い
う
こ
と
と
︑
檀
香
そ
の
も
の
を

食
べ
る
と
い
う
こ
と
の
両
方
を
意
味
す
る
︒
こ
の
行
為
は
︑
明

ら
か
に
臭
覚
か
ら
味
覚
へ
の
感
覚
間
転
移
で
あ
る
︒
こ
れ
に

対
し
︑﹁
香
を
食
べ
る
﹂
行
為
は
︑
そ
れ
自
体
論
理
的
で
は
あ

る
も
の
の
常
識
的
で
は
な
い
︒
と
こ
ろ
が
︑
こ
の
﹁
非
常
識
﹂

的
な
行
為
は
︑
ホ
ル
チ
ン
・
ブ
ォ
の
儀
礼
の
間
で
は
し
ば
し

ば
見
ら
れ
る
︒

オ
ン
ゴ
ッ
ト
が
ブ
ォ
の
身
体
に
﹁
沁
み
込
む
﹂
と
︑
ま
ず

燃
え
る
香
を
束
ご
と
に
食
べ
る
︒
こ
の
場
合
は
︑
香
そ
の
も

の
を
食
べ
る
行
為
と
香
の
香
り
を
味
わ
う
行
為
が
同
時
に
起

こ
っ
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑
ブ
ォ
は
共
感
覚
的
な
体
験
を
し
つ

つ
常
識
を
超
え
た
身
心
へ
と
変
容
し
て
い
る
︒
し
か
も
︑
こ

の
よ
う
な
共
感
覚
的
な
体
験
が
︑
ホ
ル
チ
ン
・
ブ
ォ
の
一
伝

統
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
こ
と
は
︑
主
観
的
体
験

で
あ
る
共
感
覚
的
体
験
が
︑
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
伝
統
の
中
で

は
文
化
的
に
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
︒

﹁
花
の
先
に
歓
喜
し
て
掛
け
る
﹂︑﹁
燃
え
る
火
の
白
熱
に
合

体
し
て
光
る
﹂
は
︑
一
見
︑
詩
的
表
現
か
︑
あ
る
い
は
感
覚

的
狂
い
か
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
一
句
で
あ
る
︒
ま
た
︑﹃
西
遊

記
﹄
に
登
場
す
る
孫
悟
空
の
﹁
変
身
﹂
ぶ
り
を
思
い
起
こ
さ

せ
る
で
あ
ろ
う
︒
し
か
し
繰
り
返
す
が
︑
ブ
ォ
の
体
験
ま
た

は
ブ
ォ
の
文
脈
に
お
け
る
オ
ン
ゴ
ッ
ト
像
は
︑﹁
花
の
先
に
掛

け
て
﹂︑﹁
白
熱
に
合
体
す
る
﹂
と
い
っ
た
共
感
覚
的
な
状
態

を
直
接
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
存
在
な
の
で
あ
る
︒
そ
の

体
験
の
一
部
が
ブ
ォ
の
身
心
を
通
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
で

ブ
ォ
の
身
心
に
変
容
が
起
こ
る
︒
そ
の
変
容
が
︑﹁
動
物
﹂
へ

の
﹁
変
身
﹂
と
し
て
見
受
け
ら
れ
る
︒
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の

伝
承
の
中
で
語
ら
れ
る
説
話
や
儀
礼
の
場
で
の
﹁
火
を
食
す
﹂

行
為
な
ど
か
ら
︑
そ
の
一
端
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
な

お
︑
オ
ン
ゴ
ッ
ト
に
よ
っ
て
そ
の
特
性
と
能
力
に
差
異
が
あ
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る
た
め
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
ン
ゴ
ッ
ト
と
関
わ
る
ブ
ォ
の
特
性

や
能
力
に
も
個
人
差
が
認
め
ら
れ
て
い
る
︒

ブ
ォ
の
夢
の
中
︑
あ
る
い
は
思
考
の
中
に
霊
動
物
が
現
れ
︑

病
気
治
し
の
方
法
や
事
柄
の
真
相
を
教
え
る
と
い
う
話
が
あ

る
︒
い
わ
ゆ
る
﹁
明
晰
夢
﹂
あ
る
い
は
幻
視
に
よ
る
人
間
と

動
物
と
の
異
種
間
の
共
感
覚
的
交
流
で
あ
る
︒
も
し
知
覚
の

可
能
性
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
超
え
て
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
な

ら
ば
︑﹁
動
物
言
語
﹂
及
び
﹁
草
木
言
語31

﹂
が
人
間
に
通
ず
る

こ
と
も
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う32

︒

﹁
音
を
観
る
﹂︵
観
音
︶
こ
と
と
同
様
︑﹁
音
に
乗
る
﹂︵
乗

音
︶
こ
と
も
広
い
意
味
で
の
共
感
覚
の
一
種
と
し
て
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る33

︒
た
と
え
ば
︑
ブ
ォ
の
太
鼓
が
皮
の
動
物
に

﹁
変
身
﹂
し
︑
そ
の
動
物
の
﹁
生
命
﹂
が
音
に
変
容
す
る
︒
そ

し
て
そ
の
音
に
ブ
ォ
の
﹁
心
の
魂
﹂︑
あ
る
い
は
オ
ン
ゴ
ッ
ト

が
乗
っ
て
目
的
地
ま
で
移
動
す
る
︒
こ
の
よ
う
な
共
感
覚
的

な
体
験
は
︑
同
時
に
ブ
ォ
の
﹁
動
物
﹂
へ
の
﹁
変
身
﹂
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
る
︒

鎌
田
東
二
が
﹃
宗
教
と
霊
性
﹄
の
中
で
︑﹁
古
来
︑
宗
教
や

芸
術
や
武
道
の
さ
ま
ざ
ま
な
修
行
﹂
は
︑﹁
感
覚
間
転
位
や
超0

感
覚

0

0

的
感
覚
の
開
発
が
可
能
だ
と
い
う
前
提
に
立
ち
︑
そ
れ

ぞ
れ
独
自
の
身
体
技
法
を
用
い
て
そ
の
事
態
を
体
験
的
・
身

体
的
に
実
証
し
て
き
た
﹂
と
指
摘
し
て
い
る
︒
ブ
ォ
の
技
法

と
体
験
も
そ
の
よ
う
な
試
み
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ

と
が
で
き
よ
う
︒

3-

3　

共
に
感
ず
る

ブ
ォ
が
関
わ
る
オ
ン
ゴ
ッ
ト
を
招
く
た
め
に
は
︑
そ
の
﹁
心

を
動
か
す
﹂
こ
と
が
重
要
で
あ
る
︒

駿
馬
の
繫
木

親
戚
の
絆

鋼
鉄
で
も

枯
れ
木
の
火
の
中
に
心
が
痛
む
は
ず

火
の
万
の
主
で
も

可
哀
想
な
子
孫
の
た
め
に
心
が
痛
む
は
ず

帽
子
の
上
に
昇
れ

肉
体
の
中
に
沁
み
込
ん
で
こ
い

髪
の
上
に
輝
け

四
肢
と
関
節
に
沁
み
込
ん
で
こ
い

 

︵﹁
シ
ト
ゲ
ン
を
招
く
儀
礼
歌
﹂
よ
り
︶

こ
の
儀
礼
歌
は
︑﹁
親
戚
の
絆
﹂︑﹁
可
哀
想
な
子
孫
﹂
な
ど

の
言
葉
を
用
い
て
祖
先
の
心
を
動
か
そ
う
と
し
て
い
る
︒
祖

先
が
心
動
か
さ
れ
た
場
合
は
︑﹁
子
孫
﹂
ブ
ォ
の
﹁
肉
体
﹂︑

﹁
四
肢
と
関
節
﹂
な
ど
に
﹁
沁
み
込
む
﹂
わ
け
で
あ
る
︒
こ
の

よ
う
に
︑
ブ
ォ
は
自
分
の
オ
ン
ゴ
ッ
ト
と
の
絆
を
固
め
︑
招

い
て
く
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ

る
︒い

っ
ぽ
う
︑
オ
ン
ゴ
ッ
ト
に
も
﹁
想
い
﹂
の
心
が
あ
る
と

み
な
さ
れ
る
︒﹁
オ
ン
ゴ
ッ
ト
に
祈
り
を
捧
げ
る
儀
礼
歌
﹂
は
︑

﹁
雪
白
山
の
白
い
岩
よ
︑
伝
記
の
一
本
の
樹
の
︑
想
い
の
千
の

小
枝
よ
︑
一
本
一
本
の
枝
に
想
い
が
あ
る
﹂
と
歌
わ
れ
る
︒
祖

先
の
霊
が
鳥
と
な
っ
て
と
ま
る
一
本
の
樹
に
は
﹁
想
い
﹂
が

あ
り
︑
そ
の
﹁
想
い
﹂
が
子
孫
ブ
ォ
を
い
た
わ
る
心
な
の
で

あ
る
︒
ブ
ォ
の
祈
り
が
﹁
鳥
の
心
﹂
に
届
い
た
と
き
に
︑
子

孫
と
祖
先
︑
ブ
ォ
と
オ
ン
ゴ
ッ
ト
︑
人
間
と
﹁
鳥
﹂
の
間
に

共
感
が
生
じ
る
︒
そ
の
共
感
こ
そ
が
ブ
ォ
を
﹁
変
身
﹂
へ
と

導
く
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

シ
ャ
ー
マ
ン
が
﹁
動
物
﹂
に
﹁
変
身
﹂
す
る
こ
と
に
つ
い

て
エ
リ
ア
ー
デ
は
︑﹁
シ
ャ
ー
マ
ン
が
人
間
の
状
態
を
放
棄
す

る
︱
換
言
す
れ
ば
︑﹁
死
ぬ
﹂
こ
と
が
で
き
る
︱
こ
と
を

別
の
方
法
で
示
し
て
い
る
﹂
と
い
う
︒
ま
た
︑﹁
あ
る
動
物
に

変
形
し
得
︑
そ
の
言
語
を
解
し
︑
そ
の
予
知
力
と
神
秘
力
と

に
あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
の
は
︑
人
間
と
動
物
の
間
の

神
秘
的
連
帯
性
に
よ
る
と
指
摘
し
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑
シ
ャ

ー
マ
ン
は
自
ら
の
﹁
死
﹂
を
も
っ
て
﹁
動
物
﹂
へ
の
﹁
変
身
﹂

を
遂
げ
て
い
る34

︒
こ
の
よ
う
な
﹁
変
身
﹂
の
根
底
に
は
﹁
動

物
﹂
と
の
連
帯
性
が
あ
る
︒

い
っ
ぽ
う
︑
オ
・
プ
ル
ブ
の
指
摘
で
は
︑
ブ
ォ
の
儀
礼
と

は
︑
ブ
ォ
が
﹁
自
分
の
思
考
を
一
時
的
に
捨
て
て
︑
亡
き
祖

先
の
思
考
で
思
考
し
た
も
の
を
自
分
の
声
で
周
り
に
伝
え
る

こ
と
﹂
で
あ
る35

︒
こ
こ
で
い
う
﹁
思
考
﹂
と
は
︑﹁
心
の
魂
﹂

に
当
た
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
︒
ま
た
︑﹁
祖
先
の

思
考
で
思
考
す
る
﹂
と
い
う
こ
と
は
︑
ブ
ォ
と
そ
の
祖
先
の

間
に
思
考
や
感
情
の
共
有
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
る
︒

﹁
鳥
オ
ン
ゴ
ッ
ト
憑
依
の
儀
礼
歌
﹂
に
︑
ブ
ォ
が
﹁
鳥
﹂
に

﹁
変
身
﹂
し
︑
病
の
原
因
で
あ
る
悪
霊
を
捜
す
と
い
う
ス
ト
ー

リ
ー
が
鮮
明
に
語
ら
れ
て
い
る
︒

彩
り
の
裾
は
翼
を
広
げ
た

両
目
は
雲
の
向
こ
う
を
覗
い
た

黄
昏
に
跡
を
追
い
移
動
し
た

梟
に
標
示
し
て
も
ら
っ
た

険
し
い
場
所
に
道
迷
っ
た

鷹
に
道
案
内
し
て
も
ら
っ
た

墓
の
周
り
を
徘
徊
し
た

牛
鳥
に
訪
ね
た

竹
草
の
原
を
通
っ
た

白
い
鵝
鳥
に
導
い
て
も
ら
っ
た

梟
の
血
筋
か
と

柳
の
穴
を
覗
い
て
み
た

紅
い
鵝
の
子
な
の
か
と

水
の
畔
を
視
察
し
た

塩
を
食
べ
た
鼠
な
の
か
と
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部
屋
の
半
分
を
探
し
た

鳴
鳶
の
群
れ
の
も
の
か
と

地
瓜
の
畑
を
見
守
っ
た

壁
の
下
を
掘
る

雀
な
ど
を
も
見
た

 
︵﹁
鳥
オ
ン
ゴ
ッ
ト
を
招
く
儀
礼
歌
﹂
よ
り
︶

ま
さ
に
鳥
と
鳥
の
﹁
連
帯
性
﹂
に
よ
る
共
感
で
あ
る
︒
つ

ま
る
と
こ
ろ
︑
ブ
ォ
の
﹁
動
物
﹂
へ
の
﹁
変
身
﹂
は
︑﹁
死
﹂

に
向
き
合
い
︑
心
を
介
し
︑
感
覚
を
総
動
員
し
た
変
容
で
あ

る
と
言
え
よ
う
︒

む
す
び

本
稿
で
は
︑
ブ
ォ
の
事
例
を
取
り
上
げ
︑
シ
ャ
ー
マ
ン
の

﹁
直
接
的
な
体
験
﹂
と
し
て
の
﹁
動
物
﹂
へ
の
﹁
変
身
﹂
に
つ

い
て
考
察
し
た
︒
視
聴
覚
︑
超
感
覚
や
共
感
覚
な
ど
の
概
念

を
用
い
て
分
析
し
た
結
果
︑
シ
ャ
ー
マ
ン
と
﹁
動
物
﹂︑
す
な

わ
ち
動
物
の
形
で
現
れ
る
補
助
霊
と
の
関
係
に
お
い
て
︑
拡

張
的
感
覚
の
作
用
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
そ
し
て
︑
シ

ャ
ー
マ
ン
の
直
接
的
︑
感
覚
的
体
験
の
一
端
と
な
る
﹁
変
身
﹂

は
︑
一
種
の
﹁
共
感
的
変
容
﹂
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
︒

資
料
に
は
ブ
ォ
の
儀
礼
歌
を
頻
繁
に
用
い
る
こ
と
で
︑
口

伝
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
謎
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
た
︒
本
稿
で
行
っ
た
分
析
は
ま
だ
不
十
分

で
あ
る
が
︑
し
か
し
儀
礼
歌
の
文
学
的
表
現
を
超
え
た
﹁
体

験
的
﹂︑﹁
感
覚
的
﹂
特
徴
を
見
出
し
た
こ
と
に
研
究
の
意
義

が
あ
る
︒
時
代
を
経
て
世
代
を
超
え
て
な
お
残
さ
れ
て
い
る

そ
の
﹁
歌
心
﹂
に
︑
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
謎
を
解
く
古
く
て

新
し
い
鍵
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
︒

シ
ャ
ー
マ
ン
と
そ
の
儀
礼
の
中
に
登
場
す
る
﹁
動
物
﹂
た

ち
は
︑
一
つ
の
﹁
運
命
共
同
体
﹂
を
形
成
し
て
い
る
︒
儀
礼

の
場
は
︑
い
わ
ば
人
間
界
と
霊
界
︑
祖
先
と
子
孫
が
出
会
う

﹁
天
の
川
﹂
で
あ
り
︑
そ
こ
で
は
人
間
と
﹁
動
物
﹂
が
共
感
し

合
っ
て
い
る
︒

な
お
︑
本
稿
は
︑
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
現
象
を
﹁
感
覚
的

体
験
﹂
と
い
う
切
り
口
か
ら
探
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
の
︑
け

っ
し
て
そ
れ
を
感
覚
的
体
験
の
中
に
帰
着
さ
せ
よ
う
と
す
る

も
の
で
は
な
い
︒﹁
心
の
魂
﹂
と
い
う
観
念
が
あ
る
よ
う
に
︑

目
に
見
え
な
い
存
在
へ
の
働
き
に
は
常
に
﹁
心
﹂
が
関
わ
っ

て
い
る
︒
そ
し
て
︑
そ
の
﹁
心
﹂
か
ら
き
っ
と
さ
ま
ざ
ま
な

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
像
が
立
ち
現
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
︒

注1　
本
稿
で
用
い
る
ブ
ォ
の
儀
礼
歌
は
︑
ホ
ル
チ
ン
地
方
に
伝
わ

る
も
の
で
あ
る
︒
執
筆
者
が
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
で
集
め

た
も
の
も
あ
れ
ば
︑
民
俗
的
資
料
か
ら
引
用
し
た
も
の
も
あ

る
︵
フ
レ
ル
シ
ャ
ー
ら
編
﹃
ホ
ル
チ
ン
・
ブ
ォ
ム
リ
グ
ル
研

究
﹄
を
参
照
︶︒
日
本
語
訳
は
︑
す
べ
て
執
筆
者
に
よ
る
翻

訳
で
あ
る
︒

2　
本
稿
で
用
い
る
ダ
ル
ハ
ド
地
方
な
ど
ホ
ル
チ
ン
地
方
以
外
の

資
料
の
多
く
は
︑
オ
・
プ
ル
ブ
の
﹃
モ
ン
ゴ
ル
・
ブ
ォ
教
﹄

を
拝
借
し
た
も
の
で
あ
る
︒
な
お
︑
本
稿
で
は
す
べ
て
の
引

用
文
の
頁
表
記
は
省
略
す
る
︒

3　
ブ
ォ
の
観
念
で
は
自
然
界
の
動
物
を
そ
の
属
す
る
場
所
に
よ

っ
て
大
ま
か
に
四
種
類
に
分
け
て
い
る 

︒
そ
れ
は
︑
水
の

主
・
ロ
ス
に
属
し
水
の
中
に
棲
む
も
の
︑
地
の
主
・
セ
ブ
ド

グ
に
属
し
陸
の
上
に
棲
む
も
の
︑
水
の
主
・
ロ
ス
と
地
の

主
・
セ
ブ
ド
グ
の
両
方
に
属
し
て
水
の
中
と
陸
の
上
の
両
方

に
棲
む
も
の
と
︑
天
の
神
・
テ
ン
グ
リ
に
属
し
空
を
飛
ぶ
も

の
の
四
つ
で
あ
る
︒

4　
﹃
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
﹄
は
﹃
元
朝
秘
史
﹄
と
も
呼
ば
れ
る
︒
十

三
世
紀
に
書
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
モ
ン
ゴ
ル
最
初
の
文
献

で
あ
る
︒
本
稿
で
引
用
す
る
﹃
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
﹄
の
引
用
文

は
︑
小
澤
重
男
﹃
元
朝
秘
史
﹄
に
よ
る
も
の
で
あ
る
︒

5　
オ
・
プ
ル
ブ
﹃
モ
ン
ゴ
ル
・
ブ
ォ
教
﹄
参
照
︒

6　

エ
リ
ア
ー
デ
に
よ
る
と
︑﹁
守
護
霊
は
シ
ャ
ー
マ
ン
を
し
て

変
身
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
み
な
ら
ず
︑
シ
ャ
ー
マ
ン
の

﹃
写
し
﹄
で
も
あ
り
︑
第
二
の
自
我
で
も
あ
る
わ
け
だ
︒
こ

の
第
二
の
自
我
は
シ
ャ
ー
マ
ン
の
﹃
霊
魂
た
ち
﹄
の
一
つ
で

あ
り
︑﹃
動
物
の
形
を
し
た
霊
魂
﹄

︱
も
っ
と
正
確
に
は

﹃
生
命
霊
﹄
な
の
で
あ
る
︒
シ
ャ
ー
マ
ン
た
ち
は
互
い
に
動

物
の
形
で
対
決
し
︑
も
し
そ
の
第
二
の
自
我
が
戦
い
で
敗
れ

る
と
︑
シ
ャ
ー
マ
ン
も
死
ん
で
し
ま
う
﹂︵
エ
リ
ア
ー
デ
﹃
シ

ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
﹄
参
照
︶︒

7　
郭
淑
雲
﹃
原
始
活
態
文
化
﹄
参
照
︒

8　
オ
・
プ
ル
ブ
﹃
モ
ン
ゴ
ル
・
ブ
ォ
教
﹄
参
照
︒

9　
し
か
し
︑
ブ
ォ
は
す
べ
て
の
オ
ン
ゴ
ッ
ト
と
関
係
す
る
と
い

う
わ
け
で
な
く
︑
特
定
の
オ
ン
ゴ
ッ
ト
と
だ
け
関
係
を
結
ぶ
︒

修イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

行
の
過
程
で
︑
ブ
ォ
は
オ
ン
ゴ
ッ
ト
の
存
在
を
察
知

し
︑
そ
れ
と
交
信
・
交
流
す
る
能
力
を
習
得
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
︒

10　
本
稿
で
用
い
る
ウ
ノ
・
ハ
ル
ヴ
ァ
の
指
摘
に
つ
い
て
は
︑﹃
シ

ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

︱
ア
ル
タ
イ
系
諸
民
族
の
世
界
像
﹄
を
参

照
︒

11　
今
の
ブ
ォ
の
儀
礼
で
は
靴
は
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
で
︑
普
段
の
靴
で
儀
礼
を
行
う
場
面
が
多
い
︒

12　
ブ
ォ
が
身
体
を
離
れ
て
霊
界
に
旅
す
る
︑
い
わ
ゆ
る
脱
魂
型

の
儀
礼
を
行
う
ブ
ォ
の
こ
と
も
語
ら
れ
て
い
る
が
︑
し
か
し

今
は
︑
霊
的
存
在
が
ブ
ォ
の
身
体
に
入
っ
て
く
る
︑
い
わ
ゆ

る
憑
依
型
の
儀
礼
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
︒
憑
依
と
脱
魂
を
は

っ
き
り
切
り
分
け
る
こ
と
は
難
し
い
が
︑
し
か
し
ブ
ォ
の

﹁
入
っ
て
く
る
﹂︑﹁
出
て
行
く
﹂
と
い
っ
た
語
り
か
ら
は
大

ま
か
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
︒

13　
口
伝
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
モ
ン
ゴ
ル
・
シ
ャ
ー
マ
ニ

ズ
ム
の
伝
統
に
お
い
て
︑
師
匠
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
︒
弟
子
を
入
門
に
導
き
︑
儀
礼
の
知
識
を
教
え
つ
つ
一

人
前
の
ブ
ォ
に
育
て
あ
げ
る
の
が
師
匠
で
あ
る
︒

14　
虎
︑
鹿
︑
熊
︑
猿
︑
鳥
の
動
き
を
真
似
て
踊
る
︵
身
体
を
動

か
す
︶
養
生
法
の
こ
と
で
あ
る
︒

15　
ウ
ノ
・
ハ
ル
ヴ
ァ
﹃
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

︱
ア
ル
タ
イ
系
諸

民
族
の
世
界
像
﹄
を
参
照
︒

16　
本
稿
で
用
い
る
エ
リ
ア
ー
デ
の
指
摘
は
︑
彼
の
﹃
シ
ャ
ー
マ

ニ
ズ
ム
﹄
に
よ
る
︒

17　
オ
・
プ
ル
ブ
の
報
告
で
は
︑
ホ
ー
ル
︵
一
種
の
口
琴
︶
を
弾
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く
こ
と
で
オ
ン
ゴ
ッ
ト
を
呼
び
寄
せ
る
ブ
ォ
も
い
る
︒

18　
実
際
︑
太
鼓
が
ブ
ォ
の
乗
り
物
な
の
か
︑
そ
れ
と
も
オ
ン
ゴ

ッ
ト
の
乗
り
物
な
の
か
︒
オ
・
プ
ル
ブ
の
解
釈
で
は
︑
太
鼓

は
オ
ン
ゴ
ッ
ト
の
乗
り
物
で
あ
る
︒
彼
に
よ
る
と
︑
ブ
ォ
が

太
鼓
に
乗
っ
て
い
る
と
い
う
表
現
は
︑
ブ
ォ
自
身
が
太
鼓
に

乗
っ
て
旅
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
︑
ブ
ォ
が
自
分

の
オ
ン
ゴ
ッ
ト
を
乗
り
物
の
姿
に
変
え
︑
目
に
見
え
な
い
太

鼓
に
乗
せ
て
遣
わ
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
︒
し
か
し
︑

ブ
ォ
自
身
の
﹁
心
の
魂
﹂
が
太
鼓
に
乗
っ
て
移
動
し
て
い
る

と
い
う
解
釈
も
可
能
で
あ
る
︒

19　
﹁
秘
密
言
語
﹂
は
気
功
界
で
用
い
る
説
明
用
語
の
﹁
宇
宙
言

語
﹂
と
い
う
言
葉
を
連
想
さ
せ
る
︒﹁
宇
宙
言
語
﹂
は
︑
深

い
気
功
状
態
に
入
っ
た
人
が
自
発
的
に
発
す
る
﹁
言
語
﹂
で

あ
り
︑
ど
の
言
語
体
系
に
も
属
さ
ず
︑
宇
宙
か
ら
の
情
報
と

し
て
捉
え
て
い
る
︒
自
発
的
に
意
味
不
明
の
言
葉
を
発
す
る

も
の
と
し
て
︑
イ
ン
ド
の
﹁
ジ
ベ
リ
ッ
シ
ュ
﹂
と
い
う
瞑
想

法
が
あ
る
︒

20　
ア
ル
タ
ン
ジ
ョ
ラ
ー
﹁
モ
ン
ゴ
ル
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
諸

相
﹂
参
照
︒

21　
鎌
田
東
二
﹃
言
霊
の
思
想
﹄
参
照
︒

22　
エ
リ
ア
ー
デ
は
︑
シ
ャ
ー
マ
ン
だ
け
が
﹁
宇
宙
論
的
︑
宗
教

論
的
概
念
を
︑
具
体
的
な
神
秘
体
験
へ
と
変
容
さ
せ
る
﹂
と

指
摘
し
て
い
る
︒

23　

エ
リ
ア
ー
デ
﹃
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
﹄︑
ロ
ジ
ャ
ー
・
ウ
ォ
ル

シ
ュ
﹃
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
精
神
人
類
学
﹄
な
ど
を
参
照
︒

24　
原
田
武
﹃
共
感
覚
の
世
界
観

︱
交
流
す
る
感
覚
の
冒
険
﹄

参
照
︒

25　

中
国
の
﹁
天
聾
地
唖
﹂
の
伝
説
で
は
︑﹁
天
聾
﹂
は
耳
が
聞

こ
え
な
い
の
に
す
べ
て
の
音
を
聴
く
こ
と
が
で
き
︑﹁
地
唖
﹂

は
言
葉
が
話
せ
な
い
の
に
す
べ
て
の
意
思
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
︑
二
人
は
い
い
コ
ン
ビ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
︒

26　
こ
の
現
象
は
モ
ン
ゴ
ル
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
限
る
も
の
で

は
な
い
︒
満
州
族
シ
ャ
ー
マ
ン
が
関
わ
る
女
性
性
の
﹁
団
体

神
﹂
は
超
感
覚
的
特
殊
能
力
の
典
型
的
な
例
と
な
る
︒
耳
が

万
里
外
の
雷
の
音
か
ら
虫
の
鳴
る
音
ま
で
聴
こ
え
る
者
︑
独

眼
が
九
つ
の
峰
を
貫
い
て
視
る
こ
と
が
で
き
る
者
︑
髪
の
毛

が
百
里
も
長
く
て
橋
に
で
き
る
者
や
一
本
の
足
が
長
く
て
天

に
ま
で
昇
れ
る
な
ど
で
あ
る
︒

27　
小
澤
﹃
元
朝
秘
史
﹄
を
参
照
︒

28　
﹁〝
内
な
る
目
〟〝
松
果
眼
〟
と
も
称
さ
れ
る
神
秘
主
義
や
形

而
上
学
で
扱
わ
れ
る
概
念
︒ 

多
く
の
場
合
︑
直
接
認
識
︑
精

神
集
中
︑
幻
視
︑
透
視
︑
千
里
眼
︑
予
知
︑
体
外
離
脱
に
関

連
付
け
ら
れ
︑
ま
た
内
な
る
世
界
や
上
位
意
識
へ
の
扉
と
し

て
扱
わ
れ
る
﹂︵
ピ
ク
シ
ブ
百
科
事
典
よ
り
︶︒

29　
鎌
田
東
二
﹃
宗
教
と
霊
性
﹄
を
参
照
︒

30　
歌
詞
の
重
複
箇
所
は
多
少
省
略
し
た
も
の
の
︑
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
執
筆
者
が
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
︒

31　
鎌
田
東
二
﹃
言
霊
の
思
想
﹄
参
照
︒

32　
強
引
な
推
論
に
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
︑
少
な
く
と
も
観
念

上
は
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
︒

33　

ち
な
み
に
︑﹁
空
即
色
︑
色
即
空
﹂
と
い
う
言
葉
も
︑
仏
教

の
文
脈
か
ら
離
し
て
言
葉
ど
お
り
の
意
味
で
考
え
る
と
︑
一

種
の
共
感
覚
的
な
表
現
の
よ
う
に
見
え
る
︒

34　
気
功
状
態
の
な
か
で
現
れ
る
幻
覚
に
動
物
が
多
い
の
は
︑﹁
人

間
が
動
物
か
ら
分
か
れ
る
時
期
は
大
脳
が
で
き
た
時
期
で
も

あ
る
の
で
︑
高
度
に
集
中
し
た
気
功
状
態
の
な
か
で
は
大
脳

の
潜
在
的
な
記
憶
が
よ
み
が
え
る
か
ら
﹂
と
言
わ
れ
て
い
る

︵K
E Y

U
N

LU

﹃
面
対
気
功
界

︱
気
功
修
練
的
奥
秘
与
誤

区
﹄
作
家
出
版
社
︑
一
九
九
三
参
照
︶︒

35　
﹁
七
術
套
八
卦
﹂
と
い
う
中
国
の
伝
統
的
な
心
を
鍛
え
る
修

練
法
が
あ
り
︑
そ
の
中
の
﹁
換
心
法
﹂︵
人
や
物
や
意
識
と

交
換
し
て
修
練
す
る
方
法
︶︑﹁
移
心
法
﹂︵
随
時
自
分
の
念

頭
を
転
移
さ
せ
る
方
法
︶
が
︑
シ
ャ
ー
マ
ン
と
霊
的
存
在
と

の
関
係
を
考
え
る
上
で
︑
一
つ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
︵
厳
新
﹃
気
功
養
生
法
﹄
参
照
︶︒

主
な
参
考
・
引
用
文
献

芦
名
定
道
﹃
宗
教
学
の
エ
ッ
セ
ン
ス

︱
宗
教
・
呪
術
・
科
学
﹄

北
樹
出
版
︑
一
九
九
三
年

ア
ル
タ
ン
ジ
ョ
ラ
ー
﹁
モ
ン
ゴ
ル
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
諸
相

︱
ブ
ォ
の
身
心
変
容
を
め
ぐ
っ
て
﹂﹃
身
心
変
容
技
法
研
究
﹄

第
三
号
︑
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
︵
身
心
変
容

技
法
研
究
会
︶︑
二
〇
一
四
年

ア
ル
タ
ン
ジ
ョ
ラ
ー
﹁
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
霊
性—

—
モ
ン
ゴ

ル
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
霊
的
力
を
中
心
に
﹂﹃
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
宗
教
﹄︵
講
座
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
学　

第
七
巻
︶

ビ
イ
ン
グ
・
ネ
ッ
ト
・
プ
レ
ス
︑
二
〇
一
六
年

煎
本
孝
﹁
モ
ン
ゴ
ル
・
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
の
文
化
人
類
学
的
分
析
﹂

﹃
東
北
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
文
化
動
態
﹄
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
︑

二
〇
〇
二
年

ウ
ノ
・
ハ
ル
ヴ
ァ
︑
田
中
克
彦
訳
﹃
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム

︱
ア
ル
タ

イ
系
諸
民
族
の
世
界
像
﹄
三
省
堂
︑
一
九
八
九
年

小
澤
重
男
﹃
元
朝
秘
史
﹄︵
上
︶
岩
波
書
店
︑
一
九
九
七
年

オ
・
プ
ル
ブ
︵
サ
ル
ナ
ら
転
写
︶﹃
モ
ン
ゴ
ル
・
ブ
ォ
教
﹄︵
モ
ン

ゴ
ル
語
︶
民
族
出
版
社
︵
北
京
︶︑
二
〇
〇
六
年

郭
淑
雲
﹃
原
始
活
態
文
化
﹄︵
中
国
語
︶
上
海
人
民
出
版
社
︑
二

〇
〇
一
年

鎌
田
東
二
﹃
宗
教
と
霊
性
﹄
角
川
書
店
︑
一
九
九
六
年

鎌
田
東
二
﹃
霊
性
の
文
学　

言
霊
の
力
﹄
角
川
学
芸
出
版
︑
二
〇

一
〇
年

鎌
田
東
二
﹃
言
霊
の
思
想
﹄
青
土
社
︑
二
〇
一
七
年

J
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
︑
鈴
木
晶
・
入
江
良
平
訳
﹃
宇
宙
意
識

︱
神

話
的
ア
プ
ロ
ー
チ
﹄
人
文
書
院
︑
一
九
九
一
年

厳
新
﹃
気
功
養
生
法
﹄︵
中
国
語
︶
成
都
科
学
技
術
大
学
出
版
社
︑

一
九
八
九
年

中
村
雄
二
郎
﹃
共
通
感
覚
論

︱
知
の
組
み
か
え
の
た
め
に
﹄
岩

波
書
店
︑
一
九
七
九
年

原
田
武
﹃
共
感
覚
の
世
界
観

︱
交
流
す
る
感
覚
の
冒
険
﹄
新
曜

社
︑
二
〇
一
〇
年

フ
レ
ル
シ
ャ
ー
ら
編
﹃
ホ
ル
チ
ン
・
ブ
ォ
ム
リ
グ
ル
研
究
﹄︵
モ

ン
ゴ
ル
語
︶
民
族
出
版
社
︵
北
京
︶︑
一
九
九
八
年

ミ
ハ
ー
イ
・
ホ
ッ
パ
ー
ル
︑
村
井
翔
訳
﹃
図
説
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

の
世
界
﹄
青
土
社
︑
一
九
九
八
年

ミ
ル
チ
ア
・
エ
リ
ア
ー
デ
︑
堀
一
郎
訳
﹃
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
﹄︵
上
︑

下
︶
筑
摩
書
房
︑
二
〇
〇
四
年

湯
浅
泰
雄
﹃
身
体
の
宇
宙
性

︱
東
洋
と
西
洋
﹄
岩
波
書
店
︑
一

九
九
四
年

ロ
ジ
ャ
ー
・
ウ
ォ
ル
シ
ュ
︑
安
藤
治
・
高
岡
よ
し
子
訳
﹃
シ
ャ
ー

マ
ニ
ズ
ム
の
精
神
人
類
学

︱
癒
し
と
超
越
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
﹄

春
秋
社
︑
一
九
九
六
年
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1
喪
失
と
巡
礼
―
喪
失
を
か
か
え
る
と
人
は

な
ぜ
北
へ
旅
立
つ
の
か
？

宮
澤
賢
治
と
村
上
春
樹
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
︵
語
り
︶
を
分
析

す
る
前
に
︑
彼
ら
の
語
り
が
︑
よ
り
日
常
的
な
歌
謡
曲
な
ど

に
も
見
ら
れ
る
日
本
人
の
心
情
と
深
く
む
す
び
つ
い
て
い
る

こ
と
を
︑
ま
ず
︑
指
摘
し
て
お
き
た
い
︒

日
本
の
う
た
で
は
︑
愛
や
人
や
希
望
や
夢
な
ど
︑
何
か
大

切
な
も
の
を
失
っ
た
と
き
︑
北
へ
旅
立
っ
て
い
く
﹁
道
行
き
﹂

に
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
︒

た
と
え
ば
︑﹁
津
軽
海
峡
・
冬
景
色
﹂
や
﹁
北
帰
行
﹂
な
ど

の
歌
謡
曲
を
想
い
浮
か
べ
て
み
よ
う
︒
い
ず
れ
も
都
か
ら
遠

く
離
れ
て
︑
失
っ
た
悲
し
み
を
か
か
え
て
︑
ひ
と
り
孤
独
に

黙
し
て
︑
今
ま
で
の
自
分
と
密
か
に
別
れ
を
つ
げ
て
︑
北
へ

帰
っ
て
行
く
プ
ロ
セ
ス
を
う
た
っ
て
い
る
︒

喪
失
の
悲
し
み
を
癒
や
す
の
で
あ
れ
ば
︑
寒
い
北
へ
行
く

よ
り
は
︑
あ
た
た
か
い
南
へ
行
っ
た
ほ
う
が
良
い
だ
ろ
う
︒
沖

縄
な
ど
あ
た
た
か
い
と
こ
ろ
で
南
の
国
の
人
々
と
出
会
っ
た

方
が
癒
や
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
に
︑
な
ぜ
︑
寒
い
見
知
ら

ぬ
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
︑
さ
ら
に
孤
独
に
な
る
の
か
？

し
か
も
︑
こ
れ
ら
の
う
た
は
︑
明
確
な
目
的
地
を
め
ざ
し

て
行
く
と
い
う
よ
り
も
︑
汽
車
や
連
絡
船
に
乗
り
海
峡
を
﹁
わ

た
る
﹂
行
為
で
あ
っ
た
り
︑
明
日
は
い
ず
こ
に
着
く
か
わ
か

ら
な
い
﹁
さ
ま
よ
う
﹂
行
為
で
あ
っ
た
り
︑
も
と
居
た
と
こ

ろ
か
ら
離
れ
て
行
く
﹁
道
行
き
﹂
の
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
に

焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
も
共
通
し
て
い
る
︒
な
ぜ

人
は
喪
失
を
か
か
え
た
と
き
︑﹁
北
﹂
へ
旅
立
つ
の
だ
ろ
う
か
︒

﹁
津
軽
海
峡
・
冬
景
色
﹂　
︵
作
詞
・
阿
久
悠
︑
作
曲
・
三
木
た

か
し
︑
歌
・
石
川
さ
ゆ
り
︶

上
野
発
の
夜
行
列
車　

お
り
た
時
か
ら

青
森
駅
は
雪
の
中

北
へ
帰
る
人
の
群
れ
は　

誰
も
無む

口く
ち

で

海う
み

鳴な

り
だ
け
を
き
い
て
い
る

私
も
ひ
と
り　

連
絡
船
に
乗
り

こ
ご
え
そ
う
な
鷗

か
も
め

見
つ
め

泣
い
て
い
ま
し
た

あ
あ　

津
軽
海
峡　

冬
景
色

ご
ら
ん
あ
れ
が
竜た

っ

飛ぴ

岬み
さ
き　

北
の
は
ず
れ
と

見
知
ら
ぬ
人
が
指
を
さ
す

息
で
く
も
る
窓
の
ガ
ラ
ス
ふ
い
て
み
た
け
ど

は
る
か
に
か
す
み　

見
え
る
だ
け

さ
よ
な
ら
あ
な
た　

私
は
帰
り
ま
す

風
の
音
が
胸
を
ゆ
す
る

泣
け
と
ば
か
り
に

あ
あ　

津
軽
海
峡　

冬
景
色

﹁
北
帰
行
﹂　
︵
作
詞
作
曲
・
宇
田
博
︑
歌
・
小
林
旭
︶

窓
は　

夜
露
に
濡
れ
て

都　

す
で
に
遠
の
く

北
へ
帰
る　

旅
人
ひ
と
り

喪
失
と
巡
礼
―
宮
澤
賢
治
と
村
上
春
樹
の
ナ
ラ
ティ
ヴ

第
三
部
❖
心
の
模
様

や
ま
だ
よ
う
こ
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館
大
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・
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テ
ィ
ヴ
心
理
学

87

喪失と巡礼―宮澤賢治と村上春樹のナラティヴ



涙　

流
れ
て
や
ま
ず

夢
は　

む
な
し
く
消
え
て

今
日
も　

闇
を
さ
す
ろ
う

遠
き
想
い　

は
か
な
き
希の

ぞ
み望

恩
愛　

我
を
去
り
ぬ

今
は　

黙
し
て
行
か
ん

な
に
を　

ま
た
語
る
べ
き

さ
ら
ば
祖
国　

愛
し
き
人
よ

明
日
は　

い
ず
こ
の
町
か

明
日
は　

い
ず
こ
の
町
か

こ
れ
ら
の
歌
謡
曲
で
は
︑
喪
失
を
か
か
え
て
﹁
こ
こ
﹂︵
居

住
地
︶
を
離
れ
て
北
へ
行
く
プ
ロ
セ
ス
が
描
か
れ
て
い
た
︒
こ

れ
ら
の
行
為
は
︑﹁
巡
礼
﹂
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
︒

﹁
巡
礼
﹂
と
は
何
か
と
い
う
定
義
に
も
よ
る
だ
ろ
う
︒
巡
礼

︵pilgrim
age

︶
と
は
︑
ラ
テ
ン
語
︵peregrinus:

ペ
レ
グ
リ
ー
ヌ

ス
︶
が
語
源
で
︑
も
と
は
﹁
通
過
者
﹂﹁
異
邦
人
﹂
を
意
味
し

て
い
た
︒
こ
こ
で
は
︑
特
定
の
宗
教
的
行
為
に
限
ら
ず
︑﹁
日

常
の
居
住
地
か
ら
離
脱
し
て
︑
遠
方
の
聖
地
に
行
き
︑
そ
こ

で
聖
な
る
も
の
に
接
近
し
︑
再
び
も
と
の
居
場
所
に
帰
る
行

為
﹂
と
定
義
し
て
お
き
た
い
︒
巡
礼
に
は
︑
こ
こ
と
い
う
日

常
の
場
所
か
ら
離
れ
て
行
く
プ
ロ
セ
ス
だ
け
で
は
な
く
︑
非

日
常
世
界
に
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
心
理
的
な
変
換
が
な
さ
れ

る
こ
と
︑
つ
ま
り
喪
失
︵
死
︶
か
ら
再
生
へ
の
プ
ロ
セ
ス
が

重
要
で
あ
ろ
う
︒

先
に
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
分
析
し
た
歌
謡
曲
は
︑﹁
日
常
空
間
の
な

か
で
起
こ
っ
て
い
る
移
動
﹂
を
描
い
て
お
り
︑﹁
帰
還
・
再

生
﹂
が
な
か
っ
た
︒
巡
礼
に
は
︑﹁
離
脱
﹂
と
と
も
に
﹁
非
日

常
世
界
に
お
け
る
聖
な
る
も
の
と
の
出
会
い
﹂﹁
帰
還
・
再

生
﹂
プ
ロ
セ
ス
が
意
味
を
も
つ
︒
巡
礼
は
︑﹁
こ
こ
か
ら
の
た

ま
し
い
の
離
脱
﹂︵
離
脱
・
死
︶︑﹁
非
日
常
世
界
に
お
け
る
聖

な
る
も
の
と
の
出
会
い
﹂︵
変
換
・
変
容
︶︑﹁
た
ま
し
い
の
帰

還
と
再
生
﹂︵
帰
還
・
再
生
︶
と
い
う
三
つ
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・

プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
分
析
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

2
宮
澤
賢
治
の『
青
森
挽
歌
』と『
銀
河
鉄

道
の
夜
』の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ

宮
澤
賢
治
は
︑
最
愛
の
妹
と
し
子
を
失
っ
た
あ
と
︑
喪
失

を
か
か
え
て
北
の
海
に
旅
に
出
て
﹃
青
森
挽
歌
﹄
や
﹃
オ
フ

ォ
ー
ツ
ク
挽
歌
﹄
を
書
い
た
︒
そ
れ
ら
の
経
験
は
︑
の
ち
の

﹃
銀
河
鉄
道
の
夜
﹄
に
生
か
さ
れ
て
い
る
︒
こ
こ
で
は
︑﹃
青

森
挽
歌
﹄
と
﹃
銀
河
鉄
道
の
夜
﹄
の
二
つ
の
作
品
を
ナ
ラ
テ

ィ
ヴ
分
析
し
て
み
よ
う
︒

2-

1　
日
常
世
界
か
ら
の
離
脱
―
乗
り
物
、方
角
、同
行
者

こ
こ
と
い
う
日
常
の
移
住
地
か
ら
離
れ
て
遠
く
へ
行
く
と

き
に
は
︑﹁
乗
り
物
﹂
が
必
要
に
な
る
︒
賢
治
の
二
つ
の
作
品

で
は
︑﹁
鉄
道
﹂
そ
れ
も
闇
夜
を
走
る
﹁
夜
行
列
車
﹂
が
重
要

な
乗
り
物
で
あ
る
︒﹃
青
森
挽
歌
﹄
は
︑
日
常
の
夜
行
列
車
を

う
た
っ
て
い
る
の
に
︑
客
車
が
水
族
館
の
窓
の
よ
う
に
な
っ

て
︑
外
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
内
と
外
の
視
点
が
逆
転

し
た
不
思
議
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
︒
そ
し
て
︑﹃
銀
河
鉄

道
﹄
は
非
日
常
の
世
界
を
走
る
列
車
で
あ
る
の
に
︑
座
席
に

座
っ
て
窓
か
ら
外
を
見
る
日
常
的
な
構
造
を
し
て
い
る
︒

﹃
青
森
挽
歌
﹄

こ
ん
な
や
み
よ
の
の
は
ら
の
な
か
を
ゆ
く
と
き
は

客
車
の
ま
ど
は
み
ん
な
水
族
館
の
窓
に
な
る

﹃
銀
河
鉄
道
の
夜
﹄

気
が
つ
い
て
み
る
と
︑
さ
っ
き
か
ら
︑
ご
と
ご
と
ご
と

ご
と
︑
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
乗
っ
て
ゐ
る
小
さ
な
列
車
が
走
り

つ
づ
け
て
ゐ
た
の
で
し
た
︒
ほ
ん
た
う
に
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
︑

夜
の
軽
便
鉄
道
の
︑
小
さ
な
黄
い
ろ
の
電
燈
の
な
ら
ん
だ

車
室
に
︑
窓
か
ら
外
を
見
な
が
ら
座
っ
て
ゐ
た
の
で
す
︒

こ
こ
を
離
れ
て
遠
く
へ
行
く
乗
り
物
は
︑
ど
こ
の
﹁
方
角
﹂

に
向
か
っ
て
走
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
︒
や
は
り
﹁
北
﹂
に

向
か
う
の
だ
ろ
う
か
︒﹃
青
森
挽
歌
﹄
で
は
︑
現
実
に
は
北
へ

向
か
っ
て
い
る
の
に
︑
方
角
も
逆
転
し
た
り
︑
逆
行
し
た
り

す
る
︒
そ
し
て
︑
日
常
の
空
間
と
は
異
な
る
︑
同
じ
尺
度
で

は
は
か
れ
な
い
非
日
常
の
空
間
を
感
じ
て
︑
方
角
が
ぐ
る
ぐ

る
し
て
わ
か
ら
な
く
な
る
︒
駅
も
﹁
水
い
ろ
川
の
水
い
ろ
駅
﹂

で
︑
停
車
場
と
い
う
よ
り
も
﹁
水
い
ろ
の
空
虚
﹂
の
一
部
に

す
ぎ
な
い
︒

﹃
青
森
挽
歌
﹄

わ
た
く
し
の
汽
車
は
北
へ
走
つ
て
ゐ
る
は
づ
な
の
に

こ
こ
で
は
み
な
み
へ
か
け
て
ゐ
る

︵
中
略
︶

水
い
ろ
川
の
水
い
ろ
駅

　
　
︵
お
そ
ろ
し
い
あ
の
水
い
ろ
の
空
虚
な
の
だ
︶

汽
車
の
逆
行
は
希き

求き
う

の
同
時
な
相
反
性

こ
ん
な
さ
び
し
い
幻
想
か
ら

わ
た
く
し
は
は
や
く
浮
び
あ
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
子
は
み
ん
な
が
死
ぬ
と
な
づ
け
る

そ
の
や
り
か
た
を
通
つ
て
行
き

そ
れ
か
ら
さ
き
ど
こ
へ
行
つ
た
か
わ
か
ら
な
い

そ
れ
は
お
れ
た
ち
の
空
間
の
方
向
で
は
か
ら
れ
な
い

感
ぜ
ら
れ
な
い
方
向
を
感
じ
や
う
と
す
る
と
き
は

た
れ
だ
つ
て
み
ん
な
ぐ
る
ぐ
る
す
る
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﹃
銀
河
鉄
道
の
夜
﹄
で
は
︑
列
車
は
天
の
川
を
わ
た
っ
て
い

く
︒
非
日
常
の
世
界
へ
行
く
の
だ
が
︑
天
の
川
に
は
︑
ち
ゃ

ん
と
地
図
も
あ
り
︑
名
前
の
つ
い
た
停
車
場
や
乗
車
券
も
あ

る
︒
こ
の
列
車
は
︑
銀
河
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
白
鳥
へ
向
か

っ
て
行
き
︑
最
初
に
﹁
北
十
字
﹂
で
停
ま
り
︑
最
後
に
﹁
南

十
字
﹂
で
停
ま
っ
た
︒﹁
幻
想
第
四
次
の
銀
河
鉄
道
﹂
は
︑
夢

の
中
の
旅
で
あ
る
が
︑
整
然
と
し
た
構
造
を
し
て
お
り
︑
あ

と
で
運
行
を
た
ど
る
こ
と
も
で
き
る
︒﹃
青
森
挽
歌
﹄
が
現
実

の
旅
で
あ
り
な
が
ら
︑
ま
る
で
夢
の
世
界
を
さ
ま
よ
っ
て
い

る
よ
う
に
つ
じ
つ
ま
が
あ
わ
な
い
幻
想
に
み
ち
て
い
る
の
と

対
照
的
で
あ
る
︒

﹃
銀
河
鉄
道
の
夜
﹄

﹁
お
や
︑
こ
い
つ
は
大
し
た
も
ん
で
す
ぜ
︒
こ
い
つ
は
も

う
︑
ほ
ん
た
う
の
天
上
へ
さ
へ
行
け
る
切
符
だ
︒
天
上
ど

こ
ぢ
ゃ
な
い
︑
ど
こ
で
も
勝
手
に
あ
る
け
る
通
行
券
で
す
︒

こ
い
つ
を
お
持
ち
に
な
れ
ぁ
︑
な
る
ほ
ど
︑
こ
ん
な
不
完

全
な
幻
想
第
四
次
の
銀
河
鉄
道
な
ん
か
︑
ど
こ
ま
で
で
も

行
け
る
筈
で
さ
あ
︑
あ
な
た
方
大
し
た
も
ん
で
す
ね
︒﹂

四
国
遍
路
は
ひ
と
り
で
旅
し
て
も
大
師
さ
ん
と
﹁
同
行
二

人
﹂
と
い
わ
れ
る
︒
巡
礼
に
と
っ
て
﹁
ひ
と
り
﹂
孤
独
に
旅

す
る
の
か
︑
誰
か
同
行
者
が
い
る
か
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
︒

﹃
青
森
挽
歌
﹄
で
は
︑
自
分
も
死
者
も
ひ
と
り
で
あ
る
︒
そ
れ

に
対
し
て
﹃
銀
河
鉄
道
﹄
で
は
︑
途
中
ま
で
は
主
人
公
ジ
ョ

バ
ン
ニ
は
︑
親
友
カ
ン
パ
ル
ネ
ラ
︵
死
者
︶
と
二
人
で
旅
を

す
る
︒
二
人
は
︑
共
に
銀
河
を
わ
た
っ
て
い
き
︑
不
思
議
な

光
景
を
一
緒
に
眺
め
る
︒

﹃
青
森
挽
歌
﹄

あ
い
つ
は
こ
ん
な
さ
び
し
い
停
車
場
を

た
っ
つ
た
ひ
と
り
で
通
っ
つ
て
い
つ
た
ら
う
か

ど
こ
へ
行
く
と
も
わ
か
ら
な
い
そ
の
方
向
を

ど
の
種
類
の
世
界
へ
は
い
る
と
も
し
れ
な
い
そ
の
み
ち
を

た
つ
た
ひ
と
り
で
さ
び
し
く
あ
る
い
て
行
つ
た
ら
う
か

﹃
銀
河
鉄
道
の
夜
﹄

﹁
ど
こ
ま
で
も
ど
こ
ま
で
も
僕
た
ち
一
緒
に
進
ん
で
行
か

う
﹂

2-

2　

非
日
常
世
界
で
の
聖
な
る
も
の
と
の
出
会
い

﹃
青
森
挽
歌
﹄
で
は
︑
天
空
で
不
思
議
な
も
の
や
変
な
も
の

と
出
会
う
が
︑
そ
れ
が
何
か
わ
か
ら
ず
︑
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
も
で
き
な
い
︒﹃
銀
河
鉄
道
の
夜
﹄
で
は
︑
不
思
議
な
光

景
や
人
々
︑
天
の
川
や
星
や
神
さ
ま
な
ど
美
し
い
聖
な
る
も

の
と
多
く
出
会
っ
て
︑
満
足
な
気
持
ち
で
天
国
へ
行
く
﹁
死

者
た
ち
﹂
と
も
話
を
す
る
︒

﹃
青
森
挽
歌
﹄

︵
ギ
ル
ち
や
ん
ま
つ
さ
を
に
な
つ
て
す
わ
つ
て
ゐ
た
よ
︶

︵
こ
お
ん
な
に
し
て
眼
は
大
き
く
あ
い
て
た
け
ど

ぼ
く
た
ち
の
こ
と
は
ま
る
で
み
え
な
い
や
う
だ
つ
た
よ
︶

︵
中
略
︶

︵
ギ
ル
ち
や
ん
青
く
て
す
き
と
ほ
る
や
う
だ
つ
た
よ
︶

︵
鳥
が
ね
︑
た
く
さ
ん
た
ね
ま
き
の
と
き
の
や
う
に

ば
あ
つ
と
空
を
通
つ
た
の

で
も
ギ
ル
ち
や
ん
だ
ま
つ
て
ゐ
た
よ
︶

︵
お
日
さ
ま
あ
ん
ま
り
変
に
飴
い
ろ
だ
つ
た
わ
ね
え
︶

﹃
銀
河
鉄
道
の
夜
﹄

﹁
う
ん
︑
だ
け
ど
僕
︑
船
に
乗
ら
な
け
ぁ
よ
か
っ
た
な
あ
︒﹂

﹁
え
ゝ
︑
け
れ
ど
︑
ご
ら
ん
な
さ
い
︑
そ
ら
︑
ど
う
で
す
︑

あ
の
立
派
な
川
︑
ね
︑
あ
す
こ
は
あ
の
夏
中
︑
ツ
ヰ
ン
ク

ル
︑
ツ
ヰ
ン
ク
ル
︑
リ
ト
ル
︑
ス
タ
ー　

を
う
た
っ
て
や

す
む
と
き
︑
い
つ
も
窓
か
ら
ぼ
ん
や
り
白
く
見
え
て
ゐ
た

で
せ
う
︒
あ
す
こ
で
す
よ
︒
ね
︑
き
れ
い
で
せ
う
︑
あ
ん

な
に
光
っ
て
ゐ
ま
す
︒﹂

﹁
わ
た
し
︹
た
︺
ち
は
も
う
な
ん
に
も
か
な
し
い
こ
と
な
い

の
で
す
︒
わ
た
し
た
ち
は
こ
ん
な
い
ゝ
と
こ
を
旅
し
て
︑
ぢ

き
神
さ
ま
の
と
こ
ろ
へ
行
き
ま
す
︒
そ
こ
な
ら
も
う
ほ
ん

た
う
に
明
る
く
て
匂
が
よ
く
て
立
派
な
人
た
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
︒
そ
し
て
わ
た
し
た
ち
の
代
わ
り
に
ボ
ー
ト
へ
乗

れ
た
人
た
ち
は
︑
き
っ
と
み
ん
な
助
け
ら
れ
て
︑
心
配
し

て
待
っ
て
ゐ
る
め
い
め
い
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
や
自

分
の
お
家
へ
や
ら
行
く
の
で
す
︒
さ
あ
︑
も
う
ぢ
き
で
す

か
ら
元
気
を
出
し
て
お
も
し
ろ
く
う
た
っ
て
行
き
ま
せ
う
︒﹂

2-

3　

日
常
世
界
へ
の
帰
還
・
再
生

﹃
青
森
挽
歌
﹄
に
は
帰
還
は
描
か
れ
な
い
︒
非
日
常
世
界
と

日
常
世
界
の
現
実
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
な
が
ら
︑
自
己
問

答
が
繰
り
返
さ
れ
る
︒

﹃
青
森
挽
歌
﹄

け
れ
ど
も
と
し
子
の
死
ん
だ
こ
と
な
ら
ば

い
ま
わ
た
く
し
が
そ
れ
を
夢
で
な
い
と
考
へ
て

あ
た
ら
し
く
ぎ
く
つ
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の

あ
ん
ま
り
ひ
ど
い
げ
ん
じ
つ
な
の
だ

感
ず
る
こ
と
の
あ
ま
り
新
鮮
に
す
ぎ
る
と
き

そ
れ
を
が
い
ね
ん
化
す
る
こ
と
は

き
ち
が
ひ
に
な
ら
な
い
た
め
の

生
物
体
の
一
つ
の
自
衛
作
用
だ
け
れ
ど
も

い
つ
で
も
ま
も
つ
て
ば
か
り
ゐ
て
は
い
け
な
い

﹃
銀
河
鉄
道
の
夜
﹄
で
は
︑
最
後
の
停
車
場
﹁
南
十
字
﹂
で

列
車
に
乗
っ
て
い
た
人
々
み
ん
な
が
降
り
る
︒
天
の
川
の
な

ぎ
さ
に
は
︑
キ
リ
ス
ト
教
の
神
ら
し
き
人
が
お
り
︑
天
国
の
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よ
う
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
そ
こ
で
は
ジ
ョ
バ
ン
ニ
と
カ
ム
パ

ネ
ラ
は
列
車
に
残
り
︑
み
ん
な
と
一
緒
に
降
り
な
い
︒
最
後

に
﹁
母
さ
ん
が
い
る
き
れ
い
な
野
原
﹂
を
見
て
﹁
こ
こ
が
本

当
の
天
上
な
ん
だ
﹂
と
叫
ん
だ
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
は
い
な
く
な

り
︑
ジ
ョ
バ
ン
ニ
が
ひ
と
り
列
車
に
残
さ
れ
る
︒
ジ
ョ
バ
ン

ニ
は
夢
か
ら
覚
め
て
も
と
の
場
所
へ
帰
還
す
る
︒
そ
し
て
︑
カ

ム
パ
ネ
ル
ラ
が
川
で
行
方
不
明
に
な
っ
た
の
を
知
る
︒

﹃
銀
河
鉄
道
の
夜
﹄

見
て
ゐ
る
と
み
ん
な
は
つ
ゝ
ま
し
く
列
を
組
ん
で
あ
の
十

字
架
の
前
の
天
の
川
の
な
ぎ
さ
に
ひ
ざ
ま
づ
い
て
ゐ
ま
し

た
︒
そ
し
て
そ
の
見
え
な
い
天
の
川
の
水
を
わ
た
っ
て
ひ

と
り
の
神
々
し
い
白
い
き
も
の
の
人
が
手
を
の
ば
し
て
こ

っ
ち
へ
来
る
の
を
二
人
は
見
ま
し
た
︒
け
れ
ど
も
そ
の
と

き
は
も
う
硝
子
の
呼
子
は
鳴
ら
さ
れ
汽
車
は
う
ご
き
出
し

と
思
ふ
う
ち
に
銀
い
ろ
の
霧
が
川
下
の
方
か
ら
す
う
っ
と

流
れ
て
来
て
も
う
そ
っ
ち
は
何
も
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
︒﹂

﹁
あ
ゝ
︑
あ
す
こ
の
野
原
は
な
ん
て
き
れ
い
だ
ら
う
︒
み
ん

な
集
っ
て
る
ね
え
︒
あ
す
こ
が
ほ
ん
た
う
の
天
上
な
ん
だ

　

あ
っ
あ
す
こ
に
ゐ
る
の
は
ぼ
く
の
お
母
さ
ん
だ
よ
︒﹂
カ

ム
パ
ネ
ル
ラ
は
俄
か
に
窓
の
遠
く
に
見
え
る
き
れ
い
な
野

原
を
指
し
て
叫
び
ま
し
た
︒

ジ
ョ
バ
ン
ニ
も
そ
っ
ち
を
見
ま
し
た
け
れ
ど
も
そ
こ
は
ぼ

ん
や
り
白
く
け
む
っ
て
ゐ
る
ば
か
り
ど
う
し
て
も
カ
ム
パ

ネ
ル
ラ
が
云
っ
た
や
う
に
思
は
れ
ま
せ
ん
で
し
た
︒

ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
眼
を
ひ
ら
き
ま
し
た
︒
も
と
の
丘
の
草
の

中
に
つ
か
れ
て
ね
む
っ
て
ゐ
た
の
で
し
た
︒
胸
は
何
だ
か

お
か
し
く
熱
り
頰
に
は
つ
め
た
い
涙
が
な
が
れ
て
ゐ
ま
し

た
︒

﹃
青
森
挽
歌
﹄
は
︑
死
者
と
と
も
に
死
の
世
界
へ
向
か
う
離

脱
の
心
象
風
景
が
鮮
烈
な
こ
と
ば
の
断
章
で
つ
づ
ら
れ
た

﹁
詩
﹂
で
あ
る
︒
し
か
し
﹃
銀
河
鉄
道
の
夜
﹄
に
は
︑
死
か
ら

生
へ
の
再
生
︑
つ
ま
り
﹁
帰
還
﹂
の
プ
ロ
セ
ス
が
明
瞭
に
入

っ
て
い
る
︒
そ
れ
に
よ
っ
て
︑
主
人
公
は
死
の
世
界
か
ら
日

常
世
界
に
再
生
し
帰
還
す
る
と
と
も
に
︑
安
定
し
た
﹁
も
の

語
り
﹂
の
型
を
成
立
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
︒

3
村
上
春
樹
の『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』と『
色

彩
を
持
た
な
い
多
崎
つ
く
る
と
、彼
の

巡
礼
の
年
』の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ

村
上
春
樹
は
﹃
風
の
歌
を
聴
け
﹄
に
は
じ
ま
り
﹁
喪
失
﹂

を
テ
ー
マ
に
し
た
小
説
を
多
く
書
い
て
き
た
︒
比
較
的
最
近

の
作
﹃
色
彩
を
持
た
な
い
多
崎
つ
く
る
と
︑
彼
の
巡
礼
の
年
﹄

︵
以
下
﹃
巡
礼
の
年
﹄
と
省
略
︹
二
〇
一
三
︺︶
は
︑
二
五
年
ほ

ど
前
の
﹃
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
﹄︵
一
九
八
七
︶
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

を
変
え
た
︑
語
り
直
し
の
も
の
語
り
と
い
え
る
だ
ろ
う
︒
ど

ち
ら
も
寓
意
と
メ
タ
フ
ァ
ー
に
み
ち
た
小
説
で
あ
る
︒
特
に

﹃
巡
礼
の
年
﹄
に
は
︑﹁
日
常
世
界
か
ら
の
離
脱
﹂﹁
非
日
常
世

界
と
聖
な
る
も
の
と
の
出
会
い
﹂﹁
日
常
世
界
へ
の
帰
還
﹂
の

三
つ
の
プ
ロ
セ
ス
が
明
瞭
に
見
ら
れ
る
︒

3-

1　
日
常
世
界
か
ら
の
離
脱
―
乗
り
物
、方
角
、同
行
者

日
常
生
活
か
ら
離
脱
す
る
﹁
乗
り
物
﹂
は
︑
何
だ
ろ
う
︒
村

上
春
樹
の
小
説
に
は
︑
飛
行
機
な
ど
現
実
の
乗
り
物
の
描
写

も
あ
る
が
︑
一
番
大
き
な
役
目
を
果
た
す
の
は
︑
音
楽
で
あ

る
︒
小
説
の
全
体
に
わ
た
っ
て
︑
あ
る
特
定
の
音
楽
が
流
れ
︑

そ
の
曲
と
と
も
に
主
人
公
も
読
者
も
︑
今
い
る
日
常
世
界
と

は
別
の
異
次
元
の
世
界
に
運
ば
れ
て
い
く
︒

﹃
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
﹄
で
は
︑
こ
の
表
題
を
も
つ
曲
を
は
じ

め
︑
小
説
全
体
に
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
音
楽
が
流
れ
る
︒﹃
巡
礼
の

年
﹄
に
も
︑
こ
の
表
題
を
も
つ
リ
ス
ト
の
曲
が
流
れ
る
︒
ま

た
︑
僕
が
訪
ね
て
い
く
行
き
先
は
︑
シ
ベ
リ
ウ
ス
の
故
郷
︑
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ハ
メ
ー
ン
リ
ン
ナ
で
あ
る
︒
ど
ち
ら
の
作
に

も
︑
寒
冷
の
地
で
あ
る
北
欧
の
深
く
暗
い
森
の
イ
メ
ー
ジ
が

影
を
落
と
し
て
い
る
︒

﹃
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
︵
ビ
ー
ト
ル
ズ
︶﹄

飛
行
機
の
中
で
︑
三
七
歳
の
僕
は
突
然
に
一
八
年
前
の
恋

人
を
喪
失
し
た
記
憶
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
︵
過
去
の
非
日
常
世

界
が
現
在
の
こ
の
世
界
に
や
っ
て
く
る
︒
僕
の
名
前
は
﹁
ワ
タ
ナ

ベ
く
ん
﹂︑
二
つ
の
世
界
を
わ
た
る
人
︶

﹃
巡
礼
の
年
︵
リ
ス
ト
︶﹄

飛
行
機
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
︒
三
六
歳
の
僕
は
一
六
年
前

に
友
情
を
喪
失
し
た
真
実
を
知
る
た
め
に
親
友
だ
っ
た
女
性

ク
ロ
を
訪
ね
る
︒
ヘ
ル
シ
ン
キ
か
ら
シ
ベ
リ
ウ
ス
の
生
ま
れ

た
湖
の
ほ
と
り
ハ
メ
ー
ン
リ
ン
ナ
の
サ
マ
ー
ハ
ウ
ス
ま
で
車

で
行
く
︵
過
去
を
知
る
た
め
に
非
日
常
世
界
へ
自
分
の
意
思
で
訪

ね
て
行
く
︒
僕
の
名
前
は
﹁
つ
く
る
﹂︑﹁
鉄
道
駅
﹂
を
﹁
つ
く
る
﹂

エ
ン
ジ
ニ
ア
︶

﹃
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
﹄
は
行
く
先
が
わ
か
ら
な
い
世
界
︑
方

角
の
な
い
世
界
︑
死
者
の
世
界
︑
何
が
確
か
か
わ
か
ら
な
い

世
界
に
迷
い
こ
む
も
の
語
り
で
あ
る
︒
小
説
は
︑
草
原
の
ど

こ
に
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
暗
黒
の
深
い
﹁
井
戸
﹂
に
落
ち
る

恐
怖
か
ら
は
じ
ま
る
︒﹁
ノ
ル
ウ
ェ
イ
﹂
は
︑
具
体
的
に
存
在

す
る
場
所
と
い
う
よ
り
も
︑
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
音
楽
で
戯
れ
に

暗
示
さ
れ
た
単
な
る
地
名
で
あ
る
︒
小
説
の
最
後
は
︑﹁
こ
こ

は
ど
こ
な
ん
だ
？
﹂
で
終
わ
る
︒

﹃
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
﹄

草
原
を
歩
き
な
が
ら
直
子
が
︑
草
原
が
終
わ
っ
て
雑
木
林
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が
始
ま
る
そ
の
ち
ょ
う
ど
境
い
目
あ
た
り
に
あ
る
︑
お
そ
ろ

し
く
深
く
て
世
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
暗
黒
が
つ
ま
っ
た

野
井
戸
の
話
を
す
る
︒

﹁
ど
こ
か
に
深
い
井
戸
が
あ
る
︑
で
も
そ
れ
が
何
処
に
あ
る

か
は
誰
も
知
ら
な
い
な
ん
て
ね
︒
落
っ
こ
っ
ち
ゃ
っ
た
ら

ど
う
し
よ
う
も
な
い
じ
ゃ
な
い
か
﹂

﹁
ど
う
し
よ
う
も
な
い
で
し
ょ
う
ね
︒
ひ
ゅ
う
う
う
う
︑
ポ

ン
︑
そ
れ
で
お
し
ま
い
だ
も
の
﹂

︵
中
略
︶

﹁
あ
ま
り
良
い
死
に
方
じ
ゃ
な
さ
そ
う
だ
ね
﹂︵
略
︶

﹁
ひ
ど
い
死
に
方
よ
﹂

キ
ズ
キ
が
死
ん
だ
と
き
︑
僕
は
そ
の
死
か
ら
ひ
と
つ
の

こ
と
を
学
ん
だ
︒
そ
し
て
そ
れ
を
諦
観
と
し
て
身
に
つ
け

た
︒
あ
る
い
は
身
に
つ
け
た
よ
う
に
思
っ
た
︒
そ
れ
は
こ

う
い
う
こ
と
だ
っ
た
︒

﹁
死
は
生
の
対
極
に
あ
る
の
で
は
な
く
︑
我
々
の
生
の
う

ち
に
潜
ん
で
い
る
の
だ
﹂

た
し
か
に
そ
れ
は
真
実
で
あ
っ
た
︒
我
々
は
生
き
る
こ

と
に
よ
っ
て
同
時
に
死
を
育
ん
で
い
る
の
だ
︒
し
か
し
そ

れ
は
我
々
が
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
真
理
の
一
部
で
し
か
な

か
っ
た
︒
直
子
の
死
が
僕
に
教
え
た
の
は
こ
う
い
う
こ
と

だ
っ
た
︒
ど
の
よ
う
な
真
理
を
も
っ
て
し
て
も
愛
す
る
も

の
を
亡
く
し
た
哀
し
み
を
癒
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
︒
ど

の
よ
う
な
真
理
も
︑
ど
の
よ
う
な
誠
実
さ
も
︑
ど
の
よ
う

な
強
さ
も
︑
ど
の
よ
う
な
優
し
さ
も
︑
そ
の
哀
し
み
を
癒

す
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
︒
我
々
は
そ
の
哀
し
み
を
哀
し

み
抜
い
て
︑
そ
こ
か
ら
何
か
を
学
び
取
る
こ
と
し
か
で
き

な
い
し
︑
そ
し
て
そ
の
学
び
と
っ
た
何
か
も
︑
次
に
や
っ

て
く
る
予
期
せ
ぬ
哀
し
み
に
対
し
て
は
何
の
役
に
も
立
た

な
い
の
だ
︒

な
あ
キ
ズ
キ
︑
お
前
は
昔
俺
の
一
部
を
死
者
の
世
界
に
ひ

き
ず
り
こ
ん
で
い
っ
た
︒
そ
し
て
今
︑
直
子
が
俺
の
一
部

を
死
者
の
世
界
に
ひ
き
ず
り
こ
ん
で
い
っ
た
︒
と
き
ど
き

俺
は
自
分
が
博
物
館
の
管
理
人
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す

る
よ
︒
誰
一
人
訪
れ
る
も
の
も
な
い
が
ら
ん
と
し
た
博
物

館
で
ね
︑
俺
は
俺
自
身
の
た
め
に
そ
こ
の
管
理
を
し
て
い

る
ん
だ
︒

僕
は
今
ど
こ
に
い
る
の
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

？　

で
も
そ
こ
が
ど
こ
な
の
か

僕
に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
︒
見
当
も
つ
か
な
か
っ
た
︒
い

っ
た
い
こ
こ
は
ど
こ
な
ん
だ
？　

僕
の
目
に
う
つ
る
の
は

い
ず
こ
へ
と
も
な
く
歩
き
す
ぎ
て
い
く
無
数
の
人
々
の
姿

だ
け
だ
っ
た
︒
僕
は
ど
こ
で
も
な
い
場
所
の
ま
ん
中
か
ら

緑
を
呼
び
つ
づ
け
て
い
た
︒

﹃
巡
礼
の
年
﹄
に
は
︑﹃
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
﹄
と
異
な
り
︑
明

確
な
方
角
が
あ
る
︒
高
校
時
代
の
四
人
の
親
友
に
は
﹁
ク
ロ
︑

シ
ロ
︑
ア
カ
︑
ア
オ
﹂
と
い
う
色
の
名
前
が
つ
い
て
い
た
︒
ク

ロ
と
シ
ロ
は
女
性
︑
ア
カ
と
ア
オ
は
男
性
︑
つ
く
る
も
男
性

だ
が
︑
つ
く
る
だ
け
は
色
彩
を
も
た
な
い
と
い
う
設
定
で
あ

る
︒な

ぜ
女
性
に
ク
ロ
︑
シ
ロ
と
い
う
名
が
与
え
ら
れ
て
い
る

の
か
わ
か
ら
な
い
が
︑
四
色
は
︑
玄
武
︵
北
︶︑
白
虎
︵
西
︶︑

朱
雀
︵
南
︶︑
青
龍
︵
東
︶
の
方
位
の
寓
意
か
も
し
れ
な
い
︒
ク

ロ
は
す
べ
て
の
色
彩
の
根
源
で
あ
り
︑
あ
ら
ゆ
る
色
彩
が
混

ざ
っ
た
究
極
の
色
で
あ
る
﹁
玄
﹂
で
も
あ
る
︒
そ
れ
な
ら
ば
︑

つ
く
る
は
色
彩
だ
け
で
は
な
く
︑
方
角
を
も
た
な
い
存
在
で

あ
る
︒﹁
つ
く
る
﹂
は
駅
を
つ
く
る
人
で
あ
り
︑
そ
こ
か
ら
︑

あ
ら
ゆ
る
方
角
に
乗
り
物
が
出
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
︒

つ
く
る
が
東
京
か
ら
は
る
ば
る
遠
い
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
ま
で

訪
ね
て
い
き
︑
た
ま
し
い
の
出
会
い
を
す
る
ク
ロ
は
︑
北
半

球
で
は
寒
冷
の
地
で
あ
る
北
に
い
る
︒
ク
ロ
は
︑﹁
玄
武
﹂
を

介
し
て
﹁
北
﹂
の
方
位
と
む
す
び
つ
く
が
︑﹁
北
﹂
は
﹁
天
﹂

と
も
象
徴
的
に
む
す
ば
れ
る
か
も
し
れ
な
い
︒
北
は
︑
地
表

に
沿
っ
て
北
極
点
に
向
か
う
方
位
で
あ
る
︒
東
西
が
相
対
的

な
位
置
関
係
で
あ
る
の
に
対
し
て
︑
南
北
は
絶
対
的
な
位
置

関
係
に
あ
る
︒
地
図
の
基
点
は
北
で
上
に
位
置
す
る
︒

主
人
公
の
僕
は
﹃
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
﹄
で
も
﹃
巡
礼
の
年
﹄

で
も
︑﹁
ひ
と
り
﹂
が
好
き
な
孤
独
な
青
年
で
あ
り
︑
基
本
的

に
﹁
同
行
者
﹂
は
い
な
い
︒
し
か
し
︑
孤
独
と
空
虚
は
後
者

の
ほ
う
が
︑
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
る
感
じ
が
す
る
︒﹃
ノ
ル
ウ

ェ
イ
の
森
﹄
で
は
︑
他
者
の
死
か
ら
小
説
が
は
じ
ま
っ
た
が
︑

﹃
巡
礼
の
年
﹄
で
は
自
分
の
死
か
ら
は
じ
ま
る
︒

﹃
巡
礼
の
年
﹄

あ
の
と
き
死
ん
で
お
け
ば
よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︑

と
多
崎
つ
く
る
は
よ
く
考
え
る
︒
そ
う
す
れ
ば
今
こ
こ
に

あ
る
世
界
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
だ
︒
そ
れ
は
魅
惑
的
な

こ
と
に
思
え
る
︒
こ
こ
に
あ
る
世
界
が
存
在
せ
ず
︑
こ
こ

で
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
と
見
な
さ
れ
て
い
る
も
の
が
リ
ア
ル
で

は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
︒
こ
の
世
界
に
と
っ
て
自
分

が
も
は
や
存
在
し
な
い
の
と
同
じ
理
由
に
よ
っ
て
︑
自
分

に
と
っ
て
こ
の
世
界
も
ま
た
存
在
し
な
い
こ
と
︒

彼
は
そ
の
時
期
を
夢
遊
病
者
と
し
て
︑
あ
る
い
は
自
分

が
死
ん
で
い
る
こ
と
に
ま
だ
気
づ
い
て
い
な
い
死
者
と
し

て
生
き
た
︒︵
中
略
︶
一
人
暮
ら
し
の
部
屋
に
戻
る
と
床
に

座
り
︑
壁
に
も
た
れ
て
死
に
つ
い
て
︑
あ
る
い
は
生
の
欠

落
に
つ
い
て
思
い
を
巡
ら
せ
た
︒
彼
の
前
に
は
暗
い
淵
が

大
き
な
口
を
開
け
︑
地
球
の
芯
に
ま
で
ま
っ
す
ぐ
通
じ
て

い
た
︒
そ
こ
に
見
え
る
の
は
堅
い
雲
と
な
っ
て
渦
巻
く
虚

無
で
あ
り
︑
聞
こ
え
る
の
は
鼓
膜
を
圧
迫
す
る
深
い
沈
黙

だ
っ
た
︒
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﹁
ま
る
で
航
行
し
て
い
る
船
の
デ
ッ
キ
か
ら
夜
の
海
に
︑
突

然
一
人
で
放
り
出
さ
れ
た
よ
う
な
気
分
だ
っ
た
︒﹂

︵
中
略
︶

﹁
誰
か
に
突
き
落
と
さ
れ
た
の
か
︑
そ
れ
と
も
自
分
で
勝
手

に
落
ち
た
の
か
︑
そ
の
へ
ん
の
事
情
は
わ
か
ら
な
い
︒
で

も
と
に
か
く
船
は
進
み
続
け
︑
僕
は
暗
く
冷
た
い
水
の
中

か
ら
︑
デ
ッ
キ
の
明
か
り
が
ど
ん
ど
ん
遠
ざ
か
っ
て
い
く

の
を
眺
め
て
い
る
︒
船
上
の
誰
も
船
客
も
船
員
も
︑
僕
が

海
に
落
ち
た
こ
と
を
知
ら
な
い
︒
ま
わ
り
に
は
つ
か
ま
る

も
の
も
な
い
︒
そ
の
と
き
の
恐
怖
心
を
僕
は
今
で
も
持
ち

続
け
て
い
る
︒
自
分
の
存
在
が
出
し
抜
け
に
否
定
さ
れ
︑

身
に
覚
え
も
な
い
ま
ま
︑
一
人
で
夜
の
海
に
放
り
出
さ
れ

る
こ
と
に
対
す
る
怯
え
だ
よ
︒
た
ぶ
ん
そ
の
た
め
に
僕
は

人
と
深
い
と
こ
ろ
で
関
わ
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
ん
だ
ろ
う
︒
他
人
と
の
間
に
常
に
一
定
の
ス
ペ
ー
ス
を

置
く
よ
う
に
な
っ
た
﹂

3-

2　

�

非
日
常
世
界
で
の
聖
な
る
も
の
と
の
出
会
い・
帰
還
・

再
生

﹃
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
﹄
に
も
︑
日
常
世
界
か
ら
の
離
脱
と
非

日
常
世
界
に
お
け
る
出
会
い
は
印
象
的
に
描
か
れ
て
い
る
︒

し
か
し
︑﹁
帰
還
﹂
の
プ
ロ
セ
ス
は
明
確
で
は
な
い
︒﹁
非
日

常
世
界
へ
の
離
脱
﹂
は
ド
ラ
マ
性
を
お
び
る
が
︑﹁
日
常
世
界

へ
の
帰
還
﹂
は
平
凡
な
世
界
に
戻
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
︑
小

説
で
は
後
者
の
プ
ロ
セ
ス
に
力
が
入
ら
な
い
ほ
う
が
ふ
つ
う

で
あ
ろ
う
︒

﹃
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
﹄

僕
は
奇
妙
に
非
現
実
的
な
月
の
光
に
照
ら
さ
れ
た
道
を

辿
っ
て
雑
木
林
の
中
に
入
り
︑
あ
て
も
な
く
歩
を
運
ん
だ
︒

そ
ん
な
月
の
光
の
下
で
は
い
ろ
ん
な
物
音
が
不
思
議
な
響

き
方
を
し
た
︒
僕
の
足
音
は
ま
る
で
海
底
を
歩
い
て
い
る

人
の
足
音
の
よ
う
に
︑
ど
こ
か
ま
っ
た
く
別
の
方
向
か
ら

鈍
く
響
い
て
聞
こ
え
て
き
た
︒
時
折
う
し
ろ
の
方
で
か
さ

っ
と
い
う
小
さ
な
乾
い
た
音
が
し
た
︒
夜
の
動
物
た
ち
が

息
を
殺
し
て
じ
っ
と
僕
が
立
ち
去
る
の
を
待
っ
て
い
る
よ

う
な
︑
そ
ん
な
重
苦
し
さ
が
林
の
中
に
漂
っ
て
い
た
︒

雑
木
林
を
抜
け
小
高
く
な
っ
た
丘
の
斜
面
に
腰
を
下
ろ

し
て
︑
僕
は
直
子
の
住
ん
で
い
る
棟
の
方
を
眺
め
た
︒
直

子
の
部
屋
を
み
つ
け
る
の
は
簡
単
だ
っ
た
︒
灯
の
と
も
っ

て
い
な
い
窓
の
中
か
ら
奥
の
方
で
小
さ
な
光
が
仄
か
に
揺

れ
て
い
る
も
の
を
探
せ
ば
よ
か
っ
た
の
だ
︒
僕
は
身
動
き

ひ
と
つ
せ
ず
に
そ
の
小
さ
な
光
を
い
つ
ま
で
も
眺
め
て
い

た
︒
そ
の
光
は
僕
に
燃
え
残
っ
た
魂
の
最
後
の
揺
ら
め
き

の
よ
う
な
も
の
を
連
想
さ
せ
た
︒
僕
は
そ
の
光
を
両
手
で

覆
っ
て
し
っ
か
り
と
守
っ
て
や
り
た
か
っ
た
︒
僕
は
ジ
ェ

イ
・
ギ
ャ
ツ
ビ
イ
が
対
岸
の
小
さ
な
光
を
毎
夜
見
守
っ
て

い
た
の
と
同
じ
よ
う
に
︑
そ
の
仄
か
な
揺
れ
る
灯
を
長
い

あ
い
だ
見
つ
め
て
い
た
︒

﹃
巡
礼
の
年
﹄
で
は
︑
あ
え
て
﹁
帰
還
﹂
の
プ
ロ
セ
ス
に
力

点
を
お
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
作
者
の
成
熟
に
よ
る
視
点
の
変

換
と
し
て
注
目
さ
れ
る
︒﹁
巡
礼
﹂
と
は
︑﹁
死
︵
喪
失
︶﹂
を

か
か
え
た
人
生
も
の
語
り
の
語
り
直
し
の
行
為
で
あ
る
︒
バ

ー
ジ
ョ
ン
の
異
な
る
も
の
語
り
に
変
換
し
て
生
き
直
し
て
再

生
す
る
た
め
に
は
︑﹁
帰
還
﹂
は
大
変
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
と
い

え
よ
う
︒

﹃
巡
礼
の
年
﹄
で
は
︑
は
る
ば
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
ま
で
出
か

け
て
過
去
の
友
人
と
出
会
い
︑
そ
こ
で
今
ま
で
の
自
身
の
人

生
も
の
語
り
の
語
り
直
し
を
行
う
︒
そ
れ
に
よ
っ
て
︑
自
分

が
思
い
込
ん
で
い
た
も
の
語
り
は
語
り
直
さ
れ
︑
視
点
が
変

換
さ
れ
︑
そ
し
て
今
の
自
分
の
日
常
生
活
が
肯
定
さ
れ
て
︑
ふ

た
た
び
生
き
直
さ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
次
の
よ
う
に
描
写

さ
れ
て
い
る
︒
そ
し
て
︑
不
完
全
で
も
﹁
生
き
残
る
﹂
こ
と
︑

﹁
生
き
つ
づ
け
る
﹂
こ
と
が
肯
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
︒

﹃
巡
礼
の
年
﹄

二
人
は
も
う
一
度
テ
ー
ブ
ル
を
挟
ん
で
座
り
︑
そ
れ
ぞ

れ
の
胸
に
あ
る
こ
と
を
交
互
に
語
っ
た
︒
そ
の
多
く
は
長

い
あ
い
だ
言
葉
に
さ
れ
る
こ
と
な
く
︑
魂
の
奥
深
い
場
所

に
取
り
置
か
れ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
︒
彼
ら
は
心
の
蓋
を

持
ち
上
げ
︑
記
憶
の
扉
を
開
き
︑
で
き
る
だ
け
あ
る
が
ま

ま
に
気
持
ち
を
語
り
︑
相
手
の
話
に
静
か
に
耳
を
傾
け
た
︒

﹁
僕
は
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
︑
自
分
の
こ
と
を
犠
牲
者
だ
と
考

え
て
き
た
︒
わ
け
も
な
く
過
酷
な
目
に
あ
わ
さ
れ
た
と
思

い
続
け
て
き
た
︒
そ
の
せ
い
で
心
に
深
い
傷
を
負
い
︑
そ

の
傷
が
僕
の
人
生
の
本
来
の
流
れ
を
損
な
っ
て
き
た
と
︒

正
直
言
っ
て
︑
君
た
ち
四
人
を
恨
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
︒
な

ぜ
僕
一
人
だ
け
が
こ
ん
な
ひ
ど
い
目
に
あ
わ
な
く
ち
ゃ
な

ら
な
い
ん
だ
ろ
う
と
︒
で
も
本
当
は
そ
う
じ
ゃ
な
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
︒
僕
は
犠
牲
者
で
あ
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
︑

そ
れ
と
同
時
に
自
分
で
も
知
ら
な
い
う
ち
に
ま
わ
り
の

人
々
を
傷
つ
け
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒
そ
し
て
ま
た

返
す
刃
で
僕
自
身
を
傷
つ
け
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
﹂

︵
中
略
︶

﹁
そ
し
て
僕
は
ユ
ズ
︵
シ
ロ
︶
を
殺
し
た
か
も
し
れ
な
い
﹂

︵
中
略
︶

﹁
あ
る
意
味
に
お
い
て
﹂︵
中
略
︶

﹁
あ
る
意
味
に
お
い
て
は
︑
私
も
ユ
ズ
を
殺
し
た
﹂︵
中
略
︶

﹁
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
に
︑
そ
う
い
う
思
い
を
背
負
っ
て
い

る
﹂﹁

私
た
ち
は
こ
う
し
て
生
き
残
っ
た
ん
だ
よ
︒
私
も
君
も
︒

そ
し
て
生
き
残
っ
た
人
間
に
は
︑
生
き
残
っ
た
人
間
が
果
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た
さ
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
責
務
が
あ
る
︒
そ
れ
は
ね
︑
で

き
る
だ
け
こ
の
ま
ま
し
っ
か
り
こ
こ
に
生
き
残
り
続
け
る

こ
と
だ
よ
︒
た
と
え
い
ろ
ん
な
こ
と
が
不
完
全
に
し
か
で

き
な
い
と
し
て
も
﹂

﹁
僕
に
で
き
る
の
は
せ
い
ぜ
い
︑
駅
を
作
り
続
け
る
く
ら
い

だ
け
ど
﹂

﹁
そ
れ
で
い
い
︒
君
は
駅
を
作
り
続
け
れ
ば
い
い
︒﹂

﹁
た
と
え
完
全
な
も
の
で
は
な
く
て
も
︑
駅
は
ま
ず
作
ら
れ

な
く
て
は
な
ら
な
い
︒
そ
う
で
し
ょ
？　

駅
が
な
け
れ
ば
︑

電
車
は
そ
こ
に
停
ま
れ
な
い
ん
だ
か
ら
︒
そ
し
て
大
事
な

人
を
迎
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
ん
だ
か
ら
︒
も
し
そ
こ
に

何
か
不
具
合
が
見
つ
か
れ
ば
︑
必
要
に
応
じ
て
あ
と
で
手

直
し
し
て
い
け
ば
い
い
の
よ
︒︵
中
略
︶
君
に
は
そ
れ
だ
け

の
力
が
具
わ
っ
て
い
る
︒
だ
っ
て
夜
の
冷
た
い
海
を
一
人

で
泳
ぎ
切
れ
た
ん
だ
か
ら
﹂

お
そ
ら
く
二
度
と
こ
の
場
所
に
来
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
︒
エ
リ
に
会
う
こ
と
も
も
う
な
い
か
も
し
れ
な
い
︒
二

人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
定
め
ら
れ
た
場
所
で
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
道

を
前
に
歩
み
つ
づ
け
る
こ
と
だ
ろ
う
︒
ア
オ
が
言
っ
た
よ

う
に
︑
も
う
後
戻
り
は
で
き
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
だ
︒
そ
う
考
え
る
と

悲
し
み
が
︑
ど
こ
か
か
ら
水
の
よ
う
に
音
も
な
く
押
し
寄

せ
て
き
た
︒
そ
れ
は
か
た
ち
を
持
た
な
い
︑
透
き
通
っ
た

悲
し
み
だ
っ
た
︒
彼
自
身
の
悲
し
み
で
あ
り
な
が
ら
︑
手

の
届
か
な
い
遠
い
場
所
に
あ
る
悲
し
み
だ
っ
た
︒

4
喪
失
と
巡
礼
―
ま
と
め
に
か
え
て

自
分
に
と
っ
て
根
本
的
な
関
係
性
に
あ
る
大
切
な
人
を
失

う
﹁
喪
失
﹂
は
︑
他
者
が
死
ぬ
だ
け
で
は
な
く
︑
自
分
自
身

も
死
ぬ
︑﹁
死
﹂
を
く
ぐ
る
体
験
で
あ
る
︒
そ
れ
は
︑
冬
の
夜

の
冷
た
い
海
に
突
然
ひ
と
り
落
と
さ
れ
る
よ
う
な
恐
怖
で
あ

り
︑
生
き
る
希
望
を
失
い
︑
生
き
る
﹁
方
角
を
失
う
﹂
体
験

と
な
る
︒

﹁
巡
礼
﹂
は
︑
自
分
の
人
生
や
死
者
と
の
関
係
性
の
も
の
語

り
を
語
り
直
す
行
為
と
し
て
︑
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
︒
そ
れ
は
︑﹁
日
常
世
界
か
ら
の
離
脱
﹂﹁
非
日
常
世
界

に
お
け
る
聖
な
る
も
の
と
の
出
会
い
﹂﹁
日
常
世
界
へ
の
帰

還
﹂
と
い
う
三
つ
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
︒
日

常
世
界
か
ら
離
れ
て
︑
聖
な
る
も
の
と
の
こ
の
世
な
ら
ぬ
た

ま
し
い
の
出
会
い
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑﹁
死
﹂
の
体
験
を

語
り
直
し
︑
も
の
語
り
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
変
え
︑
同
じ
出
来

事
の
見
方
を
変
え
︑
日
常
の
地
平
へ
帰
還
し
︑
再
び
生
き
直

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
︒

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
︑
感
情
を
大
き
く
揺
ら
す
ド
ラ
マ

に
な
り
や
す
い
﹁
日
常
世
界
か
ら
の
離
脱
﹂﹁
非
日
常
世
界
に

お
け
る
聖
な
る
も
の
と
の
出
会
い
﹂
に
増
し
て
重
要
な
の
は
︑

﹁
日
常
世
界
へ
の
帰
還
﹂
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
ろ
う
︒
日
常
世
界

に
帰
還
す
る
と
は
︑
単
に
死
か
ら
回
復
す
る
こ
と
で
は
な
い
︒

喪
失
の
悲
し
み
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
く
︑
死
者
と
の
関

係
性
の
も
の
語
り
が
変
わ
る
こ
と
で
あ
る
︒
そ
れ
は
圧
倒
的

に
自
己
を
脅
か
し
た
﹁
恐
怖
﹂
や
﹁
孤
独
﹂
の
感
情
が
︑
ジ

ョ
バ
ン
ニ
が
流
し
た
﹁
つ
め
た
い
涙
﹂
や
︑
つ
く
る
が
感
じ

た
﹁
透
き
通
っ
た
悲
し
み
﹂
に
変
換
さ
れ
て
い
く
こ
と
だ
と

い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
︒

参
考
文
献

宮
澤
賢
治
﹁
青
森
挽
歌
﹂﹃
新
校
本
宮
澤
賢
治
全
集
二
﹄﹁
詩
1
﹂

筑
摩
書
房
︑
一
九
九
五
年

宮
澤
賢
治
﹁
銀
河
鉄
道
の
夜
﹂﹃
新
校
本
宮
澤
賢
治
全
集
十
一
﹄

﹁
童
話
Ⅳ
﹂
筑
摩
書
房
︑
一
九
九
六
年

村
上
春
樹
﹃
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
﹄
上
下
︑
講
談
社
︑
一
九
八
七
年

村
上
春
樹
﹃
色
彩
を
持
た
な
い
多
崎
つ
く
る
と
︑
彼
の
巡
礼
の

年
﹄
文
芸
春
秋
︑
二
〇
一
三
年

や
ま
だ
よ
う
こ
﹃
喪
失
の
語
り

︱
生
成
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ

ー
﹄
新
曜
社
︑
二
〇
〇
七
年

や
ま
だ
よ
う
こ
編
﹃
こ
の
世
と
あ
の
世
の
イ
メ
ー
ジ

︱
描
画
の

フ
ォ
ー
ク
心
理
学
﹄
新
曜
社
︑
二
〇
一
〇
年
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は
じ
め
に

私
は
︑
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
と
い
う
場
所
で
︑

傾
聴
者
の
育
成
に
関
わ
っ
て
い
る
︒
グ
リ
ー
フ
︵grief 

悲
嘆
︶

と
は
大
切
な
事
物
や
人
物
を
喪
失
す
る
痛
み
を
指
す
︒
傾
聴

は
そ
の
よ
う
な
他
者
の
苦
し
み
や
喜
び
︑
人
生
の
道
行
き
の

重
荷
を
下
ろ
さ
せ
豊
か
さ
を
汲
み
上
げ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
︒
た
と
え
ば
医
療
者
の
傾
聴
が
︑
慢
性
疾
患
の
悩
み
を
や

わ
ら
げ
た
り
︑
終
末
期
の
病
い
を
も
つ
患
者
の
願
い
を
言
葉

に
す
る
の
を
助
け
た
り
︑
家
族
や
友
人
の
苦
し
み
を
解
き
ほ

ぐ
し
た
り
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
︒

傾
聴
者
の
姿
勢
と
し
て
は
︑
相
矛
盾
す
る
複
数
の
ア
ド
バ

イ
ス
が
知
ら
れ
て
い
る
︒
粘
り
強
く
誠
実
に
︑
ま
た
特
殊
な

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
弄
す
る
こ
と
な
く
﹁
純
粋
に
﹂︑
自
分
を
空
っ

ぽ
に
し
て
︑
話
を
最
後
ま
で
聞
く
べ
し
と
い
う
も
の
︒﹁
オ
ウ

ム
返
し
﹂
の
よ
う
な
手
法
に
よ
っ
て
︑
語
り
を
確
認
し
咀
嚼

す
る
姿
勢
︒
イ
エ
ス
・
ノ
ー
で
は
な
い
開
か
れ
た
問
い
か
け

に
よ
っ
て
語
り
手
の
世
界
を
広
げ
て
見
渡
す
工
夫
︒
た
だ
︑

私
た
ち
の
受
講
生
が
数
年
間
を
か
け
て
学
ぶ
の
は
︑
結
果
と

し
て
な
に
か
を
聴
く
の
も
大
切
な
の
だ
が
︑
語
り
手
と
聴
き

手
の
人
生
と
を
添
い
あ
わ
せ
る
よ
う
な
﹁
ケ
ア
関
係
﹂
を
つ

く
る
こ
と
で
あ
る
と
思
う
︒

今
回
︑
私
が
試
み
た
い
の
は
︑
傾
聴
す
る
聴
き
手
の
側
の

意
識
や
体
験
に
注
目
す
る
観
察
で
あ
る
︒
語
り
手
に
と
っ
て

の
効
能
︑
す
な
わ
ち
傾
聴
さ
れ
る
語
り
手
の
側
の
意
識
や
経

験1

に
注
目
す
る
研
究
は
多
く
あ
る
い
っ
ぽ
う
で
︑
傾
聴
者
の

意
識
や
体
験
へ
の
関
心
は
強
く
な
い
︒
こ
の
こ
と
は
︑
傾
聴

者
と
語
り
手
が
固
定
さ
れ
て
お
ら
ず
し
ば
し
ば
入
れ
替
わ
る

と
い
う
実
際
を
見
落
と
し
て
︑
傾
聴
者
の
専
門
性
ば
か
り
が

強
調
さ
れ
が
ち
で
あ
る
こ
と
が
一
因
と
思
わ
れ
る
︒
ま
た
傾

聴
者
の
養
成
・
訓
練
︑
さ
ら
に
は
保
護
と
い
う
視
点
か
ら
も
︑

傾
聴
者
の
意
識
と
体
験
へ
の
視
点
が
欠
か
せ
な
い2

︒
傾
聴
者

の
意
識
や
体
験
は
︑
私
が
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
き
た
宗
教
研

究
と
い
う
観
点
を
持
ち
込
む
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
な
ら
︑
瞑

想
者
の
意
識
や
体
験
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
︒

瞑
想
者
の
意
識
と
体
験
と
の
︑
あ
る
い
は
既
存
の
精
神
医
学

や
心
理
療
法
の
傾
聴
技
法
と
の
詳
細
な
比
較
な
ど
︑
傾
聴
者

の
意
識
と
体
験
を
め
ぐ
る
課
題
は
複
数
あ
る
が
︑
継
続
し
て

別
稿
に
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
い
︒

以
下
本
稿
で
は
︑
第
1
節
で
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研

究
所
の
成
立
経
緯
を
略
述
し
た
の
ち
︑
第
2
節
で
ど
の
よ
う

な
方
法
論
で
傾
聴
者
育
成
と
い
う
制
度
を
成
立
さ
せ
て
い
る

か
を
述
べ
る
︒
第
3
節
で
は
︑
具
体
的
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

の
﹁
援
助
演
習
﹂﹁
集
中
実
習
﹂
の
詳
細
と
︑
そ
こ
で
の
守
秘

義
務
の
含
意
に
つ
い
て
述
べ
る
︒
第
4
節
で
は
︑
傾
聴
内
容

の
形
式
的
な
事
実
性
を
超
え
た
傾
聴
実
践
の
場
づ
く
り
が
意

義
あ
る
こ
と
を
確
認
し
︑
第
5
節
で
︑
傾
聴
者
養
成
が
目
指

す
目
標
と
し
て
︑
終
末
期
医
療
な
ど
の
現
場
に
限
定
さ
れ
な

い
︑
さ
ら
に
医
療
制
度
全
体
を
も
包
摂
す
る
︑
よ
り
広
範
な

﹁
物
語
の
共
同
体
﹂
づ
く
り
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
︒

1
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所

上
智
大
学
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
は
︑
煉
獄
援
助
修
道

会
の
髙た

か

木き

慶よ
し

子こ

シ
ス
タ
ー
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
︒
遺
族
会

で
の
傾
聴
を
重
ね
︑
一
九
九
五
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
︑
二

〇
〇
五
年
の
J
R
西
日
本
の
脱
線
事
故
の
生
存
者
や
遺
族

や
︑
J
R
社
員
も
含
め
た
事
故
関
係
者
の
傾
聴
に
関
わ
る
よ

傾
聴
者
の
意
識
と
体
験

―
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
で
の
傾
聴
者
養
成

第
三
部
❖
心
の
模
様

葛
西
賢
太

宗
教
情
報
セ
ン
タ
ー
研
究
員
・
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
客
員
教
授
／
宗
教
学
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う
に
な
り
︑
こ
の
J
R
西
日
本
の
支
援
で
︑
当
時
彼
女
が
奉

職
し
て
い
た
聖
ト
マ
ス
大
学
に
日
本
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所

が
設
立
さ
れ
た
︒
傾
聴
実
践
の
み
な
ら
ず
︑
傾
聴
の
方
法
論

の
研
究
や
傾
聴
者
の
養
成
を
志
し
た
同
研
究
所
は
︑
母
体
で

あ
る
聖
ト
マ
ス
大
学
の
閉
学
に
よ
り
︑
上
智
大
学
に
籍
を
移

す
こ
と
と
な
っ
た
︒
大
阪
で
の
傾
聴
者
養
成
︵
二
〇
〇
九
年
か

ら
︶
は
継
続
さ
れ
︑
二
〇
一
四
年
か
ら
は
東
京
で
も
開
講
さ

れ
た
︒
東
京
で
の
﹁
人
材
養
成
講
座
﹂
は
︑
開
設
当
時
︑
座

学
中
心
の
基
礎
コ
ー
ス
と
︑
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
組
み
込
ん

だ
臨
床
コ
ー
ス
と
に
分
か
れ
て
い
て
︑
隔
週
土
曜
日
の
講
義

と
﹁
援
助
演
習
﹂︑
病
院
等
で
の
﹁
集
中
実
習
﹂︑
毎
週
水
曜

日
の
講
義
が
行
わ
れ
て
い
た
︒
私
は
こ
の
東
京
で
の
開
講
か

ら
﹁
援
助
演
習
﹂﹁
集
中
実
習
﹂
担
当
教
員
と
し
て
︑
研
究
所

で
の
二
年
間
の
傾
聴
者
育
成
を
お
手
伝
い
し
て
い
る
︒

こ
こ
で
の
学
び
に
は
︑
あ
え
て
言
語
化
し
な
い
意
義
と
︑
同

時
に
︑
言
語
化
さ
れ
て
い
な
い
が
ゆ
え
の
課
題
と
が
あ
る
︒
逐

語
録
や
映
像
記
録
だ
け
で
は
︑
グ
ル
ー
プ
に
参
与
し
て
い
る

実
際
の
体
験
を
味
わ
う
こ
と
は
難
し
い
︒
説
明
に
よ
っ
て
先

入
観
を
与
え
行
動
を
縛
る
お
そ
れ
も
あ
る
︒
だ
が
︑﹁
援
助
演

習
﹂
や
後
述
す
る
﹁
集
中
実
習
﹂
は
︑
他
者
の
人
生
と
自
分

の
人
生
が
共
鳴
す
る
混
沌
と
し
た
場
で
も
あ
る
︒
と
き
に
は

目
指
す
べ
き
場
所
を
教
え
て
く
れ
る
地
図
が
役
立
つ
か
も
し

れ
な
い
と
思
う
の
だ
︒

﹁
援
助
演
習
﹂
で
︑
受
講
生
は
知
的
に
だ
け
で
な
く
身
体
的

に
も
学
び
︑
自
己
理
解
を
深
め
る
い
っ
ぽ
う
︑
彼
ら
が
参
加

す
る
グ
ル
ー
プ
自
体
が
変
容
し
成
長
し
て
い
く
︒
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
に
入
ら
な
い
学
び
の
方
法
も
あ
る
︒
グ
ル
ー
プ
の
外

に
も
届
く
緊
張
感
と
︑
沈
黙
を
強
い
ら
れ
る
も
ど
か
し
さ
を

味
わ
い
な
が
ら
︑
進
行
を
見
続
け
る
﹁
オ
ブ
ザ
ー
ブ
﹂
は
︑
受

講
生
で
は
な
く
指
導
教
員
﹁
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
﹂
な
ど
の

た
め
の
研
修
で
あ
る
︒
私
自
身
も
﹁
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
﹂
と
﹁
ス

ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
﹂
と
し
て
の
経
験
を
重
ね
︑
疑
問
点
を
尋

ね
︑
私
自
身
の
教
員
・
宗
教
学
者
・
宗
教
者
と
し
て
の
相
談

経
験
を
総
動
員
し
な
が
ら
︑
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し

よ
う
と
関
わ
っ
て
き
た
︒
東
京
で
の
臨
床
コ
ー
ス
第
一
期
修

了
生
が
講
座
を
ど
の
よ
う
に
経
験
し
た
か3

に
興
味
を
も
ち
︑
全

員
に
︑
そ
の
経
験
と
彼
ら
・
彼
女
ら
の
価
値
観
と
を
聞
く
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
い
る
︒
研
究
所
を
代
表
す
る
立
場
に

は
な
い
が
指
導
教
員
で
あ
る
参
与
観
察
者
が
︑
現
時
点
で
見

と
ど
け
た
も
の
が
拙
稿
で
あ
る
︒
研
究
所
の
公
式
見
解
で
は

な
い
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
︒

2
「
ケ
ア
関
係
」を
構
築
で
き
る
人
材
を 

養
成

米
国
で
の
傾チ

ャ
プ
㆑
ン

聴
者
養
成
制
度
で
あ
る
臨
床
牧
会
教
育

︵C
linical Pastoral Education

︑
以
下
C
P
E
︶︒
聖
典
や
古
典
だ

け
で
な
く
︑﹁
人
間
と
い
う
生
き
た
教
科
書
︵living/written 

hum
an docum

ents

︶﹂
を
通
し
て
神
学
を
実
践
的
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
︑
グ
ル
ー
プ
の
お
互
い
の
人
生
や
価
値
観

を
学
び
あ
う
方
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る4

︒
C
P
E
を
日

本
に
適
し
た
形
で
導
入
す
る
た
め
に
尽
力
し
た
臨
床
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
協
会
︵Professional A

ssociation for Spiritual 

C
are and H

ealth

︑
通
称
パ
ス
ク
P
A
S
C
H
︶
で
の
模
索
と
実

践
が
︑
上
智
大
学
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
人
材
養
成
講
座
の
モ
デ

ル
と
な
っ
て
お
り
︑
パ
ス
ク
の
創
設
者
や
指
導
者
が
実
際
に

講
座
の
創
設
や
運
営
に
関
わ
っ
て
き
た5

︒

二
〇
一
七
年
度
の
シ
ラ
バ
ス
に
は
︑
講
座
が
養
成
し
た
い

人
物
像
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
︒
私
自
身
の
理

解
や
経
験
を
参
照
し
つ
つ
︑
具
体
的
に
読
み
解
い
て
い
き
た

い
︒

死
生
学
を
基
盤
と
し
︑
さ
ま
ざ
ま
な
喪
失
に
よ
る
グ
リ

ー
フ
︵
悲
嘆
︶
を
か
か
え
る
個
人
や
共
同
体
に
対
し
て
︑
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
を
提
供
で
き
る
人
材
の
養
成
を
目
指

し
ま
す
︒

グ
リ
ー
フ
を
か
か
え
る
個
人
や
共
同
体
が
も
っ
て
い
る

死
生
観
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
多
様
性
を
前
提
と
し

て
︑
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
課
題
︵
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ペ
イ

ン
︶
に
直
面
し
て
い
る
悲
嘆
者
に
対
し
︑
ケ
ア
対
象
者
・

ケ
ア
提
供
者
が
と
も
に
各
自
の
死
生
観
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

リ
テ
ィ
を
十
全
に
生
き
共
存
で
き
る
ケ
ア
関
係
の
構
築
を

目
指
し
︑
深
い
臨
床
理
解
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ケ
ア
実
践

が
で
き
る
人
材
を
養
成
し
ま
す
︒︵
上
智
大
学
︑
二
〇
一
七
︒

傍
線
強
調
は
葛
西
に
よ
る
︶

﹁
喪
失
に
よ
る
グ
リ
ー
フ
﹂
を
体
験
し
た
﹁
ケ
ア
対
象
者
﹂

の
﹁
ペ
イ
ン
﹂︵
痛
み
・
課
題
︶
に
な
ん
ら
か
の
手
当
を
す
る

こ
と
は
大
前
提
だ
が
︑
私
た
ち
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
そ
れ
に

限
定
さ
れ
ず
︑﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
﹂
の
成
果
物
は
対
象

者
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
︒
対
象
者
と
提
供
者
の
双
方
に
共

有
さ
れ
る
場
・
空
気
・
時
間
が
目
指
さ
れ
る
︒﹁
ケ
ア
対
象

者
・
ケ
ア
提
供
者
が
と
も
に
﹂﹁
ケ
ア
関
係
の
構
築
﹂
を
な
す

の
で
あ
る
︒
ケ
ア
﹁
対
象
者
﹂
は
受
動
的
な
﹁
対
象
﹂
に
留

ま
ら
な
い
︒
と
い
う
こ
と
は
︑
傾
聴
者
側
が
結
果
と
し
て
語

り
手
か
ら
な
に
か
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
も
︑
し
ば
し
ば
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る6

︒

ま
た
︑
個
人
一
人
ず
つ
の
手
当
だ
け
で
な
く
︑
多
く
の
人

が
喪
失
の
痛
み
を
負
う
よ
う
な
出
来
事
︵
大
事
故
や
大
災
害
や

事
件
な
ど
︶
を
経
験
し
た
共
同
体
も
︑
研
究
所
が
﹁
ケ
ア
﹂

を
す
る
対
象
と
し
て
想
定
さ
れ
て
き
た
︒
人
と
人
と
が
真
摯

に
対
峙
す
る
臨
床
現
場
に
起
こ
る
こ
と
を
で
き
る
限
り
理
解

し
た
上
で
︑
自
ら
の
言
動
や
姿
勢
を
用
い
て
い
く
﹁
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
ケ
ア
実
践
﹂
の
力
を
培
う
こ
と
が
提
唱
さ
れ
て
い

る
︒﹁

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
﹂
と
は
？　

日
本
国
内
で
は
︑
終
末
期
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医
療
な
ど
に
関
連
す
る
用
法
︑
オ
カ
ル
ト
的
・
心
霊
︵
操
作
︶

的
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
︑
あ
る
い
は
人
間
や
自
然
の
﹁
霊

性
﹂
を
尊
崇
す
る
超
宗
派
的
な
運
動
を
指
す
用
法
な
ど
が
あ

る
︵
島
薗
︑
二
〇
〇
七
︶
が
︑
パ
ス
ク
お
よ
び
上
智
大
学
の
実

践
に
関
し
て
は
︑
そ
の
経
緯
に
関
わ
る
以
下
の
点
が
強
調
・

確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

米
国
の
C
P
E
が
︑
キ
リ
ス
ト
教
や
ユ
ダ
ヤ
教
的
な
伝
統

以
外
の
宗
教
を
許
容
し
︑
無
神
論
︑
あ
る
い
は
神
の
よ
う
な

存
在
に
つ
い
て
は
知
り
得
な
い
と
い
う
不
可
知
論
も
許
容
し

た
た
め
に
︑キ
リ
ス
ト
教
色
の
強
い﹁
パ
ス
ト
ラ
ル︵Pastoral

︶﹂

に
か
え
て
﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
﹂
と
い
う
言
葉
を
自
覚
的
に

用
い
る
よ
う
に
努
力
を
し
た
含
み
が
︑
パ
ス
ク
や
上
智
大
学

の
﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
﹂
と
い
う
用
語
に
込
め
ら
れ
て

い
る
︒﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
﹂
と
は
︑︵
キ
リ
ス
ト
教
へ
の

束
縛
か
ら
い
ち
ど
解
き
放
た
れ
た
う
え
で
︶
そ
の
人
に
と
っ
て

大
切
・
重
大
・
深
刻
な
も
の
︑
世
俗
に
拠
点
を
置
き
な
が
ら

宗
教
的
資
源
を
生
か
す
態
度
を
指
し
示
し
て
い
る
と
読
み
と

る
こ
と
が
で
き
る
︒

あ
え
て
﹁
全
人
的
﹂
ケ
ア
で
は
な
く
︑﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
﹂
ケ
ア
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
ど
う
考
え
た
ら

よ
い
だ
ろ
う
か
︒
医
療
な
ど
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
専
門
職
の

あ
い
だ
で
も
︑
終
末
期
医
療
な
ど
で
生
死
の
意
味
や
目
的
を

全
人
的
に
希
求
し
︑
具
体
的
な
ペ
イ
ン
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
︵
聞

き
取
っ
て
評
価
︶
し
︑
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
︑

﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
﹂
と
呼
ん
で
い
る7

︒
と
こ
ろ
で
︑
生

死
の
意
味
や
目
的
は
人
類
に
普
遍
的
な
実
存
的
な
危
機
な
の

だ
が
︑
専
門
的
技
術
だ
け
で
は
対
処
で
き
な
い
超
越
的
次
元

を
含
み
︑
に
も
か
か
わ
ら
ず
伝
統
宗
教
や
伝
統
的
な
共
同
体

が
衰
退
し
た
現
代
ゆ
え
に
︑
個
人
が
自
力
で
こ
れ
に
立
ち
向

か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
︑﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ

ア
﹂
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
背
景
が
あ
る
︒
安
藤
泰
至
は

﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
﹂﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
﹂
の
語

が
も
つ
こ
の
よ
う
な
多
領
域
に
ま
た
が
っ
て
媒
介
す
る
含
み

を
で
き
る
限
り
そ
の
ま
ま
に
と
ら
え
る
べ
き
こ
と
を
強
調
し
︑

そ
こ
に
排
除
・
忌
避
・
遠
慮
さ
れ
が
ち
な
超
越
的
次
元
を
︑
ケ

ア
に
関
わ
る
宗
教
者
が
工
夫
し
て
創
造
的
に
提
示
し
て
は
ど

う
か
と
提
案
す
る
︒
そ
の
よ
う
な
姿
勢
が
︑﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

リ
テ
ィ
﹂
な
ど
の
語
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
期

待
に
応
え
︑
こ
の
語
の
も
つ
力
を
生
か
す
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
み
る
の
で
あ
る
︵
安
藤
︑
二
〇
〇
六
︑
七
九
︑
八

五
︑
八
九
頁
︶︒

な
お
︑
こ
の
人
材
養
成
講
座
修
了
後
に
は
﹁
日
本
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
学
会
﹂
の
﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
師
﹂
認

定
資
格
に
推
薦
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
︑
同
学
会
で
い
う
﹁
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
﹂
も
同
様
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
だ
と
私
に
は

思
わ
れ
る
︒
上
智
大
学
は
周
知
の
と
お
り
イ
エ
ズ
ス
会
に
よ

っ
て
創
設
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
大
学
で
あ
り
︑
人
材
養
成

講
座
で
も
必
修
科
目
﹁
キ
リ
ス
ト
教
人
間
学
﹂
を
課
し
て
い

る
︒
そ
し
て
受
講
生
の
ま
と
ま
っ
た
数
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で

あ
る
︒
け
れ
ど
も
︑﹁
死
生
観
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
多

様
性
を
前
提
﹂
と
し
た
講
座
で
︑
神
父
や
シ
ス
タ
ー
や
牧
師

や
他
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
教
員
同
様
に
︑
僧
侶
も
仏
教
徒
も
教

員
と
し
て
尊
重
さ
れ
対
等
に
活
躍
す
る
場
を
与
え
ら
れ
︑
そ

し
て
受
講
生
と
し
て
も
諸
宗
教
の
信
者
や
聖
職
者
が
︑
無
宗

教
者
と
と
も
に
学
ん
で
い
る
︒

講
座
で
は
互
い
の
死
生
観
や
宗
教
を
提
示
し
合
う
﹁
教
育

的
に
構
成
さ
れ
た
場
﹂︵
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
︶
の
真
摯
な
場
を

繰
り
返
し
も
つ
︒
独
学
や
指
導
者
と
学
生
と
の
一
対
一
関
係

で
は
な
く
︑﹁
教
育
的
に
構
成
さ
れ
た
場
﹂
で
あ
る
グ
ル
ー
プ

の
中
で
学
ぶ
意
義
の
一
つ
は
︑
多
様
性
に
あ
る
︒
指
導
者
と

学
生
と
の
一
対
一
関
係
で
は
︑
指
導
者
か
ら
学
生
へ
の
一
方

的
な
死
生
観
・
宗
教
観
の
伝
達
が
支
配
的
に
な
る
こ
と
も
あ

る
︒
グ
ル
ー
プ
は
多
様
性
を
支
え
︑
私
た
ち
が
避
け
ら
れ
な

い
偏
り
を
克
服
し
︑
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
す
け
に
な
る
︒
と

き
に
グ
ル
ー
プ
が
一
方
向
に
一
気
に
傾
い
て
し
ま
う
こ
と︵
支

配
的
な
意
見
に
引
き
ず
ら
れ
る
な
ど
︶
や
︑
受
講
生
の
専
門
経

験
や
人
生
の
堅
い
枠
組
み
に
縛
ら
れ
た
と
き
に
は
︑
そ
こ
に

入
る
指
導
教
員
は
︑
多
様
性
を
担
保
す
る
た
め
に
異
な
っ
た

見
方
を
提
示
す
る
役
割
も
負
う
︒
基
本
姿
勢
と
し
て
は
︑
受

講
生
同
士
が
相
互
作
用
し
な
が
ら
︑
グ
ル
ー
プ
全
体
で
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
答
え
を
出
し
て
い
く
過
程
を
見
ま
も
る
︒

他
者
の
自
己
探
求
に
同
伴
し
︑
見
と
ど
け
立
ち
会
う

︵witness

︶
こ
と
は
︑
相
手
が
自
分
の
た
め
に
も
そ
う
し
て
く

れ
る
こ
と
で
も
あ
り
︑
そ
う
さ
れ
る
こ
と
が
ど
の
よ
う
な
体

験
か
を
学
ぶ
︒
こ
れ
を
私
た
ち
は
﹁
ケ
ア
さ
れ
る
こ
と
で
ケ

ア
す
る
こ
と
を
学
ぶ
﹂
と
い
う
︒
た
だ
し
こ
れ
は
︑
強
い
対

峙
は
避
け
て
当
た
り
障
り
の
な
い
や
さ
し
い
関
わ
り
だ
け
に

と
ど
め
る
と
い
う
こ
と
で
は
け
っ
し
て
な
い
︒
他
者
の
反
応

︵
反
発
︑
疑
念
︑
忌
避
︑
そ
し
て
そ
れ
ら
を
経
由
し
て
の
受
容
・

留
保
︑
と
き
に
は
拒
否
︶
は
予
想
で
き
な
い
︒
話
題
提
供
者
の

こ
れ
ま
で
の
人
生
や
死
生
観
や
宗
教
観
が
敬
意
を
も
っ
て
支

持
さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
︑
こ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
か
？

と
明
確
化
を
迫
ら
れ
た
り
︑
私
は
そ
う
で
は
な
く
こ
う
思
う

の
だ
が
ど
う
か
？
と
対
峙
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ

う
︒
こ
れ
ら
に
応
答
し
て
言
葉
を
探
す
努
力
が
︑
語
り
手
の

自
己
理
解
を
深
め
る
︵
佐
藤
︑
二
〇
一
一
︑
六
一
頁
︶︒
い
っ
ぽ

う
︑
黙
っ
て
い
れ
ば
自
分
を
さ
ら
さ
ず
に
す
む
わ
け
で
も
な

い
︒﹁
ケ
ア
を
学
ぶ
た
め
に
こ
こ
に
い
る
の
に
︑
他
者
の
大
切

に
し
て
い
る
死
生
観
や
宗
教
観
に
ふ
れ
て
な
に
も
し
な
い
／

し
よ
う
と
し
な
い
／
な
に
も
で
き
な
い
﹂
自
分
が
︑
グ
ル
ー

プ
だ
か
ら
露
呈
さ
れ
て
し
ま
う
︒
こ
の
よ
う
な
緊
迫
感
の
中

で
︑﹁
各
自
の
死
生
観
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
十
全
に
生

き
共
存
で
き
る
﹂
よ
う
な
時
間
と
空
間
︑﹁
ケ
ア
対
象
者
・
ケ

ア
提
供
者
﹂
が
﹁
と
も
に
﹂﹁
ケ
ア
関
係
の
構
築
﹂
を
達
成
さ

せ
う
る
よ
う
な
言
動
や
態
度
を
育
て
る
の
が
︑
受
講
生
の
目

標
と
な
る
︒
看
護
師
と
し
て
長
い
経
歴
を
も
つ
あ
る
受
講
生
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が
︑﹁
こ
う
し
た
態
度
は
教
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
思

っ
て
い
た
が
︑
方
法
が
あ
っ
た
の
だ
﹂
と
語
っ
て
い
た
︒

受
講
生
に
は
︑
模
索
の
多
い
学
び
に
臨
め
る
だ
け
の
体
力

や
精
神
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
︑
実
践
力
︑
資
質
︑
目
的
意

識
︑
相
互
成
長
に
貢
献
す
る
意
思
︑
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な

る
人
生
経
験
が
求
め
ら
れ
る
︒
結
果
と
し
て
受
講
生
は
四
〇

代
以
降
が
多
く
な
っ
て
い
る
︒
つ
ら
い
経
験
の
直
後
に
は
こ

の
学
び
は
負
担
が
大
き
い
の
で
︑﹁
学
習
に
支
障
を
き
た
す
よ

う
な
強
い
ケ
ア
ニ
ー
ズ
﹂
が
な
い
︑
あ
る
い
は
そ
こ
か
ら
一

定
の
﹁
回
復
﹂
を
し
て
い
る
こ
と
が
︑
受
験
の
前
提
で
あ
る

︵
上
智
大
学
︑
二
〇
一
七
︑
二
︲
三
頁
︶︒

3
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実
際

3-

1　

援
助
演
習

私
が
関
わ
っ
て
い
る
﹁
援
助
演
習
﹂﹁
集
中
実
習
﹂
の
二
科

目
は
︑
車
座
で
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
中
心
で
あ
る
︒
長
時

間
に
わ
た
り
︑
心
身
の
力
を
総
動
員
し
て
参
与
し
︑
聴
く
︒
言

語
化
さ
れ
た
内
容
を
聞
く
だ
け
の
仕
事
で
は
な
く
︑
音
調
や

声
の
大
き
さ
や
テ
ン
ポ
︑
姿
勢
︑
表
情
︑
身
振
り
手
振
り
な

ど
の
全
体
に
﹁
目
配
り
﹂
し
な
が
ら
そ
ば
に
い
る︵gift/m

inistry 

of presence

︶
の
で
︑
忙
し
い
作
業
で
あ
る
︒

こ
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
基
本
的
な
形
態
を
紹
介
し
た
い
︒

受
講
生
六
人
の
グ
ル
ー
プ
に
︑
指
導
教
員
が
一
︑
二
名
入
る
︒

土
曜
日
に
行
う
﹁
援
助
演
習
﹂
で
は
︑
午
前
午
後
そ
れ
ぞ
れ

別
の
学
年
で
︑
四
五
分
程
度
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
二
本
か
三
本

行
い
︑
そ
の
前
後
に
︑
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
話
題
を
離
れ
た
短

い
ふ
り
か
え
り
の
時
間
︵
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
︑
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
︶

を
も
つ
︒
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
担
当
者
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て

お
き
︑
担
当
者
は
一
〇
︲
一
五
分
程
度
の
﹁
話
題
﹂
提
供
を

す
る
︒﹁
話
題
﹂
と
し
て
は
︑
生
育
歴
︑︵
患
者
さ
ん
等
へ
の
︶

講
話
︑
傾
聴
会
話
の
記
録
な
ど
が
あ
る
︒
C
P
E
の
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
は
ケ
ア
に
か
か
わ
る
重
要
文
献
や
文
学
・
芸
術

作
品
︑
映
画
な
ど
の
吟
味
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
ら
し
い
︒

実
の
と
こ
ろ
﹁
話
題
提
供
﹂
と
い
う
生
や
さ
し
い
も
の
で
は

な
く
︑
担
当
者
は
こ
の
﹁
話
題
﹂
を
真
摯
に
準
備
し
︑
他
の

受
講
生
も
真
摯
に
受
け
止
め
︑
全
員
で
話
し
合
う
︒
話
し
合

わ
れ
る
対
象
は
話
題
の
是
非
や
提
供
の
巧
拙
で
は
な
い
︒
そ

の
話
題
を
︑
今
こ
こ
で
ど
の
よ
う
に
味
わ
っ
て
い
る
か
︑
話

題
提
供
者
を
ど
の
よ
う
に
今
こ
こ
で
皆
が
体
験
し
て
い
る
か
︑

と
い
う
こ
と
に
意
識
を
集
中
す
る
︵
初
期
に
は
︑
ど
う
し
て
も

話
題
の
中
身
に
引
っ
張
ら
れ
る
の
を
︑﹁
今
こ
こ
﹂
に
引
き
戻
す

の
も
︑
指
導
教
員
の
仕
事
で
あ
る
︶︒
こ
こ
で
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
︑
話
題
や
傾
聴
の
評
価
︵evaluation/assessm

ent

︶
で
は

な
く
︑
話
題
を
介
し
話
題
提
供
者
を
介
し
て
︑
ほ
か
な
ら
ぬ

自
分
自
身
を
省
察
︵reflection

︶
す
る
︑
瞑
想
的
な
態
度
な
の

で
あ
る
︵
葛
西
︑
二
〇
一
〇
a
︑
四
頁
︶︒

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
ノ
ー
ト
を
と
ら
な
い
︒
傾

聴
会
話
の
記
録
も
︑
事
例
と
し
て
評
価
す
る
の
で
は
な
く
︑
傾

聴
を
ふ
り
か
え
る
そ
の
場
の
﹁
今
こ
こ
﹂
を
話
し
合
う
︒
傾

聴
会
話
の
記
録
は
︑
傾
聴
の
日
時
・
時
間
と
場
所
︑
患
者
の

状
況
を
描
写
す
る
定
型
的
項
目
の
他
に
︑
シ
ナ
リ
オ
の
形
態

を
と
っ
て
お
り
︑
傾
聴
者
が
ど
の
よ
う
な
主
観
的
体
験
を
し

た
か
も
括
弧
書
き
さ
れ
て
い
る
︒
グ
ル
ー
プ
で
分
担
を
し
て

読
み
上
げ
︑
傾
聴
の
場
を
演
じ
る
︒
話
題
提
供
者
︵
当
該
傾

聴
場
面
で
は
傾
聴
者
で
あ
っ
た
︶
は
語
り
手
の
役
を
し
て
︑
聴

か
れ
る
側
の
擬
似
的
な
体
験
を
す
る
︒
役
割
を
引
き
受
け
て
︑

声
に
出
し
て
読
み
上
げ
る
こ
と
で
︑
私
た
ち
は
そ
の
役
割
本

人
に
近
い
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
傾
聴
者
が
語
り
手

に
な
り
き
り
︑
あ
る
メ
ン
バ
ー
は
傾
聴
者
の
立
場
に
立
っ
て
︑

家
族
の
役
割
を
す
る
メ
ン
バ
ー
は
家
族
の
感
情
を
味
わ
い
︑
ナ

レ
ー
タ
ー
は
共
感
的
な
ま
な
ざ
し
を
も
っ
て
全
体
を
俯
瞰
す

る
視
点
を
得
る
︒

こ
の
よ
う
な
傾
聴
体
験
の
検
討
の
場
に
は
先
例
が
あ
る
︒

た
と
え
ば
︑
C
P
E
か
ら
学
ん
だ
上
述
の
パ
ス
ク
の
他
︑
医

師
た
ち
が
患
者
と
の
全
人
的
関
わ
り
を
模
索
し
研
究
す
る
会

と
し
て
︑
精
神
科
医
マ
イ
ク
ル
・
バ
リ
ン
ト
が
主
催
す
る
バ

リ
ン
ト
・
グ
ル
ー
プ
︵
バ
リ
ン
ト
︑
一
九
六
七
︶︑
あ
る
い
は

ナ
ラ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ス
ン
︵
物
語
を
重
視
す
る
医
療
︶︑
ナ

ラ
テ
ィ
ブ
・
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
︵
物
語
を
重
視
す
る
腫
瘍
学
︶
を

提
唱
し
︑
カ
ル
テ
に
医
療
者
の
主
観
的
体
験
を
も
付
記
す
る

︵
パ
ラ
レ
ル
チ
ャ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る8
︶
こ
と
を
推
奨
す
る
リ
タ
・

シ
ャ
ロ
ン
の
活
動
︵
シ
ャ
ロ
ン
︑
二
〇
一
一
︶︑
あ
る
い
は
演

劇
自
体
を
目
的
と
し
な
い
平
田
オ
リ
ザ
の
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
︵
平
田
︑
一
九
九
八
︶
な
ど
︒

医
師
で
あ
る
が
英
語
学
の
博
士
号
も
も
つ
リ
タ
・
シ
ャ
ロ

ン
は
︑
散
文
的
︑
詩
的
な
表
現
も
含
め
て
︑
傾
聴
す
な
わ
ち

患
者
と
と
も
に
あ
る
体
験
を
書
き
︑
声
を
出
し
て
読
み
上
げ

る
こ
と
の
意
義
を
強
調
す
る
︵
二
〇
一
一
︑
一
三
八
︲
一
三
九
︑

三
一
三
︲
三
二
三
頁
︶︒
こ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
に
は
集
団
療

法
的
効
果
も
あ
る
︑
が
︑﹁
精
神
的
に
弱
い
﹂
と
は
思
わ
れ
た

く
な
い
研
修
医
は
︑
癒
や
さ
れ
る
こ
と
で
な
く
︑
医
療
実
践

の
主
体
で
あ
る
医
療
者
自
身
の
用
い
方
を
学
ぶ
た
め
に
参
加

す
る
の
だ
と
彼
女
は
考
え
る
︒
年
齢
あ
る
い
は
出
自
の
せ
い

で
患
者
の
経
験
が
理
解
で
き
な
い
苦
し
さ
︑
進
行
す
る
患
者

の
症
状
に
圧
倒
さ
れ
る
無
力
感
︑
親
族
に
強
い
ら
れ
て
不
毛

な
蘇
生
措
置
を
行
う
つ
ら
さ
︑
な
ど
な
ど
を
言
葉
に
す
る
こ

と
は
有
意
義
だ
︒
な
ぜ
な
ら
そ
れ
に
よ
り
︑
自
ら
が
可
能
な

こ
と
と
︑
そ
う
で
は
な
い
こ
と
の
区
別
︑
つ
ま
り
他
の
専
門

家
の
力
を
借
り
る
べ
き
だ
っ
た
り
︑
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
し

て
く
れ
る
同
僚
を
見
つ
け
た
り
す
る
べ
き
こ
と
と
を
区
別
し
︑

結
果
と
し
て
︑
患
者
の
語
り
を
よ
く
聞
い
て
安
心
さ
せ
な
が

ら
も
専
門
性
を
高
め
て
責
任
も
っ
た
医
療
を
遂
行
で
き
る
医

療
者
と
な
れ
る
か
ら
だ
︵
三
四
三
頁
︶︒

97

傾聴者の意識と体験―上智大学グリーフケア研究所での傾聴者養成



3-

2　

集
中
実
習

病
院
な
ど
の
施
設
で
行
わ
れ
る
﹁
集
中
実
習
﹂
は
一
週
間
︒

午
前
中
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
︑
午
後
は
病
棟
に
で
て
患
者
や

家
族
へ
の
傾
聴
︑
そ
の
内
容
は
﹁
会
話
記
録
﹂
検
討
の
対
象

と
な
る
︒
一
週
間
の
﹁
集
中
実
習
﹂
の
あ
い
だ
に
︑
受
講
生

は
︑
自
身
の
﹁
話
題
﹂
提
供
で
皆
と
話
し
合
う
時
間
を
四
回

は
も
つ
こ
と
に
な
り
︑
そ
の
あ
い
だ
に
指
導
教
員
と
の
個
人

面
談
が
二
回
加
わ
る
︒
実
習
先
に
よ
っ
て
は
専
門
医
の
講
義

聴
講
や
︑
チ
ー
ム
医
療
の
た
め
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス9

へ
の
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
が
許
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
︒

米
国
の
チ
ャ
プ
レ
ン
は
︑
患
者
や
家
族
の
た
め
に
祈
り
︑
ま

た
悩
む
医
師
や
看
護
師
の
た
め
に
も
祈
り
︑
病
院
等
の
施
設

に
チ
ャ
ペ
ル
が
あ
れ
ば
そ
こ
で
の
定
期
的
な
礼
拝
を
司
る
︒

私
た
ち
の
受
講
生
も
︑
実
習
の
朝
に
︑
自
身
が
工
夫
し
た
一

〇
分
程
度
の
﹁
心
を
と
と
の
え
る
実
践
﹂
を
と
り
し
き
る
当

番
も
す
る
︒
受
講
生
の
半
分
は
非
宗
教
者
な
の
で
︑Spiritual 

Exercise Leadership

と
呼
ば
れ
る
そ
の
時
間
は
︑
狭
義
の
宗

教
的
な
儀
式
で
あ
る
必
要
が
な
い
︒
ヨ
ガ
や
体
操
︑
自
律
訓

練
法
や
簡
単
な
瞑
想
︑
喫
茶
や
書
道
や
短
時
間
の
工
芸
的
作

業
︑
目
を
閉
じ
て
沈
黙
す
る
時
間
︑
と
工
夫
豊
か
だ
っ
た
︒
特

定
の
信
仰
を
も
た
な
い
と
い
う
受
講
生
で
も
︑
そ
れ
に
代
わ

る
真
摯
な
実
践
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
し
ば
し
ば
感
銘
を
受

け
て
き
た
︒

3-

3　

守
秘
義
務
以
上

生
育
歴
を
含
め
た
グ
ル
ー
プ
の
中
で
の
語
り
は
︑
グ
ル
ー

プ
の
外
に
は
持
ち
出
さ
な
い
と
い
う
約
束
が
あ
る
︒
守
秘
﹁
義

務
﹂
と
い
う
消
極
的
義
務
を
指
す
言
葉
は
︑
こ
の
約
束
事
の

含
意
を
十
分
説
明
し
て
い
な
い
︒
自
分
の
人
生
を
左
右
し
た

出
来
事
を
話
し
て
も
よ
い
︑
と
い
う
の
は
思
い
切
っ
た
決
断

で
あ
る
︒
家
族
の
心
の
病
気
や
遺
伝
病
︑
自
身
の
重
篤
な
病

い
︑
男
女
問
わ
ず
交
際
歴
や
家
庭
の
状
況
︑
悲
劇
的
な
出
来

事
や
お
そ
ろ
し
い
出
来
事
︙
︙
私
た
ち
は
人
に
気
づ
か
れ
ず

に
す
ま
せ
た
い
た
く
さ
ん
の
秘
密
に
そ
っ
と
ヴ
ェ
ー
ル
を
か

ぶ
せ
て
生
活
し
て
い
る
︒
そ
の
決
断
を
後
悔
さ
せ
な
い
よ
う
︑

安
心
で
き
る
場
を
確
保
し
よ
う
と
グ
ル
ー
プ
の
全
員
が
心
を

決
め
︑
そ
れ
を
一
人
ひ
と
り
が
感
じ
ら
れ
た
と
き
︑
そ
れ
ぞ

れ
を
縛
り
付
け
て
い
る
手
枷
足
枷
が
ゆ
る
む
か
も
し
れ
な
い
︒

し
た
が
っ
て
︑
語
り
を
グ
ル
ー
プ
内
に
と
ど
め
る
と
い
う
約

束
事
は
︑
消
極
的
な
義
務
で
な
く
可
能
性
を
開
く
た
め
の
積

極
的
な
行
動
と
私
は
思
う
︒

一
人
ひ
と
り
の
大
切
な
こ
と
を
大
切
に
扱
う
と
は
︑
そ
れ

に
ふ
れ
な
い
こ
と
で
は
な
く
︑
逆
に
そ
の
大
切
な
こ
と
に
全

員
が
真
摯
に
向
き
合
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
各
自
の
自
己

探
求
を
支
え
合
う
共
同
作
業
の
場
へ
と
︑
グ
ル
ー
プ
自
体
が

変
容
す
る
の
で
あ
る
︒
傾
聴
者
の
学
び
は
知
識
を
得
る
だ
け

で
は
な
く
︑
傾
聴
の
専
門
家
の
共
同
体
に
深
く
参
与
し
て
い

く
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る10

︒
先
に
述
べ
た
﹁
ケ
ア
関
係
﹂
と
は
︑
語

り
手
と
傾
聴
者
た
ち
と
の
﹁
全
員
﹂﹁
双
方
﹂
の
協
力
の
下
︑

こ
の
よ
う
に
し
て
成
立
す
る
︒

傾
聴
は
一
期
一
会
の
場
で
も
あ
り
︑
そ
れ
を
養
成
制
度
の

中
に
組
み
込
む
さ
い
に
︑
型
を
軽
視
せ
ず
に
真
摯
に
行
う
態

度
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
︒
会
話
記
録
で
は
役
に
な
り
き
り
︑

講
話
を
行
っ
た
り
︑﹁
心
を
整
え
る
実
践
﹂
を
と
り
し
き
っ
た

り
︑
全
員
の
人
生
や
価
値
観
・
信
仰
・
信
念
に
敬
意
を
払
っ

た
り
︒
安
心
し
て
語
れ
る
場
づ
く
り
に
全
員
が
真
剣
に
な
り
︑

苦
し
い
話
題
で
は
皆
が
祈
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
︒

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
い
う
﹁
教
育
的
に
構
成
さ
れ
た
場
﹂

が
︑
第
三
者
か
ら
み
て
誤
解
さ
れ
や
す
い
点
を
補
足
し
て
お

き
た
い
︒
秘
密
を
洗
い
ざ
ら
い
暴
露
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
︒
感
情
の
激
発
や
高
揚
を
促
す
わ
け

で
も
な
い
︒
指
導
教
員
は
グ
ル
ー
プ
を
刺
激
し
た
り
傓
っ
た

り
は
し
な
い
︒
心
理
技
術
を
転
用
し
た
高
揚
体
験
を
売
り
物

と
す
る
商
業
的
な
集
団
と
は
別
物
で
あ
る
︒
傾
聴
者
で
あ
り

語
り
手
で
あ
る
メ
ン
バ
ー
は
︑
こ
の
訓
練
の
場
か
ら
す
で
に
︑

敬
意
を
も
っ
て
遇
し
あ
わ
ね
ば
な
ら
な
い11

︒

3-

4　

自
己
探
求
の
た
め
の「
学
び
の
指
標
」

こ
の
よ
う
な
﹁
援
助
演
習
﹂
や
﹁
集
中
実
習
﹂
に
お
け
る

﹁
学
び
の
指
標
﹂
を
︑
私
た
ち
は
五
項
目
の
﹁
評
価
項
目
﹂
と

し
て
説
明
す
る12

︒
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
︒

1　
自
己
理
解
力

2　
対
象
者
理
解
力

3　
受
動
的
関
係
力

4　
能
動
的
関
係
力

5　
概
念
化
力
・
表
現
力

第
一
に
︑
傾
聴
者
と
し
て
語
り
手
の
そ
ば
に
い
る
私
と
は

何
者
か
︑
語
り
手
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の

か
︑
そ
れ
を
自
覚
し
つ
つ
適
切
な
言
行
を
行
え
る
か
︒
自
分

と
似
た
体
験
を
し
た
人
を
前
に
し
た
ら
役
に
立
ち
た
い
と
思

っ
て
い
た
は
ず
が
︑
そ
の
時
と
同
じ
無
力
感
を
味
わ
っ
た
り
︑

自
分
の
解
決
法
を
相
手
に
押
し
つ
け
よ
う
と
し
た
り
す
る
か

も
し
れ
な
い
︒
自
身
の
そ
の
よ
う
な
対
人
関
係
上
の
課
題
を

理
解
し
︑
否
定
も
忌
避
も
せ
ず
に
取
り
組
み
︑
ま
た
そ
の
た

め
の
理
論
的
な
枠
組
み
や
実
践
的
な
手
法
︵
認
知
行
動
療
法
で

も
ユ
ン
グ
心
理
学
で
も
瞑
想
で
も
︶
を
学
ん
で
利
用
す
る
こ
と
︒

ま
た
︑
自
分
の
課
題
に
取
り
組
む
の
に
適
し
た
時
機
を
見
き

わ
め
る
こ
と
︒
対
人
関
係
上
の
課
題
が
完
全
解
決
さ
れ
た
人

間
な
ど
い
な
い
の
で
︑
そ
れ
ら
を
自
覚
し
て
取
り
組
む
筋
道

が
見
え
て
い
る
か
︑
と
言
い
換
え
て
も
い
い
︒

第
二
に
︑
対
象
者
つ
ま
り
語
り
手
を
理
解
す
る
こ
と
︒
と

は
い
っ
て
も
︑
対
象
者
を
み
る
私
た
ち
の
メ
ガ
ネ
は
決
し
て

透
明
な
も
の
で
は
な
い
︒
自
分
が
不
可
避
的
に
も
っ
て
い
る

偏
り
を
自
覚
し
︑
む
し
ろ
そ
れ
を
逆
手
に
と
っ
て
対
象
者
理

解
に
踏
み
出
す
積
極
性
は
あ
る
か
︒
学
歴
や
出
身
地
や
︑
人

種
や
性
別
な
ど
に
よ
る
偏
見
や
苦
手
な
タ
イ
プ
は
克
服
し
た
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ほ
う
が
よ
い
が
︑
努
力
し
よ
う
の
な
い
偏
り
も
あ
る
︒
た
と

え
ば
﹁
上
智
大
学
か
ら
来
た
傾
聴
者
の
○
○
﹂
と
紹
介
さ
れ

る
時
点
で
︑
先
方
の
患
者
や
家
族
に
は
な
ん
ら
か
の
先
入
観

を
与
え
反
応
を
喚
起
し
て
︑
接
し
方
︑
自
分
の
語
り
方
・
見

せ
方
が
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
︒
む
し
ろ
そ
こ
か
ら
語
り
手

と
の
距
離
を
埋
め
て
い
き
︑
注
意
深
く
傾
聴
を
深
化
さ
せ
る

工
夫
と
真
摯
さ
が
求
め
ら
れ
る
︒
語
り
手
の
中
で
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
へ
の
共
感
的
理
解
を
も
っ
て
︑
積
極
的
に
︑
ま
た
︑

借
り
物
で
は
な
い
自
身
の
人
生
経
験
を
総
動
員
し
て
参
照
し

な
が
ら
︑
傾
聴
で
き
る
だ
ろ
う
か
︒

第
三
に
︑
傾
聴
者
自
身
が
必
要
時
に
は
躊
躇
せ
ず
助
け
を

求
め
る
姿
勢
が
あ
る
か
︒
傾
聴
者
に
も
触
れ
ら
れ
た
く
な
い

自
分
の
事
柄
が
あ
る
し
︑
批
判
さ
れ
る
と
つ
ら
い
点
も
あ
ろ

う
︒
同
時
に
︑
他
人
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
性
急
に
鵜

呑
み
に
す
る
の
で
は
な
く
自
己
の
課
題
と
実
際
に
照
ら
し
合

わ
せ
て
吟
味
し
︑
活
用
し
︑
自
己
の
あ
り
方
を
調
整
し
て
い

く
姿
勢
が
も
て
る
だ
ろ
う
か
︒
第
一
の
自
己
理
解
力
と
似
て

い
る
が
︑
窮
し
た
時
点
で
自
分
を
守
る
鎧
を
解
い
て
他
者
に

助
け
を
求
め
る
こ
と
を
躊
躇
し
な
い
姿
勢
︑
と
言
い
換
え
る

こ
と
が
で
き
る
︒
こ
れ
は
︑
仲
間
へ
の
た
だ
の
甘
え
で
は
な

い
︑
自
分
が
最
善
を
尽
く
し
た
と
納
得
で
き
る
︑
深
く
根
を

張
っ
た
自
己
肯
定
が
な
け
れ
ば
︑
他
人
に
自
分
を
さ
ら
す
こ

と
は
難
し
い
︒
そ
し
て
︑
こ
の
第
三
項
は
︑
他
人
に
自
分
を

さ
ら
し
て
傾
聴
さ
れ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
を
知
っ

て
関
わ
る
た
め
に
も
︑
ま
た
傾
聴
者
自
身
の
セ
ル
フ
ケ
ア
の

た
め
に
も
︑
実
は
欠
か
せ
な
い
項
目
で
あ
る
︒

第
四
の
能
動
的
関
係
力
と
は
︑
傾
聴
者
が
語
り
手
に
積
極

的
に
関
わ
っ
て
い
く
力
で
あ
る
︒
ほ
か
な
ら
ぬ
自
分
自
身
の

感
性
か
ら
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
を
生
か
し
︑
言
葉
と
場
所
と

時
を
選
び
︑
積
極
的
に
語
り
手
に
投
げ
か
け
た
り
問
い
か
け

た
り
し
て
み
る
姿
勢
で
あ
る
︒
そ
れ
に
は
自
身
の
価
値
観
や

姿
勢
が
露
呈
す
る
リ
ス
ク
も
あ
る
し
︑
語
り
手
に
及
ぼ
す
影

響
に
は
責
任
が
あ
る
︒
吟
味
熟
考
の
上
で
の
関
わ
り
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
︒

第
五
の
概
念
化
力
・
表
現
力
が
重
要
な
の
は
︑
私
た
ち
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
言
葉
に
依
存
し
て
い
る
ゆ
え
で
あ

る
︒
語
り
手
の
内
面
を
直
接
知
る
こ
と
は
で
き
ず
︑
自
己
と

い
う
器
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
通
し
て
推
察
し13

︑
そ

れ
を
言
葉
に
し
て
返
し
て
み
る
︒
そ
の
と
き
重
要
な
の
は
︑
相

手
に
な
じ
み
の
あ
る
︑
相
手
の
立
つ
場
所
に
届
く
言
葉
で
も

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
︒
偉
大
な
哲
学
者
の
言
葉
や
著
名
な
宗

教
家
の
言
葉
の
知
識
︑
心
理
学
の
理
論
な
ど
を
深
い
理
解
も

場
の
吟
味
も
な
し
に
振
り
か
ざ
す
の
は
︑
か
え
っ
て
害
に
な

り
か
ね
な
い
︒
し
た
が
っ
て
こ
の
第
五
の
概
念
化
力
・
表
現

力
は
︑
い
わ
ゆ
る
﹁
学
力
﹂
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
な
語
彙
力

で
は
な
く
︑
語
り
手
の
こ
と
ば
を
咀
嚼
し
て
自
分
の
応
じ
方

を
選
ぶ
︑
地
に
足
の
つ
い
た
こ
と
ば
の
即
興
力
︑
あ
る
種
の

文
学
的
・
美
的
な
セ
ン
ス
と
い
え
る
︒

﹁
学
び
の
指
標
﹂
の
自
己
理
解
力
以
外
の
四
項
目
を
吟
味
す

る
と
︑
そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
︑
自
己
理
解
と
︑
語
り
手
を
前

に
し
て
の
︑
そ
の
自
己
の
運
用
︑
と
い
う
こ
と
に
か
か
っ
て

い
る
︒﹁
学
び
の
指
標
﹂
で
あ
げ
ら
れ
た
五
項
目
は
い
ず
れ
も

形
の
な
い
も
の
だ
が
︑
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
い
う
﹁
教
育
的

に
構
成
さ
れ
た
場
﹂
で
形
に
顕
れ
て
く
る
︒
そ
れ
を
と
ら
え
︑

支
持
し
た
り
︑
対
峙
し
た
り
︑
明
確
化
し
た
り
す
る
作
業
を

行
う
の
で
あ
る
︒
実
際
に
私
た
ち
の
傾
聴
者
が
行
う
こ
と︵
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
︶
も
︑
語
り
手
の
自
己
理
解
と
︑
傾
聴
者

を
前
に
し
て
の
そ
の
運
用
を
と
ら
え
︑
支
持
し
︑
対
峙
し
︑
明

確
化
す
る
作
業
で
あ
り
︑
そ
れ
が
可
能
な
﹁
ケ
ア
的
関
係
の

構
築
﹂
で
あ
る
︑
と
私
は
考
え
て
い
る
︒

4
傾
聴
さ
れ
る
物
語
の「
事
実
性
」

傾
聴
者
は
不
思
議
と
し
か
思
え
な
い
事
態
に
出
会
う
こ
と

が
あ
る
︒﹁
隠
さ
れ
た
﹂
あ
る
い
は
﹁
本
人
も
自
覚
し
て
い
な

か
っ
た
﹂
こ
と
が
ら
に
出
会
い
︑
し
か
し
そ
の
リ
ア
リ
テ
ィ

や
他
の
事
実
と
の
符
合
に
︑
語
り
手
も
傾
聴
者
も
と
も
に
驚

く
よ
う
な
事
態
だ
︒
精
神
医
学
や
心
理
学
の
テ
キ
ス
ト
に
は
︑

﹁
ラ
ポ
ー
ル
︵rapport

︶﹂
と
い
う
︑
語
り
手
と
傾
聴
者
が
密

接
に
意
思
疎
通
す
る
現
象
が
起
こ
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い

る
︒
同
時
に
﹁
転
移
﹂
や
﹁
投
影
﹂
な
ど
の
︑
傾
聴
者
を
揺

す
ぶ
り
認
識
を
歪
め
か
ね
な
い
現
象
と
と
も
に
︒
啓
示
的
に

み
え
る
体
験
の
獲
得
や
︑
特
殊
な
認
識
能
力
ら
し
き
も
の
の

獲
得
に
こ
だ
わ
る
こ
と
は
︑
そ
れ
以
外
の
出
来
事
に
本
来
払

う
べ
き
注
意
を
忘
れ
さ
せ
る
︒
ま
た
そ
れ
ら
体
験
や
能
力
の

獲
得
こ
そ
が
傾
聴
者
の
ゴ
ー
ル
と
信
じ
込
ん
だ
り
︑﹁
事
実
﹂

を
見
抜
く
特
殊
能
力
こ
そ
が
傾
聴
の
本
質
で
あ
る
か
の
よ
う

に
み
な
し
た
り
す
る
こ
と
は
︑
傾
聴
実
践
を
学
ぶ
う
え
で
有

害
で
あ
る
︑
と
私
は
考
え
て
い
る
︒
な
ぜ
な
ら
私
た
ち
は
︑
理

解
を
超
え
た
他
者
と
い
う
も
の
を
前
に
し
て
い
る
か
ら
だ
︒
特

殊
能
力
で
一
気
に
相
手
に
近
づ
く
︵
近
づ
い
た
つ
も
り
に
な

る
︶
よ
り
は
︑
せ
め
て
理
解
に
近
づ
く
た
め
の
な
に
か
を
拾

い
上
げ
よ
う
︑
と
注
意
深
く
模
索
す
る
態
度
こ
そ
傾
聴
者
の

あ
り
方
だ
︒
そ
し
て
︑
傾
聴
者
は
限
界
だ
ら
け
の
孤
独
な
存

在
で
あ
り
︑
私
た
ち
は
勘
違
い
や
行
き
違
い
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
に
頻
繁
に
出
会
う
日
常
に
生
き
て
い
る
の
だ
︒

語
り
手
が
常
に
﹁
あ
り
の
ま
ま
の
正
確
な
事
実
﹂
を
語
る

と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
︒
真
顔
で
虚
偽
を
語
る
人
も
あ
る

し
︑
ミ
ュ
ン
ヒ
ハ
ウ
ゼ
ン
症
候
群
な
ど
の
よ
う
に
︑
自
ら
を

害
す
る
行
為
が
症
状
の
裏
に
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
︒

そ
う
で
な
く
て
も
︑
同
じ
事
実
を
複
数
の
人
に
確
認
す
る
と
︑

少
し
ず
つ
食
い
違
い
が
あ
る
︒
患
者
の
話
と
家
族
の
話
が
異
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な
っ
た
り
︑
同
じ
人
の
話
が
だ
ん
だ
ん
変
わ
っ
て
い
っ
た
り

す
る
の
は
︑
あ
た
り
ま
え
で
あ
る
︒
私
た
ち
は
︑
他
人
に
な

に
か
を
語
る
と
き
に
︑
誇
張
・
脚
色
し
た
り
控
え
め
に
語
っ

た
り
︑
特
定
の
話
題
を
迂
回
し
た
り
し
て
︑
語
り
手
で
あ
る

自
分
の
見
せ
方
を
つ
ね
に
調
整
し
て
い
る
︒
自
分
の
苦
労
や

苦
痛
を
語
る
の
を
よ
し
と
し
な
い
価
値
観
・
宗
教
観
・
文
化

も
あ
る
︒

傾
聴
者
が
努
力
し
て
も
︑
他
者
に
は
理
解
す
る
こ
と
が
そ

も
そ
も
難
し
い
病
気
が
あ
る
︒
重
病
に
な
っ
た
と
い
う
考
え

が
頭
か
ら
離
れ
な
く
な
る
心
気
症
や
不
定
愁
訴
︑
快
感
目
的

だ
と
誤
解
さ
れ
る
依
存
症14

は
︑
専
門
の
医
師
に
も
︑
親
し
い

家
族
に
も
理
解
さ
れ
に
く
い
︒
重
篤
な
不
治
の
病
の
影
に
隠

れ
が
ち
だ
が
︑
慢
性
疾
患
の
苦
し
み
︵
症
状
に
加
え
て
経
済

的
・
社
会
的
・
対
人
関
係
的
な
諸
問
題
の
派
生
︑
当
初
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
喪
失
す
る
悲
嘆
な
ど
︶
も
あ
る
︒

と
こ
ろ
で
︑
過
去
の
つ
ら
い
体
験
を
隠
蔽
し
よ
う
と
し
た

た
め
に
︑
そ
れ
が
こ
の
よ
う
な
身
体
症
状
と
し
て
あ
ら
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
︑
傾
聴
に
よ
っ
て
つ
ら
い
体
験
に
た
ま
た
ま

光
が
当
た
る
こ
と
で
︑
思
い
が
け
ず
症
状
が
緩
和
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
︒
た
だ
︑
傾
聴
の
場
で
︑
語
り
手
の
思
い
が
﹁
と

て
も
わ
か
っ
て
し
ま
っ
た
﹂﹁
自
分
と
あ
ま
り
に
も
似
て
い

る
﹂
よ
う
に
感
じ
る
と
き
に
は
︑
そ
こ
に
自
分
の
願
望
が
投

影
さ
れ
て
い
な
い
か
？
と
︑
慎
重
に
な
る
必
要
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
︒
語
り
手
を
よ
く
見
て
︑
無
理
の
な
い
推
論
を
慎

重
に
重
ね
て
い
る
つ
も
り
で
も
︑
語
り
手
や
傾
聴
者
の
期
待

や
願
望
が
滑
り
込
ん
で
く
る
か
ら
だ
︒
も
ち
ろ
ん
直
観
が
正

し
い
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
︒

達
人
的
な
他
者
の
完
全
理
解
は
目
指
す
べ
き
目
標
で
は
な

い
︒
け
れ
ど
も
傾
聴
者
が
︑
手
が
か
り
の
よ
う
だ
が
よ
く
わ

か
ら
な
い
な
に
か
︵
あ
る
い
は
な
に
か
の
欠
如
︶
を
拾
い
上
げ

る
と
き
が
あ
る
︒
そ
こ
で
︑
率
直
に
尋
ね
て
み
る
と
︑
ど
う

な
る
だ
ろ
う
か
︒
た
と
え
ば
特
定
の
事
件
を
軸
に
話
が
循
環

し
た
り
︑
悲
し
い
話
を
笑
顔
で
し
て
い
た
り
︑
中
心
人
物
へ

の
言
及
が
迂
回
さ
れ
て
い
た
り
︒
そ
こ
を
勝
手
に
推
測
し
補

っ
て
わ
か
っ
た
つ
も
り
に
な
る
の
が
私
た
ち
の
常
だ
が
︑﹁
お

話
し
さ
れ
な
か
っ
た
○
○
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
﹂﹁
△
△

を
聞
い
て
私
に
は
こ
う
い
う
感
じ
が
す
る
の
で
す
が
︙
︙
﹂

﹁
こ
う
理
解
し
て
よ
い
で
す
か
﹂
な
ど
と
尋
ね
て
み
る
の
だ
︒

尋
ね
て
教
え
を
請
う
こ
と
は
語
り
手
に
対
す
る
敬
意
の
表

明
だ
︒
研
究
所
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
中
で
私
た
ち
が
生
育

歴
を
共
有
す
る
限
ら
れ
た
受
講
生
だ
け
で
も
︑
私
た
ち
の
想

像
を
超
え
る
人
生
経
験
を
さ
れ
て
い
る
︒
傾
聴
者
が
語
り
手

と
類
似
の
経
験
を
も
つ
場
合
に
可
能
に
な
る
共
感em

pathy

と
対
比
し
て
︑
C
P
E
の
世
界
に
は
も
う
一
つ
︑interpathy

と
い
う
方
法
が
あ
る
︒
敬
意
を
も
っ
て
教
え
を
請
う
姿
勢
を

と
お
し
て
︑
語
り
手
の
言
語
化
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
方
法
で
あ

る
︵
小
西
︑
二
〇
一
一
︑
三
四
七
頁
︶︒
目
指
さ
れ
て
い
る
の
は
︑

傾
聴
者
が
情
報
を
得
る
こ
と
よ
り
も
︑
教
え
を
請
う
こ
と
に

よ
る
ケ
ア
関
係
構
築
だ
︒

傾
聴
の
場
で
言
及
さ
れ
る
事
実
は
単
一
で
は
な
い
︒
歴
史

的
事
実
︑
物
理
的
事
実
に
加
え
︑
物
語
と
い
う
形
を
と
っ
た

心
理
的
事
実
に
も
出
会
う
︒
そ
し
て
歴
史
的
事
実
︑
物
理
的

事
実
よ
り
も
心
理
的
事
実
の
ほ
う
が
役
立
つ
こ
と
も
あ
る
︒

在
宅
医
療
に
取
り
組
む
医
師
の
大
井
玄
は
︑﹁
痴
呆
老
人
﹂
と

さ
れ
る
人
々
が
︑
知
覚
能
力
の
低
下
に
よ
っ
て
現
実
︵
歴
史

的
・
物
理
的
事
実
︶
と
乖
離
し
な
が
ら
も
︑
彼
ら
の
心
理
的
事

実
の
中
で
の
論
理
や
首
尾
一
貫
性
を
保
っ
て
い
る
こ
と
に
着

目
す
る
︒
そ
し
て
︑﹁
痴
呆
老
人
﹂
た
ち
が
生
き
︵
ら
れ
︶
る

世
界
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
を
支
持
し
︑
そ
の
世

界
の
中
の
語
彙
を
使
っ
て
入
り
込
む
方
法
︑
い
わ
ば
心
理
的

事
実
を
介
し
て
ケ
ア
関
係
を
つ
く
る
方
法
を
実
践
す
る
︵
大

井
︑
二
〇
一
一
︑K

indle Locations: 646-678

︶︒

5
医
療
制
度
を
支
え
、ケ
ア
関
係
の
共
同

体
を
つ
く
る

傾
聴
者
の
活
動
は
︑
医
療
制
度
に
ど
う
か
か
わ
る
の
だ
ろ

う
︒
た
と
え
ば
︑﹁
根エ

ビ
デ
ン
ス拠
に
基
づ
く
医
療
﹂
の
中
に
︑﹁
患
者

の
語
り
に
基
づ
く
医
療
﹂
が
適
切
に
補
完
的
に
組
み
入
れ
ら

れ15

︑
公
衆
衛
生
や
正
し
い
医
療
知
識
の
啓
発
に
も
︑
そ
れ
ら

を
俯
瞰
す
る
疫
学
的
な
視
点
に
も
寄
与
す
る
た
め
に
︑
医
療

者
あ
る
い
は
医
療
に
通
じ
た
傾
聴
者
の
真
摯
な
活
動
は
必
要

だ
︵
ク
ラ
イ
ン
マ
ン
︑
一
九
九
六
︑
二
九
九
頁
︶︒

で
は
︑
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
は
医
療
制
度
に
ど
の
よ
う

に
貢
献
し
う
る
だ
ろ
う
か
︒
人
材
養
成
講
座
の
受
講
生
に
は
︑

遺
族
と
あ
わ
せ
て
︑
医
療
者
が
多
い
︒
彼
ら
の
話
か
ら
気
づ

か
さ
れ
る
の
は
︑
医
療
者
︵
そ
し
て
傾
聴
者
︶
自
身
も
悩
み
失

敗
し
傷
つ
く
人
間
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
と
も
す
る
と
︑

医
療
者
は
︑
一
方
的
に
ケ
ア
を
与
え
る
完
全
な
存
在
で
あ
る

べ
き
／
完
全
な
存
在
で
あ
る
は
ず
︑
と
期
待
さ
れ
が
ち
︑
医

療
者
も
そ
う
思
い
が
ち
︑
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
こ
の
た
め

に
︑
医
療
者
自
身
の
悲
嘆
は
見
落
と
さ
れ
た
り
隠
さ
れ
た
り

し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
︒
ま
た
い
っ
ぽ
う
で
︑
医
療
者
か

ら
患
者
や
家
族
に
対
す
る
人
間
的
な
関
わ
り
を
育
て
損
な
っ

た
り
し
て
い
る
こ
と
も
︑
と
き
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
︒

安
藤
泰
至
と
打
出
喜
義
は
︑︵
説
明
や
謝
罪
や
傾
聴
を
含
む
︶

あ
ら
ゆ
る
人
間
的
な
関
わ
り
が
ほ
ん
ら
い
は
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

に
な
り
う
る
の
に
︑
し
ば
し
ば
終
末
期
医
療
や
患
者
の
死
後
︑

あ
る
い
は
病
的
な
悲
嘆
と
い
う
特
定
状
況
に
か
た
よ
っ
て
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
示
す
︒
い
っ
ぽ
う

で
︑
医
療
者
の
迷
い
や
失
敗
︑
医
療
者
自
身
の
悲
嘆
を
適
切

に
語
る
文
化
が
︑
組
織
体
と
し
て
の
病
院
や
医
学
界
に
よ
っ

て
抑
圧
さ
れ
て
い
る
一
面
を
指
摘
し
︑
そ
れ
が
患
者
や
家
族

の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
を
困
難
に
し
た
り
複
雑
に
し
た
り
す
る
状

況
を
も
問
題
化
す
る
︵
安
藤
・
打
出
︑
二
〇
一
二
︶︒
こ
の
よ

100
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う
な
現
状
に
対
し
て
︑
リ
タ
・
シ
ャ
ロ
ン
の
提
唱
す
る
︑
パ

ラ
レ
ル
チ
ャ
ー
ト
と
い
う
記
録
を
書
く
こ
と
と
声
を
出
し
て

の
読
み
あ
わ
せ
の
場
を
つ
く
る
実
践
は
︑
ヒ
ン
ト
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
︒
彼
女
は
そ
の
共
同
体
が
も
つ
セ
ラ
ピ
ー
的
な

効
果
を
控
え
め
に
言
及
し
た
け
れ
ど
も
︑
そ
れ
は
グ
リ
ー
フ

ケ
ア
研
究
所
で
い
う
﹁
ケ
ア
対
象
者
・
ケ
ア
提
供
者
が
と
も

に
各
自
の
死
生
観
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
十
全
に
生
き

共
存
で
き
る
ケ
ア
関
係
の
構
築
﹂﹁
教
育
的
に
構
成
さ
れ
た

場
﹂
に
ほ
か
な
ら
な
い
︒
ま
た
シ
ャ
ロ
ン
自
身
が
言
う
よ
う

に
︵
二
〇
一
一
︑
三
四
三
頁
︶
そ
れ
は
医
師
と
し
て
の
専
門
性

と
人
間
性
と
を
と
も
に
鍛
え
る
共
同
体
と
な
り
う
る
︒

﹁
ケ
ア
関
係
﹂
で
つ
く
ら
れ
る
共
同
体
に
は
小
さ
な
も
の
か

ら
大
き
な
も
の
ま
で
あ
る
︒
最
小
の
も
の
と
し
て
は
︑
医
療

者
と
患
者
︑
そ
し
て
家
族
︒
少
し
大
き
い
の
は
︑
チ
ー
ム
医

療
を
行
っ
て
い
る
チ
ー
ム
︒
バ
リ
ン
ト
・
グ
ル
ー
プ
や
︑
リ

タ
・
シ
ャ
ロ
ン
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
・
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
の
グ
ル
ー

プ
︒
私
た
ち
上
智
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
︑
二
年
間
を
経
た

修
了
後
の
研
修
も
想
定
し
て
い
る
た
め
︑
修
了
生
は
研
修
を

通
し
て
継
続
的
に
研
究
所
と
関
わ
り
続
け
る
こ
と
に
な
る
︒

し
た
が
っ
て
︑
私
た
ち
は
︑
現
在
の
受
講
生
か
ら
修
了
生
や

そ
の
指
導
者
や
支
援
者
を
含
め
た
傾
聴
者
の
共
同
体
を
創
造

し
支
え
て
い
く
責
務
を
負
う
︒
チ
ャ
プ
レ
ン
同
士
が
傾
聴
し

あ
う
よ
う
に
︑
私
た
ち
も
傾
聴
し
あ
う
共
同
体
で
あ
る
︒
傾

聴
者
の
共
同
体
は
︑
人
間
の
苦
し
み
や
喜
び
︑
生
の
意
味
な

ど
の
﹁
物
語
﹂
の
語
彙
を
︑
死
生
学
や
諸
宗
教
の
資
源
か
ら

借
り
て
い
る
︒
傾
聴
者
の
共
同
体
に
も
︑
彼
ら
が
出
会
う
語

り
手
に
も
︑
さ
ま
ざ
ま
な
信
仰
や
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
を
も

つ
人
々
が
い
て
︑
宗
教
の
違
い
︑
宗
教
者
と
非
宗
教
者
の
違

い
を
超
え
て
︑
語
り
手
た
ち
は
傾
聴
者
の
共
同
体
に
新
し
い

語
彙
を
も
た
ら
す
︒
傾
聴
者
は
語
り
手
か
ら
︑
旧
約
聖
書
の

一
節
に
人
の
喜
び
を
見
出
し
た
り
︑
自
己
愛
を
承
認
す
る
仏

典
を
教
え
ら
れ
た
り
︑
ク
ル
ア
ー
ン
︵
コ
ー
ラ
ン
︶
か
ら
イ
ス

ラ
ー
ム
的
な
助
け
合
い
の
当
然
さ
に
驚
か
さ
れ
た
り
し
︑
そ

こ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
て
︑
書
き
語
り
︑
傾
聴
者
の
共
同

体
を
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
︒

謝
辞

上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
の
他
の
教
員
と
の
話
し
合
い
か

ら
得
た
も
の
の
多
く
が
拙
稿
に
は
反
映
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
二

〇
一
七
年
一
二
月
二
二
日
︑
第
六
二
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
で

の
報
告
と
討
議
︑
草
稿
を
読
ん
で
い
た
だ
い
た
安
藤
泰
至
氏
か
ら

の
問
い
か
け
と
明
確
化
で
︑
私
の
理
解
を
見
な
お
す
視
座
を
得
た
︒

傾
聴
と
い
う
行
為
の
双
方
向
性
を
説
く
拙
稿
を
書
く
プ
ロ
セ
ス
で
︑

問
い
か
け
か
ら
さ
ら
な
る
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
い
︒

注1　
﹁
体
験
﹂
と
﹁
経
験
﹂︒
英
語
で
はexperience

だ
が
︑
そ
の

時
そ
の
場
で
の
味
わ
い
を
﹁
体
験
﹂︑
体
験
の
内
容
や
意
味

を
省
察
し
心
に
再
度
印
象
づ
け
る
こ
と
を
﹁
経
験
﹂
と
︑
私

は
使
い
分
け
る
︒

2　
災
害
・
事
故
・
事
件
へ
の
手
当
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
グ
リ
ー

フ
ケ
ア
研
究
所
で
あ
る
か
ら
︑
傾
聴
者
や
支
援
者
が
背
負
い

が
ち
な
ス
ト
レ
ス
の
手
当
や
セ
ル
フ
ケ
ア
へ
の
配
慮
は
欠
か

せ
な
い
︒

3　
山
本
︵
二
〇
一
二
︶
は
︑
大
阪
で
の
受
講
生
に
質
問
紙
調
査

と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
︒
人
材
養
成
講
座
を
経
て
︑
自

分
自
身
の
悲
嘆
に
つ
い
て
確
認
・
自
覚
し
た
と
い
う
受
講
生

が
多
か
っ
た
と
い
う
︒

4　

臨
床
牧
会
教
育
の
原
型
を
つ
く
っ
た
ひ
と
り
は
ボ
イ
セ
ン

︵A
nton Theophilus Boisen

︶
と
い
う
神
学
者
で
あ
る
︒
当

時
は
︑
宗
教
と
心
理
学
と
が
対
話
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
︑

人
々
を
癒
し
︑
よ
り
深
い
真
理
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
た
人
た
ち
の
運
動
が
あ
り
︑
た
と
え
ば
﹃
宗
教
的
経
験
の

諸
相
﹄
を
書
い
た
心
理
学
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
や
︑

精
神
分
析
と
神
学
を
突
き
合
わ
せ
て
精
神
の
健
康
と
は
な
に

か
を
問
い
か
け
た
神
学
者
ポ
ー
ル
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
著
作
な

ど
が
読
ま
れ
た
︒
ボ
イ
セ
ン
自
身
も
そ
れ
ら
の
読
者
で
あ
る

と
と
も
に
︑
病
い
に
苦
し
み
つ
つ
︑
自
身
を
﹁
人
間
と
い
う

生
き
た
教
科
書
﹂
と
し
て
提
供
し
︑
ま
た
自
ら
探
究
し
た
︒

︵Leas

︑
日
付
な
し
︶

5　
パ
ス
ク
で
の
傾
聴
者
育
成
の
実
際
は
︑
窪
寺
・
伊
藤
・
谷
山

編
︵
二
〇
一
〇
︶
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
橋
本
・
山

本
・
澤
田
︵
二
〇
一
七
︶
は
︑
大
阪
の
公
立
病
院
で
の
パ
ス

ク
の
一
週
間
の
実
習
が
ど
の
よ
う
に
病
院
ス
タ
ッ
フ
に
受
け

止
め
ら
れ
た
か
を
報
告
し
て
い
る
︒

6　
援
助
を
す
る
側
が
︑
援
助
さ
れ
る
側
よ
り
も
得
る
も
の
が
多

い
の
で
は
な
い
か
︑
と
い
う
道
徳
的
標
語
の
よ
う
な
問
い
か

け
に
よ
り
︑
し
ば
し
ば
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
領
域
で
言
及
さ
れ

る
古
典
的
論
文
と
し
て
︑R

iessm
an , Frank 1965 “The 

‘H
elper ’ T

herapy Principle ,” Social W
ork , the N

ational 
A

ssociation of Social W
orkers,  10(2) , pp .27 -32

を
あ
げ
て
お

き
た
い
︒

7　
理
論
や
研
究
方
法
か
ら
実
践
ま
で
展
開
す
る
医
療
的
な
専
門

性
を
体
現
し
た
一
例
を
あ
げ
れ
ば
︑
田
村
ら
︵
田
村
・
河
・

森
田
︑
二
〇
一
二
︶
が
あ
る
︒
患
者
や
家
族
の
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
な
﹁
痛
み
﹂
を
と
ら
え
る
た
め
の
指
標SpiPas

を
︑
村

田
久
行
の
傾
聴
理
論
に
基
づ
い
て
制
作
提
案
し
︑
実
地
調
査

を
踏
ま
え
︑
痛
み
に
対
す
る
看
護
現
場
で
の
具
体
的
な
ケ
ア

を
提
案
す
る
︒

8　
都
市
部
の
大
病
院
に
奉
職
す
る
看
護
師
で
あ
る
受
講
生
の
S

氏
は
︑
こ
の
方
法
を
職
場
で
行
い
︑
職
場
で
得
た
さ
ま
ざ
ま

な
反
応
あ
る
い
は
無
反
応
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
た
︒

9　
医
師
︑
麻
酔
医
︑
看
護
師
︑
薬
剤
師
︑
栄
養
士
︑
チ
ャ
プ
レ

ン
等
々
の
専
門
職
か
ら
な
る
チ
ー
ム
が
︑
患
者
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
状
況
に
合
わ
せ
て
︑
治
療
な
ど
の
方
向
性
を
打
ち
合

わ
せ
る
場
︒

10　
レ
イ
ヴ
と
ウ
ェ
ン
ガ
ー
︵
一
九
九
三
︶
で
は
︑
学
習
は
個
人

の
内
面
だ
け
で
成
立
す
る
の
で
は
な
く
︑
専
門
家
の
共
同
体

へ
の
段
階
的
参
与
と
共
同
体
の
変
容
・
代
謝
で
あ
る
と
み
る
︒

た
と
え
ば
︑
衣
服
を
つ
く
る
作
業
で
は
︑
布
裁
ち
は
失
敗
が

許
さ
れ
な
い
作
業
︵
材
料
を
ダ
メ
に
し
て
し
ま
う
か
ら
︶
だ

が
ボ
タ
ン
付
け
は
や
り
直
し
が
き
く
︒
し
た
が
っ
て
新
参
弟

子
は
ボ
タ
ン
付
け
か
ら
始
め
て
服
の
構
造
を
身
体
で
感
じ
な

が
ら
︑
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
布
裁
ち
の
段
階
の
準
備
を

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
︒
服
全
体
の
構
造
︑
そ
し
て
作
業
共

同
体
全
体
の
構
造
を
理
解
し
て
︑
兄
弟
子
を
経
て
親
方
に
至

る
道
が
開
け
る
︒

11　
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
学
会
の
﹁
倫
理
規
程
﹂
に
は
︑
ケ
ア
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対
象
者
の
尊
厳
を
銘
記
す
る
こ
と
を
求
め
る
一
節
が
あ
る
︒

http://w
w

w.spiritualcare.jp/qualification/ethical _code/

12　
こ
の
五
項
目
の
﹁
学
び
の
指
標
＝
評
価
項
目
﹂
は
︑
副
所
長

の
伊
藤
高
章
が
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
研
究
所
内
で
の
話
し
合

い
を
反
映
さ
せ
て
受
講
生
用
に
ま
と
め
た
覚
え
書
き
に
基
づ

く
︒
そ
の
た
め
︑
私
の
現
時
点
で
の
理
解
を
述
べ
る
が
︑
今

後
も
加
筆
が
予
想
さ
れ
︑
ま
た
本
来
の
著
作
者
は
伊
藤
で
あ

る
︒

13　
他
者
理
解
の
心
理
機
能
的
基
盤
と
し
て
の
﹁
心
の
理
論
﹂︑
ま

た
脳
機
能
的
基
盤
と
し
て
の
ミ
ラ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
理
論
は
︑

自
分
自
身
の
心
を
参
照
し
て
他
者
の
心
を
推
察
し
よ
う
と
す

る
こ
の
作
業
に
関
わ
り
が
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
が
︑
私
た
ち

の
実
践
に
影
響
す
る
ほ
ど
の
研
究
の
進
展
に
は
至
っ
て
い
な

い
︒

14　
た
と
え
ば
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
︑
酩
酊
の
快
と
引
き
換
え

に
家
族
︵
へ
︶
の
愛
や
人
と
し
て
の
責
任
や
人
間
性
を
喪
失

し
堕
落
す
る
こ
と
と
︑
長
い
間
み
な
さ
れ
て
き
た
︒
焦
燥
感

に
苛
ま
れ
る
ア
ル
コ
ー
ル
の
探
索
行
動
︑
周
囲
を
裏
切
る
罪

責
感
を
一
時
的
に
忘
れ
る
酩
酊
︑
身
体
症
状
が
進
む
に
つ
れ

ア
ル
コ
ー
ル
を
消
化
吸
収
で
き
な
く
な
り
な
が
ら
も
探
索
行

動
が
止
ま
な
い
絶
望
感
な
ど
の
苦
し
み
に
歴
史
上
は
じ
め
て

光
を
当
て
︑
そ
れ
を
当
事
者
同
士
が
傾
聴
し
あ
う
こ
と
で
断

酒
す
る
道
を
開
い
た
の
は
︑
一
九
三
五
年
に
始
ま
っ
た
断
酒

自
助
会
︵A

lcoholics A
nonym

ous

︶
で
あ
る
︒
一
九
三
九
年

に
刊
行
さ
れ
た
体
験
談
集
は
︑
そ
の
苦
し
み
を
依
存
症
者
以

外
が
想
像
す
る
道
も
開
い
た
歴
史
的
記
念
碑
と
い
え
る
︒
そ

れ
以
前
は
宗
教
観
・
倫
理
観
や
罪
責
感
に
訴
え
る
説
得
し
か

な
か
っ
た
︵
葛
西
︑
二
〇
一
〇
b
︶︒
当
事
者
同
士
が
傾
聴

し
あ
う
︵
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
︶
方
法
は
︑

C
P
E
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
︒

15　
﹁
根
拠
に
基
づ
く
医
療
﹂
の
提
唱
者
で
あ
る
デ
イ
ビ
ッ
ド
・

サ
ケ
ッ
ト
の
定
義
と
説
明
は
︑﹁
臨
床
実
践
に
お
い
て
︑﹁
最

新
・
最
良
の
エ
ビ
デ
ン
ス
﹂
と
﹁
患
者
の
意
向
﹂
と
﹁
医
療

者
の
臨
床
能
力
﹂を
統
合
す
る
こ
と
﹂︵Sackett, et al. 2000 :1

︶

と
い
う
も
の
で
あ
る
︒﹁
根
拠
に
基
づ
く
医
療
﹂
が
傾
聴
的

態
度
と
対
立
す
る
よ
う
な
誤
解
が
あ
る
よ
う
だ
が
︑
そ
れ
は

な
ぜ
だ
ろ
う
か
︒

引
用
文
献

安
藤
泰
至
﹁
越
境
す
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

︱
諸
領
域
に
お

け
る
そ
の
理
解
の
開
け
へ
向
け
て
﹂﹃
宗
教
研
究
﹄
八
〇
︵
二
︶︑

二
〇
〇
六
年
︑
二
九
三
―三
一
二
頁
︒

安
藤
泰
至
・
打
出
喜
義
﹁
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
可
能
性

︱
医
療
は

遺
族
の
グ
リ
ー
フ
ワ
ー
ク
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
の
か
﹂ 

︑
シ
リ
ー

ズ
生
命
倫
理
学
編
集
委
員
会
編
︑
安
藤
泰
至
・
高
橋
都
責
任
編
集

﹃
終
末
期
医
療
﹄
丸
善
出
版
︑
二
〇
一
二
年
︑
一
九
三
―二
一
〇
頁
︒

大
井
玄
﹃﹁
痴
呆
老
人
﹂
は
何
を
見
て
い
る
か
﹄
新
潮
新
書
︑
二

〇
〇
八
年
︒

葛
西
賢
太
﹃
現
代
瞑
想
論

︱
変
性
意
識
が
ひ
ら
く
世
界
﹄
春
秋

社
︑
二
〇
一
〇
年
a
︒

葛
西
賢
太
﹁
も
う
一
つ
の
知

︱
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
た
ち
の

体
験
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
﹂︑﹃
現
代
思
想
﹄
三
八
︵
一
四
︶︑

二
〇
一
〇
年
b
︒

窪
寺
俊
之
・
伊
藤
高
章
・
谷
山
洋
三
編
﹃
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア

を
語
る　

第
三
集　

臨
床
的
教
育
法
の
試
み
﹄
関
西
学
院
大
学
出

版
会
︑
二
〇
一
〇
年
︒

小
西
達
也
﹁
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
﹂︑
石
谷
邦
彦
監
修
﹃
チ
ー

ム
が
ん
医
療 

実
践
テ
キ
ス
ト
﹄
東
札
幌
病
院
編
集
委
員
会
編
︑
先

端
医
学
社
︑
二
〇
一
一
年
︒

ア
ー
サ
ー
・
ク
ラ
イ
ン
マ
ン
︑
江
口
重
幸
・
五
木
田
紳
・
上
野
豪

志
訳
﹃
病
い
の
語
り

︱
慢
性
の
病
い
を
め
ぐ
る
臨
床
人
類
学
﹄

誠
信
書
房
︑
一
九
九
六
年
︒

佐
藤
泰
子
﹃
苦
し
み
と
緩
和
の
臨
床
人
間
学

︱
聴
く
こ
と
︑
語

る
こ
と
の
本
当
の
意
味
﹄
晃
洋
書
房
︑
二
〇
一
一
年
︒

島
薗
進
﹃
精
神
世
界
の
ゆ
く
え

︱
宗
教
・
近
代
・
霊
性
﹄
秋
山

書
店
︑
二
〇
〇
七
年
︵
一
九
九
六
年
︶︒

リ
タ
・
シ
ャ
ロ
ン
︑
斎
藤
清
二
・
岸
本
寛
史
・
宮
田
靖
志
・
山
本

和
利
訳
﹃
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
・
メ
デ
ィ
ス
ン

︱
物
語
能
力
が
医
療
を

変
え
る
﹄
医
学
書
院
︑
二
〇
一
一
年
︒

上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
人
材
養
成
講
座
﹁
人
材
養
成
課
程　

二

〇
一
七
年
度　

履
修
要
覧
・
シ
ラ
バ
ス
﹂
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ

ア
研
究
所
︵
東
京
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
︶
版
︑
二
〇
一
七
年
︒

田
村
恵
子
・
河
正
子
・
森
田
達
也
編
﹃
看
護
に
活
か
す 
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
ケ
ア
の
手
引
き
﹄
青
海
社
︑
二
〇
一
二
年
︒

橋
本
富
美
子
・
山
本
佳
世
子
・
澤
田
恵
美
﹁
急
性
期
病
院
に
お
け

る
臨
床
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

︱
堺
市

立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
事
例
か
ら
﹂﹃
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア

研
究
﹄
一
号
︑
二
〇
一
七
年
︑
一
二
一
―一
三
〇
頁
︒

マ
イ
ク
ル
・
バ
リ
ン
ト
︑
池
見
酉
次
郎
他
訳
﹃
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ

ア
に
お
け
る
心
身
医
学

︱
バ
リ
ン
ト
・
グ
ル
ー
プ
の
実
際
﹄
診

断
と
治
療
社
︑
一
九
六
七
年
︒

平
田
オ
リ
ザ
﹃
演
劇
入
門
﹄
講
談
社
現
代
新
書
︑
一
九
九
八
年
︒

J
・
レ
イ
ヴ
︑
E
・
ウ
ェ
ン
ガ
ー
︑
佐
伯
胖
訳
﹃
状
況
に
埋
め
込

ま
れ
た
学
習

︱
正
統
的
周
辺
参
加
﹄
産
業
図
書
︑
一
九
九
三

年
︒ 

山
本
佳
世
子
﹁
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
提
供
者
を
目
指
す
人
た
ち

︱
ア

ン
ケ
ー
ト
お
よ
び
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
動
機
と

ニ
ー
ズ
﹂︑
髙
木
慶
子
編
﹃
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
入
門

︱
悲
嘆
の
さ

な
か
に
あ
る
人
を
支
え
る
﹄
勁
草
書
房
︑
二
〇
一
二
年
︑
一
七
五

―二
〇
〇
頁
︒

R
obert Leas , “T

he Biography of A
nton T

heophilus Boisen ,” 
https://w

w
w.acpe .edu . D

ownloaded on Septem
ber 1st, 2014 .

D
avid L Sackett , et al ., Evidence-Based M

edicine: H
ow to Practice and 

Teach EBM
, Second Edition , C

hurchill Livingstone , 2000 .

臨
床
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
協
会
︵
通
称
パ
ス
ク
︶：https ://sites .

google .com
/site/paschspirit/
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は
じ
め
に

本
稿
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
あ
ら
わ
す
概
念
と
し
て

の
﹁
縁
﹂
に
着
目
す
る
︒
社
会
関
係
と
し
て
の
﹁
縁
﹂
と
︑
宗

教
的
体
験
も
し
く
は
身
心
変
容
と
し
て
の
﹁
縁
﹂
の
接
点
を

探
り
︑
そ
れ
を
研
究
対
象
と
し
て
分
析
・
記
述
す
る
た
め
の

方
法
を
検
討
す
る
︒
縁
に
相
当
す
る
こ
と
ば
は
︑
ア
ジ
ア
を

中
心
と
す
る
仏
教
圏
で
ひ
ろ
く
共
有
さ
れ
て
お
り
︑
本
稿
で

も
日
本
と
チ
ベ
ッ
ト
の
事
例
を
中
心
に
取
り
扱
う
が
︑
よ
り

普
遍
的
な
現
象
と
し
て
縁
を
位
置
づ
け
る
た
め
の
比
較
研
究

の
可
能
性
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
︒

筆
者
は
文
化
人
類
学
を
専
門
と
し
て
︑
こ
れ
ま
で
秋
田
県

︵
二
〇
〇
三
年
～
︶︑
石
川
県
︵
二
〇
一
五
年
～
︶
の
祭
り
︑
チ

ベ
ッ
ト
の
ボ
ン
教
徒
︵
二
〇
〇
五
年
～
︶
を
対
象
と
す
る
研
究

に
従
事
し
て
き
た
︒
ボ
ン
教
徒
の
研
究
は
中
国
四
川
省
に
お

け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
成
果
を
博
士
学
位
論
文
︵
京
都

大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
︶
お
よ
び
拙
著
﹃
四
川
チ

ベ
ッ
ト
の
宗
教
と
地
域
社
会
﹄︵
小
西
︑
二
〇
一
五
︶
と
し
て

出
版
し
た
こ
と
に
よ
り
一
区
切
り
を
む
か
え
た
︒
そ
の
後
︑
ボ

ン
教
徒
の
国
境
を
越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
た
ど
っ
て
︑
ネ

パ
ー
ル
︑
カ
ト
マ
ン
ズ
お
よ
び
イ
ン
ド
︑
ヒ
マ
ー
チ
ャ
ル
プ

ラ
デ
ー
シ
ュ
州
の
ボ
ン
教
僧
院
︑
フ
ラ
ン
ス
︑
ロ
ワ
ー
ル
地

方
の
ボ
ン
教
セ
ン
タ
ー
︑
中
国
北
京
市
と
成
都
市
で
活
動
す

る
ボ
ン
教
僧
侶
と
漢
族
ボ
ン
教
徒
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
調
査
を

行
っ
て
き
た
︒

チ
ベ
ッ
ト
本
土
を
離
れ
た
ボ
ン
教
の
実
践
を
調
査
す
る
中

で
︑
ロ
ー
カ
ル
な
出
自
を
持
つ
ボ
ン
教
が
﹁
民
族
﹂
の
枠
を

越
え
て
求
心
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
関
心
を
持
っ
た
︒
ゾ

ク
チ
ェ
ン
の
加ゴ

ン

行ジ
ョ

を
中
心
と
し
た
実
践
の
地
域
を
越
え
た
展

開
に
つ
い
て
は
身
心
変
容
技
法
研
究
会
で
も
報
告
し
︑
チ
ベ

ッ
ト
の
身
心
変
容
技
法
の
現
代
社
会
に
お
け
る
意
義
に
つ
い

て
検
討
し
た
︵
小
西
︑
二
〇
一
四
︶︒
そ
こ
で
重
視
さ
れ
て
い

た
の
は
︑
ラ
マ
と
弟
子
が
出
会
い
︑
互
い
の
密
接
な
結
び
つ

き
の
中
で
修
行
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
︒

成
都
市
で
漢
族
の
ボ
ン
教
徒
に
話
を
聞
い
て
い
る
と
き
︑
結

局
は
ラ
マ
と
の
縁
︵
漢
語
で
﹁
縁
分
﹂︶
が
あ
っ
た
か
ら
ボ
ン

教
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
の
だ
︑
と
い
う
発
言
を
耳
に
す
る
こ

と
が
多
か
っ
た
︒
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
︑
ボ
ン
教
を
実
践
す
る

フ
ラ
ン
ス
人
に
︑
他
の
仏
教
で
は
な
く
な
ぜ
ボ
ン
教
な
の
か

と
問
う
た
と
き
に
同
じ
趣
旨
の
発
言
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ

た
︒
そ
こ
で
︑﹁
縁
﹂
は
英
語
で
ど
の
よ
う
に
表
現
で
き
る
の

だ
ろ
う
と
考
え
た
と
き
︑
は
た
と
つ
ま
っ
て
し
ま
っ
た
︒
そ

こ
か
ら
︑
縁
が
含
意
す
る
共
同
性
の
あ
り
よ
う
を
い
か
に
と

ら
え
︑
記
述
す
れ
ば
い
い
の
か
︑
と
い
う
こ
と
に
関
心
を
持

ち
始
め
た
︒

現
在
の
勤
務
地
で
あ
る
金
沢
に
赴
任
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
︑

中
国
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
扱
っ
た
論
集
に
寄
稿

し
︑
自
分
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
振
り
返
る
機
会
が
あ
っ

た
︵
小
西
︑
二
〇
一
七
︶︒
そ
こ
で
は
︑﹁
偶
然
の
連
鎖
﹂
な
く

し
て
は
調
査
が
成
立
し
え
な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
し
た
︒
二

〇
〇
五
年
の
夏
︑
筆
者
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
場
所
を
求

め
る
あ
て
ど
も
な
い
旅
の
最
後
に
︑
疲
れ
果
て
て
︑
揺
ら
れ

て
い
た
バ
ス
の
窓
か
ら
光
り
輝
く
風
景
を
目
に
す
る
と
い
う

縁
と
身
心
変
容
―
「
縁
」概
念
の
比
較
研
究
に
向
け
て

第
三
部
❖
心
の
模
様

小
西
賢
吾

金
沢
星
稜
大
学
教
養
教
育
部
講
師
／
文
化
人
類
学
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体
験
を
し
た
︒
そ
し
て
何
を
思
っ
た
の
か
︑
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
で
標
高
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
道
を
十
数
キ
ロ
さ

か
の
ぼ
り
︑
そ
の
風
景
を
確
認
し
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
︒
こ

れ
が
︑
そ
の
後
足
か
け
一
〇
年
以
上
に
わ
た
る
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
舞
台
と
な
る
シ
ャ
ル
コ
ク
地
方
S
僧
院
と
の
出
会

い
で
あ
っ
た
︒
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
︑
筆
者
は
当
時
何
ら
か

の
身
心
変
容
状
態
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒
そ
し
て
︑
ち

ょ
う
ど
そ
の
頃
フ
ラ
ン
ス
か
ら
京
都
大
学
に
招
へ
い
さ
れ
て

い
た
チ
ベ
ッ
ト
学
の
大
家
サ
ム
テ
ン
・
カ
ル
メ
イ
先
生
と
出

会
い
︑
先
生
が
ま
さ
に
そ
の
僧
院
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
を

知
っ
た
︒
驚
き
と
と
も
に
︑
研
究
課
題
へ
の
道
が
一
気
に
開

か
れ
て
い
く
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
た
︒
自
分
は
シ
ャ
ル
コ
ク

や
ボ
ン
教
と
縁
が
あ
っ
た
︑
と
い
う
想
い
が
自
然
に
湧
き
出

る
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
︒

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
方
法
論
と
す
る
人
類
学
者
に
と
っ

て
は
︑
フ
ィ
ー
ル
ド
は
単
な
る﹁
調
査
地
﹂で
は
な
い
︒
カ
ル

チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
通
じ
て
自
分
の
身
心
に
染
み
つ
い
た
﹁
あ

た
り
ま
え
﹂
が
激
し
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
︑
変
容
す
る
︒
そ
の
引
き

金
と
な
る
の
は
︑
異
質
な
他
者
と
の
出
会
い
︑
そ
の
道
を
選
ば

な
け
れ
ば
出
会
わ
な
か
っ
た
︑
ま
さ
に
﹁
え
ん
︵
縁
︶﹂
も﹁
ゆ

か
り
︵
縁
︶﹂も
な
か
っ
た
存
在
と
の
出
会
い
で
あ
る
︒
人
が

他
者
と
の
間
に
縁
を
見
い
だ
す
と
き
︑
そ
れ
は
当
初
か
ら
定

め
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
確
信
感
を
伴
っ
て
い
る
︒
縁
が
つ
な

が
る
前
と
後
で
は
︑
ま
っ
た
く
異
な
る
世
界
に
生
き
て
い
る

よ
う
な
感
覚
さ
え
覚
え
る
︒
こ
う
し
た
経
験
か
ら
︑
縁
を
身
心

変
容
と
し
て
と
ら
え
る
た
め
の
視
座
の
模
索
が
は
じ
ま
っ
た
︒

こ
う
し
た
個
人
的
な
経
緯
の
一
方
で
︑
縁
も
し
く
は
無
縁

と
い
う
こ
と
ば
は
︑
二
十
一
世
紀
の
社
会
を
考
え
る
上
で
重

要
な
概
念
と
し
て
立
ち
上
が
っ
て
き
た
︒
筆
者
が
研
究
を
は

じ
め
た
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
と
比
べ
て
も
︑
世
界
で
は
多
様

な
レ
ベ
ル
で
の
人
び
と
の
分
断
が
加
速
し
て
き
た
︒
反
グ
ロ

ー
バ
リ
ズ
ム
の
台
頭
や
︑
国
家
・
民
族
・
宗
教
を
単
位
と
す

る
対
立
の
先
鋭
化
は
︑
本
論
で
と
り
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
急

速
に
展
開
し
て
い
る
が
︑
二
〇
一
〇
年
代
に
入
っ
て
日
本
で

展
開
し
た
﹁
無
縁
社
会
﹂
を
め
ぐ
る
議
論
は
縁
の
社
会
性
が

大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
︒

筆
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
︑
縁
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た

幸
福
な
経
験
で
あ
っ
た
が
︑
そ
の
一
方
で
二
〇
〇
八
年
の
チ

ベ
ッ
ト
﹁
三
・
一
四
事
件
﹂
や
二
〇
一
二
年
前
後
の
日
中
関

係
悪
化
な
ど
︑
民
族
や
国
家
間
の
分
断
の
現
場
に
直
面
し
︑

翻
弄
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
︒
そ
こ
で
は
︑
歩
み
寄
り
が

不
可
能
に
み
え
る
ほ
ど
の
深
刻
な
対
立
や
負
の
感
情
を
目
の

当
た
り
に
し
た
︒
そ
う
し
た
中
で
日
本
・
中
国
・
チ
ベ
ッ
ト

を
往
還
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
︑
地
域
や
帰
属
意
識
の
枠

組
み
を
越
え
て
結
ば
れ
た
縁
に
支
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
︒

分
断
さ
れ
る
世
界
と
向
き
合
い
︑
生
き
ぬ
く
た
め
に
縁
を
ど

の
よ
う
に
定
位
で
き
る
か
︒
本
論
で
は
︑
そ
の
た
め
の
見
取

り
図
を
素
描
し
て
い
き
た
い
︒

1
「
縁
」の
見
取
り
図

﹃
全
訳
漢
辞
海
﹄
に
よ
る
と
︑
縁
は
﹁
え
に
し
︑
ゆ
か
り
︒

関
係
︑
か
か
わ
り
︒
機
会
︒﹂
と
定
義
さ
れ
て
い
る
︒
縁
は
多

様
な
意
味
を
持
つ
こ
と
ば
で
あ
り
︑
一
つ
の
語
源
を
想
定
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
︒
仏
教
の
概
念
と
し
て
の
縁
は
︑
日

本
へ
の
仏
教
伝
来
以
降
比
較
的
早
い
時
期
に
広
く
定
着
し
た

と
考
え
ら
れ
る
︒
た
と
え
ば
﹃
日
本
霊
異
記
﹄
の
説
話
に
は
︑

そ
れ
ぞ
れ
﹁
縁
﹂
を
含
ん
だ
タ
イ
ト
ル
が
付
さ
れ
て
い
る
︒
し

か
し
︑
縁
は
必
ず
し
も
仏
教
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
わ
け
で
は

な
く
︑
よ
り
一
般
的
な
﹁
人
の
つ
な
が
り
﹂
を
表
す
こ
と
も

あ
る
︒
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
︑
縁
を
社
会
的
な
側
面
と
宗
教

的
な
側
面
に
わ
け
て
考
察
す
る
︒

1-

1　

社
会
的
縁

縁
は
︑
人
の
つ
な
が
り
の
あ
り
方
や
︑
社
会
構
造
を
記
述

す
る
た
め
の
概
念
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
き
た
︒
そ
の
代

表
的
な
も
の
が
﹁
地
縁
﹂
と
﹁
血
縁
﹂
で
あ
り
︑
共
住
と
親

族
関
係
を
軸
に
し
た
伝
統
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
結
び
つ
い
た

概
念
で
あ
る
︒
網
野
善
彦
が
と
り
あ
げ
た
中
世
日
本
に
お
け

る
﹁
無
縁
﹂
は
︑
土
地
に
し
ば
ら
れ
な
い
民
に
着
目
し
︑
か

れ
ら
の
行
動
の
自
由
と
身
分
差
別
を
論
じ
る
中
で
︑
地
縁
的

な
社
会
像
の
外
側
を
描
き
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
︵
網
野
︑
一

九
七
八
︿
増
補
版
︑
一
九
九
六
﹀︶︒
ま
た
︑
漂
泊
者
や
来
訪
神

な
ど
の
﹁
異
人
﹂
は
︑
地
縁
や
血
縁
で
構
築
さ
れ
た
世
界
の

外
を
生
き
る
存
在
と
し
て
表
象
さ
れ
て
き
た
︒

都
市
化
と
産
業
化
に
伴
っ
て
︑
社
会
を
構
成
す
る
つ
な
が

り
と
し
て
の
縁
の
あ
り
方
は
大
き
く
変
容
し
た
︒
縁
は
よ
り

個
人
的
な
も
の
と
な
り
︑
個
人
が
主
体
的
に
縁
＝
ど
の
集
団

に
加
入
す
る
か
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
︒
文
化

人
類
学
者
の
米
山
俊
直
は
︑
高
度
経
済
成
長
を
経
た
日
本
社

会
に
お
い
て
職
住
近
接
が
崩
壊
し
た
こ
と
を
背
景
に
︑
会
社

を
は
じ
め
と
す
る
職
場
が
形
成
す
る
﹁
社
縁
﹂
の
重
要
性
を

指
摘
し
た
︵
米
山
︑
一
九
八
一
︶︒
職
場
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な

場
を
含
め
︑
個
人
を
と
り
ま
く
縁
の
範
囲
は
拡
大
し
︑
地
縁
・

血
縁
に
代
表
さ
れ
る
生
得
的
な
﹁
非
選
択
縁
﹂
か
ら
︑
多
様

な
﹁
選
択
縁
﹂
が
現
代
人
の
生
を
支
え
る
重
要
な
要
素
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
た
︵
上
野
︑
一
九
九
四
︶︒

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
は
︑

人
の
つ
な
が
り
を
特
定
の
場
所
か
ら
解
放
し
た
︒
伝
統
的
な

家
族
の
解
体
や
︑
不
安
定
な
経
済
や
終
身
雇
用
の
崩
壊
に
よ

る
労
働
環
境
の
変
容
な
ど
を
背
景
に
︑
集
団
や
組
織
よ
り
も

﹁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た
個
人
主
義
﹂
と
表
現
で
き
る
よ
う

な
社
会
性
の
様
式
が
出
現
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
︵
長
田
・

田
所
編
︑
二
〇
一
四
︶︒
二
十
一
世
紀
に
お
い
て
は
︑
生
得
的

な
い
し
非
選
択
的
な
縁
の
有
効
性
が
減
少
す
る
中
で
︑
個
人
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が
質
・
量
と
も
に
ど
れ
だ
け
の
縁
を
獲
得
で
き
る
か
が
︑
流

動
化
す
る
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
不
可
欠
に
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

こ
う
し
た
中
で
︑
二
〇
一
〇
年
に
放
映
さ
れ
た
N
H
K
ス

ペ
シ
ャ
ル
﹁
無
縁
社
会
︱
〝
無
縁
死
〟
三
万
二
千
人
の
衝

撃
﹂︵
同
年
N
H
K
﹁
無
縁
社
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
取
材
班
﹃
無

縁
社
会

︱
〝
無
縁
死
〟
三
万
二
千
人
の
衝
撃
﹄
と
し
て
書
籍

化
︶
を
き
っ
か
け
と
し
て
提
起
さ
れ
た
﹁
無
縁
社
会
論
﹂
は
︑

大
き
な
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
︒
高
齢
者
の
孤
独
死

か
ら
出
発
し
た
無
縁
社
会
論
は
︑
地
縁
・
血
縁
・
社
縁
と
い

っ
た
従
来
の
社
会
関
係
が
保
て
な
く
な
っ
た
時
代
に
お
い
て
︑

こ
れ
か
ら
い
か
に
他
者
と
の
関
係
を
取
り
結
び
︑
社
会
を
維

持
し
て
い
く
の
か
と
い
う
普
遍
的
な
問
題
に
接
続
し
て
い
る
︒

そ
れ
は
︑
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
再
構
築
や
︑
よ
り
深
刻
化
す
る
過
疎
高
齢
化
︑
限
界
集

落
の
問
題
な
ど
と
も
連
動
し
て
い
る
︒
こ
う
し
た
背
景
の
も

と
︑
二
〇
一
〇
年
代
を
通
じ
て
︑
縁
を
生
み
出
し
維
持
す
る

た
め
の
イ
ン
フ
ラ
や
思
想
の
模
索
が
行
わ
れ
て
き
た
︒
そ
れ

は
︑
伝
統
的
価
値
観
か
ら
最
新
技
術
に
い
た
る
さ
ま
ざ
ま
な

思
想
や
技
法
を
横
断
す
る
も
の
で
あ
っ
た
︒

こ
の
よ
う
に
︑
社
会
的
な
縁
は
︑
生
ま
れ
育
っ
た
家
族
や

共
同
体
の
縁
か
ら
︑
成
長
の
過
程
で
組
み
込
ま
れ
る
組
織
の

縁
︑
そ
し
て
よ
り
主
体
的
に
選
び
取
り
構
築
す
る
縁
へ
と
展

開
し
て
き
た
︒
だ
が
そ
の
一
方
で
︑﹁
縁
結
び
﹂
や
﹁
縁
切

り
﹂
と
い
っ
た
こ
と
ば
に
端
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
︑
縁
に

は
主
体
的
選
択
で
は
な
く
︑
非
主
体
的
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
︑

自
ら
の
力
が
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
決
定
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う

な
側
面
が
あ
る
︒
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
れ
ば
い
い
の

だ
ろ
う
か
︒

1-

2　

宗
教
的
縁

全
日
本
冠
婚
葬
祭
互
助
協
会
編
﹃
無
縁
社
会
か
ら
有
縁
社

会
へ
﹄︵
二
〇
一
二
︶
に
お
い
て
は
︑
死
者
を
は
じ
め
と
す
る

目
に
見
え
な
い
存
在
を
含
め
た
縁
の
と
ら
え
方
が
提
起
さ
れ
︑

縁
を
想
起
し
再
生
産
す
る
装
置
と
し
て
の
儀
礼
の
重
要
性
が

指
摘
さ
れ
た
︒
こ
れ
は
縁
を
目
に
見
え
る
社
会
関
係
の
み
に

還
元
す
る
こ
と
な
く
︑
よ
り
多
様
な
他
者
と
の
結
び
つ
き
を

射
程
に
据
え
た
視
点
で
あ
る
︒
そ
れ
は
︑
縁
が
そ
も
そ
も
宗

教
性
を
色
濃
く
帯
び
た
概
念
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
想
起
さ

せ
る
︒

先
に
述
べ
た
よ
う
に
︑
縁
は
仏
教
用
語
で
あ
る
と
同
時
に
︑

日
常
の
中
に
浸
透
し
た
概
念
で
あ
る
︒
チ
ベ
ッ
ト
の
宗
教
者

は
︑
よ
く
﹁
仏
教
︵﹁
ダ
ル
マ
﹂chos

︶
の
縁
﹂
と
﹁
普
通
の

縁
﹂
と
い
う
よ
う
に
二
つ
の
縁
を
区
別
す
る
︒
前
者
は
初
期

仏
教
か
ら
見
ら
れ
る
根
本
教
義
で
あ
る
十
二
縁
起
︵
十
二
因

縁
︶︑
つ
ま
り
無
明
を
起
点
と
し
て
い
か
に
苦
が
成
立
す
る
か

と
い
う
説
明
図
式
を
そ
の
起
源
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
る
︒
縁

な
い
し
縁
起
の
概
念
は
︑
そ
の
後
︑
部
派
仏
教
︑
大
乗
仏
教

に
引
き
継
が
れ
た
︒
仏
教
に
お
け
る
縁
に
つ
い
て
こ
こ
で
網

羅
的
な
レ
ビ
ュ
ー
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
︑
と
く
に
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
に
継
承
さ
れ
た
中
観
派
に
お
い
て
は
︑
空
思
想

の
発
展
の
中
で
︑
す
べ
て
の
現
象
が
相
互
に
依
存
し
な
が
ら

生
じ
て
い
る
こ
と
を
表
す
た
め
に
縁
起
︵﹁
テ
ン
デ
ル
﹂rten 

‘brel

︶
に
関
す
る
詳
細
な
考
察
が
行
わ
れ
て
き
た
︒
現
在
で
も
︑

ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
の
﹃
中
論
﹄
な
ど
を
テ
ク
ス
ト
に
し
て
︑

世
界
中
で
縁
起
と
空
の
思
想
は
説
か
れ
続
け
て
い
る
︒

筆
者
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
出
会
っ
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

や
ボ
ン
教
の
僧
侶
た
ち
は
︑
こ
の
よ
う
な
世
界
の
な
り
た
ち

を
説
明
す
る
た
め
の
哲
学
的
な
縁
と
︑
人
が
現
世
を
生
き
る

中
で
さ
ま
ざ
ま
な
他
者
と
つ
な
が
る
と
き
の
縁
を
区
別
し
て

用
い
て
い
た
︒
漢
族
地
域
で
も
活
動
す
る
ボ
ン
教
僧
A
K
師

︵
一
九
六
〇
年
代
生
ま
れ
︑
四
川
省
甘
孜
州
出
身
︶
は
︑
漢
語
の

﹁
縁
分
﹂
は
ど
の
よ
う
な
チ
ベ
ッ
ト
語
に
翻
訳
で
き
る
か
︑
と

い
う
質
問
に
︑
テ
ン
デ
ル
よ
り
も
レ
ー
︵las

﹁
業
﹂︶
の
概
念

を
強
調
し
て
説
明
を
し
た
︒
彼
に
よ
る
と
︑
漢
語
で
縁
分
と

い
う
場
合
︑
チ
ベ
ッ
ト
語
の
レ
ー
ワ
ン
︵las dbang

﹁
業
・
力
﹂︶

に
あ
た
り
︑
縁
が
あ
る
と
い
う
と
き
も
︑
レ
ー
が
あ
る
と
表

現
す
る1

︒
レ
ー
ワ
ン
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
文
語
的
な
表
現

で
あ
り
︑
シ
ャ
ル
コ
ク
方
言
で
は
レ
ー
ト
ゥ
ン
︵las mthun

︶︑

カ
ム
地
方
の
一
部
で
は
レ
ン
デ
ル
︵las ‘brel

︶
と
い
わ
れ
る
︒

こ
う
し
た
説
明
は
︑
縁
を
業
︑
す
な
わ
ち
カ
ル
マ
を
軸
と

す
る
因
果
論
と
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
︒
こ
れ

は
︑
善
業
に
は
善
業
︑
悪
業
に
は
悪
業
の
報
い
が
あ
る
と
い

っ
た
単
純
な
因
果
関
係
で
は
な
く
︑
そ
も
そ
も
の
原
因
に
な

っ
た
行
為
を
具
体
的
に
追
跡
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
︒
チ
ベ

ッ
ト
人
の
間
で
は
︑
い
わ
ゆ
る
功
徳
を
積
む
行
為
で
あ
る
善

行
は
︑
い
つ
か
は
結
果
が
で
る
も
の
で
あ
る
が
︑
そ
れ
が
い

つ
に
な
る
か
は
一
般
の
人
間
に
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
見
方

が
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る
︒
そ
れ
で
も
︑
人
が
他
者
と
つ
な

が
る
の
は
こ
れ
ま
で
の
行
為
の
積
み
重
ね
の
結
果
で
あ
り
︑
そ

う
し
た
因
果
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
る
こ
と
が
︑
縁
を
認
識

す
る
こ
と
の
一
側
面
を
形
成
し
て
い
る
︒

た
だ
︑
ひ
と
た
び
縁
が
発
動
す
る
と
︑
そ
れ
は
平
穏
な
日

常
生
活
を
は
み
出
し
︑
人
生
を
左
右
す
る
よ
う
な
転
機
と
し

て
経
験
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
︒
縁
が
結
ば
れ
る
瞬
間
に
は
何

が
起
き
て
い
る
の
か
︒
ど
の
よ
う
な
経
験
に
対
し
て
︑
人
は

﹁
縁
が
あ
る
﹂
と
感
じ
る
の
か
︒
中
国
の
こ
と
わ
ざ
に
も
﹁
有

縁
千
里
来
相
会
︑
無
縁
対
面
不
相
逢
﹂︵
縁
が
あ
れ
ば
千
里
離

れ
て
い
て
も
出
会
う
が
︑
縁
が
な
け
れ
ば
顔
を
合
わ
せ
て
も
通
じ

合
う
こ
と
が
な
い
︶
と
い
う
も
の
が
あ
る
︒
二
十
世
紀
初
頭
に

活
躍
し
た
ボ
ン
教
の
高
僧
で
ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
成
就
者
と
し
て

知
ら
れ
る
シ
ャ
ル
ザ
・
タ
シ
・
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
は
︑
幼
少
期

に
精
神
的
な
病
い
に
か
か
り
︑
宗
教
の
道
と
縁
が
あ
る
と
み

な
さ
れ
て
両
親
が
出
家
さ
せ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
わ

っ
て
い
る2

︒
以
下
で
は
︑
筆
者
が
聞
き
取
り
を
行
っ
た
チ
ベ

ッ
ト
人
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
を
事
例
に
︑
縁
が
人
生
に
ど
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の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
︑
そ
し
て
因
果
論
的
な
文
脈

で
は
説
明
で
き
な
い
縁
の
側
面
に
つ
い
て
︑
見
て
い
き
た
い
︒

2
人
生
の
転
機
と
し
て
の
縁

ボ
ン
教
僧
S
G
師
︵
一
九
七
〇
年
生
ま
れ
︑
四
川
省
甘
孜
州

出
身
︶
は
︑
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
ニ
ン
マ
派
の
転
生
ラ
マ
と
し
て

も
認
定
さ
れ
た
と
い
う
経
歴
を
持
つ
高
僧
で
あ
る
︒
S
G
師

は
か
つ
て
出
身
の
ボ
ン
教
僧
院
の
要
職
に
あ
っ
た
も
の
の
︑
現

在
は
北
京
に
活
動
拠
点
を
お
き
︑
漢
族
信
徒
へ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
発
信
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
︒
以
下
は
︑

二
〇
一
二
年
八
月
の
北
京
市
に
お
け
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
︑
北

京
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
聞
き
取
っ
た
も
の

の
抜
粋
で
あ
る
︒

チ
ベ
ッ
ト
人
僧
侶
の
人
生
を
左
右
す
る
の
は
︑
何
よ
り
も

師
匠
と
な
る
ラ
マ
と
の
関
係
で
あ
る
︒
ラ
マ
と
の
縁
は
︑
特

に
若
い
頃
の
修
行
と
そ
の
後
の
進
路
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
︒
彼
は
︑
師
に
背
を
押
さ
れ
る
形
で
故
郷
を
後
に
し
た
︒

﹁
実
の
と
こ
ろ
︑
漢
地
に
来
た
い
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
︒

山
の
中
や
寺
の
中
で
休
ん
で
い
る
の
が
好
き
︒
で
も
︑
師
匠

二
人
が
︑
私
を
外
に
行
か
せ
た
︒
と
い
う
の
も
︑
私
は
十
八

歳
の
と
き
に
ア
バ
の
ナ
ン
ジ
寺
に
行
っ
て
︑
三
十
二
歳
ま
で

勉
強
し
て
︑
そ
の
後
自
分
の
寺
に
帰
っ
て
き
て
法
を
説
い
て

い
た
︒
そ
し
て
三
十
七
歳
の
と
き
に
︑
ア
バ
の
師
匠
が
や
っ

て
き
て
︑﹃
あ
な
た
は
寺
の
中
に
い
な
い
で
︑
外
に
出
て
法
を

広
め
た
方
が
い
い
﹄
と
い
っ
た
︒
私
は
︑﹃
ま
ず
漢
語
が
話
せ

な
い
し
︑
知
っ
て
る
人
も
い
な
い
か
ら
︑
こ
の
寺
の
中
で
過

ご
し
て
い
れ
ば
そ
れ
で
い
い
﹄
と
答
え
た
﹂

も
う
一
つ
の
転
機
が
︑
著
名
な
チ
ベ
ッ
ト
研
究
者
で
あ
り

自
身
も
ボ
ン
教
徒
で
あ
る
T
教
授
と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
︒

﹁
三
十
六
歳
の
と
き
に
︑
中
国
藏
学
研
究
中
心
の
T
先
生

が
ボ
ン
教
の
僧
院
調
査
の
た
め
︑
私
の
い
た
寺
に
来
た
︒
そ

の
と
き
私
は
寺
の
歴
史
や
地
名
な
ど
に
つ
い
て
︑
彼
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
た
︒
そ
し
て
彼
は
︑﹃
こ
ん
な
に
学
問
が
あ

る
活
仏
は
ボ
ン
教
の
中
で
も
稀
だ
が
︑
あ
な
た
が
漢
語
が
話

せ
な
い
の
は
大
変
残
念
だ
︒
あ
な
た
は
出
て
く
る
べ
き
だ
︒

山
の
中
に
い
る
べ
き
で
は
な
い
︒
出
て
く
れ
ば
多
く
の
機
会

が
あ
る
﹄
と
︒
で
も
︑﹃
私
は
漢
語
が
で
き
な
い
よ
﹄
と
答
え

た
︒
す
る
と
彼
は
︑﹃
あ
な
た
は
何
歳
？
﹄
と
聞
い
た
︒﹃
私

は
三
十
五
だ
﹄
と
答
え
た
ら
︑
彼
は
こ
う
言
っ
た
︑﹃
ト
ゥ
プ

テ
ン
ニ
マ
は
四
十
九
歳
の
と
き
に
漢
語
を
学
ん
で
︑
五
十
六

歳
の
と
き
に
外
国
語
を
学
ん
だ
ん
だ
︒
あ
な
た
は
ま
だ
三
十

六
歳
に
も
な
っ
て
い
な
い
し
︑
力
も
あ
る
か
ら
で
き
る
は
ず

だ
﹄
と
︒
私
は
T
先
生
と
知
り
合
っ
て
長
い
け
ど
︑
こ
の
話

は
し
た
こ
と
は
な
い
︒
彼
は
私
に
講
義
な
ど
を
し
た
わ
け
で

は
な
い
け
れ
ど
︑
私
は
彼
の
こ
と
を
先
生
の
一
人
だ
と
思
っ

て
い
る
﹂

さ
ら
に
も
う
一
人
の
高
僧
か
ら
も
外
に
出
る
よ
う
に
勧
め

ら
れ
た
S
G
師
は
︑
寺
を
後
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
そ
の

後
の
経
緯
を
︑
彼
は
以
下
の
よ
う
に
語
る
︒

﹁
三
人
の
す
す
め
で
︑
私
は
寺
を
出
る
こ
と
に
し
た
︒
最
初

に
成
都
に
つ
い
た
と
き
に
︑
R
と
い
う
男
の
人
に
会
っ
た
︒

こ
の
人
と
は
知
り
合
っ
て
十
五
年
く
ら
い
だ
が
︑
も
と
も
と

ア
バ
の
裁
判
所
の
所
長
を
し
て
い
て
︑
そ
の
後
四
川
省
民
政

局
の
副
局
長
︑
さ
ら
に
ラ
サ
に
い
っ
て
︑
今
は
北
京
で
弁
護

士
を
し
て
い
る
︒﹃
私
は
ど
こ
に
行
け
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な

い
﹄
と
言
う
と
︑
彼
は
﹃
そ
れ
な
ら
北
京
に
来
れ
ば
い
い
﹄

と
言
っ
て
く
れ
た
︒
だ
か
ら
北
京
に
来
た
︒︵
中
略
︶
北
京
で

は
い
ろ
ん
な
人
に
教
え
を
説
い
て
き
た
︒
違
う
教
派
を
勉
強

す
る
人
も
い
た
し
︑
私
の
顔
を
み
て
ボ
ン
教
は
い
い
と
言
っ

て
く
れ
た
人
も
い
た
︒
総
じ
て
人
び
と
の
ボ
ン
教
に
対
す
る

理
解
は
深
ま
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
︒
今
︑
中
国
の
大
都
市

に
は
た
い
て
い
弟
子
が
い
る
︒
ゆ
っ
く
り
と
発
展
し
て
き
た
︒

縁
が
あ
っ
た
の
だ
︒
自
分
で
ち
ょ
っ
と
ず
つ
や
っ
て
き
た
︒
パ

ソ
コ
ン
や
ブ
ロ
グ
︑
携
帯
も
人
に
教
え
て
も
ら
っ
た
わ
け
で

は
な
く
て
︑
自
分
で
や
り
方
を
身
に
つ
け
た
︒
ブ
ロ
グ
に
つ

い
て
は
︑
あ
る
日
︑
弟
子
が
﹃
先
生
は
ブ
ロ
グ
を
や
っ
て
な

い
ん
で
す
か
﹄
と
聞
く
の
で
︑﹃
ブ
ロ
グ
っ
て
何
？
﹄
と
聞
い

て
︑
自
分
で
調
べ
て
書
き
方
を
身
に
つ
け
た
︒
一
週
間
ほ
ど

あ
ま
り
寝
な
い
で
︑
い
ろ
い
ろ
調
べ
た
の
だ
よ
︒︵
後
略
︶﹂

S
G
師
の
よ
う
に
︑
そ
れ
ま
で
に
想
定
も
し
て
い
な
か
っ

た
よ
う
な
人
生
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
に
は
︑
影

響
力
の
あ
る
人
物
と
の
出
会
い
が
関
与
し
て
い
る
︒
他
者
に

導
か
れ
な
が
ら
も
︑
自
ら
の
力
で
切
り
開
い
て
き
た
経
験
を

振
り
返
っ
て
︑
彼
は
﹁
縁
が
あ
っ
た
﹂
と
表
現
し
て
い
る
の

で
あ
る
︒

次
の
事
例
で
は
︑
筆
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
さ
ま
ざ

ま
な
面
か
ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
た
Q
D
氏
︵
一
九
七

〇
年
代
生
ま
れ
︑
シ
ャ
ル
コ
ク
出
身
︶
が
語
る
﹁
縁
﹂
に
つ
い

て
と
り
あ
げ
る
︒
Q
D
氏
は
現
在
西
南
民
族
大
学
で
チ
ベ
ッ

ト
文
学
の
教
員
を
務
め
て
い
る
︒
父
親
は
元
僧
侶
で
︑
文
化

大
革
命
の
際
に
還
俗
し
一
九
八
〇
年
代
中
盤
か
ら
再
び
僧
侶

と
し
て
活
動
し
︑
僧
院
の
再
建
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し

た
後
︑
二
〇
一
〇
年
に
事
故
で
命
を
落
と
し
た
︒
父
親
は
若

い
頃
︑
先
述
し
た
チ
ベ
ッ
ト
学
者
の
サ
ム
テ
ン
・
カ
ル
メ
イ

氏
と
同
級
で
学
ん
だ
経
験
を
持
っ
て
い
る
︒

カ
ル
メ
イ
氏
は
数
回
に
わ
た
っ
て
シ
ャ
ル
コ
ク
に
帰
郷
し

て
い
る
が
︑
Q
D
氏
は
二
〇
一
〇
年
の
帰
郷
の
直
前
に
自
分

の
父
親
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
こ
と
を
︑
以
下
の
よ
う
に
語

っ
た
︒

﹁
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
︑
父
の
同
級
生
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は

聞
い
て
い
た
︒
そ
れ
が
︑
先
生
が
帰
っ
て
く
る
二
日
前
に
父

が
死
ん
で
し
ま
っ
て
︑
先
生
も
来
る
の
が
申
し
訳
な
く
て
う

ち
ま
で
来
な
か
っ
た
︒
先
生
が
実
家
に
い
る
と
聞
い
て
︑
夜

七
時
過
ぎ
に
車
で
先
生
の
実
家
ま
で
行
っ
た
︒
父
の
息
子
だ
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と
知
っ
て
い
た
の
で
︑
よ
く
し
て
く
れ
た
︒
父
の
た
め
に
二

百
元
を
く
れ
た
︒
二
時
間
ほ
ど
標
準
チ
ベ
ッ
ト
語
で
話
し
た
︒

﹃
た
く
さ
ん
勉
強
す
る
よ
う
に
﹄
と
言
わ
れ
た
︒
先
生
の
本
を

通
じ
て
︑
い
ま
ま
で
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
こ
と
が
は
っ
き

り
し
て
き
た
︒
こ
れ
は
非
常
に
重
要
な
変
化
だ
っ
た
︒
先
生

に
︑
多
く
の
著
作
を
残
し
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ
︒
そ
の

後
︑
先
生
は
自
分
の
人
生
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
た
︒
イ
ン

ド
の
街
角
で
偶
然
ヤ
ン
ラ
マ3

と
再
会
し
た
こ
と
︒
そ
の
と
き

英
国
の
学
者4

に
会
っ
て
︑
彼
は
﹃
つ
い
に
ボ
ン
教
の
坊
さ
ん

を
み
つ
け
た
！
﹄
と
喜
ん
で
︑
百
ル
ピ
ー
を
く
れ
て
︑
そ
れ

で
衣
服
な
ど
を
整
え
た
こ
と
︒
そ
の
後
︑﹃
あ
な
た
た
ち
は
こ

こ
に
い
る
べ
き
で
は
な
い
﹄
と
言
わ
れ
て
︑
英
国
に
行
っ
た

こ
と
︒
そ
の
後
ヤ
ン
ラ
マ
は
僧
院
長
に
選
ば
れ
て
イ
ン
ド
に

戻
っ
た
こ
と
︒
こ
う
い
う
の
も
す
べ
て
縁
だ
﹂

筆
者
が
シ
ャ
ル
コ
ク
と
出
会
っ
た
経
緯
を
知
る
Q
D
氏
と

の
対
話
に
お
い
て
は
︑
あ
た
か
も
一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
共

有
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
話
が
展
開
し
た
︒
Q
D
氏
の
父
親
と

カ
ル
メ
イ
氏
が
出
会
っ
た
一
九
五
〇
年
代
以
来
の
さ
ま
ざ
ま

な
偶
然
の
出
会
い
や
幸
運
︑
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
っ
た
も
の
が

連
鎖
し
て
︑
こ
の
語
り
の
場
︵
二
〇
一
四
年
九
月
︶
に
至
っ
た

が
︑
縁
は
そ
れ
が
必
然
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
リ
ア
リ
テ
ィ

を
︑
語
り
手
と
聞
き
手
双
方
に
与
え
た
︒

こ
う
し
た
縁
の
あ
り
方
は
︑
必
ず
し
も
︵
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
︶
仏
教
的
な
カ
ル
マ
の
因
果
論
だ
け
に
還
元
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
︒
た
と
え
ば
︑
Q
D
氏
が
言
及
す
る
ト
パ
リ
モ

︵thod pa'i ri mo

﹁
頭
蓋
骨
︑
お
で
こ
の
絵
﹂︶
と
い
う
表
現
に
注
目

し
よ
う
︒

﹁
シ
ャ
ル
コ
ク
で
は
︑
ト
パ
リ
モ
と
い
う
言
い
方
が
あ
る
︒

こ
れ
は
す
べ
て
天
︵gnam sngon po

︶
の
意
志
で
︑
生
ま
れ
つ
き

描
い
て
あ
る
も
の
︒
仏
教
的
と
い
う
よ
り
は
︑
ボ
ン
教
的
︒
た

と
え
ば
役
人
に
な
ろ
う
と
思
う
と
か
︑
こ
の
仕
事
を
し
た
い

と
か
︑
誰
々
と
結
婚
し
た
い
と
か
︑
心
で
思
っ
て
い
て
も
ト

パ
リ
モ
が
な
け
れ
ば
う
ま
く
い
か
な
い
︒
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
も
ト
パ
リ
モ
︒
悪
い
こ
と
に
あ
う
の
も
︑
ト
パ
リ
モ
だ

と
い
う
︒
な
に
か
人
間
関
係
が
よ
く
な
い
と
き
︑﹃
が
ま
ん
し

ろ
︑
ト
パ
リ
モ
だ
﹄
と
か
言
う
︒
人
生
の
い
い
こ
と
︑
わ
る

い
こ
と
は
す
べ
て
描
い
て
あ
る
と
い
う
感
じ
︒
儀
礼
を
し
た

り
す
る
の
は
︑
そ
の
絵
を
描
き
換
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
が
︑
本
当
に
効
果
が
あ
る
の
か
は
誰
も
わ
か

ら
な
い
︒
ボ
ン
教
の
占
い
や
暦
算
の
中
に
は
そ
れ
を
見
極
め

る
方
法
が
解
説
し
て
あ
る
と
も
い
え
る
﹂

こ
こ
で
は
︑
す
べ
て
を
関
係
の
中
で
と
ら
え
︑
超
越
的
な

実
体
を
否
定
す
る
仏
教
的
な
思
想
と
は
異
な
り
︑
天
と
い
う

存
在
が
想
定
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
が
︑
仏
教
導
入
以
前
の
チ

ベ
ッ
ト
お
よ
び
周
辺
地
域
で
共
有
さ
れ
て
い
た
概
念
と
ど
の

よ
う
に
連
関
す
る
の
か
は
今
後
よ
り
詳
し
い
研
究
が
必
要
で

あ
る
が
︑
興
味
深
い
概
念
で
あ
る
︒

ト
パ
リ
モ
は
︑
一
見
す
る
と
単
純
な
決
定
論
に
見
え
る
が
︑

主
体
的
な
働
き
か
け
に
よ
っ
て
改
変
さ
れ
る
余
地
も
残
さ
れ

て
い
る
︒
Q
D
氏
は
︑
現
在
の
自
分
の
境
遇
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
︒

﹁
私
が
今
︑
成
都
に
い
て
教
え
て
い
る
の
も
ト
パ
リ
モ
︒
ト

パ
リ
モ
は
無
理
矢
理
に
来
る
も
の
で
も
︑
望
ん
で
来
る
も
の

で
も
な
い
︒
学
生
の
と
き
に
は
成
都
に
来
る
も
の
と
は
思
わ

な
か
っ
た
︒
一
つ
に
は
宗
教
的
原
因
︑
も
う
一
つ
に
は
教
師

に
な
ろ
う
と
思
っ
て
勉
強
し
て
い
た
か
ら
ね
︒
一
九
八
八
年

当
時
は
︑
松
潘
か
ら
成
都
ま
で
三
日
か
か
っ
た
︒
茂
県
ま
で

一
日
︑
汶
川
ま
で
一
日
︑
そ
こ
か
ら
ま
た
一
日
︒
そ
の
と
き

収
穫
の
手
伝
い
で
︑
寄
宿
先
の
高
校
か
ら
実
家
に
帰
っ
て
き

て
い
た
ん
だ
が
︑
学
校
に
戻
っ
た
ら
先
生
に
呼
ば
れ
て
︑﹃
大

学
の
録
取
通
知
書
︵
合
格
通
知
︶﹂
が
来
て
る
ぞ
！
﹄
と
言
わ

れ
た
︒
び
っ
く
り
し
て
大
喜
び
し
て
︑
そ
れ
で
車
を
準
備
し

て
成
都
ま
で
い
っ
た
﹂

カ
ル
マ
で
あ
れ
ト
パ
リ
モ
で
あ
れ
︑
そ
れ
が
発
動
し
た
後

の
人
生
は
︑
そ
れ
ま
で
に
想
像
も
し
な
か
っ
た
よ
う
な
展
開

を
迎
え
る
︒
そ
れ
は
︑
な
に
か
超
越
的
な
力
に
導
か
れ
る
よ

う
な
没
我
体
験
︑
身
心
変
容
体
験
で
あ
る
と
同
時
に
︑
自
ら

の
こ
れ
ま
で
の
行
為
の
積
み
重
ね
が
実
を
結
ぶ
瞬
間
で
も
あ

る
︒
こ
う
し
た
受
動
的
・
能
動
的
要
素
が
重
な
り
合
う
と
こ

ろ
に
︑﹁
人
生
の
転
機
﹂
が
生
じ
て
く
る
︒

お
わ
り
に
―
縁
の
比
較
研
究
へ

本
稿
が
意
図
し
て
き
た
﹁
縁
の
見
取
り
図
﹂
を
描
き
出
す

作
業
は
︑
ま
だ
そ
の
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
︒
本
稿

で
は
︑
仏
教
的
な
縁
に
着
目
し
て
議
論
を
進
め
て
き
た
が
︑
日

本
に
お
け
る
縁
の
用
法
を
扱
う
場
合
は
︑﹁
縁
結
び
﹂
を
は
じ

め
と
す
る
神
道
的
な
縁
に
つ
い
て
の
考
察
が
不
可
欠
で
あ
る
︒

ま
た
︑
縁
は
必
ず
し
も
幸
福
な
生
の
み
を
も
た
ら
す
わ
け
で

は
な
い
︒﹁
縁
切
り
﹂
や
﹁
悪
縁
﹂
な
ど
︑
縁
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
側
面
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒
こ
う
し
た
側
面
を

含
め
て
︑
人
と
人
︑
人
と
世
界
と
の
つ
な
が
り
と
し
て
の
縁

を
掘
り
下
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

本
稿
の
事
例
か
ら
は
︑
生
得
的
に
獲
得
さ
れ
た
り
︑
あ
る

い
は
主
体
の
積
極
的
な
働
き
か
け
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
る
よ

う
な
社
会
的
な
縁
と
︑
よ
り
非
主
体
的
で
受
動
的
で
あ
る
が

身
心
に
よ
り
大
き
な
変
容
を
も
た
ら
す
宗
教
的
な
縁
と
い
う

二
つ
の
関
係
構
築
の
形
が
提
示
さ
れ
た
︒
宗
教
学
者
の
池
上

良
正
は
︑﹃
絆
︱
共
同
性
を
問
い
直
す
︵
岩
波
講
座
宗
教　

第
六
巻
︶﹄
の
序
論
に
お
い
て
︑
宗
教
が
生
み
出
す
共
同
性
を

﹁
自
律
化
﹂
と
﹁
脱
自
化
﹂
の
対
照
か
ら
検
討
し
て
い
る
︒
こ

こ
で
は
︑
近
代
的
自
我
︑
自
律
的
主
体
に
よ
っ
て
﹁
結
ぶ
﹂

﹁
つ
な
げ
る
﹂
も
の
と
し
て
の
絆
と
︑
主
体
か
ら
離
脱
し
︑﹁
結

ば
れ
て
い
る
﹂﹁
生
か
さ
れ
て
い
る
﹂
感
覚
と
し
て
の
縁
が
対
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置
さ
れ
て
い
る
︵
池
上
︑
二
〇
〇
四
：
二
〇
―二
一
︶︒
こ
う
し

た
区
分
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
︑
脱

自
化
と
し
て
縁
を
と
ら
え
る
視
点
は
︑
縁
を
通
じ
た
身
心
変

容
と
い
う
観
点
と
親
和
性
が
高
い
と
い
え
る
︒

縁
を
通
じ
た
身
心
変
容
と
社
会
的
縁
を
つ
な
ぐ
視
点
を
考

え
る
た
め
に
は
︑
縁
が
き
わ
め
て
個
人
的
な
も
の
で
あ
る
反

面
︑
人
び
と
を
と
り
ま
く
文
化
︑
社
会
︑
政
治
︑
制
度
な
ど

の
背
景
と
密
接
に
連
関
し
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら

な
い
︒
日
本
語
で
は
︑﹁
縁
が
あ
る
﹂
の
類
義
語
と
し
て
﹁
世

間
は
狭
い
﹂
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
︒
米
山
は
﹁
世
間
は
狭

い
﹂
を
︑﹁
予
想
し
な
か
っ
た
人
間
関
係
の
チ
ャ
ネ
ル
が
発
見

さ
れ
る
﹂
こ
と
で
あ
る
と
解
釈
す
る
︵
米
山
︑
一
九
七
六
：
一

五
︶︒
地
域
や
文
化
︑
宗
教
を
超
え
た
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
中
を
生
き
る
現
代
の
私
た
ち
に
と
っ
て
︑
異
な
る
背
景
を

持
っ
た
他
者
と
の
間
に
共
通
点
や
関
係
を
見
い
だ
そ
う
と
す

る
営
み
︑
も
し
く
は
期
せ
ず
し
て
そ
れ
ら
を
発
見
し
︑
つ
な

が
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
営
み
が
︑
縁
を
結
ぶ
と
い
う
こ
と
の

根
底
を
な
し
て
い
る
︒

縁
の
比
較
文
化
的
︑
比
較
宗
教
学
的
研
究
は
︑
ア
ジ
ア
の

仏
教
圏
を
ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら
も
︑
人
類
に
と
っ
て
普
遍
的

な
事
象
に
対
す
る
考
察
へ
と
開
か
れ
て
い
る
︒
そ
の
際
に
︑
縁

を
め
ぐ
る
主
体
性
と
受
動
性
の
関
係
は
︑
重
要
な
パ
ラ
メ
ー

タ
ー
と
な
り
う
る
︒
た
と
え
ば
キ
リ
ス
ト
教
で
は
︑
縁
に
対

応
す
る
よ
う
な
関
係
を
︑
し
ば
し
ば
﹁
神
か
ら
招
か
れ
て
い

る
﹂
と
い
う
文
脈
で
と
ら
え
よ
う
と
す
る
︒
し
か
し
そ
れ
は

同
時
に
︑
使
命
に
向
か
っ
て
人
び
と
が
日
々
努
力
し
歩
み
続

け
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
で
も
あ
る5

︒
超
越
者
を
想
定
す

る
宗
教
と
想
定
し
な
い
宗
教
︑
そ
れ
ら
と
各
地
域
固
有
の
思

想
︑
ま
た
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
の
複
雑
な
相
互
関
係
の
中
で
︑

縁
は
多
様
な
形
で
展
開
し
て
い
る
︒
そ
う
し
た
諸
相
を
現
場

か
ら
て
い
ね
い
に
と
ら
え
て
い
く
こ
と
は
︑
分
断
さ
れ
無
縁

化
す
る
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
の
道
標
の
探
求
な
の
で
あ
る
︒

注1　
二
〇
一
三
年
八
月
︑
四
川
省
成
都
市
に
お
け
る
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
よ
り
︒

2　

Shardza Tashi G
yaltsen (1993

, 2012) H
eart D

rops of 
D

harm
akaya: D

zogchen Practice of the Bon Tradition . Snow 
Lion .

に
収
録
さ
れ
て
い
る
シ
ャ
ル
ザ
・
タ
シ
・
ギ
ェ
ン
ツ
ェ

ン
の
伝
記
に
よ
る
︒

3　
の
ち
に
ボ
ン
教
の
教
学
の
中
心
地
メ
ン
リ
僧
院
の
第
三
十
三

代
僧
院
長
と
な
っ
た
ル
ン
ト
ク
・
テ
ン
ペ
ー
ニ
マ
︵
一
九
二

九
︲
二
〇
一
七
︶︒

4　
チ
ベ
ッ
ト
学
者
の
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ス
ネ
ル
グ
ロ
ー
ヴ
︵
一

九
二
〇
―二
〇
一
六
︶︒

5　
た
と
え
ば
︑
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
人
の
出
会
い
と
結
び
つ

き
と
し
て
の
結
婚
を
︑
神
に
愛
さ
れ
人
を
愛
す
る
た
め
に
作

ら
れ
た
人
間
の
使
命
が
具
現
化
す
る
場
と
し
て
と
ら
え
︑
結

婚
を
通
じ
て
教
会
の
使
命
に
参
与
し
と
も
に
歩
み
つ
づ
け
る

よ
う
に
招
か
れ
て
い
る
︵
召
命
︶
と
考
え
る
︵
桑
野
︑
二
〇

一
七
︶

参
考
文
献

網
野
善
彦
﹃
無
縁
・
公
界
・
楽

︱
日
本
中
世
の
自
由
と
平
和
﹄

平
凡
社
︑
一
九
七
八
年
︵
増
補
版
︑
一
九
九
六
年
︶︒

池
上
良
正
﹁
序
論
﹂﹃
絆

︱
共
同
性
を
問
い
直
す
︵
岩
波
講
座

宗
教　

第
六
巻
︶﹄
岩
波
書
店
︑
二
〇
〇
四
年
︒

小
西
賢
吾
﹁
チ
ベ
ッ
ト
の
宗
教
と
身
心
変
容
技
法
の
社
会
性
﹂﹃
身

心
変
容
技
法
研
究
﹄
第
三
号
︑
二
〇
一
四
年
︑
二
五
―三
五
頁
︒

小
西
賢
吾
﹃
四
川
チ
ベ
ッ
ト
の
宗
教
と
地
域
社
会

︱
宗
教
復
興

後
を
生
き
ぬ
く
ボ
ン
教
徒
の
人
類
学
的
研
究
﹄
風
響
社
︑
二
〇
一

五
年
︒

小
西
賢
吾
﹁
チ
ベ
ッ
ト
族
と
ボ
ン
教
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

︱

縁
を
た
ぐ
り
寄
せ
︑
で
き
る
こ
と
を
す
る
こ
と
﹂
西
澤
治
彦
・
河

合
洋
尚
編
﹃
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

︱
中
国
と
い
う
現
場
︑
人
類

学
と
い
う
実
践
﹄
風
響
社
︑
二
〇
一
七
年
︑
一
三
七
―一
五
三
頁
︒

桑
野
萌
﹁
キ
リ
ス
ト
者
の
召
命
と
結
婚
の
秘
跡

︱
第
二
ヴ
ァ
チ

カ
ン
公
会
議
と
そ
れ
以
降
﹂﹃
福
音
と
世
界
﹄
二
〇
一
七
年
四
月

号
︑
三
四
―四
〇
頁
︒

長
田
攻
一
・
田
所
承
己
編
﹃︿
つ
な
が
る
／
つ
な
が
ら
な
い
﹀
の

社
会
学

︱
個
人
化
す
る
時
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
か
た
ち
﹄
弘

文
堂
︑
二
〇
一
四
年
︒

N
H
K
﹁
無
縁
社
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
取
材
班
﹃
無
縁
社
会

︱

〝
無
縁
死
〟
三
万
二
千
人
の
衝
撃
﹄
文
藝
春
秋
︑
二
〇
一
〇
年
︒

上
野
千
鶴
子
﹁
選
べ
る
縁
・
選
べ
な
い
縁
﹂
井
上
忠
司
・
祖
田

修
・
福
井
勝
義
編
﹃
文
化
の
地
平
線

︱ 

人
類
学
か
ら
の
挑
戦
﹄

世
界
思
想
社
︑
一
九
九
四
年
︑
一
三
六
―一
五
三
頁
︒

米
山
俊
直
﹃
日
本
人
の
仲
間
意
識
﹄
講
談
社
︑
一
九
七
六
年
︒

米
山
俊
直
﹃
同
時
代
の
人
類
学

︱
群
れ
社
会
か
ら
ひ
と
り
も
の

社
会
へ
﹄
日
本
放
送
出
版
協
会
︑
一
九
八
一
年
︒

全
日
本
冠
婚
葬
祭
互
助
協
会
編
﹃
無
縁
社
会
か
ら
有
縁
社
会
へ
﹄

水
曜
社
︑
二
〇
一
二
年
︒
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1
「
鹿
信
仰
」と「
ユ
ー
ロ=

ア
ジ
ア
世
界
」

シ
ベ
リ
ア
︑
モ
ン
ゴ
ル
︑
ロ
シ
ア
︑
ハ
ン
ガ
リ
ー
︑
ス
カ

ジ
ン
ナ
ヴ
ィ
ア
半
島
︑
ブ
リ
テ
ン
諸
島
︙
︙
︒
一
万
キ
ロ
に

お
よ
ぶ
﹁
ユ
ー
ロ

＝

ア
ジ
ア
世
界
﹂
の
北
方
地
域
で
は
︑
旧

石
器
時
代
か
ら
﹁
鹿
﹂
が
精
霊
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
き
た
︒
そ

の
﹁
鹿
信
仰
﹂
を
語
る
神
話
︑
儀
礼
と
︑
視
覚
化
さ
れ
た
造

形
表
象
は
︑
相
互
に
つ
よ
く
結
び
つ
い
て
い
る
︒

鹿
信
仰
の
担
い
手
は
︑
狩
猟
と
遊
牧
を
生
業
と
し
て
き
た

北
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
民
で
あ
る
︒
現
在
も
︑
極
寒
の
ユ
ー
ラ

シ
ア
北
端
部
に
は
ト
ナ
カ
イ
を
家
畜
と
し
て
共
に
生
き
る
ロ

シ
ア
西
部
の
サ
モ
エ
ー
ド
︑
ツ
ー
バ
や
シ
ベ
リ
ア
東
・
南
部

の
チ
ュ
ク
チ
︑
コ
リ
ャ
ー
ク
︑
ツ
ン
グ
ー
ス
を
は
じ
め
と
す

る
人
々
が
い
る
︒

﹁
鹿
﹂
の
鋭
敏
さ
︑
形
姿
︑
角
や
獣
毛
の
身
体
変
容
に
眼
を

見
張
っ
た
人
間
た
ち
の
体
験
が
﹁
信
仰
﹂
と
﹁
表
象
﹂
活
動

の
大
元
に
あ
る
︒

鹿
文
化
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
か
ら
日
本
海
を
越
え
て
日
本
列
島

に
も
及
ん
で
い
る
︒
日
本
の
社
寺
に
も
鹿
園
が
あ
る
︒
奈
良

の
東
大
寺
で
は
秋
に
鹿
角
を
切
る
祈
り
の
儀
礼
が
行
わ
れ
る
︒

春
日
大
社
の
﹁
春
日
神
鹿
御
正
体
﹂
の
絵
で
は
鹿
の
背
に
太

陽
が
乗
っ
て
い
る
︒
東
北
に
伝
わ
る
﹁
鹿し

し

踊
り
﹂
は
森
や
野

を
駆
け
抜
け
る
速
さ
と
優
雅
さ
と
︑角
の
再
生
力
に
よ
っ
て
精
霊

と
さ
れ
て
き
た
動
物
に
憑
依
し
て
踊
る
︒﹁
ユ
ー
ロ＝

ア
ジ
ア
﹂を

貫
く
信
仰
の
起
源
を
共
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒
日
本
の
東
北
地

方
︑秋
田
の
男
鹿
半
島
︑鹿
角
市
︑宮
城
の
牡
鹿
半
島
な
ど
の
地

名
や
鹿
踊
り
や
︑金
華
山
か
ら
春
日
大
社
ま
で
全
国
に
あ
る
鹿
園

は
︑
日
本
が﹁
ユ
ー
ロ＝

ア
ジ
ア
世
界
﹂の
一
員
で
あ
る
証
拠
と

し
て
鹿
信
仰
の
篤
い
伝
統
を
担
っ
て
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
︒

東
日
本
大
震
災
で
﹁
海
が
割
れ
た
﹂
牡
鹿
半
島
沖
の
島
︑
金

華
山
は
鹿
の
聖
域
で
︑
震
災
前
に
は
六
百
頭
が
保
護
さ
れ
て

い
た
︒
鹿
は
神
の
使
い
で
あ
り
︑
金
華
山
じ
た
い
が
鹿
園
で

あ
る
︒
神
社
と
復
興
し
た
公
園
に
は
そ
の
姿
が
戻
っ
て
い
る

︵
図
1
︶︒

日
本
の
場
合
は
社
寺
の
聖
域
に
︑
西
洋
の
場
合
は
世
俗
の

王
宮
に
も
︑
鹿
園
が
設
け
ら
れ
る
︒
鹿
を
聖
な
る
も
の
と
し

て
崇
敬
す
る
伝
統
の
ル
ー
ツ
を
辿
れ
ば
︑
重
要
な
ひ
と
つ
に

日
本
海
を
隔
て
て
日
本
と
隣
り
合
う
シ
ベ
リ
ア
の
大
地
が
あ

る
︒
鹿
信
仰
は
﹁
ユ
ー
ロ

＝

ア
ジ
ア
世
界
﹂
の
東
西
南
北
に

共
有
さ
れ
︑
日
本
列
島
は
そ
の
最
東
端
部
を
占
め
て
い
る
の

図１　東日本大震災で被災した宮城県金華山・黄金山
神社の神鹿（筆者撮影）

ケ
ル
ト
、シ
ベ
リ
ア
、ユ
ーロ
＝ア
ジ
ア
文
化
圏
に
み
る

「
鹿
信
仰
」
―
反
転
変
容
と
し
て
の「
枝
角
」の
表
象

第
四
部
❖
芸
術
・
武
術
と
い
う
ワ
ザ
学

鶴
岡
真
弓

多
摩
美
術
大
学
芸
術
学
科
教
授
・
芸
術
人
類
学
研
究
所
所
長
／
芸
術
文
明
史
・
ケ
ル
ト
芸
術
文
化
研
究
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だ
︒ヨ

ー
ロ
ッ
パ
美
術
で
は
︑
キ
リ
ス
ト
教
時
代
に
入
っ
て
か

ら
も
︑
ル
ネ
サ
ン
ス
の
人
文
主
義
の
時
代
に
至
っ
て
も
﹁
鹿
﹂

が
森
の
王
︑
理
想
的
自
然
︑
パ
ラ
ダ
イ
ス
に
住
ま
う
生
き
物

と
し
て
描
か
れ
続
け
て
き
た
︒
旧
約
聖
書
﹃
創
世
記
﹄
の
﹁
エ

デ
ン
の
園
﹂
の
主
題
で
も
︑
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
の
傍
ら
に
一
角

獣
や
馬
︑
牛
︑
獅
子
な
ど
と
共
に
︑
鹿
が
中
央
に
描
か
れ
て

い
る
︒
そ
れ
ら
の
動
物
は
人
間
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
が
こ
こ
で
知

っ
て
し
ま
う
﹁
原
罪
﹂
に
よ
る
追
放
と
は
対
照
的
に
︑
ま
だ

人
間
が
﹁
神
々
と
共
に
い
た
黄
金
時
代
﹂
の
豊
か
さ
︑
純
粋

さ
を
表
象
し
︑
ゆ
っ
た
り
と
憩
う
て
い
る
︵
図
2
︶︒

そ
う
し
た
﹁
鹿
信
仰
﹂
と
表
現
の
東
西
を
み
る
と
き
︑
そ

の
ル
ー
ツ
に
私
た
ち
は
思
い
を
馳
せ
る
︒

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
一
七
世
紀
に
毛
皮
や
木
材
や
鉱
物
資
源

を
求
め
て
シ
ベ
リ
ア
に
入
っ
た
と
き
︑
そ
こ
で
は
あ
る
衝
撃

的
な
︑
異
教
の
儀
礼
が
彼
ら
を
待
ち
受
け
て
い
た
︒
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
が
目
撃
し
た
の
は
︑
シ
ャ
ー
マ
ン
が
﹁
鹿
角
﹂
を
被

り
儀
礼
を
お
こ
な
う
光
景
で
あ
っ
た
︒

そ
の
様
子
を
描
い
た
き
わ
め
て
有
名
な
﹁
絵
﹂
が
西
洋
に

伝
え
ら
れ
て
き
た
︒
そ
れ
は
西
洋
人
が
描
写
し
た
シ
ャ
ー
マ

ン
の
姿
で
︑
最
古
級
の
記
録
で
あ
り
︑
そ
こ
に
﹁
鹿
角
﹂
を

被
っ
た
シ
ベ
リ
ア
︑
ツ
ン
グ
ー
ス
族
の
シ
ャ
ー
マ
ン
と
い
わ

れ
る
者
が
描
か
れ
て
い
る
︵
図
3
︶︒

そ
し
て
こ
の
シ
ャ
ー
マ
ン
の
儀
礼
に
︑
私
は
シ
ベ
リ
ア
で

は
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
近
年
遭
遇
し
た
︒
そ

れ
は
四
年
ご
と
に
開
か
れ
る
︑
東
は
モ
ン
ゴ
ル
︑
中
央
ア
ジ

ア
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
︑
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
︑
西
は
ト
ル
コ
︑
ハ

ン
ガ
リ
ー
ま
で
の
民
族
が
集
合
す
る
﹁
ク
ル
ー
ル
タ
イ
︵
民

族
大
会
︶﹂
と
い
う
遊
牧
騎
馬
民
族
の
大
祭
典
で
︑
国
を
超
え

て
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
を
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
崇
め
︑
か
つ
て
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
ま
で
東
西
数
千
キ
ロ
に
わ
た
り
ア
ジ
ア
の
力
を
示

し
た
誇
り
高
い
祖
先
の
子
孫
を
自
認
す
る
諸
国
民
が
集
ま
る

大
会
で
の
こ
と
だ
っ
た
︒
そ
の
年
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ブ
ガ
ツ

で
開
催
さ
れ
た
︒
騎
乗
し
た
人
は
速
度
あ
る
身
の
こ
な
し
︑
疾

走
す
る
セ
ン
ス
に
充
ち
あ
ふ
れ
︑
男
た
ち
も
女
た
ち
も
︑
動

物
と
一
体
と
な
っ
た
生
命
の
躍
動
を
披
露
し
た
が
︑
祭
の
フ

ィ
ナ
ー
レ
で
衝
撃
的
な
光
景
を
目
に
し
た
の
で
あ
る
︒

そ
れ
は
フ
ン
族
や
そ
れ
に
追
わ
れ
た
人
々
の
再
来
か
︑
ハ

ン
ガ
リ
ー
人
で
あ
る
の
に
辮
髪
で
︑
東
方
の
ス
タ
イ
ル
︑
ア

ジ
ア
の
騎
馬
民
族
の
出
で
立
ち
を
し
た
長
が
︑
巨
大
な
﹁
鹿

角
﹂
を
天
に
掲
げ
て
真
摯
に
シ
ャ
ー
マ
ン
の
祈
り
を
奉
げ
て

い
た
の
だ
っ
た
︒
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
は
ア
ジ
ア
か
ら
来
た
マ
ジ

ャ
ー
ル
人
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
も
っ
て
い
る
こ
と

は
知
ら
れ
て
い
る
︒
そ
の
ル
ー
ツ
の
熱
い
血
を
﹁
鹿
角
﹂
掲

揚
に
よ
っ
て
示
し
︑
対
ロ
シ
ア
を
意
識
し
て
か
︑
民
族
意
識

の
ム
ー
ヴ
メ
ン
ト
の
象
徴
と
し
て
掲
げ
て
い
る
こ
と
を
目
撃

図４-1　（左）ハンガリー「マジャール人」の祭典での鹿の頭蓋骨と鹿角（筆者撮影）
図４-2　（右）北方シャーマニズムの「スプリット・ポール」

図３　「ツングース族のシャーマン」1785年（大英博物館蔵）

図２　クラナハ父「楽園」1536年（ウィーン美術史美術館蔵）
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さ
せ
ら
れ
た
瞬
間
だ
っ
た
︒
私
が
そ
こ
で
目
に
し
た
の
は
︑
数

万
年
前
の
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
時
空
へ
と
つ
な
が
る
︑
鹿
崇

拝
の
﹁
今
﹂
で
あ
っ
た
︵
図
４
−１
︶︒

そ
の
光
景
は
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
や
北
米
ま
で
に
つ
な
が
る

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
儀
礼
に
お
け
る
﹁
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
ポ
ー

ル
＝
霊
魂
柱
﹂
の
先
端
部
に
掲
げ
ら
れ
る
﹁
鹿
角
﹂
と
そ
の

頭
蓋
の
光
景
と
ま
っ
た
く
違
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
︵
図
４

−２
︶︒
決
し
て
余
興
の
演
劇
で
は
な
い
︑
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
現

在
の
民
族
主
義
の
場
面
に
登
場
し
た
﹁
鹿
角
の
現
在
﹂
に
心

動
か
さ
れ
た
と
と
も
に
︑
私
は
日
本
の
東
北
の
﹁
鹿
踊
り
﹂

を
思
い
起
こ
し
て
い
た
︒
鹿
島
神
宮
や
春
日
大
社
︑
金
華
山

の
数
百
頭
の
神
の
使
い
の
鹿
た
ち
の
生
き
る
日
本
列
島
は
︑

﹁
ユ
ー
ロ

＝

ア
ジ
ア
世
界
﹂
の
最
東
端
部
に
あ
っ
て
︑
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
︑
ユ
ー
ラ
シ
ア
︑
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
﹁
鹿
信
仰
﹂
に
お
い

て
ひ
と
つ
な
が
り
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
︒

本
稿
で
は
︑
そ
の
﹁
ユ
ー
ロ

＝

ア
ジ
ア
世
界
﹂
の
最
西0

端

部
を
占
め
る
ブ
リ
テ
ン
島
の
﹁
ケ
ル
ト
﹂
文
化
圏
︑
ウ
ェ
ー

ル
ズ
に
伝
わ
る
神
話
を
契
機
と
し
て
︑
シ
ベ
リ
ア
︵﹁
黄
金
の

鹿
﹂
の
造
形
表
象
と
シ
ャ
ー
マ
ン
の
儀
礼
︶
に
照
ら
し
な
が
ら
︑

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
︑
ア
ジ
ア
を
つ
ら
ぬ
く
﹁
鹿
︵
角
︶
信
仰
﹂
に

お
け
る
神
話
と
造
形
表
象
の
照
応
関
係
を
見
出
し
た
い
と
考

え
る
︒

2
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
神
話
―
鹿
狩
り
の
王
への

呪
い
と「
再
興
」

ケ
ル
ト
文
化
圏
に
は
﹁
鹿
﹂
が
︑
物
語
の
重
要
な
契
機
と

な
る
神
話
が
い
く
つ
も
伝
わ
っ
て
い
る
︒
ブ
リ
テ
ン
島
西
部

の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
は
︑﹁
鹿
狩
り
﹂
に
ま
つ
わ
る
神
話
に
︑
中

世
に
栄
え
た
国
︑
ダ
ヴ
ェ
ッ
ド
の
王
族
の
呪
い
と
再
興
の
話

が
あ
る
︒

登
場
人
物
は
︑

•
ダ
ヴ
ェ
ッ
ド
︵
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
王
国
︶
の
王
プ
ウ
ィ
ス

•
冥
界
の
王
ア
ラ
ウ
ン

• 

冥
界
か
ら
き
た
妃
で
王
子
プ
リ
デ
リ
の
母
で
あ
る
リ
ア

ノ
ン

• 

リ
ア
ノ
ン
に
求
婚
し
拒
ま
れ
︑
夫
の
プ
ウ
ィ
ス
王
に
呪

い
を
か
け
る
敵
グ
ワ
ウ
ル 

•
王
子
を
発
見
す
る
城
主
テ
ィ
ル
ノ
ン
と
妻

•
王
子
プ
リ
デ
リ

ス
ト
ー
リ
ー
は
以
下
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
︒

①
ダ
ヴ
ェッ
ド
の
王
プ
ウィ
ス
の
鹿
狩
り

プ
ウ
ィ
ス
王
は
︑
狩
り
の
途
中
︑
白
い
体
と
赤
い
耳
の
猟

犬
を
追
い
払
い
︑
自
分
の
猟
犬
を
﹁
鹿
﹂
に
向
か
わ
せ
よ
う

と
し
た
︒
そ
こ
へ
地
下
世
界
の
王
ア
ラ
ウ
ン
が
現
れ
る
︒
自

分
は
敵
に
追
わ
れ
て
い
る
と
告
白
し
︑
そ
の
懇
願
を
聞
き
入

れ
︑
プ
ウ
ィ
ス
が
ア
ラ
ウ
ン
に
変
身
し
︑
一
年
間
の
み
地
下

世
界
の
王
と
な
っ
た
︒
敵
を
倒
し
︑
め
で
た
く
地
上
の
自
国

に
帰
還
し
た
︒
す
な
わ
ち
﹁
王
に
よ
る
鹿
狩
り
﹂
が
︑﹁
冥
界

と
の
接
触
﹂
を
発
生
さ
せ
︑﹁
自
ら
変
容
﹂
し
て
﹁
地
下
世
界

に
降
下
﹂
し
た
の
ち
﹁
地
上
世
界
に
帰
還
﹂
す
る
と
い
う
物

語
で
︑
王
の
﹁
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
﹂
や
﹁
再
生
﹂
を
暗
示

し
て
い
る
︒
し
か
し
あ
く
ま
で
こ
れ
を
可
能
と
す
る
の
は

﹁
鹿
﹂
と
い
う
動
物
の
顕
れ
で
あ
り
︑﹁
人
間
が
鹿
と
森
で
出

会
う
﹂
と
い
う
条
件
が
あ
る
︵
図
5
︶︒

い
い
か
え
れ
ば
プ
ウ
ィ
ス
王
が
治
め
る
王
国
は
﹁
上
に
あ

る
も
の
＝
地
上
＝
生
者
の
領
域
﹂
で
︑
冥
界
の
王
ア
ラ
ウ
ン

は
﹁
下
に
あ
る
も
の
＝
地
下
＝
死
者
の
世
界
﹂
で
あ
る
︒
地

上
の
輝
き
が
︑
地
下
の
幽く

ら

さ
に
よ
っ
て
浮
き
彫
り
に
な
り
︑
そ

の
逆
の
地
下
世
界
の
黒
い
力
も
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
︒
そ
の

両
世
界
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
の
が
﹁
鹿
﹂
で
あ
る
︒
そ
こ
に
は

鹿
が
︑
両
世
界
の
境
目
で
あ
る
森
の
主
と
し
て
︑
生
と
死
︑
死

と
生
の
境
界
に
存
在
す
る
と
い
う
観
念
が
み
え
隠
れ
す
る
︒

②
リ
アノ
ン
の
悲
劇

プ
ウ
ィ
ス
は
︑
地
下
世
界
の
リ
ア
ノ
ン
を
妃
と
し
て
娶
る

こ
と
に
な
っ
た
︒
彼
女
に
求
婚
を
拒
ま
れ
た
冥
界
の
敵
グ
ワ

ウ
ル
は
︑
時
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
プ
ウ
ィ
ス
の
生
前
か
ら
未
来

ま
で
に
呪
い
を
か
け
る
︒
リ
ア
ノ
ン
は
不
妊
と
な
る
︒
夫
た

る
プ
ウ
ィ
ス
は
彼
女
を
な
じ
っ
た
︒
が
︑
無
事
︑
王
子
と
な

る
男
児
プ
リ
デ
リ
が
生
ま
れ
た
︒
し
か
し
︑
プ
リ
デ
リ
は
誕

生
し
た
夜
に
姿
が
消
え
て
し
ま
う
︒
侍
女
た
ち
は
︑
王
を
恐

れ
て
謀
り
︑
リ
ア
ノ
ン
が
自
分
の
赤
子
を
食
っ
た
よ
う
に
見

せ
か
け
︑
血
の
付
い
た
骨
を
リ
ア
ノ
ン
の
傍
に
並
べ
た
︒
赤

子
は
グ
ワ
ウ
ル
に
よ
っ
て
連
れ
去
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
︒
怒

っ
た
プ
ウ
ィ
ス
は
︑
妻
の
リ
ア
ノ
ン
に
︑
門
の
と
こ
ろ
で
彼

女
み
ず
か
ら
が
︑
城
の
来
客
す
べ
て
に
こ
の
罪
を
語
る
こ
と
︑

そ
し
て
客
の
重
い
荷
物
を
担
い
で
城
ま
で
案
内
す
る
と
い
う

咎
め
を
受
け
さ
せ
た
︒

③
王
子
プ
リ
デ
リ
の
死
と
再
生

図５　「プウィス王の鹿狩り」（近代の神話画より）
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い
っ
ぽ
う
︑
連
れ
去
ら
れ
た
プ
リ
デ
リ
は
族
長
の
テ
ィ
ル

ノ
ン
に
救
わ
れ
て
い
た
︒
プ
リ
デ
リ
は
五
月
一
日
の
前
夜
に

﹁
馬
小
屋
﹂
の
傍
で
偶
然
発
見
さ
れ
た
の
だ
︒
城
主
テ
ィ
ル
ノ

ン
は
毎
年
子
馬
を
産
む
よ
い
雌
馬
を
持
っ
て
い
た
が
︑
毎
年
︑

五
月
祭
が
近
づ
く
と
仔
馬
た
ち
は
消
え
て
い
た
︵
悪
鬼
に
食

べ
ら
れ
て
い
た
の
だ
︶︒
テ
ィ
ル
ノ
ン
が
悪
鬼
を
待
ち
受
け
よ

う
と
馬
小
屋
に
入
っ
た
と
き
︑
プ
リ
デ
リ
を
発
見
し
た
︒
テ

ィ
ル
ノ
ン
の
妻
は
こ
の
赤
子
を
﹁
グ
リ
＝
黄
金
﹂
と
名
づ
け

た
︒
成
長
し
た
プ
リ
デ
リ
は
︑
父
王
が
亡
く
な
る
と
︑
王
国

の
七
郷
を
受
け
継
ぎ
︑
妃
を
娶
っ
た
︒

以
上
︑
こ
の
神
話
の
プ
ロ
ッ
ト
は
︑
父
王
プ
ウ
ィ
ス
は
﹁
鹿

狩
り
﹂
で
出
会
っ
た
冥
界
の
王
に
︑
変
容
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
︑

地
下
世
界
に
行
っ
た
あ
と
帰
還
す
る
も
︑
妃
リ
ア
ノ
ン
も
信

じ
が
た
い
難
儀
︵
子
殺
し
の
濡
れ
衣
・
重
労
働
︶
を
強
い
ら
れ

た
︒
が
︑
王
子
プ
リ
デ
リ
は
養
父
母
に
発
見
さ
れ
成
長
し
︑
呪

い
を
突
破
し
て
王
国
の
継
承
者
と
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ

る
︒神

話
の
メ
タ
フ
ァ
ー
は
︑
鹿
と
の
出
会
い
↓
変
容
し
冥
界

下
り
↓
妃
に
よ
る
出
産
↓
子
の
消
滅
↓
子
の
発
見
↓
養
父
母

の
育
成
↓
子
に
よ
る
王
国
の
継
承
＝
復
興
・
再
生
で
あ
る
︒

プ
ウ
ィ
ス
︑
リ
ア
ノ
ン
と
い
う
両
親
と
︑
プ
リ
デ
リ
と
い

う
子
の
物
語
は
︑
森
で
の
﹁
鹿
と
の
邂
逅
﹂
は
︑
困
難
を
克

服
し
た
末
に
人
間
に
﹁
新
天
地
﹂
と
﹁
希
望
﹂
を
約
束
す
る

と
い
う
観
念
を
し
め
し
て
い
る
︒
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
神
話
に
も
︑

鹿
に
森
で
出
会
う
と
﹁
新
天
地
が
開
け
る
﹂︑﹁
復
興
・
再
生

を
遂
げ
ら
れ
る
﹂
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
︒

3
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の「
フ
ィ
ア
ナ
神
話
」

―
鹿
で
あ
る
騎
士
団
長
フ
ィ
ン

も
う
ひ
と
つ
︑﹁
鹿
﹂
に
か
か
わ
る
ケ
ル
ト
神
話
は
︑
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
ア
ル
ス
タ
ー
神
話
の
﹁
フ
ィ
ア
ナ
神
話
﹂
で
あ

る
︒
こ
こ
で
も
鹿
と
出
会
う
騎
士
団
の
長
の
物
語
が
語
ら
れ

る
︒フ

ィ
ン
・
マ
ク
・
ク
ウ
ィ
ル
は
﹁
フ
ィ
ア
ナ
騎
士
団
﹂︵
フ

ィ
ニ
ア
ン
︶
を
率
い
て
一
定
の
期
間
に
狩
り
を
す
る
た
め
森

に
入
る
︒
長
の
フ
ィ
ン
は
森
で
サ
ド
ヴ
と
い
う
美
し
い
女
性

と
出
会
い
︑
妻
と
し
て
迎
え
た
︒
女
性
は
黒
い
ド
ル
イ
ド
の

魔
法
で
﹁
鹿
﹂
に
変
え
ら
れ
た
︒
彼
女
が
生
ん
だ
息
子
は
﹁
オ

シ
ア
ン
﹂︵
小
鹿
の
意
︶︑
孫
は
﹁
オ
ス
カ
ル
︵
小
鹿
を
愛
で
る

者
の
意
︶﹂
と
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
︒

こ
こ
で
喚
起
さ
れ
る
の
が
︑
フ
ィ
ア
ナ
騎
士
団
︵
ア
ー
サ

ー
王
と
騎
士
た
ち
の
前
身
と
も
い
わ
れ
る
︶
と
﹁
鹿
﹂
の
濃
厚

な
関
係
で
あ
る
︒

フ
ィ
ア
ナ
騎
士
団
は
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
上
王
に
仕
え
︑
国

を
守
る
使
命
を
果
た
す
い
っ
ぽ
う
で
︑
平
和
時
な
ど
必
ず
一

定
の
期
間
は
﹁
制
度
の
外
部
﹂
と
し
て
の
森
を
巡
り
︑﹁
狩

猟
﹂
を
旨
と
す
る
︒
ジ
ャ
ン
・
マ
ル
カ
ル
な
ど
ケ
ル
ト
伝
承

研
究
者
は
︑
こ
の
習
い
か
ら
フ
ィ
ン
の
騎
士
団
は
﹁
古
代
の

民
族
﹂
で
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
︒

こ
こ
に
﹁
鹿
﹂
と
の
強
い
結
び
つ
き
が
浮
上
す
る
︒
そ
も
そ

も
長
で
あ
る
フ
ィ
ン
自
身
が
﹁
鹿
の
名
﹂
を
も
つ
者
な
の
で
あ

っ
た
︒
フ
ィ
ン
は
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
﹁
フ
ィ
ン
﹂

の
名
前
を
授
か
っ
た
︒﹁
フ
ィ
ン
﹂
と
は
﹁
鹿
﹂
の
一
種
で
あ

る
﹁
ダ
マ
ジ
カ
︵
学
名
：
ダ
ー
マ
・
ダ
ー
マ
︶﹂
を
意
味
す
る
︒

ダ
マ
ジ
カ
は
体
長
一
一
〇
―一
九
〇
㎝
︑
肩
高
九
〇
―一
一
〇

㎝
︑
体
重
四
〇
―一
〇
〇
㎏
ほ
ど
で
︑
角
が
繁
茂
す
る
枝
か

花
弁
の
よ
う
に
広
が
る
芸
術
的
な
形
を
し
て
い
る
う
え
に
︑
体

毛
は
黄
褐
色
の
も
の
が
多
く
︑
夏
毛
に
は
白
い
斑
点
を
み
せ

る
こ
と
も
あ
り
︑
下
顎
︑
腹
面
︑
四
肢
の
内
側
に
白
い
毛
が

生
え
て
い
る
︒
森
で
ダ
マ
ジ
カ
に
出
会
う
と
︑
角
は
大
き
な

冠
︑
白
斑
点
は
光
の
よ
う
に
み
え
︑
そ
の
優
雅
さ
と
威
厳
に

後
ず
さ
り
さ
せ
ら
れ
る
ほ
ど
の
姿
と
い
わ
れ
る
︵
図
6
︶︒

こ
の
姿
の
と
お
り
﹁
フ
ィ
ン
﹂
と
い
う
名
は
︑﹁
白
い
︑
美

し
い
︑
金
髪
の
︑
名
門
の
﹂
と
い
う
意
味
で
あ
る
︒
優
雅
と

威
厳
と
を
兼
ね
備
え
︑
王
や
長
の
姿
を
思
わ
せ
る
そ
の
姿
を

フ
ィ
ン
は
名
と
し
て
授
か
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
︒﹁
フ
ィ
ン
﹂

の
語
は
︑
古
語
﹁
ヴ
ィ
ン
ドvindo

﹂
か
ら
来
て
お
り
︑
大
陸

で
活
躍
し
た
古
代
ケ
ル
ト
人
の
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
族
の
名
前
で
も

あ
っ
た
︵
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
族
は
現
在
の
ケ
ル
ト
文
化
圏
の
ブ
ル
タ
ー

ニ
ュ
や
︑
地
中
海
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
地
方
な
ど
︑
広
範
囲
に
活
動

し
交
易
に
も
携
わ
っ
て
い
た
︶︒
い
ず
れ
に
し
て
も
﹁
フ
ィ
ン
﹂

と
い
う
存
在
は
︑
美
し
さ
と
輝
き
と
名
門
で
あ
る
こ
と
を
し

め
す
の
で
あ
る
︒

フ
ィ
ン
の
息
子
の
﹁
オ
シ
ア
ン
﹂
や
孫
の
﹁
オ
ス
カ
ル
﹂

は
鹿
の
妻
の
血
統
も
受
け
継
ぎ
︑
二
重
に
輝
か
し
い
鹿
の
子

た
ち
と
し
て
生
ま
れ
︑
未
来
へ
の
光
を
帯
び
る
︒
こ
の
信
仰

は
︑
フ
ィ
ア
ナ
神
話
の
オ
シ
ア
ン
や
オ
ス
カ
ル
の
﹁
鹿
に
ま

つ
わ
る
名
前
﹂
を
通
し
て
︑
千
年
以
上
の
時
を
超
え
︑
い
ま

で
も
途
絶
え
て
い
な
い
︒
す
な
わ
ち
こ
の
﹁
鹿
を
契
機
と
す

る
継
承
者
﹂
の
聖
性
を
帯
び
た
名
前
は
︑
今
日
で
も
男
児
に

名
づ
け
ら
れ
て
い
る
︒
北
欧
の
王
家
の
王
子
が
﹁
オ
ス
カ
ー
﹂︑

﹁
オ
ス
カ
ル
﹂
と
名
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
︒

図６　立派な角と白斑点のダマジカ
（ウィキペディアより）
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も
ち
ろ
ん
平
民
で
も
名
乗
る
こ
と
が
で
き
︑
オ
ス
カ
ー
・

ワ
イ
ル
ド
︑
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
名
の
オ
ス
カ
ー
︑

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
オ
ス
カ
ー
・
デ
ラ
レ
ン
タ
な
ど
は
よ
く
知
ら

れ
る
︒
ま
た
︑
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
序
曲
で
有
名
な
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
の
﹁
フ
ィ
ン
ガ
ル
の
洞
窟
﹂
は
ま
さ
に
武
勲
を

遺
し
た
フ
ィ
ン
の
洞
窟
で
あ
る
︒
一
八
世
紀
の
マ
ク
フ
ァ
ー

ソ
ン
が
翻
案
し
た
﹃
オ
シ
ア
ン
の
古
歌
﹄
は
︑
父
王
フ
ィ
ン

を
息
子
オ
シ
ア
ン
︵
詩
人
と
な
っ
た
︶
が
弾
唱
す
る
古
歌
で
あ

る
︒
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
二
〇
世
紀
の
文
学
者
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ

ョ
イ
ス
の
﹃
フ
ィ
ネ
ガ
ン
ズ
・
ウ
ェ
イ
ク
﹄
の
︑
再
生
す
る

男
フ
ィ
ネ
ガ
ン
に
も
神
話
的
照
応
が
み
と
め
ら
れ
る
︒

こ
う
し
て
﹁
鹿
﹂
崇
拝
は
︑
神
話
か
ら
近
現
代
文
学
や
音

楽
︑
人
名
の
伝
統
に
ま
で
及
ん
で
い
る
︒﹁
鹿
﹂
は
希
望
を
与

え
る
も
の
と
し
て
︑
神
話
を
越
え
て
生
き
残
っ
て
き
た
の
で

あ
る
︒

さ
て
こ
の
よ
う
に
︑
そ
も
そ
も
フ
ィ
ン
が
人
間
の
姿
を
し

て
い
な
が
ら
︑﹁
鹿
﹂
の
名
を
帯
び
て
い
た
こ
と
は
︑
フ
ィ
ア

ナ
騎
士
団
の
不
思
議
な
﹁
習
性
﹂
の
謎
を
解
き
明
か
す
ヒ
ン

ト
を
与
え
て
く
れ
る
︒

フ
ィ
ア
ナ
騎
士
団
は
一
定
の
期
間
に
彼
ら
が
﹁
狩
り
を
す

る
﹂︑
あ
る
い
は
﹁
狩
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
い
う

﹁
習
い
﹂
を
も
つ
︒
こ
れ
は
フ
ィ
ン
た
ち
が
﹁
鹿
の
領
域
﹂︑
す

な
わ
ち
﹁
森
＝
自
然
＝
野
生
﹂
の
領
域
に
属
す
る
存
在
で
あ

る
こ
と
を
披
瀝
し
て
い
る
︒
人
間
の
国
の
守
り
手
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
︑
そ
の
制
度
の
埒
を
越
え
て
︑
外
部
に
あ
る

大
自
然
の
中
へ
と
踏
み
込
ん
で
︑
巡
る
の
で
あ
る
︒
そ
こ
で

自
然
界
を
表
象
す
る
森
の
主
が
﹁
鹿
﹂
で
あ
る
︒
い
い
か
え

れ
ば
フ
ィ
ン
た
ち
は
﹁
人
間
﹂
と
﹁
鹿
﹂
の
境
目
に
い
て
︑

﹁
人
間
界
﹂
と
﹁
自
然
界
﹂
を
自
由
に
行
き
来
す
る
存
在
で
あ

る
︒こ

の
不
思
議
な
行
動
か
ら
︑
フ
ィ
ア
ナ
騎
士
団
は
制
度
に

与
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
族
と
い
う
解

釈
も
さ
れ
て
き
た
︒
人
間
界
の
内
を
護
衛
す
る
任
務
を
も
ち

な
が
ら
︑
異
界
に
通
じ
る
存
在
で
あ
る
か
ら
だ
︒
そ
の
よ
う

な
存
在
と
し
て
は
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
数
多
く
伝
わ
る
ケ
ル

ト
神
話
の
主
役
た
ち
︑﹁
死
者
﹂﹁
妖
精
﹂﹁
呪ド

ル
イ
ド

術
者
﹂﹁
女
神
﹂

﹁
動
物
﹂
が
い
る
︒

フ
ィ
ア
ナ
神
話
に
お
け
る
フ
ィ
ン
は
︑
生
ま
れ
に
お
い
て

も
︑
騎
士
団
長
と
な
る
に
も
︑
決
し
て
平
坦
な
道
の
り
を
歩

ん
だ
の
で
は
な
く
︑
そ
の
成
長
過
程
に
お
い
て
呪
術
的
な
存

在
と
関
係
し
た
︒
最
初
の
﹁
死
﹂
の
克
服
で
あ
る
︑
騎
士
団

長
で
あ
っ
た
父
が
殺
さ
れ
た
後
に
フ
ィ
ン
は
生
ま
れ
た
︒
ゆ

え
に
彼
は
じ
つ
は
女
ド
ル
イ
ド
に
育
て
ら
れ
︑
そ
こ
で
﹁
呪

力
﹂
と
接
触
し
て
い
る
︒
成
長
し
て
︑
父
を
殺
し
た
仇
で
あ

る
ゴ
ル
を
追
放
し
︑
父
の
遺
産
を
取
り
戻
す
︒
そ
れ
は
﹁
兜
﹂

﹁
盾
﹂﹁
鶴
の
皮
の
袋
に
入
っ
た
槍
﹂﹁
豚
皮
の
ベ
ル
ト
﹂
で
︑

あ
と
の
二
つ
は
﹁
動
物
﹂
が
関
わ
っ
て
い
た
︒
鶴
は
空
を
飛

び
︑
夜
も
警
護
す
る
と
信
じ
ら
れ
た
の
で
槍
の
袋
と
な
り
︑
豚

︵
猪
︶
は
英
雄
が
最
初
に
ナ
イ
フ
を
入
れ
る
﹁
勝
者
の
ご
馳

走
﹂
で
あ
っ
た
動
物
で
あ
る
︒

フ
ィ
ン
は
こ
の
よ
う
に
﹁
境
界
﹂
か
ら
そ
の
能
力
を
獲
得

し
て
い
っ
た
︒
そ
も
そ
も
フ
ィ
ン
が
騎
士
団
の
長
に
就
け
た

の
は
︑
大
王
の
い
る
タ
ラ
の
王
宮
を
救
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
︒

万
霊
節
︵﹁
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
﹂
の
起
源
で
あ
る
ケ
ル
ト
の
﹁
サ
ウ
ィ

ン
﹂︶
は
回
帰
す
る
死
者
た
ち
を
静
か
に
迎
え
︑
も
て
な
し
供

養
す
る
夜
で
あ
る
が
︑
毎
年
こ
の
夜
に
宮
廷
の
人
々
を
眠
ら

せ
︑
王
宮
を
火
の
海
と
し
て
い
た
悪
鬼
を
フ
ィ
ン
は
倒
し
た

の
で
あ
る
︒
こ
れ
は
彼
が
﹁
死
﹂
と
そ
れ
が
住
ま
う
﹁
地
下

世
界
﹂
と
通
交
し
て
い
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
︒
ま
た
フ

ィ
ン
は
ド
ル
イ
ド
の
フ
ィ
ネ
ガ
ス
の
も
と
で
詩
︵
予
言
︶
を

学
ん
で
い
る
と
き
︑﹁
鮭
﹂
を
焼
く
よ
う
に
い
わ
れ
︑
火
傷
を

し
た
際
に
︑
鮭
か
ら
知
恵
を
授
か
っ
た
︒
特
別
の
呪
術
的

﹁
知
﹂
の
獲
得
で
あ
る
︒

彼
が
成
長
で
き
︑
騎
士
団
の
長
と
な
れ
た
の
は
こ
れ
ら
の

超
自
然
的
な
も
の
︑
人
間
界
の
外
部
や
境
界
に
あ
る
も
の
と

交
流
し
て
き
た
た
め
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
な
両
義
的
な
フ
ィ

ン
の
運
命
は
︑
率
い
る
騎
士
団
の
性
質
に
も
反
映
さ
れ
る
︒

上
王
の
国
を
守
る
任
務
は
果
た
す
が
︑
特
徴
は
森
を
巡
る
こ

と
で
あ
り
︑
そ
の
行
動
は
︑
か
ぎ
り
な
く
﹁
狩
人
﹂
に
近
い
︒

フ
ィ
ン
た
ち
は
遊
行
で
森
に
入
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
︑
フ

ィ
ン
が
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
﹁
鹿
﹂
の
聖
な
る
名

を
も
ら
い
受
け
る
こ
と
で
血
統
を
帯
び
︑
鹿
の
女
性
と
の
間

に
鹿
の
子
を
も
う
け
る
︑
鹿
の
一
族
と
し
て
野
生
に
関
係
を

も
つ
存
在
で
あ
る
︒

そ
の
両
義
性
・
境
界
性
は
︑
森
の
奥
で
は
︑﹁
狩
り
を
す
る

者
︵
人
間
︶﹂
が
︑
じ
つ
は
﹁
狩
ら
れ
る
鹿
︵
野
生
︶﹂
で
あ
り
︑

﹁
死
﹂
に
接
触
す
る
︑
な
い
し
﹁
死
﹂
を
表
象
す
る
と
い
う

﹁
転
倒
﹂
の
観
念
を
も
示
唆
す
る
︒
フ
ィ
ン
が
出
会
っ
た
女
性

が
ド
ル
イ
ド
の
黒
い
魔
術
で
﹁
鹿
に
変
容
﹂
さ
せ
ら
れ
︑﹁
鹿

の
子
ど
も
﹂
を
出
産
す
る
の
も
︑
フ
ィ
ン
が
﹁
鹿
の
側
の
﹂

存
在
と
し
て
も
は
た
ら
く
こ
と
に
呼
応
し
て
い
る
︒
人
間
の

王
国
を
守
る
者
が
︑
人
間
が
築
い
た
国
で
は
な
く
︑
鹿
と
い

う
森
の
王
の
支
配
す
る
自
然
界
の
力
を
授
か
っ
て
い
る
︒
森

深
く
分
け
入
っ
た
狩
人
が
︑
自
分
が
熊
に
捕
ら
え
ら
れ
て
︑
檻

に
入
れ
ら
れ
た
体
験
を
リ
ア
ル
に
語
る
シ
ベ
リ
ア
の
神
話
が

あ
る
︒
人
間
が
支
配
し
お
お
せ
た
か
に
見
え
る
自
然
は
︑
そ

の
生
死
を
露
呈
す
る
と
き
︑
人
間
の
世
界
も
自
然
界
に
よ
っ

て
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
と
い
う
信
念
が
込

め
ら
れ
て
い
る
︒
フ
ィ
ン
も
森
に
入
る
と
︑﹁
鹿
の
国
＝
鹿

園
﹂
の
主
に
限
り
な
く
近
づ
く
存
在
と
な
る
と
い
う
転
倒
で

あ
る
︒

こ
う
し
た
フ
ィ
ン
の
両
義
性
は
︑
紀
元
前
の
一
つ
の
ケ
ル

ト
美
術
を
喚
起
さ
せ
る
︒

銀
九
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
高
価
な
金
工
品
﹁
ゴ
ネ
ス
ト

ロ
ッ
プ
の
大
釜
﹂
に
現
さ
れ
た
﹁
鹿
角
の
神
﹂
で
あ
る
︒
銀

器
と
し
て
は
現
存
す
る
最
大
級
︵
直
径
六
九
㎝
︑
高
さ
四
二
㎝
︶
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で
東
欧
の
ト
ラ
キ
ア
美
術
と
の
関
連
も
あ
る
︒
釜
の
内
側
に

打
ち
出
し
で
表
現
さ
れ
た
﹁
鹿
角
の
男
神
﹂
が
座
し
︑
右
手

に
は
ケ
ル
ト
特
有
の
首
環
で
あ
る
﹁
ト
ル
ク
﹂
を
︑
左
手
に

は
角
の
あ
る
ヘ
ビ
の
頭
を
握
り
︑
右
手
側
に
枝
角
を
持
つ
牡

鹿
が
い
て
周
り
に
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
た
ち
が
い
る
︵
図
7
︶︒

紀
元
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
と
ブ
リ
タ
ニ
ア
で
崇
拝
さ
れ

て
い
た
こ
の
﹁
鹿
角
の
神
ケ
ル
ヌ
ン
ノ
ス
﹂
の
図
像
は
︑
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
は
ほ
か
に
類
例
が
な
い
︒
ケ
ル
ヌ
ン
ノ
ス
が
あ

ら
ゆ
る
動
物
に
囲
ま
れ
鹿
の
王
と
し
て
君
臨
し
て
い
る
︒
動

物
に
囲
ま
れ
て
い
る
点
で
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
竪
琴
を
弾
く
オ

ル
フ
ェ
ウ
ス
図
像
の
影
響
も
指
摘
さ
れ
る
が
︑
こ
の
鹿
角
の

神
の
図
像
の
主
題
は
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
︒

む
し
ろ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
見
て
描
い
た
シ
ベ
リ
ア
の
ツ
ン
グ

ー
ス
の
鹿
角
を
戴
く
シ
ャ
ー
マ
ン
を
思
わ
せ
る
︒

狼
︑
猪
︑
獅
子
︑
海
豚
な
ど
に
囲
ま
れ
︑
最
も
近
く
に
大

き
な
﹁
鹿
﹂
が
眷
属
の
よ
う
に
立
つ
︒
ケ
ル
ヌ
ン
ノ
ス
が
左

手
で
﹁
蛇
﹂
を
握
っ
て
い
る
こ
と
で
︑
地ク

ト
ニ
ッ
ク

下
的
な
性
格
も
み

せ
︑﹁
死
﹂
を
思
わ
せ
る
︒
し
か
し
蛇
は
脱
皮
を
繰
り
返
す
も

の
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
﹁
蘇
生
﹂
を
暗
示
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
︒
蛇
の
蘇
生
力
に
呼
応
し
て
︑
鹿
は
︵
後
述
す

る
よ
う
に
︶
秋
に
角
を
落
と
し
︑
春
に
生
え
か
わ
る
そ
の
角

の
生
命
的
周
期
性
か
ら
︑
鹿
角
の
強
調
は
﹁
再
生
﹂
の
シ
ン

ボ
ル
と
考
え
ら
れ
る
︒
実
際
こ
の
﹁
大
釜
﹂
は
何
ら
か
の
儀

礼
︵
豊
饒
祈
願
・
供
犠
に
よ
る
再
生
祈
願
︶
に
用
い
ら
れ
た
と

推
測
さ
れ
る
︒
神
話
で
は
繰
り
返
し
粥
︵
食
べ
物
︶
を
も
た

ら
す
ケ
ル
ト
︵
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
︶
神
話
の
父
神
ダ
グ
ダ
の
﹁
大

釜
﹂
の
豊
饒
の
表
象
性
に
比
定
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︒

予
告
的
に
い
え
ば
︑
こ
う
し
た
﹁
ケ
ル
ヌ
ン
ノ
ス
﹂
の
図

像
は
︑
フ
ィ
ア
ナ
神
話
に
お
け
る
フ
ィ
ン
も
接
触
し
た
﹁
死
﹂

と
﹁
再
生
﹂
の
反
転
力
を
暗
示
し
て
い
る
︒

お
よ
そ
神
話
的
思
考
と
は
︑
現
実
の
世
界
で
は
対
立
や
対

抗
と
し
て
し
か
認
識
さ
れ
な
い
二
つ
の
異
な
る
意
味
価
値︵
人

間
界
／
自
然
界
︑
人
工
／
野
生
︑
生
／
死
︶
を
︑
円
滑
に
﹁
転

倒
・
反
転
さ
せ
る
﹂
境
界
を
み
つ
め
る
意
識
を
産
出
す
る
力

を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
︒
そ
れ
は
人
間
が
荒
ぶ
る
自
然
に

対
峙
し
た
と
き
︑
あ
る
い
は
共
同
体
が
死
を
逃
れ
ら
れ
な
い

と
き
の
︑
諦
観
︑
い
や
慈
悲
の
識
域
に
生
ま
れ
る
思
考
で
あ

る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
︒

ケ
ル
ト
神
話
の
﹁
フ
ィ
ン
﹂
と
図
像
の
﹁
ケ
ル
ヌ
ン
ノ
ス
﹂

は
︑
こ
の
転
倒
・
反
転
の
螺ね

旋じ

の
要
に
い
る
﹁
鹿
﹂
の
表
徴

で
あ
る
︒
フ
ィ
ア
ナ
神
話
の
メ
タ
フ
ァ
ー
に
お
い
て
は
﹁
フ

ィ
ン
﹂︑﹁
フ
ィ
ン
の
妻
﹂︑﹁
フ
ィ
ン
の
子
ど
も
﹂
の
す
べ
て

が
﹁
鹿
の
世
界
﹂
と
﹁
人
間
の
世
界
﹂
を
つ
な
ぎ
︑
そ
の
関

係
と
意
味
価
値
を
回
転
︑
展
開
さ
せ
る
存
在
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
︒

さ
て
︑
で
は
︑
な
ぜ
ケ
ル
ト
の
こ
の
よ
う
に
際
立
つ
神
話

に
お
い
て
︑
ほ
か
の
動
物
で
は
な
く
﹁
鹿
﹂
が
︑
と
く
に
﹁
王

国
の
再
興
﹂
の
テ
ー
マ
︑
あ
る
い
は
﹁
豊
饒
﹂
を
担
う
象
徴

と
し
て
︑
こ
れ
ほ
ど
愛
ら
し
さ
か
ら
威
厳
ま
で
の
幅
を
も
つ

親
和
的
な
存
在
と
し
て
選
ば
れ
た
の
だ
ろ
う
か
︒

い
ま
そ
れ
を
ケ
ル
ト
に
限
ら
ず
﹁
ユ
ー
ロ

＝

ア
ジ
ア
世
界
﹂

の
鹿
信
仰
文
化
圏
に
広
げ
て
考
え
て
い
く
と
︑
数
万
年
に
さ

か
の
ぼ
る
人
間
の
経
験
か
ら
そ
の
ひ
と
つ
の
答
え
が
生
ま
れ

た
こ
と
を
推
測
で
き
る
︒
フ
ィ
ン
も
何
度
も
目
撃
し
た
だ
ろ

う
︒
人
間
が
自
然
に
近
づ
き
︑﹁
鹿
﹂
に
出
会
う
た
び
︑
鹿
が

人
間
に
﹁
み
せ
て
き
た
﹂
あ
る
﹁
身
体
表
現
﹂
が
基
点
に
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
︒

4
鹿
の「
見
つ
め
」と「
走
り
」

北
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
で
は
︑
ケ
ル
ト
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
同
様
に
︑

熊
︑
狼
︑
馬
︑
鮭
な
ど
が
鹿
と
と
も
に
神
々
で
あ
る
︒﹁
鹿
﹂

は
親
し
い
仲
間
と
な
る
こ
と
も
あ
る
が
︑
精
霊
と
し
て
崇
め

ら
れ
て
き
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
︒
精
霊
と
人
間
の
共
同
体

を
交
通
さ
せ
る
の
が
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
る
︒
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ

ム
は
エ
リ
ア
ー
デ
が
い
う
よ
う
に
︑
ユ
ー
ラ
シ
ア
や
北
方
ア

ジ
ア
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
︒
し
か
し
ユ
ー
ラ
シ
ア

大
陸
の
広
大
な
地
域
を
占
め
る
こ
の
地
域
に
は
﹁
世
界
の
ど

の
他
の
地
域
と
も
独
立
し
て
存
在
す
る
要
素
︑
す
な
わ
ち
「
精

霊
」
と
の
特
殊
関
係
︑
呪
的
飛
翔
を
許
す
エ
ク
ス
タ
シ
ー
能

力
︑
天
空
へ
の
上
昇
︑
地
下
世
界
へ
の
下
降
︑
火
の
統
御
︑
な

ど
の
諸
要
素
が
︑
こ
こ
で
は
す
で
に
独
特
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

と
正
当
化
さ
れ
た
特
殊
技
術
に
統
合
さ
れ
た
構
造
を
示
し
て

い
る
﹂︵
エ
リ
ア
ー
デ
﹃
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
﹄
上
︶︒

で
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
人
々
は
﹁
精

霊
﹂
と
交
流
す
る
文
化
を
培
う
こ
と
が
で
き
た
の
か
︒
そ
れ

は
一
言
で
い
え
ば
自
然
環
境
︑
否
︑
生
命
環
境
が
そ
れ
を
成

長
さ
せ
た
に
ち
が
い
な
い
︒
南
の
地
域
よ
り
食
料
の
確
保
が

図７　「鹿角の神ケルヌンノス」　ゴネストロップの大釜　前1世紀ごろ（デン
マーク国立博物館蔵）
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容
易
で
は
な
い
︑
寒
冷
で
厳
し
い
風
土
の
な
か
で
︑
動
植
鉱

物
と
い
う
﹁
生
命
﹂
を
間
近
に
実
感
し
観
察
す
る
︑
経
験
の

時
間
・
歴
史
が
長
い
あ
い
だ
続
い
て
き
た
︒
そ
し
て
そ
の
﹁
生

命
﹂
の
生
き
死
に
の
循
環
の
有
り
様
か
ら
︑
人
間
は
生
命
哲

学
を
培
っ
て
い
っ
た
︒
そ
れ
は
間
近
に
誕
生
と
成
長
と
衰
微

と
死
と
︑
そ
し
て
季
節
と
と
も
に
戻
っ
て
く
る
蘇
生
を
目
撃

し
続
け
た
経
験
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
︑
敏
捷
な
思
惟
で
あ
っ

た
︒﹁

鹿
﹂
と
の
長
き
に
わ
た
る
交
流
も
︑
人
間
に
は
不
可
能
な
︑

思
い
も
か
け
な
い
﹁
生
命
﹂
の
形
態
︑
特
質
を
︑
告
げ
知
ら

せ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
︒

人
間
は
︑
鹿
に
森
や
野
で
出
会
う
と
き
︑
そ
の
姿
と
︑
跳

ね
飛
ぶ
よ
う
な
鋭
敏
な
身
体
の
﹁
走
り
﹂
に
眼
を
見
開
か
さ

れ
た
︒
長
い
睫
毛
に
つ
ぶ
ら
な
瞳
︒
し
ぼ
ら
れ
た
胴
︑
細
い

四
肢
︒
抜
群
の
ス
タ
イ
ル
に
︑
優
雅
な
身
の
こ
な
し
︒
な
に

よ
り
も
狩
人
を
惑
わ
せ
て
き
た
意
味
深
長
な
る
﹁
見
返
す
し

ぐ
さ
﹂
か
ら
︑
鹿
を
森
の
王
︑
精
霊
の
化
身
と
し
て
き
た
︵
図

8
︶︒森

や
野
で
人
間
は
鹿
に
出
会
う
と
︑
そ
れ
を
捕
ら
え
よ
う

と
し
て
弓
矢
を
向
け
る
が
︑﹁
狩
人
﹂
に
対
し
て
︑﹁
鹿
﹂
は

す
ぐ
に
逃
げ
ず
に
︑﹁
見
返
し
﹂
の
し
ぐ
さ
を
す
る
こ
と
が
あ

る
︒
し
か
も
︑
見
返
し
な
が
ら
︑
じ
っ
と
狩
人
を
﹁
見
つ
め

る
﹂
の
で
あ
る
︒
こ
の
し
ぐ
さ
と
眼
の
表
現
こ
そ
﹁
リ
ガ
ー

デ
ィ
ン
グ
︵
見
返
し
て
見
つ
め
る
こ
と
︶﹂
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
あ
る
︒
フ
ラ
ン
ス
語
のregarder

︑﹁
よ
く
視
る
・
見
つ
め

る
・
凝
視
す
る
﹂
で
あ
る
︒
こ
の
ポ
ー
ズ
は
︑
西
洋
の
象
徴

と
し
て
動
物
が
用
い
ら
れ
る
﹁
紋
章
図
像
学
﹂
の
な
か
に
も

伝
え
ら
れ
て
き
た
︒
そ
の
家
柄
や
実
際
に
館
を
護
る
と
い
う

役
割
に
お
い
て
︑
紋
章
の
な
か
の
動
物
が
﹁
ガ
ー
デ
ィ
ン
グ
﹂

︵
警
視
す
る
普
通
の
ポ
ー
ズ
︶
に
対
し
︑﹁
リ
ガ
ー
デ
ィ
ン
グ
﹂

︵
見
つ
め
直
す
ポ
ー
ズ
︶
が
あ
り
︑
後
者
は
単
に
視
る
・
見
る

だ
け
で
は
な
く
︑
意
味
深
長
な
︑
美
的
で
神
秘
的
な
し
ぐ
さ

と
し
て
︑
芸
術
性
も
帯
び
︑
見
る
︑
佇
む
身
体
表
現
に
お
い

て
際
立
つ
ポ
ー
ズ
で
あ
る
︒
こ
れ
を
鹿
は
︑
実
際
に
森
で
︑

﹁
自
分
を
射
て
捕
ら
え
よ
う
と
迫
っ
て
く
る
人
間
を
前
に
し

て
﹂
表
現
す
る
の
で
あ
る
︒

こ
の
﹁
見
返
し
﹂
と
﹁
見
つ
め
﹂
は
︑
狩
人
＝
人
間
に
対

し
て
︑﹁
私
を
射
て
も
よ
い
の
で
す
﹂
と
い
う
サ
イ
ン
で
あ
る

以
上
に
︑﹁
わ
た
し
と
一
緒
に
行
き
ま
せ
ん
か
？
﹂
と
﹁
他
所

へ
と
誘
う
眼
﹂
に
も
見
え
る
︒
鹿
が
佇
ん
で
い
る
そ
の
﹁
先

に
﹂︑
誘
惑
さ
れ
る
ほ
ど
の
﹁
素
晴
ら
し
い
未
来
﹂
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
︒
そ
う
︑
古
来
人
間
は
︑
こ
の
し
ぐ
さ
と
眼
差

し
に
魅
入
ら
れ
て
空
想
し
︑
そ
し
て
信
仰
し
て
き
た
︒
こ
れ

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
わ
る
﹁
鹿
に
出
会
っ
た
者
は
新
天
地
を

見
つ
け
出
せ
る
﹂
と
い
う
信
仰
で
あ
る
︒
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
宗

教
学
者
マ
テ
フ
ィ
に
よ
れ
ば
︵M

átéffy, 2012

︶︑
中
央
ユ
ー
ラ

シ
ア
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
侵
入
す
る
フ
ン
族
と
ハ
ン
ガ
リ
ー

に
共
通
す
る
神
話
と
し
て
鹿
信
仰
が
あ
り
︑
そ
れ
を
ひ
と
つ

の
入
り
口
と
し
て
︑
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
も
伝
わ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
︒

マ
テ
フ
ィ
に
よ
れ
ば
︑
数
多
く
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
伝
説
に

あ
る
よ
う
に
︑
狩
人
の
ひ
と
り
か
複
数
が
︑
鹿
︵
ヘ
ラ
ジ
カ
︶

を
捕
ら
え
よ
う
と
す
る
と
き
︑
新
天
地
を
発
見
す
る
か
︑
そ

の
鹿
が
現
れ
た
場
所
に
大
聖
堂
を
建
て
る
こ
と
に
な
る
︒
そ

の
伝
説
の
東
方
型
は
よ
り
古
く
︑
小
鹿
に
出
会
っ
た
人
間
の

若
者
が
︑
王
の
娘
と
結
婚
し
︑
彼
の
民
が
再
興
準
備
し
た
新

天
地
を
ふ
た
り
が
見
出
す
と
い
う
物
語
で
あ
る
︒

こ
の
﹁
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
的
﹂
な
伝
承
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
起
源

の
も
の
に
み
ら
れ
る
が
︑
カ
ッ
プ
ル
の
﹁
婚
姻
儀
礼
﹂
の
要

素
は
フ
ン
族
起
源
の
神
話
を
通
し
て
︑
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
︒
東
方
の
伝
説
の
﹁
小

鹿
﹂
の
出
現
は
︑﹁
太
陽
﹂
と
﹁
英
雄
の
国
の
民
の
女
性
の
祖

先
﹂
を
象
徴
す
る
︒
そ
し
て
こ
の
象
徴
は
キ
リ
ス
ト
教
文
化

へ
の
遺
産
と
な
っ
て
聖
母
マ
リ
ア
の
性
質
に
受
け
継
が
れ
る
︒

マ
テ
フ
ィ
は
︑
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
草
原
に
よ
っ
て
リ
ン
ク
さ
れ

る
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
鹿
伝
説
に
︑
ハ
ン
ガ
リ

ー
で
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
﹁
奇
跡
の
鹿
﹂
が
関
係
す
る
か

ど
う
か
を
考
察
し
た
い
︑
と
述
べ
て
い
る
︒

ハ
ン
ガ
リ
ー
が
属
す
る
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
︑
冒
頭
で
も
触

れ
た
よ
う
に
︑
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
騎
馬
遊
牧
民
の
文
化
か

ら
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
東
端
で
大
き
く
影
響
を
受
け
た
文
化

圏
で
あ
り
︑
ミ
ラ
ク
ル
を
起
こ
す
鹿
が
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア

ジ
ア
を
つ
な
ぐ
鹿
信
仰
の
要
と
な
る
と
マ
テ
フ
ィ
は
予
測
し

て
い
る
︒
つ
ま
り
そ
の
ミ
ラ
ク
ル
と
は
︑
既
述
し
た
と
お
り

﹁
新
天
地
﹂
や
︑
消
滅
し
た
も
の
の
﹁
再
興
﹂﹁
再
生
﹂
を
も

た
ら
す
こ
と
で
あ
り
︑
そ
れ
が
森
や
野
で
﹁
ハ
ン
タ
ー
が
出

会
う
鹿
﹂
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
そ
し
て
そ
の
新
天

地
・
希
望
へ
の
導
き
が
︑
お
そ
ら
く
今
述
べ
た
よ
う
に
︑﹁
鹿
﹂

が
振
り
向
い
て
示
す
見
返
し
の
ポ
ー
ズ
に
お
け
る
︑
独
特
の

あ
の
﹁
見
つ
め
﹂
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
で
あ
る
︒

し
か
し
そ
こ
で
終
わ
り
で
は
な
く
︑
本
質
は
こ
の
し
ぐ
さ

の
先
に
あ
る
︒
鹿
の
静
か
な
﹁
見
つ
め
﹂
の
直
後
に
︑
突
然
︑

踵
を
返
し
て
鋭
敏
な
﹁
走
り
﹂
が
始
ま
る
か
ら
で
あ
る
︒

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
は
マ
ジ
ャ
ー
ル
人
の
国
と
し
て
︑
シ
ャ
ー

図８　鹿の見返りのポーズ（筆者によるイラスト）
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マ
ニ
ズ
ム
や
動
物
崇
拝
・
植
物
崇
拝
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
か
ら
も

た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
特
別
に
意
識
す
る
国
民
文
化
が
あ
る
︒

神
話
の
伝
承
に
お
い
て
︑
か
つ
て
輝
く
白
鹿
を
追
っ
た
優
れ

た
老
狩
人
の
話
に
﹁
追
い
か
け
て
も
︑
追
い
か
け
て
も
︑
追

い
か
け
て
も
︑
追
い
つ
か
な
い
﹂
と
い
う
描
写
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
︒﹁
夜
っ
ぴ
て
鹿
は
森
を
ぬ
け
︑
野
を
横
切
り
︑
川

を
渡
り
︑
山
を
越
え
た
︒
わ
れ
ら
は
こ
れ
ま
で
に
覚
え
が
な

い
ほ
ど
走
り
︑
あ
と
を
追
っ
た
﹂︑
し
か
し
人
間
は
追
い
つ
く

こ
と
は
で
き
な
い
︒
図
像
で
示
せ
ば
︑
千
年
以
上
前
の
建
立

と
い
わ
れ
る
︑
モ
ン
ゴ
ル
の
﹁
鹿
石
﹂
に
表
さ
れ
た
﹁
太
陽

を
摑
み
に
い
く
飛
翔
す
る
鹿
﹂
の
よ
う
な
︑
飛
ぶ
が
ご
と
き

走
り
で
あ
る
︒
鹿
の
鋭
敏
な｢

走
り｣
は
人
間
に
︑
逆
に
ど

こ
ま
で
も
﹁
追
跡
す
る
身
心
﹂
を
養
っ
た
の
で
あ
っ
た
︵
図

9
︶︒し

か
し
そ
の
輝
く
白
鹿
は
遂
に
止
ま
っ
て
︑
地
面
を
削
り
︑

な
に
か
の
徴し

る
し
を
人
間
に
残
し
た
︒
そ
れ
は
﹁
再
興
﹂
で
き
る

新
し
き
土
地
で
あ
っ
た
︒

す
な
わ
ち
こ
れ
ら
二
つ
の
要
素
︱
①
鹿
の
意
味
深
長
な

﹁
見
つ
め
﹂
と
︑
②
追
い
つ
け
な
い
が
追
い
か
け
た
く
な
る

﹁
走
り
﹂
︱
を
目
撃
し
て
し
ま
っ
た
人
間
は
︑﹁
鹿
﹂
が
走

り
去
っ
た
先
の
森
の
奥
や
︑
さ
ら
に
そ
の
彼
方
に
﹁
新
天
地
﹂

が
あ
る
と
信
じ
た
︒
殺
傷
し
て
仕
留
め
れ
ば
︑
鹿
は
﹁
死
﹂

し
て
今
日
の
胃
袋
を
満
た
す
だ
け
だ
が
︑
鹿
を
逃
し
た
こ
と

で
人
間
は
﹁
そ
の
先
﹂
に
誘
わ
れ
︑
新
天
地
を
目
指
す
精
神

と
希
望
︑
持
続
す
る
﹁
生
﹂
を
贈
与
さ
れ
た
︒
鹿
を
見
失
っ

た
狩
人
は
︑
森
の
な
か
に
佇
み
︑
幻
の
よ
う
に
目
撃
さ
れ
た

鹿
の
︑
あ
の
﹁
見
返
し
﹂
と
﹁
見
つ
め
﹂
の
眼
の
誘
惑
を
幾

度
も
思
い
返
す
の
で
あ
る
︒

し
か
し
︑
姿
や
︑
し
ぐ
さ
へ
の
感
動
だ
け
が
︑
人
間
を
鹿

崇
拝
に
導
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
︒
さ
ら
に
﹁
鹿
﹂
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
︑
第
三
項
と
し
て
控
え
て
い
る
︒

5
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
ト
ナ
カ
イ
文
化
に

み
る「
生
と
死
」

極
寒
の
シ
ベ
リ
ア
で
は
︑
ト
ナ
カ
イ
が
野
生
の
ま
ま
に
い

る
の
で
は
な
く
︑
飼
育
さ
れ
放
牧
さ
れ
て
い
る
︒
シ
ベ
リ
ア

の
歴
史
は
ロ
シ
ア
の
支
配
か
ら
始
ま
る
の
で
は
な
い
︒
南
シ

ベ
リ
ア
に
は
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
時
代
を
受
け
継
ぎ
︑
現

生
人
類
が
四
万
年
前
か
ら
生
き
て
い
た
︒

ト
ナ
カ
イ
は
人
間
の
生
命
を
支
え
る
存
在
と
し
て
あ
る
ば

か
り
で
は
な
く
︑
自
ら
そ
の
生
態
に
よ
っ
て
︑
聖
性
を
帯
び
︑

崇
敬
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
︒
鹿
は
ト
ナ
カ
イ
と
と
も
に
暮

ら
す
極
寒
の
シ
ベ
リ
ア
文
化
圏
だ
け
で
は
な
く
︑
ユ
ー
ラ
シ

ア
全
体
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
︑
北
ア
ジ
ア
に
お
い
て
﹁
蘇
生
を
約

束
す
る
精
霊
﹂
と
し
て
人
間
の
前
に
現
れ
た
︒
そ
れ
は
い
か

に
厳
し
い
冬
を
経
験
し
て
も
︑
春
に
な
る
と
立
派
な
﹁
枝
角
﹂

を
生
え
変
わ
ら
せ
る
と
い
う
驚
異
で
あ
る
︵
図
10
︶︒

﹁
秋
に
そ
の
枝
を
落
と
し
︑
春
に
再
生
す
る
枝
角
﹂
は
︑
地

と
天
を
つ
な
ぐ
﹁
生
命
の
木
﹂
を
思
わ
せ
る
﹁
枝
＝
角
﹂
で

あ
る
︒
鹿
の
身
体
は
︑
し
た
が
っ
て
未
来
を
占
い
︑
予
祝
す

る
も
の
と
も
な
っ
て
き
た
︒

亀
占
が
奈
良
時
代
に
主
流
と
な
る
以
前
︑
わ
が
国
で
も
牡お

鹿じ
か

の
肩
甲
骨
を
︑
波は

波は

迦か

︑
す
な
わ
ち
カ
ニ
ワ
ザ
ク
ラ
︑
カ

バ
ザ
ク
ラ
︑
カ
ン
バ
な
ど
上う

わ

溝み
ず

桜ざ
く
らの
樹
皮
を
炭
火
に
し
た
も

の
で
焼
き
︑
骨
の
ひ
び
割
れ
の
模
様
に
よ
っ
て
占
う
太ふ

と

占ま
に

︵﹃
古
事
記
﹄
天
岩
屋
戸
段
︶
が
お
こ
な
わ
れ
た
︒
鹿し

か

占う
ら

と
も
称

さ
れ
た
︒﹃
古
事
記
﹄
で
は
︑
イ
ザ
ナ
ギ
︑
イ
ザ
ナ
ミ
が
国
土

生
成
の
お
り
に
︑
ど
う
す
れ
ば
良
き
子
を
得
ら
れ
る
か
を
問

い
︑
天
つ
神
の
命
に
従
い
太
占
を
し
て
教
え
ら
れ
た
と
伝
わ

る
︒﹃
魏
志
倭
人
伝
﹄
に
も
﹁
骨
を
灼
き
て
以
て
吉
凶
を
占

う
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒
民
間
で
は
五
穀
豊
穣
を
祈
り
主
に

農
作
物
の
出
来
を
占
っ
た
︒
鹿
占
は
現
在
で
も
東
京
都
の
武

蔵
御
嶽
神
社
や
︑
群
馬
県
の
一
之
宮
貫ぬ

き

前さ
き

神
社
で
行
わ
れ
て

い
る
︒

鹿
角
は
秋
に
社
寺
の
儀
礼
と
し
て
切
り
落
と
さ
れ
る
場
合

も
あ
る
︒
ま
た
鹿
角
は
︑
日
本
で
も
ケ
ル
ト
で
も
シ
ベ
リ
ア

で
も
古
来
﹁
護
符
﹂
と
し
て
身
に
つ
け
ら
れ
て
き
た
︒
歴
史

時
代
以
降
も
神
官
や
僧
侶
の
錫
杖
の
先
端
部
が
鹿
の
枝
角
で

つ
く
ら
れ
て
き
た
︒
京
都
・
六
波
羅
蜜
寺
の
﹁
空
也
﹂
像
は

鹿
角
の
杖
を
手
に
し
て
い
る
︵
図
11
︶︒

古
代
ケ
ル
ト
に
お
い
て
も
︑﹁
鹿
﹂
の
頭
蓋
骨
や
角
は
︑
祭

礼
や
埋
葬
で
も
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
考
古
学
が
明
ら
か

図９「鹿石」の天かける鹿　オ
ーシギーン・ウブルの遺跡　モ
ンゴル

図10　ニホンジカの角の１年
（一般財団法人奈良の鹿愛護会ウェブサイトより）
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に
し
て
い
る
︒
古
代
フ
ラ
ン
ス
の
ケ
ル
ト
文
化
︑
ロ
ワ
ー
ル

川
河
口
に
近
い
大
西
洋
側
︵
現
ヴ
ァ
ン
デ
県
︑
サ
ン
・
ベ
ル
ナ

ー
ル
︶
の
ガ
リ
ア
の
一
族
ア
ン
ビ
リ
ア
テ
ィ
族
の
祭
祀
用
竪

穴
に
は
﹁
鹿
角
・
女
神
小
像
・
糸
杉
木
片
﹂
が
副
葬
さ
れ
て

い
た
︒
ま
た
ガ
リ
ア
か
ら
は
ハ
ミ
を
嚙
ま
せ
て
あ
る
牡
鹿
が

戦
士
の
遺
骸
と
と
も
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
︒

イ
ギ
リ
ス
で
は
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
地
方
の
祭
祀
用
竪
穴
に
﹁
鹿

角
﹂
と
﹁
猪
の
牙
﹂
が
埋
め
ら
れ
て
い
た
︒
ウ
ス
タ
ー
シ
ャ

ー
や
ウ
ォ
リ
ッ
ク
シ
ャ
ー
か
ら
も
鹿
の
遺
骸
が
祭
祀
跡
か
ら

出
て
い
る
︒
後
者
の
竪
穴
か
ら
出
土
し
た
の
は
﹁
焼
か
れ
て

い
な
い
鹿
角
﹂
二
本
で
︑
頭
蓋
も
付
い
て
い
た
︒﹁
鹿
﹂
の
頭

蓋
や
角
を
用
い
て
副
葬
す
る
こ
と
は
︑
な
ん
ら
か
の
か
た
ち

で
死
か
ら
の
再
生
を
祈
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
て

い
る
︒
こ
う
し
た
ケ
ル
ト
文
化
圏
の
先
史
・
古
代
に
伝
わ
る

祭
儀
や
埋
葬
に
み
ら
れ
る
鹿
角
や
頭
蓋
は
︑
エ
リ
ア
ー
デ
が

記
述
し
た
ツ
ン
グ
ー
ス
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
儀
礼
に
お
け

る
﹁
鹿
の
犠
牲
式
﹂
を
思
わ
せ
る
︒

な
お
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
西
部
の
イ
ー
ス
ト
ア
ン
グ
リ
ア
の

サ
ッ
ト
ン
・
フ
ー
遺
跡
か
ら
は
︑
鹿
を
先
端
部
に
飾
っ
た
七

世
紀
の
杖
が
出
土
し
て
い
る
︒
そ
の
被
葬
者
は
既
に
キ
リ
ス

ト
教
に
改
宗
し
た
王
と
い
わ
れ
て
い
る
が
︑
鹿
の
杖
を
作
ら

せ
儀
礼
に
使
用
し
て
い
た
と
す
れ
ば
︑
十
分
に
そ
れ
は
異
教

の
鹿
信
仰
︑
鹿
角
信
仰
の
伝
統
を
︑
象
徴
的
持
ち
物
＝
ア
ト

リ
ビ
ュ
ー
ト
で
表
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
︒
こ
の
作
例
は

﹁
ユ
ー
ロ

＝

ア
ジ
ア
世
界
﹂
の
最
西
端
部
の
ブ
リ
テ
ン
諸
島
で

発
見
さ
れ
た
唯
一
の
完
全
な
か
た
ち
を
伝
え
る
﹁
鹿
杖
﹂
で

あ
る
︵
図
12
︶︒

い
ず
れ
に
し
て
も
︑
自
然
界
の
鹿
は
︑
人
間
の
﹁
鹿
角
信

仰
﹂
の
信
心
を
︑
毎
年
裏
切
る
こ
と
な
く
﹁
約
束
﹂
と
し
て

再
生
さ
せ
る
︒﹁
角
の
変
容
﹂
へ
の
崇
敬
が
︑
鹿
信
仰
の
基
点

に
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
︒
し
か
し
さ
ら
に
﹁
鹿
角
﹂

そ
の
も
の
へ
の
崇
敬
が
︑﹁
ユ
ー
ロ

＝

ア
ジ
ア
世
界
﹂
を
つ
ら

ぬ
い
て
︑
な
ぜ
か
く
も
篤
い
の
か
を
問
う
と
き
︑
そ
れ
は
人
々

が
︑
鹿
角
の
生
え
変
わ
り
が
︑
自
然
界
の
平
坦
な
節
理
で
は

0

0

な
い

0

0

こ
と
を
深
く
知
っ
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
︒再

生
す
る
﹁
春
の
角
﹂
が
萌
え
出
よ
う
と
す
る
直
前
に
︑
鹿

角
の
根
元
に
は
︑﹁
血
の
滲
む
赤
い
傷
口
﹂
が
痛
々
し
く
露
呈

さ
れ
る
︒
寒
風
に
晒
さ
れ
る
そ
の
部
分
は
︑
ほ
と
ん
ど
治
癒

し
な
い
か
に
み
え
る
深
傷
で
あ
り
︑
肉
の
内
側
を
見
せ
て
い

る
︒
し
か
し
太
陽
の
暖
か
さ
が
増
す
と
と
も
に
︑
草
木
の
よ

う
に
芽
を
出
し
︑
苗
木
か
ら
︑
初
夏
の
新
緑
を
さ
さ
え
る

﹁
枝
﹂
と
な
っ
て
分
岐
し
︑
伸
び
て
く
る
︒
そ
の
誕
生
か
ら
成

長
へ
の
驚
異
に
︑
人
々
は
眼
を
見
張
っ
た
の
だ
っ
た
︒

人
間
は
鹿
に
近
づ
け
ば
近
づ
く
ほ
ど
︑
鹿
の
﹁
生
命
を
奪

う
﹂
存
在
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
︒
鹿
は
自
然
の
摂
理

に
よ
っ
て
︑
一
年
に
一
度
︑
角
の
蘇
生
に
際
し
て
血
の
傷
口

を
晒
す
の
み
で
は
な
く
︑
人
間
の
手
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
︑
食

肉
と
な
っ
た
︒

シ
ベ
リ
ア
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
ま
で
︑
赤
子
の
成
長
を
ト
ナ
カ

イ
に
﹁
任
せ
る
﹂
ほ
ど
の
親
和
性
を
も
つ
共
同
体
も
あ
る
︒
馬

と
見
紛
う
ほ
ど
大
型
の
哺
乳
動
物
ト
ナ
カ
イ
の
﹁
温
か
い
腹
﹂

は
赤
子
の
寝
床
と
な
る
︵
図
13
︶︒
そ
の
巨
大
な
大
角
は
屋
根

と
な
り
︑
成
長
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
︒
シ
ベ
リ
ア
の
エ
ヴ
ェ

ン
キ
族
の
民
話
で
は
︑
山
上
に
放
牧
し
た
ト
ナ
カ
イ
が
狼
に

襲
わ
れ
な
い
よ
う
に
夜
の
番
を
任
さ
れ
た
娘
た
ち
は
﹁
真
っ

暗
な
中
﹂︑﹁
寒
か
っ
た
ら
ト
ナ
カ
イ
の
間
に
寝
よ
う
﹂
と
励

ま
し
あ
う
︒

多
様
な
動
物
が
い
る
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
い
て
︑
ト
ナ

カ
イ
は
人
間
と
共
に
生
き
る
仲
間
で
あ
る
︒
が
︑
そ
れ
は
愛

玩
の
た
め
に
傍
に
お
い
た
の
で
は
な
く
︑
そ
の
﹁
命
﹂
を
い

図13　「トナカイの腹で寝る赤子」©Hamid Sardar

図12　鹿飾りの杖
サットン・フー遺跡出土
7世紀（大英博物館蔵）

図11　運慶の四男康勝作「空也上人像」　鹿角
の杖　鎌倉時代（六波羅蜜寺蔵）
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た
だ
か
ね
ば
︑
寒
冷
や
極
寒
の
地
で
人
間
は
生
き
抜
く
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
か
ら
飼
育
し
て
き
た
の
で
あ
る
︒
ト
ナ
カ

イ
は
堵
殺
さ
れ
て
食
肉
に
な
り
︑
搾
乳
に
よ
っ
て
乳
を
出
し
︑

運
搬
や
人
の
騎
乗
で
の
移
動
な
ど
を
助
け
て
き
た
最
高
の
大

型
哺
乳
動
物
で
あ
る
︒
鹿
は
︑
人
間
に
角
︑
肉
︑
革
︑
骨
︑
蹄

ま
で
そ
の
命
の
す
べ
て
を
捧
げ
て
く
れ
る
動
物
で
あ
っ
た
︒
自

己
犠
牲
を
貫
い
て
他
を
救
お
う
と
す
る
存
在
で
あ
る
︒
シ
ベ

リ
ア
沿
海
州
の
ア
ム
ー
ル
川
流
域
の
ナ
ナ
イ
族
な
ど
の
人
々

は
︑
狩
人
の
た
め
に
︑
鹿
革
で
ポ
シ
ェ
ッ
ト
を
つ
く
る
︒
ま

た
鹿
皮
に
透
か
し
彫
り
の
よ
う
に
文
様
を
施
し
︑
室
内
の
特

別
な
飾
り
と
し
て
き
た
︒
わ
が
国
の
正
倉
院
の
御
物
の
弦
楽

器
の
装
飾
に
は
鹿
の
﹁
爪
﹂
ま
で
が
使
わ
れ
て
い
る
︒

こ
の
﹁
鹿
の
生
命
﹂
を
︑
人
間
が
﹁
殺
す
側
﹂
か
ら
眼
差

し
て
︑
表
現
し
て
き
た
図
像
は
多
々
伝
わ
っ
て
い
る
︒
中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア
か
ら
東
西
南
北
に
活
躍
し
た
ス
キ
タ
イ
美
術
の

﹁
動
物
闘
争
文
﹂
は
そ
の
代
表
で
あ
る
︒
強
い
動
物
が
︑
か
弱

い
動
物
を
襲
う
図
像
で
︑
鹿
は
駱
駝
な
ど
と
と
も
に
︑
犠
牲

の
側
の
動
物
と
し
て
そ
れ
ら
の
図
像
に
登
場
し
て
い
る
︒

た
と
え
ば
北
モ
ン
ゴ
ル
︵
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
北
方
︑
ト
ゥ
ブ

県
︑
ノ
イ
ン
・
ウ
ラ
︑
紀
元
前
後
の
匈
奴
の
古
墳
群
︶
か
ら
フ
ェ

ル
ト
に
刺
繡
や
キ
ル
ト
の
技
法
を
用
い
た
カ
ー
ペ
ッ
ト
が
出

土
し
た
︒
こ
の
有
名
な
﹁
鹿
を
襲
う
狼
型
グ
リ
フ
ォ
ン
﹂
の

図
像
で
︑
襲
い
か
か
り
殺
す
側
は
﹁
狼
﹂
で
あ
る
︒
弱
肉
強

食
の
テ
ー
マ
で
︑
鹿
は
犠
牲
獣
の
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
る

よ
う
に
み
え
る
︵
図
14
︶︒

し
か
し
モ
ン
ゴ
ル
人
の
信
仰
で
は
︑
そ
の
逆
で
も
あ
る
︒
チ

ン
ギ
ス
・
ハ
ン
の
生
涯
を
描
い
た
モ
ン
ゴ
ル
の
﹃
元
朝
秘
史
﹄

に
よ
れ
ば
︑
そ
の
遠
祖
は
天
の
命
令
を
受
け
て
バ
イ
カ
ル
湖

の
ほ
と
り
に
降
り
立
っ
た
ボ
ル
テ
・
チ
ノ
︵﹁
灰
色
斑
模
様
の

蒼
い
狼
﹂︶
と
妻
コ
ア
イ
・
マ
ラ
ル
︵﹁
白
い
鹿
﹂︶
で
あ
る
と

さ
れ
る
︒
こ
の
伝
説
を
踏
ま
え
る
と
︑
狼
と
鹿
は
伴
侶
で
あ

る
︒
す
な
わ
ち
︑
こ
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
図
像
は
︑
た
ん
に
狼

を
視
点
に
し
て
﹁
能
動
の
︵
殺
す
側
の
︶
身
体
﹂
か
ら
の
み
み

ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
︑
鹿
の
﹁
受
動
の
︵
殺
さ
れ
る
側
の
︶

身
体
﹂
か
ら
み
な
お
す
と
︑
こ
こ
に
も
﹁
生
死
の
反
転
﹂
が

暗
示
的
に
浮
か
び
上
が
る
︒
生
を
奪
わ
れ
た
鹿
が
︑
犠
牲
と

な
り
︑
世
界
に
対
し
て
贈
与
す
る
︑
再
生
へ
の
プ
ロ
セ
ス
の

ド
ラ
マ
と
し
て
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
か
︵
ケ
ル
ト
の
プ
リ

デ
リ
や
フ
ィ
ン
の
経
験
で
い
え
ば
︑
王
国
の
﹁
再
興
﹂
や
次
世
代

に
よ
る
﹁
再
生
﹂
で
あ
る
︶︒

鹿
の
造
形
表
象
は
︑
ほ
か
の
動
物
の
も
の
と
同
じ
よ
う
に
︑

﹁
死
﹂
と
接
す
る
か
︑
そ
れ
を
背
負
う
こ
と
で
︑﹁
生
﹂
を
生

む
﹁
再
生
の
プ
ロ
セ
ス
﹂
を
み
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
︒

人
間
の
共
同
体
は
こ
の
思
想
を
犠
牲
の
儀
礼
で
立
体
的
に

経
験
す
る
が
︑
そ
れ
と
並
行
し
て
図イ

メ
ー
ジ像
を
産
出
し
て
き
た
︒
図

像
に
お
い
て
は
︑
犠
牲
か
ら
再
生
へ
の
プ
ロ
セ
ス
が
︑
よ
り

芸
術
的
に
︑
美
的
に
︑
威
厳
を
も
っ
て
︑
神
秘
的
に
︑
色
と

形
象
を
駆
使
し
て
表
現
さ
れ
魅
惑
的
な
も
の
と
な
っ
て
顕
れ

直
す
︒
つ
ま
り
殺
さ
れ
る
側
の
﹁
鹿
﹂
の
ほ
う
が
﹁
主
役
﹂

で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
︒
ま
さ
に
こ
の
ノ
イ
ン
・
ウ

ラ
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
棺
の
下
に
敷
か
れ
て
い
た
︒
鮮
や
か
な

色
彩
や
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
形
で
あ
る
渦
巻
文
様
や
︑
そ
の

再
生
の
象
徴
で
あ
る
﹁
枝
角
﹂
が
立
派
に
表
さ
れ
て
い
る
︒

︵
な
お
こ
の
貴
重
な
カ
ー
ペ
ッ
ト
ほ
か
を
出
土
さ
せ
た
ノ
イ
ン
・

ウ
ラ
遺
跡
は
一
九
二
四
年
か
ら
一
九
二
七
年
に
か
け
て
ピ
ョ
ー
ト

ル
・
コ
ズ
ロ
フ
率
い
る
ソ
連
の
探
検
隊
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
︑
出

土
品
は
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
に
集
め
ら
れ
た
が
︑
中
国
製
品
が
多
か

っ
た
た
め
中
国
考
古
学
に
通
じ
た
日
本
人
梅
原
末
治
が
研
究
に
参

加
し
た
︒
し
か
し
ソ
連
の
研
究
者
の
多
く
が
ス
タ
ー
リ
ン
の
大
粛

清
の
犠
牲
と
な
り
報
告
書
は
長
く
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
︒
一
方
︑

梅
原
は
日
本
で
﹃
蒙
古
ノ
イ
ン
・
ウ
ラ
発
見
の
遺
物
﹄︹
東
洋
文

庫
︑
一
九
六
〇
︺
を
刊
行
︒
ソ
連
で
は
一
九
六
二
年
に
ル
デ
ン
コ

に
よ
る
研
究
書
が
出
版
さ
れ
た
︒
一
九
五
〇
年
代
に
は
モ
ン
ゴ
ル

に
よ
る
発
掘
も
実
施
さ
れ
て
い
る
︒︶

そ
の
﹁
再
生
の
プ
ロ
セ
ス
﹂
を
秘
め
た
造
形
表
象
の
傑
作

は
︑
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
一
帯
で
︑
一
八
世
紀
か
ら
現
代
ま
で

発
見
さ
れ
続
け
て
い
る
︒
そ
の
最
た
る
も
の
を
︑
最
後
に
検

証
す
る
こ
と
に
し
よ
う
︒

6
「
黄
金
の
鹿
」の
枝
角

こ
れ
ま
で
こ
の
小
論
に
お
い
て
﹁
ユ
ー
ロ

＝

ア
ジ
ア
世
界
﹂

の
﹁
鹿
信
仰
﹂
は
︑﹁
鹿
角
﹂
信
仰
を
基
点
と
し
て
い
る
こ
と

を
述
べ
て
き
た
︒
角
を
強
調
す
る
鹿
造
形
が
そ
れ
を
最
も
よ

く
物
語
っ
て
い
る
︒
毎
年
角
の
再
生
を
目
撃
し
た
人
々
は
︑

鹿
と
い
う
動
物
を
造
形
化
す
る
と
き
︑
た
だ
描
写
す
る
の
で

は
な
く
︑
鹿
の
﹁
枝
角
﹂
を
︑
お
お
い
な
る
樹
木
の
よ
う
に

強
調
す
る
表
現
を
創
造
し
た
︒

そ
の
最
も
優
れ
た
作
例
が
︑
シ
ベ
リ
ア
か
ら
出
土
し
た
︒
木

図14　鹿を襲う狼型グリフォン　前3－前1世紀　北モンゴル　ノイン・
ウラ出土（エルミタージュ美術館蔵）
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工
で
か
た
ど
り
上
に
黄
金
の
箔
を
張
っ
た
も
の
︑
あ
る
い
は

黄
金
そ
の
も
の
で
造
形
し
た
金
工
品
で
あ
る
︒
い
ず
れ
も
﹁
生

命
が
腐
食
し
な
い
﹂
黄
金
を
用
い
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
︒
考

古
学
・
美
術
史
で
は
﹁
黄
金
の
鹿
﹂
と
呼
ば
れ
て
き
た
︒

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
︑
門
外
不
出
の
ロ
シ
ア
で
公
開
さ

れ
︑
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
で
も
展
示

さ
れ
た
︑
現
ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ル
川
流
域
か
ら
出
土
し
た
二
十

数
体
の
﹁
黄
金
の
鹿
﹂
は
︑
そ
の
傑
出
し
た
作
例
で
あ
る
︵
図

15
︶︒木

で
鹿
の
全
身
を
象
り
︑
金
の
箔
を
張
っ
た
豪
華
こ
の
う

え
な
い
も
の
で
︑
前
四
世
紀
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
る
墳
墓
に
副

葬
さ
れ
て
い
た
︒
埋
葬
地
は
ロ
シ
ア
と
シ
ベ
リ
ア
を
分
か
つ

ウ
ラ
ル
山
脈
の
南
麓
︑
南
ウ
ラ
ル
地
方
︒
す
な
わ
ち
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
と
ア
ジ
ア
を
分
け
︑
カ
ス
ピ
海
に
流
れ
込
む
ウ
ラ
ル
川

東
岸
の
古
地
ヒ
リ
ッ
ポ
ヴ
カ
の
﹁
古
代
の
王
族
の
墓
﹂
で
あ

る
︒
あ
き
ら
か
に
そ
れ
は
被
葬
者
の
あ
の
世
で
の
永
遠
の
生
︑

そ
の
魂
の
不
滅
︑﹁
蘇
り
﹂
を
願
い
︑
副
葬
さ
れ
た
と
推
定
さ

れ
て
い
る
︒
そ
し
て
そ
の
特
徴
と
し
て
驚
か
さ
れ
る
の
は
︑
巨

大
な
枝
状
と
な
っ
た
角
が
︑
螺
旋
状
に
渦
巻
き
︑
身
に
も
渦

の
文
様
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒

こ
う
し
た
胴
や
関
節
な
ど
動
物
身
体
に
表
現
さ
れ
る
渦
巻

文
様
は
︑
生
命
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
表
し
て
い
る
も
の
だ
ろ

う
︒
ス
キ
タ
イ
の
﹁
動
物
闘
争
文
﹂
の
動
物
意
匠
に
み
ら
れ
︑

西
の
極
に
伝
わ
り
︑
ケ
ル
ト
の
古
代
・
中
世
の
動
物
美
術
に

も
み
ら
れ
る
︵
図
16
︶︒

こ
の
作
例
を
出
土
さ
せ
た
ヒ
リ
ッ
ポ
ヴ
カ
墳
墓
は
︑
ウ
ラ

ル
川
東
岸
の
草
原
地
帯
で
︑
現
在
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
境
を

接
し
︑
東
は
モ
ン
ゴ
ル
︑
シ
ベ
リ
ア
︑
中
国
北
東
部
ま
で
続

く
﹁
ユ
ー
ラ
シ
ア
草
原
地
帯
﹂
の
西
部
に
属
し
て
い
る
︒﹁
鹿

角
﹂
や
﹁
鹿
﹂
の
造
形
が
行
き
交
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
︒

樹
木
と
見
紛
う
大
角
の
﹁
枝
状
﹂
の
表
現
に
お
い
て
︑
こ
の

作
例
は
傑
出
し
て
い
る
︒

そ
し
て
今
日
最
も
知
ら
れ
て
い
る
﹁
黄
金
の
鹿
﹂
は
︑
ロ

シ
ア
の
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
の
宝
物
庫
た
る
﹁
黄
金
の

部
屋
﹂
を
飾
る
ゴ
ー
ル
ド
の
金
工
の
鹿
で
あ
る
︒
ロ
シ
ア
皇

帝
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
︵
一
六
七
二
―一
七
二
五
︶
が
ロ
シ
ア
の

東
方
進
出
に
並
行
し
て
︑
一
八
世
紀
に
集
中
的
に
発
掘
・
収

集
さ
せ
た
﹁
シ
ベ
リ
ア
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
﹂
で
あ
る
︒
こ
れ

に
よ
っ
て
今
日
︑
考
古
学
・
美
術
史
学
か
ら
そ
の
広
が
り
と

深
さ
が
証
明
さ
れ
て
い
る
︒

ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
の
布
告
︵
旧
暦
一
七
一
八
年
二
月
一
八
日
︶

に
よ
り
︑
ロ
シ
ア
で
最
初
の
博
物
館
施
設
と
な
る
ク
ン
ス
ト

カ
ー
メ
ラ
を
設
立
︑
続
い
て
一
七
二
四
年
に
帝
立
サ
ン
ク
ト
・

ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
︑
ア
カ
デ
ミ
ー
大
学
︑
ギ

ム
ナ
ジ
ウ
ム
が
創
設
さ
れ
︑
ド
イ
ツ
か
ら
招
聘
さ
れ
た
人
材

を
中
心
に
︑
メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
る
シ
ベ
リ
ア
探
険

︵
一
七
二
〇
―一
七
二
七
︶
や
︑
ミ
ュ
ー
ラ
ー
率
い
る
大
シ
ベ
リ

ア
探
検
︵
一
七
三
三
―一
七
四
二
︶
が
実
施
さ
れ
た
︒
こ
の
よ

う
な
調
査
に
お
い
て
墳
墓
に
副
葬
さ
れ
た
装
身
具
や
武
具
の

装
飾
に
﹁
黄
金
の
鹿
﹂
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
ア

バ
カ
ン
で
の
ク
ル
ガ
ン
︵
古
墳
︶
の
発
掘
調
査
や
︑
ミ
ュ
ー

ラ
ー
に
よ
る
ウ
ス 

チ
・
カ
ー
メ
ン
ノ
ゴ
ル
ス
ク
で
の
初
期
の

組
織
的
な
ク
ル
ガ
ン
調
査
が
あ
り
︑
こ
れ
ら
を
皮
切
り
に
考

古
学
的
発
掘
が
ロ
シ
ア
領
土
内
の
各
地
で
行
わ
れ
て
い
っ
た
︒

そ
の
延
長
線
上
で
今
日
の
﹁
黄
金
の
部
屋
﹂
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
収
集
さ
れ
て
い
っ
た
︒

こ
の
鹿
造
形
も
︑
巨
大
な
鹿
角
を
最
大
の
特
徴
と
し
て
い

る
︒
紀
元
前
七
―前
六
世
紀
ご
ろ
の
も
の
で
︑
コ
ス
ト
ロ
ム

ス
カ
ヤ
近
郊
の
墳
墓
か
ら
出
土
し
た
︵
図
17
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こ
の
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
の
シ
ベ
リ
ア
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

中
心
を
な
す
﹁
黄
金
の
鹿
﹂
は
じ
め
動
物
意
匠
の
作
り
手
は
︑

ス
キ
タ
イ
人
で
あ
る
︒
ス
キ
タ
イ
と
は
黒
海
以
東
に
紀
元
前

八
世
紀
か
ら
前
三
世
紀
に
か
け
て
︑
黒
海
の
北
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
︑
イ
ラ
ン
系
遊
牧
騎
馬
民
族
お

よ
び
そ
の
遊
牧
国
家
を
指
し
て
い
る
︒
活
動
は
黒
海
北
岸
か

ら
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ま
で
及
ん
だ
︒
ス
キ
タ
イ
は
イ
ラ
ン
系

で
︑
中
央
ア
ジ
ア
を
故
郷
と
し
︑
そ
の
文
明
と
自
然
観
を
南

方
に
も
伝
え
︑
ま
た
シ
ベ
リ
ア
に
も
環
流
さ
せ
た
︒
黒
海
の

南
で
は
ギ
リ
シ
ア
人
と
︑
そ
の
西
で
は
ケ
ル
ト
文
明
と
も
接

触
し
︑
共
通
の
要
素
や
構
造
を
み
せ
る
動
物
造
形
を
制
作
し

図16　「牛」ルカ福音書記者の象徴　『ダロウの書』　680年ごろ（ダ
ブリン大学トリニティ・カレッジ図書館蔵）

図15「黄金の鹿」　金銀銅・木　前４世
紀（ロシア国立歴史博物館蔵）
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て
い
る
︒

ス
キ
タ
イ
の
墳
墓
か
ら
出
土
し
た
﹁
鹿
﹂
の
意
匠
は
金
工

品
ば
か
り
で
は
な
い
︒
き
わ
め
て
有
名
な
パ
ジ
リ
ク
出
土
の

カ
ー
ペ
ッ
ト
に
は
大
き
な
角
を
も
つ
鹿
が
正
確
に
表
現
さ
れ

て
い
る
︵
図
18
︶︒
パ
ジ
リ
ク
は
︑
ロ
シ
ア
連
邦
︑
南
シ
ベ
リ

ア
の
ア
ル
タ
イ
地
方
中
央
付
近
の
ア
ル
タ
イ
共
和
国
︑
標
高

一
六
〇
〇
m
の
パ
ジ
リ
ク
河
岸
の
大
型
円
墳
五
基
︑
小
型
円

墳
九
基
か
ら
な
る
墳ク

ル

墓ガ
ン

群
で
︑
一
九
二
九
年
に
M
・
P
・
グ

リ
ャ
ズ
ノ
フ
と
S
・
I
・
ル
デ
ン
コ
︑
一
九
四
七
―一
九
四

九
年
に
S
・
I
・
ル
デ
ン
コ
に
よ
っ
て
大
型
円
墳
五
基
を
含

む
八
基
の
墳
墓
が
発
掘
調
査
さ
れ
︑
世
界
的
に
貴
重
な
美
術

品
が
発
掘
さ
れ
た
︒
こ
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
縁
取
り
に
表
さ
れ

た
鹿
は
︑
文
様
と
い
う
よ
り
も
︑
写
実
的
要
素
も
も
っ
て
い

る
︒
豊
か
に
広
が
っ
た
鹿
角
は
﹁
ヘ
ラ
ジ
カ
﹂
を
思
わ
せ
︑
リ

ア
ル
な
実
感
に
満
ち
て
い
る
︒
ス
キ
タ
イ
文
化
の
広
範
な
展

開
を
見
せ
る
傑
作
で
あ
る
︒

ス
キ
タ
イ
人
は
ま
た
︑
南
西
ア
ジ
ア
に
も
︑
鹿
の
文
化
を

伝
え
た
︒
同
じ
イ
ラ
ン
系
の
古
代
ペ
ル
シ
ャ
の
王
族
に
も
そ

の
鹿
の
聖
な
る
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
を
も
た
ら
し
た
︒
イ
ラ
ン
系

の
王
や
王
妃
た
ち
︵
パ
ル
テ
ィ
ア
王
国
︑
紀
元
前
二
四
三
―後
二

二
四
︶
も
︑﹁
王
冠
﹂
に
﹁
鹿
﹂
の
装
飾
を
飾
っ
て
い
た
︒
彼

ら
の
ト
ー
テ
ム
＝
祖
先
神
は
﹁
鹿
﹂
と
考
え
て
い
た
た
め
で

あ
る
︒﹁
鹿
﹂
は
︑
北
方
の
シ
ベ
リ
ア
～
中
央
ア
ジ
ア
～
西
ア

ジ
ア
ま
で
︑
一
族
団
結
の
印
︑
守
護
神
と
し
て
イ
ラ
ン
系
の

為
政
者
か
ら
信
仰
を
集
め
た
︒
ト
ー
テ
ム
が
鹿
で
あ
る
こ
と
︑

王
冠
に
鹿
の
装
飾
を
付
け
た
こ
と
は
︑
上
述
し
た
再
生
装
置

と
し
て
の
﹁
角
﹂
と
︑︵
後
述
す
る
こ
と
に
な
る
︶
天
地
の
結

び
目
で
あ
る
王
族
の
﹁
冠
﹂
と
の
︑
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
関
係

性
を
も
示
唆
し
て
い
る
︒

7
「
生
命
の
樹
」と
し
て
の
鹿
角

以
上
の
ス
キ
タ
イ
や
シ
ベ
リ
ア
の
優
れ
た
鹿
造
形
に
共
通

し
て
い
る
の
が
︑﹁
鹿
﹂
の
大
き
な
﹁
枝
角
﹂
で
あ
る
︒

シ
ベ
リ
ア
か
ら
そ
の
兄
弟
で
あ
る
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
民
話
に

も
︑
ヘ
ラ
ジ
カ
が
自
分
の
﹁
枝
角
﹂
を
格
好
が
よ
い
と
自
慢

し
て
い
る
物
語
が
あ
る
︒
そ
れ
は
身
体
で
支
え
る
の
が
大
変

な
ほ
ど
に
立
派
で
あ
る
と
︑
魚
に
揶
揄
さ
れ
も
す
る
ほ
ど
巨

大
で
あ
る
︒

そ
の
﹁
枝
角
﹂
の
神
秘
性
を
人
間
は
観
察
し
︑
そ
れ
を
崇

拝
し
た
︒
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
大
き
さ
ゆ
え
で
は
な
く
︑
繁
茂

の
形
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
︒
す
な
わ
ち
鹿
の
角
は
︑
フ
ァ
ウ

ナ
︵
動
物
相
︶
に
属
し
な
が
ら
︑
フ
ロ
ー
ラ
︵
植
物
相
︶
に
も

属
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
︑
動
植
物
の
両
方
の
姿
を
披
瀝
し

て
い
る
︒
動
物
の
角
で
あ
り
︑
同
時
に
樹
木
の
枝
で
あ
る
の

が
﹁
鹿
角
﹂
の
聖
性
な
の
で
あ
る
︒
こ
こ
か
ら
ユ
ニ
ー
ク
な

鹿
造
形
が
生
ま
れ
た
︒

隋
唐
に
先
駆
け
て
蒙
古
系
の
北
朝
が
打
ち
立
て
ら
れ
た
時

代
︑
高
位
の
女
性
の
頭
飾
り
で
あ
る
︑
歩
く
と
優
雅
に
揺
れ

る
﹁
歩
揺
﹂
と
呼
ば
れ
る
装
身
具
が
制
作
さ
れ
た
︒
そ
の
傑

作
は
︑
馬
や
牛
の
頭
部
に
︑
鹿
角
と
枝
葉
を
融
合
さ
せ
た
飾

り
を
付
け
た
も
の
で
︑
現
・
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
か
ら
出
土

し
て
い
る
︵
図
19
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こ
れ
は
南
方
の
漢
民
族
に
は
発
想
し
が
た
い
︑﹁
動
植
物
両

性
具
有
的
鹿
角
﹂
と
呼
ぶ
べ
き
傑
作
で
あ
る
︒﹁
ユ
ー
ロ

＝

ア

ジ
ア
世
界
﹂
を
貫
く
﹁
生
命
の
樹
﹂
信
仰
︵
樫
・
楢
・
橅
・
樺

な
ど
︶
と
︑
鹿
角
信
仰
が
折
り
重
な
っ
た
﹁
生
命
再
生
﹂﹁
生

命
循
環
﹂
の
造
形
表
象
の
金
字
塔
で
あ
る
︒

こ
の
作
例
が
教
え
て
く
れ
る
の
は
︑﹁
鹿
角
﹂
は
︑
動フ

ァ
ウ
ナ

物
界

と
植フ

ロ
ー
ラ

物
界
が
融
合
し
て
い
る
形
を
固
定
さ
せ
て
い
る
の
で
は

図19　高さ16.2cm、重さ70kg　北朝
（386-581）　内蒙古達爾罕明安連合
旗出土（中国国家博物館蔵）

図18　パジリク出土　カーペットの「鹿」文様　
前5－前4世紀（エルミタージュ美術館蔵）

図17　「黄金の鹿」前7-前6世紀　シベリア　コストロムスカヤ近
郊の墳墓から出土（エルミタージュ美術館蔵）
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な
く
︑
そ
れ
が
﹁
動
物
﹂
か
ら
﹁
植
物
﹂
へ
︑﹁
植
物
﹂
か
ら

﹁
動
物
﹂
へ
と
﹁
反
転
す
る
力
﹂
を
秘
め
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
︒

地
の
獣
で
あ
っ
た
﹁
鹿
﹂
は
︑
そ
の
天
か
け
る
走
り
と
︑
樹

木
の
よ
う
な
枝
角
を
与
え
ら
れ
︑﹁
天
﹂
へ
伸
び
上
が
り
︑
天

地
を
つ
な
ぐ
精
霊
と
な
り
︑
ケ
ル
ト
・
北
欧
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
︑

日
本
ま
で
貫
か
れ
た
樹
木
信
仰
︑﹁
生
命
の
木
＝
世
界
樹
＝

世ア
ク
シ
ス
・
ム
ン
デ
ィ

界
軸
＝
御
柱
﹂
に
結
び
つ
く
動
物
と
な
っ
た
︒
そ
の
イ

メ
ー
ジ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
間
芸
術
で
も
盛
ん
に
表
現
さ
れ

て
き
た
︵
図
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で
は
最
も
﹁
鹿
角
﹂
と
﹁
生
命
の
木
﹂
が
一
体
と
な
る
︑
生

命
の
沸
き
立
つ
季
節
は
い
つ
か
と
い
え
ば
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
﹁
五
月
﹂︑
す
な
わ
ち
夏
の
は
じ
ま
り
の
季
節
で
あ
る
︒
そ

れ
は
現
代
で
は
五メ

イ
・
デ
ー

月
祭
と
呼
ば
れ
︑
こ
の
暦
は
︑
ケ
ル
ト
の

﹁
ベ
ル
テ
ィ
ネ
﹂
に
ル
ー
ツ
を
も
っ
て
い
る
︒
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

牧
畜
農
耕
民
の
暦
の
古
層
を
伝
え
る
ケ
ル
ト
の
暦
と
し
て
︑
二

千
年
前
の
ガ
リ
ア
の
青
銅
の
暦
﹁
コ
リ
ニ
ー
・
カ
レ
ン
ダ
ー
﹂

に
刻
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
︑
ケ
ル
ト
で
は
﹁
夏
の
つ
い
た
ち
﹂

︵
五
月
一
日
︶
と
は
︑
そ
れ
か
ら
半
年
間
続
く
﹁
陽
光
の
半
年
﹂

﹁
光
の
半
年
﹂
の
始
ま
り
な
の
で
あ
る
︒

こ
の
光
の
半
年
は
︑
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
地
域
で
も
動
物
の

成
長
と
と
も
に
過
ご
す
季
節
と
な
る
︒
そ
の
半
年
︑
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
動
植
物
が
成
長
し
︑
八
月
一
日
の
収
穫
祭
︑
そ
し

て
家
畜
を
越
冬
さ
せ
る
た
め
に
放
牧
を
終
え
る
一
〇
月
三
一

日
の
ケ
ル
ト
の
暦
の
サ
ウ
ィ
ン
︵
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
起
源
︶
ま
で
︑

人
間
は
そ
れ
ら
を
世
話
し
︑
恵
み
の
夏
と
秋
の
入
り
口
ま
で

を
過
ご
す
の
で
あ
る
︒

こ
こ
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
研
究
者
マ
テ
フ
ィ
も
言
及
し
て
い

た
よ
う
に
︑﹁
小
鹿
は
太
陽
﹂
で
あ
る
と
い
う
信
仰
が
想
起
さ

れ
る
だ
ろ
う
︒
四
月
下
旬
に
は
小
鹿
が
生
ま
れ
る
︒
こ
の
小

論
の
前
半
で
考
察
し
た
︑
ウ
ェ
ー
ル
ズ
神
話
の
王
子
プ
リ
デ

リ
は
︑
悪
鬼
に
連
れ
去
ら
れ
て
い
た
が
︑
馬
小
屋
の
傍
で
︑
五

月
一
日
の
ベ
ル
テ
ィ
ネ
の
イ
ヴ
に
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
意
味

深
い
︒

王
国
を
再
興
さ
せ
る
王
子
プ
リ
デ
リ
は
︑﹁
陽
光
の
半
年
﹂

の
始
ま
る
ベ
ル
テ
ィ
ネ
の
前
夜
に
再
出
現
し
た
︒
そ
れ
は
馬

小
屋
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ン
ド

＝

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

語
族
が
信
仰
す
る
﹁
馬
＝
太
陽
の
化
身
﹂
の
メ
タ
フ
ァ
ー
を

担
っ
て
い
る
︒
と
同
時
に
︑
養
父
母
に
よ
っ
て
名
づ
け
ら
れ

た
﹁
金
髪
の
グ
リ
﹂
は
︑﹁
小
鹿
が
太
陽
の
象
徴
﹂
で
あ
る
と

い
う
︑﹁
ユ
ー
ロ

＝

ア
ジ
ア
世
界
﹂
を
貫
く
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に

連
な
っ
て
い
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
︒

ケ
ル
ト
の
夏
の
始
ま
り
︑
太
陽
の
光
が
俄
然
強
く
な
り
︑
自

然
界
は
そ
の
熱
で
︑
一
気
に
生
命
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
漲み

な
ぎ
ら
せ

て
成
長
へ
と
向
か
う
︒
そ
の
前
夜
の
森
は
︑
夏
の
太
陽
の
夜

明
け
を
待
っ
て
︑
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
旺
盛
な
生
命
力
を
準
備

す
る
︒
ゆ
え
に
人
々
は
こ
の
前
夜
に
森
に
入
り
︑﹁
生
命
の
木

＝
五
月
柱
﹂
を
採
り
︑
恋
も
稔
ら
せ
る
︒
こ
れ
を
ド
イ
ツ
︑
オ

ー
ス
ト
リ
ア
地
方
で
は
﹁
ワ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
﹂
と
い
う
︒

﹁
闇
の
半
年
﹂
か
ら
﹁
光
の
半
年
﹂
へ
︑
反
転
す
る
森
を
支
配

す
る
の
は
︑
森
の
王
で
あ
る
﹁
鹿
﹂
で
あ
る
︒

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
五
月
一
日
の
前
夜
の
森
の
出
来
事
を

﹃
真
夏
の
夜
の
夢
﹄
と
い
う
戯
曲
に
し
た
が
︑
そ
れ
を
映
画
化

し
た
二
〇
世
紀
の
作
品
で
は
︑
森
の
生
命
を
司
る
妖
精
の
王

オ
ベ
ロ
ン
が
﹁
鹿
﹂
の
姿
で
表
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
こ
と
か

ら
︑
鹿
信
仰
を
共
有
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
イ
メ
ー
ジ
の
伝

統
に
お
い
て
︑﹁
夏
の
つ
い
た
ち
の
前
夜
の
森
﹂
に
﹁
鹿
﹂
が

結
び
つ
い
て
い
る
根
強
さ
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
︒
そ
し

て
そ
の
姿
は
二
千
年
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
ガ
リ
ア
で
崇

拝
さ
れ
た
シ
ャ
ー
マ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
﹁
鹿
角
の
神　

ケ
ル

ヌ
ン
ノ
ス
﹂
に
限
り
な
く
近
い
︵
図
21
︶︒

ケ
ル
ト
文
化
は
﹁
ユ
ー
ロ

＝

ア
ジ
ア
世
界
﹂
の
西
の
先
端

部
に
あ
っ
て
︑
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
動
物
崇
拝
・
鹿
角
信
仰

と
神
話
的
象
徴
体
系
に
連
な
っ
て
い
る
︒
東
の
先
端
部
に
あ

る
日
本
列
島
文
明
の
﹁
鹿
信
仰
﹂
も
︑
そ
の
文
脈
に
お
い
て

考
え
て
い
く
可
能
性
を
︑
最
西
端
部
の
ト
ポ
ス
は
示
唆
し
て

い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
︒

＊ 

本
小
論
は
身
心
変
容
技
法
研
究
会
︵
二
〇
一
七
年
六
月
四
日
・

於
：
上
智
大
学
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
L
号
館
九
一
一
号
会
議
室
︶

で
の
発
表
に
基
い
て
い
る
︒

図21　「鹿角の神　ケルヌンノス」　ガロ=ローマ文化　パリ　
ノートルダム寺院の地下より出土　前1－後3世紀（国立中世
美術館蔵）

図20　生命の木としての鹿角　ハンガリーの
民間芸術
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は
じ
め
に

和
歌
の
中
心
を
占
め
る
恋
歌
は
︑
恋
心
を
ナ
イ
ー
ブ
に
詠

ん
だ
り
︑
屈
折
し
て
詠
ん
だ
り
︑
ま
た
は
景
色
と
な
い
交
ぜ

に
詠
ま
れ
た
り
︑
あ
る
い
は
仏
教
的
真
理
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と

し
て
詠
ま
れ
る
も
の
ま
で
︑
幅
が
あ
る
︒
私
は
不
惑
の
歳
を

過
ぎ
た
こ
ろ
︑
あ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
︑
ナ
イ
ー
ブ
な
恋

歌
を
詠
み
始
め
た
︒
ど
う
し
よ
う
も
な
い
状
況
を
︑
和
歌
を

集
中
的
に
詠
む
こ
と
で
や
り
過
ご
し
な
が
ら
︑
し
だ
い
に
和

歌
を
詠
む
こ
と
自
体
が
主
目
的
と
な
っ
て
き
て
間
も
な
く
︑
恋

歌
に
交
じ
っ
て
︑
た
だ
叙
景
歌
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
和

歌
が
︑
生
ま
れ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
︒

﹁
生
ま
れ
て
く
る
﹂
と
言
っ
た
の
は
︑﹁
詩
の
最
初
の
一
節

は
天
上
か
ら
く
る
﹂
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
︑
私
の
場
合
︑
自

然
観
照
が
習
慣
と
な
る
に
つ
れ
︑
周
囲
の
景
色
か
ら
︑
空
か

ら
大
地
か
ら
︑
木
々
や
草
花
か
ら
︑
風
や
音
か
ら
︑
ま
た
古

来
の
和
歌
や
古
語
の
全
体
か
ら
︑
歌
の
断
片
が
降
り
か
か
っ

て
く
る
感
じ
が
し
た
か
ら
で
あ
る
︒﹁
古
へ
の　

言
霊
な
れ
や

　

あ
や
歌
の　

揺
ら
く
羽
風
と　

降
り
か
ゝ
り
く
る1

﹂
と
は
︑

そ
の
よ
う
な
事
情
を
詠
み
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
︒

ソ
フ
ト
フ
ォ
ー
カ
ス
な
﹁
雰
囲
気
﹂
を
詠
ん
だ
自
作
の
叙

景
歌
に
︑
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
︒

芽
ぐ
む
木
に　

赤
ら
む
森
の

う
す
青
き
空
に　

ふ
く
ら
む

風
の
た
め
い
き

現
代
語
の
ま
ま
で
鑑
賞
で
き
る
こ
の
歌
は
︑
春
先
の
う
す

い
青
空
を
背
景
に
︑
風
が
た
め
息
の
よ
う
に
吹
き
す
ぎ
て
︑
赤

ら
ん
だ
森
が
ふ
わ
り
と
膨
ら
む
︑
と
い
う
感
じ
を
︑
私
の
実

感
ど
お
り
︑
気
分
ど
お
り
に
詠
め
て
い
て
︑
思
い
返
す
た
び

に
︑
と
き
め
き
を
覚
え
る2

︒

こ
れ
は
︑
私
の
言
葉
で
言
え
ば
﹁
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
﹂
を

詠
ん
で
い
る
の
だ
が
︑
自
分
は
そ
れ
に
よ
っ
て
何
を
し
て
い

る
の
か
︑
と
い
う
の
が
︑
こ
の
エ
ッ
セ
イ
の
出
発
点
に
あ
る

問
い
で
あ
る
︒

1
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
の
提
案

﹁
雰
囲
気
の
景
観
︑
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
︵atm

oscape

︶﹂
と

い
う
の
は
私
の
造
語
で
︑
五
感
す
べ
て
と
そ
の
基
盤
に
か
か

わ
る
景
観
認
知
の
モ
ー
ド
と
し
て
︑
一
九
九
五
年
に
拙
著
の

一
部
で
提
案
し
て
み
た
も
の
で
あ
る
︒
発
想
や
言
葉
の
由
来

は
︑﹁
音
の
景
観
︑
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
﹂
と
い
う
音
楽
︵
教

育
︶
用
語
を
直
近
の
ヒ
ン
ト
と
し
︑﹁
匂
い
の
景
観
︑
ア
ロ
マ

ス
ケ
ー
プ
﹂
と
い
う
商
業
用
語
を
経
由
し
て
い
る3

︒

こ
の
タ
ー
ム
を
考
え
付
い
て
︑
す
ぐ
思
っ
た
の
は
︑﹁
誰
か

す
で
に
提
案
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
﹂
と
い
う

こ
と
で
︑﹁
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
︵atm

oscape

︶﹂
を
検
索
語
に

し
て
︑
和
英
の
著
書
や
論
文
︑
エ
ッ
セ
イ
︑
ブ
ロ
グ
な
ど
を

探
し
て
み
た
が
︑
該
当
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
︒

最
も
近
い
捉
え
方
と
し
て
は
︑﹁
雰
囲
気
的
景
観︵atm

ospheric 

ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
論
・
序
説　
　

第
四
部
❖
芸
術
・
武
術
と
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う
ワ
ザ
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津
城
寛
文

筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
教
授
／
宗
教
学
・
神
道
行
法
研
究
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landscape

︶﹂
と
い
う
タ
ー
ム
が
流
通
し
て
お
り
︑
こ
の
語
で

ウ
ェ
ブ
検
索
を
か
け
る
と
︑
い
く
つ
か
の
サ
イ
ト
が
ヒ
ッ
ト

し
︑
タ
ー
ナ
ー
や
印
象
派
の
︵
よ
う
な
︶
絵
画
︑
ま
た
山
水

画
︵
の
よ
う
な
絵
画
︶
や
︑
そ
う
し
た
風
景
画
の
よ
う
な
風
景

写
真
︑
そ
れ
を
デ
ジ
タ
ル
処
理
し
た
作
品
︑
な
ど
が
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
た
︒
共
通
の
特
徴
は
︑
湿
っ
た
大
気
や
光
や
色
が

散
乱
し
浸
透
し
て
輪
郭
が
ぼ
や
け
︑
被
写
体
は
エ
ー
テ
ル
的

で
︑
奥
行
き
が
深
く
︑
一
言
で
言
え
ば
ま
さ
に
雰
囲
気
的
で

あ
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
タ
ー
ム
の
提
案
を
別
に
す
れ
ば
︑
私

が
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
に
つ
い
て
述
べ
︵
よ
う
と
し
︶
て
い
る
内

容
が
︑
そ
れ
ほ
ど
独
創
的
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
︒
む
し
ろ

す
べ
て
︑
幽
玄
︑
余
情
︑
余
白
︑
余
韻
︑
暗
示
な
ど
︑
日
本

美
の
主
流
に
あ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
な
が
っ
て
く
る
︒
そ
し

て
そ
の
よ
う
に
﹁
陳
腐
な
こ
と
﹂
と
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
は
︑

造
語
者
の
手
柄
︵
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
︶
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と

に
な
る
︒
多
く
の
人
が
す
で
に
予
感
し
て
い
る
事
柄
に
︑
ま

さ
に
端
的
な
表
現
を
与
え
た
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
が
︑
浮
き

彫
り
に
な
る
か
ら
で
あ
る
︒

こ
う
し
て
︑﹁
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
﹂
と
い
う
流
行
ら
な
い
タ

ー
ム
を
用
い
て
い
る
の
は
︑
一
九
九
五
年
に
発
表
し
て
以
来
︑

長
ら
く
造
語
者
た
る
私
一
人
し
か
い
な
か
っ
た
︒
と
き
お
り
︑

友
人
や
学
生
に
﹁
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
︵atm

oscape

︶﹂
で
検
索

し
て
も
ヒ
ッ
ト
し
な
い
と
い
う
デ
モ
を
得
意
げ
に
行
な
っ
て

い
た
が
︑
二
〇
一
〇
年
代
に
な
っ
て
︑
い
つ
も
の
よ
う
に
デ

モ
を
し
て
い
た
ら
︑
相
手
か
ら
﹁
ヒ
ッ
ト
し
た
﹂
と
言
わ
れ

て
驚
い
た
︒
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
拠
点
を
置
くIM

O
V

IE

の

サ
イ
ト
が
︑
こ
の
タ
ー
ム
を
用
い
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
︒
日

本
語
の
本
の
数
ペ
ー
ジ
で
論
じ
た
だ
け
の
私
見
が
︑
英
語
圏

の
用
語
に
採
用
さ
れ
た
と
は
言
え
ま
い
が
︑
プ
ラ
イ
オ
リ
テ

ィ
が
私
に
あ
る
こ
と
だ
け
は
︑
強
調
し
て
お
き
た
い
︒

ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
の
造
語
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
﹁
サ
ウ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ︵soundscape

︶﹂
は
︑
カ
ナ
ダ
人
の
音
楽
家
︑
R
・

マ
リ
ー
＝
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
に
よ
っ
て
一
九
六
〇
年
代
に
着
想

さ
れ
︑一
九
八
〇
年
代
日
本
に
輸
入
さ
れ
︑
音
楽
や
景
観
論
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
︒
た
だ
し
︑
こ
の
外
来
語
か
ら
事
新

し
く
学
ぶ
ま
で
も
な
く
︑
日
本
文
化
の
中
心
を
貫
く
美
︵
微
︶

意
識
は
︑
遠
近
の
自
然
音
や
微
小
な
生
活
音
へ
の
気
付
き
︑

気
配
り
と
し
て
︑
途
切
れ
る
こ
と
な
く
伝
わ
っ
て
い
る
︒
情

景
に
融
け
込
む
こ
と
︑
聴
覚
的
に
は
音
に
融
け
込
む
こ
と
は
︑

日
本
人
の
自
然
美
観
の
最
も
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒

聴
覚
的
に
情
景
に
融
け
込
む
と
は
︑
一
方
で
は
大
き
な
音

に
浸
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
︑
他
方
で
は
聞
こ
え
る
か
聞
こ
え

な
い
か
の
境
に
あ
る
微
細
な
音
に
耳
傾
け
る
こ
と
で
も
あ
る
︒

先
端
科
学
の
知
見
を
援
用
し
た
つ
ぎ
の
指
摘
の
よ
う
に
︑
微

細
な
音
を
聞
く
と
き
︑
私
た
ち
は
そ
れ
と
共
振
し
︑
同
調
し

て
い
る
︒

耳
が
受
動
的
な
共
鳴
モ
ー
ド
で
作
動
す
る
の
は
大
き
な
信

号
の
と
き
だ
け
で
あ
る
︒
小
さ
な
信
号
に
な
る
と
︑
耳
は

み
ず
か
ら
振
動
を
発
生
さ
せ
︑
入
っ
て
く
る
信
号
を

﹁
自ロ

ッ
ク
オ
ン

動
追
尾
﹂
す
る
の
だ
︒
つ
ま
り
︑
微
細
な
音
を
感
受
す

る
場
合
に
は
︑
外
部
か
ら
の
信
号
と
︑
耳
自
身
が
発
生
す

る
信
号
と
が
相
互
に
作
用
し
て
い
る
︒
人
間
の
聴
覚
は
︑

耳
の
外
部
の
振
動
体
と
内
部
の
振
動
体
と
の
あ
い
だ
の

位フ
ェ
イ
ズ
・
コ
ヒ
ー
レ
ン
ス

相
一
貫
性
を
分
析
し
た
結
果
生
じ
る
の
で
あ
る4

︒

微
細
な
も
の
︑
彼
方
な
る
も
の
︑
未
知
な
る
も
の
を
感
じ

よ
う
と
す
る
と
き
︑
私
た
ち
の
知
覚
の
モ
ー
ド
が
変
わ
り
︑
常

な
ら
ぬ
﹁
知
覚
の
扉
﹂
が
開
き
︑
別
の
コ
ー
ド
が
動
き
だ
す
︒

あ
ま
り
に
鮮
や
か
な
感
覚
︑
と
く
に
視
覚
は
︑
隔
た
り
を
作

る
︒
隔
た
り
の
な
い
未
分
節
の
視
覚
︑
す
べ
て
を
一
望
す
る

視
覚
︑
聴
覚
以
下
の
嗅
覚
︑
味
覚
︑
触
覚
︑
そ
し
て
共
感
覚

が
︑
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
の
入
り
口
に
な
る
︒
身
心
が
固
ま
り
︑

大
気
が
固
ま
っ
た
と
き
︑
暖
か
い
想
像
に
よ
っ
て
︑
歌
に
よ

っ
て
︑
瞑
想
に
よ
っ
て
︑
触
れ
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
︑
身
心

が
緩
み
︑
内
と
外
が
融
け
合
う
︒
蒸
気
と
な
っ
て
膨
ら
ん
だ

雰
囲
気
を
呼
吸
し
︑
気
分
が
雰
囲
気
に
融
け
込
む
こ
と
で
︑
ア

ト
モ
ス
ケ
ー
プ
が
立
ち
上
が
る
︒

2
印
象
派
の
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ

印
象
派
と
ま
と
め
ら
れ
る
絵
画
の
中
に
︑
ア
ト
モ
ス
ケ
ー

プ
と
捉
え
る
こ
と
で
理
解
が
深
ま
る
︑
そ
の
よ
う
な
作
品
群

が
あ
る
︒
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
を
集
中
的
に
描
い
て
い
る
と
思

わ
れ
る
の
は
︑
と
く
に
モ
ネ
と
ピ
サ
ロ
︑
そ
し
て
か
な
り
異

な
る
雰
囲
気
だ
が
︑
セ
ザ
ン
ヌ
や
ゴ
ッ
ホ
で
あ
る
︒

室
内
画
︑
と
く
に
人
物
画
が
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
に
な
り
に

く
い
の
は
︑
固
体
や
肉
体
が
画
面
を
占
め
て
い
て
︑
流
れ
動

く
気
体
や
液
体
と
は
異
な
る
か
ら
で
あ
る
︒
た
と
え
ば
人
間

の
﹁
ふ
る
ま
い
﹂
の
詩
学
を
論
じ
た
坂
部
恵
は
︑﹁
ひ
と
の
ふ

る
ま
い
に
は
︙
︙
匂
い
立
つ
詩
︵
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
︶﹂
が
あ
る

と
述
べ
て
︑﹁
詩
学
︵
ポ
エ
テ
ィ
カ
︑
ポ
イ
エ
テ
ィ
カ
︶
の
次

元
﹂
を
﹁
人
間
の
ふ
る
ま
い
の
場
﹂
に
求
め
て
い
る5

︒
こ
れ

と
は
異
な
り
︑
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
の
詩
学
は
︑
人
間
の
次
元

で
は
な
く
︑
そ
れ
を
大
き
く
包
み
込
む
環
境
の
次
元
に
お
い

て
︑
展
開
す
る
︒
こ
の
違
い
は
︑
和
辻
哲
郎
の
言
葉
を
借
り

れ
ば
︑﹁
風
土
﹂
論
と
﹁
間
柄
﹂
論
と
の
違
い
で
あ
る
︒
和
辻

は
︑
自
然
環
境
と
人
の
間
に
な
り
た
つ
も
の
を
﹁
風
土
﹂︑
人

と
人
の
間
に
な
り
た
つ
も
の
を
﹁
間
柄
﹂
と
呼
ん
だ
︒
坂
部

恵
が
論
じ
た
﹁
ペ
ル
ソ
ナ
﹂
や
木
村
敏
が
論
じ
た
﹁
人
と
人

と
の
間
﹂
な
ど
は
︑
和
辻
の
﹁
間
柄
﹂
に
連
な
る
も
の
で
あ

り
︑
他
方
︑
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
は
﹁
風
土
﹂
に
連
な
る
︒

印
象
派
︑
表
現
主
義
と
い
う
﹁
近
代
美
術
の
ふ
た
つ
の
﹁
イ

ズ
ム
﹂
を
先
取
り
し
た
﹂
と
評
さ
れ
る
タ
ー
ナ
ー
は
︑﹃
国
会

議
事
堂
の
火
災
﹄
以
来
︑
最
も
有
名
な
晩
年
の
作
品
︑
未
来
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派
に
す
ら
先
立
つ
よ
う
な
﹃
雨
︑
蒸
気
︑
速
度
︱
グ
レ
ー

ト
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
﹄
に
い
た
る
ま
で
︑﹁
光
と
空
気
が
物

体
に
勝
利
す
る
光
景
﹂
を
︑﹁
か
た
ち
を
曖
昧
に
し
︑
線
で
は

な
く
面
︑
と
い
う
よ
り
も
色
彩
で
﹂
描
き
続
け
て
︑
西
洋
絵

画
史
の
画
期
と
な
っ
た6

︒

印
象
派
の
先
駆
け
と
な
る
タ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
︑
同
時
代

の
批
評
家
た
ち
の
困
惑
と
驚
き
は
︑﹁
色
彩
に
付
与
し
た
役
割

の
根
本
的
な
難
解
さ
︙
︙
作
品
の
﹁
未
完
﹂
の
よ
う
な
外
見

へ
の
疑
義
︙
︙
ぼ
や
け
た
輪
郭
線
へ
の
戸
惑
い
︙
︙
多
様
な

解
釈
の
可
能
性
﹂
を
め
ぐ
る
も
の
だ
っ
た
︒
そ
の
後
に
起
こ

っ
た
﹁
流
行
の
思
潮
と
し
て
の
レ
ア
リ
ス
ム
﹂
に
つ
い
て
︑
美

術
史
家
の
ガ
ン
ボ
ー
ニ
は
︑﹁
写
真
の
よ
う
な
﹂
イ
リ
ュ
ー
ジ

ョ
ン
の
方
向
と
︑﹁
知
覚
の
主
観
性
を
訴
え
︑
明
確
な
形
態
や

構
図
を
解
体
さ
せ
る
﹂
方
向
と
の
二
つ
を
切
り
分
け
︑
後
者

が
印
象
派
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
︑
さ
ら
に
印
象
派
は
二

つ
の
方
向
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
を
︑
指
摘
し
て
い
る
︒﹁
印

象
﹂
と
い
う
概
念
の
も
つ
﹁
主
体
と
客
体
の
区
別
が
な
さ
れ

る
以
前
の
段
階
︙
︙
未
分
化
の
ま
ま
融
合
し
て
い
る
状
態
﹂

や
そ
の
﹁
動
的
で
瞬
間
的
な
絵
画
表
現
﹂
が
︑
一
方
で
は
知

覚
の
主
体
性
と
い
う
意
味
で
の
﹁
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
開
の
ひ

と
つ
の
到
達
点
﹂
と
も
な
り
︑
他
方
で
は
﹁
レ
ア
リ
ス
ム
か

ら
象
徴
主
義
へ
の
移
行
﹂
の
道
を
辿
る
か
ら
で
あ
る7

︒
ガ
ン

ボ
ー
ニ
の
こ
の
見
取
り
図
は
︑
印
象
派
の
絵
画
の
中
で
も
︑
も

っ
ぱ
ら
風
景
画
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
明
確

な
形
や
固
体
が
融
け
て
︑
色
や
塊
︑
液
体
や
気
体
に
な
る
印

象
派
が
︑
知
覚
論
と
し
て
は
一
種
の
リ
ア
リ
ズ
ム
を
め
ざ
し

つ
つ
︑
そ
の
多
義
性
は
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
続
い
て
い
る
︑
と

い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
︒

こ
の
よ
う
な
タ
ー
ナ
ー
と
印
象
派
の
位
置
付
け
と
比
べ
た

と
き
︑
中
国
の
山
水
画
︑
水
墨
画
︑
そ
の
流
れ
を
受
け
た
日

本
絵
画
で
は
︑
は
る
か
以
前
か
ら
今
日
ま
で
︑
線
や
面
︑
色

彩
ま
で
曖
昧
に
し
た
風
景
画
が
︑
一
つ
の
主
流
を
成
し
て
い

る
︒
近
代
日
本
の
朦
朧
体
︑
縹
緲
体
は
︑
西
洋
近
代
画
の
影

響
で
は
な
く
︑
そ
の
画
論
で
理
論
武
装
し
た
︑
中
国
︑
日
本

の
伝
統
の
再
生
で
あ
る
︒
日
本
で
印
象
派
が
好
ま
れ
る
の
は
︑

輪
郭
線
の
曖
昧
な
風
景
画
と
い
う
共
通
点
に
よ
る
と
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
︒

若
く
し
て
点
描
を
完
成
さ
せ
た
ス
ー
ラ
は
︑
ち
ょ
う
ど
︑
原

子
論
や
量
子
論
が
世
界
観
を
変
え
た
よ
う
に
︑﹁
光
学
的
理
論

を
絵
画
の
色
彩
に
と
り
い
れ
︙
︙
点
の
集
合
で
描
く
﹂
技
術

を
確
立
し
︑
絵
画
の
見
方
を
変
え
た
︒
そ
の
こ
ろ
の
ピ
サ
ロ

は
︑
す
で
に
﹁
こ
ま
か
い
タ
ッ
チ
を
重
ね
て
描
く
方
法
を
試

み
て
い
た
﹂
が
︑
年
少
の
ス
ー
ラ
の
技
法
を
み
て
︑﹁
こ
れ
が

自
分
の
求
め
て
い
る
も
の
だ
と
考
え
た
﹂
と
い
う
︒
光
学
理

論
は
点
描
そ
の
他
の
具
体
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
理
論
的
裏
付

け
を
提
供
す
る
が
︑
点
描
で
描
か
れ
る
だ
け
で
は
︑
必
ず
し

も
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
に
な
ら
な
い
︒
ス
ー
ラ
の
作
品
は
ど
れ

も
︑
有
名
な
﹃
グ
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
ッ
ト
島
の
日
曜
日
の
午
後
﹄

も
︑
輪
郭
線
は
な
い
が
︑
形
は
は
っ
き
り
し
て
お
り
︑
遠
近

感
や
空
気
感
も
な
く
︑
す
べ
て
が
固
ま
っ
た
ま
ま
で
︑
私
に

は
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
に
は
見
え
な
い
︒

こ
れ
に
対
し
て
︑
ピ
サ
ロ
の
作
品
︑
た
と
え
ば
﹃
テ
ア
ト

ル
・
フ
ラ
ン
セ
広
場
︑
雨
﹄
は
︑﹁
わ
れ
わ
れ
の
吸
っ
て
い
る

空
気
が
︑
こ
れ
ら
の
絵
の
な
か
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い
る
﹂

﹁
軽
や
か
で
︑
動
き
の
あ
る
︑
奥
深
い
︑
無
限
の
︑
生
き
て
い
る

空
に
輝
く
夢
の
よ
う
に
美
し
い
光
を
彼
は
描
い
た
﹂
と
鑑
賞

さ
れ
る
よ
う
に
︑
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
が
作
品
化
さ
れ
て
い
る8

︒

ピ
サ
ロ
が
こ
の
よ
う
な
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
を
描
い
た
一
つ

の
偶
然
的
な
理
由
と
し
て
︑
視
力
の
問
題
が
あ
る
︒﹁
晩
年
の

彼
は
︑
目
が
少
し
悪
く
な
っ
た
た
め
︑
戸
外
で
描
く
こ
と
が

で
き
ず
︑
部
屋
の
窓
の
前
に
座
っ
て
描
い
た
︒
窓
の
向
こ
う

側
に
は
︑
煙
︑
も
や
︑
太
陽
︑
船
︑
港
︑
動
き
︑
ざ
わ
め
き
︑

光
な
ど
が
見
え
た
﹂
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
︑
し
ば
し
ば
言

及
さ
れ
る9

︒

印
象
派
の
旗
揚
げ
と
な
っ
た
モ
ネ
の
﹃
印
象
︑
日
の
出
﹄

は
︑﹁
日
の
出
﹂
の
﹁
印
象
﹂
を
﹁
雰
囲
気
﹂
と
し
て
描
き
出

し
た
︑
知
覚
モ
ー
ド
の
革
命
に
よ
る
︑
典
型
的
な
ア
ト
モ
ス

ケ
ー
プ
の
作
品
化
で
あ
り
︑
視
力
と
は
無
関
係
で
あ
る
︒
し

か
し
︑
ピ
サ
ロ
の
作
品
が
視
力
の
弱
さ
と
関
係
し
て
い
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
は
︑
本
質
的
で
は
な
い
も
の
の
︑
重
要
な
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
︒
と
い
う
の
は
︑
私
が
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
と

い
う
こ
と
を
考
え
る
一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
︑
近
視
で
あ

り
な
が
ら
あ
ま
り
メ
ガ
ネ
を
か
け
な
い
癖
が
︑
景
色
を
ぼ
ん

や
り
と
眺
め
る
習
慣
に
つ
な
が
っ
て
い
る
︑
と
自
覚
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
︒
風
景
を
雰
囲
気
と
し
て
見
る
と
き
︑
ア
ト

モ
ス
ケ
ー
プ
を
見
よ
う
と
す
る
と
き
は
︑
視
力
の
良
い
人
も
︑

目
を
細
め
た
り
︑
焦
点
を
甘
く
し
た
り
し
て
︑
視
覚
像
を
和

ら
げ
る
の
が
︑
う
ま
く
い
く
コ
ツ
で
あ
る
︒

3
雰
囲
気
と
気
分

ジ
ン
メ
ル
の
論
文
﹁
景
観
の
哲
学
﹂︵
一
九
一
三
年
︶
は
︑
切

れ
目
な
き
自
然
の
全
体
か
ら
ひ
と
つ
の
統
一
あ
る
景
観
像
が

い
か
に
切
り
取
ら
れ
得
る
か
と
い
う
美
学
的
課
題
に
応
じ
た

も
の
で
︑
景
観
が
統
一
あ
る
も
の
と
し
て
直
観
さ
れ
る
と
き

﹁
気
分
﹂︵Stim

m
ung

︶
が
生
じ
る
︑
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒
そ

し
て
︑﹁
気
分
と
い
う
︑
人
間
の
感
情
の
プ
ロ
セ
ス
に
限
ら
れ

た
も
の
が
︑
風
景
と
い
う
︑
生
命
の
な
い
自
然
物
の
複
合
体

の
特
質
と
し
て
通
用
す
る
﹂
の
は
︑
風
景
が
﹁
心
の
持
つ
統

一
を
形
作
る
力
に
よ
っ
て
﹂
生
き
る
か
ら
︑﹁
世
界
と
人
間
の

創
造
性
と
の
も
つ
れ
合
い
と
し
て
存
在
す
る
﹂
か
ら
と
さ
れ

る10

︒
こ
の
説
明
を
ナ
イ
ー
ブ
に
読
む
と
︑
人
間
の
﹁
心
の
持

つ
統
一
を
形
作
る
力
﹂﹁
創
造
性
﹂
が
︑︵
生
命
の
な
い
自
然
物

の
︶
景
観
の
統
一
を
直
感
し
︑
そ
れ
を
見
る
こ
と
で
︵
人
間

の
︶
気
分
が
生
じ
る
と
い
う
︑
双
方
向
的
な
プ
ロ
セ
ス
が
語
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ら
れ
て
い
る
︒
な
お
︑﹁
風
景
﹂
の
﹁
気
分
﹂
と
い
う
捉
え
方

は
︑﹁
雰
囲
気
﹂
と
読
み
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒

他
方
︑
精
神
病
一
般
を
﹁
雰
囲
気
︵A

tm
osphäre

︶﹂
の
現

象
学
的
観
点
か
ら
考
察
し
た
テ
レ
ン
バ
ッ
ハ
は
︑﹁
雰
囲
気
﹂

は
香
り
の
よ
う
に
人
に
吸
い
こ
ま
れ
︑
あ
る
い
は
人
を
包
み

こ
み
︑
個
人
の
内
的
な
雰
囲
気
で
あ
る
﹁
気
分
﹂
を
気
分
づ

け
︑
そ
う
す
る
こ
と
で
︑
外
的
雰
囲
気
と
内
的
気
分
の
間
に

﹁
同
調
︵Einstim

m
ung

︶﹂
が
起
こ
る
︑
と
い
う
︒
こ
の
説
明

の
な
か
の
﹁
同
調
﹂
と
い
う
言
葉
は
︑
内
外
融
合
の
あ
り
方

を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
︒
先
の
ジ
ン
メ
ル
の
説
明
と
異
な
り
︑

こ
こ
で
は
︑
外
的
﹁
雰
囲
気
﹂
が
︑
内
的
﹁
気
分
﹂
に
先
立

つ
と
い
う
︑
一
方
向
的
な
プ
ロ
セ
ス
が
注
目
さ
れ
て
お
り
︑
内

的
気
分
が
外
的
雰
囲
気
に
働
き
か
け
る
プ
ロ
セ
ス
は
︑
強
調

さ
れ
て
い
な
い
︒
た
だ
し
︑
逆
の
方
向
性
を
持
つ
も
の
と
し

て
︑
自
己
臭
︵
恐
怖
︶
が
内
か
ら
外
へ
発
散
し
︑﹁
自
己
雰
囲

気
﹂
と
い
う
狭
い
円
環
を
作
り
出
す
症
例
は
検
討
さ
れ
て
い

る
が
︑
身
体
に
ま
と
わ
り
つ
く
そ
の
狭
い
雰
囲
気
は
︑﹁
外

的
﹂
と
は
言
え
な
い
︒

テ
レ
ン
バ
ッ
ハ
は
︑
雰
囲
気
的
な
も
の
の
危
機
的
状
態
を
︑

精
神
病
理
学
の
伝
統
に
従
い
︑﹁
妄
想
気
分
﹂
と
す
る
︒
そ
し

て
こ
れ
は
﹁
危
機
的
変
転
﹂
で
は
あ
る
が
︑
こ
の
危
機
は
単

に
病
的
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
︑
よ
り
大
い
な
る
健
康
︑
よ

り
高
次
の
形
態
へ
の
可
能
性
を
も
開
く
︑
と
い
う
︒
こ
れ
は
︑

ヌ
ミ
ノ
ー
ゼ
論
や
聖
俗
論
︑
そ
の
ほ
か
宗
教
学
・
宗
教
心
理

学
の
諸
理
論
で
公
約
数
的
に
言
わ
れ
る
よ
う
な
︑
宗
教
的
体

験
の
両
義
性
を
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
︑
特
に
目
新
し
い
示

唆
は
な
い
が
︑
た
だ
し
︑﹁
妄
想
気
分
﹂
や
そ
の
癒
や
し
は
︑

外
界
か
ら
内
界
へ
の
雰
囲
気
の
流
入
に
よ
る
と
す
る
︑
方
向

性
の
確
定
し
た
発
想
が
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
︒
気
分
と
は
内

的
な
雰
囲
気
で
あ
る
こ
と
︑
周
囲
の
雰
囲
気
は
人
に
吸
い
込

ま
れ
︑
あ
る
い
は
人
を
包
み
込
む
こ
と
︑
こ
う
し
て
雰
囲
気

は
人
の
気
分
を
気
分
づ
け
る
こ
と
︑
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て

身
近
な
外
の
雰
囲
気
と
内
の
気
分
の
あ
い
だ
に
﹁
同
調
﹂
が

起
こ
る
こ
と
な
ど
︑
テ
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
観
察
は
身
心
論
的
で

あ
り
︑
身
心
か
ら
離
れ
な
い11

︒

こ
れ
に
対
し
て
︑﹁
風
景
・
景
観
の
哲
学
﹂
に
お
け
る
ジ
ン

メ
ル
の
主
題
は
︑
内
的
﹁
気
分
﹂
よ
り
は
︑
遠
い
外
的
﹁
雰

囲
気
﹂
に
あ
る
︒
関
心
は
身
体
を
離
れ
て
遠
く
ま
で
広
が
っ

て
お
り
︑
そ
の
よ
う
な
距
離
の
あ
る
内
外
が
融
合
す
る
に
は
︑

﹁
心
の
持
つ
統
一
を
形
作
る
力
﹂﹁
創
造
性
﹂﹁
直
感
﹂
と
い
っ

た
︑
い
わ
ば
遠
隔
的
な
強
い
力
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒

内
的
﹁
気
分
﹂
と
外
的
﹁
雰
囲
気
﹂
に
関
し
て
︑
症
例
を

扱
う
テ
レ
ン
バ
ッ
ハ
と
︑
美
学
を
論
じ
る
ジ
ン
メ
ル
を
︑
相

補
的
に
扱
う
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
の
は
︑
気
分
と
雰
囲
気

の
双
方
向
性
で
あ
る
︒
風
景
画
家
が
自
ら
の
美
的
﹁
気
分
﹂

で
﹁
雰
囲
気
﹂
を
作
り
出
す
こ
と
︑
身
心
の
弱
化
し
た
人
の

﹁
気
分
﹂
が
﹁
雰
囲
気
﹂
に
覆
わ
れ
る
こ
と
は
︑
そ
の
双
方
向

的
な
プ
ロ
セ
ス
の
︑
そ
れ
ぞ
れ
一
面
な
の
で
あ
る
︒

4
迢
空
短
歌
の
中
の
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ

﹁
叙
景
詩
﹂
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
︑﹁
抒
情
詩
﹂﹁
叙
事

詩
﹂
がlyric , epic
の
翻
訳
語
で
あ
る
の
と
は
事
情
が
異
な
り
︑

そ
れ
ら
翻
訳
語
と
の
連
想
で
作
ら
れ
た
︑
近
代
日
本
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
タ
ー
ム
で
あ
る
︒
そ
の
証
左
に
︑
西
洋
諸
語
に
は

座
り
の
悪
い
説
明
語
︵landscape poetry

な
ど
︶
し
か
な
い
︒
ま

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
絵
画
史
で
は
︑
風
景
画
は
近
代
に
な
っ
て

成
立
し
た
こ
と
︑
か
つ
て
自
然
︵
の
風
景
︶
は
む
し
ろ
恐
怖

の
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
が
︑
定
説
で
あ
る12

︒

折
口
信
夫
の
叙
景
詩
論
に
よ
れ
ば
︑
日
本
で
も
︑
自
然
は

畏
怖
や
恐
怖
に
満
ち
た
も
の
だ
っ
た
が
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
発

達
し
な
か
っ
た
叙
景
歌
が
︑
日
本
で
は
早
く
か
ら
作
ら
れ
︑

﹁
日
本
の
歌
の
中
で
︑
最
も
眼
を
着
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も

の
﹂
と
な
っ
た
の
は
︑
景
色
を
歌
う
こ
と
で
︑
夜
や
旅
先
で

不
安
に
な
っ
た
魂
︑
遊
離
し
よ
う
と
す
る
魂
を
︑
鎮
め
る
た

め
︑
鎮
魂
の
呪
術
の
た
め
で
あ
っ
た
︑
と
い
う
︒

そ
の
よ
う
な
呪
術
的
な
鎮
魂
歌
謡
と
は
別
に
︑
折
口
は
ま

た
︑﹁
瞑
想
的
叙
景
詩
﹂
と
呼
ぶ
べ
き
ジ
ャ
ン
ル
を
想
定
し
た
︒

折
口
の
言
葉
遣
い
で
説
明
す
れ
ば
︑
そ
の
方
法
は
︑
具
体
的

な
姿
か
た
ち
を
﹁
歌
っ
て
ゐ
る
内
に
﹂︑﹁
外
界
と
内
界
と
の

結
合
﹂﹁
自
然
内
界
と
の
結
合
﹂
が
実
現
す
る
︑
そ
こ
か
ら

﹁
自
然
の
核
心
﹂
に
迫
る
︑
と
い
う
も
の
で
あ
る
︒
他
方
︑
瞑

想
的
叙
景
的
な
釈
迢
空
短
歌
を
私
の
言
葉
遣
い
で
説
明
す
れ

ば
︑
身
心
の
内
外
を
濃
厚
な
﹁
水
﹂
や
﹁
音
﹂︵
的
な
も
の
︶

で
満
た
す
こ
と
で
︑
外
界
と
内
界
を
融
合
さ
せ
︑
結
果
と
し

て
︑
身
心
の
動
揺
や
不
安
定
︑
内
外
の
不
安
定
や
非
対
称
を
︑

克
服
す
る
営
み
で
あ
る13

︒

瞑
想
的
叙
景
的
な
迢
空
短
歌
に
お
い
て
︑
内
・
外
の
融
合

は
︑
一
つ
に
は
内
と
外
が
同
質
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ

る
が
︑
そ
の
同
質
化
を
促
す
も
の
は
︑
折
口
に
お
い
て
は

﹁
水
﹂
と
﹁
音
﹂
で
あ
る
︒
こ
れ
に
︑
あ
る
種
の
流
体
的
な
も

の
の
力
動
的
な
動
き
を
加
え
れ
ば
︑
迢
空
短
歌
を
貫
く
モ
チ

ー
フ
は
明
ら
か
に
な
る
︒
つ
ま
り
こ
れ
ら
は
︑
稀
薄
さ
の
対

極
に
あ
る
も
の
︑
濃
厚
さ
で
あ
る
︒
こ
こ
で
は
︑
そ
れ
が
ど

う
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
に
つ
な
が
る
か
︑
論
じ
て
み
る
︒

つ
ぎ
の
迢
空
短
歌
は
︑
ま
さ
に
水
の
音
を
詠
ん
で
い
る
︒

心　

ふ
と　

も
の
に
た
ゆ
た
ひ
︑
耳
こ
ら
す
︒
椿
の
下し

た

の

暗
き
水
お
と

 

︵﹃
海
や
ま
の
あ
ひ
だ
﹄︶

﹁
音
﹂
は
聴
覚
の
器
官
﹁
耳
﹂
を
通
じ
て
﹁
外
か
ら
内
へ
﹂

入
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
︒
つ
ま
り
そ
の
回
路
は
︑
通
常
は

徹
頭
徹
尾
受
動
的
で
あ
る
︒
何
も
音
が
聞
こ
え
な
い
場
合
︑

聴
覚
的
空
間
は
空
無
で
あ
る
︒
そ
し
て
い
っ
た
ん
そ
こ
に
音
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が
立
っ
た
場
合
︑
振
動
は
内
界
に
そ
の
ま
ま
反
響
し
て
く
る
︒

本
来
受
動
的
で
あ
る
聴
覚
が
受
動
性
を
強
め
れ
ば
︑
そ
の
聴

覚
刺
激
は
よ
り
深
部
に
ま
で
達
す
る
こ
と
に
な
る
︒

一
方
視
覚
は
︑﹁
外
か
ら
内
へ
﹂
と
い
う
方
向
性
の
み
な
ら

ず
︑
時
と
し
て
は
﹁
内
か
ら
外
へ
﹂
と
い
う
逆
方
向
を
も
と

る
︒
視
覚
が
も
っ
ぱ
ら
受
動
的
に
働
く
場
合
︑
そ
の
視
線
は
︑

完
全
に
﹁
内
か
ら
外
へ
﹂
は
向
か
っ
て
お
ら
ず
︑
器
官
上
に

と
ど
ま
る
か
︑
あ
る
い
は
半
ば
内
へ
す
ら
向
い
て
い
る
が
︑
視

覚
が
能
動
的
に
働
き
何
ら
か
の
物
を
注
視
す
る
場
合
︑
そ
こ

に
は
多
か
れ
少
な
か
れ
対
象
の
選
択
作
用
が
起
こ
り
︑
そ
の

対
象
と
内
界
と
は
︑
凝
縮
し
た
一
筋
の
﹁
内
か
ら
外
へ
﹂
の

視
線
に
よ
っ
て
緊
密
に
連
結
さ
れ
て
い
る
︒
つ
ぎ
の
短
歌
は
︑

そ
の
よ
う
な
状
態
を
詠
ん
で
い
る
︒

綠
葉
の
か
ゞ
や
く
森
を
前
に
置
き
て
︑
ひ
た
す
ら
と
あ
る

く
ひ
と
り
ぞ
︒
わ
れ
は
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上
の
二
つ
の
迢
空
短
歌
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
︑
聴
覚
と
視
覚
に

よ
る
︑
内
外
の
連
結
を
詠
ん
で
い
る
︒
聴
覚
的
に
音
源
の
定

ま
っ
た
音
を
聞
く
状
態
で
の
内
外
融
合
と
︑
視
覚
的
に
注
意

野
の
狭
窄
し
た
状
態
で
の
そ
れ
と
は
︑
内
界
・
外
界
が
管
状

に
つ
な
が
っ
た
状
態
と
し
て
︑
重
ね
て
考
え
て
み
る
こ
と
が

で
き
る
︒
た
だ
し
︑
注
意
の
向
か
う
方
向
は
両
者
で
逆
に
な

っ
て
い
る
︒

上
の
二
首
を
離
れ
て
︑
聴
覚
が
拡
散
し
た
音
源
を
聴
く
状

態
で
の
内
外
融
合
と
︑
視
覚
が
無
指
向
的
に
な
っ
た
状
態
で

の
そ
れ
も
︑
図
式
的
に
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
︒
そ
し
て
こ

の
場
合
︑
両
者
は
形
式
的
に
重
ね
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
︑
方

向
性
も
共
通
し
て
い
る
︒

こ
う
し
て
内
外
の
融
合
を
︑
図
式
化
し
て
み
る
と
︑
折
口

が
﹁
音
に
よ
る
写
生
﹂
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
た
理
由
の
一

つ
が
︑
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
︒
視
覚
を
通
じ
た
二
つ
の

融
合
は
︑
注
意
の
方
向
が
逆
に
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
両
者
が

同
時
に
起
こ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
︒
他
方
︑
聴
覚
を
通
じ

た
二
つ
の
融
合
は
︑そ
の
注
意
の
方
向
が
一
致
し
て
い
る
︒
そ

の
た
め
︑
そ
の
二
つ
の
融
合
の
仕
方
は
必
ず
し
も
相
互
に
排

斥
せ
ず
︑
交
替
し
や
す
く
︑
む
し
ろ
相
乗
し
︑
時
と
し
て
同

時
に
起
こ
る
︒
つ
ぎ
の
聴
覚
的
な
迢
空
短
歌
は
ま
さ
に
そ
れ

で
︑
管
状
に
収
束
し
た
融
合
と
︑
周
囲
に
拡
散
し
た
融
合
が
︑

連
続
し
て
い
る
︒﹁
音
に
よ
る
写
生
﹂︑
す
な
わ
ち
聴
覚
像
に

よ
る
内
外
融
合
は
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
起
こ
り
や
す
く
︑
か

つ
加
速
度
的
に
深
ま
る
︒
収
束
と
拡
散
が
相
乗
す
る
聴
覚
的

な
迢
空
短
歌
は
︑
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
︒

木
々
と
よ
む
雨
の
な
か
よ
り　

鳥
の
聲　

け
た
ゝ
ま
し
く

し
て
︑
や
み
に
け
る
か
も
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他
方
︑
視
覚
に
つ
い
て
は
︑
視
野
の
収
束
・
狭
窄
と
︑
集

中
の
あ
と
の
拡
散
は
︑
非
連
続
に
︑
反
転
し
て
の
み
起
こ
り

得
る
が
︑
そ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
詠
ん
だ
作
品
は
︑
視
覚

的
な
迢
空
短
歌
に
は
み
ら
れ
な
い
︒

5
雰
囲
気
的
想
像
力

五
感
に
即
し
て
想
像
力
を
考
え
て
み
れ
ば
︑
視
覚
の
ほ
か

に
︑
聴
覚
的
︑
嗅
覚
的
︑
味
覚
的
︑
触
覚
的
︑
な
ど
の
想
像

力
が
あ
り
得
て
︑
さ
ら
に
﹁
共
感
覚
﹂
に
よ
る
共
感
覚
的
想

像
力
も
考
え
得
る
︒
私
は
こ
の
延
長
線
上
で
︑
も
っ
と
融
合

が
進
ん
だ
︑﹁
雰
囲
気
的
想
像
力
︵atm

ospheric im
agination

︶﹂

と
い
う
考
え
方
を
提
案
し
て
み
た
い
︒
そ
こ
で
目
指
さ
れ
る

の
は
︑
自
と
他
︑
身
体
と
精
神
︑
人
間
と
環
境
︑
そ
の
他
の

区
切
り
を
融
か
し
て
内
外
が
融
合
す
る
想
像
力
で
あ
り
︑
ア

ト
モ
ス
ケ
ー
プ
は
︑
そ
こ
か
ら
発
生
し
て
く
る
︒

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
﹁
ア
ウ
ラ
﹂
に
つ
い
て
︑
そ
れ
は
﹁
空
間

と
時
間
の
織
り
な
す
不
可
思
議
な
織
物
﹂
で
あ
り
︑﹁
ど
れ
ほ

ど
近
く
に
で
あ
れ
︑
あ
る
遠
さ
が
一
回
的
に
現
わ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
︒
夏
の
真
昼
︑
静
か
に
憩
い
な
が
ら
︑
地
平
に

連
な
る
山
な
み
を
︑
あ
る
い
は
眺
め
て
い
る
者
の
上
に
影
を

投
げ
か
け
て
い
る
木
の
枝
を
︑
瞬
間
あ
る
い
は
時
間
が
そ
れ

ら
の
現
わ
れ
方
に
か
か
わ
っ
て
く
る
ま
で
︑
目
で
追
う
こ
と

︱
こ
れ
が
こ
の
山
々
の
ア
ウ
ラ
を
︑
こ
の
木
の
枝
の
ア
ウ

ラ
を
呼
吸
す
る
こ
と
で
あ
る
﹂
と
述
べ
て
い
る
の
も
︑
こ
れ

に
つ
な
が
る14

︒
こ
の
﹁
ど
れ
ほ
ど
近
く
に
で
あ
れ
︑
あ
る
遠

さ
が
﹂
と
い
う
部
分
を
︑﹁
ど
れ
ほ
ど
遠
く
に
で
あ
れ
︑
あ
る

近
さ
が
﹂
と
す
る
と
︑
私
の
実
感
に
な
る
が
︑
い
ず
れ
に
し

て
も
︑
遠
さ
と
近
さ
が
融
合
す
る
の
が
﹁
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
﹂

な
の
で
あ
る
︒

中
国
系
ア
メ
リ
カ
人
︑
イ
ー
フ
ー
・
ト
ゥ
ア
ン
の
現
象
学

的
記
述
は
︑﹁
場
所
に
そ
の
場
所
ら
し
さ
を
あ
た
え
る
の
は
︑

そ
こ
の
雰
囲
気
﹂
で
あ
る
と
い
う
表
現
に
注
目
し
て
読
み
直

す
と
︑﹁
雰
囲
気
の
景
観
﹂﹁
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
﹂
に
つ
な
が

る
説
明
が
︑
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
の
に
気
付
く15

︒
た
と
え

ば
︑
中
国
語
で
景
観
を
表
わ
す
﹁
山
水
﹂
を
描
い
た
山
水
画

に
つ
い
て
︑
西
洋
人
は
そ
の
﹁
エ
ー
テ
ル
の
よ
う
な︵ethereal

︶

美
﹂
に
衝
撃
を
受
け
る
と
い
う
︒
こ
の
一
節
は
︑
索
引
語
で

は
﹁
空
気
の
風
景
︵aerial landscape

︶﹂
の
項
目
に
入
れ
ら
れ

て
い
る
︒﹁
近
接
︵proxim

ate

︶
感
覚 

﹂﹁
触
覚
的
な
︵tactile

︶

感
覚
﹂
の
喜
び
が
あ
り
︑﹁
触
覚
︵touch

︶
の
風
景
﹂
が
あ
る
︑

な
ど
と
強
調
さ
れ
る
の
は
︑
遠
く
の
景
物
を
す
ぐ
近
く
に
感

じ
る
美
学
に
ほ
か
な
ら
な
い16

︒

こ
の
よ
う
に
︑
遠
近
の
環
境
を
︑﹁
視
覚
﹂
と
そ
の
他
の

﹁
近
接
感
覚
﹂
が
融
合
し
た
﹁
共
通
感
覚
﹂
に
よ
っ
て
︑﹁
多

感
覚
的
な
経
験
﹂
と
し
て
捉
え
る
と
こ
ろ
に
現
れ
る
︑
内
外
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融
合
的
な
﹁
審
美
的
﹂
な
世
界
は
︑
私
の
い
う
﹁
ア
ト
モ
ス

ケ
ー
プ
﹂
に
ほ
か
な
ら
な
い
︒

あ
る
詩
論
を
整
理
し
た
図
式
を
参
照
す
れ
ば
︑
詩
は
二
つ

の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
︑
一
方
に
は
︑
自
然
世
界
を
力
づ
く
で

支
配
し
︑
爆
発
︑
燃
焼
︑
奔
出
す
る
万
物
の
イ
メ
ー
ジ
を
統

一
し
よ
う
と
す
る
﹁
膨
張
性
の
詩
﹂
が
あ
り
︑
他
方
に
は
︑
イ

メ
ー
ジ
を
﹁
中
心
か
ら
噴
出
﹂
さ
せ
る
の
で
は
な
く
﹁
中
心

に
吸
着
﹂
さ
せ
る
﹁
収
縮
性
の
詩
﹂
が
あ
る
︒
そ
し
て
後
者

は
︑
イ
メ
ー
ジ
の
運
動
に
即
し
て
言
い
換
え
る
と
﹁
外
か
ら

内
へ
﹂
の
﹁
求
心
力
﹂
で
あ
り
︑
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
特
性
で
言

い
換
え
る
と
﹁
女
性
的
な
受
動
性
﹂
と
な
る
︑
と
い
う17

︒
誰

の
考
え
か
︑
そ
の
整
理
が
適
切
か
ど
う
か
︑
な
ど
は
問
わ
な

い
と
し
て
︑
少
な
く
と
も
こ
の
よ
う
に
対
比
さ
れ
る
二
タ
イ

プ
の
う
ち
︑
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
を
誘
導
し
や
す
い
の
は
︑﹁
外

か
ら
内
へ
﹂﹁
女
性
的
な
受
動
性
﹂﹁
求
心
性
﹂﹁
収
縮
性
﹂

等
々
と
言
わ
れ
る
想
像
力
で
あ
り
︑
そ
れ
は
雰
囲
気
的
想
像

力
の
特
徴
で
も
あ
る
︒

こ
の
よ
う
な
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
が
︑
文
学
史
や
美
術
史
か

ら
み
て
︑
日
本
的
美
意
識
の
主
流
に
あ
る
な
ら
ば
︑
そ
の
美

意
識
そ
の
も
の
が
︑
雰
囲
気
的
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
︒
美

意
識
は
美
的
実
践
の
み
な
ら
ず
︑
生
活
実
践
︑
知
的
実
践
に

も
か
か
わ
る
の
で
︑
も
の
の
作
り
方
や
︑
科
学
の
進
め
方
に

も
︑
深
浅
に
反
映
す
る
は
ず
で
あ
る
︒
じ
っ
さ
い
︑
日
本
の

地
理
学
の
景
観
・
風
景
研
究
に
は
︑
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
へ
の

感
受
性
が
み
ら
れ
る
︒﹁
移
ろ
い
﹂
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
︑﹁
雨

や
雪
な
ど
の
気
象
と
季
節
の
移
ろ
い
﹂
や
︑﹁
天
気
︑
つ
ま
り

﹁
天
﹂
の
﹁
気
﹂
に
よ
っ
て
充
た
さ
れ
︑
季
節
と
と
も
に
循
環

す
る
有
情
の
実
在
﹂
を
主
題
と
し
た
︑
小
林
享
の
景
観
論
な

ど
は
︑
そ
の
典
型
で
あ
る
︒
そ
の
序
文
で
︑
こ
の
テ
ー
マ
は

志
賀
重
昻
﹃
日
本
風
景
論
﹄
以
来
︑
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ

て
関
心
を
持
た
れ
な
が
ら
︑
中
心
テ
ー
マ
に
な
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
︑
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
一
節
は
︑﹁
雰
囲
気
﹂

に
感
応
す
る
研
究
者
が
︑
一
定
の
割
合
で
存
在
し
つ
づ
け
て

き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る18

︒
地
理
学
の
岩
田
慶
治
が
︑﹁
原
風

景
﹂
と
い
う
価
値
語
を
用
い
て
︑﹁
あ
る
種
の
エ
ク
ス
タ
シ
ー

の
な
か
で
︑
つ
ま
り
︑
個
と
し
て
︑
観
察
者
と
し
て
の
存
在

を
消
去
し
た
上
で
︑
風
景
の
近
景
と
遠
景
と
が
一
体
化
し
︑
そ

れ
が
忘
れ
難
い
原
風
景
と
し
て
か
ら
だ
に
刻
み
こ
ま
れ
る
﹂

と
語
っ
て
い
る
の
も
︑
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
の
表
現
で
あ
る19

︒

お
わ
り
に

人
間
同
士
の
心
理
や
生
理
が
通
い
合
う
よ
う
に
︑
人
間
と

環
境
の
間
の
心
理
や
生
理
︑
さ
ら
に
物
理
は
通
い
合
う
︒
ア

ト
モ
ス
ケ
ー
プ
は
︑
外
の
景
色
が
融
け
た
雰
囲
気
と
︑
身
心

が
融
け
た
気
分
が
︑
同
調
し
て
出
現
す
る
の
で
︑
ま
た
融
け

合
う
と
き
の
感
情
は
︑
苦
さ
や
悲
し
み
や
不
安
が
含
ま
れ
る

に
せ
よ
︑
基
調
と
な
る
の
は
親
密
さ
な
の
で
︑
場
所
の
違
い

に
応
じ
て
︑
都
市
の
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
︑
大
自
然
の
ア
ト
モ

ス
ケ
ー
プ
︑
飼
い
な
ら
さ
れ
た
自
然
の
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
な

ど
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
あ
る
︒

和
歌
を
詠
む
こ
と
を
使
命
と
し
た
中
世
貴
族
に
つ
い
て
︑そ

の
生
活
は
文
芸
に
捧
げ
ら
れ
た
﹁
数
寄
の
生
活
﹂
で
あ
り
︑

﹁
花
鳥
風
月
を
愛
で
る
風
流
﹂
の
実
感
に
即
す
態
度
が
極
ま
っ

た
頂
点
に
︑﹁
一
層
念
を
入
れ
︑
一
層
細
か
く
自
然
を
見
る
﹂

歌
が
生
ま
れ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る20

︒

﹃
玉
葉
﹄﹃
風
雅
﹄
に
完
成
し
た
自
然
歌
は
︑
あ
り
き
た
り

の
風
物
を
︑
つ
ね
に
天
象
の
変
化
と
結
び
つ
け
て
眺
め
る

︙
︙
多
く
は
模も

糊こ

た
る
水
蒸
気
の
へ
だ
て
の
中
か
ら
見
る

か
︑
雲
霧
の
流
れ
に
一
部
は
か
く
れ
︑
一
部
は
現
わ
れ
た

も
の
を
見
る
︙
︙
光
線
の
中
で
陰
影
と
と
も
に
見
る
︙
︙

大
気
と
外
光
と
の
陰
影
を
伴
っ
た
自
然
を
歌
に
し
よ
う
と

し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
︒

自
然
を
見
て
歌
を
詠
む
と
い
う
伝
統
を
︑
さ
ら
に
﹁
念
入

り
に
︙
︙
こ
ま
か
く
﹂
突
き
詰
め
る
詩
法
が
求
め
た
の
は
︑
馴

染
み
深
い
景
色
の
奥
に
︑
緊
張
や
集
中
に
よ
っ
て
分
け
入
ろ

う
と
す
る
︑
あ
る
い
は
計
り
知
れ
な
い
深
み
を
探
ろ
う
と
す

る
︑
観
照
の
冒
険
で
あ
る
︒
そ
の
よ
う
な
未
知
の
世
界
に
触

れ
る
予
感
か
ら
︑
新
手
の
親
密
さ
が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
︒
そ

の
代
表
作
の
一
つ
と
さ
れ
る
の
が
︑
京
極
為
兼
の
つ
ぎ
の
有

名
な
和
歌
で
あ
る
︒

し
づ
み
は
つ
る
入
り
日
の
き
は
に
あ
ら
は
れ
ぬ
霞
め
る
山

の
な
ほ
奥
の
峰

 

︵﹃
風
雅
和
歌
集
﹄
春
上
︶

こ
の
和
歌
で
は
︑﹁
天
象
の
変
化
﹂
に
つ
れ
て
視
野
の
集
中

と
拡
散
が
交
替
し
︑
ぼ
ん
や
り
し
た
雰
囲
気
の
中
に
︑
細
部

が
鮮
明
に
晴
れ
上
が
っ
て
く
る
︒
こ
れ
は
た
と
え
て
言
え
ば
︑

印
象
派
の
風
景
画
の
一
角
に
︑
写
真
の
よ
う
な
断
片
が
描
か

れ
る
よ
う
な
も
の
で
︑
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
と
い
う
ヴ
ェ
ー
ル

が
破
れ
て
︑
視
覚
像
が
露
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
︒

他
方
︑
つ
ぎ
の
歌
︵
伏
見
院
御
製
︶
は
︑
あ
ま
り
有
名
で
は

な
い
が
︑
拡
散
し
た
嵐
の
中
に
︑
時
雨
の
音
が
粒
立
つ
と
い

う
﹁
天
象
の
変
化
﹂
の
中
で
︑
聴
覚
的
な
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ

が
途
切
れ
な
く
詠
ま
れ
て
い
る
佳
作
で
あ
る
︒
為
兼
の
歌
と

見
比
べ
る
こ
と
で
︑
鮮
や
か
な
視
覚
は
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
を

破
り
︑
聴
覚
は
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
を
保
つ
こ
と
が
わ
か
る
︒

夕
暮
れ
の
雲
と
び
み
だ
れ
荒
れ
て
ふ
く
嵐
の
う
ち
に
時
雨

を
ぞ
き
く

 

︵﹃
玉
葉
和
歌
集
﹄
冬
︶
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こ
こ
で
私
作
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
︑
細
部
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
︑
あ
る
い
は
ズ
ー
ム
し
て
︑
景
物
を
細
密
に
詠
む
歌
も
多

い
が
︑
こ
れ
は
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
の
歌
で
は
な
い
︒
し
か
し

そ
の
集
中
の
あ
と
に
︑
拡
散
す
る
景
色
と
自
分
の
膨
ら
む
気

分
が
︑
融
け
合
う
段
階
を
詠
む
歌
が
あ
り
︑
こ
ち
ら
は
ア
ト

モ
ス
ケ
ー
プ
の
歌
で
あ
る
︒
こ
の
集
中
と
拡
散
は
︑
ヨ
ー
ガ

階
梯
に
お
け
る
︑
集
中
と
三
昧
の
関
係
に
似
て
い
る
︒
三
昧

の
前
に
は
何
ら
か
の
集
中
や
瞑
想
が
必
要
で
あ
り
︑
そ
れ
は

少
な
い
字
数
の
和
歌
の
表
現
に
は
︑
敢
え
て
詠
ま
れ
な
い
︒
冒

頭
で
示
し
た
︑﹁
芽
ぐ
む
木
に
︙
︙
﹂
の
和
歌
で
は
︑﹁
芽
ぐ

む
木
﹂﹁
う
す
青
い
空
﹂﹁
風
﹂
に
一
瞬
集
中
し
た
あ
と
に
︑
雰

囲
気
と
な
っ
て
膨
ら
み
︑
そ
れ
が
気
分
と
融
合
し
て
い
る
︒

想
像
力
に
﹁
形
式
的
︵form

elle

︶
想
像
力
﹂
と
﹁
物
質
的

︵m
atérielle

︶
想
像
力
﹂
と
の
二
つ
を
区
別
す
る
バ
シ
ュ
ラ
ー

ル
に
よ
れ
ば
︑
五
感
の
う
ち
﹁
形
式
的
想
像
力
﹂
に
つ
な
が

る
の
は
視
覚
の
み
で
︑
聴
・
嗅
・
味
・
触
の
各
感
覚
は
価
値

的
な
﹁
物
質
的
想
像
力
﹂
に
つ
な
が
る21

︒

こ
の
ほ
か
に
も
︑
価
値
的
に
説
か
れ
る
も
の
と
し
て
﹁
力

動
的
︵dynam

ique

︶
想
像
力
﹂
が
あ
る
︒
ア
ウ
ラ
や
雰
囲
気

は
︑
気
体
︑
蒸
気
︑
風
を
語
源
と
す
る
よ
う
に
︑
地
・
水
・

火
・
空
︵
風
︑
大
気
︶
の
四
大
元
素
の
う
ち
﹁
大
気
﹂
を
主
調

と
す
る
も
の
で
あ
る
︒
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
は
﹁
大
気
﹂
と
い
う

物
質
・
元
素
は
﹁
開
か
れ
た
想
像
力
﹂﹁
一
切
を
あ
げ
て
四
周

の
雰
囲
気
の
現
実
性
を
渇
望
す
る
想
像
力
﹂
の
﹁
良
導
体
﹂

で
あ
り
︑﹁
大
気
の
力
動
性
は
︙
︙
や
さ
し
い
気
息
の
力
動
性

で
あ
る
﹂
と
い
う22

︒
私
作
の
﹁
空
に
ふ
く
ら
む
風
の
た
め
息
﹂

と
い
う
感
じ
を
︑
こ
れ
以
上
う
ま
く
説
明
し
て
い
る
一
節
は
︑

ほ
か
に
な
い
︒

注1　
日
守
麟
伍
﹃
く
り
ぷ
と
む
ね
じ
あ
歌
物
語
﹄

︵http://book.geocities.jp/him
ringo/kuriuta.htm

︶
二
〇
一

二
年
著
作
︒

2　
﹃
日
守
麟
伍
の
和
歌
日
記
﹄︵http://blog.goo.ne.jp/him

ori-
ringo

︶
二
〇
一
四
年
四
月
二
日
︒

3　
津
城
寛
文
﹃
日
本
の
深
層
文
化
序
説

︱
三
つ
の
深
層
と
宗

教
﹄
玉
川
大
学
出
版
部
︑
一
九
九
五
年
︑
二
三
三
―二
三
七

頁
︒
津
城
寛
文
﹁
折
口
鎮
魂
説
か
ら
「
ア
ト
モ
ス
ケ
ー
プ
」

論
へ
﹂﹃
現
代
思
想
﹄︵
総
特
集　

折
口
信
夫
︶︑
二
〇
一
四

年
五
月
臨
時
増
刊
号
︒

4　

ア
ー
ヴ
ィ
ン
・
ラ
ズ
ロ
︑
野
中
浩
一
訳
﹃
創
造
す
る
真
空

︵
コ
ス
モ
ス
︶

︱
最
先
端
物
理
学
が
明
か
す
︿
第
五
の

場
﹀﹄
日
本
教
文
社
︑
一
九
九
九
年
︵
原
書
は
一
九
九
六
年

刊
行
︶︒

5　

坂
部
恵
﹃︿
ふ
る
ま
い
﹀
の
詩
学
﹄
岩
波
書
店
︑
一
九
九
七

年
︒︿
ペ
ル
ソ
ナ
﹀
を
論
じ
る
と
き
は
と
く
に
︑
人
間
関
係

が
詩
学
の
焦
点
と
さ
れ
て
い
る
︒
坂
部
恵
﹃
ペ
ル
ソ
ナ
の
詩

学

︱
か
た
り　

ふ
る
ま
い　

こ
こ
ろ
﹄
岩
波
書
店
︑
一
九

八
九
年
︒

6　
藤
田
治
彦
﹃
タ
ー
ナ
ー

︱
近
代
絵
画
に
先
駆
け
た
イ
ギ
リ

ス
風
景
画
の
巨
匠
の
世
界
﹄
六
耀
社
︑
二
〇
〇
一
年
︒

7　
ダ
リ
オ
・
ガ
ン
ボ
ー
ニ
︑
藤
原
貞
朗
訳
﹃
潜
在
的
イ
メ
ー
ジ

︱
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
の
曖
昧
性
と
不
確
定
性
﹄
三
元
社
︑

二
〇
〇
七
年
︵
原
書
は
二
〇
〇
二
年
刊
行
︶︒

8　
ク
レ
ー
ル
・
デ
ュ
ラ
ン
＝
リ
ュ
エ
ル
・
ス
ノ
レ
ー
ル
︑
藤
田

治
彦
監
修
︑
遠
藤
ゆ
か
り
訳
﹃
ピ
サ
ロ

︱
永
遠
の
印
象

派
﹄
創
元
社
︑
二
〇
一
四
年
︵
原
書
は
二
〇
一
二
年
刊
行
︶︒

9　
中
野
京
子
﹃
印
象
派
で
﹁
近
代
﹂
を
読
む

︱
光
の
モ
ネ
か

ら
︑
ゴ
ッ
ホ
の
闇
へ
﹄
N
H
K
出
版
︑
二
〇
一
一
年
︒

10　

ゲ
オ
ル
ク
・
ジ
ン
メ
ル
﹁
風
景
の
哲
学
﹂
川
村
二
郎
編
訳

﹃
ジ
ン
メ
ル
・
エ
ッ
セ
イ
集
﹄
平
凡
社
︑
一
九
九
九
年
︵
原

書
は
一
九
一
三
年
刊
行
︶︒

11　
フ
ー
ベ
ル
ト
ゥ
ス
・
テ
レ
ン
バ
ッ
ハ
︑
宮
本
忠
雄
・
上
田
宣

子
共
訳
﹃
味
と
雰
囲
気
﹄
み
す
ず
書
房
︑
一
九
八
〇
年
︵
原

書
は
一
九
六
八
年
刊
行
︶︒

12　
イ
ー
フ
ー
・
ト
ゥ
ア
ン
︑
金
利
光
訳
﹃
恐
怖
の
博
物
誌

︱

人
間
を
駆
り
立
て
る
マ
イ
ナ
ス
の
想
像
力
﹄
工
作
舎
︑
一
九

九
一
年
︵
原
書
は
一
九
八
〇
年
刊
行
︶︒
實
川
幹
朗
﹃
心
の

近
代

︱
三
筋
の
結
界
と
メ
ス
メ
ル
︿
支
度
の
段
﹀﹄
北
大

路
書
房
︑
二
〇
一
三
年
︒

13　
津
城
寛
文﹃
折
口
信
夫
の
鎮
魂
論

︱
研
究
史
的
位
相
と
歌

人
の
身
体
感
覚
﹄
春
秋
社
︑
一
九
九
〇
年
︒

14　

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
﹁
写
真
小
史
﹂
久
保
哲
司
訳

﹃
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

1　

近
代
の
意
味
﹄
ち

く
ま
学
芸
文
庫
︑一
九
九
五
年︵
原
書
は
一
九
三
一
年
刊
行
︶︒

15　
イ
ー
フ
ー
・
ト
ゥ
ア
ン
︑
山
本
浩
訳
﹃
空
間
の
経
験

︱
身

体
か
ら
都
市
へ
﹄
ち
く
ま
学
芸
文
庫
︑ 

一
九
九
三
年
︵
原
書

は
一
九
七
七
年
刊
行
︶︒

16　

イ
ー
フ
ー
・
ト
ゥ
ア
ン
︵
段
義
孚
︶︑
阿
部
一
訳
﹃
感
覚
の

世
界

︱
美
・
自
然
・
文
化
﹄
せ
り
か
書
房
︑
一
九
九
四
年 

︵
原
書
は
一
九
九
三
年
刊
行
︶︒

17　
市
倉
宏
祐
﹃
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
サ
ル
ト
ル
と
詩
人
た
ち
﹄
日
本

放
送
出
版
協
会
︑
一
九
九
七
年
︒

18　
小
林
享
﹃
移
ろ
い
の
風
景
論

︱
五
感
・
こ
と
ば
・
天
気
﹄

鹿
島
出
版
会
︑
一
九
九
三
年
︒

19　

岩
田
慶
治
﹃
風
景
学
と
自
分
学

︱
未
来
学
の
土
台
﹄﹃
岩

田
慶
治
著
作
集
八
﹄
講
談
社
︑
一
九
九
五
年
︒

20　
風
巻
景
次
郎
﹃
中
世
の
文
学
伝
統
﹄
岩
波
文
庫
︑
一
九
八
五

年
︒

21　
ガ
ス
ト
ン
・
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
︑
及
川
馥
訳
﹃
水
と
夢

︱
物

質
的
想
像
力
試
論
﹄
法
政
大
学
出
版
局
︑
二
〇
〇
八
年
︵
原

書
は
一
九
四
二
年
刊
行
︶︒

22　

ガ
ス
ト
ン
・
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
︑
宇
佐
見
英
治
訳
﹃
空
と
夢

︱
運
動
の
想
像
力
に
か
ん
す
る
試
論
﹄法
政
大
学
出
版
局
︑

一
九
六
八
年
︵
原
書
は
一
九
四
三
年
刊
行
︶︒
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は
じ
め
に

現
代
に
お
け
る
身
心
変
容
技
法
を
論
ず
る
に
あ
た
り
︑
ス

ポ
ー
ツ
は
避
け
て
通
れ
な
い
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
︒
な

ぜ
な
ら
︑
ど
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
種
目
で
あ
れ
︑
特
定
の
体

系
化
さ
れ
た
技
法
を
持
ち
︑
そ
の
実
践
は
身
体
の
み
な
ら
ず

心
を
も
変
容
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
︒
た
と
え
ば
︑
ス
ポ
ー
ツ

で
汗
を
流
せ
ば
気
分
爽
快
に
な
り
︑
上
達
と
と
も
に
試
合
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
も
強
く
な
る
︒
こ
の
よ
う
に
︑
ス
ポ
ー
ツ

の
実
践
が
身
体
と
心
の
両
面
に
わ
た
っ
て
短
期
的
そ
し
て
長

期
的
に
影
響
す
る
以
上
︑
ス
ポ
ー
ツ
が
身
心
変
容
技
法
で
あ

る
こ
と
は
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
︒

し
か
し
︑
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
︑
身
心
変
容
技
法
全
般

に
と
っ
て
重
大
な
含
意
を
持
つ
︒
問
題
は
︑
ス
ポ
ー
ツ
が
現

代
社
会
に
お
い
て
数
あ
る
身
心
変
容
技
法
の
ひ
と
つ
に
と
ど

ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︒
そ
れ
ど
こ
ろ
か
︑
ス
ポ
ー

ツ
は
︑
現
代
社
会
に
お
け
る
身
心
変
容
技
法
の
主
流
で
あ
り
︑

現
代
社
会
を
代
表
す
る
身
心
変
容
技
法
で
あ
る
と
さ
え
い
え

る
︒
な
ぜ
な
ら
︑
愛
好
者
の
規
模
に
お
い
て
も
︑
政
治
的
優

先
度
に
お
い
て
も
︑
経
済
的
波
及
効
果
に
お
い
て
も
︑
メ
デ

ィ
ア
に
お
け
る
注
目
度
に
お
い
て
も
︑
ス
ポ
ー
ツ
は
他
の
身

心
変
容
技
法
を
圧
倒
す
る
か
ら
で
あ
る
︒

に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
本
身
心
変
容
技
法
研
究
会
で
は
︑
ス

ポ
ー
ツ
は
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
︒
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
の
は
︑
た
と
え
ば
︑
太
極

拳
や
合
気
道
な
ど
の
武
術
︑
ヨ
ガ
や
気
功
な
ど
の
養
生
技
法
︑

能
や
舞
踊
な
ど
の
身
体
表
現
︑
禅
や
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
な

ど
の
瞑
想
法
︑
滝
行
や
修
験
道
な
ど
の
宗
教
実
践
︑
職
人
仕

事
や
芸
術
な
ど
の
専
門
的
技
能
な
ど
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
の
身

心
変
容
技
法
の
多
く
は
伝
統
社
会
に
お
い
て
成
立
し
︑
形
を

変
え
つ
つ
現
代
に
継
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
︑
伝
統
社
会

に
お
い
て
重
要
で
あ
っ
た
の
と
同
様
か
そ
れ
以
上
に
︑
現
代

社
会
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は

言
を
俟
た
な
い
︒
し
か
し
︑
圧
倒
的
な
主
流
を
占
め
る
ス
ポ

ー
ツ
と
い
う
身
心
変
容
技
法
を
前
に
す
れ
ば
︑
こ
れ
ら
の
身

心
変
容
技
法
︵﹁
狭
義
の
身
心
変
容
技
法
﹂
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
︶

は
傍
流
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
否
定
し
よ
う
が
な
い
︒

な
ぜ
︑
本
研
究
会
で
は
︑
現
代
社
会
に
お
い
て
主
流
の
身

心
変
容
技
法
た
る
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
く
︑
狭
義
の
身
心
変
容

技
法
ば
か
り
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
︒
本
稿

で
は
︑
狭
義
の
身
心
変
容
技
法
が
傍
流
で
あ
る
こ
と
を
認
め

た
う
え
で
︑
あ
え
て
こ
れ
を
主
題
的
に
研
究
す
る
こ
と
の
意

義
を
考
え
た
い
︒
ス
ポ
ー
ツ
は
た
し
か
に
身
心
変
容
を
も
た

ら
す
技
法
で
あ
る
が
︑
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
狭
義
の
身
心
変

容
技
法
が
持
っ
て
い
て
︑
ス
ポ
ー
ツ
に
は
欠
け
て
い
る
何
か

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
︒

た
だ
し
︑
本
稿
が
着
目
し
た
い
の
は
︑
狭
義
の
身
心
変
容

技
法
の
多
く
を
特
徴
づ
け
て
い
る
不
可
視
の
要
素
︑
た
と
え

ば
精
神
性
・
宗
教
性
・
超
越
性
・
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
な

ど
で
は
な
い
︒
と
い
う
の
も
︑
こ
れ
ら
の
性
質
︵
ま
と
め
て

﹁
精
神
的
要
素
﹂
と
呼
び
た
い
︶
に
つ
い
て
の
語
ら
れ
方
は
︑
身

心
変
容
技
法
の
分
野
︵
武
術
︑
行
法
︑
職
人
芸
な
ど
︶
ご
と
に

異
な
る
の
み
な
ら
ず
︑
同
じ
分
野
内
で
あ
っ
て
も
ス
タ
イ
ル

︵
流
派
︑
教
派
︑
弟
子
筋
な
ど
︶
ご
と
の
相
違
が
大
き
い
か
ら
で

あ
る
︒
さ
ら
に
︑
同
じ
ス
タ
イ
ル
内
で
あ
っ
て
も
︑
初
心
者

と
熟
練
者
で
精
神
的
要
素
の
捉
え
方
が
異
な
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
︑
初
心
者
ど
う
し
︑
熟
練
者
ど
う
し
で
も
同
じ
捉
え
方

を
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
︒
そ
の
た
め
︑
特
定
の
精
神
的

要
素
を
共
通
項
と
し
て
︑
狭
義
の
身
心
変
容
技
法
全
般
を
特

現
代
社
会
に
お
け
る
身
心
変
容
技
法

―
太
極
拳
と
ス
ポ
ー
ツ
の
比
較
を
通
し
て

第
四
部
❖
芸
術
・
武
術
と
い
う
ワ
ザ
学

倉
島
　
哲

関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
教
授
／
社
会
学
・
身
体
論
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徴
づ
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
︒

他
方
で
︑
狭
義
の
身
心
変
容
技
法
の
多
様
な
分
野
や
ス
タ

イ
ル
に
通
底
す
る
︑
共
通
の
精
神
的
要
素
を
認
め
る
立
場
も

可
能
で
あ
る
か
に
見
え
る
︒
し
か
し
︑
そ
れ
な
ら
ば
︑
各
種

の
ス
ポ
ー
ツ
に
も
同
様
の
精
神
的
要
素
を
認
め
な
い
わ
け
に

は
い
か
な
い
︒
前
述
し
た
︑
気
分
転
換
の
効
果
や
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
耐
性
の
向
上
に
加
え
て
︑
た
と
え
ば
︑
平
常
心
を
も
っ

て
試
合
に
臨
ん
だ
り
︑
求
道
者
的
態
度
で
練
習
を
続
け
た
り

す
る
こ
と
は
︑
ス
ポ
ー
ツ
で
一
般
的
だ
か
ら
で
あ
る
︒
こ
の

よ
う
に
︑
不
可
視
の
精
神
的
要
素
は
︑
そ
の
多
様
性
を
認
め

る
に
し
ろ
︑
共
通
性
を
認
め
る
に
し
ろ
︑
狭
義
の
身
心
変
容

技
法
と
ス
ポ
ー
ツ
を
制
度
的
に
区
別
す
る
決
め
手
に
は
な
ら

な
い
の
で
あ
る
︒

精
神
的
要
素
に
求
め
る
の
で
な
い
な
ら
︑
ス
ポ
ー
ツ
に
対

す
る
狭
義
の
身
心
変
容
技
法
の
特
徴
を
何
に
求
め
る
べ
き
だ

ろ
う
か
︒
本
稿
で
は
︑﹁
宙
吊
り
に
さ
れ
た
功
利
性︵suspended 

utility

︶﹂
に
着
目
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
︒
こ
れ
は
︑
筆

者
が
専
門
と
す
る
太
極
拳
か
ら
導
か
れ
た
概
念
で
あ
る
た
め
︑

狭
義
の
身
心
変
容
技
法
全
般
に
同
程
度
に
適
合
す
る
か
は
今

後
考
察
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
︒
し
か
し
︑
少
な
く
と
も

太
極
拳
お
よ
び
類
似
の
武
術
的
な
い
し
養
生
的
な
身
体
訓
練

体
系
と
ス
ポ
ー
ツ
の
差
異
を
明
瞭
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
う

え
で
︑
宙
吊
り
に
さ
れ
た
功
利
性
の
概
念
は
有
効
で
あ
る
こ

と
を
本
稿
で
は
示
し
た
い
︒
だ
が
そ
の
ま
え
に
︑
ス
ポ
ー
ツ

と
現
代
社
会
の
親
和
性
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
で
︑
こ
れ

が
身
心
変
容
技
法
を
研
究
す
る
う
え
で
ど
れ
ほ
ど
無
視
で
き

な
い
か
を
示
す
こ
と
に
す
る
︒

1
ス
ポ
ー
ツ
と
現
代
社
会

現
代
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
多

い
背
景
に
は
︑
社
会
全
体
に
わ
た
る
複
数
の
要
因
を
指
摘
で

き
る
︒
ま
ず
は
︑
ス
ポ
ー
ツ
が
義
務
教
育
の
正
課
に
組
み
入

れ
ら
れ
︑
学
校
に
は
し
ば
し
ば
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
体
育
館
・
プ

ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
併
設
さ
れ
て
い
る
と
い
う
国

民
教
育
的
な
要
因
が
あ
る
︒
現
代
日
本
に
お
い
て
は
︑
こ
れ

ら
の
施
設
が
と
り
わ
け
充
実
し
て
お
り
︑
こ
れ
ら
を
活
用
す

る
課
外
活
動
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
も
盛
ん
で
あ
る
︒
し
た
が

っ
て
︑
す
べ
て
の
現
代
人
︑
と
り
わ
け
現
代
日
本
人
の
ラ
イ

フ
コ
ー
ス
に
は
︑
ス
ポ
ー
ツ
が
最
初
か
ら
制
度
的
に
組
み
込

ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
︒

学
齢
期
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
ろ
︑
成
人
後
も
ス
ポ
ー
ツ
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
背
景
に
は
︑
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
・

ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
運
営
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
な
ど
を
可

能
な
ら
し
め
る
政
治
的
意
思
決
定
と
︑
ス
ポ
ー
ツ
が
も
た
ら

す
経
済
的
波
及
効
果
を
指
摘
で
き
る
︒
後
者
は
︑﹁
す
る
ス
ポ

ー
ツ
﹂
の
み
な
ら
ず
﹁
見
る
ス
ポ
ー
ツ
﹂
も
視
野
に
入
れ
る

と
い
っ
そ
う
明
ら
か
で
あ
る
︒
テ
レ
ビ
や
新
聞
を
は
じ
め
︑
各

種
商
業
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
内
容
の
う
ち
︑
少
な
か
ら
ぬ
部
分

を
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス
が
占
め
て
い
る
︒
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

代
表
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
大
会
は
︑
会
場
建
設
・
ス
ポ

ン
サ
ー
シ
ッ
プ
・
放
映
権
料
な
ど
で
巨
額
の
経
済
効
果
を
も

た
ら
し
て
い
る
︒

見
る
ス
ポ
ー
ツ
は
︑
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て

媒
介
さ
れ
る
こ
と
で
︑
政
治
的
に
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
に

な
る
︒
一
九
三
六
年
の
ナ
チ
ス
政
権
下
の
ベ
ル
リ
ン
大
会
や
︑

冷
戦
中
の
米
ソ
の
メ
ダ
ル
獲
得
競
争
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
︑
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
国
威
発
揚
の
場
で
あ
り
つ
づ
け
て
き
た
︒
現

在
も
︑
メ
ダ
ル
獲
得
を
目
指
す
エ
リ
ー
ト
選
手
の
育
成
は
︑
国

家
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
政
策
の
焦
点
の
ひ
と
つ
で
あ
り
︑
こ

れ
ら
の
選
手
の
活
躍
に
国
民
全
体
が
一
喜
一
憂
す
る
︒
国
内

的
に
も
︑
甲
子
園
野
球
大
会
や
J
リ
ー
グ
が
地
域
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
を
勃
興
さ
せ
て
い
る
︒
そ
し
て
︑
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
代

表
に
向
け
ら
れ
た
大
衆
の
熱
い
視
線
と
国
民
的
一
体
感
こ
そ
︑

民
主
主
義
と
全
体
主
義
と
を
問
わ
ず
︑
近
代
国
民
国
家
の
統

治
の
正
当
性
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
り
︑
こ
の
意
味
で
ス
ポ

ー
ツ
と
国
家
は
共
犯
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
︒

こ
の
よ
う
に
︑
ス
ポ
ー
ツ
は
現
代
社
会
の
三
つ
の
柱
で
あ

る
資
本
主
義
・
国
民
国
家
・
メ
デ
ィ
ア
と
き
わ
め
て
親
和
的
で

あ
る
︒
そ
れ
ゆ
え
に
︑
数
あ
る
身
心
変
容
技
法
の
う
ち
︑
現
代

社
会
に
お
い
て
も
っ
と
も
幅
広
く
実
践
さ
れ
︑
も
っ
と
も
注

目
を
浴
び
て
い
る
の
は
︑
疑
い
な
く
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
あ
る
︒

2
グ
ッ
ト
マ
ン
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
定
義

隆
盛
を
き
わ
め
る
ス
ポ
ー
ツ
に
対
し
て
相
対
的
に
マ
イ
ナ

ー
な
狭
義
の
身
心
変
容
技
法
は
︑
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
ス
ポ

ー
ツ
に
は
な
い
特
徴
が
あ
る
と
い
う
の
が
本
稿
の
立
場
で
あ

っ
た
︒
こ
の
特
徴
を
解
明
す
る
う
え
で
︑
ス
ポ
ー
ツ
史
家
の

ア
レ
ン
・
グ
ッ
ト
マ
ン
︵
二
〇
〇
四
︶
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
定

義
は
︑
有
効
な
視
点
を
提
供
し
て
く
れ
る
︒

グ
ッ
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
︑
お
よ
そ
人
間
の
活
動
は
仕
事

︵work

︶
と
遊
び
︵play

︶
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
︒
前
者
は
︑

功
利
的
な
活
動
︑
つ
ま
り
︑
食
料
を
獲
得
し
た
り
︑
金
を
稼

い
だ
り
︑
身
体
を
鍛
え
た
り
と
い
っ
た
︑
活
動
そ
の
も
の
の

外
部
に
あ
る
目
的
の
た
め
に
行
わ
れ
る
す
べ
て
の
活
動
で
あ

る
︒
後
者
は
︑
自
己
目
的
的
︵autotelic

︶
な
活
動
︑
つ
ま
り
︑

そ
れ
自
体
の
楽
し
み
の
た
め
に
行
わ
れ
る
す
べ
て
の
活
動
で

あ
る
︒

遊
び
に
は
︑
さ
ら
な
る
区
別
が
可
能
で
あ
る
︒
自
然
発
生

的
な
遊
び
︵spontaneous play

︶
と
︑
組
織
さ
れ
た
遊
び

︵organized play

︶
で
あ
る
︒
前
者
は
︑
子
供
た
ち
が
集
ま
っ
て

ふ
ざ
け
あ
っ
た
り
︑
走
り
回
っ
た
り
︑
冗
談
を
言
い
合
っ
た

り
す
る
よ
う
な
遊
び
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
な
︑
秩
序
も
ル
ー
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ル
も
な
く
︑
完
全
に
自
由
な
遊
び
は
︑
理
念
と
し
て
の
遊
び

に
限
り
な
く
近
い
︒
し
か
し
︑
現
実
の
遊
び
︑
と
り
わ
け
大

人
た
ち
の
遊
び
に
は
︑
こ
の
よ
う
な
も
の
は
少
な
い
︒
何
ら

か
の
組
織
を
持
ち
︑
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
秩
序
化
さ
れ
て
い
る

場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
︒
こ
う
し
た
活
動
は
︑
食
料
の
獲

得
な
ど
の
活
動
の
外
部
に
あ
る
目
的
を
持
た
な
い
と
い
う
点

で
は
確
か
に
遊
び
で
あ
る
が
︑
活
動
そ
の
も
の
は
ル
ー
ル
に

縛
ら
れ
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
な
組
織
化
さ
れ
た
遊
び
を
︑
グ

ッ
ト
マ
ン
は
ゲ
ー
ム
︵gam

e
︶
と
呼
ぶ
︒
ゲ
ー
ム
の
例
と
し

て
︑
グ
ッ
ト
マ
ン
は
﹁
馬
跳
び
︑
お
う
ち
ご
っ
こ
︵playing 

house

︶︑
偽
ラ
テ
ン
語
で
話
す
︵speaking Pig Latin

1
︶︑
チ
ェ
ス
︑

モ
ノ
ポ
リ
ー2

︑
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
﹂
を
挙
げ
て
い
る
︒

グ
ッ
ト
マ
ン
の
挙
げ
て
い
る
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
︑
ゲ

ー
ム
に
は
競
争
的
な
要
素
を
含
ま
な
い
も
の
︵﹁
馬
跳
び
︑
お

う
ち
ご
っ
こ
︑
偽
ラ
テ
ン
語
で
話
す
﹂︶
と
︑
含
む
も
の
︵﹁
チ

ェ
ス
︑
モ
ノ
ポ
リ
ー
︑
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
﹂︶
が
あ
る
︒
後
者
︑

つ
ま
り
︑
競
争
的
な
ゲ
ー
ム
︵com

petitive gam
es

︶
を
︑
グ

ッ
ト
マ
ン
は
闘
争
︵contest

︶
と
呼
ぶ3

︒
た
だ
し
︑
闘
争
と
は
︑

ゲ
ー
ム
に
限
定
さ
れ
な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
︒
法

廷
闘
争
や
国
家
間
の
戦
争
も
︑
競
争
的
な
要
素
を
持
つ
点
で

闘
争
で
あ
る
か
ら
だ
︒
と
は
い
え
︑
こ
れ
ら
の
活
動
は
︑
賠

償
金
や
資
源
の
獲
得
な
ど
の
外
的
な
目
的
を
持
っ
て
お
り
︑

自
己
目
的
的
で
は
な
い
︒
そ
の
た
め
︑
た
と
え
こ
れ
ら
の
活

動
が
組
織
化
さ
れ
て
い
よ
う
と
︑
遊
び
と
い
う
条
件
を
満
た

し
て
い
な
い
た
め
︑
ゲ
ー
ム
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
︒

最
後
の
区
別
と
し
て
︑
闘
争
は
知
的
闘
争
︵intellectual 

contests

︶
と
身
体
的
闘
争
︵physical contests

︶
に
分
け
る
︒
前

者
に
当
て
は
ま
る
の
は
チ
ェ
ス
や
賭
け
事
で
あ
り
︑
後
者
に

当
て
は
ま
る
の
が
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
︒
た
だ
し
︑
グ
ッ
ト
マ

ン
は
︑
闘
争
が
身
体
的
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
議
論
の

余
地
が
あ
る
場
合
も
多
い
と
す
る
︒
そ
の
よ
う
な
事
例
と
し

て
︑
グ
ッ
ト
マ
ン
は
自
動
車
競
技
な
ど
の
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
と
馬
術
競
技
を
挙
げ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
の
競
技
に
お
い
て
︑

身
体
的
闘
争
を
行
っ
て
い
る
の
は
も
っ
ぱ
ら
車
や
馬
で
あ
り
︑

そ
の
乗
り
手
た
ち
は
知
的
闘
争
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
見
方

が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
︒
逆
に
︑
ど
れ
ほ
ど
単
純
な
ス
ポ
ー

ツ
競
技
で
あ
っ
て
も
︑
知
的
闘
争
の
要
素
を
ま
っ
た
く
含
ま

な
い
競
技
は
考
え
に
く
い
︒

こ
の
よ
う
に
︑
闘
争
が
身
体
的
か
知
的
か
は
程
度
の
問
題

で
あ
る
が
︑
こ
れ
は
︑
最
初
の
三
つ
の
区
分
︱
活
動
が
遊

び
か
否
か
︑
遊
び
が
組
織
的
か
否
か
︑
組
織
的
な
遊
び
が
闘

争
的
か
否
か
︱
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
︒
た
と
え
ば
︑
健

康
の
た
め
の
テ
ニ
ス
︑
社
交
の
た
め
の
ゴ
ル
フ
︑
生
活
が
か

か
っ
た
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
︑
国
家
の
威
信
を
背
負
っ
た
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
は
︑
い
ず
れ
も
功
利
的
な
要
素
を
多
分
に
含
ん

で
い
る
︒
し
か
し
︑
そ
れ
自
体
の
楽
し
み
や
や
り
が
い
の
た

め
に
行
わ
れ
る
要
素
が
ゼ
ロ
か
と
い
え
ば
︑
そ
う
で
は
な
い

と
思
わ
れ
る
︒
そ
の
た
め
︑
こ
れ
ら
の
活
動
が
ス
ポ
ー
ツ
で

は
な
い
と
言
い
切
っ
て
し
ま
う
の
は
︑
当
事
者
の
意
識
も
︑
社

会
的
な
位
置
づ
け
も
反
映
し
て
い
な
い
極
論
で
あ
ろ
う
︒
活

動
の
自
己
目
的
性
は
程
度
の
問
題
で
あ
り
︑
こ
の
程
度
が
低

い
か
ら
と
い
っ
て
︑
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
い
こ
と
に
は
な
ら
な

い
︒
た
だ
︑
理
念
型
と
し
て
の
純
粋
な
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
は
比

較
的
遠
い
活
動
と
し
て
位
置
づ
け
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
︒

重
要
な
の
は
︑
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
あ
い
ま
い
な
概
念
が
︑

﹁「
遊
戯
的
」
な
身
体
的
闘
争
︵“playful ” physical contests

︶︵ibid, 
p. 7

︶﹂
と
い
う
経
験
的
に
特
定
可
能
な
要
因
に
よ
っ
て
定
義

で
き
た
こ
と
で
あ
る
︒
以
上
の
階
層
的
な
区
分
を
図
式
化
す

る
と
︑
次
の
よ
う
に
な
る
︵
図
1
︶︒

3
ス
ポ
ー
ツ
と
自
己
目
的
性

グ
ッ
ト
マ
ン
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
定
義
に
お
い
て
重
要
な

の
は
︑
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
遊
び
を
︑
行
為
者
の
主
観
的
な

楽
し
み
と
い
う
捉
え
ど
こ
ろ
の
な
い
も
の
に
還
元
せ
ず
に
︑
行

為
の
自
己
目
的
性
と
い
う
︑
行
為
者
の
主
観
的
意
図
と
し
て

把
握
可
能
で
あ
り
な
が
ら
も
︑
同
時
に
︑
客
観
的
制
度
と
し

て
も
把
握
可
能
な
性
質
に
着
目
し
た
こ
と
で
あ
る
︒
後
者
の

性
質
が
ス
ポ
ー
ツ
の
定
義
に
と
っ
て
本
質
的
で
あ
る
こ
と
は
︑

グ
ッ
ト
マ
ン
が
自
己
目
的
的
な
行
為
す
な
わ
ち
遊
び
を
組
織

化
さ
れ
た
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
に
分
類
し
︑
前
者
に
ス

ポ
ー
ツ
を
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
︒
行
為

の
自
己
目
的
性
の
客
観
的
把
握
可
能
性
を
前
提
と
す
る
こ
と

な
し
に
︑
自
己
目
的
的
な
行
為
の
組
織
化
を
論
ず
る
こ
と
は

PLAY

Spontaneous Play Organized Play (GAMES)

Noncompetitive Games Competitive Games(CONTESTS)

Intellectual Contests Physical Contests (SPORTS)

図1　遊び（play）、ゲーム（games）、闘争（contests）、スポーツ（sports）の関係 （Guttmann, 
2004, p.9）
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不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
︒

ス
ポ
ー
ツ
を
構
成
す
る
行
為
︵
ス
ポ
ー
ツ
行
為
︶
の
自
己
目

的
性
が
明
ら
か
な
事
例
の
ひ
と
つ
と
し
て
︑
陸
上
競
技
の
短

距
離
走
を
取
り
上
げ
た
い
︒
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
描
か
れ
た
ト
ラ

ッ
ク
と
は
︑
獲
物
を
追
う
た
め
に
走
っ
た
り
︑
外
敵
か
ら
逃

げ
る
た
め
に
走
っ
た
り
す
る
の
で
は
な
く
︑
た
だ
走
る
た
め

に
走
っ
て
い
る
こ
と
︑
つ
ま
り
︑
自
己
目
的
的
に
走
っ
て
い

る
こ
と
を
保
障
す
る
制
度
で
あ
る
︒
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
ゴ

ー
ル
ラ
イ
ン
の
間
に
延
び
る
空
間
と
︑
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ

が
計
測
す
る
時
間
は
︑
自
己
完
結
的
な
小
宇
宙
を
な
し
︑
ラ

ン
ナ
ー
が
走
る
目
的
の
す
べ
て
を
構
成
す
る
︒
つ
ま
り
︑
一

方
の
ラ
イ
ン
か
ら
他
方
の
ラ
イ
ン
ま
で
を
最
短
時
間
で
走
る

こ
と
︱
こ
れ
は
同
時
に
︑
同
じ
小
宇
宙
内
の
他
の
ラ
ン
ナ

ー
よ
り
も
早
く
走
る
こ
と
を
意
味
す
る
︱
の
ほ
か
に
︑
走

る
目
的
は
何
一
つ
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
に
︑
行

為
の
自
己
目
的
性
を
制
度
的
に
保
障
す
る
時
空
間
的
な
限
定

と
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
閉
鎖
的
な
小
宇
宙
の
内

部
で
の
み
︑
ス
ポ
ー
ツ
は
可
能
に
な
る
︒

短
距
離
走
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
は
︑
す
べ
て
の
ス
ポ
ー

ツ
に
つ
い
て
も
言
え
る
︒
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
や
ラ
イ
フ
ル
競
技
と
︑
狩
猟
や
戦
闘
の
た
め
の
弓
術
や
ラ

イ
フ
ル
術
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
︑
弓
を
引
く
こ
と
︑
銃
を
撃
つ
こ

と
と
い
う
行
為
の
実
体
と
し
て
は
大
差
の
な
い
場
合
も
あ
る
︒

し
か
し
︑
そ
の
行
為
が
制
度
的
に
保
障
さ
れ
た
自
己
完
結
的

な
小
宇
宙
の
内
部
で
行
わ
れ
て
い
る
か
否
か
に
応
じ
て
︑
そ

れ
が
ス
ポ
ー
ツ
行
為
で
あ
る
か
否
か
は
明
確
に
区
別
で
き
る
︒

対
人
競
技
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
︒
身
体
的
か
つ
闘
争

的
な
行
為
は
︑
多
く
の
場
合
︑
資
源
や
金
銭
の
獲
得
の
た
め

に
行
わ
れ
る
反
社
会
的
な
暴
力
行
為
で
あ
る
が
︑
自
己
完
結

し
た
小
宇
宙
の
内
部
で
は
ス
ポ
ー
ツ
行
為
に
な
る
︒
た
と
え

ば
︑
相
手
を
殴
り
倒
そ
う
と
す
る
行
為
も
︑
リ
ン
グ
上
で
の

三
分
間
と
い
う
時
空
間
的
限
定
の
な
か
で
行
わ
れ
た
な
ら
ば
︑

ボ
ク
シ
ン
グ
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
行
為
に
な
る
の
で
あ
る
︒
同

様
に
︑
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
や
レ
ス
リ
ン
グ

は
︑
現
実
の
闘
争
の
た
め
の
剣
術
や
格
闘
術
か
ら
区
別
さ
れ

る4

︒ス
ポ
ー
ツ
の
小
宇
宙
の
具
体
的
あ
り
よ
う
を
規
定
す
る
の

が
ル
ー
ル
で
あ
る
︒
ル
ー
ル
は
︑
一
方
で
︑
各
ス
ポ
ー
ツ
種

目
に
固
有
の
方
法
で
時
空
間
を
人
工
的
に
限
定
す
る
こ
と
で
︑

自
然
環
境
と
社
会
環
境
が
も
た
ら
し
う
る
様
々
な
行
為
の
目

的
︱
悪
天
候
や
野
生
動
物
か
ら
身
を
守
る
こ
と
︑
狩
猟
や

農
耕
や
賃
金
労
働
な
ど
の
生
産
活
動
を
す
る
こ
と
な
ど
︱

を
排
除
す
る
︒
他
方
で
︑
ル
ー
ル
は
︑
こ
の
よ
う
に
限
定
さ

れ
た
時
空
間
の
内
部
に
あ
ら
た
に
ス
ポ
ー
ツ
行
為
の
目
的
を

設
定
す
る
︒
こ
の
目
的
を
定
義
す
る
の
は
︑
典
型
的
に
は
︑
自

然
の
不
確
実
性
︵
地
形
の
起
伏
や
植
生
な
ど
︶
を
大
幅
に
排
除

し
つ
つ
も
︑
社
会
的
な
生
産
活
動
に
も
供
さ
れ
な
い
︵
耕
作

も
工
場
建
設
も
さ
れ
な
い
︶
平
坦
な
地
面
に
描
か
れ
た
幾
何
学

的
ラ
イ
ン
と
︑
自
然
の
リ
ズ
ム
か
ら
も
社
会
生
活
の
リ
ズ
ム

か
ら
も
切
り
離
さ
れ
た
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
が
測
定
す
る
均

質
な
時
間
で
あ
る
︒
こ
の
箱
庭
的
な
小
宇
宙
内
に
設
け
ら
れ

た
ス
ポ
ー
ツ
行
為
の
目
的
は
︑
す
べ
か
ら
く
︑
現
実
社
会
を

生
き
る
う
え
で
志
向
さ
れ
る
べ
き
目
的
と
は
か
け
離
れ
て
い

る
︒格

闘
ス
ポ
ー
ツ
の
場
合
は
︑
リ
ン
グ
を
囲
む
ラ
イ
ン
の
ほ

か
は
障
害
物
の
な
い
空
間
で
︑
同
じ
武
器
を
持
っ
た
対
戦
相

手
ど
う
し
︵
素
手
ど
う
し
や
︑
グ
ロ
ー
ブ
ど
う
し
を
含
む
︶
が
︑

正
面
か
ら
一
対
一
で
向
か
い
合
い
︑
制
限
時
間
内
で
闘
争
す

る
と
い
う
︑
お
よ
そ
現
実
の
闘
争
と
は
隔
絶
し
た
小
宇
宙
が

人
工
的
に
作
ら
れ
る
︒
ス
ポ
ー
ツ
行
為
と
は
︑
こ
の
よ
う
な

自
己
完
結
的
な
小
宇
宙
の
内
部
で
︑
こ
の
小
宇
宙
が
定
義
す

る
か
ぎ
り
で
の
目
的
を
追
い
求
め
る
行
為
な
の
で
あ
る5

︒

4
太
極
拳
の
功
利
性

こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
の
特
徴
と
比
較
す
る

こ
と
で
︑
狭
義
の
身
心
変
容
技
法
と
し
て
の
太
極
拳
の
特
徴

が
見
え
て
く
る
︒
ス
ポ
ー
ツ
の
目
的
が
︑
現
実
と
は
隔
絶
し

た
自
己
完
結
的
な
小
宇
宙
内
に
存
在
す
る
の
に
対
し
て
︑
太

極
拳
の
目
的
は
︑
現
実
そ
の
も
の
の
な
か
に
存
在
す
る
の
で

あ
る
︒
こ
れ
は
︑
武
術
と
養
生
術
と
い
う
太
極
拳
の
二
つ
の
側

面
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
で
あ
る
︒
武
術
と
し

て
の
太
極
拳
は
︑
現
実
の
闘
争
に
勝
つ
こ
と
を
目
的
と
し
︑
養

生
術
と
し
て
の
そ
れ
は
︑
現
実
の
不
老
長
生
を
目
的
と
す
る
︒

太
極
拳
が
現
実
の
闘
争
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
は
︑
第

一
に
︑
そ
の
歴
史
的
起
源
か
ら
う
か
が
え
る
︒
太
極
拳
諸
流

派
の
な
か
で
も
っ
と
も
長
い
歴
史
を
持
つ
陳
氏
太
極
拳
の
起

源
は
︑
明
代
の
武
将
で
あ
る
戚
継
光
が
創
造
し
た
拳
法
で
あ

る
﹁
宋
太
祖
長
拳
三
十
二
勢
﹂︵
以
降
︑﹁
三
十
二
勢
﹂
と
呼
ぶ
︶

に
求
め
ら
れ
る
が
︑
こ
れ
は
素
手
の
拳
法
で
あ
る
と
同
時
に
︑

戦
場
に
お
い
て
各
種
の
武
器
を
使
用
す
る
た
め
の
基
礎
訓
練

の
方
法
だ
っ
た
の
で
あ
る
︒

三
十
二
勢
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
︑
歴
戦
の
武
将
で
あ

る
戚
が
み
ず
か
ら
の
経
験
に
も
と
づ
き
著
し
た
軍
隊
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
﹃
紀
効
新
書
﹄︵
一
五
六
〇
年
︑
増
補
版
は

一
五
六
一
年
︶
で
あ
る
︒
本
書
に
は
︑
兵
卒
の
徴
募
︑
訓
練
と

賞
罰
︑
野
営
の
方
法
︑
各
種
武
器
の
運
用
方
法
な
ど
︑
軍
隊

運
営
の
様
々
な
側
面
が
記
さ
れ
て
い
る
が
︑
そ
の
最
終
巻
︵
第

十
四
巻
︶
で
あ
る
﹁
拳け

ん

経き
ょ
う

捷し
ょ
う

要よ
う

篇へ
ん

﹂
に
︑
素
手
の
拳
法
で
あ

る
三
十
二
勢
が
収
録
さ
れ
て
い
る
︵
図
2
︶︒

戚
は
︑
当
時
行
わ
れ
て
い
た
武
術
諸
流
派
か
ら
優
れ
た
技

法
を
集
成
す
る
こ
と
で
こ
の
拳
法
を
創
造
し
た
と
説
明
し
て

い
る
が
︑
同
時
に
︑
拳
法
は
実
戦
に
直
接
役
立
つ
も
の
で
は

な
い
と
断
っ
て
い
る
︒﹁
拳
経
捷
要
篇
﹂
の
冒
頭
の
導
入
部
に
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お
い
て
︑
戚
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
︒

こ
の
藝
︑
甚
だ
し
く
は
兵
を
預
か
ら
ず
︒
能
く
余
力
有

ら
ば
︑
則
ち
亦
武
門
当
に
習
う
べ
き
所
な
り
︒
但
し
︑
之

を
衆
じ
て
強
い
て
す
べ
か
ら
ず
︑
ま
た
其
の
便
な
る
所
に

聴
く
の
み
︒
こ
こ
に
於
い
て
︑
此
れ
を
以
て
諸
篇
の
末
︑
第

十
四
篇
と
為
す
︒
拳
法
︑
大
戦
の
技
に
預
か
る
こ
と
無
き

に
似
た
り
︒
然
れ
ど
も
︑
手
足
を
活
動
し
︑
肢
体
を
慣
勤

す
︒
此
れ
︑
初
学
藝
に
入
る
門
と
為
す
な
り
︒
故
に
後
に

存
し
︑
以
て
一
家
に
備
う
︒

 

︵
屈
︑
二
○
○
七
：
一
八
五
︶

こ
こ
に
は
︑
拳
法
に
対
す
る
戚
の
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
態

度
が
読
み
取
れ
る
︒
戚
の
時
代
に
お
い
て
︑
戦
場
で
役
に
立

つ
実
戦
武
術
と
は
︑
刀
槍
や
弓
矢
︑
そ
し
て
︑
戚
自
身
が
工

夫
改
良
し
た
藤
牌
と
い
う
盾
な
ど
の
武

器
を
用
い
た
武
術
で
あ
っ
た
︒
拳
法
は
︑

こ
う
し
た
武
器
術
と
は
比
較
に
な
ら
な

い
ほ
ど
低
い
実
戦
的
価
値
し
か
持
た
な

か
っ
た
た
め
﹁
甚
だ
し
く
は
兵
を
預
か

ら
ず
﹂
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
︒
に

も
か
か
わ
ら
ず
︑
拳
法
は
﹁
手
足
を
活

動
し
︑
肢
体
を
慣
勤
す
﹂
る
こ
と
が
で

き
る
︒
中
国
武
術
史
研
究
家
で
あ
り
指

導
者
で
も
あ
る
屈
国
鋒
の
指
摘
す
る
よ

う
に
︑
こ
れ
は
︑
対
他
的
な
武
器
術
の

た
め
の
身
体
の
基
礎
を
︑
対た

い

己こ

的て
き

な
修

練
に
よ
っ
て
作
る
こ
と
と
し
て
解
釈
で

き
る
︵
屈
︑
二
○
○
七
：
一
八
五
︶︒
幾

度
も
実
戦
を
経
験
し
た
戚
が
︑
実
戦
に

は
直
接
役
立
た
な
い
拳
法
を
﹃
紀
効
新

書
﹄
に
収
録
し
た
の
は
︑
そ
れ
が
実
戦

に
お
け
る
武
器
の
使
用
と
い
う
目
的
の
た
め
の
基
礎
訓
練
と

し
て
役
立
つ
か
ら
な
の
で
あ
る
︒

武
器
術
と
拳
法
の
関
係
は
︑
戚
に
よ
る
次
の
一
節
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
︒

大
抵
︑
拳
棍
︵
素
手
の
拳
法
と
棒
︶︑
刀
槍
︵
片
刃
の
剣
と

槍
︶︑
叉
鈀
︵
先
割
れ
槍
と
鉤
爪
︶︑
剣
戟
︵
両
刃
の
剣
と
枝

矛
︶︑
鈎
鎌
︵
鈎
状
の
剣
と
鎌
︶︑
挨
牌
︵
盾
︶
の
類
︑
ま
ず

拳
法
有
り
て
︑
身
手
を
活
動
せ
ざ
る
こ
と
な
し
︒
そ
れ
拳

や
︑
武
藝
の
源
な
り
︒

 

︵
屈
︑
二
○
○
七
：
一
八
五
︑
括
弧
内
は
す
べ
て
引
用
者
注
︶

三
十
二
勢
は
︑
拳
法
で
あ
り
つ
つ
も
︑
明
代
の
戦
場
で
用

い
ら
れ
た
各
種
武
器
を
使
い
こ
な
す
た
め
の
基
礎
作
り
と
い

う
目
的
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
︒
こ
の
意
味
で
︑
三
十
二

勢
を
修
練
す
る
こ
と
は
︑
ボ
ク
シ
ン
グ
や
レ
ス
リ
ン
グ
の
よ

う
な
現
代
の
格
闘
ス
ポ
ー
ツ
の
よ
う
に
︑
自
己
目
的
的
な
小

宇
宙
︱
限
定
さ
れ
た
時
空
間
に
お
け
る
一
対
一
の
素
手
ど

う
し
の
闘
争
︱
の
内
部
に
閉
じ
た
行
為
で
は
な
く
︑
現
実

の
闘
争
に
開
か
れ
た
功
利
的
な
行
為
で
あ
っ
た
と
い
え
る
︒

5
宙
吊
り
に
さ
れ
た
功
利
性

だ
が
︑
三
十
二
勢
の
功
利
性
に
は
︑
留
保
が
必
要
で
あ
る
︒

な
ぜ
な
ら
︑
そ
れ
は
﹁
余
力
﹂
の
あ
る
﹁
武
門
﹂
つ
ま
り
職

業
軍
人
が
習
う
べ
き
も
の
で
あ
り
︑﹁
衆
じ
て
強
い
て
す
﹂
べ

き
で
は
な
い
も
の
︑
つ
ま
り
︑
徴
募
さ
れ
た
一
般
兵
卒
に
強

制
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
た

め
で
あ
る
︒

そ
の
理
由
は
︑
お
そ
ら
く
︑
拳
法
の
修
練
に
よ
る
基
礎
作

り
を
経
て
武
器
術
を
修
練
す
る
こ
と
は
︑
直
接
に
武
器
術
を

修
練
す
る
こ
と
に
比
較
し
て
︑
相
当
の
時
間
的
余
裕
と
︑
武

術
に
専
念
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
経
済
的
余
裕
が
必
要
だ

か
ら
で
あ
る
︒
こ
う
し
た
余
裕
の
あ
る
﹁
武
門
﹂
の
子
弟
な

ら
ば
︑﹁
初
学
藝
に
入
る
門
﹂
と
し
て
三
十
二
勢
を
習
う
意
義

が
あ
る
︒
そ
れ
に
対
し
︑
徴
募
さ
れ
た
一
般
兵
卒
は
︑
武
器

の
使
用
法
を
短
兵
急
に
習
得
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
た
め
︑

拳
法
の
修
練
を
経
ず
に
︑
直
接
に
各
種
の
武
器
術
を
修
練
す

る
ほ
か
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒

も
ち
ろ
ん
︑
戚
の
言
う
よ
う
に
︑
拳
法
の
修
練
を
積
む
こ

と
で
十
分
に
﹁
手
足
を
活
動
し
︑
肢
体
を
慣
勤
﹂
で
き
た
な

ら
︑
各
種
の
武
器
を
効
果
的
に
使
い
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
修
練
の
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る

一
般
兵
卒
の
場
合
は
︑
拳
法
の
修
練
を
積
む
よ
り
も
︑
武
器
術

を
直
接
修
練
し
た
ほ
う
が
︑
戦
場
で
の
敵
の
殺
傷
と
い
う
目

的
に
か
な
う
技
法
を
よ
り
確
実
に
習
得
で
き
た
は
ず
で
あ
る
︒

図2　『紀効新書』の「宋太祖長拳三十二勢」（大塚、1998年、256頁）
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そ
の
う
え
︑
本
人
の
素
質
︑
努
力
︑
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
の

不
確
実
な
要
因
も
考
慮
す
る
な
ら
︑
拳
法
の
修
練
に
十
分
な

時
間
を
か
け
た
と
こ
ろ
で
︑﹁
手
足
を
活
動
し
︑
肢
体
を
慣

勤
﹂
す
る
こ
と
が
ど
の
程
度
成
功
す
る
か
︑
い
わ
ば
︑
拳
法

が
ど
れ
ほ
ど
モ
ノ
に
な
る
か
は
事
前
に
予
測
で
き
な
い
︒
そ

れ
に
対
し
︑
武
器
は
素
質
や
努
力
の
欠
如
を
相
当
に
カ
バ
ー

し
︑
非
力
な
者
で
も
比
較
的
容
易
に
敵
を
殺
傷
す
る
こ
と
を

可
能
に
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
︒

し
た
が
っ
て
︑
三
十
二
勢
は
︑
実
戦
的
な
武
器
術
の
た
め

の
基
礎
作
り
に
役
立
つ
と
い
う
点
で
功
利
的
で
あ
る
が
︑
こ

の
功
利
性
は
︑
相
当
に
時
間
を
か
け
た
修
練
に
よ
っ
て
実
現

が
目
指
さ
れ
る
が
︑
確
実
に
実
現
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
功

利
性
︑
い
わ
ば
︑﹁
宙
吊
り
に
さ
れ
た
功
利
性
︵suspended 

utility

︶﹂
な
の
で
あ
る
︒
こ
う
し
た
特
殊
な
性
格
を
持
つ
功

利
性
ゆ
え
に
︑
戚
は
三
十
二
勢
の
実
戦
性
に
つ
い
て
断
り
書

き
を
入
れ
た
う
え
で
︑
こ
れ
を
﹁
諸
篇
の
末
﹂
に
収
録
す
る

に
と
ど
め
た
の
だ
ろ
う
︒

6
現
代
の
陳
氏
太
極
拳
と
養
生
術

三
十
二
勢
を
修
練
す
る
こ
と
は
︑
実
戦
的
な
武
器
術
の
た

め
の
基
礎
作
り
を
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
︑
功
利
的
な
行
為

で
あ
る
と
い
え
る
︒
し
か
し
︑
こ
の
功
利
性
が
宙
吊
り
に
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
な
ら
︑
こ
こ
に
養
生
術
の
萌
芽

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
︒
な
ぜ
な
ら
︑
修
練
の
時
間
が
引

き
延
ば
さ
れ
︑
つ
い
に
は
永
続
化
し
た
と
き
︑
修
練
に
よ
り

﹁
手
足
を
活
動
し
︑
肢
体
を
慣
勤
﹂
す
る
こ
と
は
実
戦
的
な
武

器
術
の
た
め
の
手
段
で
あ
る
こ
と
を
や
め
︑
自
己
目
的
化
す

る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
︒

た
だ
し
︑
永
続
化
し
た
修
練
は
︑
ス
ポ
ー
ツ
と
は
区
別
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
︒
後
者
は
︑
時
空
間
的
に
限
定
さ
れ
た
小

宇
宙
内
に
設
け
ら
れ
た
目
的
を
志
向
す
る
た
め
に
自
己
目
的

的
で
あ
る
︒
そ
れ
に
対
し
︑
前
者
は
︑
実
戦
的
な
武
器
術
と

い
う
目
的
を
宙
吊
り
に
し
て
は
い
る
が
︑
こ
れ
を
時
空
間
的

に
限
定
し
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
︒
む
し
ろ
︑
修
練
が
永

続
的
で
あ
る
た
め
に
は
︑
時
空
間
的
に
制
約
さ
れ
た
い
か
な

る
目
的
か
ら
も
自
由
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

し
た
が
っ
て
︑
永
続
化
し
た
修
練
と
は
︑
人
生
全
体
に
わ

た
る
長
い
時
間
の
な
か
で
︑
日
々
の
生
活
全
般
を
営
み
つ
つ

﹁
手
足
を
活
動
し
︑
肢
体
を
慣
勤
﹂
し
続
け
る
こ
と
︑
つ
ま
り
︑

敏
捷
か
つ
柔
軟
な
若
々
し
い
身
体
を
可
能
な
か
ぎ
り
保
ち
続

け
る
こ
と
で
あ
る
︒
こ
れ
は
︑
不
老
長
生
と
い
う
養
生
術
の

目
的
そ
の
も
の
で
あ
る
︒
と
は
い
え
︑
不
老
長
生
を
目
指
し

て
修
練
に
打
ち
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
︑
こ
の
目
的
が
ど
の
程
度

実
現
さ
れ
る
か
は
予
測
で
き
な
い
︒
そ
の
た
め
︑
武
術
と
し

て
の
功
利
性
と
同
様
に
︑
養
生
術
と
し
て
の
功
利
性
も
宙
吊

り
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
︒

修
練
の
時
間
の
永
続
化
は
︑
実
戦
的
な
武
器
の
使
用
と
い

う
目
的
が
無
限
に
遠
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
︒

マ
ク
ロ
な
視
点
を
と
る
な
ら
︑
近
代
的
銃
火
器
の
発
達
に
よ

り
︑
武
器
術
が
戦
場
に
お
い
て
も
は
や
有
用
で
は
な
く
な
っ

た
と
い
う
要
因
は
︑
現
代
社
会
に
お
け
る
太
極
拳
の
養
生
術

化
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
︒
だ
が
︑
ミ
ク
ロ
な
視
点
を
と

る
な
ら
︑
た
と
え
武
器
術
が
全
盛
の
世
に
あ
っ
て
も
︑
引
退

な
ど
の
個
人
的
理
由
で
戦
場
に
出
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
と

き
も
︑
同
様
に
︑
修
練
の
時
間
の
永
続
化
と
拳
法
の
養
生
術

的
側
面
の
発
達
が
も
た
ら
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
︒

武
術
と
養
生
術
と
い
う
二
つ
の
側
面
を
持
つ
陳
氏
太
極
拳

の
創
造
に
お
い
て
も
︑
陳
氏
第
九
世
の
陳
王
廷
︵
一
六
〇
〇

頃
―一
六
八
〇
頃
︶
の
武
官
職
か
ら
の
引
退
が
無
視
で
き
な
い

要
因
を
な
し
て
い
る
︒
陳
は
︑
一
六
三
二
年
に
明
朝
に
よ
り

郷
兵
守
備
に
任
ぜ
ら
れ
︑
反
乱
の
鎮
圧
や
盗
賊
の
掃そ

う

蕩と
う

な
ど

で
活
躍
し
た
が
︑
明
か
ら
清
へ
の
政
権
交
代
の
動
乱
を
経
て

引
退
し
︑
故
郷
の
河
南
省
温
県
陳
家
溝
に
戻
る
︒
こ
の
黄
河

北
岸
の
小
村
で
︑
陳
は
晴
耕
雨
読
の
生
活
を
送
り
つ
つ
拳
法

の
研
究
を
行
っ
た
︒
そ
の
結
果
︑
家
伝
の
拳
法
と
﹁
黄
帝
経
﹂

に
あ
る
道
家
の
養
生
術
を
合
わ
せ
た
︑
剛
柔
相
済
た
る
新
た

な
拳
法
が
創
始
さ
れ
︑
こ
れ
が
陳
氏
太
極
拳
の
原
型
に
な
る

の
で
あ
る
︵
笠
尾
︑
一
九
九
四
：
四
七
一
︲
四
七
六
／
李
︑
一
九

九
二
：
二
八
︶︒

だ
が
︑
陳
は
こ
の
拳
法
を
ゼ
ロ
か
ら
創
造
し
た
の
で
は
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
︒
陳
は
拳
譜
を
残
さ
な
か
っ
た
た

め
︑
そ
の
姿
を
直
接
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
︑
現
代
の
陳

家
溝
で
修
練
さ
れ
て
い
る
陳
氏
太
極
拳
は
︑
戚
の
三
十
二
勢

の
技
法
の
大
部
分
を
継
承
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
︒
武
術
研

究
家
で
あ
り
指
導
者
で
も
あ
る
笠
尾
恭
二
に
よ
れ
ば
︑
三
十

二
勢
を
構
成
す
る
三
二
の
技
の
う
ち
︑
名
前
も
実
質
も
陳
氏

太
極
拳
の
技
と
同
じ
も
の
が
一
六
あ
る
︒
た
と
え
ば
︑﹁
懶ら

ん

扎さ
つ

衣い

﹂﹁
金き

ん

鶏け
い

独ど
く

立り
つ

﹂﹁
探た

ん

馬ま

﹂
な
ど
で
あ
る
︵
図
2
参
照
︒
笠
尾
︑

一
九
九
四
：
三
二
七
︲
三
三
○
︶︒
さ
ら
に
︑
屈
に
よ
れ
ば
︑
残

る
一
六
の
技
の
う
ち
︑
陳
氏
太
極
拳
の
技
と
名
前
は
異
な
る

が
実
質
は
同
じ
も
の
が
一
四
あ
る
︒
合
計
す
る
と
︑
三
二
の

技
の
う
ち
︑
三
○
も
の
技
が
現
代
の
陳
氏
太
極
拳
に
伝
承
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
現
代
の
陳
氏
太
極
拳

は
三
十
二
勢
の
大
部
分
を
継
承
し
て
い
る
と
い
え
︑
そ
の
原

型
た
る
拳
法
も
三
十
二
勢
と
緊
密
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
と

推
測
さ
れ
る
︵
屈
︑
二
○
○
七
：
二
一
二6
︶︒

陳
氏
太
極
拳
は
︑
起
源
た
る
三
十
二
勢
が
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
に
︑
拳
法
で
あ
り
つ
つ
も
武
器
術
の
た
め
の
基
礎
訓
練

を
兼
ね
て
い
る
︒
と
い
う
の
も
︑
現
代
の
陳
家
溝
に
は
︑
拳

法
と
し
て
の
陳
氏
太
極
拳
に
加
え
て
︑
剣
・
刀
・
槍
・
棍
・

春
秋
大
刀
︵
重
量
の
あ
る
長
刀
状
の
武
器
︶
な
ど
の
武
器
術
も
︑

陳
氏
太
極
拳
の
重
要
な
応
用
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
た
め

で
あ
る7

︒

陳
氏
太
極
拳
の
実
戦
的
応
用
に
つ
い
て
︑
具
体
的
な
技
に
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お
け
る
身
体
の
使
い
方
と
し
て
説
得
的
に
示
し
た
の
が
山
田

英
司
で
あ
る
︒
彼
は
︑
格
闘
技
雑
誌
と
関
連
書
籍
の
編
集
者

で
あ
る
が
︑
み
ず
か
ら
も
各
種
武
術
を
修
練
し
︑
一
九
九
九

年
か
ら
は
武
術
研
究
団
体
を
立
ち
上
げ
伝
統
武
術
の
実
践
的

研
究
を
行
っ
て
き
た
︒
彼
に
よ
れ
ば
︑
従
来
は
禁
じ
手
と
さ

れ
た
危
険
な
技
︵
目
突
き
や
金
的
蹴
り
な
ど
︶
の
多
く
を
解
禁

し
た
﹁
実
戦
志
向
﹂
の
格
闘
技
で
あ
っ
て
も
︑
複
数
の
敵
・

武
器
の
使
用
・
環
境
の
武
器
化
︵
壁
や
床
に
相
手
を
打
ち
付
け

た
り
︑
椅
子
な
ど
の
日
用
品
を
武
器
に
し
た
り
す
る
︶
な
ど
︑
多

様
な
要
因
が
関
与
す
る
現
実
の
戦
い
か
ら
︑
安
全
な
環
境
に

お
け
る
一
対
一
の
素
手
ど
う
し
の
戦
い
と
い
う
局
面
を
切
り

出
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
︵
山
田
︑
二
〇
一
三
：
五
八
︲
六
一
︶︒

そ
れ
に
対
し
︑
陳
氏
太
極
拳
を
含
む
伝
統
武
術
は
︑
現
実

の
戦
い
を
構
成
す
る
数
々
の
要
因
に
対
処
す
る
技
が
含
ま
れ

て
い
る8

︒
た
と
え
ば
︑
陳
氏
太
極
拳
を
特
徴
づ
け
る
身
体
の

使
い
方
で
あ
る
﹁
纏て

ん

糸し

勁け
い

︵
胴
体
と
四
肢
を
連
動
さ
せ
つ
つ
螺

旋
状
に
回
転
さ
せ
る
こ
と
で
生
ず
る
力
︶﹂
は
︑
素
手
ど
う
し
の

戦
い
に
お
い
て
は
︑
相
手
の
腕
な
ど
身
体
の
末
端
を
捕
ら
え

て
体
幹
部
を
崩
す
た
め
に
用
い
ら
れ
る
︵
図
3
︶︒
だ
が
︑
槍

や
剣
な
ど
の
武
器
ど
う
し
の
戦
い
に
お
い
て
は
︑
敵
の
武
器

を
巻
き
込
ん
だ
り
︑
弧
を
描
い
て
流
し
た
り
す
る
う
え
で
纏

糸
勁
は
威
力
を
発
揮
す
る
︵
図
4
︶︵
山
田
︑
二
〇
一
三
：
二
四

四
︶︒
ま
た
︑
陳
氏
太
極
拳
が
得
意
と
す
る
︑
敵
を
後
方
に
押

し
飛
ば
す
技
は
︑
敵
を
壁
に
打
ち
付
け
た
り
︑
椅
子
な
ど
の

障
害
物
で
転
倒
さ
せ
た
り
で
き
る
た
め
︑
市
街
地
で
有
効
で

あ
る
︵
山
田
︑
二
〇
一
三
：
一
七
八9
︶︒
ま
た
︑
複
数
の
敵
に
囲

ま
れ
た
場
合
︑
一
人
の
敵
を
別
の
敵
に
向
け
て
押
し
飛
ば
す

こ
と
で
︑
複
数
の
敵
に
同
時
に
攻
撃
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
︒
陳
氏
太
極
拳
に
は
︑
複
数
の
敵
の
包
囲
を
突
破

し
そ
の
ま
ま
逃
げ
る
動
作
を
訓
練
す
る
﹁
玉

ぎ
ょ
く

女じ
ょ

穿せ
ん

俊さ

﹂
と
い

う
技
さ
え
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
︵
山
田
︑
二
〇
一
三
：

二
一
二10
︶︒

こ
の
よ
う
に
︑
陳
氏
太
極
拳
が
修
練
す
る
身
体
の
使
い
方

は
︑
拳
法
で
あ
る
と
同
時
に
︑
各
種
武
器
の
使
用
法
で
あ
り
︑

複
数
の
敵
へ
の
対
処
法
で
あ
り
︑
ま
た
︑
環
境
を
武
器
化
す

る
方
法
で
も
あ
る11

︒
こ
の
点
で
︑
太
極
拳
は
格
闘
ス
ポ
ー
ツ

の
よ
う
に
自
己
目
的
的
な
小
宇
宙
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
く
︑
現
実
の
闘
争
に
開
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る12

︒

お
わ
り
に

本
稿
で
は
︑
ス
ポ
ー
ツ
と
狭
義
の
身
心
変
容
技
法
の
異
同

を
検
討
す
る
た
め
に
︑
後
者
の
一
例
と
し
て
太
極
拳
を
考
察

し
た
︒
そ
の
結
果
︑
ス
ポ
ー
ツ
が
時
空
間
的
に
限
定
さ
れ
た

小
宇
宙
の
内
部
に
設
け
ら
れ
た
目
的
を
志
向
す
る
点
で
自
己

目
的
的
で
あ
る
の
に
対
し
︑
太
極
拳
は
︑
現
実
の
闘
争
に
お

け
る
武
術
性
と
︑
人
生
に
お
け
る
不
老
長
生
と
い
う
︑
い
ず

れ
も
時
空
間
的
に
限
定
さ
れ
な
い
目
的
を
志
向
す
る
点
で
功

利
的
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
︒
た
だ
し
︑
こ
れ
ら

の
目
的
が
ど
の
程
度
実
現
さ
れ
る
か
は
事
前
に
予
測
す
る
こ

と
が
不
可
能
で
あ
る
た
め
︑
武
術
と
し
て
の
功
利
性
も
︑
養

生
術
と
し
て
の
そ
れ
も
︑
宙
吊
り
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
︒

宙
吊
り
に
さ
れ
た
功
利
性
と
い
う
特
徴
は
︑
他
の
狭
義
の

身
心
変
容
技
法
に
も
認
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
︒
日
本
と
中

国
の
伝
統
武
術
に
は
︑
こ
の
特
徴
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
︒

た
と
え
ば
伝
統
空
手
は
︑
拳
法
で
あ
る
と
同
時
に
︑
棒
・
ト

ン
フ
ァ
︵
取
っ
手
が
つ
い
た
短
棒
︶・
サ
イ
︵
フ
ォ
ー
ク
状
の
武

器
︶
な
ど
の
武
器
を
用
い
る
た
め
の
基
礎
訓
練
で
も
あ
り
︑
一

対
多
の
状
況
へ
の
対
処
も
含
ん
で
い
る
︵
大
塚
︑
一
九
九
八
︶︒

こ
の
点
で
︑
伝
統
空
手
は
︑
素
手
の
格
闘
ス
ポ
ー
ツ
な
い
し

採
点
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
自
己
目
的
化
し
た
現
代
空
手
と
は
区

別
さ
れ
る
︒

ま
た
︑
日
本
の
剣
術
・
柔
術
・
居
合
術
・
棒
術
・
実
手
︵
十

手
︶
術
な
ど
を
伝
承
す
る
黒
田
鉄
山
は
︑
こ
れ
ら
の
武
術
に

共
通
す
る
身
体
の
使
い
方
に
焦
点
を
当
て
た
理
論
解
説
と
指

導
を
行
っ
て
い
る
︵
黒
田
︑
一
九
九
八
︶︒
こ
う
し
た
伝
統
武

術
の
あ
り
よ
う
は
︑
剣
道
・
柔
道
・
居
合
道
・
杖
道
の
よ
う

に
︑
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
試
合
ル
ー
ル
を
持
つ
こ
と
で
自
己
目

的
化
し
た
格
闘
ス
ポ
ー
ツ
︵
剣
道
・
柔
道
︶
な
い
し
採
点
ス
ポ

ー
ツ
︵
居
合
道
・
杖
道
︶
で
あ
る
現
代
武
道
と
は
異
な
っ
て
い

る
︒た

だ
し
︑
陳
氏
太
極
拳
の
纏
糸
勁
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
︑

時
空
間
的
に
限
定
さ
れ
な
い
応
用
可
能
性
を
持
つ
身
体
の
使

い
方
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
長
期
に
わ
た
る
修
練
が
必
要

で
あ
る
う
え
︑
こ
の
修
練
が
ど
の
程
度
成
功
す
る
か
は
事
前

に
予
測
で
き
な
い
︒
こ
の
意
味
で
︑
伝
統
武
術
の
功
利
性
は

宙
吊
り
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
︒

図3　素手による纏糸勁。左
手の演武者が右腕の螺旋状
の動きで相手を崩している。

（山田、2008年、87頁）

図4　剣による纏糸勁。左手の演武者が
剣の螺旋状の動きで棒を巻き込んでいる。

（山田、2008年、85頁）
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宙
吊
り
に
さ
れ
た
養
生
的
な
功
利
性
と
い
う
点
で
は
︑
健

康
の
た
め
に
行
わ
れ
る
気
功
や
ヨ
ガ
が
太
極
拳
と
共
通
し
て

い
る
︒
こ
れ
ら
の
技
法
は
︑
不
老
長
生
と
い
う
目
的
を
志
向

し
て
い
る
が
︑
こ
の
目
的
の
実
現
可
能
性
が
予
測
不
可
能
で

あ
る
た
め
に
︑
宙
吊
り
に
さ
れ
た
功
利
性
を
持
っ
て
い
る
と

い
え
る
︒
そ
れ
に
対
し
︑
高
齢
者
の
行
う
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や

卓
球
な
ど
は
︑
結
果
的
に
不
老
長
生
を
も
た
ら
す
可
能
性
は

あ
っ
て
も
︑
時
空
間
的
に
限
定
さ
れ
た
小
宇
宙
内
に
設
け
ら

れ
た
目
的
を
志
向
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
た
め
に
︑
狭
義
の

身
心
変
容
技
法
と
し
て
の
気
功
や
ヨ
ガ
と
は
区
別
さ
れ
る
の

で
あ
る
︒

狭
義
の
身
心
変
容
技
法
の
う
ち
︑
瞑
想
法
・
宗
教
実
践
な

ど
︑
精
神
的
要
素
の
強
い
技
法
を
︑﹁
功
利
性
﹂
と
い
う
言
葉

で
形
容
す
る
こ
と
に
は
多
少
の
違
和
感
を
禁
じ
得
な
い
か
も

し
れ
な
い
︒
た
し
か
に
︑
こ
れ
ら
の
技
法
が
行
わ
れ
る
の
は
︑

多
く
の
場
合
︑
現
実
社
会
か
ら
隔
絶
し
た
修
道
院
や
寺
院
︑あ

る
い
は
︑
山
奥
の
洞
窟
や
行
場
な
ど
で
あ
る
︒
日
常
生
活
の

中
で
行
わ
れ
る
︑
比
較
的
大
衆
化
し
た
瞑
想
や
宗
教
実
践︵
座

禅
や
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
な
ど
瞑
想
法
や
︑
在
家
信
者
の
祈
り
な

ど
︶
も
︑
こ
れ
が
行
わ
れ
る
時
空
間
は
日
常
と
は
区
別
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
︒
こ
の
よ
う
に
︑
現
実
社
会
や
日
常
か
ら
切

り
離
さ
れ
た
時
空
間
の
内
部
で
行
わ
れ
る
技
法
は
︑
功
利
性

と
は
ほ
ど
遠
い
よ
う
に
見
え
る
︒

し
か
し
︑
こ
れ
ら
の
技
法
が
行
わ
れ
る
時
空
間
が
限
定
さ

れ
て
い
て
も
︑
こ
れ
ら
の
技
法
の
志
向
す
る
目
的
も
同
じ
く

時
空
間
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
︒
自
身
が
よ

り
よ
く
生
き
る
こ
と
か
ら
︑
世
界
平
和
や
一
切
衆
生
の
救
済

に
至
る
ま
で
︑
こ
れ
ら
の
技
法
の
目
的
は
︑
時
空
間
的
に
限

定
さ
れ
な
い
現
実
の
人
生
と
社
会
そ
し
て
世
界
︵
一
切
衆
生

の
救
済
を
目
指
す
場
合
は
︑
過
去
や
未
来
の
世
界
も
含
む
は
ず
で

あ
る
︶
に
こ
そ
存
在
す
る
の
で
あ
る
︒
こ
う
し
た
現
実
的
な

目
的
を
志
向
す
る
か
ぎ
り
で
︑
こ
れ
ら
の
技
法
は
功
利
的
な

の
で
あ
る13

︒

む
し
ろ
︑
こ
れ
ら
の
技
法
の
現
実
志
向
的
な
功
利
性
を
認

め
た
う
え
で
︑
そ
れ
で
も
な
お
︑
こ
れ
ら
の
技
法
が
現
実
か

ら
隔
絶
し
た
時
空
間
に
お
け
る
修
練
を
求
め
て
い
る
の
は
な

ぜ
な
の
か
を
問
う
べ
き
だ
ろ
う
︒
そ
れ
は
︑
陳
氏
太
極
拳
に

お
け
る
纏
糸
勁
の
よ
う
な
︑
現
実
的
に
応
用
可
能
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
︑
現
実
か
ら
隔
絶
し
た
修
練
︱
現
実
的
な

功
利
性
が
宙
吊
り
に
さ
れ
た
修
練
︱
に
よ
っ
て
こ
そ
養
成

さ
れ
る
何
か
を
身
に
つ
け
る
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
こ

の
何
か
を
特
定
す
る
こ
と
は
︑
同
時
に
︑
そ
の
功
利
性
が
宙

吊
り
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
理
由
を
解
明
す
る
こ
と
で
も
あ

る
は
ず
で
あ
る
︒

宙
吊
り
に
さ
れ
た
功
利
性
と
い
う
視
点
を
失
っ
て
し
ま
っ

た
な
ら
︑
瞑
想
法
も
宗
教
実
践
も
︑
時
空
間
的
に
限
定
さ
れ

た
小
宇
宙
内
の
目
的
を
志
向
す
る
だ
け
の
活
動
と
区
別
が
つ

か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
︒
こ
の
と
き
︑
こ
れ
ら
の
技
法
は
︑
瞑

想
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
教
団
の
内
部
規
則
と
い
う
ル
ー
ル
に
従
い
︑

こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
の
定
義
す
る
と
こ
ろ
の
目
的
を
志
向
す
る

だ
け
の
ゲ
ー
ム
へ
と
堕
落
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
︒

遊
び
で
あ
る
こ
と
を
自
認
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
が
自
己
目

的
的
な
ゲ
ー
ム
で
あ
る
こ
と
は
咎
め
よ
う
が
な
い
が
︑
瞑
想

法
や
宗
教
実
践
を
は
じ
め
︑
あ
ら
ゆ
る
狭
義
の
身
心
変
容
技

法
は
︑
現
実
の
人
生
と
社
会
そ
し
て
世
界
を
た
え
ず
見
据
え

て
い
る
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒
こ
の
意
味
で
︑
宙

吊
り
に
さ
れ
た
功
利
性
は
︑
狭
義
の
身
心
変
容
技
法
全
般

︱
少
な
く
と
も
︑
理
念
型
と
し
て
の
そ
れ
︱
に
は
あ
っ

て
︑
ス
ポ
ー
ツ
に
は
な
い
特
徴
で
あ
る
︒
本
身
心
変
容
技
法

研
究
会
が
︑
現
代
社
会
の
主
流
を
占
め
る
身
心
変
容
技
法
た

る
ス
ポ
ー
ツ
よ
り
も
︑
狭
義
の
身
心
変
容
技
法
を
研
究
し
つ

づ
け
る
べ
き
理
由
を
筆
者
は
こ
こ
に
求
め
た
い
︒

付
記

本
研
究
は
J
S
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科
研
費
基
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研
究
︵
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︶

お
よ
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若
手
研
究
︵
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︶︵17730305, 25780326

︶
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助
成
を
受

け
た
も
の
で
す
︒

注1　
豚
ラ
テ
ン
語
︵Pig Latin

︶
と
は
︑﹃
リ
ー
ダ
ー
ズ
英
和
辞
典 

第
三
版
﹄
に
よ
れ
ば
︑﹁
語
頭
の
子
音
︵
群
︶
を
語
末
に
ま

わ
し
︑/e

I / 

と
い
う
音
を
加
え
て
つ
く
る
子
供
の
隠
語;

例 
oybay=boy, eakspay=speak

﹂
で
あ
る
︒

2　
ア
メ
リ
カ
起
源
の
盤
ゲ
ー
ム
︒

3　
邦
訳
書
﹃
ス
ポ
ー
ツ
と
現
代
ア
メ
リ
カ
﹄
で
は
︑contest

が

﹁
競
技
﹂
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
︑
本
稿
で
は
あ
え
て
﹁
闘
争
﹂

と
し
た
︒
グ
ッ
ト
マ
ン
は
︑
ゲ
ー
ム
で
は
な
いcontest

の
例

と
し
て
法
廷
闘
争
や
国
家
間
の
戦
争
を
挙
げ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
︒contest

が
こ
れ
ら
の
活
動
を
含
む
概
念
で
あ
る
以
上
︑

そ
の
訳
語
と
し
て
は
︑﹁
競
技
﹂
よ
り
も
﹁
闘
争
﹂
が
適
当

だ
ろ
う
︒

4　
た
だ
し
︑
後
述
の
よ
う
に
︑
現
実
の
闘
争
に
お
い
て
は
︑
剣

術
な
ど
の
武
器
術
と
素
手
の
格
闘
術
の
区
別
は
消
滅
す
る
︒

山
田
︵
二
〇
一
三
︶
の
指
摘
す
る
よ
う
に
︑
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
の
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
や
レ
ス
リ
ン
グ
は
︑
現
実
の
闘
争
か
ら

特
定
局
面
を
切
り
出
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
︒

5　

球
技
ス
ポ
ー
ツ
は
︑
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
や
レ
ス
リ
ン
グ
な
ど
︑

功
利
的
行
為
や
闘
争
的
行
為
の
時
空
間
的
な
限
定
と
自
己
目

的
化
に
よ
っ
て
成
立
し
た
ス
ポ
ー
ツ
と
は
若
干
異
な
っ
て
い

る
︒
と
い
う
の
も
︑
ボ
ー
ル
を
扱
う
行
為
は
︑
そ
も
そ
も
功

利
的
な
目
的
を
持
ち
に
く
く
︑
最
初
か
ら
自
己
目
的
的
な
遊

び
と
い
う
色
彩
が
強
い
か
ら
で
あ
る
︒
た
と
え
ば
︑
一
人
で

ボ
ー
ル
を
放
り
上
げ
て
は
受
け
取
る
遊
び
や
︑
サ
ッ
カ
ー
の

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
︑
高
度
に
自
己
目
的
的
で
あ
る
︒
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
や
複
数
で
行
う
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
︵
グ
ッ
ト
マ
ン
が

非
闘
争
的
な
ゲ
ー
ム
の
一
例
と
し
て
紹
介
す
る
蹴
鞠
は
こ
れ

で
あ
る
︶
も
︑
同
様
に
自
己
目
的
的
で
あ
る
︒
球
技
ス
ポ
ー

ツ
の
ル
ー
ル
は
︑
こ
れ
ら
の
自
己
目
的
的
で
は
あ
る
が
必
ず

し
も
闘
争
的
で
は
な
い
ゲ
ー
ム
を
︑
自
己
目
的
的
か
つ
闘
争

的
な
ゲ
ー
ム
︑
た
と
え
ば
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
に
変
化
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
︒
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6　
陳
氏
拳
法
の
歴
史
お
よ
び
三
十
二
勢
と
の
関
係
に
つ
い
て
の

記
述
は
︑
倉
島
︵
二
〇
一
六
b
︶
に
お
け
る
記
述
を
一
部
改

変
し
た
も
の
で
あ
る
︒

7　
筆
者
が
調
査
し
て
き
た
三
つ
の
陳
氏
太
極
拳
の
教
室
の
い
ず

れ
に
お
い
て
も
︑
拳
法
と
武
器
武
術
の
併
修
が
観
察
さ
れ
た
︒

こ
れ
が
も
っ
と
も
顕
著
で
あ
っ
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
の
マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
の
C
太
極
拳
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
︑
拳
法
と
と
も
に

剣
・
刀
・
棍
・
槍
な
ど
の
武
器
術
が
練
習
さ
れ
て
い
た
︵
倉

島
︑
二
〇
一
二
︑
二
〇
一
六
a
︶︒
ま
た
︑
京
都
の
S
流
は

陳
氏
太
極
拳
と
日
本
の
武
術
を
組
み
合
わ
せ
た
流
派
で
あ
る

点
で
や
や
特
殊
で
あ
る
が
︑
拳
法
と
と
も
に
杖
・
刀
が
練
習

さ
れ
て
い
た
︵
倉
島
︑
二
〇
〇
七
︶︒
中
国
新
郷
市
の
C
Z

分
会
は
︑
ま
れ
に
剣
の
練
習
が
行
わ
れ
て
い
た
が
︑
練
習
時

間
の
大
部
分
は
拳
法
に
当
て
ら
れ
て
い
た
︵
倉
島
︑
二
〇
一

七
︶︒

8　
た
だ
し
︑
山
田
︵
二
〇
一
三
︶
に
よ
れ
ば
︑
套と
う
路ろ

︵
一
人
で

行
う
型
︶
を
主
体
と
す
る
︑
現
代
に
お
い
て
一
般
的
な
伝
統

武
術
の
練
習
だ
け
で
は
︑
現
実
の
戦
闘
に
は
対
処
で
き
な
い
︒

自
分
の
思
う
ま
ま
に
な
ら
な
い
相
手
に
対
抗
す
る
運
動
︵
対

抗
性
運
動
︶
の
練
習
が
欠
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
︒
そ
の
た

め
︑
推す
い
手し
ゅ
︵
一
対
一
で
組
み
合
い
︑
自
由
に
技
を
出
し
つ
つ

も
最
小
限
の
力
で
相
手
を
制
す
る
こ
と
を
目
指
す
︶
や
︑
山

田
自
身
の
考
案
し
た
﹁n:1

︵
エ
ヌ
ワ
ン
︶
エ
ス
ケ
ー
プ
ゲ

ー
ム
﹂︵
複
数
の
相
手
が
同
時
に
攻
め
て
来
る
状
況
を
切
り

抜
け
る
ゲ
ー
ム
︶
で
套
路
練
習
を
補
っ
て
や
る
必
要
が
あ
る
︒

9　
逆
に
︑
複
数
の
敵
が
い
る
場
合
に
は
有
効
で
は
な
い
技
と
し

て
︑
山
田
︵
二
〇
一
三
︶
は
寝
技
を
挙
げ
る
︒
敵
の
一
人
に

寝
技
を
か
け
た
な
ら
︑
自
分
自
身
も
動
け
な
く
な
っ
て
し
ま

い
︑
他
の
敵
に
対
し
て
は
無
防
備
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で

あ
る
︒
柔
道
や
グ
レ
イ
シ
ー
柔
術
の
よ
う
な
寝
技
を
陳
氏
太

極
拳
が
持
た
な
い
の
は
︑
こ
の
よ
う
な
理
由
の
た
め
と
推
測

で
き
る
︒

10　

笠
尾
に
よ
れ
ば
︑
三
十
二
勢
に
含
ま
れ
る
﹁
倒と
う

挿そ
う

勢せ
い
﹂
は
︑

﹁
相
手
が
前
に
出
よ
う
と
し
た
そ
の
一
瞬
を
と
ら
え
︑
背
中

ま
わ
り
に
身
を
転
じ
て
す
れ
ち
が
い
ざ
ま
に
打
つ
﹂︵
笠
尾
︑

一
九
九
四
：
三
一
六
︶
動
作
で
あ
る
点
で
︑
陳
氏
太
極
拳
の

玉
女
穿
俊
と
共
通
し
て
い
る
︒

11　
伝
統
的
な
陳
氏
太
極
拳
は
武
術
と
養
生
術
の
二
点
で
現
実
に

開
か
れ
て
い
る
が
︑
太
極
拳
の
近
代
化
と
大
衆
化
の
過
程
で
︑

武
術
的
側
面
は
国
家
政
策
に
よ
り
抑
圧
さ
れ
て
き
た
︵
李
︑

一
九
九
二
／
笠
尾
︑
二
〇
〇
四
︶︒
現
代
は
︑
太
極
拳
を
も

っ
ぱ
ら
養
生
術
と
し
て
指
導
し
︑
武
術
の
指
導
は
行
わ
な
い

教
室
も
多
い
が
︑
筆
者
の
調
査
し
た
京
都
の
S
流
と
マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
の
C
太
極
拳
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に
︑
養
生
術
ク
ラ

ス
︵
比
較
的
高
齢
の
女
性
が
多
い
︶
と
︑
武
術
ク
ラ
ス
︵
比

較
的
年
少
の
男
性
が
多
い
︶
に
分
け
て
指
導
す
る
教
室
も
あ

る
︵
倉
島
︑
二
〇
〇
七
︑
二
〇
一
二
︑
二
〇
一
六
a
︶︒

12　
た
だ
し
︑
太
極
拳
の
練
習
方
法
の
な
か
に
は
︑
ス
ポ
ー
ツ
競

技
化
し
た
も
の
も
あ
る
︒
一
人
で
行
う
套と
う
路ろ

と
い
う
練
習
方

法
は
︑
表
演
競
技
︵
型
の
美
し
さ
や
正
確
さ
を
競
う
︶
と
し

て
採
点
ス
ポ
ー
ツ
化
し
︑
他
方
で
︑
相
手
と
向
か
い
合
う
練

習
方
法
は
︑
推
手
競
技
︵
相
撲
の
よ
う
に
押
し
合
う
競
技
︶

や
散
手
競
技
︵
ボ
ク
シ
ン
グ
の
よ
う
に
打
ち
合
う
競
技
︶
と

し
て
格
闘
ス
ポ
ー
ツ
化
し
た
︒

13　
こ
こ
で
い
う
﹁
現
実
的
﹂
と
は
︑
実
現
可
能
性
が
高
い
と
い

う
意
味
で
も
︑
科
学
的
合
理
性
に
か
な
う
と
い
う
意
味
で
も

な
く
︑
時
空
間
内
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
現
実
の
人
生
・
社

会
・
世
界
に
属
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
︒
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1
写
真
映
像
と
日
常

現
代
に
お
い
て
我
々
は
写
真
映
像
に
取
り
巻
か
れ
た
環
境

で
生
活
し
て
い
る
︒
そ
の
こ
と
は
ほ
ぼ
意
識
に
上
ら
な
い
く

ら
い
で
あ
る
︒
試
し
に
今
朝
目
覚
め
て
か
ら
目
に
し
た
写
真

に
つ
い
て
思
い
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
︒
あ
る
人
は
新
聞
に

掲
載
さ
れ
た
犯
罪
や
事
故
の
現
場
の
写
真
や
そ
の
容
疑
者
や

政
治
家
な
ど
著
名
人
の
顔
写
真
な
ど
を
見
た
か
も
し
れ
な
い
︒

そ
れ
は
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
で
も
同
様
で
あ
る
が
︑
さ
ら
に
は

付
帯
し
た
広
告
の
写
真
を
見
た
か
も
し
れ
な
い
︒
ま
た
あ
る

方
は
S

N
S
で
誰
か
が
ア
ッ
プ
し
た
写
真
を
目
に
し
た
か
も

し
れ
な
い
し
︑
あ
る
い
は
通
勤
や
通
学
な
ど
の
途
中
で
電
車

や
バ
ス
の
中
吊
り
広
告
や
道
路
や
駅
の
看
板
な
ど
に
使
わ
れ

た
写
真
を
見
た
か
も
し
れ
な
い
︒
ラ
ン
チ
時
に
メ
ニ
ュ
ー
の

写
真
を
見
て
何
を
食
べ
る
か
を
決
め
た
方
も
い
た
だ
ろ
う
︒

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
日
常
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
︑
す

で
に
写
真
を
見
て
い
る
と
い
う
感
覚
で
は
な
く
︑
風
景
の
一

部
の
よ
う
に
自
動
化
し
た
認
知
を
し
︑
い
ち
い
ち
気
に
と
め

る
こ
と
な
く
や
り
過
ご
し
て
い
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
︒
そ
の

よ
う
に
写
真
は
我
々
の
日
常
に
侵
入
し
生
活
環
境
の
一
部
と

化
し
て
い
る
︒
つ
ま
り
我
々
は
意
識
す
る
し
な
い
に
か
か
わ

ら
ず
︑
日
常
に
現
れ
る
写
真
を
読
み
︑
そ
の
意
味
を
理
解
し

適
切
な
反
応
に
よ
り
滞
り
な
く
生
活
を
送
っ
て
い
る
︒
と
き

た
ま
違
和
感
を
覚
え
る
写
真
に
出
く
わ
す
こ
と
が
あ
る
が
︑
そ

の
よ
う
な
違
和
感
を
覚
え
さ
せ
る
素
地
と
な
る
写
真
の
基
本

的
な
文
法
の
よ
う
な
も
の
を
ど
こ
か
で
教
わ
っ
た
わ
け
で
は

な
く
︑
な
ん
と
な
く
あ
る
い
は
そ
の
写
真
の
ズ
レ
具
合
に
応

じ
て
明
確
に
そ
の
違
和
感
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
︒

哲
学
者
の
ヴ
ィ
レ
ム
・
フ
ル
ッ
サ
ー
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
︒

私
た
ち
は
写
真
の
宇
宙
の
住
人
と
し
て
︑
写
真
に
慣
れ

親
し
ん
で
い
ま
す
︒
写
真
は
︑
私
た
ち
に
と
っ
て
日
常
的

な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
︒
私
た
ち
は
も
は
や
ほ
と
ん
ど

の
写
真
に
気
づ
く
こ
と
さ
え
あ
り
ま
せ
ん
︒
な
ぜ
な
ら
︑
周

囲
に
あ
る
す
べ
て
の
日
常
的
な
も
の
が
見
過
ご
さ
れ
て
し

ま
う
よ
う
に
︑
ほ
と
ん
ど
の
写
真
は
日
常
性
に
覆
わ
れ
て

い
る
か
ら
で
す
︒
そ
し
て
︑
周
囲
で
変
化
す
る
も
の
だ
け

が
気
づ
か
れ
ま
す
︒
変
化
は
情
報
を
与
え
ま
す
が
︑
日
常

的
な
も
の
は
余
剰
な
も
の
で
す
︒
な
に
よ
り
も
私
た
ち
を

取
り
囲
ん
で
い
る
の
は
余
剰
な
写
真
で
す1

︒

我
々
は
言
葉
の
よ
う
に
日
常
的
に
写
真
に
触
れ
︑
写
真
を

扱
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
︑
国
語
や
英
語
を
学
ぶ
よ
う
に
は

日
本
で
は
写
真
と
い
う
も
の
を
義
務
教
育
な
ど
で
一
律
に
学

ぶ
機
会
は
な
い
︒
そ
れ
は
教
え
る
必
要
な
ど
な
い
も
の
︑
自

明
で
誰
で
も
扱
い
得
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
︒

2
写
真
と
身
心
変
容

﹁
写
真
と
身
心
変
容
﹂︒
一
見
す
る
と
関
連
す
る
こ
と
の
少

な
い
よ
う
な
取
り
合
わ
せ
で
あ
る
︒﹁
写
真
﹂
は
静
止
画
で
あ

写
真
と
身
心
変
容　
　

第
四
部
❖
芸
術
・
武
術
と
い
う
ワ
ザ
学

勝
又
公
仁
彦

京
都
造
形
芸
術
大
学
准
教
授
・
美
術
家
・
写
真
家
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り
通
常
想
わ
れ
る
よ
う
な
﹁
身
心
﹂
を
欠
い
て
い
る
上
に
︑

﹁
変
容
﹂
す
る
と
し
た
ら
時
間
に
伴
う
漸
進
的
︑
物
質
的
な
変

化
や
劣
化
や
消
失
あ
る
い
は
災
害
な
ど
に
よ
る
急
激
な
そ
れ

だ
ろ
う
か
︒
近
年
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
物
質
性
を
持
た

な
い
写
真
︑
画
像
と
し
て
の
写
真
の
ほ
う
が
大
勢
を
占
め
て

い
る
︒
そ
の
よ
う
な
中
で
﹁
写
真
と
身
心
変
容
﹂
を
考
え
て
み

る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
︒

ま
ず
こ
こ
で
い
う
と
こ
ろ
の
﹁
写
真
﹂
と
は
何
を
指
し
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
︒
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る

こ
と
と
し
て
は
︑

1
﹁
写
真
﹂
に
あ
ら
わ
れ
た
画
像
に
関
す
る
こ
と
か

2
﹁
写
真
﹂
に
撮
ら
れ
る
者
の
身
心
の
こ
と
か

3
﹁
写
真
﹂
を
撮
る
者
の
身
心
の
こ
と
か

4
﹁
写
真
﹂
を
見
る
者
の
身
心
の
こ
と
か

5
﹁
写
真
﹂
を
制
作
ま
た
は
製
造
す
る
者
の
身
心
の
こ
と
か

6
﹁
写
真
﹂
を
構
想
す
る
者
の
身
心
の
こ
と
か

7
﹁
写
真
﹂
に
つ
い
て
思
考
す
る
者
の
身
心
の
こ
と
か

8
﹁
写
真
﹂
に
つ
い
て
話
し
あ
る
い
は
書
く
者
の
身
心
の
こ

と
か

と
ざ
っ
と
思
い
つ
く
だ
け
で
も
こ
れ
だ
け
の
こ
と
が
あ
る
︒
こ

の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
重
な
り
あ
い
︑
場
合
に
よ
っ
て
そ
の

立
場
を
変
え
る
な
ど
し
て
相
互
に
関
係
し
あ
い
つ
つ
﹁
写
真
﹂

に
ま
つ
わ
る
現
象
と
言
説
を
か
た
ち
作
っ
て
い
る
︒

例
え
ば
︑
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
施
療
院
で
の

シ
ャ
ル
コ
ー
ら
の
実
験
と
そ
の
写
真
記
録
に
よ
る
﹃
サ
ル
ペ

ト
リ
エ
ー
ル
写
真
図
像
集
﹄
の
研
究
な
ど
は
上
記
の
1
︑
2
︑

3
︑
お
よ
び
7
に
関
連
し
て
い
る
だ
ろ
う
︵
図
1
︶︒

3
「
演
技
」す
る
身
心

サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
施
療
院
は
ル
イ
一
四
世
が
一
六
五
六

年
に
開
設
し
た
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
療
養
所
を
前
身
と
し
た

施
設
で
︑
そ
も
そ
も
精
神
障
害
者
や
犯
罪
者
︑
て
ん
か
ん
患

者
や
浮
浪
者
な
ど
の
貧
民
を
拘
束
し
て
お
く
場
所
で
も
あ
り

売
春
婦
を
収
容
す
る
刑
務
所
で
も
あ
っ
た
︒
一
九
世
紀
初
頭

に
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ピ
ネ
ル
に
よ
っ
て
暴
力
的
な
閉
鎖
病
棟
の

処
置
が
人
道
的
に
改
善
さ
れ
た
と
は
い
え
︑
一
九
世
紀
末
の

数
十
年
間
︑﹁
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
﹂
に
最
も
近
い
時
期
の
パ
リ

で
四
〇
〇
〇
人
も
の
女
性
た
ち
が
監
禁
さ
れ
て
い
た
場
所
で

あ
る
︒
そ
の
ピ
ネ
ル
の
後
を
引
き
継
い
だ
ジ
ャ
ン
＝
マ
ル
タ

ン
・
シ
ャ
ル
コ
ー
の
催
眠
実
験
な
ど
を
記
録
し
た
も
の
が
﹃
サ

ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
写
真
図
像
集
﹄
で
あ
る
︒
現
代
フ
ラ
ン
ス

の
美
学
者
で
写
真
に
つ
い
て
の
論
稿
も
多
い
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・

デ
ィ
デ
ィ
＝
ユ
ベ
ル
マ
ン
な
ど
は
そ
れ
を
元
に
﹃
ヒ
ス
テ
リ

ー
の
発
明
﹄
と
い
う
精
神
医
学
と
写
真
あ
る
い
は
イ
メ
ー
ジ

と
の
関
連
に
つ
い
て
の
著
作
を
も
の
し
て
い
る
︒
こ
れ
は
彼

の
処
女
作
で
あ
り
︑
そ
の
後
の
イ
メ
ー
ジ
研
究
が
こ
の
事
例

へ
の
批
判
的
な
考
察
を
元
に
開
始
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
興
味
深
い
︒
シ
ャ
ル
コ
ー
の
臨
床
実
験
は
﹁
火
曜
講
義
﹂

と
い
う
教
育
活
動
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
た
︒
そ
の
講
義
を

聴
く
た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
か
ら
医
学
生
た
ち
が
集
ま
り
︑
そ

の
中
に
は
若
き
日
の
ジ
ー
グ
ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
も
い
た
︒

サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
の
ヒ
ス
テ
リ
ー
患
者
た
ち
が
み
ず
か

ら
の
身
体
に
よ
っ
て
人
目
に
さ
ら
し
た
も
の
は
︑
医
師
と

患
者
の
常
識
を
越
え
た
共
謀
関
係
に
基
づ
い
て
い
る
︒
欲

望
の
︑
視
線
の
︑
知
識
の
あ
い
だ
に
取
り
む
す
ば
れ
る
関

係
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る2

︒

こ
の
よ
う
な
瞬
間
的
な
科
学
写
真
の
定
着
が
可
能
に
な
っ

た
の
は
︑
そ
れ
ま
で
の
コ
ロ
ジ
オ
ン
湿
版
法
な
ど
に
代
わ
る

乾
版
の
発
明
に
も
よ
る
︒
そ
の
よ
う
に
写
真
に
お
け
る
技
術

史
技
法
史
と
の
関
連
と
い
う
方
向
か
ら
見
て
い
く
こ
と
も
可

能
に
な
る
が
こ
こ
で
は
追
わ
な
い
︒
と
は
い
え
︑
現
在
の
撮

影
の
ス
ピ
ー
ド
と
比
べ
れ
ば
は
る
か
に
長
い
時
間
を
か
け
な

け
れ
ば
一
カ
ッ
ト
を
撮
影
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
も

注
意
を
払
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
︒
つ
ま
り
は
そ
ん
な
に
簡

単
に
は
﹁
瞬
間
﹂
を
撮
り
お
さ
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
時
代

だ
っ
た
の
だ
︵
エ
ド
ワ
ー
ド
・
マ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
に
よ
る
走
る
馬
の

高
速
度
撮
影
が
成
功
し
た
の
が
一
八
七
七
年
︶︒

﹃
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
写
真
図
像
集
﹄
の
内
容
は
︑
精
神
疾

図１　『サルペトリエール写真図像集』より　撮影：アルベール・ロンド他、1880年代
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患
の
患
者
の
様
々
な
状
態
を
写
真
に
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
︒

当
時
は
そ
の
写
真
か
ら
さ
ら
に
絵
画
や
版
画
に
起
こ
さ
れ
︑
翻

案
さ
れ
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
流
布
し
て
い
っ
た
︒

そ
こ
で
は
医
師
や
学
生
に
よ
っ
て
見
ら
れ
る
︑
あ
る
い
は
写

真
に
撮
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
医
師
と
患
者
と
の
共
犯
関

係
が
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
︒
そ
の
異
常
な
状
態
を
見

る
側
の
期
待
に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
演
劇
的
︑
絵
画
的
︑
映

像
的
に
発
生
さ
せ
て
し
ま
う
身
体
と
意
識
の
在
り
様
が
見
て

取
れ
る
︑
と
い
う
も
の
だ
︒
つ
ま
り
病
め
る
身
体
が
写
真
に

記
録
さ
れ
る
こ
と
で
︑
自
ら
が
見
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と

を
︑
し
か
も
そ
れ
が
何
度
で
も
見
ら
れ
う
る
身
体
映
像
と
化

す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
意
識
し
︑
意
識
的
か
無
意
識
的

か
は
検
証
不
能
な
故
に
不
明
な
が
ら
自
ず
と
演
技
者
と
な
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
︒
記
録
写
真
あ
る
い
は
科
学
写
真
︑
医

療
写
真
と
い
う
客
観
的
な
記
述
の
ツ
ー
ル
の
結
果
の
は
ず
が
︑

被
写
体
／
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
者
が
い
つ
の
間
に
か
表
現
者
／

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
に
な
っ
て
い
く
の
だ
︒

今
日
わ
れ
わ
れ
に
︑﹃
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
写
真
図
像

集
﹄
が
残
さ
れ
て
い
る
︒
す
べ
て
が
そ
こ
に
あ
る
︱
ポ

ー
ズ
︑
発
作
︑
叫
び
︑﹁
熱
情
的
態
度
﹂︑﹁
苦
悩
﹂︑﹁
恍

惚
﹂︑
あ
ら
ゆ
る
錯
乱
の
姿
態
︒
写
真
の
も
た
ら
す
シ
チ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
︑
ヒ
ス
テ
リ
ー
の
幻
影
と
知
の
幻
影
と
の

絆
を
理
想
的
に
結
晶
さ
せ
た
が
ゆ
え
に
︑
す
べ
て
が
そ
こ

に
有
る
よ
う
に
見
え
る
︒
呪
縛

0

0

の
相
互
作
用
が
定
着
し
た

の
だ
︒
す
な
わ
ち
︑﹁
ヒ
ス
テ
リ
ー
﹂
の
映
像
を
飽
か
ず
求

め
つ
づ
け
る
医
師
た
ち
︱
従
順
に
身
体
の
演
劇
性
を
増

幅
し
て
い
く
ヒ
ス
テ
リ
ー
患
者
た
ち
︒
こ
う
し
て
ヒ
ス
テ

リ
ー
の
臨
床
医
学
は
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
に
な
っ
た
︒︿
ヒ
ス
テ

リ
ー
の
発
明
﹀
だ
︒
そ
れ
は
暗
々
裡
に
︑
芸
術
に
も
比
す

べ
き
も
の
に
自
ら
を
同
一
化
し
て
い
っ
た
︒
演
劇
や
絵
画

と
も
紛
う
も
の
に
︒

だ
が
︑
絶
え
ず
増
幅
し
て
い
く
呪
縛
の
運
動
は
︑
つ
ぎ

の
よ
う
な
逆
説
的
状
況
を
生
み
出
し
た
︒
つ
ま
り
︑
ヒ
ス

テ
リ
ー
患
者
が
つ
ね
に
再
び
発
明
し
映
像
化
す
べ
く
︑
好

き
勝
手
に
身
を
委
ね
る
に
つ
れ
て
︑
い
わ
ば
ひ
と
つ
の
悪

弊
が
進
行
し
て
い
っ
た
︒
あ
る
時
︑
呪
縛
は
破
綻
し
︑
合

意
が
憎
し
み
へ
と
転
換
す
る
︒
問
わ
れ
る
べ
き
は
こ
の
転

換
で
あ
る
︒

フ
ロ
イ
ト
は
ヒ
ス
テ
リ
ー
の
こ
の
巨
大
な
監
禁
場
と
映

像
の
製
作
に
︑
証
人
と
し
て
立
ち
会
い
︑
当
惑
し
て
し
ま

っ
た
︒
彼
の
こ
の
当
惑
は
︑
精
神
分
析
の
創
始
に
あ
た
っ

て
価
値
な
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う3

︒

写
真
に
撮
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
た
か
も
そ
れ
が

事
実
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
証
拠
づ
け
る
と
い
う
素
朴
な
明

証
性
へ
の
信
仰
と
い
っ
て
も
い
い
態
度
が
こ
の
よ
う
な
写
真

を
﹁
科
学
﹂
の
名
の
下
に
事
実
あ
る
い
は
真
実
の
姿
と
し
て

流
通
さ
せ
て
い
っ
た
︒
こ
こ
で
は
古
典
的
な
科
学
写
真
を
例

に
あ
げ
た
が
︑﹁
演
技
﹂
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
精
神
疾
患
の
あ

る
方
々
に
限
ら
な
い
︒

ポ
ー
ズ
す
る

0

0

0

0

0

と
は
︑
あ
る
瞬
間
︑
撮
影
の
瞬
間
へ
の
期

待
で
あ
り
︑
そ
れ
が
﹁
良
き
﹂
瞬
間
で
あ
る
は
ず
だ
と
い

う
こ
と
以
外
ほ
と
ん
ど
何
も
わ
か
ら
な
い
︒
そ
れ
は
非
常

に
単
純
で
非
常
に
曖
昧
な
︑
あ
る
切
迫
感

0

0

0

の
よ
う
な
も
の

だ
︒
あ
る
瞬
間
に
自
分
に
似
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う

切
迫
感
で
あ
る
︒
そ
の
瞬
間
は
来
る
だ
ろ
う
︑
し
か
し
つ

ね
に
︑
い
ま
さ
っ
き
の
と
こ
ろ
か
︑
あ
と
ち
ょ
っ
と
の
と

こ
ろ
か
︑
つ
ね
に
遅
す
ぎ
る
か
早
す
ぎ
る
か
ど
ち
ら
か
の

危
険
を
伴
っ
て
で
あ
る
︒
自
分
自
身
に
似
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
と
い
う
義
務
感
は
︑
映
像
へ
と
身
が
ま
え
た
作
為
的
な

身
体
の
請
求
に
す
み
や
か
に
取
っ
て
か
わ
る
︒
ポ
ー
ズ
す

る
と
は
︑
ス
ペ
ア
の
身
体
と
い
う
類
似
性
の
未﹅

来﹅

の﹅

残﹅

余﹅

の
場
を
︑
心
な
ら
ず
も
捏
造
す
る
こ
と
と
な
る
︒
こ
の
意

味
で
︑
ポ
ー
ズ
す
る
と
は
﹁
死
の
極
小
体
験
﹂
で
あ
る
︒
私

が
ポ
ー
ズ
す
る
と
き
︑
な
る
ほ
ど
﹁
私
は
ま
さ
し
く
幽

ス
ペ
ク
ト
ル霊

に
な
り
﹂︑
撮
影
さ
れ
る
も
の
と
し
て
︑
私
は
幽
霊
と
な
っ

て
舞
い
戻
る
自
分
を
待
機
す
る
こ
と
に
な
る4

︒

写
真
に
撮
ら
れ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
と
き
に
誰
も
が

少
な
か
ら
ず
と
っ
て
し
ま
う
何
ら
か
の
ポ
ー
ズ
︒
そ
れ
は
身

体
と
意
識
の
両
方
に
わ
た
る
ポ
ー
ズ
で
あ
る
と
き
も
あ
れ
ば

身
体
だ
け
あ
る
い
は
意
識
だ
け
の
場
合
︑
あ
る
い
は
そ
の
両

者
の
間
で
の
強
弱
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
れ
ど
︑
誰
に
で

も
当
て
は
ま
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
こ
の
こ
と
は
写

真
論
の
古
典
で
あ
る
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
の
﹃
明
る
い
部
屋
︱

写
真
に
つ
い
て
の
覚
書
﹄
に
も
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
︒
ユ
ベ
ル
マ
ン
の
記
述
は
明
ら
か
に
こ
の
バ
ル
ト
の
論
考

を
下
敷
き
に
し
て
い
る
︒

私
は
写
真
が
三
つ
の
実
践
︵
三
つ
の
感
動
︑
三
つ
の
志
向
︶

の
対
象
と
な
り
う
る
こ
と
に
注
目
し
た
︒
す
な
わ
ち
︑
撮

る
こ
と
︑
撮
ら
れ
る
こ
と
︑
眺
め
る
こ
と
で
あ
る
︒
こ
こ

で
﹁
撮
影
者
﹂
と
い
う
の
は
︑
職
業
的
な
﹁
写
真
家
﹂
の

こ
と
で
あ
る
︒﹁
観
客
﹂
と
い
う
の
は
︑
新
聞
︑
書
物
︑
ア

ル
バ
ム
︑
記
録
資
料
保
管
所
な
ど
で
数
多
く
の
写
真
に
接

す
る
わ
れ
わ
れ
す
べ
て
の
こ
と
で
あ
る
︒
そ
し
て
撮
影
さ

れ
た
人
物
や
事
物
と
い
う
の
は
︑
標
的
で
あ
り
︑
指
向
対

象
で
あ
り
︑
一
種
の
小
さ
な
模
像
で
あ
り
︑
対
象
か
ら
発

し
た
一
種
の
分エ

イ

ド

ロ

ン

身
＝
生
霊
で
あ
る
︒
私
は
そ
れ
を
︑
す
す

ん
で
﹁
写
真
﹂
の
﹁
幻
像
﹂︵Spectrum

︶
と
呼
ぶ
こ
と
に

し
た
い
︒
と
い
う
の
も
︑spectrum

と
い
う
ラ
テ
ン
語
は
︑

そ
の
語
根
に
よ
っ
てspectacle

︵
見
世
物
︶
と
い
う
語
と
関

連
を
保
ち
続
け
︑
し
か
も
そ
の
う
え
︑
あ
ら
ゆ
る
写
真
に
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含
ま
れ
て
い
る
あ
の
少
し
ば
か
り
恐
ろ
し
げ
な
も
の
︑
つ

ま
り
死
者
の
再
来
＝
幽
霊
を
も
指
す
か
ら
で
あ
る5

︒

こ
の
撮
影
者
と
被
写
体
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
ま
た
後
に

見
る
こ
と
と
す
る
︒
こ
こ
で
は
人
物
が
被
写
体
と
な
っ
た
﹁
科

学
写
真
﹂
を
例
に
挙
げ
た
が
︑
一
口
に
写
真
と
言
っ
て
も
様
々

な
わ
け
で
︑
こ
の
よ
う
に
被
写
体
や
そ
の
機
能
に
よ
っ
て
も

細
分
化
さ
れ
る
︒
例
え
ば
︑
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
︵
肖
像
写
真
︶
や

建
築
写
真
︑
商
業
写
真
あ
る
い
は
ネ
ー
チ
ャ
ー
フ
ォ
ト
な
ど
︒

ネ
ー
チ
ャ
ー
フ
ォ
ト
と
言
っ
て
も
山
岳
写
真
と
動
物
写
真
で

は
撮
り
方
も
見
る
も
の
の
興
味
や
評
価
軸
も
違
う
し
︑
科
学

写
真
で
も
顕
微
鏡
写
真
と
天
文
学
の
写
真
と
で
は
そ
の
客
観

的
な
観
察
や
記
録
な
ど
と
い
う
共
通
項
も
あ
り
つ
つ
も
︑
そ

の
細
部
や
受
容
層
は
か
な
り
違
う
︒
そ
れ
ら
が
す
べ
て
﹁
写

真
﹂
と
い
う
一
言
で
く
く
ら
れ
る
の
を
見
る
と
き
︑
そ
の
あ

ま
り
の
茫
洋
た
る
有
様
に
呆
然
と
し
て
し
ま
う
く
ら
い
で
あ

る
︒
こ
こ
で
は
先
に
挙
げ
た
そ
の
す
べ
て
を
検
証
し
て
い
く

紙
幅
は
な
い
の
で
︑
そ
れ
ら
の
一
部
に
つ
い
て
見
て
い
き
た

い
︒
特
に
私
は
い
わ
ゆ
る
研
究
者
で
は
な
く
写
真
を
撮
影
し

て
発
表
す
る
こ
と
が
中
心
の
作
家
で
あ
る
た
め
︑
ま
ず
は
撮

る
側
の
身
心
か
ら
考
え
て
い
く
が
︑
そ
う
い
う
わ
け
で
学
問

的
な
裏
付
け
な
ど
は
何
も
な
い
話
に
な
る
こ
と
を
先
に
述
べ

て
お
く
︒

4
「
カ
メ
ラ
マン
／
写
真
家
」と
し
て
の
身
心

多
く
の
現
代
人
は
好
む
と
好
ま
な
い
と
に
か
か
わ
ら
ず
︑
ま

た
そ
の
量
の
多
寡
を
問
わ
ず
写
真
を
撮
る
機
会
が
あ
る
か
と

思
う
が
︑
そ
の
専
門
家
と
目
さ
れ
て
い
る
写
真
家
も
し
く
は

カ
メ
ラ
マ
ン
に
は
ど
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ

う
か
︒
ま
た
カ
メ
ラ
マ
ン
と
写
真
家
と
い
う
名
称
の
違
い
は

ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
︒
例
え
ば
︑
広
告
や
雑
誌
や

営
業
写
真
な
ど
の
商
業
写
真
を
撮
影
す
る
者
が
カ
メ
ラ
マ
ン
︑

そ
の
よ
う
な
商
業
的
な
外
部
か
ら
の
依
頼
で
は
な
く
自
発
的

に
作
品
制
作
と
発
表
を
す
る
者
を
写
真
家
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
︒
同
一
の
個
人
が
︑
あ
る
と
き
は
依
頼

仕
事
を
受
注
す
る
カ
メ
ラ
マ
ン
と
な
り
︑
あ
る
と
き
は
作
品

を
自
発
的
に
発
表
す
る
写
真
家
と
も
な
り
う
る
し
︑
依
頼
仕

事
で
撮
影
し
た
写
真
が
作
品
と
し
て
発
表
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
︒
ま
た
ア
マ
チ
ュ
ア
と
プ
ロ
と
い
う
境
界
も
非
常
に
曖
昧

で
︑
特
に
戦
前
戦
後
の
日
本
の
ピ
ク
ト
リ
ア
リ
ズ
ム
や
新
興

写
真
を
支
え
た
写
真
家
た
ち
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
マ
チ
ュ

ア
で
あ
っ
た
し
︑
世
界
に
目
を
向
け
て
み
て
も
ユ
ジ
ェ
ー
ヌ
・

ア
ジ
ェ
や
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
ン
リ
・
ラ
ル
テ
ィ
ー
グ
の
よ
う
に

写
真
家
と
い
う
自
己
認
識
が
ほ
ぼ
な
い
ま
ま
に
撮
り
続
け
て

い
た
写
真
が
専
門
家
に
よ
り
﹁
発
見
﹂
さ
れ
︑
制
度
の
側
か

ら
の
評
価
を
得
る
と
い
う
こ
と
は
往
々
に
し
て
あ
る
こ
と
で

あ
る
︒写

真
家
と
言
え
ば
︑
職
業
と
し
て
写
真
を
撮
っ
て
い
る

人
︑
つ
ま
り
︑
プ
ロ
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
が
ほ
と
ん
ど
だ

ろ
う
︒
し
か
し
︑﹁
写
真
作
家
﹂
は
写
真
作
品
を
つ
く
る
人

で
あ
っ
て
︑
必
ず
し
も
写
真
を
撮
る
こ
と
で
食
べ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
︒
ほ
か
の
ど
ん
な
仕
事
︱
そ
の
中
に
は
︑

写
真
教
育
に
携
わ
っ
て
い
る
人
も
含
ま
れ
る
︱
で
食
べ

て
い
よ
う
と
も
︑
作
品
が
評
価
さ
れ
て
い
る
な
ら
︑
そ
の

人
は
写
真
作
家
と
名
乗
る
資
格
が
あ
る
︒

つ
ま
り
︑
写
真
作
家
と
い
う
存
在
は
︑
プ
ロ
／
ア
マ
チ

ュ
ア
と
い
う
区
分
け
に
は
な
じ
ま
な
い
︒
問
題
は
︑
そ
の

作
品
が
写
真
作
品
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
︒

し
た
が
っ
て
︑
依
頼
さ
れ
て
撮
影
し
た
写
真
は
︑
通
常
︑

写
真
作
家
の
﹁
作
品
﹂
と
は
見
な
さ
れ
な
い
︒
作
家
の
自

発
的
な
活
動
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
が
作
品
だ
と
い
う
こ
と

が
︑
前
提
に
あ
る
か
ら
だ
︒

だ
が
︑
商
業
的
な
目
的
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
が
︑﹁
作

品
﹂
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
︒
実
際
︑
写
真
史
を
振

り
返
っ
て
み
る
と
︑
名
作
と
さ
れ
て
き
た
写
真
の
多
く
が
︑

﹁
仕
事
﹂
と
し
て
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る6

︒

た
だ
し
近
年
の
研
究
に
よ
れ
ば
︑
ア
ジ
ェ
は
か
な
り
意
識

的
に
自
分
の
写
真
を
分
類
整
理
し
︑
図
書
館
や
博
物
館
に
販

売
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
︑
純
粋
な
ア
マ
チ

ュ
ア
と
は
言
い
が
た
く
︑
む
し
ろ
自
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企

画
し
撮
影
と
販
売
を
意
図
し
て
い
た
が
自
身
を
写
真
家
と
は

認
識
し
て
い
な
か
っ
た
︑
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
に
表
明
す
る

こ
と
が
な
か
っ
た
写
真
作
家
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
︒

し
か
し
今
ま
で
見
た
よ
う
に
様
々
な
側
面
で
写
真
を
分
類

す
る
こ
と
に
は
そ
も
そ
も
の
困
難
さ
が
伴
っ
て
い
る
︒
バ
ル

ト
は
前
掲
書
の
第
二
節
の
段
階
で
早
く
も
そ
の
こ
と
に
触
れ

て
い
る
︒

2　
分
類
し
が
た
い
﹁
写
真
﹂

い
っ
た
い
誰
に
導
い
て
も
ら
え
ば
よ
い
の
か
？

第
一
歩
か
ら
︑﹁
写
真
﹂
を
分
類
し
よ
う
と
す
る
第
一
歩

か
ら
︑﹁
写
真
﹂
は
逃
れ
去
っ
て
し
ま
う
︵
資コ
ル
プ
ス

料
体
を
構
成

し
よ
う
と
望
む
な
ら
︑
ど
う
し
て
も
分
類
し
︑
標
本
を
抽
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
︶︒
実
際
︑
現
に
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
﹁
写
真
﹂
の
区
分
は
︑
経
験
的
な
区
分
︵﹁
プ
ロ
﹂

／
﹁
ア
マ
チ
ュ
ア
﹂︶
か
︑
修
辞
学
的
な
区
分
︵﹁
風
景
﹂
／

﹁
静
物
﹂
／
﹁
肖
像
﹂
／
﹁
ヌ
ー
ド
﹂︶
か
︑
ま
た
は
美
学
的

な
区
分
︵﹁
写㆑
ア
リ
ス
ム

実
主
義
﹂
／
﹁
絵ピ
ク
ト
リ
ア
リ
ス
ム

画
主
義
﹂︶
で
あ
っ
て
︑
こ

れ
ら
の
区
分
は
︑
い
ず
れ
に
し
て
も
﹁
写
真
﹂
と
い
う
対

象
に
対
し
て
外
在
的
で
あ
り
︑
そ
の
本
質
と
は
無
関
係
で

あ
る7

︒
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そ
の
よ
う
な
認
識
を
前
提
と
し
な
が
ら
︑
意
図
的
な
粗
雑

さ
で
ま
ず
は
カ
メ
ラ
マ
ン
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
み
る
︒
大

衆
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
カ
メ
ラ
マ
ン
像
が
現
れ
て
い
る

例
と
し
て
こ
こ
で
は
ジ
ェ
イ
・
ロ
ー
チ
監
督
に
よ
る
映
画
﹃
オ

ー
ス
チ
ン
・
パ
ワ
ー
ズ
﹄
を
見
て
み
る
︒
マ
イ
ク
・
マ
イ
ヤ

ー
ズ
演
じ
る
主
人
公
の
オ
ー
ス
チ
ン
・
パ
ワ
ー
ズ
は
イ
ギ
リ

ス
の
M
I
6
と
思
し
き
組
織
の
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
・
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
・
マ
ン
な
の
だ
が
︑
表
向
き
の
職
業
は
カ
メ
ラ
マ
ン
と

い
う
設
定
の
よ
う
だ
︒
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
メ
ラ
マ
ン
で
専
用

の
ス
タ
ジ
オ
と
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
︑
か
な
り
の
売
れ
っ
子
の

よ
う
で
あ
る
︒
大
声
で
騒
々
し
く
モ
デ
ル
に
話
し
か
け
︑
フ

ァ
イ
ン
ダ
ー
を
覗
く
こ
と
も
な
く
︑
時
に
は
あ
ら
ぬ
方
向
に

レ
ン
ズ
を
向
け
た
り
︑
一
緒
に
ポ
ー
ズ
を
と
っ
た
り
映
り
込

ん
だ
り
寝
転
が
っ
た
り
︑
飛
び
回
っ
た
り
︑
モ
デ
ル
に
べ
っ

た
り
く
っ
つ
い
た
り
し
な
が
ら
撮
影
し
て
い
る
︒
騒
々
し
く
︑

パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
に
振
る
舞
う
と
と
も
に
︑
映
さ
れ
る
対

象
の
人
物
の
身
心
を
活
性
化
し
勇
気
づ
け
る
コ
ー
チ
の
よ
う

な
存
在
と
し
て
︑
ま
た
い
さ
さ
か
怪
し
げ
で
軽
薄
で
誘
惑
的

な
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
︒

こ
う
い
っ
た
カ
メ
ラ
マ
ン
像
と
い
う
の
は
例
え
ば
当
の
オ

ー
ス
テ
ィ
ン
・
パ
ワ
ー
ズ
が
冷
凍
保
存
か
ら
再
生
す
る
以
前

に
活
躍
し
て
い
た
と
い
う
設
定
の
時
代
で
あ
る
一
九
六
〇
年

代
に
制
作
さ
れ
た
︑
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
ー
ニ

監
督
に
よ
る
一
九
六
七
年
の
映
画
﹃
欲
望
﹄
の
ポ
ス
タ
ー
に

も
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
︑
撮
り
な
が
ら
︑
被
写
体
を

見
な
が
ら
も
︑
自
ら
見
ら
れ
る
身
体
と
し
て
表
象
さ
れ
る
に

あ
た
り
︑
自
身
の
身
体
性
を
強
く
意
識
し
た
カ
メ
ラ
マ
ン
の

ポ
ー
ジ
ン
グ
と
い
う
の
が
見
ら
れ
る
か
と
思
う
︵
図
2
︶︒
そ

う
い
っ
た
カ
メ
ラ
マ
ン
像
と
い
う
も
の
が
︑
メ
デ
ィ
ア
の
中

で
増
幅
さ
れ
て
い
き
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
︒

同
様
に
写
真
家
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
て
い
る
人
の
ほ
う
が
大
多
数
で
あ
ろ
う
︒
前
述
し
た
よ
う

に
写
真
家
と
カ
メ
ラ
マ
ン
の
違
い
︑
さ
ら
に
加
え
れ
ば
フ
ォ

ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
と
い
っ
た
呼
び
名
で
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
変
化

も
一
般
的
に
は
区
別
が
つ
い
て
い
な
い
こ
と
と
想
定
さ
れ
る
︒

荒
木
経
惟
や
篠
山
紀
信
や
加
納
典
明
な
ど
マ
ス
コ
ミ
に
多
く

登
場
す
る
タ
イ
プ
の
写
真
家
の
見
え
方
と
い
う
の
は
先
ほ
ど

の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
た
カ
メ
ラ
マ
ン
像
と
ほ
ぼ
近
く
︑

そ
れ
ゆ
え
に
ま
た
マ
ス
コ
ミ
も
安
心
し
て
彼
ら
を
メ
デ
ィ
ア

に
取
り
上
げ
そ
の
大
衆
的
イ
メ
ー
ジ
を
再
生
産
す
る
︒
ど
こ

か
し
ら
秩
序
破
壊
的
で
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
的
な
要
素
が
あ
り
︑

パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
に
振
る
舞
い
︑
一
般
社
会
の
規
範
か
ら

半
歩
ほ
ど
ズ
レ
て
い
る
が
故
に
時
と
し
て
警
句
を
発
し
︑
時

と
し
て
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
存
在
と
し
て
︒
そ
れ
は
自
ら
を
演
技

者
と
し
て
カ
メ
ラ
や
観
客
を
意
識
し
た
身
心
の
操
作
を
可
能

に
す
る
メ
タ
ノ
イ
ア
的
志
向
の
持
ち
主
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
︒

5
演
技
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

そ
の
よ
う
に
表
現
者
が
自
身
を
他
者
か
ら
見
ら
れ
る
も
の

と
し
て
意
識
し
︑
表
象
化
し
て
き
た
例
は
絵
画
に
お
け
る
自

画
像
に
㴑
る
こ
と
が
で
き
る
が
︑
こ
こ
で
は
比
較
的
よ
り
客

観
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
光
学
的
な
映
像
に
限
定
し
て
み

て
い
く
こ
と
に
し
た
い
︒

こ
れ
は
一
八
四
〇
年
に
撮
影
さ
れ
た
﹃
溺
死
し
た
男
﹄
と

題
さ
れ
た
写
真
作
品
で
あ
る
︵
図
3
︶︒
一
見
す
る
と
裸
で
眠

っ
て
い
る
男
性
を
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
的
に
撮
影
し
た
だ
け

の
よ
う
だ
が
︑
実
は
こ
こ
に
写
っ
て
い
る
の
は
作
者
の
イ
ポ

リ
ッ
ト
・
バ
ヤ
ー
ル
そ
の
人
で
あ
り
︑
麦
わ
ら
帽
子
や
そ
の

他
の
小
道
具
も
彼
が
選
ん
で
配
置
し
撮
影
し
た
セ
ル
フ
ポ
ー

ト
レ
ー
ト
で
あ
る
︒
彼
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
写
真
を
撮
ろ
う

と
し
た
の
だ
ろ
う
か
︒

大
蔵
省
の
役
人
だ
っ
た
バ
ヤ
ー
ル
は
紙
陽
画
法
︵D

irect 

positive photography

︶
と
呼
ば
れ
る
写
真
術
を
発
明
し
一
八
三

九
年
の
初
め
に
展
示
公
開
し
て
い
た
︒
彼
は
そ
の
プ
ロ
セ
ス

を
公
式
な
場
で
発
表
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
︑
数
学
者
︑
物

理
学
者
で
当
時
下
院
議
員
で
も
あ
っ
た
実
力
者
の
フ
ラ
ン
ソ

図２　ミケランジェロ・アントニオーニ『欲
望』　1967年

図３　イポリット・バヤール『溺死した男』1840年
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ワ
・
ア
ラ
ゴ
ー
の
説
得
に
よ
り
発
表
を
延
期
し
た
︒
す
る
と

同
年
八
月
一
九
日
に
当
の
ア
ラ
ゴ
ー
が
バ
ヤ
ー
ル
の
方
法
と

は
別
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
の
発
明
者
ル
イ
・

ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
ン
デ
・
ダ
ゲ
ー
ル
を
伴
い
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

と
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
合
同
会
議
の
場
で
︑
ダ
ゲ
ー
ル
の
発

明
内
容
を
公
開
し
て
し
ま
っ
た
︒
こ
れ
に
よ
り
ダ
ゲ
レ
オ
タ

イ
プ
が
公
式
な
世
界
初
の
写
真
術
と
な
っ
た
︒
特
に
ダ
ゲ
レ

オ
タ
イ
プ
を
推
進
す
る
立
場
に
い
た
ア
ラ
ゴ
ー
に
よ
っ
て
政

治
的
な
圧
力
が
か
け
ら
れ
︑
バ
ヤ
ー
ル
の
発
見
は
公
衆
か
ら

遠
ざ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
︒
バ
ヤ
ー
ル
は
抗
議
し

た
が
︑
政
府
や
ア
カ
デ
ミ
ー
は
彼
の
発
明
を
黙
殺
︒
バ
ヤ
ー

ル
は
自
ら
を
入
水
自
殺
者
と
し
た
こ
の
写
真
を
撮
影
し
︑
抗

議
の
手
紙
と
と
も
に
フ
ラ
ン
ス
学
士
院
に
送
り
つ
け
た
の
で

あ
る
︒
こ
の
よ
う
に
写
真
史
の
最
初
期
に
は
す
で
に
今
で
い

う
演
出
写
真
は
作
ら
れ
︑
そ
の
被
写
体
は
作
家
本
人
で
あ
っ

た
︒
し
か
し
こ
こ
で
は
純
粋
な
表
現
と
し
て
の
演
技
と
い
う

よ
り
抗
議
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
に
止

ま
る
︒

次
に
見
て
い
く
の
は
よ
り
現
代
の
芸
術
に
結
び
つ
く
事
例

で
あ
る
︒
演
技
者
で
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
自
ら
を
見
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
︑
そ
れ
自
体
を
自
ら
の
作
品
と
す
る
︒

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
演
技
や
変
装
に
よ
り
心
身
変
容
す
る
︒

現
代
芸
術
の
父
で
あ
る
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
が
ヌ
ー
ド

に
よ
っ
て
人
類
の
男
系
の
祖
先
で
あ
る
ア
ダ
ム
に
な
り
︵
こ

れ
は
予
言
的
だ
︑
図
4
︶︑
次
の
作
品
で
は
︑
女
性
の
服
装
を

身
に
つ
け
︑
メ
イ
ク
を
す
る
こ
と
で
性
差
を
飛
び
越
え
た
変

身
を
実
現
し
﹁
ロ
ー
ズ
・
セ
ラ
ヴ
ィ
﹂
と
い
う
別
人
へ
と
変

容
す
る
︵
図
5
︶︒
撮
影
中
は
実
際
の
身
体
や
心
の
う
ち
に
何

ら
か
の
変
化
を
感
じ
た
だ
ろ
う
し
︑
撮
影
後
の
生
身
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
変
身
を
終
え
︑﹁
ロ
ー
ズ
・
セ
ラ
ヴ
ィ
﹂
か
ら
マ

ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
に
戻
っ
た
後
で
あ
っ
て
も
︑
写
真
の

図４　Marcel Duchamp and Man Ray 《Adam and Eve》 
1924-25
フランシス・ピカビアのバレエ「休演」の映画スケッチ。アダム
とイブに扮するマルセル・デュシャンとブローニア・パールムッ
ター（クラナッハに倣って）。撮影はマン・レイ

図５　《ローズ・セラヴィ／Rrose Sélavy》　1921年、撮影は
図４と同じくマン・レイ

（写真作品としてはともにマン・レイの作品だが、作品の記録
写真としては図4はピカビア、パフォーマンスとしてはマルセル・
デュシャンの作品、ということになろうか）

図６　アンディ・ウォーホル《Lady Warhol》
1981 Christopher Makos

図７　森村泰昌《たぶらかし　マルセル　
doublonnage　marcel》1988年

144

第四部 ❖芸術・武術というワザ学



中
で
は
永
遠
に
変
身
し
た
﹁
ロ
ー
ズ
・
セ
ラ
ヴ
ィ
﹂
で
あ
り

続
け
︑
事
後
的
に
自
ら
を
見
る
︑
あ
る
い
は
そ
れ
を
見
る
観

客
の
う
ち
に
変
身
と
越
境
︑
あ
る
い
は
逃
走
の
感
覚
を
覚
え

さ
せ
る
︒
と
同
時
に
一
度
何
か
に
変
身
し
た
人
間
は
そ
の
後

も
そ
の
変
身
の
記
憶
を
写
真
や
映
像
の
中
の
み
な
ら
ず
そ
の

者
の
身
心
自
体
に
留
め
︑
両
方
の
存
在
あ
る
い
は
複
数
の
存

在
と
し
て
常
に
あ
る
こ
と
へ
の
可
能
性
に
開
か
れ
た
自
在
さ

と
自
由
さ
を
獲
得
す
る
反
面
︑
分
裂
へ
の
危
機
に
直
面
し
続

け
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
さ
ら
に
こ
の
行
為

／
作
品
は
同
時
代
や
後
代
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
受
け
継
が
れ

て
い
く
︒
ダ
リ
や
岡
本
太
郎
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
振
る
舞

い
は
わ
か
り
や
す
い
例
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
︒
そ
の
一

方
で
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
作
品
の
制
作
を
放
棄
し
︑
後
年
の
﹁
沈

黙
﹂
の
時
期
に
突
入
し
て
い
く
︒
し
か
し
そ
れ
自
体
が
反
転

し
た
﹁
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
﹂
で
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
こ

と
が
﹃
遺
作
﹄
の
死
後
の
公
開
に
よ
り
︑
事
後
的
に
︵
デ
ュ

シ
ャ
ン
の
用
語
を
借
り
れ
ば
︶﹁
差
延
／
遅
延
﹂
を
伴
っ
て
明

ら
か
に
な
る
︵
図
6
︑
図
7
︶︒

6
時
代
を
画
す
る
身
体
と
写
真

そ
の
よ
う
な
作
家
自
身
に
よ
る
身
体
の
記
述
や
変
容
と
は

別
に
︑
時
代
を
画
す
る
よ
う
な
特
異
な
身
体
の
記
録
と
表
現

に
成
功
し
︑
写
真
史
／
芸
術
史
に
残
る
金
字
塔
を
打
ち
立
て

た
写
真
家
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
︒
そ
れ
は
細
江
英
公
の

仕
事
を
指
し
て
い
る
︒
こ
こ
で
い
う
特
異
な
身
体
と
は
舞
踏

家
の
土
方
巽
と
大
野
一
雄
︑
小
説
家
戯
曲
家
の
三
島
由
紀
夫

で
あ
る
︒
細
江
は
こ
の
戦
後
日
本
を
代
表
す
る
身
体
の
持
ち

主
で
あ
る
三
者
の
撮
影
に
よ
っ
て
︑
そ
の
中
で
も
特
に
一
九

六
〇
年
代
に
撮
影
し
発
表
さ
れ
た
土
方
巽
と
三
島
由
紀
夫
を

写
し
た
作
品
に
よ
っ
て
そ
の
評
価
を
キ
ャ
リ
ア
の
早
い
時
期

に
確
立
し
た
︒
そ
れ
は
土
方
巽
や
三
島
由
紀
夫
と
い
う
人
を

思
い
浮
か
べ
る
時
に
想
起
さ
れ
る
決
定
的
な
像
で
あ
り
︑
ま

さ
に
そ
の
被
写
体
の
﹁
イ
メ
ー
ジ
﹂
を
定
着
し
た
作
品
と
い

え
る
︵
図
8
～
図
10
︶︒

ま
ず
は
土
方
巽
に
つ
い
て
だ
が
︑
後
年
細
江
は
以
下
の
よ

う
に
述
懐
し
て
い
る
︒

私
に
と
っ
て
生
涯
の
友
と
な
っ
た
舞
踏
家
・
土
方
巽
と
の

出
会
い
は
︑
私
の
写
真
家
と
し
て
の
存
在
を
賭
け
る
重
要

な
事
件
と
い
っ
て
も
い
い
︒
土
方
巽
と
の
交
友
は
一
九
八

六
年
の
彼
の
死
ま
で
続
い
た
︒
彼
の
芸
術
家
と
し
て
の
存

在
は
私
の
写
真
に
と
っ
て
も
っ
と
も
大
き
な
刺
激
で
あ
り
︑

彼
の
肉
体
は
︑
私
の
写
真
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
被

写
体
で
あ
っ
た8

︒

し
か
し
出
会
っ
た
当
初
は
そ
の
よ
う
な
運
命
的
な
も
の
や
強

い
印
象
は
感
じ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
︒

一
九
五
五
年
く
ら
い
か
ら
時
々
遊
び
に
い
っ
て
い
た
目

黒
の
津
田
信
敏
舞
踊
研
究
所
で
元
藤
燁
子
さ
ん
や
研
究
所

の
方
々
を
撮
影
し
て
い
た
が
︑
あ
る
と
き
稽
古
場
の
奥
の

隅
の
ほ
う
に
眼
光
鋭
い
見
知
ら
ぬ
男
が
じ
っ
と
踊
り
の
稽

古
を
見
て
い
た
︒
ち
ょ
っ
と
紹
介
さ
れ
た
け
れ
ど
名
前
も

覚
え
て
い
な
か
っ
た
︒
そ
れ
は
一
九
五
八
年
の
秋
か
一
九

図8　細江英公《大野一雄》1960年

図9　細江英公《土方巽》1967年
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五
九
年
の
一
月
か
二
月
だ
っ
た
︒
そ
れ
が
土
方
巽
と
の
最

初
の
出
会
い
だ
っ
た9

︒

と
こ
ろ
が
そ
の
舞
台
を
見
た
途
端
に
細
江
の
土
方
へ
の
印
象

と
評
価
は
一
変
す
る
︒

そ
れ
が
一
九
五
九
年
の
五
月
︑
お
堀
端
の
第
一
生
命
ホ

ー
ル
で
上
演
さ
れ
た
土
方
巽
リ
サ
イ
タ
ル
の
﹁
禁
色
﹂
に

は
︑
雷
に
打
た
れ
た
よ
う
な
驚
愕
と
感
動
に
足
が
震
え
た
︒

暗
い
舞
台
の
中
央
で
土
方
巽
と
大
野
慶
人
が
鶏
を
手
に
踊

る
︑
そ
れ
は
踊
る
の
か
︑
舞
う
の
か
︒
六
〇
年
代
の
初
め

に
土
方
が
命
名
し
た
暗
黒
舞
踏
の
原
型
が
こ
こ
に
あ
る
︒

か
つ
て
聞
い
た
こ
と
も
見
た
こ
と
も
な
い
踊
り
︑
そ
れ
は

舞
踏
︑
私
は
舞
台
の
幕
が
下
り
る
と
大
急
ぎ
で
楽
屋
に
飛

び
込
ん
だ
︒﹁
知
ら
な
か
っ
た
︒
き
み
は
こ
ん
な
に
凄
い
奴

な
ん
だ
ね
﹂
私
は
凄
い
︑
凄
い
し
か
連
発
で
き
な
か
っ
た
︒

そ
の
と
き
︑
が
ば
っ
と
抱
き
締
め
た
の
か
握
手
を
し
た
の

か
記
憶
に
な
い
︒
そ
の
時
か
ら
こ
の
男
と
は
一
生
の
友
に

な
る
だ
ろ
う
と
予
感
し
た10

︒

つ
ま
り
︑
日
常
に
お
い
て
は
土
方
の
身
体
や
存
在
は
際
立
っ

た
も
の
で
は
な
く
︑
舞
台
に
上
が
っ
た
と
き
︑
あ
る
い
は
踊

る
と
き
に
そ
の
特
異
性
を
一
気
に
発
揮
し
て
い
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
︒
ち
な
み
に
こ
の
と
き
土
方
巽
は
三
一
歳
︑
細
江

英
公
は
二
六
歳
で
あ
る
︒
そ
の
後
︑
細
江
は
土
方
を
中
心
と

し
た
舞
踏
家
た
ち
を
自
身
の
モ
デ
ル
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
て

撮
影
し
︑
翌
年
の
一
九
六
〇
年
に
個
展
﹁
お
と
こ
と
女
﹂
を

発
表
︵
図
11
︶︒
こ
れ
に
よ
り
日
本
写
真
批
評
家
協
会
新
人
賞

を
受
賞
す
る
︒
ま
た
同
年
に
は
同
じ
く
土
方
巽
や
大
野
慶
人

ら
を
千
葉
の
海
岸
で
踊
ら
せ
た
映
画
﹁
へ
そ
と
原
爆
﹂
を
制

作
発
表
す
る
︒

こ
の
細
江
の
写
真
を
見
た
三
島
由
紀
夫
が
依
頼
し
て
き
た

こ
と
か
ら
一
九
六
一
年
に
三
島
の
撮
影
が
始
ま
る
の
だ
が
︑そ

れ
は
後
述
す
る
と
し
て
︑
先
に
土
方
が
被
写
体
と
な
り
一
九

六
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
作
品
﹃
鎌
鼬
﹄
を
見
て
い
こ
う
︒
こ

の
写
真
集
の
奥
付
に
は

写
真　

細
江
英
公

舞
踏　

土
方
巽

序
文　

瀧
口
修
造

詩　
　

三
好
豊
一
郎

造
本　

田
中
一
光

と
関
係
す
る
各
氏
の
名
前
が
同
じ
大
き
さ
の
書
体
で
併
記
さ

れ
て
い
る
︒
土
方
巽
は
舞
踏
と
あ
り
︑
単
に
被
写
体
と
し
て

細
江
に
写
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
﹁
舞
踏
﹂
を
担
当
し
︑

そ
れ
を
細
江
が
﹁
写
真
﹂
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
こ

の
よ
う
に
各
部
分
を
担
当
す
る
諸
氏
を
併
記
す
る
と
い
う
記

述
の
仕
方
は
他
の
細
江
の
作
品
に
も
見
ら
れ
︑
細
江
が
い
か

に
共
同
作
業
と
し
て
自
分
の
作
品
を
捉
え
て
い
る
か
を
明
示

し
て
い
る
︒

シ
ル
ヴ
ィ
ア
ー
ヌ
・
パ
ジ
ェ
ス
が
﹁
一
九
六
〇
年
代
半
ば

以
降
︑
写
真
家
細
江
英
公
と
と
も
に
生
地
で
あ
る
東
北
地
方

を
回
る
旅
を
し
た
後
︑
土
方
は
こ
の
地
方
の
農
民
の
身
振
り

に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
﹂
と
書
く
よ
う
に11

︑
こ
の
作
品
で
土

方
巽
は
東
京
の
路
上
か
ら
故
郷
秋
田
の
雄
勝
郡
羽
後
町
田
代

ま
で
を
そ
の
地
霊
や
精
霊
を
身
に
ま
と
う
か
の
よ
う
に
疾
走

し
佇
み
演
じ
て
い
る
︒
特
に
田
代
で
の
撮
影
は
一
九
六
五
年

の
九
月
に
秋
田
へ
と
向
か
っ
た
二
人
が
二
日
間
を
か
け
て
即

興
的
に
撮
影
し
た
も
の
で
︑
土
方
の
持
つ
土
俗
性
や
エ
ロ
テ

ィ
シ
ズ
ム
が
日
本
的
原
郷
と
も
い
え
る
風
景
の
中
で
解
き
放

た
れ
ま
た
響
き
合
い
︑
異
常
な
ス
ピ
ー
ド
感
と
静
寂
さ
と
ユ

ー
モ
ア
を
も
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
︵
図
12
︶︒
二
〇
一
六
年 図11　細江英公《おとこと女#20》1960年

図10　　細江英公《鎌鼬#17》1965年
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の
一
一
月
に
は
こ
の
地
に
﹁
鎌
鼬
美
術
館
﹂
が
地
元
の
有
志

を
中
心
に
開
館
し
た
こ
と
か
ら
も
︑
こ
の
地
の
人
々
に
二
人

の
侵
入
者
︱
土
方
は
﹁
畑
の
中
で
は
野
糞
を
た
れ
︑
お
嫁

さ
ん
を
襲
い
︑
赤
ん
坊
を
さ
ら
っ
て
田
ん
ぼ
を
走
﹂
り
︑
細

江
は
そ
れ
を
﹁
通
り
魔
の
よ
う
な
早
わ
ざ
で
撮
り
ま
く
っ
た12

﹂

︱
が
残
し
た
強
い
爪
痕
と
印
象
が
推
測
さ
れ
る
︒
し
か
し

写
真
に
映
る
人
々
は
皆
ど
こ
か
し
ら
闖
入
者
で
あ
る
土
方
を

珍
し
げ
に
眺
め
つ
つ
好
意
的
な
表
情
で
笑
い
を
浮
か
べ
て
い

る
︒
マ
レ
ビ
ト
を
迎
え
た
古
代
の
人
々
の
よ
う
に
︒

わ
れ
ら
の
舞
踏
家
と
写
真
家
と
は
︑
あ
る
日
あ
る
刻
︑
古

め
か
し
い
百
日
草
の
花
な
ぞ
が
白
い
土
埃
り
を
浴
び
て
咲

く
︑
空
虚
な
村
の
一
瞬
を
敏
感
に
感
じ
と
り
︑
ほ
と
ん
ど

足
音
も
な
く
人
里
に
近
づ
く
だ
ろ
う
︒
た
め
に
村
全
体
は
︑

幽
霊
屋
敷
の
よ
う
に
魅
入
ら
れ
︑
な
ま
め
く
︒

舞
い
降
り
た
鷹
か
︑
飛
び
上
が
っ
た
鼬
か
︑
問
う
の
は

愚
か
だ
︒
傷
つ
く
の
は
む
し
ろ
わ
れ
ら
の
舞
踏
家
で
あ
り
︑

村
び
と
は
遠
い
昔
に
忘
れ
ら
れ
た
祭
司
の
面
影
の
よ
う
に

彼
を
無
心
に
眺
め
︑
忘
却
の
彼
方
か
ら
の
﹁
烏お

滸こ

﹂
の
も

の
の
訪
れ
に
︑
彼
ら
自
身
︑
理
由
を
知
ら
ぬ
笑
い
を
浮
べ

る13

︒
残
さ
れ
た
撮
影
風
景
で
は
︑
田
ん
ぼ
を
走
る
土
方
巽
を
追

っ
て
撮
影
す
る
細
江
は
自
ら
が
踊
り
手
の
よ
う
に
高
く
ジ
ャ

ン
プ
し
な
が
ら
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
覗
い
て
い
る
︒
撮
る
身
体

も
ま
た
こ
の
よ
う
に
跳
躍
し
撮
ら
れ
る
舞
踏
者
と
の
ダ
ン
ス

を
踊
る
か
の
よ
う
だ
︒
そ
の
高
揚
し
狂
騒
に
満
ち
た
撮
影
の

現
場
は
被
写
体
と
撮
影
者
と
い
う
対
立
す
る
関
係
で
は
な
い

謂
わ
ば
二
人
の
ダ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
︒
こ
の
よ
う
な
撮
影
の
状
況
に
対
し
て
も
瀧
口

修
造
は
以
下
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
︒
少
し
長
い
が
引
用
し

よ
う
︒細

江
英
公
の
撮
影
し
た
﹁
鎌
鼬
﹂
に
関
す
る
か
ぎ
り
︑
私

は
そ
れ
を
世
の
﹁
演
出
写
真
﹂
と
い
っ
た
類
概
念
か
ら
区

別
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
︒
た
と
え
ば
︑
真
の
ナ
ル

シ
ス
な
ら
ぬ
現
代
ナ
ル
シ
ス
ト
が
自
己
演
出
す
る
よ
う
な

類
の
も
の
か
ら
も
︑
厳
に
︑
範
疇
的
に
識
別
す
る
こ
と
か

ら
︑
こ
の
書
の
第
一
頁
は
め
く
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
︒
そ
れ

は
土
方
巽
と
い
う
異
数
の
舞
踏
家
︱
悲
痛
な
比
喩
で
は

あ
る
が
︑
瞬
間
︑
何
も
の
と
も
知
れ
ぬ
一
羽
の
鳥
に
化
す

こ
と
も
で
き
る
人
︱
と
の
出
会
い
に
お
い
て
︑
は
じ
め

て
こ
の
よ
う
な
異
常
の
記
録
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
べ

き
で
あ
ろ
う
︒
も
し
演
出
と
い
う
こ
と
の
序
に
い
え
ば
︑
こ

れ
は
演
劇
的
な
写
真
で
す
ら
な
く
︑
む
し
ろ
暗
箱
そ
の
も

の
が
劇
場
と
化
し
た
稀
有
な
例
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
︒

む
し
ろ
突
出
部
を
壊
す
つ
も
り
で
︑
し
ば
し
ば
大
空
所
を

撮
す
こ
と
を
可
能
に
し
て
し
ま
う
カ
メ
ラ
の
逆
説
的
な
存

在
こ
そ
︑
こ
の
舞
踏
者
に
訪
れ
た
勿
怪
の
幸
い
と
い
う
べ

き
で
あ
ろ
う
︒

土
方
巽
は
︑
レ
ン
ズ
の
眼
と
と
も
に
︑
絶
え
ず
﹁
肉
眼

の
未
開
の
状
態
﹂
に
眼
覚
め
て
い
る
︑
世
に
も
類
を
見
な

い
舞
踏
家
と
い
え
る
人
で
あ
ろ
う
︒
彼
の
﹁
ダ
ン
ス
・
エ

ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
﹂
は
︑
い
か
に
し
て
舞
台
の
上
を
白
鳥

を
模
し
て
跳
び
上
る
か
に
は
な
く
︑
む
し
ろ
鳥
な
ら
ば
大

鴉
か
︑
し
ば
し
ば
奈
落
よ
り
も
も
っ
と
下
方
の
︑
地
面
へ

い
か
に
堕
ち
る
か
に
よ
っ
て
︑
は
じ
め
て
歩
き
出
し
︑
走

れ
ば
走
り
︑
飛
べ
ば
飛
び
は
じ
め
る
で
あ
ろ
う
︒
カ
メ
ラ

に
秘
か
に
宿
さ
れ
た
逆
説
的
な
真
空
こ
そ
は
︑
こ
の
舞
踏

家
の
あ
る
瞬
間
に
と
っ
て
︑
天
来
の
機
械
と
な
っ
た
は
ず

で
は
な
か
ろ
う
か
︒
か
く
て
随
意
筋
と
不
随
意
筋
と
に
よ

る
︑
人
間
の
長
い
歴
史
の
か
な
た
に
︑
人
は
つ
い
に
懐
か

し
い
煉
獄
の
燈
火
に
た
ど
り
つ
く
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
︒

少
く
と
も
︑
私
は
そ
こ
に
︑
撮
影
者
と
被
写
体
と
の
関

係
を
分
離
さ
せ
ま
い
と
す
る
不
可
避
な
ち
か
ら
が
働
い
て

い
る
の
を
見
る
︒
お
そ
ら
く
﹁
ハ
プ
ニ
ン
グ
ズ
﹂
と
い
え

ば
︑
こ
の
場
合
い
か
に
も
単
純
化
さ
れ
よ
う
が
︑
こ
の
仕

事
ほ
ど
こ
の
語
の
真
の
源
に
近
い
も
の
は
な
い
と
も
い
え

よ
う14

︒

先
に
奥
付
に
﹁
造
本　

田
中
一
光
﹂
と
あ
る
の
を
見
た
︒
デ

ザ
イ
ン
や
装
丁
で
は
な
く
﹁
造
本
﹂
で
あ
る︵
図
13
～
16
︶︒
細

江
の
作
品
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
に
そ
の
写
真
集
の
豪
華
で

重
厚
な
造
り
が
あ
る
︒
現
代
の
写
真
集
で
は
考
え
ら
れ
な
い

大
き
さ
︑
厚
さ
︑
紙
の
質
︑
凝
っ
た
造
り
で
あ
る
︒
時
代
的

な
豊
か
さ
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
︑
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
作
家

図12　『鎌鼬』撮影風景（撮影:藤井耕司）1968年
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の
こ
だ
わ
り
が
そ
こ
に
感
じ
ら
れ
る
︒﹃
鎌
鼬
﹄
は
全
編
白
黒

写
真
な
の
だ
が
︑
そ
の
外
箱
の
文
字
の
下
や
ロ
ゴ
の
背
景
の

形
象
と
︑
各
写
真
が
収
め
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
を
隠
す
よ
う
に
覆

う
変
形
の
観
音
開
き
を
開
く
前
の
面
は
同
じ
青
一
色
で
印
刷

さ
れ
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑
各
写
真
を
見
る
前
に
は
ま
ず
そ
の

目
の
前
に
広
が
っ
た
青
を
見
な
け
れ
ば
先
に
進
む
こ
と
は
で

き
な
い
︒
さ
ら
に
は
そ
の
変
形
の
観
音
開
き
は
右
ペ
ー
ジ
の

片
観
音
の
み
で
左
側
に
は
常
に
青
一
色
の
頁
が
残
る
造
り
に

な
っ
て
い
る
︒

私
は
二
〇
一
七
年
︑
大
阪
の
Y
O
D
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
か

れ
た
細
江
の
個
展
に
際
し
氏
と
対
談
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
︑

ト
ー
ク
終
了
後
の
談
話
の
席
で
こ
の
﹁
青
﹂
が
何
を
表
し
て

い
る
の
か
を
聞
い
て
み
た
︒
す
る
と
細
江
氏
は
﹁
青
空
だ
﹂

と
即
答
さ
れ
た
︒﹁
撮
影
時
に
雨
だ
っ
た
記
憶
が
な
い15

﹂
と
い

う
こ
と
か
ら
も
こ
の
作
品
の
撮
影
の
行
わ
れ
た
日
に
は
カ
ラ

ッ
と
晴
れ
た
日
も
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
色
と
光
の
な

い
地
の
底
か
ら
や
っ
て
き
た
か
の
よ
う
な
舞
踏
者
と
そ
の
姿

を
捉
え
た
白
と
黒
か
ら
な
る
写
真
は
実
は
秋
の
天
高
い
空
の

下
で
獲
得
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
︒
見
る
も
の
は
そ

の
蒼
天
を
開
い
て
地
の
底
を
︑
そ
し
て
自
ら
の
血
の
底
を
覗

く
の
だ
︒
同
時
に
左
目
は
常
に
そ
の
﹁
青
﹂
の
前
に
あ
り
︑
天

地
は
対
抗
し
な
が
ら
も
見
る
も
の
の
う
ち
で
混
ざ
り
合
う
︒

半
身
は
青
く
醒
め
な
が
ら
︒
そ
れ
で
い
て
目
眩
く
強
度
の
イ

メ
ー
ジ
の
嵐
に
圧
倒
さ
れ
興
奮
の
う
ち
に
そ
の
ず
っ
し
り
と

し
た
大
判
の
本
を
持
つ
時
︑
重
力
と
自
ら
の
身
体
の
存
在
を

改
め
て
強
く
感
じ
な
が
ら
思
わ
ず
そ
れ
を
抱
き
か
か
え
る
の

で
あ
る
︒

毛
む
く
じ
ゃ
ら
の
真
空
よ
︑
血
走
り
︑
嚙
み
つ
く
真
空

よ
︑
お
ま
え
は
ま
だ
こ
の
地
上
に
生
息
し
つ
づ
け
ね
ば
な

ら
ぬ
︒

天
空
へ
の
無
限
の
渇
き
は
︑
そ
れ
自
身
︑
い
よ
い
よ
地

図13　『鎌鼬』外箱、現代思潮社、1969年

図16　『鎌鼬』見開き　右ページの変形片観音を開くと図版が現れる

図15　『鎌鼬』見開き　右ページ図版を閉じた状態。スリット状に白黒の像の一部が見
えている。

図14　『鎌鼬』ロゴ
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底
へ
の
渇
き
を
指
し
示
さ
ず
に
は
い
な
い
︒
そ
し
て
大
い

な
る
突
起
物
は
大
空
所
へ
︑
ま
た
そ
の
逆
へ
と
向
う
︒
そ

の
現
象
の
向
う
宇
宙
的
変
容
こ
そ
は
︑
ま
さ
に
パ
タ
フ
ィ

ジ
ッ
ク
に
︑
極
度
に
具
体
的
に
な
し
と
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
︒

真
空
の
劇
場
も
ま
た
こ
の
変
容
と
と
も
に
あ
る
︒

こ
の
恍
惚
の
幽
霊
の
源
泉
に
到
達
す
る
に
は
︑
日
を
追

っ
て
︑
い
よ
い
よ
深
く
掘
り
進
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
︒

そ
の
目
撃
者
こ
そ
は
︑
一
瞬
の
閃
光
で
あ
る16

︒

こ
う
し
て
土
方
は
そ
の
身
体
像
を
我
々
に
残
す
こ
と
に
な
っ

た
︒
永
遠
の
舞
踏
は
時
間
の
止
ま
っ
た
世
界
︑﹁
写
真
﹂
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒

7
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の

間
で
／
記
憶
と
創
造

≒

捏
造

思
う
に
︑
我
々
の
記
憶
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
動
画
だ
ろ
う
か

静
止
画
だ
ろ
う
か
？　

私
の
場
合
︑
ど
う
も
そ
れ
は
静
止
画

で
あ
る
写
真
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
想
起
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
︒

こ
れ
は
私
が
写
真
に
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
？　

そ

れ
と
も
写
真
に
よ
っ
て
定
着
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
が
記
憶
と
す

り
替
わ
っ
て
い
る
だ
け
だ
ろ
う
か
︒
特
に
幼
児
期
の
記
憶
に

つ
い
て
は
︑
自
分
が
撮
影
さ
れ
た
写
真
を
記
憶
し
て
い
る
だ

け
の
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
︒
し
か
し
昨
今
の
よ
う
に
生

ま
れ
た
時
か
ら
動
画
で
記
録
さ
れ
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
世

代
の
場
合
は
︑
幼
児
期
の
記
憶
も
動
画
な
の
か
も
し
れ
な
い
︒

こ
の
あ
た
り
は
個
人
差
も
大
き
く
︑
検
証
は
別
の
機
会
と
す

る
が
︑
少
な
く
と
も
写
真
が
我
々
の
内
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
形

作
る
一
つ
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
︒
ス

ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
は
﹃
写
真
論
﹄
の
中
で

写
真
が
供
す
る
も
の
は
過
去
の
記
録
だ
け
で
は
な
く
︑
何

億
と
い
う
現
代
の
写
真
記
録
の
影
響
が
立
証
し
て
い
る
︑

現
在
に
対
す
る
新
し
い
処
し
方
で
も
あ
る
︒
古
い
写
真
は

私
た
ち
の
過
去
の
心
的
イ
メ
ー
ジ
を
満
た
し
て
く
れ
る
も

の
だ
が
︑
い
ま
撮
ら
れ
る
写
真
は
現
在
あ
る
も
の
を
過
去

に
似
た
︑
心
的
イ
メ
ー
ジ
に
変
形
し
て
し
ま
う
︒
カ
メ
ラ

は
現
在
と
の
推
理
の
関
係
を
打
ち
立
て
︵
現
実
は
そ
の
痕
跡

に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
︶︑
経
験
を
即
座
に
反
芻
し
て
眺
め
る

機
会
を
作
る
︒
写
真
は
過
去
と
現
在
と
︑
未
来
に
つ
い
て

す
ら
︑
偽
り
の
所
有
形
式
を
与
え
る17

︒

と
︑
過
去
を
偽
装
的
に
塗
り
替
え
て
い
く
写
真
の
機
能
に
つ

い
て
い
さ
さ
か
否
定
的
に
書
き
記
し
て
い
る
︒﹃
鎌
鼬
﹄
に
並

ぶ
細
江
英
公
の
も
う
一
つ
の
代
表
作
で
あ
る
﹃
薔
薇
刑
﹄
の

﹁
被
冩
體
﹂
で
あ
る
三
島
由
紀
夫
の
﹃
假
面
の
告
白
﹄
は
冒
頭

の
有
名
な
一
節
﹁
永
い
あ
ひ
だ
︑
私
は
自
分
が
生
れ
た
と
き

の
光
景
を
見
た
こ
と
が
あ
る
と
言
ひ
張
つ
て
ゐ
た
﹂
か
ら
始

ま
る
︒
そ
の
記
憶
は
周
り
の
大
人
た
ち
か
ら
は
常
に
否
定
さ

れ
て
い
た
上
に
﹁
お
そ
ら
く
は
そ
の
場
に
居
合
は
せ
た
人
が

私
に
話
し
て
き
か
せ
た
記
憶
か
ら
か
︑
私
の
勝
手
な
空
想
か

ら
か
︑
ど
ち
ら
か
だ
つ
た
﹂
と
認
め
る
こ
と
で
︑
い
っ
た
ん

は
視
覚
的
な
記
憶
で
は
な
く
︑
人
か
ら
聞
か
さ
れ
た
聴
覚
的

な
物
語
に
よ
る
捏
造
さ
れ
た
記
憶
で
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
る
︒

し
か
し
そ
れ
に
続
け
て
﹁
が
︑
私
に
は
一
箇
所
だ
け
あ
り
あ

り
と
自
分
の
目
で
見
た
と
し
か
思
は
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
つ

た
︒
産う

ぶ

湯ゆ

を
使
は
さ
れ
た
盥た

ら
ひ
の
ふ
ち
の
と
こ
ろ
で
あ
る
﹂
と

視
覚
的
な
記
憶
に
つ
い
て
語
り
出
す
︒
そ
れ
は
﹁
下お

ろ

し
た
て

の
爽
や
か
な
木
肌
の
盥
で
︑
内
が
は
か
ら
見
て
ゐ
る
と
︑
ふ

ち
の
と
こ
ろ
に
ほ
ん
の
り
と
光
り
が
さ
し
て
ゐ
た
︒
そ
こ
の

と
こ
ろ
だ
け
木
肌
が
ま
ば
ゆ
く
︑
黄き

金ん

で
で
き
て
ゐ
る
や
う

に
み
え
た
﹂
盥
で
あ
り
か
な
り
明
瞭
な
視
覚
的
記
憶
を
も
っ

て
い
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
る
︒
こ
こ
で
は
ま
だ
そ
の
視
覚
的

記
憶
が
動
画
的
な
も
の
な
の
か
静
止
画
︵
写
真
︶
的
な
も
の
な

の
か
︑
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
混
じ
り
合
っ
た
も
の
な
の
か
は

判
然
と
し
な
い
が
︑
続
け
て
﹁
ゆ
ら
ゆ
ら
と
そ
こ
ま
で
水
の

舌
先
が
舐
め
る
か
と
み
え
て
届
か
な
か
つ
た
︒
し
か
し
そ
の

ふ
ち
の
下
の
と
こ
ろ
の
水
は
︑
反
射
の
た
め
か
︑
そ
れ
と
も

そ
こ
へ
も
光
り
が
さ
し
入
つ
て
ゐ
た
の
か
︑
な
ご
や
か
に
照

り
映
え
て
︑
小
さ
な
光
る
波
同
志
が
た
え
ず
鉢
合
せ
を
し
て

ゐ
る
や
う
に
み
え
た
﹂
と
書
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
動
画
的

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
た
だ
し
︑
こ
れ
も
ま
た
現
代
の
写

真
的
表
現
の
一
つ
で
あ
る
シ
ネ
マ
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
︑
波
頭

の
部
分
だ
け
が
動
い
て
い
て
そ
の
他
の
注
視
し
て
い
な
い
部

分
は
静
止
し
て
い
る
︑
と
い
う
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
︒
語

り
手
は
産
湯
に
浸
か
る
赤
ん
坊
で
な
け
れ
ば
得
る
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
盥
の
内
側
か
ら
の
視
点
に
よ
る
映
像
で
あ
る
こ

と
を
示
す
こ
と
で
︑
記
憶
の
確
か
さ
を
証
明
し
よ
う
と
し
て

い
る
︒
虫
明
亜
呂
無
は
三
島
の
遺
作
で
あ
る
﹃
豊
饒
の
海
﹄

に
つ
い
て
論
述
す
る
中
で
小
説
の
構
造
に
お
け
る
時
間
と
記

憶
の
問
題
に
つ
い
て
バ
ル
ト
を
引
き
な
が
ら
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
︒

︿
ロ
マ
ン
﹀
の
伝
統
的
な
意
味
に
つ
い
て
︑
私
は
ロ
ラ
ン
・

バ
ル
ト
の
説
を
借
り
て
み
た
い
︒
ロ
マ
ン
と
は
︑
ま
ず
﹃
零

度
の
文
学
﹄
の
︱
﹁
小ロ

マ
ン説
の
文

エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
章
﹂
の
章
で
歴

イ
ス
ト
ワ
ー
ル
史
と
結

び
つ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
︑
そ
れ
自
体
の
時
間
と
空
間図17　『薔薇刑』初版本表紙
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を
︑
因
果
の
糸
で
つ
な
が
れ
る
歴
史
的
時
間
の
中
に
持
っ

た
物
語
で
あ
る
︒
そ
の
中
で
︿
一
つ
の
自
給
自
足
す
る
宇

宙
が
構
成
さ
れ
﹀︿
歪
曲
し
も
つ
れ
て
い
る
世
界
が
平
面
に

投
射
さ
れ
﹀︿
経
験
の
実
存
的
な
根
は
顧
み
ら
れ
ず
﹀︑
行

動
は
︿
思
い
出
﹀
で
あ
り
︿
静
止
体
﹀
で
あ
る
も
の
と
し

て
記
述
さ
れ
る18

︒

自
ら
の
人
生
そ
の
も
の
を
一
つ
の
物
語
あ
る
い
は
神
話
化
す

る
も
の
と
し
て
日
本
史
に
お
け
る
先
例
で
あ
る
藤
原
定
家
に

つ
い
て
書
く
こ
と
を
想
い
つ
つ
も
そ
れ
を
﹁
つ
い
に
書
か
ず
︑

自
ら
の
肉
に
お
い
て
神
に
な
ろ
う
と
し
た
芸
術
家
を
実
現19

﹂

す
る
た
め
に
﹁
行
動
﹂
の
う
ち
に
終
え
た
三
島
は
い
か
に
し

て
自
ら
の
像
を
︿
経
験
の
実
存
的
な
根
﹀
か
ら
離
れ
た
︿
静

止
体
﹀
と
し
て
記
述
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
︒﹁﹃
三
島
由
紀
夫

が
存
在
し
た
﹄
と
い
う
こ
と
を
残20

﹂
す
た
め
に
︒﹃
薔
薇
刑
﹄

の
撮
影
が
ど
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
か
に
つ
い
て
細
江
英

公
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
︒

﹃
薔
薇
刑
﹄
撮
影
の
発
端
は
1
9
6
1
年
9
月
︑
講
談
社

出
版
部
の
川
島
さ
ん
と
い
う
方
か
ら
電
話
が
あ
り
︑
同
社

で
出
版
す
る
三
島
由
紀
夫
氏
の
評
論
集
の
表
紙
と
口
絵
の

た
め
に
︑
三
島
氏
を
撮
影
し
て
欲
し
い
と
い
う
仕
事
の
依

頼
か
ら
始
ま
っ
た21

︒

三
島
と
は
面
識
も
な
く
編
集
者
の
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
︑
な
ぜ
自
分
の
よ
う
な
無
名
の
写
真
家
に
著
名
な
三

島
か
ら
依
頼
が
き
た
の
か
を
訝
し
が
る
細
江
は
編
集
者
と
と

も
に
三
島
を
訪
ね
︑
そ
の
意
図
を
確
認
し
よ
う
と
し
た
と
こ

ろ
︑
そ
の
疑
問
を
察
す
る
か
の
よ
う
に
︑

三
島
氏
が
口
を
開
い
た
︒﹁
あ
な
た
が
撮
っ
た
土
方
巽
の
写

真
が
あ
る
で
し
ょ
う
︒
あ
れ
は
い
い
写
真
で
す
ね
︒
あ
ん

な
写
真
を
撮
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
川
島
さ
ん
か
ら
頼
ん

で
も
ら
っ
た
ん
で
す
よ
﹂︒
な
る
ほ
ど
そ
う
か
︑
そ
れ
で
解

っ
た
︒﹁
で
は
ぼ
く
の
勝
手
で
撮
れ
ば
い
い
の
で
す
ね
﹂
と

念
を
押
す
と
︑﹁
ぼ
く
は
あ
な
た
の
被
写
体
に
な
る
か
ら
︑

好
き
な
よ
う
に
撮
っ
て
下
さ
い
﹂︒
こ
の
一
言
で
す
べ
て
の

疑
問
と
不
安
は
消
え
て
し
ま
っ
た22

︒

細
江
が
撮
っ
て
い
た
土
方
の
写
真
を
見
た
三
島
が
そ
の
写
真

を
気
に
入
っ
て
︑
自
ら
撮
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
し
て
の
こ
と

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
記
し
て
い
る
︒
三
島
が
見
て
い
た
の

は
﹁
舞
踏
公
演
「
禁
色
」
や
そ
の
後
の
1
9
6
0
年
7
月
の

公
演
︵
ダ
ン
ス
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
の
会
︶
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
中
に
収
録
し
た
「
土
方
巽
に
お
く
る
細
江
英
公
写
真
集
」

の
こ
と
を
指
し
て
い
た23

﹂︒

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
︑
三
島
が
自
分
の
意
図
や
望
む
べ

き
自
己
イ
メ
ー
ジ
の
実
現
を
撮
影
者
に
押
し
付
け
る
の
で
は

な
く
﹁
こ
ん
な
写
真
が
欲
し
い
と
か
何
を
ど
う
し
た
い
と
か

の
注
文
は
一
切
な
か
っ
た24

﹂
と
細
江
が
述
懐
す
る
よ
う
に
︑
自

ら
の
創
造
性
は
発
揮
せ
ず
︑
受
け
身
の
被
写
体
に
な
り
き
る

こ
と
を
三
島
が
望
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
だ
︒

三
島
氏
が
ぼ
く
に
求
め
た
も
の
は
︑
よ
く
あ
る
﹁
作
家

の
肖
像
写
真
﹂
な
ど
と
い
う
シ
ロ
モ
ノ
で
は
な
い
︑
氏
自

身
が　
︿
ダ
ン
サ
ー
﹀
と
し
て
ぼ
く
の
写
真
の
被
写
体
に
な

り
た
か
っ
た
の
だ
︒
だ
か
ら
ぼ
く
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
︑

舞
踏
家
三
島
由
紀
夫
を
モ
デ
ル
と
し
て
細
江
英
公
作
品
を

つ
く
れ
ば
い
い
の
で
あ
る25

︒

物
怖
じ
す
る
こ
と
の
な
い
二
八
歳
の
写
真
家
は
ま
ず
最
初
の

撮
影
で
﹁
父
君
の
梓
氏
か
ら
ゴ
ム
ホ
ー
ス
を
取
り
あ
げ
︑
氏

の
目
前
で
令
息
の
裸
体
を
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
し
た
り26

﹂︑
後
日
︑

土
方
巽
を
連
れ
て
行
き
︑
と
つ
ぜ
ん
家
族
団
欒
の
場
で
あ
る

庭
園
を
裸
の
劇
場
に
し
て
し
ま
っ
た
り
︑
氏
の
お
父
さ
ん
か

ら
﹁
あ
ん
た
方
三
人
は
気
違
い
だ
よ
︒
三
大
馬
鹿
だ
ね
﹂
な

ど
と
言
わ
れ
た
り27

す
る
よ
う
な
挑
発
的
な
撮
影
を
決
行
し
た

た
め
︑
撮
影
日
に
は
夫
人
と
子
息
を
﹁
教
育
上
よ
く
な
い28

﹂

と
の
理
由
で
夫
人
の
実
家
に
帰
ら
せ
る
ほ
ど
に
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
て
い
た
︒

私
が
連
れ
て
行
か
れ
た
の
は
、
ふ
し
ぎ
な
一
個
の
都
市
で

あ
つ
た
︒
ど
こ
の
國
の
地
圖
に
も
な
く
︑
お
そ
ろ
し
く
靜

か
で
︑
白
晝
の
廣
場
で
死
と
エ
ロ
ス
が
ほ
し
い
ま
ま
に
戲

れ
て
ゐ
る
や
う
な
都
市
︒
︱
わ
れ
わ
れ
は
︑
そ
の
都
市

に
︑
一
九
六
一
年
の
秋
か
ら
︑
一
九
六
二
年
の
夏
ま
で
滯

在
し
た
︒
こ
れ
は
細
江
氏
の
︑
カ
メ
ラ
に
よ
る
そ
の
紀
行

で
あ
る29

︒

と
︑
三
島
は
こ
の
撮
影
を
細
江
に
よ
り
連
れ
出
さ
れ
た
こ
の

世
の
も
の
で
は
な
い
﹁
ふ
し
ぎ
な
一
個
の
都
市
﹂
へ
の
紀
行

に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
︒
し
か
し
細
江
が
言
う
よ
う
に
三
島
が

〝
ダ
ン
サ
ー
〟
に
な
る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
︒

ダ
ン
ス
す
る
者
は
決
し
て
白
昼
夢
の
中
に
い
る
わ
け
で
は
な

い
︒
三
島
は
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
ダ
ー
と
し
て
自
己
の
身
体
を

構ビ
ル
ド築
す
る
と
と
も
に
公
衆
に
開
陳
し
︑
剣
道
で
も
体
を
鍛
え

て
い
た
︒
そ
こ
に
は
確
か
に
著
名
な
小
説
家
と
し
て
見
ら
れ

る
身
体
を
見
せ
る
た
め
の
身
体
に
変
容
さ
せ
︑
本
名
の
平
岡

公
威
と
い
う
私
人
で
は
な
い
作
家
三
島
由
紀
夫
を
演
じ
て
い

っ
た
三
島
の
強
い
自
意
識
が
あ
る
と
同
時
に
︑
不
足
を
補
お

う
と
す
る
ど
こ
か
し
ら
痛
々
し
い
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
影
が

あ
る
︒
晩
年
の
三
島
と
深
く
関
わ
っ
た
高
橋
睦
郎
は
以
下
の

よ
う
に
語
っ
て
い
る
︒

青
年
期
の
三
島
を
知
ら
な
い
私
が
何
を
証
拠
に
青
年
三
島

の
肉
体
的
劣
等
感
や
存
在
感
の
稀
薄
を
言
う
の
か
︒
私
が
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至
近
距
離
で
見
た
三
島
は
ボ
デ
ィ
・
ビ
ル
を
始
め
た
八
年

後
︑
剣
道
を
始
め
た
五
年
後
︒
一
般
的
に
は
肉
体
的
に
逞

し
く
精
神
的
に
自
信
に
あ
ふ
れ
て
見
え
た
時
期
で
し
ょ
う
︒

と
こ
ろ
が
私
に
は
︑
そ
う
見
え
な
か
っ
た
︒
ど
こ
か
拵

え
も
の
に
見
え
︑
痛
々
し
く
貧
相
に
見
え
た
︒
そ
し
て
そ

の
印
象
は
そ
の
後
亡
く
な
る
ま
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
︒︵
中

略
︶
そ
の
実
感
か
ら
類
推
し
て
青
年
三
島
の
肉
体
的
劣
等

感
︑
存
在
感
の
稀
薄
を
言
う
の
で
す30

︒

し
か
し
﹃
薔
薇
刑
﹄
の
中
に
現
れ
る
三
島
由
紀
夫
の
像
に
は

そ
の
よ
う
な
気
配
は
ほ
ぼ
ほ
ぼ
な
い
︒
自
信
に
溢
れ
自
ら
の

身
体
を
誇
示
し
︑
脇
臭
さ
え
漂
っ
て
き
そ
う
な
ほ
ど
の
男
性

性
と
肉
の
圧
に
満
ち
︑
ま
た
西
洋
的
な
シ
ン
ボ
ル
と
ア
レ
ゴ

リ
ー
を
散
り
ば
め
た
絢
爛
豪
華
で
多
重
な
演
出
に
︑
不
敵
な

笑
い
を
浮
か
べ
︑
背
徳
的
な
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
明
示
し
さ

え
も
す
る
ふ
て
ぶ
て
し
さ
に
満
ち
て
い
る
︒
こ
れ
は
よ
く
で

き
た
﹁
假
面
﹂
な
の
か
︒
ど
の
よ
う
に
し
て
写
真
家
は
そ
れ

を
か
ぶ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒﹁
あ
の
人
︵
三

島
：
筆
者
註
︶
は
基
本
的
に
虚
弱
児
童
な
ん
で
す
ね
︒
そ
の
上

に
ボ
デ
ィ
・
ビ
ル
で
肉
体
を
作
っ
た
の
で
す
が
︑
そ
れ
は
あ

く
ま
で
も
虚
妄
の
肉
体
で
す31

﹂
と
ま
で
言
わ
れ
る
三
島
の
肉

体
に
︒

三
島
は
そ
の
撮
影
時
の
印
象
を

細
江
氏
の
カ
メ
ラ
の
前
で
は
︑
私
は
自
分
の
精
神
や
心
理

が
少
し
も
必
要
と
さ
れ
て
ゐ
な
い
こ
と
を
知
つ
た
︒
そ
れ

は
心
の
躍
る
や
う
な
經
驗
で
あ
り
︑
私
が
い
つ
も
待
ち
こ

が
れ
て
ゐ
た
狀
況
で
あ
つ
た32

︒

と
記
し
て
い
る
︒
彼
に
と
っ
て
己
の
精
神
や
心
理
が
必
要
と

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
︑
中
身
の
な
い
空
虚
な
外
側
だ
け
の
存

在
と
な
る
こ
と
へ
の
深
い
憧
れ
と
希
求
が
あ
っ
た
こ
と
が
被

写
体
に
な
る
こ
と
で
明
確
に
感
じ
ら
れ
実
現
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
︒
自
己
の
﹁
精
神
や
心
理
﹂
に
圧
迫
さ
れ
て
い
た
三

島
の
自
意
識
が
一
時
開
放
さ
れ
︑
身
も
心
も
軽
く
快
く
変
容

し
た
の
で
あ
ろ
う
︒
し
か
し
変
わ
っ
た
の
は
被
写
体
だ
け
で

は
な
い
と
三
島
は
指
摘
す
る
︒

氏
の
カ
メ
ラ
の
前
で
は
︑
か
く
し
て
當
然
の
こ
と
な
が
ら
︑

私
は
自
ら
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
を
凝
視
す
る
こ
と
も
︑
カ
メ

ラ
へ
完
全
に
背
中
を
向
け
る
こ
と
も
︑
同
一
の
意
味
し
か

持
た
な
い
や
う
に
訓
練
さ
れ
た
︒
私
の
背
中
の
肉
と
︑
私

の
網
膜
と
︑
共
に
私
の
外
面
で
あ
る
こ
と
に
か
は
り
が
な

い
な
ら
︑
私
が
見
る
と
い
ふ
こ
と
が
︑
そ
も
そ
も
何
を
意

味
し
よ
う
︒
し
か
し
自
分
の
目
を
信
じ
な
い
狀
況
に
置
か

れ
た
の
は
私
一
人
で
は
な
か
つ
た
！　
寫
眞
家
と
し
て
の

氏
自
身
が
さ
う
だ
つ
た
の
で
あ
る
︒
氏
は
フ
ア
イ
ン
ダ
ー

を
の
ぞ
き
な
が
ら
︑
明
ら
か
に
︑
被
寫
體
と
︑
被
寫
體
を

め
ぐ
つ
て
起
こ
る
變

メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
貌
を
待
つ
て
ゐ
た
︒
自
分
の
目
が

み
ご
と
に
裏
切
ら
れ
る
狀
況
を
精
密
に
計
算
し
て
準
備
す

る
こ
と
︑
こ
れ
を
言
ひ
か
へ
れ
ば
︑
氏
の
濳
在
意
識
が
す

で
に
見
て
ゐ
る
原
初
的
な
イ
メ
ー
ヂ
へ
み
ご
と
に
還
歸
で

き
る
や
う
な
狀
況
を
計
算
し
て
準
備
す
る
こ
と
︑
そ
れ
が

氏
の
一
貫
し
た
作
業
で
あ
つ
た
︒
そ
の
と
き
對
象
は
決
定

さ
れ
︑
固
定
さ
れ
︑
時
に
は
文
字
ど
ほ
り
縛
ら
れ
て
︑
撮

影
者
と
共
に
︑
丹
念
に
し
つ
ら
へ
ら
れ
た
儀
式
的
狀
況
の

果
て
に
起
る
不
確
定
な
變
貌
へ
向
つ
て
捧
げ
ら
れ
て
ゐ
る
︒

そ
れ
は
起
る
場
合
も
あ
れ
ば
︑
起
ら
な
い
場
合
も
あ
つ
た
︒

そ
し
て
私
は
と
い
へ
ば
︑
凝
視
も
瞑
目
も
︑
拒
否
も
容
認

も
︑
全
く
同
一
の
意
味
し
か
持
た
な
い
客
體
の
世
界
に
身

を
置
い
て
ゐ
た33

︒

撮
影
者
た
る
写
真
家
は
あ
る
﹁
儀
式
的
状
況
﹂
を
﹁
丹
念
に

し
つ
ら
え
た
﹂
上
で
そ
の
結
果
﹁
起
る
場
合
も
あ
れ
ば
︑
起

ら
な
い
場
合
も
あ
﹂
る
と
い
う
不
確
定
な
変
貌
を
待
つ
こ
と

に
な
る
︒
そ
れ
は
撮
影
者
の
意
図
や
予
想
を
超
え
た
何
か
が

起
こ
り
︑
写
真
の
中
に
流
れ
込
ん
で
く
る
と
い
う
魔
術
的
な

瞬
間
を
捉
え
る
と
い
う
こ
と
だ
︒
そ
し
て
そ
の
時
写
真
家
も

ま
た
変
貌
を
遂
げ
る
と
三
島
は
言
う
の
で
あ
る
︒
そ
し
て
さ

ら
に
は
﹁
客
體
の
世
界
に
身
を
置
﹂
く
被
写
体
で
あ
る
自
身
は

や
が
て
か
う
し
た
瀆
聖
の
戲
れ
が
︑
彼
の
肉
體
を
透
明
に

し
て
し
ま
つ
た
や
う
な
錯
覺
に
彼
を
陷
れ
る
︒
彼
は
風
に

な
つ
た
と
思
ふ
︒
今
や
時
と
空
間
を
超
え
た
あ
ら
ゆ
る
美

的
樣
式
の
中
を
︑
自
由
自
在
に
通
り
拔
け
︑
一
つ
の
存
在

か
ら
別
の
存
在
へ
︑
一
つ
の
生
か
ら
別
の
生
へ
︑
何
の
市

民
的
責
任
も
免
か
れ
て
︑
移
り
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
か
の

や
う
に
思
ふ34

︒

﹁
透
明
﹂
な
者
と
な
っ
て
時
空
を
超
え
︑﹁
存
在
﹂
を
変
え
︑
転

生
を
繰
り
返
し
て
い
く
﹁
自
由
自
在
﹂
さ
を
手
に
入
れ
た
か

の
よ
う
に
幻
視
す
る
︒
そ
れ
は
高
橋
の
い
う
三
島
の
持
つ
根

源
的
な
不
安
で
あ
る
﹁
そ
の
存
在
感
の
稀
薄
は
言
い
換
え
れ

ば
︑
自
分
が
い
ま
こ
こ
に
い
る
と
い
う
の
は
虚
妄
で
︑
ほ
ん

と
う
は
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
︑
冷
え
冷
え
と
し
た

図18　《薔薇刑#5》1961年
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自
ら
へ
の
疑
問35

﹂
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
方
向
に
転
化
し
た
瞬
間

だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
す
る

た
め
に
は
結
婚
し
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
し
て
家
庭
を

持
つ
な
ど
﹁
市
民
的
責
任
﹂
を
従
順
に
︑
さ
ら
に
言
え
ば
俗

っ
ぽ
い
ほ
ど
に
果
た
す
現
実
の
三
島

≒

平
岡
公
威
が
心
の
奥

底
で
希
求
し
欲
望
す
る
反
市
民
的
と
も
言
え
る
理
想
宮
の
か

り
そ
め
の
実
現
︒
そ
の
﹁
存
在
﹂
の
希
薄
︑
あ
る
い
は
そ
も

そ
も
存
在
や
そ
の
記
憶
そ
の
も
の
が
人
の
心
の
中
に
あ
る
だ

け
で
実
は
あ
り
も
し
な
い
も
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
怖

で
あ
り
安
ら
ぎ
で
も
あ
る
よ
う
な
観
念
は
︑
三
島
の
処
女
作

﹃
花
ざ
か
り
の
森
﹄
に
描
か
れ
︑
さ
ら
に
は
遺
作
で
あ
る
﹃
豊

饒
の
海
﹄
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
に
も
共
通
の
特
徴
で
も
あ
る
︒
ど

ち
ら
も
客
人
が
女
主
人
の
い
る
邸
宅
あ
る
い
は
寺
院
を
訪
れ
︑

彼
女
の
過
去
の
記
憶
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
︑
女
主
人
は
そ
れ

を
否
定
し
︑
客
人
を
庭
へ
と
誘
う
︒

ま
ら
う
ど
は
ふ
と
ふ
り
む
い
て
︑
風
に
ゆ
れ
さ
わ
ぐ
樫

の
高
み
が
︑
さ
あ
ー
つ
と
退ひ

い
て
ゆ
く
際き

は

に
︑
眩
ゆ
く
の

ぞ
か
れ
る
ま
つ
白
な
空
を
な
が
め
た
︑
な
ぜ
と
も
し
れ
ぬ

い
ら
だ
た
し
い
不
安
に
胸
が
せ
ま
つ
て
︒﹁
死
﹂
に
と
な
り

あ
は
せ
の
や
う
に
ま
ら
う
ど
は
感
じ
た
か
も
し
れ
な
い
︑
生

い
の
ち

が
き
は
ま
つ
て
獨こ

樂ま

の
澄
む
や
う
な
静
謐
︑
い
は
ば
死
に

似
た
静
謐
と
と
な
り
あ
は
せ
に
︒
︙
︙36

そ
の
ほ
か
に
は
何
一
つ
音
と
て
な
く
︑
寂

じ
ゃ
く

寞ま
く

を
極
め
て

ゐ
る
︒
こ
の
庭
に
は
何
も
な
い
︒
記
憶
も
な
け
れ
ば
何
も

な
い
と
こ
ろ
へ
︑
自
分
は
來
て
し
ま
つ
た
と
本
多
は
思
つ

た
︒庭

は
夏
の
日
ざ
か
り
の
日
を
浴
び
て
し
ん
と
し
て
ゐ
る
︒

︙
︙37

こ
の
よ
う
な
死
と
隣
り
合
わ
せ
の
﹁
何
も
な
い
﹂
空
間
︒
遺

作
末
尾
で
の
﹁
日
ざ
か
り
﹂
が
処
女
作
の
﹁
花
ざ
か
り
﹂
と

響
き
あ
う
︒
そ
し
て
﹁
花
ざ
か
り
の
森
﹂
は
森
と
言
い
な
が

ら
﹁
海
﹂
を
恐
れ
﹁
海
﹂
に
憧
れ
る
女
と
そ
れ
に
関
わ
っ
た

男
た
ち
の
話
で
あ
り
︑
最
後
に
﹁
ま
ら
う
ど
﹂
が
聞
こ
う
と

し
た
の
も
﹁
海
の
お
は
な
し
﹂
で
あ
っ
た
︒
こ
の
よ
う
な
循

環
と
呼
応
と
同
時
に
﹁
一
つ
の
存
在
か
ら
別
の
存
在
へ
︑
一

つ
の
生
か
ら
別
の
生
へ
﹂
移
っ
て
い
く
有
様
は
︑
転
生
譚
で

あ
る
﹃
浜
松
中
納
言
物
語
﹄
に
想
を
と
っ
た
﹃
豊
饒
の
海
﹄

全
編
を
貫
く
テ
ー
マ
で
も
あ
る
︒
し
か
し
転
生
の
前
に
は
死

が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
︒

か
う
し
た
喜
戲
の
果
て
に
は
︑

第
五
章
　
薔
薇
刑
の
緩
慢
な
處
刑
の
苦
痛
が
待
つ
て
ゐ
る
︒

こ
こ
で
殘
酷
な
棘
の
あ
る
薔
薇
の
象
徴
が
前
面
に
あ
ら
は

れ
︑
拷
問
や
果
て
し
も
知
ら
な
い
ス
ロ
ウ
・
デ
ス
が
用
意

さ
れ
る
︒
そ
し
て
死
と
︑
暗
い
太
陽
へ
の
昇
天
で
︑
こ
の

作
品
集
は
卷
を
閉
ぢ
る
の
で
あ
る38

︒

三
島
の
自
決
は
他
者
に
と
っ
て
は
突
然
の
死
︵
サ
ド
ン
・
デ

ス
︶
だ
っ
た
︒
彼
に
と
っ
て
﹁
緩
慢
な
處
刑
の
苦
痛
﹂
に
満

ち
た
﹁
ス
ロ
ウ
・
デ
ス
﹂
の
後
に
﹁
昇
る
日
輪
は
な
く
︑
け

だ
か
い
松
の
樹
蔭
も
な
く
︑
か
が
や
く
海
も
な
い39

﹂﹁
死
と
︑

暗
い
太
陽
の
昇
天
﹂
を
受
動
的
に
迎
え
る
こ
と
よ
り
も

深
く
呼
吸
を
し
て
︑
左
手
で
腹
を
撫
で
る
と
︑
瞑
目
し
て
︑

右
手
の
小
刀
の
刃
先
を
そ
こ
へ
押
し
あ
て
︑
左
手
の
指
さ

き
で
位
置
を
定
め
︑
右
腕
に
力
を
こ
め
て
突
つ
込
ん
だ
︒

正
に
刀
を
腹
へ
突
き
立
て
た
瞬
間
︑
日
輪
は
瞼
の
裏
に

赫か
く

奕や
く

と
昇40

る
ほ
う
を
選
ん
だ
︒
細
江
は
後
年
︑
三
島
の
死
と
﹃
国
際
版

︵
新
輯
版
︶・
薔
薇
刑
﹄
の
出
版
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
︒

一
一
月
二
五
日
︑
市
个
谷
の
自
衛
隊
駐
屯
地
で
青
天
の

霹
靂
の
大
事
件
が
起
き
た
︒
三
島
由
紀
夫
氏
の
自
決
で
あ

る
︒
日
本
中
は
お
ろ
か
世
界
を
震
撼
さ
せ
た
大
事
件
だ
︒

そ
の
一
一
月
に
﹃
国
際
版
・
薔
薇
刑
﹄
が
集
英
社
か
ら
上

梓
さ
れ
る
予
定
で
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
た
︒
装
丁
は
横

尾
忠
則
だ
っ
た
が
︑
氏
の
交
通
事
故
の
た
め
に
入
院
す
る

と
い
う
不
幸
が
あ
っ
て
︑
装
丁
作
業
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
︒

さ
ら
に
︑
写
真
版
の
印
刷
の
度
重
な
る
校
正
の
た
め
︑
こ

ち
ら
も
遅
れ
て
い
た
︒
そ
の
た
め
︑
一
一
月
下
旬
の
出
版

は
無
理
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
︒
三
島
氏
は
横

尾
さ
ん
を
病
院
に
見
舞
っ
た
と
き
︑
装
丁
の
作
業
を
急
ぐ

よ
う
に
と
言
っ
て
帰
っ
た
と
聞
い
て
驚
い
た
︒
三
島
さ
ん

は
決
し
て
そ
ん
な
非
情
な
行
為
を
と
る
と
は
絶
対
に
考
え

ら
れ
な
い
︒
三
島
さ
ん
と
い
う
人
は
誠
に
誠
実
︑
謹
厳
な

人
で
私
は
か
ね
が
ね
そ
の
意
味
で
も
尊
敬
し
て
い
た
︒
だ

か
ら
病
人
に
む
か
っ
て
仕
事
を
急
が
せ
る
な
ん
て
情
け
知

ら
ず
な
こ
と
を
す
る
人
で
は
な
い
︒
一
一
月
二
五
日
の
あ

の
自
決
を
知
っ
て
︑
氏
は
そ
の
日
ま
で
に
﹃
薔
薇
刑
﹄
の

出
版
が
間
に
合
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
ざ

る
を
得
な
い
︒
そ
も
そ
も
﹃
国
際
版
・
薔
薇
刑
﹄
の
出
版

は
前
年
の
一
二
月
に
私
が
三
島
さ
ん
に
提
案
し
て
決
ま
っ

た
も
の
で
︑
取
り
敢
え
ず
翌
年
の
暮
れ
ま
で
に
出
版
し
よ

う
と
い
う
約
束
だ
っ
た41

︒

つ
ま
り
︑
三
島
は
自
分
の
死
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
﹃
国
際
版
・

薔
薇
刑
﹄︵
図
19
︶
の
出
版
を
合
わ
せ
よ
う
と
企
図
し
て
い
た

の
だ
︒
そ
れ
は
自
身
の
死
を
補
完
し
︑
世
界
に
向
け
て
そ
の

完
璧
な
姿
を
発
信
し
記
憶
さ
せ
る
強
烈
な
一
撃
と
な
る
は
ず

だ
っ
た
︒
視
ら
れ
る
身
体
と
し
て
の
自
己
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
化

の
こ
の
上
な
い
完
成
︒
そ
の
た
め
︑
装
幀
者
の
横
尾
が
予
定
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外
の
事
故
で
入
院
す
る
と
︑
平
素
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
﹁
情

け
知
ら
ず
な
こ
と
を
﹂
思
わ
ず
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒

そ
の
年
︵
一
九
七
〇
年
：
筆
者
註
︶
の
10
月
に
池
袋
の
東
武

百
貨
店
特
設
会
場
で
開
か
れ
た
﹁
三
島
由
紀
夫
展
﹂
で
は

一
部
進
行
中
の
︵
新
輯
版
﹃
薔
薇
刑
﹄
の
：
筆
者
註
︶
ゲ
ラ

刷
が
展
示
さ
れ
た
し
︑
そ
の
時
点
で
本
の
完
成
は
み
な
か

っ
た
も
の
の
︑
装
幀
の
内
容
や
氏
の
新
た
に
書
き
加
え
た

原
稿
の
校
正
は
す
で
に
終
わ
っ
て
い
た
か
ら
︑
氏
は
実
質

的
に
新
輯
版
の
完
成
品
を
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
た
の
で

あ
る
︒
こ
の
﹁
三
島
由
紀
夫
展
﹂
に
は
︑﹃
薔
薇
刑
﹄
の
中

か
ら
と
く
に
最
終
章
の
数
点
が
超
大
型
パ
ネ
ル
に
引
伸
さ

れ
て
展
示
さ
れ
た
︒
そ
れ
ら
の
写
真
は
︑
展
覧
会
の
中
で

氏
が
﹁
肉
体
の
河
﹂
と
名
付
け
た
ス
ペ
ー
ス
に
展
示
さ
れ

た
の
だ
が
︑﹁
肉
体
の
河
﹂
と
い
う
一
文
の
中
で
氏
は
﹁
わ

た
し
は
肉
体
の
衰
え
を
容
認
し
な
い
︙
︙
﹂
と
書
い
て
い

る
︒
肉
体
の
衰
え
を
容
認
し
な
い
と
は
一
体
ど
う
い
う
意

味
な
の
か
︒
人
は
誰
し
も
齢
を
と
る
し
︑
肉
体
が
衰
え
る

こ
と
は
当
然
な
こ
と
な
の
に
︙
︙
︒
理
想
と
し
て
は
常
に

若
く
あ
り
た
い
し
︑
肉
体
が
衰
え
る
こ
と
は
誰
し
も
歓
迎

し
な
い
︒
し
か
し
︑﹁
容
認
し
な
い
︙
︙
﹂
と
は
氏
の
文
学

的
レ
ト
リ
ッ
ク
だ
と
し
て
も
︑
よ
く
も
決
定
的
な
こ
と
を

書
い
た
も
の
だ
︑
と
そ
の
時
強
い
印
象
を
受
け
た
こ
と
を

今
で
も
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
る42

︒

こ
の
よ
う
に
三
島
は
死
の
前
月
に
は
再
編
集
し
た
﹃
薔
薇
刑
﹄

の
ゲ
ラ
刷
り
や
そ
の
最
終
章
の
写
真
か
ら
大
き
く
引
き
伸
ば

さ
れ
た
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
展
示
を
行
っ
て
い
る
︒
そ
こ
に

掲
示
さ
れ
た
言
葉
は
後
か
ら
思
え
ば
三
島
の
決
意
を
表
す
も

の
だ
が
︑
当
時
の
細
江
に
は
想
像
す
ら
で
き
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
︒
死
の
影
も
な
い
﹁
衰
え
を
容
認
し
な
い
﹂

﹁
肉
体
﹂
が
目
の
前
に
﹁
存
在
﹂
し
て
い
た
の
だ
か
ら
︒
三
島

は
そ
の
生
の
最
高
潮
の
う
ち
に
死
を
ぶ
つ
け
よ
う
と
し
た
︒

三
島
の
生
き
方
に
は
反
対
原
理
を
持
っ
て
く
る
と
い
う

考
え
方
が
根
本
に
あ
っ
た
︒
非
常
に
邪
悪
な
も
の
が
あ
っ

た
︑
だ
か
ら
非
常
に
澄
ん
だ
人
と
し
て
振
る
舞
う
事
が
で

き
た
︒
非
常
に
公
正
で
な
い
部
分
が
あ
っ
た
︑
だ
か
ら
本

来
公
正
な
人
よ
り
も
も
っ
と
公
正
に
振
る
舞
う
こ
と
が
で

き
た
︒
あ
ま
り
男
性
的
な
人
で
は
な
か
っ
た
︑
だ
か
ら
本

来
男
性
的
な
人
よ
り
も
っ
と
男
性
的
に
振
る
舞
う
こ
と
が

で
き
た
︒
い
ろ
ん
な
反
対
原
理
で
生
き
る
こ
と
が
あ
っ
た

人
だ
か
ら
︑
そ
の
死
に
政
治
的
な
理
由
を
持
っ
て
き
た
こ

と
は
︑
自
分
の
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に

は
反
対
の
も
の
が
必
要
で
︑
そ
の
雑
駁
な
も
の
を
持
っ
て

く
る
こ
と
に
よ
っ
て
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
し
て
の
死
を
純

化
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す43

︒

バ
タ
イ
ユ
が
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
死
を
ま
た
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ

ム
と
暴
力
と
自
死
を
結
び
つ
け
た
よ
う
に
︑
三
島
も
ま
た
錬

金
術
的
に
反
対
物
を
合
一
さ
せ
る
夢
を
見
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
︒
し
か
し
そ
れ
が
単
な
る
夢
想
で
終
わ
り
は
し
な
い

と
い
う
確
信
が
彼
に
は
あ
っ
た
の
だ
︒

一
九
七
〇
年
の
夏
が
終
わ
り
︑
新
輯
版
﹃
薔
薇
刑
﹄︵
装

幀
：
横
尾
忠
則
︶
の
編
集
に
お
い
て
初
版
と
異
な
る
写
真
の

組
替
作
業
を
し
た
と
き
︑
氏
の
各
章
の
タ
イ
ト
ル
を
指
定

し
︑
最
終
章
を
﹁
死
﹂
と
決
め
て
ぼ
く
の
同
意
を
求
め
た
︒

ぼ
く
は
︑
決
ま
る
べ
き
タ
イ
ト
ル
だ
と
思
い
そ
の
場
で
同

意
し
た
︒
そ
し
て
氏
は
そ
れ
か
ら
何
个
月
も
経
た
な
い

1
9
7
0
年
11
月
25
日
︑
市
个
谷
で
割
腹
自
殺
を
し
て
こ

の
世
を
去
っ
た
の
で
あ
る
︒

い
ま
思
え
ば
︑
そ
れ
は
氏
が
間
違
う
こ
と
な
く
確
定
し

て
い
た
こ
と
で
あ
り
︑
絶
対
の
遺
言
で
あ
っ
た
︒
こ
う
し

て
再
び
﹁
薔
薇
刑
﹂
が
装
い
を
新
た
な
構
成
で
出
版
さ
れ

る
こ
と
は
︑
肉
体
の
衰
え
を
容
認
し
な
か
っ
た
三
島
由
紀

夫
氏
の
最
も
華
麗
な
る
肉
体
︑
38
歳
の
強
く
逞
し
い
不
変

の
肉
体
を
こ
こ
に
提
示
す
る
こ
と
で
あ
り
︑
亡
き
三
島
由

紀
夫
氏
に
捧
げ
る
鎮
魂
歌
で
あ
る44

︒

三
島
は
﹃
薔
薇
刑
﹄
に
よ
っ
て
自
ら
の
肉
体
が
最
も
望
ま
し

い
形
で
永
遠
に
衰
え
る
こ
と
な
く
表
象
さ
せ
ら
れ
続
け
る
こ

図19　新輯版『薔薇刑』（装幀：横尾忠則）
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と
を
知
っ
て
い
た
︒
そ
れ
は
個
人
と
し
て
芸
術
家
と
し
て
の

理
想
の
実
現
で
あ
る
と
同
時
に
︑
当
時
失
わ
れ
ゆ
く
と
三
島

が
危
惧
し
て
い
た
日
本
的
な
価
値
観
の
一
つ
で
も
あ
る
﹁
常

若
﹂
で
あ
り
続
け
る
こ
と
︑
あ
る
い
は
﹁
常
若
﹂
で
あ
る
こ

と
を
更
新
す
る
た
め
の
転
生
の
前
の
若
年
で
の
喜
ば
し
い
自

死
を
可
能
に
す
る
条
件
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う

か
︒
つ
ま
り
細
江
の
一
連
の
写
真
に
よ
る
変
容
し
た
自
己
像

の
数
々
が
あ
っ
て
初
め
て
三
島
は
自
死
を
決
断
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
え
る
の
だ
︒
そ
し
て
表
象
さ
れ
た
も
の
で
は

飽
き
足
ら
ず
現
実
の
自
己
の
肉
体
自
体
に
対
し
て
も
﹁
衰
え

を
容
認
し
な
﹂
か
っ
た
︒

こ
の
人
︵
三
島
由
紀
夫
：
筆
者
註
︶
は
国
体
の
た
め
に
死
ん

だ
の
で
は
な
く
て
︑
肉
体
の
た
め
に
死
ん
だ
と
僕
は
思
う

の
で
す
︒
肉
体
と
国
体
だ
っ
た
ら
︑
肉
体
の
方
が
古
い
︒

肉
体
は
ア
メ
ー
バ
以
来
あ
る
わ
け
で
す
︒
国
体
と
い
う
の

は
生
命
史
︑
人
類
史
の
上
で
は
ご
く
ご
く
最
近
作
っ
た
も

の
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
だ
か
ら
肉
体
の
た
め
に
死

ん
だ
こ
と
の
方
が
国
体
の
た
め
に
死
ん
だ
こ
と
よ
り
ず
っ

と
正
統
性
の
あ
る
こ
と
だ
と
︑
僕
は
思
っ
て
い
ま
す45

︒

も
ち
ろ
ん
希
望
し
て
い
た
ノ
ー
ベ
ル
賞
が
師
で
あ
る
川
端
康

成
の
手
に
渡
り
︑
自
分
に
は
受
賞
の
目
が
な
く
な
っ
た
こ
と

や
︑
自
決
の
際
の
檄
文
に
書
か
れ
た
戦
後
日
本
に
対
す
る
絶

望
な
ど
︑
他
に
も
様
々
な
要
因
は
あ
る
だ
ろ
う
︒
し
か
し
細

江
の
写
真
が
な
け
れ
ば
︑
三
島
の
決
断
が
ど
う
な
っ
て
い
た

か
︒
そ
れ
は
確
か
に
は
わ
か
ら
な
い
と
し
て
も
︑
少
な
く
と

も
そ
の
姿
と
思
想
は
ま
っ
た
く
違
う
形
で
後
世
に
伝
え
ら
れ

て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
︒
ち
な
み
に
細
江
は
三
島
の
自
決
に
伴

う
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
写
真
の
提
供
を
す
べ
て
断
り
︑
出
版
社

を
説
得
し
て
予
定
さ
れ
て
い
た
写
真
集
の
刊
行
を
延
期
し
︑

翌
年
三
島
夫
人
の
﹁
主
人
の
希
望
で
し
た
か
ら
﹂
と
い
う
説

得
に
応
じ
る
ま
で
﹃
薔
薇
刑
﹄
を
出
す
こ
と
は
な
か
っ
た
︒

お
わ
り
に

﹁
写
真
と
身
心
変
容
﹂
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
書
き
進
ん
で
き

た
が
︑
最
後
は
思
わ
ぬ
方
向
に
ま
で
話
が
進
ん
で
し
ま
っ
た

よ
う
に
思
う
︒
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
写
真
に
撮
ら
れ
る
と

い
う
︑
い
わ
ば
日
常
的
で
現
代
で
は
誰
も
が
行
っ
て
い
る
こ

と
が
︑
撮
影
者
と
撮
影
さ
れ
る
も
の
双
方
の
身
体
と
精
神
と

に
時
に
強
烈
か
つ
の
っ
ぴ
き
な
ら
な
い
ま
で
の
影
響
を
与
え
︑

そ
の
人
の
生
涯
を
決
定
づ
け
る
よ
う
な
こ
と
さ
え
あ
る
と
い

う
こ
と
が
例
証
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
な
ぜ
な
ら

写
真
に
撮
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
︑
お
の
れ
の
影
を
剝

ぎ
と
ら
れ
︑
わ
れ
と
わ
が
身
を
い
け
に
え
に
供
す
る
こ
と

で
あ
る
︒
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
の
エ
ス
キ
モ
ー
人
に
と
っ
て

は
︑
人
の
影
を
掠
め
取
る
能
力
を
も
つ
も
の
が
呪
術
師
で

あ
っ
た
︒
魂
は
そ
の
人
の
影
に
宿
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
︒
人
間
と
そ
の
影
と
の
あ
い
だ
に
︑
い
か
に

眼
眩
む
ほ
ど
の
生
と
死
の
因
果
劇
が
演
じ
ら
れ
て
き
た
か

は
︑
フ
レ
ー
ザ
ー
の
﹁
金
枝
篇
﹂
の
み
の
語
る
と
こ
ろ
で

は
な
い46

︒

か
ら
で
あ
り
︑
影
を
め
ぐ
る
闘
争
は
そ
の
人
の
存
在
そ
の
も

の
と
深
く
関
わ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
︒

注1　
ヴ
ィ
レ
ム
・
フ
ル
ッ
サ
ー
︑
深
川
雅
文
訳
﹃
写
真
の
哲
学
の

た
め
に　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
カ
ル
チ
ャ
ー
﹄

勁
草
書
房
︑
一
九
九
九
年
︑
八
七
頁
︵
原
書
は
一
九
八
三
年
︶

2　

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
デ
ィ
デ
ィ=

ユ
ベ
ル
マ
ン
︑
谷
川
多
佳
子
・

和
田
ゆ
り
え
訳
﹃
ヒ
ス
テ
リ
ー
の
発
明　

上　

シ
ャ
ル
コ
ー

と
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
写
真
図
像
集
﹄
み
す
ず
書
房
︑
二
〇

一
四
年
︑七
頁︵
原
書
は
一
九
八
二
年
／
二
〇
一
二
年
増
補
︶

3　
ユ
ベ
ル
マ
ン
︑
前
掲
書
︑
八
頁

4　
ユ
ベ
ル
マ
ン
︑
前
掲
書
︑
一
三
六
頁

5　
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
︑
花
輪
光
訳
﹃
明
る
い
部
屋

︱
写
真
に

つ
い
て
の
覚
書
﹄
み
す
ず
書
房
︑
一
九
八
五
年
︑
一
六
頁

6　
金
村
修
︑
タ
カ
ザ
ワ
ケ
ン
ジ
﹃
挑
発
す
る
写
真
史
﹄
平
凡
社
︑

二
〇
一
七
年
︑
二
二
六
頁

7　
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
︑
前
掲
書
︑
八
―九
頁

8　
細
江
英
公
﹃
な
ん
で
も
や
っ
て
み
よ
う

︱
私
の
写
真
史
﹄

窓
社
︑
二
〇
〇
五
年
︑
二
〇
四
頁

9　
細
江
英
公
︑
前
掲
書
︑
二
〇
四
―二
〇
五
頁

10　
細
江
英
公
︑
前
掲
書
︑
二
〇
五
頁

11　
シ
ル
ヴ
ィ
ア
ー
ヌ
・
パ
ジ
ェ
ス
︑
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ヴ
ォ

ス
監
訳
︑
北
原
ま
り
子
・
宮
川
麻
理
子
訳
﹃
欲
望
と
誤
解
の

舞
踏
﹄
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
︑
二
〇
一
七
年
︑
七
九
頁

12　
括
弧
内
細
江
英
公
談
︒
二
〇
一
六
年
一
一
月
七
日
一
五
時
三

〇
分
︑
日
本
経
済
新
聞
電
子
版

13　

瀧
口
修
造
序
文
﹁
鎌
鼬
︑
真
空
の
巣
へ
﹂
細
江
英
公
﹃
鎌

鼬
﹄
現
代
思
潮
社
︑
一
九
六
九
年
︑
お
よ
び
青
幻
舎
︵
復
刻

版
︶︑
二
〇
〇
五
年
︒

14　
瀧
口
修
造
︑
前
掲
書

15　
注
12
に
同
じ

16　
瀧
口
修
造
︑
前
掲
書

17　
ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
︑
近
藤
耕
人
訳
﹃
写
真
論
﹄
晶
文
社
︑

一
九
七
九
年
︑
一
六
九
頁

18　
虫
明
亜
呂
無
﹃
三
島
由
紀
夫
全
集
﹄
第
十
八
巻
付
録
︽
同
時

代
評
か
ら
︾
3
﹃
豊
饒
の
海
﹄
に
つ
い
て
︵
そ
の
1
︶︑
一

二
頁

19　
高
橋
睦
郎
﹃
在
り
し
︑
在
ら
ま
ほ
し
か
り
し
三
島
由
紀
夫
﹄

平
凡
社
︑
二
〇
一
六
年
︑
八
八
頁

20　
高
橋
睦
郎
︑
前
掲
書
︑
二
一
七
頁

21　
細
江
英
公
﹁
薔
薇
刑
﹂
撮
影
ノ
ー
ト
﹃
薔
薇
刑
・
新
版
﹄
集

英
社
︑
一
九
八
四
年

22　
細
江
英
公
︑
前
掲
書

23　
細
江
英
公
︑
前
掲
書

24　
細
江
英
公
︑
前
掲
書

25　
細
江
英
公
︑
前
掲
書
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26　
細
江
英
公
︑
前
掲
書

27　
細
江
英
公
︑
前
掲
書

28　
細
江
英
公
︑
前
掲
書

29　
三
島
由
紀
夫
﹁
細
江
英
公
序
説
﹂
細
江
英
公
﹃
薔
薇
刑
・
新

版
﹄
序
文
︑
集
英
社
︑
一
九
八
四
年
︑
頁
数
表
示
な
し

30　
高
橋
睦
郎
︑
前
掲
書
︑
一
六
二
頁

31　
高
橋
睦
郎
︑
前
掲
書
︑
二
三
八
頁

32　
三
島
由
紀
夫
︑
前
掲
書
︑
頁
数
表
示
な
し

33　
三
島
由
紀
夫
︑
前
掲
書
︑
頁
数
表
示
な
し

34　
三
島
由
紀
夫
︑
前
掲
書
︑
頁
数
表
示
な
し

35　
高
橋
睦
郎
︑
前
掲
書
︑
一
六
四
頁

36　
三
島
由
紀
夫
﹃
三
島
由
紀
夫
全
集
﹄
第
一
巻
﹁
花
ざ
か
り
の

森
﹂
一
七
一
頁

37　

三
島
由
紀
夫
﹃
三
島
由
紀
夫
全
集
﹄
第
十
九
巻
﹁
天
人
五

衰
﹂︵
豊
饒
の
海
・
第
四
巻
︶
六
四
七
頁

38　

三
島
由
紀
夫
﹁
細
江
英
公
序
説
﹂︑
細
江
英
公
﹃
薔
薇
刑
・

新
版
﹄
序
文
︑
集
英
社
︑
一
九
八
四
年
︑
頁
数
表
示
な
し

39　
三
島
由
紀
夫
﹁
奔
馬
﹂︵
豊
饒
の
海
・
第
二
巻
︶﹃
三
島
由
紀

夫
全
集
﹄
第
十
八
巻
︑
新
潮
社
︑
一
九
七
三
年
︑
八
一
五
頁

40　
三
島
由
紀
夫
︑
前
掲
書
︑
八
一
六
頁

41　
細
江
英
公
﹃
な
ん
で
も
や
っ
て
み
よ
う
﹄
一
六
五
頁

42　
細
江
英
公
﹁
薔
薇
刑
﹂
撮
影
ノ
ー
ト
︑
頁
数
表
記
な
し

43　
高
橋
睦
郎
︑
前
掲
書
︑
二
〇
七
頁

44　
細
江
英
公
︑
前
掲
書
︑
頁
数
表
記
な
し

45　
高
橋
睦
郎
︑
前
掲
書
︑
二
三
七
―二
三
八
頁

46　
瀧
口
修
造
︑
前
掲
書

参
考
文
献

ヴ
ィ
レ
ム
・
フ
ル
ッ
サ
ー
︑
深
川
雅
文
訳
﹃
写
真
の
哲
学
の
た
め

に

︱
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
カ
ル
チ
ャ
ー
﹄
勁
草
書

房
︑
一
九
九
九
年

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
デ
ィ
デ
ィ=

ユ
ベ
ル
マ
ン
︑
谷
川
多
佳
子
・
和
田

ゆ
り
え
訳
﹃
ヒ
ス
テ
リ
ー
の
発
明　

上　

シ
ャ
ル
コ
ー
と
サ
ル
ペ

ト
リ
エ
ー
ル
写
真
図
像
集
﹄
み
す
ず
書
房
︑
二
〇
一
四
年
︵
原
書

は
一
九
八
二
年
／
二
〇
一
二
年
増
補
︶

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
︑
花
輪
光
訳
﹃
明
る
い
部
屋

︱
写
真
に
つ
い

て
の
覚
書
﹄
み
す
ず
書
房
︑
一
九
八
五
年

ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
︑
近
藤
耕
人
訳
﹃
写
真
論
﹄
晶
文
社
︑
一

九
七
九
年

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
バ
タ
イ
ユ
︑
酒
井
健
訳
﹃
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
﹄
筑

摩
書
房
︑
二
〇
〇
四
年

中
村
修
︑
タ
カ
ザ
ワ
ケ
ン
ジ
﹃
挑
発
す
る
写
真
史
﹄
平
凡
社
︑
二

〇
一
七
年

伊
藤
俊
治
﹃
寫
眞
史
﹄
朝
日
出
版
社
︑
一
九
九
二
年

三
島
由
紀
夫
﹃
三
島
由
紀
夫
全
集
﹄
第
一
巻
︑
新
潮
社
︑
一
九
七

五
年

三
島
由
紀
夫
﹃
三
島
由
紀
夫
全
集
﹄
第
三
巻
︑
新
潮
社
︑
一
九
七

三
年

三
島
由
紀
夫
﹃
三
島
由
紀
夫
全
集
﹄
第
十
八
巻
︑
新
潮
社
︑
一
九

七
三
年

三
島
由
紀
夫
﹃
三
島
由
紀
夫
全
集
﹄
第
十
九
巻
︑
新
潮
社
︑
一
九

七
三
年

神
野
藤
昭
夫
監
修
﹃
物
語
文
学
研
究
叢
書
第
八
号 

浜
松
中
納
言

物
語 

新
註
国
文
学
叢
書
﹄
ク
レ
ス
出
版
︑
一
九
九
九
年

細
江
英
公
﹃
薔
薇
刑
・
新
版
﹄
集
英
社
︑
一
九
八
四
年

細
江
英
公
﹃
球
体
写
真
二
元
論

︱
私
の
写
真
哲
学
﹄
窓
社
︑
二

〇
〇
五
年

細
江
英
公
﹃
な
ん
で
も
や
っ
て
み
よ
う

︱
私
の
写
真
史
﹄
窓
社
︑

二
〇
〇
五
年

細
江
英
公
﹃
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
そ
う

︱
私
の
写
真
観
﹄
窓
社
︑

二
〇
〇
五
年

﹃
細
江
英
公
の
写
真　

一
九
五
〇
―二
〇
〇
〇
﹄
共
同
通
信
社
︑
二

〇
〇
〇
年

﹃
写
真
家
・
細
江
英
公
の
世
界　

球
体
写
真
二
元
論
﹄
青
幻
舎
︑
二

〇
〇
六
年

細
江
英
公
﹃
鎌
鼬
﹄
青
幻
舎
︵
復
刻
版
︶︑
二
〇
〇
五
年

高
橋
睦
郎
﹃
在
り
し
︑
在
ら
ま
ほ
し
か
り
し
三
島
由
紀
夫
﹄︑
平

凡
社
︑
二
〇
一
六
年

シ
ル
ヴ
ィ
ア
ー
ヌ
・
パ
ジ
ェ
ス
︑
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ヴ
ォ
ス
監

訳
︑
北
原
ま
り
子
・
宮
川
麻
理
子
訳
﹃
欲
望
と
誤
解
の
舞
踏
﹄
慶

應
義
塾
大
学
出
版
会
︑
二
〇
一
七
年

小
埜
裕
二
﹃
仮
面
の
告
白
﹄
論
︵
一
︶ : 

作
家
の
誕
生
﹄
金
沢
大
学

文
学
部
論
集
︑
文
学
科
篇 

一
〇
︑
一
九
九
〇
年
︑
一
三
―二
七
頁
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写真と身心変容　　



は
じ
め
に
―
デ
ザ
イ
ン
に
お
け
る
身
心
変

容
技
法
と
は

道
具
や
建
築
な
ど
の
生
活
に
役
立
つ
人
工
物
は
︑
多
か
れ

少
な
か
れ
物
質
的
な
も
の
と
身
体
の
行
為
が
関
わ
り
合
い
絡

み
合
っ
て
そ
の
役
割
を
果
た
し
︑
あ
る
い
は
生
活
の
中
で
存

在
し
て
い
る
︒
使
わ
れ
て
い
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
︑
た
だ
そ

こ
に
あ
っ
て
人
と
関
わ
る
こ
と
で
も
人
に
影
響
を
与
え
て
い

る
︒本

稿
で
は
︑
宗
教
学
を
基
盤
と
す
る
身
心
変
容
技
法
研
究

に
対
し
︑
デ
ザ
イ
ン1

の
視
点
か
ら
人
工
物
と
身
心
変
容
と
の

関
係
を
考
察
す
る
こ
と
お
よ
び
︑
人
工
物
の
形
が
ど
の
よ
う

に
身
心
の
変
容
と
関
わ
り
う
る
の
か
︑
そ
の
あ
り
方
を
考
察

す
る
も
の
で
あ
る
︒

人
工
物
に
よ
る
身
心
変
容
を
考
え
て
い
く
上
で
避
け
ら
れ

な
い
の
が
﹁
技
術
が
人
間
の
能
力
を
拡
張
す
る
﹂
と
い
う
技

術
に
よ
る
能
力
拡
張
論
で
あ
る
︒

情
報
通
信
技
術
が
人
類
の
能
力
に
関
す
る
目
覚
ま
し
い
発

展
を
遂
げ
て
い
る
が
︑
A
R
す
な
わ
ちA

ugm
ented Reality

︵
オ
ー
グ
メ
ン
テ
ッ
ド
リ
ア
リ
テ
ィ
︶
やH

um
an A

ugm
entation

︵
ヒ
ュ
ー
マ
ン
オ
ー
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
︶
と
い
う
用
語
に
も
表

れ
て
い
る
よ
う
に
︑“ augm

entation ” 

す
な
わ
ち
︑
拡
張
や
増

大
と
い
う
概
念
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
自
覚
的
に
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
は
象
徴
的
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
に
技
術
発
展

の
背
景
に
は
︑
自
然
的
人
間
の
能
力
を
増
大
︑
拡
張
︑
強
化

し
よ
う
と
す
る
思
い
が
見
え
隠
れ
す
る
︒

一
方
︑
こ
う
し
た
文
脈
に
対
す
る
反
論
に
︑
技
術
に
よ
る

自
然
身
体
能
力
退
化
論
が
あ
る
︒
技
術
が
身
体
能
力
を
補
う

こ
と
で
生
来
の
身
体
能
力
を
縮
小
し
か
ね
な
い
と
い
う
も
の

だ
︒
し
か
し
︑
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
技
術
は
︑
従

来
の
何
か
の
能
力
を
代
替
す
る
と
い
う
よ
り
も
︑
新
し
い
体

験
を
人
類
に
も
た
ら
し
た
︒

身
心
変
容
の
文
脈
か
ら
す
る
と
︑
技
術
に
よ
る
能
力
拡
張

論
で
本
当
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
︑
そ
の
能
力
の
拡
張
で
は

な
く
︑
技
術
や
道
具
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
て
し
ま

う
体
験
の
質
や
︑
体
験
に
よ
っ
て
変
容
す
る
意
識
の
在
り
方

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
生
来
の
心
や
身
体
と
い
う
人
間
側
の

潜
在
能
力
が
発
現
し
変
容
し
て
い
く
可
能
性
に
つ
い
て
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
︑
こ
こ
で
い
う
身
心
変
容
と
は
言
え
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

体
験
に
注
目
す
る
と
普
通
は
使
い
方
の
デ
ザ
イ
ン
が
主
題

と
な
る
が
︑
本
稿
で
は
よ
り
原
初
的
に
人
が
人
工
物
に
接
す

る
と
き
に
ま
ず
接
触
し
体
験
す
る
こ
と
に
な
る
人
工
物
の
持

つ
﹁
形
﹂
の
あ
り
方
と
そ
こ
で
の
体
験
に
つ
い
て
論
考
し
て

ゆ
き
た
い
︒

1
形
に
つ
い
て

人
工
物
の
形
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
に
あ
た
り
︑
言
葉
の

広
が
り
か
ら
意
味
︑
そ
し
て
デ
ザ
イ
ン
的
な
視
点
に
お
け
る

形
と
し
て
機
能
性
や
材
料
と
の
関
係
へ
と
考
え
を
進
め
て
ゆ

き
た
い
︒

1-

1　

形
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て

形
の
あ
り
よ
う
を
細
か
く
見
て
い
く
前
に
ま
ず
︑
形
と
い

う
言
葉
と
概
念
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
︒

本
稿
の
タ
イ
ト
ル
は
フ
ォ
ル
ム
と
な
っ
て
い
る
が
︑
日
本

語
の
文
脈
で
よ
く
使
用
さ
れ
る
フ
ォ
ル
ム
と
い
う
言
葉
は
︑
フ

ラ
ン
ス
語
由
来
の
外
来
語
で
あ
る
︒
そ
の
他
︑
形
に
関
連
す

フォ
ル
ム
と
物
と
身
心
変
容
に
つ
い
て

―
点
線
面
体
の
形
態
論

第
四
部
❖
芸
術
・
武
術
と
い
う
ワ
ザ
学

上
林
壮
一
郎

京
都
造
形
芸
術
大
学
准
教
授
／
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
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第四部 ❖芸術・武術というワザ学



る
語
も
含
め
︑
日
本
語
︑
英
語
︑
イ
タ
リ
ア
語
︑
ラ
テ
ン
語
︑

ギ
リ
シ
ア
語
に
つ
い
て
列
挙
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
︒

ま
ず
基
本
と
な
る
﹁
形
﹂
の
翻
訳
を
関
連
す
る
言
語
で
列

挙
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
︒

日
本
語
：
形

英
語
：form

ド
イ
ツ
語
：form

フ
ラ
ン
ス
語
：form

e

イ
タ
リ
ア
語
：form

a 

ラ
テ
ン
語
：form

a

ギ
リ
シ
ャ
語
：m

orphe

さ
ら
に
︑
関
連
語
を
合
わ
せ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
︒

日
本
語
：
形
︑
形
体
︑
形
態
︑
形
状
︑
形
相
︑
姿
︑
型
︑
輪

郭
︑
影

英
語
：form

, shape, figure, type, outline, shadow

ド
イ
ツ
語
：form

, gestalt

フ
ラ
ン
ス
語
：form

e, figure, m
orphe, type, contour, 

om
breイ

タ
リ
ア
語
：form

a, figura, tipo, contorno, om
bra, foggia 

ラ
テ
ン
語
：form

a, figure, genus

ギ
リ
シ
ャ
語
：m

orphe

形
の
心
理
学
と
い
う
と
ド
イ
ツ
語
の
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
心
理

学
が
あ
る
が
︑
動
的
な
形
態
学
を
提
唱
し
た
ゲ
ー
テ
は
固
定

化
さ
れ
た
形
態
を
表
す
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
と
い
う
言
葉
を
嫌
い
︑

ギ
リ
シ
ャ
語
を
使
っ
てM
orphology

と
い
う
造
語
を
提
唱
し

た
︒ゲ

ー
テ
の
形
態
学
は
︑
美
術
分
野
の
形
態
学
で
は
な
く
生

物
や
鉱
物
の
形
態
を
対
象
と
し
研
究
す
る
も
の
だ
が
︑
自
然

の
形
態
も
形
の
作
用
や
現
象
と
し
て
の
形
と
い
う
地
平
に
お

い
て
は
美
学
的
な
形
態
と
連
続
性
や
共
通
点
が
あ
る
は
ず
で

あ
る
︒

一
般
的
に
形
と
い
う
概
念
は
︑
形
骸
化
と
い
う
言
葉
が
あ

る
よ
う
に
表
層
的
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る

が
︑
上
記
の
よ
う
に
実
は
実
体
の
あ
る
物
質
的
な
存
在
に
と

ど
ま
ら
ず
︑
影
や
型
や
類
型
ま
で
も
含
み
︑
存
在
論
に
通
じ

る
側
面
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
見
逃
せ
な
い
︒

1-

2　

形
の
作
用
、効
果
、機
能

人
工
物
の
機
能
は
︑
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
に
は
形
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
︒
な
ぜ
な
ら
︑
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
を
採

る
の
に
長
い
棒
を
使
う
よ
う
に
形
に
は
自
ず
と
性
質
が
あ
り
︑

作
用
や
効
果
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
︒

﹁
作
用
﹂
と
﹁
効
果
﹂
と
﹁
機
能
﹂
と
い
う
概
念
は
互
い
に
よ

く
似
て
い
る
が
︑
こ
れ
ら
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
︒

﹁
作
用
﹂
は
︑
例
え
ば
細
長
い
竹
の
棒
が
あ
る
場
合
︑
そ
の

作
用
と
は
細
長
い
竹
の
棒
と
い
う
現
象
が
与
え
る
は
た
ら
き

や
影
響
の
こ
と
で
あ
る
︒
た
だ
切
っ
て
少
し
枝
を
払
っ
た
だ

け
の
竹
の
状
態
で
あ
る
︒
こ
こ
に
は
ま
だ
目
的
は
な
い
︒

﹁
効
果
﹂
は
︑
目
的
が
付
随
し
た
作
用
で
あ
る
︒
た
と
え
ば

﹁
洗
濯
物
を
干
す
﹂
と
い
う
目
的
が
付
随
し
て
い
る
と
考
え
て

み
る
︒
そ
の
目
的
の
た
め
に
そ
の
細
長
い
棒
で
あ
る
竹
が
持

つ
作
用
を
利
用
し
た
結
果
︑
そ
の
目
的
を
う
ま
く
果
た
せ
た

か
を
評
価
す
る
意
識
が
は
た
ら
く
︒
つ
ま
り
竹
の
両
端
を
支

え
る
支
点
が
あ
り
︑
そ
れ
に
対
し
短
す
ぎ
ず
長
す
ぎ
ず
︑
太

す
ぎ
ず
細
す
ぎ
な
い
最
適
な
長
さ
や
太
さ
で
の
竹
で
︑
し
な

ら
ず
に
し
っ
か
り
と
重
い
洗
濯
物
を
支
え
て
く
れ
る
だ
け
の

耐
久
力
が
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
が
細
か
く
確
か
め
ら
れ
た
作

用
を
効
果
と
い
う
︒

﹁
機
能
﹂
は
︑
洗
濯
物
を
干
す
と
い
う
目
的
に
必
要
と
な
る

も
っ
と
多
く
の
条
件
に
対
し
十
分
に
そ
の
効
果
が
発
揮
さ
れ

る
よ
う
な
状
態
に
最
適
化
し
調
整
し
た
も
の
︑
す
な
わ
ち
道

具
と
し
て
の
は
た
ら
き
の
こ
と
で
あ
る
と
言
え
な
い
だ
ろ
う

か
︒
そ
れ
は
場
合
に
よ
っ
て
は
︑
引
っ
掛
け
る
た
め
の
穴
が

開
け
ら
れ
て
い
た
り
︑
長
さ
が
調
節
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
り
︑
陽
に
当
た
り
雨
に
濡
れ
て
も
劣
化
し
に
く
か
っ
た

り
と
い
う
要
求
を
満
足
し
た
︑
ス
テ
ン
レ
ス
の
伸
縮
可
能
な

物
干
し
竿
だ
っ
た
り
す
る
︒

こ
う
し
た
﹁
作
用
﹂
と
﹁
効
果
﹂
と
﹁
機
能
﹂
の
違
い
を

形
態
的
観
点
か
ら
見
る
と
︑
作
用
す
る
形
態
か
ら
︑
効
果
的

な
形
態
を
経
て
︑
機
能
す
る
形
態
へ
と
向
か
う
順
番
は
︑
プ

リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
形
態
か
ら
よ
り
洗
練
さ
れ
た
道
具
と
し
て
の

形
態
へ
と
移
行
す
る
順
で
あ
る
︒
あ
る
い
は
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ

な
は
た
ら
き
か
ら
︑
よ
り
目
的
性
の
強
い
は
た
ら
き
へ
と
移

行
す
る
目
的
性
の
順
で
あ
る
と
説
明
で
き
よ
う
︒

﹁
作
用
﹂
と
い
う
現
象
は
良
い
も
悪
い
も
価
値
判
断
が
な
い

た
だ
の
現
象
で
あ
る
︒
そ
こ
に
目
的
が
介
入
し
価
値
判
断
が

入
り
︑
価
値
が
あ
る
と
さ
れ
る
良
い
作
用
の
も
の
を
効
果
が

あ
る
と
い
う
︒
そ
し
て
︑
そ
の
効
果
を
発
揮
す
る
よ
う
に
調

整
さ
れ
て
作
ら
れ
た
人
工
物
の
は
た
ら
き
が
機
能
で
あ
る
と

説
明
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
そ
し
て
こ
う
し
た
見

方
は
︑
形
と
機
能
の
関
係
に
結
び
つ
く
︒
す
な
わ
ち
抽
象
的

な
形
や
素
材
を
︑
あ
る
目
的
に
対
し
て
有
用
な
も
の
へ
と
加

工
し
た
も
の
︑
す
な
わ
ち
﹁
材
料
﹂
的
な
も
の
の
見
方
へ
と

発
展
し
て
い
く
︒
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
や
建
築
の
形
は
︑
材

料
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
︒
そ
し
て
こ
れ
ら
材
料
を
形
態

的
に
分
類
す
る
な
ら
ば
︑
一
次
元
的
形
状
︑
二
次
元
的
形
状
︑

三
次
元
的
形
状
と
い
う
次
元
的
な
考
え
方
が
わ
か
り
や
す
い
︒

1-

3　

形
を
点
線
面
体
に
文
節
す
る

あ
る
形
態
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
と
き
に
︑
そ
の
形
態
を
︑
細

か
い
点
状
の
部
品
の
集
合
体
と
し
て
作
る
か
︑
針
金
の
よ
う

な
細
長
い
線
状
の
材
料
を
並
べ
て
作
る
か
︑
断
面
平
面
を
並

べ
て
作
る
か
︑
あ
る
い
は
塊
の
立
体
を
成
形
し
て
作
る
か
︑
目

的
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
ど
の
形
態
か
と
い
う
こ
と
に
対
し
思

考
を
巡
ら
す
こ
と
が
あ
る
︒

こ
の
よ
う
に
造
形
は
単
に
好
み
で
は
な
く
︑
形
状
の
持
つ
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特
性
に
左
右
さ
れ
る
︒
材
料
は
単
な
る
素
材
と
異
な
り
︑
何

ら
か
の
効
果
や
用
途
︵
機
能
︶
を
想
定
し
て
創
ら
れ
た
素
材

で
あ
る
︒
人
工
物
の
形
は
す
な
わ
ち
材
料
で
あ
り
︑
材
料
の

形
と
そ
の
作
用
に
注
目
し
て
形
を
分
類
す
る
な
ら
ば
︑
も 

っ

と
も
合
理
的
か
つ
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
で
象
徴
的
な
分
類
が
︑
点
・

線
・
面
・
立
体
︵
以
後
︑﹁
点
線
面
体
﹂
と
表
記
︶
と
い
う
次
元

的
な
分
類
で
あ
ろ
う
︒

す
な
わ
ち
︑
タ
イ
ル
や
レ
ン
ガ
の
よ
う
な
点
状
の
材
料
︑
糸

や
針
金
や
材
木
の
よ
う
な
線
状
の
材
料
︑
ベ
ニ
ア
や
布
の
よ

う
な
面
状
の
材
料
︑
あ
る
い
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
石
の
よ
う

に
一
定
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
る
中
身
の
詰
ま
っ
た
立
体
状
の

材
料
と
し
て
分
類
で
き
る
︒
製
品
と
製
造
方
法
︑
デ
ザ
イ
ン

ワ
ー
ク
や
構
造
を
想
定
し
て
材
料
を
形
で
分
類
し
た
も
の
が

表
1
で
あ
る
︒

点
線
面
体
と
い
う
文
節
の
仕
方
は
︑
点
が
ゼ
ロ
次
元
︑
線

が
一
次
元
︑
面
が
二
次
元
︑
立
体
が
三
次
元
と
い
う
よ
う
に

次
元
的
に
と
ら
え
た
見
方
で
あ
る
︒
こ
れ
は
概
念
上
の
も
の

で
︑
物
質
界
に
数
学
的
な
意
味
で
の
点
線
面
は
な
い
が
︑
点

状
︑
線
状
︑
面
状
と
み
な
す
こ
と
で
こ
の
分
類
は
機
能
す
る

と
考
え
る
︒

一
方
︑
自
然
界
に
も
多
種
多
様
な
形
が
あ
り
︑
現
象
と
し

て
現
れ
る
形
の
ほ
と
ん
ど
は
不
定
形
で
複
雑
な
形
で
あ
る
が
︑

こ
れ
ら
曖
昧
に
見
え
る
自
然
界
の
三
次
元
形
態
に
も
同
様
に

点
線
面
体
と
い
う
見
方
が
可
能
で
あ
る
︒

私
た
ち
は
︑
小
石
や
果
実
や
木
の
葉
や
魚
の
卵
︑
あ
る
い

は
︑
大
群
に
お
け
る
各
一
個
体
な
ど
を
点
状
の
も
の
と
し
て

扱
っ
て
い
る
︒
同
様
に
︑
竹
や
木
や
蔓
を
線
状
の
も
の
と
し

て
︑
毛
皮
や
原
野
を
平
面
状
の
も
の
と
し
て
︑
岩
石
や
山
を

立
体
状
の
も
の
と
し
て
み
て
い
る
︒
自
然
物
は
特
に
こ
の
よ

う
に
分
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
︑
人
間
側
が
形
を
こ

の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
る
︒

そ
し
て
こ
の
よ
う
に
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
人
間
は

形
を
抽
象
化
し
︑
概
念
的
に
も
実
際
的
に
も
扱
い
や
す
く
し
︑

単
な
る
素
材
か
ら
形
を
伴
う
材
料
を
作
り
出
し
た
︒
材
料
は

そ
れ
ぞ
れ
の
構
造
的
特
性
を
持
ち
︑
実
用
に
寄
与
す
る
︒

先
に
自
然
物
は
自
ら
の
形
を
点
線
面
体
と
明
確
に
分
け
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
と
述
べ
た
が
︑
光
を
効
率
的
に
浴
び
る

た
め
に
葉
は
平
ら
に
広
が
り
︑
水
を
送
る
た
め
に
茎
は
細
く

伸
び
︑
栄
養
を
蓄
え
る
た
め
に
実
は
立
体
的
な
形
状
と
な
る

と
解
釈
で
き
そ
う
で
あ
る
︒
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
は
︑
そ

れ
に
ふ
さ
わ
し
い
点
線
面
体
の
形
状
に
自
ず
と
変
化
し
て
い

く
の
か
も
し
れ
な
い
︒

点
線
面
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
性
質
を
よ
り
詳
細
に
現
象
学
的

に
考
察
す
る
前
に
︑
点
線
面
の
基
本
的
と
ら
え
方
の
ひ
と
つ

の
軸
を
知
る
た
め
に
点
線
面
の
考
察
で
有
名
な
︑
カ
ン
デ
ィ

ン
ス
キ
ー
と
ク
レ
ー
の
論
考
を
簡
単
に
参
照
し
て
お
き
た
い
︒

1-

4　
カ
ン
ディ
ン
ス
キ
ー
の『
点
と
線
か
ら
面
へ
』

一
九
一
九
年
に
設
立
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
い

う
デ
ザ
イ
ン
の
学
校
の
教
師
で
あ
っ
た
︑
ヴ
ァ
シ
リ
ー
・
カ

ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
と
い
う
画
家
は
と
も

に
形
に
関
す
る
優
れ
た
論
考
を
残
し
て
い
る
︒
前
者
の
も
の

が
﹃
点
と
線
か
ら
面
へ2

﹄
で
︑
後
者
の
も
の
が
﹃
造
形
思
考3

﹄

で
あ
る
︒
そ
し
て
こ
の
い
ず
れ
の
書
物
に
お
い
て
も
造
形
に

関
し
て
は
︑
ま
ず
点
と
線
と
面
に
分
け
て
考
察
し
て
い
る
︒

ま
ず
﹃
点
と
線
か
ら
面
へ
﹄
で
あ
る
が
︑
こ
の
書
物
に
お

い
て
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
︑
本
書
の
課
題
と
し
て
︑﹁
本
書

が
め
ざ
す
の
は
一
般
的
に
︑
ま
っ
た
く
原
理
的
に
﹃
版
画
の
﹄

基
本
要
素
が
何
で
あ
る
か
を
示
す
こ
と
だ
け
で
あ
る4

﹂
と
述

べ
て
い
る
︒
そ
の
中
で
点
︑
線
︑
面
の
各
要
素
の
性
質
が
様
々

に
考
察
さ
れ
て
い
る
が
︑
前
提
と
し
て
は
︑
版
画
と
い
う
平

面
空
間
の
中
で
︑
点
と
い
う
要
素
と
線
と
い
う
要
素
が
ど
の

よ
う
に
振
る
舞
う
か
が
述
べ
ら
れ
る
︒
特
に
線
に
関
す
る
記

述
が
多
い
︒
こ
こ
で
は
︑
点
と
線
や
面
に
関
す
る
幾
つ
か
の

記
述
を
引
用
し
参
照
す
る
に
と
ど
め
た
い
︒

点
は
外
的
に
は
最
小
の
基
本
形
態
だ
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
が
︑
こ
れ
は
厳
密
で
は
な
い
︒﹁
最
小
の
形
態
﹂
と
い

う
概
念
の
境
界
線
を
厳
密
に
引
く
こ
と
は
む
ず
か
し
い
︒

︱
点
は
成
長
し
て
平
面
と
な
り
︑
知
ら
な
い
う
ち
に
地
︲

平
面
全
体
を
覆
い
尽
く
す
こ
と
も
あ
る
︒
︱
そ
こ
で
は

点
と
平
面
と
の
境
界
線
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
︒

こ
こ
で
は
次
の
二
つ
の
条
件
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

表１　形の性質と材料

造形単位
の形状 製品・加工方法・構造 模型材料 構造の種類

ソリッド形状

３次元

溶かす樹脂成型、金属プレ
ス、むくの木や金属切削、旋
盤加工

スタイロフォームなど発泡スチ
ロール、粘土、ケミカルウッド、
スポンジ、ウレタンフォーム、
木

ソリッド構造

面形状

２次元

突き板、成型合板、折り、仕
口、差込 み 格子（ 断面差
込）、メンブレイン、断面積
層、フラッシュ構造、パネル

合 板、樹 脂 板、金 属 板、
MDF、FRP、ダンボール、ケ
ント紙、スチレンボード

壁式構造、膜構造、ポリゴン

線形状

１次元

格子、面格子、テキスタイル、
メッシュ、金網、ネット、寵編
み、ワイヤーフレーム、ラタン、
すのこ、ルーパーベンチ

アルミ・樹脂・木等の棒、針
金、ケント紙、ロープ、紐、糸、
フラットバー、スチレンボード

軸組構造、トラス構造、ジオ
デシック構造、クランク機構、
面格子

点形状

０次元

タイル、石垣、小石、瓦、レン
ガ、数珠、ビーズ、ブロック、 
レゴ

木質、樹脂、金属などの細
かい部品、ボール、ビーズ、
スチレンボード

組積構造（煉瓦積み）、立
方格子構造（結晶）、ビット 
マップ、タイル張り
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な
い
︒

1　
点
と
地
︲
平
面
と
の
︑
大
き
さ
に
つ
い
て
の
関
係

2　
こ
の
平
面
上
に
あ
る
他
の
形
態
と
の
大
き
さ
の
関
係5 

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
︑
点
線
面
の
境
界
線
の
問
題
に
言

及
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒

抽
象
的
に
考
え
る
と
︑
あ
る
い
は
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
︑

点
は
観
念
的
に
小
さ
く
︑
丸
い
︒
そ
れ
は
も
と
も
と
観
念

と
し
て
は
小
さ
い
円
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
大
き
さ
も
そ
う

だ
が
︑
そ
の
境
界
も
ま
た
相
対
的
で
あ
る
︒
現
実
の
形
と

し
て
点
は
無
限
に
多
く
の
形
態
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る6

︒

と
し
︑
三
角
や
不
定
形
の
輪
郭
を
持
つ
形
状
も
︑
小
さ
く
長

く
伸
び
て
い
な
け
れ
ば
点
の
性
質
を
持
つ
も
の
と
し
て
い
る
︒

そ
の
本
質
は
︑
周
囲
か
ら
隔
離
さ
れ
独
立
し
た
内
向
性
︑
中

心
性
︑
求
心
性
に
あ
る
と
い
う
︒
ま
た
︑
い
ず
れ
の
方
向
へ

も
動
く
気
配
が
な
く
︑
絵
画
や
版
画
の
原
要
素
と
し
て
い
る
︒

絵
画
や
版
画
と
い
う
条
件
付
き
で
あ
る
が
︑
そ
の
中
で
は
︑
点

と
い
う
も
の
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
︑
見
方
に
よ
っ
て

は
面
に
も
な
り
う
る
相
対
性
が
あ
る
と
解
釈
で
き
る
︒

一
方
︑
線
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
︒

幾
何
学
の
線
は
目
に
見
え
な
い
存
在
で
あ
る
︒
そ
れ
は

動
く
点
の
軌
跡
で
あ
り
︑
そ
の
所
産
で
あ
る
︒
線
は
運
動

か
ら
生
ま
れ
︑
︲
点
の
自
己
完
結
し
た
︑
最
高
の
静
寂
を

否
定
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
︒
こ
こ
に
静
止
的
な
も
の

か
ら
動
的
な
も
の
へ
の
飛
躍
が
あ
る
︒

し
た
が
っ
て
︑
線
は
︲
点
と
い
う
絵
画
的
原
要
素
に
対

す
る
最
大
の
反
対
物
で
あ
る
︒
も
っ
と
正
確
に
い
え
ば
︑
線

は
副
次
的
な
要
素
で
あ
る
と
い
え
る7

︒

こ
こ
で
参
照
し
た
い
の
は
︑
線
は
点
に
と
っ
て
副
次
的
な

要
素
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
︒
そ
し
て
そ
の
本
質

を
動
的
な
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒

最
後
に
面
に
つ
い
て
は
︑

地
︲
平
面
と
は
作
品
の
内
容
を
受
け
入
れ
る
の
に
適
し

た
物
質
的
平
面
の
こ
と
で
あ
る8

︒

と
い
う
記
述
が
あ
る
よ
う
に
︑
版
画
を
前
提
と
し
た
面
で
あ

り
︑
い
わ
ゆ
る
抽
象
的
な
面
で
は
な
く
︑
描
画
を
す
る
紙
な

ど
の
地
と
し
て
の
平
面
空
間
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
︒
そ
の

平
面
内
で
点
や
線
が
ど
の
よ
う
な
振
る
舞
い
を
す
る
か
と
い

う
こ
と
が
主
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒

1-

5　
ク
レ
ー
の『
造
形
思
考
』に
見
る
点
線
面

﹃
造
形
思
考
﹄
は
﹃
点
と
線
か
ら
面
へ
﹄
ほ
ど
︑
点
線
面
に

つ
い
て
章
立
て
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
︑
絵
画
空
間

に
お
け
る
論
考
は
豊
富
で
奥
深
い
︒
詳
細
な
論
考
は
別
の
機

会
に
譲
る
と
し
て
︑
こ
こ
で
は
︑
造
形
思
考
の
中
の
点
線
面

に
関
す
る
最
初
の
記
述
を
引
用
す
る
に
と
ど
め
た
い
︒

点
は
無
次
元
で
は
な
い
︒
点
は
限
り
な
く
微
小
な
平
面

上
の
要
素
で
あ
り
︑
運
動
を
ゼ
ロ
に
還
元
し
て
し
ま
う
要

因
で
も
あ
る
︒
こ
れ
が
静
止
し
た
点
で
あ
る
︒

こ
の
点
は
︑鉛
筆
を
す
こ
し
動
か
せ
ば
線
と
な
る
︒︵
中
略
︶

点
と
点
と
の
緊
張
を
結
べ
ば
︑
線
が
生
れ
る9

︒

点
︵
動
因
︶
が
動
き
だ
せ
ば
︑
第
一
の
次
元
と
し
て
線

が
生
れ
︑
さ
ら
に
線
が
移
動
し
て
面
を
作
る
︒
こ
う
し
て

わ
た
し
た
ち
は
二
次
元
の
要
素
を
獲
得
す
る
︒

面
が
空
間
へ
と
動
く
と
き
︑
面
と
面
と
が
ぶ
つ
か
り
合

っ
て
︑
物
体
︵
三
次
元
の
︶
が
生
ず
る10 

こ
の
よ
う
に
︑
ク
レ
ー
の
平
面
芸
術
の
視
点
か
ら
見
た
点

線
面
体
の
形
態
論
は
︑
形
の
動
き
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
捉
え
る

視
点
が
出
発
点
で
あ
り
︑
や
は
り
運
動
が
中
心
的
な
テ
ー
マ

と
な
っ
て
い
る
︒

カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
も
ク
レ
ー
も
絵
画
や
版
画
空
間
に
お

け
る
点
線
面
の
論
考
で
あ
り
︑
点
線
面
に
関
し
て
随
所
に
示

唆
に
富
ん
だ
記
述
が
見
ら
れ
る
が
︑
大
き
く
は
運
動
性
が
主

た
る
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
に
と

ど
め
た
い
︒

こ
こ
か
ら
は
︑
筆
者
自
身
の
教
育
現
場
で
の
取
り
組
み
を

通
し
た
︑
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
の
文
脈
に
お
け
る
点
線
面

体
の
形
の
あ
り
方
と
そ
の
変
容
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
︒

2
点
線
面
体
の
現
象
学
的
考
察

2-

1　

点
に
つ
い
て

ま
ず
︑
点
線
面
体
に
つ
い
て
現
象
学
的
に
考
え
た
い
︒

点
は
︑
数
学
的
に
は
大
き
さ
を
持
た
ず
位
置
し
か
持
た
な

い
が
︑
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
や
ク
レ
ー
と
同
様
︑
物
質
と
し

て
の
点
と
し
て
考
え
る
た
め
に
︑
相
対
的
か
つ
観
念
的
に
と

ら
え
た
い
︒
相
対
的
に
小
さ
く
て
方
向
性
を
持
た
な
い
か
︑
同

じ
大
き
さ
の
も
の
が
た
く
さ
ん
並
べ
ば
点
と
し
て
扱
え
る
︒

太
陽
は
極
め
て
大
き
い
質
量
を
持
つ
が
︑
夜
空
に
瞬
く
恒

星
は
す
べ
て
太
陽
の
よ
う
に
大
き
な
直
径
を
持
つ
物
体
で
あ

る
︒
し
か
し
︑
遠
く
離
れ
た
地
球
か
ら
観
測
す
る
と
そ
れ
は

点
状
に
見
え
︑
点
と
し
て
扱
え
る
︒
し
か
し
︑
近
づ
く
と
そ

れ
は
大
き
な
立
体
と
な
る
︒
重
要
な
の
は
観
測
者
と
の
距
離

に
対
し
て
物
体
の
形
状
が
点
状
に
見
え
る
こ
と
で
あ
る
︒
だ

が
近
接
的
に
は
︑
X
Y
Z
三
次
元
座
標
の
い
ず
れ
の
方
向
に

も
偏
ら
ず
一
様
に
膨
ら
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
︒
そ
の
意
味
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で
理
想
的
に
は
球
形
状
が
近
い
︒
つ
ま
り
︑
造
形
と
し
て
方

向
性
を
持
た
な
い
こ
と
が
最
も
点
ら
し
い
︒
葡
萄
や
い
く
ら

の
卵
な
ど
は
そ
の
例
で
あ
り
︑
ビ
ー
ズ
や
球
状
の
小
さ
い
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
が
た
く
さ
ん
入
っ
た
ビ
ー
ズ
ク
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
は
製
品
の
事
例
で
あ
る
︒

し
か
し
︑
レ
ン
ガ
や
タ
イ
ル
と
な
る
と
少
し
方
向
性
が
出

て
く
る
︒
お
な
ま
と
呼
ば
れ
る
標
準
の
赤
レ
ン
ガ
は
︑
J
I
S

規
格
で
は100

×210
×60
︵m

m

︶
と
直
方
体
に
な
っ
て
い

る
︒
こ
れ
は
交
互
に
積
み
重
ね
て
強
度
を
出
す
な
ど
積
み
重

ね
る
構
造
を
考
え
た
比
率
に
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
比
率
は
︑

100

×210

の
部
分
を
見
れ
ば
︑
約
1
：
2
の
比
率
に
な
っ
て

お
り
︑
重
ね
や
す
い
比
率
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
︒
し
か

し
︑
1
：
2
程
度
で
は
線
状
と
は
言
え
な
い
︒
こ
う
い
う
も

の
も
点
状
の
形
状
と
と
ら
え
て
し
ま
っ
て
造
形
処
理
的
に
は

問
題
な
い
だ
ろ
う
︒
で
は
ど
こ
か
ら
が
線
状
の
形
状
と
と
ら

え
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
後
で
述
べ
る
こ
と

と
す
る
︒

2-

2　

線
に
つ
い
て

線
は
点
が
移
動
し
た
軌
跡
と
説
明
さ
れ
る
が
︑
物
質
世
界

に
お
い
て
は
︑
点
と
面
の
間
に
あ
っ
て
特
殊
な
性
質
を
持
つ
︒

す
な
わ
ち
︑
強
い
方
向
性
を
持
つ
形
状
で
あ
る
︒
線
路
や
道

の
よ
う
に
あ
る
方
向
へ
誘
い
導
く
︒
ま
た
︑
橋
の
よ
う
に
何

か
と
何
か
を
結
び
つ
け
る
働
き
を
持
つ
︒
点
や
面
は
中
心
か

ら
全
方
位
へ
伸
び
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
が
︑
線
は
︑
単
一
の
部

分
に
注
目
す
れ
ば
二
方
向
に
伸
び
る
こ
と
し
か
許
さ
れ
な
い
︒

線
は
ま
ず
︑
線
が
枝
分
か
れ
す
る
と
き
で
さ
え
︑
第
三
の

方
向
で
は
な
く
ま
た
新
た
な
方
向
へ
と
伸
び
る
と
考
え
る
べ

き
で
あ
る
︒
進
行
方
向
か
戻
る
か
で
あ
る
︒
こ
の
性
質
が
︑
線

路
や
ケ
ー
ブ
ル
の
よ
う
な
も
の
を
生
み
︑
パ
イ
プ
や
サ
ッ
シ
︑

ト
ン
ネ
ル
や
通
路
の
よ
う
な
も
の
も
生
む
︒
線
路
の
レ
ー
ル

は
︑
高
熱
で
熱
し
た
長
細
い
鉄
塊
を
レ
ー
ル
断
面
の
ロ
ー
ラ

ー
で
圧
延
し
て
成
型
し
造
ら
れ
る
︒
同
様
に
︑
一
部
の
パ
イ

プ
や
サ
ッ
シ
は
断
面
形
状
が
一
定
の
形
な
の
で
︑
断
面
さ
え

決
ま
れ
ば
︑
い
く
ら
で
も
長
く
製
造
で
き
る
押
出
成
形
と
い

う
加
工
方
法
で
製
造
で
き
る
︒
こ
れ
は
パ
ス
タ
な
ど
の
製
造

に
も
使
わ
れ
て
い
る
︒

ケ
ー
ブ
ル
状
の
線
は
︑
二
箇
所
を
固
定
さ
れ
る
こ
と
で
そ

の
間
に
テ
ン
シ
ョ
ン
を
生
み
︑
振
動
し
や
す
く
な
り
︑
琴
や

ギ
タ
ー
な
ど
の
弦
楽
器
を
生
み
出
す
︒
ま
た
緩
め
て
伸
ば
せ

ば
︑
電
線
や
電
話
線
や
光
フ
ァ
イ
バ
ー
と
な
り
︑
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
情
報
を
伝
え
る
機
能
を
発
揮
す
る
︒

丈
夫
な
線
は
︑
テ
コ
の
原
理
を
生
み
︑
棒
と
い
う
道
具
と

な
っ
て
働
く
︒
点
や
面
で
は
杖
は
う
ま
く
機
能
し
な
い
︒
し

か
し
︑
線
に
つ
い
て
は
︑
別
の
成
り
立
ち
方
も
あ
る
よ
う
で

あ
る
︒
す
な
わ
ち
︑
点
で
あ
っ
て
も
点
が
密
に
並
べ
ば
︑
そ

の
様
子
は
点
線
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
︑
線
と
み
な
さ

れ
︑
線
の
作
用
を
持
つ
よ
う
に
な
り
︑
線
の
効
果
を
発
揮
し

て
機
能
に
寄
与
す
る
よ
う
に
な
り
う
る
︒
他
方
︑
面
で
あ
っ

て
も
十
分
幅
が
狭
い
面
と
な
れ
ば
︑
次
第
に
線
状
の
作
用
を

持
ち
始
め
︑
や
が
て
杖
と
し
て
の
効
果
を
持
ち
︑
杖
と
し
て

う
ま
く
機
能
す
る
よ
う
に
な
る
︒

線
は
ま
た
︑
線
と
線
が
平
行
に
並
ぶ
と
き
︑
線
と
線
と
の

間
に
線
状
の
間
隙
を
作
る
︒
線
が
た
く
さ
ん
並
ぶ
こ
と
で
次

第
に
面
の
性
質
を
帯
び
始
め
︑
面
の
作
用
を
持
ち
始
め
︑
面

と
し
て
の
効
果
を
発
揮
し
︑
面
と
し
て
仕
切
り
や
床
や
竹
か

ご
や
ざ
る
の
機
能
を
発
揮
し
始
め
る
︒
京
都
の
町
屋
に
よ
く

見
ら
れ
る
細
か
い
格
子
や
犬
矢
来
も
線
状
の
造
形
を
持
つ
材

料
が
面
を
作
っ
て
い
る
例
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
は
︑
作
り
や
す

さ
と
同
時
に
︑
風
は
通
す
が
光
を
弱
め
一
方
向
か
ら
し
か
光

を
通
さ
ず
︑
目
隠
し
を
す
る
な
ど
フ
ィ
ル
タ
ー
の
効
果
を
持

っ
て
い
る
︒

材
料
側
の
事
情
か
ら
す
れ
ば
︑
樹
木
は
も
と
も
と
細
長
く

成
長
し
線
状
の
形
を
持
っ
た
生
物
で
あ
る
︒
縦
に
繊
維
が
伸

び
る
の
で
長
手
方
向
に
し
な
や
か
で
折
れ
に
く
い
性
質
を
持

つ
︒
そ
れ
ゆ
え
︑
何
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
一
枚
板
は
作
れ
な
い

し
︑
板
を
作
る
に
は
︑
幅
が
狭
い
板
を
接
い
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
︒
逆
に
言
え
ば
︑
木
は
細
長
い
線
状
の
形
で
使

わ
れ
る
こ
と
に
向
い
て
い
る
︒
建
築
に
お
け
る
柱
や
梁
を
始

め
︑
壁
や
塀
や
床
︑
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
な
ど
も
︑
基
本
的
に
は

線
状
の
形
状
を
並
べ
て
作
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
︒

2-

3　

面
に
つ
い
て

面
は
︑
線
が
移
動
し
た
軌
跡
と
説
明
さ
れ
る
が
︑
物
質
世

界
に
お
い
て
は
ま
ず
薄
く
て
広
が
り
を
持
つ
こ
と
を
特
徴
と

す
る
︒
中
身
を
持
た
ず
︑
表
面
だ
け
を
見
せ
て
い
る
︒
面
で

あ
る
か
ら
面
積
と
い
う
あ
り
方
を
特
徴
と
し
︑
点
や
線
に
比

べ
て
空
間
へ
の
影
響
力
が
大
き
い
︒

面
は
第
一
に
遮
る
作
用
を
持
ち
︑
空
中
に
お
け
ば
︑
ド
ア

の
よ
う
に
︑
光
や
視
線
や
空
気
や
音
を
遮
り
死
角
や
影
を
つ

く
る
︒

第
二
に
受
け
止
め
る
作
用
を
持
ち
︑
光
を
当
て
れ
ば
ス
ク

リ
ー
ン
や
フ
ィ
ル
ム
と
な
り
︑
異
な
る
色
を
乗
せ
れ
ば
︑
絵

画
や
書
物
と
な
る
︒
空
中
や
水
中
に
立
て
れ
ば
風
圧
や
水
圧

を
受
け
る
︒

第
三
に
能
動
的
攻
撃
的
な
作
用
を
持
ち
︑
空
中
や
水
中
で

動
か
せ
ば
︑
空
気
や
水
を
動
か
し
風
や
波
を
作
り
出
す
︒

第
四
に
中
立
的
で
安
定
的
な
効
果
を
生
む
︒
重
力
に
対
し

水
平
に
お
け
ば
︑
そ
こ
は
物
が
転
が
ら
ず
︑
物
が
安
定
し
て

置
か
れ
る
中
立
状
態
を
作
り
出
す
︒
そ
の
均
衡
が
崩
れ
斜
め

に
す
れ
ば
︑
物
を
滑
ら
し
屋
根
や
滑
り
台
と
な
る
︒

第
五
に
守
る
性
質
を
持
つ
︒
面
が
固
け
れ
ば
盾
に
な
り
︑

柔
軟
な
も
の
で
あ
れ
ば
︑
包
み
込
み
守
る
︒

第
六
に
切
断
す
る
性
質
を
持
つ
︒
立
体
を
切
っ
た
と
き
の

切
断
面
が
そ
れ
で
あ
る
︒
こ
の
切
断
面
を
た
く
さ
ん
集
め
る

こ
と
で
曲
面
の
連
続
を
感
じ
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
︒
断
面
線
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や
等
高
線
が
そ
う
で
あ
り
︑
断
面
を
直
行
さ
せ
て
差
し
込
む

造
形
を
断
面
差さ

し

込こ
み

造
形
と
呼
ん
で
い
る
︒

2-

4　

立
体
に
つ
い
て

立
体
は
︑
面
が
移
動
し
た
軌
跡
と
説
明
さ
れ
る
が
︑
物
質

世
界
に
お
い
て
は
ま
ず
言
葉
ど
お
り
空
間
を
占
有
す
る
体
積

あ
る
も
の
と
し
て
現
れ
る
︒
立
体
は
ま
ず
塊
で
あ
り
肉
で
あ

る
︒
岩
石
の
よ
う
に
中
身
が
詰
ま
っ
て
い
て
重
さ
を
そ
の
特

徴
と
す
る
︒
た
と
え
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
よ
う
に
比
重
の
軽

い
も
の
で
あ
っ
て
も
︑
心
理
的
に
重
さ
を
感
じ
さ
せ
て
し
ま

っ
て
い
る
︒
空
間
を
占
有
し
中
身
が
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
︑

そ
こ
を
動
か
ず
あ
り
続
け
る
と
い
う
存
在
感
と
同
時
に
何
も

の
を
も
寄
せ
付
け
な
い
硬
さ
が
あ
る
︒
長
期
に
わ
た
っ
て
変

化
せ
ず
自
由
さ
か
ら
は
遠
い
︒
そ
れ
ゆ
え
︑
立
体
に
な
っ
て

初
め
て
固
有
の
形
を
持
つ
︒

3
メ
タ
フ
ォ
ル
ム
―
形
の
内
面
化
を
図
る
点

線
面
体
の
授
業
事
例

筆
者
は
毎
年
︑
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
学
科
一
年
生
の
造

形
演
習
に
お
い
て
︑
形
と
材
料
の
関
係
を
︑
制
作
体
験
を
通

じ
て
感
じ
て
も
ら
う
た
め
の
課
題
を
行
っ
て
い
る
︒
点
線
面

体
の
形
と
身
心
変
容
に
関
す
る
授
業
で
の
事
例
を
紹
介
す
る
︒

3-

1　

点
線
面
体
の
も
の
さ
し
課
題�

ま
ず
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
造
形
理
解
の
基
本
と
な
る
点
線
面
体

の
基
本
的
な
性
質
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
︑
点
線
面
体

の
も
の
さ
し
を
制
作
す
る
課
題
を
課
し
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
点

線
面
体
の
各
形
状
で
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
立
方
体
を
八
個
作

り
︑
細
長
い
板
の
上
に
順
番
に
固
定
す
る
も
の
で
あ
る
︵
図

1
︶︒
体
に
相
当
す
る
立
方
体
は
ス
タ
イ
ロ
フ
ォ
ー
ム
で
作
る

が
︑
そ
の
他
は
面
形
状
を
三
種
類
︑
線
形
状
を
二
種
類
︑
点

を
二
種
類
造
る
︒
材
料
は
ス
チ
レ
ン
ボ
ー
ド
︵
多
用
途
な
板
状

の
模
型
材
料
︶
を
使
う
︒

異
な
る
構
造
で
同
じ
大
き
さ
の
疑
似
立
方
体
を
作
る
こ
と

で
︑
現
前
に
な
い
立
方
体
が
作
者
や
鑑
賞
者
の
内
面
に
表 

象

す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
る
︒
ま
た
こ
の
こ
と
を
通
し
て
︑
点

形
状
と
線
形
状
と
面
形
状
の
性
質
を
体
感
し
理
解
す
る
こ
と

お
よ
び
︑
一
つ
の
立
方
体
を
作
る
の
に
点
線
面
体
の
各
ア
プ

ロ
ー
チ
が
あ
る
こ
と
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
︒

こ
の
単
元
が
終
わ
る
ま
で
︑
こ
の
も
の
さ
し
は
各
自
机
上

に
置
い
て
お
く
︒

3-

2　

編
み
と
切せ

っ

削さ
く

と
断
面
差
込
の
三
位
一
体
課
題
―
形

を
写
し
変
え
る

点
線
面
体
の
も
の
さ
し
課
題
の
後
︑
ま
ず
籠
編
み
の
手
法

で
︑
六
つ
目
編
み
と
五
つ
目
編
み
の
球
形
状
を
制
作
体
験
す

る
︵
図
2
︶︒
こ
れ
を
踏
ま
え
て
以
下
の
手
順
で
三
つ
の
立
体

を
制
作
す
る
︵
図
3
︶︒

①
線
形
状
：
な
る
べ
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
籠
編
み
の
自
由

曲
面
を
制
作
す
る
︒
一
〇
ミ
リ
程
度
の
幅
に
切
っ
た
紙
の
テ

ー
プ
を
材
料
と
し
︑
大
き
さ
は
B
5
サ
イ
ズ
︒

こ
れ
が
︑
い
わ
ば
線
状
の
材
料
で
で
き
た
線
状
の
曲
面
造

形
に
な
る
︒
こ
の
曲
面
は
籠
編
み
な
の
で
実
際
は
穴
だ
ら
け

で
あ
り
︑
見
る
も
の
が
穴
を
補
っ
て
曲
面
を
想
像
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
︒

②
体
／
点
形
状
：
①
の
編
み
の
自
由
曲
面
と
で
き
る
限
り

同
じ
形
に
な
る
よ
う
に
︑
断
面
な
ど
を
計
測
し
な
が
ら
ス
タ

イ
ロ
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
に
立
体
形
状
を
写

し
取
る
︒
こ
れ
が
︑
点
線
面
体
の
う
ち
の
体
に
相
当
す
る
造

形
と
な
る
︒
ソ
リ
ッ
ド
形
状
な
た
め
曲
面
は
文
字
ど
お
り
曲

面
の
ま
ま
連
続
的
に
し
っ
か
り
と
表
現
さ
れ
る
︒

図１　点線面のものさし

図２　網による球
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③
面
形
状
：
最
後
に
︑
こ
の
ス
タ
イ
ロ
フ
ォ
ー
ム
を
ダ
ン

ボ
ー
ル
に
写
し
取
る
︒
そ
の
た
め
に
ま
ず
は
約
二
五
ミ
リ
角

の
グ
リ
ッ
ド
で
カ
ッ
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
︑
こ
の
カ

ッ
ト
さ
れ
た
も
の
は
︑
点
形
状
と
み
な
さ
れ
る
様
相
を
呈
す

る
︒
そ
し
て
こ
の
点
形
状
の
グ
リ
ッ
ド
を
う
ま
く
用
い
て
︑
縦

七
面
︑
横
一
〇
面
の
断
面
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
写
し
取
る
︒
そ

し
て
こ
れ
ら
の
一
七
枚
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
断
面
を
直
交
さ
せ

て
互
い
に
差
し
込
み
組
み
上
げ
る
と
︑
断
面
で
構
成
さ
れ
穴

だ
ら
け
だ
が
ま
た
新
た
な
表
情
を
持
つ
同
じ
形
状
の
曲
面
が

現
れ
る
︒

こ
れ
ら
三
つ
を
並
べ
た
も
の
が
図
3
︑
図
4
で
あ
る
︒

3-

3　

学
生
の
省
察
と
メ
タ
フ
ォ
ル
ム

学
生
た
ち
は
こ
れ
ら
の
制
作
体
験
を
通
じ
て
何
を
感
じ
取

っ
た
だ
ろ
う
か
︒
そ
の
省
察
を
以
下
に
記
す
︒

学
生
A
は
以
下
の
よ
う
に
見
え
な
い
形
状
を
感
じ
取
っ
て

い
る
︒

﹁
表
現
す
る
素
材
・
密
度
・
手
法
が
変
わ
っ
て
も
︑
構
成
す

る
面
や
線
の
間
の
空
間
に
モ
ノ
の
存
在
が
感
じ
ら
れ
︑
同
じ

形
を
表
す
も
の
と
し
て
認
識
で
き
る
と
い
う
テ
ー
マ
は
と
て

も
面
白
か
っ
た
と
思
い
ま
す
︒
全
体
を
視
野
に
入
れ
る
と
大

き
な
形
が
わ
か
る
反
面
︑
近
く
で
見
る
と
全
く
別
の
形
に
見

え
る
︑
あ
る
い
は
同
じ
形
と
認
識
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
︑
そ
れ
は
や
は
り
素
材
や
密
度
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ

り
根
本
と
し
て
同
じ
形
で
は
な
い
の
だ
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
︒

あ
く
ま
で
似
た
形
で
あ
り
︑
そ
の
も
の
で
は
な
い
︒
し
か
し
︑

表
現
と
し
て
は
非
常
に
有
効
な
代
替
品
と
言
え
る
と
思
い
ま

す
﹂学

生
B
は
︑
形
状
を
写
し
取
る
と
い
う
作
業
の
重
要
さ
を

以
下
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
︒

﹁
前
回
の
テ
ン
シ
ョ
ン
形
状
で
も
言
え
た
こ
と
だ
が
︑
ス
タ

イ
ロ
フ
ォ
ー
ム
や
ケ
ミ
カ
ル
ウ
ッ
ド
に
転
写
す
る
際
に
形
状
を

全
く
同
じ
に
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
難
し
さ
を
実
感

し
た
︒
少
し
で
も
形
状
が
違
う
と
違
和
感
を
感
じ
る
﹂︵
図
5
︶

 

ま
た
多
く
の
学
生
が
編
み
の
造
形
作
業
に
は
苦
労
し
︑
ダ

ン
ボ
ー
ル
の
断
面
差
込
造
形
の
作
業
に
楽
し
み
を
覚
え
た
と

書
い
て
い
た
が
︑
学
生
C
は
そ
れ
を
以
下
の
よ
う
に
書
い
て

い
る
︒

﹁
今
回
︑
編
み
の
形
か
ら
断
面
差
込
の
形
に
す
る
に
あ
た
っ

て
︑
制
作
で
一
番
楽
し
く
作
れ
た
の
は
断
面
差
込
形
で
︑
断

面
を
連
続
さ
せ
︑
等
間
隔
に
配
置
す
る
こ
と
で
︑
本
来
ガ
タ

ガ
タ
な
は
ず
の
面
の
形
状
が
滑
ら
か
な
三
次
曲
面
に
見
え
て

く
る
︒
間
隔
を
お
い
て
配
置
し
た
そ
の
間
の
︑
何
も
な
い
空

間
に
面
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
を
実

図4　編み断面差込１

図5　テンション形状

はじめに六つ目編みと
五つ目編みで曲面を
作る

発泡スチロールに写し
取る。グリッド状にカッ
トする

断面を段ボールに写
し取り、切り込みを入
れて相互に差し込む

図３　線→体/点→面　制作順
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際
に
自
分
の
手
で
作
っ
た
も
の
と
し
て
体
験
で
き
た
か
ら
で

す
﹂他

に
も
︑
異
な
る
材
料
と
構
造
で
同
じ
曲
面
を
感
じ
る
こ

と
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
感
想
が
あ
っ
た
︒

学
生
D

﹁
点
・
線
・
面
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
形
を
作
り
︑
質
は
ち
が
う
け

ど
ど
れ
も
し
っ
か
り
同
じ
形
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
が
︑
当

た
り
前
の
よ
う
に
見
え
る
け
ど
実
は
面
白
い
発
見
な
の
か
な

と
思
い
ま
し
た
﹂

学
生
E

﹁
編
み
に
お
い
て
︑
マ
ー
メ
イ
ド
紙
の
と
こ
ろ
以
外
に
も
︑

紙
と
紙
の
間
の
す
き
間
に
も
曲
線
が
続
い
て
い
る
と
考
え
な

い
と
ス
タ
イ
ロ
フ
ォ
ー
ム
で
の
形
が
成
形
で
き
な
い
も
の
だ

と
思
い
ま
し
た
︒
ま
た
︑
編
み
に
お
い
て
は
故
意
に
成
形
し

た
形
の
他
に
︑
自
然
に
で
き
て
し
ま
う
な
だ
ら
か
な
膨
ら
み
︑

曲
線
も
多
く
︑
そ
れ
を
ス
タ
イ
ロ
フ
ォ
ー
ム
で
再
成
形
す
る

と
︑
よ
り
編
み
の
形
が
理
解
で
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
﹂

学
生
F

﹁
素
材
や
構
成
が
違
っ
て
も
同
じ
形
に
見
え
る
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
︒
作
っ
た
り
考
え
た
り
す
る
の
は
大
変
で
し
た
が
︑
自

分
で
形
に
す
る
こ
と
で
︑
よ
り
形
や
構
成
の
こ
と
な
ど
を
感

じ
ま
し
た
﹂

学
生
G

﹁
そ
れ
ぞ
れ
の
素
材
が
違
う
の
で
作
り
方
も
全
然
違
う
し
︑

印
象
も
線
と
体
と
面
と
い
う
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
違
う
け
れ
ど

並
べ
て
み
る
と
や
っ
ぱ
り
同
じ
よ
う
な
形
で
見
え
て
く
る
と

い
う
の
は
面
白
い
な
と
思
い
ま
し
た
﹂

課
題
で
意
図
し
た
こ
と
に
︑
同
じ
形
状
の
線
・
体
／
点
・

面
状
の
形
を
制
作
す
る
過
程
を
通
し
て
︑
線
・
体
／
点
・
面

の
相
互
を
比
較
し
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
強
く
深
く
体
験
し

内
面
化
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
が
︑
課
題
の
ね
ら
い
ど

お
り
の
体
験
を
し
た
学
生
が
多
か
っ
た
︒

こ
の
﹁
素
材
や
構
成
が
違
っ
て
も
同
じ
形
に
見
え
る
こ
と
﹂

を
筆
者
は
︑
形
の
内
面
化
と
と
ら
え
︑﹁
メ
タ
フ
ォ
ル
ム
﹂
と

名
づ
け
た
い
︒
こ
の
メ
タ
フ
ォ
ル
ム
が
︑
一
見
断
続
し
て
い

る
点
形
状
や
線
形
状
や
面
形
状
や
体
形
状
と
い
っ
た
各
位
相

を
つ
な
ぐ
働
き
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

そ
し
て
こ
こ
ま
で
見
て
き
て
改
め
て
わ
か
っ
て
き
た
重
要

な
こ
と
は
︑
学
生
た
ち
が
そ
れ
を
教
科
書
や
講
義
か
ら
学
ん

だ
の
で
は
な
く
︑
自
ら
苦
労
し
て
立
体
物
を
実
際
に
制
作
す

る
と
い
う
︑
形
と
構
造
と
仕
組
み
の
追
体
験
を
し
た
こ
と
で

あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
︒
そ
し
て
こ
の
制
作
と
い
う
追

体
験
自
体
が
身
体
作
法
で
あ
り
︑
そ
の
結
果
メ
タ
フ
ォ
ル
ム

を
内
面
に
生
起
し
え
た
︒
こ
の
追
体
験
︱
メ
タ
フ
ォ
ル
ム
生

成
の
連
環
こ
そ
身
心
変
容
で
あ
ろ
う
︒

3-

4　
メ
タ
フ
ォ
ル
ム
か
ら
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
へ
―
形
の
内

面
化
か
ら
形
の
変
容
へ

三
位
一
体
課
題
は
︑
線
形
状
か
ら
体
形
状
へ
︑
体
形
状
か

ら
面
形
状
へ
と
連
続
的
に
変
容
し
て
い
く
の
で
は
な
く
︑
そ

れ
ぞ
れ
の
形
状
の
持
つ
明
確
な
性
格
を
同
時
対
照
的
に
並
べ

比
較
し
た
も
の
で
あ
る
︒
表
面
的
に
は
形
状
の
類
似
性
や
連

続
性
よ
り
も
素
材
や
構
造
の
違
い
や
断
続
性
を
強
調
し
た
課

題
で
あ
っ
た
︒
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
形
状
が
同
じ
で
あ
る
こ

と
で
精
神
は
そ
の
断
絶
を
埋
め
よ
う
と
す
る
︒
そ
こ
で
︑
三

者
に
共
通
す
る
自
由
曲
面
の
原
型
︵
ア
ー
キ
タ
イ
プ
︶
は
メ
タ

化
︵
内
面
化
︶
さ
れ
て
く
る
︒
し
か
し
︑
一
方
で
実
は
表
面

上
は
断
絶
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
三
者
も
︑
深
層
で
は
連

続
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
内
面
化
︵
メ
タ
化
︶
が
強

化
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︵
図
6
︶︒

籠
編
み
は
︑
構
造
的
制
約
が
強
い
造
形
で
あ
り
︑
線
と
線

と
の
絡
み
合
い
に
よ
っ
て
し
か
生
ま
れ
な
い
線
材
の
力
関
係

が
必
然
的
な
曲
面
を
生
み
出
す
︒
そ
し
て
そ
の
緊
張
感
が
︑

切
削
さ
れ
た
体
形
状
に
移
さ
れ
︑
断
面
差
込
に
移
さ
れ
る
︒

特
に
︑
体
形
状
と
断
面
差
込
は
︑
互
い
の
断
面
を
接
点
に
緊

密
に
つ
な
が
っ
て
い
る
︒
体
形
状
の
中
に
断
面
が
︑
断
面
の

中
に
断
面
の
輪
郭
線
が
内
包
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
︑
経

験
者
の
内
面
に
そ
れ
ら
の
異
な
る
状
態
の
う
ち
に
潜
ん
で
い

る
連
続
性
が
現
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

こ
う
し
て
内
面
に
立
ち
上
が
る
﹁
メ
タ
フ
ォ
ル
ム
﹂
が
異

な
る
構
造
の
中
に
潜
む
連
続
性
を
媒
介
す
る
か
ら
こ
そ
︑
形

自
身
も
断
続
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
深
層
で
つ
な
が
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
そ
し
て
ま
た
︑
そ
う
し
た
形

と
同
じ
物
質
界
に
属
す
る
身
体
も
形
か
ら
影
響
を
受
け
る
︒

つ
ま
り
形
を
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
と
し
て
身
体
に
よ
っ
て
形
が

内
面
化
︵
メ
タ
化
︶
さ
れ
︑
メ
タ
フ
ォ
ル
ム
化
さ
れ
る
が
︑
そ

の
メ
タ
フ
ォ
ル
ム
化
す
る
精
神
の
働
き
に
よ
っ
て
︑
メ
タ
フ図６　編み断面差込２
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ォ
ル
ム
の
形
の
変
容
か
ら
身
体
も
影
響
を
受
け
う
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
︒

い
い
か
え
れ
ば
︑
点
で
︑
線
で
︑
面
で
︑
と
い
っ
た
よ
う

に
︑
異
な
る
手
法
で
同
一
形
状
を
作
る
と
︑
そ
の
立
体
形
状

自
身
は
原
型
化
し
︑
点
線
面
の
形
状
的
特
性
が
内
面
化
さ
れ
︑

形
の
見
方
︑
扱
い
方
が
よ
り
自
由
に
変
容
し
う
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
︒

こ
れ
を
語
源
的
に
分
解
し
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
︒

本
稿
で
内
面
化
さ
れ
た
形
を
メ
タ
フ
ォ
ル
ム
︵m

etaform

︶

と
呼
ん
だ
が
︑form

を
ギ
リ
シ
ャ
語
に
置
き
換
え
れ
ば
︑

m
etam

orphe

と
な
る
︒
そ
し
て
こ
こ
か
ら
ゲ
ー
テ
の
形
態
論

の
中
心
と
な
る
ド
イ
ツ
語
のm

etam
orphose

を
連
想
す
る
こ

と
は
容
易
で
あ
る
︒

m
eta+form

↓m
eta+m

orphe

↓m
eta+m

orphose

図7　点から線への二種類の変容方法 図8　点から線へ1

図9　点から線へ2 図10　点から線へ2

図11　線から面への変容1　当分割ストライプ 図12　線から面への変容2　基準幅の等間隔ストライプ

図13　線から面への変容3　漸進変化 図14　線から面への変容４　柱から壁へ
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そ
し
て
こ
れ
は
︑
変
身
︑
生
物
学
的
変
態
と
い
う
意
味
に

な
る
︒
こ
の
言
語
的
連
関
は
︑
形
の
内
面
化
を
形
の
変
容
へ

と
導
い
て
く
れ
る
︒
先
述
し
た
よ
う
に
︑
点
線
面
の
形
状
的

特
性
が
内
面
化
さ
れ
︑
形
の
見
方
︑
扱
い
方
が
よ
り
自
由
に

変
容
し
う
る
こ
と
が
こ
こ
で
も
示
唆
さ
れ
る
︒

4
点
線
面
体
の
形
の
変
容
方
法

4-

1　

点
か
ら
線
へ
の
二
種
類
の
変
容
方
法

点
線
面
体
を
同
一
形
状
で
製
作
す
る
授
業
事
例
の
報
告
と

考
察
は
︑
メ
タ
フ
ォ
ル
ム
と
い
う
概
念
に
至
っ
た
が
︑
次
に

点
線
面
体
の
相
互
関
係
と
点
か
ら
線
へ
︑
そ
し
て
線
か
ら
面
︑

そ
し
て
体
へ
と
変
容
す
る
様
子
を
考
察
し
て
い
き
た
い
︒

ま
ず
点
か
ら
線
へ
と
変
容
す
る
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る

と
︑
二
種
類
の
あ
り
方
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
図
7
～
図

10
の
よ
う
に
︑
初
め
は
円
状
も
し
く
は
球
状
の
点
か
ら
始
ま

る
が
︑
そ
の
円
も
し
く
は
球
が
い
ず
れ
か
の
方
向
に
次
第
に

長
細
く
伸
び
て
い
く
変
容
方
法
で
あ
る
︒
こ
れ
を
変
形
線
と

呼
ぶ
︒

も
う
一
つ
の
変
容
方
法
は
︑
円
状
の
点
の
形
自
体
は
変
化

し
な
い
が
︑
複
数
の
点
が
並
び
次
第
に
間
隔
を
狭
く
す
る
こ

と
で
線
形
状
に
近
づ
く
変
容
方
法
で
あ
る
︒
こ
れ
を
関
係
線

と
呼
ぶ
︒

こ
れ
は
︑
実
際
に
は
点
線
で
あ
り
実
線
に
は
な
ら
な
い
が
︑

物
質
界
で
は
︑
質
量
が
あ
る
た
め
︑
点
が
増
え
れ
ば
や
が
て

点
と
点
が
融
合
し
︑
線
に
な
る
︒
自
然
現
象
で
言
え
ば
点
状

の
粒
子
で
降
っ
て
き
た
雪
が
や
が
て
あ
た
り
一
面
を
覆
い
尽

く
す
雪
面
を
作
る
こ
と
で
も
わ
か
る
だ
ろ
う
︒
変
形
線
に
し

て
も
関
係
線
に
し
て
も
プ
ロ
セ
ス
は
異
な
る
が
極
限
的
に
は

同
様
の
線
と
な
る
︒

4-

2　

線
か
ら
面
へ
の
変
容
方
法

さ
ら
に
そ
の
線
が
重
な
れ
ば
今
度
は
面
が
形
成
さ
れ
る
︒

そ
し
て
線
か
ら
面
へ
の
変
容
方
法
に
も
同
様
に
変
形
面
と
関

係
面
の
二
種
類
が
考
え
ら
れ
る
︒
変
形
面
は
一
種
類
だ
が
︑

関
係
面
は
複
数
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
︒
本
稿
に
お
い
て
は
︑

図
11
～
図
13
の
よ
う
に
三
種
類
の
変
容
方
法
を
あ
げ
る
︒

一
つ
目
は
︑﹁
等
分
割
ス
ト
ラ
イ
プ
﹂
で
あ
る
︒
こ
れ
は
︑

変
形
面
を
常
に
等
分
割
し
て
線
を
引
き
ス
ト
ラ
イ
プ
状
の
格

子
を
作
る
方
法
で
あ
る
︒
図
11
は
︑
六
分
割
し
た
例
で
あ
る
︒

こ
れ
は
面
が
広
く
な
る
ほ
ど
密
度
が
薄
く
な
り
面
ら
し
さ
が

失
わ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
︒

二
つ
目
は
︑﹁
基
準
幅
の
等
間
隔
ス
ト
ラ
イ
プ
﹂
で
あ
る
︒

こ
れ
は
︑
あ
る
程
度
太
く
な
っ
た
変
形
面
の
線
幅
︵
例
で
は

太
線
の
線
幅
︶
を
基
準
幅
と
し
︑
あ
と
は
そ
の
幅
の
倍
数
で
右

側
の
各
変
形
面
の
幅
に
対
応
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
︵
図
12
︶︒

こ
れ
は
建
築
に
お
け
る
格
子
や
ル
ー
バ
ー
の
よ
う
に
常
に
ほ

ぼ
同
じ
密
度
で
線
か
ら
面
へ
変
容
で
き
る
方
法
で
あ
る
︒

三
つ
目
は
︑﹁
漸
進
変
化
﹂
で
あ
る
︒
こ
れ
は
線
と
線
の
間

隔
が
一
定
の
数
列
で
漸
進
的
に
狭
く
な
っ
て
い
く
方
法
で
あ

り
︑
無
段
階
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
連
続
す
る
︵
図
13
︶︒

こ
の
例
で
は
︑
右
側
の
線
に
は
個
別
対
応
せ
ず
︑
線
が
次
第

に
面
に
な
っ
て
い
く
様
子
を
比
較
す
る
も
の
と
な
る
︒

線
か
ら
面
へ
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
︑
柱
か
ら
壁
へ
の
変

容
と
言
い
換
え
ら
れ
る
よ
う
に
︑
人
工
物
の
名
称
の
変
容
を

伴
う
︵
図
14
︶︒

一
般
的
に
︑
線
の
集
合
で
作
ら
れ
る
面
状
の
形
は
︑
簾
や

格
子
や
笊
の
よ
う
に
線
と
面
の
間
の
中
間
的
な
働
き
で
あ
る

フ
ィ
ル
タ
ー
効
果
を
発
揮
し
︑
至
る
所
で
見
ら
れ
る
︒
ま
た
︑

構
造
的
に
も
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
が
高
く
︑
曲
面
を
作
り
や

す
い
︒

4-

3　

点
と
少
し
長
い
点
に
よ
る
組
み
上
が
っ
た
形
の
フ
レ
キ

シ
ビ
リ
ティ
の
違
い

面
の
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
し
て
︑
点
形
状
で
で
き
た

面
を
事
例
に
レ
ゴ
を
使
い
実
験
し
て
み
た
︵
図
15
︑
図
16
︶︒

上
面
か
ら
見
た
形
状
が
正
方
形
の
点
状
の
レ
ゴ
は
最
も
点

形
状
の
性
質
が
強
い
が
︑
レ
ゴ
と
し
て
は
こ
れ
だ
け
で
は
剛

性
の
あ
る
面
は
作
れ
な
い
︒
し
か
し
二
倍
に
長
く
な
っ
た
ピ

ー
ス
で
は
︑
ち
ょ
う
ど
レ
ン
ガ
の
よ
う
に
緊
密
に
重
ね
剛
性

の
あ
る
面
を
作
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
︒
さ
ら
に
三
倍
に
な

っ
た
ピ
ー
ス
を
使
う
と
隙
間
を
開
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
︑
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
各
ピ
ー
ス
が
回
転
可
能
と
な

り
曲
面
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
︒
す
な
わ
ち
︑
面

性
を
下
げ
る
こ
と
で
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
が
高
く
な
る
こ
と

が
わ
か
る
︒

図15　点と少し長い点による組み上がった形の性格の違い

点
点

２倍に長くなった点
緊密に重なりやすくなった

３倍に長くなった点
窓を開けることができる
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5
点
線
面
体
を
物
質
の
三
態
の
ア
ナ
ロ
ジ

ー
で
考
え
る

点
か
ら
線
へ
そ
し
て
面
や
立
体
へ
の
変
容
を
見
て
き
た
が
︑

特
に
関
係
性
に
よ
る
変
容
に
着
目
す
る
と
︑
点
線
は
点
と
点

の
間
隔
が
広
が
る
ほ
ど
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
な
り
︑
ス
ト
ラ
イ

プ
も
同
様
に
間
隔
が
あ
く
ほ
ど
面
性
が
下
が
り
線
の
性
質
が

強
く
な
る
︒
こ
の
よ
う
な
形
の
間
隔
や
密
度
に
注
目
し
て
点

線
面
体
の
各
位
相
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る
と
︑
類
似

し
た
現
象
に
気
体
・
液
体
・
個
体
の
物
質
の
三
態
が
あ
る
こ

と
に
気
づ
く
︵
図
17
～
図
19
︶︒

筆
者
の
﹃
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
年
報
﹄
第
7
号
へ
の

寄
稿
論
文11

で
は
︑
物
と
者
と
霊
の
位
相
の
状
態
遷
移
を
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
と
物
質
の
三
態
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
考
え
た
が
︑
同

様
に
点
線
面
体
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
形
の
あ
り
方
が
︑
ど

の
よ
う
に
連
続
的
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
考
え
る
た
め
に
︑
気

体
︑
液
体
︑
個
体
と
い
う
物
質
の
三
態
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
用

い
て
考
え
て
い
き
た
い
︒
こ
れ
を
点
線
面
体
と
対
比
的
に
書

け
ば
図
17
の
よ
う
で
あ
る
︒

点
の
形
は
︑
一
つ
あ
る
だ
け
で
は
︑
内
向
的
な
動
き
の
な

い
形
で
あ
る
が
︑
そ
れ
が
数
多
く
集
ま
り
︑
そ
の
集
ま
り
が

一
つ
の
形
を
作
る
と
き
︑
そ
れ
は
︑
点
線
面
体
の
中
で
は
最

も
自
由
に
変
形
し
う
る
︒
こ
の
性
質
か
ら
物
質
の
三
態
に
お

い
て
は
︑
気
体
に
喩
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
ま

た
︑
塊
の
形
で
あ
る
体
形
状
は
︑
特
殊
な
物
質
を
除
い
て
固

体
に
近
く
︑
固
体
に
喩
え
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
︒
で
は
液
体

に
相
当
す
る
も
の
は
何
か
︒
点
線
面
体
と
四
つ
の
分
類
を
︑

気
体
・
液
体
・
固
体
と
い
う
物
質
の
三
態
に
喩
え
よ
う
と
す

れ
ば
︑
数
が
合
わ
な
い
︒
四
つ
の
も
の
を
三
つ
の
も
の
に
は

対
応
さ
せ
に
く
い
が
︑
気
体
と
点
の
関
係
を
妥
当
だ
と
考
え

れ
ば
︑
以
下
の
二
つ
の
考
え
方
に
な
る
だ
ろ
う
︒

①
気
体
＝
点
︑
液
体
＝
線
・
面
︑
固
体
＝
立
体

②
気
体
＝
点
︑
液
体
＝
線
︑
固
体
＝
面
・
立
体

つ
ま
り
︑
面
が
液
体
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
か
固
体
と
し
て

扱
わ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
︒
様
々
な
ア
ナ

ロ
ジ
ー
が
考
え
ら
れ
る
が
︑
す
べ
て
を
う
ま
く
説
明
で
き
る

ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
は
な
ら
な
い
の
で
︑
こ
れ
は
今
後
の
課
題
と

し
た
い
︒

さ
ら
に
少
し
詳
し
く
点
線
面
体
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
物

質
の
三
態
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
比
較
し
て
み
た
い
︒

点
線
面
体
は
常
に
は
っ
き
り
と
分
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
︑
長
さ
や
広
が
り
や
厚
み
を
少
し
ず
つ
変
化
さ
せ
る
こ

と
で
︑
隣
接
す
る
形
の
位
相
の
性
質
や
作
用
を
持
ち
始
め
る

と
い
う
関
係
に
あ
る
︵
図
19
︶︒

し
か
し
そ
の
変
容
方
法
を
先
述
し
た
よ
う
に
二
種
類
に
わ

け
た
︒
一
つ
は
︑
図
20
の
2
の
よ
う
に
点
が
連
続
的
に
並
ぶ

固 

体
固 

体
液 

体
液 

体

液 

体
温度（℃）

100
（沸点）

0
（融点）

気化熱　　加えた熱量　（J）

気化熱

気 

体

融解熱

図19　物質の三態の図

図16　レゴで作った直線と曲線

図18　相転移の折れ線グラフ

図17　相転移の三角形

凝結 蒸発

昇華

凝固

凝結

融解

気体

固体 液体

気体固体 液体
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こ
と
で
次
第
に
点
線
と
な
り
線
と
な
る
変
化
の
仕
方
で
あ
る
︒

こ
れ
を
﹁
連
続
性
に
よ
る
変
容
﹂
に
よ
っ
て
生
じ
た
﹁
関
係

形
状
﹂
と
呼
ぼ
う
︒
も
う
一
つ
は
︑
図
20
の
1
の
よ
う
に
点

形
状
自
身
の
形
態
が
い
ず
れ
か
の
方
向
へ
伸
び
る
こ
と
に
よ

っ
て
変
形
し
て
い
く
︒
こ
れ
を
﹁
変
形
に
よ
る
変
容
﹂
に
よ

っ
て
生
じ
た
﹁
変
形
形
状
﹂
と
呼
ぼ
う
︒

前
者
の
﹁
関
係
形
状
﹂
は
︑
点
形
状
の
形
態
は
変
化
し
な

い
の
で
点
形
状
ど
う
し
が
接
触
し
た
時
点
で
︑
そ
れ
は
実
線

と
な
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
︒
こ
れ
は
物
質
の
三
態
に
喩

え
れ
ば
︑
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
気
体
分
子
が
連
結
し
て
液
体
に

な
る
よ
う
に
︑
相
が
転
移
す
る
こ
と
に
似
て
い
る
︒

一
方
︑
後
者
の
﹁
変
形
形
状
﹂
は
︑
最
初
の
点
が
変
形
し

次
第
に
長
細
く
な
っ
て
い
く
の
で
ど
こ
か
ら
線
形
状
と
な
る

の
か
判
別
が
難
し
く
︑
相
が
ジ
ャ
ン
プ
す
る
よ
う
に
変
わ
る

の
で
は
な
く
両
義
的
な
性
質
を
持
ち
や
す
い
︒

以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
︑
特
に
点
線
の
点
が
互
い
に

癒
着
し
て
実
線
と
な
る
と
き
に
︑
点
が
明
確

に
線
に
な
る
と
い
う
よ
う
に
境
界
が
比
較
的

は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
関
係
形
状

の
点
線
面
体
の
相
転
移
の
ほ
う
が
︑
変
形
形

状
の
そ
れ
よ
り
も
物
質
の
三
態
の
変
容
に
近

い
よ
う
に
思
え
る
︒

と
こ
ろ
で
︑
先
の
点
線
面
体
の
も
の
さ
し

の
課
題
や
三
位
一
体
課
題
の
と
こ
ろ
で
提
起

し
た
メ
タ
フ
ォ
ル
ム
の
概
念
を
こ
こ
で
物
質

の
三
態
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
対
応
さ
せ
る
な
ら

ば
︑
編
み
と
切
削
と
断
面
差
込
と
い
う
線
体

面
と
状
態
の
変
化
を
超
え
て
同
一
フ
ォ
ル
ム

で
あ
っ
た
よ
う
に
︑
水
蒸
気
と
水
と
氷
と
い

っ
た
物
質
の
三
態
の
状
態
変
化
を
超
え
て
︑

そ
の
共
通
項
と
し
て
見
え
て
く
る
メ
タ
と
し

て
の
水
の
原
型
︑H

2 O

そ
の
も
の
が
感
じ
ら

れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
︒
凍
っ
て
い
よ
う
が
︑

湿
り
気
と
な
っ
て
い
よ
う
が
︑
液
体
と
し
て

あ
ろ
う
が
︑
共
通
し
て
感
じ
ら
れ
る
水
ら
し

さ
︒
そ
れ
を
︑
各
状
態
を
超
え
た
内
面
化
さ

れ
た
存
在
と
し
て
メ
タ
マ
タ
ー
︵m

etam
atter

︶

と
呼
ん
で
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
︒
も
し
そ

う
で
あ
れ
ば
︑H

2 O

の
三
態
を
自
在
に
変
容

さ
せ
る
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
身
に
つ
け
ら

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

6
ゲ
ー
テ
の
形
態
学
に
見
る
動
的
な
視
点

一
方
で
︑
や
や
物
質
の
三
態
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
喩
え
に
く

い
変
形
形
状
と
し
て
の
点
線
面
体
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
︑
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
︑
ゲ
ー
テ
の
形
態
学
の
中
の
植
物
の
メ
タ

モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

ゲ
ー
テ
の
植
物
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
で
は
︑
種
か
ら
芽
が

出
て
葉
が
出
て
成
長
し
て
花
が
咲
い
て
実
が
で
き
る
と
い
う

よ
う
に
︑
形
が
ど
ん
ど
ん
変
形
し
て
い
く
一
連
の
流
れ
を
連

続
的
に
描
い
て
い
る
︒
植
物
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
か
ら
一

部
を
抜
粋
す
る
︒

固
い
殻
に
包
ま
れ　

安
ら
か
な
生
命
を
保
っ
て
き
た
種
は

水
分
を
し
と
ど
含
む
と　

懸
命
に
伸
び
は
じ
め 

四
囲
の
闇
か
ら
た
ち
ど
こ
ろ
に
身
を
起
す

生
れ
た
ば
か
り
の
形
態
は
単
純
で 

植
物
も
赤
子
の
ご
と
し　

だ
が
や
が
て 

形
成
の
意
欲
に
う
な
が
さ
れ　

身
を
高
め　

装
い
な
が
ら

節
か
ら
節
へ
伸
び
て
ゆ
く　

い
つ
ま
で
も
初
め
の
姿
を

保
ち
な
が
ら　

い
つ
も
身
を
変
え
伸
び
て
ゆ
く12

こ
の
植
物
の
成
長
の
過
程
に
︑
点
線
面
体
と
み
な
せ
る
も

の
が
登
場
す
る
︒
す
な
わ
ち
︑
種
が
点
で
︑
茎
が
線
で
︑
葉

が
面
で
︑
実
が
体
で
あ
る
︒
表
2
は
︑
対
比
さ
せ
た
も
の
で

あ
る
︒ 

そ
し
て
︑
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
に
は
植
物
の
成
長
意
欲
と

は
別
に
も
う
一
つ
植
物
の
原
型
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
︒

今
目
の
前
で
常
に
変
化
し
成
長
す
る
植
物
の
背
後
に
そ
の
植

物
の
原
型
が
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
︒
メ
タ
フ
ォ
ル
ム
と
関
連

図20　点線面と物質三態のアナロジカルな比較
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付
け
て
考
え
れ
ば
︑
メ
タ

モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
す
る
植
物

の
背
後
に
は
︑
メ
タ
フ
ォ

ル
ム
化
し
た
植
物
の
原
型

が
あ
る
と
い
う
関
係
で
説

明
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
︒
つ
ま
り
メ
タ
モ

ル
フ
ォ
ー
ゼ
を
と
ら
え
よ

う
と
す
る
観
察
眼
の
中
に

は
︑
普
遍
的
な
メ
タ
フ
ォ

ル
ム
を
見
出
そ
う
と
す
る

眼
差
し
も
働
く
と
言
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

ド
イ
ツ
文
学
者
で
ゲ
ー

テ
研
究
者
の
高
橋
義
人
は
︑

ゲ
ー
テ
の
形
態
学
を
次
の

よ
う
に
解
説
す
る
︒

こ
の
原
型
と
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
の
二
つ
を
基
軸
と
し

て
︑
ゲ
ー
テ
の
形
態
学
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
論
を
生
み
出
し

た
︒︵
中
略
︶
ま
た
ゲ
ー
テ
は
原
型
の
内
部
に
お
け
る
部
分

の
相
関
関
係
や
各
部
分
の
機
能
を
︑
ま
た
外
界
の
影
響
の

も
と
に
原
型
が
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
し
て
ゆ
く
姿
を
考
察

し
た
が
︑
こ
れ
は
自
然
を
因
果
律
と
し
て
で
は
な
く
︑
構

造
と
し
て
解
明
し
よ
う
と
す
る
す
ぐ
れ
て
ゲ
ー
テ
的
な
試

み
な
の
で
あ
る
︒︵
中
略
︶
こ
の
よ
う
に
ゲ
ー
テ
は
形
態
を
︑

そ
れ
を
変
化
さ
せ
る
力
と
の
関
係
に
お
い
て
捉
え
な
が
ら
︑

動
的
に
し
て
総
合
的
な
生
物
学
の
確
立
を
目
指
し
て
い
た

と
言
え
よ
う13

︒

種
の
中
に
茎
が
あ
り
︑
茎
が
変
容
し
て
葉
に
な
り
︑
葉
が

花
を
経
て
実
に
な
る
と
い
う
植
物
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
の

よ
う
に
︑
植
物
は
原
型
か
ら
形
成
の
意
欲
に
よ
っ
て
そ
の
形

態
を
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
し
変
容
し
て
い
く
と
ゲ
ー
テ
は
考

え
た
︒
同
様
に
純
粋
形
態
に
関
し
て
も
同
じ
よ
う
な
変
容
現

象
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
す
な
わ
ち
︑
形
の
原
型

が
形
成
の
意
欲
に
し
た
が
っ
て
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
す
る
中

で
︑
点
が
点
の
中
に
あ
る
線
を
形
成
す
る
意
欲
に
し
た
が
っ

て
線
と
な
り
︑
線
は
線
の
中
に
面
と
な
る
萌
芽
が
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
面
に
な
り
︑
そ
し
て
体
へ
と
促
さ
れ
る
︑
と
い
う
ア

ナ
ロ
ジ
ー
が
成
立
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
先
に
書
い

た
物
質
の
三
態
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
喩
え
に
く
い
変
形
形
状
と

し
て
の
点
線
面
体
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
こ
の
よ
う
な
メ
タ

モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

ま
と
め

種
と
茎
と
葉
と
花
と
実
に
そ
れ
ぞ
れ
機
能
や
役
割
が
あ
る

よ
う
に
︑
氷
と
水
と
湯
気
と
水
蒸
気
に
そ
れ
ぞ
れ
働
き
が
あ

る
よ
う
に
︑
点
と
線
と
面
と
体
に
も
そ
れ
ぞ
れ
働
き
が
あ
る
︒

こ
れ
ら
の
働
き
は
︑
互
い
に
無
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
く
︑
グ

ラ
デ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
隣
接
し
関
係
し
︑
変
容
し
て
い
け
る
︒
イ

マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
︑
こ
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
︑
渡
り
歩
き
︑
泳
い
で
い
く
︒
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

中
に
も
こ
う
し
た
点
線
面
体
の
象
徴
的
原
型
が
あ
り
︑
現
象

界
の
点
線
面
体
の
移
行
を
追
体
験
し
︑
ま
た
現
象
界
の
形
と

身
体
で
関
わ
る
こ
と
で
静
か
に
身
心
変
容
を
起
こ
し
て
い
く

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

点
線
面
体
と
い
う
形
の
文
節
の
仕
方
の
中
か
ら
︑
メ
タ
フ

ォ
ル
ム
と
い
う
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
見
出
し
︑
メ
タ
モ
ル

フ
ォ
ー
ゼ
へ
と
つ
な
げ
た
︒
ま
た
点
線
面
体
と
い
う
文
節
を

物
質
の
三
態
の
相
転
移
の
あ
る
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
ナ
ロ

ジ
ー
で
喩
え
る
中
で
︑
形
の
内
面
化
＝
メ
タ
フ
ォ
ル
ム
に
比

肩
す
る
物
質
の
三
態
を
超
え
た
物
質
性
の
内
面
化
＝
メ
タ
マ

タ
ー
︵m

etam
atter

︶
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
物
質
の

内
面
化
へ
の
気
づ
き
も
得
た
︒
こ
の
よ
う
に
形
や
物
質
を
内

面
化
す
る
こ
と
で
︑
そ
れ
ら
は
思
い
込
み
か
ら
解
放
さ
れ
変

容
し
や
す
く
な
る
︒
変
容
に
は
メ
タ
化
が
大
き
く
関
連
し
て

い
る
︒

今
後
は
点
線
面
体
と
い
う
四
相
の
形
の
特
性
が
物
質
の
三

態
の
モ
デ
ル
と
ど
の
よ
う
に
類
似
し
︑
ど
の
よ
う
な
身
心
変

容
を
生
起
し
う
る
の
か
を
よ
り
詳
細
に
考
え
た
い
︒

注1　
本
稿
で
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
と
き
︑
私
た
ち
が
日
常
的
に
使
う

道
具
や
家
や
施
設
︑
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

い
っ
た
な
ん
ら
か
の
形
で
機
能
性
を
持
つ
人
工
物
の
デ
ザ
イ

ン
の
こ
と
を
想
定
す
る

2　
ヴ
ァ
シ
リ
ー
・
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
著
︑
宮
島
久
雄
訳
﹃
点

と
線
か
ら
面
へ
﹄
筑
摩
書
房
︑
二
〇
一
七
年
︒
原
書
は
一
九

二
六
年
刊
行
︑
引
用
図
書
は
一
九
二
八
年
刊
行
の
第
二
版
を

元
に
一
九
九
五
年
日
本
語
版
と
し
て
中
央
公
論
美
術
出
版
よ

り
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
文
庫
版

3　
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
著
︑
土
方
定
一
︑
菊
盛
英
夫
︑
坂
崎
乙
郎

訳
﹃
造
形
思
考
﹄
上
下
︑
筑
摩
書
房
︑
二
〇
一
七
年
︑
第
三
刷

4　
﹃
点
と
線
か
ら
面
へ
﹄
一
七
頁

5　
同
書
︑
二
六
頁

6　
同
書
︑
二
九
頁

7　
同
書
︑
六
四
頁

8　
同
書
︑
一
四
六
頁

9　
﹃
造
形
思
考
﹄
上
︑
八
三
頁

10　
同
書
︑
九
一
頁

11　
上
林
壮
一
郎
﹃
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
﹄
第
七
号
﹁
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
現
象
と
デ
ザ
イ
ン
表
現
に
つ
い
て
の
一

考
察
﹂
三
二
―四
三
頁

12　
ゲ
ー
テ
著
︑
高
橋
義
人
編
訳
︑
前
田
富
士
男
訳
﹃
自
然
と
象

徴

︱
自
然
科
学
論
集
﹄
冨
山
房
︑
一
九
八
二
年
︑
一
四
―

一
五
頁

13　
同
書
︑
一
五
〇
頁

表２　点線面体と植物の対比

点 エネルギーを内包する 種 成長の意欲と養分を内包する始
まりの形

線 垂直方向へ伸びる 茎 重力に逆らって上へと伸びる形、
伝える形

面 水平方向へ広がる 葉 光を受けとめるために広がろうと
する形

体 形の終着地点　内側
に蓄える 実 受けたエネルギーを果実という物

質に変えて蓄える形
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1
《
ト
リ
オ
Ａ
》、生
き
方
を
変
え
る
ダ
ン

ス
？

1-

1　
レ
イ
ナ
ー
、《
ト
リ
オ
Ａ
》の
不
思
議

︽
ト
リ
オ
A
︾

︱
ジ
ャ
ド
ソ
ン
記
念
教
会
で
の
初
演
時

︵
一
九
六
六
年
一
月
十
日
～
十
二
日
︶
の
タ
イ
ト
ル
に
従
え
ば
︑

︽
心
は
筋
肉
で
あ
る
︑
パ
ー
ト
Ⅰ
︵
ま
た
は
ト
リ
オ
A
︶︵The 

M
ind Is a M

uscle, Part I

︵or Trio A

︶︶︾
︱
は
イ
ヴ
ォ
ン
ヌ
・

レ
イ
ナ
ー
︵Yvonne R

ainer 1934-

︶
の
代
表
作
と
し
て
︑
半

世
紀
以
上
の
時
を
経
た
今
で
も
息
の
長
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
保

っ
て
い
る1

︒
人
間
の
体
が
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
の
か
︑
宇

宙
人
が
乗
っ
取
っ
て
あ
れ
こ
れ
試
し
て
い
る
か
の
よ
う
な

︵
？
？
？
︶︑
ダ
ン
ス
な
の
か
体
操
な
の
か
も
わ
か
ら
な
い
︑
ま

っ
た
く
不
思
議
な
ム
ー
ヴ
メ
ン
ト
・
ピ
ー
ス
︒
カ
メ
ラ
に
背

を
向
け
て
立
ち
︑
両
腕
を
体
の
周
り
で
緩
く
動
か
し
︑
そ
の

と
き
の
ペ
ー
ス
を
保
っ
た
ま
ま
次
々
に
変
わ
る
多
様
な
動
き

を
途
切
れ
な
く
実
行
し
て
い
く
︒
し
ゃ
が
ん
だ
り
︑
起
き
た

り
︑
跳
ん
だ
り
︑
腕
や
足
︑
頭
部
な
ど
各
部
位
を
動
か
し
た

り
︑
現
れ
て
は
消
え
る
個
々
の
動
き
は
連
結
の
原
理
が
ラ
ン

ダ
ム
で
︑
そ
の
ど
こ
に
も
強
調
点
が
置
か
れ
る
こ
と
な
く
︑

淡
々
と
イ
ー
ヴ
ン
・
ペ
ー
ス
で
推
移
す
る2

︒
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
中
心
の
構
成
や
劇
的
な
身
振
り
の
否
定
と
い
う
点
で
マ
ー

ス
・
カ
ニ
ン
ガ
ム
に
通
ず
る
が
︑
カ
ニ
ン
ガ
ム
の
ダ
ン
サ
ー

に
要
求
さ
れ
る
高
度
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
封
印
さ
れ
て
い
る
︒

観
客
の
側
に
視
線
を
向
け
る
こ
と
︑
観
客
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ

う
と
す
る
︵
媚
び
る
︑
誘
惑
す
る
︑
魅
了
す
る
︶
素
振
り
は
あ

ら
か
じ
め
禁
じ
ら
れ
て
い
る
︒﹁
過
剰
さ
の
さ
な
か
で
の
量
的

に
ミ
ニ
マ
ル
な
ダ
ン
ス
活
動
に
お
け
る
︿
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
﹀

的
傾
向
の
疑
似
概
観
︑
あ
る
い
は
︽
ト
リ
オ
A
︾
の
分
析3

﹂

と
銘
打
っ
た
テ
キ
ス
ト
と
と
も
に
︑
一
九
六
六
年
の
初
演
以

来
︽
ト
リ
オ
A
︾
は
ダ
ン
ス
の
定
義
を
更
新
し
た
ポ
ス
ト
モ

ダ
ン
ダ
ン
ス
の
代
名
詞
と
な
る
が
︑
当
時
は
概
し
て
不
人
気

で
途
中
で
退
出
す
る
者
も
い
た
と
い
う
︒
レ
イ
ナ
ー
が
享
受

し
て
い
た
カ
リ
ス
マ
的
吸
引
力
を
も
っ
て
し
て
も
︑
一
九
六

二
年
の
ジ
ャ
ド
ソ
ン
・
ダ
ン
ス
・
シ
ア
タ
ー
結
成
時
の
観
客

の
熱
狂
は
こ
の
こ
ろ
潮
が
引
く
よ
う
に
失
わ
れ
て
い
た
︒

と
こ
ろ
が
レ
イ
ナ
ー
は
︑
当
初
の
予
定
を
違
え
る
こ
と
な

く
︑
二
年
後
に
︽
心
は
筋
肉
で
あ
る
︵The M

ind Is a M
uscle

︶︾

の
完
成
版
を
発
表
す
る
︒
レ
イ
ナ
ー
を
含
む
七
人
の
ダ
ン
サ

ー
と
奇
術
師
︵H

arry D
e D

io

︶
が
出
演
し
︑
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

劇
場
︵A

nderson Theater, N
ew York

︶
で
一
九
六
八
年
四
月
に

上
演
さ
れ
た
︒
ダ
ン
サ
ー
た
ち
は
自
分
が
動
い
て
い
な
い
間

は
﹁
舞
台
上
の
観
客
の
役
割
﹂
を
果
た
す
た
め
に
舞
台
上
に

留
ま
り
続
け
た
︒
抑
揚
の
な
い
均
一
な
ペ
ー
ス
の
︽
ト
リ
オ

A
︾
が
﹁
第
一
部
﹂
の
皮
切
り
で
全
体
の
基
調
を
決
定
し
︑
そ

の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
が
繰
り
返
さ
れ
る
も
の
の
︑﹁
タ
ス
ク
﹂
や

﹁
フ
ァ
ウ
ン
ド
・
ム
ー
ヴ
メ
ン
ト
﹂
の
さ
ま
ざ
ま
な
応
用
︑
床

に
敷
か
れ
た
︑
も
し
く
は
三
段
ほ
ど
の
階
段
状
に
設
え
た
マ

ッ
ト
レ
ス
︑
天
井
か
ら
吊
ら
れ
た
ブ
ラ
ン
コ
︑
上
下
に
移
動

す
る
格
子
状
の
構
造
物
な
ど
の
舞
台
装
置
︑
ス
ク
リ
ー
ン
上

に
映
写
さ
れ
る
フ
ィ
ル
ム
︑
白
の
モ
チ
ー
フ
︑
パ
フ
ォ
ー
マ

ー
同
士
の
観
察
︑
男
女
間
の
﹁
奇
妙
な
性
的
含
意
﹂
と
い
っ

た
工
夫
が
周
到
に
配
置
さ
れ
て
い
た4

︒

こ
の
と
き
の
観
客
の
反
応
を
︑
レ
イ
ナ
ー
は
次
の
よ
う
に

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
と
身
心
変
容
技
法

―
聞
こ
え
な
い
音
楽
、聴
く
身
体

第
四
部
❖
芸
術
・
武
術
と
い
う
ワ
ザ
学

外
山
紀
久
子

埼
玉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
教
授
／
美
学
・
芸
術
論
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記
憶
し
て
い
る
︒﹁
終
わ
り
頃
︑
観
客
の
中
に
は
相
当
手
強
い
︑

あ
か
ら
さ
ま
に
罵
る
よ
う
な
人
々
も
い
た
︒
他
の
人
々
の
中

に
は
︑
あ
と
で
私
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
き
て
一
緒
に
学
ん
だ

り
︑
仕
事
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
人
々
も
い
て
︑︽
心
は
筋

肉
で
あ
る
︾
が
彼
ら
の
ダ
ン
ス
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
変
え

た
と
言
っ
た
︒︵
中
略
︶
そ
れ
が
彼
ら
の
一
生
を
変
え
た
と
ま

で
言
う
者
も
い
た
﹂︒
キ
ャ
リ
ー
・
ラ
ン
バ
ー
ト
＝
ビ
ー
テ
ィ

ー
に
よ
れ
ば
︑
シ
ャ
ー
リ
ー
・
ソ
フ
ァ
ー
は
そ
の
よ
う
な
﹁
生

き
方
が
変
わ
っ
た
﹂
ひ
と
り
で
︑
一
九
七
〇
年
以
降
レ
イ
ナ

ー
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
︑
そ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

や
映
画
に
も
出
る
よ
う
に
な
っ
た
︒﹁
彼
女
は
レ
イ
ナ
ー
の
作

品
を
見
る
こ
と
︑
そ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
の
両
方
が
文
字
ど

お
り
自
分
を
変
え
た
と
信
じ
て
い
る
︱
身
体
的
な
自
由
︑

共
同
で
こ
と
を
行
う
プ
ロ
セ
ス
︑
彼
女
が
出
会
っ
た
新
し
い

人
付
き
合
い
の
世
界
︑
そ
れ
ら
が
自
分
の
独
立
と
意
志
の
現

れ
出
て
く
る
要
因
と
な
っ
た
の
で
あ
り
︑
最
終
的
に
個
人
と

し
て
の
生
活
に
深
い
変
化
を
も
た
ら
し
た
︑
と5

﹂︒

と
こ
ろ
が
︑
一
九
六
〇
年
代
後
半
当
時
の
文
脈
を
再
構
成

し
て
こ
の
よ
う
な
受
容
の
実
態
を
捉
え
よ
う
と
し
て
も
︑
動

画
の
記
録
の
な
い
︽
心
は
筋
肉
で
あ
る
︾
は
も
ち
ろ
ん
︑︽
ト

リ
オ
A
︾
本
体
に
果
た
し
て
ど
こ
ま
で
接
近
で
き
る
の
か
危

う
い
も
の
が
あ
る
︒
初
演
時
に
は
レ
イ
ナ
ー
︑
ス
テ
ィ
ー
ヴ
・

パ
ク
ス
ト
ン
︑
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ゴ
ー
ド
ン
が
わ
ず
か
な
時
間

差
で
ス
タ
ー
ト
し
︑
三
人
三
様
の
ペ
ー
ス
を
守
っ
て
二
回
繰

り
返
し
て
踊
っ
た
が
︑
そ
の
後
レ
イ
ナ
ー
が
ソ
ロ
で
踊
っ
た

︽
回
復
期
の
ダ
ン
ス
︵C

onvalescent D
ance

︶︾︵
一
九
六
七
年
二

月
二
日
︶︑︽
心
は
筋
肉
で
あ
る
︾
完
成
版
︵
一
九
六
八
年
四
月

十
一
日
︑
十
四
日
︑
十
五
日
︶
と
同
じ
く
︑
も
っ
ぱ
ら
写
真
や

テ
キ
ス
ト
で
の
記
録
し
か
存
在
し
な
い6

︒
現
在
最
も
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
︽
ト
リ
オ
A
︾
は
︑
レ
イ
ナ
ー
が
一
九
七
八
年

八
月
に
マ
ー
ス
・
カ
ニ
ン
ガ
ム
の
ス
タ
ジ
オ
で
十
六
ミ
リ
フ

ィ
ル
ム
撮
影
用
に
踊
っ
た
ソ
ロ
の
記
録
で
︑
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー

大
学
の
ダ
ン
ス
・
フ
ィ
ル
ム
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
で
配
給
さ
れ
て

い
る
︒
た
だ
し
こ
の
時
点
で
彼
女
は
す
で
に
舞
台
を
去
っ
て

映
画
製
作
に
移
行
し
て
数
年
以
上
経
っ
て
お
り
︑
カ
メ
ラ
ワ

ー
ク
の
点
で
も
自
ら
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
点
で
も
お
よ
そ

理
想
的
な
状
態
の
記
録
で
は
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る7

︒
ラ

バ
ノ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ア
ー
カ
イ
ヴ
化
の
試
み
︑︽
ト
リ

オ
A
︾
を
教
え
る
人
間
を
四
名
︵
そ
の
後
五
名
︶
に
限
定
す

る
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
方
式
な
ど
に
よ
る
保
存
と
継
承
の
試
み
が

行
わ
れ
て
い
る
一
方8

︑
ダ
ン
ス
作
品
の
常
と
し
て
︑︽
ト
リ
オ

A
︾
も
ま
た
そ
の
自
己
同
一
性
の
所
在
の
不
確
か
さ
を
免
れ

る
わ
け
で
は
な
い
︒
現
在
で
はYouTube

上
に
多
様
な
︽
ト

リ
オ
A
︾
が
浮
遊
し
︑
流
通
し
て
い
る
が
︑
果
た
し
て
そ
の

中
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
︽
ト
リ
オ
A
︾
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
留
め

て
い
る
も
の
が
ど
の
く
ら
い
認
め
ら
れ
る
の
か
︑
議
論
が
分

か
れ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
︒
さ
ら
に
︑
レ
イ
ナ
ー
自
身
が
舞
踊

に
復
帰
し
て
以
後
︑︽
ト
リ
オ
A
︑
圧
迫
版
︵Trio A

 

Pressured

︶︾︑︽
ト
リ
オ
A
︑
老
い
ぼ
れ
版
︵Trio A

 geriatric

︶︾︑

あ
る
い
は
﹁
六
〇
分
で
大
勢
に
︵
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
︶

︽
ト
リ
オ
A
︾
を
教
え
て
み
る
﹂
や
﹁
マ
ー
サ
・
グ
ラ
ハ
ム

に
扮
し
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
モ
ー
ヴ
に
︽
ト
リ
オ
A
︾
を
教
え

よ
う
と
す
る9

﹂
と
い
っ
た
映
像
も
加
わ
り
︑
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー

や
著
述
を
通
じ
て
新
た
な
テ
キ
ス
ト
を
産
出
し
続
け
て
い
る
︒

い
わ
ば
︽
ト
リ
オ
A
︾
は
︑
過
去
の
特
異
点
に
固
定
す
る
こ

と
の
で
き
る
歴
史
的
な
い
し
﹁
終
わ
っ
た
﹂
ミ
ニ
・
マ
ス
タ

ー
ピ
ー
ス
で
は
な
く
︑
現
在
進
行
形
︑
未
完
了
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
︑
壊
さ
れ
て
は
ま
た
蘇
る
︑
タ
フ
な
生
命
力
を
持

っ
て
い
る
の
で
あ
る
︒

1-

2　

拡
散
に
よ
っ
て
見
え
て
き
た
も
の

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
劇
場
で
の
公
演
の
後
︑︽
ト
リ
オ
A
︾
は

非
ダ
ン
サ
ー
を
含
む
多
く
の
人
々
の
間
で
急
速
に
拡
散
し
て

い
く
︒
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
観
客
の
ギ
ャ
ッ
プ
︑
見
る
だ
け
で

は
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
そ
の
ダ
ン
ス
経
験
の
内
側
が
あ
る
程

度
ア
ク
セ
ス
可
能
な
も
の
と
し
て
開
か
れ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
が10

︑
そ
の
後
比
較
的
早
い
時
期
に
レ
イ
ナ
ー
は
自
分
の
心

得
違
い
に
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
︒﹁
私
に
と
っ
て
は
︑

も
と
も
と
そ
れ
は
誰
に
で
も
教
え
る
こ
と
の
で
き
る
作
品
で

あ
り
︑
そ
の
ど
ん
な
解
釈
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
思
っ
て
い

た11

﹂︒
当
初
﹁
習
い
た
い
人
に
は
︱
ス
キ
ル
が
あ
る
者
︑
な

い
者
︑
プ
ロ
の
ダ
ン
サ
ー
︑
太
っ
た
人
︑
年
寄
り
︑
病
気
の

人
︑
素
人
︱
誰
に
で
も
教
え
︑
教
え
た
い
人
に
は
そ
う
す

る
こ
と
を
暗
黙
の
内
に
許
可
﹂
し
て
い
た
が
﹁
そ
れ
は
け
っ

こ
う
難
し
か
っ
た
︱
細
か
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
技
術
上
の
要

求
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
︱
そ
し
て
私
は
そ
れ
を
世
界
に
教

え
た
か
っ
た12

﹂︒
一
九
六
九
年
に
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
・
カ
レ
ッ
ジ

に
滞
在
中
︑
オ
ー
バ
ー
リ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
の
学
生
で
画
家
の

マ
イ
ケ
ル
・
フ
ァ
ヤ
ン
ス
が
バ
ー
バ
ラ
・
デ
ィ
リ
ー
か
ら
︽
ト

リ
オ
A
︾
を
習
い
︑
オ
ー
バ
ー
リ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
に
戻
っ
て

五
十
人
に
教
え
︑
そ
の
う
ち
の
ひ
と
り
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

レ
イ
ナ
ー
に
見
せ
た
も
の
が
﹁
ほ
と
ん
ど
原
型
を
留
め
て
い

な
か
っ
た
﹂︒
ほ
ん
の
二
︑
三
世
代
で
失
わ
れ
て
し
ま
う
︱

そ
こ
で
︑
厳
密
な
﹁
権
威
主
義
﹂
の
態
度
を
採
用
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う13

︒﹁
誰
に
で
も
開
か
れ
て
い
る
﹂﹁
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
の
﹂
ダ
ン
ス
か
ら
オ
ー
サ
ー
シ
ッ
プ
へ
︑
よ
り
慎
重
・

厳
格
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
要
求
す
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス

の
レ
ガ
シ
ー
作
品
保
護
へ
と
い
う
方
針
転
換
を
︑
レ
イ
ナ
ー

の
態
度
の
変
節
︵
保
守
化
︶
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
可
能
だ

が
︑
む
し
ろ
拡
散
の
過
程
の
中
で
彼
女
に
と
っ
て
の
︽
ト
リ

オ
A
︾
を
構
成
す
る
要
件
が
よ
り
明
ら
か
に
見
え
て
き
た
と

い
う
面
も
あ
る
だ
ろ
う
︒
そ
れ
ら
が
︽
ト
リ
オ
A
︾
の
﹁
複

雑
さ
と
矛
盾
﹂︑
輻
輳
性
に
貢
献
し
︑
見
る
者
︑
習
う
者
︑
そ

れ
に
つ
い
て
語
る
者
に
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
︵
と
魅
力
︶
を
生

み
出
し
て
い
る
︒

そ
も
そ
も
︑﹁
身
体
の
実
際
の

0

0

0

重
さ
﹂
を
偽
ら
ず
︑﹁
タ
ス
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ク
な
い
し
タ
ス
ク
様
の
活
動
﹂
を
︵
慌
て
ず
︑
急
が
ず
︑
省
略

せ
ず
︑
ど
こ
に
も
強
調
点
を
置
か
ず
に
︶
淡
々
と
終
え
る
の
に

か
か
る
﹁
実
際
の

0

0

0

時
間
﹂﹁
均
一
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
配
分
﹂
の

﹁
見
か
け
﹂
を
要
求
す
る
︽
ト
リ
オ
A
︾
は
︑
お
よ
そ
簡
単

に
﹁
誰
で
も
で
き
る
﹂
類
の
ダ
ン
ス
で
は
な
い
︒﹁
休
止
︑
ア

ク
セ
ン
ト
︑
静
止
の
い
ず
れ
も
許
容
し
な
い
分
離
し
た
フ
レ

ー
ズ
の
連
続
性
の
う
ち
に
こ
の
︹﹁
急
が
な
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
感
覚
﹂
の
︺
見
か
け

0

0

0

を
達
成
し
よ
う
と
す
れ
ば
︑
ひ
と
つ
の

動
き
か
ら
次
の
動
き
へ
移
る
の
に
も
︑
多
く
の
異
な
る
程
度

の
エ
フ
ォ
ー
ト
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い14

﹂︒
ダ
ン
サ
ー

の
側
に
実
際
に
体
感
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
観
客
に
伝
わ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
見
か
け
と
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
絶
え
ず
意
識

し
て
均
質
な
表
面
を
保
つ
た
め
の
微
妙
な
調
整
︑
抑
制
︑
絶

え
ざ
る
集
中
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
︑﹁
長
距
離
走
者
の
よ
う
な
持

久
力
﹂
が
求
め
ら
れ
る15

︒
従
来
の
ダ
ン
ス
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
に

代
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ア
ー
ト
の
超
絶
技
巧
と
で
も
言
う
べ

き
も
の
が
密
か
に
前
提
さ
れ
て
い
る
の
だ
︒

﹁
ペ
ー
ス
設
定
︵pacing

︶﹂
も
ま
た
重
要
で
︑
初
め
に
腕
を

回
す
動
き
を
ど
の
程
度
の
速
さ
で
行
う
か
に
応
じ
て
全
体
の

ペ
ー
ス
が
決
ま
り
︑
同
時
に
あ
る
種
一
定
の
拍
の
感
覚
に
近

い
も
の
が
確
立
さ
れ
︑
お
お
む
ね
四
分
半
か
ら
五
分
程
度
に

収
ま
る
︒﹁
急
が
な
い
﹂
と
い
っ
て
も
﹁
タ
ス
ク
に
基
づ
く
動

き
﹂
や
日
々
の
生
活
の
な
か
に
﹁
見
出
さ
れ
る
動
き
﹂
の
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
な
遂
行
が
求
め
ら
れ
る
た
め
︑
必
要
以
上
に
緩

慢
な
動
き
は
認
め
ら
れ
な
い
︒
他
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
や
観
客

に
眼
差
し
を
向
け
る
︵
そ
れ
に
よ
っ
て
心
理
的
な
関
係
性
に
気

を
取
ら
れ
る
︶
こ
と
な
く
︑﹁
自
分
の
身
体
部
分
の
働
き
具
合

を
モ
ニ
タ
ー
す
る
こ
と
﹂
へ
の
没
入
・
専
心
が
求
め
ら
れ
る
︒

と
は
い
え
︑
そ
の
﹁
瞑
想
﹂
へ
の
傾
き
に
は
留
保
が
付
け
ら

れ
る
︒﹁
板
に
釘
を
打
つ
︑
絨
毯
を
丸
め
る
︑
と
い
っ
た
タ
ス

ク
を
完
了
す
る
特
定
の
身
体
動
作
に
要
求
さ
れ
る
集
中
と
︑

極
端
に
ゆ
っ
く
り
し
た
動
き
の
ト
ラ
ン
ス
様
の
外
観
と
の
間

に
は
違
い
が
あ
る
︒
自
分
で
も
︽
ト
リ
オ
A
︾
を
︿
私
の
太

極
拳
﹀
と
呼
ぶ
こ
と
は
あ
る
も
の
の
︑
そ
れ
を
悟
り
や
超
越

に
至
る
手
段
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い16

﹂︒
他
方
︵
レ

イ
ナ
ー
自
身
が
﹁
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
か
も
﹂
と
認
め

て
い
る
よ
う
に
︶︑
日
々
自
分
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る﹁
セ
ル

フ
・
テ
ス
ト
﹂と
し
て
用
い
て
い
た
時
期
も
あ
り
︑
時
に
﹁
太

極
拳
﹂に
準
え
︑
教
え
る
際
に
も
身
体
各
部
の
働
き
具
合
を
モ

ニ
タ
ー
す
る
よ
う
指
示
し
︑
体
感
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

感
受
性
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
︑﹁
動
く
瞑
想
﹂

に
通
ず
る
一
面
を
全
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
︒

﹁
急
が
な
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
感
覚
﹂
や
﹁
均
一
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
配
分
﹂
に
加
え
︑
こ
の
点
で
も
レ
イ
ナ
ー
が
常
に
﹁
観

客
に
ど
う
見
え
る
か
﹂﹁
ど
う
い
う
効
果
を
与
え
る
か
﹂
と
い

う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
／
観
客
性
の
問
題
に
心
を
砕
い
て
い
た

こ
と
を
銘
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
︒
彼
女
の
目
指
す
も
の

は
観
客
不
在
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
な
く
︑
あ
く
ま
で
も

観
客
と
と
も
に
在
る
︑
見
ら
れ
る
／
見
せ
る
こ
と
を
前
提
と

し
た
舞
台
作
品
だ
︒
身
体
の
内
側
か
ら
の
感
覚
に
意
識
を
傾

注
し
ダ
ン
サ
ー
の
主
観
的
経
験
を
重
視
す
る
ダ
ン
ス
が
︑
し

ば
し
ば
自
己
耽
溺
的
な
印
象
を
与
え
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る

こ
と
を
思
い
起
こ
せ
ば
︑
超
ス
ロ
ー
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
を
提

示
さ
れ
て
抱
い
た
レ
イ
ナ
ー
の
違
和
感
は
想
像
に
難
く
な
い
︒

﹁
タ
ス
ク
ラ
イ
ク
︑
ワ
ー
ク
ラ
イ
ク
﹂
で
は
な
く
﹁
展
示
的
﹂

﹁
見
せ
び
ら
か
し
的
﹂
な
外
観
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
︒

一
九
六
五
年
の
︽
六
重
奏
部
分
︵Parts of Som

e Sextets

︶︾

及
び
﹁
ノ
ー
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト17

﹂
以
降
の
レ
イ
ナ
ー
は
︑
明

白
に
表
現
主
義
的
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
の
﹁
過
剰
さ
﹂
に
異
を
唱

え
て
︑
実
人
生
で
の
情
動
や
パ
ト
ス
か
ら
距
離
を
置
き
︑
主

題
化
し
な
い
と
い
う
選
択
に
舵
を
切
っ
た
︒﹁
危
機
は
あ
ら
ゆ

る
瞬
間
に
あ
る
﹂
と
し
て
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
中
心
の
構
造
を

否
定
し
た
カ
ニ
ン
ガ
ム
に
倣
う
よ
う
に
︑
ダ
ン
カ
ン
以
来
の

モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
︑
と
り
わ
け
グ
ラ
ハ
ム
に
顕
著
な
︑﹁
パ
ッ
シ

ョ
ン
﹂
や
﹁
自
己
﹂
や
﹁
表
現
﹂
の
在あ

り
処か

と
は
対
照
的
に
︑

﹁
そ
れ
︹
パ
ッ
シ
ョ
ン
︺
は
ス
テ
ー
ジ
外
に
生
息
し
て
い
た
︒
芸

術
家
の
こ
だ
わ
り
の
な
か
に
︑
そ
れ
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
過

剰
や
よ
り
日
常
的
な
情
動
の
表
出
の
な
か
に
在
っ
た
︒
情
動

は
最
終
的
に
出
来
上
が
っ
た
動
き
の
フ
レ
ー
ズ
を
意
識
的
に

生
み
出
す
こ
と
も
そ
れ
に
関
与
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
が
︑
そ

の
抑
揚
を
欠
い
た
流
れ
の
な
か
に
浸
潤
し
︑
潜
伏
し
続
け
た
﹂︒

﹁︽
ト
リ
オ
A
︾
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
携
わ
る
自
己
は
︑
自

己
を
不
適
格
と
し
て
拒
否
す
る
表
現
モ
ー
ド
に
よ
っ
て
そ
の

自
己
お
よ
び
そ
の
表
現
の
世
話
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
る18

﹂︒﹁︽
ト
リ
オ
A
︾
は
踊
る
と
い
う
仕
事
に
ク
ー
ル

に
専
念
す
る
︒︵
中
略
︶
観
客
や
仲
間
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
を
明

晰
に
意
識
し
て
い
な
が
ら
彼
ら
か
ら
距
離
を
取
る
こ
と
︑
自

イヴォンヌ・レイナー《心は筋肉である、第１部（またはトリオA）》1966年、ジャドソン記
念教会（撮影ピーター・ムーア@Estate of Peter Moore/VAGA, NY.NY.）
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己
愛
的
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
自
己
滅
却
／
無
私
︵selfless

︶
の

没
頭
だ19

﹂︒

こ
れ
ら
の
彼
女
自
身
に
よ
る
近
年
の
回
想
か
ら
は
︑
半
世

紀
に
及
ぶ
拡
散
の
過
程
の
中
で
見
え
て
き
た
も
の
に
よ
る︽
ト

リ
オ
A
︾
の
再
定
義
が
う
か
が
え
る
だ
ろ
う
︒
パ
ト
ス
を
全

開
さ
せ
て
観
客
を
巻
き
込
む
︑
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
＝
グ
ラ
ハ

ム
的
な
情
動
の
カ
タ
ル
シ
ス
は
も
と
よ
り
︑
ト
リ
ッ
ピ
ー
な

﹁
悟
り
﹂
や
﹁
忘
我
﹂
に
自
己
充
足
す
る
た
め
の
メ
ソ
ッ
ド
で

も
な
い
︒
主
体
の
情
動
は
絶
え
ず
そ
こ
に
潜
在
し
な
が
ら
﹁
世

界
﹂︵
観
客
／
他
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
︶
に
巻
き
込
ま
れ
ず
﹁
ク
ー

ル
に
﹂﹁
タ
ス
ク
に
専
心
す
る
﹂
こ
と
︑
そ
の
よ
う
な
覚
醒
し

た
自
己
制
御
︵
に
よ
る
解
放
︶
の
可
能
性
を
試
み
︑
そ
れ
を
観

客
と
共
有
す
る
舞
台
作
品
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
︒

2
フ
ォ
ル
テ
ィ
、「
ダ
ン
ス
状
態
」「
ダ
ン
ス・

コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」再
考

2-

1　
「
ダ
ン
ス
状
態
」（
ハ
ル
プ
リ
ン
＋
動
物
園
経
験
）

当
初
﹁
誰
で
も
習
え
る
︑
ど
ん
な
変
更
も
O
K
﹂
と
考
え

て
い
た
レ
イ
ナ
ー
が
実
際
の
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ア
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
を
前
に
し
て
違
和
感
を
覚
え
︑
そ
の
後
厳
密
な
保
護
・

保
存
へ
と
転
じ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
︑︽
ト
リ
オ

A
︾
は
逸
脱
し
た
解
釈
や
自
由
な
翻
案
を
認
め
な
い
閉
じ
た

作
品
で
あ
り
︑
あ
ら
か
じ
め
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
振
付
の
正
確

な
実
行
が
求
め
ら
れ
る
︒
一
定
の
ル
ー
ル
や
枠
組
み
を
設
定

し
︑
ス
コ
ア
の
指
示
を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
か
は
そ
の
都

度
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
﹁
構
造
化
さ
れ
た

即
興
﹂︵
偶
然
性
／
不
確
定
性
︶
の
余
地
は
排
除
さ
れ
て
い
る
︒

反
表
現
主
義
・
反
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
の
ミ
ニ
マ
ル
・
ダ
ン
ス
︑
フ

ー
コ
ー
的
﹁
自
己
制
御
／
自
己
の
技
術
﹂
に
収
斂
す
る
﹁
自

己
滅
却
﹂
の
ダ
ン
ス
︱
と
す
る
と
︑
ケ
ー
ジ
＝
カ
ニ
ン
ガ

ム
と
並
ぶ
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
の
も
う
ひ
と
つ
の
ソ
ー
ス
︑

ア
ナ
・
ハ
ル
プ
リ
ン
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
さ
れ
る
﹁
も
う

ひ
と
つ
の
種
類
の
自
由
﹂
＝
﹁
即
興
に
際
し
て
直
観
や
衝
動

に
従
う
自
由20

﹂
は
一
切
関
与
し
な
い
よ
う
に
見
え
る
︵
即
興

を
ダ
ン
ス
構
成
法
に
用
い
る
こ
と
は
ケ
ー
ジ
に
従
う
ロ
バ
ー
ト
・

ダ
ン
の
ク
ラ
ス
で
は
認
知
さ
れ
な
い
考
え
だ
っ
た21
︶︒

し
か
し
な
が
ら
︑
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
︑

﹁
複
雑
さ
と
矛
盾
﹂
に
満
ち
多
く
の
人
々
に
拡
散
し
続
け
る

︽
ト
リ
オ
A
︾
を
フ
ラ
ッ
ト
に
一
元
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
だ

ろ
う
︒︽
ト
リ
オ
A
︾
を
レ
イ
ナ
ー
の
要
求
に
か
な
う
水
準

で
踊
る
と
き
の
ダ
ン
サ
ー
の
身
体
に
は
︑
実
際
に
何
が
起
こ

っ
て
い
た
／
い
る
の
だ
ろ
う
か
︒
そ
し
て
そ
れ
を
目
の
当
た

り
に
す
る
観
客
も
︑
生
を
更
新
す
る
新
た
な
身
体
を
獲
得
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
︑
そ
の
よ
う
な
経
験
の
核

心
部
に
あ
る
も
の
は
何
か
︒
こ
の
答
え
の
出
な
い
こ
と
は
明

ら
か
な
問
い
＝
壁
に
ア
タ
マ
を
ぶ
つ
け
続
け
る
た
め
に
︑﹁
深

い
影
響
を
受
け
た
﹂
と
レ
イ
ナ
ー
自
身
繰
り
返
し
述
べ
て
い

る
シ
モ
ー
ヌ
・
フ
ォ
ル
テ
ィ
︵Sim

one Forti, 1935-

︶
へ
と
迂

回
し
て
︑
即
興
と
﹁
音
楽
性
﹂
︱
ハ
ル
プ
リ
ン
経
験
︱

の
迷
路
へ
一
歩
踏
み
入
っ
て
み
よ
う
︒

北
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
山
中
の
ハ
ル
プ
リ
ン
の
﹁
ダ
ン
サ
ー

ズ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹂
で
数
年
過
ご
し
︑
当
時
の
夫
ロ
バ

ー
ト
・
モ
リ
ス
に
従
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
転
居
し
て
い
た

フ
ォ
ル
テ
ィ
は
︑
ジ
ャ
ド
ソ
ン
誕
生
の
重
要
な
触
媒
と
な
っ

た
︒﹁
シ
モ
ー
ヌ
が
そ
の
︹
ジ
ャ
ド
ソ
ン
の
︺
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
だ
っ
た
し
︑
源
泉
だ
っ
た
︒
私
た
ち
す
べ
て
彼
女
に

借
り
が
あ
る22

﹂︒
フ
ォ
ル
テ
ィ
が
ハ
ル
プ
リ
ン
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

プ
で
経
験
し
た
と
述
べ
る
﹁
ダ
ン
ス
状
態︵the state of dance

︶﹂

は
︑
体
性
感
覚
・
運
動
感
覚
に
よ
る
身
体
へ
の
注
視
を
介
し

て
予
測
不
能
な
︑
自
在
な
動
き
へ
の
衝
迫
力
が
生
ま
れ
て
く

る
源
に
ま
で
降
り
て
ゆ
く
深
い
集
中
状
態
だ
っ
た
︒
ハ
ル
プ

リ
ン
は
簡
単
な
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う

な
状
態
を
随
意
に
喚
起
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
︒
た
と

え
ば
円
を
描
い
て
歩
く
と
い
っ
た
簡
単
な
活
動
を
し
︑
そ
の

と
き
の
身
体
の
感
覚
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
︵
ひ
と
つ
の
部
位
が

別
の
部
位
に
抗
し
て
動
い
て
い
る
感
じ
や
そ
れ
ぞ
れ
の
部
位
な
い

し
全
体
が
示
し
て
い
る
勢
い
の
感
じ
︶︒
そ
の
よ
う
な
感
覚
へ
の

フ
ォ
ー
カ
ス
に
満
足
し
て
い
る
状
態
が
十
五
分
程
度
続
く
と
︑

溢
れ
る
ば
か
り
の
衝
動
が
や
っ
て
く
る23

︒﹁
た
ぶ
ん
そ
れ
を
一

種
の
瞑
想
状
態
に
準
え
る
こ
と
が
で
き
る
︑
あ
る
い
は
︑
一

種
の
集
中
に
達
し
て
い
て
︑
全
シ
ス
テ
ム
が
そ
の
方
向
に
フ

ロ
ー
し
て
い
る
の
で
︑
現
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
行
う
の

に
一
切
努
力
の
要
ら
な
い
状
態
︒
ほ
と
ん
ど
ま
あ
︙
︙
無
心

の
状
態
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
︑
事
を
成
し
遂
げ
る
の
に
ギ

ア
が
入
っ
て
い
る
︒
そ
れ
は
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
か
も
し
れ
な
い

し
︑
シ
ー
タ
波
か
も
し
れ
な
い
し
︑
カ
ス
タ
ネ
ダ
が
書
い
て

い
る
︑
そ
こ
で
戦
士
が
彼
の
力
の
目
覚
め
る
の
を
経
験
す
る

こ
と
の
で
き
る
︑
そ
う
い
う
状
態
か
も
し
れ
な
い24

﹂︒

﹁
ダ
ン
ス
状
態
に
い
る
の
で
な
け
れ
ば
︑
踊
っ
て
い
る
の
で

は
な
い25

﹂︒
ダ
ン
ス
と
は
何
か
︑
い
つ
ど
こ
で
ダ
ン
ス
が
訪
れ

る
の
か
︑
踊
っ
て
い
る
と
言
い
得
る
身
体
の
条
件
は
何
か
︱

﹁
舞
踊
の
定
義
を
拡
大
﹂
し
︑
そ
の
結
果
い
か
に
も
ダ
ン
ス
に

見
え
る
︵﹁
ダ
ン
シ
ー
な
﹂︶
動
き
は
か
え
っ
て
締
め
出
さ
れ
る

傾
向
に
あ
っ
た
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
が
︑
過
激
な
実
験
を

繰
り
返
し
て
さ
ま
ざ
ま
に
問
い
続
け
た
問
題
の
答
え
を
︑
フ

ォ
ル
テ
ィ
は
す
で
に
五
〇
年
代
後
半
の
プ
レ
・
ジ
ャ
ド
ソ
ン

時
代
に
ハ
ル
プ
リ
ン
か
ら
受
け
取
っ
て
い
た
か
の
よ
う
だ
︒

と
こ
ろ
が
︑
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
っ
て
程
な
く
︑
ハ
プ
ニ

ン
グ
や
フ
ル
ク
サ
ス
の
グ
ル
ー
プ
内
で
発
表
さ
れ
た
﹁
ダ
ン

ス
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
︵D

ance C
onstructions

︶﹂︵
一
九

六
〇
―六
一26
︶
は
︑
タ
ス
ク
な
い
し
ル
ー
ル
に
基
づ
く
オ
ー
プ

ン
・
ス
コ
ア
／
不
確
定
性
の
作
品
の
先
駆
で
︑
パ
フ
ォ
ー
マ

ー
が
各
自
そ
の
場
で
動
き
を
生
み
出
す
即
興
に
基
づ
く
と
は

い
え
︑
シ
ー
ソ
ー
︑
斜
め
に
立
て
か
け
ら
れ
た
板
︑
天
井
か

ら
吊
る
さ
れ
た
ル
ー
プ
状
の
縄
と
い
っ
た
設
定
に
よ
っ
て
不
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安
定
な
足
場
や
制
約
を
多
く
用
い
て
い
る
た
め
︑﹁
溢
れ
る
ば

か
り
の
衝
動
﹂
に
身
を
委
ね
る
自
由
な
動
き
の
余
地
は
最
初

か
ら
限
定
さ
れ
て
い
る
︒
プ
レ
・
ジ
ャ
ド
ソ
ン
の
先
駆
的
作

例
︵
当
時
は
ご
く
一
部
の
観
客
に
し
か
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
︑
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
が
︑︽
シ
ー
ソ
ー

︵See-Saw

︶︾
に
出
演
し
た
レ
イ
ナ
ー
と
モ
リ
ス
は
と
も
に
フ

ォ
ル
テ
ィ
の
発
想
の
革
新
性
を
高
く
評
価
し
て
い
る
︶
で
あ

り
︑
マ
イ
ケ
ル
・
カ
ー
ビ
ー
に
よ
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス

の
定
義27

を
十
数
年
も
前
に
先
取
り
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
︒

と
な
る
と
︑﹁
ダ
ン
ス
状
態
﹂
は
北
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
大
自

然
︑
野
外
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
だ
か
ら
こ
そ
可
能
に
な
っ
た

も
の
で
あ
っ
て
︑
よ
り
先
端
的
な
実
験
に
向
か
っ
た
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
は
︵
む
し
ろ
旧
い
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
の
系
譜
に
つ
な
が
る

も
の
と
し
て
︶
適
合
し
な
い
メ
ソ
ッ
ド
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か28

︒

と
こ
ろ
が
そ
の
後
の
フ
ォ
ル
テ
ィ
の
足
跡
を
辿
る
と
︵
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
の
︶﹁
ダ
ン
ス
状
態
﹂
と
︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

の
︶﹁
ダ
ン
ス
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
﹂
の
関
係
は
︑
実
際

は
よ
り
曖
昧
で
︑
そ
の
分
よ
り
広
が
り
を
有
す
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
︒
フ
ォ
ル
テ
ィ
は
六
〇
年
代
後

半
の
ロ
ー
マ
滞
在
中
に
動
物
園
に
日
参
し
︑
そ
こ
で
の
﹁
動

物
研
究
︵A

nim
al Studies

︶﹂
に
よ
っ
て
﹁
ダ
ン
ス
状
態
﹂
を

再
発
見
し
た
と
い
う
︒
一
九
六
八
年
に
ア
ッ
テ
ィ
コ
画
廊

︵G
alleria L

’A
ttico

︶
で
二
晩
の
イ
ヴ
ェ
ン
ト
を
行
う
が
︑
そ
こ

で
﹁
ダ
ン
ス
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
﹂
の
作
品
︵︽
斜
め
の

板
︵Slant Board

︶︾︽
ハ
ド
ル
︵H

uddle

︶︾︶
と
と
も
に
︑
一

連
の
﹁
動
物
園
マ
ン
ト
ラ
︵zoo m

antra

︶﹂
に
結
実
す
る
新
し

い
ソ
ロ
作
品
︽
夢
遊
病
者
︵Sleepwalkers

︶︾︵
一
九
六
八
―一

九
六
九
︶
を
公
開
し
た
︒
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
配
布
さ
れ
た
手
書

き
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
れ
ば
︑﹁︽
夢
遊
病
者
︾
は
私
が
ア
ナ
・

ハ
ル
プ
リ
ン
の
も
と
で
学
ん
で
い
た
と
き
に
収
穫
し
た
感
受

性
に
帰
る
も
の
で
︑
要
は
︑
身
体
運
動
感
覚
に
浸
り
き
る
こ

と
で
す
︒
魔
法
の
た
め
の
／
魅
了
す
る
︵enchantm

ent

︶
手

段
と
し
て
の
動
き
に
帰
る
と
い
う
こ
と
で
す
︒
ホ
ッ
キ
ョ
ク

グ
マ
が
丘
を
転
が
っ
て
降
り
る
︑
そ
う
い
う
動
き
︒
実
際
︑
こ

の
最
後
の
作
品
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
こ
こ
ロ
ー
マ
で

何
日
も
動
物
園
で
午
後
を
過
ご
し
た
際
に
得
ら
れ
た
も
の
で

す29

﹂︒
別
の
ノ
ー
ト
で
は
﹁
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
が
頭
を
揺
す
る

と
き
︑
彼
は
ダ
ン
ス
状
態
に
い
る
よ
う
に
私
に
は
見
え
る
︒
拍

子
を
打
ち
立
て
︑
自
分
が
そ
の
一
部
で
あ
る
諸
力
と
の

霊コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン

的
交
わ
り
の
状
態
に
い
る
﹂
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る30

︒
ハ

ル
プ
リ
ン
の
も
と
で
︑﹁
空
や
大
地
と
い
っ
た
周
囲
の
エ
レ
メ

ン
ト
と
の
ア
ニ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
同
化
を
通
し
︑
そ
れ
ら
を

ダ
ン
サ
ー
が
動
き
で
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑︿
自
然
﹀
へ

と
差
し
向
け
ら
れ
た31

﹂
よ
う
に
︑
単
純
な
動
作
︵
床
を
転
が

る
︑
頭
を
揺
す
る
︶
で
も
っ
て
世
界
に
遍
満
す
る
諸
力
と
の
一

体
性
に
参
与
し
て
い
る
︵
！
︶
と
い
う
の
で
あ
る
︒

動
物
園
の
栅
・
檻
の
中
と
い
う
制
限
さ
れ
た
環
境
に
置
か

れ
た
動
物
た
ち
か
ら
﹁
ダ
ン
ス
状
態
﹂
の
原
点
を
学
ぶ
／
思

い
起
こ
す
こ
と
の
奇
妙
さ
に
︑
フ
ォ
ル
テ
ィ
自
身
無
自
覚
で

は
な
い
︒﹁
こ
こ
の
動
物
た
ち
は
彼
ら
に
と
っ
て
の
自
然
の
環

境
の
中
に
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
は
当
然
わ
か
っ
て
い
た
︒
私

自
身
二
人
の
赤
ん
坊
を
亡
く
し
︑
二
番
目
の
夫
と
別
れ
た
ば

か
り
だ
っ
た
︒
両
親
は
︿
旅
に
出
な
さ
い
︒
ペ
ー
ジ
を
め
く

る
必
要
が
あ
る
よ
﹀
と
言
っ
た
︒
そ
れ
で
私
は
ロ
ー
マ
に
い

て
︑
心
破
れ
て
︑
動
物
園
を
訪
れ
て
い
た32

﹂︒
最
初
は
動
物
た

ち
の
動
き
に
﹁
楽
し
み
︵fun
︶﹂
の
要
素
を
見
て
い
た
フ
ォ

ル
テ
ィ
は
︑
次
第
に
本
来
の
環
境
か
ら
移
さ
れ
制
限
さ
れ
た

環
境
で
動
物
た
ち
が
形
成
す
る
動
き
の
癖
の
よ
う
な
も
の
に

注
目
す
る
よ
う
に
な
る
︒
大
山
猫
や
ゾ
ウ
が
フ
ェ
ン
ス
近
く

で
見
せ
る
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
動
き
や
ペ
ー
ス
︑
そ
れ
ら
が

彼
ら
に
﹁
わ
ず
か
ば
か
り
の
慰
藉
﹂
を
生
み
出
し
て
い
る
よ

う
に
思
え
︑﹁
踊
っ
て
い
る
と
き
に
自
分
が
し
て
い
た
こ
と
︑

そ
れ
は
何
だ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
新
し
い
見
方
﹂
を
与
え
ら

れ
た33

︒﹁
自
分
で
自
分
を
宥
め
る
方
法
﹂
︱
﹁
檻
の
中
に
閉

じ
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
自
分
で
編
み
出
す
そ
の
よ
う
な

状
況
に
対
応
す
る
儀
式
﹂
が
テ
ー
マ
と
し
て
意
識
さ
れ
る
こ

と
で
︑
人
為
的
な
制
約
／
限
定
の
な
か
で
︑
本
来
の
環
境
か

ら
の
疎
隔
の
な
か
で
生
き
延
び
る
︑
生
き
抜
く
た
め
の
方
法

と
し
て
改
め
て
﹁
ダ
ン
ス
状
態
﹂
が
捉
え
返
さ
れ
て
い
っ
た

の
で
あ
る34

︒

2-

2　
「
ダ
ン
ス・コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」再
考

﹁
自
然
﹂
や
﹁
故
郷
﹂
か
ら
離
れ
て
不
如
意
な
環
境
の
な
か

で
身
体
を
用
い
た
楽
し
み
を
見
出
し
サ
バ
イ
バ
ル
す
る
︑
失

わ
れ
た
大
地
と
の
接
続
を
回
復
す
る
と
い
う
課
題
は
︑
実
は

一
九
六
〇
年
︑
一
九
六
一
年
の
﹁
ダ
ン
ス
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
﹂
に
も
す
で
に
予
示
さ
れ
て
い
た
も
の
で
も
あ
る
︒

﹁
ダ
ン
ス
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
﹂
は
先
述
し
た
よ
う
に
︑

あ
え
て
不
安
定
な
足
場
で
動
き
を
制
限
し
床
に
接
地
し
な
い

姿
勢
を
強
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
︒﹁
と
て
も
個
人
的
な

事
情
が
あ
っ
た
︒
突
然
自
然
か
ら
遠
く
に
来
て
︑
結
婚
生
活

が
順
調
で
は
な
か
っ
た
た
め
に
そ
の
こ
と
が
特
に
辛
か
っ
た

の
だ
と
思
う
︒
覚
え
て
い
る
の
は
︑
自
分
が
真
実
そ
の
一
部

で
あ
る
自
然
︑
本
当
に
ま
だ
経
験
で
き
る
自
然
は
自
分
の
重

さ
だ
と
︑
空
間
を
占
め
重
さ
を
持
つ
と
い
う
こ
と
だ
と
感
じ

て
い
た
こ
と
だ
︒
た
と
え
ば
︑︽
吊
り
具
︵H

angers

︶︾
と
い

う
作
品
の
も
と
も
と
の
発
想
は
︑
吊
る
さ
れ
た
ル
ー
プ
状
の

縄
に
乗
っ
て
い
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
た
ち
が
彼
ら
の
間
を
歩
く

他
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
た
ち
に
軽
く
ぶ
つ
か
ら
れ
る
程
度
に
近

い
位
置
に
い
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
︒
そ
う
い
う
も
の
な
し

で
も
︑
自
分
が
世
界
の
な
か
で
容
積
を
持
ち
︑
ス
ペ
ー
ス
を

占
め
て
い
る
と
い
う
感
覚
は
あ
る
︒
こ
の
作
品
は
私
が
宇
宙

に
つ
な
が
る
手
段
だ
っ
た
︒︿
私
は
こ
こ
に
い
る
︒
混
乱
し
て
︑

嫌
な
気
持
ち
で
︑
道
に
迷
っ
て
い
る
︒
そ
れ
で
も
や
は
り
大

地
に
結
び
付
い
て
い
る
﹀
と
言
う
た
め
の35

﹂︒

と
同
時
に
︑﹁
ダ
ン
ス
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
﹂
で
顕
著
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な
の
は
︑﹁
音
﹂﹁
歌
﹂﹁
サ
ウ
ン
ド
﹂
や
﹁
聴
く
こ
と
﹂
に
重

要
な
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
︒
な
か
に
は
︑
ダ

ン
ス
に
よ
る
立
体
︵
彫
刻
︶
作
品
と
い
う
以
上
に
サ
ウ
ン
ド
・

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
近
い
も
の
も
多
い
︒︽
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
︵Platform

︶︾
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
は
二
人
と
も
箱
の

中
に
入
っ
て
横
た
わ
り
視
界
を
奪
わ
れ
た
状
態
で
︑
交
互
に
︑

時
に
同
時
に
鳴
ら
す
口
笛
に
耳
を
傾
け
る
︒︽
転
が
る
人
々

︵Rollers

︶︾
で
は
観
客
に
引
っ
張
ら
れ
る
木
箱
に
乗
っ
た
ダ
ン

サ
ー
が
歌
い
︵
と
い
う
か
叫
び
？
︶︑︽
シ
ー
ソ
ー
︾
で
も
最
後

に
歌
う
フ
ォ
ル
テ
ィ
が
登
場
す
る
︒
フ
ォ
ル
テ
ィ
は
当
初
か

ら
﹁
ダ
ン
ス
状
態
﹂
を
﹁
音
楽
的
状
態
︵m

usical state

︶﹂﹁
魔

法
に
か
か
っ
た
状
態
︵the state of enchantm

ent
︶﹂
と
も
呼
ん

で
い
た
︒﹁
魔
法
に
か
か
っ
た
／
魅
入
ら
れ
た
︑
と
い
う
の
は

歌
う
︵chant

︶
と
い
う
語
根
に
由
来
す
る
︒
私
は
そ
れ
を
音

楽
的
な
状
態
︑
心
の
な
か
の
音
楽
を
司
る
部
位
が
目
覚
め
︑
働

い
て
︑
動
き
を
司
る
知
性
が
一
斉
に
開
花
す
る
状
態
だ
と
考

え
て
い
る36

﹂︒
ダ
ン
ス
︵
動
き
︶
と
音
楽
︵
歌
︶
は
彼
女
の
な

か
で
も
と
も
と
同
時
に
︑
同
じ
ひ
と
つ
の
身
体
に
成
立
し
て

い
る

︱
そ
の
意
味
で
︵
ム
ー
シ
ケ
ー
の
︶
古
代
的
な
一
体

性
・
不
可
分
性
に
あ
る
も
の
な
の
だ
︒

も
っ
と
も
フ
ォ
ル
テ
ィ
が
好
む
﹁
音
楽
﹂
は
通
常
の
調
性

音
楽
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
︒︽
ラ
・
モ
ン
テ
の
﹁
二

つ
の
音
﹂
へ
の
伴
奏
と
ラ
・
モ
ン
テ
の
﹁
二
つ
の
音
﹂

︵A
ccom

panim
ent for La M

onte ’s 2 sounds and La M
onte ’s 2 

sounds

︶︾
で
は
吊
さ
れ
た
綱
を
ル
ー
プ
に
し
た
足
場
に
捕
ま
っ

て
立
っ
て
︑
ネ
ジ
を
巻
く
よ
う
に
一
方
向
に
回
し
て
放
し
て

も
ら
い
︑
そ
の
ま
ま
元
に
戻
っ
て
い
き
︑
さ
ら
に
別
向
き
に

回
り
︑
戻
る
こ
と
を
繰
り
返
し
て
︑
い
ず
れ
ほ
ぼ
静
止
の
状

態
に
置
か
れ
る
が
︑
そ
の
間
ず
っ
と
ラ
・
モ
ン
テ
・
ヤ
ン
グ

の
︽
二
つ
の
音
︵2 sounds

︶︾
に
集
中
し
て
耳
を
傾
け
る
︒
こ

の
曲
は
銅
鑼
と
撥
︑
窓
と
ブ
リ
キ
缶
に
よ
る
摩
擦
音
を
録
音

し
た
テ
ー
プ
か
ら
成
る
︒
ヤ
ン
グ
は
若
い
頃
か
ら
北
イ
ン
ド

の
音
楽
に
甚
深
な
影
響
を
受
け
︑
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
校
で
民
族
音
楽
学
や
作
曲
を
専
攻
し
た
後
︑
ダ

ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
で
カ
ー
ル
ハ
イ
ン
ツ
・
シ
ュ
ト
ッ
ク
ハ
ウ

ゼ
ン
に
学
ん
だ
が
︑
テ
リ
ー
・
ラ
イ
リ
ー
と
と
も
に
一
九
五

九
年
か
ら
一
九
六
〇
年
に
か
け
て
ハ
ル
プ
リ
ン
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
音
楽
監
督
を
務
め
て
い
た
︵
レ
イ
ナ
ー
が
フ
ォ
ル
テ

ィ
︑
モ
リ
ス
と
と
も
に
ハ
ル
プ
リ
ン
の
夏
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加

し
た
際
に
も
︑
ヤ
ン
グ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
聞
い
て
い
る
︶︒
当
時

は
︵
セ
メ
ン
ト
に
銅
鑼
︑
木
の
床
に
銅
鑼
︑
壁
に
メ
タ
ル
︑
木
材

に
木
材
と
い
っ
た
︶
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
を
用
い
た
摩
擦
音
が
生

み
出
す
︑
通
常
で
は
得
ら
れ
な
い
倍
音
の
組
み
合
わ
せ
を
長

時
間
聴
く
こ
と
を
好
ん
で
い
た
と
い
う
︒
彼
の
言
葉
に
よ
れ

ば
︑
そ
の
と
き
﹁
こ
の
よ
う
な
サ
ウ
ン
ド
の
︿
内
側
に
入
る
﹀︑

︿
そ
の
サ
ウ
ン
ド
の
世
界
の
内
側
か
ら
﹀
日
々
の
世
界
を
見

る
﹂
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
試
み
ら
れ
て
い
た37

︒

︽
二
つ
の
音
︾
の
﹁
銅
鑼
と
撥
︑
窓
と
ブ
リ
キ
缶
に
よ
る
摩

擦
音
﹂
は
通
常
の
感
覚
で
は
耳
に
快
い
聴
き
や
す
い
類
の
サ

ウ
ン
ド
で
は
な
い
の
だ
が
︑
対
面
的
に
で
は
な
く
﹁
サ
ウ
ン

ド
の
世
界
の
内
側
﹂
に
入
っ
て
そ
の
音
響
の
シ
ャ
ワ
ー
を
全

身
で
浴
び
る
と
き
︑
そ
れ
は
ま
た
別
様
の
聞
こ
え
方
を
す
る

か
も
し
れ
な
い
︒
綱
が
動
き
を
止
め
て
か
ら
も
じ
っ
と
そ
の

上
で
耳
を
傾
け
て
い
る
フ
ォ
ル
テ
ィ
と
と
も
に
︑
観
客
は
聴

く
こ
と
︱
不
安
定
な
足
場
︑
大
地
に
接
地
し
な
い
ま
ま
で

耳
を
す
ま
し
て
い
る
彼
女
の
聴
く
身
体
に
同
化
す
る
こ
と
を

促
さ
れ
て
い
る
︒﹁
彼
女
は
わ
れ
わ
れ
を
代
表
し
て
聴
い
て
い

た
︒
わ
れ
わ
れ
は
彼
女
の
静
け
さ
に
よ
っ
て
鎮
め
ら
れ
︑
と

も
に
聴
く
︵
耐
え
る
？
︶
こ
と
を
自
分
た
ち
に
許
す
こ
と
が
で

き
た38

﹂︒
メ
レ
デ
ィ
ス
・
モ
ー
ス
は
﹁
ダ
ン
ス
・
コ
ン
ス
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
﹂
が
リ
ア
ル
な
︑
作
業
の
実
行
に
関
わ
る
時
間
︑

﹁
現
実
の
︵actual

︶﹂
時
間
に
加
え
て
︑
タ
ス
ク
の
時
間
性
の

も
う
ひ
と
つ
の
可
能
性
へ
と
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
︒
十
分
間
と
い
っ
た
計
測
さ
れ
る
時
間
を
取
り
込
む

と
同
時
に
︑﹁
ヤ
ン
グ
の
没
頭
し
た
聴
取
︵engaged listening

︶

に
よ
る
味
わ
わ
れ
る
時
間
﹂
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑

﹁
タ
ス
ク
の
時
間
が
︑
緩
慢
な
︑
内
部
の
時
間
の
感
覚
へ
と
拡

張
す
る
﹂
の
で
あ
り
︑﹁
当
時
の
新
し
い
音
楽
や
ダ
ン
ス
の
な

か
で
タ
ス
ク
の
時
間
が
容
易
に
そ
の
よ
う
な
種
類
の
時
間
に

転
じ
る
場
合
が
あ
っ
た39

﹂︒

身
体
に
負
荷
を
か
け
る
物
理
的
な
制
約
や
重
力
の
作
用
の

体
感
を
通
し
て
﹁
大
地
﹂﹁
宇
宙
﹂
と
の
一
体
性
を
求
め
︑﹁
没

頭
し
た
聴
取
﹂
の
も
た
ら
す
﹁
聴
く
＝
受
け
取
る
﹂
身
体
へ

の
回
帰
の
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
︑﹁
ダ
ン

ス
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
﹂
で
も
ま
た
︑
ロ
ー
マ
の
動
物

園
で
再
確
認
し
た
﹁
ダ
ン
ス
状
態
﹂
の
片
鱗
が
認
め
ら
れ
る

と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
︒
根
こ
ぎ
に
さ
れ
た
主
体
に
と
っ

て
の
サ
バ
イ
バ
ル
が
︑
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
ー
ト
ワ
ー
ル
ド

と
い
う
新
し
い
﹁
動
物
園
の
檻
﹂
に
投
げ
込
ま
れ
た
状
況
で

模
索
さ
れ
て
い
た
︒
そ
こ
で
フ
ォ
ル
テ
ィ
が
頼
み
と
し
た
の

が
や
は
り
ハ
ル
プ
リ
ン
の
も
と
で
の
経
験
に
由
来
す
る
身
体

感
覚
︱
﹁
空
間
を
占
め
重
さ
を
持
つ
と
い
う
こ
と
﹂﹁
世
界

の
な
か
で
容
積
を
持
ち
︑
ス
ペ
ー
ス
を
占
め
て
い
る
と
い
う

感
覚
﹂
を
導
き
の
糸
と
し
て
﹁
自
然
﹂
へ
の
帰
属
を
確
認
し
︑

﹁
眼
を
通
し
て
と
同
じ
く
ら
い
身
体
を
通
し
て
﹂
世
界
に
接
す

る
こ
と
︑
カ
ス
タ
ネ
ダ
が
ド
ン
・
フ
ァ
ン
か
ら
学
ん
だ
﹁
世

界
を
聴
く
﹂﹁
世
界
の
音
に
聴
き
い
る
﹂
戦
士40

の
身
体
で
あ
っ

た
の
だ
︒

3
反
音
楽
か
ら
汎
音
楽
へ
―
身
体
を
媒
介

と
し
て「
大
地
」に
接
続
す
る

こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
﹁
拡
張
さ
れ
た
ダ
ン
ス
状
態
﹂
︱

あ
る
い
は
﹁
途
上
に
あ
る
ダ
ン
ス
状
態
﹂
が
そ
こ
に
潜
伏
し

て
い
た
か
ら
こ
そ
︑
フ
ォ
ル
テ
ィ
の
初
期
作
品
は
レ
イ
ナ
ー

や
モ
リ
ス
を
︑
同
じ
く
西
海
岸
出
身
︑
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
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っ
て
野
心
溢
れ
る
生
活
を
始
め
て
い
た
ま
だ
無
名
の
レ
イ
ナ

ー
た
ち
を
虜
に
し
︑
ジ
ャ
ド
ソ
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
ジ
ェ
ネ
レ

ー
タ
ー
と
な
り
︑︽
ト
リ
オ
A
︾
と
い
う
﹁
生
き
方
を
変
え

る
ダ
ン
ス
﹂
に
結
実
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
は
︑
現

時
点
で
は
拙
速
な
推
論
に
す
ぎ
な
い
が
検
討
に
価
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
︒
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
生
き
方
を

選
び
︑
世
界
を
変
え
る
た
め
の
新
た
な
身
体
を
準
備
し
た
︑
と

言
い
得
る
よ
う
な
︽
ト
リ
オ
A
︾︽
心
は
筋
肉
で
あ
る
︾
の

効
果
は
︱
決
し
て
一
律
に
発
揮
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
︑
反

発
や
無
視
と
並
ん
で
限
定
的
に
現
れ
た
も
の
だ
と
し
て
も

︱
や
は
り
身
体
を
媒
介
と
し
て
﹁
大
地
﹂
に
接
続
す
る
﹁
ダ

ン
ス
状
態
﹂
の
種
子
が
芽
吹
き
︑
開
花
し
た
も
の
な
の
で
は

な
い
か
︒

レ
イ
ナ
ー
が
身
体
の
﹁
実
際
の
重
さ
︑
か
さ
︑
あ
え
て
高

め
ら
れ
て
い
な
い
︵
あ
り
の
ま
ま
の
︶
肉
体
性
﹂
を
肯
定
し
︑

タ
ス
ク
や
仕
事
に
集
中
す
る
非
展
示
的
身
体
を
モ
デ
ル
に︽
ト

リ
オ
A
︾
を
構
想
し
た
際
の
起
点
に
あ
る
も
の
も
﹁
空
間
を

占
め
重
さ
を
持
つ
と
い
う
こ
と
﹂
だ
っ
た
︒
そ
の
こ
と
は
︑
当

時
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
が
置
か
れ
て
い

た
政
治
状
況
の
推
移
︑
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
進
展
︵
さ
ら
に
代

替
的
な
生
へ
の
関
心
の
広
が
り
︶
を
図
と
し
て
見
た
場
合
に
よ

り
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
︒
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
介
入
︑
キ
ン
グ

牧
師
の
暗
殺
︑
都
市
暴
動
の
多
発
と
い
っ
た
六
〇
年
代
後
半

の
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
な
情
勢
の
変
化
の
中
で
︑
ア
ー
ト
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
も
次
第
に
社
会
へ
の
関
与
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

っ
た
︒
レ
イ
ナ
ー
自
身
が
主
体
的
に
反
戦
及
び
反
権
力
へ
の

意
思
表
示
を
見
せ
る
の
は
一
九
七
〇
年
五
月
に
ソ
ー
ホ
ー
で

行
っ
た
﹁
ス
ト
リ
ー
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
﹂
以
後
で
あ
り
︑
同

じ
年
の
六
月
に
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
で
の
︽
戦

争
ゲ
ー
ム
︵W

A
R G

A
M

E

︶︾︑
十
一
月
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

大
学
で
の
︽
戦
争
︵W

A
R

︶︾︑
さ
ら
に
十
一
月
十
九
日
に
ジ

ャ
ド
ソ
ン
で
開
催
さ
れ
た
﹁
人
々
の
旗
展
︵People ’s Flag 

Show

︶﹂
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
︽
ト
リ
オ
A
︑
旗
と
と
も
に
︵Trio 

A
 with Flags

︶︾
で
参
加
し
︑
全
裸
に
星
条
旗
を
首
か
ら
巻
い

た
姿
で
他
の
六
名
の
ダ
ン
サ
ー
と
と
も
に
︽
ト
リ
オ
A
︾
を

踊
っ
て
い
る
︒
そ
の
よ
う
な
﹁
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
ア
ー
ト
﹂

へ
の
展
開
︑
カ
ウ
ン
タ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
文
脈
が
︽
ト
リ

オ
A
︾
の
受
容
・
拡
散
に
関
与
し
て
い
た
面
は
否
定
で
き
な

い41

︒他
方
︑
一
九
六
八
年
︽
心
は
筋
肉
で
あ
る
︾
を
発
表
し
た

時
点
で
は
︑
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
劇
場
で
の
公
演
に
際
し
て
配
布

さ
れ
た
宣
言
文
で
︑﹁
世
界
が
崩
壊
し
て
い
く
︒
危
機
に
あ
る

世
界
に
対
す
る
私
の
繫
が
り
は
不
明
瞭
で
遠
い
ま
ま
だ
﹂
と

述
べ
て
い
る
よ
う
に
︑
む
し
ろ
﹁
ダ
ン
ス
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
︑

現
在
の
政
治
・
社
会
状
況
と
は
無
関
係
﹂
と
い
う
ス
タ
ン
ス

を
維
持
し
て
い
た42

︒
同
じ
テ
キ
ス
ト
の
結
論
部
で
は
︵
衛
星

放
送
の
普
及
を
は
じ
め
と
す
る
︶
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
加
速
度
的

肥
大
︑
そ
の
中
で
リ
ア
リ
テ
ィ
を
実
感
す
る
拠
り
所
と
し
て

の
﹁
私
の
身
体
﹂
と
い
う
対
比
が
幾
分
唐
突
に
投
げ
出
さ
れ

る
︒﹁
こ
の
宣
言
文
は
弁
明
で
は
な
い
︒
そ
れ
は
一
つ
の
心
の

状
態
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
て
︑
テ
レ
ビ
で
ベ
ト
ナ
ム
兵

が
射
殺
さ
れ
る
の
を
見
る
と
き
の
恐
れ
と
不
信
︱
そ
の
死

の
光
景
そ
の
も
の
で
は
な
く
︑
出
来
の
悪
い
西
部
劇
を
見
た

と
き
と
同
じ
よ
う
に
テ
レ
ビ
を
瞬
時
に
消
し
て
し
ま
う
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
事
実
に
対
し
て
︑
恐
れ
と
不
信
を
も
っ
て

抵
抗
す
る
心
の
状
態
だ
︒
私
の
身
体
は
耐
久
性
を
持
っ
て
踏

み
と
ど
ま
る
リ
ア
リ
テ
ィ
で
あ
り
続
け
る43

﹂︒
距
離
／
分
離
を

克
服
す
る
見
か
け
の
も
と
に
空
間
的
に
も
情
緒
的
に
も
﹁
距

離
を
置
い
て
見
る
﹂
分
離
の
感
覚
を
促
進
す
る
﹁
遠テ

レ
・
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

隔
視
﹂

︵
な
い
し
窃
視
︶
の
優
位
性
が
拡
大
し
︑
特
定
の
具
体
的
な
時

間
空
間
に
根
差
し
︑
そ
の
限
定
性
を
生
き
る
ほ
か
な
い
生
身

の
身
体
と
い
う
感
覚
が
脱
落
す
る
︙
︙
そ
の
よ
う
な
﹁
ス
ペ

ク
タ
ク
ル
の
社
会
﹂︑
そ
れ
も
ま
た
レ
イ
ナ
ー
た
ち
が
置
か
れ

て
い
た
﹁
動
物
園
の
動
物
﹂
状
況
︑
幾
重
に
も
﹁
大
地
﹂
か

ら
隔
て
ら
れ
た
囚
わ
れ
の
状
況
を
構
成
す
る
要
因
の
一
部
で

あ
っ
た
は
ず
だ
︒
そ
の
さ
な
か
に
あ
っ
て
︑︽
ト
リ
オ
A
︾

に
よ
っ
て
﹁︹
身
体
の
︺
実
際
の
重
さ
︑
か
さ
︑
あ
え
て
高
め

ら
れ
て
い
な
い
︵
あ
り
の
ま
ま
の
︶
肉
体
性
﹂
を
肯
定
す
る
ダ

ン
ス
が
︑
な
い
し
は
む
し
ろ
ダ
ン
ス
の
形
式
を
採
っ
た
思
想

が
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒

こ
の
よ
う
な
反
戦
・
反
体
制
の
顕
在
化
や
メ
デ
ィ
ア
化
に

抵
抗
す
る
生
身
の
身
体
性
は
︑
す
で
に
五
〇
年
代
か
ら
︵
西

海
岸
・
ビ
ー
ト
世
代
を
中
心
に
︶
浸
透
し
て
い
た
︑
代
替
的
な

文
化
や
生
き
方
へ
の
関
心
や
そ
の
後
の
カ
ウ
ン
タ
ー
・
カ
ル

チ
ャ
ー
の
拡
大
と
い
う
さ
ら
に
大
き
な
文
脈
の
な
か
で
検
証

さ
れ
る
べ
き
も
の
か
も
し
れ
な
い
︒
サ
リ
ー
・
ベ
ー
ン
ズ
が

﹁
文
化
人
類
学
的
転
回44

﹂
と
呼
ん
だ
種
々
の
非
西
洋
文
化
・
思

想
・
宗
教
・
身
体
技
法
へ
の
関
心
が
六
〇
年
代
の
ア
ヴ
ァ
ン

ギ
ャ
ル
ド
に
通
底
す
る
潮
流
の
一
つ
だ
っ
た
︒
ジ
ャ
ド
ソ
ン
・

グ
ル
ー
プ
誕
生
の
ソ
ー
ス
と
な
っ
た
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
水

脈
︵
ケ
ー
ジ
︑
カ
ニ
ン
ガ
ム
︑
ダ
ン
︑
ハ
ル
プ
リ
ン
等
々
︶
も
例

外
で
は
な
い
︒
む
し
ろ
︑
身
体
を
第
一
の
メ
デ
ィ
ウ
ム
と
す

る
ダ
ン
ス
で
こ
そ
︑︵
バ
レ
エ
や
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
と
い
っ
た
︶
既

存
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
訓
練
法
に
代
わ
る
異
種
の
身
体
技
法
に

意
識
的
に
向
か
う
傾
向
︱
あ
る
い
は
必
要
？
︱
が
あ
っ

た
︒
フ
ェ
ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
や
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
メ
ソ
ッ

ド
と
と
も
に
︑
太
極
拳
や
ヨ
ガ
︑
合
気
道
︑
禅
︑
気
功
等
々
︑

心
身
一
如
の
︵﹁
心
は
筋
肉
﹂
と
同
様
の
︶
視
点
に
基
づ
く
瞑

想
法
・
呼
吸
法
を
核
心
部
分
に
据
え
︑
ダ
ン
ス
の
地
平
を
拡

大
す
る
︵﹁
細
胞
と
会
話
す
る
﹂︑﹁︿
在
る
こ
と
の
感
覚
﹀
を
味
わ

う
﹂︑﹁
呼
吸
も
ダ
ン
ス
﹂
等
々
︶
と
い
う
以
上
に
︑
身
心
変
容

に
関
わ
る
経
験
を
改
め
て
前
景
化
し
た
の
で
あ
る45

︒
し
か
も

そ
れ
は
ダ
ン
サ
ー
た
ち
の
占
有
物
で
は
な
く
︑
観
客
の
側
に

も
似
た
よ
う
な
経
験
が
一
定
程
度
共
有
さ
れ
て
い
る
場
合
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︱
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
シ
ア
タ
ー
で
の

︽
心
は
筋
肉
で
あ
る
︾
に
三
晩
連
続
で
通
い
詰
め
た
エ
イ
ド
リ
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ア
ン
・
パ
イ
パ
ー
は
当
時
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
瞑
想
に
傾
倒
し

て
い
た
と
い
う
︒
身
体
感
覚
・
体
性
感
覚
上
の
繊
細
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
変
化
︑
そ
れ
が
も
た
ら
す
意
識
の
変
化
の
可
能
性
を

知
っ
て
い
た
観
客
に
と
っ
て
︑
と
り
わ
け
レ
イ
ナ
ー
の
舞
台

は
﹁
ダ
ン
ス
に
つ
い
て
の
考
え
方
﹂︑
時
に
は
﹁
生
き
方
﹂
そ

の
も
の
を
変
え
る
作
用
を
及
ぼ
し
た
の
で
は
な
い
か
︒

最
後
に
︑﹁
ダ
ン
ス
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
﹂
で
強
調
さ

れ
て
い
た
﹁
聴
く
身
体
﹂
／
﹁
聴
く
こ
と
と
し
て
の
音
楽
＝

舞
踊
﹂
と
い
う
問
題
と
の
関
連
で
︑︽
ト
リ
オ
A
︾
の
音
楽

性
に
つ
い
て
︒︽
ト
リ
オ
A
︾
に
限
ら
ず
︑
レ
イ
ナ
ー
は
ジ

ャ
ド
ソ
ン
で
の
活
動
初
期
か
ら
ダ
ン
ス
と
音
楽
の
慣
例
的
な

依
存
関
係
を
否
定
し
て
き
た
︒
両
者
の
相
互
独
立
性
を
主
張

し
た
ケ
ー
ジ
／
カ
ニ
ン
ガ
ム
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
︵
と
同
時
に
反
フ

ァ
シ
ズ
ム
︑
反
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
︶の
立
場
を
踏
襲
し
︑﹁
音

楽
に
よ
る
情
緒
的
汚
染
を
払
拭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と

公
言
し
て
い
る
︒︽
ト
リ
オ
A
︾
初
演
版
で
も
ア
レ
ッ
ク
ス
・

ヘ
イ
が
木
製
の
板
を
落
と
す
音
を
サ
ン
ト
ラ
と
し
て
用
い
た

が
︑
無
音
の
場
合
も
︑
ま
た
異
質
な
音
楽
を
あ
え
て
重
ね
る

場
合
も
あ
っ
た
︒︽
心
は
筋
肉
で
あ
る
︾
初
演
の
翌
年
︵
一
九

六
九
年
︶︑
ビ
リ
ー
・
ロ
ー
ズ
・
シ
ア
タ
ー
︵
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ

イ
／
タ
イ
ム
ズ
・
ス
ク
エ
ア
︶
で
デ
ボ
ラ
・
ヘ
イ
と
一
緒
に
コ

ン
サ
ー
ト
を
催
し
た
際
に
は
︑
あ
ら
か
じ
め
﹁
訓
練
を
受
け

て
い
な
い
︑
も
し
く
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
し
か
ダ
ン
ス
経
験
の

な
い
人
々
﹂
に
︽
ト
リ
オ
A
︾
を
教
え
︑
そ
れ
を
彼
ら
が
公

演
し
た
︒
続
い
て
レ
イ
ナ
ー
た
ち
プ
ロ
の
ダ
ン
サ
ー
が
ウ
ィ

ル
ソ
ン
・
ピ
ケ
ッ
ト
の
︽
真
夜
中
の
時
間
に
︵In The M

idnight 

H
our

︶︾
の
流
れ
る
中
で
︽
ト
リ
オ
A
︾
を
踊
っ
た46

︒
こ
の

よ
う
な
互
い
に
無
関
係
な
ダ
ン
ス
と
音
楽
の
﹁
併
置
﹂
は
︑

︽
三
つ
の
海
景
︵Three Seascapes

︶︾︵
一
九
六
二
︶
で
ラ
フ
マ

ニ
ノ
フ
︑︽
踊
り
ま
し
ょ
う
︵W

e shall run

︶︾︵
一
九
六
三
︶
で

ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
の
レ
ク
イ
エ
ム
を
用
い
た
ケ
ー
ス
と
同
様
︑
ケ

ー
ジ
に
倣
う
﹁
過
激
な
併
置
︵radical juxtaposition

︶﹂︵
ス
ー

ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
︶
の
手
法
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る47

︒

﹁
音
楽
嫌
い
﹂
を
自
称
し
︑
音
楽
＝
舞
踊
の
始
原
的
な
一
体

性
に
抗
う
レ
イ
ナ
ー
の
ダ
ン
ス
は
︑
ダ
ン
ス
そ
の
も
の
を
否

定
す
る
﹁
非
舞
踊
の
舞
踊
︵nondance dance

︶﹂
に
向
か
っ
た

ジ
ャ
ド
ソ
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
範
型
と
し
て
︑
西
洋
ア
ヴ
ァ
ン

ギ
ャ
ル
ド
の
戦
術
性
と
そ
の
限
界
を
露
呈
す
る
面
を
持
つ
だ

ろ
う
︒
他
方
︑
ケ
ー
ジ
を
は
じ
め
と
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ス
ク
ー
ル
の
音
楽
家
た
ち
が
︑
人
為
の
音
楽
以
上
に
い
わ
ば

世
界
の
音
楽
︵
天
籟
・
地
籟
？
︶
︱
た
ま
た
ま
世
界
の
片
隅

で
鳴
り
響
い
て
い
る
自
然
音
や
生
活
音
の
一
端
を
切
り
取
る

こ
と
で
︑
作
家
の
エ
ゴ
や
意
図
︑
既
成
の
音
楽
的
秩
序
や
意

味
を
離
れ
た
﹁
沈
黙
﹂
の
音
楽
を
拾
い
上
げ
よ
う
と
し
た
と

き
︑
そ
の
よ
う
な
音
楽
と
の
共
在
を
選
ん
だ
カ
ニ
ン
ガ
ム
︑
そ

し
て
彼
に
続
く
﹁
ケ
ー
ジ
の
子
ど
も
た
ち
﹂
は
︑
音
楽
の
︵
ア

オ
リ
︑
ハ
ヤ
シ
︑
ノ
リ
に
よ
っ
て
︶
半
ば
強
制
的
に
一
方
向
に

も
っ
て
い
く
力
が
あ
ま
り
に
も
強
力
な
と
き
に
︑
そ
こ
か
ら

一
旦
離
れ
な
い
こ
と
に
は
聞
こ
え
て
こ
な
い
﹁
微
細
な
音
﹂

﹁
無
垢
な
音
﹂
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
︑
そ
の
よ
う
な

﹁
音
﹂﹁
音
環
境
﹂
と
と
も
に
あ
る
方
を
選
ん
だ
と
も
言
え
る
︒

と
り
わ
け
ダ
ン
サ
ー
た
ち
は
呼
吸
や
脈
動
︑
自
ら
の
身
体
の

声
︑﹁
内
な
る
音
楽
﹂
に
耳
を
そ
ば
だ
て
て
い
た
の
で
は
な
い

か
︒
カ
ニ
ン
ガ
ム
作
品
の
音
楽
性
︑
そ
の
固
有
の
リ
ズ
ム
感

覚
に
つ
い
て
の
指
摘
に
は
事
欠
か
な
い
︒﹁
リ
ズ
ム
は
い
つ
も

そ
れ
こ
そ
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
強
か
っ
た
︒
観
客
は
何
も

聞
か
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
︑
私
た
ち
の
血
の
中
に
リ

ズ
ム
が
た
え
ず
鳴
り
響
い
て
い
た
﹂︵
カ
ン
パ
ニ
ー
の
ダ
ン
サ

ー
の
回
想48

︶︒﹁
カ
ニ
ン
ガ
ム
に
と
っ
て
︑
音
楽
に
合
わ
せ
て

踊
る
こ
と
は
レ
コ
ー
ド
・
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
す
で
に
オ
ン
に
な

っ
て
い
る
と
き
に
ラ
ジ
オ
を
つ
け
る
よ
う
な
も
の
で
︑
彼
が

そ
こ
で
聞
い
て
い
る
音
楽
と
干
渉
し
て
し
ま
う
﹂︑﹁
沈
黙
の

な
か
で
︑
あ
る
い
は
お
そ
ら
く
彼
自
身
の
内
な
る
音
楽
に
合

わ
せ
て
作
ら
れ
る
ダ
ン
ス
を
既
存
の
音
楽
に
適
合
さ
せ
る
の

は
想
像
不
可
能
で
あ
る49

﹂︒

人
為
の
音
楽
が
止
ん
だ
と
き
に
聞
こ
え
る
︑
呼
吸
や
脈
動
︑

身
体
の
声
︑
内
な
る
音
楽
︒
ペ
ギ
ー
・
フ
ェ
ラ
ン
は
一
九
八

七
年
に
レ
イ
ナ
ー
が
︽
ト
リ
オ
A
︾
を
踊
る
の
を
見
た
と
き
︑

﹁
そ
の
動
き
の
強
烈
な
音
楽
性
﹂
に
圧
倒
さ
れ
た
と
語
っ
て
い

る
︒﹁
そ
れ
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
ピ
ケ
ッ
ト
の
︽
真
夜
中
の
時
間

に
︾
と
一
緒
に
上
演
さ
れ
て
き
た
の
だ
が
︑
私
が
見
た
と
き

に
は
音
楽
は
な
か
っ
た
︒
そ
の
動
き
の
︿
旋
律
﹀
が
息
と
血

の
親
密
な
ハ
ミ
ン
グ
か
ら
や
っ
て
き
た
︒
動
き
の
フ
レ
ー
ズ

が
次
々
に
流
れ
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
終
わ
り
や
始
ま
り
を
記
す
休

止
を
一
切
持
た
ず
に
展
開
す
る
中
で
︑
そ
の
身
体
の
動
き
は
︑

動
き
と
い
う
発
話
に
伴
う
サ
ウ
ン
ド
に
同
化
す
る
︒
こ
れ
ら

の
発
話
の
止
む
こ
と
の
な
い
不
協
和
音
が
思
考
と
し
て
の
ダ

ン
ス
に
対
す
る
剝
き
出
し
の
賛
美
に
貢
献
し
て
い
る
︒︽
ト
リ

オ
A
︾
は
繊
細
な
感
覚
力
を
有
す
る
思
考
そ
れ
自
体
の
身
体

性
を
ス
コ
ア
と
す
る
ダ
ン
ス
で
あ
る50

﹂︒

︽
ト
リ
オ
A
︾
の
正
確
な
リ
ア
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
度
ご

と
に
こ
の
よ
う
な
﹁
音
楽
﹂
が
出
現
す
る
の
で
あ
れ
ば
︱

﹁
感
受
力
を
有
す
る
思
考
そ
れ
自
体
の
身
体
性
﹂
に
由
来
し
︑

﹁
息
と
血
﹂
＝
呼
吸
と
血
流
︵
身
体
を
め
ぐ
る
微
細
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
担
い
手
？
︶
が
生
み
出
す
﹁
旋
律
﹂
を
決
し
て
声
高
に
で
は

な
く
︑
ご
く
間
近
で
耳
を
澄
ま
す
者
に
だ
け
感
受
さ
れ
る
密

か
な
ハ
ミ
ン
グ
で
歌
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
︑
そ
れ
も
ま
た
﹁
ダ

ン
ス
状
態
﹂﹁
音
楽
的
状
態
﹂
の
到
来
を
告
げ
る
密
か
な
徴し

る

し

だ
ろ
う
︒
そ
れ
を
自
ら
体
感
す
る
経
験
に
開
か
れ
て
い
る
こ

と
が
︑
多
様
な
ダ
ン
サ
ー
／
非
ダ
ン
サ
ー
に
拡
散
し
続
け
て

き
た
理
由
の
一
端
か
も
し
れ
な
い
︒
反
自
然
的
状
況
の
さ
な

か
で
﹁
耐
久
性
を
も
っ
て
そ
こ
に
踏
み
と
ど
ま
る
現
実
﹂
で

あ
り
続
け
る
身
体
は
︑
そ
の
よ
う
な
も
う
ひ
と
つ
の
﹁
聴
く

こ
と
と
し
て
の
音
楽
＝
ダ
ン
ス
﹂
の
発
生
す
る
場
所
で
も
あ

っ
た
︒
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注1　
レ
イ
ナ
ー
は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
の
中
心
的
人
物
で
あ
り
︑

彼
女
の
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
・
ピ
ー
ス
の
︽
ト
リ
オ
A
︾
は
ポ
ス

ト
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
の
代
名
詞
と
し
て
数
多
の
言
説
を
産
出
し

て
き
た
︒
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
と
い
う
用
語
は
︑
通
常
一

九
六
二
年
七
月
六
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
︑
ジ
ャ
ド
ソ
ン
教
会

で
最
初
の
﹁
コ
ン
サ
ー
ト
﹂
に
参
加
し
た
﹁
ジ
ャ
ド
ソ
ン
・

グ
ル
ー
プ
﹂
を
中
心
と
し
︑
一
九
六
〇
年
代
～
七
〇
年
代
前

半
を
通
し
て
緩
い
集
合
体
と
し
て
︑
ま
た
単
独
で
さ
ま
ざ
ま

な
非
因
習
的
な
サ
イ
ト
で
実
験
的
な
活
動
を
続
け
た
ダ
ン
サ

ー
た
ち
に
適
用
さ
れ
る
︒﹁
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
／
ポ
ス
ト
モ
ダ

ン
ダ
ン
ス
﹂
と
い
う
慣
習
的
な
区
分
と
﹁
モ
ダ
ニ
ズ
ム
／
ポ

ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
﹂
の
一
般
的
概
念
と
の
齟
齬
に
つ
い
て
は
︑

拙
著
﹃
帰
宅
し
な
い
放
蕩
娘

︱
ア
メ
リ
カ
舞
踊
に
お
け
る

モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
﹄︵
勁
草
書
房
︑
一
九

九
九
年
︶︑
三
四
―三
七
頁
︑
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
の
概
括

的
解
説
と
し
て
は
鈴
木
晶
編
著
﹃
バ
レ
エ
と
ダ
ン
ス
の
歴
史

︱
欧
米
劇
場
舞
踊
史
﹄︵
平
凡
社
︑
二
〇
一
二
年
︶
第
二

部
第
二
章
参
照
︒

2　

レ
イ
ナ
ー
は
一
九
六
五
年
後
半
の
半
年
を
費
や
し
て
︑﹁
異

な
る
種
類
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
ち
な
が
ら
︑
同
一
の
抑
揚
の

な
い
連
続
性
を
有
す
る
よ
う
に
見
え
る
動
き
の
フ
レ
ー
ズ
全

般
の
感
覚
﹂
を
捉
え
︑
個
々
の
フ
レ
ー
ズ
を
途
切
れ
な
く
つ

な
い
だ
と
い
う
︒“ Yvonne R

ainer , interviewed by John 
D

ouglas M
illar ,” ART M

O
N

TH
LY

, Septem
ber 2014 , N

o.  
379 , p .3 . ︹

以
下
﹁M

illar 

イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
﹂
と
表
記
︺ 

3　

Yvonne R
ainer , “A

 Q
uasi Survey of Som

e ‘M
inim

alist ’ 
Tendencies in the Q

uantitatively M
inim

al D
ance A

ctivity 
M

idst the Plethora , or an A
nalysis of Trio A

” (1966) , in 
G

regory Battcock ed . M
inim

al Art, A
 Critical Anthology , 

Berkeley , Los A
ngeles , London: U

niversity of C
alifornia 

Press , 1995 (1968) , pp .263-273 .

4　

C
atherine W

ood , Yvonne Rainer: The M
ind is a M

uscle , 
London: A

fterall Books , 2007 , pp .3-10 . 

全
体
は
二
部
構
成

︵
第
一
部
：Trio A

/Trio B/M
at/Stairs/A

ct

︑
休
憩
を
挟
ん

で
第
二
部
：Trio A

1 /H
orses/Film

/Lecture

︶
で
幕
間
に
は

照
明
が
点
い
て
テ
ー
プ
に
録
音
さ
れ
た
男
女
の
会
話
や
音
楽

︵Jefferson A
irplane

︶︑
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
詩
︵John 

G
iorno

︶
の
朗
読
が
流
さ
れ
た
︒
レ
イ
ナ
ー
自
身
に
よ
る
詳

し
い
記
述
はYvonne R

ainer , W
ork 1961-73 , H

alifax , 
C

anada: Press of the N
ova Scotia C

ollege of A
rt and 

D
esign , 1974 , pp .77-106 , Yvonne R

ainer , “Profile: Interview 
by Lyn Blum

enthal ,” in Yvonne R
ainer , A

 W
om

an W
ho…: 

Essays, Interviews, Scripts , Baltim
ore and London: The Johns 

H
opkins U

niversity Press , 1999 , pp .43-46

参
照
︒

5　

C
arrie Lam

bert-Beatty , Being W
atched: Yvonne Rainer and the 

1960s , C
am

bridge , M
assachusetts , &

 London , England: The 
M

IT Press , 2008 , pp .212-214 ,  R
ainer 1974 , p .89 , R

ainer 
1999 , p .46

を
併
せ
て
参
照
︒

6　
動
画
で
は“Beyond the M

ainstream
,” Brockway 1980 , Public 

Service Broadcasting

に
よ
っ
て
放
映
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
で
︑
例
外
的
に
︽
ト
リ
オ
A
︑
旗
と
と
も
に
︵Trio A

 
with Flags

︶︾︵
一
九
七
〇
年
十
一
月
十
九
日
︶
が
残
さ
れ
て

い
る
も
の
の
︑
特
異
な
文
脈
に
組
み
込
ま
れ
た
﹁
レ
ジ
ス
タ

ン
ス
・
ア
ー
ト
﹂
で
あ
り
︑
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
︽
ト
リ
オ
A
︾

と
は
距
離
が
あ
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
︒

7　

R
ainer 1999 , p .29 ,  Siobhan Burke , “Yvonne R

ainer Prepares 
H

er N
ewest D

ance for N
ew York ,” N

ew York Tim
es , June 4 , 

2015 (https://nyti .m
s/1Fxk269) .

8　
二
〇
〇
六
年
十
月
以
降
は
教
え
る
者
を
四
名
限
定
に
オ
ー
ソ

ラ
イ
ズ
し
て
そ
の
野
方
図
な
拡
散
に
よ
る
劣
化
を
防
ぐ
べ
く

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
︵Lam

bert-Beatty , p .320 , no .93

︶︒

現
在
で
は
五
名
の
﹁
伝
達
者
︵transm

itters

︶﹂
が
多
方
面

︵
ダ
ン
サ
ー
︑
芸
術
家
︑
美
術
史
家
︑
そ
の
他
︶
か
ら
の
招

聘
に
応
え
て
世
界
中
で︽
ト
リ
オ
A
︾を
教
え
て
い
る︵Burke , 

op.cit .

︶︒

9　

R
ainer variations ︵video 2002

︶ – A
 video constructed by 

C
harles A

tlas from
 m

aterial by and about Yvonne R
ainer ,  

Re . Yvonne Rainer: radical juxtapositions 1961- 2002 , ed . Sid 
Sachs , Philadelphia , PA

: The U
niversity of the A

rts , 2003 , 
pp .132-133 .

10　
﹁
一
種
の
コ
ー
ド
と
し
て
一
対
一
の
対
面
で
教
え
ら
れ
る
︿
エ

デ
ィ
シ
ョ
ン
番
号
付
き
﹀
ア
ー
ト
作
品
﹂
と
い
う
解
釈
や

︵W
ood , p .63

︶︑
レ
イ
ナ
ー
が
九
〇
年
代
世
代
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
た
ち
︑
彼
ら
の
﹁
マ
イ
ク
ロ
ト
ピ
ア
的
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ

ズ
ム
﹂︵N

icolas Bourriaud , Esthétique relationnelle , 1998
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主
体
化
︑﹁selfless

﹂
の
集
中
状
態
︑

受
動
性
の
状
態
︶︑︵
微
細
エ
ネ
ル
ギ
ー
︑
沈
黙
の
声
を
︶
聴

く
身
体
・
共
振
的
身
体
︵
気
の
身
体
︶
に
よ
っ
て
﹁
受
け
と

る
﹂﹁
到
来
す
る
﹂
も
の
と
し
て
ダ
ン
ス
を
捉
え
る
感
覚
が

あ
る
程
度
共
有
さ
れ
て
い
た
︒
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
の
そ

の
よ
う
な
ソ
ー
マ
テ
ィ
ク
ス
的
側
面
を
理
解
す
る
上
で
︑
ハ

ル
プ
リ
ン
の
﹁
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ダ
ン
サ
ー
ズ
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
﹂
に
由
来
す
る
水
脈
は
無
視
で
き
な
い
が
︑
じ

き
に
百
歳
に
も
手
が
と
ど
く
現
在
ま
で
途
切
れ
る
こ
と
の
な

い
ハ
ル
プ
リ
ン
の
長
い
キ
ャ
リ
ア
は
﹁
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
ダ
ン

ス
の
パ
イ
オ
ニ
ア
﹂
と
い
う
規
定
に
は
ま
っ
た
く
収
ま
り
き

ら
な
い
︒
レ
イ
ナ
ー
を
含
む
ジ
ャ
ド
ソ
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
コ

ア
・
メ
ン
バ
ー
が
﹁
ダ
ン
サ
ー
ズ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹂
に

参
加
し
た
一
九
六
〇
年
前
後
よ
り
︑
む
し
ろ
一
九
七
〇
年
代

半
ば
で
の
闘
病
経
験
を
転
機
と
し
て
﹁
芸
術
と
し
て
の
ダ
ン

ス
﹂
か
ら
﹁
生
き
る
／
生
き
延
び
る
た
め
の
ダ
ン
ス
﹂﹁
変

容
の
た
め
の
ダ
ン
ス
︵Transform

ational dance

︶﹂
に
転
換

し
た
ハ
ル
プ
リ
ン
後
半
生
の
活
動
に
射
程
を
広
げ
て
︑
よ
り

広
く
ダ
ン
ス
に
お
け
る
﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
に
つ
い
て
考
察

す
る
こ
と
が
別
の
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
︒

46　

M
illar 

イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー, p .3 .

47　

Ibid .

48　

Valda Setterfield
, quoted in C

aroline B
row

n
, et al ., 

“C
unningham

 and H
is D

ancers ,” R
. K

ostelanetz ed . M
erce 

Cunningham
: D

ancing in Space and Tim
e , N

J: A
 C

appella 
Books , 1992 , p . 107 . 

チ
ャ
ン
ス
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
使
っ

て
も
︑
そ
の
フ
レ
ー
ズ
に
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
カ
ニ
ン
ガ
ム
ら

し
さ
と
し
て
認
知
可
能
な
リ
ズ
ム
が
刻
ま
れ
て
い
る
点
で
︑

ケ
ー
ジ
と
は
﹁
音
楽
性
﹂
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
異
な
っ

て

い

た
︵Roger C

opeland , M
erce Cunningham

: The 
modernizing of M

odern D
ance , N

ew York: Routledge , 2004 , 
p . 161

︶︒

49　

N
ancy D

alva , “The W
ay of M

erce ,” M
erce Cunningham

, p .182 . 
Vaughan , op.cit ., p .83 .　

外
部
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
︵
音
楽

／
パ
ル
ス
︶
に
動
か
さ
れ
る
の
で
は
な
く
﹁
自
分
が
自
分
自

身
の
馬
と
な
る
﹂
状
況
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
︵M

erce 
C

unningham
 &

 Jacqueline Lesschaeve , The D
ancer and The 

D
ance: M

erce Cunningham
 in conversation with Jacqueline 

Lesschaeve , N
ew York: M

arion Boyars , 1985 , p . 130

︶︒

50　

Peggy Phelan , “Yvonne R
ainer: From

 D
ance to Film

,” in 
R

ainer 1999 , p .6 .
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は
じ
め
に

私
は
︑
俳
優
と
通
訳
と
い
う
仕
事
を
し
て
い
る
︒
一
九
九

〇
年
の
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
最
後
の
年
︑
高
校
を
卒
業
し
て
モ
ス

ク
ワ
に
留
学
し
た
︒
当
初
︑
演
劇
に
は
ま
っ
た
く
関
心
を
持

っ
て
お
ら
ず
︑
モ
ス
ク
ワ
の
大
学
で
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を

専
攻
し
て
い
た
が
︑
も
と
も
と
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
好
き

で
︑
留
学
中
は
勉
強
そ
っ
ち
の
け
で
︑
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
コ
ン

サ
ー
ト
や
︑
オ
ペ
ラ
︑
バ
レ
エ
に
通
い
つ
め
て
い
た
︒
当
時

の
ソ
ビ
エ
ト
は
も
の
す
ご
く
安
い
金
額
で
観
賞
が
で
き
︑
そ

の
お
か
げ
で
身
近
に
舞
台
芸
術
と
い
う
も
の
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
た
︒
そ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
︑
自
分
も
何
か

表
現
す
る
側
に
立
っ
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

が
︑
オ
ペ
ラ
や
バ
レ
エ
を
や
る
に
は
音
楽
的
︑
肉
体
的
な
基

礎
訓
練
を
受
け
た
こ
と
が
な
く
︑
年
齢
的
に
一
か
ら
始
め
る

の
は
無
理
で
あ
っ
た
︒
そ
こ
で
︑
演
劇
で
あ
れ
ば
何
か
可
能

性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
︑
安
易
な
気
持
ち
で
一
九

九
四
年
に
モ
ス
ク
ワ
か
ら
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
演
劇

専
攻
科
の
あ
る
大
学
に
再
入
学
し
演
劇
の
勉
強
を
始
め
た
︒

本
来
五
年
の
教
育
課
程
を
三
年
に
短
縮
し
て
も
ら
い
︑
一
九

九
七
年
に
卒
業
後
︑
日
本
に
帰
国
し
て
俳
優
の
活
動
を
始
め

た
︒現

在
私
が
所
属
し
て
い
る
東
京
ノ
ー
ヴ
ィ
・
レ
パ
ー
ト
リ

ー
シ
ア
タ
ー
は
︑
ロ
シ
ア
功
労
芸
術
家
で
演
出
家
の
レ
オ
ニ

ー
ド
・
ア
ニ
シ
モ
フ
が
︑
二
〇
〇
〇
年
に
東
京
で
立
ち
上
げ

た
劇
団
で
︑
自
身
が
芸
術
監
督
を
務
め
て
い
る
︒
彼
は
︑
演

劇
理
論
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
の
長
年
に
わ
た

る
研
究
家
で
も
あ
る
︒

1
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー・シ
ス
テ
ム

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
は
︑
一
九
世
紀
後
半

か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
︑
ロ
シ
ア
で
ア
マ
チ
ュ
ア
の
俳
優
で

あ
っ
た
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
︵
一
八

六
三
―一
九
三
八
︶
が
︑
俳
優
と
し
て
一
流
の
芸
術
家
に
な
る

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
と
考
え
始
め
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
︑
心
理
学
を
は
じ
め
当
時
の
最
新
科
学
な
ど
も
研
究
し
︑

四
〇
年
以
上
か
け
て
体
系
化
し
た
演
劇
理
論
で
あ
る
︒
演
劇

に
お
い
て
は
そ
れ
ま
で
︑
イ
タ
リ
ア
の
コ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ラ

ル
テ
や
フ
ラ
ン
ス
の
モ
リ
エ
ー
ル
演
劇
の
よ
う
な
︑
そ
れ
ぞ

れ
独
自
の
美
学
形
式
の
表
現
方
法
論
は
あ
っ
た
が
︑
音
楽
に

お
け
る
楽
典
の
よ
う
な
世
界
共
通
言
語
と
な
る
理
論
が
な
く
︑

彼
の
シ
ス
テ
ム
が
演
劇
に
お
け
る
世
界
初
の
文
法
の
よ
う
な

も
の
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
︑
世
界
の
演
劇
に
多
大
な

影
響
を
与
え
た
︒

四
〇
年
以
上
の
研
究
の
過
程
で
︑
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー

が
着
目
し
た
点
が
初
期
と
後
期
で
大
き
く
違
う
︒
初
期
は
︑

心
理
面
な
ど
の
身
心
変
容
技
法
で
い
う
と
〝
心
〟
の
部
分
に

着
目
し
︑
情
緒
的
記
憶
や
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
な
ど
の
俳
優
訓
練
方

法
を
い
ろ
い
ろ
研
究
し
て
い
く
︒

と
こ
ろ
が
︑
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
が
立
ち
上
げ
た
モ
ス

ク
ワ
芸
術
座
の
海
外
公
演
中
︑
劇
団
の
代
表
で
も
あ
っ
た
彼

が
俳
優
と
し
て
出
演
し
て
い
る
際
︑
役
の
心
理
状
態
を
作
っ

て
舞
台
に
立
っ
て
い
る
は
ず
が
︑
知
ら
な
い
間
に
舞
台
上
で

チ
ケ
ッ
ト
の
売
り
上
げ
な
ど
の
制
作
面
に
つ
い
て
考
え
て
い

る
自
分
に
気
づ
き
︑
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
︒
そ
れ
が
き
っ
か

け
と
な
り
︑
役
に
集
中
す
る
方
法
と
し
て
︑
不
確
定
な
〝
心
〟

の
部
分
よ
り
も
︑
よ
り
物
質
的
な
身
体
︑
身
心
の
〝
身
〟
の

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー・シ
ス
テ
ム
と
演
劇
的
身
心

変
容
技
法　
　

第
四
部
❖
芸
術
・
武
術
と
い
う
ワ
ザ
学

上
世
博
及

東
京
ノ
ー
ヴ
ィ
・
レ
パ
ー
ト
リ
ー
シ
ア
タ
ー
俳
優
・
通
訳
者
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部
分
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
研
究
に
転
換
し
︑
そ
れ
が
﹁
身

体
的
行
動
﹂
と
呼
ば
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
後
期
メ
ソ
ッ
ド
に
発

展
し
て
い
く
︒

現
在
︑
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
は
︑
世
界
の

演
劇
学
校
で
の
俳
優
教
育
の
基
本
と
は
な
っ
て
い
る
が
︑
前

期
︑
後
期
の
ど
ち
ら
の
訓
練
方
法
が
よ
り
俳
優
教
育
に
ふ
さ

わ
し
い
の
か
は
い
ま
だ
に
大
き
な
議
論
の
的
と
な
っ
て
い
る
︒

私
自
身
が
ロ
シ
ア
で
指
導
を
受
け
た
演
劇
教
師
の
解
釈
と
︑

現
在
所
属
す
る
劇
団
の
ア
ニ
シ
モ
フ
の
解
釈
に
も
差
異
が
あ

る
し
︑
ま
た
通
訳
者
と
し
て
ロ
シ
ア
か
ら
来
日
す
る
い
ろ
い

ろ
な
演
劇
教
育
者
の
通
訳
を
す
る
と
き
︑
み
な
ス
タ
ニ
ス
ラ

フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
で
の
演
劇
教
育
を
受
け
て
き
て
い
る

も
の
の
︑
シ
ス
テ
ム
の
ど
の
部
分
に
重
点
を
置
い
て
指
導
す

る
か
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
こ
と
に
何
度
も
戸
惑
っ
た
経
験
が
あ

る
︒
も
ち
ろ
ん
目
指
す
と
こ
ろ
は
み
な
︑
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス

キ
ー
が
提
唱
し
た
﹁
人
間
の
精
神
生
活
﹂
を
舞
台
上
に
創
る

こ
と
な
の
だ
が
︑
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
︒

私
は
︑
ア
ニ
シ
モ
フ
の
も
と
で
俳
優
と
し
て
一
七
年
間
活

動
し
︑
ア
ニ
シ
モ
フ
解
釈
の
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス

テ
ム
で
の
指
導
で
︑
俳
優
の
成
長
や
才
能
の
開
花
の
過
程
を

実
際
に
観
察
し
︑
ま
た
稽
古
中
に
起
き
る
奇
跡
的
瞬
間
を
目

撃
す
る
経
験
が
何
度
も
あ
る
︵
写
真
1
︶︒
今
回
は
︑
ア
ニ
シ

モ
フ
解
釈
に
お
け
る
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
を

基
本
と
し
て
発
表
す
る
︒

2
ア
ニ
シ
モ
フ
に
よ
る
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ

ー・シ
ス
テ
ム
の
解
釈
と
指
導

2-

1　
「
俳
優
の
自
分
に
対
す
る
仕
事
」に
お
け
る
五
つ
の
基
本

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
に
は
︑﹁
俳
優
の
自
分

に
対
す
る
仕
事
﹂
と
﹁
俳
優
の
役
づ
く
り
に
対
す
る
仕
事
﹂

と
い
う
二
つ
の
大
き
な
柱
が
あ
る
︒

﹁
俳
優
の
自
分
に
対
す
る
仕
事
﹂
と
は
︑
役
づ
く
り
の
前
に
︑

ま
ず
︑
自
分
自
身
を
楽
器
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
︑

﹁
自
分
づ
く
り
﹂
の
訓
練
の
こ
と
で
あ
る
︒

ア
ニ
シ
モ
フ
は
こ
の
柱
を
五
つ
の
基
本
に
集
約
し
︑
俳
優

教
育
の
現
場
で
徹
底
的
に
訓
練
さ
せ
る
︒
こ
れ
ら
は
演
劇
だ

け
で
な
く
︑
日
常
生
活
に
お
い
て
も
役
に
立
つ
も
の
で
あ
る
︒

1　
﹁
肉
体
の
緊
張
の
緩
和
﹂

こ
れ
は
単
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
︑
だ
ら
っ
と
脱
力
す
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
︑
体
が
一
番
自
然
な
状
態
に
な
り
︑
全

身
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
滞
り
な
く
循
環
す
る
状
態
に
な
る
こ
と

を
指
し
て
い
る
︒
こ
の
状
態
を
作
る
訓
練
に
は
︑
次
の
2
の

基
本
が
必
要
と
な
る
︒

2　
﹁
注
意
﹂

注
意
と
は
︑
全
意
識
の
中
枢
で
あ
る
と
ア
ニ
シ
モ
フ
は
説

明
す
る
︒
人
生
は
︑
そ
の
人
が
何
に
注
意
を
向
け
て
い
る
か

で
構
成
さ
れ
て
い
く
︒
注
意
を
集
中
︑
持
続
さ
せ
る
訓
練
と

し
て
︑
1
の
﹁
肉
体
の
緊
張
の
緩
和
﹂
の
訓
練
の
際
に
︑
注

意
を
自
分
の
肉
体
に
向
け
︑
身
体
の
ど
こ
に
緊
張
が
あ
る
か

を
見
つ
け
る
と
い
う
練
習
か
ら
始
め
︑
さ
ら
に
ど
ん
ど
ん
注

意
の
対
象
を
広
げ
て
い
く
︒

3　
﹁
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
﹂

こ
れ
は
妄
想
︑
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
は
違
い
︑
自
分
自
身
の

様
々
な
体
験
︑
記
憶
を
組
み
合
わ
せ
て
イ
メ
ー
ジ
を
作
る
こ

と
で
あ
る
︒
ゆ
え
に
︑
よ
り
具
体
的
な
経
験
︑
さ
ら
に
そ
の

詳
細
を
思
い
出
す
練
習
を
す
る
︒

4　
﹁
も
し
も
﹂

す
べ
て
の
創
造
活
動
は
﹁
も
し
も
﹂
の
一
言
か
ら
始
ま
る
︒

﹁
も
し
も
～
だ
っ
た
ら
﹂
と
発
想
す
る
こ
と
で
︑
人
は
魔
法
に

か
か
っ
た
よ
う
に
自
由
に
創
造
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
︒

ゆ
え
に
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
は
︑﹁
魔
法
の
も
し
も
﹂
と
名

付
け
て
い
る
︒
こ
の
﹁
も
し
も
︵if

︶﹂
と
い
う
言
葉
を
い
か

に
使
う
か
︑
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
応
用
さ
せ
て
い
く
か
と
い

う
訓
練
を
す
る
︒

5　
﹁
真
実
感
覚
﹂

諸
説
あ
る
が
︑
人
の
意
識
は
大
ま
か
に
︑
顕
在
意
識
︑
潜

在
意
識
︑
超
意
識
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
︑
顕
在
意
識
一
割
︑
潜

在
意
識
六
割
︑
超
意
識
三
割
ぐ
ら
い
の
割
合
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
︒
人
は
日
常
生
活
で
は
ほ
ぼ
顕
在
意
識
し
か
使
っ

て
い
な
い
が
︑
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
は
︑
人
の
創
造
活
動

の
す
べ
て
は
潜
在
意
識
の
領
域
で
し
か
始
ま
ら
な
い
と
唱
え

て
お
り
︑
顕
在
意
識
の
領
域
に
あ
る
知
性
や
理
性
で
何
か
を

創
造
す
る
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
だ
と
断
言
し
て
い
る
︒
芸

術
作
品
と
み
な
さ
れ
る
の
は
︑
噓
︑
ご
ま
か
し
が
介
入
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
潜
在
意
識
の
領
域
で
︑
人
間
の
自
然
の
部

分
が
動
き
何
か
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
力
で
創
造
さ
れ
た
も

の
だ
け
で
︑
知
性
︑
理
性
だ
け
を
働
か
せ
る
の
は
創
造
活
動

と
は
み
な
さ
ず
︑
そ
う
し
て
作
ら
れ
た
も
の
を
芸
術
作
品
と

は
呼
べ
な
い
と
し
て
い
る
︒

そ
し
て
︑
潜
在
意
識
の
領
域
で
創
造
活
動
が
始
ま
る
た
め

写真１　アニシモフによる講義
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に
は
︑
必
ず
﹁
真
実
﹂
が
必
要
で
あ
る
︒
自
分
が
ど
ん
な
に

頭
で
考
え
て
︑
論
理
的
に
こ
れ
が
正
し
い
と
思
っ
て
い
て
も
︑

噓
偽
り
の
な
い
真
実
が
な
け
れ
ば
︑
潜
在
意
識
は
開
い
て
く

れ
な
い
︒
潜
在
意
識
の
領
域
で
︑
自
分
の
な
か
に
あ
る
自
然

の
部
分
が
動
い
て
創
造
活
動
が
始
ま
る
状
態
を
作
る
た
め
に
︑

真
実
感
覚
を
養
う
必
要
が
あ
る
の
だ
︒

2-

2　

真
実
感
覚

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
の
中
で
も
︑
こ
の
﹁
真

実
感
覚
﹂
に
一
番
重
点
を
置
い
て
こ
だ
わ
る
の
が
ア
ニ
シ
モ

フ
解
釈
の
特
徴
だ
と
私
は
思
っ
て
お
り
︑
身
心
変
容
技
法
に

お
い
て
も
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
︒

で
は
︑
真
実
と
は
何
か
︒

ア
ニ
シ
モ
フ
は
︑
真
実
と
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
︑
美
︑
真

理
︑
恩
寵
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
説
明
を
し
︑
真
実
ほ
ど
美

し
い
も
の
は
な
い
と
よ
く
力
説
す
る
︒
そ
し
て
指
導
も
稽
古

も
真
実
を
捉
え
る
こ
と
に
異
様
な
ほ
ど
固
執
す
る
︒

今
ま
で
に
私
が
通
訳
と
し
て
携
わ
っ
た
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス

キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
の
指
導
者
た
ち
も
︑
基
本
的
な
指
導
は
い

っ
し
ょ
で
︑
同
じ
よ
う
な
訓
練
は
さ
せ
る
が
︑
俳
優
は
演
じ

る
こ
と
が
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
︑
真
実
そ
の
も
の
を

求
め
る
の
で
は
な
く
︑
真
実
ら
し
く
演
技
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
気
が
す
る
︒
し
か
し
︑
真
実
を
捉

え
な
い
と
入
っ
て
い
け
な
い
潜
在
意
識
の
領
域
の
創
造
活
動

に
こ
だ
わ
る
ア
ニ
シ
モ
フ
は
︑
稽
古
を
し
て
い
る
生
徒
や
俳

優
が
︑
人
間
と
し
て
真
実
を
捉
え
て
い
な
い
と
必
ず
中
断
し
︑

真
実
を
捉
え
ら
れ
る
ま
で
辛
抱
強
く
指
導
を
続
け
る
︒
そ
れ

は
︑
噓
を
や
る
と
︑
そ
の
噓
が
だ
ん
だ
ん
身
に
付
き
︑
噓
を

つ
く
こ
と
に
慣
れ
て
い
き
︑
だ
ん
だ
ん
真
実
を
捉
え
ら
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
理
由
も
あ
る
か
ら
だ
︒
と
に
か
く

真
実
︑
真
実
と
い
う
と
こ
ろ
に
こ
だ
わ
っ
て
︑
そ
の
先
に
進

め
な
く
な
る
こ
と
も
多
々
あ
る
︒
だ
が
︑
そ
の
お
陰
で
真
実

を
捉
え
ら
れ
た
瞬
間
︑
明
ら
か
に
何
か
が
変
わ
る
︒

真
実
と
は
一
体
何
な
の
か
︑
正
直
私
は
よ
く
分
か
ら
な
い
︒

た
だ
明
ら
か
に
︑
真
実
を
捉
え
た
瞬
間
に
何
か
が
変
わ
る
と

い
う
こ
と
は
稽
古
場
で
も
︑
劇
団
が
主
宰
す
る
俳
優
養
成
の

ア
カ
デ
ミ
ー
の
授
業
で
も
︑
そ
の
他
の
現
場
で
も
何
度
も
目

の
当
た
り
に
し
て
き
た
︒
人
が
真
実
を
捉
え
た
一
瞬
に
出
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
す
ご
さ
︑
そ
れ
を
目
撃
し
た
者
も
何
か
が
開

か
れ
る
︒
真
実
が
体
験
体
感
さ
せ
る
も
の
が
何
か
す
ご
い
も

の
だ
と
い
う
こ
と
だ
け
は
︑
私
も
体
験
し
て
い
る
︒
で
も
そ

れ
が
一
体
何
だ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
言
葉
で
は
説
明
で

き
な
い
︵
写
真
2
︑
写
真
3
︶︒

す
ご
い
も
の
を
見
た
と
い
う
経
験
は
︑
た
い
て
い
稽
古
場

で
︑
観
客
が
入
っ
て
い
な
い
と
き
で
あ
る
︒
俳
優
は
本
来
︑
観

客
の
前
で
真
実
の
瞬
間
と
い
う
も
の
を
見
せ
な
い
と
い
け
な

い
が
︑
こ
れ
が
な
か
な
か
で
き
な
い
︒
あ
の
と
き
︑
あ
の
稽

古
で
は
︑
空
気
ま
で
変
わ
る
す
ご
い
も
の
を
見
た
と
い
う
経

験
は
し
て
い
る
の
に
︑
本
番
で
観
客
に
そ
れ
を
経
験
さ
せ
ら

れ
な
い
と
い
う
の
は
︑
す
ご
く
悔
し
い
こ
と
で
あ
る
︒
演
劇

を
は
じ
め
舞
台
芸
術
に
お
け
る
表
現
者
は
︑
決
ま
っ
た
開
始

時
間
︑
上
演
場
所
︑
上
演
時
間
に
︑
真
実
を
捉
え
て
潜
在
意

識
で
創
造
活
動
が
で
き
る
状
態
︑
身
心
変
容
さ
れ
た
状
態
に

写真３　『古事記』稽古２（2015年３月、梅若能楽学院にて）
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な
る
訓
練
を
︑
常
日
頃
積
ん
で
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
︵
写
真
4
︶︒

2-

3　
「
俳
優
の
役
づ
く
り
に
対
す
る
仕
事
」に
お
け
る
五
つ
の

基
本ア

ニ
シ
モ
フ
は
よ
く
︑﹁
俳
優
に
な
る
の
で
は
な
く
︑
人
間

に
な
り
な
さ
い
﹂
と
言
う
︒
舞
台
の
上
で
決
め
ら
れ
た
せ
り

ふ
を
言
っ
た
り
︑
決
め
ら
れ
た
動
き
を
す
る
と
い
う
こ
と
は

意
外
と
簡
単
な
こ
と
だ
︒
し
か
し
︑
天
才
的
な
劇
作
家
の
書

い
た
世
界
の
中
で
人
間
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
は
す
ご
く
難

し
い
︒
人
間
と
し
て
存
在
す
る
た
め
に
は
︑
自
分
は
ど
う
い

う
人
間
な
の
か
︒
こ
の
地
球
︑
宇
宙
の
中
で
︑
人
間
と
し
て

存
在
し
て
い
る
自
分
は
︑
い
っ
た
い
誰
な
の
か
と
い
う
こ
と

と
向
き
合
う
こ
と
に
な
る
︒
つ
ま
り
そ
れ
は
︑
自
分
と
い
う

真
実
と
向
き
合
う
こ
と
で
も
あ
る
︒
と
き
に
は
残
酷
な
真
実

に
気
づ
く
こ
と
も
あ
る
︒
そ
し
て
︑
そ
の
真
実
を
受
け
入
れ

る
こ
と
に
は
︑
も
の
す
ご
く
勇
気
が
必
要
と
な
る
︒
自
分
の

人
間
と
し
て
の
真
実
を
受
け
入
れ
︑
そ
れ
を
役
づ
く
り
に
応

用
し
︑
そ
し
て
そ
れ
を
人
前
で
見
せ
て
い
く
こ
と
が
俳
優
の

仕
事
だ
と
考
え
る
と
︑
俳
優
と
い
う
職
業
は
非
常
に
過
酷
で

あ
る
︒

こ
の
こ
と
は
︑
私
が
ハ
ム
レ
ッ
ト
役
を
経
験
し
た
と
き
に

痛
感
し
た
︒﹃
ハ
ム
レ
ッ
ト
﹄
は
︑
演
劇
の
最
高
峰
の
作
品
と

言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
︑
さ
ら
に
そ
の
タ
イ
ト
ル
ロ
ー
ル
を

や
る
と
い
う
の
は
︑
そ
れ
だ
け
で
も
の
す
ご
い
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
だ
が
︑﹁
生
き
る
べ
き
か
︑
死
ぬ
べ
き
か
︒
そ
れ
が
問
題

だ
﹂
と
い
う
精
神
状
態
を
自
分
の
体
験
か
ら
思
い
出
し
て
再

現
し
︑
そ
れ
を
人
前
で
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
の
は
︑

自
分
の
人
生
の
裏
側
ま
で
全
部
ひ
っ
く
り
返
し
て
さ
ら
け
出

す
感
覚
で
︑
私
に
と
っ
て
は
非
常
に
過
酷
な
体
験
で
あ
っ
た
︒

こ
の
と
き
に
初
め
て
俳
優
と
い
う
職
業
の
本
質
を
知
り
︑
こ

の
職
業
を
選
ん
だ
こ
と
を
後
悔
も
し
た
︒
し
か
し
︑
真
実
を

捉
え
た
と
き
に
出
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
︑
何
か
世
の
中
の
た
め

に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
た
の
も
﹃
ハ

ム
レ
ッ
ト
﹄
で
あ
り
︑
こ
の
役
の
お
陰
で
︑
私
自
身
の
演
劇

に
対
す
る
関
係
が
だ
い
ぶ
変
わ
っ
た
︒

役
づ
く
り
と
い
う
の
は
自
己
研
究
で
あ
る
と
も
言
え
る
︒

つ
ま
り
︑
自
分
の
中
に
あ
る
ま
だ
自
分
で
も
気
付
か
な
い
真

実
を
引
き
出
し
て
役
づ
く
り
に
応
用
さ
せ
て
い
く
と
い
う
の

は
自
分
づ
く
り
で
あ
り
︑
自
分
を
研
究
す
る
こ
と
で
あ
る
︒
単

に
何
か
面
白
い
役
を
︑
仮
面
を
か
ぶ
る
よ
う
に
表
面
だ
け
で

演
じ
る
の
は
す
ご
く
楽
で
は
あ
る
︒
し
か
し
︑
芸
術
家
と
し

て
の
俳
優
を
や
っ
て
い
く
以
上
は
︑
自
分
自
身
を
見
つ
め
直

し
て
︑
自
分
自
身
の
真
実
と
向
き
合
っ
て
役
づ
く
り
を
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
︒
そ
し
て
そ
の
過
酷
さ
︑
辛
さ
を
乗
り
越

え
る
こ
と
が
必
要
だ
︒

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
の
も
う
一
つ
の
柱
︑

﹁
俳
優
の
役
づ
く
り
に
対
す
る
仕
事
﹂
も
ア
ニ
シ
モ
フ
は
五
つ

の
基
本
に
ま
と
め
て
い
る
︒
こ
れ
も
演
劇
だ
け
に
限
ら
ず
日

常
生
活
に
応
用
で
き
る
も
の
で
あ
る
︒

1　
﹁
分
析
﹂

戯
曲
を
細
か
く
分
析
し
て
い
く
︒
な
ぜ
︑
こ
こ
で
こ
う
い

う
こ
と
が
起
こ
る
の
か
︑
な
ぜ
︑
こ
の
人
は
こ
う
い
う
こ
と

を
言
う
の
か
と
い
う
こ
と
︒
ま
た
︑
そ
の
背
景
な
ど
を
分
析

し
て
い
く
と
い
う
作
業
で
あ
る
︵
写
真
5
︶︒

2　
﹁
合
成
﹂

分
析
し
た
も
の
を
ま
と
め
て
繫
げ
て
い
く
作
業
で
あ
る
︒

3　
﹁
追
体
験
﹂

ま
と
め
上
げ
た
も
の
を
自
分
が
体
験
し
て
い
く
段
階
で
あ

る
︒﹁
分
析
﹂︑﹁
合
成
﹂
の
段
階
で
も
真
実
を
捉
え
る
た
め
に
︑

写真５　分析稽古
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自
分
の
似
た
よ
う
な
体
験
に
リ
ン
ク
さ
せ
な
が
ら
作
業
し
て

い
く
が
︑
こ
の
段
階
で
は
役
の
全
体
像
を
体
験
し
て
い
く
︒
こ

の
際
︑
頭
で
分
か
っ
て
い
て
も
︑
自
分
の
体
が
つ
い
て
い
か

な
い
︑
ど
う
し
て
も
︑
体
験
が
で
き
な
い
と
い
う
よ
う
な
と

き
に
は
︑
も
う
一
度
細
か
く
分
析
す
る
段
階
に
戻
り
︑
戯
曲

に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
自
分
の
体
験
に
で
き
る
ま
で
︑
念

入
り
に
作
業
す
る
段
階
で
あ
る
︒

4　
﹁
具
象
化
﹂

﹁
追
体
験
﹂
が
役
の
内
面
づ
く
り
の
作
業
だ
と
す
る
と
︑﹁
具

象
化
﹂
は
役
の
外
面
づ
く
り
と
言
え
る
︒
人
物
の
内
面
を
目

に
見
え
る
形
に
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
づ
く
り
で
あ
る
︵
例
え

ば
し
ぐ
さ
︑
し
ゃ
べ
り
方
︑
衣
装
な
ど
︶︒

5　
﹁
影
響
・
作
用
﹂

具
象
化
し
た
も
の
が
観
客
に
何
か
し
ら
の
影
響
を
与
え
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
︑
ど
の
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出
し

た
ら
よ
い
か
を
訓
練
す
る
段
階
で
あ
る
︒

こ
の
﹁
役
づ
く
り
に
対
す
る
俳
優
の
仕
事
﹂
の
ど
の
段
階

で
も
︑
必
ず
︑
真
実
を
基
本
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
︒
分

析
を
し
て
い
る
段
階
で
も
︑
そ
れ
は
本
当
に
真
実
な
の
か
︒
合

成
し
て
い
る
と
き
も
︑
本
当
に
そ
の
人
に
と
っ
て
真
実
と
な

る
か
︒
追
体
験
も
︑
自
分
の
体
験
と
す
る
た
め
に
必
ず
真
実

が
求
め
ら
れ
る
︒

3
心
魂
こ
も
っ
た
熱
い
芸
術
作
品
を
作
る

真
実
を
追
求
す
る
こ
と
は
︑
人
類
の
発
展
に
と
っ
て
非
常

に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
︒
自
然
や
宇
宙
の
真
実
を
追
求
す
る

こ
と
は
科
学
で
あ
る
し
︑
芸
術
に
お
い
て
は
真
実
を
見
事
に

表
現
し
た
も
の
が
名
作
と
み
な
さ
れ
る
︒
た
だ
︑
真
実
を
追

求
す
る
の
は
非
常
に
時
間
の
か
か
る
こ
と
で
あ
る
︒
科
学
の

世
界
で
あ
れ
ば
︑
研
究
者
は
一
生
を
か
け
て
自
然
や
宇
宙
の

法
則
を
研
究
し
︑
ひ
と
た
び
法
則
が
発
見
さ
れ
れ
ば
︑
そ
れ

が
偉
大
な
発
見
と
し
て
歴
史
に
名
が
刻
ま
れ
る
︒
そ
れ
で
も

自
然
︑
宇
宙
に
は
ま
だ
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
真
実
の
ほ

う
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
︒

芸
術
の
場
合
︑
最
近
は
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
︑
顕
在
意

識
の
領
域
に
お
け
る
知
性
レ
ベ
ル
で
の
合
理
的
で
ゲ
ー
ム
感

覚
の
よ
う
に
安
易
に
作
ら
れ
た
も
の
が
芸
術
作
品
と
み
な
さ

れ
る
傾
向
に
あ
る
と
︑
ア
ニ
シ
モ
フ
は
強
く
批
判
し
︑
真
実

の
な
い
も
の
を
完
全
に
否
定
す
る
︒
芸
術
に
は
熱
い
も
の
と

冷
た
い
も
の
が
あ
り
︑
最
近
世
の
中
に
蔓
延
し
て
い
る
の
は

冷
た
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
︒
冷
た
い
も
の
と
い
う
の
は
︑
知

性
︑
理
性
だ
け
で
作
ら
れ
︑
心
の
な
い
も
の
の
こ
と
を
指
し

て
い
る
︒
熱
い
も
の
と
い
う
の
は
︑
心
や
魂
が
こ
も
っ
た
も

の
で
あ
り
︑
芸
術
作
品
は
心
の
こ
も
っ
た
熱
い
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
い
と
い
う
の
が
︑
ア
ニ
シ
モ
フ
の
信
条
で
あ
る
︒
真

実
の
追
求
と
は
︑
心
の
こ
も
っ
た
活
動
だ
︒
時
間
が
か
か
っ

て
も
真
実
を
捉
え
︑
そ
れ
を
表
現
で
き
た
作
品
は
︑
科
学
で

の
大
発
見
と
同
じ
よ
う
に
︑
世
の
中
に
大
き
な
影
響
を
与
え

ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
︒

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
が
演
劇
理
論
を
研
究
し
始
め
た
の

は
︑
ロ
シ
ア
の
作
家
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
作
品
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
︒
医
者
で
も
あ
っ
た
チ
ェ
ー
ホ
フ
は
︑﹁
真
実
だ
け
が
人

を
治
療
し
︑
真
実
だ
け
が
人
を
癒
や
す
こ
と
が
で
き
る
﹂
と

い
う
言
葉
を
残
し
て
い
る
︒

常
に
真
実
を
追
求
︑
探
究
し
︑
捉
え
た
真
実
を
自
分
の
体

を
通
し
て
表
現
し
て
い
く
こ
と
が
︑
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー

の
提
唱
し
た
﹁
人
間
の
精
神
生
活
﹂
を
舞
台
に
作
り
上
げ
る

こ
と
に
な
り
︑
そ
の
舞
台
上
の
真
実
を
通
し
て
観
て
い
る
人

に
影
響
を
与
え
て
い
く
こ
と
が
︑
芸
術
と
し
て
の
演
劇
の
役

割
で
あ
る
︒

真
実
を
捉
え
る
こ
と
︑
こ
れ
が
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・

シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
演
劇
的
身
心
変
容
技
法
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
︒

質
疑
応
答
よ
り

質
問　

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
と
ソ
連
の
心
理
学
と
の
関
係

に
つ
い
て
︒
ま
た
︑
自
分
は
和
歌
を
や
っ
て
い
る
が
︑
あ
る

人
が
﹁
う
ま
い
歌
ば
か
り
詠
ん
で
も
駄
目
で
あ
る
︒
地
歌
と

言
わ
れ
る
つ
ま
ら
な
い
歌
を
た
く
さ
ん
詠
ん
で
︑
そ
こ
か
ら

ふ
っ
と
立
ち
上
が
る
よ
う
な
の
が
い
い
歌
で
あ
る
︒
名
歌
が

立
ち
上
が
る
た
め
に
︑
地
歌
が
な
い
と
い
け
な
い
﹂
と
言
っ

て
い
る
︒
演
劇
に
お
け
る
地
歌
の
よ
う
な
舞
台
と
︑
本
当
に

花
開
く
よ
う
な
舞
台
と
い
う
も
の
の
関
係
に
つ
い
て
︒

上
世　

ソ
連
時
代
の
心
理
学
に
つ
い
て
は
勉
強
不
足
で
詳
し

い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
︑
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
は
︑
社

会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
唯
物
思
想
が
中
心
の
時
代
に
︑

人
間
の
研
究
を
行
い
︑
心
の
問
題
な
ど
の
非
唯
物
的
な
︑
唯

心
論
的
な
と
こ
ろ
に
着
目
し
て
い
た
︒
神
秘
主
義
思
想
や
ヨ

ー
ガ
の
研
究
も
し
︑
プ
ラ
ー
ナ
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
り
し

て
そ
れ
ら
の
要
素
を
自
分
の
シ
ス
テ
ム
に
取
り
入
れ
よ
う
と

し
て
い
た
が
︑
当
時
の
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
に
反
す
る
と

い
う
こ
と
で
︑
自
分
が
使
い
た
い
言
葉
を
︑
自
分
で
検
閲
し
︑

当
時
の
心
理
学
者
が
使
っ
た
言
葉
に
置
き
換
え
た
と
言
わ
れ

て
い
る
︒

二
つ
目
の
質
問
に
つ
い
て
︒
素
晴
ら
し
い
和
歌
が
で
き
る

の
も
︑
自
分
の
体
調
や
心
理
状
態
も
含
め
て
い
ろ
い
ろ
な
タ

イ
ミ
ン
グ
が
う
ま
く
組
み
合
わ
さ
っ
た
瞬
間
だ
と
思
う
︒
わ

れ
わ
れ
も
普
段
︑
そ
の
一
瞬
に
憧
れ
て
訓
練
を
し
て
い
る
︒

ア
ニ
シ
モ
フ
は
稽
古
で
こ
う
説
明
を
す
る
︒﹁
自
分
が
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
よ
う
と
思
う
な
︒
相
手
に
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
来
る
よ
う
に
︑
相
手
が
真
実
感
覚
を
捉
え
︑
身

心
変
容
状
態
に
な
る
よ
う
に
︑
相
手
の
た
め
に
や
ら
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
︒
一
緒
に
舞
台
に
立
っ
て
い
る
誰
か
が
そ
の
状

態
に
な
っ
た
ら
︑
そ
の
舞
台
は
成
功
で
あ
る
︒
例
え
ば
二
時

間
の
芝
居
の
な
か
で
︑
一
〇
人
役
者
が
出
て
い
た
と
し
て
︑
そ

の
う
ち
の
誰
か
一
人
が
真
実
感
覚
を
捉
え
︑
潜
在
意
識
に
入

り
︑
超
意
識
と
つ
な
が
っ
て
︑
何
か
言
い
よ
う
の
な
い
︑
説

明
で
き
な
い
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
ら
︑
観
客
は
必
ず
何
か

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
︒
そ
の
状
態
に
自
分
が
な
ろ
う
と
し

て
は
い
け
な
い
︒
誰
か
が
そ
の
状
態
に
な
る
よ
う
に
︑
常
に

相
手
の
た
め
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂︒

こ
れ
は
人
間
の
エ
ゴ
と
い
う
と
こ
ろ
と
つ
な
が
っ
て
く
る
︒

俳
優
に
な
る
き
っ
か
け
は
︑
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
︑
認
め

ら
れ
た
い
︑
と
い
う
エ
ゴ
の
部
分
が
強
い
こ
と
が
多
い
︒
舞

台
で
緊
張
す
る
の
は
︑
た
い
て
い
が
自
分
の
こ
と
を
考
え
て

い
る
と
き
で
あ
る
︒
せ
り
ふ
を
忘
れ
な
い
か
︑
段
取
り
は
う

ま
く
い
く
か
︑
観
客
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
か
︑
終
演
後
︑
演

出
家
に
ダ
メ
出
し
さ
れ
な
い
か
︑
等
々
︒
思
考
の
ベ
ク
ト
ル

が
自
分
に
向
い
て
い
る
と
き
は
︑
ど
ん
ど
ん
緊
張
す
る
︒
し

か
し
︑
い
ま
相
手
が
ど
う
い
う
状
態
で
︑
相
手
が
真
実
の
状

態
に
な
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
︑
と
常
に
舞
台
で

相
手
に
集
中
し
て
い
る
と
︑
緊
張
し
て
い
る
ど
こ
ろ
で
は
な

く
な
り
︑
相
手
を
観
察
し
続
け
る
と
い
う
行
動
を
し
て
い
る

状
態
と
な
る
︒
一
〇
人
出
演
者
が
い
た
と
し
︑
そ
の
一
〇
人

が
︑
相
手
が
真
実
の
感
覚
に
な
る
た
め
に
と
い
う
意
識
︑
働

き
か
け
で
舞
台
に
い
る
と
︑
ま
ず
︑
役
者
も
楽
で
い
ら
れ
︑
そ

の
結
果
︑
生
き
た
交
流
と
い
う
も
の
が
舞
台
上
で
生
ま
れ
︑
そ

こ
か
ら
真
実
の
瞬
間
が
生
ま
れ
て
き
や
す
い
状
態
に
な
る
︒

そ
の
経
験
は
実
際
に
何
度
か
あ
る
︵
写
真
6
︶︒

次
回
公
演
は
︑
ゴ
ー
リ
キ
の
﹃
ど
ん
底
︑﹄
だ
が
︑
渋
谷
で

一
回
だ
け
で
あ
る
︒
三
時
間
の
芝
居
を
一
回
す
る
た
め
だ
け

に
︑
二
カ
月
間
稽
古
す
る
︒
公
演
で
出
演
料
が
も
ら
え
る
わ

け
で
も
な
い
の
に
︑
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
稽
古
に
参
加

し
て
い
る
︒
そ
こ
ま
で
し
て
真
実
が
も
た
ら
す
あ
の
瞬
間
と

い
う
も
の
に
憧
れ
︑
た
っ
た
一
回
の
公
演
本
番
に
そ
の
瞬
間

が
訪
れ
︑
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
説
明
し
よ
う
の
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
観
客
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
︑
地
歌
に
相
当
す
る
二

カ
月
間
の
稽
古
を
続
け
る
︒

質
問　

自
分
は
ダ
ン
ス
を
や
っ
て
い
る
が
︑
宗
教
劇
に
関
わ

っ
た
こ
と
が
あ
る
︒
以
前
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
ヤ
ー
チ
ン
教

授
が
︑
劇
場
が
教
会
の
代
わ
り
に
な
る
と
い
う
話
を
し
て
い

た
︒
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
と
宗
教
の
関
係
に
つ
い
て
︒

上
世　

ソ
連
時
代
︑
宗
教
は
ア
ヘ
ン
だ
と
言
わ
れ
て
禁
止
さ

れ
︑
共
産
主
義
思
想
の
下
︑
聖
職
者
が
処
刑
さ
れ
た
り
教
会

が
強
制
的
に
閉
鎖
さ
れ
た
り
し
て
︑
激
し
く
弾
圧
さ
れ
て
い

た
︒
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
は
︑
人
間
研
究
を
進
め
る
に
つ

れ
て
︑
神
智
学
な
ど
の
神
秘
主
義
思
想
も
勉
強
し
︑
シ
ス
テ

ム
の
中
に
そ
の
影
響
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
も
含
む
よ

う
に
な
っ
て
き
た
が
︑
そ
れ
を
表
現
で
き
る
よ
う
な
時
代
で

は
な
か
っ
た
︒
人
間
を
研
究
し
た
こ
と
で
︑
き
っ
と
人
類
愛

に
目
覚
め
た
で
あ
ろ
う
彼
は
︑
劇
場
を
人
々
の
心
の
拠
り
所

と
な
る
よ
う
な
場
に
し
︑﹁
人
間
の
精
神
生
活
﹂
を
見
せ
る
こ

と
で
人
類
の
救
済
活
動
を
行
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒

彼
は
心
臓
を
患
っ
て
舞
台
に
立
た
な
く
な
っ
て
か
ら
︑
自

宅
で
弟
子
を
教
え
る
よ
う
に
な
る
︒
そ
の
際
に
︑
当
時
で
は

公
に
で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
を
口
伝
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
︒

ま
た
︑
彼
は
メ
モ
魔
で
︑
死
後
に
発
見
さ
れ
た
大
量
の
メ
モ

の
中
に
は
︑
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
の
模
範
と
し
て
国
か
ら

厚
く
保
護
さ
れ
て
い
た
人
物
と
し
て
は
︑
到
底
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
内
容
が
書
か
れ
て
い
た
も
の
も
あ
り
︑
そ
れ
ら
は
当

局
に
よ
っ
て
封
印
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
彼
の

出
版
物
に
も
︑
当
局
や
本
人
に
よ
る
検
閲
で
削
除
さ
れ
た
部

分
が
多
く
あ
る
が
︑
そ
れ
ら
が
研
究
さ
れ
て
い
く
と
︑
彼
が
︑

宗
教
に
近
い
よ
う
な
か
た
ち
で
演
劇
活
動
を
し
た
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
明
か
さ
れ
て
く
る
の
か
も
し
れ

な
い
︒

質
問　

以
前
に
稽
古
を
見
学
し
た
際
︑
仏
教
で
い
う
ヴ
ィ
パ

ッ
サ
ナ
ー
瞑
想
に
似
た
訓
練
を
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
印

象
を
受
け
た
︒
真
実
に
至
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
て
︑
も

う
少
し
詳
し
く
教
え
て
ほ
し
い
︒

上
世　

ま
ず
体
の
緊
張
を
緩
和
す
る
た
め
に
注
意
を
自
分
の

体
に
向
け
て
い
く
︒
足
の
指
か
ら
︑
つ
ま
先
か
ら
︑
ず
っ
と

全
身
に
︑
内
臓
の
部
分
ま
で
︑
自
分
の
体
の
中
に
ど
こ
か
緊

張
し
て
い
る
部
分
が
な
い
か
︑
ど
こ
か
凝
っ
て
い
る
よ
う
な

と
こ
ろ
が
な
い
か
︑
問
題
が
な
い
か
と
体
に
注
意
を
向
け
る
︒

こ
れ
が
最
初
の
体
の
緊
張
を
緩
和
す
る
と
い
う
こ
と
と
︑
注

写真６　『白痴』ロシア・ヴラジーミル公演カーテンコール（2016年９月）
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意
を
向
け
る
と
い
う
こ
と
の
両
方
を
い
っ
し
ょ
に
や
る
訓
練

に
な
る
︒

次
に
注
意
と
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
訓
練
︒
注
意
に
は
内

的
注
意
と
外
的
注
意
が
あ
る
︒
外
的
注
意
と
い
う
の
は
︑
見

る
︑
聞
く
︑
嗅
ぐ
︑
触
る
︑
味
わ
う
な
ど
身
体
的
五
感
で
捉

え
る
注
意
︒
内
的
注
意
と
い
う
の
は
︑
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン

に
関
わ
っ
て
く
る
が
︑
自
分
の
中
で
見
た
り
聞
い
た
り
︑
匂

い
を
感
じ
た
り
す
る
内
的
五
感
で
注
意
を
向
け
る
こ
と
で
あ

る
︒例

え
ば
バ
ラ
の
花
の
訓
練
の
場
合
︑
バ
ラ
の
花
を
ず
っ
と

観
察
し
︑
色
︑
形
︑
大
き
さ
︑
光
の
当
た
っ
て
い
る
具
合
︑
影
︑

等
々
を
記
憶
す
る
︒
記
憶
し
た
ら
今
度
は
︑
そ
れ
を
自
分
の

中
で
視
覚
化
す
る
︒
視
覚
化
と
い
っ
て
も
匂
い
や
肌
触
り
︑

音
な
ど
五
感
す
べ
て
を
自
分
の
中
で
再
現
す
る
こ
と
を
指
し

て
い
る
︒
自
分
の
中
で
い
ま
観
察
し
た
バ
ラ
を
視
覚
化
し
︑
自

分
の
中
で
再
現
し
て
い
る
バ
ラ
を
自
分
に
近
づ
け
な
が
ら
︑
自

分
の
ほ
う
が
近
づ
い
て
い
っ
て
︑
そ
の
バ
ラ
と
一
体
化
す
る
︒

そ
の
と
き
に
自
分
の
体
が
何
を
感
じ
る
か
︒
に
お
い
を
感
じ

た
り
︑
一
輪
挿
し
に
挿
し
て
あ
る
バ
ラ
だ
っ
た
ら
︑
一
輪
挿

し
の
中
の
水
を
感
じ
た
り
︑
バ
ラ
の
花
び
ら
を
ベ
ル
ベ
ッ
ト

の
よ
う
に
感
じ
た
り
︑
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
︑
必

ず
体
感
の
変
化
が
あ
り
︑
そ
れ
を
真
実
だ
と
信
じ
ら
れ
る
ま

で
訓
練
す
る
︒
こ
の
訓
練
の
際
に
︑
た
い
て
い
知
性
が
︑﹁
こ

れ
は
噓
だ
︒
こ
れ
は
自
分
で
思
い
込
ん
で
い
る
だ
け
だ
﹂
と

介
入
し
て
く
る
の
で
︑
知
性
の
介
入
の
余
地
が
な
い
く
ら
い

に
ま
で
︑
は
っ
き
り
と
し
た
体
験
の
変
化
を
感
じ
取
る
ま
で

訓
練
が
必
要
と
な
る
︵
写
真
7
︶︒

次
に
︑
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
﹁
も
し
も
﹂
の
訓
練
︒
基

本
的
に
ど
の
訓
練
で
も
自
分
に
対
す
る
正
直
さ
が
求
め
ら
れ

る
が
︑
特
に
﹁
も
し
も
﹂
の
訓
練
の
際
は
重
要
で
あ
る
︒
も

し
も
こ
う
だ
っ
た
ら
︑
自
分
は
ど
う
感
じ
る
か
︒
こ
こ
で
自

分
を
誤
魔
化
し
た
り
︑
自
分
に
噓
を
つ
い
て
は
い
け
な
い
︒
も

し
も
自
分
が
バ
ラ
だ
と
し
た
ら
︑
こ
の
バ
ラ
を
見
て
い
る
人

に
何
を
伝
え
た
い
か
︑
と
い
う
よ
う
な
問
い
か
け
に
正
直
に

答
え
る
︒
も
し
も
だ
か
ら
噓
を
つ
く
必
要
は
な
く
︑
自
分
が

思
っ
た
と
お
り
︑
感
じ
た
と
お
り
に
正
直
に
答
え
ら
れ
れ
ば

よ
い
の
だ
が
︑
こ
こ
で
も
知
性
と
の
激
し
い
戦
い
が
あ
り
︑
ど

う
し
て
も
見
え
を
張
っ
た
り
︑
本
心
と
の
対
峙
に
怖
気
づ
い

て
誤
魔
化
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
︒﹁
も
し
も
﹂
を
使
え
る

よ
う
に
な
る
に
も
や
は
り
訓
練
が
必
要
で
あ
る
︒

最
後
の
真
実
感
覚
は
︑
い
ま
ま
で
の
段
階
を
す
べ
て
ま
と

め
て
い
る
︒
い
ま
ま
で
の
こ
と
は
自
分
に
と
っ
て
真
実
な
の

か
︑
自
分
は
そ
れ
を
信
じ
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
自
問

自
答
で
あ
る
︒

潜
在
意
識
に
入
っ
て
い
く
扉
は
真
実
で
あ
る
︒
真
実
感
覚

を
捉
え
て
し
ま
う
と
︑
自
然
と
潜
在
意
識
に
入
り
︑
普
段
で

は
思
い
つ
か
な
い
よ
う
な
こ
と
を
思
い
つ
い
た
り
︑
い
ろ
ん

な
こ
と
を
体
験
し
た
り
︑
体
感
し
た
り
す
る
︒
潜
在
意
識
の

領
域
で
の
創
造
的
な
部
分
が
動
き
始
め
た
ら
︑
今
度
は
そ
れ

を
邪
魔
し
な
い
よ
う
に
す
る
︒
邪
魔
し
て
く
る
の
は
だ
い
た

い
知
性
な
の
で
︑
知
性
が
介
入
し
な
い
た
め
に
は
︑
自
分
が

真
実
を
捉
え
て
い
る
と
い
う
自
信
も
必
要
と
な
る
︒

こ
の
状
態
は
時
間
に
す
る
と
何
秒
で
あ
り
︑
何
分
と
続
く

こ
と
は
ま
ず
な
い
︒
し
か
し
︑
一
瞬
で
も
潜
在
意
識
に
入
っ

て
︑
何
か
自
分
の
中
の
創
造
的
な
部
分
が
動
き
始
め
た
ら
︑
訓

練
と
し
て
成
功
で
あ
る
︒

こ
れ
ら
の
訓
練
は
本
当
に
時
間
が
か
か
る
も
の
だ
が
︑
芸

術
家
と
し
て
の
俳
優
を
目
指
そ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
必
要

な
こ
と
だ
︒
し
か
も
︑
こ
れ
は
俳
優
と
し
て
だ
け
で
は
な
く

て
︑
人
と
し
て
の
日
常
生
活
で
も
必
要
な
も
の
だ
と
思
う
︒
だ

か
ら
︑
ほ
ぼ
瞑
想
の
訓
練
と
い
っ
し
ょ
で
あ
り
︑
宗
教
家
の

方
が
や
っ
て
い
る
こ
と
︑
あ
る
い
は
他
の
分
野
︑
例
え
ば
成

功
哲
学
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
ま

っ
た
く
い
っ
し
ょ
と
な
る
︒
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
が
研
究

し
た
の
は
︑
人
間
の
中
の
有
機
的
な
自
然
の
創
造
の
法
則
で

あ
る
︒
人
が
も
と
も
と
持
っ
て
い
る
創
造
的
な
部
分
は
ど
う

や
っ
た
ら
動
く
の
か
︑
と
い
う
こ
と
を
研
究
し
た
の
で
あ
っ

て
︑
そ
れ
は
分
野
︑
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
な
い
︑
人
間
の
営
み

の
法
則
で
あ
る
︒
そ
れ
を
彼
は
演
劇
の
世
界
に
応
用
し
た
だ

け
で
あ
る
︒

質
問　

瞑
想
だ
け
だ
と
﹁
も
し
も
︵If

︶﹂
で
何
か
を
想
定
す

る
こ
と
は
思
う
が
︑﹁
も
し
も
﹂
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
細
を

教
え
て
ほ
し
い
︒

上
世　

演
劇
の
場
合
︑
劇
作
家
が
作
品
の
世
界
を
作
る
︒
例

え
ば
チ
ェ
ー
ホ
フ
で
あ
れ
ば
︑
彼
の
書
い
た
世
界
の
中
に
人

が
住
ん
で
い
て
︑
そ
の
世
界
に
入
っ
て
い
く
と
き
に
︑
こ
の

﹁
も
し
も
﹂
が
必
要
と
な
る
︒

写真７　バラを使って注意の訓練
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今
日
話
し
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
﹃
ハ
ム
レ
ッ
ト
﹄
で
あ

れ
ば
︑
ハ
ム
レ
ッ
ト
が
一
番
最
初
に
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
︑

国
王
で
あ
る
父
親
が
死
に
︑
父
親
が
死
ん
だ
直
後
に
︑
母
親

が
父
親
の
弟
と
結
婚
す
る
と
い
う
︑
葬
式
と
結
婚
式
が
ほ
ぼ

同
時
に
起
こ
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
だ
︒
こ
れ
は
日
常
生
活

で
は
あ
ま
り
な
い
か
ら
︑
も
し
も
自
分
が
そ
の
よ
う
な
状
況

の
中
に
い
た
ら
︑
自
分
は
ど
う
な
る
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と

を
考
え
る
と
き
︑
そ
の
一
つ
上
の
段
階
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
必
要
に
な
る
︒
例
え
ば
誰
か
の
葬
式
に
出
た
と
き
の
記

憶
・
経
験
と
︑
結
婚
式
に
出
た
と
き
の
記
憶
・
経
験
と
い
う

も
の
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
︑
そ
の
中
で
自
分
は
︑
こ
れ

が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
と
い
う
こ
と
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
︒
そ
の
と
き
に
真
実
が
ど
う
い
う
も
の
に

な
る
か
は
実
際
や
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
︒

質
問　

そ
の
際
に
︑﹁
も
し
も
﹂
で
設
定
さ
れ
た
も
の
と
自
分

の
真
実
が
衝
突
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
︒
衝
突
し
た
場
合
の

解
決
法
は
ど
ん
な
も
の
か
︒

上
世　

衝
突
は
頻
繁
に
あ
る
︒
戯
曲
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い

る
が
︑
も
し
も
自
分
だ
っ
た
ら
︑
自
分
は
絶
対
こ
う
い
う
こ

と
を
し
な
い
︒
こ
う
い
う
こ
と
を
言
わ
な
い
と
︒

こ
こ
で
︑﹁
役
づ
く
り
に
対
す
る
仕
事
﹂
の
中
の
﹁
分
析
﹂

と
い
う
段
階
が
非
常
に
大
切
に
な
っ
て
く
る
︒
天
才
的
な
劇

作
家
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
︑
必
ず
真
実
に
基
づ
い
て
設
定
を

し
︑
セ
リ
フ
を
書
い
て
い
る
︒
例
え
ば
︑
劇
作
家
が
こ
こ
で

泣
く
と
い
う
ト
書
き
を
書
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
︑
必
ず

そ
の
登
場
人
物
が
泣
く
よ
う
な
設
定
の
中
に
い
る
は
ず
で
あ

る
︒
自
分
だ
っ
た
ら
そ
の
設
定
で
は
泣
か
な
い
と
い
う
場
合
︑

も
う
一
度
分
析
を
し
て
︑
劇
作
家
が
真
実
と
し
て
捉
え
た
︑
泣

く
と
い
う
状
況
を
見
落
と
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
よ

う
な
と
こ
ろ
を
︑
ど
ん
ど
ん
細
か
く
突
き
詰
め
て
い
く
と
︑
台

本
ど
お
り
の
指
示
だ
っ
た
り
︑
せ
り
ふ
だ
っ
た
り
︑
動
き
だ

っ
た
り
と
い
う
と
こ
ろ
に
必
ず
行
き
着
く
︒
役
づ
く
り
の
た

め
に
は
︑
自
分
の
真
実
と
し
て
作
家
の
書
い
た
こ
と
を
捉
え

る
細
か
い
分
析
力
が
す
ご
く
重
要
に
な
る
︒

た
だ
こ
れ
が
︑
真
実
に
基
づ
い
て
書
か
な
い
︑
あ
ま
り
よ

く
な
い
作
家
の
台
本
だ
っ
た
り
す
る
と
︑
こ
れ
は
絶
対
あ
り

得
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
多
々
あ
る
︒
そ
の
場
合
︑
も

し
俳
優
の
ほ
う
が
︑
提
案
さ
れ
た
状
況
の
中
で
自
分
の
真
実

を
見
つ
け
ら
れ
れ
ば
︑
そ
ち
ら
が
優
先
さ
れ
る
︒
そ
っ
ち
の

ほ
う
が
︑
見
て
い
る
人
に
も
真
実
と
し
て
伝
わ
る
︒
し
か
し
︑

多
く
の
俳
優
は
︑
真
実
を
探
求
す
る
作
業
は
面
倒
く
さ
い
の

で
︑
台
本
に
書
か
れ
て
い
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
︑
台
本
ど

お
り
に
や
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
︒
そ
ち
ら

の
ほ
う
が
楽
で
も
あ
る
か
ら
だ
︒
た
だ
し
そ
の
場
合
︑
何
か

に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
よ
う
な
本
物
の
芸
術
作
品
と
な
る

こ
と
は
あ
り
得
な
い
︒

ア
ニ
シ
モ
フ
は
︑
す
べ
て
真
実
に
基
づ
い
た
も
の
で
な
い

と
役
者
が
真
実
を
捉
え
ら
れ
な
い
︑
と
い
う
理
由
で
︑
必
ず

天
才
作
家
の
古
典
的
名
作
を
選
ぶ
︒
歴
史
に
残
る
名
作
に
は

人
類
共
通
の
普
遍
的
な
テ
ー
マ
が
書
か
れ
て
お
り
︑
そ
の
真

実
を
突
き
詰
め
︑
演
劇
を
通
し
て
そ
の
真
実
を
人
々
と
共
有

し
て
い
く
こ
と
が
人
類
の
発
展
に
つ
な
が
る
は
ず
だ
と
考
え

る
か
ら
だ
︒
な
の
で
︑
ア
ニ
シ
モ
フ
と
の
稽
古
は
︑
真
実
の

探
求
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
︒

鎌
田
東
二
氏
補
足　

瞑
想
の
話
の
中
で
︑
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ

ス
や
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
と
い
う
︑
部
派
仏
教
の
立
場
を
前
提

に
考
え
る
と
︑﹁
も
し
も
︵If

︶﹂
と
い
う
段
階
の
概
念
が
な
い
︒

そ
れ
に
対
し
︑
演
劇
の
特
徴
と
し
て
の
﹁
も
し
も
︵If

︶﹂
の

領
域
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
︒

小
乗
仏
教
と
大
乗
仏
教
の
違
い
が
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
る
︒

大
乗
仏
教
は
演
劇
で
あ
る
︒
だ
か
ら
他
者
が
必
要
で
あ
り
︑

観
衆
︑
大
衆
が
必
要
で
あ
る
︒
大
衆
に
向
か
っ
て
何
を
す
る

の
か
と
い
う
の
が
大
乗
仏
教
で
︑
い
わ
ゆ
る
部
派
仏
教
は
自

己
の
世
界
の
悟
り
に
近
づ
け
ば
い
い
の
で
︑
サ
マ
デ
ィ
や
ヴ

ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
だ
け
で
成
り
立
つ
︒
し
か
し
︑
苦
し
ん
で
い

る
他
者
に
対
し
て
︑
自
分
た
ち
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
関
与
し

な
き
ゃ
い
け
な
い
の
か
︒

最
近
︑﹃
法
華
経
﹄
と
﹃
浄
土
三
部
経
﹄
と
い
う
の
を
集
中

的
に
読
ん
で
い
る
が
︑
S
F
オ
ペ
ラ
か
と
思
う
ほ
ど
︑
イ
マ

ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
で
あ
る
︒﹃
法
華
経
﹄
の
中
の
重
要
な

概
念
は
二
つ
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
︑
方
便
と
久
遠
実
成
の

本
仏
と
い
う
本
仏
概
念
で
あ
り
︑
永
遠
と
い
う
こ
と
だ
︒
そ

れ
が
真
実
感
覚
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
︒
真
実
感
覚
と
方

便
感
覚
︒
方
便
感
覚
が
あ
っ
て
真
実
感
覚
に
至
る
︒﹃
方
便

品
﹄
と
い
う
の
は
第
二
章
に
あ
り
︑﹃
如
来
寿
量
品
﹄
と
い
う

久
遠
本
仏
を
描
い
て
い
る
の
が
一
六
章
で
あ
る
が
︑﹃
法
華

経
﹄
が
す
ご
い
と
思
う
の
は
︑
そ
れ
をIf

で
始
め
て
い
る
こ

と
だ
︒

大
乗
仏
教
経
典
の
す
べ
て
はIf

で
あ
り
︑﹁
如
是
我
聞
﹂
と

い
う
の
は
ま
さ
にIf

設
定
で
︑
マ
ジ
ッ
ク
だ
︒
こ
こ
か
ら
経

典
を
量
産
で
き
る
︒﹁
私
は
こ
の
よ
う
に
聞
い
た
﹂︑﹁
も
し
お

釈
迦
さ
ん
が
こ
う
語
っ
た
ら
︑
こ
う
で
あ
ろ
う
﹂
の
よ
う
に
︑

ま
さ
に
想
像
力
の
全
面
展
開
の
世
界
が
大
乗
仏
教
の
経
典
世

界
だ
と
思
う
︒

If

マ
ジ
ッ
ク
と
い
う
も
の
を
大
乗
仏
教
は
駆
使
し
︑
そ
れ

が
密
教
に
な
る
と
︑
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
よ
う
な
加
持
祈
禱

の
レ
ベ
ル
に
つ
な
げ
て
い
く
︒
そ
し
て
一
生
そ
れ
を
庶
民
の

要
求
に
︑
つ
ま
り
現
実
に
身
近
な
︑
お
金
が
な
い
と
か
︑
恋

人
が
ほ
し
い
と
い
う
よ
う
な
︑
世
俗
の
現
世
利
益
ま
で
か
な

え
さ
せ
て
い
く
よ
う
なIf

と
︑
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
と
い
う
も
の

の
接
続
を
加
持
祈
禱
で
行
っ
た
と
思
う
︒

ま
さ
に
大
乗
仏
教
や
密
教
と
い
う
の
は
︑
演
劇
を
現
実
化

す
る
と
い
う
行
為
だ
っ
た
︒
そ
こ
の
と
こ
ろ
が
今
日
の
や
り

取
り
で
︑
非
常
に
鮮
や
か
に
な
っ
て
き
た
︒
そ
こ
に
大
乗
仏
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教
を
入
れ
る
と
︑
よ
り
仏
教
の
特
質
が
分
か
っ
て
く
る
︒
ま

さ
に
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
は
大
乗
仏
教
的
な
世
界
を
表
現

し
て
い
る
︒

上
世　

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
は
最
初
︑
プ
ラ
ー
ナ
と
い
う

ヨ
ー
ガ
用
語
を
使
っ
て
俳
優
指
導
を
し
て
い
た
︒
こ
れ
は
﹃
ス

タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
と
ヨ
ー
ガ
﹄︵
セ
ル
ゲ
イ
・
チ
ェ
ル
カ
ッ
ス

キ
ー
︑
堀
江
新
二
訳
︑
未
來
社
︑
二
〇
一
五
年
︶
の
中
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
︒
こ
の
プ
ラ
ー
ナ
が
︑
や
が
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い

う
言
葉
に
代
わ
る
︒
ヨ
ー
ガ
的
な
言
葉
だ
と
︑
イ
ン
ド
の
観

念
論
に
触
れ
︑
宗
教
性
を
一
部
含
ん
で
く
る
の
で
︑
そ
の
シ

ス
テ
ム
を
彼
は
こ
う
い
う
図
に
し
て
い
た
︵
図
1
︶︒

以
下
︑
こ
の
図
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
︑﹁
俳
優
の
仕
事

︱
俳
優
教
育
シ
ス
テ
ム　

第
二
部
﹂︵
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
︑
堀
江
新
二
他
訳
︑
未
來
社
︑
二
〇
〇
八

年
︶
第
一
三
章　
﹁
舞
台
に
お
け
る
総
体
的
な
自
己
感
覚
﹂
よ

り
引
用
す
る
︒
一
部
︑
用
語
の
翻
訳
が
違
う
と
こ
ろ
は
補
足

し
て
あ
る
︒
引
用
元
の
傍
点
は
省
略
し
た
︒

下
の
ほ
う
に
あ
る
三
つ
の
理
念
︑
す
な
わ
ち
わ
れ
わ
れ

の
芸
術
に
お
い
て
重
要
で
ゆ
る
ぎ
な
い
三
本
の
柱
が
あ
る
︒

︵
中
略
︶

1
︑
第
一
の
柱
の
理
念
は
次
の
よ
う
に
謳
っ
て
い
る
︒
舞

台
俳
優
の
芸
術
は
︑
内
的
お
よ
び
外
的
行
動
の
芸
術
だ
︒

2
︑
第
二
の
柱
は
プ
ー
シ
キ
ン
の
次
の
よ
う
な
言
葉
だ
︒

﹁
与
え
ら
れ
た
状
況
に
お
け
る
情
熱
の
真
実
と
感
情
の
真
実

ら
し
さ
﹂

3
︑
第
三
の
柱
︒
自
然
そ
の
も
の
の
潜
在
意
識
に
よ
る
創

造
︱
俳
優
の
意
識
的
な
心
理
操
作
術
を
通
じ
て
︒

わ
れ
わ
れ
の
芸
術
の
三
つ
の
主
要
な
柱
の
上
に
二
つ
の
重

要
な
綱
領
が
成
り
立
つ
︒

4
︑
わ
れ
わ
れ
が
概
略
だ
け
を
勉
強
し
た
体
験
︵
追
体
験
︶

の
過
程
︒

5
︑
具
象
化
の
過
程
︒

︵
中
略
︶
こ
れ
ら
二
つ
の
綱
領
の
上
に
腰
を
据
え
て
い
る
の

は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
︒

6
︑
7
︑
8
︑
精
神
生
活
を
促
す
三
つ
の
推
進
力
︱
︵
中

略
︶
知
性
︵
知
恵
︶︑
意
志
︑
感
情
︑
あ
る
い
は
︑
イ
メ
ー

ジ
︑
判
断
︑
意
志
＝
感
情
︒

9
︑
新
し
い
戯
曲
と
新
し
い
役
が
精
神
生
活
を
推
進
す
る

も
の
の
な
か
に
浸
透
し
︑
そ
こ
に
種
を
蒔
き
︑
創
作
意
欲

を
呼
び
起
こ
す
︒

10
︑
精
神
生
活
を
推
進
す
る
も
の
が
︑
戯
曲
や
役
の
蒔
き

落
と
さ
れ
た
種
を
手
に
し
て
め
ざ
す
流
れ
︒︵
中
略
︶

11
︑
わ
れ
わ
れ
の
心
の
内
的
領
域
お
よ
び
︑
わ
れ
わ
れ
が

以
前
︿
要
素
﹀
と
呼
ん
で
い
た
︵
中
略
︶
あ
ら
ゆ
る
も
の

を
備
え
た
わ
れ
わ
れ
の
創
造
活
動
の
た
め
の
器
官
︒︵
中

略
︶
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
は
︑
す
な
わ
ち
︑︵
a
︶
想
像
と
そ

の
虚
構
︵︿
も
し
も
﹀︑
役
の
与
え
ら
れ
た
状
況
︶︑︵
b
︶
断

片
と
課
題
︑︵
c
︶
注
意
と
対
象
︑︵
d
︶
行
動
︑︵
e
︶
真

実
の
感
情
と
確
信
︑︵

f
︶
内
的
テ
ン
ポ
・
リ
ズ
ム
︑︵
g
︶

情
緒
的
記
憶
︑︵
h
︶
交
流
︑︵

i
︶
適
応
︑︵

j
︶
倫
理
と

一
貫
性
︑︵
k
︶
性
格
︑︵

l
︶
舞
台
に
お
け
る
魅
力
︑︵
m
︶

モ
ラ
ル
と
規
律
︑︵
n
︶
抑
制
と
完
結
性
︒
こ
れ
ら
の
要
素

は
す
べ
て
心
の
領
域
の
な
か
で
生
き
て
お
り
︑
俳
優
の
精

神
生
活
を
推
進
す
る
も
の
︵
知
恵
︑
意
志
︑
感
情
︶
が
そ
こ

に
根
づ
い
た
役
の
心
の
一
部
と
と
も
に
︑
こ
の
心
の
領
域

に
入
り
込
ん
で
く
る
︒︵
中
略
︶

12
︑
こ
れ
も
同
じ
よ
う
に
︑
役
を
演
じ
る
俳
優
の
精
神
生

活
を
推
進
す
る
も
の
が
め
ざ
す
流
れ
だ
が
︑
す
で
に
変
容

図１　スタニスラフスキーによるシステムの図
（セルゲイ・チェルカッスキー、堀江新二訳『スタニスラフスキーとヨーガ』未來
社、2015年より）
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し
て
し
ま
っ
た
も
の
︒︵
中
略
︶
戯
曲
の
︿
要
素
﹀
だ
け
で

な
く
︑
俳
優
自
身
の
︿
要
素
﹀
を
色
調
や
色
彩
を
徐
々
に

取
り
込
ん
で
い
っ
た
い
ま
で
は
︑
知
恵
︑
意
志
︑
感
情
が

め
ざ
す
流
れ
は
識
別
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
︒

13
︑
こ
れ
が
︑
精
神
生
活
を
推
進
す
る
も
の
の
め
ざ
す
あ

ら
ゆ
る
流
れ
が
ひ
と
つ
に
結
ば
れ
る
結
接
点
で
︑
わ
れ
わ

れ
が
︿
舞
台
に
お
け
る
内
的
な
自
己
感
覚
﹀
と
呼
ん
で
い

る
精
神
状
態
だ
︒

14
︑
こ
れ
は
︑
精
神
生
活
を
推
進
す
る
も
の
の
め
ざ
す
さ

ま
ざ
ま
な
流
れ
が
︑
ま
る
で
焼
き
直
し
で
も
し
た
よ
う
に

互
い
に
ひ
と
つ
に
結
び
つ
け
ら
れ
︑
究
極
課
題
︵
超
課
題
︶

へ
と
向
か
っ
て
い
く
と
こ
ろ
だ
︒
こ
れ
ら
が
変
容
し
て
︑
役

に
近
づ
け
ら
れ
た
い
ま
︑
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
を
︿
一
貫

し
た
行
動
︵
貫
通
行
動
︶
の
流
れ
﹀
と
名
づ
け
る
︒

15
︑
い
ま
の
と
こ
ろ
お
ぼ
ろ
げ
で
︑
完
全
に
定
ま
っ
て
い

な
い
︿
究
極
課
題
︵
超
課
題
︶﹀︒

図
表
の
右
側
の
部
分
は
︑︵
中
略
︶
第
二
の
過
程
︑
す
な
わ

ち
外
的
具
象
化
の
過
程
を
表
し
て
い
る
︒

鎌
田
氏
補
足　

こ
れ
は
カ
バ
ラ
に
ほ
ぼ
似
て
い
る
︒
カ
バ
ラ

は
︑
ケ
テ
ル
と
い
う
よ
う
な
王
冠
︑
超
課
題
が
王
冠
で
︑
マ

ル
ク
ト
と
い
う
の
が
王
国
︑
国
で
あ
る
︒
わ
れ
わ
れ
は
現
実

世
界
︑
マ
ル
ク
ト
と
い
う
王
国
に
い
る
︒
つ
ま
り
物
質
世
界

に
い
る
︒
物
質
世
界
に
い
る
人
間
に
と
っ
て
︑
超
課
題
は
王

冠
の
世
界
︑
神
の
世
界
だ
と
︒

一
番
究
極
は
エ
ン
ソ
フ
と
い
う
光
の
世
界
で
︑
神
の
永
遠

の
世
界
だ
が
︑
そ
こ
か
ら
一
〇
の
セ
フ
ィ
ロ
ト
と
い
う
チ
ャ

ク
ラ
の
セ
ン
タ
ー
み
た
い
な
と
こ
ろ
を
関
与
し
て
︑
そ
し
て

王
国
と
い
う
一
〇
の
段
階
ま
で
下
り
て
く
る
︒
下
か
ら
も
上

に
上
が
っ
て
く
る
︒

一
番
キ
ー
に
な
る
の
は
六
番
目
で
︑
テ
ィ
フ
ァ
レ
ッ
ト

︵
美
︶
で
あ
る
︒
こ
れ
は
知
恵
︑
意
思
︑
感
情
の
︑
ま
さ
に
感

情
で
あ
る
︒
カ
バ
ラ
で
は
︑
六
番
目
の
テ
ィ
フ
ァ
レ
ッ
ト
が

こ
こ
に
お
け
る
感
情
︒
だ
か
ら
こ
の
図
で
は
︑
最
も
重
要
な

も
の
は
感
情
だ
と
考
え
る
︒
感
情
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
の

は
︑
身
心
変
容
技
法
の
一
番
重
要
な
︑
真
実
感
覚
とIf

︑
方

便
と
の
間
の
も
し
も
を
一
体
化
す
る
と
き
の
重
要
な
部
分
で

あ
る
︒
そ
の
感
情
に
お
い
て
︑
ず
っ
と
ど
こ
ま
で
も
一
つ
に

な
っ
て
︑
ひ
と
ま
と
ま
り
の
状
態
に
な
っ
た
と
き
に
︑
自
分

の
中
で
一
体
感
の
真
実
感
覚
み
た
い
な
も
の
が
生
ま
れ
て
く

る
の
か
も
し
れ
な
い
︒

そ
れ
か
ら
︑﹃
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
と
ヨ
ー
ガ
﹄
に
書
い

て
あ
る
よ
う
に
︑
ソ
ビ
エ
ト
革
命
後
︑
プ
ラ
ー
ナ
と
い
う
五

大
イ
ン
ド
の
伝
統
思
想
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
関
連
の
用
語
と
見
な

さ
れ
た
の
で
︑
そ
れ
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
︑
よ
り
物
質
科

学
的
な
用
語
に
切
り
替
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
︒
そ
し
て
超

意
識
と
か
︑
潜
在
意
識
の
概
念
が
構
成
さ
れ
る
︒
ヴ
ィ
パ
ッ

サ
ナ
ー
瞑
想
で
い
う
と
こ
ろ
の
集
中
で
あ
る
サ
マ
デ
ィ
︵
三

昧
︶
は
︑
い
く
つ
も
の
段
階
に
分
か
れ
て
い
て
︑
一
番
高
い

段
階
は
修
行
者
が
自
分
の
瞑
想
の
対
象
に
完
全
に
飲
み
込
ま

れ
た
状
態
を
指
す
︒
ヨ
ー
ガ
に
と
っ
て
そ
の
瞑
想
の
対
象
は

神
で
あ
り
︑
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
に
と
っ
て
瞑
想
の
対
象

は
役
で
あ
っ
た
︒
神
で
あ
る
か
役
で
あ
る
か
と
い
う
違
い
は

あ
る
が
︑
役
に
没
入
し
て
一
体
化
す
る
と
い
う
の
は
︑
ま
さ

に
ヨ
ー
ガ
的
な
瞑
想
法
︒
こ
れ
は
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
的
な
瞑

想
法
と
は
違
う
け
れ
ど
︑
し
か
し
イ
ン
ド
の
瞑
想
の
一
つ
の

パ
タ
ー
ン
を
持
っ
て
い
る
︒

一
番
関
心
を
持
っ
た
の
は
︑
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
は
最

終
段
階
を
役
と
一
体
化
し
た
﹁
我
あ
り
﹂
と
い
う
状
態
に
し

て
い
た
こ
と
︒
世
阿
弥
は
﹁
無
心
﹂
と
い
う
が
︑
西
欧
的
な

考
え
方
の
人
間
観
︑
あ
る
い
は
演
劇
観
と
︑
ア
ジ
ア
と
日
本

の
演
劇
観
︑
ま
た
は
人
間
観
と
の
違
い
で
も
あ
る
の
か
と
思

う
︒﹁
無
心
の
境
地
﹂
と
﹁
我
あ
り
﹂
と
い
う
の
は
言
葉
の
上

か
ら
だ
け
す
る
と
対
極
で
あ
る
︒

し
か
し
対
極
に
あ
り
な
が
ら
︑
演
劇
人
と
し
て
は
︑
そ
ん

な
に
大
き
な
違
い
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
︒﹁
我
あ
り
﹂
の

状
態
に
お
い
て
起
こ
る
こ
と
は
︑
世
界
生
命
と
の
心
的
一
体

化
で
あ
る
︒
そ
し
て
物
質
や
世
界
に
対
す
る
ぎ
こ
ち
な
さ
や

不
安
感
は
消
え
る
︒
俳
優
が
﹁
我
あ
り
﹂
の
状
態
に
入
り
込

ん
だ
と
き
︑
観
客
の
前
で
創
造
す
る
と
い
う
正
常
で
は
な
い

条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
俳
優
の
精
神
的
︑
身
体
的
危
機
感

は
︑
舞
台
上
で
人
間
の
法
則
に
従
い
︑
実
生
活
と
同
じ
よ
う

に
正
常
に
働
く
状
態
に
な
る
︒
そ
れ
が
舞
台
で
実
現
し
た
と

き
に
︑
ア
ニ
シ
モ
フ
が
言
う
真
実
感
覚
の
舞
台
が
そ
こ
に
顕

現
し
て
︑
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
観
客
の
中
に
入
り
込
ん
で
︑
生

活
を
変
え
る
ま
で
の
何
か
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
︑
世
界
に
大

き
な
︑
よ
い
影
響
を
与
え
得
る
と
い
う
こ
と
が
起
こ
る
の
で

は
と
思
う
︒

上
世　
﹁
我
あ
り
﹂
と
い
う
の
は
︑
役
と
俳
優
の
一
体
化
だ
け

で
な
く
︑
世
界
生
命
や
宇
宙
と
一
体
化
し
て
い
る
状
態
で
あ

る
︒
つ
ま
り
自
然
の
中
に
﹁
我
あ
り
﹂
と
い
う
存
在
を
舞
台

の
上
で
体
感
す
る
こ
と
で
あ
り
︑
す
べ
て
と
つ
な
が
っ
て
い

る
状
態
だ
︒
舞
台
の
上
で
は
戯
曲
と
い
う
も
の
が
あ
り
︑
そ

の
世
界
の
中
に
い
な
が
ら
自
然
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
︒
世

界
生
命
と
の
神
的
一
体
化
︑
ま
さ
に
こ
れ
が
舞
台
上
で
起
こ

っ
て
い
る
こ
と
︒
そ
れ
は
役
に
限
ら
ず
︑
本
来
の
人
間
の
あ

る
べ
き
姿
と
し
て
︑
舞
台
上
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
の
が
︑

﹁
我
あ
り
﹂
の
状
態
だ
と
思
う
︒

＊ 

本
稿
は
二
〇
一
七
年
九
月
二
九
日
︑
第
六
〇
回
身
心
変
容
技
法

研
究
会
の
発
表
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
︒
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は
じ
め
に

私
は
土
方
巽
︵
一
九
二
八
︲
一
九
八
六
︶
の
稽
古
場
で
あ
る

ア
ス
ベ
ス
ト
館
に
一
九
七
八
年
か
ら
一
九
八
一
年
ま
で
在
籍

し
ま
し
た
︒
が
︑
そ
の
期
間
は
土
方
舞
踏
公
演
は
活
動
休
止

の
時
期
で
︑
私
は
土
方
の
舞
踏
作
品
に
出
演
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
︒
親
を
取
る
か
︑
師
を
取
る
か
の
決
断
に
迫
ら
れ
る
事

態
の
中
で
︑
土
方
の
元
を
逃
亡
し
た
私
は
︑﹁
い
つ
か
踊
る
﹂

た
め
に
野
口
三
千
三
主
宰
の
野
口
体
操
教
室
に
通
い
ま
し
た
︒

土
方
と
野
口
に
直
接
の
面
識
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

一
九
八
六
年
の
土
方
の
死
を
契
機
に
︑
母
校
の
大
学
院
で

土
方
研
究
を
始
め
︑
修
士
︑
博
士
論
文
で
明
ら
か
に
な
っ
た

﹁
土
方
巽
・
暗
黒
舞
踏
技
法
﹂
に
よ
っ
て
︑
私
は
︑
た
っ
た
一

度
だ
け
で
い
い
か
ら
と
願
い
︑
一
九
九
二
年
江
の
島
の
﹁
天

文
館
﹂
と
い
う
小
劇
場
で
﹃
献
花
﹄
を
踊
り
ま
し
た
︒
江
の

島
の
﹃
献
花
﹄
を
見
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
寺
山
修
司
元
夫
人

の
九
條
今
日
子
さ
ん
か
ら
﹁
寺
山
の
た
め
に
も
﹃
献
花
﹄
を

踊
っ
て
や
っ
て
﹂
と
言
わ
れ
︑
翌
年
︑
寺
山
さ
ん
が
好
き
だ

っ
た
イ
タ
リ
ア
の
ス
ポ
ー
レ
ッ
ト
演
劇
祭
で
初
め
て
の
海
外

公
演
を
行
い
ま
し
た
︒
そ
の
後
︑
草
の
根
運
動
的
に
﹃
献
花
﹄

を
一
三
カ
国
二
〇
都
市
で
踊
り
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

今
日
の
こ
の
発
表
の
一
〇
日
後
の
二
〇
一
七
年
一
〇
月
と
一

一
月
に
﹁
三
上
賀
代
︿
最
後
﹀
の
﹃
献
花
﹄﹂
と
し
て
東
京
︑

京
都
二
都
公
演
を
行
う
予
定
で
す
︵
写
真
1
︶︒

﹁
錯
乱
と
い
う
名
の
創
造
﹂﹁
け
つ
頭
﹂
と
い
っ
た
土
方
の

言
葉
は
︑
論
理
や
分
析
を
排
除
し
た
﹁
踊
り
﹂
の
状
態
︑
ま

さ
に
身
心
変
容
を
示
し
て
い
ま
す
︒
野
口
先
生
も
ま
た
﹁
無

脳
の
人
﹂︑﹁
感
覚
こ
そ
力
﹂
と
頭
脳
優
位
の
近
代
を
危
ぶ
み

ま
し
た
︒

一
九
九
二
年
﹃
献
花
﹄
初
演
時
に
︑
演
出
担
当
の
夫
で
あ

る
元
天
井
桟
敷
団
員
の
作
家
・
三
上
宥
起
夫
と
と
も
に
﹁
と

り
ふ
ね
舞
踏
舎
﹂
を
創
設
し
ま
し
た
︒﹁
と
り
ふ
ね
﹂
の
名
は
︑

野
口
体
操
教
室
で
出
会
い
多
く
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
元
東

京
学
芸
大
学
教
授
で
折
口
信
夫
門
下
の
国
文
学
者
・
米
津
千

之
先
生
が
主
宰
す
る
﹁
滝
行
の
会
と
り
ふ
ね
舎
﹂
か
ら
い
た

だ
き
ま
し
た
︒
米
津
先
生
か
ら
﹁
踊
り
を
踊
っ
て
い
る
な
ら

滝
行
に
お
い
で
﹂
と
お
誘
い
い
た
だ
き
︑
関
東
近
県
で
毎
月

行
う
滝
行
に
︑
幼
い
子
供
た
ち
を
連
れ
て
十
余
年
通
い
ま
し

た
︒﹁
こ
と
ば
の
苑
﹂
を
主
宰
す
る
米
津
先
生
か
ら
︑
私
の
理

解
不
足
な
が
ら
﹁
禊
祓
い
﹂
の
教
え
や
﹁
こ
と
ば
は
こ
こ
ろ

の
た
べ
も
の
﹂﹁
日
常
が
行
﹂
と
い
う
姿
勢
も
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
︒
土
方
︑
野
口
︑
米
津
の
三
師
に
導
か
れ
私
は
踊

り
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
︒

初
演
の
﹃
献
花
﹄
を
見
た
地
元
湘
南
の
中
高
年
の
方
か
ら

の
要
望
で
︑
野
口
体
操
を
ベ
ー
ス
に
し
た
﹁
か
ら
だ
の
教
室
﹂

を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
そ
し
て
一
九
九
四
年
﹁
か
ら

だ
の
教
室
﹂
の
五
〇
代
か
ら
八
〇
代
の
一
般
主
婦
に
よ
る
﹁
と

り
ふ
ね
舞
踏
舎
﹂
傘
下
﹁
湘
南
舞
踏
派
﹂
が
生
ま
れ
︑
二
〇

〇
一
年
に
は
京
都
精
華
大
学
生
を
中
心
に
﹁
平
安
舞
踏
派
﹂

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
私
の
ソ
ロ
公
演
以
外
に

写真１　『献花』（フランス・アヴニョ
ン祭）

土
方
巽
・
暗
黒
舞
踏
の
身
心
変
容
技
法　
　

第
四
部
❖
芸
術
・
武
術
と
い
う
ワ
ザ
学

三
上
賀
代

京
都
精
華
大
学
教
授
／
舞
踊
学
・
土
方
巽
研
究
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湘
南
舞
踏
派
と
平
安
舞
踏
派
参
加
公
演
も
国
内
外
で
続
け
て

き
ま
し
た
︒
教
え
る
こ
と
を
通
し
て
私
の
舞
踏
理
解
も
深
ま

っ
た
よ
う
で
す
︒

﹁
と
り
ふ
ね
舞
踏
舎
﹂
は
︑
土
方
の
弟
子
と
寺
山
の
弟
子
と

い
う
ア
ン
グ
ラ
夫
婦
で
続
け
て
い
ま
す
︒
夫
は
一
九
六
〇
年

代
末
の
学
生
運
動
後
︑
大
学
を
中
退
し
︑
行
き
場
な
く
渋
谷

を
歩
い
て
い
て
何
も
知
ら
ず
地
下
に
降
り
て
い
っ
た
ら
︑
そ

こ
が
寺
山
修
司
主
宰
の
﹁
劇
団
天
井
桟
敷
﹂
と
い
う
小
劇
場

だ
っ
た
︒
演
劇
が
や
り
た
い
わ
け
で
も
な
く
︑
寺
山
さ
ん
と

同
郷
の
﹁
青
森
出
身
﹂
と
い
う
こ
と
だ
け
で
天
井
桟
敷
に
身

を
寄
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒

1
土
方
巽
と
舞
踏

私
の
土
方
舞
踏
と
の
出
合
い

私
は
︑
一
九
七
二
年
に
徳
島
の
田
舎
か
ら
東
京
の
お
茶
の

水
女
子
大
学
に
来
ま
し
た
︒
そ
の
年
︑
大
駱
駝
艦
旗
揚
げ
公

演
で
土
方
先
生
を
見
て
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
︒
何
も
知
ら
ず

に
見
に
行
っ
て
︑
白
塗
り
剃
髪
の
裸
の
男
た
ち
が
高
い
天
井

か
ら
ぶ
ら
下
が
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
に
は
何
の
衝
撃
も
魅

力
も
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
︒
が
︑
土
方
さ
ん
と
い
う
名
前
も

知
ら
な
く
て
︑
客
席
か
ら
﹁
光
の
粉
﹂
の
よ
う
に
た
だ
移
行

し
て
い
く
だ
け
の
姿
に
︑
私
の
罪
を
背
負
う
キ
リ
ス
ト
を
見
︑

私
は
﹁
許
さ
れ
て
在
る
﹂
と
い
う
思
い
に
慟
哭
し
ま
し
た
︒
私

は
自
分
の
表
現
観
と
か
演
技
術
と
か
が
全
部
ひ
っ
く
り
返
る

く
ら
い
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
︒

で
も
︑﹁
こ
れ
は
や
ば
い
な
﹂
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
し

た
︒
私
は
入
学
し
た
女
子
大
が
合
わ
な
く
て
︑
早
稲
田
大
学

大
隈
講
堂
裏
の
劇
団
﹁
こ
だ
ま
﹂
で
学
生
演
劇
を
し
て
い
ま

し
た
︒
演
劇
仲
間
に
聞
い
た
ら
︑﹁
い
や
︑
土
方
さ
ん
は
駄
目

駄
目
︒
危
な
い
﹂
と
言
わ
れ
ま
し
た
︒
土
方
さ
ん
の
所
へ
行

っ
た
ら｢

女
の
子
は
地
方
に
シ
ョ
ー
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
売
り

飛
ば
さ
れ
る
﹂﹁
土
方
さ
ん
は
納
豆
で
顔
を
洗
っ
て
い
る
﹂
等
︑

い
ろ
い
ろ
な
風
評
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
︒
ち
な
み
に
後
日
︑

土
方
さ
ん
の
稽
古
場
で
﹁
納
豆
で
顔
を
洗
う
﹂
と
い
う
舞
踏

譜
を
習
い
ま
し
た
︒

大
学
卒
業
後
︑
六
本
木
﹁
自
由
劇
場
﹂
研
究
生
を
経
︑
嘱

託
社
員
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
ば
か
り
の
﹃
毎
日
こ
ど
も
し
ん

ぶ
ん
﹄
の
編
集
記
者
を
し
て
い
ま
し
た
︒
が
︑
や
は
り
舞
台

へ
の
想
い
断
ち
が
た
く
︑
通
勤
電
車
に
乗
れ
な
い
ほ
ど
の
心

身
症
に
な
り
ま
し
た
︒
そ
ん
な
と
き
︑
気
が
付
い
た
ら
土
方

さ
ん
の
前
に
連
れ
て
行
か
れ
て
い
た
と
い
う
運
命
的
な
運
ば

れ
方
を
し
ま
し
た
︒

﹁
三
上
先
生
は
勇
敢
だ
︒
俺
た
ち
音
楽
や
っ
て
る
者
は
ジ
ミ

ヘ
ン
︵
麻
薬
で
早
逝
し
た
ギ
タ
リ
ス
ト
︑
ジ
ミ
ー
・
ヘ
ン
ド
リ
ッ

ク
ス
︶
に
は
手
を
出
さ
な
い
︒
先
生
は
土
方
の
所
に
行
っ
た

ん
だ
﹂
と
大
学
の
舞
踊
史
の
授
業
で
土
方
の
ビ
デ
オ
を
見
た

学
生
が
コ
メ
ン
ト
カ
ー
ド
に
書
い
て
き
ま
し
た
︒
で
も
私
は

勇
敢
だ
っ
た
の
で
は
な
く
︑
た
だ
運
ば
れ
て
行
っ
た
だ
け
な

の
で
す
︒

﹁
言
葉
と
妙
な
も
の
だ
け
で
︑
う
ま
く
生
き
て
き
た
人
生
を

封
じ
込
め
よ
﹂
と
稽
古
場
で
土
方
か
ら
言
わ
れ
︑
私
の
日
常

性
は
完
膚
な
き
ま
で
に
壊
さ
れ
ま
し
た
︒

土
方
先
生
と
三
島
由
紀
夫
さ
ん

﹁
瀧
口
︵
修
造
︶
先
生
が
死
ん
だ
︒
饅
頭
を
買
っ
て
来
い
﹂

と
先
生
に
言
わ
れ
︑
夜
の
稽
古
場
で
買
っ
て
き
た
饅
頭
を
み

ん
な
で
食
べ
ま
し
た
︒
ま
た
︑﹁
三
島
︵
由
紀
夫
︶
さ
ん
は
口

を
開
け
て
い
れ
ば
も
の
が
落
ち
て
く
る
よ
う
な
育
ち
方
を
し

た
︒
俺
は
野
良
犬
の
よ
う
に
匂
い
を
嗅
い
で
生
き
て
き
た
﹂

﹁
三
島
さ
ん
が
死
ん
だ
と
き
ゴ
ー
ン
と
鐘
が
鳴
っ
た
﹂
と
い
っ

た
話
も
夜
の
稽
古
場
で
の
酒
席
で
し
て
く
れ
ま
し
た
︒

三
島
さ
ん
が
土
方
さ
ん
を
世
に
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

三
島
さ
ん
の
﹃
禁
色
﹄
と
い
う
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
が
テ
ー
マ

の
小
説
の
タ
イ
ト
ル
を
無
断
借
用
し
た
︑
少
年
︵
大
野
慶
人
︶

と
男
︵
土
方 

︶
の
た
っ
た
一
五
分
の
作
品
で
す
︒
音
楽
も
照

明
も
動
き
さ
え
ほ
と
ん
ど
な
く
︑
た
だ
性
的
う
め
き
声
と
男

が
少
年
を
追
い
か
け
る
足
音
だ
け
が
聞
こ
え
︑
最
後
に
薄
明

か
り
の
中
で
男
役
の
土
方
さ
ん
が
股
間
で
ニ
ワ
ト
リ
を
絞
め

殺
す
︵
後
年
︑
土
方
夫
人
は
殺
し
て
な
い
と
証
言
︶
と
い
う
過

激
な
展
開
で
し
た
︒

た
っ
た
一
五
分
の
作
品
で
︑
全
日
本
芸
術
舞
踊
協
会
主
催

の
新
人
舞
踊
公
演
出
品
作
品
で
し
た
が
︑
そ
の
こ
ろ
バ
レ
エ

や
舞
踊
を
や
る
の
は
い
い
と
こ
ろ
の
お
嬢
さ
ん
だ
っ
た
か
ら
︑

み
ん
な
び
っ
く
り
し
て
客
席
か
ら
立
ち
上
が
り
︑
誰
も
い
な

く
な
っ
た
と
い
う
よ
う
な
伝
説
の
作
品
で
し
た
︒

合
田
成
男
さ
ん
と
い
う
舞
踊
評
論
家
が
た
だ
一
人
︑﹁
大
正

初
期
以
降
の
日
本
の
現
代
舞
踊
の
中
で
初
め
て
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
が
出
た
﹂
と
称
賛
し
ま
し
た
が
︑
他
の
人
は
︑
そ
ん
な

も
の
は
自
分
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
や
る
べ
き
だ
と
非
難
し
ま
し

た
︒
土
方
は
お
嬢
さ
ん
芸
で
し
か
な
い
頑
迷
な
舞
踊
界
に
失

望
し
︑
芸
術
舞
踊
協
会
を
脱
会
し
ま
す
︒
そ
れ
を
三
島
さ
ん

が
聞
き
つ
け
て
︑
自
分
の
作
品
を
無
断
で
使
っ
て
い
る
面
白

い
男
が
い
る
ら
し
い
︑
と
ア
ス
ベ
ス
ト
館
と
い
う
土
方
さ
ん

の
奥
さ
ん
が
建
て
た
目
黒
の
稽
古
場
に
来
ら
れ
て
︑
お
二
人

の
交
友
が
始
ま
り
ま
し
た
︒

ち
な
み
に
︑
米
津
先
生
は
﹁
三
島
由
紀
夫
が
惟か

ん
な
が
ら神
を
理
解

し
て
い
た
ら
死
な
ず
に
す
ん
だ
の
に
な
あ
﹂
と
独
り
言
の
よ

う
に
つ
ぶ
や
い
て
い
ま
し
た
︒

﹁
先
生
︑
三
島
さ
ん
て
い
う
人
が
来
て
る
よ
﹂
と
伝
え
る
家

出
し
て
き
た
内
弟
子
に
︑
三
島
さ
ん
は
帰
り
際
︑﹁
駅
前
の
本

屋
に
行
っ
て
三
島
由
紀
夫
の
本
を
探
し
て
ご
ら
ん
﹂
と
言
わ

れ
︑
そ
れ
以
後
三
島
さ
ん
に
可
愛
が
ら
れ
た
と
い
う
先
輩
の

話
が
あ
り
ま
す
︒
三
島
さ
ん
は
文
壇
や
世
間
で
の
評
価
か
ら

離
れ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
館
で
の
時
間
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
た
の
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か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

三
島
さ
ん
が
い
た
か
ら
︑
あ
ん
な
形
で
土
方
さ
ん
は
世
間

に
出
て
し
ま
っ
た
︒
そ
れ
は
︑
彼
に
と
っ
て
不
幸
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
︑
合
田
成
男
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
︒

土
方
は
︑
裸
で
世
間
に
突
き
付
け
る
よ
う
な
過
激
な
作
品
よ

り
︑
出
身
地
秋
田
の
心
象
風
景
を
描
い
た
素
朴
な
作
品
も
あ

り
ま
し
た
の
で
︑
そ
う
い
う
自
分
の
か
ら
だ
の
中
に
埋
も
れ

て
い
る
よ
う
な
記
憶
を
掘
り
起
こ
す
作
業
を
し
た
ほ
う
が
︑
彼

の
芸
術
家
と
し
て
の
資
質
に
は
合
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
︒

で
も
︑
そ
の
時
代
の
澁
澤
龍
彦
︑
三
島
由
紀
夫
︑
横
尾
忠

則
と
い
っ
た
︑
い
ろ
い
ろ
な
芸
術
家
が
土
方
を
面
白
が
っ
て
︑

サ
ロ
ン
の
よ
う
に
ア
ス
ベ
ス
ト
館
に
や
っ
て
来
ま
し
た
︒

い
く
つ
か
前
衛
的
な
作
品
が
創
ら
れ
ま
す
が
︑
一
番
大
き

な
作
品
が
一
九
六
八
年
︑
日
本
青
年
館
ホ
ー
ル
で
の
﹃
土
方

巽
と
日
本
人
︱
肉
体
の
叛
乱
﹄
で
す
︒
裸
で
模
造
男
根
を

立
て
て
︑
最
後
は
キ
リ
ス
ト
の
よ
う
に
吊
ら
れ
て
客
席
か
ら

出
て
い
く
︒
こ
れ
も
ま
た
衝
撃
的
で
し
た
が
︑
学
生
運
動
世

代
が
共
感
し
︑
土
方
は
﹁
ア
ン
グ
ラ
の
旗
手
﹂
と
な
り
ま
す
︒

余
談
で
す
が
︑
後
年
ア
ス
ベ
ス
ト
禍
で
問
題
に
な
っ
た
﹁
ア

ス
ベ
ス
ト
﹂
を
輸
入
し
財
を
な
し
た
土
方
夫
人
元
藤
燁
子
の

父
上
の
援
助
で
建
て
ら
れ
た
﹁
ア
ス
ベ
ス
ト
館
﹂
は
︑
元
藤

の
最
初
の
夫
で
あ
る
ド
イ
ツ
表
現
主
義
舞
踊
を
日
本
に
と
り

入
れ
た
津
田
信
敏
と
元
藤
の
稽
古
場
で
し
た
︒
そ
こ
に
稽
古

に
来
た
土
方
が
元
藤
と
稽
古
場
の
両
方
を
盗
っ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す
が
︑
何
十
年
後
︑
病
床
の
津
田
さ
ん
を
見
舞

っ
た
土
方
に
﹁
君
は
い
い
仕
事
を
し
た
か
ら
許
す
よ
﹂
と
言

い
︑
土
方
は
津
田
さ
ん
の
棺
を
か
つ
い
だ
そ
う
で
す
︒

身
心
変
容
体
験

﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
︑﹁
舞
に
舞

わ
れ
て
﹂
と
い
う
世
阿
弥
の
言
葉
は
踊
り
手
の
真
髄
を
示
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
︒
が
︑
精
神
を
病
む
こ
と
に
な
る
ニ
ジ

ン
ス
キ
ー
や
ア
ル
ト
ー
等
︑
踊
り
や
演
劇
に
は
︑
触
れ
て
は

い
け
な
い
領
域
に
触
れ
て
し
ま
う
過
激
さ
が
あ
り
ま
す
︒
土

方
か
ら
﹁
健
康
な
狂
人
﹂
と
言
わ
れ
た
私
は
︑
逆
に
踊
る
こ

と
で
救
わ
れ
ま
し
た
︒

そ
し
て
私
は
ア
ス
ベ
ス
ト
館
で
体
験
し
た
身
心
変
容
に
よ

っ
て
踊
り
に
つ
か
ま
り
ま
し
た
︒
一
九
七
八
年
の
ア
ス
ベ
ス

ト
館
で
の
五
日
間
の
公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
私
は
﹁
壁
抜

け
体
験
﹂
を
し
ま
し
た
︒
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
最
終
日
︑
参
加

者
に
一
人
ず
つ
土
方
か
ら
タ
イ
ト
ル
が
与
え
ら
れ
︑
即
興
舞

踏
が
指
示
さ
れ
ま
し
た
︒
私
に
与
え
ら
れ
た
タ
イ
ト
ル
は
﹁
パ

ス
ポ
ー
ト
3
6
5
﹂︵
3
6
6
？
︶︒
稽
古
場
奥
の
平
台
の
上

に
座
る
土
方
の
ギ
ョ
ロ
リ
と
し
た
目
に
射
す
く
め
ら
れ
て
︑
私

は
﹁
こ
の
人
に
噓
は
通
用
し
な
い
﹂
と
思
い
ま
し
た
︒

蹲
っ
た
ま
ま
の
時
間
が
数
分
だ
っ
た
の
か
数
時
間
だ
っ
た

の
か
︒
私
は
指
一
本
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
︒

土
方
が
音
楽
を
か
け
た
の
か
︑
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
の
か
︒
窒

息
し
そ
う
に
な
っ
た
と
き
︑
フ
ッ
と
腕
が
引
っ
張
ら
れ
る
よ

う
に
上
が
り
︑
そ
の
腕
に
吊
ら
れ
て
腰
が
浮
き
︑
背
骨
が
引

っ
張
ら
れ
︑
そ
の
ま
ま
操
ら
れ
る
よ
う
に
立
っ
て
い
ま
し
た
︒

気
が
つ
く
と
運
ば
れ
る
よ
う
に
歩
き
出
し
︑
壁
の
前
に
来
て

も
︑
そ
の
ま
ま
壁
の
中
に
入
っ
て
い
け
る
と
い
う
﹁
壁
抜
け
﹂

体
験
を
し
ま
し
た
︒
生
き
て
も
死
ん
で
も
永
遠
に
﹁
歩
行
﹂

を
続
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
し
た
︒
土
方
に
追
い
詰
め
ら
れ
て

﹁
全
き
自
由
﹂
の
感
覚
を
得
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒
こ
れ
で

私
は
舞
踏
に
﹁
被
爆
﹂
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

2
身
心
変
容
の
舞
踏
を
実
践
す
る

体
験
舞
踏

次
に
身
心
変
容
の
例
と
し
て
の
ビ
デ
オ
を
お
見
せ
し
ま
す
︒

︵
ビ
デ
オ
上
映
︶

ご
覧
い
た
だ
い
た
映
像
は
一
九
九
九
年
パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩

で
︑
寺
山
修
司
さ
ん
の
衣
鉢
を
継
い
だ
︑
作
曲
家
J
・
A
・

シ
ー
ザ
ー
主
宰
の
﹁
万
有
引
力
﹂
が
中
心
に
な
っ
て
開
催
し

た
同
時
多
発
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
の
記
録
で
す
︒
私
た
ち
﹁
と

り
ふ
ね
舞
踏
舎
﹂
が
野
口
体
操
の
﹁
ほ
ぐ
し
﹂
か
ら
︑
友
人

の
書
道
家
が
書
を
書
い
た
白
い
麻
地
の
着
物
を
来
て
︑
顔
を

白
塗
り
し
︑
私
が
土
方
の
﹁
寸
法
の
歩
行
﹂
の
条
件
を
言
っ

て
﹁
体
験
舞
踏
﹂
を
試
み
ま
し
た
︒
ち
な
み
に
土
方
は
﹁
暗

黒
舞
踏
﹂
を
名
づ
け
る
前
に
一
時
期
﹁
体
験
舞
踏
﹂
を
名
乗

っ
て
い
ま
し
た
︒

月
の
き
れ
い
な
夜
で
し
た
︒﹁
あ
な
た
も
舞
踏
家
？
﹂
と
呼写真２　ほぐす（チェコ・オストラバ市、コンセルバトワール）
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び
か
け
ら
れ
た
︑
舞
踏
な
ど
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
老
若
男
女

が
︑
広
い
公
園
の
中
︑
遠
く
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
の
演
劇
の

叫
び
声
や
大
音
響
の
音
楽
な
ど
が
聞
こ
え
て
い
る
場
所
で
の
︑

白
塗
り
﹁
体
験
舞
踏
﹂
で
す
︒

野
口
体
操
に
よ
る「
ほ
ぐ
し
」と「
自
己
放
棄
」

野
口
体
操
の
﹁
ほ
ぐ
し
﹂
か
ら
始
め
ま
す
︵
写
真
2
︶︒﹁
気

持
ち
い
い
感
覚
﹂
を
手
掛
り
に
︑
力
を
抜
い
た
か
ら
だ
の
重

さ
を
揺
す
る
﹁
ユ
リ
︑
フ
リ
﹂
に
よ
っ
て
︑
か
ら
だ
と
心
と

脳
の
こ
わ
ば
り
を
ほ
ど
い
て
い
き
ま
す
︒
体
操
は
一
人
で
す

る
マ
ッ
サ
ー
ジ
︑
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
人
に
し
て
も
ら
う
体
操
で

す
︒
土
方
の
﹁
け
つ
頭
﹂
同
様
に
野
口
は
﹁
無
脳
の
人
﹂
を

提
唱
し
ま
す
︵
写
真
3
︶︒

ご
覧
い
た
だ
い
て
い
る
ビ
デ
オ
の
野
外
舞
踏
の
白
塗
り
の

メ
ン
バ
ー
は
湘
南
舞
踏
派
の
普
通
の
主
婦
た
ち
で
す
︒
五
〇

代
か
ら
八
〇
過
ぎ
で
の
主
婦
が
﹁
気
持
ち
い
い
﹂
を
手
掛
か

り
に
人
前
で
顔
が
崩
れ
る
の
も
い
と
わ
ず
︑
か
ら
だ
︑
心
︑
頭

を
﹁
ほ
ぐ
し
﹂
ま
す
︒
次
に
﹁
ニ
ワ
ト
リ
に
な
っ
て
﹂
の
﹁
コ

ケ
コ
ッ
コ
ー
﹂︒
ニ
ワ
ト
リ
の
脚
︑
手
も
三
本
に
腰
の
バ
サ
バ

サ
︑
首
は
エ
サ
を
つ
い
ば
む
た
め
に
ク
ッ
ク
ッ
ク
ッ
と
細
か

く
出
し
た
り
引
い
た
し
て
ニ
ワ
ト
リ
の
鳴
き
声
を
だ
す
︒﹁
コ

ケ
ッ
コ
ッ
コ
︑
モ
ウ
ケ
ッ
コ
﹂
な
ど
と
言
い
な
が
ら
も
七
〇

歳
を
越
え
た
上
品
な
主
婦
の
﹁
自
己
放
棄
﹂
で
す
︒
海
外
公

演
の
度
に
行
っ
て
き
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
も
同
じ
よ
う
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
︵
写
真
4
︶︒

ビ
デ
オ
で
即
興
﹁
あ
な
た
も
舞
踏
家
﹂
と
い
う
の
が
映
っ

て
い
ま
す
︒
い
ま
参
加
者
に
着
物
を
着
せ
た
り
し
て
い
る
の

が
︑
六
〇
歳
で
舞
踏
デ
ビ
ュ
ー
し
て
︑
現
在
八
三
歳
︑
い
ま

も
踊
っ
て
い
ま
す
︒
健
康
体
操
だ
と
思
っ
て
来
た
人
が
白
く

塗
っ
て
︑
う
ち
の
黒
金
閣
と
い
う
学
生
た
ち
が
つ
く
っ
て
く

れ
た
大
磯
の
山
の
中
に
あ
る
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
稽
古
や
い
ろ

い
ろ
発
表
会
を
し
て
い
ま
す
︒

後
で
﹁
舞
踏
の
歩
行
﹂
と
い
う
の
を
皆
さ
ん
に
も
や
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
︑
七
〇
歳
を
過
ぎ
た
主
婦
は

﹁
舞
台
に
出
た
い
の
じ
ゃ
な
い
︒
黒
金
閣
で
歩
行
し
て
い
る
と

か
ら
だ
と
樹
が
一
体
に
な
る
よ
う
な
感
覚
に
な
る
︒
だ
か
ら

や
め
ら
れ
な
い
﹂
と
言
う
︒
や
っ
ぱ
り
意
識
変
容
︒
私
自
身

も
そ
う
で
す
が
︑﹁
あ
な
た
が
私
︑
私
が
あ
な
た
﹂
の
よ
う
な

感
覚
に
か
ら
だ
が
な
っ
て
い
く
︒
そ
れ
は
野
口
体
操
で
緩
め

て
︑
ほ
ぐ
し
て
︑
道
具
に
し
て
き
た
か
ら
だ
を
も
っ
と
素
の

か
ら
だ
に
し
て
あ
げ
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
感
覚
で
す
︒

寸
法
の
歩
行

以
下
は
︑
土
方
巽
暗
黒
舞
踏
の
基
本
稽
古
と
し
て
の
﹁
寸

法
の
歩
行
﹂
の
条
件
で
す
︵
写
真
5
︶︒

天
界
と
地
界
の
は
ざ
ま
︑
寸
法
と
な
っ
て
移
行
す
る

頭
上
に
水
盤
︒
足
元
の
か
み
そ
り
の
刃

あ
ら
ゆ
る
関
節
が
ク
モ
の
糸
で
つ
ら
れ
て
い
る

写真４　自己放棄（スロベニア・リブリャー
ナ市）

写真３　委ねる(チェコ・ブルノ市)

写真５　寸法の歩行（イギリス・チェシャー州）
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空
洞
の
内
臓　

奥
歯
の
森
に
風

額
の
一
つ
目　

ガ
ラ
ス
の
目
玉

目
は
見
る
こ
と
を
止
め　

映
す
こ
と
の
方
が
は
や
い

歩
き
た
い
と
い
う
願
い
が
先
行
し
て　

体
が
後
か
ら
追
い

す
が
る

あ
な
た
の
前
に
ス
ラ
イ
ス
さ
れ
た
何
千
と
い
う
あ
な
た

あ
な
た
の
後
ろ
に
ス
ラ
イ
ス
さ
れ
た
何
千
と
い
う
あ
な
た

あ
な
た
は
出
て
い
く
あ
な
た
の
中
へ

こ
れ
は
土
方
さ
ん
が
言
葉
で
振
り
付
け
た
も
の
で
す
︒
こ

の
言
葉
に
導
か
れ
︑
土
方
舞
踏
の
基
本
の
﹁
寸
法
の
歩
行
﹂

が
始
ま
り
ま
す
︒
か
か
っ
て
い
る
曲
は
土
方
さ
ん
が
使
っ
て

い
た
﹁
タ
イ
ム　

ウ
イ
ン
ド
﹂︒

こ
う
い
う
こ
と
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
や
る
と
学
生
た
ち
が

泣
き
ま
す
︒
か
ら
だ
は
︑
何
か
す
る
た
め
の
道
具
じ
ゃ
な
い
︒

た
だ
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
る
︒
土
方
舞
踏
の
歩
行
は
﹁
歩

く
瞑
想
﹂
と
言
わ
れ
ま
す
︒
こ
の
曲
も
︑
ち
ょ
っ
と
は
ま
る

曲
で
す
︒
ビ
デ
オ
に
映
っ
て
い
る
痙
攣
し
始
め
た
男
の
子
は

こ
の
音
楽
が
か
か
っ
た
途
端
に
イ
ッ
ち
ゃ
い
ま
し
た
︒

こ
う
し
た
意
識
変
容
は
宮
城
教
育
大
学
の
学
生
で
も
あ
り

ま
し
た
︒﹁
木
に
な
る
﹂
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
た
ら
︑
本

当
に
手
が
木
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
腕
が
脇
か
ら
は
な
れ
な
く
な

っ
た
︒﹁
誰
か
離
し
て
く
れ
ー
﹂
っ
て
気
持
ち
は
し
っ
か
り
し

て
い
る
け
ど
︑
か
ら
だ
が
勝
手
に
動
き
出
す
︒

日
常
生
活
状
態
か
ら
木
に
な
っ
た
り
︑
風
に
な
っ
た
り
︑
草

に
な
っ
た
り
︑
石
に
な
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
通
し

て
自
分
の
か
ら
だ
の
中
に
降
り
て
い
き
ま
す
︒

土
方
さ
ん
の
死
の
一
カ
月
前
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
最
後

の
言
葉
は
﹁
極
希
薄
化
し
た
内
触
角
は
無
限
に
遠
く
︑
極
微

細
化
し
た
外
触
覚
は
無
限
に
高
く
︑
霧
深
く
深
く
な
っ
た
と

き
︑
気
が
つ
く
と
彼
は
峨
々
た
る
山
を
引
い
て
い
る
の
だ

︙
︙
﹂
で
す
︒

﹁
舞
踏
は
空
間
の
創
造
﹂
と
土
方
は
言
い
ま
し
た
︒﹁
日
本

の
現
代
舞
踊
は
空
間
恐
怖
症
で
︑
暴
れ
て
空
間
を
埋
め
よ
う

と
す
る
﹂
と
も
言
い
ま
し
た
︒

私
た
ち
は
舞
台
の
中
で
一
番
端
の
人
と
も
ず
っ
と
糸
で
つ

な
が
っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
︒
ぱ
っ
と
あ
っ
ち
の
人
が
動

く
と
︑
こ
っ
ち
の
人
が
空
間
を
超
え
て
反
応
す
る
︒
稽
古
場

の
空
間
全
体
が
一
つ
の
か
ら
だ
で
︑
神
経
網
で
つ
な
が
っ
て

い
る
よ
う
で
す
︒

土
方
さ
ん
は
︑
一
〇
〇
〇
人
の
観
客
の
前
で
も
︑
一
番
上

の
客
席
の
人
を
実
況
中
継
す
る
よ
う
な
踊
り
を
踊
れ
と
言
い

ま
し
た
︒
劇
場
空
間
も
ま
た
神
経
網
が
は
ら
れ
た
ひ
と
つ
の

か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒
踊
り
へ
の
集
中

と
そ
れ
を
見
て
い
る
覚
醒
︑﹁
集
中
と
覚
醒
﹂
と
い
う
の
が
同

時
に
あ
る
わ
け
で
す
︒

こ
の
﹁
寸
法
の
歩
行
﹂
で
ベ
ー
ス
を
つ
く
っ
て
︑
今
度
は

き
つ
く
苦
し
い
こ
と
で
﹁
し
ば
る
﹂︒
サ
ー
カ
ス
の
シ
ル
ク
・

ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
の
美
術
監
督
が
私
の
舞
台
を
見
て
く
れ
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
呼
ん
で
く
れ
ま
し
た
︒
私
た
ち
は
シ
ル

ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
︑
木
下

サ
ー
カ
ス
み
た
い
な
も
の
だ
ろ
う
と
暢
気
に
行
っ
て
驚
き
ま

し
た
︒
彼
女
た
ち
は
抜
群
の
身
体
能
力
で
︑
心
も
柔
軟
で
す
︒

そ
れ
は
当
然
で
す
︒
半
年
も
の
長
期
間
を
何
百
人
の
チ
ー
ム

で
移
動
し
︑
危
険
な
技
を
ほ
ぼ
休
日
な
く
続
け
る
︒
み
ん
な

天
使
み
た
い
で
す
︒
猜
疑
心
と
か
が
あ
る
と
事
故
に
な
り
ま

す
︒か

ら
だ
中
ふ
に
ゃ
ふ
に
ゃ
だ
し
何
を
さ
せ
た
ら
い
い
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
︒
が
︑
土
方
舞
踏
の
基
本
の
田
ん
ぼ
の

中
の
ぬ
か
る
ん
だ
足
の
﹁
中
腰
﹂
と
そ
れ
で
の
移
動
が
で
き

な
い
の
で
す
︵
写
真
6
︶︒

模
範
演
技
も
し
て
い
な
い
し
当
然
な
ん
で
す
が
︑
背
後
が

な
い
ん
で
す
︒
後
ろ
の
空
間
が
な
い
か
ら
︑
前
だ
け
に
し
か

行
っ
て
い
な
い
︒﹁
空
間
恐
怖
症
の
現
代
舞
踊
﹂
と
い
う
言
い

方
を
土
方
先
生
は
し
ま
し
た
︒
動
き
で
空
間
を
埋
め
て
い
く
︑

そ
う
で
は
な
く
て
︑
い
か
に
空
間
を
創
出
で
き
る
か
が
大
切

で
す
︒

最
初
の
一
歩
が
出
せ
ま
す
か

大
学
人
文
学
部
の
私
の
﹁
身
体
表
現
ゼ
ミ
﹂
に
は
表
現
者

希
望
の
学
生
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
︒
が
︑
授
業
で
も
一
〇

年
や
り
ま
し
た
︒
前
期
︑
四
月
か
ら
七
月
ま
で
毎
週
︑
野
口

体
操
で
か
ら
だ
を
﹁
ほ
ぐ
す
﹂︒
緩
め
て
︑
ど
う
や
っ
て
立
っ

て
い
け
る
の
か
︒
野
口
先
生
が
行
っ
て
い
た
﹁
卵
立
て
﹂
を

授
業
に
取
り
入
れ
︑
か
ら
だ
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
を
足
場
に 写真６　大地に向かって飛ぶ鳥（スロベニア・リブリャーナ市街）
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し
て
﹁
立
つ
﹂
か
ら
﹁
直
立
交
替
二
足
歩
行
﹂
を
問
い
ま
し

た
︵
写
真
7
︶︒﹁
最
初
の
一
歩
が
出
せ
ま
す
か
﹂︒
満
月
の
夜
︑

大
学
の
野
外
で
︑
白
塗
り
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
ま
す
︒
池

の
そ
ば
で
寝
転
が
っ
て
ず
っ
と
目
を
開
け
た
ま
ま
い
た
子
も
︑

石
に
な
っ
て
い
た
子
も
い
ま
し
た
︒
よ
ろ
よ
ろ
と
立
ち
上
が

れ
た
け
れ
ど
︑
一
歩
が
出
せ
な
い
で
︑
ず
っ
と
崩
れ
続
け
た

り
︑
い
ろ
ん
な
子
に
出
会
い
ま
し
た
︒
ち
ょ
っ
と
意
識
が
変

性
状
態
み
た
い
に
な
る
経
験
を
最
初
の
ゼ
ミ
生
た
ち
が
し
た

よ
う
で
︑
こ
の
日
は
い
つ
も
先
輩
た
ち
が
見
張
り
に
立
っ
て

く
れ
た
り
し
ま
す
︒

ほ
と
ん
ど
動
か
な
い
白
い
人
た
ち
が
立
っ
て
い
る
静
謐
な

空
間
を
見
て
︑
夫
は
驚
い
て
い
ま
し
た
︒
素
直
な
感
覚
で
︑

﹁
か
ら
だ
に
貞き

く
﹂
か
ら
こ
う
し
た
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
思

い
ま
す
︒

「
自
己
放
棄
」が
な
い
と
踊
れ
な
い

土
方
さ
ん
の
や
り
方
は
︑
神
経
や
肉
体
を｢

縛
る｣

︒
苦
し

い
こ
と
だ
け
を
さ
せ
る
︒﹁
転
が
さ
れ
た
ま
ま
三
カ
月
︑
や
っ

と
立
て
た
と
き
に
は
︑
立
ち
方
も
忘
れ
て
ネ
コ
の
姿
勢
に
な

っ
て
い
た
﹂︒
先
輩
の
こ
の
言
葉
は
ま
ん
ざ
ら
噓
で
は
な
い
の

で
す
ね
︒
有
無
を
言
わ
さ
な
い
︒
こ
こ
に
い
る
の
か
や
め
る

の
か
︑
ど
ち
ら
か
し
か
な
い
︒﹁
自
己
放
棄
﹂
が
な
い
と
踊
り

な
ん
て
踊
れ
な
い
よ
と
︒

さ
い
ご
に

こ
の
ア
ス
ベ
ス
ト
館
に
来
る
ま
で
︑
迷
い
迷
い
来
た
道
︒

﹁
稽
古
場
の
裏
で
稽
古
着
に
着
替
え
よ
う
と
思
っ
て
︑
自
分
の

汗
臭
い
シ
ャ
ツ
の
匂
い
を
そ
っ
と
嗅
ぐ
︑
そ
こ
に
あ
な
た
の

踊
り
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
で
す
か
﹂
と
先
生
は
言
い
ま
す
︒

稽
古
場
に
入
っ
て
き
て
﹁
じ
ゃ
あ
︑
こ
れ
を
や
り
ま
し
ょ
う
﹂

で
は
な
い
︒
お
ま
え
は
︑
な
ん
で
踊
り
を
踊
ろ
う
と
思
っ
て

い
る
ん
だ
︒
ど
う
や
っ
て
来
た
ん
だ
︒
そ
こ
か
ら
問
い
直
す

と
い
う
こ
と
を
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
︒

私
た
ち
の
グ
ル
ー
フ
で
も
︑
激
し
く
か
ら
だ
を
叩
き
つ
け

る
よ
う
な
踊
り
も
や
り
ま
す
が
︑
ベ
ー
ス
は
︑﹁
な
ぜ
踊
る
の

か
﹂﹁
踊
り
と
は
何
か
﹂
を
自
分
自
身
に
問
う
こ
と
で
す
︒
あ

と
は
﹁
縮
む
︑
沈
む
︒
硬
く
﹂
な
る
︒
か
ら
だ
は
硬
い
ほ
う

が
い
い
と
言
い
ま
す
︒
舞
踏
家
で
柔
ら
か
い
人
を
見
た
こ
と

が
な
い
っ
て
︒
か
ら
だ
が
固
い
か
ら
踊
れ
な
い
の
で
は
な
い

の
で
す
︒

﹁
素
材
は
悪
い
方
が
い
い
﹂
と
い
う
土
方
の
言
葉
も
ま
た
独

創
性
へ
の
示
唆
で
す
︒

﹁
先
祖
代
々
の
悔
し
い
思
い
に
か
ら
だ
は
歪
み
暴
れ
出
す
﹂

﹁
情
報
の
蚊
に
嚙
ま
れ
て
薄
く
な
っ
て
は
い
け
な
い
﹂

三
〇
余
年
前
に
土
方
の
残
し
た
言
葉
は
今
日
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

﹁
先
祖
代
々
﹂
と
い
う
言
葉
の
実
感
も
な
く
︑
ネ
ッ
ト
社
会

を
ブ
ン
ブ
ン
飛
ぶ
蚊
に
血
を
吸
わ
れ
︑
私
の
か
ら
だ
は
薄
く

な
る
︒﹁
今
は
も
う
光
ば
か
り
﹂﹁
裸
電
球
ひ
と
つ
で
い
い
﹂︒

土
方
の
言
葉
の
と
お
り
︑
大
礒
黒
金
閣
の
裸
電
球
の
舞
台

で
︑
私
は
踊
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
︒

＊ 

本
稿
は
二
〇
一
七
年
九
月
二
九
日
︑
第
六
〇
回
身
心
変
容
技
法

研
究
会
で
の
発
表
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
︒

な
お
︑
土
方
舞
踏
技
法
に
関
し
て
の
詳
細
は
︑
三
上
賀
代
﹃
増

補
改
訂　

器
と
し
て
の
身
體

︱
土
方
巽
・
暗
黒
舞
踏
技
法
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
﹄︵
春
風
社
︑
二
〇
一
五
年
︶
が
あ
り
ま
す
の

で
︑
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
︒

写真８　気のサークル（スロベニア・リブリャーナ大学）

写真７　卵を立てる（とりふね舞踏舎ワークショップ）
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は
じ
め
に

本
稿
は
︑
寺
山
修
司
︵
一
九
三
五
―一
九
八
三
︶
と
そ
の
作

品
に
お
け
る
﹁
身
心
変
容
﹂
と
は
何
か
？
と
い
う
大
き
な
質

問
に
端
を
発
し
て
い
る
︒
そ
れ
に
答
え
る
た
め
︑
ま
ず
は
準

備
体
操
の
よ
う
に
基
本
的
な
質
問
を
設
け
︑
そ
こ
か
ら
取
り

掛
か
る
こ
と
に
し
た
い
︒
な
お
本
稿
で
投
げ
か
け
る
一
〇
個

の
質
問
は
︑﹁
不
完
全
な
死
体
﹂
で
あ
る
寺
山
修
司
に
向
け
ら

れ
て
い
る
が
︑
同
じ
く
﹁
不
完
全
な
死
体
﹂
で
あ
る
本
稿
の

読
者
と
︑
筆
者
自
身
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
︒

質
問
1

寺
山
修
司
っ
て
な
ん
で
す
か
？

﹁
寺
山
修
司
﹂
は
︑
人
名
で
あ
り
な
が
ら
職
業
名
で
あ
り
︑

作
品
名
︑
食
堂
名
で
も
あ
る
︒

寺
山
修
司
と
い
う
人
名
が
付
け
ら
れ
た
男
は
︑
青
森
県
弘

前
市
紺
屋
町
で
一
九
三
五
年
一
二
月
一
〇
日
に
生
ま
れ
た
︒

し
か
し
戸
籍
上
は
︑
一
九
三
六
年
一
月
一
〇
日
に
出
生
し
た

こ
と
に
な
っ
て
い
る
︒
さ
ら
に
寺
山
は
﹁
走
っ
て
い
る
汽
車

の
な
か
で
生
ま
れ
た
﹂
と
語
っ
て
い
る
が
︑
こ
れ
に
関
し
て

は
事
実
で
な
い
︒
い
ず
れ
に
せ
よ
︑
出
生
の
時
と
場
所
ま
で

謎
に
し
て
し
ま
う
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
で
あ
る
︒

そ
の
生
涯
に
お
い
て
︑
俳
人
︑
歌
人
︑
詩
人
︑
作
詞
家
︑
演

出
家
︑
脚
本
家
︑
映
画
監
督
︑
小
説
家
︑
随
筆
家
︑
評
論
家
︑

俳
優
︑
写
真
家
な
ど
と
し
て
活
躍
し
た
寺
山
は
︑﹁
職
業
は
寺

山
修
司
で
す
﹂
と
名
乗
っ
て
い
た
︒
マ
ル
チ
な
仕
事
ぶ
り
を

言
い
表
す
の
に
︑﹁
寺
山
修
司
﹂
を
職
業
名
と
し
て
用
い
た
の

で
あ
る
︒

作
品
名
と
し
て
﹁
寺
山
修
司
﹂
が
冠
さ
れ
て
い
る
の
は
︑
三

浦
雅
士
や
栗
坪
良
樹
︑
高
取
英
に
よ
る
評
伝
︑
ち
く
ま
日
本

文
学
全
集
や
笠
間
書
院
に
収
め
ら
れ
て
い
る
作
品
集
︑
新
文

芸
読
本
や
太
陽
編
集
部
に
よ
る
特
集
本
な
ど
枚
挙
に
暇
が
な

い
︒
ま
た
︑
二
〇
一
七
年
に
公
開
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
︒

食
堂
の
名
前
で
も
あ
る
︒
も
と
も
と
寺
山
の
伯
父
・
義
人

が
﹁
寺
山
食
堂
﹂
を
経
営
し
て
お
り
︑
一
九
四
五
年
七
月
の

青
森
大
空
襲
で
焼
け
出
さ
れ
た
寺
山
と
母
・
は
つ
は
︑
食
堂

の
二
階
に
間
借
り
し
た
︒
そ
の
後
食
堂
は
閉
店
さ
れ
た
が
︑

二
〇
一
二
年
か
ら
新
し
く
︑
寺
山
に
ち
な
ん
だ
﹁
寺
山
食
堂
﹂

が
三
沢
市
内
で
展
開
さ
れ
︑
現
在
九
店
舗
存
在
す
る
︒
名
物

の
寺
山
盆
カ
レ
ー
セ
ッ
ト
は
︑
お
盆
の
よ
う
な
器
に
盛
ら
れ

た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
コ
カ
・
コ
ー
ラ
の
セ
ッ
ト
で
︑
生
前
の

寺
山
が
好
ん
で
食
し
て
い
た
︒

こ
の
よ
う
に
︑
寺
山
修
司
と
は
な
に
か
？
と
い
う
基
本
的

な
問
い
を
立
て
て
み
て
も
︑
そ
の
答
え
は
多
様
で
あ
り
︑
玉

虫
色
を
し
て
い
る
︒

こ
こ
で
寺
山
が
四
七
年
の
生
涯
を
通
し
て
生
み
出
し
た
作

品
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
︒
三
浦
雅
士
は
﹃
寺
山
修

司
︱
鏡
の
な
か
の
言
葉
﹄
に
お
い
て
︑
寺
山
作
品
の
特
徴
を

﹁
懐
か
し
さ
﹂
と
﹁
幻
想
性
﹂
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
︒﹁
懐

か
し
さ
﹂
は
︑
作
品
世
界
が
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
あ
ふ
れ
る
過
去

の
世
界
を
描
い
て
い
る
か
ら
と
も
言
え
る
が
︑
そ
れ
以
上
に
︑

﹁
子
供
の
視
点
﹂
か
ら
世
界
を
眼
差
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
と

三
浦
は
指
摘
す
る
︒﹁
幻
想
性
﹂
は
︑
以
下
の
寺
山
の
創
作
史

を
ま
と
め
た
表
1
に
お
い
て
︑
と
く
に
晩
年
の
作
品
に
強
く

見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
が
︑
こ
の
世
で
あ
り
な
が
ら
あ
の
世

で
も
あ
る
よ
う
な
世
界
観
は
︑
初
期
作
品
か
ら
見
ら
れ
る
︒
こ

の
二
つ
の
特
徴
に
加
え
︑
筆
者
は
﹁
幅
の
広
さ
﹂
と
﹁
変
容

寺
山
修
司
の
身
心
変
容
―
不
完
全
な
死
体
へ
の
質
問
状

第
四
部
❖
芸
術
・
武
術
と
い
う
ワ
ザ
学

辻
　
信
行

中
央
大
学
大
学
院
総
合
政
策
研
究
科
博
士
後
期
課
程
／
境
界
論
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性
﹂
を
挙
げ
て
お
き
た
い
︒﹁
幅
の
広
さ
﹂
は
︑
既
に
職
業
名

に
関
す
る
部
分
で
指
摘
し
た
よ
う
に
︑
寺
山
の
作
品
は
短
歌
・

俳
句
か
ら
演
劇
・
映
画
に
い
た
る
ま
で
︑
極
め
て
多
岐
の
ジ

ャ
ン
ル
に
わ
た
っ
て
お
り
︑
扱
う
テ
ー
マ
も
母
子
の
愛
憎
か

ら
社
会
的
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
問
題
に
い
た
る
ま
で
広
範
で

あ
る
た
め
で
あ
る
︒﹁
変
容
性
﹂
と
は
︑
作
品
中
に
お
い
て
︑

い
わ
ゆ
る
常
識
的
な
世
界
認
識
の
枠
組
み
を
変
え
て
し
ま
う

か
の
よ
う
に
︑
夢
／
現
実
︑
俳
優
／
観
客
︑
都
市
／
農
村
と

い
っ
た
二
項
対
立
的
な
境
界
を
融
解
さ
せ
て
い
る
点
に
あ
る
︒

こ
の
よ
う
な
寺
山
の
創
作
を
区
分
す
る
と
︑
以
下
の
よ
う

に
な
る
︒

Ⅰ
は
︑
早
稲
田
大
学
在
学
中
に
創
作
し
た
処
女
戯
曲
﹃
忘

れ
た
領
分
﹄
に
は
じ
ま
り
︑
第
一
作
品
集
﹃
わ
れ
に
五
月
を
﹄︑

第
一
歌
集
﹃
空
に
は
本
﹄︑
そ
し
て
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
の
諸
作
品

を
発
表
し
た
時
期
に
あ
た
る
︒
高
校
生
時
代
か
ら
俳
人
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
寺
山
は
︑
俳
句
・
短
歌
を
中
心
と
し
た
短

詩
型
文
学
か
ら
戯
曲
へ
と
創
作
の
領
域
を
拡
張
さ
せ
た
︒

Ⅱ
は
︑
青
森
へ
の
一
時
帰
郷
を
契
機
に
︑
土
俗
世
界
を
作

品
の
モ
チ
ー
フ
に
取
り
込
み
始
め
た
寺
山
が
︑
演
劇
実
験
室
・

天
井
桟
敷
を
結
成
し
︑
舞
台
作
品
を
展
開
し
始
め
た
時
期
で

あ
る
︒﹁
見
世
物
の
復
権
﹂
を
提
唱
し
た
寺
山
に
よ
る
演
劇

﹃
青
森
県
の
せ
む
し
男
﹄﹃
大
山
デ
ブ
コ
の
犯
罪
﹄﹃
毛
皮
の
マ

リ
ー
﹄
の
成
立
時
期
に
あ
た
る
︒

Ⅲ
は
︑
俳
優
が
街
に
繰
り
出
し
て
ハ
プ
ニ
ン
グ
的
に
演
劇

を
上
演
す
る
市
街
劇
﹃
人
力
飛
行
機
ソ
ロ
モ
ン
﹄︑
俳
優
が
ス

ク
リ
ー
ン
の
中
と
外
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
短
編
映
画
﹃
ロ
ー
ラ
﹄︑
観
客
を
迷
路
の
よ
う
な
密
室

空
間
に
閉
じ
込
め
て
観
劇
さ
せ
る
﹃
阿
片
戦
争
﹄
な
ど
︑
実

験
精
神
あ
ふ
れ
る
作
品
を
創
作
し
た
時
期
に
あ
た
る
︒

Ⅳ
は
︑
映
画
﹃
田
園
に
死
す
﹄﹃
さ
ら
ば
箱
舟
﹄
な
ど
の
長

編
映
画
を
制
作
し
た
時
期
で
あ
り
︑
演
劇
作
品
で
は
﹃
奴
婢

訓
﹄﹃
身
徳
丸
﹄﹃
観
客
席
﹄﹃
レ
ミ
ン
グ
︱
壁
抜
け
男
﹄
と

い
っ
た
代
表
作
を
続
々
と
生
ん
だ
時
期
に
あ
た
る
︒

こ
の
よ
う
な
創
作
史
を
踏
ま
え
た
上
で
︑
寺
山
に
関
す
る

研
究
の
状
況
を
押
さ
え
て
お
こ
う
︒
堀
江
秀
史
︵
二
〇
一
〇
︶

は
︑
寺
山
修
司
研
究
を
①
回
想
記
︑
②
評
伝
︑
③
概
説
書
︑
④

研
究
書
に
分
類
し
て
い
る
︒
い
ず
れ
も
寺
山
の
死
後
︑
盛
ん

に
出
版
さ
れ
た
︒
①
は
寺
山
の
関
係
者
に
よ
る
好
意
的
な
論

調
で
あ
る
の
に
対
し
︑
②
は
生
前
の
寺
山
と
一
定
以
上
距
離

の
あ
る
論
者
に
よ
る
批
判
的
な
内
容
を
含
む
︒
③
は
と
く
に

生
没
周
年
に
集
中
し
て
刊
行
さ
れ
︑
さ
ま
ざ
ま
な
論
者
が
寄

稿
し
て
い
る
︒
④
は
二
〇
〇
六
年
に
国
際
寺
山
修
司
学
会
が

創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
画
期
を
迎
え
た
︒
現
在
最
も
進
ん

で
い
る
寺
山
修
司
研
究
の
領
域
は
短
詩
型
文
学
で
あ
り
︑
二

〇
一
三
年
に
小
菅
麻
起
子
が
博
士
論
文
を
基
に
刊
行
し
た

﹃
初
期
寺
山
修
司
研
究
﹁
チ
ェ
ホ
フ
祭
﹂
か
ら
﹃
空
に
は
本
﹄﹄

が
そ
の
嚆
矢
で
あ
る
︒
今
後
は
演
劇
論
︑
映
画
論
︑
メ
デ
ィ

ア
論
な
ど
を
中
心
に
︑
よ
り
い
っ
そ
う
多
角
的
な
寺
山
修
司

研
究
が
展
開
さ
れ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
︒

質
問
2

質
問
は「
あ
る
も
の
」で
す
か
、「
な

る
も
の
」で
す
か
？

本
稿
は
﹁
質
問
﹂
に
沿
っ
て
論
述
し
て
い
る
が
︑
寺
山
は

﹁
質
問
﹂
を
創
作
の
要
と
し
て
用
い
て
い
た
︒﹁
大
き
く
な
っ

た
ら
︑
質
問
に
な
り
た
い
の
で
す
！
﹂
と
寺
山
は
﹃
地
獄
篇
﹄

に
書
い
て
お
り
︑
同
じ
こ
と
を
一
九
六
六
年
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ

マ
﹃
成
人
の
日
特
集　

二
十
才
﹄
に
お
い
て
︑
主
演
の
吉
永

小
百
合
に
言
わ
せ
て
い
る
︒
こ
れ
は
問
い
に
よ
っ
て
世
界
を

変
え
て
ゆ
く
こ
と
の
宣
言
で
あ
る
︒
質
問
に
﹁
な
る
﹂
と
い

う
言
い
回
し
に
着
眼
す
る
な
ら
︑
俳
優
は
﹁
あ
る
も
の
﹂
で

は
な
く
﹁
な
る
も
の
﹂
で
あ
る
と
い
う
寺
山
の
俳
優
論
が
存

在
す
る
が
︑
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
︑﹁
質
問
﹂
も
既
存
の
も
の

と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
︑
自
ら
創
出
す
る
も
の
で
あ

り
︑
自
ら
問
い
そ
の
も
の
に
な
っ
て
世
界
を
変
革
し
た
い
と

い
う
意
図
が
見
え
る
︒

寺
山
に
よ
る
質
問
の
実
践
は
︑
一
九
六
〇
年
に
T
B
S
で

放
送
さ
れ
た
テ
レ
ビ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
﹃
あ
な
た
は

︙
︙
﹄
に
嚆
矢
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
︒
こ
れ
は
︑
日
本
に

お
け
る
街
録
︵
街
頭
で
録
画
・
録
音
す
る
手
法
︶
に
よ
る
初
め

て
の
本
格
的
な
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
で
あ
る
︒
本
作
で

は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
が
街
行
く
老
若
男
女
に
対
し
て
︑
以
下

の
質
問
を
矢
継
ぎ
早
に
投
げ
か
け
る
︒

い
ま
一
番
ほ
し
い
も
の
は
何
で
す
か
︒

あ
な
た
は
月
に
ど
れ
位
お
か
ね
が
あ
っ
た
ら
足
り
る
と
思

い
ま
す
か
︒

も
し
あ
な
た
が
総
理
大
臣
に
な
っ
た
ら
ま
ず
何
を
し
ま
す

か
︒

表１　寺山の創作史

区分 西暦（年） 特徴 備考

Ⅰ 1956～66 詩的作品 短詩型文学から出発、
シナリオ作家へ

Ⅱ 1967～69 見世物的作品 演劇実験室・天井桟敷
を結成

Ⅲ 1970～73 実験的作品 実験演劇（市街劇・書
簡劇・密室劇）を展開

Ⅳ 1974～83 幻想的作品 長編映画の制作、マル
チな芸術家として活躍
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あ
な
た
の
友
達
の
名
前
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
︒

天
皇
陛
下
は
好
き
で
す
か
︒

戦
争
を
思
い
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
︒

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
あ
な
た
に
も
責
任
が
あ
る
と
思
い
ま
す

か
︒︵
あ
る
と
答
え
た
ら
︶
で
は
あ
な
た
は
そ
の
解
決
の
た

め
に
何
を
し
て
い
ま
す
か
︒

昨
日
の
今
頃
︑
あ
な
た
は
何
を
し
て
い
ま
し
た
か
︒

そ
れ
は
充
実
し
た
時
間
で
し
た
か
︒

人
に
愛
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
︒︵
あ

る
と
答
え
た
ら
︶
そ
れ
は
誰
に
で
す
か
︒

今
一
万
円
あ
げ
た
ら
何
に
つ
か
い
ま
す
か
︒

祖
国
の
た
め
に
戦
う
こ
と
が
で
き
ま
す
か
︒︵
で
き
る
と
答

え
た
ら
︶
命
を
か
け
て
で
も
で
す
か
︒

あ
な
た
に
と
っ
て
幸
福
と
は
何
で
す
か
︒

で
は
あ
な
た
は
今
幸
福
で
す
か
︒

何
歳
ま
で
生
き
て
い
た
い
で
す
か
︒

東
京
は
あ
な
た
に
と
っ
て
住
み
よ
い
町
で
す
か
︒︵
よ
い
と

答
え
た
ら
︶
空
が
こ
ん
な
に
汚
れ
て
い
て
も
で
す
か
︒

最
後
に
聞
き
ま
す
が
︑
あ
な
た
は
い
っ
た
い
誰
で
す
か
︒

質
問
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
人
々
は
︑
と
き
に
戸
惑
い
︑
怒

り
︑
笑
い
な
が
ら
応
じ
て
い
る
︒
寺
山
は
街
を
歩
く
市
井
の

人
々
に
﹁
質
問
﹂
と
い
う
仕
掛
け
を
す
る
こ
と
で
︑
人
々
か

ら
面
白
さ
を
引
き
出
し
︑
テ
レ
ビ
の
可
能
性
を
拡
張
さ
せ
た
︒

そ
れ
と
同
時
に
本
作
の
試
み
は
︑
誰
で
も
俳
優
に
し
て
し
ま

う
と
い
う
︑
寺
山
の
市
街
劇
の
思
想
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

質
問
3

両
親
か
ら
ど
ん
な
影
響
を
受
け

ま
し
た
か
？

寺
山
の
母
・
は
つ
に
は
著
作
も
あ
り
︑
そ
の
存
在
が
一
般

に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
︑
そ
れ
に
比
べ
て
父
・
八
郎
の
存

在
は
十
分
に
光
が
当
て
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
︒
そ
れ
は
八
郎

が
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
戦
病
死
し
︑
資
料
や
証
言
が
十
分

に
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
が
︑
近
年
の
研
究
で

徐
々
に
八
郎
の
生
い
立
ち
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
︒

ま
ず
︑
寺
山
の
父
方
の
祖
先
は
鹿
児
島
の
島
津
藩
に
由
来

す
る
︒
祖
父
の
代
に
は
会
津
藩
と
し
て
幕
府
軍
と
共
に
函
館

戦
争
で
薩
長
と
戦
っ
た
︒
西
南
戦
争
で
は
西
郷
側
に
つ
い
て

い
る
の
で
︑
い
ず
れ
も
敗
者
で
あ
る
︒
八
郎
は
東
奥
義
塾
高

校
に
在
学
中
︑
弁
論
部
に
所
属
し
︑﹁
日
支
親
善
を
論
ず
﹂

﹁
現
代
社
会
と
改
造
﹂
と
い
っ
た
弁
論
を
発
表
︒
同
時
期
に
文

筆
活
動
も
行
い
︑﹁
人
生
と
宗
教
﹂
を
学
友
会
誌
に
寄
稿
し
て

い
る
︒
卒
業
後
は
警
察
官
と
し
て
勤
務
し
︑
第
二
次
世
界
大

戦
で
出
兵
先
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
セ
レ
ベ
ス
島
で
ア
メ
ー
バ

赤
痢
に
よ
り
戦
病
死
し
た
︒
寺
山
は
八
郎
の
死
因
を
ア
ル
中

と
い
う
が
︑
こ
れ
は
事
実
で
な
い
︒

一
方
︑
母
・
は
つ
は
坂
本
家
の
女
中
が
孕
ん
だ
私
生
児
と

し
て
︑
漁
師
の
家
で
育
て
ら
れ
た
︒
八
郎
と
結
婚
し
て
修
司

と
戦
火
を
く
ぐ
り
︑
敗
戦
後
は
進
駐
軍
の
三
沢
基
地
で
働
く
︒

そ
し
て
北
九
州
へ
転
属
す
る
︒
寺
山
を
過
剰
に
愛
し
な
が
ら

中
学
・
高
校
時
代
は
離
れ
て
暮
ら
し
︑
大
学
入
学
後
に
修
司

が
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
で
入
院
す
る
と
上
京
︒
以
後
︑
と
り
つ
い
た

よ
う
に
修
司
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
︒
結
果
的
に
九
條
今
日
子

と
の
結
婚
生
活
を
破
綻
さ
せ
︑
自
分
の
気
に
入
ら
な
い
劇
団

員
も
辞
め
さ
せ
た
︒
こ
の
よ
う
な
母
を
寺
山
は
愛
し
︑
憎
ん

で
い
た
︒
こ
の
相
半
ば
す
る
感
情
は
︑
生
涯
を
通
し
て
作
品

の
主
要
テ
ー
マ
と
な
っ
た
が
︑
早
い
も
の
で
は
高
校
時
代
に

創
作
し
た
短
歌
の
中
に
︑
死
ん
だ
母
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の

が
存
在
す
る
︒﹁
東
奥
日
報
﹂
に
掲
載
さ
れ
た
短
歌
を
見
て
み

た
い
︒

母
逝
く

母
も
つ
ひ
に
土
と
な
り
た
る
丘
の
墓
去
り
が
た
く
し
て

木
の
実
を
拾
ふ

埋
め
終
へ
て
人
立
ち
去
り
し
丘
の
墓
に
は
か
に
雨
の
あ

ら
く
降
り
く
る

音
た
て
て
墓
穴
深
く
母
の
か
ん
お
ろ
さ
れ
し
と
き
母
覚

め
ず
や

夢
に
さ
め
て
ま
だ
明
け
き
ら
ぬ
病
室
に
一
番
列
車
行
く

を
聞
き
居
り

歌
集
﹃
田
園
に
死
す
﹄
で
は
︑
よ
り
土
俗
性
・
呪
術
性
が

強
め
ら
れ
︑
死
ん
だ
母
が
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
︒

亡
き
母
の
真
赤
な
櫛
で
梳
き
や
れ
ば
山
鳩
の
羽
毛
抜
け

や
ま
ぬ
な
り

亡
き
母
の
位
牌
の
裏
の
わ
が
指
紋
さ
み
し
く
ほ
ぐ
れ
ゆ

く
夜
な
ら
む

子
守
唄
義
歯
も
て
唄
ひ
く
れ
し
母
死
し
て
炉
辺
に
義
歯

を
の
こ
せ
り

修
司
と
母
・
は
つ
と
の
関
係
性
を
考
え
る
と
き
︑
五
木
寛

之
︵
一
九
三
三
～
︶
の
場
合
と
比
較
し
て
み
る
と
有
意
義
で
あ

る
︒
二
歳
差
で
︑
と
も
に
早
稲
田
大
学
を
卒
業
し
て
文
化
人

と
し
て
活
躍
し
た
二
人
は
︑
一
九
七
五
年
の
﹃
情
況
﹄
四
月

号
で
﹁﹃
本
工
の
論
理
﹄
と
し
て
の
近
代
市
民
社
会
﹂
と
題
し

た
対
談
を
お
こ
な
っ
て
い
る
︒
こ
こ
で
は
﹁
家
﹂﹁
身
障
者
﹂

﹁
歌
舞
伎
﹂﹁
天
皇
﹂﹁
標
準
語
﹂﹁
世
直
し
﹂﹁
セ
ッ
ク
ス
﹂
と

い
っ
た
ト
ピ
ッ
ク
を
横
断
し
な
が
ら
︑
こ
れ
ら
す
べ
て
に
﹁
本

工
の
論
理
﹂
が
は
び
こ
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
︒
そ
し
て
︑
あ

ら
ゆ
る
問
題
を
考
え
る
と
き
︑
臨
時
工
の
視
点
に
立
つ
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
い
う
点
で
見
解
の
一
致
を
み
る
︒
五
木
は

少
年
時
代
に
第
二
次
世
界
大
戦
で
満
州
か
ら
引
き
上
げ
て
く

る
途
中
︑
朝
鮮
で
母
を
失
い
︑
そ
の
き
っ
か
け
を
も
た
ら
し
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た
ロ
シ
ア
を
怨
み
な
が
ら
︑
ロ
シ
ア
の
芸
術
の
魅
力
を
追
い

か
け
て
き
た
︒
寺
山
は
少
年
時
代
に
母
を
ア
メ
リ
カ
に
奪
わ

れ
︑
や
が
て
帰
っ
て
来
た
母
に
取
り
つ
か
れ
︑
そ
の
こ
と
を

創
作
の
原
動
力
と
し
た
︒
い
わ
ば
︑
ロ
シ
ア
に
母
を
殺
さ
れ

た
五
木
と
︑
ア
メ
リ
カ
に
母
を
犯
さ
れ
た
寺
山
は
︑
と
も
に

敗
戦
国
と
し
て
の
日
本
の
現
実
を
母
親
を
通
し
て
突
き
つ
け

ら
れ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
︒

質
問
4

日
本
の
何
を
描
き
た
か
っ
た
の
で

す
か
？

少
年
時
代
の
寺
山
は
︑
東
京
に
憧
れ
続
け
て
い
た
︒
早
稲

田
大
学
入
学
に
伴
い
上
京
し
て
く
る
と
︑
最
初
は
土
着
的
な

世
界
か
ら
離
れ
た
﹁
土
離
﹂
な
世
界
観
で
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ

な
作
品
を
創
作
す
る
が
︑
二
六
歳
で
帰
郷
し
︑
初
め
て
恐
山

に
の
ぼ
り
意
識
が
変
わ
っ
た
︒
自
身
の
内
部
に
青
森
を
発
見

し
︑
こ
の
地
を
作
品
の
中
に
取
り
込
む
こ
と
を
思
い
つ
い
た

の
で
あ
る
︒
そ
れ
が
映
画
﹃
田
園
に
死
す
﹄
の
主
人
公
の
最

後
の
セ
リ
フ
﹁
本
籍
地
︑
東
京
都
新
宿
区
新
宿
字
恐
山
﹂
に

反
映
さ
れ
て
い
る
︒
東
京
の
新
宿
に
い
て
も
︑
自
分
の
本
籍

地
は
恐
山
で
あ
る
と
い
う
感
覚
の
表
明
で
あ
る
︒
ま
た
︑
歌

集
﹃
田
園
に
死
す
﹄
に
収
め
ら
れ
た
以
下
の
短
歌
に
も
︑
ど

ん
な
に
遠
く
ま
で
行
っ
て
も
︑
青
森
県
を
越
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
い
う
心
的
感
覚
が
反
映
さ
れ
て
い
る
︒

わ
が
息
も
て
花
粉
ど
こ
ま
で
と
ば
す
と
も
青
森
県
を
越

ゆ
る
由
な
し

民
俗
世
界
へ
の
関
心
を
創
作
の
核
に
し
た
初
期
作
品
と
し

て
︑
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
﹁
日
本
人
三
部
作
﹂︵
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
三

部
作
︶
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
転
生
譚
の
﹃
恐
山
﹄︑
姥
捨
て
山
伝

説
の
﹃
山
姥
﹄︑
犬
神
憑
き
の
﹃
犬
神
の
女
﹄
を
モ
チ
ー
フ
に

し
て
お
り
︑
と
り
わ
け
﹃
山
姥
﹄
は
︑
地
謡
な
ど
を
効
果
的

に
用
い
て
イ
タ
リ
ア
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
て
い
る
︒

日
本
の
芸
能
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
︑
寺
山
は
浪
曲
を
創

作
し
て
い
る
︒
江
戸
時
代
の
﹁
八
百
屋
お
七
﹂
の
物
語
と
︑
一

九
六
〇
年
代
の
学
生
運
動
と
を
掛
け
合
わ
せ
た
﹃
新
宿
お
七
﹄

を
創
作
し
︑
演
劇
実
験
室
天
井
桟
敷
の
旗
揚
げ
公
演
﹃
青
森

県
の
せ
む
し
男
﹄
で
も
女
子
高
生
の
浪
曲
師
を
語
り
部
と
し

て
重
要
な
位
置
に
置
い
て
い
る
︒
浪
曲
か
ら
派
生
し
た
演
歌

に
つ
い
て
は
︑
寺
山
は
美
空
ひ
ば
り
や
藤
圭
子
と
い
っ
た
演

歌
歌
手
を
高
く
評
価
し
︑
自
身
も
五
木
ひ
ろ
し
﹁
浜
昼
顔
﹂

や
朝
丘
雪
路
﹁
与
謝
野
晶
子
﹂
の
作
詞
を
手
掛
け
た
︒
ま
た
︑

生
前
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
︑
歌
舞
伎
に
関
し
て
も

制
作
の
構
想
が
立
て
ら
れ
て
い
た
︒

故
郷
・
青
森
か
ら
出
発
し
た
日
本
の
民
俗
世
界
へ
の
関
心

は
︑
や
が
て
全
国
へ
と
拡
大
し
て
ゆ
く
︒
紀
行
文
﹃
花
嫁
化

鳥
︱
日
本
呪
術
紀
行
﹄
の
章
立
て
は
︑
風
葬
大
神
島
／
比

婆
山
伝
綺
／
闘
犬
賎
者
考
／
浅
草
放
浪
記
／
裸
ま
つ
り
男
歌

／
馬
染
か
つ
ら
／
花
嫁
化
鳥
／
く
じ
ら
霊
異
記
／
き
り
す
と

和
讃
／
筑
豊
む
ら
さ
き
小
唄
と
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
う
ち
最

初
に
登
場
す
る
大
神
島
は
︑
沖
縄
の
宮
古
列
島
に
位
置
す
る
︒

寺
山
の
最
後
の
長
編
映
画
﹃
さ
ら
ば
箱
舟
﹄
の
ロ
ケ
地
も
沖

縄
で
︑
結
果
的
に
琉
球
・
中
国
・
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
が
混
淆

し
た
映
像
世
界
に
よ
っ
て
﹁
ど
こ
で
も
な
い
ど
こ
か
﹂
を
つ

く
り
あ
げ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
︒
し
か
し
︑
沖
縄
で
ロ

ケ
を
敢
行
し
た
の
は
寺
山
本
人
の
意
向
で
は
な
か
っ
た
︒
北

海
道
で
ロ
ケ
を
す
る
つ
も
り
で
い
た
が
︑
体
調
を
気
遣
っ
た

周
囲
が
温
暖
な
沖
縄
へ
変
更
し
た
の
で
あ
っ
た
︒
寺
山
は

﹃
迷
路
と
死
海
︱
わ
が
演
劇
﹄
の
な
か
で
︑﹁
南
な
ん
か
へ

は
行
く
な
よ
﹂
と
書
い
た
上
で
︑
こ
う
続
け
る
︒

南
で
は
︑
演
劇
の
生
き
る
場
所
な
ど
︑
あ
り
ゃ
し
な
い

の
だ
︒﹁
幸
福
は
個
人
的
で
︑
不
幸
は
社
会
的
で
あ
る
﹂
と
︑

私
は
書
い
た
こ
と
が
あ
る
︒
実
際
︑
幸
福
感
の
な
か
で
︑
手

を
あ
わ
せ
て
祈
っ
て
い
る
魂
に
は
演
劇
の
つ
け
込
む
余
地

な
ど
な
い
だ
ろ
う
︒
市
街
と
の
緊
張
関
係
の
な
か
で
生
ま

れ
る
べ
き
で
あ
り
︑
切
り
離
そ
う
と
し
て
も
切
り
離
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
日
常
的
な
現
実
を
︑
劇
の
外
の
世
界

と
せ
ず
に
︑
劇
そ
の
も
の
と
し
て
包
括
し
て
ゆ
く
構
想
力

で
あ
る
︒
生
産
も
︑
交
換
も
︑
す
べ
て
た
ぐ
り
こ
ん
で
し

ま
う
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ
ー
︑
新
聞
記
事
を
第
二
幕
の
テ
キ
ス

ト
に
し
て
し
ま
う
虚
構
の
咀
嚼
力
が
︑
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
ゆ
く
の
だ
よ
︒

こ
こ
で
も
ま
た
︑
北
に
留
ま
り
続
け
る
こ
と
し
か
で
き
な

い
寺
山
の
宿
命
の
よ
う
な
も
の
が
表
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
︒質

問
5

ア
ジ
ア
の
ど
こ
に
憧
れ
ま
し
た

か
？

5-

1　
チ
ベッ
ト

三
沢
の
寺
山
修
司
記
念
館
で
閲
覧
で
き
る
V
T
R
の
中
に
︑

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
人
に
﹁
寺
山
修
司
を
食
べ
物
に
た
と
え
る

と
何
で
す
か
？
﹂
と
質
問
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
︒
こ
の
中

で
中
沢
新
一
は
︑﹁
チ
ベ
ッ
ト
の
ヤ
ク
の
干
し
肉
で
す
﹂
と
回

答
し
て
い
る
︒
そ
れ
に
続
け
て
理
由
を
述
べ
て
い
る
の
だ
が
︑

残
念
な
が
ら
あ
っ
け
に
と
ら
れ
た
筆
者
は
︑
そ
の
部
分
を
忘

れ
て
し
ま
っ
た
︒
し
か
し
︑
寺
山
は
チ
ベ
ッ
ト
密
教
の
夢
見

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
︒
夢
見
の
技
法
は
︑
自
分
の
見
て
い

る
夢
の
内
容
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
︑
最
終
的
に
あ
ざ
や
か
な

光
の
状
態
に
た
ど
り
つ
き
︑
瞑
想
の
究
極
的
な
境
地
に
い
た

る
も
の
で
あ
る
︒
作
品
中
で
夢
と
現
実
の
境
界
を
融
解
さ
せ

て
し
ま
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
寺
山
は
︑
夢
見
の
よ
う
に

現
前
の
世
界
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
︑
理
想
郷
に
た
ど
り
つ
こ
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う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
︒

5-
2　

中
国

チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
の
存
在
す
る
中
国
に
対
し
て
は
︑
ま
ず

父
・
八
郎
が
消
息
を
絶
っ
た
満
州
へ
の
思
い
入
れ
が
強
い
︒

﹁
父
は
満
州
で
死
に
ま
し
た
﹂
と
い
う
セ
リ
フ
を
多
用
す
る
が
︑

こ
れ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
死
ん
だ
父
か
ら
の
最
後
の
手
紙
の

消
印
が
満
州
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
︒

そ
し
て
寺
山
は
︑
一
九
二
〇
年
代
の
上
海
を
︑
理
想
郷
と

み
な
し
て
い
た
︒
映
画
﹃
上
海
異
人
娼
館
﹄︑
舞
台
﹃
盲
人
書

簡　

上
海
篇
﹄︑﹃
怪
人
フ
ー
・
マ
ン
チ
ュ
ー
﹄
に
上
海
が
登

場
す
る
︒
租
界
地
の
あ
ら
ゆ
る
国
の
民
族
が
混
ざ
り
合
っ
た

異
種
混
淆
の
お
も
し
ろ
さ
︑
そ
し
て
国
民
革
命
に
お
い
て
︑
国

共
合
作
の
反
帝
国
主
義
・
反
軍
閥
の
動
き
が
こ
こ
か
ら
発
生

し
た
こ
と
へ
の
憧
れ
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
︒

5-

3　

朝
鮮

寺
山
は
一
九
歳
で
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
の
た
め
三
年
間
の
入
院
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
︒
こ
の
と
き
︑
同
室
に
在
日
朝
鮮
人

の
青
年
が
い
た
こ
と
が
︑
の
ち
に
朝
鮮
人
の
立
場
か
ら
短
歌

を
詠
む
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
︒﹃
初
期
歌
篇
﹄
と
﹁
チ
ェ
ホ
フ

祭
﹂
に
は
︑
以
下
の
よ
う
な
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
︒

半
島
語
す
こ
し
吃
れ
る
君
の
た
め
焙
ら
れ
な
が
ら
反
り

ゆ
く
鯵
よ

作
文
に
﹁
父
を
還
せ
﹂
と
綴
り
た
る
鮮
人
の
子
は
馬
鈴

薯
が
好
き

後
者
の
短
歌
は
︑
初
出
時
に
﹁
鮮
人
の
子
も
﹂
と
書
か
れ

て
い
た
が
︑﹁
も
﹂
か
ら
﹁
は
﹂
へ
と
変
え
ら
れ
た
︒
そ
の
経

緯
は
明
ら
か
で
な
い
が
︑
大
き
な
変
更
で
あ
る
こ
と
に
違
い

な
い
︒

一
九
五
八
年
刊
行
の
第
一
作
品
集
﹃
空
に
は
本
﹄
に
は
以

下
の
よ
う
な
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
︒

地
下
室
の
樽
に
煙
草
を
こ
す
り
消
し
祖
国
の
歌
も
信
じ

が
た
か
り

地
下
室
に
こ
ろ
げ
て
芽
ぐ
む
馬
鈴
薯
と
韓
人
の
同
志
を

そ
れ
き
り
訪
わ
ず

わ
が
窓
に
か
な
ら
ず
断
崖
さ
む
く
青
し
故
郷
喪
失
し
つ

つ
叫
べ
ず

外
套
の
酔
い
て
革
命
誓
い
て
し
人
の
名
知
ら
ず
海
霧
ふ

か
し

純
朴
に
し
て
傷
つ
い
た
隣
人
の
運
命
を
︑
我
が
こ
と
と
し

て
捉
え
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
が
︑
一
九
六
二
年
刊
行
の
﹃
血

と
麦
﹄
で
は
︑
祖
国
朝
鮮
と
の
決
別
を
う
た
う
青
年
の
立
場

に
な
っ
て
い
る
︒

さ
ら
ば
夏
の
光
よ
︑
祖
国
朝
鮮
よ
︑
屋
根
に
の
ぼ
り
て

も
海
見
え
ず

砂
に
書
き
し
朝
鮮
哀
歌
春
の
波
が
消
し
終
わ
る
ま
で
み

つ
め
て
い
た
り

他
に
も
寺
山
に
は
︑
在
日
朝
鮮
人
の
青
年
を
主
人
公
に
し

た
長
編
叙
事
詩
﹃
李
庚
順
﹄
が
あ
る
︒
娼
婦
の
母
を
持
つ
主

人
公
の
李
庚
順
は
︑
青
森
の
映
画
館
で
映
写
技
師
見
習
い
を

務
め
て
い
る
が
︑
母
を
殺
害
し
て
東
京
へ
行
く
空
想
に
耽
っ

て
い
る
︒
こ
こ
に
は
多
分
に
寺
山
自
身
の
青
年
時
代
が
反
映

さ
れ
て
い
る
︒

ま
た
︑
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
﹃
ヘ
ア
ー
﹄
で
も
︑
朝
鮮
人
を
登

場
さ
せ
る
︒
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ー
の
反
戦
ロ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
の
原
作
で
は
差
別
に
抗
う
黒
人
と
な
っ
て
い
る
が
︑
そ
れ

を
朝
鮮
人
に
変
更
し
た
︒
脚
本
の
過
激
さ
に
恐
れ
を
な
し
た

松
竹
が
寺
山
を
降
板
さ
せ
︑
上
演
は
実
現
し
て
い
な
い
︒

そ
の
後
︑
寺
山
は
民
族
的
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
か

ら
︑
身
体
障
が
い
を
め
ぐ
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
へ
と

関
心
の
重
点
を
移
し
て
ゆ
く
︒
奇
形
や
侏
儒
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
品
は
︑
も
っ
ぱ
ら
視
覚
作
品
に
向
い
て
い
る
と
判
断
し
︑

社
会
的
な
テ
ー
マ
と
見
世
物
的
な
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
を

融
合
さ
せ
た
演
劇
作
品
と
し
て
展
開
す
る
の
で
あ
る
︒

質
問
6

演
劇
と
は
な
ん
で
す
か
？

寺
山
は
﹃
死
者
の
書
﹄
に
お
い
て
︑﹁
劇
と
は
出
会
い
の
偶

然
性
を
想
像
力
に
よ
っ
て
組
織
し
て
ゆ
く
こ
と
﹂
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
︒
こ
こ
で
言
わ
れ
る
﹁
出
会
い
﹂
に
つ
い
て
︑
寺

山
は
﹃
迷
路
と
死
海
﹄
で
具
体
的
に
次
の
四
つ
を
挙
げ
て
い

る
︒
①
俳
優
と
役
中
人
物
の
出
会
い
︑
②
俳
優
と
観
客
の
出

会
い
︑
③
観
客
と
役
中
人
物
と
の
出
会
い
︑
④
観
客
と
観
客

の
出
会
い
︒
そ
れ
ぞ
れ
の
出
会
い
を
寺
山
は
ど
の
よ
う
な
作

品
で
実
現
し
た
か
考
え
て
み
た
い
︒

ま
ず
﹁
俳
優
と
役
中
人
物
の
出
会
い
﹂
で
あ
る
︒
こ
れ
は
︑

俳
優
自
身
が
演
じ
て
い
る
役
中
人
物
に
つ
い
て
言
及
す
る

﹃
星
の
王
子
様
﹄
が
典
型
で
あ
る
だ
ろ
う
︒
ま
た
︑
両
者
の
出

会
い
が
絶
対
的
に
困
難
な
作
品
と
し
て
︑
実
際
に
あ
っ
た
野

球
の
試
合
を
そ
の
ま
ま
戯
曲
に
し
た
﹃
巨
人
対
ヤ
ク
ル
ト
﹄

と
い
う
作
品
が
あ
り
︑
本
作
は
い
ま
だ
に
上
演
が
実
現
し
て

い
な
い
︒﹁
俳
優
と
観
客
の
出
会
い
﹂
と
し
て
は
︑
観
客
を
迷

路
の
よ
う
な
空
間
に
閉
じ
込
め
︑
俳
優
を
探
し
な
が
ら
観
劇

す
る
﹃
阿
片
戦
争
﹄
が
挙
げ
ら
れ
る
︒﹁
観
客
と
役
中
人
物
の

出
会
い
﹂
は
︑
従
来
の
演
劇
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
︒﹁
観
客
と

観
客
の
出
会
い
﹂
は
︑﹃
観
客
席
﹄
に
お
い
て
実
現
し
て
い
る
︒

舞
台
と
観
客
席
の
関
係
を
転
倒
さ
せ
︑
観
客
席
で
起
こ
る
出

来
事
を
演
劇
作
品
に
し
て
し
ま
っ
た
本
作
は
︑
観
客
同
志
で
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話
を
し
た
り
︑
手
を
握
っ
た
り
す
る
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
作
品
が
成
り
立
っ
て
い
る
︒

こ
の
よ
う
な
出
会
い
の
舞
台
と
な
る
劇
場
は
︑
施
設
や
建

物
の
こ
と
で
は
な
く
︑﹁
劇
的
出
会
い
が
生
成
さ
れ
る
た
め
の

﹃
場
﹄
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
﹂︵﹃
迷
路
と
死
海
﹄︶
で
あ
る
︒
そ
の

た
め
︑
寺
山
は
劇
場
の
外
に
飛
び
出
し
た
︒
街
全
体
を
劇
場

と
し
た
﹃
人
力
飛
行
機
ソ
ロ
モ
ン
﹄﹃
ノ
ッ
ク
﹄
は
そ
の
好
例

で
あ
る
︒
そ
し
て
市
街
劇
と
同
時
に
︑
戸
別
訪
問
劇
︑
書
簡

演
劇
︑
電
話
演
劇
な
ど
︑
果
敢
な
試
み
を
展
開
し
続
け
た
の

で
あ
る
︒

質
問
7

赤
と
は
ど
ん
な
色
で
す
か
？

寺
山
修
司
の
作
品
を
﹁
赤
﹂
と
い
う
色
彩
に
注
目
し
て
読

み
解
く
と
面
白
い
︒
色
彩
心
理
学
の
視
点
か
ら
寺
山
の
短
歌

作
品
を
分
析
し
た
郡
千
寿
子
の
研
究
︵
二
〇
一
四
︶
が
あ
る
︒

郡
に
よ
る
と
︑
本
来
﹁
赤
﹂
と
い
う
色
彩
は
﹁
情
熱
﹂
を
表

す
の
に
対
し
て
︑
寺
山
作
品
に
お
け
る
赤
は
﹁
死
﹂
を
表
し

て
い
る
と
論
じ
る
︒
そ
し
て
寺
山
の
な
か
で
は
︑﹁
死
﹂
と

﹁
情
熱
﹂
が
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
︒

歌
集
﹃
田
園
に
死
す
﹄
に
収
め
ら
れ
た
短
歌
を
見
て
み
た
い
︒

売
ら
れ
た
る
夜
の
冬
田
へ
一
人
来
て
埋
め
ゆ
く
母
の
真

っ
赤
な
櫛
を

母
な
る
冬
の
大
地
に
︑
権
利
を
奪
わ
れ
た
も
う
一
人
の
母

の
象
徴
で
あ
る
櫛
を
埋
め
る
行
為
は
︑
埋
葬
す
な
わ
ち
﹁
死
﹂

が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
︒
そ
れ
と
同
時
に
︑
春
に
な
れ
ば
萌
芽

す
る
と
い
う
よ
う
な
﹁
生
﹂
を
も
喚
起
す
る
︒
で
は
︑
以
下

の
一
首
は
ど
う
だ
ろ
う
か
︒

挽
肉
器
に
ず
た
ず
た
挽
き
し
花
カ
ン
ナ
の
赤
の
し
た
た

る　

わ
が
誕
生
日

前
半
は
凄
惨
に
し
て
鮮
烈
な
死
の
世
界
だ
が
︑
最
後
の
﹁
わ

が
誕
生
日
﹂
に
よ
っ
て
︑
こ
れ
が
死
と
隣
り
合
わ
せ
の
﹁
生
﹂

も
描
い
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
︒
寺
山
に
よ
る
赤
の
独

特
な
使
い
方
は
︑
高
校
生
時
代
に
創
作
し
た
詩
に
も
み
ら
れ

る
︒紅

扇ひ
と
つ
の　

白
い
国
ざ
か
い
を　

越
え
て

ふ
る
さ
と
は　

海
が
見
え
ま
す

幌
馬
車
で　

ひ
ら
い
た　

あ
な
た
の
扇
が

真
っ
赤
な　

蛾
を
生
ん
だ
︒

白
や
青
の
さ
わ
や
か
な
風
景
で
始
ま
り
な
が
ら
︑
と
つ
ぜ

ん
扇
︵
女
性
器
の
メ
タ
フ
ァ
ー
︶
が
ひ
ら
か
れ
︑
ド
キ
ッ
と
す

る
よ
う
な
真
っ
赤
な
蛾
が
現
れ
る
︒
官
能
的
な
性
と
生
を
孕

ん
だ
死
︵
蛾
は
死
者
の
魂
か
︶
と
で
も
い
う
べ
き
世
界
が
︑
こ

こ
に
表
現
さ
れ
て
い
る
︒
一
六
歳
な
ら
で
は
の
鋭
利
な
感
覚

で
あ
る
と
同
時
に
︑
一
六
歳
が
ど
の
よ
う
な
詩
を
書
け
ば
世

間
が
喜
ぶ
か
と
い
う
こ
と
も
分
か
っ
て
い
る
よ
う
な
巧
さ
を

感
じ
る
作
品
で
あ
る
︒

質
問
8

ラ
イ
バ
ル
は
誰
で
す
か
？

よ
く
言
え
ば
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
天
才
︑
悪
く
言
え
ば
剽
窃
の

常
習
犯
と
し
て
名
高
い
寺
山
が
影
響
を
受
け
た
人
々
は
数
知

れ
な
い
が
︑
そ
の
な
か
で
も
︑
ロ
ー
ト
レ
ア
モ
ン
︑
オ
ス
ヴ

ァ
ル
ト
・
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
︑
石
川
啄
木
︑
折
口
信
夫
︑
江

戸
川
乱
歩
︑
宮
沢
賢
治
︑
ア
ン
ト
ナ
ン
・
ア
ル
ト
ー
︑
ネ
ル

ソ
ン
・
オ
ル
グ
レ
ン
︑
太
宰
治
︑
塚
本
邦
雄
︑
中
井
英
夫
の

名
前
を
外
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
︒
折
口
信
夫
︵
釈
超

空
︶
か
ら
の
影
響
は
強
い
と
思
わ
れ
る
が
︑
ま
だ
十
分
に
解

明
さ
れ
て
い
な
い
︒
寺
山
は
自
身
が
選
歌
し
た
﹃
現
代
百
人

一
首
﹄
の
な
か
で
釈
超
空
の
次
の
一
首
を
選
ん
で
い
る
︒

基キ
リ

督ス
ト

の
真
は
だ
か
に
し
て
血
の
肌

ハ
ダ
エ

見
つ
つ
笑
へ
り
︒
雪
の

中
よ
り

﹃
倭
を
ぐ
な
﹄
に
収
め
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
︒
雪
の
中
か
ら

キ
リ
ス
ト
を
見
て
笑
っ
て
い
る
の
は
悪
魔
な
の
だ
ろ
う
か
︒
サ

ス
ペ
ン
ス
の
よ
う
な
緊
張
感
が
あ
る
鮮
烈
な
作
品
で
あ
る
︒

寺
山
と
折
口
は
︑
あ
る
一
人
の
編
集
者
を
通
し
て
つ
な
が
っ

て
い
た
︒
中
井
英
夫
で
あ
る
︒
寺
山
の
最
初
の
編
集
者
に
し

て
︑
折
口
の
最
後
の
編
集
者
で
あ
っ
た
︒
一
九
五
三
年
の
夏

に
折
口
が
他
界
す
る
と
︑
翌
年
の
年
末
に
寺
山
は
﹁
チ
ェ
ホ

フ
祭
﹂
で
特
選
を
受
賞
し
︑
歌
壇
か
ら
注
目
さ
れ
る
︒
寺
山

も
折
口
も
短
歌
を
実
験
の
場
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
︑
詠

み
手
の
主
体
と
し
て
の
﹁
私
﹂
を
越
え
て
い
っ
た
︒
寺
山
の

場
合
︑
在
日
朝
鮮
人
の
青
年
に
な
り
き
っ
て
詠
ん
だ
短
歌
の

作
品
群
を
思
い
出
さ
れ
た
い
︒

寺
山
と
影
響
を
与
え
合
っ
た
人
物
は
︑
天
井
桟
敷
の
関
係

者
な
ど
身
近
な
人
々
を
除
い
た
と
こ
ろ
で
は
︑
三
島
由
紀
夫
︑

土
方
巽
︑
羽
仁
進
︑
黛
俊
郎
︑
武
満
徹
︑
篠
田
正
浩
︑
山
口

昌
男
︑
谷
川
俊
太
郎
︑
石
原
慎
太
郎
︑
山
田
太
一
︑
美
輪
明

宏
︑
九
條
今
日
子
︑
横
尾
忠
則
︑
唐
十
郎
︑
ル
・
ク
レ
ジ
オ

と
い
っ
た
人
々
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
寺
山
は
三
島
に
憧
れ
︑
乗

り
越
え
よ
う
と
し
た
が
︑
二
人
は
対
照
的
な
作
品
を
創
作
し

て
い
る
︒
型
を
持
っ
て
既
成
概
念
に
抵
抗
し
た
三
島
と
︑
型

を
崩
し
て
抵
抗
し
た
寺
山
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
︒
ま
た
︑
二

〇
一
六
年
に
発
見
さ
れ
た
自
決
か
ら
半
年
ま
え
の
肉
声
テ
ー

プ
の
中
で
三
島
は
︑﹁
死
が
肉
体
の
中
に
入
っ
て
き
た
﹂
と
語

201

寺山修司の身心変容―不完全な死体への質問状



っ
て
い
る
︒
そ
の
一
方
︑
寺
山
は
若
い
頃
か
ら
死
の
影
に
追

い
か
け
ら
れ
て
き
た
︒
早
稲
田
大
学
入
学
直
後
に
ネ
フ
ロ
ー

ゼ
で
三
年
間
入
院
︒
退
院
後
は
生
き
急
ぐ
よ
う
に
作
品
を
量

産
し
続
け
た
︒
寺
山
家
に
居
候
し
た
女
優
の
前
田
律
子
は

﹃
居
候
と
し
て
の
寺
山
体
験
﹄
に
お
い
て
︑
寺
山
は
毎
日
自
分

に
点
数
を
つ
け
︑
全
力
で
生
き
る
よ
う
に
説
い
た
と
語
っ
て

い
る
︒
寺
山
に
は
死
ん
で
い
る
暇
さ
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
︒

寺
山
が
影
響
を
与
え
た
人
物
と
し
て
︑
福
島
泰
樹
︑
鎌
田

東
二
︑
野
田
秀
樹
︑
桃
山
邑
︑
田
口
ラ
ン
デ
ィ
︑
園
子
温
︑
穂

村
弘
︑
坂
口
恭
平
と
い
っ
た
人
々
の
名
前
を
挙
げ
て
お
き
た

い
︒
桃
山
は
︑﹁
現
代
の
か
わ
ら
者
﹂
を
標
榜
す
る
水
族
館
劇

場
の
座
長
で
あ
り
︑
日
本
全
国
の
神
社
の
境
内
な
ど
を
使
っ

た
野
外
劇
に
定
評
が
あ
る
︒
田
口
は
寺
山
が
投
稿
詩
欄
の
選

者
を
務
め
て
い
た
受
験
雑
誌
﹃
高
三
コ
ー
ス
﹄
で
見
出
さ
れ

た
作
家
で
あ
る
︒
同
じ
く
﹃
高
三
コ
ー
ス
﹄
で
発
見
さ
れ
た

の
が
鎌
田
東
二
で
あ
っ
た
︒
大
学
入
学
で
上
京
し
た
鎌
田
が
︑

寺
山
演
出
の
芝
居
﹁
A
列
車
で
行
こ
う
﹂
に
俳
優
と
し
て
出

演
し
︑
練
習
の
過
程
で
ソ
リ
が
合
わ
な
く
な
っ
て
最
終
的
に

ケ
ン
カ
別
れ
し
た
い
き
さ
つ
は
︑﹃
記
号
と
言
霊
﹄
に
詳
し
い
︒

そ
れ
で
も
鎌
田
は
同
書
で
﹁
寺
山
修
司
は
︑
私
の
言
葉
の
育

て
の
親
﹂
で
あ
る
と
述
べ
る
︒
鎌
田
の
主
要
な
研
究
テ
ー
マ

の
一
つ
は
﹁
言
霊
﹂
で
あ
り
︑
そ
れ
は
後
に
博
士
論
文
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
︑
二
〇
一
七
年
に
﹃
言
霊
の
思
想
﹄
と
し
て

刊
行
さ
れ
た
︒
創
作
の
実
作
者
で
も
あ
る
鎌
田
は
︑
神
道
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
も
活
動
し
て
い
る
︒
代
表
曲
の
一
つ
︑

﹁
フ
ン
ド
シ
族
ロ
ッ
ク
﹂
は
︑
西
ロ
ー
マ
帝
国
を
滅
亡
さ
せ
た

﹁
フ
ン
族
﹂
と
﹁
フ
ン
ド
シ
﹂
を
か
け
る
と
い
う
言
葉
遊
び
を

展
開
し
て
い
る
︒
お
そ
ら
く
こ
の
源
流
に
は
︑
寺
山
が
存
在

す
る
の
で
あ
る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
寺
山
と
ソ
リ
が
合
わ
な

い
と
い
う
の
は
必
然
で
あ
る
だ
ろ
う
︒
た
と
え
ば
鎌
田
は
﹁
世

直
し
﹂
を
標
榜
す
る
が
︑
寺
山
は
﹁
世
変
え
﹂
を
主
張
し
て

い
た
︒
寺
山
は
五
木
と
の
対
談
︵
一
九
七
五
年
︶の
中
で
︑﹁
直

す
﹂
と
い
う
の
は
原
型
が
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
︑
そ
れ
に

当
て
は
め
る
よ
う
な
窮
屈
な
こ
と
は
嫌
い
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
︒﹁
一
寸
法
師
が
︑
一
寸
法
師
の
大
き
さ
の
ま
ま
で
︑
幸

せ
に
な
れ
る
社
会
﹂︑
つ
ま
り
親
無
し
子
︑
在
日
朝
鮮
人
︑
身

体
障
が
い
者
︑
黒
ん
坊
を
は
じ
め
︑
す
べ
て
の
人
が
︑
あ
り

の
ま
ま
の
姿
で
幸
せ
に
な
れ
る
社
会
を
寺
山
は
夢
想
し
て
い

た
︒し

か
し
鎌
田
の
﹁
世
直
し
﹂
も
そ
れ
と
隔
た
っ
た
も
の
で

は
な
い
︒
大
本
教
の
人
類
万
類
愛
善
世
界
の
よ
う
な
︑
す
べ

て
の
生
命
体
・
存
在
物
が
平
穏
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
世

界
︑
そ
の
た
め
に
三
千
世
界
の
大
洗
濯
・
大
掃
除
を
し
よ
う

と
す
る
鎌
田
の
世
直
し
は
︑
三
〇
歳
の
と
き
に
デ
ル
フ
ォ
イ

神
殿
を
訪
ね
た
夜
に
見
た
﹁
あ
り
の
ま
ま
に
見
よ
﹂
と
い
う

お
告
げ
の
夢
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
︒
こ
の
言
葉
の
意
味
は
︑
目

の
前
の
現
実
を
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
さ
ず
に
そ
の
ま
ま
見
る
と

い
う
こ
と
以
外
に
︑
物
事
の
あ
る
べ
き
方
向
を
ま
っ
す
ぐ
に

見
る
︑
見
通
す
と
い
う
意
味
で
も
あ
る
だ
ろ
う
︒
そ
れ
は
﹁
国

見
﹂
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
く
︑
常
人
か
ら
は
﹁
あ
さ
っ
て
の

方
向
﹂
を
見
て
い
る
と
思
わ
れ
る
︒
寺
山
も
作
品
中
に
﹁
明

日
は
ど
っ
ち
だ
？
﹂
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
多
用
し
て
い
る
点

に
注
目
し
た
い
︒﹁
直
す
﹂
と
﹁
変
え
る
﹂
の
言
葉
の
違
い
は

あ
る
も
の
の
︑
両
者
の
中
身
は
﹁
国
見
﹂
性
を
帯
び
て
い
る

と
い
う
点
で
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒

質
問
9

変
身
と
は
な
ん
で
す
か
？

寺
山
は
俳
優
に
︑
身
体
へ
の
変
身
を
要
求
し
て
い
た
︒
肉

体
は
劇
を
内
蔵
し
︑
身
体
は
記
号
的
で
あ
る
か
ら
︑
俳
優
の

肉
体
を
身
体
に
改
造
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ

る
︒
い
わ
ば
︑
俳
優
を
コ
マ
の
一
つ
と
し
て
機
械
化
し
よ
う

と
し
た
寺
山
の
試
み
は
︑
一
世
を
風
靡
し
て
い
た
ス
タ
ニ
ス

ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
と
真
逆
を
い
く
も
の
で
あ
っ
た
︒
寺

山
の
演
劇
作
品
の
う
ち
︑﹃
奴
婢
訓
﹄
が
も
っ
と
も
記
号
と
し

て
の
身
体
性
が
強
い
作
品
で
あ
る
︒
少
年
礼
儀
作
法
機
械
や

主
人
交
替
機
な
ど
を
使
っ
て
︑
身
体
と
機
械
を
一
体
化
さ
せ

て
し
ま
う
よ
う
な
と
こ
ろ
に
面
白
味
が
あ
る
︒

寺
山
は
︑﹃
花
嫁
化
鳥
﹄
に
お
い
て
︑
最
大
の
変
身
は
裸
に

な
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
︒
同
書
で
裸
祭
り
を
取
材

し
た
寺
山
は
︑
幼
い
頃
に
銭
湯
の
番
台
さ
ん
に
憧
れ
て
お
り
︑

市
井
の
人
々
の
刺
青
に
深
い
関
心
が
あ
る
と
語
っ
て
い
る
︒

し
か
し
︑
自
作
の
舞
台
や
映
画
に
出
演
し
︑
自
ら
の
身
体
を

曝
す
こ
と
は
嫌
っ
て
い
た
︒
そ
の
寺
山
が
︑
映
像
作
品
の
遺

作
に
な
っ
た
﹃
寺
山
修
司
&
谷
川
俊
太
郎
ビ
デ
オ
・
レ
タ

ー
﹄
で
と
っ
た
行
為
は
注
目
に
値
す
る
︒
寺
山
は
本
作
で
裸

に
な
っ
た
の
で
あ
る
︒
肝
硬
変
に
む
し
ば
ま
れ
て
ゆ
く
自
ら

の
身
体
を
カ
メ
ラ
に
お
さ
め
︑
首
︑
膝
︑
背
中
の
三
つ
の
シ

ョ
ッ
ト
に
︑
自
ら
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
﹁
言
葉
﹂
と
い
う
声
を

入
れ
て
い
る
︒
自
ら
の
あ
り
の
ま
ま
の
肉
体
そ
の
も
の
を
﹁
言

葉
﹂
と
し
た
本
作
は
︑
寺
山
の
創
作
の
新
し
い
方
向
性
が
示

さ
れ
て
い
た
︒
言
う
な
ら
ば
︑
寺
山
は
本
作
で
最
終
到
達
地

点
ま
で
一
気
に
ジ
ャ
ン
プ
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
︒

質
問
10

完
全
な
死
体
に
な
れ
た
と
思
い
ま

す
か
？

本
稿
の
サ
ブ
・
タ
イ
ト
ル
に
は
﹁
不
完
全
な
死
体
﹂
と
い

う
言
葉
が
入
っ
て
い
る
が
︑
こ
れ
は
寺
山
が
一
九
八
二
年
九

月
一
日
付
の
朝
日
新
聞
に
寄
稿
し
た
﹁
懐
か
し
の
わ
が
家
﹂

と
い
う
詩
に
書
い
た
言
葉
で
あ
る
︒
こ
の
一
年
後
︑
寺
山
は

肝
硬
変
か
ら
腹
膜
炎
を
発
症
し
︑
敗
血
症
に
よ
っ
て
こ
の
世

を
去
っ
た
︒
体
調
不
良
が
続
く
な
か
で
書
か
れ
た
詩
を
読
ん

で
み
よ
う
︒
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﹁
懐
か
し
の
わ
が
家
﹂

昭
和
十
年
十
二
月
十
日
に

ぼ
く
は
不
完
全
な
死
体
と
し
て
生
ま
れ

何
十
年
か
ゝ
っ
て

完
全
な
死
体
と
な
る
の
で
あ
る

そ
の
と
き
が
来
た
ら

ぼ
く
は
思
い
あ
た
る
だ
ろ
う

青
森
市
浦
町
字
橋
本
の

小
さ
な
陽
あ
た
り
の
い
ゝ
家
の
庭
で

外
に
向
っ
て
育
ち
す
ぎ
た
桜
の
木
が

内
部
か
ら
成
長
を
は
じ
め
る
と
き
が
来
た
こ
と
を

子
供
の
頃
︑
ぼ
く
は

汽
車
の
口
真
似
が
上
手
か
っ
た

ぼ
く
は

世
界
の
涯
て
が

自
分
自
身
の
夢
の
な
か
に
し
か
な
い
こ
と
を

知
っ
て
い
た
の
だ

こ
こ
に
は
﹁
不
完
全
な
死
体
﹂
と
し
て
生
ま
れ
︑
何
十
年

と
い
う
歳
月
を
か
け
て
﹁
完
全
な
死
体
﹂
と
な
る
の
だ
と
い

う
死
生
観
が
表
明
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
詩
は
朝
日
新
聞
に
掲

載
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
︑
広
く
一
般
に
知
ら
れ
て
い

る
が
︑
実
は
こ
れ
と
別
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
存
在
す
る
︒
寺
山

が
生
前
か
ら
責
任
編
集
を
務
め
︑
ち
ょ
う
ど
死
か
ら
三
年
が

経
過
し
た
一
九
八
六
年
五
月
四
日
に
刊
行
さ
れ
た
﹃
寺
山
修

司
全
詩
歌
句
﹄
に
︑
無
題
で
収
め
ら
れ
て
い
る
︒

ぼ
く
は
不
完
全
な
死
体
と
し
て
生
ま
れ

何
十
年
か
か
け
て

完
全
な
死
体
に
な
る
の
で
あ
る

そ
の
と
き
に
は

で
き
る
だ
け
新
し
い
靴
下
を
は
い
て
い
る
こ
と
に
し
よ
う

零
を
発
見
し
た

古
代
イ
ン
ド
の
こ
と
で
も
思
い
う
か
べ
て

﹁
完
全
な
﹂
も
の
な
ど
存
在
し
な
い
の
さ

こ
こ
で
も
﹁
不
完
全
な
死
体
﹂
か
ら
﹁
完
全
な
死
体
﹂
へ

と
い
う
推
移
が
語
ら
れ
る
が
︑
最
後
の
一
行
で
突
如
︑
引
っ

く
り
返
さ
れ
る
の
で
あ
る
︒
ま
る
で
読
み
手
に
向
か
っ
て
舌

を
出
す
か
の
よ
う
に
︑﹁﹃
完
全
な
﹄
も
の
な
ど
存
在
し
な
い

の
さ
﹂
と
言
い
切
っ
て
し
ま
う
︒
こ
の
矛
盾
の
つ
く
り
か
た
︑

そ
し
て
死
後
に
自
分
で
自
分
の
作
品
を
作
り
変
え
て
し
ま
う

ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
性
︒
寺
山
修
司
は
死
後
も
な
お
︑
寺
山
修

司
だ
っ
た
の
で
あ
る
︒

お
わ
り
に

寺
山
は
絶
筆
﹁
墓
場
ま
で
何
マ
イ
ル
﹂
に
お
い
て
︑﹁
私
は

肝
硬
変
で
死
ぬ
だ
ろ
う
︒
そ
の
こ
と
だ
け
は
︑
は
っ
き
り
し

て
い
る
︒
だ
が
︑
だ
か
ら
と
言
っ
て
墓
は
建
て
て
欲
し
く
な

い
︒
私
の
墓
は
︑
私
の
こ
と
ば
で
あ
れ
ば
︑
充
分
﹂
と
書
い

て
い
る
︒
徹
底
し
て
言
葉
に
こ
だ
わ
り
︑
生
み
出
さ
れ
た
言

葉
︵
作
品
︶
こ
そ
自
ら
の
分
身
で
あ
る
と
い
う
自
覚
が
垣
間

見
ら
れ
る
︒
寺
山
の
言
葉
を
生
み
出
す
原
動
力
に
な
っ
た
の

は
︑
大
学
入
学
直
後
に
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
で
入
院
し
︑
自
ら
の
身

心
が
意
図
せ
ざ
る
方
向
に
変
容
し
て
い
く
体
験
で
あ
っ
た
︒

退
院
し
た
と
き
に
仮
釈
放
の
気
分
を
味
わ
っ
た
寺
山
は
︑
そ

の
後
︑
言
葉
に
よ
っ
て
社
会
の
変
革
を
た
く
ら
ん
だ
︒
没
後

三
〇
年
以
上
経
っ
て
も
寺
山
が
支
持
さ
れ
る
の
は
︑
そ
の
言

葉
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
︑
世
界
に
対
す
る
認
識
や
自
身
の

可
能
性
に
対
す
る
意
識
が
変
容
す
る
よ
う
に
感
じ
る
た
め
で

あ
る
だ
ろ
う
︒

つ
ま
り
寺
山
修
司
に
と
っ
て
﹁
身
心
変
容
﹂
と
は
︑
言
葉

を
生
み
出
す
原
動
力
で
あ
り
︑
そ
う
し
て
生
み
出
さ
れ
た
言

葉
の
持
つ
魔
力
こ
そ
︑﹁
身
心
変
容
﹂
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
︒

追
記

本
稿
の
基
に
な
っ
た
二
〇
一
七
年
四
月
二
八
日
の
身
心
変
容
技
法

研
究
会
の
研
究
発
表
で
は
︑
も
う
一
つ
大
き
な
質
問
を
設
け
て
い

た
︒
そ
れ
は
︑
こ
の
身
心
変
容
技
法
研
究
会
で
発
表
す
る
と
︑
ど

の
よ
う
な
﹁
身
心
変
容
﹂
が
起
こ
る
の
か
？
と
い
う
質
問
で
あ
る
︒

こ
れ
に
は
発
表
前
後
に
筆
者
の
体
温
を
測
定
し
︑
そ
の
変
化
を
み

る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
た
︒
筆
者
の
体
温
は
︑
発
表
前
三
七
・
三

℃
︑
発
表
後
三
七
・
〇
℃
で
あ
っ
た
︒
と
も
に
微
熱
で
あ
る
が
︑

風
邪
を
ひ
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
︒
ま
た
︑
運
動
と
同
じ
で
︑

発
表
し
た
後
の
ほ
う
が
高
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
が
︑

〇
・
三
℃
下
が
っ
た
の
は
意
外
で
あ
っ
た
︒

参
考
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献
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司
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︑
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司
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︑
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司
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寺
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司
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司
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︑
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K
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︑
二
〇
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思
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出
の
な
か
の
寺
山
修
司
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筑
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書
房
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一
九
九

二
年

堀
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秀
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﹁
寺
山
修
司
研
究
の
現
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︱
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後
二
五
周
年
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て
﹂

﹃
比
較
文
学
・
文
化
論
集
﹄
二
七
︑ 二
〇
一
〇
年
︑ 四
一
―五
〇
頁

肥
田
こ
ず
え
﹁
寺
山
修
司
と
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ

︱
詩
と
劇
︑ 言
葉

の
可
能
性
﹂﹃
富
大
比
較
文
学
﹄
四
︑
二
〇
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一
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︑ 六
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頁風
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山
修
司
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世
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﹄
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出
版
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一
九
九
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︑
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本
仲
聖
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メ
デ

ィ
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論

︱
人
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拡
張
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相
﹄
み
す
ず
書
房
︑
一
九
八
七
年

間
瀬
幸
江
﹁
寺
山
修
司
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
・
ジ
ロ
ド
ゥ
か
ら
の
影

響

︱
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
﹃
大
礼
服
﹄
論
﹂﹃
演
劇
学
論
集

︱
日

本
演
劇
学
会
紀
要
﹄
五
四
︑ 二
〇
一
二
年
︑ 一
―二
一
頁

三
浦
雅
士
﹃
寺
山
修
司

︱
鏡
の
な
か
の
言
葉
﹄
新
書
館
︑
一
九

八
七
年

守
安
敏
久
﹁
寺
山
修
司
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ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
﹃
コ
メ
ッ
ト
・
イ
ケ

ヤ
﹄﹂﹃
宇
大
国
語
論
究
﹄
一
四
︑ 二
〇
〇
三
年
︑ 一
〇
一
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〇
六

頁守
安
敏
久
﹁
寺
山
修
司　

ラ
ジ
オ
ド
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マ
﹃
山
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﹄
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﹃
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﹄
へ
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山
修
司
研
究
﹄
第
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︑ 二
〇
〇
七
年
︑ 七
八

―八
九
頁

守
安
敏
久
﹁
寺
山
修
司
の
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オ
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マ
﹃
狼
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﹂﹃
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司
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書
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会
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文
学

︱D
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人

文
書
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︑
二
〇
〇
七
年
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は
じ
め
に

物
事
を
進
め
る
た
め
に
は
あ
る
程
度
の
欠
陥
に
は
目
を
瞑

り
︑
そ
の
修
復
・
改
善
は
後
回
し
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

る
状
況
も
で
て
く
る
︒
我
々
が
常
日
頃
い
そ
し
ん
で
い
る
勉

学
・
習
い
事
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
︒
例
え
ば
︑
難
解
な
学
術

書
の
読
破
と
い
う
こ
と
を
想
像
し
て
み
る
︒
少
し
理
解
が
お

ぼ
つ
か
な
く
と
も
先
に
進
め
ば
い
つ
か
は
理
解
で
き
る
と
信

じ
て
読
書
を
進
め
る
こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い
か
︒
そ
の
一

方
で
︑
解
ら
な
い
部
分
を
な
お
ざ
り
に
し
続
け
れ
ば
︑
読
破

し
た
は
い
い
が
︑
得
る
と
こ
ろ
が
な
い
ま
ま
終
わ
り
か
ね
な

い
︒
ま
た
︑
仕
事
の
プ
レ
ゼ
ン
に
つ
い
て
も
︑
す
べ
て
の
課

題
を
克
服
し
て
か
ら
︑
と
考
え
て
い
る
と
い
つ
ま
で
経
っ
て

も
学
術
会
議
で
の
発
表
は
で
き
な
い
︒
あ
る
程
度
は
達
成
で

き
た
こ
と
︑
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
︑
欠
陥
に
は

目
を
瞑
り
︑
課
題
と
し
て
捉
え
な
が
ら
議
論
に
臨
む
必
要
が

あ
る
︒
と
は
い
え
︑
度
が
過
ぎ
れ
ば
妄
想
を
語
る
の
み
に
な

る
︒
社
会
の
営
み
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
と
感
じ

て
お
り
︑
ま
た
生
き
物
の
成
り
立
ち
自
体
に
も
ア
ナ
ロ
ジ
ー

が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
︒

筆
者
は
自
然
科
学
の
な
か
で
も
分
子
生
物
学
に
い
そ
し
み

な
が
ら
本
科
研
の
分
担
に
入
れ
て
い
た
だ
い
た
︒
宗
教
学
に

関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
素
人
に
近
い
の
で
稚
拙
な
考
察
に
な
る

点
は
ご
容
赦
願
い
た
い
︒
本
稿
で
は
筆
者
の
専
門
分
野
の
論

文
に
つ
い
て
︵
二
〇
一
七
年
一
二
月
に
公
刊
︑
足
掛
け
六
年
か
か

っ
た
！
︶
簡
単
に
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
︑﹁
が
ん
細
胞
の
暴

走
﹂
と
﹁
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
暴
走
﹂
と
の
類
似
点
を
議

論
し
な
が
ら
︑
ど
の
よ
う
に
本
科
研
と
関
わ
ろ
う
と
考
え
て

い
る
か
を
議
論
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
︒

1
物
事
を
進
め
る
上
で
の
バ
ラ
ン
ス

ま
ず
は
︑
分
子
生
物
学
と
か
け
離
れ
た
話
題
か
ら
︒
全
国

津
々
浦
々
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
継
承
さ
れ
て
き
た
祭
り

が
あ
る
︒
例
え
ば
一
年
に
一
度
︑
あ
る
い
は
数
年
に
一
度
︑
定

期
的
に
行
わ
れ
る
祭
事
で
は
︑
常
に
問
題
が
生
じ
て
い
る
︒
私

事
な
が
ら
︑
私
の
地
元
の
祭
り
に
関
し
て
言
え
ば
︑
古
く
な

っ
た
神
輿
の
修
繕
は
ど
う
す
べ
き
か
︑
と
い
う
の
は
毎
年
議

論
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒
こ
の
神
輿
は
か
な
り
昔
︵
戦

後
間
も
な
く
と
聞
い
て
い
る
が
︶
に
地
元
の
有
志
が
か
な
り
高

額
の
寄
付
を
し
て
滋
賀
の
ど
こ
ぞ
の
神
社
よ
り
買
い
付
け
た

も
の
ら
し
い
︒
葵
祭
の
日
に
そ
の
神
輿
を
地
区
の
家
々
の
間

を
曳
い
て
ま
わ
り
︑
そ
の
年
の
商
売
の
繁
盛
を
願
う
祭
り
の

主
役
と
し
て
使
わ
れ
る
︒
神
輿
は
︑
購
入
後
も
安
全
の
た
め

の
土
台
を
調
達
し
た
り
︑
そ
の
時
々
に
応
じ
て
誰
ぞ
が
寄
付

を
し
な
が
ら
維
持
し
て
き
た
も
の
だ
︒
飾
り
が
一
つ
失
く
な

っ
た
︑
屋
根
が
外
れ
そ
う
だ
︑
と
い
っ
た
問
題
が
近
年
取
り

ざ
た
さ
れ
︑
修
繕
費
用
を
ど
こ
か
ら
捻
出
す
る
か
︑
と
い
っ

た
議
論
が
毎
年
さ
れ
て
い
る
も
の
の
な
か
な
か
結
論
が
出
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
︒

こ
う
い
っ
た
小
さ
な
問
題
点
は
も
ち
ろ
ん
未
解
決
で
あ
っ

て
も
祭
り
は
行
わ
れ
る
︒
た
だ
︑
積
も
り
積
も
る
こ
と
で
大

生
命
科
学
か
ら
み
た
身
心
変
容　
　

第
五
部
❖
身
心
変
容
の
科
学

古
谷
寛
治

京
都
大
学
放
射
線
生
物
研
究
セ
ン
タ
ー
講
師
／
生
物
分
子
科
学
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き
な
問
題
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ
と
も
あ
る
︒
小
さ
な
飾
り

で
あ
っ
て
も
あ
ま
り
に
た
く
さ
ん
失
く
な
れ
ば
神
輿
の
体
を

な
さ
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
︒
ま
た
︑
安
全
面
で
考
慮
す

る
問
題
が
生
じ
れ
ば
神
輿
を
担
ぐ
の
を
そ
の
年
は
諦
め
る
状

況
に
も
な
り
か
ね
な
い
︒
毎
年
の
こ
う
い
っ
た
瑣
末
な
問
題

点
を
解
決
す
る
た
め
の
︑
修
繕
費
用
の
積
み
立
て
も
本
来
な

ら
必
要
な
は
ず
だ
︒
ま
た
︑
修
繕
費
用
が
高
額
す
ぎ
る
場
合

に
は
地
元
の
裕
福
な
農
家
の
方
々
が
寄
付
を
率
先
し
て
行
う

こ
と
で
そ
れ
を
捻
出
し
て
き
た
の
が
こ
れ
ま
で
の
し
き
た
り

で
あ
っ
た
︒
こ
れ
を
対
策
シ
ス
テ
ム
と
い
う
の
か
は
別
と
し

て
︑
こ
う
い
っ
た
祭
り
は
毎
年
定
期
的
に
開
催
さ
れ
つ
つ
も
︑

そ
の
時
々
に
問
題
が
生
じ
︑
あ
る
も
の
は
先
延
ば
し
に
し
︑
そ

し
て
大
き
な
問
題
が
露
見
し
た
際
に
は
余
力
の
あ
る
方
に
甘

え
て
な
ん
と
か
改
善
を
す
る
と
い
う
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
と
り

な
が
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
︑
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
︒

そ
う
は
言
っ
て
も
︑
今
後
は
社
会
情
勢
に
よ
り
正
常
な
維

持
が
で
き
な
い
状
況
も
で
て
く
る
こ
と
も
あ
ろ
う
︒
高
額
の

寄
付
を
す
る
農
家
の
経
営
が
破
綻
す
る
こ
と
も
あ
る
や
も
し

れ
な
い
︒
そ
う
い
っ
た
状
況
に
お
い
て
も
祭
り
だ
け
を
維
持

す
る
︑
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
神
輿
の
な
い
祭
り
︑
ま
た
︑
形

骸
化
し
当
初
の
神
輿
巡
幸
の
意
義
が
忘
れ
去
ら
れ
た
至
極
異

質
な
祭
り
へ
と
変
化
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
︒
そ
う
い
う
心
配
を
し
つ
つ
も
真
剣
に
肩
入
れ
す
る
こ
と

を
後
回
し
に
し
て
い
る
自
分
で
あ
る
︒
そ
う
は
言
っ
て
も
︑
現

存
し
て
い
る
祭
事
に
は
そ
れ
ぞ
れ
時
代
に
適
応
し
な
が
ら
も

形
式
を
維
持
し
え
た
構
造
が
あ
り
︑
だ
か
ら
こ
そ
人
が
代
わ

り
︑
時
代
が
移
ろ
っ
て
も
継
承
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
︒

2
生
物
学
に
お
け
る
バ
ラ
ン
ス

我
々
の
身
体
の
細
胞
の
営
み
も
同
じ
で
あ
る
︒
以
前
︑
本

誌
第
6
号
で
細
胞
の
執
り
行
う
細
胞
増
殖
に
お
け
る
サ
イ
ク

ル
︱
細
胞
周
期
︱
が
我
々
の
生
活
の
営
み
に
似
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
書
き
記
し
た
︒
細
胞
は
定
期
的
に
分
裂
す
る

こ
と
で
増
殖
す
る
︒
も
ち
ろ
ん
細
胞
が
分
裂
し
内
容
物
を
二

分
配
し
て
娘
細
胞
へ
と
引
き
継
ぐ
た
め
に
は
︑
こ
れ
ら
の
内

容
物
は
︑
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
二
倍
に
複
製
さ
れ
る
必
要
が

あ
る
︒
細
胞
は
こ
の
細
胞
周
期
と
呼
ば
れ
る
複
製
・
分
配
と

い
っ
た
サ
イ
ク
ル
を
︑
ヒ
ト
細
胞
で
あ
れ
ば
だ
い
た
い
二
四

時
間
周
期
で
繰
り
返
す
こ
と
で
増
殖
す
る
︒
細
胞
周
期
に
お

け
る
最
重
要
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
正
確
に
複
製
し
分
配
す
る
こ

と
で
あ
り
︑
内
容
物
の
な
か
で
も
︑
も
っ
と
も
重
要
な
も
の

は
遺
伝
情
報
を
コ
ー
ド
す
る
染
色
体
D
N
A
で
あ
る
︒
染
色

体
D
N
A
は
生
物
種
ご
と
に
決
ま
っ
た
数
︑
そ
し
て
構
成
に

な
っ
て
い
る
︒
分
裂
酵
母
で
あ
れ
ば
染
色
体
D
N
A
は
三
本

に
分
か
れ
て
お
り
︑
ヒ
ト
で
あ
れ
ば
常
染
色
体
が
二
二
本
︑
そ

し
て
性
染
色
体
が
存
在
す
る
︵
さ
ら
に
ヒ
ト
細
胞
は
二
倍
体
な

の
で
倍
の
四
六
本
あ
る
︶︒
複
製
時
に
は
こ
れ
ら
の
染
色
体

D
N
A
が
完
璧
に
一
字
一
句
違
わ
な
い
こ
と
を
目
標
に
複
製

さ
れ
る
︒
D
N
A
は
細
胞
内
の
構
成
物
・
タ
ン
パ
ク
質
の
も

と
と
な
る
遺
伝
子
が
情
報
と
し
て
コ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
た
め

少
し
の
間
違
い
も
許
さ
れ
な
い
の
だ
︒

た
だ
︑
細
胞
は
様
々
な
要
因
で
遺
伝
情
報
に
間
違
い
を
導

入
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
︒
染
色
体
D
N
A
の
複
製

は
︑
ヒ
ト
で
あ
れ
ば
三
十
億
文
字
以
上
を
一
度
の
サ
イ
ク
ル

で
複
製
す
る
必
要
が
あ
り
︑
当
然
ミ
ス
が
出
て
く
る
︒
ま
た
︑

放
射
線
や
︑
紫
外
線
と
い
っ
た
変
異
源
は
D
N
A
を
傷
つ
け

る
︒
D
N
A
鎖
が
切
断
さ
れ
︑
ま
た
︑
紫
外
線
な
ど
は

D
N
A
上
の
二
つ
の
文
字
︵
ヌ
ク
レ
オ
チ
ド
と
呼
ば
れ
る
︶
が

共
有
結
合
で
く
っ
つ
い
た
化
合
物
を
生
み
出
す
要
因
と
も
な

る
︒
こ
れ
ら
を
総
じ
て
D
N
A
損
傷
と
呼
び
︑
細
胞
は
常
に

こ
れ
ら
を
受
け
る
危
険
性
に
晒
さ
れ
て
い
る
の
だ
︒
こ
う
い

っ
た
D
N
A
損
傷
は
見
つ
か
り
次
第
︑
修
復
を
試
み
ら
れ
る

た
め
︑
基
本
的
に
は
D
N
A
損
傷
は
一
過
的
に
し
か
現
れ
な

い
︒
し
か
し
な
が
ら
あ
ま
り
に
頻
繁
に
起
こ
る
と
修
復
が
追

い
つ
か
な
く
な
り
誤
り
も
増
え
︑﹁
変
異
﹂
と
い
っ
た
形
で
本

来
と
は
異
な
る
遺
伝
情
報
へ
と
変
化
す
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
細

胞
と
し
て
も
D
N
A
損
傷
の
数
を
常
に
監
視
し
て
お
り
︑
細

胞
内
に
存
在
す
る
D
N
A
損
傷
の
数
が
一
定
の
数
以
上
に
な

る
と
細
胞
分
裂
の
サ
イ
ク
ル
を
い
っ
た
ん
停
止
し
︑
そ
の
修

復
の
た
め
に
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
注
ぐ
︒

こ
の
仕
組
み
は
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
が
︑
が

ん
細
胞
で
は
欠
落
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
︒
が
ん
細
胞
で
は

こ
の
D
N
A
損
傷
を
監
視
す
る
機
構
そ
の
も
の
を
コ
ー
ド
す

る
遺
伝
情
報
自
体
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
︑
が
ん
診

断
に
お
け
る
一
つ
の
目
安
と
も
な
っ
て
い
る
︵
詳
細
は
こ
こ
で

は
述
べ
な
い
が
︶︒
ま
た
︑
あ
る
種
の
が
ん
細
胞
で
は
こ
の
監

視
機
構
の
遺
伝
子
が
正
常
に
備
わ
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
︑
そ
の
働
き
が
抑
え
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
︒
我
々

の
解
析
で
明
ら
か
と
な
っ
た
の
は
後
者
の
点
で
あ
り
︑
が
ん

細
胞
は
D
N
A
損
傷
の
監
視
機
構
を
抑
え
込
む
仕
組
み
を
転

用
し
︑
た
と
え
染
色
体
D
N
A
上
に
た
く
さ
ん
の
傷
を
受
け

よ
う
と
も
細
胞
を
増
殖
す
る
上
で
邪
魔
が
入
ら
な
い
状
況
を

つ
く
り
だ
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
︒
前
置
き
が
か

な
り
長
く
な
っ
た
が
︑
本
稿
で
は
こ
の
発
見
に
つ
い
て
簡
単

に
述
べ
さ
せ
て
も
ら
う
︒

3
が
ん
細
胞
―
破
綻
と
表
裏
一
体
の
が
ん
増

殖
戦
略

こ
こ
で
は
我
々
の
発
見
を
少
し
詳
し
く
述
べ
る
︒
が
ん
細

胞
と
い
う
の
は
異
常
増
殖
を
す
る
細
胞
で
あ
る
︒
あ
ら
ゆ
る

環
境
に
適
応
し
な
が
ら
増
殖
す
る
能
力
を
有
し
て
お
り
︑
こ

れ
が
が
ん
治
療
の
際
の
障
害
と
も
な
る
︒
が
ん
治
療
の
中
で

も
効
果
的
と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
放
射
線
療
法
や
︑
D
N
A

206

第五部 ❖身心変容の科学



損
傷
を
生
み
出
す
こ
と
で
異
常
増
殖
す
る
細
胞
を
殺
す
抗
が

ん
剤
を
用
い
た
化
学
療
法
で
あ
る
が
︑
が
ん
細
胞
は
こ
れ
ら

の
治
療
に
対
し
て
も
耐
性
を
い
と
も
た
や
す
く
獲
得
し
︑
そ

う
い
っ
た
悪
条
件
に
す
ら
適
応
し
増
殖
す
る
こ
と
が
あ
る
︒

今
回
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
︑
が
ん
細
胞
に
耐
性
を
付
与
す

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
た
︒

が
ん
は
︑
が
ん
と
い
う
一
種
類
の
病
気
で
は
な
く
︑
こ
れ

ま
で
わ
か
っ
て
い
る
だ
け
で
も
一
〇
〇
種
類
以
上
に
区
別
さ

れ
る
︒
ま
た
︑
そ
れ
ら
の
異
な
る
が
ん
に
さ
ら
に
様
々
な
変

化
が
加
わ
る
︒
鍵
と
な
る
遺
伝
子
機
能
が
亢
進
す
る
こ
と
で

増
殖
能
が
高
ま
っ
た
り
適
応
能
力
が
高
ま
っ
た
り
と
︑
が
ん

特
有
の
変
幻
自
在
の
性
質
が
加
わ
る
︒
こ
う
い
っ
た
機
能
の

亢
進
は
染
色
体
D
N
A
に
コ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
内
容
︵
＝
遺

伝
子
︶
が
異
質
な
も
の
に
変
わ
っ
た
り
︑
遺
伝
子
そ
の
も
の

の
内
容
に
変
化
は
な
い
が
︑
発
現
量
が
亢
進
︑
あ
る
い
は
低

下
す
る
こ
と
で
も
引
き
起
こ
さ
れ
る
︒
D
N
A
に
コ
ー
ド
さ

れ
て
い
る
内
容
や
発
現
量
の
変
化
は
D
N
A
上
に
起
こ
る
損

傷
が
元
の
文
字
に
直
さ
れ
ず
︑
誤
っ
た
形
で
修
復
さ
れ
る
こ

と
で
も
た
ら
さ
れ
る
︒
ち
な
み
に
異
常
増
殖
を
引
き
起
こ
す

際
に
亢
進
す
る
遺
伝
子
の
一
つ
と
し
てPLK1

遺
伝
子
の
高

発
現
が
知
ら
れ
て
い
た
︒

小
難
し
い
話
に
な
る
が
︑
少
し
我
慢
し
て
い
た
だ
き
た
い
︒

が
ん
細
胞
は
何
か
の
き
っ
か
け
でPLK1

と
い
う
遺
伝
子
を

通
常
よ
り
も
細
胞
内
で
た
く
さ
ん
生
産
す
る
こ
と
が
あ
る
︒

こ
の
﹁PLK1

を
高
発
現
す
る
が
ん
﹂
を
持
つ
患
者
で
は
予
後

不
良
と
な
る
ほ
か
︑
化
学
療
法
に
対
し
て
耐
性
に
な
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
た
︒
し
か
し
な
が
ら
な
ぜPLK1

と
い
う
遺

伝
子
が
高
発
現
す
る
こ
と
で
質
の
悪
い
が
ん
を
引
き
起
こ
す

か
は
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
︒
こ
れ
ま
で
の
知
見
か
ら
︑

PLK1

は
細
胞
分
裂
の
サ
イ
ク
ル
の
推
進
力
を
高
め
る
働
き
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
︒
す
な
わ
ちPLK1

が
大
量
に

細
胞
内
に
存
在
す
れ
ば
︑
細
胞
の
分
裂
サ
イ
ク
ル
︑
す
な
わ

ち
細
胞
周
期
の
推
進
力
が
高
く
な
る
だ
ろ
う
︑
そ
れ
ゆ
え
︑
が

ん
細
胞
の
増
殖
能
力
を
あ
ま
り
に
高
め
る
た
め
叩
い
て
も
す

ぐ
復
活
す
る
︑
そ
れ
で
予
後
不
良
と
な
る
︑
と
い
う
の
が
こ

れ
ま
で
の
解
釈
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
で
は
抗
が

ん
剤
に
対
す
る
耐
性
は
説
明
で
き
な
い
︒

我
々
はPLK1

が
ど
う
い
っ
た
細
胞
内
の
機
能
に
関
わ
る
か

を
よ
り
詳
細
に
調
べ
る
こ
と
で
︑
D
N
A
損
傷
の
監
視
機
構

を
も
抑
え
込
む
機
能
をPLK1

が
持
つ
と
い
う
結
論
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
結
果
を
得
た
︵
図
1
︶︒PLK1

が
が
ん
細
胞
の
な
か
で

高
発
現
し
︑
そ
の
機
能
が
高
く
な
る
こ
と
で
が
ん
細
胞
は
自

身
の
D
N
A
上
の
傷
に
気
づ
き
に
く
く
な
る
こ
と
を
見
出
し

た
︒
気
づ
か
な
い
か
ら
︑
抗
が
ん
剤
で
D
N
A
損
傷
を
多
量

に
与
え
て
も
細
胞
分
裂
を
止
め
な
い
︒
D
N
A
損
傷
の
修
復

が
追
い
つ
か
な
く
て
も
ゾ
ン
ビ
み
た
い
に
傷
つ
き
な
が
ら
も

増
殖
し
続
け
る
た
め
様
々
な
D
N
A
︵
＝
遺
伝
情
報
︶
上
の
変

異
を
蓄
積
し
︑
さ
ら
に
悪
性
度
の
高
い
が
ん
細
胞
へ
と
進
化

す
る
︒
こ
う
い
っ
た
が
ん
特
有
の
性
質
を
担
保
し
て
し
ま
う

の
がPLK1

の
高
発
現
の
も
た
ら
す
悪
い
側
面
と
結
論
し
た
︒

4
が
ん
適
応
戦
略
と
し
て
の「
二
刀
流
」

我
々
の
発
見
は
︑
細
胞
増
殖
を
促
進
す
るPLK1

と
い
う

因
子
が
︑
細
胞
が
本
来
持
つ
D
N
A
損
傷
︵
遺
伝
情
報
上
の

傷
︶を
感
知
す
る
能
力
を
取
り
払
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
︒
言

い
換
え
れ
ば
︑PLK1

と
い
う
一
つ
の
因
子
が
細
胞
増
殖
サ
イ

ク
ル
を
回
す
推
進
力
を
与
え
る
と
同
時
に
︑
自
身
の
D
N
A

が
傷
つ
い
て
も
気
づ
か
な
い
よ
う
に
仕
向
け
る
﹁
二
刀
流
﹂

の
所
作
で
細
胞
増
殖
を
促
す
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
︒

﹁
細
胞
増
殖
を
促
進
す
る
＝
D
N
A
損
傷
に
対
す
る
耐
性
の

獲
得
﹂
な
の
だ
︒
こ
の
こ
と
は
な
ぜ
い
く
つ
か
の
家
族
性
の

が
ん
に
D
N
A
損
傷
の
修
復
機
能
が
低
下
し
た
遺
伝
的
な
異

常
が
付
随
す
る
の
か
と
い
う
疑
問
に
対
し
て
も
説
明
可
能
と

考
え
て
い
る
︒

逆
説
的
で
あ
る
が
︑
も
と
も
と
が
ん
細
胞
と
い
う
の
は

D
N
A
の
傷
を
直
す
能
力
を
失
っ
た
細
胞
で
あ
る
こ
と
が
多

い
︒
D
N
A
の
傷
を
効
率
よ
く
︑
正
確
に
直
せ
な
い
か
ら
遺

伝
子
が
書
き
換
え
ら
れ
て
し
ま
う
︒
だ
か
ら
が
ん
化
し
や
す

い
︑
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
︒
本
来
な
ら
ば
こ
う
い
っ
た
細

胞
は
環
境
ス
ト
レ
ス
に
対
し
脆
弱
の
は
ず
で
あ
り
︑
細
胞
死

を
迎
え
て
し
ま
う
は
ず
だ
︒
し
か
し
な
が
ら
彼
ら
と
し
て
も

増
殖
を
続
け
る
た
め
に
は
手
を
打
た
ね
ば
な
ら
ず
︑
そ
の
手

段
の
一
つ
がPLK1

の
高
発
現
と
も
言
え
る
︒
お
そ
ら
く
は

細
胞
増
殖
の
能
力
を
獲
得
す
る
と
同
時
に
D
N
A
の
傷
を
溜

め
込
ん
で
も
細
胞
分
裂
の
サ
イ
ク
ル
が
停
止
し
な
い
よ
う
な

仕
組
み
を
獲
得
し
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
︵
図
2
︶︒
そ
れ
が
逆

に
様
々
な
遺
伝
情
報
の
変
化
を
さ
ら
に
許
容
す
る
素
地
を
作

図１　PLK1タンパク質による「二刀流」の増殖戦略
PLK1タンパク質が高発現するがん細胞（左）では、PLK1が細胞増殖の推
進力を高めると同時に、DNA損傷の監視機構（RAD9タンパク質）がDNA
損傷を見つける働きを抑制する。そうすることで細胞増殖がより促進され
る。一方、正常細胞やPLK1の働きが弱い細胞では、DNA損傷の監視機構

（RAD9）の働きがみられ、DNA損傷の量に応じて細胞増殖を抑制するシ
グナル伝達経路が働く。したがって受けたDNA損傷に応じて増殖がコント
ロールされる。

がん細胞

PLK1-RAD9シグナル経路
による細胞増殖亢進

細胞増殖
の促進

遅い
細胞増殖

DNA損傷ストレスを
正常に感知

正常細胞
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り
出
し
︑
本
当
に
致
死
的
な
遺
伝
情
報
の
欠
陥
を
受
け
る
ま

で
増
殖
し
続
け
る
︒
そ
し
て
悪
質
な
が
ん
細
胞
へ
と
進
化
す

る
︒
お
そ
ら
く
は
﹁
二
刀
流
﹂
こ
そ
が
劣
悪
な
環
境
に
容
易

に
適
応
し
増
殖
を
し
続
け
る
た
め
の
仕
組
み
で
あ
り
︑
が
ん

細
胞
は
そ
れ
を
悪
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

我
々
の
今
回
の
発
見
の
生
物
学
的
︑
医
学
的
な
意
義
と
し

て
は
︑
が
ん
細
胞
の
性
質
を
理
解
す
る
こ
と
で
︑
そ
れ
ぞ
れ

の
が
ん
に
あ
っ
た
治
療
法
の
選
択
を
す
る
上
で
の
ヒ
ン
ト
に

な
る
と
い
う
こ
と
が
一
つ
あ
げ
ら
れ
る
︒
今
の
流
行
り
は
﹁
分

子
創
薬
﹂
で
あ
る
が
︑
実
際
は
一
つ
の
標
的
因
子
だ
け
で
は

が
ん
が
あ
の
手
こ
の
手
を
使
っ
て
耐
性
を
獲
得
し
て
し
ま
う
︒

高
濃
度
の
単
一
の
薬
剤
を
使
用
す
れ
ば
正
常
細
胞
も
標
的
と

し
て
し
ま
い
︑
副
作
用
も
大
き
い
︒
ま
た
︑
末
期
の
が
ん
に

お
い
て
は
が
ん
細
胞
同
士
も
腫
瘍
組
織
内
で
栄
養
資
源
を
取

り
合
い
し
て
お
り
︑
一
部
の
が
ん
細
胞
の
み
を
殺
し
て
し
ま

う
こ
と
で
逆
に
腫
瘍
組
織
内
の
別
の
質
の
悪
い
が
ん
細
胞
が

の
さ
ば
っ
て
し
ま
う
素
地
を
作
っ
て
し
ま
う
︒
が
ん
細
胞
を

殺
す
と
き
は
ス
ナ
イ
パ
ー
の
よ
う
に
確
実
に
殺
し
︑
そ
し
て

敵か
な

わ
な
い
が
ん
に
お
い
て
は
別
の
手
を
算
段
す
る
必
要
が
あ

る
︒
こ
の
よ
う
に
が
ん
治
療
に
お
い
て
は
個
別
医
療
が
現
在

重
要
と
な
っ
て
お
り
︑
が
ん
撲
滅
を
目
指
す
現
代
社
会
に
お

い
て
は
個
々
の
が
ん
細
胞
の
性
質
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要

と
な
っ
て
い
る
︒
し
た
が
っ
て
が
ん
細
胞
が
ど
の
よ
う
に
で

き
る
か
の
個
別
の
情
報
と
と
も
に
基
本
原
理
が
わ
か
る
こ
と

は
こ
と
さ
ら
重
要
な
の
で
あ
る
︒

ま
た
︑
今
回
の
よ
う
に
鍵
と
な
る
因
子
間
の
関
係
︵
増
殖

促
進
機
構
と
D
N
A
損
傷
感
知
機
構
︶
が
し
っ
か
り
と
分
子
レ

ベ
ル
で
理
解
で
き
れ
ば
︑
そ
の
経
路
の
み
を
標
的
と
す
る
創

薬
も
可
能
と
な
る
︒
細
胞
増
殖
と
D
N
A
損
傷
耐
性
と
い
う

二
つ
の
異
な
る
細
胞
内
機
能
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
い
う

基
本
原
理
の
理
解
は
︑
今
後
の
が
ん
の
遺
伝
子
診
断
も
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
所
定
の
経
路
に
依
存
し
な
が
ら
増
殖
す
る

が
ん
患
者
を
選
ぶ
際
の
ヒ
ン
ト
に
も
な
る
︒
よ
り
精
度
が
増

し
︑
副
作
用
の
少
な
く
︑
予
後
の
良
い
が
ん
治
療
へ
の
貢
献

が
可
能
に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
︒

5
細
胞
の
二
刀
流
増
殖
シ
ス
テ
ム
の
発
見

の
意
義

我
々
の
基
礎
研
究
に
お
け
る
今
後
の
課
題
は
︑
な
ぜ
細
胞

は
一
つ
の
因
子
に
細
胞
増
殖
の
サ
イ
ク
ル
の
推
進
と
そ
の
抑

止
力
の
解
除
と
い
う
二
つ
の
機
能
を
担
わ
せ
た
の
か
と
い
う

点
で
あ
る
︒
が
ん
細
胞
は
確
か
に
こ
の
二
刀
流
の
仕
組
み
を

悪
用
し
て
お
り
︑
こ
の
仕
組
み
こ
そ
が
が
ん
化
を
生
み
出
す

仕
組
み
と
も
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
︒
し
か
し
な
が
ら
︑

二
刀
流
の
仕
組
み
は
も
と
も
と
正
常
細
胞
に
備
わ
っ
て
い
る

も
の
で
あ
り
︑
こ
の
仕
組
み
こ
そ
が
正
常
細
胞
に
と
っ
て
も

効
率
的
な
は
ず
だ
︒
例
え
ば
︑
細
胞
分
裂
の
速
度
は
と
り
わ

け
胎
発
生
の
時
期
に
お
い
て
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
︑
こ
の

時
期
に
は
で
き
る
限
り
早
く
細
胞
数
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
︒

そ
の
点
で
はPLK1

と
い
う
因
子
が
二
刀
流
で
細
胞
増
殖
の

速
度
を
維
持
す
る
の
は
︑
ど
ん
な
環
境
で
も
細
胞
数
を
増
や

す
こ
と
に
専
念
で
き
る
と
い
う
点
で
理
に
か
な
っ
て
い
る
と

言
え
る
︒
し
か
し
な
が
ら
体
細
胞
に
お
い
て
は
逆
の
こ
と
も

多
い
︒

筆
者
ら
の
解
析
で
は
︑
我
々
が
発
見
し
た
二
刀
流
の
仕
組

み
は
進
化
の
過
程
上
非
常
に
遅
い
時
期
に
登
場
し
た
仕
組
み

で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
︒
魚
や
爬
虫
類
︑
哺
乳
類
と
い

っ
た
脊
椎
動
物
に
の
み
見
ら
れ
る
仕
組
み
で
あ
り
︑
昆
虫
や

も
ち
ろ
ん
単
細
胞
の
酵
母
と
い
っ
た
下
等
な
生
物
種
に
は
見

ら
れ
な
い
仕
組
み
で
あ
る
︒
高
等
生
物
と
下
等
生
物
の
大
き

な
違
い
は
身
体
を
構
成
す
る
細
胞
種
類
の
数
の
違
い
で
も
あ

る
︒
高
等
生
物
種
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
様
々
な
組
織
を
有
し

て
お
り
︑
個
体
を
形
成
す
る
に
あ
た
っ
て
用
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
細
胞
の
種
類
は
非
常
に
多
く
な
る
︒
細
胞
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
多
い
の
が
高
等
生
物
の
特
徴
で
あ
り
︑
組
織

ご
と
に
異
な
る
細
胞
の
性
質
を
簡
便
に
生
み
出
す
仕
組
み
を

作
り
出
す
と
い
う
意
味
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
︒
例
え
ば
神

経
細
胞
な
ど
で
は
非
常
に
細
胞
周
期
の
長
さ
が
長
い
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
︒

こ
う
い
っ
た
細
胞
増
殖
能
力
の
低
い
細
胞
種
で
は
D
N
A

損
傷
に
気
づ
き
や
す
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
予
想
で
き
る
︒
少

し
の
D
N
A
損
傷
を
受
け
た
だ
け
で
細
胞
活
動
が
影
響
を
受

け
る
と
思
わ
れ
る
︒
実
際
︑
D
N
A
損
傷
の
修
復
が
低
く
な

る
遺
伝
的
な
疾
患
が
あ
る
が
︑
総
じ
て
神
経
系
の
発
達
に
異

常
が
生
じ
る
︒
神
経
系
の
細
胞
で
は
細
胞
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
を
神
経
活
動
な
ど
増
殖
以
外
の
こ
と
に
消
費
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
︑
そ
れ
ゆ
え
環
境
負
荷
に
対
し
脆
弱
な
の
か

も
し
れ
な
い
︒
ま
た
︑
胎
発
生
期
の
細
胞
や
幹
細
胞
な
ど
増

殖
能
力
の
高
い
細
胞
で
は
細
胞
分
裂
の
サ
イ
ク
ル
は
短
く
︑

図２　がん化におけるDNA損傷ストレスに対する適応機構
がん細胞はDNA損傷時の変異を蓄積しつつも増殖を続ける細胞でも
ある。DNA損傷の修復機構の欠損を示す細胞でもPLK1が高発現す
ることで細胞増殖が強引に促進されることでよりがん化が促進されると
思われる。また、一般的に強引に細胞増殖が促進された細胞では通常
は多大なDNA損傷ストレスが内在的に生じる仕組みとなっており（が
んストレスと呼ばれる）、細胞は増殖を停止させる。こういったがん増殖
抑制機構が正常組織には備わっているが、PLK1が高発現することで
乗り越えられることも考えられる。

+がん遺伝子（RAS etc...）
細胞増殖促進

がんストレス
酸化ストレス

損傷ストレス
DNA

高
PLK1

低 PLK1

増殖
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D
N
A
損
傷
を
受
け
て
も
そ
の
サ
イ
ク
ル
の
進
行
が
邪
魔
さ

れ
な
い
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
︒
実
際
︑
こ
う
い
っ
た
幹
細

胞
な
ど
で
は
D
N
A
修
復
能
力
が
高
い
こ
と
も
知
ら
れ
て
お

り
︑
短
い
細
胞
増
殖
の
サ
イ
ク
ル
の
中
で
も
D
N
A
損
傷
を

処
理
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
︒
す
な
わ
ち
二
刀
流

の
仕
組
み
は
細
胞
増
殖
の
多
様
な
あ
り
方
を
簡
単
に
作
り
出

す
仕
組
み
な
の
だ
と
考
え
て
い
る
︒

6
今
後
の
基
礎
研
究
の
あ
り
方

今
回
の
研
究
は
確
か
に
が
ん
細
胞
の
性
質
を
明
ら
か
に
し

た
内
容
で
あ
る
︒
と
は
い
え
︑
我
々
の
基
礎
研
究
の
ゴ
ー
ル

は
単
な
る
応
用
研
究
へ
の
一
側
面
を
支
え
る
と
い
う
も
の
で

は
な
い
︒
も
ち
ろ
ん
生
物
学
上
の
短
期
的
な
ゴ
ー
ル
は
︑
細

胞
は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
放
射
線
や
活
性
酸
素
と
い
っ
た
︑

D
N
A
︵
＝
遺
伝
情
報
︶
を
傷
つ
け
る
要
因
に
対
処
し
な
が
ら

生
命
活
動
を
行
う
の
か
︑
そ
し
て
そ
れ
が
が
ん
細
胞
と
い
う

暴
走
し
た
細
胞
増
殖
機
構
と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
か
と
い

う
点
で
は
あ
る
︒
た
だ
︑
あ
く
ま
で
短
期
的
な
目
標
で
あ
り
︑

基
礎
研
究
自
体
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
は
一
つ
の
分
野
に
留

ま
る
も
の
で
は
長
く
は
続
か
ず
︑
後
進
の
者
に
と
っ
て
魅
力

的
な
も
の
に
は
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
︒

こ
れ
ま
で
︑
基
礎
的
知
見
に
基
づ
い
た
細
胞
内
の
仕
組
み

は
﹁
分
子
レ
ベ
ル
﹂
と
い
う
言
葉
の
も
と
に
深
く
掘
り
下
げ

ら
れ
て
き
た
︒
我
々
生
命
科
学
の
分
野
︑
と
り
わ
け
細
胞
内

シ
グ
ナ
ル
伝
達
の
分
野
で
は
︑
二
〇
世
紀
の
中
盤
に
発
見
さ

れ
た
D
N
A
の
二
重
螺
旋
構
造
の
発
見
を
皮
切
り
に
︑
ク
ロ

ー
ニ
ン
グ
技
術
が
発
展
し
︑
ヒ
ト
や
酵
母
と
い
っ
た
区
切
り

を
取
り
払
い
︑
遺
伝
子
と
い
う
単
位
で
分
子
機
構
を
考
え
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
︒
い
わ
ゆ
る
分
子
生
物
学
の
﹁
要
素

還
元
主
義
﹂
的
な
側
面
で
あ
る
︒
個
々
の
生
物
種
の
ゲ
ノ
ム

D
N
A
の
文
字
配
列
が
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
頃
や
︑

タ
ン
パ
ク
質
に
様
々
な
種
類
が
あ
る
こ
と
が
具
体
的
に
は
わ

か
っ
て
い
な
か
っ
た
頃
は
﹁
遺
伝
子
を
見
つ
け
る
﹂
と
い
う

の
が
大
流
行
り
で
﹁
発
見
＝
遺
伝
子
発
見
﹂
で
あ
っ
た
︒
そ

の
当
時
は
遺
伝
子
配
列
自
体
の
意
味
が
わ
か
っ
て
い
な
か
っ

た
時
代
で
あ
り
︑
新
し
い
遺
伝
子
の
発
見
は
即
︑
新
し
い
細

胞
機
能
の
発
見
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
︒
細
胞
内
の
シ
グ
ナ
ル

伝
達
系
が
様
々
に
異
な
る
酵
素
に
よ
る
化
学
反
応
を
介
し
て

構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
が
こ
の
頃
で
あ
る
︒
た

だ
︑
そ
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
た
今
で
は
︑
そ

う
い
っ
た
研
究
を
行
う
価
値
が
基
礎
研
究
に
あ
る
の
か
は
わ

か
ら
な
い
︒﹁
分
子
創
薬
﹂
と
い
う
こ
と
ば
を
拠
り
所
に
︑
今

で
も
す
で
に
わ
か
っ
て
い
る
生
命
現
象
に
関
す
る
遺
伝
子
を

同
定
す
る
と
い
う
作
業
は
頻
回
に
行
わ
れ
て
い
る
︒
た
だ
︑
そ

れ
は
も
は
や
﹁
発
見
﹂
と
は
言
え
な
い
︒
わ
か
っ
て
い
る
こ

と
を
別
の
こ
と
ば
で
言
い
換
え
て
い
る
だ
け
で
あ
り
︑
そ
れ

に
よ
っ
て
理
解
が
進
ん
だ
の
か
と
い
え
ば
疑
問
が
残
る
︒

実
際
︑
少
し
生
命
現
象
が
異
な
る
と
﹁
理
解
﹂
が
追
い
つ

か
な
い
場
合
が
あ
る
︒
も
ち
ろ
ん
原
理
は
理
解
で
き
る
の
で

あ
る
が
︑
単
に
関
わ
っ
て
い
る
遺
伝
子
名
で
語
ら
れ
る
こ
と

が
多
す
ぎ
︑
細
か
く
な
り
す
ぎ
て
知
識
が
追
い
つ
か
な
い
と

い
う
表
現
の
ほ
う
が
正
し
い
︒
木
を
見
て
森
を
見
ず
と
い
う

研
究
が
多
い
の
は
確
か
で
あ
り
︑
隣
の
木
の
人
間
に
は
理
解

で
き
な
い
研
究
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
︒
こ
れ
は
本
当

の
意
味
で
多
様
な
研
究
と
は
言
え
な
い
︒
注
目
し
て
い
る
分

子
︵
＝
遺
伝
子
︶
は
も
ち
ろ
ん
様
々
で
一
見
多
様
に
見
え
る
が
︑

手
法
や
ア
プ
ロ
ー
チ
︑
生
命
を
理
解
す
る
上
で
の
基
本
原
理

は
多
様
で
は
な
い
の
が
今
の
研
究
の
悪
い
一
面
だ
と
思
う︵
も

ち
ろ
ん
︑
深
く
掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と
で
新
し
い
研
究
分
野
が
で

き
る
こ
と
も
あ
れ
ば
︑
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
も
っ
て
研
究
を
掘

り
下
げ
て
い
る
研
究
者
も
多
々
お
ら
れ
る
︒
本
稿
で
は
あ
る
一
側

面
を
筆
者
の
経
験
か
ら
述
べ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
︶︒
技
術
が
発
展
し
︑細
か
い
情
報
が
キ
ッ
ト
の
よ
う

に
実
験
的
に
得
ら
れ
る
時
代
に
な
り
︑
何
も
考
え
ず
に
詳
細

な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
そ
し
て
そ
の
デ
ー

タ
が
あ
る
特
殊
な
遺
伝
子
産
物
間
の
詳
細
情
報
に
す
ぎ
な
い

と
し
た
ら
︑
は
た
し
て
本
当
に
他
の
そ
の
因
子
を
扱
っ
て
い

な
い
研
究
者
に
と
っ
て
有
用
な
情
報
と
な
り
え
る
だ
ろ
う
か
︒

今
後
の
基
礎
研
究
者
に
は
で
き
る
限
り
異
分
野
の
研
究
者

と
の
会
話
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
︒
筆
者
自

身
︑
異
分
野
研
究
者
と
し
て
本
科
研
で
非
常
に
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
︒
前
述
し
た
祭
り
の
件
の
よ
う
に
生
活
の
一
つ

一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
少
し
だ
け
掘
り
下
げ
て
考
え
る

こ
と
で
︑
自
分
自
身
の
研
究
に
何
か
し
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
が
で
き
る
こ
と
を
体
感
し
た
︒
研
究
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い

う
点
で
は
代
表
研
究
者
の
鎌
田
東
二
先
生
が
常
々
言
わ
れ
る

﹁
フ
ィ
ー
ル
ド
と
ロ
ー
カ
ル
研
究
の
並
立
﹂
と
い
う
の
は
ど
の

分
野
の
研
究
に
も
該
当
す
る
こ
と
だ
と
思
う
︒
も
ち
ろ
ん
自

分
自
身
が
今
取
り
組
ん
で
い
る
テ
ー
マ
を
軸
に
掘
り
下
げ
︑
広

げ
て
い
く
つ
も
り
で
は
あ
る
︒
そ
の
た
め
に
は
専
門
性
を
高

め
る
の
と
並
行
し
て
︑
巨
視
的
な
観
点
か
ら
ど
う
や
っ
て
異

分
野
の
研
究
者
に
面
白
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
可
能
か
︑
と
い

う
こ
と
に
日
々
精
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
︒

﹁
身
心
変
容
技
法
﹂
は
そ
う
い
う
意
味
で
︑
多
様
な
ア
プ
ロ
ー

チ
で
も
っ
て
﹃
身
心
変
容
﹄
と
い
う
一
つ
の
テ
ー
マ
に
取
り

組
ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
︑
私
に
は
非
常
に
刺
激
的
だ
︒

恥
ず
か
し
な
が
ら
宗
教
哲
学
の
分
野
は
私
に
は
ま
っ
た
く
も

っ
て
基
礎
的
な
教
養
が
な
い
︒
た
だ
︑
そ
う
い
う
研
究
者
で

あ
っ
て
も
解
ら
な
い
こ
と
を
自
覚
し
な
が
ら
一
つ
一
つ
学
ん

で
い
け
れ
ば
暴
走
に
は
な
ら
ず
し
っ
か
り
と
し
た
貢
献
が
で

き
る
と
信
じ
て
い
る
︒
今
後
は
私
自
身
の
テ
ー
マ
で
も
っ
て

み
な
さ
ん
に
刺
激
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
︑
ま
た
︑
生
命
科
学

的
な
視
点
で
身
心
変
容
を
語
れ
る
よ
う
に
さ
ら
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
う
︒
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恐
ろ
し
く
と
も
︑
恐
怖
ば
か
り
が
続
く
も
の
で
は
な
く
︑
と

き
に
歓
喜
と
の
間
を
行
き
来
す
る
︒
畏
敬
の
念
は
精
神
的
高

揚
を
と
も
な
う
︑
あ
る
種
の
運
動
を
特
徴
と
す
る
︒
本
論
文

は
畏
敬
の
バ
イ
ア
ス
と
し
て
の
側
面
に
着
目
し
︑
攻
撃
行
動

へ
の
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
︒
続
い
て
集
団
間
葛
藤
に
い
た

る
心
の
バ
イ
ア
ス
は
︑
そ
の
と
き
ど
き
の
状
況
・
状
態
・
志

向
性
の
み
な
ら
ず
︑
歴
史
性
の
観
点
か
ら
ひ
も
解
く
必
要
性

を
述
べ
る
︒
そ
の
上
で
バ
イ
ア
ス
か
ら
逃
れ
る
術
と
し
て
の

身
体
技
法
︵
ヨ
ー
ガ
や
瞑
想
︶
に
着
目
し
︑
精
神
世
界
と
近
代

科
学
の
手
法
と
を
融
和
し
た
将
来
の
研
究
方
向
を
提
示
す
る
︒

1
畏
敬
の
念

道
徳
教
育
は
︑
教
育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法
に
定
め

ら
れ
た
教
育
の
根
本
精
神
に
基
づ
き
︑
人
間
尊
重
の
精
神

と
生
命
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
家
庭
︑
学
校
︑
そ
の
他
社

会
に
お
け
る
具
体
的
な
生
活
の
中
に
生
か
し
︑
豊
か
な
心

を
も
ち
︑
個
性
豊
か
な
文
化
の
創
造
と
民
主
的
な
社
会
及

び
国
家
の
発
展
に
努
め
︑
進
ん
で
平
和
的
な
国
際
社
会
に

貢
献
し
未
来
を
拓
く
主
体
性
の
あ
る
日
本
人
を
育
成
す
る

た
め
︑
そ
の
基
盤
と
し
て
の
道
徳
性
を
養
う
こ
と
を
目
標

と
す
る
︒

 

︵﹁
学
習
指
導
要
領
﹂
第
一
章
総
則
︑
傍
線
は
著
者
︶

こ
れ
は
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
す
べ
て
の
総
則
に

記
さ
れ
て
い
る
文
言
で
あ
る
︒
道
徳
教
育
の
根
幹
を
成
す
重

要
な
概
念
と
し
て
﹁
畏
敬
の
念
﹂
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

そ
の
雄
大
な
自
然
と
相
対
し
た
と
き
に
抱
く
感
情
︑
新
た

な
体
験
に
よ
っ
て
も
世
界
観
は
更
新
さ
れ
︑
変
容
の
き
っ
か

け
と
な
る
﹁
畏
敬
の
念
﹂
は
︑
従
来
美
学
や
修
辞
学
の
文
脈

で
﹁
崇
高
﹂
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
︑
心
理
学
に
お
い
て
も

実
証
研
究
が
展
開
し
て
い
る
︒
例
え
ば
︑
畏
敬
の
念
は
時
間

知
覚
を
変
容
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
︑
利
用
可
能
な
時
間
が
十

分
に
あ
る
と
い
う
感
覚
を
も
た
ら
し
︑
所
有
物
の
寄
付
︑
あ

る
い
は
公
平
な
分
配
な
ど
の
向
社
会
的
行
動
を
促
進
す
る
︒

の
み
な
ら
ず
個
人
の
良
好
な
健
康
状
態
を
も
予
測
す
る
な
ど

の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
効
果
を
も
た
ら
し
︵Piff et al ., 2015; Stellar , 

et al ., 2015

︶︑
自
分
は
ち
っ
ぽ
け
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
自
覚

の
も
と
︑
物
質
的
︑
利
己
的
︑
即
時
的
な
囚
わ
れ
か
ら
自
己

を
解
放
す
る
︒
そ
の
一
方
で
畏
敬
は
二
種
の
類
型
︑“Positive-

awe ”

と“Threated-awe ”

に
大
別
さ
れ
︑
後
者
の“Threated-

awe ”

は
︑
無
力
感
を
媒
介
し
︑
主
観
的
幸
福
感
の
低
下
を
招

く
な
ど
の
影
響
も
示
さ
れ
て
い
る
︒
こ
う
し
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
知
見
は
ご
く
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
︑
畏
敬
の
生
じ
る
過
程

に
お
い
て
︑﹁
存
在
脅
威
管
理
理
論
﹂
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
︑

従
来
の
ス
キ
ー
マ
︵
知
識
・
信
念
体
系
︶
の
更
新
の
必
要
に
迫

ら
れ
る
圧
倒
的
な
刺
激
の
も
と
︑
そ
の
更
新
が
困
難
で
︑
か

つ
自
身
へ
の
脅
威
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
た
め
に
︑
攻
撃
的
行

動
さ
え
も
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
︵
野
村
︑
二
〇
一
七
︶︒
こ

の
こ
と
は
利
他
性
と
攻
撃
性
の
両
者
に
か
か
わ
る
ホ
ル
モ
ン

︵
オ
キ
シ
ト
シ
ン
︶
の
振
る
舞
い
︑
あ
る
い
は
攻
撃
行
動
と
な

っ
て
現
れ
る
自
己
犠
牲
が
︑
利
他
性
と
表
裏
一
体
で
あ
る
こ

と
︵O

livola &
 Shafir , 2013

︶
等
と
も
符
号
す
る
︒
こ
れ
ま
で

に
特
定
の
条
件
に
お
い
て
攻
撃
性
を
喚
起
し
う
る
こ
と
を
報

告
し
て
き
た
が
︑
次
節
で
紹
介
す
る
よ
う
に
新
し
い
因
子
も

見
つ
か
り
つ
つ
あ
る
の
で
紹
介
し
た
い
︵Takano , N

om
ura , 

2018

︶︒

バ
イ
ア
ス
を
理
解
す
る
歴
史
の
視
点
―
個
人
・
集

団
間
葛
藤
の
予
防
に
向
け
た
予
備
的
考
察
Ⅲ

第
五
部
❖
身
心
変
容
の
科
学

野
村
理
朗

京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
准
教
授
／
教
育
認
知
心
理
学
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2
畏
敬
の
光
と
影

ま
ず
︑
国
内
で
の
畏
敬
に
か
か
わ
る
研
究
は
萌
芽
的
段
階

に
あ
り
︑
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
︑
高
次
感
情
に
着
目
し
た
意

味
構
造
分
析
に
よ
り
﹁
畏
敬
﹂
と
﹁
畏
怖
﹂
の
構
造
が
異
な

る
こ
と
︑
後
者
は
恐
怖
の
要
素
が
強
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
︵
武
藤
︑
二
〇
一
四
︶︒
た
だ
し
そ
の
い
ず
れ
も
が
対
人
関

与
的
感
情
︵
尊
敬
︑
尊
重
等
︶
と
し
て
の
検
討
で
あ
り
︑
自
然

環
境
等
を
源
泉
と
す
る
﹁
畏
敬
﹂
に
か
か
わ
る
実
験
研
究
の

国
内
の
取
り
組
み
は
大
き
く
遅
れ
て
い
る
︒

そ
こ
で
成
人
四
三
二
名
︵
女
性
二
五
六
名
︑M

age=38 .9±
10 .4

︶
を
対
象
と
し
て“Positive-awe ”

と“Threated-awe ”

の

各
々
の
画
像
︵
絶
景
も
し
く
は
津
波
等
︶
を
提
示
し
︵
図
1
︶︑

回
想
法
に
よ
る
記
述
︑
一
六
種
の
高
次
感
情
︵
畏
敬
︑
畏
怖
︑

恐
怖
︑
尊
敬
等
︶
の
九
件
評
価
︑﹁
畏
敬
﹂
と
﹁
畏
怖
﹂
の
二

択
に
よ
る
ラ
ベ
リ
ン
グ
課
題
等
を
実
施
し
た
︵Takano and 

N
om

ura , in preparation

︶︒
そ
の
結
果
︑“Threated-awe ”

に
対

し
て
は
﹁
畏
怖
﹂︑“Positive-awe ”

に
お
い
て
は
﹁
畏
敬
﹂
と

﹁
畏
怖
﹂
の
両
者
が
同
程
度
に
対
応
す
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
た

︵
図
2
︶︒
さ
ら
に“Positive-awe ”

の
源
泉
の
内
訳
と
し
て
は
自

然
：
八
九
名
︑
自
然
災
害
：
五
一
名
︑
他
者
：
一
九
名
︑
宗

教
的
・
神
秘
的
体
験
：
一
八
名
︑
そ
の
他
：
三
九
名
︑

“Threated-awe ”

に
関
し
て
は
自
然
：
二
六
名
︑
自
然
災
害
：

一
三
七
名
︑
他
者
：
三
〇
名
︑
宗
教
的
・
神
秘
的
経
験
：
七

名
︑
そ
の
他
：
一
六
名
と
い
う
︑
両
者
で
異
な
る
傾
向
が
確

認
さ
れ
た
︒
本
稿
で
は
以
降
︑
畏
敬
と
統
一
し
て
表
記
す
る

が
︑
少
な
く
と
も
﹁
畏
敬
﹂
あ
る
い
は
﹁
畏
怖
﹂
と
い
う
用

語
の
概
念
︑
意
味
構
造
︑
そ
の
も
た
ら
す
イ
メ
ー
ジ
や
機
能

が
異
な
る
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
よ
う
︒

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
︑
畏
敬
は
︑
寛
容
性
を
も
た
ら
す

一
方
で
︑
特
定
の
条
件
が
そ
ろ
う
こ
と
に
よ
り
︑
対
決
姿
勢

を
促
し
︑
紛
争
の
発
生
・
激
化
の
一
因
と
な
り
う
る
可
能
性

が
あ
る
︒
そ
の
現
れ
を
さ
ら
に
検
討
す
べ
く
成
人
三
六
名︵
女

性
一
五
名
︑M

age = 21 .73±
2 .80

︶
に
お
い
て
︑
視
覚
刺
激
︵
大

自
然
等
︶
に
よ
り
畏
敬
を
導
入
し
︑
統
制
条
件
に
よ
る
影
響

と
比
較
検
討
し
た
︒
そ
の
結
果
︑
主
観
的
に
感
ず
る
〝
自
己

の
大
き
さ
〟
を
評
価
す
る
と
︵
図
3
︶︑
畏
敬
の
念
の
も
と
で

〝
自
己
が
縮
小
す
る
〟
こ
と
︑
対
象
が
外
集
団
で
あ
る
と
き
に

攻
撃
行
動
が
生
じ
や
す
く
な
り
︑
そ
の
程
度
は
個
人
の
気
質

︵
経
験
へ
の
開
放
性
︶
や
保
守
的
傾
向
等
に
よ
り
影
響
さ
れ
る

こ
と
を
確
認
し
た
︵Takano and N

om
ura , 2018

︶︒

竜
巻
︑
噴
火
︑
津
波
等
は
見
る
も
の
の
う
ち
に“Threated-

awe ”

を
喚
起
し
︑
と
き
に
死
を
連
想
さ
せ
る
︒
自
身
の
存
在

を
脅
か
し
か
ね
な
い
こ
う
し
た
恐
怖
︵
存
在
論
的
恐
怖
︶
は
︑

外
集
団
に
対
す
る
排
他
的
な
防
衛
反
応
に
結
び
つ
く
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
︒
た
だ
し
こ
う
し
た
西
欧
圏
で
の
実
験
や
質

問
紙
調
査
研
究
の
結
果
と
は
逆
に
︑
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人

図1　課題に使用した“Positve-awe”と“Threated-awe”の画像例

図2　“Positve-awe”と“Threated-awe”に対する用語として「畏敬」
あるいは「畏怖」が適切とおもう割合

図3　Small Self——自身の存在感を円の大きさにより評価する（Bai 
et al., 2017を改編）

A B C D E F G
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に
お
い
て
は
︑
む
し
ろ
他
者
に
対
し
て
協
調
的
・
融
和
的
な

態
度
が
導
か
れ
る
︵M

a-Kellam
s &

 Blascovich , 2011

︶︒
こ
う

し
た
文
化
に
よ
っ
て
異
な
る
自
己
観
は
︑
攻
撃
行
動
に
ど
う

作
用
す
る
の
だ
ろ
う
か
︒
我
々
は
﹁
死
﹂
の
観
念
と
文
化
的

自
己
観
︵C

ultural Self C
onstrual

︶
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

成
人
一
一
八
名
︵
女
性
四
五
名
︑M

age =18 .6±
1 .8

︶
を
対
象

に
検
討
し
た
︒
実
験
で
は
死
の
観
念
を
喚
起
し
攻
撃
性
を
金

銭
の
分
配
課
題
︵IPD

-M
D

: intergroup prisoner ’s dilem
m

a-

m
axim

izing differences gam
e

︶
に
よ
り
数
量
化
し
た
︒
こ
の
課

題
で
は
は
じ
め
に
三
名
ず
つ
の
二
つ
の
小
集
団
を
形
成
し
︑
続

い
て
各
参
加
者
は
︑
自
身
に
委
ね
ら
れ
た
金
銭
の
分
配
を
︑
次

の
三
つ
か
ら
選
択
す
る
︒
①
金
銭
を
配
分
せ
ず
︑
自
身
の
み

の
も
の
と
す
る
︑
②
自
分
の
所
属
す
る
メ
ン
バ
ー
︵
内
集
団

成
員
︶
に
の
み
配
分
す
る
︑
あ
る
い
は
③
内
集
団
成
員
に
配

分
し
つ
つ
︑
か
つ
も
う
一
方
の
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
︵
外

集
団
成
員
︶
の
所
有
金
額
を
減
ず
る
︵
攻
撃
性
の
指
標
︶︑
上
記

項
目
の
各
々
に
投
ず
る
金
額
を
決
定
す
る
︒
実
験
の
結
果
︑

集
団
表
象
を
活
性
化
し
︑
死
を
顕
現
化
す
る
な
ど
の
操
作
を

す
る
こ
と
に
よ
り
︑
外
集
団
へ
の
攻
撃
的
な
選
択
が
増
加
し
︑

そ
う
し
た
傾
向
は
相
互
協
調
的
自
己
観
が
高
い
個
人
に
お
い

て
み
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
︵
図
4
︶︒
相
互
協
調
的
自

己
観
の
高
い
個
人
が
比
較
的
多
い
日
本
に
お
い
て
︑
外
集
団

へ
の
攻
撃
的
な
姿
勢
が
生
み
出
さ
れ
る
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
一

端
を
示
す
結
果
で
あ
る
︒

も
と
よ
り
共
感
は
フ
ラ
ッ
ト
な
も
の
で
は
な
く
︑
そ
こ
に

は
濃
淡
が
あ
り
︑
内
集
団
に
偏
る
こ
と
を
基
礎
と
す
る
︒
共

感
対
象
で
あ
る
家
族
︑
身
近
な
友
人
︑
あ
る
い
は
所
属
す
る

集
団
︵
会
社
・
民
族
・
国
家
等
︶
を
﹁
ウ
チ
﹂
と
す
る
な
ら
ば
︑

そ
の
﹁
ソ
ト
﹂
に
対
し
て
︑
特
定
の
条
件
下
に
お
い
て
︑
畏

敬
は
︑
攻
撃
性
を
高
め
る
バ
イ
ア
ス
と
な
り
う
る
︒

そ
う
し
た
﹁
ソ
ト
﹂
へ
の
恐
れ
は
︑
仮
に
生
じ
て
い
な
い

よ
う
に
見
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
︑
何
ら
か
の
き
っ

か
け
に
よ
り
︑
徐
々
に
露あ

ら
わ
に
な
る
こ
と
も
あ
る
︒
そ
の
現
れ

は
個
人
レ
ベ
ル
で
の
知
識
・
信
念
・
目
標
に
も
と
づ
く
の
み

な
ら
ず
︑
歴
史
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
も
と
で
潜
在
的
に
作

用
し
う
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
︒
以
下
︑
ル
ワ
ン
ダ
の
例
を
と

り
あ
げ
︑﹁
ソ
ト
﹂
へ
の
バ
イ
ア
ス
を
理
解
す
る
上
で
︑
歴
史

的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
視
野
に
い
れ
る
必
要
性
に
つ
い
て
の

〝
議
論
の
端
緒
〟
と
し
た
い
︒

3
ウ
チ
と
ソ
ト
―
歴
史
の
も
た
ら
す
バイ
ア
ス

一
九
九
四
年
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
あ
っ
た
〝
ツ
チ
族
〟
と

〝
フ
ツ
族
〟
間
の
紛
争
︑
そ
れ
ら
民
族
の
呼
称
の
使
用
は
現
在

禁
じ
ら
れ
て
お
り
︑
い
ず
れ
も
同
じ
く
ル
ワ
ン
ダ
人
と
称
さ

れ
る
︒
近
年
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
な
ら
ば
︑
民
族
上
の

﹁
ウ
チ
と
ソ
ト
﹂
に
か
か
わ
る
紛
争
は
見
当
た
ら
な
い
︒
こ
う

し
た
平
和
的
な
共
存
関
係
は
︑
現
政
権
︵
ル
ワ
ン
ダ
愛
国
戦

線
：
R
P
F
等
の
連
立
政
権
︶
の
も
と
︑
今
日
に
い
た
る
ま
で

二
〇
年
以
上
も
維
持
さ
れ
て
い
る
︒
も
と
よ
り
ツ
チ
族
と
フ

ツ
族
は
︑
同
じ
言
語
・
宗
教
を
有
し
て
お
り
︑
生
活
圏
も
混

在
し
て
い
た
た
め
に
明
示
的
な
区
分
は
な
か
っ
た
︒
と
こ
ろ

が
ベ
ル
ギ
ー
に
よ
り
植
民
地
政
策
が
進
め
ら
れ
︑
当
局
が
両

民
族
に
身
分
証
を
発
行
す
る
な
ど
の
手
段
に
よ
る
支
配
体
制

の
確
立
を
は
か
っ
た
結
果
︑
そ
れ
が
火
種
と
な
り
︑
植
民
地

支
配
か
ら
ル
ワ
ン
ダ
が
独
立
し
て
以
降
の
民
族
間
紛
争
が
生

ず
る
に
い
た
っ
た
︒
ツ
チ
族
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
し
た
政

権
が
転
覆
し
た
の
ち
︑
隣
国
の
ウ
ガ
ン
ダ
に
逃
れ
た
ツ
チ
族

難
民
が
結
成
し
た
R
P
F
が
ル
ワ
ン
ダ
に
侵
攻
し
た
の
が
一

九
九
〇
年
︑
そ
の
四
年
後
に
は
フ
ツ
族
の
ハ
ビ
ャ
リ
マ
ナ
大

統
領
が
暗
殺
さ
れ
る
な
ど
い
く
つ
か
の
事
態
を
経
て
︑
フ
ツ

パ
ワ
ー
︵H

utu Power

︶
と
呼
ば
れ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
広
が

り
ゆ
く
な
か
︑
両
民
族
の
対
立
は
深
刻
化
し
︑
一
九
九
四
年

に
民
族
間
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
へ
と
い
た
っ
た
︵
月
村
︑
二
〇
一

三
︶︒
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
︑
近
年
の
ル
ワ
ン
ダ
を
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
す
る
な
ら
ば
秩
序
と
平
和
が
保
た
れ
て
お
り
︑
そ

れ
は
権
威
主
義
的
な
政
権
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
側
面

は
あ
る
も
の
の
︑
経
済
的
な
発
展
も
目
覚
ま
し
く
︑
集
団
レ

ベ
ル
で
の
﹁
ウ
チ
と
ソ
ト
﹂
と
の
対
立
は
な
い
︒

こ
う
し
た
静
け
さ
は
︑
同
様
に
︑
ナ
チ
ス
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ

人
に
対
す
る
迫
害
以
前
に
も
あ
っ
た
︒
当
時
︑
世
界
的
に
最

も
リ
ベ
ラ
ル
と
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
︑
多
少
の
差

別
が
あ
り
な
が
ら
も
︑
と
き
に
国
家
の
中
枢
に
お
い
て
ユ
ダ

ヤ
人
が
権
力
を
発
揮
す
る
な
ど
の
場
面
も
あ
っ
た
︒
そ
こ
か

ら
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
ま
で
至
る
ナ
チ
ス
の
過
激
化
の
過
程
で

は
︑
ア
ー
レ
ン
ト
に
よ
り
﹁
悪
の
陳
腐
さ
﹂
と
形
容
さ
れ
た

0

100

200

300

400

500

600

MS-IND MS-COL

O
ut
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ro

up
 H

at
e
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Low Interdependent SC

High Interdependent SC

 = .30, p = .03

図4　集団的表象を喚起すると、死が顕現化するなかで、相互協調的自己観が高い
個人において、外集団への攻撃的行動が生じる
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人
物
︑
戦
争
が
な
け
れ
ば
ご
く
普
通
の
職
務
に
忠
実
な
小
役

人
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
ア
ド
ル
フ
・
ア
イ
ヒ
マ
ン
が
中
心
を
担

っ
た
と
さ
れ
る
︒

完
全
な
無
思
想
性
︱
こ
れ
は
愚
か
さ
と
は
決
し
て
同
じ

で
は
な
い
︱
︑
そ
れ
が
彼
が
あ
の
時
代
の
最
大
の
犯
罪

者
の
一
人
に
な
る
素
因
だ
っ
た
の
だ
︒

 

︵
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
︑
一
九
六
九
︶

バ
イ
ア
ス
は
︑
日
常
的
に
潜
在
的
に
作
用
す
る
人
間
の
本

性
の
現
れ
と
も
い
え
よ
う
︒
そ
の
本
性
は
︑
善
悪
と
い
う
ふ

う
に
単
純
に
二
分
で
き
る
も
の
で
は
な
い
︒
な
ぜ
な
ら
ば
長

い
進
化
と
い
う
時
間
ス
ケ
ー
ル
の
な
か
で
︑
人
間
が
環
境
と
︑

あ
る
い
は
他
者
と
相
互
に
か
か
わ
る
中
で
︑
無
意
識
的
か
つ

素
早
い
情
報
処
理
を
促
す
機
構
と
し
て
︑
個
人
の
適
応
を
促

す
淘
汰
圧
の
も
と
で
備
え
て
き
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
︒

畏
敬
は
︑
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
備
わ
っ
て
い
る
も
の
で

は
な
く
︑
本
性
に
根
ざ
し
つ
つ
︑
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
ゆ
く

こ
と
を
基
礎
と
す
る
︒
学
習
指
導
要
領
に
涵
養
す
べ
き
道
徳

性
の
根
幹
と
さ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
︒

﹁
天
台
本
覚
思
想
﹂
に
お
け
る
﹁
本
覚
﹂
は
も
と
よ
り
︵
先

天
的
に
︶
覚
っ
て
い
る
こ
と
と
さ
れ
︑
修
行
を
通
じ
て
︵
後
天

的
に
︶
覚
る
﹁
始
覚
﹂
と
区
別
さ
れ
る
︒
本
論
で
取
り
上
げ

た
バ
イ
ア
ス
は
︑
お
お
よ
そ
こ
の
本
覚
に
相
当
す
る
だ
ろ
う

か
︒
同
時
に
本
覚
は
︑﹁
聞
く
﹂﹁
信
ず
﹂﹁
解
す
﹂
こ
と
に
よ

る
修
行
を
重
視
す
る
︒
す
な
わ
ち
自
ら
に
内
在
す
る
バ
イ
ア

ス
に
気
づ
き
受
容
し
つ
つ
︑
実
践
を
通
じ
て
﹁
畏
敬
﹂
か
ら

生
じ
る
自
ら
の
言
動
を
十
分
に
精
査
し
て
ゆ
く
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
︒
本
論
で
明
ら
か
に
し
つ
つ
あ
る
畏
敬
の
負
の
側
面

を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
︑
そ
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め

の
〝
畏
敬
の
行
〟
は
宗
教
的
課
題
と
し
て
も
重
要
な
位
置
を

占
め
る
︵
鎌
田
東
二
氏
︹
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
特
任

教
授
︺
の
指
摘
に
よ
る
︶︒
そ
の
〝
行
〟
の
継
続
に
よ
り
︑
集

団
間
葛
藤
の
予
防
の
急
所
の
一
つ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
だ
ろ
う
か
︒

4
バイ
ア
ス
か
ら
の
解
放
―
瞑
想・ヨ
ー
ガ

な
ど
の
身
体
技
法

離
れ
る
︑
止
め
る
︑
放
す
︑
捨
て
る
︒
脱
中
心
化
あ
る
い

は
止

ニ
ロ
ー
ダと
も
呼
ば
れ
る
状
態
は
︑
バ
イ
ア
ス
か
ら
逃
れ
る
手
立

て
の
一
つ
で
あ
る
︒
例
え
ば
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
︑
瞑
想
・

座
禅
あ
る
い
は
ヨ
ー
ガ
等
は
︑
近
年
︑
心
理
学
・
健
康
科
学
・

神
経
科
学
等
の
多
様
な
研
究
領
域
の
関
心
を
集
め
つ
つ
︑
そ

の
機
能
・
効
能
に
か
か
わ
る
エ
ビ
デ
ン
ス
の
多
く
が
示
さ
れ

つ
つ
あ
る
︒

前
後
す
る
が
︑
筆
者
は
二
〇
一
一
年
に
ヨ
ー
ガ
と
出
会
っ

た
︒
腰
痛
緩
和
と
い
う
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
目
的
の
も
と
︑
特

定
の
ポ
ー
ズ
を
日
々
継
続
す
る
な
か
で
腰
痛
は
再
発
す
る
こ

と
な
く
︑
や
が
て
ヨ
ー
ガ
の
指
導
者
︵
倉
田
信
行
氏
︶
に
師
事

す
る
な
か
で
︑
深
い
呼
吸
に
と
も
な
う
ポ
ー
ズ
を
通
じ
た
主

客
一
致
の
感
覚
も
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
︵
初
心
に

て
日
々
実
践
中
︶︒
二
〇
一
七
年
は
︑
ジ
ャ
イ
プ
ー
ル
︵
イ
ン

ド
︶
に
て
教
育
機
関
を
視
察
し
︑
ヨ
ー
ガ
と
瞑
想
の
実
践
が

道
徳
教
育
の
一
環
と
し
て
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
︒

そ
こ
に
い
か
な
る
ヒ
ン
ト
が
潜
ん
で
い
る
の
か
︒
先
の
縁
に

よ
り
︑
イ
ン
ド
と
の
教
育
・
研
究
面
で
の
連
携
に
着
手
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
︑
今
後
そ
の
進
捗
に
つ
い
て
の
報
告
の
機
会

を
み
た
い
︒

身
体
感
覚
は
︑
こ
れ
を
有
す
る
主
体
に
よ
り
認
識
さ
れ
る
︒

自
ら
の
呼
吸
を
対
象
化
し
︑
注
意
を
継
続
す
る
と
き
に
実
現

す
る
﹁
集
中
瞑
想
﹂︑
あ
る
い
は
身
体
感
覚
を
ス
キ
ャ
ン
す
る

こ
と
に
よ
る
﹁
洞
察
瞑
想
﹂︵Lutz et al ., 2008

︶︒
そ
の
い
ず
れ

の
タ
イ
プ
の
瞑
想
も
が
︑
脳
の
デ
フ
ォ
ル
ト
モ
ー
ド
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
︵D

M
N

: D
efault m

ode network

︶
に
作
用
し
︑
そ
の

活
動
低
下
と
い
う
形
で
現
れ
る
︒
D
M
N
の
機
能
を
ふ
ま
え

る
な
ら
ば
︑
瞑
想
中
に
︑
自
己
再
帰
的
な
︵
過
剰
な
︶
内
省

状
態
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
︒
こ
う
し
た
瞑

想
中
の
脳
活
動
に
つ
い
て
︑
筆
者
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
︑﹁
集
中

瞑
想
﹂
に
と
も
な
う
注
意
の
制
御
に
か
か
わ
る
脳
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
活
性
化
︑
お
よ
び
﹁
洞
察
瞑
想
﹂
に
よ
る
過
去
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
記
憶
を
表
象
す
る
脳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
低
下

等
を
見
出
し
た
︵Fujino et al ., in subm

ission

︶︒
得
ら
れ
た
結
果

の
意
味
す
る
こ
と
は
︑
過
去
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
離
れ
る
よ

う
な
状
態
が
瞑
想
に
よ
り
実
現
さ
れ
︑
そ
こ
に
お
い
て
あ
る

種
の
と
ら
わ
れ
・
バ
イ
ア
ス
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
︒

こ
の
よ
う
に
瞑
想
中
の
構
造
・
機
能
が
明
ら
か
と
な
っ
て

き
た
︒
重
要
な
進
展
で
あ
る
と
と
も
に
︑
今
後
は
上
記
の
二

分
法
︵
集
中
／
洞
察
︶
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
だ
検
討
が
必
要
と

な
る
だ
ろ
う
︒
例
え
ば
︑
認
識
す
る
﹁
主
我
﹂
の
視
座
に
た

ち
自
身
を
観
察
す
る
と
︑
対
象
と
な
る
﹁
客
我
﹂
の
底
深
く

に
あ
る
﹁
覚
﹂︑
サ
ー
ン
キ
ヤ
哲
学
で
言
う
と
こ
ろ
の
存
在
に

気
づ
く
︒
西
田
哲
学
に
お
い
て
は
﹁
平
常
底
﹂
に
相
当
す
る

も
の
だ
ろ
う
か
︒
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
観
察
を
深
め
る
と
︑﹁
覚
﹂

を
観
照
す
る
﹁
霊
我
﹂
と
よ
ば
れ
る
視
点
が
備
わ
る
こ
と
に

気
づ
く
︒
こ
の
﹁
霊
我
﹂
と
い
う
表
現
に
抵
抗
感
を
覚
え
る

研
究
者
も
い
る
だ
ろ
う
が
︑
言
い
換
え
る
な
ら
ば
お
お
よ
そ

﹁
メ
タ
な
﹃
メ
タ
認
知
﹄﹂
と
な
る
︒
そ
の
視
点
を
個
人
に
内

在
化
す
る
場
合
︑
あ
る
い
は
外
部
存
在
に
求
め
る
場
合
︑
そ

こ
に
は
い
か
な
る
差
異
が
存
在
し
︑
い
か
な
る
脳
︱
心
︱
身

体
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
︒
内
在
化
し
た
視

点
は
そ
の
と
き
ど
き
で
移
り
変
わ
る
だ
ろ
う
し
︑
外
在
化
し

た
も
の
は
あ
る
種
の
準
拠
枠
と
し
て
機
能
す
る
だ
ろ
う
︒
こ

う
し
た
課
題
の
い
ず
れ
も
宗
教
学
︑
哲
学
あ
る
い
は
歴
史
学

と
の
連
携
の
も
と
で
︑
用
語
の
示
す
概
念
・
機
能
の
整
理
・
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体
系
化
が
欠
か
せ
な
い
︒
そ
れ
は
﹁
精
神
世
界
﹂
と
科
学
あ

る
い
は
﹁
近
代
合
理
主
義
﹂
と
を
融
合
す
る
極
め
て
重
要
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
な
る
だ
ろ
う
︒

ま
と
め

畏
敬
は
道
徳
教
育
の
要
で
あ
る
︒
本
論
文
で
は
従
来
に
な

い
視
点
か
ら
︑
そ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
を
問
う
て
い
る
が
︑

畏
敬
の
根
幹
に
は
︑
自
然
の
生
命
を
感
じ
と
り
︑
そ
れ
と
の

繫
が
り
を
見
出
し
︑
共
生
す
る
こ
と
︑
他
者
と
と
も
に
生
き

る
喜
び
を
分
か
ち
合
う
こ
と
と
の
深
い
か
か
わ
り
が
あ
る
︒
オ

ッ
ト
ー
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ボ
ル
ノ
ー
は
﹁
畏
敬
す
べ
き
も

の
は
彼
に
対
し
て
威
嚇
的
で
は
な
く
︑
む
し
ろ
友
愛
的
で
促

進
的
に
向
か
う
﹂
と
述
べ
た
よ
う
に
︑
畏
敬
は
恐
怖
に
含
ま

れ
な
い
︵
ボ
ル
ノ
ー
︑
二
〇
一
一
︶︒
と
同
時
に
︑
畏
敬
が
︑
そ

の
源
泉
そ
の
も
の
に
対
し
て
で
は
な
く
︑
こ
れ
を
感
ず
る
者

の
﹁
ソ
ト
﹂
に
対
し
て
攻
撃
行
動
を
喚
起
し
う
る
こ
と
も
ま

た
事
実
で
あ
る
よ
う
だ
︒
そ
う
し
た
あ
り
あ
り
と
し
た
畏
敬

の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
︑
諸
刃
の
剣
と
も
い
え
よ
う
性
質
を
止

揚
し
た
上
で
︑
二
一
世
紀
を
生
き
る
力
の
涵
養
に
活
か
す
必

要
が
あ
る
︒

人
間
に
は
傾
性
と
し
て
の
バ
イ
ア
ス
が
存
在
す
る
︒
こ
れ

を
実
装
す
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に
加
え
て
︑
個
人
と
環
境
と
の

か
か
わ
り
に
お
い
て
形
成
さ
れ
る
個
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
︑

の
み
な
ら
ず
集
団
レ
ベ
ル
で
の
記
憶
が
﹁
ウ
チ
と
ソ
ト
﹂
と

を
分
か
つ
︒
従
来
心
理
学
に
お
い
て
そ
の
研
究
体
系
の
歴
史

は
語
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
︑
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の

歴
史
は
注
視
さ
れ
て
お
ら
ず
︑
未
着
手
の
状
態
と
い
っ
て
も

よ
い
︒
そ
の
知
性
は
そ
の
時
代
に
よ
り
変
わ
る
た
め
に
︑
過

去
か
ら
未
来
を
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
︵
カ
ー
ル
・
ホ
パ

ー
︑
二
〇
一
三
︶︒
し
か
し
な
が
ら
︑
比
較
的
限
ら
れ
た
期
間

に
お
け
る
〝
ト
レ
ン
ド
〟
は
記
述
可
能
で
あ
る
︒
そ
の
予
測

に
安
住
せ
ず
︑
複
雑
・
曖
昧
・
不
確
実
な
未
来
に
向
け
て
︑
バ

イ
ア
ス
を
克
己
す
る
技
法
を
い
っ
そ
う
深
化
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
︒
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は
じ
め
に

医
書
﹃
医
心
方
﹄
は
理
論
と
処
方
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
意
味
で
︑
日
本
最
古
の
医
学
書
と
さ
れ
︑
国
宝
に

指
定
さ
れ
て
い
る
︒
九
八
四
年
に
丹
波
康
頼
が
朝
廷
に
献
上

し
た
と
さ
れ
る
︒﹃
医
心
方
﹄
が
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
︑
安
倍

晴
明
︑
紫
式
部
や
藤
原
道
長
の
同
時
代
で
も
あ
る
︒
当
時
は

朝
廷
な
ど
一
部
の
人
し
か
閲
覧
で
き
な
い
医
学
書
だ
っ
た
︒

一
般
の
人
た
ち
が
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
︑
江
戸
時

代
に
一
度
表
舞
台
に
出
て
く
る
︒
し
か
し
︑
そ
の
と
き
す
で

に
古
文
や
暗
号
が
織
り
交
ぜ
ら
れ
解
読
で
き
ず
︑
様
々
な
伝

本
を
ま
と
め
る
形
で
安
政
本
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
︑
解
読
で

き
ず
に
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
た
︵
そ
の
あ
た
り
の
経
緯
は
︑

森
鷗
外
の
﹃
渋
江
抽
斎
﹄
の
中
に
描
か
れ
て
い
る
︶︒

自
分
は
未
来
の
医
療
を
創
造
し
て
い
く
た
め
の
一
つ
の
基

礎
と
し
て
︑
こ
の
﹃
医
心
方
﹄
を
読
み
︑
自
分
な
り
に
咀
嚼

し
て
き
た
︒
古
典
を
記
し
た
ひ
と
た
ち
に
と
っ
て
︑
現
在
こ

そ
が
ま
さ
に
現
実
化
し
た
未
来
そ
の
も
の
で
あ
る
︒﹃
医
心

方
﹄
か
ら
現
在
ま
で
千
年
の
時
代
を
経
て
い
る
︒
平
成
の
現

代
か
ら
千
年
先
の
未
来
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
は
︑﹃
医
心

方
﹄
が
実
際
に
書
か
れ
た
過
去
の
人
た
ち
の
気
持
ち
と
共
振

す
る
こ
と
と
同
じ
地
平
に
あ
る
︒
時
代
は
表
面
的
に
変
わ
っ

て
い
て
も
︑
そ
の
底
流
に
流
れ
て
い
る
も
の
は
変
わ
ら
な
い

は
ず
だ
︒
な
ぜ
な
ら
ば
︑
人
間
は
体
を
持
ち
︑
心
を
持
ち
︑
命

を
与
え
ら
れ
て
生
き
て
お
り
︑
そ
う
し
た
体
や
心
や
命
に
働

く
共
通
原
理
は
︑
表
層
の
変
化
を
超
え
て
普
遍
的
に
共
通
す

る
も
の
が
あ
る
は
ず
だ
か
ら
だ
︒
古
典
は
︑
そ
う
し
て
現
代

と
接
続
さ
せ
︑
未
来
と
も
接
続
さ
せ
る
た
め
の
最
適
な
図
書

で
あ
る
︒
表
層
で
は
な
く
︑
そ
の
深
層
に
流
れ
て
い
る
本
質

を
こ
そ
︑
学
び
︑
受
け
継
ぎ
︑
手
渡
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
︒

本
稿
で
は
︑﹃
医
心
方
﹄
の
全
体
像
を
解
説
し
な
が
ら
︑﹁
身

心
変
容
﹂
に
係
る
事
柄
を
一
部
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
記

し
︑
紹
介
し
た
い
︒

1
『
医
心
方
』と
は

﹃
医
心
方
﹄
は
︑
宮
廷
医
で
あ
る
丹
波
康
頼
︵
九
一
二
―九

九
五
︶
が
︑
九
八
四
年
に
朝
廷
に
献
上
し
た
︑
現
存
す
る
我

が
国
最
古
の
医
学
全
書
で
あ
る
︒
九
世
紀
ま
で
の
漢
訳
さ
れ

た
医
書
を
集
め
て
編
集
し
︑
医
療
と
い
う
狭
い
フ
レ
ー
ム
を

超
え
て
︑
人
間
の
体
や
心
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
知
識
を
結
集

さ
せ
て
編
ま
れ
た
全
集
で
あ
る
︒
出
典
は
︑
医
書
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
︑
仙
書
︑
本
草
書
︑
養
生
書
︑
鍼
灸
︑
陰
陽
道
︑
道

教
︑
儒
教
︑
仏
教
︑
易
教
︑
天
文
学
︑
占
相
︑
哲
学
な
ど
︑
二

百
数
十
の
文
献
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
︒
漢
訳
書
が
多
い
が
︑

す
べ
て
が
中
国
医
学
の
も
の
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
︑
イ
ン

ド
の
文
献
を
漢
訳
し
た
も
の
も
多
い
︒
ま
た
︑
紹
介
さ
れ
て

い
る
薬
剤
の
原
料
自
体
が
︑
日
本
︑
中
国
︑
朝
鮮
半
島
原
産

の
も
の
だ
け
で
は
な
く
︑
イ
ン
ド
︑
ス
マ
ト
ラ
島
︑
ア
ジ
ア

全
域
︑
ユ
ー
ラ
シ
ア
︑
ア
フ
リ
カ
の
動
植
物
や
鉱
物
な
ど
も

含
ま
れ
て
い
る
︒
い
か
に
早
い
時
期
か
ら
︑
様
々
な
物
資
の

日
本
最
古
の
医
書『
医
心
方
』に
見
る
身
心
変
容　

　
第
五
部
❖
身
心
変
容
の
科
学

稲
葉
俊
郎

医
師
・
東
京
大
学
医
学
部
付
属
病
院
循
環
器
内
科
助
教
／
未
来
医
療

215

日本最古の医書『医心方』に見る身心変容　　



流
通
が
行
わ
れ
て
い
た
か
が
わ
か
る
︒

丹
波
康
頼
は
︑
渡
来
人
で
あ
る
阿
知
王
︵
後
漢
の
霊
帝
の
ひ

孫
と
さ
れ
る
︶
を
祖
と
す
る
東

や
ま
と
の
あ
や
の
あ
た
い

漢
直
の
末
裔
と
さ
れ
る
︒
阿

知
王
は
魏
に
追
わ
れ
て
技
術
集
団
を
率
い
て
渡
来
し
た
一
族

で
︑
大
和
朝
廷
か
ら
明
日
香
の
地
を
賜
り
阿あ

知ち

使の
お

主み

と
も
呼

ば
れ
︑
明
日
香
の
於お

美み

阿あ

志し

神
社
の
祭
神
と
も
な
っ
て
い
る
︒

丹
波
康
頼
が
中
国
の
膨
大
な
文
献
に
詳
し
か
っ
た
こ
と
に
も

関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
︒
筑
摩
書
房
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
現
代

語
訳
は
︑
全
三
〇
巻
︑
三
三
冊
に
及
ぶ
︒
そ
れ
ぞ
れ
の
表
題

は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
︒

巻
一
A　

医
学
概
論
篇

巻
一
B　

薬
名
考

巻
二
A　

鍼
灸
篇
1　
孔
穴
主
治

巻
二
B　

鍼
灸
篇
2　
施
療

巻
三　

風
病
篇

巻
四　

美
容
篇

巻
五　

耳
鼻
咽
喉
眼
歯
篇

巻
六　

五
臓
六
腑
︱
五
臓
六
腑
気
脈
骨
皮
篇

巻
七　

性
病
・
諸
痔
・
寄
生
虫
篇

巻
八　

脚
病
篇

巻
九　

咳
嗽
篇

巻
十　

積
聚
・
疝
瘕
・
水
腫
篇

巻
十
一　

痢
病
篇

巻
十
二　

泌
尿
器
科
篇

巻
十
三　

虚
労
篇

巻
十
四　

蘇
生
・
傷
寒
篇

巻
十
五　

癰
疽
篇
︵
悪
性
腫
瘍
・
壊
疽
︶

巻
十
六　

腫
瘤
篇

巻
十
七　

皮
膚
病
篇

巻
十
八　

外
傷
篇

巻
十
九　

服
石
篇
Ⅰ

巻
二
十　

服
石
篇
Ⅱ
︵
薬
害
治
療
︶

巻
二
十
一　

婦
人
諸
病
篇

巻
二
十
二　

胎
教
出
産
篇

巻
二
十
三　

産
科
治
療
・
儀
礼
篇

巻
二
十
四　

占
相
篇

巻
二
十
五
A 　

小
児
篇
Ⅰ

巻
二
十
五
B　

小
児
篇
Ⅱ

巻
二
十
六　

仙
道
篇

巻
二
十
七　

養
生
篇

巻
二
十
八　

房
内
篇

巻
二
十
九　

中
毒
篇

巻
三
十　

食
養
篇

そ
れ
ぞ
れ
の
巻
の
タ
イ
ト
ル
だ
け
を
見
て
も
︑
い
か
に
広

範
な
領
域
に
わ
た
っ
て
い
る
か
︑
お
分
か
り
に
な
る
だ
ろ
う
︒

現
代
語
訳
で
も
一
巻
に
つ
き
三
〇
〇
ペ
ー
ジ
近
く
あ
る
た

め
︑
全
部
で
九
万
ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
膨
大
な
医
学
全
書
で
あ

る
︒
こ
の
中
に
は
︑
当
時
の
人
体
観
︑
治
療
観
︑
医
学
観
な

ど
の
視
座
を
改
め
て
考
え
直
さ
せ
る
記
述
が
多
数
含
ま
れ
て

い
る
︒
現
代
医
学
に
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
と
い
う
よ
り
も
︑
古

代
の
人
た
ち
の
切
実
な
思
い
を
こ
そ
受
け
取
り
た
い
︒
以
下
︑

全
三
〇
巻
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
抽
出
し
な
が
ら
紹
介

す
る
︒
現
代
で
も
身
心
変
容
技
法
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
ワ

ザ
の
萌
芽
が
多
数
発
見
さ
れ
る
だ
ろ
う
︒

2
『
医
心
方
』　
全
三
〇
巻
の
全
貌

﹃
医
心
方
﹄
は
巻
一
A
の
医
学
概
論
篇
と
し
て
幕
を
あ
け

る
が
︑
こ
の
書
は
医
療
倫
理
︑
医
療
哲
学
の
こ
と
を
書
い
た

巻
で
あ
る
︒﹁
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い
︵The H

ippocratic 

O
ath

︶﹂
の
東
洋
版
と
言
え
る
︒
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
︵
紀
元
前
四

六
〇
頃
―紀
元
前
三
七
〇
頃
︶
が
臨
床
と
観
察
を
重
ん
じ
る
経

験
科
学
へ
と
医
学
を
発
展
さ
せ
た
た
め
﹁
医
学
の
父
﹂
と
さ

れ
る
が
︑
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
も
医
療
倫
理
を
重
視
し
て
い
た
︒

﹃
医
心
方
﹄
で
は
︑
ま
ず
冒
頭
に
医
療
倫
理
の
章
を
設
け
る
編

集
に
な
っ
て
い
る
︒
構
成
か
ら
丹
波
康
頼
の
強
い
意
志
と
倫

理
観
が
透
け
て
見
え
る
︒
引
用
は
︑
春
秋
戦
国
時
代
︵
紀
元

前
七
七
〇
―紀
元
前
二
二
一
︶
の
哲
学
者
で
あ
る
老
子
︵
紀
元

前
六
世
紀
頃
？
︑
生
没
不
明
︶
や
︑
僧
で
あ
る
義
浄
︵
六
三
五

―七
一
三
︶
が
訳
し
た
﹃
金
光
明
最
勝
王
経1

﹄
の
﹁
徐じ

ょ

病び
ょ
う

品ぼ
ん

﹂︑

義
浄
作
の
旅
行
記
で
あ
る
﹃
南
海
寄
帰
内
法
伝
﹄
か
ら
の
引

用
が
あ
る
︒
釈
尊
に
仕
え
た
医
師
で
あ
る
耆ぎ

婆2
ば

や
龍
樹3
︵
一

五
〇
―二
五
〇
頃
︶
の
医
書
を
漢
訳
し
た
の
が
鳩く

摩ま

羅ら

什じ
ゅ
うで
あ

っ
た
こ
と
も
︑
本
書
か
ら
分
か
る
︒
ま
た
薬
物
に
関
し
て
も

ア
フ
リ
カ
の
ク
ロ
サ
イ
の
角
︑
モ
ル
ッ
カ
諸
島
の
沈じ

ん

香こ
う

︑
ペ

ル
シ
ア
産
の
落
葉
喬
木
の
樹
液
か
ら
得
ら
れ
た
蘇
合
香
︑
イ

ン
ド
原
産
シ
ク
ン
シ
科
喬
木
ミ
ロ
バ
ラ
ン
の
果
実
で
あ
る
訶か

梨り

勒ろ
く

な
ど
︑
中
国
に
限
ら
な
い
広
範
に
わ
た
る
場
所
の
植
物
︑

鉱
物
︑
動
物
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒

ま
た
︑
本
巻
で
は
風
土
と
体
質
へ
の
言
及
も
あ
り
︑﹃
最
勝

王
経
﹄
に
は
患
者
の
見
る
夢
に
よ
る
分
類
な
ど
も
あ
り
︑
精

神
科
医
フ
ロ
イ
ト
︵
一
八
五
六
―一
九
三
九
︶
が
﹃
夢
判
断
﹄

を
刊
行
し
た
の
が
一
九
〇
〇
年
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
︑
東

洋
で
は
か
な
り
初
期
か
ら
夢
と
病
因
と
の
関
連
の
指
摘
が
あ

っ
た
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
︒

そ
の
ほ
か
︑
東
洋
思
想
の
特
性
で
あ
る
陰
陽
に
基
づ
く
治

療
法
︑
鍼
︑
灸
︑
按あ

ん

摩ま

︑
薬
酒
︑
湯
薬
︑
散
薬
︑
丸
薬
の
治

療
対
象
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
︑
現
代
の
医
療
に
つ
な
が
る
原

点
の
記
載
に
あ
ふ
れ
て
い
る
︒

巻
一
B
の
薬
名
考
で
は
八
〇
〇
以
上
の
薬
剤
の
記
載
が
あ

る
︒﹃
医
心
方
﹄
が
朝
廷
に
献
上
さ
れ
た
の
は
九
八
四
年
だ
が
︑

216

第五部 ❖身心変容の科学



菅
原
道
真
の
進
言
で
遣
唐
使
が
廃
止
さ
れ
た
の
が
八
九
四
年

で
あ
る
︒
九
〇
〇
年
代
は
︑
中
国
文
化
を
整
理
し
な
が
ら
︑
日

本
独
自
の
文
化
を
再
発
見
し
︑
再
創
造
し
て
い
た
時
期
だ
っ

た
︒
そ
う
し
た
前
準
備
が
進
ん
で
い
た
時
期
に
丹
波
康
頼
は

九
一
二
年
に
生
ま
れ
た
︒
そ
の
時
代
に
は
︑
醍
醐
天
皇
の
勅

命
で
︑
百
済
系
の
大
医
博
士
︵
天
皇
の
侍
医
︶
で
あ
る
深ふ

か

根ね
の

輔す
け

仁
4

ひ
と

が
︑
九
一
八
年
に
一
〇
二
五
種
の
﹃
本
草
和
名
﹄
二
巻
を

著
し
て
い
る
︒
源

み
な
も
と
の
し
た
ご
う
順
︵
九
一
一
―九
八
三
︶
が
︑
日
本
最
古

の
百
科
事
典
﹃
和
名
類
聚
抄
﹄
を
九
三
一
年
か
ら
九
三
八
年

に
か
け
て
記
し
た
︒
源
順
は
丹
波
康
頼
よ
り
一
つ
年
上
だ
が
︑

彼
は
若
干
二
〇
歳
か
ら
二
七
歳
に
か
け
て
全
二
〇
巻
に
も
及

ぶ
大
著
を
書
き
上
げ
た
︒﹃
万
葉
集
﹄
の
訓
点
作
業
や
﹃
後
撰

和
歌
集
﹄
の
撰
集
作
業
に
も
参
加
し
︑
三
十
六
歌
仙
と
し
て

も
名
を
残
し
た
人
物
で
あ
る
︒
丹
波
康
頼
は
︑
こ
う
し
た
深

根
輔
仁
や
源
順
ら
の
業
績
か
ら
大
い
に
刺
激
を
受
け
た
だ
ろ

う
︒
古
来
︑
名
門
の
家
系
に
は
秘
伝
の
処
方
や
医
書
が
あ
り
︑

後
漢
の
時
代
に
は
紙
が
発
明
さ
れ
て
い
た
た
め
に
渡
来
人
が

持
っ
て
き
た
家
伝
の
医
書
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
︒
丹
波
康

頼
が
﹃
医
心
方
﹄
と
い
う
大
著
を
書
き
上
げ
る
う
え
で
当
時

の
時
代
背
景
が
後
押
し
し
た
こ
と
も
感
じ
ら
れ
る
︒

巻
二
の
鍼
灸
篇
は
︑
日
本
で
一
人
し
か
い
な
い
職
で
あ
る

針は
り
の

博は
か

士せ

で
あ
る
丹
波
康
頼
の
専
門
に
関
わ
る
巻
で
あ
る
︒
全

三
〇
巻
で
唯
一
康
頼
自
身
の
自
序
が
あ
る
︒
鍼
治
療
は
中
国

か
ら
五
七
三
年
に
は
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
︑
大
宝
律
令

︵
七
〇
一
年
︶
に
よ
っ
て
針
師
︑
針
博
士
︑
針
生
が
制
定
さ
れ

て
い
る
︒
現
代
鍼
灸
で
は
陰
陽
十
二
経
絡
と
奇
脈
八
脈
に
孔

穴
を
配
し
て
い
る
が
︑
当
巻
で
は
︑
頭
部
諸
穴
︵
六
八
︶︑
面

部
諸
穴
︵
三
九
︶︑
頤
下
部
穴
︵
二
︶︑
頸
部
左
右
諸
穴
︵
二

〇
︶︑
肩
部
左
右
諸
穴
︵
二
六
︶︑
手
部
左
右
諸
穴
︵
一
二
〇
︶︑

背
部
諸
穴
︵
七
九
︶︑
胸
部
諸
穴
︵
四
三
︶︑
腹
部
諸
穴
︵
七
四
︶︑

側
脇
部
左
右
諸
穴
︵
二
〇
︶︑
足
部
左
右
諸
穴
︵
一
六
九
︶
と
︑

合
計
一
一
部
位
に
分
け
︑
六
六
〇
穴
を
配
し
て
い
る
︒
ま
た
︑

針
︵
鍼
︶
は
現
代
と
形
状
も
異
な
り
︑
瀉
血
用
︑
切
開
用
︑
マ

ッ
サ
ー
ジ
用
な
ど
九
種
の
針
︵
九
針
︶
が
あ
り
︑
外
科
医
の

よ
う
な
処
置
も
行
っ
て
い
た
︒﹃
医
心
方
﹄
全
三
〇
巻
の
う
ち

で
︑
二
七
巻
に
は
針
治
療
の
記
述
が
あ
る
︵
巻
四
﹁
美
容
篇
﹂︑

巻
二
十
六
﹁
仙
道
篇
﹂︑
巻
二
十
七
﹁
養
生
篇
﹂︑
巻
三
十
﹁
食
養

篇
﹂
の
み
記
述
が
な
い
︶︒
そ
れ
だ
け
︑
当
時
の
医
療
技
術
の

中
で
鍼
灸
に
よ
る
治
療
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
︒

来
診
者
の
感
情
の
起
伏
︑
男
女
・
年
齢
・
体
質
な
ど
で
鍼

灸
を
工
夫
す
る
こ
と
︑
も
ぐ
さ
の
大
き
さ
や
形
状
を
相
手
の

体
格
や
年
齢
だ
け
で
は
な
く
住
む
風
土
の
特
性
に
よ
っ
て
調

整
す
べ
き
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
お
り
︑
当
時
の
深
い
洞
察

や
観
察
眼
に
驚
か
さ
れ
る
︒
ま
た
︑
も
ぐ
さ
の
点
火
に
用
い

て
は
な
ら
な
い
八
種
の
樹
木
︑
点
火
に
ふ
さ
わ
し
い
日
の
順

位
な
ど
も
記
載
さ
れ
て
い
る
︒
点
火
に
ふ
さ
わ
し
い
火
と
し

て
︑
代
々
た
や
さ
ず
燃
や
し
続
け
ら
れ
た
火
も
挙
げ
ら
れ
て

い
る
︒﹁
火
の
質
﹂
に
関
す
る
記
述
は
︑
現
代
に
お
い
て
改
め

て
検
証
す
べ
き
テ
ー
マ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒

天
文
と
鍼
の
関
係
に
関
し
て
︑
新
月
や
満
月
︑
月
の
外
輪

が
見
え
な
い
と
き
の
鍼
治
療
な
ど
の
記
述
も
あ
り
︑
天
体
な

ど
の
暦
に
応
じ
た
配
慮
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
重
要
な
点

で
あ
る
︒

巻
三
の
風
病
篇
で
は
︑
当
時
の
﹁
風
病
﹂
観
に
基
づ
く
記

述
が
あ
る
︒﹁
風
病
﹂
は
病
名
だ
け
で
は
な
く
︑
病
因
も
指
し

た
︒
癩
病
も
︑
邪
風
に
よ
る
皮
膚
の
異
常
で
あ
る
と
い
う
記

載
が
あ
る
︒
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
の
実
在
に
関
す
る
知
識
が
な

か
っ
た
時
代
に
は
︑
何
を
媒
介
と
し
て
感
染
症
が
広
が
っ
て

い
る
の
か
が
不
明
で
あ
り
︑
流
動
す
る
﹁
風ふ

う

﹂
を
原
因
と
捉

え
て
い
た
の
だ
ろ
う
︒
風
は
古
代
イ
ン
ド
で
は
す
べ
て
の
物

質
を
構
成
す
る
と
さ
れ
る
四
大
︵
地
︑
水
︑
風
︑
火
︶
の
中
の

一
つ
で
あ
り
︑
人
体
も
こ
の
四
大
の
バ
ラ
ン
ス
で
成
立
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
︒
後
漢
の
班
固
︵
三
二
―九
二
︶
が

著
し
た
﹃
漢
書
﹄
に
書
名
が
残
る
﹃
黄
帝
内
経
素
問
﹄
で
は
︑

﹁
す
べ
て
の
病
気
の
原
因
は
風
で
あ
る
﹂
と
し
︑
隋
代
の
﹃
諸

病
源
候
論
﹄
で
は
︑﹁
風
は
四
季
お
り
お
り
の
気
で
八
方
に
分

布
し
︑
本
来
は
万
物
を
養
育
す
る
も
の
で
あ
る
︒
そ
れ
ぞ
れ

の
季
節
に
ふ
さ
わ
し
い
風
に
あ
た
っ
た
場
合
は
死
ぬ
よ
う
な

病
気
に
か
か
る
こ
と
は
少
な
い
が
︑
季
節
は
ず
れ
の
風
に
あ

た
る
と
︑
死
病
に
か
か
る
こ
と
が
多
い
﹂
と
記
す
︒
順
風
︑
逆

風
と
い
う
言
葉
の
中
に
は
︑
四
季
や
季
節
に
順
応
し
て
生
き

た
古
代
の
人
々
の
精
神
世
界
が
込
め
ら
れ
て
い
る
︒
季
節
の

変
わ
り
目
︑
気
温
の
変
わ
り
目
︑
住
環
境
の
変
化
な
ど
で
起

き
る
病
因
を
説
明
す
る
﹁
風
病
﹂
は
︑
環
境
因
を
捉
え
て
い

る
こ
と
も
含
め
非
常
に
示
唆
に
富
ん
だ
も
の
だ
︒

ま
た
︑
本
章
の
一
切
の
風
病
の
治
療
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
︑

﹁
訶
梨
勒
丸
﹂
の
記
載
が
あ
る
︒﹁
訶
梨
勒
﹂
は
イ
ン
ド
原
産

の
シ
ク
ン
シ
科
ミ
ロ
バ
ラ
ン
の
果
実
で
︑
初
秋
か
ら
晩
秋
に

か
け
て
果
実
を
採
る
︒
日
に
乾
か
し
て
蒸
し
焼
き
に
し
︑
布

に
包
ん
で
石
の
上
で
砕
い
て
種
を
除
去
し
︑
果
皮
の
つ
い
た

果
肉
を
細
か
く
く
だ
き
︑
他
の
薬
剤
と
配
合
し
︑
蜂
蜜
で
練

っ
て
丸
薬
に
す
る
︒﹁
釈
迦
が
成
道
後
七
日
に
風
病
に
か
か
っ

た
と
き
︑
帝
釈
天
が
訶
梨
勒
を
仏
に
捧
げ
た
と
こ
ろ
︑
す
ぐ

に
癒
え
た
﹂︵﹃
衆
許
摩
訶
帝
経
﹄︶
と
の
記
載
が
あ
り
︑
諸
病

を
治
す
薬
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
た
︒
訶
梨
勒
丸
の
配
合
法

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
︑﹃
医
心
方
﹄
で
は
一
二
の
薬
剤
を
配
合

す
る
︒
巻
八
﹁
脚
病
篇
﹂
で
は
鑑
真
和
上
が
︑
脚あ

し

気の
け

が
胸
を

つ
い
た
と
き
に
﹁
訶
梨
勒
丸
が
よ
い
﹂
と
推
奨
し
て
お
り
︑
イ

ン
ド
原
産
の
処
方
が
仏
教
医
学
と
の
関
連
で
伝
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
︒

風
病
篇
に
は
数
多
く
の
治
療
法
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
︑

陀だ

羅ら

尼に

︵
仏
教
で
の
呪
文
の
一
種
︶︑
呪
符
︑
易
︑
八
卦
︑
占

相
︑
陰
陽
道
と
の
関
わ
り
を
感
じ
る
処
方
も
多
い
︒
日
本
で

も
大
寺
院
は
薬
草
園
を
持
っ
て
お
り
︑
花
園
と
い
う
地
名
も
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そ
の
名
残
で
あ
る
︵
臨
済
宗
の
本
山
妙
心
寺
は
京
都
市
右
京
区

花
園
町
に
あ
る
︶︒
薬
剤
は
仏
に
備
え
て
加
護
を
祈
願
し
た
後

に
製
薬
さ
れ
た
︒
製
薬
を
女
性
に
見
ら
れ
る
と
効
力
を
失
う

と
さ
れ
︑
大
寺
院
は
製
薬
所
を
兼
ね
て
い
た
の
で
あ
る
︒
穢

れ
な
き
稚
児
の
尿
は
﹁
童
尿
﹂
と
し
て
薬
用
に
も
さ
れ
て
い

た
︒
医
療
と
宗
教
と
が
一
体
と
な
っ
て
い
た
時
代
の
処
方
か

ら
︑
現
代
医
療
が
失
っ
た
も
の
と
し
て
学
ぶ
こ
と
は
多
い
︒

巻
四
の
美
容
篇
で
は
︑
髪
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
︑
美

し
い
肌
を
保
つ
た
め
の
手
段
な
ど
が
載
っ
て
い
る
︒
美
へ
の

願
望
は
昔
も
今
も
不
変
だ
ろ
う
︒
洗
髪
剤
だ
け
で
は
な
く
︑
養

毛
剤
や
白
髪
対
策
︑
シ
ミ
︑
ソ
バ
カ
ス
︑
イ
ボ
︑
ウ
オ
ノ
メ
︑

ナ
マ
ズ
肌
︑
ワ
キ
ガ
の
治
療
法
な
ど
が
あ
る
︒
ち
な
み
に
︑
色

白
の
美
肌
︑
ピ
ン
ク
色
の
肌
︑
清
楚
な
美
肌
︑
妖
艶
な
美
肌

の
処
方
は
巻
二
十
六
﹁
仙
道
篇
﹂
に
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い

う
違
い
も
興
味
深
い
︒
魏
や
隋
の
後
宮
の
秘
方
も
載
っ
て
い

る
︒当

時
の
後
宮
女
性
や
乳
母
の
選
考
で
は
︑
ホ
ク
ロ
の
位
置

や
毛
髪
の
状
態
で
吉
凶
を
占
い
︑
お
灸
の
後
で
既
往
症
が
類

推
さ
れ
て
い
た
︒
当
時
の
貴
族
に
と
っ
て
︑
娘
を
入
内
さ
せ

て
中
宮
や
女
御
に
す
る
こ
と
は
一
族
の
命
運
に
つ
な
が
る
き

わ
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
り
︑
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
身

心
へ
影
響
を
及
ぼ
す
ワ
ザ
を
追
求
し
て
き
た
の
だ
と
い
う
こ

と
も
分
か
る
︒

興
味
深
い
薬
剤
の
原
料
と
し
て
︑
牛
や
羊
の
角
︑
馬
の
蹄
︑

鳥
類
や
猫
の
糞
︑
鉄
さ
び
ま
で
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑

イ
ボ
の
よ
う
な
皮
膚
科
疾
患
で
︑
精
神
的
な
も
の
が
影
響
す

る
と
思
わ
れ
る
治
療
法
に
呪
術
が
多
く
︑
現
代
で
の
心
理
療

法
や
補
完
代
替
医
療
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
︒

ホ
ク
ロ
︑
イ
ボ
︑
コ
ブ
を
除
く
治
療
法
に
︑
灰
の
配
合
剤

が
あ
り
︑﹃
旧
約
聖
書
﹄
で
ヨ
ブ
の
皮
膚
疾
患
で
あ
る
悪
瘡
に

灰
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
︑
灰
と
い

う
古
代
か
ら
続
く
素
材
へ
の
可
能
性
は
研
究
さ
れ
て
し
か
る

べ
き
だ
ろ
う
︒

竹
の
中
の
水
︵
竹
精
︑
神
水
︶
を
美
顔
薬
と
し
て
使
う
処
方

も
あ
り
︑﹃
竹
取
物
語
﹄
の
か
ぐ
や
姫
と
の
関
連
も
考
え
さ
せ

ら
れ
る
︒
古
代
の
物
語
の
中
に
︑
医
療
的
な
技
術
を
再
発
見

し
て
い
く
こ
と
は
︑
未
来
の
医
療
を
考
え
て
い
く
う
え
で
も

重
要
な
課
題
で
あ
る
︒

巻
五
の
耳
鼻
咽
喉
眼
歯
篇
で
は
︑
蓄
膿
症
や
虫
歯
な
ど
七

一
章
に
わ
た
っ
て
耳
鼻
科
・
眼
科
・
歯
科
に
関
わ
る
当
時
の

治
療
法
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
巻
で
群
を
抜
い
て
多
い

の
は
一
八
章
に
及
ぶ
眼
科
疾
患
で
あ
る
︒
現
代
の
よ
う
な
大

気
汚
染
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
︑
住
環
境
に
お
け
る
採
光
の

悪
さ
や
栄
養
・
衛
生
状
態
の
悪
さ
︑
山
野
で
の
採
集
生
活
や

虫
や
細
菌
な
ど
に
よ
る
感
染
症
な
ど
︑
眼
科
の
悩
み
は
多
か

っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
︒
白
内
障
の
治
療
薬
の
散
薬
の
中

に
貝ば

い

歯し

︵
貝
子
︶
が
あ
る
︒
縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
も
装
身

具
と
し
て
の
タ
カ
ラ
ガ
イ
が
出
土
し
て
い
る
し
︑
貨
幣
と
し

て
も
使
用
さ
れ
て
い
た
︒
古
代
で
は
貝
は
呪
具
で
あ
り
︑
装

身
具
で
あ
り
︑
同
時
に
緊
急
時
の
医
薬
と
し
て
携
帯
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
︒
耳
鼻
咽
喉
科
と
し
て
︑
五
章
も
耳
の
中
に

入
っ
た
虫
へ
の
対
応
が
書
か
れ
て
い
る
︒
そ
の
中
で
注
目
す

べ
き
も
の
と
し
て
︑
音
の
振
動
で
虫
を
出
す
方
法
が
あ
り
︑
音

響
療
法
の
は
じ
め
と
も
言
え
る
︒

巻
六
の
五
臓
六
腑
篇︵
五
臓
六
腑
気
脈
骨
皮
篇
︶で
は
︑
胸
・

心
・
脇
・
腹
・
腰
・
腎
・
肝
・
脾
・
肺
・
大
腸
・
小
腸
・
胃
・

胆
・
三
焦
・
膀
胱
・
筋
・
骨
・
髄
・
肉
・
皮
・
脈
・
気
病
な

ど
︑
症
状
の
あ
る
部
位
別
に
分
類
さ
れ
て
い
る
︒
現
代
医
学

の
臓
器
別
分
類
に
近
い
が
︑
も
ち
ろ
ん
相
違
点
も
あ
る
︒
心

窩
部
の
疼
痛
に
よ
る
﹁
心
痛
﹂
と
︑
内
臓
の
主
で
身
体
を
統

率
す
る
神
と
し
て
の
心
臓
の
痛
み
を
区
別
す
る
た
め
に
後
者

を
﹁
真
心
痛
﹂
と
書
か
れ
て
い
る
︒
原
因
に
よ
り
心
痛
は
九

種
類
に
分
か
れ
︑
そ
の
中
に
は
寄
生
虫
を
原
因
と
す
る
も
の

や
︑
呪
詛
や
憑
依
を
原
因
と
す
る
心
痛
も
あ
り
︑
当
時
の
病

因
論
を
間
接
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
︒
本
巻
で
の
治
療
法

に
は
︑
内
服
薬
と
し
て
湯
薬
︑
丸
薬
︑
散
薬
︑
生
汁
︑
薬
酒
︑

生
血
︵
猪
の
仔
︶
が
あ
り
︑
そ
の
ほ
か
に
服
食
︵
薬
と
し
て
食

物
を
摂
取
す
る
こ
と
︶︑
手
足
の
温
浴
︑
罨あ

ん

法ぽ
う

︵
体
に
温
熱
ま
た

は
寒
冷
刺
激
を
与
え
て
行
う
治
療
法
で
︑
湿
布
も
罨
法
の
一
つ
︶︑

灸
︑
呪
術
が
あ
り
︑
湯
薬
︑
丸
薬
︑
薬
酒
の
ル
ー
ツ
も
見
ら

れ
る
︒
当
時
か
ら
こ
れ
だ
け
多
様
な
医
療
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
︒

巻
七
の
性
病
・
諸
痔
・
寄
生
虫
篇
で
は
︑
性
病
や
寄
生
虫

に
よ
る
感
染
症
の
記
述
が
目
立
つ
︒
た
だ
︑
寄
生
虫
は
現
代

の
何
に
相
当
す
る
の
か
不
明
な
も
の
も
多
い
︒
長
屋
王
︵
六

八
四
―七
二
九
︶
の
邸
宅
の
ト
イ
レ
跡
か
ら
も
︑
寄
生
虫
の
卵

と
駆
虫
剤
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
紅
花
の
花
粉
が
発
見

さ
れ
て
い
る
︒
痔
に
は
仏
典
︵﹃
療
痔
病
教
﹄
な
ど
︶
か
ら
の

抄
録
も
あ
る
︒
当
時
の
衛
生
状
態
な
ど
も
わ
か
る
資
料
と
し

て
も
貴
重
で
あ
る
︒

巻
八
の
脚
病
篇
で
は
︑
脚あ

し

気の
け

を
扱
う
巻
だ
が
︑
当
時
の
脚あ

し

気の
け

は
現
代
の
脚か

っ

気け

よ
り
も
広
い
概
念
で
あ
り
︑
手
足
に
関
わ

る
病
状
の
総
称
だ
っ
た
︒﹃
枕
草
子
﹄
に
も
﹁
あ
し
の
け
﹂
と

い
う
呼
称
が
出
て
く
る
︒
脚あ

し

気の
け

の
予
防
法
と
し
て
記
載
さ
れ

て
い
る
も
の
は
︑
精
神
修
養
に
努
め
て
怒
ら
な
い
よ
う
に
す

る
︑
体
操
を
す
る
︑
食
後
に
散
歩
を
す
る
︑
髪
を
櫛
で
と
か

し
て
も
ら
う
︑
按
摩
を
受
け
る
︑
な
ど
︑
巻
二
十
七
﹁
養
生

篇
﹂
に
通
じ
る
︒
唐
招
提
寺
の
開
祖
で
あ
る
鑑
真
和
上
︵
六

八
八
―七
六
三
︶
は
︑
仏
教
者
と
し
て
高
名
な
こ
と
は
勿
論
︑

医
学
者
と
し
て
も
高
名
だ
っ
た
よ
う
で
︑﹃
医
心
方
﹄
に
は
鑑

真
和
上
の
処
方
も
含
ま
れ
る
︒
ま
た
︑
古
代
ロ
ー
マ
の
ガ
レ
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ノ
ス
︵
一
二
九
頃
―一
九
九
頃
︶
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ラ
ビ
ア

医
学
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
瀉
血
療
法
が
︑
紀
元
前
六

―五
世
紀
の
イ
ン
ド
で
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す

耆
婆
の
治
療
法
が
あ
る
︒
ま
た
︑
角か

く

嗽そ
う

と
い
う
悪
血
を
取
る

治
療
法
が
あ
り
︑
亀
に
よ
る
吸
血
療
法
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

た
こ
と
は
︑﹃
医
心
方
﹄
が
初
出
で
あ
る
︒

巻
九
の
咳
嗽
篇
で
は
︑
現
代
で
は
咳
は
﹁
風か

邪ぜ

﹂
の
症
状

と
さ
れ
る
が
︑﹃
医
心
方
﹄
で
は
︑
喘
息
︑
心
気
亢
進
︑
嘔
吐
︑

呼
吸
器
疾
患
︑
シ
ャ
ッ
ク
リ
な
ど
が
広
く
咳
嗽
と
し
て
お
さ

め
ら
れ
て
お
り
︑
現
代
の
分
類
と
は
異
な
る
︒
古
代
中
国
医

学
で
は
風
邪
は
﹁
風ふ

う

邪じ
ゃ

﹂
と
呼
ば
れ
︑﹁
風
﹂
は
病
因
と
し
て

使
用
さ
れ
て
お
り
︑
現
代
と
は
異
な
る
概
念
で
理
解
す
る
必

要
が
あ
る
︒
風
は
︑
当
時
の
人
た
ち
に
は
病
と
関
連
し
た
存

在
だ
っ
た
︒
本
巻
の
咳
嗽
の
治
療
法
の
中
に
︑
喫
煙
の
ル
ー

ツ
と
も
考
え
ら
れ
る
処
方
が
あ
る
︒
巻
た
ば
こ
の
よ
う
に
モ

グ
サ
を
紙
に
巻
い
て
吸
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
︒

巻
十
の
積

し
ゃ
く

聚し
ゅ

・
疝せ

ん

瘕か

・
水
腫
篇
で
は
︑
現
代
で
は
馴
染
み

の
な
い
病
名
が
多
い
︒
積
聚
と
は
︑
痛
み
の
と
も
な
う
内
科

疾
患
を
一
つ
の
症
候
群
と
し
て
呼
ん
だ
病
名
で
あ
る
︒
陰
陽

の
気
が
内
臓
の
一
部
に
集
積
し
て
腫
瘤
が
で
き
て
発
症
す
る
︒

疝
瘕
は
腹
中
に
生
じ
る
腫
瘤
に
よ
り
腹
痛
を
訴
え
る
疾
患
で

あ
る
︒
本
巻
に
は
種
々
の
結
石
に
よ
る
激
痛
の
ほ
か
︑
心
筋

梗
塞
︑
潰
瘍
︑
穿
孔
︑
胃
炎
︑
肝
炎
︑
癌
を
含
む
重
篤
な
疾

患
や
条
虫
︑
住
血
吸
虫
︑
回
虫
な
ど
寄
生
虫
症
に
関
す
る
理

論
と
約
二
百
の
治
療
法
︵
温
熨
法
・
灸
法
・
洗
滌
薬
・
塗
布
薬
・

内
服
薬
・
薬
酒
な
ど
︶
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
広
域
に
わ
た
る
薬

剤
も
使
用
さ
れ
て
お
り
︑
例
え
ば
︑
緩
下
剤
の
ヒ
マ
シ
油
の

原
料
の
ア
フ
リ
カ
原
産
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
一
年
草
ヒ
マ
の
種

子
︵
ヒ
マ
シ
︶
や
︑
ボ
ル
ネ
オ
︑
セ
レ
ベ
ス
︑
ヒ
マ
ラ
ヤ
︑
ネ

パ
ー
ル
な
ど
が
原
産
地
と
さ
れ
る
朝
顔
の
種
子
が
登
場
す
る
︒

朝
顔
の
種
子
を
牽
牛
子
と
書
く
の
は
︑
牛
と
交
換
す
る
ほ
ど

貴
重
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
︒
ほ
か
に
も
ア
フ
リ
カ
産
の
ク
ロ

サ
イ
の
角
︑
モ
ル
ッ
カ
諸
島
の
香
料
︑
熱
帯
ア
ジ
ア
の
檳
榔

子
︵
ビ
ン
ロ
ウ
樹
の
果
実
︶︑
イ
ン
ド
原
産
の
タ
デ
科
ア
イ
の

葉
︵
染
料
イ
ン
デ
ィ
ゴ
の
原
料
︶
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
て
︑
か

な
り
昔
か
ら
広
く
交
易
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
︒
変
わ
っ
た
薬
剤
と
し
て
は
︑
白
馬
尿
︑
鼠そ

壌じ
ょ
う

土ど

が

あ
る
︒
白
馬
尿
は
文
字
通
り
白
い
馬
の
尿
で
あ
り
︑
鼠
壌
土

は
ね
ず
み
が
齧
っ
た
壁
の
穴
の
周
り
に
こ
ぼ
れ
て
い
る
土
を

布
に
包
ん
で
蒸
し
︑
患
部
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
︒
当
時
の
人

の
発
想
の
豊
か
に
は
驚
か
さ
れ
る
︒
他
に
も
︑
人
の
髪
と
爪

を
焼
き
︑
そ
の
灰
を
肝
硬
変
と
思
わ
れ
る
病
気
︵
酒
瘕
︶
の

治
療
薬
と
す
る
処
方
も
あ
る
︒

巻
十
一
の
痢
病
篇
で
は
︑
前
半
は
霍か

く

乱ら
ん

に
関
す
る
章
で
︑
後

半
が
様
々
な
下
痢
へ
の
理
論
と
対
処
法
が
記
載
さ
れ
て
い
る
︒

現
代
で
は
暑
気
あ
た
り
や
日
射
病
を
霍
乱
と
呼
ぶ
が
︑
古
代

で
は
嘔
吐
と
下
痢
を
起
こ
し
腹
痛
な
ど
も
伴
う
病
気
の
総
称

で
あ
っ
た
︒
暑
い
と
き
に
冷
た
い
飲
食
物
を
と
り
す
ぎ
た
場

合
な
ど
︑
冷
熱
の
調
和
を
乱
す
こ
と
で
起
こ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
た
︒
現
代
の
コ
レ
ラ
や
細
菌
性
食
中
毒
な
ど
を
含
む
急

性
消
化
器
疾
患
を
指
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︵
現
在
の
中

国
語
で
は
霍
乱
は
コ
レ
ラ
を
指
す
︶︒
錬
金
術
で
製
造
さ
れ
た
石

薬
の
服
用
に
よ
る
副
作
用
で
あ
る
﹁
中
熱
﹂
も
霍
乱
の
ひ
と

つ
と
さ
れ
て
い
た
︒
下
痢
は
便
の
色
や
症
状
で
分
類
し
て
お

り
︑
冷
痢
・
熱
痢
・
甘
痢
・
蠱こ

痢り

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
︒
虫

を
集
め
て
盤
上
で
戦
わ
せ
て
勝
ち
残
っ
た
も
の
を
蠱
と
呼
び
︑

呪
詛
に
よ
り
蠱
に
取
り
つ
か
れ
た
た
め
に
な
る
下
痢
と
考
え

ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
︑
当
時
の
文
化
背
景
と
医
療
的
な

対
応
法
が
わ
か
り
興
味
深
い
︒

巻
十
二
の
泌
尿
器
科
篇
で
は
︑
多
尿
・
尿
閉
だ
け
で
は
な

く
︑
仙
薬
と
し
て
の
錬
金
術
の
石
薬
の
副
作
用
に
よ
る
排
尿

異
常
も
複
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒
当
時
の
医
療
事
情
を
知
る

貴
重
な
資
料
で
あ
る
︒﹃
医
心
方
﹄
に
は
民
間
医
療
の
ル
ー
ツ

と
も
考
え
ら
れ
る
治
療
法
が
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
︑
モ

ン
ゴ
ウ
イ
カ
の
甲
羅
︵
薬
名
は
烏
賊
魚
骨
︶
が
出
血
治
療
薬
の

配
合
剤
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒
海
を
生
業
と
す
る
地
域

で
は
民
間
医
療
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
止
血
法
で
あ
る
︒
ま

た
︑
下
血
の
治
療
薬
と
し
て
︑
長
年
柴
を
焚
き
続
け
た
竈
の

芯
の
土
︵
伏ぶ
く

竜り
ゅ
う

肝か
ん

︶
を
配
合
薬
と
し
て
使
用
し
て
い
る
︒
成

分
は
お
も
に
ケ
イ
酸
︑
酸
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
︑
酸
化
鉄
か
ら

な
り
︑
そ
の
ほ
か
に
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
︑
酸
化
ナ
ト
リ
ウ

ム
な
ど
も
含
む
︒
現
代
漢
方
で
も
止
血
の
効
能
と
し
て
使
用

さ
れ
て
お
り
︑
竈
の
芯
の
土
を
使
用
し
た
知
恵
に
は
驚
く
ば

か
り
で
あ
る
︒

変
わ
っ
た
治
療
薬
と
し
て
︑
鵲

か
さ
さ
ぎが
三
年
間
か
け
て
作
っ
た

巣
が
あ
る
︒
鵲
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
不
吉
な
鳥
だ
が
︑
東
ア

ジ
ア
で
は
吉
鳥
と
さ
れ
︑
七
夕
に
織
姫
と
彦
星
の
架
け
橋
に

な
る
と
い
う
古
歌
も
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
︒
吉
鳥
と
さ
れ
た
理

由
に
は
︑
病
気
の
治
療
に
巣
が
役
立
つ
︑
と
い
う
医
療
的
な

観
点
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒

巻
十
三
の
虚
労
篇
で
は
︑
雅
楽
最
大
の
曲
﹁
蘇
合
﹂
に
な

っ
た
蘇
合
香
を
使
用
し
た
秘
薬
の
話
が
出
て
く
る
︒
蘇
合
香

は
イ
ン
ド
の
阿ア

シ
ョ
カ
オ
ウ

育
王
が
病
に
倒
れ
て
困
っ
て
い
る
と
き
に
︑
蘇

合
草
と
い
う
薬
草
を
服
し
て
全
快
し
た
た
め
︑
自
ら
が
楽
曲

を
作
り
舞
と
合
わ
せ
︑
雅
楽
最
大
の
曲
に
な
っ
た
︒
現
在
で

も
︑
菖し

ょ

蒲う
ぶ

甲か
ぶ
とと
い
う
蘇
合
草
を
か
た
ど
っ
た
甲
を
つ
け
て
舞

う
︒
詩
人
と
し
て
有
名
な
陶
淵
明
の
処
方
が
﹃
陶
潜
方
﹄
か

ら
引
用
さ
れ
て
お
り
︑
陶
淵
明
に
医
療
者
と
し
て
の
顔
が
あ

る
こ
と
は
︑﹃
医
心
方
﹄
が
初
出
で
あ
る
︒

病
の
原
因
が
分
か
ら
な
か
っ
た
古
代
で
は
︑
悪
霊
や
魔
物

も
原
因
と
さ
れ
た
︒
そ
の
た
め
︑
魔
物
が
嫌
が
る
も
の
を
身
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に
つ
け
た
り
︑
匂
い
を
発
す
る
こ
と
で
魔
除
け
と
し
て
い
る
︒

薬
玉
は
薬
用
植
物
の
束
を
飾
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
︑
菖

蒲
が
使
わ
れ
て
い
る
︒
鑑
真
和
上
が
も
た
ら
し
た
訶
梨
勒
も

同
様
の
効
用
が
あ
る
︵
正
倉
院
御
物
に
は
当
時
の
﹁
訶
梨
勒
の

実
﹂
が
一
つ
だ
け
残
さ
れ
て
い
る
︶︒
か
つ
て
︑
訶
梨
勒
の
乾
果

を
邪
気
払
い
と
し
て
柱
に
か
け
て
い
た
︒
後
に
絹
の
袋
に
訶

梨
勒
の
実
を
入
れ
︑
茶
道
︑
香
道
の
床
飾
り
に
発
展
す
る
︒
釈

迦
の
涅
槃
図
に
も
訶
梨
勒
の
実
が
書
か
れ
て
い
る
が
︑
釈
迦

が
涅
槃
に
入
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
釈
迦
の
母
で
あ
る
麻
耶
夫

人
が
天
上
か
ら
訶
梨
勒
の
実
を
投
げ
る
も
沙
羅
双
樹
の
木
に

引
っ
か
か
り
届
か
な
か
っ
た
︑
と
い
う
説
話
が
釈
迦
涅
槃
図

に
書
か
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
︵
麻
耶
夫
人
が
訶
梨
勒
の
実
を

﹁
投
げ
た
﹂
こ
と
が
︑﹁
投
薬
﹂
の
語
源
と
も
さ
れ
る
︶︒

ま
た
︑
虚
労
に
よ
る
不
眠
症
で
は
薬
湯
を
煮
る
の
に
千
里

水
︵
千
里
を
流
れ
て
き
た
川
の
水
︶
や
流
水
が
使
わ
れ
て
お
り
︑

ど
の
水
を
選
ぶ
か
も
重
要
で
あ
っ
た
︒
ま
た
︑
骨こ

つ

蒸じ
ょ
うと
い
う

熱
が
骨
髄
か
ら
沸
い
て
く
る
よ
う
に
感
じ
る
状
態
で
は
自
分

や
他
人
の
尿
を
用
い
︑
七
歳
か
ら
一
七
歳
の
男
児
の
尿
を
童

尿
と
し
て
珍
重
し
て
い
た
︒
寺
院
に
稚
児
が
必
要
だ
っ
た
の

は
製
薬
の
目
的
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒

巻
十
四
の
蘇
生
・
傷
寒
篇
で
は
︑
古
典
の
蘇
生
法
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
︒
突
然
死
の
治
療
法
に
は
興
味
深
い
も
の
が
多

い
︒

•
耳
に
息
を
吹
き
込
む

•
ネ
ギ
の
葉
を
耳
に
差
し
込
む

•
酢
ま
た
は
韮
の
汁
︑
葱
の
黄
芯
を
鼻
孔
に
入
れ
る

•
人
尿
︑
糞
尿
を
鼻
に
そ
そ
ぐ

• 

竈そ
う

中ち
ゅ
う

墨ぼ
く

︑
牛
馬
糞ふ

ん

汁じ
ゅ
う︑
韮か

い

根こ
ん

の
汁
︑
桃と

う

白は
く

皮ひ

煎
汁
︑
千
金

丸
な
ど
を
内
服

•
桂け

い

屑し
ょ
うを
舌
下
に
入
れ
る

•
灸
法
︵
檀
中
︑
承
漿
︑
心
下
一
寸
︑
臍
中
︑
背
上
︶

•
呪
法
︵
額
に
﹁
鬼
﹂
と
い
う
字
を
書
く
︶

な
お
︑
現
代
漢
方
で
は
傷
寒
は
腸
チ
フ
ス
の
類
を
さ
し
て

使
わ
れ
て
い
る
が
︑﹃
医
心
方
﹄
で
は
恐
ろ
し
い
疫
病
全
般
を

意
味
し
て
い
る
︒

巻
十
五
の
癰よ

う

疽そ

篇
で
は
︑
古
代
の
癰
疽
︵
悪
性
腫
瘍
・
壊

疽
︶
に
は
︑
現
代
で
の
癌
だ
け
で
は
な
く
︑
糖
尿
病
︑
結
核
︑

性
病
な
ど
重
篤
な
病
気
も
含
ま
れ
て
い
た
︒
原
因
と
し
て
ス

ト
レ
ス
や
食
生
活
の
ほ
か
︑
錬
金
術
に
よ
る
仙
薬
︵
水
銀
︑
砒

素
︶
の
服
用
も
指
摘
し
て
い
る
︒
当
時
の
癰
疽
︵
悪
性
腫
瘍
な

ど
︶
の
治
療
法
と
し
て
︑
鍼
︑
灸
︑
焼
灼
法
︑
薬
物
療
法
が

あ
る
が
︑
さ
ら
に
水す

い

蛭し
つ

療
法
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
︒
ヒ
ル
に

吸
血
さ
せ
︑
白
色
化
し
た
皮
膚
を
食
べ
さ
せ
る
治
療
法
だ
が
︑

現
代
医
学
で
も
医
療
用
ヒ
ル
に
よ
る
瀉
血
治
療
の
効
果
が
再

評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
︑
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ

る
︒
ま
た
︑
本
巻
で
も
薬
物
療
法
と
し
て
一
〇
年
以
上
燃
や

し
た
竈
の
土
を
使
っ
た
伏
竜
肝
を
酢
と
あ
わ
せ
古
布
に
塗
っ

て
患
部
に
貼
る
治
療
法
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
︒

巻
十
六
の
腫
瘤
篇
で
は
︑
巻
十
五
の
癰
疽
篇
と
重
な
る
部

分
も
多
い
︒
現
代
で
は
結
核
性
リ
ン
パ
節
炎
と
さ
れ
る
瘰る

い

癧れ
き

︑

結
核
性
の
瘰
癧
が
つ
ぶ
れ
て
瘻
管
と
な
っ
た
瘰
癧
瘻
な
ど
の

記
載
が
あ
り
︑
当
時
か
ら
結
核
に
よ
る
後
遺
症
に
悩
ま
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

巻
十
七
の
皮
膚
病
篇
で
は
︑
ヒ
ゼ
ン
ダ
ニ
︵
疥
癬
虫
︶
に

よ
る
皮
膚
疾
患
の
記
載
が
あ
る
が
︑
体
長
わ
ず
か
〇
・
三
ミ

リ
の
た
め
︑
虫
眼
鏡
も
な
い
時
代
に
裸
眼
で
確
認
し
判
別
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒
洗
浴
︑
瀉
血
︑
排
膿
︑
切
断
︑
灸
︑

罨
法
︑
塗
布
薬
︑
内
服
薬
な
ど
工
夫
を
こ
ら
し
て
治
療
に
あ

た
っ
て
い
た
︒
灰
治
療
の
ル
ー
ツ
も
登
場
す
る
︒
植
物
の
灰

だ
け
で
は
な
く
︑
人
の
毛
髪
や
フ
ケ
︑
牛
馬
や
羊
の
糞
を
焼

い
た
灰
も
薬
用
と
し
て
使
用
し
て
い
る
︒
現
代
漢
方
で
も
抜

け
毛
を
乱ら

ん

髪ぱ
つ

︑
フ
ケ
を
頭と

う

垢こ
う

と
し
て
薬
用
に
し
て
い
る
︒
灰

は
︑
イ
ノ
シ
シ
や
ブ
タ
の
脂
︑
温
湯
で
練
っ
て
塗
っ
た
り
︑
膿

が
あ
る
場
合
に
は
ふ
り
か
け
て
使
用
し
て
い
た
︒

補
完
代
替
医
療
に
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
が
あ
る
︒
病
症
に
似
た

作
用
を
起
こ
す
毒
薬
を
希
釈
し
て
極
微
量
与
え
る
治
療
法
で

あ
る
︒
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
の
原
形
と
な
る
治
療
を
︑
隋
代
の
医

学
者
が
す
で
に
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
本
巻
に
記
載
さ
れ

て
い
る
︵﹃
録
験
方
﹄︶︒
漆し

つ

瘡そ
う

︵
う
る
し
か
ぶ
れ
︶
の
治
療
法
と

し
て
︑
黄こ

う

櫨ろ

木ぼ
く

︵
ウ
ル
シ
科
ハ
ゼ
ノ
キ
︶
の
煮
汁
で
洗
浄
す
る

治
療
法
が
あ
り
︑
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
に
も
通
じ
る
︒

巻
十
八
の
外
傷
篇
で
は
骨
折
で
木
簡
や
竹
簡
を
添
え
木
と

し
て
使
用
す
る
記
載
が
あ
り
︑
ダ
ニ
を
媒
介
と
す
る
ツ
ツ
ガ

ム
シ
病
を
予
防
す
る
方
法
と
し
て
︑
火
で
全
身
を
あ
ぶ
る
対

処
法
︑
旅
行
時
に
身
に
着
け
る
丸
薬
の
記
載
も
あ
る
︒
山
伏

や
神
主
の
火
渡
り
の
神
事
や
野
焼
き
な
ど
も
︑
感
染
症
へ
の

対
応
が
儀
式
と
し
て
残
っ
た
部
分
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
︒

意
義
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
儀
式
や
儀
礼
に
︑
当
時
の

医
療
の
名
残
り
を
考
え
る
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
︒

巻
十
九
の
服
石
篇
Ⅰ
と
巻
二
十
の
服
石
篇
Ⅱ
︵
薬
害
治
療
︶

は
︑
服
石
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
章
で
あ
る
︒
服
石
は
文
字

ど
お
り
石
を
内
服
す
る
︒
古
代
中
国
の
道
教
で
は
︑
仙
人
に

至
る
不
老
長
寿
薬
と
し
て
服
石
の
製
法
が
極
秘
に
伝
授
さ
れ

て
い
た
︒
仙
薬
と
も
呼
ば
れ
た
が
︑
同
時
に
一
〇
〇
種
以
上

の
薬
害
も
認
め
て
お
り
︑
特
別
な
人
物
し
か
使
え
な
い
秘
術

で
も
あ
っ
た
︒
バ
ナ
ナ
型
神
話5

と
し
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
︑
神

話
に
お
い
て
石
は
不
死
の
象
徴
と
し
て
語
ら
れ
る
た
め
︑
超

人
的
な
修
行
を
し
た
者
だ
け
が
不
死
を
求
め
て
製
法
や
服
薬

が
伝
え
ら
れ
た
秘
法
で
も
あ
っ
た
︒
こ
こ
に
も
鍾
乳
石
︑
紅

雪
︑
紫
雪
な
ど
︑
鑑
真
和
上
に
よ
る
秘
方
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
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服
石
に
は
︑
金
駅
丹
︑
金
陽
丹
︑
鍾
乳
石
︑
紅
雪
︑
紫
雪
︑

五
石
凌
︑
金
石
凌
︑
金き

ん

汞こ
う

丹た
ん

︑
銀
丸
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
︑
薬

害
で
は
︑
発
熱
︑
煩
悶
︑
頭
痛
︑
耳
鳴
り
︑
眼
痛
︑
口
腔
内

の
瘡
︑
歯
痛
︑
の
ど
の
痛
み
︑
胸
腹
部
痛
︑
体
の
痛
み
︑
顔

の
瘡か

さ

︑
身
体
の
腫
れ
・
硬
直
︑
排
尿
困
難
な
ど
多
数
あ
り
︑
当

時
の
最
善
と
考
え
ら
れ
た
治
療
法
が
載
っ
て
い
る
︒

巻
二
十
一
の
婦
人
諸
病
篇
で
は
︑
特
に
女
性
の
疾
患
に
つ

い
て
ま
と
め
て
あ
る
︒
女
性
と
男
性
の
体
は
共
通
点
も
あ
る

が
当
然
異
な
る
点
も
多
い
︒
現
代
医
学
は
︑
成
人
男
性
を
標

準
と
し
て
診
断
・
治
療
法
が
確
立
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る

が
︑
男
女
差
の
違
い
に
着
目
し
た
性
差
医
学
も
注
目
さ
れ
て

い
る
︒
乳
房
や
子
宮
の
ポ
リ
ー
プ
に
関
す
る
症
状
や
治
療
法

が
多
い
が
︑
特
殊
な
治
療
法
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒
朱
で
患

部
に
﹁
魚
﹂
と
書
く
ま
じ
な
い
の
よ
う
な
治
療
法
︑
陰
部
が

欠
落
し
た
も
の
に
陰
干
し
し
た
ヒ
キ
ガ
エ
ル
と
ウ
サ
ギ
の
糞

を
使
用
す
る
治
療
法
︑
鬼
と
交
わ
っ
た
と
き
の
治
療
法
︵﹁
治

鬼
公
方
﹂︶
と
し
て
の
鹿
の
角
な
ど
︒
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
あ

ら
ゆ
る
物
質
を
薬
の
可
能
性
と
し
て
探
求
し
て
い
た
の
だ
ろ

う
︒巻

二
十
二
の
胎
教
出
産
篇
で
は
︑
妊
娠
月
数
別
に
鍼
灸
を

禁
じ
る
経
絡
や
孔
穴
︑
妊
娠
中
の
諸
注
意
と
胎
教
︑
妊
婦
と

胎
児
の
養
生
法
︑
習
慣
性
流
産
の
予
防
と
治
療
な
ど
︑
妊
娠

中
の
病
や
治
療
法
な
ど
を
掲
載
す
る
︒
胎
児
と
母
体
保
護
な

ど
倫
理
的
な
側
面
も
多
い
︒
ま
た
︑
日
常
生
活
に
お
け
る
母

親
の
見
聞
や
心
の
在
り
方
が
︑
胎
児
の
姿
・
形
︑
性
格
・
人

格
な
ど
に
影
響
す
る
﹁
外
象
内
化
﹂
が
挙
げ
ら
れ
︑
妊
婦
が

心
穏
や
か
に
生
活
し
︑
美
し
い
も
の
を
見
て
暮
ら
す
こ
と
が

推
奨
さ
れ
て
い
る
︒
心
理
状
態
が
︑
母
体
を
介
し
て
胎
児
に

影
響
を
与
え
る
と
い
う
点
は
︑
母
体
と
子
の
身
心
の
連
続
性

を
考
え
る
う
え
で
︑
非
常
に
示
唆
に
富
む
︒

巻
二
十
三
の
産
科
治
療
・
儀
礼
篇
に
は
︑
出
産
時
に
お
け

る
治
療
や
儀
礼
が
数
多
く
載
る
︒
医
学
的
な
面
だ
け
で
は
な

く
︑
民
俗
学
や
文
化
人
類
学
の
観
点
か
ら
も
非
常
に
重
要
な

巻
で
あ
ろ
う
︒

隋
代
の
医
書
で
は
︑
出
産
前
後
に
妊
婦
が
死
者
の
出
た
家

を
訪
れ
た
り
︑
喪
中
の
人
が
自
宅
に
訪
れ
る
と
︑
妊
婦
は
難

産
と
な
り
︑
産
後
の
場
合
は
産
ま
れ
た
子
が
亡
く
な
る
た
め

禁
じ
て
い
る
︒
出
産
後
に
悪
露
︵
産
後
の
お
り
も
の
︶
が
出
て

い
る
間
に
は
︑
産
屋
か
ら
出
る
こ
と
︑
井
戸
や
竈
に
近
づ
く

こ
と
︑
祭
祀
に
参
加
す
る
こ
と
も
禁
じ
る
︒
出
産
は
産
屋
で

行
う
も
の
で
あ
り
︑
血
の
穢
れ
を
避
け
る
目
的
や
感
染
症
を

避
け
る
目
的
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
︑
出
産
と
い
う
神
聖
な
行

為
を
大
切
に
し
て
い
た
こ
と
の
証
で
も
あ
る
︒
出
産
の
場
で

あ
る
産
屋
に
関
し
て
︑
産
室
の
設
け
方
︑
産
婦
が
座
る
位
置

や
方
角
ま
で
記
載
が
あ
る
︒
十
二
神
将6

や
八
将
神7

の
方
位
と

の
関
連
で
︑
吉
神
の
方
位
を
選
ん
で
座
る
よ
う
に
推
奨
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
︑
仏
教
や
陰
陽
道
と
医
学
と
の
関
連
が

う
か
が
い
知
れ
る
︒
ま
た
︑
妊
婦
が
災
い
を
避
け
る
た
め
の

呪
文
や
難
産
を
避
け
る
呪
文
︑
安
産
の
た
め
の
呪
術
が
あ
る
︒

難
産
の
予
防
と
治
療
法
︑
逆
児
の
出
産
法
︑
横
産
の
治
し
方

な
ど
は
出
生
死
亡
率
の
高
か
っ
た
時
代
に
蓄
積
さ
れ
た
知
恵

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
︒
ま
た
︑
腹
中
で
死
ん
だ
胎
児
を
お
ろ
す

た
め
に
︑
朱
書
し
た
護
符
を
服
用
し
た
も
の
が
あ
る
が
︑﹁
丹に

﹂

で
あ
る
辰
砂
︵
朱
砂
︶
に
は
硫
化
水
銀
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
と
関
連
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
︒

胞
衣
︵
胎
盤
︶
に
関
し
て
も
︑
胞
衣
が
出
な
い
場
合
の
治

療
法
︑
胞
衣
の
お
さ
め
方
︑
胞
衣
を
お
さ
め
る
日
の
吉
凶
︑
胞

衣
を
お
さ
め
て
は
い
け
な
い
所
と
そ
の
理
由
︑
胞
衣
を
お
さ

め
る
吉
方
な
ど
︑
当
時
か
ら
も
胞
衣
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
︒

女
性
に
と
っ
て
︑
妊
娠
や
出
産
は
︑
男
性
が
経
験
し
得
な

い
身
心
変
容
の
究
極
の
形
で
あ
ろ
う
︒
出
産
は
当
時
も
命
が

け
で
あ
り
︑
そ
う
し
た
多
数
の
死
の
経
験
と
︑
現
代
医
学
や

現
代
そ
の
も
の
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
と
思
わ
せ
る
章
で
あ
る
︒

巻
二
十
四
は
占
相
篇
で
あ
る
︒
当
時
の
医
学
全
書
の
中
に

﹁
占
術
﹂
が
入
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
く
︒
不
妊
の
治
療
法
か
ら

始
ま
り
︑
生
ま
れ
た
子
ど
も
に
関
す
る
生
年
月
日
︑
時
刻
︑
月

宿
・
二
十
八
宿
・
七
星
図
・
十
二
星
・
七
神
図
︑
人
相
︑
体

形
な
ど
に
基
づ
い
た
占
い
が
多
数
紹
介
さ
れ
て
い
る
︒
子
ど

も
の
健
康
や
将
来
を
占
う
こ
と
と
医
学
と
が
密
接
に
つ
な
が

っ
て
い
た
︒
子
ど
も
が
で
き
た
こ
と
を
知
る
方
法
︑
胎
児
の

性
別
を
知
る
方
法
︑
生
ま
れ
た
子
の
寿
命
の
占
い
方
も
あ
る

が
︑
驚
く
べ
き
は
女
の
胎
児
を
男
に
変
え
る
呪
術
も
紹
介
さ

れ
て
い
る
点
で
あ
る
︵
平
家
物
語
の
中
で
も
御
産
の
巻
に
﹁
変へ
ん

成じ
ょ
う

男な
ん

子し

の
法
﹂
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
︶︒
子
ど
も
の
健
康

を
占
う
方
法
ば
か
り
で
は
な
く
︑
生
ま
れ
た
子
が
死
ぬ
徴
候

の
占
い
方
︑
子
の
寿
命
の
長
短
の
占
い
方
︑
子
と
父
母
の
関

係
が
保
た
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
占
い
方
な
ど
も
あ
る
︒

巻
二
十
五
は
小
児
篇
で
あ
る
︒
儀
礼
︑
命
名
︑
育
児
︑
治

療
な
ど
が
多
数
紹
介
さ
れ
て
い
る
︒
第
一
章
の
冒
頭
に
﹁
乳

で
養
わ
れ
て
い
る
嬰
児
の
病
気
は
治
す
こ
と
が
難
し
く
︑
救

い
難
い
こ
と
を
考
慮
し
︑
六
歳
未
満
は
書
類
に
載
せ
な
い
﹂

︵﹃
小
品
方
﹄︶
と
い
う
説
を
引
用
し
て
お
り
︑
出
生
児
の
多
く

が
六
歳
以
下
で
若
く
し
て
死
亡
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
時
代

に
︑
子
ど
も
に
対
す
る
命
名
や
儀
礼
・
呪
術
に
こ
め
た
切
実

な
祈
り
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒
そ
れ
は
﹃
医
心
方
﹄

の
撰
者
︑
丹
波
康
頼
の
祈
り
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
︒
そ
の
た

め
か
︑
本
巻
は
﹃
医
心
方
﹄
全
三
〇
巻
の
中
で
︑
一
六
三
章

と
最
大
の
章
数
を
誇
る
︒
本
巻
が
現
代
の
育
児
書
や
医
学
書

と
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
は
︑
赤
ん
坊
が
生
ま
れ
た
と
き
の
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儀
礼
や
初
湯
の
儀
式
︑
初
め
て
着
せ
る
産
着
の
色
︑
誕
生
日

別
の
命
名
法
︑
乳
母
の
選
考
法
ま
で
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
︒

巻
二
十
六
の
仙
道
篇
で
は
︑
仙
人
に
な
る
術
の
医
療
的
な

話
題
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
興
味
深
い
︒
紹
介
さ
れ
て
い

る
も
の
は
︑
不
老
長
寿
と
若
返
り
法
︑
美
人
に
な
る
方
法
︑
体

臭
を
か
ぐ
わ
し
く
す
る
処
方
︑
頭
を
よ
く
す
る
処
方
︑
愛
し

愛
さ
れ
る
術
︑
金
持
ち
に
な
る
方
法
な
ど
で
あ
り
︑
今
も
昔

も
人
々
の
関
心
は
変
わ
ら
な
い
︒
ま
た
︑
相
思
相
愛
の
術
の

中
に
︑
孔
子
や
︑
詩
人
陶
淵
明
に
よ
る
呪
術
が
あ
る
こ
と
に

も
驚
か
さ
れ
る
︒
金
持
ち
に
な
る
方
法
と
し
て
も
︑
財
宝
が

集
ま
る
堂
塔
の
建
て
方
︑
馬
を
買
う
日
と
乗
る
日
︑
養
蚕
や

畜
産
に
成
功
す
る
方
法
︑
田
畑
の
入
手
法
な
ど
︑
き
わ
め
て

具
体
的
な
呪
術
が
︑
十
二
支
︑
十
干
︑
天
文
学
な
ど
と
の
関

連
を
持
っ
て
い
る
こ
と
や
︑
そ
れ
が
当
時
の
権
威
あ
る
医
学

書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
︒
実
際
︑

広
い
意
味
で
自
分
自
身
を
変
容
さ
せ
る
技
術
と
し
て
は
医
療

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
︒
仙
道
ら
し
い
処
方
と
し
て
は
︑
穀
断

ち
の
と
き
の
処
方
︑
三さ

ん

尸し

を
除
く
方
法
が
あ
り
︑
雨
や
湿
気
︑

水
火
の
難
︑
妖
怪
変
化
︑
虎
や
狼
︑
毒
虫
毒
蛇
を
避
け
る
法

が
掲
載
さ
れ
て
お
り
︑
現
代
の
感
染
症
予
防
に
も
通
じ
る
話

で
あ
る
︒
現
代
と
当
時
と
で
は
﹁
医
学
﹂﹁
医
療
﹂﹁
医
術
﹂

の
枠
組
自
体
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
た
め
の
重
要
な

素
材
で
あ
る
︒

巻
二
十
七
の
養
生
篇
で
は
健
康
や
養
生
に
対
す
る
未
病
対

策
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
︒
健
康
に
適
し
た
日
常
の
坐

臥
・
歩
行
・
姿
勢
︑
言
う
こ
と
・
語
る
こ
と
︑
衣
食
住
や
罪

に
対
す
る
意
識
な
ど
も
養
生
と
の
関
連
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
︒

吐と

故こ

納の
う

新し
ん

と
呼
ば
れ
る
道
教
で
の
新
し
い
気
を
体
内
に
取
り

入
れ
る
呼
吸
法
や
︑
ヨ
ー
ガ
や
太
極
拳
︑
華か

陀だ

の
五ご

禽き
ん

戯ぎ

︵
虎
︑

鳥
︑
猿
︑
鹿
︑
熊
の
動
き
を
真
似
る
体
操
︶
と
呼
ば
れ
る
体
操

な
ど
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
本
巻
で
触
れ
ら
れ
る
︒
現
代
医
学

で
は
病
気
の
記
述
は
多
い
が
︑
未
病
の
た
め
の
予
防
医
学
や

養
生
法
に
関
し
て
の
記
載
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
︒
当

時
の
人
々
の
体
や
心
に
対
す
る
広
い
視
野
で
の
医
療
観
・
人

体
観
が
分
か
る
︒

巻
二
十
八
の
房
内
篇
は
︑
性
の
営
み
と
身
心
と
の
関
連
に

関
す
る
巻
で
あ
る
︒
か
つ
て
﹃
医
心
方
﹄
が
発
禁
と
な
っ
た

の
は
︑
こ
の
巻
の
存
在
ゆ
え
で
あ
る
︵
一
九
〇
六
年
に
﹃
医
心

方
﹄︹
安
政
版
︺
が
金
港
堂
か
ら
誰
も
解
読
で
き
な
い
ま
ま
の
原

文
と
し
て
復
刻
さ
れ
た
が
︑
当
時
は
軍
国
化
や
情
報
統
制
の
時
代

で
︑
文
章
の
内
容
で
は
な
く
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
字
だ
け
か
ら
判

断
さ
れ
て
発
禁
に
な
っ
た
︶︒
古
代
イ
ン
ド
の
カ
ー
マ
・
ス
ー

ト
ラ
︑
密
教
の
理
趣
経
な
ど
に
相
当
す
る
︒
性
の
営
み
は
生

命
を
産
み
出
す
た
め
の
重
要
な
愛
の
行
為
で
あ
り
︑
教
育
現

場
で
正
し
く
学
ぶ
べ
き
だ
ろ
う
︒
医
学
や
生
物
学
の
範
疇
と

し
て
性
を
学
ぶ
こ
と
も
重
要
で
あ
る
︒
本
書
で
は
︑
道
理
に

か
な
っ
た
性
交
︑
心
の
融
合
な
ど
︑
性
を
単
純
な
好
奇
心
や

性
欲
の
こ
と
と
し
て
見
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
︒
ま
た
︑
性

の
技
巧
だ
け
で
は
な
く
︑
子
ど
も
が
で
き
な
い
場
合
の
対
処

法
や
︑
胎
教
以
前
の
良
い
子
を
懐
妊
す
る
た
め
の
方
法
ま
で

収
録
さ
れ
て
い
る
︒
鬼
交
を
断
つ
方
法
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
︑

鬼
と
の
性
交
が
心
の
病
気
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
触
れ
て

い
る
の
を
見
る
と
︑
精
神
医
学
の
見
地
か
ら
も
興
味
深
い
も

の
が
あ
る
︒

巻
二
十
九
の
中
毒
篇
で
は
︑
現
代
に
通
じ
る
話
も
多
い
︒

水
や
食
べ
物
の
安
全
性
の
見
分
け
方
︑
不
適
切
な
食
生
活
に

よ
る
疾
患
︑
飲
酒
に
よ
る
疾
患
と
治
療
法
︑
食
事
・
酒
・
水

な
ど
に
よ
る
中
毒
症
に
対
す
る
救
急
医
療
︑
断
酒
法
︑
食
べ

合
わ
せ
︑
異
物
を
呑
み
こ
ん
だ
場
合
の
救
助
法
な
ど
も
紹
介

さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
ほ
か
︑
酒
の
飲
み
す
ぎ
で
お
腹
が
張
っ

て
治
ら
な
い
場
合
に
食
塩
浣
腸
の
ル
ー
ツ
と
も
い
え
る
治
療

法
が
行
わ
れ
て
い
る
︒
浣
腸
器
具
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
竹

の
管
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
︒
食
事

の
摂
り
方
︑
四
季
に
適
し
た
食
事
︑
四
季
の
変
化
と
食
事
の

禁
忌
︑
月
別
の
禁
止
食
品
な
ど
︑
現
代
の
儀
式
や
祭
礼
に
通

じ
る
話
題
も
多
い
︒

巻
三
十
の
食
養
篇
は
︑﹃
医
心
方
﹄
の
最
終
巻
で
あ
る
︒
五

穀
部
︵
穀
物 

二
四
種
︶︑
五
果
部
︵
果
物 

四
一
種
︶︑
五
肉
部

︵
肉
類
四
五
種
︶︑
五
奈
部
︵
野
菜
五
二
種
︶
を
個
別
に
紹
介
し

て
い
る
︒
五
穀
で
使
わ
れ
る
五
と
は
︑
古
文
字
で
は
X
の
上

下
に
横
棒
が
入
る
文
字
を
使
っ
て
い
た
︒
上
下
に
入
る
横
線

は
天
地
を
表
し
︑
X
は
陰
陽
の
交
わ
り
の
象
徴
で
あ
る
︒
天

地
間
で
陰
陽
が
交
わ
る
こ
と
で
五
行
が
相
生
・
相
克
す
る
︒

五
穀
は
︑そ
の
結
果
地
上
に
実
る
穀
物
で
あ
る
と
さ
れ
る
︒
そ

の
た
め
︑
五
穀
は
五
種
類
と
い
う
意
味
で
は
な
く
︑
そ
う
し

た
天
地
交
わ
り
の
結
果
と
し
て
受
け
取
る
も
の
で
あ
る
こ
と

が
意
味
と
し
て
込
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
︒
食

べ
物
の
効
能
だ
け
で
な
く
︑
生
食
で
害
が
あ
る
も
の
︑
多
食

し
て
は
い
け
な
い
も
の
な
ど
の
指
摘
も
豊
富
で
あ
る
︒

医
書
や
養
生
書
の
他
に
︑﹃
礼
記
﹄﹃
詩
経
﹄﹃
史
記
﹄﹃
呂

氏
春
秋
﹄﹃
列
仙
伝
﹄﹃
捜
神
記
﹄﹃
仙
経
﹄︑
中
国
古
代
の
辞

書
︵﹃
説
文
解
字
﹄﹃
兼
名
苑
﹄
な
ど
︶
や
地
誌
の
類
ま
で
網
羅

し
て
﹃
医
心
方
﹄
を
編
集
し
た
丹
波
康
頼
の
博
覧
強
記
ぶ
り

に
は
驚
か
さ
れ
る
︒

最
後
に　
『
医
心
方
』に
見
る
身
心
変
容

﹃
医
心
方
﹄
全
三
〇
巻
す
べ
て
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
紹
介
し

た
︒
こ
の
膨
大
な
医
学
書
は
千
年
間
誰
も
翻
訳
で
き
な
か
っ
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た
も
の
で
あ
り
︑
筑
摩
書
房
版
は
槇
佐
知
子
氏
が
四
〇
年
の

歳
月
を
か
け
て
一
人
で
現
代
語
訳
し
た
金
字
塔
で
あ
る
︒
た

だ
︑
現
代
医
学
の
中
で
︑
こ
の
﹃
医
心
方
﹄
は
い
ま
だ
に
適

切
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い
︒
現
代
の
医
学
教
育
で
も
古
典
を

学
ぶ
機
会
は
な
い
し
︑
東
洋
医
学
を
学
ぶ
機
会
も
な
い
︒﹃
医

心
方
﹄
の
出
典
と
な
る
医
学
書
が
漢
訳
の
医
書
で
あ
る
こ
と

か
ら
︑
当
時
の
中
国
医
学
だ
け
か
ら
の
引
用
と
誤
解
さ
れ
や

す
い
が
︑﹃
医
心
方
﹄
の
内
容
や
使
わ
れ
て
い
る
薬
剤
な
ど
を

見
る
と
︑
当
時
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
全
土
に
あ
る
医
学
知
識
が
中

国
を
介
し
て
日
本
に
流
入
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒
衛
生

環
境
も
悪
く
︑
人
間
の
寿
命
は
短
か
っ
た
時
代
で
あ
り
︑
若

く
し
て
亡
く
な
る
こ
と
も
多
か
っ
た
時
代
で
あ
る
︒
彼
ら
の

医
療
や
医
学
の
知
識
を
求
め
る
思
い
は
強
く
︑
切
実
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
︒
平
安
時
代
の
医
学
書
で
あ
る
﹃
医
心
方
﹄
を
の

ぞ
い
て
み
る
と
︑
現
代
医
学
の
中
に
収
ま
ら
な
い
も
の
も
多

く
︑
当
時
は
い
か
に
﹁
医
学
﹂
や
﹁
医
療
﹂
の
枠
が
広
く
大

き
か
っ
た
か
と
感
じ
る
︒

人
間
の
生
命
に
関
わ
る
こ
と
や
︑
人
間
が
よ
り
よ
く
生
き

て
い
く
た
め
に
医
術
は
あ
っ
た
︒
そ
し
て
︑
そ
の
多
く
は
︑
み

ず
か
ら
の
身
心
を
変
容
さ
せ
︑
ど
ん
な
時
代
に
で
も
生
き
抜

い
て
い
く
サ
バ
イ
バ
ル
技
術
で
も
あ
っ
た
︒
古
典
か
ら
学
ぶ

べ
き
こ
と
は
︑
表
面
に
あ
る
技
術
や
知
識
だ
け
で
は
な
く
︑
そ

の
奥
に
流
れ
る
先
人
の
思
い
や
祈
り
の
よ
う
な
部
分
に
多
く

あ
る
︒
現
代
に
生
き
る
我
々
が
そ
れ
を
受
け
取
る
こ
と
で
︑
古

典
は
現
代
の
生
命
を
付
与
さ
れ
︑
ま
た
次
の
世
代
へ
と
受
け

渡
さ
れ
て
い
く
も
の
だ
ろ
う
︒﹃
医
心
方
﹄
を
含
め
た
古
典
を

学
ぶ
こ
と
が
︑
生
命
の
本
質
に
至
る
こ
と
に
も
通
じ
て
い
る

し
︑
現
代
医
学
が
失
っ
た
も
の
を
補
う
も
の
と
し
て
も
存
在

し
て
い
る
と
思
う
︒
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ゃ
世せ

王
を

信
仰
に
入
ら
せ
た
な
ど
多
く
の
伝
説
が
残
る
︒中
国
の
扁へ
ん

鵲
じ
ゃ
く

と
並
び
名
医
と
称
さ
れ
る
︒

3　
イ
ン
ド
の
最
大
の
仏
教
学
者
︒
原
名
は
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
︒

﹃
中
論
﹄
に
お
い
て
確
立
さ
れ
た
空く
う

の
思
想
は
︑
す
べ
て
の

仏
教
思
想
に
最
大
の
影
響
を
与
え
て
い
る
︒
す
べ
て
の
も
の

が
︑
他
と
の
依
存
︑
相
待
︑
相
関
︑
相
依
の
関
係
︵
縁え
ん
起ぎ

︶

の
う
え
に
成
立
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
︒
後
代
の
イ
ン

ド
︑
チ
ベ
ッ
ト
︑
中
国
︑
日
本
の
大
乗
仏
教
の
す
べ
て
か
ら
︑

龍
樹
は
お
の
お
の
の
﹁
祖
﹂
と
し
て
尊
敬
さ
れ
る
︒
仏
教
学

者
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
︑
医
学
者
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
︑

﹃
医
心
方
﹄
の
処
方
に
名
が
残
る
こ
と
か
ら
初
め
て
明
ら
か

に
な
っ
た
︒

4　
平
安
初
期
の
医
家
︒
生
没
年
不
詳
︒
渡
来
人
系
蜂は
ち

田だ
の

薬く
す
師し

の

一
族
︒
蜂
田
薬
師
は
欽
明
天
皇
の
こ
ろ
百
済
を
経
由
し
て
渡

来
し
た
呉
の
孫
権
の
末
孫
と
称
す
る
医
家
の
一
族
で
︑
和
泉

国
大
鳥
郡
蜂
田
郷
に
住
ん
だ
の
で
蜂
田
と
し
︑
職
業
の
医
を

も
っ
て
薬
師
と
し
た
︵﹃
世
界
大
百
科
事
典
﹄
よ
り
︶︒
こ
の

家
系
か
ら
深
根
宿
禰
の
姓
を
賜
る
者
が
出
て
分
系
し
た
︒
輔

仁
は
医
学
を
典
薬
頭
菅
原
行
貞
に
学
び
︑
右
衛
門
医
師
よ
り

権
医
博
士
︑
大
医
博
士
に
累
進
し
た
︒
著
書
に
︑
日
本
最
初

の
薬
名
字
書
﹃
本
草
和
名
﹄
の
ほ
か
︑﹃
養
生
鈔
﹄﹃
掌
中
要

方
﹄
な
ど
︒

5　
バ
ナ
ナ
型
神
話
と
は
︑
人
間
が
い
ず
れ
死
ぬ
運
命
に
な
っ
た

由
来
を
語
る
死
の
起
源
神
話
で
あ
り
︑
東
南
ア
ジ
ア
や
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
︒
す
な
わ
ち
︑

神
が
人
間
に
石
と
バ
ナ
ナ
の
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
よ
う
に
言
う

と
︑
人
間
は
見
た
目
や
短
期
的
な
判
断
で
︑
食
べ
ら
れ
る
バ

ナ
ナ
を
選
ぶ
︒
し
か
し
︑
変
化
し
な
い
石
は
不
死
の
象
徴
で

あ
り
︑
も
し
石
を
選
ん
で
い
れ
ば
人
間
は
不
死
に
な
っ
た
が
︑

バ
ナ
ナ
を
選
ん
だ
た
め
に
人
間
は
バ
ナ
ナ
の
よ
う
に
死
ん
で

い
く
存
在
に
な
っ
た
︑
と
い
う
神
話
で
あ
る
︒
日
本
神
話
で

も
同
様
の
バ
ナ
ナ
型
神
話
が
見
ら
れ
る
︒
天
孫
ニ
ニ
ギ
に
︑

国
津
神
の
オ
オ
ヤ
マ
ツ
ミ
が
娘
の
イ
ワ
ナ
ガ
ヒ
メ
︵
姉
︶
と

コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
︵
妹
︶
の
姉
妹
を
嫁
が
せ
よ
う
と

す
る
が
︑
ニ
ニ
ギ
は
醜
い
姉
を
拒
否
し
︑
美
し
い
妹
だ
け
を

選
ぶ
︒
石
の
象
徴
で
あ
る
イ
ワ
ナ
ガ
ヒ
メ
を
拒
否
し
︑
植
物

の
象
徴
で
あ 

る
コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
を
選
ん
だ
こ
と
で
︑

人
間
は
死
ぬ
運
命
に
な
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
︒

6　
十
二
夜
叉
大
将
︑
十
二
神
明
王
と
も
い
い
︑
仏
教
で
の
薬
師

如
来
を
信
仰
す
る
者
を
守
護
す
る
一
二
体
の
武
神
︒
薬
師
如

来
の
一
二
の
大
願
に
応
じ
て
︑
昼
夜
の
一
二
の
時
︑
一
二
の

月
︑
一
二
の
方
角
を
守
る
︒

7　
陰
陽
道
の
神
で
方
位
の
吉
凶
を
司
る
八
神
︒
民
間
伝
承
で
は

牛
頭
天
王
の
八
王
子
と
い
わ
れ
る
︒
暦
注
︵
暦
に
記
載
さ
れ

る
日
時
・
方
位
な
ど
の
吉
凶
︑
そ
の
日
の
運
勢
︶
に
お
い
て

は
歳
徳
神
・
金
神
と
並
び
重
要
で
︑
そ
の
年
の
十
二
支
に
よ

っ
て
居
を
変
え
︑
そ
の
方
角
が
吉
凶
を
左
右
す
る
と
さ
れ
た
︒

基
準
と
な
る
の
は
太
歳
神
で
︑
常
に
そ
の
年
の
十
二
支
の
方

位
に
位
置
し
︑
そ
れ
に
対
応
し
て
他
の
七
神
は
居
を
定
め
る
︒
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日
時
：
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
八
日
︵
土
︶

会
場
：
上
智
大
学
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス　

ソ
フ
ィ
ア
タ
ワ
ー
一
階
ホ
ー
ル

主
催
：
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
身
心
変
容
技
法
研
究
会
︵
科
研
︶
＋
多
摩
美
術
大
学
芸

術
人
類
学
研
究
所

講
演
者
：
①
齊
藤
五
十
二
︵
書
道
家
・
東
華
書
院
会
長
・
ロ
ッ
ク
カ
ー
ビ
ン
グ
拓
本
採
集
者
・
所
蔵
者
︶

　
　
　
　

② 

鶴
岡
真
弓
︵
多
摩
美
術
大
学
教
授
・
芸
術
人
類
学
研
究
所
所
長
／
芸
術
文
明
史
・
ケ
ル
ト
芸

術
文
化
研
究
︶

　
　
　
　

③
安
藤
礼
二
︵
多
摩
美
術
大
学
教
授
・
文
芸
評
論
家
︶

　
　
　
　

④
石
井
匠
︵
國
學
院
大
學
博
物
館
学
芸
員
・
岡
本
太
郎
記
念
館
客
員
研
究
員
︶

司　

会
：
鎌
田
東
二
︵
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
特
任
教
授
・
京
都
大
学
名
誉
教
授
︶

第
一
部
　
総
合
討
論

鎌
田　

皆
さ
ん
︑
よ
う
こ
そ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
︒
た
だ
い
ま
よ
り
﹁
大
地
の
記
憶
を
彫
る

︱
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ロ
ッ
ク
カ
ー
ビ
ン
グ
と
身
心
変
容
﹂
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
す
︒

主
催
は
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
と
多
摩
美
術
大
学
芸
術
人
類
学
研
究
所
で
す
︒
こ

の
二
大
学
・
二
研
究
所
の
共
催
で
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
催
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
︒

本
会
場
の
両
サ
イ
ド
に
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
の
ロ
ッ
ク
カ
ー
ビ
ン
グ
の
拓
本
が
展
示
さ
れ
て
い

大
地
の
記
憶
を
彫
る

―
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア・アイ
ル
ラ
ン
ド
の
ロッ
ク
カ
ー
ビ
ン
グ
と
身
心
変
容

第
六
部
❖
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

齊
藤
五
十
二　
書
道
家
・
東
華
書
院
会
長
・
ロ
ッ
ク
カ
ー
ビ
ン
グ
拓
本
採
取
者
・
所
蔵
者

鶴
岡
真
弓　
多
摩
美
術
大
学
教
授
・
芸
術
人
類
学
研
究
所
所
長
／
芸
術
文
明
史
・
ケ
ル
ト
芸
術
文
化
研
究

安
藤
礼
二　
多
摩
美
術
大
学
教
授
・
文
芸
評
論
家

石
井　

匠　
國
學
院
大
學
博
物
館
学
芸
員
・
岡
本
太
郎
記
念
館
客
員
研
究
員

鎌
田
東
二　
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
特
任
教
授
・
京
都
大
学
名
誉
教
授
／
宗
教
哲
学
・
民
俗
学

　
　
　
　
　
司
会
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ま
す
が
︑
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
︑
こ
れ
ら
の
拓
本
を
取
ら
れ
た
齊
藤
五
十
二
さ
ん
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
︒
そ
こ
か
ら
︑
大
地
の
記
憶
を
彫

り
起
こ
し
て
︑
ユ
ー
ロ

＝

ア
ジ
ア
の
深
層
世
界
に
あ
る
自
然
と
人
間
︑
動
物
と
鉱
物
と
植
物
と

人
と
の
関
係
を
確
認
し
て
い
こ
う
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
︒

今
年
度
は
︑
最
初
の
と
っ
か
か
り
と
し
て
︑
上
智
大
学
で
﹁
大
地
の
記
憶
を
彫
る
﹂
と
い
う

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
︑
来
年
度
︵
二
〇
一
八
年
度
︶
は
六
月
に
多
摩
美
術
大
学
で
展
覧
会
や
セ

ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
う
予
定
で
す
︒
そ
う
し
て
何
年
か
両
大
学
・
両
研
究
所
が
連
携

し
な
が
ら
︑
こ
の
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
進
め
方
で
す
が
︑
最
初
に
三
名
の
先
生
方
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
︒
最
初
は
書
道
家
で
も
あ
る
齊
藤
五
十
二
先
生
︒
こ
の
拓
本
の
収

集
を
し
た
方
で
す
︒
二
番
手
に
多
摩
美
術
大
学
芸
術
人
類
学
研
究
所
所
長
の
鶴
岡
真
弓
先
生
︒

続
い
て
同
芸
術
人
類
学
研
究
所
の
安
藤
礼
二
先
生
︒
そ
し
て
そ
の
後
に
︑
國
學
院
大
學
博
物
館

学
芸
員
の
石
井
匠
先
生
に
発
表
し
て
も
ら
い
︑
最
後
に
私
が
話
を
し
て
︑
そ
の
あ
と
五
名
の
パ

ネ
リ
ス
ト
が
並
ん
で
総
合
討
論
を
し
ま
す
︒

そ
れ
で
は
︑
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
の
齊
藤
五
十
二
先
生
で
す
︒
拍
手
で
お
迎
え
く
だ
さ
い
︒

講
演
1

ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
の
ロ
ッ
ク
カ
ー
ビ
ン
グ
と
、ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

石
に
刻
ま
れ
た
図
象

齊
藤
五
十
二

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
石
に
刻
ま
れ
た
図
象

こ
ん
に
ち
は
︒
齊
藤
で
す
︒
私
は
普
段
は
お
習
字
の
先
生
を
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
︑
鎌
田

先
生
か
ら
ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
︑
私
は
拓
本
を
収
集
し
て
お
り
ま
し
て
︑
そ
の
こ
と

を
先
生
方
が
お
知
り
に
な
っ
て
︑
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
︑
こ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
︒

こ
れ
か
ら
私
が
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
︑
そ
の
経
緯
︑
な
ぜ
こ
こ
に
私
が
立
っ
て

い
る
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
の
で
︑
ど
う
か
楽
に
し
て
お
聞
き
い
た
だ
け
れ
ば
︑
私
も
楽

に
話
が
で
き
る
の
で
助
か
り
ま
す
︒

私
は
一
九
七
九
年
に
画
家
︑
陶
芸
家
︑
そ
し
て

美
術
史
家
と
い
う
肩
書
を
持
つ
大
野
忠
男
先
生
が

企
画
さ
れ
た
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
第
二
次
遺
跡
調

査
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
そ
し
て
約

五
〇
日
間
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
お
よ
び
北
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
各
地
を
回
っ
て
拓
本
採
集
を
致
し
ま
し
た
︒

こ
れ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
く
の
は
︑
そ
の
実
物
と
拓

本
な
ど
で
あ
り
ま
す
︒

一
番
初
め
の
こ
れ
が
︑
ニ
ュ
ー
グ
レ
ン
ジ
と
い
う
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ダ
ブ
リ
ン
の
北
に
あ

る
円
墳
で
す
が
︑
そ
の
正
面
入
口
に
配
置
さ
れ
た
︑
横
四
メ
ー
ト
ル
余
り
の
巨
石
に
刻
ま
れ
た

渦
巻
な
ど
で
す
︵
図
1
︶︒
下
が
そ
の
拓
本
で
す
︵
図
2
︶︒
拓
本
は
紙
一
枚
で
は
取
れ
な
い
の
で

継
い
で
拓
に
し
た
も
の
で
す
︒
こ
の
拓
本
を
採
っ
た
の
は
大
野
忠
男
先
生
で
す
︒
こ
れ
が
ニ
ュ

ー
グ
レ
ン
ジ
の
横
か
ら
見
た
全
景
で
す
︵
図
3
︶︒

円
墳
の
周
り
に
石
が
下
の
方
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
が
お
分
か
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
︒
人

が
集
ま
っ
て
い
る
の
が
正
面
で
す
︒
い
ま
の
を
近
く
で
見
ま
す
と
︑
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
︵
図
4
︶︒
右
か
ら
二
番
目
ぐ
ら
い
の
石
を
拓
本
に
し
た
の
が
こ
れ
で
す
︵
図
5
︶︒

画
像
を
大
き
く
し
て
い
る
の
で
写
真
が
ぼ
や
け
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
︒
こ
れ
は
そ
の
円
墳
の

中
の
石
室
の
壁
面
に
刻
ま
れ
た
文
様
で
す
︵
図
6
︶︒
こ
れ
も
そ
う
で
す
︵
図
7
︶︒
こ
れ
ら
が
刻

ま
れ
た
の
は
紀
元
前
三

五
〇
〇
年
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
︒
こ
れ
は
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
先
住
民
の
残

し
た
図ず

象し
ょ
うで
す
︒

次
に
︑
こ
れ
は
紀
元

前
三
〇
〇
年
ご
ろ
に
や

っ
て
き
た
ケ
ル
ト
人
の

つ
く
っ
た
ト
ゥ
ー
ロ
ス

ト
ン
︵
図
8
︶︒
ラ
テ
ー

ヌ
石
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
︒
ケ
ル
ト
の
代
表

的
な
文
様
の
ラ
テ
ー
ヌ

文
様
が
石
の
上
部
に
刻

齊藤五十二図１　ニューグレンジ正面入口に配置された巨石

図２　上の巨石の拓本
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図３　ニュークレンジ全景

図15図14図13

図12図11図10　クロンマックノイズの墓石板（図15まです
べて）

図９　トゥーロストンの拓本図７　石室の壁面に刻まれた文様図６　石室の壁面に刻まれた文様

図８　トゥーロストン

図５　図４の右から２番目の石の拓本

図４　ニュークレンジ全景
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ま
れ
て
い
ま
す
︒
周
り
の
黒
い
と
こ
ろ
は
羊
よ
け
で
す
︒
こ
れ
が
そ
れ
を
拓
本
に
し
た
も
の
で

す
︵
図
9
︶︒
唐
草
文
様
︑
巴
文
様
が
見
ら
れ
ま
す
︒

紀
元
四
〇
〇
年
ぐ
ら
い
か
ら
︑
今
度
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
や
っ
て
き
ま
す
︒
キ
リ
ス
ト
教
徒

で
す
か
ら
︑
十
字
を
石
に
刻
み
墓
石
を
つ
く
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
︑
こ
の
十
字
の
刻
み
方
に

大
野
先
生
は
感
動
さ
れ
て
︑
た
く
さ
ん
の
拓
本
を
採
り
ま
し
た
︒
こ
れ
も
十
字
︑
こ
れ
も
そ
う

で
す
︵
図
10
～
15
︶︒

限
ら
れ
た
自
然
の
石
の
中
に
ど
の
よ
う
に
し
て
十
字
を
刻
む
か
︒
そ
し
て
こ
れ
な
ど
は
そ
の

十
字
の
二
本
の
線
と
点
を
四
つ
︑
そ
し
て
周
囲
を
丸
︵
弧
︶
で
囲
む
と
い
う
よ
う
に
し
た
も
の

で
す
け
れ
ど
も
︵
図
14
︶︑
こ
の
点
の
打
ち
よ
う
と
か
が
絶
妙
で
あ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
︒次

に
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
や
っ
て
く
る
の
が
バ
イ
キ
ン
グ
で
す
︒
北
欧
か
ら
デ
ー
ン
人
と
言

わ
れ
た
バ
イ
キ
ン
グ
が
や
っ
て
き
ま
す
と
︑
ご
覧
い
た
だ
く
画
像
の
よ
う
に
組
紐
文
様
と
い
う
︑

こ
れ
は
石
柱
で
し
て
︑
こ
の
反
対
側
は
獅
子
が
二
頭
い
る
石
で
す
け
れ
ど
も
︑
こ
の
組
紐
の
方

だ
け
を
お
見
せ
し
て
い
ま
す
︵
図
16
︶︒
バ
イ
キ
ン
グ
の
代
表
的
な
と
い
う
か
︑
特
徴
あ
る
組
紐

が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
中
の
墓
石
に
刻
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
て
︑
こ
れ
も
み
ん
な
組
紐
で

す
︵
図
17
︑
図
18
︶︒

そ
う
し
ま
す
と
︑
こ
れ
ま
で
十
字
だ
け
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
組
紐
が
入
っ
て
き
て
︑
そ
れ
ま
で

は
忘
れ
ら
れ
て
い
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
︑
紀
元
前
三
〇
〇
年
ご
ろ
に
や
っ
て
き
た
ケ
ル
ト
の
人

た
ち
の
残
し
た
︑
埋
も
れ
た
文
様
を
思
い
出
し
て
︑
ケ
ル
ト
の
巴
と
い
う
文
様
が
い
き
な
り
復

活
す
る
の
で
す
︒

十
字
の
中
心
に
ケ
ル
ト
文
様
の
三
つ
巴
が
ご
覧
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
︑
三
つ

巴
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
︵
図
19
︶︒
こ
れ
が
ま
た
一
時
︑
あ
ち
こ
ち
︑
こ
う
い
う
よ
う
に
ケ
ル
ト
︑

横
に
文
字
が
見
え
ま
す
け
れ
ど
も
︑
こ
れ
も
ケ
ル
ト
の
文
字
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

︵
図
20
︑
図
21
︶︒
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
独
特
で
す
︒
こ
れ
も
中
心
に
三
つ
巴
の
ケ
ル
ト
の
文
様
が
入
っ

て
い
ま
す
︒

し
ば
ら
く
し
ま
す
と
︑
そ
の
中
心
の
ケ
ル
ト
の
ほ
か
に
周
囲
の
円
形
の
丸
を
描
い
て
い
る
と

こ
ろ
︑
リ
ン
グ
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
組
紐
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
︵
図
22
︶︒
一
つ
の
石
に
ケ

ル
ト
︑
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
︑
そ
れ
か
ら
ゲ
ル
マ
ン
︒
そ
の
三
つ
の
文
化
が
一
つ
に
融
合
し
た
石

と
な
っ
て
い
ま
す
︒
こ
れ
が
紀
元
前
三
五
〇
〇
年
か
ら
一
二
世
紀
︑
こ
の
会
場
正
面
の
あ
そ
こ

に
あ
る
拓
本
に
な
っ
て
い
る
の
も
︑
一
二
世
紀
ご
ろ
で
す
け
れ
ど
も
︑
こ
れ
ら
が
︑
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
石
に
刻
ま
れ
た
美
術
の
代
表
的
な
も
の
で
︑
そ
れ
を
︑
ざ
っ
と
ご
覧
い
た
だ
い
た
わ
け

で
す
︒

ご
覧
い
た
だ
い
て
皆
さ
ま
は
ど
う
お
感
じ
に
な
り
ま
し
た
か
︒

私
は
そ
れ
ま
で
︑
美
術
と
い
う
と
︑
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
を
代
表
す
る
具
象
画
が
ほ
と
ん
ど

の
美
術
を
言
う
も
の
で
あ
り
︑
美
術
と
い
う
と
そ
う
い
う
表
現
を
美
術
と
言
っ
て
い
た
と
思
い

ま
す
け
れ
ど
も
︑
こ
の
ケ
ル
ト
︑
ゲ
ル
マ
ン
︑
そ
し
て
先
住
民
の
人
た
ち
の
刻
ん
だ
こ
の
美
術

は
︑
そ
れ
と
は
別
の
︑
非
具
象
の
美
術
と
し
て
太
い
流
れ
が
あ
り
ま
し
た
︒

日
本
の
縄
文
土
器
に
も
渦
巻
や
︑
の
こ
ぎ
り
文
様
と
か
ひ
し
形
文
様
と
か
︑
い
ろ
い
ろ
あ
り

図16　クロンマックノイズの石
柱

図17　メーリック組紐
十字

図22　ガレンの墓石板
図21　クロンマックノイズの
墓石板

図20　クロンマックノイズ
の墓石板

図19　クロンマックノイズの
墓石板

図18　デブニッシュ島組紐
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ま
す
け
れ
ど
も
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
も
そ
う
い
う
い
ろ
い
ろ
が
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
︒
つ
ま
り

美
術
に
は
大
き
な
二
つ
の
流
れ
が
あ
っ
た
こ
と
に
気
が
付
い
た
の
で
す
︒
そ
れ
で
私
は
そ
の
ケ

ル
ト
・
ゲ
ル
マ
ン
美
術
に
つ
い
て
興
味
を
持
ち
ま
し
た
︒

大
野
先
生
は
︑
バ
イ
キ
ン
グ
と
し
て
や
っ
て
き
た
デ
ー
ン
人
の
も
と
北
欧
の
遺
跡
調
査
を
し

よ
う
と
い
う
こ
と
を
考
え
ら
れ
︑
そ
の
予
備
調
査
に
一
緒
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
︒
予

備
調
査
の
結
果
は
︑
先
生
と
私
で
思
わ
ぬ
結
果
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒

ノ
ル
ウ
ェ
ー・ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ロ
ッ
ク
カ
ー
ビ
ン
グ

次
に
ご
覧
い
た
だ
く
の
は
︑
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
私
が
調
査
を
し
た
と
き
の
写

真
で
す
︒
こ
れ
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
北
極
圏
に
あ
る
ア
ル
タ
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
け
れ
ど
も
︑
そ

こ
の
海
岸
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
と
こ
ろ
に
あ
る
石
で
す
︵
図
23
︶︒

ほ
と
ん
ど
地
面
が
こ
の
よ
う
に
石
で
で
き
て
い
る
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
︒
こ
の
方
は
こ
こ
の

ア
ル
タ
博
物
館
の
館
長
で
考
古
学
者
で
す
︵
図
24
︶︒
向
こ
う
の
ほ
う
に
は
フ
ィ
ヨ
ル
ド
︑
海
が

見
え
ま
す
︒
そ
こ
ま
で
ず
っ
と
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
す
︒

木
道
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
し
て
世
界
遺
産
に
な
っ
て
い
ま
す
︵
図
25
︶︒
足
元
︑
こ
の
木
道
の

下
ま
で
至
る
と
こ
ろ
に
こ
う
い
う
も
の
が
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
︒
こ
の
赤
い
の
は
︑
現
代
の
人

が
朱
を
入
れ
ま
し
た
︒
根
拠
が
あ
っ
て
︑
残
さ
れ
た
物
か
ら
︑
こ
う
い
う
ベ
ン
ガ
ラ
の
よ
う
な

も
の
で
色
付
け
し
て
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
︑
刻
ま
れ
た
と
こ

ろ
に
朱
を
入
れ
て
あ
り
ま
す
︵
図
26
︶︒

そ
れ
は
お
び
た
だ
し
い
と
い
う
の
か
︑
と
て
も
拓
本
に
全
部
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
︑

拓
本
に
採
る
と
き
は
︑
あ
る
画
面
を
決
め
て
採
る
わ
け
で
す
︒
後
ほ
ど
ま
た
拓
本
を
見
て
い
た

だ
き
ま
す
︒

こ
れ
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
︑
タ
ー
ヌ
ム
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
︵
図
27
︶︒
こ
こ
も
世
界
遺
産
に
な

っ
て
い
ま
す
︒
こ
れ
は
ま
た
︑
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
半
島
の
︑
ノ
ル
ウ
ェ
ー
︑
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
︑
隣

り
合
わ
せ
で
す
が
︑
そ
の
ど
っ
ち
の
地
に
も
︑
石
の
大
地
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど

も
︑
そ
こ
に
は
お
び
た
だ
し
い
図
象
が
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
︒

こ
れ
が
私
が
一
九
九
八
年
に
拓
本
採
集
の
許
可
を
得
て
行
っ
た
と
き
の
メ
ン
バ
ー
四
人
で
す
︒

日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
︑
そ
れ
は
後
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
す
︒

こ
の
よ
う
に
︑
大
き
な
石
に
︑
と
に
か
く
い
っ
ぱ
い
の
図
象
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
︒
大
野

先
生
に
初
め
て
予
備
調
査
で
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ
い
た
と
き
に
は
︑
こ
れ
ほ
ど
の
も
の
は
見

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒

図26　アルタのロックカービング 図27　スウェーデン・ターヌム

図25　アルタの木道

図24　アルタ博物館の館長図23　ノルウェー・アルタの海岸の石
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そ
の
予
備
調
査
の
大
半
が
博
物
館
で
あ
る
と
か
︑
日
本
で
調
べ
て
い
て
も
う
知
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
た
め
に
︑
そ
の
他
の
場
所
は
あ
ま
り
多
く
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
︑
時
間
的
な
問
題
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
︑
北
欧
四
カ
国
み
ん
な
回
り
ま
し
た
の
で
︑
時

間
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒

私
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
︑
最
初
の
年
は
デ
ン
マ
ー
ク
に
行
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
︑

二
カ
国
に
絞
っ
て
︑
一
九
九
八
年
︑
一
九
九
九
年
と
二
年
に
わ
た
っ
て
拓
本
採
集
し
て
き
ま
し
た
︒

こ
の
写
真
か
ら
何
か
お
気
付
き
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
︒
こ
れ
や
こ
れ
は
車
輪
と
獣

と
い
う
よ
う
な
も
の
が
︑
こ
れ
も
車
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
︵
図
28
︶︒
そ
し
て
下
は
船
で

す
︒
上
の
方
に
車
輪
が
四
つ
︑
下
の
紙
に
見
え
ま
す
が
︑
そ
の
す
ぐ
上
に
は
︑
そ
の
車
軸
の
上

に
二
頭
の
獣
が
い
ま
す
︒
ち
ょ
っ
と
分
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
︒
こ
れ
は
イ

ヌ
か
何
か
︑
動
物
が
車
軸
を
引
い
て
い
る
よ
う
な
画
像
で
す
︒
向
こ
う
の
方
に
も
あ
り
ま
す
︒
そ

し
て
︑
船
や
い
ろ
い
ろ
︑
人
間
の
姿
も
あ
り
ま
す
︵
図
29
︶︒

こ
れ
は
中
国
の
甲
骨
︵
図
30
︶︒
カ
メ
や
シ
カ
の
骨
に
刻
ま
れ
た
文
字
で
す
︒
こ
れ
は
も
う
文

字
で
す
︒
そ
こ
に
﹁
車
﹂
と
い
う
字
が
あ
り
ま
す
︒
や
は
り
車
軸
が
あ
り
ま
す
︒
こ
れ
も
そ
う

で
す
︵
図
31
︶︒
こ
れ
は
車
輪
の
一
個
で
す
け
れ
ど
も
︑
車
軸
を
引
く
何
か
が
あ
り
ま
す
︒
こ
れ

は
文
字
と
し
て
解
読
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
︒

図
31
で
は
車
の
字
の
右
側
に
︑
斜
め
の
曲
線
と
横
画
が
あ
り
ま
す
が
︑
こ
れ
は
﹁
ふ
な
づ
き
﹂

と
言
い
ま
し
て
︑
舟
と
い
う
字
で
す
︒
甲
骨
の
字
や
金
文
に
は
舟
一
字
と
い
う
の
は
な
か
な
か

な
い
の
で
︑
部
首
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
字
し
か
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
︑
こ

の
形
も
こ
れ
で
す
︒
こ
れ
を
加
工
し
て
い
く
と
︑
い
ま
の
よ
う
な
格
好
に
な
る
と
想
像
で
き
る

わ
け
で
す
︒
こ
れ
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
︑
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
両
国
に
見
ら
れ
ま
す
︵
図
32
︶︒

こ
れ
も
え
た
い
の
知
れ
な
い
も
の
で
す
け
れ
ど
も
︑
こ
れ
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
す
︵
図
33
︶︒
フ

レ
デ
リ
ッ
ク
ス
タ
ッ
ド
と
い
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
︒
木
と
い
う
字
に
変
化
し
て
い
く

こ
と
が
可
能
な
よ
う
な
︑
そ
う
い
う
図
象
で
す
︒

こ
れ
は
中
国
で
︑
こ
れ
は
金
文
で
す
︵
図
34
︶︒
青
銅
器
に
刻
ま
れ
た
も
の
で
す
け
れ
ど
も
︑

刻
ま
れ
た
か
鋳
込
ま
れ
た
か
︒
こ
れ
は
解
読
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
︒
何
と
い
う
字
か
分
か
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
︑
こ
う
い
う
も
の
も
中
国
の
漢
字
に
あ
る
︒
こ
れ
は
ど
ち
ら
も
射

る
と
い
う
字
で
す
︵
図
35
︶︒

こ
れ
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
︑
タ
ー
ヌ
ム
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
︑
や
っ
ぱ
り

似
た
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
︵
図
36
︶︒
そ
し
て
︑
こ
れ
は
中
国
の
漢
字
に
︑
父
と
い
う
字
の

元
に
な
る
棒
を
持
つ
形
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
︑
そ
れ
に
も
似
て
い
ま
す
︒

こ
れ
は
人
が
背
中
合
わ
せ
に
な
る
と
い
う
︑
漢
字
で
は
北
と
い
う
字
で
す
が
︑
こ
れ
は
字
で

は
な
い
で
す
︒
字
に
な
る
と
も
思
え
る
︑
そ
う
な
り
得
る
図
象
で
す
︒
北
と
い
う
字
は
本
来
は

背
く
と
い
う
意
味
で
す
︒

こ
の
よ
う
に
︑
ノ
ル
ウ
ェ
ー
︑
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
︑
漢
字
の
象
形
文
字
に
な
り
得
る
よ
う
な

図
象
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
わ
け
で
す
︒

私
は
︑
始
め
に
申
し
上
げ
ま
し
た
︑
大
野
先
生
が
北
欧
の
遺
跡
調
査
を
中
止
さ
れ
た
︒
私
は

そ
う
い
う
も
の
を
見
た
た
め
に
︑
自
分
が
書
を
や
っ
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
︑

図31　「車」という字

図33　フレデリックスタッドの木

図32　トロンハイムの舟

図30　中国の甲骨文字

図28　フレデリックスタッドの車のようなも
のと舟

図29　フレデリックスタッドの車のようなものと舟
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漢
字
の
原
点
と
重
な
っ
た
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
︑
北
欧
の
遺
跡
調
査
を

さ
せ
て
も
ら
っ
た
わ
け
で
す
︒

実
は
︑
中
国
の
歴
史
の
中
心
地
の
西
安
︵
長
安
︶
に
半
坡
遺
跡
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
︒
そ

の
半
坡
遺
跡
に
は
資
料
館
が
あ
り
ま
し
て
︑
そ
の
資
料
館
に
︑
こ
う
い
う
刻
画
符
号
と
い
う
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
思
わ
れ
る
符
号
が
刻
ま
れ
た
陶

片
が
た
く
さ
ん
展
示
さ
れ
て
い
た
の
を
私
は
じ
か

に
見
て
い
ま
す
︒
こ
う
い
う
も
の
で
す
︵
図
37
︶︒

こ
れ
は
本
か
ら
取
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
︑
そ
こ
に

刻
画
符
号
と
書
い
て
あ
り
ま
す
︒

い
ま
︑
揚
子
江
河
口
付
近
で
︑
こ
う
い
う
陶
片

が
多
数
見
つ
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
︑
学
習

院
大
学
の
先
生
が
虎
ノ
門
に
あ
る
中
国
文
化
会
館

で
講
演
を
さ
れ
た
の
を
︑
私
は
二
年
前
か
三
年
前

に
聴
き
ま
し
た
︒

中
国
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
考
案
し
た
形
跡
も

あ
る
わ
け
で
す
︒
そ
し
て
︑
ノ
ル
ウ
ェ
ー
︑
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
で
は
︑
漢
字
の
よ
う
に
︑
表
意
文
字
の
道
を
た
ど
れ
る
図
象
を
た
く
さ
ん
描
い
て
い

た
︒
も
し
か
し
た
ら
そ
ち
ら
に
進
め
た
か
も
し
れ
な
い
︒

で
も
︑
お
互
い
が
逆
を
取
ら
な
か
っ
た
︒
そ
れ
は
な
ぜ
か
︒
そ
れ
が
私
の
一
番
興
味
を
持
っ

た
と
こ
ろ
で
︑
そ
の
一
番
の
理
由
と
い
う
の
が
人
間
形
成
で
す
か
︒
人
を
形
づ
く
る
最
初
の
と

こ
ろ
︒
い
に
し
え
人
が
い
た
時
代
の
︑
そ
の
原
初
の
と
こ
ろ
で
何
か
が
作
用
し
て
変
わ
っ
て
い

く
︒
選
択
が
違
っ
て
い
る
︒
そ
の
何
か
と
は
何
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
ら
︑
一
つ
の
こ
と
を

思
い
付
い
た
の
で
す
︒

東
洋
は
高
床
式
柱
構
造
、西
洋
は
地
上
が
り
式
壁
構
造

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
緯
度
が
高
く
冬
は
寒
い
で
す
︒
そ
し
て
乾
燥
し
て
い
る
︒
石
が
多
い
︒
雨
は

比
較
的
少
な
い
︒
現
在
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
建
物
は
地
上
が
り
式
壁
構
造
で
す
︒
地
面
か
ら
石
を

組
み
上
げ
て
つ
く
る
壁
構
造
で
す
︒
柱
構
造
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

と
こ
ろ
が
東
洋
は
雨
が
多
く
︑
湿
度
が
高
い
︒
密
閉
さ
れ
た
空
間
で
は
病
気
に
な
っ
て
し
ま

う
︒
そ
し
て
雨
が
多
い
た
め
に
木
も
た
く
さ
ん
生
え
て
い
て
建
築
材
に
木
が
適
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
か
ら
︑
東
洋
は
高
床
式
の
柱
構
造
で
す
︒

人
が
育
っ
て
い
く
の
に
一
番
影
響
す
る
の
は
家
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
︒
生
ま
れ
て
育
つ

間
ず
っ
と
そ
こ
に
い
る
わ
け
で
す
か
ら
︑
一
番
影
響
す
る
だ
ろ
う
︒
そ
う
し
ま
す
と
︑
そ
の
差

は
何
か
と
い
う
と
︑
壁
構
造
で
す
と
石
造
り
で
窓
は
大
き
く
は
つ
く
れ
ま
せ
ん
し
︑
つ
く
れ
て

も
小
さ
い
︒
数
も
少
な
い
︒
そ
し
て
ド
ア
は
一
枚
で
︑
そ
の
ド
ア
を
閉
め
れ
ば
内
と
外
は
完
全

に
遮
断
さ
れ
る
︒
視
線
も
遮
断
さ
れ
る
︒

と
こ
ろ
が
柱
構
造
で
す
と
︑
皆
さ
ん
思
い
出
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
︑
縁
側
が
あ
り
︑

そ
し
て
ふ
す
ま
︑
障
子
︒
柱
構
造
で
壁
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
︑
外
か
ら
の
視
線
も
空
気
の
流
れ

も
遮
る
も
の
は
な
く
︑
も
ち
ろ
ん
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
な
い
︒

余
談
で
す
け
れ
ど
も
︑
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
示
す
漢
字
は
な
い
の
で
す
︒
四
方
す
べ
て
︑
柱
と

柱
の
間
を
何
か
で
ふ
さ
が
な
け
れ
ば
内
と
外
を
完
全
に
遮
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
︒
す
べ

て
の
柱
と
柱
の
間
を
遮
断
す
る
の
と
︑
た
っ
た
一
枚
の
ド
ア
を
閉
め
れ
ば
内
と
外
が
完
全
に
遮

断
さ
れ
る
の
と
で
は
︑
ど
ち
ら
が
合
理
的
で
あ
る
か
︒
合
理
的
︑
非
合
理
的
と
い
う
︑
そ
の
二

極
で
考
え
る
と
︑
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
二
つ
に
分
け
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
︒

先
ほ
ど
の
文
字
に
つ
い
て
も
︑
表
意
文
字
と
表
音
文
字
で
す
︒
世
の
中
は
二
つ
し
か
な
い
︒
表

意
文
字
を
選
ぶ
の
か
︑
表
音
文
字
を
選
ぶ
の
か
︒
そ
の
最
初
の
と
こ
ろ
︒
そ
の
原
初
の
と
こ
ろ

で
影
響
し
て
く
る
の
は
︑
住
ま
い
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
︒

図36　ターヌムの射る人

図35　中国の金文「射」図34　中国の金文「射」

図37　中国・半坡遺跡から出土した符号が刻まれ
た陶片
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
壁
構
造
に
住
む
人
は
ド
ア
一
枚
で
さ
っ
と
内
と
外
と
が
遮
断
さ
れ
︑
ま
さ
に

イ
エ
ス
か
ノ
ー
と
い
う
分
け
方
に
合
っ
て
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
が
︑
柱
構
造
で
す
と
︑
ど
こ

か
ら
が
内
で
ど
こ
か
ら
が
外
か
分
か
ら
な
い
︒
縁
側
は
ど
こ
か
ら
が
内
で
︑
ど
こ
か
ら
が
外
か

分
か
り
ま
せ
ん
ね
︒
あ
い
ま
い
で
す
︒

そ
の
あ
い
ま
い
な
中
に
日
々
暮
ら
し
︑
育
っ
て
い
く
と
︑
い
つ
の
間
に
か
も
の
の
考
え
方
も

そ
の
あ
い
ま
い
さ
に
慣
れ
た
考
え
方
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
に
思
い
ま
し
た
︒
は

っ
き
り
と
イ
エ
ス
か
ノ
ー
で
言
え
る
の
は
合
理
的
︑
そ
う
で
な
い
の
は
非
合
理
的
だ
と
︒

た
っ
た
二
六
文
字
で
英
語
な
ら
ば
言
葉
の
す
べ
て
が
表
記
で
き
る
︒
漢
字
は
す
べ
て
の
漢
字

を
合
わ
せ
る
と
一
〇
万
字
に
も
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒
そ
れ
も
そ
の
合
理
的
か
︑
非
合
理

的
か
と
い
う
よ
う
な
分
け
方
に
重
な
っ
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
︒

そ
ん
な
こ
と
で
︑
私
は
そ
れ
ま
で
の
美
術
と
い
う
の
は
具
象
の
美
だ
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど

も
︑
非
具
象
の
美
術
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
て
︑
そ
し
て
北
欧
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
て
︑
象

形
文
字
に
重
な
る
よ
う
な
図
象
と
出
会
っ
て
︑
い
ろ
い
ろ
も
の
を
考
え
る
に
至
り
ま
し
た
︒

そ
し
て
︑
人
間
形
成
は
︑
そ
の
原
初
の
と
こ
ろ
で
住
ま
い
と
い
う
も
の
に
よ
っ
て
分
か
れ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
も
思
い
至
り
ま
し
た
︒
こ
の
よ
う
な
過
程
を
た
ど
れ
た
の

は
︑
最
初
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
た
く
さ
ん
の
美
術
に
出
会
っ
た
か
ら
で
し
た
︒

私
は
拓
本
を
採
る
こ
と
の
意
味
を
二
つ
持
っ
て
い
ま
す
︒
一
つ
は
︑
そ
う
い
う
美
し
い
も
の
︑

古
代
人
︑
い
に
し
え
人
の
遺
し
た
美
し
い
も
の
を
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら
う
こ
と
︒
現
地
に
行
っ

て
見
る
の
は
大
変
で
す
︒
拓
本
に
す
れ
ば
︑
世
界
中
ど
こ
に
で
も
運
ん
で
展
覧
会
を
し
て
見
て

も
ら
え
る
︒
い
に
し
え
人
の
美
を
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
︒

も
う
一
つ
は
︑
た
ま
た
ま
私
は
字
を
仕
事
と
し
て
い
た
た
め
に
そ
う
い
う
こ
と
に
気
が
付
き

ま
し
た
︒
で
も
︑
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
︑
い
に
し
え
人
の
美
を
見
直
し
て

い
た
だ
け
た
ら
︑
私
の
よ
う
に
何
か
気
が
付
く
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
︒
そ
の
た
め
の
参

考
品
と
し
て
提
供
し
て
い
る
と
い
う
の
も
︑
私
が
拓
本
を
採
り
展
覧
会
を
し
て
い
る
理
由
で
す
︒

先
ほ
ど
︑
鎌
田
先
生
が
ご
紹
介
く
だ
さ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
︑
来
年
六
月
に
多
摩
美
術
大
学

美
術
館
で
私
の
持
つ
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
拓
本
と
︑
ノ
ル
ウ
ェ
ー
︑
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
拓
本
の
展

覧
会
を
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
︒
ぜ
ひ
︑
皆
さ
ま
に
は
お
い
で
い
た
だ
い
て
︑
拓
本

を
じ
か
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

鎌
田
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
漢
字
の
分
か
れ
道
も
含
め
て
︑
大

変
興
味
深
い
問
題
提
起
を
し
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
︒

そ
れ
で
は
次
に
︑
鶴
岡
真
弓
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
︒﹁
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
巨
石
と
ケ

ル
ト
十
字
架
︱
生
命
再
生
の
螺
旋
と
円
環
﹂︒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒

講
演
2

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
巨
石
と
ケ
ル
ト
十
字
架

―
生
命
再
生
の
螺
旋
と
円
環

鶴
岡
真
弓

「
石
」と
い
う
異
界

皆
さ
ん
︑
あ
ら
た
め
ま
し
て
こ
ん
に
ち
は
︒
太
陰
太
陽
暦
の
一
〇
月
三
一
日
は
︑
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
は
じ
め
︑
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
︑
ウ
ェ
ー
ル
ズ
︑
フ
ラ
ン
ス
側
で
は
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
な
ど
の

ケ
ル
ト
文
化
圏
で
は
︑﹁
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
﹂
の
ル
ー
ツ
﹁
サ
ウ
ィ
ン
﹂
と
い
う
﹁
万
霊
節
﹂
で
死
者

た
ち
を
供
養
し
ま
す
︒

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
﹁
エ
ー
ル
共
和
国
︵Republic of Ireland

︶﹂
と
い
い
︑
大
地
母
神
﹁
エ
リ
ン

︵Erin

︶﹂
の
国
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
︒

日
本
に
は
︑
お
相
撲
さ
ん
が
四
股
や
能
楽
の
舞
台
の
す
り
足
の
よ
う
に
︑
大
地
と
人
間
の
身

体
が
ぴ
た
っ
と
一
体
に
な
り
︑
大
地
の
呼
吸
を
聞
き
な
が
ら
人
間
が
舞
う
︑
た
た
ず
む
と
い
う

文
化
が
あ
り
ま
す
︒
ケ
ル
ト
の
地
に
も
︑
大
地
と
人
間
が
互
い
に
呼
吸
を
聴
き
な
が
ら
︑
ア
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
︵
呼
︶
と
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
︵
吸
︶︑﹁
あ
﹂
と
﹁
う
ん
﹂︑
つ
ま
り
︑
内
か

ら
発
揮
す
る
気
息
と
︑﹁
宇
宙
・
自
然
の
大
気
﹂
を
体
内
に
入
れ
る
気
息
を
︑
大
地
︵
地
・
岩

盤
・
石
︶
と
交
流
し
て
お
こ
な
う
文
明
・
文
化
を
培
っ
て
き
ま
し
た
︒

呼
／
吸
は
︑
有
機
物
だ
け
が
お
こ
な
う
の
で
は
な
く
︑
石
こ
ろ
や
陶
片
や
枯
れ
て
し
ま
っ
た

木
に
も
オ
ー
ガ
ニ
ズ
ム
が
あ
り
︑
朽
ち
て
ほ
と
ん
ど
屍
に
な
り
そ
う
な
モ
ノ
に
も
呼
吸
は
あ
る

と
い
う
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
思
想
に
つ
な
が
り
ま
す
︒
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
︑
そ
の
古
層
の
観
念
を
保

っ
て
き
た
﹁
ケ
ル
ト
﹂
の
人
々
の
自
然
崇
拝
に
そ

れ
は
現
れ
︑
こ
こ
で
お
話
し
す
る
﹁
巨
石
﹂
や

﹁
塚
﹂
や
﹁
石
の
ケ
ル
ト
十
字
架
﹂
に
よ
っ
て
表
現

さ
れ
表
象
さ
れ
て
き
ま
し
た
︒

有
機
物
だ
け
で
は
な
く
︑
む
し
ろ
無
機
物
の
中

に
私
た
ち
は
霊
魂
や
生
命
の
活
動
を
聴
く
べ
き
で

は
な
い
か
と
い
う
思
想
で
す
︒
五
感
を
と
ぎ
す
ま

し
︑
耳
を
そ
ば
だ
て
て
︑
モ
ノ
の
小
宇
宙
に
蠢
く

鶴岡真弓
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生
命
の
活
動
を
聴
く
︒﹁
ア
ニ
ミ
ズ
ム
﹂
は
︑
モ
ノ
の
生
命
の
活
動
を
注
視
す
る
﹁
物
活
論
﹂
と

呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
︒

い
ま
は
地
球
上
で
は
︑
無
機
的
な
も
の
を
有
機
的
な
も
の
か
ら
弁
別
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒﹁
石
﹂
と
い
う
の
は
私
た
ち
に
と
っ
て
は
動
か
な
い
も
の
で
あ

り
︑
動
い
て
く
れ
る
動
物
と
か
︑
そ
よ
い
で
く
れ
る
植
物
に
比
べ
る
と
︑
鉱
物
と
い
う
の
は
ど

こ
か
で
忘
れ
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
︒
ミ
ネ
ラ
ル
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
ミ
ネ
ラ
ル
は
鉱

物
で
す
か
ら
大
い
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
路
傍
に
た
ま
た
ま
道
祖
神
の

石
彫
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
く
ら
い
の
意
識
で
し
か
︑
石
を
見
て
い
な
い
の
が
現
代
人
で
す
ね
︒

﹁
丸
石
﹂
は
聖
な
る
場
所
と
︑
彼
岸
と
此
岸
を
結
び
付
け
る
結
界
に
置
か
れ
て
き
た
し
︑
神
社
に

は
石
の
橋
が
あ
る
︒
世
俗
の
世
界
と
聖
な
る
世
界
を
つ
な
い
で
い
る
︒

石
を
踏
み
し
め
︑
石
と
水
に
よ
っ
て
体
を
清
め
て
茶
の
湯
の
席
ま
で
向
か
う
︒
人
間
は
石
を

踏
ん
で
体
を
ピ
ュ
リ
フ
ァ
イ
し
て
き
た
の
で
し
た
︒

石
と
人
間
の
関
係
で
思
い
出
さ
れ
る
の
は
︑
子
ど
も
の
こ
ろ
︑
地
面
に
区
画
の
線
を
引
い
て
︑

丸
く
平
ら
な
︑
や
や
大
き
な
石
を
投
げ
て
競
う
遊
び
に
興
じ
た
こ
と
で
す
︒
フ
ラ
ン
ス
の
男
性

が
す
る
﹁
ペ
タ
ン
ク
﹂
も
そ
う
で
す
が
︑
そ
の
投
げ
ら
れ
る
﹁
石
こ
ろ
﹂
を
掌
で
さ
す
り
︑
温

め
て
投
げ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
︒
石
こ
ろ
は
︑
自
分
の
身
心
の
一
部
と
な
っ
て
︑
し
か

る
べ
き
場
所
へ
と
︑
飛
ん
で
い
っ
た
︒

こ
の
よ
う
に
人
間
が
﹁
石
﹂
と
と
も
に
︑
大
地
の
上
で
興
じ
る
と
い
う
遊
び
は
︑
先
史
か
ら

続
い
て
き
た
も
の
で
︑
ま
さ
に
﹁
ホ
モ･

ル
ー
デ
ン
ス
﹂
と
し
て
の
人
間
は
︑
石
を
さ
わ
り
︑
石

に
親
し
ん
で
︑
思
考
し
て
き
た
︒
現
代
は
一
部
の
愛
好
家
や
ス
ポ
ー
ツ
を
除
い
て
︑
そ
の
根
源

に
あ
っ
た
﹁
石
と
人
間
の
身
心
関
係
﹂
の
機
会
を
失
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
ま
す
︒

「
ユ
ー
ロ＝

ア
ジ
ア
世
界
」

と
こ
ろ
で
︑
日
本
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
﹁
大
陸
﹂
に
あ
る
国
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
ユ
ー
ラ
シ
ア

大
陸
の
雄
大
な
世
界
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
ね
︒
た
し
か
に
子
ど
も
の
と

き
に
私
が
世
界
地
図
で
教
え
て
も
ら
っ
た
の
は
︑
太
平
洋
の
向
こ
う
側
に
ア
メ
リ
カ
と
い
う
大

国
が
あ
っ
て
︑
太
平
洋
の
西
の
一
番
端
っ
こ
に
日
本
が
あ
る
に
す
ぎ
ず
︑
わ
れ
わ
れ
は
小
さ
な

島
国
の
国
民
な
の
だ
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
︒
し
か
し
︑
ま
ず
そ
の
地
理
的
認
識
は
︑
絶
対
に
違

う
の
で
は
な
い
か
と
︑
小
学
生
の
私
は
大
反
発
し
て
い
た
の
で
し
た
︒
ア
メ
リ
カ
の
方
角
ば
か

り
を
み
る
な
ら
︑
そ
う
で
あ
る
だ
ろ
う
︒
し
か
し
ア
メ
リ
カ
と
反
対
側
の
︑
よ
り
近
い
海
︑
日

本
海
を
渡
れ
ば
︑
す
ぐ
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
が
数
千
キ
ロ
以
上
に
わ
た
っ
て
あ
り
︑
日
本
も
そ

の
﹁
ユ
ー
ロ

＝

ア
ジ
ア
世
界
﹂
の
一
員
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
︑
思
っ
て
い
た
わ
け
で
す
︒

日
本
か
ら
み
て
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
ほ
ぼ
一
万
キ
ロ
西
方
に
は
︑
ブ
リ
テ
ン
諸
島
が
あ
り
ま
す
︒
ブ

リ
テ
ン
諸
島
の
間
に
は
︑
ケ
ル
ト
と
ア
ン
グ
ロ
＝
サ
ク
ソ
ン
と
い
う
二
つ
の
民
族
が
い
る
︒
ア

ン
グ
ロ
＝
サ
ク
ソ
ン
人
が
そ
こ
に
定
着
す
る
の
は
紀
元
後
の
五
世
紀
な
の
で
す
が
︑
紀
元
前
六

〇
〇
年
頃
か
ら
先
住
し
て
い
た
ケ
ル
ト
の
人
々
は
石
や
岩
を
ご
神
体
と
し
て
あ
が
め
た
紀
元
前

三
〇
〇
〇
年
以
上
前
か
ら
の
巨
石
時
代
の
人
た
ち
の
信
仰
を
受
け
継
い
だ
の
で
し
た
︒

い
ま
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
た
ち
は
︑
語
族
と
し
て
︑
フ
ィ
ノ
・
ウ
ゴ
ル
語
︑
バ
ス
ク
語
︑
ハ

ン
ガ
リ
ー
語
を
除
い
て
﹁
イ
ン
ド
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
﹂
で
あ
り
︑
イ
ン
ド
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
︑
ギ
リ
シ
ャ
語
︑
ス
ラ
ヴ
語
︑
ゲ
ル
マ
ン
語
︑
ケ
ル
ト
語
ま
で
︑
一
大
兄
弟
の
言
語
フ
ァ

ミ
リ
ー
な
の
で
す
︒

諸
説
あ
り
ま
す
が
︑
日
本
語
も
ウ
ラ
ル
・
ア
ル
タ
イ
語
の
一
員
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
き

ま
し
た
︒
と
も
か
く
地
理
的
に
は
日
本
列
島
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
一
員
で
は
な
い
け
れ
ど
も
︑

私
の
造
語
で
い
え
ば
﹁
ユ
ー
ロ

＝

ア
ジ
ア
文
明
﹂
の
構
成
員
で
あ
る
こ
と
は
︑
動
植
物
・
鉱
物

へ
の
信
仰
の
細
部
を
み
て
い
く
と
︑
ま
ち
が
い
な
く
︑
そ
の
信
仰
や
表
象
活
動
は
︑
シ
ベ
リ
ア

は
も
ち
ろ
ん
︑
ケ
ル
ト
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
︒

つ
ま
り
日
本
文
明
を
南
北
で
見
る
だ
け
で
は
な
く
て
︑
東
西
︑
横
の
つ
な
が
り
で
見
な
い
と

何
も
見
え
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
︒
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
親
戚
は
︑
樺
太
の
み
な
ら
ず
︑
ロ

シ
ア
沿
海
州
に
も
い
る
わ
け
で
す
︒
黒
澤
明
監
督
の
映
画
﹃
デ
ル
ス
・
ウ
ザ
ー
ラ
﹄
の
物
語
は
︑

黒
竜
江
沿
い
に
定
住
し
た
︑
私
た
ち
と
同
じ
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
ナ
ナ
イ
族
の
デ
ル
ス
が
主
人
公

だ
っ
た
わ
け
で
す
︒
そ
の
ナ
ナ
イ
族
の
人
々
の
﹁
晴
れ
着
﹂
の
渦
巻
文
様
は
︑
ア
イ
ヌ
の
人
々

の
衣
﹁
ア
ッ
ト
ゥ
シ
﹂
の
渦
巻
文
様
と
兄
弟
姉
妹
で
す
︵
図
38
︶︒

ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
を
特
殊
視
し
︑
日
本
を
論
じ
る
よ
う
な
狭
い
議
論
は
︑
明
ら
か
に
無
効
と

な
っ
て
久
し
い
の
で
す
︒
こ
の
ひ
と
つ
の
こ
と
を
み
て
も
︑
日
本
を
南
北
だ
け
で
見
る
の
で
は

な
く
て
︑
い
ま
や
日
本
の
文
明

を
ユ
ー
ロ

＝

ア
ジ
ア
の
全
体
性

で
見
て
い
か
な
い
と
何
も
解
明

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
︒

そ
の
日
本
は
﹁
最
東
端
部
﹂
に

あ
る
非
常
に
重
要
な
文
明
の
担

い
手
で
あ
り
︑﹁
最
西
端
部
﹂
に

は
ケ
ル
ト
の
文
明
が
あ
っ
て
︑

自
然
観
や
生
命
観
に
お
い
て
︑

図38　渦巻文様　ナナイ族の女性
の晴れ着（撮影：鶴岡）
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そ
れ
と
合
わ
せ
鏡
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
︑
私
の
研
究
の
重
要
な
ス
タ
ン
ス
で
す
︒

巨
大
古
墳
ニ
ュ
ー
グ
レ
ン
ジ

さ
て
︑
そ
の
﹁
ユ
ー
ロ

＝

ア
ジ
ア
文
明
﹂
の
西
端
の
島
国
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
あ
る
の
が
︑
ニ

ュ
ー
グ
レ
ン
ジ
と
い
う
世
界
遺
産
で
す
︵
図
39
︶︒
ニ
ュ
ー
グ
レ
ン
ジ
は
世
界
で
も
有
数
な
円
墳

で
︑
羨せ

ん

道ど
う

と
玄
室
が
あ
り
︑
入
口
に
巨
石
が
横
た
わ
っ
て
い
ま
す
︵
図
40
︶︒
ダ
ブ
リ
ン
か
ら
四

〇
キ
ロ
圏
内
に
ボ
イ
ン
川
が
あ
り
︑
ミ
ー
ズ
州
は
︑
ザ
・
ロ
イ
ヤ
ル
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
ー
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
︵
図
41
︶︒
な
ぜ
ロ
イ
ヤ
ル
な
の
か
と
い
う
と
︑
ボ
イ
ン
川
の
渓
谷
か
ら
上
っ
た
丘

の
上
に
先
史
時
代
の
﹁
王
族
の
墓
﹂
が
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
よ
う
に
集
中
し
て
い
て
︑﹁
ニ
ュ
ー
グ
レ

ン
ジ
﹂︑﹁
ノ
ウ
ス
﹂︑﹁
ダ
ウ
ス
﹂
の
三
大
円
墳
が
あ
る
か
ら
で
す
︒
そ
こ
は
丘
で
す
︒

で
は
︑﹁
丘
﹂
と
は
何
か
︒
丘
と
い
う
の
は
塚
︑
山
︑
巌
と
同
義
で
す
︒
フ
ラ
ン
ス
の
世
界
遺

産
﹁
モ
ン
・
サ
ン
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
﹂
の
モ
ン
は
山
で
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ゲ
ー
ル
語
で
は
﹁
ス

ケ
リ
グ
＝
巌
・
岩
山
﹂
と
い
っ
て
︑
海
の
中
に
盛
り
上
っ
た
丘
・
山
・
塚
は
︑
聖
地
と
し
て
崇

敬
さ
れ
て
き
ま
し
た
︒

現
存
す
る
最
古
の
ア
ン
グ
ロ
＝
サ
ク
ソ
ン
語
の
伝
説
﹁
ベ
ー
オ
ウ
ル
フ
﹂
で
は
︑
王
族
の
英

雄
ベ
ー
オ
ウ
ル
フ
は
悪
鬼
と
戦
い
︑
海
の
見
え
る
突
端
部
に
土
塚
を
建
設
し
て
︑
そ
こ
に
自
分

の
亡
骸
を
埋
め
て
く
れ
と
い
う
遺
言
を
残
し
て
死
ん
で
い
き
ま
す
︒

そ
の
﹁
埋
葬
﹂
土
塚
と
い
う
の
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
︒
フ
ラ
ン
ス
︑
ノ
ル

マ
ン
デ
ィ
ー
地
方
の
モ
ン
・
サ
ン
・
ミ
シ
ェ
ル
や
︑
ス
ケ
ー
リ
グ
・
ヴ
ィ
ヒ
ー
ル
な
ど
の
山
や

巌
山
は
︑﹁
墓
﹂
と
い
う
﹁
死
者
の
棲
家
﹂
と
考
え
ら
れ
祟
ら
れ
て
き
ま
し
た
︒
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

の
古
墳
ニ
ュ
ー
グ
レ
ン
ジ
は
︑
入
口
か
ら
羨
道
を
入
っ
て
い
く
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
︑
そ
れ
は

﹁
地
下
世
界
﹂
に
通
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
巨
大
な
﹁
シ
ー
ド
﹂
で
す
︒
つ
ま
り
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
で
は
﹁
妖
精
﹂
を
﹁
シ
ー
﹂
と
呼
び
︑
土
塚
︑
マ
ウ
ン
ド
︑
土
ま
ん
じ
ゅ
う
の
こ
と
を

﹁
シ
ー
ド
﹂
と
呼
ぶ
︒
こ
の
﹁
シ
ー
ド
﹂
は
︑
死
者
た
ち
︑
祖
霊
た
ち
の
棲
家
で
︑
死
者
こ
そ
が

地
下
世
界
で
永
遠
の
時
を
生
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
︒
あ
る
死
者
は
フ
ェ
ア
リ
ー
に
な

っ
て
活
発
に
活
躍
す
る
︒
た
と
え
ば
ア
ー
サ
ー
王
が
瀕
死
の
ま
ま
誘
わ
れ
た
﹁
ア
ヴ
ァ
ロ
ン
﹂

は
水
の
中
に
浮
か
ぶ
あ
の
世
の
島
で
︑
そ
こ
で
ア
ー
サ
ー
王
は
永
遠
に
い
ま
で
も
生
き
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
︒
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
な
ど
大
西
洋
に
臨
む
人
々
に
と
っ
て
︑
島
︑
丘
︑
塚
︑

山
︑
巌
は
︑
永
遠
の
生
命
再
生
の
﹁
家
﹂
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
︒
石
と
土
で
つ
く
ら
れ
た
ニ
ュ

ー
グ
レ
ン
ジ
の
古
墳
は
︑
そ
の
最
大
級
の
も
の
で
す
︒

そ
こ
で
死
者
た
ち
は
永
遠
に
生
き
て
い
て
︑
一
年
に
一
度
︑
そ
こ
か
ら
よ
み
が
え
り
︑
私
た

ち
に
重
要
な
予
言
を
す
る
と
い
う
︑﹁
ネ
ラ
の
異
界
行
﹂
と
い
う
︑
中
世
の
伝
説
が
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
︒

現
代
人
は
﹁
過
去
︑
現
在
︑
未
来
﹂
と
い
う
も
の
を
直
線
軸
で
考
え
ま
す
︒
け
れ
ど
も
︑
ケ

ル
ト
の
観
念
で
は
︑
か
つ
て
生
き
て
い
て
︑
い
っ
た
ん
死
者
と
し
て
葬
ら
れ
た
者
こ
そ
が
︑
現

在
の
難
関
︑
難
所
に
回
遊
的
に
︑
螺ら

旋せ
ん

的
に
戻
っ
て
き
て
︑
未
来
を
予
言
す
る
と
考
え
ら
れ
て

き
た
の
で
す
︒

生
き
て
い
る
者
だ
け
が
﹁
地
球
の
主
人
公
﹂
だ
と
思
い
込
み
︑
豪
語
し
て
い
る
の
は
現
代
人

だ
け
で
あ
り
ま
し
ょ
う
︒
地
球
の
歴
史
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
な
く
て
も
︑
旧
石
器
時
代
か
ら
考
え

て
み
れ
ば
︑
生
き
て
い
る
人
間
た
ち
だ

け
が
︑
地
球
の
主
人
公
だ
と
言
え
る
は

ず
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
こ
の
大
地
に
累
々

と
生
命
の
力
と
儚
さ
を
堆
積
さ
せ
て
き

た
の
は
︑
か
つ
て
生
き
た
幾
億
万
の
先

人
た
ち
で
あ
り
︑
死
ん
で
霊
に
な
っ
た

人
た
ち
で
す
︒

そ
の
過
去
の
霊
た
ち
は
︑
古
墳
︑
マ

ウ
ン
ド
︑
シ
ー
ド
の
中
で
︑
じ
っ
と
地

上
の
出
来
事
を
見
つ
め
︑
あ
る
者
は
待

図41　ミーズ州のポスター。THE ROYAL 
COUNTYの文字がある

図40　ニューグレンジの渦巻文様のある巨石（撮影：鶴岡）

図39　巨石時代にさかのぼる古墳ニューグレンジ（撮影：鶴
岡）
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機
し
︑
肝
心
な
と
き
に
よ
み
が
え
り
︑
未
来
へ
の
た
い
せ
つ
な
予
言
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き

る
︒﹁
ネ
ラ
の
異
界
行
﹂
に
あ
る
と
お
り
︑
そ
れ
が
起
こ
る
の
は
ケ
ル
ト
の
大
晦
日
で
あ
る
﹁
万

霊
節
﹂
の
夜
で
︑
英
語
で
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と
言
う
の
で
す
が
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
語
で
は
﹁
サ
ル

ウ
ィ
ン
﹂
と
言
い
︑
そ
の
﹁
予
言
﹂
は
土
塚
の
﹁
シ
ー
ド
﹂
か
ら
訪
れ
る
も
の
な
の
で
す
︒

現
代
人
が
造
る
お
墓
も
︑
数
千
年
前
の
ニ
ュ
ー
グ
レ
ン
ジ
も
︑
地
下
世
界
に
通
じ
て
い
る
︒
そ

の
中
で
死
者
は
死
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
︑
生
き
続
け
て
い
る
と
い
う
想
念
が
大
切
な
の
で
す
︒

モ
ン
ゴ
ル
に
も
あ
り
他
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
地
域
に
も
み
ら
れ
ま
す
が
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
な
ど
の
ケ

ル
ト
文
化
圏
で
も
︑
死
者
の
た
め
の
塚
と
し
て
︑
石
を
積
み
上
げ
た
﹁
ケ
ル
ン
﹂
も
大
切
に
崇

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
︒
大
地
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
石
は
天
を
指
す
の
み
な
ら
ず
︑
地
下
に
通
じ

て
お
り
︑
そ
こ
は
死
者
が
住
み
︑
生
き
て
い
る
人
間
に
は
予
測
で
き
な
い
﹁
未
知
﹂
の
時
空
に

通
じ
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
た
の
で
す
︒

冬
至
の
蘇
り
の
太
陽

さ
て
︑
ニ
ュ
ー
グ
レ
ン
ジ
の
墳
丘
で
は
︑
死
か
ら
の
﹁
再
生
﹂
の
天
文
学
的
な
セ
レ
モ
ニ
ー

と
し
て
︑
冬
至
の
翌
朝
の
太
陽
が
︑
巨
大
な
石
塚
の
中
の
死
者
を
蘇
ら
せ
る
と
考
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
︒

墳
丘
の
正
面
に
小
窓
が
あ
っ
て
︑
そ
こ
か
ら
冬
至
の
翌
日
の
朝
日
が
入
っ
て
き
て
︑
羨
道
を

貫
い
て
玄
室
に
入
り
︑
亡
骸
の
骨
を
そ
れ
が
射
る
と
︑
一
陽
来
復
を
得
て
蘇
る
︒
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

が
造
ら
れ
た
の
は
五
〇
〇
〇
年
ほ
ど
前
で
す
が
︑
実
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
よ
り
古
い
ル
・
ク
ル
ー
の

遺
跡
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
発
見
さ
れ
て
お
り
︑
冬
至
の
陽
光
の
力
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
︒

死
者
の
蘇
り
︑
つ
ま
り
地
下
世
界
か
ら
蘇
っ
て
く
る
も
の
が
未
来
を
創
り
出
し
て
く
れ
る
と

い
う
信
仰
で
す
︒
私
た
ち
生
き
て
い
る
者
は
弱
く
傷
つ
き
や
す
く
何
も
で
き
な
い
者
た
ち
で
す
︒

し
か
し
︑
い
っ
た
ん
死
ん
だ
者
た
ち
は
強
く
︑
自
在
で
あ
る
︒﹁
メ
メ
ン
ト
・
モ
リ
﹂︑﹁
死
を
忘

れ
る
な
﹂
と
い
う
格
言
は
︑﹁
死
は
生
よ
り
も
強
い
﹂︑
だ
か
ら
そ
れ
を
忘
れ
る
な
と
い
う
深
意

を
も
っ
て
い
る
︒
中
世
の
人
々
は
そ
う
や
っ
て
︑
墓
か
ら
立
ち
上
が
る
﹁
死
霊
﹂
に
力
を
も
ら

っ
て
き
ま
し
た
︒

キ
リ
ス
ト
教
は
四
三
二
年
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
︒﹁
聖
人
の
島
﹂
と
呼
ば

れ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
︑
キ
リ
ス
ト
の
聖
な
る
御
名
前
﹁
X
P
I
﹂
だ
け
で
表
す
︑︑﹃
聖
書
﹄

で
一
番
輝
か
し
い
装
飾
ペ
ー
ジ
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
︒
ギ
リ
シ
ャ
語
で
は
﹁
R
﹂
は
﹁
P
﹂
で

表
し
ま
す
の
で
︑
キ
リ
ス
ト
の
お
名
前
の
﹁
ク
リ
ス
ト
ス
﹂
の
﹁
ク
リ
﹂
は
﹁
X
P
I
﹂
と
記

さ
れ
︑
そ
の
文
字
の
周
り
を
︑
お
び
た
だ
し
い
ケ
ル
ト
渦
巻
文
様
が
取
り
囲
ん
で
い
ま
す
︒
今

回
︑
日
本
公
開
さ
れ
た
ア
ニ
メ
映
画
﹃
ブ
レ
ン
ダ
ン
と
ケ
ル
ズ
の
秘
密
﹄
は
︑
ブ
レ
ン
ダ
ン
と

い
う
少
年
修
道
士
が
︑
聖
書
の
手
写
本
﹃
ケ
ル
ズ
の
書
﹄︵
八
〇
〇
年
頃
︶
を
完
成
さ
せ
る
と
い

う
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
が
︑
そ
の
ア
ニ
メ
監
督
ト
ム
・
ム
ー
ア
は
︑
キ
リ
ス
ト
教
以
降
に
も
生
き

て
い
た
︑
太
古
の
墳
墓
や
先
史
の
石
彫
の
神
々
像
を
ふ
ん
だ
ん
に
登
場
さ
せ
て
い
て
︑
さ
す
が

と
感
動
さ
せ
ら
れ
る
の
で
す
︒

こ
の
﹃
ケ
ル
ズ
の
書
﹄
の
不
思
議
な
文
様
に
対
し
て
︑
記
号
論
者
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
は
︑

古
代
的
な
さ
さ
や
き
声
が
聞
こ
え
る
と
い
い
︑﹁M

urm
ur of the Book of Kells

﹂
と
い
う
文
章

を
︑﹃
ケ
ル
ズ
の
書
﹄
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
の
出
版
に
際
し
て
寄
稿
し
た
の
で
し
た
︒m

urm
ur

と
は
さ
さ
や
き
︒
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
は
キ
リ
ス
ト
教
以
前
か
ら
あ
っ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

風
土
の
中
に
生
き
て
い
た
な
に
も
の
か
を
﹃
ケ
ル
ズ
の
書
﹄
の
文
様
に
嗅
ぎ
取
り
ま
し
た
︒

そ
う
し
て
﹁
石
﹂
に
話
を
戻
し
ま
す
と
︑
ケ
ル
ズ
の
修
道
院
や
︑
ダ
ロ
ウ
の
修
道
院
や
︑
ア

イ
オ
ナ
島
の
修
道
院
や
︑
イ
ギ
リ
ス
で
は
﹃
リ
ン
デ
イ
ス
フ
ァ
ー
ン
の
福
音
書
﹄
が
つ
く
ら
れ

た
リ
ン
デ
イ
ス
フ
ァ
ー
ン
に
は
︑﹁
石
﹂
の
﹁
ケ
ル
ト
の
十
字
架
﹂
が
建
っ
て
い
ま
す
︒
一
番
巨

大
な
ケ
ル
ト
の
石
の
十
字
架
は
︑
モ
ナ
ス
タ
ー
ボ
イ
ス
の
十
字
架
で
︑
五
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
ま

す
︵
図
42
︶︒

一
般
に
は
︑
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
十
字
架
だ
か
ら
︑
キ
リ
ス
ト
教
の
ク
ロ
ス
な
の
だ
ろ
う

と
思
わ
れ
て
い
ま
す
︒
し
か
し
最
初
︑
ケ
ル
ト
十
字
架
は
︑
先
史
の
巨
石
の
ド
ル
メ
ン
と
並
ぶ

石
柱
︑
つ
ま
り
メ
ン
ヒ
ル
を
用
い
て
彫
ら
れ
た
の
で
し
た
︒
図
43
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
オ
ー

ク
ニ
ー
諸
島
の
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
で
す
︒
イ
ギ
リ
ス
で
一
番
有
名
な
の
は
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー

に
あ
る
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
の
サ
ー
ク
ル
で
︑
オ
ー
ク
ニ
ー
諸
島
の
突
端
部
に
ま
で
ス
ト
ー
ン
サ

ー
ク
ル
は
あ
る
︒
先
史
時
代
︑
巨
石
時
代
の
も
の
で
︑
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
が
つ
く
ら
れ
て
か
ら

二
〇
〇
〇
年
︑
三
〇
〇
〇
年
は
優
に
経
っ
て
い
る
石
に
︑
石
の
十
字
架
と
し
て
︑
新
し
い
キ
リ

ス
ト
教
と
い
う
宗
教
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
刻
ん
だ
の
で
し
た
︒
し
か
し
そ
の
ま
さ
に
﹁
ケ
ル
ト
十

字
架
﹂の
形
は
︑
異
教
時
代
の﹁
太

陽
﹂
信
仰
の
日
輪
と
︑
キ
リ
ス
ト

教
の
﹁
十
字
架
﹂
を
合
体
さ
せ
た

も
の
で
︑
と
て
も
力
強
い
雰
囲
気

を
醸
し
出
し
て
い
る
こ
と
は
︑
い

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
︒

先
日
︑
ス
ペ
イ
ン
の
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
が
独
立
宣
言
を
し
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し

図42　モナスターボイスの十字架
（撮影：鶴岡）
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た
が
︑
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
北
に
は
バ
ス
ク
地
方
が
あ

り
︑
そ
の
人
た
ち
も
︑
ケ
ル
ト
十
字
架
に
似
た
石
の

十
字
架
を
刻
み
ま
し
た
︒
つ
ま
り
何
々
の
宗
教
を
信

仰
す
る
と
い
う
前
に
︑
人
間
は
﹁
動
物
崇
拝
﹂︑﹁
植

物
崇
拝
﹂
と
並
ん
で
﹁
石
の
崇
拝
﹂
を
お
こ
な
っ
て

き
た
︒
こ
の
三
つ
の
地
球
上
の
生
命
に
対
す
る
崇
敬

の
念
が
︑
何
万
年
と
い
と
な
ま
れ
て
き
た
の
で
す
︒

ケ
ル
ト
の「
三
つ
巴
」文
様
の
思
想

と
こ
ろ
で
︑
前
出
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
モ
ナ
ス
タ

ー
ボ
イ
ス
の
十
字
架
の
前
面
に
は
︑
キ
リ
ス
ト
教
の
図
像
が
表
さ
れ
︑﹁
キ
リ
ス
ト
の
磔
﹂
や

﹃
旧
約
﹄
の
﹁
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
﹂
が
彫
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
︑
実
は
側
面
に
は
︑
手
が
あ
っ
て

ヘ
ビ
が
い
る
︵
図
44
︶︒
神
の
手
が
一
番
上
に
あ
り
︑
こ
れ
は
﹁
証
明
の
手
﹂
と
い
う
の
で
す
け

れ
ど
も
︑
そ
れ
に
向
か
っ
て
ヘ
ビ
が
絡
み
つ
く
よ
う
に
上
昇
し
て
い
る
︒
聖
書
的
図
像
を
デ
ィ

レ
ク
シ
ョ
ン
し
た
修
道
院
長
が
︑

キ
リ
ス
ト
教
の
聖
書
で
は
読
み

解
け
な
い
よ
う
な
異
教
的
図
像

を
容
認
し
た
と
し
か
考
え
ら
れ

な
い
も
の
で
︑
神
の
手
の
承
認

の
下
に
︑
異
教
の
ヘ
ビ
と
生
首

と
組
紐
文
様
が
刻
ま
れ
て
い
る

の
で
す
︒
側
面
に
回

り
ま
す
と
渦
巻
文
様

が
見
え
ま
す
︒
一
神

教
の
神
が
降
り
立
っ

て
以
降
も
︑
石
の
呼

吸
︑
大
地
の
呼
吸
︑

地
下
世
界
と
の
交
流

を
︑
人
々
は
実
感
し

て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
す
︒

修
道
士
た
ち
は
︑

先
ほ
ど
の
﹃
ケ
ル
ズ
の
書
﹄
に
も
︑
聖
書
に
は
直
接
言
及
さ
れ
て
い
な
い
﹁
生
き
と
し
生
け
る

も
の
﹂
を
キ
リ
ス
ト
の
頭
文
字
の
中
に
も
︑
描
き
出
し
た
の
で
し
た
︒
赤
ネ
コ
と
白
ネ
コ
が
い

て
マ
ウ
ス
も
い
ま
す
︒
丸
い
聖
餠
︑
キ
リ
ス
ト
の
聖
体
を
︑
信
者
と
し
て
の
ネ
コ
と
ネ
ズ
ミ
も

い
た
だ
い
て
い
る
図
な
の
で
す
︵
図
45
︶︒

ネ
コ
は
モ
ナ
ス
タ
ー
ボ
イ
ス
の
石
の
十
字
架
の
基
台
に
も
彫
ら
れ
て
お
り
︑
ネ
コ
と
二
匹
の

ヘ
ビ
が
い
る
の
で
す
︒
一
見
︑
お
互
い
に
異
な
る
︑
二
つ
の
A
と
B
と
い
う
異
質
な
存
在
同
士

が
︑
絡
ま
り
合
っ
て
︑
い
ま
だ
誰
も
見
た
こ
と
の
な
い
﹁
第
三
の
意
味
価
値
を
生
む
﹂
と
い
う
︑

ケ
ル
ト
の
三
つ
巴
の
思
想
を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︵
図
46
︶︒

A
と
B
と
い
う
本
来
異
質
な
も
の
が
︑
絡
み
合
い
つ
つ
第
三
の
存
在
を
生
み
出
す
︒
ニ
ュ
ー

グ
レ
ン
ジ
の
巨
大
な
渦
巻
文
様
も
時
代
は
﹃
ケ
ル
ズ
の
書
﹄
や
﹃
ダ
ロ
ウ
の
書
﹄
よ
り
ず
っ
と

古
い
先
史
の
も
の
で
す
が
︑
そ
れ
も
三
つ
巴
︑
ト
リ
ス
ケ
ル
︒
英
語
で
は
ト
リ
プ
ル
・
ス
パ
イ

ラ
ル
と
言
い
ま
す
が
︑
巨
石
時
代
人
の
ト
リ
プ
ル
・
ス
パ
イ
ラ
ル
を
ケ
ル
ト
の
人
た
ち
が
継
承

し
ト
リ
ス
ケ
ル
と
し
て
︑
さ
ら
に
ケ
ル
ト
の
異
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
古
代
の
文
明
が
︑
文
字
ど

お
り
石
か
ら
石
へ
と
連
繫
し
な
が
ら
︑﹁
三
つ
巴
﹂
の
形
態
と
思
想
を
伝
え
て
き
ま
し
た
︒

「
大
い
な
る
文
明
の
三
つ
巴
」

こ
う
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
古
層
を
築
い
た
文
明
で
あ
る
ニ
ュ
ー
グ
レ
ン
ジ
の
墳
丘
の
意

味
や
︑
ケ
ル
ト
十
字
架
と
い
う
石
の
存
在
感
と
対
話
す
る
こ
と
は
︑
畢
竟
︑
ユ
ー
ロ

＝

ア
ジ
ア

文
明
の
最
東
端
部
を
占
め
て
い
る
日
本
が
重
要
な
文
明
地
理
学
の
ト
ポ
ス
と
し
て
浮
上
し
て
く

る
と
い
う
こ
と
を
︑
私
は
皆
さ
ん
に
提
言
し
た
い
わ
け
で
す
︒

図43　オークニー諸島のストーンサークル（撮
影：鶴岡）

図44　左はモナスターボイスの
十字架の側面に彫られた手とヘ
ビと組紐文様。上は渦巻文様。
左下はネコとネズミ（撮影：鶴岡）

図45　『ケルズの書』に描かれたネコとネズミ

図46　ケルトの三つ巴の文様（『ケルズの書』より）
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過
去
を
反ほ

故ご

に
し
な
い
︑
故
人
に
し
な
い
で
︑
私
た
ち
も
祖
霊
を
祀
っ
て
き
た
︒
こ
れ
か
ら

は
ユ
ー
ロ

＝

ア
ジ
ア
の
つ
な
が
り
の
中
で
日
本
を
も
見
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
︒

い
つ
ま
で
も
東
西
文
明
を
﹁
石
の
文
化
と
木
の
文
化
﹂
と
い
う
ふ
う
に
対
立
的
に
対
比
す
る

の
は
︑
も
は
や
有
効
で
は
な
く
︑
北
欧
に
も
木
の
文
化
は
あ
り
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
も
朽
ち
る

美
学
は
あ
り
ま
す
︒
む
し
ろ
︑
陰
陽
五
行
の
循
環
の
よ
う
に
︑
木
と
石
︑
石
と
水
︑
水
と
火
︙
︙

は
互
い
に
そ
の
生
命
を
支
え
合
っ
て
︑
一
体
と
な
り
︑
生
命
の
サ
イ
ク
ル
を
形
づ
く
っ
て
い
る

の
で
す
︒
私
は
日
本
︑
ユ
ー
ラ
シ
ア
︑
ケ
ル
ト
と
い
う
こ
の
﹁
大
い
な
る
文
明
の
三
つ
巴
﹂
を

提
言
し
て
︑
発
表
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
︒
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

鎌
田　

鶴
岡
真
弓
先
生
︑
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒
ケ
ル
ト
︑
ユ
ー
ロ

＝

ア
ジ
ア
世
界
の

大
地
の
呼
吸
︑
循
環
の
問
題
に
つ
い
て
問
題
提
起
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
そ
れ
で
は
次
に
安

藤
礼
二
先
生
︒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒

講
演
3

造
形
的
思
考
の
起
源・ア
ン
ド
レ・ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
と
日
本

安
藤
礼
二

洞
窟
壁
画
解
釈
学
の
第
一
人
者
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン

安
藤
で
す
︒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
︒

最
初
の
お
話
で
︑
齊
藤
先
生
か
ら
︑
ロ
ッ
ク
カ
ー
ビ
ン
グ
の
分
析
を
通
し
て
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
側
に
は
表
意
文
字
︑
漢
字
の
方
向
に
向
か
う
兆
し
が
あ
り
︑
逆
に
中
国
に
は
表
音
文
字
︑
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
向
か
う
兆
し
が
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
ま

さ
に
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
た
の
が
︑
私
が
本
日
取
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
フ
ラ
ン
ス

の
人
類
学
者
に
し
て
先
史
考
古
学
者
︑
ア
ン
ド
レ
・
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
と
い
う
人
物
で
す
︒
皆

さ
ん
︑
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
︑
こ
の
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
と
い

う
人
は
︑
フ
ラ
ン
ス
の
洞
窟
壁
画
の
分
析
︑
ラ
ス
コ
ー
や
ア
ル
タ
ミ
ラ
な
ど
の
洞
窟
壁
画
解
釈

学
の
第
一
人
者
で
す
︒

ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
は
一
九
一
一
年
に
生
ま
れ
ま
し
た
︒
数
年
前
︵
一
九
〇
八
年
︶
に
生
ま
れ

た
の
が
世
界
的
に
著
名
な
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
人
類

学
者
の
ク
ロ
ー
ド
・
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
︑
ま

っ
た
く
同
年
に
生
ま
れ
た
の
が
日
本
の
芸
術
家
に

し
て
民
族
学
者
で
あ
る
岡
本
太
郎
で
す
︒
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
中
心
の
人
間
観
︑
歴
史
観
を
根
本
か
ら
覆
す

﹁
他
者
﹂
を
︑
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
が
空
間
的
に

発
見
し
た
と
し
た
な
ら
︑
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
は

時
間
的
に
発
見
し
た
と
言
う
こ
と
も
で
き
ま
す
︒

岡
本
太
郎
は
︑
両
者
の
営
為
が
交
錯
す
る
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
︒
ル
ロ
ワ
＝

グ
ー
ラ
ン
は
︑
先
史
時
代
の
芸
術
︑
洞
窟
壁
画
の
解
釈
に
お
い
て
革
命
的
な
解
読
方
法
を
も
た

ら
し
ま
し
た
︒
そ
の
営
為
は
︑
岡
本
太
郎
に
よ
る
縄
文
の
発
見
と
完
全
に
パ
ラ
レ
ル
で
す
︒

な
ぜ
︑
そ
う
し
た
こ
と
が
で
き
た
の
か
︒
実
に
︑
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
は
︑
一
九
三
〇
年
代
︑

こ
の
日
本
に
滞
在
し
︑﹁
漢
字
﹂
を
発
見
す
る
と
と
も
に
︑
文
字
を
持
た
な
い
ア
イ
ヌ
の
人
々
の

造
形
的
思
考
を
発
見
し
て
い
た
か
ら
で
す
︒
フ
ラ
ン
ス
人
の
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
は
︑
当
然
の

こ
と
な
が
ら
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
し
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒
表
音
文
字
で
あ
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
は
︑﹁
音
﹂
し
か
示
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
︒
と
こ
ろ
が
︑
漢
字
は
文
字
そ
の
も
の
が
直
接
︑

﹁
意
味
﹂
を
示
し
て
い
る
︒
ま
さ
に
表
意
文
字
で
す
︒
文
字
と
い
う
も
の
は
︑
音
だ
け
で
は
な
く

意
味
も
伝
え
る
の
だ
︒
私
た
ち
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
こ
と
が
︑
表
音
文
字
の
な
か
で
暮
ら

し
︑
そ
れ
だ
け
が
文
字
の
役
割
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
人
間
に
と
っ
て
は
驚
天
動
地
の
出
来
事

だ
っ
た
の
で
す
︒
文
字
は
︑
外
界
を
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
あ
ら
わ
し
︑
そ
の
意
味
を
伝
え
る
︒
文

字
は
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
と
と
も
に
意
味
で
あ
る
︒
そ
の
驚
き
を
︑
古
代
人
の
造
形
的
思
考
︑
洞

窟
壁
画
と
し
て
残
さ
れ
た
﹁
絵
﹂
の
解
読
に
応
用
し
て
い
っ
た
の
で
す
︒
古
代
人
も
ま
た
︑
イ

メ
ー
ジ
で
あ
る
と
と
も
に
意
味
で
も
あ
る
﹁
漢
字
﹂
の
よ
う
な
も
の
を
︑
記
録
に
し
て
記
憶
と

し
て
洞
窟
に
刻
み
込
ん
で
い
た
︒
そ
れ
が
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
に
よ
る
発
見
で
し
た
︒

ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
は
表
音
文
字
の
世
界
の
人
で
あ
り
な
が
ら
︑
表
意
文
字
の
可
能
性
に
目

を
見
開
か
れ
︑
そ
の
驚
き
を
も
と
に
し
て
古
代
の
人
々
が
残
し
た
︑
現
在
で
は
読
解
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
洞
窟
壁
画
を
︑
稚
拙
で
野
蛮
な
表
現
で
は
な
く
︑
人
間
の
も
つ

非
常
に
優
れ
た
芸
術
的
表
現
︑
一
つ
の
意
味
に
し
て
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
と
し
て
捉
え
直
し
た
の

で
す
︒

そ
も
そ
も
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
が
︑
な
ぜ
洞
窟
壁
画
に
関
心
を
持
ち
︑
さ
ら
に
は
︑
な
ぜ
日

本
に
や
っ
て
来
た
の
か
︒
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
に
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
物
と
し
て
︑

ピ
エ
ー
ル
・
テ
イ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
が
い
ま
す
︒
シ
ャ
ル
ダ
ン
は
︑
ま
さ
に
フ
ラ
ン

安藤礼二
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ス
の
洞
窟
壁
画
︑
そ
の
初
期
の
大
変
優
れ
た
研
究
者
で
あ
る
と
同
時
に
︑
洞
窟
壁
画
を
生
み
出

し
た
古
代
の
人
間
の
精
神
構
造
に
関
心
を
抱
い
て
い
ま
し
た
︒
人
間
が
人
間
に
な
っ
た
段
階
に
︑

洞
窟
壁
画
な
ど
の
造
形
的
な
思
考
の
発
生
を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
︒
シ
ャ
ル
ダ
ン

は
︑
人
間
以
前
の
人
類
を
探
究
し
︑
そ
こ
か
ら
人
間
と
い
う
種
は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
て
き
て
︑

ど
の
よ
う
に
造
形
的
な
思
考
を
発
生
さ
せ
た
の
か
を
問
お
う
と
し
ま
し
た
︒

シ
ャ
ル
ダ
ン
は
︑
北
京
原
人
の
発
見
に
携
わ
っ
た
人
物
で
す
︒
北
京
原
人
は
︑
霊
長
類
の
な

か
で
類
人
猿
と
人
類
の
ち
ょ
う
ど
中
間
の
地
点
︑
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
に
当
た
り
ま
す
︒
も
ち

ろ
ん
︑
現
在
で
は
︑
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
化
石
人
類
が
発
見
さ
れ
︑
北
京
原
人
の
は
る
か
以
前
に
︑

直
立
二
足
歩
行
し
た
人
類
が
多
数
存
在
し
て
い
た
と
い
う
事
実
が
分
か
っ
て
い
ま
す
︒
し
か
し
︑

当
時
は
︑
い
ま
だ
四
足
歩
行
を
宿
命
づ
け
ら
れ
た
類
人
猿
と
︑
完
全
に
直
立
二
足
歩
行
す
る
人

類
の
︑
ま
さ
に
中
間
に
位
置
す
る
種
の
︑
は
じ
め
て
の
完
全
な
発
見
だ
っ
た
の
で
す
︒
人
類
以

前
の
存
在
か
ら
︑
人
類
の
可
能
性
を
問
い
直
す
︒
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
の
師
で
あ
る
シ
ャ
ル
ダ

ン
は
︑
中
国
で
︑
人
間
が
生
ま
れ
出
る
直
前
の
瞬
間
︑
そ
の
痕
跡
を
発
掘
し
た
の
で
す
︒

で
す
か
ら
︑
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
は
︑
最
初
は
中
国
に
行
き
た
い
と
願
っ
て
い
た
の
で
す
︒
し

か
し
な
が
ら
︑
そ
れ
が
果
た
さ
れ
ず
︑
同
じ
東
ア
ジ
ア
の
日
本
に
や
っ
て
来
た
︒
一
九
三
八
年

の
日
本
で
︑
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
は
﹁
漢
字
﹂
と
出
会
い
︑
漢
字
の
よ
う
に
し
て
自
ら
の
出
自

を
文
身
と
し
て
直
接
身
体
に
刻
み
つ
け
︑
衣
装
の
文
様
と
し
て
表
現
す
る
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
出

会
っ
た
︒
そ
こ
に
人
間
の
造
形
的
思
考
の
可
能
性
を
見
出
し
た
の
で
す
︒
考
古
学
と
人
類
学
が

交
錯
す
る
地
点
に
︑
人
間
の
原
型
的
な
生
活
を
見
出
し
た
の
で
す
︒

「
冷
た
い
社
会
」と「
熱
い
社
会
」

先
ほ
ど
私
は
︑
ク
ロ
ー
ド
・
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
の
名
前
を
出
し
ま
し
た
︒
レ
ヴ
ィ
＝
ス

ト
ロ
ー
ス
も
ま
た
︑
人
間
の
原
型
的
な
生
活
が
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う

主
題
を
︑
そ
の
生
涯
を
か
け
て
探
究
し
た
人
物
で
す
︒
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
は
︑
当
時
﹁
未

開
﹂
で
あ
る
と
か
﹁
野
蛮
﹂
で
あ
る
と
か
称
さ
れ
て
い
た
国
家
以
前
の
共
同
体
に
︑
人
間
の
原

型
的
な
生
活
を
見
出
し
ま
し
た
︒
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
︑
日
本
の
近
代
的
な
革
命
で
あ
る
明
治
維

新
以
前
に
行
っ
て
い
た
よ
う
な
生
活
で
す
︒
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
体
現
す
る
﹁
文
明
﹂
と
し
て
の
国

家
に
対
す
る
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
外
に
位
置
す
る
﹁
未
開
﹂
と
し
て
の
共
同
体
で
す
︒
レ
ヴ
ィ
＝

ス
ト
ロ
ー
ス
は
︑
未
開
か
ら
文
明
へ
と
い
う
社
会
進
化
論
的
な
考
え
方
を
逆
転
さ
せ
ま
す
︒﹁
未

開
﹂
と
は
︑﹁
文
明
﹂
へ
の
道
を
選
ば
な
か
っ
た
人
間
が
持
つ
︑
も
う
一
つ
の
可
能
性
な
の
だ
︒

レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
は
﹁
未
開
﹂
を
﹁
冷
た
い
社
会
﹂︑﹁
文
明
﹂
を
﹁
熱
い
社
会
﹂
を
言
い

換
え
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
が
持
つ
特
徴
を
抽
出
し
て
い
き
ま
す
︒

﹁
冷
た
い
社
会
﹂
と
﹁
熱
い
社
会
﹂
の
最
大
の
相
違
点
は
︑
歴
史
と
い
う
意
識
を
持
つ
か
否
か
︑

蓄
積
と
い
う
価
値
を
持
つ
か
否
か
︑
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
︒
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
﹁
熱
い

社
会
﹂
は
︑
富
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
に
最
大
の
価
値
が
置
か
れ
て
い
ま
す
︒
富
を
蓄
積
す
る

た
め
に
激
烈
な
競
争
が
行
わ
れ
︑
そ
の
競
争
は
︑
次
第
に
加
速
さ
れ
る
と
と
も
に
加
熱
し
て
い

き
ま
す
︒﹁
熱
い
社
会
﹂
と
は
︑
未
来
の
一
点
に
向
け
て
歴
史
へ
の
意
識
が
沸
騰
し
︑
蓄
積
へ
の

意
志
が
沸
騰
し
て
い
く
社
会
な
の
で
す
︒
競
争
は
苛
烈
で
あ
り
︑
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
貧
富
の

差
が
拡
大
し
て
い
き
ま
す
︒

﹁
冷
た
い
社
会
﹂
は
︑
ち
ょ
う
ど
そ
の
対
極
に
あ
り
ま
す
︒
そ
こ
で
は
歴
史
へ
の
意
識
は
︑
未

来
の
一
点
を
目
指
し
た
直
線
を
描
き
ま
せ
ん
︒
時
間
は
円
環
を
描
き
ま
す
︒
一
年
に
一
度
︵
あ

る
い
は
数
度
︶︑
歴
史
へ
の
意
識
︑
蓄
積
へ
の
意
志
が
消
滅
し
て
し
ま
う
祝
祭
が
行
わ
れ
ま
す
︒
祝

祭
で
は
︑
そ
れ
ま
で
の
蓄
積
が
蕩
尽
さ
れ
︑
そ
れ
と
と
も
に
時
間
と
空
間
も
︑
始
原
の
ゼ
ロ
へ

と
回
帰
し
ま
す
︒
森
羅
万
象
を
生
み
出
し
た
人
間
以
上
に
し
て
人
間
以
前
の
祖
先
︵
祖
先
神
︶

が
よ
み
が
え
り
︑
時
間
と
空
間
を
刷
新
さ
せ
ま
す
︒
当
然
の
こ
と
な
が
ら
︑
祝
祭
を
介
し
て
貧

富
の
差
は
限
り
な
く
縮
小
し
ま
す
︒
富
め
る
者
と
は
︑
他
の
人
々
に
気
前
よ
く
贈
与
す
る
者
の

こ
と
な
の
で
す
︒

直
線
を
描
い
て
沸
騰
し
て
い
く
動
的
な
歴
史
と
︑
円
環
を
描
い
て
沈
静
し
て
い
く
静
的
な
歴

史
と
︒
あ
る
い
は
蓄
積
の
不
平
等
と
︑
贈
与
の
平
等
と
︒
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
は
︑
真
に
豊

か
な
の
は
﹁
熱
い
社
会
﹂
で
は
な
く
﹁
冷
た
い
社
会
﹂
で
は
な
い
の
か
︑﹁
文
明
﹂
の
国
家
で
は

な
く
﹁
未
開
﹂
の
共
同
体
な
の
で
は
な
い
か
と
問
い
直
し
ま
す
︒﹁
文
明
﹂
と
し
て
の
国
家
が
生

み
出
さ
れ
る
た
め
に
は
︑
大
規
模
な
農
耕
が
必
要
で
あ
り
︑﹁
未
開
﹂
と
し
て
の
共
同
体
は
農
耕

以
前
で
あ
る
狩
猟
採
集
に
よ
っ
て
特
色
づ
け
ら
れ
ま
す
︒
も
ち
ろ
ん
︑
こ
れ
は
程
度
の
問
題
で

あ
っ
て
︑
今
日
で
は
︑
安
定
し
た
狩
猟
採
集
社
会
は
︑
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
︑
農
耕
に
近

い
﹁
採
集
﹂
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
︒
し
か
し
︑
そ
こ
で
生
業
と
し
て
の

高
い
価
値
が
置
か
れ
て
い
る
の
は
﹁
採
集
﹂
で
は
な
く
︑
あ
く
ま
で
も
﹁
狩
猟
﹂
の
ほ
う
で
す
︒

全
面
的
な
農
耕
社
会
に
移
行
で
き
る
潜
在
的
な
力
を
持
ち
な
が
ら
︑
あ
え
て
狩
猟
に
高
い
価
値

を
置
き
続
け
て
い
る
社
会
が
存
在
す
る
の
で
す
︒
農
耕
は
集
約
的
な
権
力
︑
す
な
わ
ち
一
つ
の

国
家
を
生
み
出
し
︑
狩
猟
は
権
力
を
分
散
さ
せ
︑
無
数
の
共
同
体
を
分
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
︒
農

耕
は
︑
一
つ
の
巨
大
な
権
力
が
存
在
し
な
け
れ
ば
成
り
立
ち
ま
せ
ん
︒
種
を
撒
い
て
か
ら
収
穫

す
る
ま
で
の
間
︑
人
々
の
生
活
を
保
護
す
る
力
が
な
け
れ
ば
集
団
が
存
続
で
き
ま
せ
ん
︒
し
か

し
狩
猟
は
︑
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
人
々
は
自
然
か
ら
直
接
︑
生
活
の
糧
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
︒
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縄
文
と
ア
イ
ヌ
―
豊
か
な
狩
猟
採
集
社
会

ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
は
日
本
に
来
て
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
出
会
い
︑
お
そ
ら
く
は
狩
猟
採
集
社

会
の
持
つ
︑
農
耕
社
会
と
は
異
な
っ
た
精
神
的
か
つ
物
質
的
な
豊
か
さ
に
気
が
つ
い
た
は
ず
で

す
︒
ア
イ
ヌ
の
人
々
は
︑
明
治
維
新
以
降
︑
強
制
的
に
農
地
を
割
り
当
て
ら
れ
︑
農
耕
に
従
事

さ
せ
ら
れ
ま
す
が
︑
そ
れ
以
前
は
︑
大
変
安
定
し
た
狩
猟
採
集
社
会
を
︑
川
筋
ご
と
の
集
団
で

営
ん
で
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
︒
も
ち
ろ
ん
︑
先
ほ
ど
述
べ
た
と
お
り
︑
狩
猟
の
み
な
ら

ず
︑﹁
採
集
﹂
も
ま
た
非
常
に
重
要
で
︑﹁
採
集
﹂
の
た
め
に
︑
特
定
の
場
所
に
定
住
し
ま
す
︒
一

般
に
狩
猟
採
集
社
会
と
い
う
と
︑﹁
狩
猟
﹂
の
た
め
に
定
住
す
る
こ
と
の
な
い
集
団
を
想
像
し
が

ち
で
す
が
︑
ア
イ
ヌ
の
人
々
は
異
な
っ
て
い
ま
す
︒
定
住
し
て
︑
安
定
し
た
狩
猟
採
集
社
会
を

営
ん
で
い
ま
し
た
︒
い
つ
で
も
農
耕
社
会
に
転
換
で
き
る
余
裕
が
あ
る
の
に
︑
あ
え
て
農
耕
を

選
択
し
な
か
っ
た
の
で
す
︒

北
海
道
で
は
︑
縄
文
時
代
以
降
︑
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
至
る
ま
で
︑
つ
ま
り
は
明
治
維
新
に
い

た
る
ま
で
︑
大
規
模
な
農
耕
が
営
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒
そ
の
最
大
の
要
因
は
︑

森
と
海
と
川
と
︑
自
然
環
境
が
も
た
ら
し
て
く
れ
る
豊
か
な
資
源
に
あ
り
ま
す
︒
ル
ロ
ワ
＝
グ

ー
ラ
ン
は
︑
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
と
同
様
に
︑
そ
う
し
た
豊
か
な
狩
猟
採
集
社
会
に
︑
近
代
︑

つ
ま
り
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
価
値
観
と
は
異
な
っ
た
︑
も
う
一
つ
別
の
人
間
集
団
の
可
能
性
︑
造

形
的
思
考
と
直
結
す
る
可
能
性
を
見
出
し
た
の
で
す
︒
そ
こ
に
は
︑
や
は
り
大
規
模
な
農
耕
を

採
用
せ
ず
︑
一
万
年
以
上
も
持
続
し
た
豊
か
な
狩
猟
採
集
社
会
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
北
方

文
化
︑
縄
文
が
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
︒
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
に
と
っ
て
︑
ア
イ
ヌ
と
縄

文
は
︑
一
方
で
は
同
じ
時
代
を
生
き
て
い
る
空
間
的
な
他
者
と
し
て
︑
ま
た
も
う
一
方
で
は
異

な
っ
た
時
代
を
生
き
て
い
た
時
間
的
な
他
者
と
し
て
︑
互
い
に
分
身
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
も

の
と
し
て
理
解
さ
れ
た
は

ず
で
す
︒

も
ち
ろ
ん
︑
そ
こ
に
は

同
一
性
の
み
な
ら
ず
差
異

性
も
存
在
す
る
は
ず
で
す
︒

し
か
し
な
が
ら
︑
縄
文
の

社
会
を
考
え
て
い
く
上
で
︑

現
に
生
き
て
い
る
狩
猟
採

集
社
会
を
一
つ
の
モ
デ
ル

と
す
る
と
い
う
の
は
︑
一
つ
の
方
法
と
し
て
︑
充
分
に
根
拠
を
持
つ
と
思
わ
れ
ま
す
︒
過
去
を

再
現
し
て
い
く
た
め
に
は
︑
現
在
か
ら
の
推
論
が
必
要
不
可
欠
な
は
ず
で
す
︒
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー

ラ
ン
は
縄
文
か
ら
ア
イ
ヌ
を
見
︑
ア
イ
ヌ
か
ら
縄
文
を
見
ま
し
た
︒
そ
こ
に
共
有
さ
れ
て
い
た

の
は
︑
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
な
か
に
見
出
さ
れ
る
文
身
や
服
装
や
装
飾
︑
縄
文
の
人
々
の
な
か
に

見
出
さ
れ
る
︑
や
は
り
文
身
や
装
飾
や
︑
な
に
よ
り
も
あ
の
土
器
に
体
現
さ
れ
る
造
形
的
な
思

考
の
在
り
方
だ
っ
た
は
ず
で
す
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
に
よ
っ
て
︑
ル

ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
は
日
本
を
去
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す
︒
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
︑
つ
ま
り
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
代
に
︑
あ
ら
た
め
て
人
類
の
造
形
的
思
考
の
起
源
を
探
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
は
︑
洞
窟
壁
画
を
︑
未
開
で
野
蛮
で
︑
原
始
的
な
人
々
が
や
み
く
も
に

描
い
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ま
し
た
︒
そ
こ
に
は
︑
漢
字
の
よ
う
な
﹁
意
味
﹂
が
存
在
し
て

い
る
は
ず
だ
と
︒
そ
れ
は
︑
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
文
身
や
装
飾
に
︑
縄
文
の
土
器
や
土
偶
に
︑﹁
意

味
﹂
を
見
出
し
て
い
く
こ
と
と
直
結
し
て
い
た
は
ず
で
す
︒
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
は
︑
さ
ら
に

は
芸
術
の
起
源
に
つ
い
て
も
大
胆
な
見
解
を
述
べ
て
い
ま
す
︒
芸
術
は
︑
リ
ア
リ
ズ
ム
︑
外
界

を
忠
実
に
写
そ
う
と
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
の
で
は
な
い
︑
と
断
言
し
て
い
ま
す
︒
芸
術
は
︑

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
幾
何
学
的
な
文
身
や
文
様
︑
縄
文
土
器
や
縄
文
土
偶
の
非
具
象
的
な
造
形
︑
す

な
わ
ち
﹁
抽
象
﹂
か
ら
は
じ
ま
る
の
だ
と
論
じ
て
い
き
ま
す
︒
人
類
に
と
っ
て
の
造
形
的
な
思

考
︑
人
類
に
と
っ
て
の
装
飾
的
な
思
考
は
︑
そ
も
そ
も
﹁
抽
象
﹂
か
ら
生
ま
れ
︑
し
ば
ら
く
し

て
︑
そ
こ
か
ら
よ
う
や
く
リ
ア
リ
ズ
ム
に
た
ど
り
着
い
た
の
で
は
な
い
か
︒
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ

ン
の
こ
う
し
た
見
解
は
︑
現
代
芸
術
に
お
い
て
も
︑
最
も
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
問
題
提
起
と
な
る
で

し
ょ
う
︒

図47　伝統的な衣服を着たアイヌ
の男性（アルレット＆ルロワ＝グーラ
ン、山中一郎訳『アイヌへの旅　
北海道1938年』大阪文化研究会、
1922年より）

図48　数千年にわたる刺青
1,2,3：縄文文化の土偶の頭部
4：1900年頃の女性の刺青
5：刻線文様を施された木彫品。あるアイヌの老人
はそのふたつの三角形文様は刺青に由来すると考
えた。

（『アイヌの旅』より）
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ア
イ
ヌ
の
人
々
の
生
活
と
世
界
観
︑
縄
文
の
人
々
の
生
活
と
世
界
観
は
︑
安
定
し
た
狩
猟
採

集
社
会
と
い
う
点
で
︑
比
較
対
照
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な
い
の
か
︒
私
は
︑
そ
う
し
た

観
点
を
︑
考
古
学
を
専
攻
し
て
い
た
大
学
時
代
︑
渡
辺
仁
先
生
か
ら
学
び
ま
し
た
︵
残
念
な
が

ら
直
接
授
業
を
受
け
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︙
︙
︶︒
渡
辺
先
生
も
︑
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
と

同
じ
く
一
九
一
〇
年
代
に
生
ま
れ
て
︵
一
九
一
九-

一
九
九
八
︶︑
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
民
族
学
的
な

調
査
か
ら
は
じ
ま
り
︑
狩
猟
採
集
を
人
類
の
原
型
的
な
生
活
と
位
置
づ
け
︑
そ
の
研
究
の
最
終

段
階
で
縄
文
を
論
じ
ま
し
た
︒
私
は
︑
渡
辺
先
生
の
研
究
を
介
し
て
︑
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
の

思
想
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
の
み
な
ら
ず
︑
渡
辺
先
生
と
い
う
存
在
そ
の
も
の

を
介
し
て
︑
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
の
考
古
学
的
な
探
究
と
︑
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
の
人
類
学

的
な
探
究
を
一
つ
に
む
す
び
合
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
︒

渡
辺
先
生
の
名
前
を
世
界
に
知
ら
し
め
た
の
は
︑
一
九
六
六
年
に
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ
大
学

で
ひ
ら
か
れ
た
狩
猟
採
集
民
を
め
ぐ
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
︑﹁
マ
ン
・
ザ
・
ハ
ン
タ
ー
﹂
で
し

た
︵
同
名
の
報
告
書
も
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
︶︒
渡
辺
先
生
は
︑
そ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
日
本
か
ら

唯
一
招
か
れ
︑
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
生
活
を
︑﹁
エ
コ
・
シ
ス
テ
ム
﹂
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
ま
し

た
︒
豊
か
な
自
然
環
境
を
十
全
に
活
用
す
る
こ
と
で
︑
安
定
し
た
狩
猟
採
集
社
会
が
営
ま
れ
︑
長

期
間
︱
︱
千
年
か
ら
万
年
の
単
位
で
︱
︱
持
続
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
︑
と
い
う
主
旨
で
す
︒

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
ま
で
︑
狩
猟
採
集
社
会
は
︑
大
規
模
農
耕
社
会
に
比
し
て
︑﹁
未

開
﹂
で
﹁
野
蛮
﹂
で
あ
る
と
い
う
︑
社
会
進
化
論
的
な
通
念
が
一
般
に
ま
か
り
通
っ
て
い
ま
し

た
︒
し
か
し
︑
現
存
す
る
狩
猟
採
集
社
会
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
︑
そ
こ
に

は
大
規
模
農
耕
社
会
と
は
別
の
︑
つ
ま
り
は
︑﹁
蓄
積
﹂
に
価
値
が
置
か
れ
た
社
会
と
は
別
の
︑

も
う
一
つ
の
人
間
社
会
の
豊
か
な
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
︑
と
い
う
見
解

が
提
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒
そ
う
し
た
︑
狩
猟
採
集
社
会
に
対
す
る
新
た
な
知
見
が

集
大
成
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
し
た
︒

そ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
︑
ア
メ
リ
カ
の
人
類
学
者
マ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ー
リ
ン
ズ
は
︑
狩
猟
採

集
社
会
で
は
︑
大
規
模
農
耕
社
会
に
比
し
て
︑
労
働
時
間
は
短
く
︑
し
か
も
そ
の
労
働
は
遊
戯

と
見
分
け
が
つ
か
な
い
と
論
じ
︑
狩
猟
採
集
社
会
を
﹁
始
原
の
あ
ふ
れ
る
社
会
﹂
と
定
義
し
ま

し
た
︒
フ
ラ
ン
ス
の
人
類
学
者
︑
ク
ロ
ー
ド
・
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
も
ま
た
︑
先
ほ
ど
述
べ

た
﹁
熱
い
社
会
﹂
と
﹁
冷
た
い
社
会
﹂
の
対
比
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後

に
報
告
し
ま
し
た
︒
人
類
学
的
な
研
究
︑
考
古
学
的
な
研
究
に
一
つ
の
画
期
が
も
た
ら
さ
れ
た

の
で
す
︒
人
間
の
原
型
的
な
生
活
と
し
て
の
狩
猟
採
集
社
会
︒
そ
う
し
た
社
会
を
生
き
る
ア
イ

ヌ
の
人
々
は
︑
森
か
ら
ク
マ
を
与
え
ら
れ
︑
川
か
ら
サ
ケ
を
与
え
ら
れ
ま
す
︒
お
そ
ら
く
︑
縄

文
の
人
々
も
そ
う
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
︒
生
態
学
的
な
叡
智
︵
エ
コ
・
シ
ス
テ
ム
︶
を
も
と
に
︑

精
神
的
に
も
物
質
的
に
も
︑
豊
か
な
生
活

を
営
ん
で
い
た
は
ず
で
す
︒

た
だ
し
︑
そ
う
し
た
社
会
が
︑
す
べ
て

バ
ラ
色
で
あ
っ
た
と
は
思
え
ま
せ
ん
︒
自

然
と
人
間
が
等
し
い
よ
う
な
社
会
で
は
︑

当
然
の
こ
と
な
が
ら
人
間
が
特
別
視
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
ア
イ
ヌ
の
人
々

は
︑
自
分
た
ち
に
と
っ
て
最
高
の
力
を
持

つ
存
在
で
あ
る
ク
マ
を
殺
し
︑
共
食
し
︑
そ

の
首
を
飾
り
︑
生
命
を
自
然
に
戻
し
ま
す
︒
日
本
列
島
の
北
端
で
あ
る
北
海
道
に
住
む
人
々
が

ク
マ
の
首
を
狩
る
な
ら
︑
そ
の
国
境
を
超
え
た
南
端
︑
台
湾
に
住
む
︑
や
は
り
狩
猟
採
集
に
も

と
づ
い
た
﹁
原
住
民
﹂
の
人
々
は
︑
近
代
に
い
た
る
直
前
ま
で
︑
互
い
の
首
を
狩
っ
て
い
ま
し

た
︒
余
談
で
す
が
︑
日
本
列
島
の
北
と
南
に
存
在
す
る
狩
猟
採
集
民
の
末
裔
︑
ア
イ
ヌ
の
人
々

と
台
湾
原
住
民
の
人
々
を
モ
デ
ル
に
し
て
柳
田
國
男
の
﹁
山
人
﹂
像
が
形
づ
く
ら
れ
ま
す
︒
日

本
民
俗
学
の
起
源
で
も
あ
り
ま
す
︒

森
羅
万
象
す
べ
て
の
も
の
に
生
命
が
宿
る
狩
猟
採
集
社
会
で
は
︑
人
間
と
動
物
︑
人
間
と
森

羅
万
象
の
差
異
が
消
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
︒
生
命
を
殺
し
︑
そ
れ
を
共
食
す
る
こ
と
が
︑
生
命

を
生
か
す
こ
と
で
あ
る
︒
そ
れ
は
豊
か
で
あ
る
と
と
も
に
︑
残
酷
な
社
会
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
︒

レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
が
そ
の
ご
く
近
く
に
い
た
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
︱
︱
そ
こ
に
岡
本

太
郎
の
盟
友
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
バ
タ
イ
ユ
も
含
ま
れ
ま
す
︱
︱
は
︑
そ
う
し
た
﹁
未
開
﹂

に
し
て
﹁
野
蛮
﹂
な
社
会
︑
豊
か
で
残
酷
な
狩
猟
採
集
社
会
に
︑
芸
術
を
刷
新
す
る
力
を
見
出

し
ま
し
た
︒
私
た
ち
も
︑
そ
の
両
義
性
に
し
て
二
重
性
を
︑
い
ま
あ
ら
た
め
て
再
検
討
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
︒
そ
こ
で
は
人
間
と
自
然
が
等
し
く
︑
生
と
死
が
等
し
く
︑
表

意
文
字
と
表
音
文
字
が
等
し
い
よ
う
な
時
空
が
広
が
っ
て
い
る
は
ず
で
す
︒

イ
メ
ー
ジ
思
考
の
人
類
史

最
後
に
︑
こ
れ
ま
で
の
先
生
方
の
お
話
を
一
つ
に
総
合
す
る
よ
う
な
形
で
︑
ア
ン
ド
レ
・
ル

ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
の
代
表
作
︑﹃
身
ぶ
り
と
言
葉
﹄
に
集
大
成
さ
れ
た
︑
イ
メ
ー
ジ
的
思
考
の
人

類
史
を
簡
単
に
ま
と
め
て
︑
私
の
話
を
終
わ
り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
︒
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン

の
﹁
身
ぶ
り
と
言
葉
﹂
を
め
ぐ
る
人
類
史
は
︑
渡
辺
先
生
の
﹁
直
立
二
足
歩
行
﹂
に
よ
る
狩
猟

採
集
の
は
じ
ま
り
と
い
う
人
類
史
と
一
つ
に
重
な
り
合
い
ま
す
︒
そ
れ
で
は
︑
二
人
は
︑
人
間

図49　アイヌの人々が祀る熊の首
（『アイヌ民族誌』第一法規、1969
年より）
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の
誕
生
︑
造
形
的
思
考
の
誕
生
に
至
る
ま
で
に
︑
一
体
ど
の
よ
う
な
過プ

ロ
セ
ス程

を
見
出
し
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
︒

ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
は
︑
北
京
原
人
を
発
見
し
た
師
︑
テ
イ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
引
き
受
け
︑
引
き
継
ぎ
ま
す
︒
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
は
︑
こ
う
宣
言
し
ま
す
︒
霊

長
類
の
中
で
直
立
二
足
歩
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
者
た
ち
だ
け
が
︑
人
間
に
な
る
こ
と
が
で
き

た
︵
こ
の
見
解
は
渡
辺
仁
先
生
に
も
共
有
さ
れ
て
い
ま
す
︶︒
し
か
も
︑
そ
の
直
立
二
足
歩
行
は
︑
突

如
と
し
て
可
能
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
︑
そ
れ
ま
で
の
膨
大
な
進
化
︱
︱
外
的
な
環
境
と
内

的
な
遺
伝
の
相
互
関
係
︱
︱
の
歴
史
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
︒
脳
の
拡
大
と
複
雑
化
は
︑
直

立
二
足
歩
行
の
結
果
で
あ
り
︑
そ
の
原
因
で
は
な
い
︒
そ
し
て
︑
生
命
が
身
に
ま
と
う
そ
の
身

体
の
構
造
は
︑
単
純
な
も
の
か
ら
複
雑
な
も
の
ま
で
︑
水
中
の
単
細
胞
生
物
か
ら
人
間
に
至
る

ま
で
断
続
し
て
は
お
ら
ず
︑
一
つ
に
連
続
し
て
い
る
︒

ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
は
︑
こ
う
ま
と
め
て
い
ま
す
︒
直
立
歩
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
手
が
自

由
に
な
り
︑
さ
ま
ざ
ま
な
﹁
も
の
﹂
に
働
き
か
け
︑
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
を
作
れ
る
よ
う
に
な
る
︒

そ
の
結
果
と
し
て
︑
首
を
支
え
る
筋
肉
が
落
ち
︑
顔
が
小
さ
く
な
る
︒
顔
と
い
う
身
体
の
部
分

が
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
機
能
を
︑
自
由
に
な
っ
た
手
は
︑
外
に
見
出
す
こ
と
を
可
能
に
し

ま
す
︒
動
物
は
口
で
直
接
獲
物
を
捕
獲
し
︑
咀
嚼
し
︑
消
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
︒
そ

の
必
要
が
な
く
な
る
の
で
歯
が
退
化
し
て
い
く
︒
顔
が
小
さ
く
な
り
︑
歯
が
退
化
し
︑
首
の
筋

肉
が
衰
え
る
こ
と
で
は
じ
め
て
︑
頭
が
自
立
し
︑
額
が
出
て
︑
脳
の
体
積
が
増
大
す
る
︒
人
間

を
定
義
づ
け
る
の
は
手
と
脳
髄
だ
︒
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
は
︑
そ
う
言
い
ま
す
︒

﹃
身
ぶ
り
と
言
葉
﹄
で
は
︑
大
変
印
象
的
な
生
命
進
化
論
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
︒
原
初
の
生

命
体
は
︑
そ
の
身
体
を
変
化
さ
せ
る
上
で
︑
一
つ
の
選
択
を
し
た
︒
中
心
か
ら
放
射
状
に
広
が

る
か
︑
左
右
対
称
性
を
持
つ
か
の
い
ず
れ
か
の
道
を
選
ん
だ
︒
放
射
状
の
生
命
体
︑
ク
ラ
ゲ
や

イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
は
︑
水
中
を
漂
い
︑
水
中
で
生
き
る
上
で
︑
こ
れ
以
上
は
な
い
適
応
を
果
た

し
た
︒
だ
か
ら
生
命
の
進
化
は
そ
こ
で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
︒
生
命
体
と
し
て
完
結
し
て
し
ま

っ
た
︒
一
方
︑
左
右
対
称
性
を
選
ん
だ
生
命
体
は
︑
外
界
と
内
界
を
む
す
び
合
わ
せ
る
た
め
に
︑

左
右
対
称
に
形
づ
く
ら
れ
た
身
体
の
諸
機
関
を
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
︒
鰭
が
四
肢
と
な
り
︑
や

が
て
海
か
ら
陸
に
出
た
︒
放
射
状
の
生
命
体
は
海
を
出
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
︒
陸
に
出
た

左
右
対
称
性
の
生
命
体
に
は
︑
そ
の
結
果
と
し
て
︑
人
間
に
至
る
ま
で
の
道
が
ひ
ら
け
た
︒
当

然
の
こ
と
な
が
ら
︑
そ
の
変
化
＝
進
化
の
道
は
い
ま
だ
閉
じ
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
︒

は
じ
め
て
二
足
歩
行
し
た
人
類
の
祖
先
は
︑
自
由
に
な
っ
た
手
を
使
っ
て
石
と
触
れ
合
っ
た
︒

し
か
し
︑
最
初
は
き
わ
め
て
シ
ン
プ
ル
で
す
︒
自
由
に
な
っ
た
手
で
︑
た
だ
石
を
割
る
だ
け
︒
そ

れ
が
前
期
旧
石
器
時
代
の
人
類
の
道
具
で
あ
り
︑
そ
の
段
階
が
︑
気
が
遠
く
な
る
ほ
ど
長
く
続

き
ま
す
︒
使
わ
れ
た
石
の
道
具
︑﹁
石
器
﹂
は
旧
式
の
も
の
︑
す
な
わ
ち
旧
石
器
︑
古
い
石
器
の

時
代
で
す
︒
こ
の
時
代
の
石
器
は
︑
た
だ
石
を
割
っ
た
だ
け
で
す
か
ら
︑
自
然
物
と
見
分
け
が

つ
き
ま
せ
ん
︒
自
然
物
と
見
分
け
が
つ
か
な
い
石
器
を
︑
さ
ら
に
直
接
に
手
を
使
わ
ず
︑
石
を

用
い
て
細
分
化
し
て
い
く
︒
さ
ま
ざ
ま
な
石
の
道
具
か
ら
︑
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
石
の
道
具
が

作
ら
れ
て
い
く
︒
そ
こ
か
ら
新
し
い
段
階
が
は
じ
ま
り
ま
す
︒
人
類
が
こ
の
段
階
に
到
達
し
た

の
が
︑
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
の
時
代
に
は
︑
三
万
五
〇
〇
〇
年
ぐ
ら
い
前
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
︒
人
類
に
造
形
的
思
考
︑
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
思
考
が
芽
生
え
る
の
は
そ
の
段
階
で
あ
る
︒
そ

の
達
成
と
し
て
︑
洞
窟
壁
画
が
残
さ
れ
た
︒
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
は
︑
そ
う
考
え
ま
し
た
︒

人
間
が
人
間
と
な
る
上
で
︑
手
と
口
は
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
︒
手
が
自
由
に
な
る
こ
と

で
︑
口
が
自
由
に
な
っ
た
︒
口
は
︑
も
の
を
咀
嚼
す
る
だ
け
で
な
く
︑
意
味
を
持
っ
た
音
を
発

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
つ
ま
り
言
語
が
誕
生
し
た
︒
そ
の
発
生
期
の
言
語
に
お

い
て
は
︑
音
と
意
味
の
間
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
︒
音
は
一
列
に
つ
な
が
り
︑
意
味
は
パ

ノ
ラ
マ
状
に
広
が
る
︒
音
は
時
間
的
な
性
質
を
持
ち
︑
意
味
は
空
間
的
な
性
質
を
持
っ
て
い
る
︒

音
と
意
味
︑
時
間
と
空
間
︑
音
楽
と
絵
画
は
︑
原
初
の
言
葉
に
お
い
て
は
一
つ
に
融
け
合
っ
て

い
た
︒
し
か
も
︑
そ
の
原
初
の
言
葉
は
具
象
性
を
持
た
ず
︑
き
わ
め
て
抽
象
的
な
も
の
だ
っ
た
︒

音
楽
で
あ
り
︑
数
学
で
あ
り
︑
そ
し
て
同
時
に
イ
メ
ー
ジ
そ
の
も
の
で
も
あ
る
も
の
︒
ル
ロ
ワ

＝
グ
ー
ラ
ン
は
︑
洞
窟
壁
画
を
︑
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉
え
ま
し
た
︒
縄
文
の
人
々
は
︑
全

世
界
的
に
農
耕
が
は
じ
ま
り
︑
音
と
意
味
︑
時
間
と
空
間
︑
音
楽
と
イ
メ
ー
ジ
︵
絵
画
︶
を
分

け
て
考
え
る
よ
う
に
な
る
時
代
が
訪
れ
て
も
︑
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
な
造
形
思
考
︑
そ
れ
を
生
み
出

し
た
直
立
二
足
歩
行
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
狩
猟
採
集
を
捨
て
去
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
︒

洞
窟
壁
画
と
縄
文
土
器
を
︑
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
の
探
究
を
介
し
て
一
つ
に
結
び
つ
け
る
こ

と
は
充
分
に
可
能
な
の
で
す
︒

人
間
の
原
型
的
な
生
活

も
う
少
し
だ
け
︑
話
を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒
霊
長
類
の
な
か
で
直
立
二
足
歩
行
す

る
の
は
人
類
だ
け
で
す
︒
人
類
は
道
具
を
作
り
︑
狩
猟
を
は
じ
め
ま
す
︒
霊
長
類
の
な
か
で
︑
肉

食
す
る
の
も
人
類
だ
け
な
の
で
す
︒
人
類
は
︑
動
物
を
狩
猟
し
︑
植
物
を
採
集
す
る
︒
狩
猟
採

集
と
は
︑
動
物
と
植
物
の
い
ず
れ
と
も
密
接
に
関
わ
る
生
存
の
方
法
で
す
︒
人
類
は
動
物
に
通

じ
︑
植
物
に
通
じ
て
い
る
︒
ま
さ
に
エ
コ
・
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
狩
猟
採
集
社
会
こ
そ
が
︑
人

間
に
と
っ
て
原
型
的
な
生
活
の
在
り
方
だ
っ
た
の
で
す
︒
人
間
を
生
み
落
と
し
た
自
然
環
境
と

絶
妙
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
生
き
方
で
も
あ
り
ま
し
た
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
あ
る
地
点
で
︑
そ
こ
︑
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﹁
冷
た
い
﹂
狩
猟
採
集
社
会
か
ら
﹁
熱
い
﹂
資
本
主
義
社
会
へ
と
一
直
線
に
通
じ
て
い
く
大
規
模

農
耕
社
会
が
生
み
落
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
は
︑
不
安
定
な
移
動
を
と
も
な
っ
た
動
物
の
狩
猟
を
捨
て
︑
定
住
に
よ

る
植
物
の
採
集
を
選
ん
だ
地
点
に
︑
古
代
と
現
代
を
分
け
る
画
期
を
見
出
し
ま
す
︒
定
住
し
︑
狩

猟
を
や
め
︑
植
物
の
栽
培
と
植
物
の
採
集
に
特
化
さ
れ
た
社
会
か
ら
︑
大
規
模
な
農
耕
社
会
が

生
み
落
と
さ
れ
︑
都
市
に
ま
で
発
展
し
て
い
き
ま
す
︒
動
物
と
植
物
の
分
離
︑
狩
猟
と
採
集
︵
農

耕
︶
の
分
離
は
︑
同
時
に
表
音
文
字
と
表
意
文
字
の
分
離
を
と
も
な
い
ま
し
た
︒
都
市
︑
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
︑
中
央
集
権
的
な
権
力
は
ほ
ぼ
同
時
に
発
生
し
た
の
で
す
︒
そ
れ
と
と
も
に
動
物

の
狩
猟
を
捨
て
な
か
っ
た
人
々
は
︑
牧
畜
民
を
経
て
︑
遊
牧
民
に
な
っ
て
い
っ
た
︒
中
央
集
権

的
な
都
市
生
活
者
と
︑
そ
の
外
側
を
生
き
る
遊
牧
民
と
の
闘
い
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
成
立
で
ピ

ー
ク
を
迎
え
ま
す
︒
遊
牧
民
は
都
市
を
持
た
ず
︑
都
市
を
破
壊
し
ま
す
︒
権
力
と
反
権
力
が
正

面
か
ら
激
突
し
ま
す
︒

し
か
し
な
が
ら
︑
縄
文
の
人
々
は
︑
都
市
と
遊
牧
︑
権
力
と
反
権
力
を
と
も
に
生
み
出
す
起

源
と
な
っ
た
人
間
の
原
型
的
な
生
活
︑
動
物
の
狩
猟
と
植
物
の
採
集
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
結
び
つ

き
︑
表
音
文
字
に
し
て
表
意
文
字
で
も
あ
る
よ
う
な
造
形
的
思
考
︑
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
思
考
を

体
現
す
る
職
人
的
な
表
現
に
し
て
芸
術
的
な
表
現
︑
す
な
わ
ち
縄
文
土
器
や
縄
文
土
偶
を
創
り

出
す
こ
と
を
や
め
な
か
っ
た
︒
そ
の
文
化
を
一
万
年
以
上
も
持
続
さ
せ
た
︒
世
界
最
古
の
都
市

が
創
り
上
げ
ら
れ
る
時
期
に
︑
縄
文
土
器
の
表
現
も
ま
た
頂
点
を
迎
え
ま
す
︵
縄
文
中
期
︶︒
縄

文
の
人
々
は
︑
巨
大
で
強
力
な
都
市
を
創
り
上
げ
る
力
を
︑
日
常
品
で
あ
る
と
と
も
に
非
日
常

︱
︱
四
次
元
︱
︱
に
ひ
ら
か
れ
た
道
具
に
し
て
芸

術
作
品
と
し
て
結
晶
化
さ
せ
た
の
で
す
︒
縄
文
の

人
々
は
︑
時
間
と
空
間
︑
音
楽
と
絵
画
が
と
も
に

生
み
出
さ
れ
て
く
る
︑
精
神
の
起
源
に
し
て
身
体

の
起
源
で
あ
る
四
次
元
を
造
形
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
︒

ロ
ッ
ク
カ
ー
ビ
ン
グ
と
い
う
主
題
を
与
え
ら
れ

た
私
が
︑
今
後
と
も
深
め
て
い
き
た
い
の
は
︑
そ

の
よ
う
な
造
形
的
思
考
の
起
源
︑
人
間
の
原
型
的

な
生
活
を
︑
洞
窟
壁
画
と
縄
文
土
器
に
︑
ア
ン
ド

レ
・
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
の
考
古
学
と
ク
ロ
ー
ド
・

レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
の
人
類
学
が
交
差
す
る
地

点
に
形
づ
く
ら
れ
た
︑
現
実
と
超
現
実
の
境
界
を

乗
り
越
え
て
い
く
四
次
元
的
な
芸
術
表
現
︑
岡
本
太
郎
が
体
現
す
る
よ
う
な
芸
術
表
現
に
探
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

鎌
田　

安
藤
礼
二
先
生
︑
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

前
半
三
人
の
講
演
が
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
︑
小
さ
い
ま
と
め
を
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
﹁
大
地
の
記
憶
を
彫
る
﹂
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
︑﹁
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
・

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ロ
ッ
ク
カ
ー
ビ
ン
グ
と
身
心
変
容
﹂
と
い
う
副
題
を
付
け
ま
し
た
︒

そ
の
こ
と
の
始
ま
り
は
︑
齊
藤
さ
ん
の
お
宅
に
行
っ
て
︑
わ
れ
わ
れ
全
員
が
そ
の
ス
カ
ン
ジ

ナ
ビ
ア
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ロ
ッ
ク
カ
ー
ビ
ン
グ
の
図
象
と
い
う
も
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
︑

こ
れ
は
何
か
︑
ち
ょ
っ
と
こ
こ
を
掘
り
下
げ
て
み
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
︒

昨
年
︵
二
〇
一
六
年
︶
の
八
月
に
少
人
数
で
一
度
行
っ
て
︑
一
一
月
の
二
度
目
は
全
員
で
行
き

ま
し
た
︒
そ
の
と
き
す
ぐ
に
上
智
大
学
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
と
︑
多
摩
美

術
大
学
で
展
覧
会
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
決
め
︑
そ
れ
を
皮
切
り
に
数
年
が
か
り
で
も
う
少

し
継
続
的
な
催
し
を
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
方
向
性
が
定
ま
り
ま
し
た
︒

今
日
︑
そ
の
冒
頭
に
齊
藤
さ
ん
か
ら
︑
こ
と
の
起
こ
り
で
あ
っ
た
大
野
忠
男
さ
ん
か
ら
始
ま

っ
た
拓
本
の
研
究
の
こ
と
を
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
︒
ロ
ッ
ク
カ
ー
ビ
ン
グ
の
拓
本
取
り
は
︑
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
始
ま
り
︑
そ
こ
か
ら
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
に
拡
大
し
ま
し
た
︒
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ

ア
で
は
︑
大
野
さ
ん
は
十
分
に
掘
り
下
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
︑
齊
藤
さ
ん
が

大
野
さ
ん
の
意
思
を
受
け
継
い
で
︑
さ
ら
に
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
の
ロ
ッ
ク
カ
ー
ビ
ン
グ
の
持
っ

て
い
る
世
界
観
︑
宇
宙
観
を
掘
り
起
こ
し
て
い
く
の
で
す
が
︑
そ
の
き
っ
か
け
は
中
国
の
書
で

あ
り
︑
字
で
し
た
︒
齊
藤
さ
ん
は
書
道
家
で
す
か
ら
︑
中
国
の
漢
字
の
起
源
と
ロ
ッ
ク
カ
ー
ビ

ン
グ
に
描
か
れ
た
図
象
の
形
象
が
ど
う
切
り
結
び
︑
ま
た
ど
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
に
分
化
し
て

い
っ
た
か
を
探
ろ
う
と
し
た
わ
け
で
す
︒

一
方
で
は
︑
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
へ
変
換
し
︑
一
方
で
は
漢
字
に
進
化
し
た
︒
こ
の
分
岐
点
は

ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
︒
そ
こ
に
建
物
や
空
間
を
補
助
線
と
し
て
引
く
こ
と
で
︑
こ
の
分
岐
点
を

考
え
て
い
く
手
が
か
り
を
問
題
提
起
し
て
く
れ
ま
し
た
︒

そ
れ
に
対
し
て
︑
鶴
岡
さ
ん
は
︑
従
来
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
中
心
史
観
に
対
し
て
︑

ユ
ー
ロ

＝

ア
ジ
ア
と
い
う
観
点
を
問
題
提
起
し
ま
し
た
︒
こ
れ
ま
で
わ
れ
わ
れ
が
世
界
や
地
球

全
体
を
見
渡
す
と
き
に
︑
古
く
は
エ
ジ
プ
ト
中
心
と
か
︑
近
代
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
と
か
︑
現

代
は
ア
メ
リ
カ
中
心
と
か
︑
い
ろ
い
ろ
な
中
心
軸
を
設
け
て
き
た
け
れ
ど
も
︑
も
っ
と
オ
ー
ル

ラ
ウ
ン
ド
な
︑
大
地
が
つ
な
が
り
︑
海
が
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
視
点
が
必
要
だ
︒
そ
こ
で
︑

﹁
生
命
再
生
の
螺
旋
と
円
環
﹂
と
い
う
テ
ー
マ
で
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
ケ
ル
ト
の
十
字
架
や
﹃
ケ
ル

図50　人面香炉形土器　曾利（『井戸尻　第８集』井
戸尻考古館、2006年より）
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ズ
の
書
﹄﹃
ダ
ロ
ウ
の
書
﹄
で
あ
る
と
か
︑
ニ
ュ
ー
グ
レ
ン
ジ
の
古
墳
の
図
象
か
ら
ケ
ル
ト
や
装

飾
﹃
聖
書
﹄
の
世
界
ま
で
つ
な
ぐ
装
飾
的
思
考
の
変
遷
を
読
み
解
い
て
く
れ
ま
し
た
︒
そ
し
て

そ
の
装
飾
的
思
考
が
ど
の
よ
う
に
し
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
展
開
し
て
き
た
か
と
い
う
具
体
例
を

示
し
て
く
れ
ま
し
た
︒

さ
ら
に
そ
の
装
飾
的
思
考
を
︑
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
の
造
形
の
思
考
の
展
開
を
通
し
て
︑
安

藤
礼
二
さ
ん
が
ユ
ー
ロ

＝

ア
ジ
ア
と
日
本
へ
と
そ
の
補
助
線
を
つ
な
い
で
く
れ
ま
し
た
︒
安
藤

さ
ん
の
師
匠
に
当
た
る
縄
文
考
古
学
者
の
渡
辺
仁
先
生
の
業
績
と
結
び
付
け
な
が
ら
︑
こ
の
図

象
が
持
っ
て
い
る
造
形
性
の
起
源
と
︑
人
類
進
化
の
過
程
で
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
装
飾
的
思
考

の
展
開
を
遂
げ
て
き
た
の
か
を
問
題
提
起
し
て
く
れ
ま
し
た
︒

こ
こ
で
︑
一
〇
分
間
の
休
憩
の
後
︑
講
演
の
後
半
は
そ
れ
を
受
け
て
︑
主
に
日
本
の
縄
文
を

﹁
石
と
人
﹂
と
い
う
テ
ー
マ
で
石
井
匠
さ
ん
が
発
表
し
︑
私
が
﹁
ド
ゥ
ル
イ
ド
と
修
験
者
﹂
と
い

う
観
点
か
ら
︑
修
験
道
と
い
う
日
本
の
修
道
文
化
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
修
道
世
界
を
対
照
対
比

し
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
︒

そ
れ
か
ら
皆
さ
ん
に
入
場
の
際
に
︑
伊
勢
の
猿
田
彦
神
社
の
猿
田
彦
大
神
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
か

つ
て
発
行
し
て
お
り
ま
し
た
﹃
神
楽
座
﹄
と
﹃
あ
ら
は
れ
﹄
と
い
う
雑
誌
を
一
部
ず
つ
差
し
上
げ

ま
し
た
が
︑
い
く
つ
か
残
部
が
会
場
を
出
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
の
で
︑
ほ
し
い
方
は
一
号
か

ら
一
二
号
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
の
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
︒
何
冊
で
も
無
料
で
差
し
上
げ
ま

す
︒
こ
れ
は
大
変
貴
重
な
資
料
な
の
で
す
が
︑
特
別
に
お
分
け
し
ま
す
︒
で
は
︑
休
憩
し
ま
す
︒

︵
休
憩
︶

鎌
田　

皆
さ
ま
︑
そ
ろ
そ
ろ
お
席
に
お
戻
り
く
だ
さ
い
︒
後
半
を
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
︒

そ
れ
で
は
︑
次
の
発
表
者
︑
國
學
院
大
學
博
物
館
学
芸
員
の
石
井
匠
先
生
に
お
願
い
し
ま
す
︒

講
演
4

石
と
人

―
岡
本
太
郎
が
観
想
し
た
反
転
の「
生
物
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」

石
井　
匠

は
じ
め
に

み
な
さ
ん
︑
こ
ん
に
ち
は
︒
石
井
匠
と
申
し
ま
す
︒
石
井
が
﹁
石
と
人
﹂
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
︑
石
と
死
者
の
岡
本
太
郎
の
話
を
し
ま
す
︒
前

半
の
お
三
方
の
お
話
は
︑
い
ろ
い
ろ
つ
な
が
る
と

こ
ろ
が
あ
る
な
と
思
い
な
が
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
︒

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
﹁
岡
本
太
郎
が
観
想
し
た
反
転

の
﹃
生
物
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
﹄﹂
と
し
ま
し
た
︒
私
の
深

読
み
も
入
っ
た
岡
本
太
郎
の
石
に
対
す
る
考
え
方

を
中
心
に
︑
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
︒

ス
ラ
イ
ド
冒
頭
に
掲
げ
て
い
ま
す
の
は
︑
岡
本

太
郎
の
﹃
美
の
呪
力
﹄
と
い
う
本
の
表
紙
で
す
︵
図
51
︶︒
一
九
七
一
年
に
新
潮
社
か
ら
出
版
さ

れ
ま
し
た
︒
こ
の
表
紙
の
写
真
は
︑
カ
ナ
ダ
の
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
人
た
ち
が
積
み
上
げ
た
︑
イ
ヌ

ク
シ
ュ
ク
と
い
う
石
積
み
で
す
︒
二
〇
一
〇
年
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
五
輪
の
シ
ン
ボ
ル
に
も

な
り
ま
し
た
︒
こ
れ
は
人
型
に
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
︑
岡
本
太
郎
に
よ
れ
ば
イ
ヌ
ク
シ
ュ

ク
と
い
う
名
称
に
は
﹁
人
間
的
力
で
行
為
を
す
る
も
の
﹂
と
い
う
意
味
も
あ
る
そ
う
で
す
︒
こ

の
本
は
︑
裏
表
紙
に
綾
取
り
の
写
真
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
︑
本
の
内
容
も
石
の
話
に
始
ま

り
︑
岡
本
は
最
後
に
ケ
ル
ト
の
組
紐
や
綾
取
が
啓
示
す
る
問
題
に
踏
み
込
ん
で
い
き
ま
す
︒

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
す
る
に
あ
た
り
︑
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
い
た
と
こ
ろ
︑
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
︑
大
野
忠
男
さ
ん
の
ご
著
書
を
取
り
寄
せ
ま
し
た
︒﹃
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
に
求
め
た
か
み
・
ひ
と
・
か
た
ち
︱
宗
教
・
社
会
・
芸
術
の
ひ
ろ
が
り
の
中
で
﹄︵
一
九
八

一
年
︑
泰
流
社
︶
と
い
う
本
の
表
紙
の
見
返
し
に
︑﹁
イ
メ
ー
ジ
の
凄
み
︑
純
粋
さ
に
心
か
ら
拍

手
を
お
く
っ
て
き
た
﹂
と
い
う
題
で
岡
本
太
郎
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
︒

﹁
大
野
忠
男
さ
ん
の
ケ
ル
ト
文
化
に
よ
せ
る
情
熱
は
見
事
だ
︒
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
く
ま
な
く
踏

査
し
︑
す
ば
ら
し
い
写
真
や
拓
本
を
と
っ
て
︑
何
度
も
展
覧
会
を
ひ
ら
き
︑
写
真
集
も
あ
る
︒

私
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
源
流
に
生
き
て
い
た
ケ
ル
ト
に
強
烈
に
魅
せ
ら
れ
て
い
る
︒
だ
か
ら

大
野
さ
ん
の
捉
え
て
く
る
イ
メ
ー
ジ

の
凄
み
︑
純
粋
さ
に
心
か
ら
拍
手
を

お
く
っ
て
き
た
が
︑
こ
こ
に
は
彼
が

そ
の
踏
査
の
間
に
考
え
た
こ
と
が
細

や
か
に
綴
ら
れ
て
い
る
︒

私
が
日
本
文
化
で
最
も
感
動
す
る

の
は
縄
文
だ
︒
あ
の
渦
巻
く
よ
う
な

神
秘
の
造
型
︒
今
日
の
文
化
に
は
失

わ
れ
て
し
ま
っ
た
人
間
根
源
の
情
感

石井　匠

図51　岡本太郎『美の呪力』新潮
社、1971年
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が
ほ
と
ば
し
っ
て
い
る
︒
ケ
ル
ト
が
そ
れ
に
そ
っ
く
り
な
の
に
驚
く
︒
時
間
︑
空
間
︑
素
材
︑
ま

っ
た
く
か
け
離
れ
て
い
る
が
︑
そ
の
生
命
感
は
時
空
を
超
え
て
つ
な
が
っ
て
い
る
︒

芸
術
︱
︱
人
間
精
神
と
は
そ
う
い
う
も
の
な
の
だ
︒
大
野
さ
ん
も
そ
れ
を
よ
く
知
っ
て
い
る
︒

い
わ
ゆ
る
文
明
が
発
達
す
る
と
︑
ケ
ル
ト
や
縄
文
の
あ
の
激
し
く
流
れ
︑
無
限
に
回
帰
す
る
自

然
の
情
念
は
薄
れ
て
行
く
︒
そ
れ
を
と
り
戻
す
た
め
に
︑
ケ
ル
ト
へ
の
旅
に
誘
っ
て
く
れ
る
こ

の
本
は
貴
重
で
あ
る
﹂

大
野
さ
ん
と
岡
本
太
郎
に
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
と
は
︑
私
は
全
然
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒
岡

本
太
郎
の
﹃
美
の
呪
力
﹄
の
中
に
ケ
ル
ト
の
組
紐
の
話
が
出
て
き
ま
す
︒
先
ほ
ど
︑
安
藤
先
生

の
ご
発
表
の
な
か
に
ア
イ
ヌ
の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
︑
岡
本
も
北
海
道
へ
ア
イ
ヌ
の
調
査
に
行

っ
て
は
い
る
の
で
す
が
︑
彼
に
は
あ
ま
り
ピ
ン
と
く
る
も
の
が
な
か
っ
た
よ
う
で
す
︒

た
だ
︑
岡
本
は
沖
縄
に
も
の
す
ご
く
シ
ン
パ
シ
ー
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
す
︒
縄
文
の
発
見

か
ら
彼
の
日
本
の
基
層
文
化
の
探
索
が
始
ま
り
ま
す
が
︑
そ
の
次
に
出
会
っ
た
の
が
沖
縄
で
し

た
︒
沖
縄
に
感
動
し
た
後
︑
東
北
へ
向
か
い
ま
す
︒
そ
こ
か
ら
韓
半
島
へ
行
き
︑
そ
の
後
︑
彼

の
思
索
は
鶴
岡
先
生
が
提
言
さ
れ
て
い
る
ユ
ー
ロ

＝

ア
ジ
ア
を
突
き
抜
け
て
︑
ユ
ー
ラ
シ
ア
大

陸
を
挟
ん
だ
日
本
列
島
の
反
対
側
の
古
層
の
文
化
︑
ケ
ル
ト
に
た
ど
り
着
く
︒
ケ
ル
ト
と
縄
文

を
お
そ
ら
く
最
初
に
比
較
し
た
の
は
岡
本
太
郎
だ
と
思
い
ま
す
が
︑
そ
れ
が
﹃
美
の
呪
力
﹄
の

中
に
い
ろ
い
ろ
と
書
か
れ
て
い
ま
す
︒
文
庫
版
の
解
説
を
鶴
岡
先
生
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
︑
関

心
の
あ
る
方
は
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
︒

前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
︑
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
臨
む
に
あ
た
っ
て
︑
偶
然
で
す

が
︑
大
野
さ
ん
の
著
作
に
出
会
い
︑
岡
本
太
郎
の
言
葉
と
出
会
い
︑
本
日
の
お
三
方
の
発
表
を

聞
い
て
い
て
見
事
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
︒

で
は
︑
本
題
に
入
り
ま
し
ょ
う
︒
先
ほ
ど
︑
鶴
岡
先
生
の
ご
発
表
に
も
出
て
き
ま
し
た
が
︑
最

初
は
動
物
と
植
物
と
石
の
ス
ラ
イ
ド
で
す
︒
私
た
ち
は
︑
あ
ま
り
石
に
は
シ
ン
パ
シ
ー
を
感
じ

ま
せ
ん
︒
植
物
に
対
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
︒
動
物
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
︒
み
な
さ
ん
は
︑
ペ

ッ
ト
に
は
何
を
感
じ
ま
す
か
︒
動
物
愛
護
団
体
は
あ
り
ま
す
が
︑
植
物
愛
護
団
体
は
聞
い
た
こ

と
が
な
い
で
す
ね
︒
石
愛
護
団
体
︑
鉱
物
愛
護
団
体
も
き
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
︒

な
ぜ
︑
私
た
ち
は
人
間
に
身
近
な
も
の
だ
け
に
愛
を
注
ぎ
︑
特
別
な
感
情
を
持
つ
の
か
︒
私

た
ち
は
非
生
命
︑
無
機
物
に
対
し
て
何
を
感
じ
︑
考
え
て
き
た
の
か
︒
た
だ
の
道
端
の
石
こ
ろ

は
蒐
集
の
対
象
に
も
な
り
ま
せ
ん
が
︑
結
晶
体
は
コ
レ
ク
タ
ー
が
い
ま
す
し
︑
世
界
各
地
の
科

学
博
物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
︒
そ
う
い
っ
た
鉱
石
に
に
じ
り
よ
っ
て
拡
大
写

真
を
と
っ
て
み
る
と
︑
じ
つ
は
思
い
も
よ
ら
な
い
︑
見
た
こ
と
も
な
い
世
界
が
広
が
っ
て
い
ま

す
︒
拡
大
し
た
鉱
物
の
表
面
は
︑
ま
る
で
植
物
の
よ
う
な
︑
生
物
に
も
み
え
る
の
で
す
が
︑
非

生
命
の
鉱
物
で
す
︒

人
間
中
心
主
義
を
ひ
っ
く
り
返
す
―
反
転
の「
生
物
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」

私
た
ち
の
常
識
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
の
は
︑
人
間
中
心
主
義
の
生
物
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
す
︒
ス

テ
フ
ァ
ノ
・
マ
ン
ク
ー
ゾ
と
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ラ
・
ヴ
ィ
オ
ラ
両
氏
が
書
い
た
﹃
植
物
は
︿
知
性
﹀

を
も
っ
て
い
る
︱
二
〇
の
感
覚
で
思
考
す
る
生
命
シ
ス
テ
ム
﹄︵
N
H
K
出
版
︑
二
〇
一
五
年
︶

と
い
う
本
の
中
に
︑
一
五
〇
九
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
刊
行
さ
れ
た
﹃
知
恵
の
書
﹄
に
図
版
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
︑
い
わ
ゆ
る
生
物
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
転
載
さ
れ
て
い
ま
す
︵
図
52
︶︒

こ
の
生
物
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
四
層
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
︒
一
番
上
に
い
る
の
は
﹁Intelligit

︵
知
能
を
持
つ
︶﹂
と
記
さ
れ
る
も
の
︑
つ
ま
り
人
間
で
す
︒
そ
の
下
に
﹁Sentit

﹂
感
じ
る
だ
け

の
存
在
で
あ
る
動
物
が
い
て
︑
さ
ら
に
そ
の
下
に
は
﹁Vivit

﹂
生
き
て
い
る
だ
け
の
植
物
が
い

ま
す
︒
生
物
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
最
下
段
に
は
︑﹁Est

﹂
と
記
さ
れ
た
︑
た
だ
存
在
す
る
だ
け
の
石

が
土
台
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
︒

﹃
知
恵
の
書
﹄
は
一
六
世
紀
初
頭
の
本
で
す
が
︑
現
在
の
私
た
ち
の
生
き
方
︑
考
え
方
の
根
幹

に
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
︒
人
間
が
頂
点
に
立
ち
︑
そ
れ
以
外
の
存
在
を
下
等
な
存
在
と
し
て
位

置
づ
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
生
ま
れ
の
人
間
中
心
主
義
を
︑
な
ぜ
か
私
た
ち
は
ず
っ
と
受
け
継
い
で

き
て
い
る
わ
け
で
す
ね
︒

そ
こ
で
︑
今
日
の
話
の
根
幹
は
︑

こ
の
生
物
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
ひ
っ
く
り

返
し
た
い
︑
ひ
っ
く
り
返
し
て
︑
石

を
頂
点
に
し
た
と
き
︑
い
っ
た
い
何

が
見
え
る
の
か
と
い
う
お
話
で
す
︒

生
物
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
反
転
さ
せ
る

と
石
が
頂
点
に
立
ち
ま
す
︒
石
は
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
の
末
端
に
位
置
し
て
い
る

の
で
︑
三
角
形
の
底
辺
だ
っ
た
も
の

が
ひ
っ
く
り
返
る
︒
そ
う
す
る
と
︑

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
基
礎
を
な
し
て
い
た

底
辺
の
存
在
で
す
か
ら
︑
石
の
数
は

や
た
ら
と
多
い
︒
頭
で
っ
か
ち
の
反

転
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
な
り
ま
す
︒
当

シャルル・ド・ボヴェル『知恵の書』に掲載されている「生物ピ
ラミッド」。私たちが自然界についていまだに抱いている考え
方と非常によく似ている（1509年刊行）

図52　人間中心主義の生物ピラミッド
（ステファノ・マンクーゾ、アレッサンドラ・ヴィオラ著、久保耕司
訳『植物は〈知性〉をもっている― 20の感覚で思考する生
命システム』NHK出版、2015年より）

ntelligit（知能を持
つ）＝人間
Sentit （感じる）＝
動物
Vivit （生きている）
＝植物
Est （存在する）＝石
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然
と
言
え
ば
当
然
で
す
︒
地
球
は
石
の
塊
な
の
で
す
か
ら
︒

よ
く
考
え
て
み
る
と
︑
私
た
ち
人
間
を
含
め
た
生
命
と
い
う
の
は
︑
全
宇
宙
の
構
成
物
の
比

率
か
ら
す
る
と
︑
石
の
表
面
に
た
ま
っ
た
︑
吹
け
ば
飛
ぶ
埃
の
よ
う
な
存
在
で
す
︒
私
た
ち
生

命
は
圧
倒
的
に
数
が
少
な
い
︒
と
こ
ろ
が
︑
石
は
︑
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
地
球
︑
そ
の
ド

ロ
ド
ロ
の
内
臓
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
大
地
の
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
︒
そ
し
て
︑
地
球
と
い

う
石
は
︑
ほ
か
の
星
々
︑
あ
る
い
は
宇
宙
に
浮
遊
し
て
い
る
ち
り
あ
く
た
が
凝
集
し
た
も
の
で

す
が
︑
宇
宙
に
あ
ま
ね
く
存
在
す
る
存
在
者
で
も
あ
り
ま
す
︒
そ
う
考
え
て
み
る
と
︑
た
だ
の

石
こ
ろ
が
︑
宇
宙
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

私
た
ち
は
歩
い
て
い
る
と
︑
道
端
に
石
を
見
つ
け
ま
す
︒
小
学
生
の
こ
ろ
は
︑
よ
く
蹴
っ
た

り
転
が
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
︑
そ
の
道
端
に
転
が
っ
て
い
る
た
だ
の
石
こ
ろ
は
︑
宇

宙
の
は
じ
ま
り
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
時
間
が
内
包
さ
れ
て
い
る
︑
と
ヤ
ン
・
ザ
ラ
シ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ

は
﹃
小
石
︑
地
球
の
来
歴
を
語
る
﹄︵
み
す
ず
書
房
︑
二
〇
一
二
年
︶
の
中
で
言
っ
て
い
ま
す
︒

全
宇
宙
の
中
で
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
は
︑
石
で
す
︒
私
た
ち
生
命
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
で
す
︒

石
が
な
く
な
れ
ば
︑
私
た
ち
は
存
在
し
得
ま
せ
ん
︒
と
こ
ろ
が
︑
私
た
ち
が
な
く
な
っ
て
も
石

は
ず
っ
と
存
在
し
続
け
る
︒
そ
う
考
え
て
み
る
と
︑
ち
ょ
っ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
は
し
な
い
で
し

ょ
う
か
︒

こ
こ
でH

ashem
 A

L-ghaili

氏
がYouTube

に
ア
ッ
プ
し
て
い
る
﹃O

ur Story in 6 M
inutes

﹄

と
い
う
六
分
間
の
映
像
を
見
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
︒
私
た
ち
は
ど
こ
か
ら
来
て
︑
ど
こ

へ
行
く
の
か
︒
石
を
含
め
た
私
た
ち
の
過
去
︑
現
在
︑
未
来
に
つ
い
て
考
え
な
が
ら
見
て
み
て

く
だ
さ
い
︒

 ︵﹃O
ur Story in 6  M

inutes

﹄
上
映
︶

https://w
w

w.youtube.com
/watch?v=3rH

X
rA

80N
H

4&
t=120s

一
三
七
億
年
前
︑
宇
宙
が
誕
生
し
︑
生
命
が
生
ま
れ
︑
私
た
ち
人
間
が
誕
生
し
︑
五
〇
億
年

後
︑
太
陽
が
爆
発
し
︑
私
た
ち
の
世
界
も
な
く
な
る
と
い
う
映
像
で
し
た
︒

私
た
ち
の
は
じ
ま
り
︑
宇
宙
の
は
じ
ま
り
に
石
が
あ
っ
た
と
し
て
︑
私
た
ち
の
土
台
に
な
っ

て
い
る
の
は
地
球
と
い
う
石
の
塊
で
︑
そ
れ
が
太
陽
の
滅
亡
と
と
も
に
︑
私
た
ち
が
住
ん
で
い

る
大
地
も
石
も
な
く
な
り
︑
生
命
も
い
な
く
な
る
︒
け
れ
ど
︑
そ
の
飛
び
散
っ
た
石
た
ち
は
︑
ま

た
星
々
の
素
に
な
っ
て
い
く
︒
石
た
ち
は
な
く
な
る
よ
う
で
な
く
な
り
ま
せ
ん
︒

そ
う
い
う
石
の
来
歴
に
つ
い
て
︑
地
質
学
者
・
古
生
物
学
者
ヤ
ン
・
ザ
ラ
シ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
は
︑

さ
き
ほ
ど
挙
げ
た
本
の
中
で
︑
そ
こ
ら
へ
ん
に
転
が
っ
て
い
る
た
だ
の
小
石
と
い
っ
て
も
侮
る

こ
と
な
か
れ
︑
と
注
意
を
喚
起
し
て
い
ま
す
︒

﹁
そ
れ
は
た
だ
の
小
石
︒
世
界
中
に
あ
る
数
百
万
個
の
な
か
の
た
っ
た
一
つ
の
石
︒︵
中
略
︶

だ
が
︑
そ
の
小
石
は
︑
ほ
か
の
幾
多
の
仲
間
と
同
じ
よ
う
に
︑
物
語
を
秘
め
た
カ
プ
セ
ル
︒
な

か
に
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
物
語
が
詰
ま
っ
て
い
る
︒︵
中
略
︶

だ
が
︑
そ
の
サ
イ
ズ
に
惑
わ
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
︒
内
側
に
秘
め
ら
れ
た
物
語
は
壮
大
で
︑
人

類
が
経
験
し
て
き
た
領
域
を
は
る
か
に
越
え
︑
想
像
力
さ
え
及
ば
な
い
︒
地
球
の
形
成
に
ま
で

㴑
り
︱
︱
さ
ら
に
そ
れ
以
前
︑
太
古
の
星
々
の
誕
生
と
死
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
の
だ
︒﹂︵
同

書
﹁
プ
ロ
ロ
ー
グ
﹂
よ
り
︶

あ
な
た
は
一
個
の
石
を
手
に
取
っ
た
と
き
︑
目
も
く
ら
む
よ
う
な
壮
大
な
歴
史
と
時
間
を
︑
想

像
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か
と
問
わ
れ
れ
ば
︑
私
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒
た
だ
︑
そ
の
た
だ
の

小
石
に
宇
宙
の
す
べ
て
の
時
間
が
詰
ま
っ
て
い
る
︒
そ
う
考
え
た
と
き
︑
岡
本
太
郎
が
﹃
美
の

呪
力
﹄
の
な
か
で
︑﹁
石
が
も
し
口
を
き
い
た
ら
︙
︙
﹂
と
い
う
よ
う
に
︑
執
拗
に
石
に
つ
い
て

語
る
︑
彼
が
石
に
入
れ
込
ん
だ
理
由
が
ず
っ
と
分
か
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
が
︑
少
し
分
か
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
︒

石
の
内
に
入
る

石
と
つ
な
が
り
を
持
ち
は
じ
め
る
と
︑
何
と
な
く
︑
石
と
共
感
し
は
じ
め
ま
す
︒
自
問
自
答

で
は
あ
る
の
で
す
が
︑
石
と
の
共
話
が
生
じ
る
の
で
す
︒
岡
本
太
郎
は
︑
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
︑

﹁
石
の
中
に
入
る
﹂
と
言
う
ん
で
す
ね
︒

ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
う
と
︑﹃
美
の
呪
力
﹄
の
イ
ヌ
ク
シ
ュ
ク
や
積
石
の
こ
と
を
語
っ
て
い

る
部
分
な
の
で
す
が
︑﹁
存
在
と
し
て
の
石
と
人
間　

三
つ
の
モ
メ
ン
ト
﹂
と
し
て
︑
岡
本
太
郎

は
︑
石
と
人
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
︑
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
︒

最
初
に
﹁
石
そ
の
も
の
の
神
聖
感
﹂
と
い
う
も
の
が
あ
る
︑
と
語
り
だ
し
ま
す
︒
第
一
に
︑

﹁
た
と
え
な
ん
で
も
な
い
一
つ
の
石
こ
ろ
で
も
︑
凝
視
す
れ
ば
言
い
よ
う
の
な
い
神
秘
の
存
在
と

し
て
た
ち
あ
ら
わ
れ
る
﹂
と
い
う
ん
で
す
ね
︒
そ
し
て
︑
第
二
に
﹁
石
を
積
み
上
げ
る
と
い
う

神
聖
な
︑
呪
術
的
行
為
﹂
が
あ
る
と
言
い
ま
す
︒﹁
地
面
に
こ
ろ
が
っ
て
い
た
石
っ
こ
ろ
も
︑
そ

れ
を
二
つ
集
め
︑
三
つ
集
め
る
︒
手
に
ふ
れ
︑
積
む
︒
積
み
上
げ
つ
つ
あ
る
と
き
︑
そ
こ
に
あ

る
石
は
も
う
た
だ
の
石
の
塊
で
は
な
い
︒
人
間
が
自
分
の
手
で
取
り
上
げ
︑
積
む
行
為
に
よ
っ

て
︑
冷
た
い
石
塊
を
自
分
の
う
ち
に
入
れ
て
し
ま
う
︒
合
体
す
る
の
だ
︒
石
は
そ
の
と
き
﹃
人

間
﹄
に
な
る
の
で
あ
る
﹂
と
い
う
の
で
す
︒
あ
る
い
は
︑
そ
の
逆
︑
人
間
が
石
に
な
る
と
い
う

言
い
換
え
も
可
能
で
し
ょ
う
︒

そ
し
て
第
三
の
モ
メ
ン
ト
︒﹁
積
み
上
げ
終
わ
り
︑
手
を
放
し
︑
ふ
と
身
を
引
い
た
瞬
間
に
︑

そ
れ
は
ま
っ
た
く
新
し
い
存
在
︑
他
者
と
し
て
自
分
の
前
に
た
ち
あ
ら
わ
れ
る
︒
も
う
た
だ
の
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石
こ
ろ
︑
そ
の
集
合
で
は
な
い
︒
ま
た
自
分
自
身
で
も
な
い
︒
そ
れ
ら
の
モ
メ
ン
ト
を
超
え
た

存
在
が
出
現
す
る
の
だ
﹂︒

さ
ら
に
加
え
て
岡
本
は
﹁
三
つ
の
異
な
っ
た
﹃
時
間
﹄
が
イ
ヌ
ク
シ
ュ
ク
と
い
う
実
体
に
コ

ン
デ
ン
ス
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
が
わ
れ
わ
れ
に
強
烈
な
衝
撃
を
与
え
る
の
は
︑
そ
の
根
源
性
の

故
で
あ
る
が
︑
実
は
そ
れ
は
﹃
芸
術
﹄
の
プ
ロ
セ
ス
全
体
に
対
応
す
る
し
︑
人
間
存
在
自
体
を

も
象
徴
し
て
い
る
︒
だ
か
ら
そ
の
響
き
が
激
し
く
こ
ち
ら
に
つ
た
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
﹂
と

言
う
ん
で
す
ね
︒

石
と
合
体
す
る
︒
石
が
自
分
の
内
に
入
り
︑
自
分
が
石
の
内
に
入
る
︒
こ
の
普
通
で
は
あ
り

え
な
い
︑
石
と
人
の
交
歓
の
中
で
︑
じ
つ
は
芸
術
と
い
う
も
の
が
︑
作
品
と
い
う
も
の
が
生
み

出
さ
れ
て
く
る
︒
岡
本
は
︑
自
身
の
制
作
プ
ロ
セ
ス
を
︑
こ
の
石
の
神
聖
な
三
つ
の
時
間
と
重

ね
て
︑
続
け
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
︒

﹁
芸
術
創
作
に
お
い
て
︑
素
材
は
他
者
で
あ
る
︒
そ
れ
に
精
神
を
凝
集
す
る
︒
作
者
が
働
き
か

け
︑
行
動
す
る
と
︑
そ
れ
は
素
材
で
は
な
く
な
り
︑
作
る
者
の
う
ち
に
入
り
︑
作
者
自
身
に
な

っ
て
し
ま
う
︒
さ
ら
に
完
了
し
て
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
さ
れ
る
と
︑
そ
れ
は
人
間
を
離
れ
る
︒
作

ら
れ
た
も
の
と
し
て
自
立
す
る
の
だ
︒
作
者
に
と
っ
て
も
他
者
で
あ
る
︒
こ
の
自
他
の
か
み
あ

い
は
創
作
者
の
上
に
︑
い
わ
ば
危
機
的
に
実
現
し
て
い
る
︒

人
間
存
在
自
体
が
そ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
内
包
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒
人
が
た
だ
あ
る
と

い
う
こ
と
か
ら
︑
強
烈
な
意
識
を
も
っ
て
行
為
す
る
段
階
︒
結
果
︑
社
会
内
人
格
の
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
︑
己
れ
に
と
っ
て
さ
え
対
す
る
も
の
と
し
て
出
現
す
る
﹂︵
岡
本
太
郎
﹃
美
の
呪
力
﹄
新

潮
文
庫
︑
三
八
頁
︶

こ
こ
で
の
﹁
素
材
﹂
を
石
と
言
い
換
え
て
も
同
じ
で
す
︒
生
物
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
描
か
れ
る
石

は
︑
た
だ
存
在
す
る
だ
け
の
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
︑
岡
本
に
と
っ
て
の
石
は
︑
生
物
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
底
辺
の
非
生
命
の
石
と
は
ま
る
で
違
う
ん
で
す
ね
︒
そ
れ
は
︑
生
命
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
じ
っ
さ
い
︑
岡
本
太
郎
は
︑
ま
る
で
生
き
も
の
の
よ
う
な
石
と
樹
が
交

わ
り
合
う
︽
石
と
樹
︾
や
︑
動
物
と
人
間
が
融
合
し
た
︽
悲
し
い
動
物
︾
と
い
う
油
彩
を
残
し

て
い
ま
す
︒

石
の
胎
内
と
表
皮
の
芸
術

話
は
少
し
飛
び
ま
す
が
︑
こ
こ
で
新
海
誠
監
督
の
﹃
君
の
名
は
︒﹄
と
い
う
長
編
ア
ニ
メ
映
画

に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
ま
す
︒
こ
の
会
場
に
﹃
君
の
名
は
︒﹄
を
見
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
方
は

ど
の
ぐ
ら
い
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
︒
三
分
の
一
ぐ
ら
い
で
す
か
︒
そ
う
す
る
と
︑
多
く
の
人

に
と
っ
て
は
ネ
タ
バ
レ
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
︑
ご
容
赦
く
だ
さ
い
︒
私
は
︑
こ

の
映
画
を
飛
行
機
で
た
ま
た
ま
見
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
︒
こ
の
映
画
を
︑
単
に
赤
い
糸
で
結

ば
れ
た
男
女
の
恋
物
語
と
見
て
し
ま
う
と
︑
何
と
も
陳
腐
な
ス
ト
ー
リ
ー
に
見
え
て
し
ま
う
の

で
す
が
︑
私
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
か
ら
石
と
組
紐
が
中
心
の
映
画
だ
と
思
っ
て
見
た
の
で
す
が
︑
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
︒

ま
ず
︑
映
画
に
出
て
く
る
破
滅
を
も
た
ら
す
彗
星
︒
彗
星
は
石
を
核
に
し
た
氷
の
固
ま
り
で

す
︒
彗
星
と
い
う
宇
宙
か
ら
飛
来
す
る
石
と
水
の
融
合
体
と
︑
組
紐
が
絡
ま
り
合
っ
て
展
開
す

る
ス
ト
ー
リ
ー
だ
と
思
っ
て
み
る
と
︑
ま
る
で
違
う
映
画
に
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
︒
人
間
の

主
人
公
は
二
人
い
ま
す
︒
そ
の
一
人
︑
三
葉
と
い
う
女
の
子
の
家
は
神
社
で
︑
そ
の
神
社
で
代
々

受
け
継
い
で
い
る
ご
神
体
が
何
か
と
い
え
ば
︑
カ
ル
デ
ラ
の
中
央
に
あ
る
磐
座
で
す
︒
そ
の
磐

座
は
洞
窟
に
な
っ
て
い
て
︑
そ
の
壁
に
は
︑
千
年
前
の
巨
大
隕
石
落
下
で
で
き
た
湖
畔
の
町
に

破
滅
を
も
た
ら
す
彗
星
が
二
つ
に
分
か
れ
る
絵
が
描
か
れ
て
い
る
︒
過
去
の
洞
窟
壁
画
︑
つ
ま

り
石
の
胎
内
が
︑
未
来
を
予
兆
し
て
い
る
わ
け
で
す
︒

さ
ら
に
︑
過
去
と
現
在
と
未
来
を
つ
な
ぐ
象
徴
と
し
て
映
画
の
中
で
描
か
れ
て
い
る
の
が
︑
組

紐
で
す
︒
こ
の
映
画
を
見
た
と
き
に
︑
私
は
す
ぐ
さ
ま
岡
本
太
郎
の
﹃
美
の
呪
力
﹄
を
想
起
し

ま
し
た
︒
な
ぜ
か
と
言
う
と
︑
こ
の
本
は
︑
石
の
記
述
に
は
じ
ま
り
︑
終
盤
に
は
︑
先
ほ
ど
鶴

岡
先
生
が
お
話
に
な
ら
れ
た
ケ
ル
ト
の
組
紐
文
の
話
へ
と
展
開
し
て
い
き
︑
最
後
は
綾
と
り
へ

と
結
ば
れ
て
い
き
ま
す
︒

そ
れ
だ
け
で
な
く
︑
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
の
カ
バ
ー
は
イ
ヌ
ク
シ
ュ
ク
と
い
う
石
で
︑
裏
面
に
は
︑

綾
取
り
を
し
て
い
る
手
の
写
真
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
︵
図
53
︶︒﹃
君
の
名
は
︒﹄
と
﹃
美
の

呪
力
﹄︒
一
見
す
る
と
ま
る
で
無
関
係
な
の
で
す
が
︑
私
の
中
で
は
︑
石
と
紐
で
結
ば
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
︒

そ
れ
に
加
え
て
︑
今
︑
私
は
國
學
院
大
學
博
物
館
で
﹁
い
の
ち
の
交
歓　

残
酷
な
ロ
マ
ン
テ

ィ
ス
ム
﹂
と
い
う
展
覧
会
の
設
計
を
し
て
い
る

最
中
な
の
で
す
が
︑
展
覧
会
の
構
想
段
階
で
︑

一
番
最
初
に
ぱ
っ
と
思
い
浮
か
ん
だ
モ
ノ
が
︑

石
と
紐
で
し
た
︒
石
が
生
命
体
で
あ
っ
た
と
し

た
ら
︑
石
の
D
N
A
は
や
っ
ぱ
り
紐
の
よ
う
な

も
の
な
ん
だ
ろ
う
か
︒
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

が
浮
か
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
︑
自

分
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
モ
ノ
た
ち
が
つ
な
が
り
︑

ひ
と
り
で
映
画
を
見
な
が
ら
勝
手
に
興
奮
し
て

図53　『美の呪力』のカバー裏に使
われている綾取りの写真
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い
ま
し
た
︒

で
す
か
ら
︑
お
三
方
の
今
日
の
発
表
で
出
て
き
た
旧
石
器
時
代
の
洞
窟
壁
画
や
︑
石
に
刻
ま

れ
る
ケ
ル
ト
の
組
紐
に
も
連
関
性
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
︒
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
︑
ケ
ル
ト
の
組

紐
は
︑
石
の
胎
内
に
秘
め
ら
れ
て
い
る
モ
ノ
の
表
出
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

さ
て
︑
石
の
胎
内
か
ら
石
の
表
皮
に
刻
ま
れ
る
芸
術
の
話
に
話
題
を
移
し
ま
し
ょ
う
︒
本
題

の
ロ
ッ
ク
カ
ー
ビ
ン
グ
で
す
︒
縄
文
時
代
に
は
ロ
ッ
ク
カ
ー
ビ
ン
グ
と
い
う
も
の
は
ほ
と
ん
ど

見
あ
た
り
ま
せ
ん
︒
石
の
彫
刻
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
︑
大
形
石
棒
が
縄
文
時
代
に
は
数
多
く

存
在
し
ま
す
︒

た
と
え
ば
︑
縄
文
時
代
中
期
の
玉た

ま

抱だ
き

三さ
ん

叉さ

文も
ん

と
い
う
文
様
を
刻
ん
で
い
る
大
形
石
棒
が
あ
り

ま
す
︵
図
54
︶︒
三
叉
文
が
玉
を
抱
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
こ
の
名
が
つ
い
て
い
ま
す
が
︑

こ
の
文
様
は
土
器
や
土
偶
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ノ
に
描
か
れ
た
り
︑
刻
ま
れ
た
り
し
ま
す
が
︑
石

棒
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
︒
文
様
が
刻
ま
れ
た
大
形
石
棒
に
は
︑
忠
生
遺
跡
︵
東
京
都
町
田
市
︶

出
土
事
例
の
よ
う
に
︑
竪
穴
住
居
の
な
か
で
火
に
焼
か
れ
て
は
じ
け
飛
び
︑
粉
々
に
な
っ
た
も

の
も
あ
り
ま
す
︒
破
片
は
九
〇
〇
点
以
上
で
す
︒

類
例
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
の
で
す
が
︑
大
形
石
棒
に
刻
ま
れ
る
文
様
が
一
体
何
を
意
味
す
る

の
か
は
︑
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
︒
形
状
か
ら
︑
男
性
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は

よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
︑
そ
も
そ
も
何
の
用
途
で
用
い
ら
れ
て
い
た
石
の
棒
な
の
か
も
明
ら
か
に

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
︒

同
じ
大
形
の
石
棒
で
も
︑
北
海
道
や
東
北
地
方
で
は
巨
大
な
玉
繭
の
よ
う
な
形
の
も
の
︑
カ

プ
セ
ル
状
の
も
の
や
︑
丸
太
状
の
も
の
も
あ
り
︑
上
端
と
下
端
に
は
年
輪
の
よ
う
に
同
心
円
を

刻
み
込
ん
だ
り
︑
十
字
を
刻
み
込
ん
だ
り
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
︒
縄
文
時
代
の
石
の
表
現
と

い
う
こ
と
で
︑
大
形
石
棒
を
例
に
挙
げ
ま
し
た
が
︑
も
と
も
と
は
柱
状
節
理
と
い
っ
て
断
面
が

六
角
形
の
棒
状
の
石
︑
六
方
石
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
︵
図
55
︶︒
こ
れ
を
加
工
し
て
文
様
を
刻
む
︒

つ
ま
り
︑
石
の
表
皮
と
し
て
の
装
飾
を
施
し
て
い
く
︒

た
だ
︑
縄
文
時
代
の
前
期
に
︑
大
形
石
棒
の
初
期
の
も
の
が
登
場
し
ま
す
が
︑
最
初
の
頃
は

柱
状
節
理
の
ま
ま
︑
つ
ま
り
自
然
の
節
理

で
六
角
柱
に
な
っ
た
そ
の
ま
ま
の
も
の
を
︑

縄
文
人
は
利
用
し
て
い
た
よ
う
で
す
︒
で

す
か
ら
︑
石
の
棒
を
加
工
す
る
︑
彫
刻
す

る
と
か
何
か
の
文
様
を
刻
む
と
い
う
こ
と

以
前
に
︑
地
球
が
造
っ
た
カ
タ
チ
そ
の
も

の
に
︑
彼
ら
は
神
聖
感
を
抱
い
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
︒

さ
て
︑
話
は
少
し
飛
躍
し
ま
す
︒
先
ほ
ど
︑
岡
本

太
郎
が
縄
文
土
器
と
ケ
ル
ト
を
比
較
し
た
最
初
の
人

物
で
は
な
い
か
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
︒﹃
美
の
呪

力
﹄
で
は
縄
文
土
器
の
渦
巻
文
と
ケ
ル
ト
の
石
に
刻

ま
れ
た
組
紐
文
や
渦
巻
文
が
写
真
で
対
比
さ
れ
て
い

ま
す
︒

岡
本
は
時
空
を
超
え
た
両
者
の
類
似
性
に
着
目
し

た
わ
け
で
す
が
︑
よ
く
考
え
る
と
︑
縄
文
土
器
の
素

は
粘
土
で
す
が
︑
そ
の
素
を
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

い
く
と
石
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
︒
岩
が
石
と

な
り
︑
石
が
砂
と
な
り
︑
さ
ら
に
細
か
く
砕
か
れ
た

微
粒
子
が
途
方
も
な
い
時
間
を
か
け
て
堆
積
し
︑
粘

土
と
な
り
ま
す
︒
縄
文
人
も
私
た
ち
も
︑
そ
の
石
の
粘
土
を
か
た
ち
づ
く
り
︑
文
様
を
描
い
て

い
る
わ
け
で
す
が
︑
火
に
か
け
る
と
粘
土
は
硬
化
し
ま
す
︒
彫
刻
家
の
藤
原
彩
人
氏
に
言
わ
れ

て
気
づ
い
た
の
で
す
が
︑
粘
土
を
焼
く
と
い
う
行
為
︑
そ
れ
は
粘
土
の
石
化
で
す
︒

縄
文
土
器
は
た
だ
の
鍋
か
皿
と
い
っ
た
容
器
で
す
︒
そ
の
機
能
を
手
に
入
れ
る
に
は
火
に
か

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
火
に
か
け
る
こ
と
で
︑
粘
土
は
堅
く
な
り
石
に
な
る
︒
先
祖
返
り
と

い
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒
深
読
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
︑
岡
本
は
ど
こ
か
で
縄
文
土

器
と
ケ
ル
ト
の
石
と
が
︑
表
面
的
な
造
形
の
み
な
ら
ず
︑
ど
こ
か
深
い
場
所
で
通
底
し
て
い
る

こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

ロ
ッ
ク
カ
ー
ビ
ン
グ
と
の
対
比
で
︑
石
の
表
皮
か
ら
︑
石
の
胎
内
で
あ
る
と
こ
ろ
の
洞
窟
に

話
を
戻
し
ま
す
︒
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
旧
石
器
時
代
の
洞
窟
壁
画
は
数
多
く
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
︒
し
か
し
︑
日
本
列
島
で
は
︑
今
の
と
こ
ろ
旧
石
器
時
代
の
壁
画
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
が
︑
も
っ
と
新
し
い
時
代
に
二
例
存
在
し
ま
す
︒
そ
れ
が
北
海
道
の
フ
ゴ
ッ
ペ
洞
窟
と
︑
隣

接
す
る
手
宮
洞
窟
の
カ
ー
ビ
ン
グ
で
す
︒
北
海
道
の
続
縄
文
時
代
に
相
当
し
︑
本
州
の
弥
生
時

代
に
並
行
す
る
時
代
で
す
︒
そ
の
局
所
的
な
あ
る
一
時
期
に
石
の
胎
内
に
刻
ま
れ
て
い
る
だ
け

で
︑
広
が
り
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
す
︒

図
像
の
中
に
は
︑
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
の
カ
ー
ビ
ン
グ
と
似
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
︑
ま

っ
た
く
解
読
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
︒
人
型
の
も
の
は
シ
ャ
ー
マ
ン
を
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
︑
ア
ジ
ア
の
さ
ま
ざ
ま
な
ロ
ッ
ク
カ
ー
ビ
ン
グ
と
比
較
し
て
も
︑
か
な
り

際
立
っ
て
特
徴
の
あ
る
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
︑
近
隣
諸
地
域
と
の
類
似
性

図５4　玉抱三叉文という
文様が刻まれた大形石棒

（富山県氷見市・大境洞
窟）

図55　柱状節理（六方石）

246

第六部 ❖シンポジウム



は
見
い
だ
せ
な
い
そ
う
で
す
︒

現
代
の
石
の
胎
内
と
表
皮
の
芸
術
︒
そ
の
象
徴
的
な
作
品
は
︑
日
本
列
島
の
大
阪
と
東
京
に

あ
り
ま
す
︒
岡
本
太
郎
の
巨
大
彫
刻
︽
太
陽
の
塔
︾
と
巨
大
壁
画
︽
明
日
の
神
話
︾
で
す
︵
図

56
︑
図
57
︶︒︽
太
陽
の
塔
︾
は
二
〇
一
八
年
三
月
に
内
部
公
開
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
︑
塔

の
胎
内
に
は
宇
宙
誕
生
に
は
じ
ま
り
︑
も
の
の
発
生
︑
生
命
の
発
生
︑
人
類
の
誕
生
ま
で
森
羅

万
象
の
発
生
と
進
化
の
す
べ
て
が
内
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
︒
こ
れ
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
す

が
︑
つ
ま
り
︑
近
代
の
石
の
胎
内
に
そ
う
い
う
世
界
が
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
の
で
す
︒

一
九
七
〇
年
の
大
阪
万
博
と
い
う
巨
大
な
祭
り
の
時
に
は
︑
約
九
三
〇
万
人
の
大
観
衆
た
ち

が
塔
の
胎
内
を
巡
り
︑
死
と
再
生
を
果
た
し
た
わ
け
で
す
︒
一
種
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
装
置

と
し
て
︑
祭
り
の
会
場
の
ど
真
ん
中
で
機
能
し
て
い
た
わ
け
で
す
が
︑
塔
の
制
作
と
同
時
期
に
︑

岡
本
は
メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
︑
こ
れ
ま
た
巨
大
な
祭
り
に
合
わ
せ
て
︑
巨
大
な
セ

メ
ン
ト
板
に
壁
画
を
描
い
て
い
ま
す
︒

そ
れ
が
今
︑
渋
谷
駅
に
あ
る
︽
明
日
の
神
話
︾
で
す
︒
こ
の
壁
画
に
は
原
水
爆
に
焼
か
れ
た

燃
え
さ
か
る
骸
骨
が
飛
翔
し
て
い
く
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
︒
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
い
う
人
工
石

の
胎
内
芸
術
と
︑
セ
メ
ン
ト
と
い
う
人
工
石
の
表
皮
に
描
か
れ
た
芸
術
と
い
う
対
比
で
み
て
み

る
と
︑
両
者
の
別
の
側
面
が
あ
ぶ
り
だ
さ
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
︒

い
ず
れ
に
し
ろ
︑
私
た
ち
が
科
学
の
力
を
も
っ
て
生
み
出
し
て
し
ま
っ
た
︑
生
み
だ
し
続
け

て
い
る
石
の
中
で
一
番
の
問
題
は
︑
福
島
原
発
の
中
で
︑
今
も
私
た
ち
の
い
の
ち
を
脅
か
す
ま

が
ま
が
し
い
放
射
能
を
放
出
し
て
い
る
人
工
石
で
す
︒

あ
れ
は
天
然
の
ウ
ラ
ン
鉱
石
か
ら
人
工
的
に
石
の
内
臓
を
取
り
出
し
た
モ
ノ
で
す
︒
ま
が
ま

が
し
い
石
の
臓
物
を
利
用
し
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
︑
私
た
ち
は
生
き
て
い
る
︒
た
っ
た
ひ
と

つ
の
石
︒
こ
の
石
に
は
︑
宇
宙
の
は
じ
ま
り
か
ら
︑
太
陽
と
地
球
の
消
滅
︑
そ
の
後
の
世
界
ま

で
も
が
凝
集
さ
れ
て
い
ま
す
︒

そ
れ
だ
け
で
な
く
︑
私
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
直
近
の
問
題
は
︑
ま
さ
に
あ
の
人
工
の
石
の

臓
物
が
握
っ
て
い
る
︒
そ
れ
を
ぜ
ひ
考
え
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
︒

鎌
田　

石
井
先
生
︑
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒
私
も
石
井
さ
ん
の
後
に
続
い
て
石
と
人
の

話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
︒

講
演
5

ア
イ
ル
ラ
ン
ド・ケ
ル
ト
と
日
本・神
道
の
身
心
変
容
技
法

―
ド
ゥ
ル
イ
ド
修
験
者

鎌
田
東
二

は
じ
め
に

ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
の
ロ
ッ
ク
カ
ー
ビ
ン
グ
の
中
で
︑
私
が
最
も
関
心
を
持
っ
た
も
の
を
端
的

に
言
い
ま
す
と
︑
こ
の
鹿
の
図
像
で
す
︵
図
58
︶︒
こ
れ
は
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
の
﹃
も
の
の
け

姫
﹄
に
出
て
く
る
シ
シ
神
の
よ
う
な
鹿
で
す
︒
何
と
も
か
わ
い
い
で
は
な
い
で
す
か
︒
足
な
ん

か
は
バ
ン
ビ
の
よ
う
で
︑
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
み
た
い
に
耳
を
立
て
て
い
る
︒
こ
ち
ら
は
ト
ナ

カ
イ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
︑
角
が
出
て
い
る
︵
図
59
︶︒

そ
の
よ
う
な
鹿
を
狩
猟
者
は
追
い
か
け
て
︑
射
止
め
た
︒
も
ち
ろ
ん
︑
鹿
は
重
要
な
食
用
に

な
る
と
同
時
に
︑
畏
怖
す
べ
き
対
象
で
も
あ
り
ま
し
た
︒

こ
の
図
像
は
︑
バ
イ
ソ
ン
で
す
︵
図
60
︶︒
上
に
乗
っ
か
っ
て
い
る
人
間
︑
ま
た
槍
を
持
っ
て

い
る
戦
士
の
男
根
が
突
起
し
て
い
ま
す
ね
︵
図
61
︶︒
先
ほ
ど
の
石
井
さ
ん
が
示
し
た
縄
文
の
石

棒
も
男
根
と
関
係
が
あ
り
ま
す
︒
次
の
図
像
は
︑
男
根
を
突
き
立
て
た
二
人
が
キ
ス
を
し
て
い

る
の
か
︵
図
62
︶︑
こ
れ
に
ど
う
い
う
意
味
合
い
が
あ
る
の
か
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
︑
男
根
が

突
起
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
ト
ラ
ン
ス
的
な
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
と
私
は
解
釈
し

図56　岡本太郎
《太陽の塔》
（1970年）

図57　岡本太郎《明日の神話》（1969年）
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て
い
ま
す
︵
図
63
︶︒

動
物
に
近
づ
く
た
め
に
は
︑
も
の
す
ご
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
︒
そ
の
と

き
︑
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
を
パ
ッ
ー
と
放
出
し
て
︑
注

意
力
と
戦
闘
力
を
全
開
に
す
る
︒
間
違
っ
た
ら
死

ん
で
し
ま
い
ま
す
か
ら
︒
な
の
で
︑
生
命
力
の
ボ

ル
テ
ー
ジ
を
最
大
に
上
げ
た
状
態
と
し
て
︑
こ
う

い
う
図
像
が
表
現
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
︒

渦
巻
文
様
や
︑
鹿
や
馬
や
野
牛
や
熊
な
ど
の
動
物
︑
そ
し
て
そ
れ
を
射
る
弓
矢
の
表
現
︒
そ

し
て
槍
を
持
っ
た
男
た
ち
の
男
根
の
突
起
︒
こ
れ
ら
の
図
像
的
意
味
に
は
非
常
に
シ
ン
ボ
リ
ッ

ク
で
大
き
い
も
の
が
あ
り
︑
狩
猟
者
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
も
関
わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
︒

「
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
両
耳
」
―
アイ
ル
ラ
ン
ド
島
と
日
本
列
島

私
は
地
球
儀
が
好
き
な
の
で
︑
地
球
儀
や
世
界
地
図
を
よ
く
見
ま
す
︒
あ
る
日
地
球
儀
を
見

て
い
た
ら
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
日
本
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
両
耳
に
見
え
て
き
た
︒
こ
の
二
つ

の
耳
は
か
わ
い
い
な
︒
こ
の
か
わ
い
い
二
つ
の
耳
が
地
球
の
ど
ん
な
サ
ウ
ン
ド
を
聴
い
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
︒
そ
の
サ
ウ
ン
ド
を
自
分
も
聴
い
て
み
た
い
と
思
っ
た
︒

龍
村
仁
監
督
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
﹃
地
球
交
響
曲
﹄
の
中
で
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歌

姫
の
エ
ン
ヤ
と
鶴
岡
さ
ん
が
対
話
を
し
て
い
る
場
面
の
中
に
︑
突
如
︑
西
の
果
て
の
絶
海
の
孤

島
の
ス
ケ
リ
グ
・
ヴ
ィ
ヒ
ー
ル
が
出
て
き
た
︒
そ
の
島
を
見
て
︑
そ
こ
に
ぜ
ひ
行
き
た
い
と
思

っ
て
︑
一
九
九
四
年
八
月
に
初
め
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
渡
り
︑
ス
ケ
リ
グ
島
や
ア
ラ
ン
島
に
も

行
き
ま
し
た
︒

戻
っ
て
き
て
︑﹁
ケ
ル
ト
と
神
道
﹂
と
題
す
る
エ
ッ
セ
イ
を
讀
賣
新
聞
に
書
き
ま
し
た
︒
そ
し

て
︑
そ
の
翌
年
の
一
九
九
五
年
に
国
際
交
流
基
金
か
ら
派
遣
さ
れ
て
︑
客
員
研
究
員
と
し
て
ダ

ブ
リ
ン
大
学
へ
行
っ
て
︑
ケ
ル
ト
と
日
本
の
宗
教
文
化
を
比
較
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
︑
帰

っ
て
き
て
國
學
院
大
學
で
﹁
ケ
ル
ト
と
神
道
﹂
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
︒
そ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
と
き
に
初
上
映
し
た
一
〇
分
ほ
ど
の
映
像
を
︑
石
の
聖
地
の
写
真
家
の
須

田
郡
司
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
た
の
で
︑
そ
の
一
部
分
を
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
︒

︵
映
像
︶﹁
ケ
ル
ト
巡
礼
﹂

鎌田東二

図61 図62

図59

図63

図60

図58　スカンジナビアのロックカービング　齊藤五十二
氏拓本より（図63まで同様）
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私
は
ア
ラ
ン
島
の
断
崖
で
土
地
の
精
霊
に
向
か
っ
て
法
螺
貝
を
吹
き
ま
し
た
が
︑
そ
の
と
き

私
を
ず
っ
と
道
案
内
し
て
く
れ
た
犬
が
︑
突
然
︑
私
の
法
螺
貝
の
音
に
つ
ら
れ
て
遠
吠
え
を
し

始
め
た
の
で
す
︒
犬
と
法
螺
貝
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
の
は
初
め
て
で
し
た
︵
笑
︶︒
一
九
九
五
年

に
そ
う
い
う
経
験
を
し
て
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
い
る
間
に
﹃
宗
教
と
霊
性
﹄
と
題
す
る
本
を
角

川
選
書
か
ら
出
し
ま
し
た
︒
こ
の
本
の
表
紙
写
真
が
ス
ケ
リ
グ
・
ヴ
ィ
ヒ
ー
ル
で
︑
そ
れ
は
須

田
郡
司
さ
ん
に
撮
っ
て
も
ら
っ
た
も
の
で
し
た
︒
そ
の
後
︑
二
〇
〇
〇
年
に
︑
こ
の
﹁
ケ
ル
ト

と
神
道
﹂
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
ベ
ー
ス
に
︑﹃
ケ
ル
ト
と
日
本
﹄
と
い
う
題
の
本
を
角
川
選
書
か
ら

出
し
た
と
き
に
も
ま
た
ス
ケ
リ
グ
島
を
カ
バ
ー
写
真
に
使
い
ま
し
た
︒

二
〇
年
以
上
前
に
︑
地
球
儀
や
世
界
地
図
の
中
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
が
顔
に
見
え
て
き
た
︒
目

鼻
が
あ
っ
て
︑
耳
が
あ
っ
て
︑
口
が
あ
っ
て
︒
ち
ょ
う
ど
そ
の
顔
の
真
ん
中
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
い

う
鼻
に
な
り
︑
そ
の
下
の
口
と
顎
が
イ
ン
ド
と
な
り
ま
す
︒
そ
の
よ
う
な
ユ
ー
ラ
シ
ア
顔
の
中

で
︑
ふ
と
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
日
本
と
い
う
両
耳
が
地
球
の
ど
う
い
う
音
を
聴
い
て
い
る
の
か

知
り
た
い
と
思
っ
た
わ
け
で
す
ね
︒

そ
う
い
う
関
心
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
︑
齊
藤
さ
ん
と
お
会
い
し
て
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や
ス
カ

ン
ジ
ナ
ビ
ア
の
ロ
ッ
ク
カ
ー
ビ
ン
グ
の
発
信
す
る
も
の
と
結
び
つ
い
た
︒

齊
藤
さ
ん
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
行
き
︑
そ
の
後
ノ
ル
ウ
ェ
ー
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
も
行
っ
て

拓
本
を
取
っ
た
︒
二
〇
一
六
年
一
一
月
に
わ
た
し
た
ち
は
齊
藤
ア
ト
リ
エ
に
集
結
し
て
︑
一
緒

に
会
っ
て
︑
こ
の
ロ
ッ
ク
カ
ー
ビ
ン
グ
の
拓
本
た
ち
に
囲
ま
れ
︑
洞
窟
の
よ
う
な
ロ
ッ
ク
カ
ー

ビ
ン
グ
の
空
間
で
今
日
の
こ
と
を
︑
未
来
を
︑
熱
く
語
り
合
っ
た
わ
け
で
す
︒

そ
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
日
本
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
突
端
に
あ
る
ん
で
す
ね
︒
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
の
ほ
う
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
︑
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
そ
の
も
の
に
乗
っ
か
っ
て
い
ま
す
︒
日

本
の
西
半
分
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
に
乗
っ
か
っ
て
い
ま
す
が
︑
北
の
方
は
北
米
プ
レ
ー
ト
︑

四
国
な
ど
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
に
乗
っ
か
っ
て
い
ま
す
し
︑
小
笠
原
諸
島
と
か
八
丈
島

や
伊
豆
七
島
な
ど
は
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
に
乗
っ
て
い
る
の
で
︑
結
局
︑
四
枚
の
プ
レ
ー
ト
の
十

字
路
の
交
点
に
日
本
は
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
︒

そ
れ
を
﹃
古
事
記
﹄
で
は
﹁
ク
ラ
ゲ
な
す
漂
え
る
国
﹂
と
言
っ
た
︒
本
当
に
ク
ラ
ゲ
の
よ
う

に
ぷ
か
ぷ
か
と
浮
い
て
い
る
︑
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
の
よ
う
な
島
が
日
本
列
島
で
す
︒

鹿
の
文
化

こ
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
両
端
・
両
耳
に
鹿
の
文
化
が
あ
る
︒
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ケ
ル
ト
の
オ
シ

ー
ン
伝
説
と
︑
鹿
島
神
宮
の
白
鹿
伝
説
︑
こ
れ
は
非
常
に
つ
な
が
り
が
あ
る
共
通
要
素
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

﹁
小
鹿
﹂
の
意
味
を
持
つ
オ
シ
ー
ン
︵O

isin,O
sian

︶
伝
説
に
は
い
ろ
い
ろ
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
が

あ
る
よ
う
で
す
が
︑
ま
ず
オ
シ
ー
ン
の
母
サ
イ
ヴ
が
魔
法
に
よ
っ
て
子
鹿
に
姿
を
変
え
ら
れ
た
︒

子
鹿
に
姿
を
変
え
ら
れ
た
け
れ
ど
も
︑
フ
ィ
ン
の
宮
殿
に
入
る
と
元
の
姿
に
戻
れ
る
と
い
う
の

で
︑
宮
殿
に
行
っ
て
フ
ィ
ン
と
出
会
う
︒
そ
の
と
き
︑
フ
ィ
ン
が
連
れ
て
い
た
二
匹
の
猟
犬
が

い
た
︒
そ
の
二
匹
の
猟
犬
は
︑
フ
ィ
ン
の
母
の
マ
ー
ナ
の
妹
チ
レ
ン
の
子
で
︑
チ
レ
ン
は
妖
精

の
魔
法
で
姿
を
犬
に
変
え
ら
れ
︑
二
匹
の
犬
の
子
ど
も
を
産
ん
だ
︒
ち
ょ
っ
と
わ
か
り
に
く
い

で
す
が
︑
こ
の
よ
う
に
︑
魔
法
が
魔
法
に
連
鎖
循
環
す
る
よ
う
な
話
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

結
局
︑
オ
シ
ー
ン
の
母
サ
イ
ヴ
は
猟
に
出
た
フ
ィ
ン
と
出
会
っ
て
︑
二
匹
の
犬
に
誘
わ
れ
て

宮
殿
に
入
っ
て
︑
人
間
の
姿
に
戻
っ
て
結
ば
れ
て
結
婚
し
た
︒
と
こ
ろ
が
︑
あ
る
日
︑
北
方
か

ら
敵
が
攻
め
て
き
て
︑
妖
精
が
化
け
た
偽
者
の
フ
ィ
ン
に
騙
さ
れ
て
サ
イ
ヴ
は
行
方
不
明
に
な

り
︑
ま
た
再
び
子
鹿
に
変
え
ら
れ
る
︒
フ
ィ
ン
は
︑
七
年
間
も
の
間
︑
二
匹
の
犬
と
と
も
に
行

方
不
明
と
な
っ
た
サ
イ
ヴ
を
探
し
た
が
︑
あ
る
日
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
西
に
あ
る
ス
ラ
イ
ゴ
ー

の
ベ
ン
バ
ル
ベ
ン
の
森
で
︑
七
歳
ほ
ど
の
美
し
い
少
年
と
出
会
う
︒
フ
ィ
ン
は
そ
の
少
年
を
家

に
連
れ
て
帰
っ
て
生
い
立
ち
を
聞
く
と
︑
森
の
谷
間
の
洞
窟
で
一
人
の
女
性
と
暮
ら
し
て
い
た

が
︑
い
な
く
な
っ
た
女
性
を
探
し
て
い
る
内
に
森
の
中
で
フ
ィ
ン
と
出
会
っ
た
と
い
う
︒
フ
ィ

ン
は
少
年
を
サ
イ
ヴ
の
子
と
確
信
し
︑﹁
オ
シ
ー
ン
﹂(

小
鹿)

と
名
づ
け
︑
自
分
の
子
と
し
て

育
て
た
︒
そ
し
て
︑
オ
シ
ー
ン
は
﹁
常
若
の
国
﹂︵
テ
ィ
ル
・
ナ
・
ノ
グ
︶
に
渡
る
︒

一
九
九
五
年
に
私
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
西
の
町
の
ス
ラ
イ
ゴ
ー
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
︑
そ

の
地
の
ベ
ン
バ
ル
ベ
ン
の
山
が
フ
ィ
ン
が
オ
シ
ー
ン
と
出
会
っ
た
と
い
う
山
で
︑
W
・
B
・
イ

ェ
ー
ツ
の
﹃
神
秘
の
薔
薇
﹄
に
も
こ
の
ベ
ン
バ
ル
ベ
ン
山
の
こ
と
が
出
て
き
ま
す
︒
私
は
こ
の

山
に
二
度
登
り
ま
し
た
︒
す
ご
い
嵐
の
日
と
晴
れ
の
日
の
二
回
︒
そ
し
て
そ
の
岬
の
突
端
か
ら

西
方
の
海
を
見
て
︑
あ
あ
︑
あ
の
向
こ
う
に
﹁
常
若
の
国
﹂
が
あ
る
の
だ
な
と
感
慨
に
耽
り
ま

し
た
︒
折
口
信
夫
が
熊
野
の
大
王
埼
で
﹁
常
世
の
国
・
妣
の
国
﹂
を
望
郷
し
た
よ
う
に
︒

と
も
あ
れ
︑
フ
ィ
ア
ナ
騎
士
団
の
騎
士
で
あ
り
詩
人
の
オ
シ
ー
ン
の
出
生
物
語
は
︑
大
変
入

り
組
ん
で
い
て
複
雑
で
す
が
︑
こ
こ
で
の
着
目
点
は
︑
鹿
の
神
聖
性
と
い
う
点
で
す
︒

日
本
の
鹿
伝
説
の
ほ
う
に
移
る
と
︑
そ
も
そ
も
鹿
島
神
宮
の
字
が
﹁
鹿か

島し
ま(

︵
香
嶋
︶﹂
で
︑
こ

れ
は
﹁
神か

島し
ま

﹂
で
も
あ
り
ま
す
︒
と
い
う
の
も
︑
今
も
茨
城
県
鹿
嶋
市
宮
中
に
鎮
座
す
る
鹿
島

神
宮
の
北
東
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
海
の
方
に
﹁
高
天
原
町
﹂
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
︑

﹃
常
陸
国
風
土
記
﹄
に
は
冒
頭
に
常
陸
国
は
﹁
古
人
﹂
が
﹁
常
世
之
国
﹂
と
呼
ん
だ
と
い
う
記
述

が
あ
り
ま
す
︒
ま
た
︑﹁
香か

し
ま
の
こ
お
り

嶋
郡
﹂
の
条
り
に
は
︑﹁
高
天
原
よ
り
降
り
来
た
ま
ひ
し
大
神
︑
名

を
香か

し

嶋ま
の

天あ
め

之の

大お
お

神か
み

と
称も

う

す
︒
天
に
て
は
号な

を
香か

嶋し
ま

之の

宮み
や

と
曰い

ひ
︑
地
に
て
は
豊
香
嶋
之
宮
と
名
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づ
く
﹂
と
あ
っ
て
︑
鹿
島
の
神
が
﹁
高
天
原
﹂
よ
り
天
下
っ
て
来
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
ん
で

す
ね
︒
そ
し
て
︑
こ
の
鹿
島
の
神
が
﹁
白
鹿
﹂
に
跨
っ
て
奈
良
の
春
日
山
︵
三
笠
山
︶︑
つ
ま
り

春
日
大
社
が
建
っ
た
と
こ
ろ
に
や
っ
て
き
た
と
い
う
伝
承
が
春
日
大
社
創
建
伝
承
と
し
て
あ
り

ま
す
︒

﹁
春
日
曼
荼
羅
﹂
に
は
︑
三
笠
山
と
白
鹿
に
乗
っ
た
春
日
の
神
々
︑
四
神
プ
ラ
ス
若
宮
が
描
か

れ
て
い
ま
す
︒
四
神
と
は
︑
鹿
島
の
神
︵
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
︶︑
香
取
の
神
︵
フ
ツ
ヌ
シ
︶︑
枚
岡
の

神
︵
ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
︶
と
姫
神
で
す
︒

と
こ
ろ
で
︑
オ
シ
ー
ン
伝
説
に
鹿
の
ほ
か
に
狩
猟
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
犬
が
出
て
き

ま
す
が
︑
そ
の
よ
う
な
狩
猟
者
と
犬
と
関
係
性
で
︑
日
本
で
一
番
有
名
な
も
の
は
︑﹃
今
昔
物

語
﹄
や
﹃
高
野
大
師
行
状
図
画
﹄
な
ど
に
描
か
れ
た
高
野
山
の
地
主
の
神
で
も
あ
っ
た
高
野
明

神
︑
す
な
わ
ち
狩
場
明
神
と
犬
と
の
関
係
で
す
︵
図
64
︶︒
こ
の
高
野
明
神
は
︑
弓
矢
を
持
っ
て
︑

二
匹
の
犬
を
連
れ
て
い
ま
す
︒
そ
の
犬
を
連
れ
て
い
る
高
野
明
神
が
山
中
で
空
海
と
出
会
い
︑
高

野
山
に
導
き
︑
や
が
て
高
野
山
に
真
言
密
教
の
修
行
の
道
場
が
で
き
て
い
き
ま
す
︒

こ
れ
に
も
い
ろ
い
ろ
な
伝
説
が
あ
る
ん
で
す
が
︑
こ
の
高
野
明
神
︵
狩
場
明
神
︶
の
お
母
さ
ん

は
丹
生
都
比
売
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
︑
間
違
い
な
く
︑
水
銀
鉱
脈
と
結
び
つ
い
て
い
ま

す
︒
つ
ま
り
︑
金
属
技
術
と
狩
猟
技
術
を
持
つ
金
属
技
術
者
や
狩
猟
技
術
者
を
弘
法
大
師
空
海

は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
︒

高
野
明
神
と
弘
法
大
師
の
二
人
が
出
会
う
場

面
で
す
が
︑
注
目
す
べ
き
は
二
匹
の
イ
ヌ
が
白

犬
と
黒
犬
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
す
︒

﹃
今
昔
物
語
﹄
で
は
︑
こ
の
白
黒
二
匹
の
犬
を
連

れ
た
狩
猟
者
が
山
中
で
空
海
に
声
を
か
け
て
︑

な
ぜ
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
る
の
か
と
訊
く
と
︑
空

海
は
︑﹁
我
︑
唐
に
し
て
三
鈷
を
擲な

げ

て
︑﹃
禅
定

の
霊
穴
に
落
よ
﹄
と
誓
ひ
き
︒
今
︑
其
の
所
を

求
め
行
く
也
﹂
と
答
え
ま
す
︒
そ
れ
に
対
し
て

狩
猟
者
が
︑﹁
我
は
是
︑
南
山
の
犬
飼
也
︒
我
︑

其
の
所
を
知
れ
り
︒
速
に
教
奉
る
べ
し
﹂
と
言

っ
て
︑
道
案
内
し
た
ら
︑
中
国
か
ら
投
げ
放
っ

た
密
教
の
法
具
の
三
鈷
杵
が
檜
の
と
こ
ろ
に
か

か
っ
て
い
た
の
で
︑﹁
是
禅
定
の
霊
崛
也
﹂
と
言

っ
て
喜
ん
で
︑
そ
こ
を
禅
定
道
場
に
し
て
︑
つ

い
に
は
金
剛
峯
寺
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
つ
ま
り
︑
真
言
密
教
の
日
本
へ
の
定

着
化
の
過
程
で
︑
山
の
神
や
山
の
民
た
ち
の
支
援
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

古
代
日
本
の
亀
卜
と
鹿
卜

日
本
で
は
︑
こ
の
密
教
が
入
る
以
前
か
ら
︑
神
事
に
関
し
て
は
占
い
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
︒

天
候
と
か
︑
未
来
が
ど
う
変
化
す
る
か
な
ど
の
予
兆
を
得
る
た
め
に
︑
卜
占
を
し
ま
す
︒
そ
の

卜
占
に
二
種
の
方
法
が
あ
っ
た
︒
一
つ
は
亀
の
甲
羅
を
焼
く
方
法
で
︑
も
う
一
つ
は
鹿
の
肩
骨

を
焼
く
方
法
で
す
︒
亀
の
甲
羅
を
焼
く
方
法
は
︑
中
国
の
殷
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
卜
占
が

日
本
に
伝
わ
っ
て
き
て
︑
特
に
壱
岐
・
対
馬
や
伊
豆
の
卜
部
が
そ
の
方
法
で
卜
占
を
行
っ
た
と

さ
れ
ま
す
︒
壱
岐
・
対
馬
は
︑﹁
卜う

ら

部べ

﹂
に
よ
る
﹁
占
い
﹂
の
拠
点
だ
っ
た
わ
け
で
す
︒

京
都
の
吉
田
神
社
の
神
主
で
も
あ
っ
た
吉
田
兼
倶
が
大
成
し
た
吉
田
神
道
︵
唯
一
宗
源
神
道
︶

も
卜
部
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
ま
す
︒
京
都
大
学
東
隣
に
鎮
座
す
る
吉
田
神
社
を
管
理
し
た
の
は

吉
田
卜
部
氏
で
︑﹃
徒
然
草
﹄
の
著
者
の
吉
田
兼
好
も
本
姓
は
卜
部
兼
好
で
︑
卜
部
一
族
で
す
︒

平
野
神
社
の
管
理
も
﹁
平
野
卜
部
氏
﹂
が
担
当
し
ま
し
た
︒
卜
部
は
︑
も
と
も
と
亀
の
甲
羅
を

焼
い
て
吉
凶
を
占
う
﹁
亀
卜
﹂
に
従
事
す
る
品
部
で
︑
伊
豆
と
壱
岐
・
対
馬
の
卜
部
は
特
別
に

取
り
立
て
ら
れ
て
宮
中
神
祇
官
の
官
人
と
な
り
ま
す
︒
神
祇
官
の
大
副
・
少
副
に
伊
豆
の
卜
部

が
︑
下
級
神
職
に
伊
豆
の
卜
部
が
五
人
︑
壱
岐
の
卜
部
が
五
人
︑
対
馬
の
卜
部
が
一
〇
人
取
り

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
︒
以
前
︑
壱
岐
に
行
っ
た
と
き
に
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
︑
亀
の
甲

羅
を
焼
い
た
﹁
亀
卜
﹂
の
割
れ
目
の
し
る
し
で
あ
る
マ
チ
カ
タ
︵
兆
形
︶
を
見
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
︑
何
だ
か
︑
抽
象
画
の
よ
う
で
し
た
︒

こ
の
﹁
亀
卜
﹂
に
対
し
て
︑
古
く
か
ら
﹁
鹿
卜
﹂︑
つ
ま
り
鹿
占
い
が
あ
る
の
で
す
が
︑
そ
の

こ
と
が
︑﹃
古
事
記
﹄
の
天
岩
戸
神
話
の
中
に
出
て
き
ま
す
︒﹃
古
事
記
﹄
の
中
の
天
岩
屋
の
場

面
で
︑﹁
天
香
山
の
真
男
鹿
の
肩
を
内
抜
き
て
﹂
と
出
て
く
る
わ
け
で
す
︒

﹃
古
事
記
﹄
上
巻
に
︑﹁
召
天
児
屋
命
︑
布
刀
玉
命
而
︑
內
抜
天
香
山
之
真
男
鹿
之
肩
抜
而
︑
取

天
香
山
之
天
之
波
波
迦
而
︑
令
占
合
麻
迦
那
波
而
﹂
と
記
載
さ
れ
る
﹁
太ふ

と

占ま
に

﹂
は
﹁
鹿
卜
﹂
で
︑

﹁
天
の
香
具
山
﹂
の
﹁
真
男
鹿
﹂
の
﹁
肩
の
骨
﹂
を
取
っ
て
焼
い
て
占
わ
せ
た
と
あ
り
ま
す
︒

﹁
鹿
﹂
の
肩
骨
は
世
界
の
未
来
を
占
い
︑
吉
凶
な
ど
︑
予
兆
を
読
み
と
る
重
要
な
祭
具
だ
っ
た
わ

け
で
す
︒

﹁
太
占
﹂
を
し
た
い
き
さ
つ
は
だ
い
た
い
次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
︒

高
天
原
で
の
ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
の
あ
ま
り
の
乱
暴
さ
に
天
照
大
神
が
驚
き
怖
れ
て
天
の
岩

屋
戸
に
籠
る
と
︑
葦
原
中
国
は
真
っ
暗
に
な
り
︑
さ
ま
ざ
ま
な
災
い
が
起
こ
り
ま
す
︒
そ
こ
で
︑

図64　「高野大師行状図画」　白黒二匹の犬を連れた高野明神
（狩場明神）と弘法大師が出会う場面
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八
百
万
神
が
天
の
安
河
に
集
ま
っ
て
相
談
を
し
﹁
祭
り
﹂
を
行
う
こ
と
に
し
ま
す
︒
こ
の
時
︑
ア

マ
ツ
マ
ラ
に
天
の
金
山
の
鉄
を
取
っ
て
こ
さ
せ
︑
イ
シ
コ
リ
ド
メ
に
﹁
八や

た
の咫

鏡か
が
み﹂

を
作
ら
せ
︑
タ

マ
ノ
オ
ヤ
に
﹁
八や

尺さ
か

瓊に

の
勾ま

が

玉た
ま

﹂
を
作
ら
せ
︑
ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
と
フ
ト
ダ
マ
に
﹁
雄
鹿
の
肩
の

骨
﹂
を
抜
き
取
ら
せ
︑
ハ
ハ
カ
の
木
を
取
っ
て
﹁
太
占
﹂
を
さ
せ
︑
天
の
香
具
山
の
﹁
真ま

賢さ
か

木き

﹂

を
根
っ
こ
ご
と
掘
り
起
こ
し
て
枝
に
八
尺
瓊
勾
玉
と
八
咫
鏡
と
紙
垂
を
か
け
︑
フ
ト
ダ
マ
が
御

幣
と
し
て
奉
げ
持
ち
︑
ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
が
﹁
太ふ

と

祝の
り
と詞
言ご

と

﹂
を
唱
え
ま
す
︒
そ
し
て
︑
天
の
岩
戸

の
脇
に
は
ア
メ
ノ
タ
ヂ
カ
ラ
オ
が
立
ち
︑
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
が
手
に
﹁
小
竹
葉
﹂
を
持
っ
て
桶
を

伏
せ
て
踏
み
鳴
ら
す
と
︑﹁
神
憑
り
﹂
と
な
っ
て
﹁
胸む

な

乳ぢ

﹂
と
﹁
女ほ

陰と

﹂
が
露
わ
に
な
っ
た
の
で
︑

高
天
原
が
響
き
渡
る
よ
う
に
八
百
万
の
神
が
共
に
﹁
咲わ

ら

﹂
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
︒
こ
の
﹁
鹿

の
角
﹂
の
突
起
は
︑
さ
ま
ざ
ま
な
文
様
や
未
来
方
位
の
行
方
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
読
み
取

れ
︑
石
上
神
宮
の
神
宝
で
あ
る
国
宝
の
﹁
七し

ち

支し

刀と
う

﹂
の
突
起
に
も
似
て
い
ま
す
︵
図
65
︶︒

要
す
る
に
︑
ス
サ
ノ
ヲ
の
乱
行
に
よ
っ
て
天
照
が
天
岩
戸
に
籠
り
︑
世
界
が
真
っ
暗
に
な
っ

て
︑
さ
ま
ざ
ま
な
災
い
が
起
こ
っ
た
の
で
祭
り
を
行
う
こ
と
に
し
た
︒
そ
の
と
き
に
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
づ
く
り
を
し
て
︑
鏡
や
勾
玉
を
作
っ
た
︒
そ
し
て
ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
と
フ
ト
ダ
マ
に
命
じ

て
︑
雄
鹿
の
肩
の
骨
を
抜
き
取
ら
せ
て
︑
ハ
ハ
カ
の
木
を
取
っ
て
占
い
を
さ
せ
た
︒
そ
の
後
︑
真

賢
木
を
根
っ
こ
ご
と
掘
り
起
こ
し
て
︑
つ
く
ら
せ
た
鏡
と
玉
と
紙
垂
を
取
り
付
け
て
︑
中
臣
・

藤
原
の
祖
先
の
天あ

め
の
こ
や
ね
の

児
屋
命み

こ
とが
太
祝
詞
を
唱
え
︑
天あ

め
の
う
ず
め
の

宇
受
売
命み

こ
とが
手
に
小
竹
葉
を
持
っ
て
︑
桶
を

伏
せ
て
踊
り
を
踊
っ
て
神
懸
か
り
に
な
り
︑
胸
乳
と
ホ
ト
を
露
わ
に
し
た
の
で
神
々
が
大
い
に

笑
っ
て
︑
そ
の
花
が
咲
い
た
よ
う
な
高
天
原
に
響
き
渡
る
よ
う
な
笑
い
声
に
よ
っ
て
天
照
が
再

登
場
し
て
く
る
と
い
う
話
が
天
岩
戸
の
神
事
の
物
語
で
す
︒

こ
の
と
こ
ろ
で
︑
雄
鹿
の
肩
の
骨
で
占
い
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
な
意
味
合
い
を

持
っ
て
い
る
の
で
す
が
︑
な
ぜ
こ
の
祭
り
で
鹿
の
方
の
骨
占
い
が
行
わ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
注
目
し
た
研
究
者
は
あ
ま
り
い
ま
せ
ん
︒

そ
の
よ
う
な
鹿
の
角
が
石
上
神
宮
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
神
宝
の
﹁
七
支
刀
﹂
と
い
う
剣
の
突

起
と
非
常
に
似
て
い
て
︑
こ
れ
も
亀
の
甲
を
焼
い
た
り
︑
鹿
の
肩
骨
を
焼
い
た
り
し
て
︑
ひ
び

が
入
っ
て
い
く
と
き
の
︑
そ
の
ひ

び
の
文
様
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が

あ
っ
て
︑
そ
れ
ら
が
先
ほ
ど
出
て

き
た
ロ
ッ
ク
カ
ー
ビ
ン
グ
の
文
様

と
か
太
古
の
文
字
の
よ
う
な
も
の

と
も
つ
な
が
り
が
あ
る
と
思
い
ま

す
︒

平
田
篤
胤
は
い
ち
早
く
占
い
の
文
様
か
ら
神
代
文
字
が
生
ま
れ
き
て
︑
そ
れ
ら
が
神
符
な
ど

の
形
で
神
社
に
伝
わ
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
す
︒
こ
れ
は
検
討
し
て
み
る
余
地
が
あ
る
考
え

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

こ
の
太
占
な
ど
の
占
い
が
行
わ
れ
た
天
岩
戸
の
前
で
す
が
︑
天
岩
戸
と
い
う
の
は
洞
窟
な
ん

で
す
ね
︒
そ
の
洞
窟
の
外
で
そ
の
神
事
を
行
っ
た
︒
と
い
う
こ
と
は
︑
神
霊
は
洞
窟
の
中
に
い

る
わ
け
で
す
︒
洞
窟
の
中
に
神
様
が
い
る
わ
け
で
す
︒

日
本
で
有
名
な
洞
窟
神
社
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
︒
日
向
国
︑
宮
崎
県
の
鵜
戸
神
宮
と
か
天

岩
戸
神
社
と
か
︑
戸
隠
神
社
奥
社
と
か
い
く
つ
も
あ
る
ん
で
す
が
︑
そ
の
中
で
私
が
最
も
感
動

し
た
の
は
沖
縄
の
宜
野
湾
の
普
天
間
宮
で
し
た
︒
沖
縄
の
普
天
間
基
地
の
近
く
の
普
天
間
宮
の

社
殿
は
︑
奥
が
巨
大
な
洞ガ

窟マ

と
な
っ
て
い
て
︑
そ
の
ガ
マ
の
中
に
奥
宮
が
祀
ら
れ
て
い
て
︑
そ

こ
か
ら
三
千
年
前
の
土
器
や
鹿
の
骨
が
出
た
と
さ
れ
ま
す
︒
そ
の
鹿
の
骨
を
こ
こ
で
ど
の
よ
う

に
当
時
の
人
々
が
大
事
に
し
て
い
た
の
か
︑
古
代
の
洞
窟
祭
祀
の
あ
り
よ
う
を
い
ろ
い
ろ
と
想

像
さ
せ
ら
れ
ま
す
︒

ケ
ル
ト
と
神
道
―
そ
の
他
界
観
と
自
然
観
、あ
る
い
は「
場
所
の
記
憶
」

後
世
︑
神
社
︑
あ
る
い
は
︑
神
社
神
道
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
い
く
日
本
の
宗
教
文
化
伝
統
の

中
で
︑
一
番
根
幹
的
に
重
要
な
も
の
は
場
所
で
す
︒
洞
窟
も
そ
う
︒
だ
か
ら
︑
神
道
と
い
う
言

葉
が
生
ま
れ
て
く
る
以
前
か
ら
︑
場
所
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
が
あ
っ
た
︒
場
所
は
一
つ
の

か
た
ち
で
す
か
ら
︑
磐
座
な
ど
の
岩
石
で
あ
る
と
か
︑
神
木
や
巨
木
の
よ
う
な
樹
木
で
あ
る
と

か
︑
神
籬
と
か
を
中
心
に
し
て
神
聖
空
間
が
成
り
立
っ
て
い
た
︒
そ
こ
に
一
つ
の
伝
承
と
し
て

の
道
が
で
き
た
︒

そ
の
場
所
に
美
が
宿
る
︒
清
々
し
さ
と
か
清
浄
さ
と
か
︑
感
覚
的
な
何
か
︒
岡
本
太
郎
の
言

葉
で
言
え
ば
︑﹁
神
聖
エ
ネ
ル
ギ
ー
﹂
を
か
き
立
て
る
よ
う
な
何
か
︒
そ
こ
で
︑
祭
り
を
行
う
︒

そ
こ
に
︑
さ
ま
ざ
ま
な
技
が
生
ま
れ
る
︒
ま
た
︑
さ
ま
ざ
ま
な
神
話
や
物
語
が
語
ら
れ
る
︒
そ

し
て
︑
全
体
と
し
て
︑
そ
う
い
う
場
所
と
自
然
と
人
間
︑
あ
る
い
は
文
化
と
自
然
が
ハ
ー
モ
ニ

ー
を
な
す
伝
承
体
系
と
い
う
の
が
生
ま
れ
て
き
た
︒
つ
ま
り
︑
①
場
と
し
て
の
神
道
︑
②
道
と

し
て
の
神
道
︑
③
美
と
し
て
の
神
道
︑
④
祭
と
し
て
の
神
道
︑
⑤
技
と
し
て
の
神
道
︑
⑥
詩
と

し
て
の
神
道
︑
⑦
生
態
智
と
し
て
の
神
道
︑﹁
神
道
七
則
﹂
で
す
︒
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
︑
神
か

ら
の
道
︑
神
へ
の
道
︑
神
と
の
道
と
い
う
﹁
神
道
三
道
﹂
が
整
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
︒

﹁
神
道
七
則
﹂
の
最
後
の
﹁
生
態
智
と
し
て
の
神
道
﹂
と
い
う
の
は
︑﹁
自
然
に
対
す
る
深
く

慎
ま
し
い
畏
怖
・
畏
敬
の
念
に
基
づ
く
︑
暮
ら
し
の
中
で
の
鋭
敏
な
観
察
と
経
験
に
よ
っ
て
練

図65　石上神宮に伝えら
れている神宝の「七支刀」
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り
上
げ
ら
れ
た
︑
自
然
と
人
工
と
の
持
続
可
能
な
創
造
的
バ
ラ
ン
ス
維
持
シ
ス
テ
ム
の
知
恵
と

技
法
﹂
を
内
包
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
︒
神
道
や
修
験
道
に
は
︑
そ
の
よ
う
な
深
層
的
な

﹁
生
態
智
﹂
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
︒

先
ほ
ど
の
安
藤
礼
二
さ
ん
の
言
わ
れ
た
﹁
造
形
的
思
考
﹂
と
い
う
の
も
︑
そ
う
い
う
﹁
生
態

智
﹂
的
な
思
考
の
一
つ
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
︒
神
道
も
修
験
道
も
そ
う
い
う
深
層
的
な
﹁
生
態

智
﹂
伝
承
し
て
き
た
文
化
シ
ス
テ
ム
で
す
︒

ド
ゥ
ル
イ
ド
と
修
験
者

そ
う
し
た
生
態
智
文
化
が
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
西
の
果
て
の
ド
ゥ
ル
イ
ド
と
言
わ
れ
て
い
る

修
行
者
た
ち
と
︑
日
本
で
形
成
さ
れ
た
修
験
道
な
ど
の
森
の
修
行
者
た
ち
の
両
方
に
累
積
さ
れ

て
い
る
と
私
は
考
え
て
い
る
の
で
す
︒
そ
う
い
う
修
行
者
た
ち
は
︑
ま
さ
に
﹁
大
地
の
記
憶
を

掘
る
人
々
﹂
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
︒
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
タ
イ
ト
ル
の
﹁
大
地
の
記
憶
を
彫

り
伝
え
る
﹂
文
化
伝
承
者
で
あ
り
︑
文
化
体
現
者
で
す
︒

そ
う
い
う
大
地
の
記
憶
を
掘
る
人
た
ち
の
修
行
の
場
と
し
て
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や
イ
ギ
リ
ス

や
日
本
と
い
う
島
国
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
︒
彼
ら
は
い
ず
れ
も
天
地
︑
自
然
を
見
る
︑
天

文
地
理
の
専
門
家
で
あ
り
︑
地
霊
と
交
換
を
す
る
︒
場
所
の
記
憶
を
掘
り
起
こ
し
︑
聴
き
取
る

ワ
ザ
師
で
あ
っ
た
︒
ド
ゥ
ル
イ
ド
は
星
見
る
人
︑
天
文
家
で
あ
り
︑
修
験
者
は
土
診
る
人
︑
金

属
技
術
者
で
あ
っ
た
︒

そ
し
て
︑
さ
ま
ざ
ま
な
詩
や
歌
や
さ
ま
ざ
ま
な
芸
能
・
芸
術
を
伝
承
し
︑
ま
た
新
た
に
生
み

出
し
た
︒
ハ
ー
プ
で
あ
る
と
か
︑
法
螺
貝
で
あ
る
と
か
︑
石
笛
で
あ
る
と
か
︒
そ
う
い
う
聖
な

る
楽
器
を
か
き
鳴
ら
し
︑
演
奏
し
て
歩
い
た
︒
そ
し
て
山
に
伏
し
て
修
行
し
︵
山
伏
・
山
臥
︶︑
丘

の
中
や
森
の
中
に
入
っ
て
︑
動
植
物
と
対
話
し
︑
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
磨
い
た
︒
そ
う
い
う
人

た
ち
で
あ
っ
た
︒

同
時
に
彼
ら
は
︑
金
属
技
術
に
も
長
け
て
い
た
︒
修
験
道
と
い
う
の
は
︑
日
本
列
島
の
風
土

の
中
で
現
れ
練
り
上
げ
ら
れ
た
独
自
の
身
心
変
容
技
法
で
す
︒
特
に
重
要
な
の
は
︑
天
然
の
力

と
い
う
か
︑
天
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
︑
神
聖
エ
ネ
ル
ギ
ー
︑
自
然
智
を
身
に
付
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
︒

こ
の
よ
う
に
︑
修
験
道
は
︑
日
本
列
島
の
風
土
の
中
で
発
達
し
た
︑
自
然
と
し
て
現
わ
れ
出

る
神
仏
へ
の
讃
仰
と
身
心
対
話
に
よ
っ
て
︑
深
い
叡
智
︵
即
身
成
仏
智
︶
と
力
︵
法
力
・
験
力
・

霊
力
︶
を
獲
得
し
よ
う
と
修
行
す
る
日
本
独
自
の
ユ
ニ
ー
ク
な
習
合
宗
教
文
化
で
あ
り
︑
自じ

然ね
ん

智ち

や
身
体
智
や
生
態
智
の
探
究
で
あ
り
︑
山
岳
跋
渉
経
験
に
よ
り
自
然
智
・
生
態
智
・
自
然
力
・

法
力
・
験
力
を
獲
得
す
る
道
で
し
た
︒

そ
れ
を
開
い
た
の
が
︑
役
行
者
小
角
と
蜂
子
皇
子
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒
役
行
者
は
大
峯
修

験
道
の
開
祖
と
さ
れ
︑
蜂
子
皇
子
は
羽
黒
修
験
道
の
開
祖
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒
羽
黒
や
出
羽
三

山
で
は
︑
異
形
の
顔
か
た
ち
を
し
た
蜂
子
皇
子
の
像
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
︑
こ
れ

は
お
そ
ら
く
江
戸
時
代
に
で
き
て
き
た
伝
承
で
あ
り
図
像
だ
と
思
い
ま
す
︒

役
行
者
も
﹁
前
鬼
・
後
鬼
﹂
と
呼
ば
れ
る
﹁
鬼
﹂
を
使
役
し
た
と
か
と
言
わ
れ
ま
す
が
︑
鬼

と
か
︑
異
形
・
異
類
の
力
を
借
り
て
い
る
こ
と
が
重
要
な
ん
で
す
ね
︒
鬼
や
異
形
の
も
の
と
の

交
換
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
授
受
を
通
し
て
修
験
道
は
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
︒

そ
の
修
験
道
の
修
行
と
儀
礼
の
中
に
︑﹁
烏
飛
び
﹂
と
い
う
ジ
ャ
ン
プ
が
あ
り
ま
す
︒
そ
れ
は

能
の
﹁
翁
﹂
の
中
の
狂
言
方
が
務
め
る
﹁
三
番
叟
﹂
に
も
同
じ
﹁
烏
飛
び
﹂
と
い
う
名
称
で
出

て
き
ま
す
が
︑
そ
の
﹁
三
番
叟
﹂
の
﹁
烏
飛
び
﹂
を
見
事
に
演
じ
る
狂
言
方
が
野
村
萬
斎
で
す
︒

萬
斎
の
﹁
烏
飛
び
﹂
は
素
晴
ら
し
い
︒
凄
い
︒
ぴ
ょ
～
ん
と
飛
ぶ
︒
修
験
者
で
も
な
か
な
か
あ

そ
こ
ま
で
飛
べ
ま
せ
ん
︒
と
も
あ
れ
︑
修
験
道
の
﹁
験げ

ん

競く
ら

べ
﹂
の
﹁
烏
飛
び
﹂
の
修
行
が
そ
の

ま
ま
能
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
︑
影
響
を
与
え
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
︒

修
験
道
儀
礼
で
あ
る
柴さ

い

燈と
う

護ご

摩ま

や
火
渡
り
や
戸
隠
修
験
の
難
所
巡
り
の
山
岳
斗と

擻そ
う

で
あ
る
剣

の
刃
渡
り
と
か
︑
身
心
に
多
大
な
リ
ス
ク
を
も
た
ら
す
危
な
い
こ
と
を
あ
え
て
行
う
こ
と
で
限

界
突
破
す
る
︒
身
心
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
に
賦
活
し
活
用
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
っ
て

い
く
︒

そ
う
い
う
修
験
道
を
本
科
研
﹁
身
心
変
容
技
法
研
究
会
﹂
の
研
究
活
動
を
通
し
て
︑
広
く
検

証
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
︒
修
験
道
の
根
幹
に
は
︑
自
然
を
畏
怖
・
畏
敬
す

る
心
が
あ
る
︒
そ
し
て
︑
鉱
物
や
動
植
物
を
含
め
︑
自
然
の
仕
組
み
を
と
て
も
て
い
ね
い
に
よ

く
観
察
し
て
い
く
︒
そ
の
観
察
力
に
基
づ
い
て
︑
自
然
生
成
力
を
う
ま
く
役
立
て
る
さ
ま
ざ
ま

な
技
法
を
身
に
付
け
て
い
く
︒

例
え
ば
︑
吉
野
の
大
峰
修
験
道
の
よ
う
に
︑﹁
陀だ

羅ら

尼に

助す
け

﹂
と
い
う
漢
方
薬
を
作
っ
て
売
っ
て

き
た
︒
そ
の
起
源
は
︑
疫
病
が
流
行
し
た
一
三
〇
〇
年
ほ
ど
前
に
役
行
者
が
︑
吉
野
山
中
の
黄お

う

柏ば
く

の
木
の
皮
か
ら
煎
じ
薬
を
作
っ
て
救
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
︒
大
峰
修
験
者
た

ち
は
厳
し
い
修
行
に
耐
え
る
身
心
を
維
持
す
る
た
め
に
こ
の
役
行
者
が
創
薬
し
た
と
伝
え
ら
れ

る
﹁
陀
羅
尼
助
﹂
を
一
種
の
薬
の
真
言
陀
羅
尼
と
し
て
使
う
こ
と
で
︑
身
心
浄
化
と
練
磨
を
行

な
っ
た
の
で
す
︒
そ
れ
が
吉
野
修
験
者
た
ち
の
活
動
が
広
ま
る
過
程
で
︑
一
般
に
も
広
が
っ
て

い
っ
た
の
で
す
︒

こ
う
し
て
︑
日
本
の
本
草
学
の
発
展
に
も
寄
与
し
︑
岩
石
と
か
動
物
の
角
と
か
植
物
の
皮
と

か
草
と
か
を
利
用
し
て
﹁
陀
羅
尼
助
﹂
な
ど
の
丸
薬
を
作
っ
た
︒
こ
う
し
た
自
然
観
察
に
基
づ

い
て
経
験
的
・
臨
床
的
に
応
用
し
て
い
く
技
術
や
技
法
は
本
当
に
重
要
な
意
味
合
い
を
持
ち
ま
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す
︒
い
わ
ば
︑
日
本
的
錬
金
術
で
す
ね
︒

そ
し
て
も
う
一
つ
重
要
な
点
は
︑
半
僧
半
俗
︑
つ
ま
り
︑
半
分
僧
侶
で
半
分
俗
人
で
あ
る
こ

と
の
意
味
と
役
割
で
す
︒
修
験
者
は
完
全
に
僧
侶
で
は
な
い
︒
半
僧
半
俗
︑
半
定
住
・
半
放
浪

の
両
義
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
︒
里
と
山
を
つ
な
ぐ
仲
介
者

と
し
て
︒

身
心
変
容
す
る
た
め
に
は
︑
自
然
の
大
い
な
る
力
と
﹁
感
応
道
交
﹂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

仏
教
的
な
言
い
方
で
は
﹁
即
身
成
仏
﹂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
不
動
明
王
と
か
大
日
如
来
と

か
︑
曼
荼
羅
中
の
諸
仏
諸
菩
薩
諸
明
王
や
天
部
の
神
々
や
精
霊
た
ち
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
交
換
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒
修
行
と
実
践
を
通
し
て
︑
山
の
霊
力
を
身
に
振
り
付
け
て
︑﹁
験
力
﹂
を

得
る
わ
け
で
す
︒

要
す
る
に
︑
修
験
道
の
修
行
の
目
的
は
︑
究
極
的
に
は
︑﹁
即
身
成
仏
﹂
し
︑﹁
感
応
道
交
﹂

し
て
﹁
験
力
﹂
を
獲
得
し
︑
そ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
︒﹁
験
力
﹂
と
は
︑
祈
禱
力
や

霊
的
存
在
の
行
使
力
や
さ
ま
ざ
ま
な
身
体
的
霊
的
能
力
を
含
み
ま
す
が
︑
そ
れ
は
︑
ど
の
よ
う

な
事
態
に
な
っ
て
も
︑
そ
こ
で
の
最
大
の
生
存
能
力
を
発
揮
す
る
覚
悟
と
ワ
ザ
を
身
に
付
け
る

と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
︒
生
存
能
力
の
拡
張
深
化
を
は
か
る
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
︵
実
用

主
義
︶
が
山
伏
修
行
で
あ
り
︑
修
験
道
の
実
践
だ
と
言
え
ま
す
︒

先
ほ
ど
の
言
葉
を
使
え
ば
︑﹁
い
の
ち
交
換
﹂︒

そ
の
修
験
道
の
開
山
伝
承
の
中
に
︑﹁
白
鹿
﹂
伝
説
が
幾
つ
も
あ
る
の
で
す
︒
例
え
ば
︑
元
亀

三
年
︵
一
五
七
二
︶
に
編
纂
さ
れ
た
と
さ
れ
る
英ひ

彦こ

山さ
ん

修
験
道
の
縁
起
を
語
る
﹃
鎮
西
彦
山
縁

起
﹄
に
は
次
の
よ
う
な
開
山
伝
説
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
︒

継
体
天
皇
二
五
年
︵
五
三
一
︶︑
北
魏
の
僧
・
善
正
法
師
が
英
彦
山
に
来
て
︑
洞
窟
に
籠
り
︑

修
行
し
て
い
た
︒
豊
後
国
の
猟
師
・
藤
原
恒
雄
が
そ
の
山
中
で
岩
窟
修
行
中
の
善
正
法
師
に
会

い
︑
殺
生
の
罪
を
諭
さ
れ
る
の
で
す
が
︑
恒
雄
は
か
ま
わ
ず
猟
を
続
け
︑
弓
で
﹁
白
鹿
﹂
を
射

た
︒
そ
こ
へ
﹁
三
羽
の
鷹
﹂
が
飛
ん
で
来
て
︑﹁
白
鹿
﹂
に
檜
の
葉
に
浸
し
た
水
を
与
え
る
と
︑

﹁
白
鹿
﹂
は
不
思
議
な
こ
と
に
生
き
返
っ
た
の
で
す
︒
そ
れ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
藤
原
恒
雄
は

﹁
白
鹿
﹂
が
神
の
化
身
だ
と
悟
っ
て
︑
弓
矢
を
捨
て
︑
善
正
法
師
の
弟
子
と
な
り
︑
名
を
忍に

ん

辱に
く

と

改
め
た
と
い
う
の
で
す
︒
そ
の
後
︑
修
行
者
と
な
っ
た
忍
辱
が
苦
行
を
続
け
祈
念
し
て
い
る
と
︑

北
嶽
に
阿
弥
陀
如
来
︑
南
嶽
に
釈
迦
如
来
︑
中
嶽
に
観
世
音
菩
薩
の
垂
迹
神
が
顕
現
し
︑
三
嶽

に
三
仏
菩
薩
・
三
神
を
祀
り
ま
す
︒

こ
こ
で
は
︑﹁
白
鹿
﹂
と
﹁
鷹
﹂
が
神
聖
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
タ
ー
と
も
媒
体
と
も

な
っ
て
い
ま
す
︒

岡
本
太
郎
は
︑﹃
美
の
呪
力
﹄
の
﹁
火
の
祭
り
﹂︵﹃
岡
本
太
郎
著
作
集
第
六
巻
﹄
講
談
社
︑
一
九

八
〇
年
︶
の
中
で
︑﹁
生
命
の
秘
密
は
日
常
と
断
絶
し
た
︑
い
わ
ば
近
寄
り
が
た
い
森
の
奥
︑
峰

の
頂
に
秘
め
ら
れ
て
い
る
︒
人
は
こ
の
人
間
を
超
え
て
︑
そ
し
て
人
間
を
支
え
る
﹁
神
聖
﹂
の

根
源
を
見
届
け
よ
う
と
す
る
︒
し
か
し
そ
れ
は
同
時
に
禁
じ
ら
れ
た
聖
域
で
あ
る
︒
そ
れ
に
ふ

れ
る
こ
と
は
禍
い
で
あ
り
︑
危
機
な
の
だ
︒
あ
え
て
秘
密
に
参
入
す
る
の
は
選
ば
れ
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
／
そ
こ
に
シ
ャ
ー
マ
ン
の
役
割
が
あ
る
︒
日
本
の
山
岳
信
仰
で
は
修
験

者
で
あ
る
︒
／
修
験
道
の
発
生
は
遠
い
歴
史
の
暗
闇
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
そ
も

そ
も
の
修
験
者
は
シ
ャ
ー
マ
ン
だ
っ
た
に
違
い
な
い
︒
直
覚
的
に
原
像
を
定
め
る
し
か
な
い
の

だ
が
︒
狭
い
部
族
の
生
活
の
中
か
ら
︑
は
み
出
す
特
異
な
存
在
が
︑
身
を
捨
て
て
山
に
行
く
︒
火

の
も
と
︑
水
の
も
と
へ
︒
日
常
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
離
れ
て
︑
自
然
の
中
に
わ
け
入
り
︑
孤
独

の
中
に
困
難
な
試
練
に
身
を
さ
ら
す
︒
そ
し
て
そ
れ
を
の
り
超
え
る
の
だ
﹂
と
言
っ
て
い
ま
す
︒

修
験
者
は
︑
古
代
の
シ
ャ
ー
マ
ン
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
る
存
在
で
あ
る
︒
シ
ャ
ー
マ

ン
の
役
割
が
日
本
の
山
岳
信
仰
を
通
し
て
修
験
者
に
引
き
継
が
れ
た
と
︒
要
す
る
に
︑
修
験
道

の
発
生
は
︑
も
と
を
た
ど
れ
ば
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
わ
け

で
す
ね
︒

修
験
道
に
つ
な
げ
ら
れ
て
い
る
独
自
の
自
然
信
仰
と
結
び
付
い
た
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
基
盤

と
し
て
︑
こ
れ
を
反
国
家
権
力
的
な
活
動
に
展
開
し
た
役
行
者
が
再
編
・
再
構
築
し
て
胎
生
し

て
︑
や
が
て
国
家
権
力
に
抵
触
し
て
流
罪
に
遭
っ
て
伊
豆
に
流
さ
れ
た
︒
律
令
体
制
草
創
期
の

統
一
国
家
体
制
が
恐
れ
危
険
視
す
る
よ
う
な
︑
権
力
基
盤
を
脅
か
す
自
然
の
野
生
の
力
を
役
行

者
は
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
︒

岡
本
太
郎
は
続
け
て
︑﹁
シ
ャ
ー
マ
ン
は
普
通
人
と
は
明
ら
か
に
区
別
さ
れ
る
︒
超
人
間
的
な

修
行
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
強
い
呪
力
を
お
び
た
存
在
で
あ
る
︒
天
と
地
の
交
流
︑
死
霊
・
生

霊
へ
の
働
き
か
け
︑
禍
い
を
と
り
除
き
︑
豊
穣
を
招
き
よ
せ
︑
秩
序
を
整
え
る
︒
祭
り
の
と
き

に
太
鼓
を
た
た
き
︑
歌
を
う
た
い
︑
共
同
体
全
体
を
一
種
の
ト
ラ
ン
ス
の
状
態
に
ひ
き
込
む
︒
そ

の
存
在
自
体
︑
秘
密
に
と
ざ
さ
れ
て
は
い
る
が
︑
同
時
に
極
め
て
民
衆
的
で
あ
り
︑
生
活
的
な

働
き
を
も
っ
て
い
る
︒
／
こ
の
筋
は
明
ら
か
に
修
験
道
に
も
貫
か
れ
て
い
る
︒
独
自
な
自
然
信

仰
と
結
び
つ
い
た
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
︒
し
か
こ
の
原
始
宗
教
が
や
が
て
社
会
の
発
達
と

と
も
に
︑
変
質
す
る
︒
国
家
権
力
が
強
大
に
組
織
さ
れ
て
行
く
と
︑
そ
れ
と
ぶ
つ
か
り
︑
か
ら

み
あ
う
︒
そ
れ
は
具
体
的
に
は
古
代
王
権
の
確
立
の
時
期
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︒
修
験
道

の
伝
統
的
な
始
祖
︑
役
小
角
は
奈
良
時
代
に
な
っ
て
も
ま
だ
強
烈
な
シ
ャ
ー
マ
ン
の
面
影
を
伝

え
て
い
る
︒
従
っ
て
統
一
国
家
の
体
制
と
は
相
容
れ
な
い
︒
捕
わ
れ
て
流
罪
と
な
る
が
︑
山
を

駆
け
わ
た
る
と
い
う
話
な
ど
は
象
徴
的
で
あ
る
︒
そ
の
後
︑
こ
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
密
教
と

合
体
し
︑
階
級
社
会
に
お
け
る
一
つ
の
シ
ス
テ
ィ
ム
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
︑
と
い
う
よ
り
は

253

大地の記憶を彫る―スカンジナビア・アイルランドのロックカービングと身心変容



う
ま
く
身
を
ひ
そ
め
て
し
ま
う
﹂
と
言
っ
て
い
ま
す
が
︑
鋭
い
指
摘
で
あ
る
と
思
い
ま
す
︒

ま
た
︑
岡
本
太
郎
は
﹃
神
秘
日
本
﹄
の
跋
で
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
は
﹁
固
有
の
暗
号
﹂
を

持
っ
て
い
る
と
も
言
っ
て
い
ま
す
︒﹁
民
族
は
固
有
の
暗
号
を
も
っ
て
い
る
︒
同
質
の
生
活
的
感

動
︑
い
わ
ば
秘
密
の
よ
う
な
も
の
だ
︒
そ
れ
に
よ
っ
て
︑
言
葉
な
く
お
互
い
が
理
解
し
あ
う
︒
そ

れ
は
隣
人
愛
だ
と
か
同
胞
意
識
な
ど
と
い
う
よ
う
な
︑
単
純
な
枠
で
割
り
き
れ
な
い
︑
も
っ
と

繊
細
で
あ
り
︑
根
深
い
神
秘
な
の
だ
︒
ち
ょ
う
ど
鳥
や
動
物
な
ど
の
群
れ
が
︑
外
に
は
見
と
れ

な
い
暗
号
を
︑
瞬
間
に
発
し
︑
解
読
し
︑
群
れ
と
し
て
行
動
す
る
︑
あ
の
よ
う
な
敏
捷
さ
で
あ

る
︒
／
島
国
の
同
質
的
な
世
界
の
中
で
︑
な
が
い
間
︑
純
粋
に
生
き
ぬ
い
て
き
た
民
族
に
は
︑
無

言
の
言
葉
︑
そ
の
役
割
は
強
い
の
で
あ
る
﹂
と
︒
こ
れ
ま
た
︑
意
味
深
長
な
︑
考
え
さ
せ
ら
れ

る
指
摘
で
す
︒

岡
本
太
郎
の
言
う
﹁
民
族
固
有
の
暗
号
﹂
は
︑
ま
さ
し
く
修
験
道
の
中
に
最
も
独
自
か
つ
普

遍
的
な
相
を
持
っ
て
伝
承
さ
れ
顕
現
さ
れ
て
い
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
︒

そ
う
い
う
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
見
て
い
く
と
︑﹁
民
族
固
有
の
暗
号
﹂
の
中
に
は
﹁
白
鹿
﹂
伝
承

が
あ
る
と
も
言
え
ま
す
︒﹁
白
鷹
﹂
の
場
合
も
あ
り
ま
す
︒
修
験
道
が
重
要
で
あ
る
の
は
︑
そ
れ

が
縄
文
時
代
以
前
か
ら
の
狩
猟
採
集
技
術
を
継
承
し
つ
つ
︑
世
界
観
的
組
み
換
え
や
体
系
化
を

図
っ
た
点
で
す
︒
先
に
︑
空
海
は
猟
師
姿
の
狩
場
明
神
と
出
会
い
︑
そ
の
導
き
で
高
野
山
と
い

う
霊
地
を
得
た
と
述
べ
ま
し
た
が
︑
羽
黒
山
の
開
祖
と
さ
れ
る
蜂
子
皇
子
︵
能
除
太
子
︶
は
︑﹁
羽

黒
山
縁
起
﹂
に
よ
れ
ば
︑
隆
待
次
郎
と
い
う
猟
師
と
出
会
っ
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
立
山
の
開
祖

と
さ
れ
る
佐
伯
有
頼
も
弓
矢
を
持
っ
て
﹁
白
鷹
﹂
を
追
い
か
け
︑
山
頂
の
洞
窟
で
阿
弥
陀
如
来

と
不
動
明
王
と
相
ま
み
え
ま
す
︒
こ
こ
に
は
山
岳
民
の
狩
猟
採
集
技
術
や
生
活
形
態
や
神
祇
信

仰
を
伝
来
の
仏
教
が
組
み
込
み
︑
組
み
替
え
て
い
っ
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
︒
そ
う
し
た
在
来
の

信
仰
と
技
術
と
伝
来
の
信
仰
と
世
界
観
と
修
行
体
系
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
中
か
ら
︑
修
験
道
と

い
う
独
自
の
習
合
宗
教
が
姿
を
現
す
の
で
す
︒
そ
し
て
そ
の
修
行
体
系
と
宗
教
文
化
に
は
︑
太

古
か
ら
の
狩
猟
技
術
と
そ
れ
を
支
え
た
世
界
観
が
内
包
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
︒

こ
の
よ
う
に
︑
修
行
者
が
山
中
で
山
の
神
︑
つ
ま
り
山
の
鉱
物
や
動
植
物
と
出
会
い
ま
す
︒
山

の
神
の
多
く
は
﹁
白
鹿
﹂
や
﹁
白
鷹
﹂
な
ど
の
動
物
の
姿
を
も
っ
て
現
れ
ま
す
︒
そ
こ
で
︑
修

験
者
の
修
行
は
︑
動
物
や
岩
石
や
植
物
と
の
出
会
い
と
交
感
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
身
心
変
容
技

法
を
生
み
出
し
て
い
く
過
程
と
経
験
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
︑
四
三
二
年
に
カ
ト
リ
ッ
ク
を
取
り
入
れ
た
と
言
わ
れ
ま
す
︒
最
初
に

キ
リ
ス
ト
教
を
布
教
し
た
の
が
︑
パ
ト
リ
ッ
ク
と
さ
れ
ま
す
が
︑
ブ
リ
テ
ン
島
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ

で
生
ま
れ
育
っ
た
パ
ト
リ
ッ
ク
は
︑
一
六
歳
の
時
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
海
賊
に
捕
ま
っ
て
奴
隷

と
し
て
売
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
︒
そ
し
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
地
で
六
年
間
羊
飼
い
と
し
て
使
役

さ
れ
た
︒
そ
の
過
程
で
神
の
声
を
聴
い
て
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
脱
出
し
て
七
年
間
神
学
を
学
び
︑

四
三
二
年
に
再
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
入
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
三
位
一
体
の
秘
儀
な
ど
を
伝
え
た

と
言
い
ま
す
︒
以
来
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
も
の
す
ご
い
強
力
な
キ
リ
ス
ト
教
の
修
行
者
の
島
に

な
る
わ
け
で
す
ね
︒
そ
し
て
︑
西
の
果
て
の
絶
海
の
孤
島
の
ス
ケ
リ
グ
・
ヴ
ィ
ヒ
ー
ル
に
修
道

院
が
で
き
て
︑
修
道
僧
が
厳
し
い
修
行
を
積
ん
で
︑
そ
こ
か
ら
世
界
各
地
に
布
教
・
伝
道
し
て

い
っ
た
︒

そ
う
し
た
布
教
伝
道
者
の
一
人
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
沖
の
ア
イ
オ
ナ
島
に
ア
イ
オ
ナ
修
道
院

を
創
設
し
た
聖
コ
ル
ン
バ
ヌ
ス
は
︑﹁
わ
が
ド
ゥ
ル
イ
ド
は
キ
リ
ス
ト
な
り
︑
神
の
子
な
り
︑
キ

リ
ス
ト
︑
マ
リ
ア
が
子
な
り
︑
大
法
王
な
り
︑
父
な
り
︑
子
な
り
︑
聖
霊
な
り
﹂
と
説
い
た
と

言
わ
れ
ま
す
︒

﹁
樫オ

ー
ク
の
木
の
賢
者
﹂
の
意
味
を
も
ち
︑
神
官
・
予
言
者
・
詩
人
で
も
あ
っ
た
ド
ゥ
ル
イ
ド
を
キ

リ
ス
ト
と
重
ね
合
わ
せ
︑
三
位
一
体
を
古
来
の
三
神
信
仰
や
三
つ
組
崇
拝
と
結
び
つ
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
︑
ア
ニ
ミ
ズ
ム
や
輪
廻
転
生
思
想
を
も
つ
ド
ゥ
ル
イ
ド
教
と
キ
リ
ス
ト
教
が
習
合
し

て
い
っ
た
の
で
す
ね
︒
ド
ゥ
ル
イ
ド
と
神
の
子
キ
リ
ス
ト
と
︑
キ
リ
ス
ト
の
代
理
人
で
あ
る
大

法
王
を
一
体
化
さ
せ
︑
父
と
子
と
聖
霊
の
三
位
一
体
の
秘
儀
を
地
元
の
人
々
の
宗
教
伝
統
の
中

に
接
続
す
る
習
合
思
想
を
説
い
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
り
︑
古
来
の
ケ
ル
ト
の
三
神
信
仰
と
か
組

紐
な
ど
の
三
つ
組
の
崇
拝
と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
︑
そ
れ
を
受
け
入
れ
や
す
く
し
て
い
っ
た
わ

け
で
す
︒

そ
う
い
う
構
造
も
︑
日
本
の
神
道
と
仏
教
と
の
関
係
に
も
似
て
い
る
と
思
い
ま
す
︒
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
ケ
ル
ト
で
も
日
本
で
も
そ
う
で
す
が
︑
世
界
中
に
洞
窟
修
行
す
る
宗
教
伝
統
が
生
ま
れ

ま
す
︒
も
ち
ろ
ん
︑
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
い
ろ
い
ろ
な
修
行
の
形
態
や
神
を
祭
る
形
態
が
あ
る

わ
け
で
す
が
︑
そ
の
中
で
も
︑
洞
窟
修
行
は
定
型
的
な
基
本
パ
タ
ー
ン
で
す
︒
そ
れ
は
一
つ
の

宇
宙
で
あ
り
︑
母
胎
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
︒
実
際
︑
空
海
が
修
行
し
た
の
も
土
佐
の
室
戸
岬
の

洞
窟
︑﹁
御み

く

ろ

ど

厨
人
窟
﹂︵
御
蔵
洞
︶
で
す
︒
そ
う
い
う
洞
窟
空
間
で
︑
多
く
の
修
行
者
は
﹁
身
心

変
容
﹂
を
体
験
し
て
い
く
の
で
す
︒

以
上
の
発
表
を
ま
と
め
て
み
ま
す
と
︑
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
︒

①
﹁
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
両
耳
﹂
は
︑﹁
こ
の
世
の
果
て
︵
世
界
の
果
て
︶﹂
の
声
︵
サ
ウ
ン
ド
︶
を

聴
く
〝
修
道
・
修
験
の
島
〟
で
あ
っ
た
︒

②
そ
こ
に
お
い
て
︑
鉱
物
や
動
植
物
の
﹁
声
﹂
の
聴
き
取
り
と
交
感
は
︑
大
変
重
要
な
生
存

力
で
あ
り
︑
生
存
戦
略
で
あ
っ
た
︒

③
大
地
の
声
森
羅
万
象
の
呼
び
声
に
応
え
て
い
く
身
心
魂
を
ど
う
磨
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
か
？
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④
縄
文
時
代
か
ら
あ
る
﹁
石い

わ

笛ぶ
え

﹂
は
﹁
鹿
や
鳥
の
鳴
き
声
﹂
や
天
風
の
声
音
の
模
倣
で
あ
ろ

う
︒⑤

﹁
大
地
の
記
憶
を
彫
り
﹂
起
こ
し
︑
音
楽
を
含
む
芸
能
・
詩
・
物
語
の
力
を
問
い
直
す
︒

ま
と
め

ま
と
め
と
し
て
こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
︑﹁
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
両
耳
﹂
と
い
う
の
は
︑

も
ち
ろ
ん
︑
こ
の
世
の
声
も
聴
く
ん
で
す
が
︑
こ
の
世
の
声
の
み
な
ら
ず
︑
こ
の
世
の
果
て
の

声
も
聴
く
︒
そ
う
い
う
修
道
や
修
験
の
島
で
あ
っ
た
︒
そ
こ
に
お
い
て
重
要
な
の
は
︑
動
物
︑
植

物
︑
鉱
物
の
声
を
聞
き
取
り
︑
そ
れ
を
う
ま
く
生
存
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
く
生
存
戦
略
が
あ

っ
た
︒
そ
う
い
う
力
を
わ
れ
わ
れ
は
ど
う
や
っ
て
現
代
に
よ
み
が
え
ら
せ
得
る
の
か
︒
今
日
の

﹁
大
地
の
記
憶
を
彫
る
﹂
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
︑
そ
う
い
う
課
題
を
負
っ
て
い
る
と
思
っ
て

い
ま
す
︒

私
は
毎
朝
比
叡
山
に
向
か
っ
て
石
笛
を
吹
き
ま
す
︒
そ
の
石
笛
は
間
違
い
な
く
鹿
の
鳴
き
声

の
模
倣
で
す
︒
僕
は
毎
日
の
よ
う
に
鹿
の
鳴
き
声
を
聞
い
て
い
ま
す
か
ら
そ
う
思
い
ま
す
︒
ま

た
あ
る
面
で
は
︑
そ
れ
は
鳥
の
鳴
き
声
で
も
︑
ピ
ー
ッ
と
吹
い
て
く
る
天
空
の
風
の
声
で
も
あ

る
と
思
い
ま
す
︒
そ
う
い
う
も
の
が
さ
ま
ざ
ま
な
身
心
変
容
技
法
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
す
ね
︒
そ
こ
で
最
後
に
石
笛
を
吹
き
ま
す
︒

︵
石
笛
吹
奏
︶

ご
め
ん
な
さ
い
ね
︒
子
ど
も
を
泣
か
せ
て
し
ま
っ
て
︒
先
ほ
ど
犬
も
鳴
い
て
く
れ
た
ん
で
す

け
れ
ど
も
︑
子
ど
も
も
泣
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
﹁
大

地
の
記
憶
を
掘
り
起
こ
す
﹂
一
つ
の
営
み
が
あ
る
と
思
い
ま
す
︒
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
︒

鎌
田　

そ
れ
で
は
こ
こ
で
一
〇
分
間
休
憩
を
し
ま
す
︒

︵
休
憩
︶

第
二
部
　
総
合
討
論

鎌
田　

そ
れ
で
は
第
2
部
の
総
合
討
論
に
入
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒
最
後
に
は
身
心
変

容
技
法
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
ま
す
筑
波
大
学
教
授
の
津
城
寛
文
さ
ん
な
ど
に
コ
メ
ン

ト
や
質
問
を
し
て
も
ら
い
︑
フ
ロ
ア
の
皆
さ
ん
に
も
時
間
が
あ
る
限
り
︑
質
問
な
ど
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
︒

ど
う
い
う
ふ
う
に
総
合
討
論
を
や
っ
て
い
く
か
︑
打
ち
合
わ
せ
は
ま
っ
た
く
し
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
︑
臨
機
応
変
に
こ
の
場
で
組
み
立
て
て
︑
四
時
五
〇
分
ぐ
ら
い
を
目
安
に
壇
上
の
五
人

で
ま
ず
は
議
論
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

ま
ず
最
初
に
言
い
残
し
た
こ
と
や
︑
ほ
か
の
発
表
者
の
発
言
を
聞
い
て
加
え
た
い
︑
コ
メ
ン

ト
し
た
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
発
表
順
に
聞
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒
齊
藤
さ

ん
か
ら
順
番
に
お
願
い
し
ま
す
︒

文
字
の
起
源

齊
藤　

つ
た
な
い
話
を
お
聞
き
い
た
だ
い
て
恐
縮
し
ま
し
た
︒
先
ほ
ど
言
い
残
し
た
こ
と
で
︑
こ

の
休
み
時
間
の
間
に
ち
ょ
っ
と
耳
に
挟
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
の
で
︑
少
し
お
話
し
さ
せ
て

も
ら
お
う
と
思
い
ま
す
︒

文
字
が
で
き
る
動
機
で
す
け
れ
ど
︑
シ
カ
︑
カ
メ
の
甲
羅
︑
い
い
占
い
を
す
る
た
め
に
︑
そ

の
骨
の
裏
側
に
貫
通
さ
せ
な
い
程
度
に
穴
を
開
け
て
︑
そ
し
て
火
で
あ
ぶ
っ
て
︑
そ
の
結
果
の

占
い
と
し
て
︑
そ
こ
に
文
字
を
入
れ
て
い
く
︒
そ
れ
が
中
国
の
漢
字
の
甲
骨
文
字
が
で
き
る
動

機
︒
神
と
の
交
信
の
た
め
の
動
機
で
文
字
が
つ
く
ら
れ
た
︒

本
当
は
支
配
を
す
る
た
め
に
あ
ら
か
じ
め
焼
い
て
︑
そ
こ
に
文
字
を
後
か
ら
書
き
込
ん
で
︑
い

つ
洪
水
が
起
こ
る
︒
今
年
は
い
つ
ご
ろ
だ
と
か
︑
あ
る
い
は
種
は
い
つ
ご
ろ
植
え
た
ら
い
い
の

か
と
か
︑
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
よ
う
で
す
け
ど
︑
そ
れ
は
結
果
と
し
て
正
し
い
と
い
う
よ
う

に
操
作
し
た
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒
た
だ
︑
動
機
と
し
て
は
︑
文
字
を
生
み
出
す

必
要
と
い
う
の
は
︑
神
と
の
交
信
と
︑
人
を
支
配
し
や
す
い
た
め
と
い
う
こ
と
だ
と
︒

た
だ
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
字
の
発
生
の
動
機
と
い
う
の
は
︑
ス
ペ
イ
ン
の
地
中
海
に
あ
る
島

か
ら
た
く
さ
ん
出
土
さ
れ
た
そ
う
で
す
け
ど
︑
割
り
符
と
同
じ
︑
あ
る
か
た
ち
を
半
割
に
し
て
︑

そ
れ
が
合
う
︒
そ
う
し
て
︑
貿
易
を
す
る
た
め
︑
相
手
に
荷
が
確
実
に
届
く
た
め
に
︑
そ
の
割

り
符
の
よ
う
な
も
の
を
考
え
た
︒
そ
れ
が
文
字
を
つ
く
っ
た
ら
︑
な
お
い
い
と
い
う
動
機
と
い

う
の
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
文
字
の
必
要
性
だ
っ
た
︒

だ
か
ら
︑
こ
こ
も
中
国
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ど
こ
か
で
つ
く
ら
れ
た
文
字
の
動
機
の
違
い
は
︑
は

っ
き
り
と
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
︒
そ
れ
が
地
中
海
の
ク
レ
タ
だ
と
か
︑
ス
ペ
イ
ン
の
何
と
か

と
い
う
島
で
大
量
に
見
つ
か
っ
て
い
る
︒
で
も
︑
そ
の
動
機
と
い
う
の
は
︑
神
と
の
交
信
で
は

な
く
︑
現
実
的
に
貿
易
の
た
め
だ
っ
た
と
い
う
の
は
︑
と
て
も
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
︒

そ
れ
か
ら
︑
大
野
忠
男
と
い
う
先
生
は
東
大
の
応
用
化
学
の
方
で
し
た
︒
で
も
︑
絵
が
好
き
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で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
絵
を
描
き
回
り
た
い
と
い
う
の
で
︑
会
社
を
辞
め
て
︑
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
︑
絵

描
き
を
す
る
た
め
に
個
展
を
し
な
が
ら
旅
を
し
た
そ
う
で
す
︒

そ
れ
で
行
き
着
い
た
と
こ
ろ
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
だ
っ
た
︒
そ
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
は
︑
先
ほ

ど
ご
覧
い
た
だ
い
た
よ
う
に
︑
い
ろ
い
ろ
な
図
象
が
あ
っ
た
︒
そ
れ
に
魅
せ
ら
れ
て
︑
そ
の
美

を
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
︑
拓
本
が
優
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
︑

拓
本
展
を
日
本
の
六
本
木
で
最
初
に
さ
れ
た
︒

そ
の
後
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
再
び
第
二
次
調
査
に
行
き
ま
し
た
︒
私
と
そ
ち
ら
に
い
ら
っ
し

ゃ
る
山
下
孝
太
朗
さ
ん
と
い
う
方
と
二
人
︑
計
三
人
の
メ
ン
バ
ー
で
遺
跡
調
査
を
し
た
わ
け
で

す
︒
調
査
と
言
っ
て
も
私
は
拓
本
を
取
る
だ
け
で
す
け
ど
︑
そ
う
い
う
仕
事
と
展
覧
会
を
し
ま

し
た
︒

先
ほ
ど
来
ず
っ
と
出
て
い
ま
す
︑
日
本
の
縄
文
土
器
に
使
わ
れ
て
い
る
渦
巻
︑
そ
れ
と
向
こ

う
の
︑
ニ
ュ
ー
グ
レ
ン
ジ
の
遺
跡
に
刻
ま
れ
て
い
る
渦
巻
︑
極
西
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
︑
極
東

の
日
本
で
紀
元
前
三
五
〇
〇
年
︑
縄
文
中
期
︑
同
時
代
に
︑
同
じ
よ
う
な
文
様
が
描
か
れ
た
︒
考

古
学
で
は
文
化
は
よ
く
伝
わ
る
︑
決
し
て
別
な
地
で
同
時
発
生
は
し
な
い
と
い
う
の
が
定
説
だ

と
い
い
ま
す
︒
そ
れ
で
大
野
先
生
は
︑
そ
う
で
は
な
い
︒
文
化
は
伝
播
だ
け
で
は
な
い
︒
同
時

に
独
立
し
て
発
生
す
る
と
︒
文
化
の
独
立
発
生
説
と
い
う
の
を
︑
ダ
ブ
リ
ン
で
展
覧
会
を
し
た

と
き
に
︑
展
覧
会
の
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
し
講
演
も
さ
れ
た
ん
で
す
︒

鎌
田　

お
話
を
伺
っ
て
い
て
︑
お
一
人
一
人
の
話
題
の
テ
ー
マ
を
少
し
皆
さ
ん
と
シ
ェ
ア
す
る

た
め
に
も
︑
こ
こ
で
い
く
ら
か
議
論
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒
そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
方
が
あ

る
と
思
う
の
で
︑
い
ま
の
文
字
の
起
源
の
問
題
に
つ
い
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
思
う
こ
と

が
あ
っ
た
ら
自
由
に
コ
メ
ン
ト
し
て
ほ
し
い
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
︑
い
か
が
で
し
ょ
う
か
︒

鶴
岡　
﹁
文
字
﹂
と
﹁
文
様
﹂
の
根
元
に
同
一
の
﹁
呪
性
﹂
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
︑
聖
書
写
本

の
﹃
ケ
ル
ズ
の
書
﹄
の
壮
大
華
麗
な
﹁
装
飾
イ
ニ
シ
ャ
ル
﹂
の
芸
術
を
み
て
も
わ
か
り
ま
す
︒
文

字
と
い
う
の
は
書
き
言
葉
で
あ
り
︑
そ
れ
は
ま
た
象
形
と
し
て
︑﹁
文
様
＝
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
﹂
で

も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
︒

﹁
文
様
﹂
は
﹁
聖
な
る
徴し

る
し
﹂
で
し
た
︒
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
よ
う
な
文
字
誕
生
の
前
に
は
︑
ヒ

エ
ロ
グ
リ
フ
︑
つ
ま
り
聖
な
る
﹁
グ
ラ
フ
﹂︑
象
形
が
︑
石
や
木
に
刻
み
付
け
ら
れ
立
ち
上
が
り

ま
し
た
︒
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
語
源
で
あ
る
﹁
グ
ラ
フ
＝
文
字
・
記
号
・
製
図
﹂
と
は
︑
岩
や
石

や
木
や
皮
に
︑
太
古
の
人
間
が
最
初
に
刻
ん
だ
引
っ
か
き
﹁
傷
﹂
の
こ
と
を
言
う
の
で
す
︒﹁
グ

ラ
フ
﹂
は
イ
ン
ド

＝

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
語
源
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
︒

人
間
は
自
分
の
心
に
思
い
や
喜
怒
哀
楽
を
持
ち
︑
そ
れ
を
﹁
グ
ラ
フ
化
﹂
し
て
き
た
︒
グ
ラ

フ
化
す
る
根
源
に
は
縄
文
で
も
︑
ケ
ル
ト
で
も
︑
ユ
ー
ラ
シ
ア
で
も
︑
ア
フ
リ
カ
で
も
︑﹁
文

様
﹂
と
い
う
表
現
が
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
︒

文
様
は
日
本
に
版
木
で
入
っ
て
き
た
歴
史
も
あ
り
ま
す
︒
岩
に
刻
ん
だ
り
︑
土
で
つ
く
っ
た

も
の
は
あ
り
ま
し
た
け
ど
︑
版
木
と
い
う
︑
い
わ
ゆ
る
プ
リ
ン
ト
の
板
が
中
国
や
朝
鮮
半
島
か

ら
仏
教
の
経
典
と
と
も
に
入
っ
て
き
ま
し
た
︒
経
典
が
版
木
で
プ
リ
ン
ト
に
な
る
と
同
時
に
︑
文

様
も
入
っ
て
き
ま
し
た
︒
京
都
の
﹁
唐
長
﹂
さ
ん
に
は
︑
四
〇
〇
枚
以
上
の
唐
紙
の
版
木
が
伝

わ
っ
て
い
ま
す
︒
今
日
︑
実
は
﹁
唐
長
﹂
さ
ん
の
ご
夫
妻
︑
千
田
堅
吉
さ
ん
と
郁
子
さ
ん
が
こ

ち
ら
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
お
り
ま
す
が
︑
唐
紙
の
版
木
に
も
イ
メ
ー
ジ
の
根
元
を
担
う
﹁
文
様

の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
﹂
が
潜
ん
で
い
ま
す
ね
︒

﹁
文
字
﹂
の
前
に
︑
ま
た
そ
の
誕
生
と
同
時
に
︑
原
初
の
﹁
文
様
﹂
の
試
行
が
重
ね
ら
れ
て
き

た
︒
そ
し
て
﹁
装
飾
的
思
考
﹂
を
体
現
し
た
﹁
文
様
﹂
が
︑﹁
文
字
﹂
と
同
じ
重
さ
で
受
け
継
が

れ
て
い
っ
た
の
で
し
た
︒
西
洋
人
が
現
代
思
想
で
自
己
批
判
し
た
言ロ

ゴ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム

語
中
心
主
義
へ
の
反
省
が
︑

根
源
的
な
﹁
文
様
﹂
の
生
成
論
と
ク
ロ
ス
す
る
︒
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
や
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー

コ
た
ち
も
︑﹁
文
字
﹂
と
同
じ
重
さ
を
も
つ
﹁
文
様
﹂
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
発
生
を
感
知
し
た
の

で
し
た
︒
版
・
プ
リ
ン
ト
は
石
や
木
を
引
っ
か
く
線
・
画
か
ら
生
ま
れ
︑
文
様
と
文
字
の
差
異

と
連
続
性
を
示
し
て
い
ま
す
︒

安
藤　

全
部
お
答
え
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
︑
簡
単
に
内
容
を
ま
と
め
ま
す
︒

文
字
を
持
た
な
い
人
々
は
︑
全
世
界
に
た
く
さ
ん
お
り
︑
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
も
も
ち
ろ
ん
そ
う

で
す
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
鶴
岡
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
︑
文
様
を
持
た
な
い
人
々
は
い

な
い
ん
で
す
︒
み
な
大
変
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
︑
そ
れ
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
表
現
し
て
い

ま
す
︒
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
も
︑
洞
窟
壁
画
は
単
な
る
文
字
で
は
な
い
ん
だ
︑
イ
メ
ー
ジ
そ
の

も
の
︑
つ
ま
り
は
文
様
そ
の
も
の
な
ん
だ
と
言
っ
て
お
り
ま
す
︒

で
す
か
ら
イ
メ
ー
ジ
︑
つ
ま
り
文
様
が
一
つ
の
方
向
に
分
化
し
て
い
く
果
て
に
文
字
が
あ
ら

わ
れ
る
︒
そ
の
文
字
の
根
源
に
は
︑
イ
メ
ー
ジ
が
生
ま
れ
︑
文
様
が
生
ま
れ
て
く
る
よ
う
な
場

所
が
あ
る
︒
そ
れ
が
洞
窟
の
奥
な
ん
で
す
︒
わ
ざ
わ
ざ
そ
こ
に
行
か
な
け
れ
ば
︑
イ
メ
ー
ジ
も

浮
か
ば
な
い
し
︑
イ
メ
ー
ジ
を
大
地
に
刻
み
つ
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
︒
物
語
と
は
︑
そ
う
し

た
特
別
な
場
所
で
︑
身
体
表
現
そ
の
も
の
を
体
現
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
と
も
に
し
か
語
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
︒
文
字
は
︑
イ
メ
ー
ジ
の
持
つ
︑
文
様
の
持
つ
可
能
性
の
︑
ほ

ん
の
一
部
分
の
あ
ら
わ
れ
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
︒

逆
に
言
う
と
︑
物
語
を
語
る
た
め
に
は
︑
洞
窟
の
奥
の
よ
う
な
特
別
な
場
所
が
必
要
だ
っ
た
︒

そ
う
い
っ
た
場
所
に
立
っ
た
と
き
に
︑
は
じ
め
て
物
語
は
語
ら
れ
る
︒
文
字
を
持
た
な
く
て
も
︑

人
間
は
豊
か
な
物
語
︑
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
世
界
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
︒
し
か
し
︑
大

規
模
な
農
耕
が
開
始
さ
れ
︑
都
市
が
生
み
出
さ
れ
て
く
る
と
︑
豊
か
な
造
形
表
現
で
あ
っ
た
イ
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メ
ー
ジ
＝
物
語
か
ら
︑
伝
達
の
機
能
の
み
が
取
り
出
さ
れ
て
き
て
し
ま
い
ま
す
︒
そ
れ
が
︑
な

に
よ
り
も
数
を
数
え
る
た
め
の
文
字
︑
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
起
源
に
な
っ
て
い
き
ま
す
︒
そ
し

て
︑
イ
メ
ー
ジ
＝
物
語
を
造
形
す
る
職
人
に
し
て
芸
術
家
が
︑
機
能
的
な
職
人
と
︑
創
造
的
な

芸
術
家
に
分
裂
し
て
し
ま
い
ま
す
︒
そ
れ
は
芸
術
家
に
と
っ
て
も
不
幸
で
す
︒
芸
術
が
日
常
か

ら
遊
離
し
て
し
ま
い
ま
す
︒

こ
れ
は
石
井
さ
ん
の
ほ
う
が
ご
専
門
で
す
の
で
お
任
せ
い
た
し
ま
す
が
︑
縄
文
土
器
の
文
様

そ
の
も
の
が
︑
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
伝
え
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
言
語
そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま

す
︒
そ
の
あ
た
り
を
総
合
的
に
考
え
れ
ば
何
か
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
︑
と
思
い
ま
す
︒

鎌
田　

そ
れ
で
は
︑
石
井
さ
ん
︒

石
井　

縄
文
時
代
に
文
字
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
︑
ま
っ
た
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
︒
縄
文
の

文
様
は
文
字
と
し
て
解
読
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
し
︑
文
字
で
あ
る
の
か
と
い
う
と
疑
問
も
あ
り
ま

す
︒日

本
列
島
の
は
じ
ま
り
の
土
器
に
は
︑
文
様
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
最
初
は
網
籠
を
模
し
て
つ
く

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
が
︑
最
初
に
土
器
に
つ
け
ら
れ
る
文
様
は
︑
縄
文

で
は
な
い
ん
で
す
︒
隆
起
線
紋
と
い
っ
て
︑
非
常
に
細
い
紐
状
の
粘
土
を
は
り
つ
け
て
︑
そ
れ

を
ち
ょ
っ
と
指
で
つ
ま
ん
で
波
打
つ
よ
う
な
線
に
し
た
も
の
や
︑
爪
形
文
と
い
っ
て
ち
ょ
う
ど

爪
先
を
押
し
つ
け
た
よ
う
な
文
様
︑
そ
れ
か
ら
格
子
目
状
の
ク
ロ
ス
す
る
沈
線
だ
っ
た
り
︑
円

孔
文
と
い
っ
て
︑
土
器
の
上
の
ほ
う
に
小
さ
な
穴
を
ぽ
つ
ぽ
つ
連
続
し
て
あ
け
て
い
く
よ
う
な

も
の
で
す
︒
そ
の
後
︑
数
千
年
た
っ
て
︑
縄
目
文
様
が
出
て
き
ま
す
︒
縄
文
時
代
早
期
に
な
る

と
︑
こ
れ
が
プ
リ
ン
ト
と
言
え
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
で
す
が
︑
縄
を
棒
に
巻
き
付
け
た
も

の
や
︑
彫
刻
し
た
棒
を
転
が
し
て
︑
文
様
を
つ
け
は
じ
め
る
ん
で
す
ね
︒

貝
塚
が
形
成
さ
れ
は
じ
め
る
縄
文
時
代
早
期
に
な
る
と
︑
プ
リ
ン
ト
の
よ
う
な
文
様
で
い
え

ば
︑
文
様
が
二
極
化
し
ま
す
︒
撚
糸
文
と
言
っ
て
︑
さ
っ
き
言
っ
た
撚
っ
た
縄
を
棒
に
巻
き
付

け
て
︑
そ
れ
を
縦
方
向
に
転
が
す
ん
で
す
︒
そ
う
す
る
と
縦
に
縄
の
文
様
が
き
れ
い
に
現
れ
る
︒

も
う
ひ
と
つ
が
押
型
文
と
い
っ
て
︑
木
の
棒
に
三
角
と
か
楕
円
と
か
波
状
や
格
子
目
を
全
面

に
彫
刻
し
て
︑
そ
れ
を
転
が
す
ん
で
す
︒
そ
う
す
る
と
︑
ヘ
ビ
の
鱗
の
よ
う
な
文
様
や
格
子
状

の
文
様
な
ど
が
展
開
す
る
︒
縄
で
な
く
て
︑
木
の
棒
を
刻
ん
だ
の
を
転
が
し
て
文
様
を
つ
く
る
︒

あ
と
早
期
に
は
︑
貝
殻
を
使
っ
た
文
様
が
多
く
あ
り
ま
す
︒

そ
の
後
︑
縄
文
時
代
前
期
に
な
る
と
︑
縄
文
人
は
や
た
ら
と
縄
に
こ
だ
わ
る
ん
で
す
ね
︒
い

ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
の
縄
を
つ
く
っ
て
土
器
面
に
転
が
す
こ
と
で
多
様
な
縄
目
文
様
を
開
発
し

ま
す
︒
中
期
で
は
火
焰
型
土
器
が
有
名
で
す
が
︑
中
期
に
な
る
と
︑
縄
目
文
様
を
捨
て
る
集
団

が
あ
ち
こ
ち
に
現
れ
る
ん
で
す
︒
彫
刻
風
の
火
焰
型
土
器
は
縄
を
一
切
使
っ
て
な
い
︒

あ
と
︑
先
ほ
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
︑
面
白
い
の
は
︑
例
え
ば
︑
火

焰
型
土
器
の
文
様
構
成
は
︑
個
人
が
勝
手
に
い
ろ
い
ろ
造
形
し
て
い
る
の
で
は
な
く
︑
文
様
の

構
成
や
パ
タ
ー
ン
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
︒
火
焰
型
土
器
の
ス
タ
イ
ル
は
︑
全
国
津
々
浦
々
に
あ

る
の
で
は
な
く
て
︑
ほ
ぼ
新
潟
県
域
に
限
定
さ
れ
ま
す
︒
時
期
的
に
も
縄
文
時
代
中
期
の
さ
ら

に
限
ら
れ
た
時
期
に
だ
け
に
流
行
る
ん
で
す
が
︑
ま
る
で
設
計
図
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
の
よ

う
に
︑
突
起
の
つ
く
り
方
︑
突
起
の
裏
と
表
に
付
け
ら
れ
る
文
様
︑
土
器
の
口
縁
部
や
胴
部
に

つ
け
ら
れ
る
文
様
の
パ
タ
ー
ン
や
構
成
︑
何
か
ら
何
ま
で
本
当
に
そ
っ
く
り
で
︑
ひ
と
つ
ひ
と

つ
個
性
的
な
文
様
か
と
い
う
と
︑
そ
う
で
は
な
い
ん
で
す
︒

で
は
︑
狭
い
地
域
と
は
い
え
︑
そ
れ
が
ど
う
や
っ
て
新
潟
県
域
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
︒
私

の
師
匠
で
あ
る
小
林
達
雄
は
︑
物
語
性
文
様
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
︒
た
と
え
ば
昔
話
の
桃
太
郎

の
よ
う
な
物
語
を
語
り
な
が
ら
︑
絵
描
き
歌
の
よ
う
な
か
た
ち
で
伝
え
て
い
る
か
ら
︑
同
じ
も

の
が
描
け
る
ん
だ
と
言
う
ん
で
す
︒
具
体
的
に
想
像
し
に
く
い
の
で
す
が
︑
設
計
図
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
が
ど
の
よ
う
に
伝
わ
っ
て
い
く
の
か
︒
言
葉
な
の
か
︑
文
様
モ
チ
ー
フ
自
体
が
言
葉

の
よ
う
な
も
の
で
︑
意
味
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
く
の
か
︒
ち
ょ
っ
と
そ
こ
は
分
か
ら
な
い
と
こ

ろ
で
す
が
︑
面
白
い
問
題
で
は
あ
る
と
思
い
ま
す
︒

自
然
言
語
、人
間
言
語

鎌
田　

常
識
的
に
は
︑
あ
る
い
は
教
科
書
的
に
は
︑
古
来
日
本
人
は
文
字
を
持
た
な
い
と
ず
っ

と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
︒
し
か
し
︑
本
当
に
文
字
を
持
た
な
か
っ
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
︑

少
し
て
い
ね
い
な
問
い
直
し
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
︒
そ
の
問
い
直
し
を
し
た
最
初
期
の
人
物

は
国
学
者
の
平
田
篤
胤
で
し
た
︒

平
田
篤
胤
に
よ
れ
ば
︑
文
字
の
始
ま
り
は
占
い
の
た
め
に
鹿
や
亀
の
骨
を
焼
い
た
こ
と
に
あ

る
と
い
う
わ
け
で
す
︒
骨
を
焼
い
て
で
き
た
割
れ
目
の
形
か
ら
古
代
の
神
代
文
字
が
で
き
て
き

た
と
い
う
の
が
平
田
篤
胤
の
考
え
方
で
す
︒

﹃
古
事
記
﹄
や
﹃
日
本
書
紀
﹄
や
祝
詞
な
ど
を
読
み
ま
す
と
︑
文
字
に
つ
い
て
は
な
か
っ
た
よ

う
に
書
か
れ
て
い
る
ん
で
す
が
︑﹁
草
木
が
言
語
を
話
す
﹂
と
い
う
言
い
方
は
﹁
草く

さ

木き

言こ
と

語と
ふ

﹂
と

い
う
漢
語
で
定
型
的
に
出
て
き
ま
す
︒

そ
れ
で
は
︑﹁
草
木
が
言
語
を
話
す
﹂︑﹁
こ
と
と
ふ
﹂
と
い
う
の
は
︑
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
︒
そ
こ
に
僕
は
昔
か
ら
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
︒
そ
れ
を
読
み
解
い
て
い
く
た
め
に

は
︑
人
間
言
語
が
生
ま
れ
る
以
前
か
ら
草
木
言
語
や
動
物
言
語
が
あ
っ
た
と
い
う
想
定
が
必
要

だ
と
思
う
ん
で
す
︒
つ
ま
り
︑
人
間
は
自
然
言
語
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
と
言
う
か
︑
模
倣
し
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て
人
間
言
語
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
と
い
う
言
語
起
源
論
で
す
︒

そ
の
草
木
言
語
も
自
然
言
語
の
一
つ
で
あ
り
︑
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
す
ね
︒
で
は
︑
そ
の
自

然
言
語
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
現
れ
る
か
と
言
っ
た
ら
︑
一
番
簡
単
な
自
然
言
語
は
︑
朝
日

が
昇
っ
て
く
る
と
か
の
︑
自
然
現
象
の
瞬
間
の
か
た
ち
で
す
︒
雷
が
バ
リ
バ
リ
ッ
と
鳴
る
と
き

に
稲
光
が
し
て
︑
天
空
に
亀
裂
が
走
り
ま
す
︒
あ
あ
い
う
の
は
普
段
体
験
で
き
る
自
然
言
語
だ

と
思
う
ん
で
す
︒

日
没
も
よ
く
見
ま
す
が
︑
特
に
日
没
が
山
の
と
こ
ろ
に
ず
っ
と
入
っ
て
い
く
の
は
︑
荘
厳
で

あ
る
と
同
時
に
︑
何
と
も
言
え
な
い
調
和
的
終
焉
で
︑
深
い
も
の
の
あ
は
れ
の
思
い
入
れ
が
そ

こ
に
入
っ
て
い
き
ま
す
︒
そ
う
い
う
︑
山
と
太
陽
が
一
つ
に
溶
け
合
っ
て
い
く
よ
う
な
︑
あ
る

い
は
海
と
太
陽
が
一
つ
に
溶
け
合
っ
て
い
く
よ
う
な
こ
と
自
体
が
︑
自
然
言
語
の
語
る
重
要
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
思
う
ん
で
す
︒

そ
う
い
う
こ
と
を
古
代
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
家
た
ち
は
キ
ャ
ッ
チ
し
表
現
し
て
い
ま
す
︒
ピ

ュ
タ
ゴ
ラ
ス
は
﹁
天
体
の
音
楽
﹂
や
﹁
ハ
ル
モ
ニ
ア
﹂
と
言
い
︑
荘
子
は
﹁
天
籟
﹂
と
言
っ
た
︒

空
海
は
そ
れ
を
︑﹃
声
字
実
相
義
﹄
の
中
で
︑﹁
五
大
に
皆
響
き
あ
り
︑
六
塵
こ
と
ご
と
く
文
字

な
り
﹂
と
言
っ
た
︒
つ
ま
り
︑
地
・
水
・
火
・
風
・
空
と
い
う
五
大
と
い
う
宇
宙
を
構
成
す
る

要
素
は
み
な
波
動
︑
振
動
︑
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
放
っ
て
い
る
︒
言
語
も
一
つ
の
波
動
で
す

が
︑
響
き
を
奏
で
て
い
る
︒

六
塵
と
い
う
の
は
︑
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
︑
つ
ま
り
視
覚
︑
聴
覚
︑
嗅
覚
な
ど
の
感

覚
器
官
で
捉
え
ら
れ
て
い
く
対
象
物
で
す
が
︑
そ
れ
ら
は
こ
と
ご
と
く
み
な
文
字
で
あ
る
︒

そ
し
て
︑﹁
十
界
に
言
語
を
具
す
﹂︑
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
・
天
・
声
聞
・
緑
覚
・

菩
薩
・
仏
と
い
う
︑
す
べ
て
の
存
在
世
界
の
住
民
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
に
言
語
を
持
つ
︒
だ
か
ら
︑

地
獄
言
語
も
あ
れ
ば
︑
仏
言
語
も
あ
る
︒
だ
け
ど
︑
異
種
間
と
い
う
か
︑
こ
の
階
層
間
で
は
︑
下

の
階
層
の
言
語
の
人
た
ち
は
上
の
階
層
の
言
語
が
分
か
ら
な
い
︒
そ
う
い
う
違
い
︑
デ
ィ
ス
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
る
︒
人
間
は
人
間
言
語
を
も
ち
ろ
ん
持
っ
て
い
る
︒
そ
う
い
う
の
を

全
部
支
え
て
い
る
の
が
︑
法
身
大
日
如
来
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
な
ん
で
す
︒

こ
う
い
う
考
え
方
は
先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う
な
︑
一
種
の
天
然
言
語
と
い
う
か
︑
自
然
言
語
み

た
い
な
も
の
が
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
出
て
く
る
思
想
性
︑
命
題
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
︒
そ
れ

を
一
番
簡
単
に
表
現
し
た
の
が
ユ
ー
ミ
ン
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
︒﹃
魔
女
の
宅
急
便
﹄
で
︑
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
に
な
っ
た
︑
ユ
ー
ミ
ン
の
﹁
や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
た
な
ら
﹂
で
す
︒﹁
♪
小
さ
い
頃
は

神
さ
ま
が
い
て
／
不
思
議
に
夢
を
か
な
え
て
く
れ
た
／
や
さ
し
い
気
持
で
目
覚
め
た
朝
は
／
お

と
な
に
な
っ
て
も
奇
蹟
は
お
こ
る
よ
／
カ
ー
テ
ン
を
開
い
て
静
か
な
木
洩
れ
陽
の
／
や
さ
し
さ

に
包
ま
れ
た
な
ら
き
っ
と
／
目
に
う
つ
る
全
て
の
こ
と
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
﹂︒
こ
の
︑﹁
カ
ー
テ
ン

を
開
い
て
静
か
な
木
洩
れ
陽
の
／
や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
た
な
ら
き
っ
と
／
目
に
う
つ
る
全
て
の

こ
と
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
﹂
と
い
う
と
こ
ろ
が
︑
ポ
イ
ン
ト
で
す
︒

そ
れ
は
︑
空
海
の
言
う
︑﹁
五
大
に
皆
響
き
あ
り
︑
六
塵
こ
と
ご
と
く
文
字
な
り
﹂
と
ま
っ
た

く
同
じ
で
す
︒
こ
の
︑
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
見
え
て
く
る
と
い
う
の
は
︑
シ
ャ
ー

マ
ニ
ズ
ム
の
一
番
基
本
に
あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
︒
ア
ニ
ミ
ズ
ム
も
そ
う
い
う
部
分
が
あ
る

ん
で
す
が
︑
シ
ャ
ー
マ
ン
た
ち
が
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
明
確
に
読
み
取
っ
て
い
く
と
思
う
ん
で

す
︒
そ
し
て
︑
病
気
だ
と
か
︑
未
来
だ
と
か
︑
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
営
み
に
役
立
て
る
よ
う
な
か

た
ち
に
振
り
向
け
て
い
く
︒

こ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
は
︑
い
わ
ゆ
る
狭
い
意
味
で
の
言
語
的
思
考
と
は
違
う
ん
だ
け
ど
︑
も

っ
と
広
い
根
源
言
語
と
い
う
か
︑
原
言
語
的
な
世
界
が
あ
っ
て
︑
そ
う
い
う
も
の
の
一
つ
の
機

能
特
化
︑
特
殊
化
が
︑
わ
れ
わ
れ
が
使
っ
て
い
る
言
語
で
︑
そ
の
う
ち
の
言
語
の
一
つ
の
働
き

が
︑
王
権
と
結
び
つ
い
て
支
配
を
す
る
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
︒

だ
か
ら
︑
も
っ
と
さ
か
の
ぼ
っ
て
言
え
ば
︑
神
聖
と
い
う
か
︑
世
界
と
交
換
す
る
た
め
の
世

界
の
交
換
技
術
と
し
て
︑
言
語
と
文
字
も
︑
い
ま
わ
れ
わ
れ
が
考
え
て
い
る
以
上
に
原
型
的
な

も
の
は
古
い
と
僕
は
思
う
ん
で
す
ね
︒
そ
こ
は
齊
藤
さ
ん
の
問
い
掛
け
の
中
に
文
字
が
記
号
的

な
文
字
に
な
る
の
か
︑
そ
れ
と
も
︑
世
界
の
か
た
ど
り
の
よ
う
な
文
字
に
な
る
の
か
︒
そ
う
い

う
ふ
う
な
問
い
が
あ
っ
て
︑
私
は
そ
の
問
い
は
非
常
に
興
味
深
い
と
同
時
に
重
要
で
あ
る
と
思

い
ま
す
︒
だ
け
ど
そ
れ
は
︑
エ
ビ
デ
ン
ス
と
い
う
点
で
は
︑
明
ら
か
に
な
ら
な
い
し
︑
な
か
な

か
分
か
ら
な
い
︒

安
藤　

も
う
ひ
と
つ
だ
け
︑
少
し
付
け
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
︑
先
ほ
ど
も
述
べ
ま
し
た
が
︑

ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
は
大
変
面
白
い
こ
と
を
言
っ
て
お
り
ま
す
︒
と
に
か
く
︑
人
間
を
定
義
す

る
の
は
脳
髄
と
手
の
連
関
な
ん
だ
と
︒
だ
か
ら
︑
脳
髄
の
中
に
イ
メ
ー
ジ
だ
け
を
見
て
い
る
の

で
は
な
く
て
︑
そ
れ
を
手
を
用
い
て
外
に
刻
み
付
け
な
け
れ
ば
︑
言
語
に
な
ら
な
い
︒
空
海
︑
あ

る
い
は
空
海
を
生
み
出
し
た
修
験
道
で
は
︑
ま
さ
に
身
体
と
言
葉
と
意
識
を
一
致
さ
せ
な
け
れ

ば
︑
世
界
の
真
実
に
は
た
ど
り
着
け
な
い
と
説
い
て
い
ま
す
︒
そ
れ
は
︑
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン

が
言
う
︑
イ
メ
ー
ジ
の
発
生
︑
造
形
的
思
考
の
発
生
と
完
全
に
重
な
り
合
い
ま
す
︒

で
す
の
で
︑
い
ま
鎌
田
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
修
験
道
の
行
者
を
︑
洞
窟
壁
画
を
描
き
出
す
︑

動
物
と
人
間
が
一
つ
に
融
け
合
っ
た
古
代
の
シ
ャ
ー
マ
ン
に
ま
で
戻
し
て
考
え
て
み
る
︒
精
神

の
四
次
元
か
ら
︑
抽
象
的
で
あ
り
具
体
的
な
形
を
創
造
で
き
る
︑
太
古
の
職
人
に
し
て
芸
術
家

で
す
︒
身
体
と
精
神
が
交
錯
す
る
と
こ
ろ
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
問
い
直
す
契
機
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
︒
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「
す
い
か
な
な
き
ろ
」

鎌
田　

齊
藤
さ
ん
の
発
言
に
も
う
少
し
こ
だ
わ
り
た
い
ん
で
す
け
れ
ど
︑
私
の
研
究
室
に
大
本

教
の
開
祖
の
出
口
な
お
の
﹁
お
筆
先
﹂
が
あ
り
ま
す
︒
出
口
な
お
は
文
字
を
知
ら
な
か
っ
た
︒
文

字
が
読
め
な
か
っ
た
︒
も
ち
ろ
ん
書
け
な
か
っ
た
︒

だ
け
ど
︑
あ
る
日
︑
何
か
印
の
よ
う
な
も
の
が
現
れ
て
︑
そ
れ
を
か
た
ど
っ
て
い
っ
た
ら
文

字
の
よ
う
に
な
っ
た
︒
ほ
ぼ
平
仮
名
で
︑
時
に
数
字
の
よ
う
な
も
の
も
混
じ
っ
て
い
る
ん
で
す

が
︑
そ
れ
を
﹁
お
筆
先
﹂
と
称
し
て
何
万
枚
も
半
紙
に
書
き
続
け
て
い
っ
た
︒

彼
女
は
日
本
語
の
文
字
︑
平
仮
名
的
な
文
字
を
書
い
て
い
る
ん
で
す
が
︑
そ
う
い
う
か
た
ち

が
出
て
く
る
と
き
の
︑
一
つ
の
律
動
と
い
う
か
︑
ま
さ
に
神
聖
な
も
の
の
立
ち
表
れ
が
あ
る
ん

で
す
︒

齊
藤
さ
ん
の
お
宅
に
行
っ
た
と
き
に
︑
齊
藤
さ
ん
の
お
母
さ
ん
の
齊
藤
け
さ
江
さ
ん
の
こ
と

を
初
め
て
知
り
ま
し
た
︒
映
画
監
督
の
松
本
貴
子
さ
ん
が
︑
そ
の
齊
藤
け
さ
江
さ
ん
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
番
組
を
作
っ
て
N
H
K
で
放
送
さ
れ
た
の
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
︒
そ
の
け
さ

江
お
母
さ
ん
は
素
晴
ら
し
い
絵
と
文
字
を
書
く
︒
平
仮
名
が
ほ
と
ん
ど
で
す
ね
︒

そ
の
け
さ
江
お
母
さ
ん
の
書
の
世
界
を
見
て
い
る
と
︑
出
口
な
お
の
書
い
た
﹁
お
筆
先
﹂
と

本
当
に
似
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
︒
そ
れ
か
ら
︑
空
海
研
究
家
で
も
あ
る
書
道
家
が
け
さ
江
さ

ん
を
訪
ね
て
き
て
い
ま
し
た
が
︑
そ
の
書
道
家
が
や
は
り
N
H
K
で
そ
の
空
海
の
書
の
﹁
飛
白

体
﹂
を
再
現
し
た
の
で
す
が
︑
そ
れ
が
す
ご
か
っ
た
︒
飛
白
体
と
か
︑﹁
益
田
池
碑
銘
﹂
の
雑
体

書
と
か
と
い
う
空
海
筆
の
文
字
が
あ
る
の
で
す
が
︑
そ
れ
が
単
な
る
文
字
で
は
な
く
て
︑
本
当

に
象
形
文
字
と
呪
術
的
な
︑
竜
だ
っ
た
ら
竜
そ
の
も
の
の
よ
う
な
か
た
ち
に
な
っ
て
い
て
︑
ま

さ
に
そ
の
か
た
ど
り
み
た
い
な
︑
も
う
自
然
の
か
た
ち
そ
の
も
の
を
模
倣
し
て
い
る
よ
う
な
神

聖
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
た
︒
齊
藤
け
さ
江
さ
ん
の
書
を
見
た
と
き
︑
す
ぐ
に
空
海
の
そ
れ
が
連

想
連
鎖
的
に
蘇
っ
て
き
た
の
で
す
︒

空
海
が
感
じ
て
い
た
宇
宙
の
律
動
と
そ
れ
を
象
る
書
と
︑
齊
藤
け
さ
江
さ
ん
の
書
に
現
れ
た

も
の
と
︑
出
口
な
お
が
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
お
筆
先
の
文
字
の
世
界
は
根
幹
的
に
通
じ
て
い
る

と
僕
は
感
じ
て
い
ま
す
︒

そ
の
け
さ
江
お
母
さ
ん
の
文
字
や
絵
や
書
の
こ
と
を
︑
息
子
さ
ん
の
齊
藤
さ
ん
が
ど
う
捉
え

て
い
る
か
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
︒

齊
藤　

母
が
人
に
見
て
も
ら
う
よ
う
な
筆
の
字
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
︑
メ
モ
で

す
︒
父
は
書
家
で
し
た
︒
父
が
書
を
書
く
と
き
に
︑
母
は
そ
の
部
屋
に
近
寄
る
こ
と
は
で
き
な

い
︒
近
寄
ろ
う
も
の
な
ら
︑
ひ
ど
く
叱
ら
れ
た
り
︑﹁
出
て
い
け
﹂
と
い
う
よ
う
な
具
合
で
す
か

ら
︑
母
は
︑
父
を
見
て
い
れ
ば
︑
や
た
ら
な
こ
と
で
は
筆
は
持
て
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か

ら
︑
最
初
か
ら
平
仮
名
を
筆
で
書
い
た
の
で
は
な
い
ん
で
す
ね
︒

あ
る
と
き
︑
私
に
ど
う
し
て
も
伝
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
起
き
て
︑
母
は
無
学
で
し

た
の
で
︑
鉛
筆
を
な
め
な
め
︑
小
学
校
一
︑
二
年
ご
ろ
ま
で
で
終
わ
っ
て
い
る
平
仮
名
の
記
憶

で
︑
必
死
で
私
に
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
た
ん
で
す
︒

私
は
そ
れ
を
読
む
の
に
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
︒
鉛
筆
を
な
め
な
め
︑
真
っ
黒
に
な
っ
て
︑
い

ろ
い
ろ
直
し
て
書
い
て
あ
り
ま
し
た
︒
し
か
も
縦
書
き
で
右
か
ら
左
で
は
な
く
て
︑
左
か
ら
右

へ
書
い
て
あ
り
ま
し
た
︒
初
め
は
読
め
ま
せ
ん
で
し
た
︒

で
も
︑
い
ま
ま
で
に
な
い
こ
と
が
起
き
た
ん
で
す
か
ら
︑
私
も
必
死
で
読
み
ま
し
た
︒
そ
し

た
ら
︑
私
の
せ
が
れ
の
あ
る
粗
相
を
叱
ら
な
い
で
く
れ
と
い
う
こ
と
が
書
い
て
あ
っ
た
︒
私
は

そ
ん
な
こ
と
で
叱
っ
た
り
は
し
な
い
よ
と
思
い
つ
つ
︑
そ
の
メ
モ
を
残
し
た
ま
ま
部
屋
に
戻
っ

て
し
ま
っ
た
ん
で
す
︒

そ
し
て
︑
あ
の
メ
モ
は
よ
か
っ
た
な
と
思
っ
た
と
き
は
︑
母
は
も
う
そ
れ
を
処
分
し
て
し
ま

っ
て
二
度
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
︒
私
は
と
て
も
残
念
な
思
い
を
し
ま
し
た
︒
本
当
に

あ
れ
が
字
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
ん
で
す
︒

父
は
書
家
で
し
た
か
ら
︑
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
書
く
字
で
も
書
家
然
と
し
た
字
を
書
い
て
い
ま

し
た
︒
た
と
え
︑
新
聞
の
切
れ
端
で
も
︑
ど
ん
な
と
こ
ろ
の
メ
モ
も
書
家
と
し
て
の
字
で
し
た
︒

そ
の
父
の
メ
モ
と
︑
母
が
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
私
に
書
い
て
い
た
メ
モ
を
比
較
し
て
一
冊
の
本
を

つ
く
り
ま
し
た
︒

私
の
父
を
先
生
さ
ま
と
近
所
の
人
は
呼
ん
で
く
れ
る
︑
そ
う
い
う
父
で
︑
み
ん
な
が
え
ら
く

尊
敬
す
る
父
の
そ
の
メ
モ
と
︑
無
学
な
平
仮
名
を
や
っ
と
つ
づ
る
母
の
そ
の
必
死
で
︑
ど
う
し

て
も
書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
メ
モ
の
字
︒

私
は
あ
え
て
︑
母
に
メ
モ
を
残
し
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
み
ま
し
た
︒
何
か
あ
っ
た
ら
読
め
る

か
ら
書
い
と
い
て
と
言
っ
て
︑
メ
モ
を
書
い
て
も
ら
っ
て
︑
そ
れ
を
ず
っ
と
た
め
て
︑
そ
し
て

あ
る
と
き
︑
そ
れ
を
一
冊
の
本
に
し
て
︑
私
は
友
人
や
知
人
た
ち
に
向
け
て
送
り
ま
し
た
︒

そ
し
た
ら
︑
あ
る
書
家
の
二
人
か
ら
︑
鉛
筆
で
は
な
く
て
︑
筆
を
持
た
せ
て
み
て
は
ど
う
か

と
言
わ
れ
て
︑
実
際
に
私
の
家
に
通
っ
て
︑
墨
を
擦
っ
た
り
し
て
︑
筆
で
書
く
手
伝
い
ま
で
し

て
く
れ
た
書
家
が
い
ま
し
た
︒

そ
の
筆
の
字
を
集
め
て
展
覧
会
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒
母
が
書
く
言
葉
は
︑

筆
で
書
く
ん
で
す
け
ど
︑
文
章
で
は
な
い
ん
で
す
︒
立
派
な
言
葉
で
も
な
い
︒﹁
か
ぼ
ち
ゃ
︑
な

す
︑
か
み
さ
ま
﹂
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
し
た
︒
第
一
回
の
展
覧
会
を
︑
大
崎
駅
の
前
に
あ
る

大
崎
ウ
エ
ス
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
い
う
と
こ
ろ
で
や
っ
て
も
ら
っ
た
わ
け
で
す
︒

259

大地の記憶を彫る―スカンジナビア・アイルランドのロックカービングと身心変容



そ
の
と
き
私
は
感
動
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒
母
は
一
行
に
た
だ
﹁
す
い
か
な
な
き
ろ
﹂
と

書
い
た
︒
な
ぜ
そ
う
書
い
た
か
と
言
う
と
︑
母
に
し
か
意
味
が
な
い
︒
採
れ
た
ス
イ
カ
が
七
キ

ロ
も
あ
っ
た
︒
こ
ん
な
大
き
い
の
が
採
れ
た
と
︒
そ
れ
を
ず
っ
と
思
っ
て
い
て
書
い
た
ん
で
す
︒

筆
で
書
く
と
い
う
と
き
に
︑﹁
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
︑
何
を
書
い
て
も
い
い
よ
﹂
と
言
わ
れ
て
い
て

書
い
た
の
が
︑﹁
す
い
か
な
な
き
ろ
﹂
だ
っ
た
ん
で
す
︒
そ
れ
を
買
っ
た
人
が
い
た
ん
で
す
︒
私

は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
︒
素
晴
ら
し
い
言
葉
だ
と
か
︑
い
ろ
い
ろ
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
か
︑
名

言
︑
佳
語
を
書
い
た
も
の
が
ほ
し
い
と
い
う
人
は
い
る
で
し
ょ
う
︒
で
も
︑
母
に
し
か
意
味
の

な
い
﹁
す
い
か
な
な
き
ろ
﹂
と
い
う
︑
そ
れ
を
買
っ
た
︒
こ
の
字
は
い
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
︒
私

は
こ
の
人
は
本
当
に
字
と
い
う
も
の
が
分
か
る
人
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
︒

そ
の
名
前
を
出
す
と
悪
い
ん
で
す
け
ど
︑
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
人
も
︑
初
め
は
素
晴
ら
し
い
と
︒
あ

る
人
か
ら
﹁
こ
こ
で
齊
藤
け
さ
江
の
書
展
を
や
り
た
い
ん
だ
け
ど
︑
ど
う
？
﹂
と
言
わ
れ
た
ら
︑

そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
ん
で
す
け
ど
も
︑
あ
る
と
き
︑︵
三
年
︑
四
年
し
て
︶

そ
の
言
っ
て
き
た
人
に
対
し
て
﹁
齊
藤
け
さ
江
の
書
の
よ
さ
を
理
屈
で
は
な
く
︑
理
論
的
に
説

明
し
て
﹂
み
た
い
に
言
わ
れ
た
ん
だ
そ
う
で
す
け
ど
も
︑
結
局
は
そ
れ
以
後
母
の
展
覧
会
は
や

り
ま
せ
ん
で
し
た
︒
な
か
な
か
世
の
中
︑
本
当
に
出
会
っ
た
瞬
間
に
︑
こ
の
字
は
い
い
と
か
︑
そ

う
い
う
こ
と
が
分
か
る
と
い
う
の
は
︑
そ
う
は
い
な
い
と
私
も
思
っ
て
い
た
ん
で
す
︒

で
も
︑
そ
の
﹁
す
い
か
な
な
き
ろ
﹂
を
買
っ
た
人
は
︑
そ
の
後
︑
知
っ
た
ん
で
す
け
ど
︑
あ

る
陶
器
の
お
店
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
兼
ね
る
オ
ー
ナ
ー
だ
っ
た
ん
で
す
ね
︒

鎌
田　

鶴
岡
さ
ん
の
生
命
観
︑
生
命
再
生
の
話
に
直
接
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
な
根
源
の
文
字

だ
と
思
う
の
で
︑
次
に
鶴
岡
さ
ん
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

生
命
循
環
的
な
文
様

鶴
岡　

現
代
人
の
け
さ
江
お
母
さ
ま
も
︑
八
千
年
前
の
ス
カ
ン
ジ
ナ
ヴ
ィ
ア
の
ロ
ッ
ク
カ
ー
ヴ

ァ
ー
や
︑
縄
文
の
造
形
家
と
同
じ
く
︑
根
源
的
な
文
字
や
文
様
の
発
生
に
つ
な
が
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
︒
つ
ま
り
︑
な
ぜ
人
間
は
︑
大
地
や
木
や
皮
や
︑
自
分
の
肌
に
︑
必
死
で
文
字
を
書

き
︑
必
死
で
文
様
を
彫
る
の
か
︒
大
き
な
興
味
深
い
テ
ー
マ
で
す
︒

土
器
に
押
圧
す
る
た
め
に
縄
や
紐
を
編
む
・
組
む
と
い
う
表
現
行
為
は
︑
古
代
ケ
ル
ト
の
ド

ル
イ
ド
に
も
関
係
し
︑
編
ま
れ
た
紐
や
結
び
目
は
呪
術
的
な
力
を
も
っ
た
も
の
だ
っ
た
︒
近
代

ケ
ル
ト
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
の
詩
人
イ
ェ
イ
ツ
が
﹁
春
の
心
臓
﹂︵
芥
川
龍
之
介
が
和
訳
し
紹
介

さ
れ
た
︶
と
い
う
短
編
で
書
い
た
よ
う
に
︑
編
み
枝
も
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
呪
術
的
な
文
字
・

文
様
・
記
号
で
あ
り
続
け
ま
し
た
︒

そ
れ
と
同
じ
で
︑
な
ぜ
人
間
は
必
死
で
﹁
グ
ラ
フ
す
る
﹂
の
か
と
い
う
こ
と
︒
傷
つ
け
て
ま

で
︑
自
然
の
岩
や
︑
こ
よ
な
き
生
命
の
木
の
肌
を
傷
つ
け
て
ま
で
︑
必
死
で
刻
む
の
か
︒

八
千
年
前
の
北
欧
人
も
︑
縄
文
人
も
︑
唐
長
さ
ん
も
︑
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
が
必
死
で
発
見

し
よ
う
と
し
た
発
生
の
文
様
も
︑
シ
カ
の
骨
の
亀
裂
の
痕
跡
で
占
う
の
も
︑
刻
ま
れ
た
も
の
︑
グ

ラ
フ
さ
れ
た
も
の
︑
文
様
︑
そ
し
て
原
初
の
文
字
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
︒
人
間
は
そ
う
し
て
︑

大
自
然
と
︑
あ
ら
ぶ
る
神
と
の
交
通
関
係
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
き
た
︒

そ
し
て
そ
こ
に
︑
鎌
田
先
生
が
今
日
の
タ
イ
ト
ル
に
お
い
て
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
︑
ケ
ル
ト

の
﹁
生
命
循
環
的
﹂
な
螺
旋
や
組
紐
の
渦
巻
く
構
造
が
み
え
て
く
る
︒
刻
む
行
為
は
︑
一
回
で

は
な
い
︒
人
間
は
﹁
刻
み
続﹅

け﹅

る﹅

﹂
の
で
す
︒

縄
文
が
な
ぜ
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
﹁
ぐ
る
ぐ
る
し
て
い
る
﹂
の
か
と
い
え
ば
︑
生
命
の
﹁
連
続

性
﹂
の
中
に
人
間
が
潜
入
し
て
い
く
根
源
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
刻
み
続
け
る
か
ら
で
す
ね
︒
一

代
で
は
な
く
︑
一
人
で
孤
独
に
刻
む
の
で
は
な
く
て
︑
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
ゥ
ー
・
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
︑
次
の
世
代
へ
︑
時
代
へ
と
時
間
を
刻
み
続
け
る
と
も
い
え
ま
す
︒

も
う
一
つ
は
︑
空
間
的
に
広
が
る
共
同
体
の
中
で
﹁
刻
む
連
携
﹂
を
創
っ
て
い
く
︒
そ
し
て
︑

何
と
言
っ
て
も
﹁
石
に
刻
む
﹂︑
洞
窟
の
岩
に
刻
む
︒
そ
れ
は
︑
地
球
か
ら
採
れ
る
鉱
物
を
刻
み

押
圧
し
︑
そ
こ
に
顕
れ
出
た
形
象
そ
の
も
の
を
︑
こ
よ
な
き
﹁
イ
メ
ー
ジ
の
発
生
﹂
と
し
て
︑
厳

粛
に
実
感
し
た
最
初
の
人
間
た
ち
が
い
た
︒
そ
の
人
た
ち
が
﹁
文
様
﹂
や
﹁
文
字
﹂
を
育
ん
で

い
っ
た
︒
筆
先
の
墨
汁
︑
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
も
︑
こ
の
鉛
筆
の
芯
も
鉱
物
な
わ
け
で
す
︒

縄
文
人
が
火
焰
型
土
器
に
お
い
て
︑﹁
紐
﹂
を
捨
て
た
と
い
う
の
は
︑
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
︒
大
飢
饉
と
か
︑
大
戦
争
︑
あ
る
い
は
渡
来
の
人
が
何
か
を

教
え
始
め
た
と
か
︑
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
︑
た
し
か
に
土
︵
石
︶
を
刻
む
・
押
圧

す
る
こ
と
と
︑﹁
火
焰
﹂
の
か
た
ち
を
塑
造
す
る
こ
と
と
は
︑
思
想
が
異
な
り
ま
す
ね
︒
し
か
し

縄
文
の
縄
目
と
火
焰
の
よ
う
な
形
象
は
︑
と
も
に
︑
生
命
の
終
わ
り
を
み
つ
め
た
人
々
こ
そ
が
︑

生
命
の
連
続
性
に
目
を
む
け
て
い
っ
た
︑
た
く
ま
し
い
思
想
の
形
成
過
程
を
示
し
て
い
る
よ
う

に
も
思
え
ま
す
︒
な
ぜ
な
ら
﹁
文
様
﹂
は
︑
邪

を
駆
逐
す
る
力
︑
吉
祥
の
思
想
の
力
を
表
す

芸
術
で
あ
る
か
ら
で
す
︒

ケ
ル
ト
の
場
合
は
﹁
結
び
目
﹂
と
は
︑﹁
渦

巻
﹂
と
同
じ
よ
う
に
︑﹁
生
命
循
環
﹂
の
霊
験

な
る
︑
象し

る
し
︑
象
徴
で
す
︵
図
66
︶︒

紐
や
縄
は
︑
連
関
・
循
環
の
表
象
で
す
か

ら
︑
縄
文
人
が
自
ら
﹁
縄
文
＝
縄
目
の
文
様
﹂

図66　ケルトの組紐文様
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で
の
表
現
を
や
め
て
︑
火
焰
に
い
っ
た
と
し
た
ら
︑
す
ご
い
第
二
段
階
の
イ
メ
ー
ジ
の
発
生
と

な
り
ま
す
ね
︒
こ
こ
は
石
井
さ
ん
に
聞
く
し
か
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
︒

石
井　

縄
文
時
代
の
か
な
り
古
い
時
期
か
ら
栽
培
は
し
て
い
た
よ
う
で
す
︒
ダ
イ
ズ
や
ア
ズ
キ

な
ど
の
豆
類
の
土
器
圧
痕
が
近
年
大
量
に
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
︒
稲
作
の
よ
う
な
農
法
で
は
な

い
け
れ
ど
も
︑
栽
培
し
て
い
る
作
物
の
種
類
は
豊
富
で
す
︒
コ
ク
ゾ
ウ
ム
シ
が
土
器
に
は
り
つ

い
て
い
る
も
の
も
古
い
時
期
か
ら
た
く
さ
ん
見
つ
か
っ
て
き
て
い
る
の
で
︑
縄
文
時
代
の
食
生

活
の
イ
メ
ー
ジ
は
︑
こ
れ
か
ら
だ
い
ぶ
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
︒

縄
文
時
代
中
期
は
︑
け
っ
こ
う
人
口
が
多
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
︑
飢
饉
の
話
は
さ

て
お
き
︑
文
様
の
話
で
言
う
と
︑
縄
が
土
器
の
表
面
か
ら
消
え
て
い
く
の
は
︑
中
期
の
中
部
・

関
東
地
方
で
は
か
な
り
多
い
で
す
︒
火
焰
型
土
器
だ
け
で
は
な
く
て
︑
列
島
の
あ
ち
こ
ち
で
縄

目
文
様
が
な
く
な
っ
て
い
く
ん
で
す
が
︑
関
東
や
中
部
地
方
で
は
︑
縄
文
時
代
前
期
の
途
中
か

ら
︑
刻
み
目
を
つ
け
た
細
い
縄
の
よ
う
な
粘
土
紐
を
は
り
つ
け
て
描
い
た
り
し
て
︑
徐
々
に
縄

目
文
様
を
排
除
し
て
い
く
ん
で
す
が
︑
か
わ
り
に
︑
や
た
ら
と
渦
巻
を
描
き
は
じ
め
ま
す
︒
火

焰
も
そ
う
で
す
が
︑
渦
巻
文
様
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
ん
で
す
ね
︒
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
︑
縄
目

文
様
が
渦
巻
文
様
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
過
程
な
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
︒

た
だ
︑
火
焰
型
土
器
も
ス
タ
イ
ル
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
過
程
で
︑
中
期
の
終
わ
り
ご

ろ
か
ら
︑
一
時
期
は
縄
目
文
様
を
捨
て
て
い
た
く
せ
に
︑
土
器
の
胴
部
に
縄
目
文
様
を
取
り
戻

し
て
い
く
ん
で
す
︒
そ
れ
は
縄
目
文
様
を
拒
絶
す
る
か
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
の
土
器
を
つ
く
り

だ
し
て
い
た
集
団
が
︑
だ
い
た
い
同
じ
時
期
に
一
斉
に
縄
を
胴
部
に
呼
び
戻
す
と
い
う
こ
と
を

や
り
は
じ
め
ま
す
︒

石
と
の
関
連
で
い
う
と
︑
縄
文
時
代
中
期
の
終
わ
り
に
捨
て
た
縄
目
文
様
を
ま
た
土
器
に
使

い
始
め
る
の
と
同
時
に
︑
同
じ
地
域
で
大
形
石
棒
が
爆
発
的
に
増
え
る
ん
で
す
ね
︒
そ
の
後
︑
縄

文
時
代
後
期
に
寒
冷
化
が
は
じ
ま
り
︑
そ
れ
こ
そ
飢
饉
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
︑
こ
の

時
期
に
と
て
も
大
き
な
変
化
が
起
こ
り
ま
す
︒

縄
文
時
代
の
ム
ラ
の
空
間
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
の
は
︑
環
状
集
落
と
い
っ
て
長
い
時
間
の
あ
い

だ
に
建
て
ら
れ
た
家
々
が
並
ん
で
円
を
描
く
デ
ザ
イ
ン
な
ん
で
す
が
︑
住
居
の
円
の
内
側
に
掘

建
柱
建
物
が
環
状
に
建
ち
並
び
︑
さ
ら
に
内
側
に
た
く
さ
ん
の
墓
が
円
を
描
き
︑
真
ん
中
は
広

場
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
︒
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
に
必
要
な
建
物
と
死
者
が
埋
葬
さ
れ
る
穴
が
︑
多

重
の
同
心
円
を
描
い
て
い
る
︑
そ
う
い
う
環
状
集
落
が
関
東
地
方
で
は
一
般
的
だ
っ
た
ん
で
す

ね
︒
当
時
は
︑
死
者
を
ム
ラ
の
中
央
に
抱
え
て
い
る
空
間
を
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
継
承
し
て

い
た
ん
で
す
が
︑
そ
れ
が
な
ぜ
か
後
期
に
な
る
と
解
体
し
て
し
ま
い
ま
す
︒

環
状
集
落
が
解
体
す
る
と
︑
石
の
造
形
物
が
や
た
ら
と
増
え
る
ん
で
す
︒
石
棒
も
そ
う
で
す

が
︑
円
を
描
く
ム
ラ
が
解
体
し
た
後
に
︑
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
が
た
く
さ
ん
つ
く
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
︒
石
に
注
目
す
る
と
︑
石
の
彫
刻
で
あ
る
大
形
石
棒
が
激
増
し
︑
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル

以
外
に
も
石
の
構
築
物
が
や
た
ら
と
増
え
る
と
い
う
転
換
は
︑
残
っ
た
も
の
か
ら
で
の
話
に
過

ぎ
ま
せ
ん
が
︑
ま
る
で
縄
文
時
代
の
人
々
が
石
に
頼
る
し
か
な
く
な
っ
て
い
く
か
の
よ
う
で
す
︒

縄
文
時
代
中
期
の
終
わ
り
に
は
︑
関
東
で
は
土
偶
が
簡
素
化
し
て
つ
く
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
︑

土
器
の
文
様
も
簡
素
化
し
た
り
し
て
い
く
︒
石
の
造
形
物
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
︑
中
期
の
終
わ

り
か
ら
後
期
に
か
け
て
多
様
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
激
増
す
る
と
い
う
現
象
が
あ
り
ま

す
︒

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
今
︑
僕
は
時
間
を
読
み
間
違
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
︒
終
了
が
六
時
と
ば
か
り
思
っ
て
い
ま
し
た
が
︑
五
時
半
だ
っ
た
の
で
︑
ち
ょ
っ
と
急
が

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

安
藤
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
ま
と
め
と
し
て
︑
も
う
一
度
こ
の
へ
ん
を
問
題
に
し
た
い
と
い
う
点

が
あ
っ
た
ら
言
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
︒

安
藤　

い
え
︑
も
う
大
丈
夫
で
す
︒

生
命
と
し
て
の
言
葉

鎌
田　

そ
れ
で
は
︑
ち
ょ
っ
と
コ
メ
ン
ト
し
た
い
の
で
︑
そ
れ
に
対
し
て
レ
ス
ポ
ン
ス
を
し
て

も
ら
え
ま
す
か
︒
実
は
最
近
︑
僕
は
﹃
N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
﹄
が
十
数
年
前
に
放
送
し
た
﹁
世

界
里
山
紀
行
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
﹂
と
い
う
の
を
見
た
ん
で
す
︒

そ
こ
に
︑
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
カ
ウ
コ
・
ニ
ス
ケ
ネ
ン
さ
ん
と
い
う
ハ
ン
タ
ー
が
出
て
き
た
ん

で
す
︒
そ
の
カ
ウ
コ
さ
ん
は
熊
を
探
し
に
行
っ
て
熊
を
撃
つ
熊
狩
猟
の
名
人
な
ん
で
す
ね
︒
四

〇
年
間
で
七
頭
ぐ
ら
い
し
か
獲
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
︑
そ
れ
で
も
名
人
な
ん
で
す
︒
こ
の
狩

猟
で
最
も
重
要
な
の
は
︑
熊
は
天
国
か
ら
や
っ
て
き
た
存
在
な
の
で
︑
天
国
に
帰
さ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
思
想
と
儀
礼
で
す
︒

そ
こ
で
︑
熊
を
射
止
め
︑
殺
し
て
食
べ
た
後
︑
熊
の
頭
骨
を
︑
首
襟
の
後
ろ
に
へ
入
れ
て
︑
木

に
登
っ
て
︑
真
っ
白
な
熊
の
頭
骨
を
木
に
掛
け
る
ん
で
す
よ
︒
ア
イ
ヌ
の
﹁
熊
祭
り
﹂
と
は
ち

ょ
っ
と
違
う
ん
で
す
が
︑
そ
の
思
想
性
や
考
え
方
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
す
︒
そ
の
と
き
に
﹁
熊

歌
﹂
が
流
れ
た
︒
そ
の
﹁
熊
歌
﹂
を
聴
い
て
私
は
涙
が
出
る
ほ
ど
感
動
し
ま
し
た
︒

森
に
第
一
歩
を
踏
み
込
ん
だ

そ
し
て
二
歩
目
を
踏
み
入
れ
る

私
は
お
ま
え
の
命
を
貰
う
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お
ま
え
を
食
べ
る

申
し
訳
な
い　

し
か
た
な
い
の
だ

お
ま
え
は
私
た
ち
の
世
界
に
来
た
の
だ
か
ら

鼻
を
食
べ
る　

お
ま
え
の
よ
う
な

強
い
嗅
覚
を
持
ち
た
い

耳
を
食
べ
る　

お
ま
え
の
よ
う
な

鋭
い
聴
覚
を
得
た
い

目
を
食
べ
る　

お
ま
え
の
よ
う
な

深
遠
な
視
覚
を
得
た
い

舌
を
食
べ
る　

お
ま
え
の

言
葉
の
力
を
得
た
い

基
盤
に
は
︑
森
の
王
で
あ
る
熊
へ
の
畏
怖
・
畏
敬
が
あ
る
か
ら
︑
そ
の
力
に
与
り
た
い
と
一

体
化
し
て
い
く
の
で
す
が
︑
特
に
僕
が
す
ご
い
と
思
っ
た
の
は
︑﹁
舌
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て

熊
の
言
葉
の
力
を
得
た
い
﹂
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
で
し
た
︒
つ
ま
り
︑
熊
が
言
葉
を
語
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
こ
の
歌
の
前
提
に
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
︒
そ
こ
に
異
常
に
感
動
し
た
︒
そ
れ

は
︑
ア
イ
ヌ
の
熊
祭
り
と
も
結
び
つ
く
と
こ
ろ
な
の
で
︑
そ
の
へ
ん
に
対
し
て
の
お
考
え
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
︒

安
藤　

そ
う
で
す
ね
︒
ま
さ
に
言
葉
が
︑
単
に
意
味
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
く
て
︑
力
と
い
う

か
︑
生
命
そ
の
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
︒
日
本
人
は
︑
そ
の
よ
う
な
在
り
方
に
︑﹁
言
霊
﹂
と

い
う
︑
こ
れ
も
ま
た
ぴ
っ
た
り
な
表
現
を
与
え
ま
し
た
︒
言
葉
は
音
や
意
味
を
生
み
出
す
﹁
息
﹂

そ
の
も
の
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
︒﹁
息
﹂
は
魂
を
意
味
す
る
と
い
う
文
化
は
︑
全
世
界
に
︑
普
遍

的
に
見
出
さ
れ
ま
す
︒

要
す
る
に
︑
言
葉
の
考
え
方
そ
の
も
の
を
も
う
一
度
︑
根
本
か
ら
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

言
葉
は
意
味
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
︑
力
そ
の
も
の
を
伝
え
る
︒
そ
れ
は
︑
人
々
を
団
結
さ
せ

る
友
好
的
な
場
合
も
あ
る
し
︑
文
字
ど
お
り
︑
生
命
︵
魂
︶
を
取
り
合
う
敵
対
的
な
場
合
も
あ

る
︒
言
葉
を
物
資
で
あ
る
と
と
も
に
霊
魂
︑
生
命
の
持
つ
力
︑
生
命
が
伝
え
る
力
と
し
て
考
え

て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
は
ず
で
す
︒

ア
ニ
ミ
ズ
ム
や
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
再
検
討
は
︑
そ
う
し
た
生
命
と
し
て
の
言
葉
の
や
り
取

り
と
い
っ
た
観
点
か
ら
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
切
実
に
思
っ
て
い
ま
す
︒
人
間
の
五
官

を
す
べ
て
動
員
し
て
受
容
し
発
信
す
る
も
の
と
し
て
言
葉
を
考
え
て
い
か
な
い
と
︑
そ
こ
か
ら

未
来
の
表
現
を
生
み
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
︒
そ
う
考
え
て
い
ま
す
︒

鶴
岡　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
先
史
と
中
世
の
石
の
文
様
を
︑
齊
藤
先
生
と
共
に
採
ら
れ
ま
し
た
︑

故
・
大
野
忠
男
先
生
︵
一
九
三
二
―二
〇
一
〇
年
︶
は
︑
現
代
造
形
作
家
で
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
調
査

行
の
後
︑﹃
か
み
・
ひ
と
・
か
た
ち
︱
︱
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
宗
教
・
社
会
・
美
術
﹄︵
泰
流
社
︶
を

書
か
れ
︑
そ
れ
が
私
た
ち
の
道
標
と
し
て
遺
さ
れ
て
い
ま
す
︒
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
上
智

大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
身
心
変
容
技
法
研
究
会
主
催
︑
そ
し
て
多
摩
美
術
大
学
の
芸
術
人

類
研
究
所
と
共
催
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
︒

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
至
っ
た
最
初
の
き
っ
か
け
は
︑
故
・
大
野
忠
男
先
生
と
齊
藤
先
生
が

一
九
七
〇
年
代
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
北
欧
に
赴
か
れ
︑
石
に
墨
を
塗
っ
て
︑
和
紙
で
吸
い
取
っ

て
く
だ
さ
っ
た
何
百
点
の
拓
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
︑
君
津
市
の
齊
藤
先
生
の
道
場
に
大
切
に
保

管
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
︒
私
に
と
り
ま
し
て
は
二
〇
代
で
の
大
野
先
生
と
の
出
会

い
か
ら
数
え
て
四
〇
年
後
の
発
見
に
ま
み
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
奇
跡
の
よ
う
な
出
来

事
で
す
︒
鎌
田
先
生
は
じ
め
︑
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
と
︑
そ
の
拓
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
探
訪

の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
︒

大
野
先
生
は
も
う
こ
の
世
に
は
お
ら
れ
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
︑
一
九
七
五
年
に
踏
み
入
れ

ら
れ
︑
文
様
を
求
め
て
の
︑﹁
巨
石
﹂
と
﹁
ケ
ル
ト
十
字
架
﹂
と
い
う
ケ
ル
ト
文
化
の
﹁
石
﹂
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
め
ざ
し
た
大
い
な
る
旅
の
情
景
と
思
索
が
交
差
し
て
い
ま
す
︒
今
日
数
点
持

っ
て
き
て
い
た
だ
い
て
い
る
本
物
も
︑
素
晴
ら
し
く
︑
ほ
ん
と
う
に
感
動
し
ま
し
た
︒

そ
し
て
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
新
聞
に
も
齊
藤
先
生
が
出
ら
れ
︑
地
元
の
人
々
に
感
銘
を
与
え
ま

し
た
︒
手
弁
当
で
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
を
歩
か
れ
採
取
さ
れ
た
︒
そ
の
お
陰
で
今
日
の
﹁
ロ
ッ
ク
・

カ
ー
ヴ
ィ
ン
グ
﹂
の
東
西
と
︑
古
層
か
ら
現
代
ま
で
を
横
断
し
て
︑
豊
か
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
で
き
た
わ
け
で
す
︒

二
〇
一
八
年
六
月
に
八
王
子
の
多
摩
美
術
大
学
・
鎗
水
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ア
ー
ト
テ
ー
ク
と
い

う
新
ら
し
い
展
示
場
で
展
覧
会
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒
そ
の
と
き
に
ま
た
ご
一
緒
に
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
な
ど
で
︑
み
な
さ
ま
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

実
は
そ
の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
や
っ
て
く
だ
さ
る
︑
映
画
監
督
で
も
あ
る
渡
辺
真
也
先
生
に

今
日
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
︒
先
生
は
﹃Soul O

dyssey - 

ユ
ー
ラ
シ
ア
を
探
し
て
﹄
の
監
督

で
︑
奄
美
の
島
唄
も
採
取
し
て
お
ら
れ
る
︒
私
ど
も
は
こ
の
拓
本
を
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
︒
と
と
も
に
多
摩
美
の
芸
術
人
類
学
研
究
所
で
﹁
イ
メ
ー
ジ
の
発
生
﹂
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
も
開
き
ま
す
︒

安
藤　

来
月
で
す
ね
︒

鶴
岡　

皆
さ
ん
の
フ
ラ
イ
ヤ
ー
に
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
︑
一
一
月
で
す
︒

安
藤　

ま
さ
に
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
連
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
︑
多
摩
美
術
大
学
の
芸
術

人
類
学
研
究
所
の
所
長
以
下
︑
所
員
が
全
員
参
加
し
て
︑
今
日
の
テ
ー
マ
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
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た
方
向
で
︑﹁
イ
メ
ー
ジ
の
発
生
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
て
研
究
発
表
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
︒
入

場
自
由
で
す
の
で
︑
ぜ
ひ
お
い
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
︒

鎌
田　

終
わ
り
の
モ
ー
ド
に
入
っ
て
き
て
い
る
の
で
︑
も
う
一
回
巻
き
返
し
ま
し
ょ
う
︒

鶴
岡　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

鎌
田　

完
璧
に
勘
違
い
し
て
︑
あ
と
四
〇
分
ぐ
ら
い
あ
る
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
も
の
で
す
か

ら
︑
残
り
時
間
が
短
い
の
で
あ
せ
っ
て
い
ま
す
︒
身
心
変
容
技
法
研
究
会
の
分
担
研
究
者
の
津

城
寛
文
筑
波
大
学
教
授
に
コ
メ
ン
ト
か
質
問
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
︒
い
か
が
で
し

ょ
う
か
︒

「
非
合
理
」を
含
ん
だ
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

津
城
寛
文　

い
ろ
い
ろ
な
話
題
が
飛
び
交
い
︑
圧
倒
さ
れ
て
拝
聴
し
て
お
り
ま
し
た
︒
多
く
の

聴
衆
の
方
も
感
じ
ら
れ
た
こ
と
か
と
思
い
ま
す
が
︑
中
心
テ
ー
マ
と
の
関
連
で
︑
人
間
が
作
っ

て
来
た
﹁
社
会
﹂
の
タ
イ
プ
も
︑
随
所
で
主
題
化
し
て
き
ま
し
た
︒
例
え
ば
︑
資
本
主
義
社
会

と
そ
う
で
な
い
社
会
︑
支
配
と
共
生
の
社
会
︑
二
つ
の
農
耕
社
会
︑
蓄
積
と
分
配
の
社
会
︑
な

ど
な
ど
で
す
︒
た
だ
︑
こ
れ
は
取
り
あ
え
ず
別
の
テ
ー
マ
と
し
て
︑
切
り
分
け
て
お
く
の
が
︑
理

解
し
や
す
い
よ
う
に
思
い
ま
す
︒

そ
れ
で
今
日
の
中
心
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
︑
音
声
に
し
ろ
︑
字
に
し
ろ
︑
模
様
に
し
ろ
︑
伝

達
と
表
出
と
い
う
二
つ
の
極
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
︒

ま
ず
︑﹁
装
飾
的
思
考
﹂
と
い
う
鶴
岡
先
生
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
と
て
も
魅
力
的
で
す
︒
以
前
に

読
ん
だ
か
聞
い
た
か
し
た
こ
と
で
︑
空
白
を
埋
め
る
た
め
に
︑
そ
こ
に
何
か
描
こ
う
と
す
る
︑
と

い
う
感
じ
が
︑
よ
く
わ
か
り
ま
す
︒
鎌
田
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
︑
生
態
智
と
か
︑
身
体
知
と
い

う
の
は
︑
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
全
体
的
な
も
の
︑
受
容
的
な
も
の
で
︑
分
節
が
な
く
︑
そ
こ
か

ら
何
か
分
節
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
と
き
に
︑
そ
の
表
出
が
文
字
に
な
っ
た
り
描
線
に
な
っ
た
り
︑

造
形
に
な
っ
た
り
︑
声
に
な
っ
た
り
︑
踊
り
に
な
っ
た
り
す
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
︒

齊
藤
先
生
の
言
葉
で
い
え
ば
︑
そ
う
い
う
﹁
非
合
理
﹂
的
な
こ
と
が
︑
持
続
し
共
有
さ
れ
る

と
﹁
合
理
﹂
的
に
な
っ
て
き
て
︑
言
葉
や
記
号
や
︑
い
ろ
い
ろ
な
も
の
の
﹁
伝
達
﹂﹁
指
示
﹂

﹁
命
令
﹂
の
機
能
だ
け
が
突
出
し
て
き
て
︑﹁
社
会
﹂
が
固
ま
っ
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
︒

今
日
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
先
生
方
︑
ま
た
聴
衆
の
方
の
ほ
と
ん
ど
は
︑
そ
う
し
た
固
ま
っ
た
あ

と
の
こ
と
で
は
な
く
︑
な
ぜ
そ
う
い
う
形
で
表
出
さ
れ
て
く
る
の
か
と
い
う
︑
説
明
の
難
し
い

と
こ
ろ
に
︑
関
心
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒
た
と
え
ば
︑
な
ぜ
こ
う
い

う
渦
巻
に
な
る
の
か
︑
渦
巻
文
様
を
最
初
に
表
出
し
た
人
の
必
然
性
と
か
︑
そ
れ
を
見
た
人
が

ど
ん
な
影
響
を
受
け
る
の
か
︑
と
い
っ
た
関
心
は
︑
私
も
大
い
に
共
有
し
て
お
り
ま
す
︒

他
方
︑﹁
社
会
﹂
の
道
具
と
な
っ
た
言
葉
や
記
号
の
︑
命
令
と
か
伝
達
の
機
能
に
関
し
て
は
︑

あ
ま
り
わ
れ
わ
れ
は
関
心
が
あ
り
ま
せ
ん
︒
も
ち
ろ
ん
︑
こ
う
し
た
視
点
は
︑
社
会
的
発
想
を

批
判
す
る
と
き
に
は
必
要
で
︑
伝
達
・
指
示
・
命
令
と
し
て
﹁
合
理
﹂
化
さ
れ
た
音
や
形
の
抑

圧
性
を
︑
発
生
的
な
﹁
非
合
理
﹂
に
よ
っ
て
揺
る
が
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

そ
う
い
う
批
判
的
実
践
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
︑
そ
れ
は
あ
ま
り
面
白
く
な
い
と
感
じ
る

タ
イ
プ
の
方
々
は
︑
イ
メ
ー
ジ
や
力
が
生
ま
れ
て
く
る
根
源
の
と
こ
ろ
に
関
心
を
集
中
さ
せ
て
︑

さ
ま
ざ
ま
に
研
究
し
て
お
ら
れ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
︒

私
も
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
︑
発
生
的
な
と
こ
ろ
に
本
来
の
関
心
が
強
い
の
で
す
が
︑
他
方
︑
社

会
的
に
固
ま
っ
た
と
こ
ろ
の
批
判
も
し
て
お
き
た
い
気
が
し
ま
す
︒
そ
こ
で
﹁
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
﹂
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
考
え
る
と
︑
ふ
つ
う
に
言
わ
れ
る
人
と
人
と
の
狭
義
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
別
に
︑
人
間
を
包
み
込
む
環
境
世
界
の
全
体
と
の
広
義
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
︑
と
い
う
も
の
を
考
え
る
と
︑﹁
社
会
﹂
の
矮
小
さ
を
際
立
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
︒

自
然
や
世
界
や
宇
宙
と
対
話
す
る
と
い
う
︑
あ
る
種
︑
飼
い
な
ら
さ
れ
た
自
然
と
の
関
係
が

説
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
︑
そ
れ
以
前
の
︑
い
わ
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な
ら
な

い
よ
う
な
︑
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
︑
何
を
言
わ
れ
て
い
る
の
か
︑
ど
ん
な
影
響
力
が
や
り
取

り
さ
れ
て
い
る
の
か
︑
自
分
が
や
る
こ
と
が
世
界
に
ど
う
関
係
す
る
の
か
︑
よ
く
分
か
ら
な
い

よ
う
な
関
係
が
あ
り
ま
す
︒

そ
れ
は
﹁
合
理
﹂
を
や
り
取
り
す
る
対
話
で
は
な
い
に
し
て
も
︑﹁
非
合
理
﹂
を
含
ん
だ
や
り

取
り
で
︑
や
は
り
一
種
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
︑
共
に
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
︒
言
葉
や

音
や
形
の
在
り
方
︑
関
係
の
在
り
方
を
︑
狭
義
と
広
義
を
区
別
し
な
が
ら
︑
飼
い
な
ら
さ
れ
た

宇
宙
と
の
対
話
と
か
︑
飼
い
な
ら
さ
れ
な
い
︑
混
沌
と
し
て
い
る
対
話
と
も
言
え
な
い
よ
う
な

宇
宙
と
の
関
わ
り
み
た
い
な
と
こ
ろ
を
区
別
す
る
と
︑
も
っ
と
面
白
い
議
論
に
な
る
の
か
な
と

思
い
な
が
ら
︑
聞
い
て
お
り
ま
し
た
︒

あ
と
︑
今
日
の
お
話
で
一
番
面
白
か
っ
た
の
は
︑
中
心
テ
ー
マ
と
は
す
こ
し
ず
れ
る
の
で
す

け
ど
︑
死
者
の
話
で
︑
生
き
て
い
る
人
間
よ
り
死
者
の
ほ
う
が
ず
っ
と
多
い
と
言
わ
れ
た
鶴
岡

先
生
の
お
言
葉
に
は
︑
私
も
ま
っ
た
く
同
感
で
︑
生
き
て
い
る
人
間
だ
け
で
す
べ
て
埒
を
明
け

よ
う
と
す
る
︑
現
代
の
︑
あ
る
い
は
古
来
の
風
潮
と
い
う
の
は
︑
よ
ろ
し
く
な
い
と
思
い
ま
す

の
で
︑
鶴
岡
先
生
の
お
力
も
借
り
て
︑
死
者
の
力
を
も
っ
と
強
調
し
て
い
き
た
い
な
と
思
っ
た

次
第
で
す
︒
以
上
で
す
︒

鎌
田　

次
に
渡
辺
真
也
さ
ん
︑
お
願
い
し
ま
す
︒
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騎
馬
民
族
サ
ッ
カ

渡
辺
真
也　

先
ほ
ど
鶴
岡
先
生
に
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
︑
渡
辺
真
也
と
申
し
ま
す
︒
映
画
監

督
と
︑
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
や
っ
て
い
ま
す
︒
鶴
岡
さ
ん
に
質
問
と
︑
あ
と
全
体
へ
の
コ
メ
ン
ト

を
一
つ
︒

鶴
岡
さ
ん
の
今
日
︑
お
っ
し
ゃ
っ
た
︑
ケ
ル
ト
の
﹁
シ
ー
﹂
と
い
う
言
葉
と
︑
シ
ー
ド
と
い

う
話
を
も
う
少
し
伺
い
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
︒

お
話
の
中
に
あ
っ
た
過
去
に
生
き
て
い
た
死
者
た
ち
が
地
下
に
生
き
て
い
て
︑
国
難
が
あ
る

と
き
に
よ
み
が
え
っ
て
応
援
を
す
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
︑
こ
れ
が
仮
に
シ
ー
ド
だ
と

す
る
と
︑
私
は
こ
れ
が
種
だ
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
︑
唯
識
仏
教
に
お
け
る
種

し
ゅ
う

子じ

の
概
念
に
非
常

に
よ
く
似
て
い
る
な
と
思
い
ま
し
た
︒
ヨ
ガ
チ
ャ
ー
ラ
で
す
ね
︒

つ
ま
り
唯
識
と
は
︑
種
子
と
い
う
種
が
あ
っ
て
︑
そ
の
種
が
カ
ル
マ
と
し
て
あ
っ
て
︑
新
し

い
肉
体
が
生
ま
れ
た
と
き
︑
そ
こ
に
そ
の
種
が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
カ
ル
マ
が
浄
化
さ
れ
て

い
く
︑
と
い
う
考
え
方
で
す
︒
私
は
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
と
い
う
か
︑
癒
や
し
で

あ
っ
た
り
︑
そ
う
い
っ
た
も
の
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
︒

全
体
を
聞
い
て
私
が
思
っ
た
の
は
︑
騎
馬
民
族
の
サ
ッ
カ
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
動
き
と
︑
彼

ら
が
も
た
ら
し
た
仏
教
の
影
響
と
い
う
も
の
を
考
え
る
と
︑
も
う
ち
ょ
っ
と
全
体
が
読
み
説
け

る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
︒

例
え
ば
︑
齊
藤
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
︑
ト
ゥ
ー
ロ
ン
に
あ
る
ラ
テ
ー
ヌ
文
様
の
石
柱
︑
こ

れ
は
B
C
二
〇
〇
年
か
ら
三
〇
〇
年
の
も
の
で
す
が
︑
こ
れ
は
私
︑
ぱ
っ
と
見
て
思
っ
た
の
が
︑

ギ
リ
シ
ャ
の
デ
ル
フ
ォ
イ
に
あ
る
オ
ン
パ
ロ
ス
と
い
う
世
界
の
中
心
の
石
と
︑
奈
良
に
あ
る
須

弥
山
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
な
と
思
い
ま
し
た
︒

騎
馬
民
族
サ
ッ
カ
と
い
う
グ
ル
ー
プ
の
最
古
の
人
た
ち
が
キ
ン
メ
リ
ア
人
と
言
わ
れ
て
い
て
︑

私
は
こ
の
キ
ン
メ
リ
ア
と
い
う
の
は
︑
ケ
ル
ト
と
か
ク
リ
ミ
ア
と
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い

の
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
︒

こ
の
キ
ン
メ
リ
ア
だ
っ
た
り
︑
サ
ッ
カ
の
グ
ル
ー
プ
と
い
う
の
が
︑
ペ
ル
シ
ャ
帝
国
の
影
響

を
受
け
て
︑
東
西
分
化
し
た
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
と
︑
そ
の
サ
ッ
カ
の
ト
ー
テ
ム
が
シ
カ
な

の
で
︑
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
日
本
ま
で
シ
カ
の
ト
ー
テ
ム
の
文
化
が
派
生
し
て
い
て
︑
日
本
の

場
合
は
主
に
鉄
器
の
技
術
と
仏
教
を
持
っ
た
人
た
ち
︑
サ
ッ
カ
が
入
っ
て
︑
そ
れ
が
蘇
我
氏
に

な
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
︒

こ
の
ペ
ル
シ
ャ
か
ら
南
下
し
た
サ
ッ
カ
の
人
た
ち
が
北
方
イ
ン
ド
に
入
っ
た
と
き
に
︑
こ
の

サ
ッ
カ
が
釈
迦
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
私
は
考
え
て
い
て
︑
だ
か
ら
こ
そ
︑
ゴ
ー
ダ
マ
・

シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
が
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
階
級
と
い
う
王
族
の
階
級
と
し
て
︑
し
か
も
ウ
マ
に
乗
っ
て

登
場
す
る
と
い
う
こ
と
が
出
て
く
る
と
︒

鎌
田
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
ケ
ル
ト
の
シ
ャ
ム
ロ
ッ
ク
と
習
合
す
る
︑
キ
リ
ス
ト
教
の
三
位
一

体
の
思
想
に
関
し
て
︑
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
の
オ
リ
ゲ
ネ
ス
が
三
位
一
体
を
説
く
わ
け
で
す
が
︑

そ
の
先
生
が
ア
ン
モ
ニ
オ
ス
・
サ
ッ
カ
ス
で
し
て
︑
こ
こ
に
も
サ
ッ
カ
と
い
う
名
前
が
出
て
き

て
︑
こ
の
サ
ッ
カ
ス
の
も
う
一
人
の
弟
子
が
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
で
︑
彼
は
ネ
オ
プ
ラ
ト
リ
ズ
ム
を

立
ち
上
げ
ま
す
︒

こ
の
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
が
三
〇
歳
代
後
半
の
と
き
に
︑
ロ
ー
マ
兵
と
し
て
ペ
ル
シ
ャ
に
派
兵
す

る
こ
と
を
希
望
す
る
ん
で
す
が
︑
そ
の
理
由
が
南
イ
ン
ド
に
い
る
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
︑
つ
ま

り
︑
大
乗
仏
教
の
開
祖
に
会
い
に
い
こ
う
と
す
る
ん
で
す
ね
︒

そ
う
考
え
る
と
︑
ケ
ル
ト
に
あ
る
シ
ャ
ム
ロ
ッ
ク
の
考
え
方
と
い
う
も
の
と
︑
キ
リ
ス
ト
教

の
三
位
一
体
と
い
う
の
は
︑
デ
ュ
メ
ジ
ル
の
言
う
よ
う
な
三
機
能
と
い
う
も
の
が
も
と
も
と
根

底
に
あ
っ
て
︑
そ
れ
が
複
雑
な
か
た
ち
で
︑
分
派
し
た
ん
だ
け
ど
︑
も
と
も
と
同
じ
だ
っ
た
か

ら
こ
そ
︑
そ
こ
に
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
︒
以
上
で
す
︒

鎌
田　

そ
れ
で
は
︑
鶴
岡
真
弓
さ
ん
︑
最
後
の
ご
意
見
が
あ
る
よ
う
で
す
の
で
︑
お
願
い
し
ま

す
︒

鶴
岡　

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
を
用
い
て
い
た
イ
ン
ド
の
人
た
ち
と
︑
ケ
ル
ト
語
を
用
い
て
き
た

ケ
ル
ト
の
人
々
は
︑
東
の
極
み
と
西
の
極
み
で
︑
イ
ン
ド
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
の
両
端
で
︑
合

わ
せ
鏡
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

馬
小
屋
で
お
生
ま
れ
に
な
る
の
は
︑
イ
エ
ス
と
︑
朝
鮮
半
島
と
日
本
を
つ
な
い
だ
で
あ
ろ
う

聖
徳
太
子
で
す
が
︑
ケ
ル
ト
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
神
話
に
出
て
く
る
プ
レ
デ
リ
と
い
う
王
子
も
ま
た
︑

馬
小
屋
で
発
見
さ
れ
る
王
族
の
赤
子
で
す
︒

騎
馬
民
族
の
人
た
ち
の
馬
は
イ
ン
ド
に
お
い
て
も
︑
ケ
ル
ト
に
お
い
て
も
︑
北
欧
に
お
い
て

も
︑﹁
太
陽
の
化
身
﹂
で
あ
り
︑
齊
藤
先
生
が
採
取
し
て
こ
ら
れ
た
﹁
車
輪
﹂
と
い
う
の
も
︑﹁
太

陽
の
シ
ン
ボ
ル
﹂
で
す
︒
ま
た
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
イ
ン
ド
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
で
は
な
く
と

も
︑
一
連
の
﹁
馬
の
象
徴
体
系
﹂
を
分
か
ち
持
っ
て
い
ま
す
︒

馬
小
屋
で
生
ま
れ
た
プ
リ
ン
ス
の
神
話
は
︑
壮
大
な
﹁
ユ
ー
ロ

＝

ア
ジ
ア
世
界
﹂
の
造
形
表

象
の
交
流
の
う
ね
り
の
中
に
あ
る
︒
そ
の
意
味
で
﹁
イ
ン
ド

＝

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
と
日
本
﹂
と

い
う
テ
ー
マ
も
︑
ま
た
今
日
の
議
論
の
発
展
形
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

鎌
田　

最
後
に
︑
鏡
リ
ュ
ウ
ジ
さ
ん
︑
お
願
い
し
ま
す
︒
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合
体
す
る
言
葉

鏡
リ
ュ
ウ
ジ　

と
て
も
射
程
の
広
い
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒
石
が
あ
っ
て
︑
植

物
が
あ
っ
て
︑
動
物
が
あ
っ
て
︑
人
が
あ
っ
て
︒
世
界
が
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
ね
︒
僕
は
占

星
術
を
や
っ
て
い
ま
す
か
ら
︑
そ
こ
に
星
も
加
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い
な
と
感
じ
ま
す
︒
占

星
術
は
ア
ス
ト
ロ
ロ
ジ
ー
︑
星
の
言
葉
で
す
︒

こ
の
﹁
言
葉
﹂
や
﹁
文
字
﹂
に
は
二
種
類
あ
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
︒
一
つ
は
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
︑
な
る
べ
く
明
瞭
な
意
味
を
伝
達
す
る
と
い
う
こ
と
︒
け
れ
ど
︑
も
う
一
方

で
伝
達
︑
表
現
と
い
う
よ
り
も
︑
表
出
あ
る
い
は
発
出
と
い
う
よ
う
な
︑
湧
き
上
が
っ
て
出
て

き
た
り
︑
何
か
を
喚
起
す
る
だ
け
の
言
葉
や
文
字
も
あ
る
の
で
す
ね
︒

わ
れ
わ
れ
は
理
解
す
る
こ
と
を
言
葉
で
﹁
分
か
る
﹂
と
い
う
け
れ
ど
︑
言
葉
に
は
わ
け
る
こ

と
だ
け
で
は
な
い
働
き
も
あ
る
︒
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
言
葉
も
あ
る
︒
シ
ン
ボ
ル
と
は
も
と
も

と
︑
割
り
符
と
い
う
意
味
ら
し
い
で
す
ね
︒
割
り
符
は
合
体
し
て
初
め
て
意
味
を
な
す
︒
何
か

と
何
か
を
一
体
化
さ
せ
る
よ
う
な
力
の
働
き
と
し
て
の
言
葉
︑
文
字
︒

も
と
も
と
分
か
れ
て
い
る
も
の
が
合
体
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
︑
自
然
と
そ
の
言
葉
は
合

体
化
す
る
瞬
間
に
表
出
さ
れ
て
く
る
︒
何
か
を
表
出
す
る
と
い
う
こ
と
は
︑
何
か
と
何
か
が
合

体
す
る
と
き
に
わ
き
上
が
っ
て
く
る
力
み
た
い
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
な
と
思
っ
て
︒
石
に
刻

ま
れ
た
絵
文
字
は
そ
う
い
う
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
︒

原
初
の
言
葉
の
よ
う
な
も
の
で
す
ね
︒
意
識
と
無
意
識
を
分
化
さ
せ
る
働
き
が
言
葉
に
は
あ

る
け
れ
ど
︑
逆
に
そ
の
境
界
を
溶
解
さ
せ
る
よ
う
な
働
き
と
し
て
の
シ
ン
ボ
ル
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
︒

も
う
一
つ
︒
面
白
い
な
と
思
っ
た
の
は
︑
齊
藤
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
漢
字
の
多
数
性
と
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
数
の
少
な
さ
の
対
比
︒
文
字
の
数
が
増
大
す
る
方
向
性
と
︑
そ
れ
か
ら
減
少

し
て
ゆ
く
方
向
性
の
比
較
で
す
︒

こ
れ
は
ど
な
た
か
の
本
で
読
ん
だ
ん
で
す
け
ど
︑
文
字
が
減
っ
て
い
く
方
向
と
い
う
の
は
︑
ど

う
も
一
神
教
の
誕
生
が
絡
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
る
そ
う
な
ん
で
す
ね
︒
ど

ん
ど
ん
抽
象
に
向
か
う
と
い
う
こ
と
と
︑
こ
の
世
界
の
多
様
性
を
と
ら
え
よ
う
と
い
う
方
向
で

し
ょ
う
か
︒

質
問
と
い
う
よ
り
︑
感
想
と
い
う
か
︑
コ
メ
ン
ト
ば
か
り
で
す
け
ど
︒
そ
ん
な
感
想
を
持
っ

て
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒
司
会
の
不
手
際
で
終
わ
る
時
間
を
勘
違
い
し
て
お
り
ま

し
た
の
で
︑
フ
ロ
ア
ー
の
皆
さ
ま
方
に
ご
意
見
や
質
問
を
聞
く
時
間
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
︒
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
︒

齊
藤
さ
ん
は
最
後
に
︑
漢
字
は
一
〇
万
︑
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
二
六
文
字
で
︑
文
字
数
か
ら

す
る
と
︑﹁
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
合
理
的
で
︑
漢
字
は
非
合
理
的
﹂
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
︑
私
自

身
は
そ
う
は
思
わ
な
い
ん
で
す
︒

と
い
う
の
は
︑
漢
字
も
極
め
て
合
理
的
だ
と
思
い
ま
す
︒
よ
く
で
き
て
い
る
︒
そ
れ
が
一
〇

万
字
あ
ろ
う
が
︑
た
と
え
二
〇
〇
万
字
あ
ろ
う
が
︑
そ
こ
に
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
異
な
る
合

理
性
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
︒
そ
も
そ
も
︑
こ
の
世
に
合
理
的
で
な
い
も
の
は
存
在
し
な
い
︑

と
思
う
ぐ
ら
い
に
︑
合
理
と
い
う
の
は
広
が
り
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
︒そ

れ
か
ら
︑
津
城
寛
文
さ
ん
は
︑﹁
飼
い
な
ら
さ
れ
た
宇
宙
﹂
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
︑
そ
も
そ

も
宇
宙
は
飼
い
な
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
︒
宇
宙
が
飼
い
な
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
ゆ
え
に

畏
怖
の
念
を
抱
い
て
︑
そ
こ
に
神
聖
さ
と
か
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
か
︑
い
の
ち
と
か
を
感
じ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
︒

最
後
に
も
う
一
つ
︑
な
ぜ
渦
巻
の
か
た
ち
に
な
っ
た
か
と
い
う
の
は
︑
た
と
え
ば
︑
こ
こ
に

持
っ
て
い
る
法
螺
貝
そ
の
も
の
の
形
が
渦
巻
で
す
︒
そ
れ
は
︑
自
然
界
の
中
に
あ
る
定
型
パ
タ

ー
ン
で
す
︒
竜
巻
も
そ
う
︒
そ
う
し
た
渦
巻
文
様
︑
ス
パ
イ
ラ
ル
で
あ
る
こ
と
が
元
と
な
っ
て
︑

そ
れ
を
漢
字
に
す
る
か
︑
楽
器
に
す
る
か
︑
い
ろ
い
ろ
な
表
出
の
仕
方
が
あ
る
︒
そ
れ
が
先
ほ

ど
の
テ
ー
マ
の
イ
メ
ー
ジ
の
発
生
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
︒

残
念
な
が
ら
今
日
は
も
う
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
こ
れ
で
締
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
︑

最
後
に
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
︑
多
摩
美
術
大
学
で
の
次
の
展
開
を
祝
し
︑
祈
念
し
て
︑
法
螺
貝

で
締
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

︵
法
螺
貝
吹
奏
︶

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒
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but also inward one in Japan. In the Japanese medieval 
age, internalization did happen but by way of miniature. 
Instead of negating and internalizing nature totally like in 
Europe, Japanese internalized nature by making it smaller 
and more aesthetic. These are Japanese garden, small trees 
(bonsai), Ikebana and tea ceremony which takes place in a 
very tiny room. And these arts are keenly connected with 
Zen Buddhism in Japan.

This tradition may have contributed to the wide 
acceptance of Jungian psychology and psychotherapy in 
Japan. After Hayao Kawai obtained his diploma as analyst 
in Zurich in 1965, he did not start with dream analysis, 
but with sandplay in Japan. Jungian psychotherapy was 
enthusiastically accepted in Japan as sandplay. This has to do 
with the Japanese view of soul and way of internalization of 
nature. People can enjoy the miniaturized nature in sandplay 
and experience it endowed with soul.

Based on the Japanese spiritual tradition there is no 
need for special, geometric form for a mandala. As the natural 
landscape became mandala, every sandplay can be a mandala. 
To put it in the way of Hua Yen philosophy every sandplay 
is emergence of ultimate energy and mandala. This is based 
on the principle which does not need the intermediate realm 
of symbolism.

I have to mention that the sandplay therapy is very 
successful in China and Korea as well. There is a tradition of 
landscape picture in China and Korea since 10th century. It 
is surprising new in comparison with the landscape picture 
in Europe.

But skipping the intermediate realm has a positive 
and a negative side. After Hayao Kawai introduced Jungian 
psychotherapy in Japan, he noticed that the anima figure 
was rather weak in case of Japanese analysands. This happens 
because of lack of intermediate realm. I have to point out that 
the individuation through the confrontation with anima/
animus figure is totally based on the Western metaphysics 
of setting the subject first and then its object as vis-a-vis. 
Indeed, it was Hayao Kawai’s task to find the anima figure in 
the Japanese culture, which was realized in his Eranos lecture 
on the Buddhist monk Myoe.

Both by analyzing Japanese clients and studying 
Japanese mythology, Hayao Kawai discovered that there are 
repetitions of pattern of a certain triad structure in Japanese 
mythology. In the triad of gods one god is not active at all, 
he or she is rarely mentioned. Based on this observation he 
proposed the hollow-center structure of Japanese mythology, 

which has to do with the Japanese psychic structure as well. 
There is no central figure in mythology, society and psyche. 
This can lead to a harmonious relationship on one hand, but 
also to a lack of leadership and subjective initiative as well. 
In the background of this structure the Hua Yen philosophy 
with its central nothingness can be recognizable.

I mentioned that the hollow-center structure can lead to 
a lack of leadership and initiative. This problem is connected 
with the question of individuality and lack of subject. 
Hayao Kawai was confronted with this problem and found 
his solution again in connection with Hua Yen philosophy. 
Concerning medieval stories, he showed the interpenetration 
with others and nature. In one story the protagonist decided 
to become a monk because another person had such a 
dream. But in some stories the protagonist, after many 
scenes of passiveness, suddenly becomes active and take the 
initiative. This can be regarded as a kind of emergence of I 
from the chaos. While the individuality is characteristic and 
acquirement of the individual in the West, the individuation 
in Japanese, or Oriental sense is that certain powerless points 
become powerful as is said in Hua Yen philosophy.

We can notice how the psychic world Hayao Kawai 
discovered in Japan corresponds to the Hua yen philosophy, 
including its solution. And I think it can still offer 
unfathomable possibility.

note
1. Cleary, Thomas: The Flower Ornament Scripture: A Translation of the 

Avatamsaka Sutra. Shambhala, 1993.
2. Suzuki, Daisetsu: The Bodhisattva’s abode. In: Essays in Zen 

Buddhism (third series). Rider & Company, 1953, pp.108-163.
3. His contribution is German. But its summary and essence can 
be read in: Kawai, Hayao (1996/2008) Buddhism and the Art of 

Psychotherapy (Carolyn and Ernest Fay Series in Analytical Psychology). 
Texas A M University Press.
4. Izutsu, Toshihiko: The nexus of ontological events: A Buddhist view 
of reality. Eranos-Jahr Buch, 1980, pp.357-392.
5. Kawai, H. Dreams, Myths and Fairy Tales in Japan. Daimon Verlag, 
1995.
6. For example, in: Jung, C.G.; Jaffe, Aniela “Memories, dreams, 
reflections” in the chapter “V. Sigmund Freud”, “I was never able to 
agree with Freud that the dream is a “façade” behind which its meaning 
lies hidden—a meaning already known but maliciously, so to speak, 
withheld from consciousness. To me dreams are a part of nature, which 
harbors no intention to deceive, but expresses something as best it can, 
just as a plant grows or an animal seeks its food as best it can.”
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In this way everything is interrelated, ontological event. This 
“dynamic, simultaneous and interdependent emergence and 
existence of all things” is called yuan ch’i 縁起 (Japanese; 
engi), This is an ontological understanding of reality not 
as substance but as relationship. From this point of view 
synchronicity is not an exceptional happening, but a normal 
state of interconnectedness with only various degree of 
intensity.

With this understanding of interconnectedness of 
all things it is difficult to differentiate one thing from the 
other since each thing contains everything. To overcome this 
difficulty, the Hua Yen School uses the concept of “powerful” 
and “powerless” and matrix of components.

For example, A, B, C contain all components.
A (a, b, c, d, e,….)
B (a, b, c, d, e,….)
C (a, b, c, d, e,….)
In this matrix there is no difference among A, B and C. 

But for A, certain components, a and f, are powerful while 
others are powerless. For B, b and g are powerful while others 
are powerless. In this way they appear individually differently 
though their components are the same.

While Hua Yen School is based on the idea of 
interrelated event, psychotherapy tends to fixate a certain 
related fact. For example, psychotherapy tries to work out a 
mother complex or a trauma. But such a trial may reinforce 
a momentary powerful component and substantiate an 
ontological event to a fact. From the Hua Yen point of view, 
especially in the fourth stage of reality, things are seen “as if ”. 
Things are differentiated but not fixed. If a patient criticizes 
his or her mother, the therapist has to listen to it, but “as if 
he or she is criticizing his or her mother”. After immersing 
into fusion or nothingness something different than mother 
complex may emerge as powerful.

The Hua Yen School is very philosophical and 
theoretical with less pragmatic aspects. Its pragmatic side was 
taken over by Zen Buddhism. This shows the pragmatic side 
of Chinese mentality. Especially, the concept of hsing ch’i 
性起 (Japanese: shoki), “the arising” or “emergence” gave a 
strong backbone for the practice of Zen Buddhism. I said 
that there are wide spectrum of positions concerning the 
intermediate realm of reality between the ultimate emptiness 
and phenomenal world. Zen Buddhism stands surely at the 
extreme pole of this spectrum in that it denies totally the 
intermediate realm and advocate the direct emergence from 

the nothingness in the reality.

5.  Japan: nature and aesthetics

The Buddhism was brought to Japan first as Hua Yen 
school. If Indians brought their experiences of meditation, 
Iranians contributed the mystical experience of light and 
Chinese added philosophy and pragmatism to the Hua Yen 
Sutra, Japanese introduced nature and aesthetics to it.

It is peculiar for Japanese understanding of the 
Buddhism that not only animals, but also plants and even 
not living things can be relieved and become Buddha. This 
can be a transformation and extension of Buddhist idea, but 
also a manifestation of old layer of the psyche. For example, 
in Bali Island where the Hindu religion is mingled with the 
indigenous religion everything needs a ritual of farewell. If 
one discards a plate, DVD, or a car, one has to make a prayer 
and funeral. I think there must be an old layer of animistic 
psyche which sees everything endowed with soul.

Mandala was brought to Japan, but it was totally 
transformed there later. When Buddhism was introduced to 
Japan from the 6th century, there had been some conflicts 
with the indigenous Shintoism, especially in connection 
with political power play. But Buddhism and Shintoism 
intermingled with each other. Japanese gods were worshiped 
in Buddhist temples, while small temples were built in the 
domain of Shinto shrines. In case of Mandala many Japanese 
gods were first placed in the geometric pattern instead of 
various Buddha figures. But in the course of time people 
noticed that the geometric pattern is not good, rather strange 
for Japanese. So they started to place gods in the natural 
landscape scene. This is the so-called Shinto mandala.

Still later the figures of Gods became unnecessary, the 
natural scene as such was regarded as mandala.

In this connection the pilgrimage in nature became 
an important part of religious practice in Japan. We started 
with India where the religiosity was expressed as retreat from 
the reality and deepening into the interiority. The geometric 
form and movement was discovered as essence of psyche. But 
the later development in Japan seems to turn over totally the 
original movement and intention. Nakazawa says that there 
are three major ways of practicing religion. They are prayer, 
meditation and pilgrimage. The element of pilgrimage seems 
to be very important in Japan.

But there is not only so to say outward movement 
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at the same time that there is in it absolutely nothing.” 
This Domain of absolute metaphysical Reality has two 
fundamental aspects, all-nullifying and all-creating.

These two aspects of second reality are important. In 
some Mahayana Buddhism the all-nullifying, negating aspect 
is emphasized. But the Hua Yen Sutra and philosophy put 
the emphasis on the second aspect of all-creating: Nothing 
can become everything. We will examine it concerning the 
third reality.

Psychologically speaking, this state of metaphysical 
non-articulation can be regarded as union or death and rebirth 
in the alchemical pictures. But we can notice its similarity to 
Jung’s pleroma which is at the same time nothingness and 
fullness. I quote a related cite from “Scrutinies” in the third 
part of the Red Book. Jung’s words are not as sharp as Hua 
Yen Sutra, but are very similar.

“Yet because we are parts of the Pleroma, the Pleroma 
is also in us. Even in the smallest point the Pleroma is 
endless, eternal, and whole, since small and great are 
qualities that are contained in it. It is nothingness that 
is whole and continuous throughout. Only figuratively, 
therefore, do I speak of creation as part of the Pleroma. 
Because, actually, the Pleroma is nowhere divided, since 
it is nothingness. We are also the whole Pleroma, because, 
figuratively, the Pleroma is the smallest point in us, merely 
assumed, not existing, and the boundless firmament about 
us. But why then do we speak of the Pleroma at all, if it is 
everything and nothing?”

As the second domain of absolute reality is pre-
phenomenal ground of reality out of which arise all 
phenomenal thing, there is still third and fourth Domain of 
Reality in Hua Yen School. Third Domain is “that of free, 
unobstructed interpenetration of li (principle) and shih 
(thing).” The absolute metaphysical principle, li, is a kind 
of cosmic energy which emerges and differentiates itself as 
various phenomenal beings. “All the different things in the 
empirical world are one and the same in that each of them 
(every shih, thing) embodies the one absolute Reality (the li) 
totally and perfectly.” This is why one single pore contains 
the whole universe and one single moment has the eternity in 
itself because it derives from this metaphysical reality. With 
this understanding everything is differentiated but loses its 
ontological substance and essence, in Buddhistic term self-
sufficiency. So everything becomes a unique ontological 
event.

In the Hua Yen term this transformation from the 
universal, cosmic energy to an each phenomenon and event 
is called hsing ch’I (性起), “arising” or to use the modern 
term “emergence”. In this transformation there are several 
interpretations according to schools. There are schools which 
presuppose a kind of seed to be differentiated to phenomena 
and events. This position assumes an intermediate 
realm between nothingness (or fullness) and concrete 
phenomenon. Jungian psychology is close to this position 
with its theory of symbolisms and archetypes: Archetypes are 
seed for (archetypal) images. But the Hua Yen school, despite 
its all-creating and affirmative aspect, does not assume the 
intermediate realm between the li and shih, between the 
emptiness and each phenomenon. Izutsu tried to show the 
whole spectrum of metaphysical standpoints in Oriental 
spirituality concerning the intermediate realm.

The fourth Domain is that of interpenetration of thing 
and thing, shih and shih. This can be seen as return to the 
initial daily consciousness with subtle difference. Daisetsu 
Suzuki describes this state in his paper on Hua Yen School: 
That in the Dharmadhatu, therefore, there is an interfusion 
of all individual objects, each of which, however, retaining its 
all individuality there is in it.

It is characteristic for the Hua Yen School that the true 
world, or the transcendence is not postulated in the beyond, 
but in this reality. The metaphysical principle of nothingness 
which is at the same time potential energy interpenetrates 
into the reality. Jung’s problem was that he started from the 
position of the ego and still looked for the transcendence as 
separate substance in the beyond or as vis-a-vis. Jung tried 
to restore Christian God and to find his own myth. But his 
experience of the haunted spirits in the “Septem Sermones 
ad Mortuos” indicates that the differentiation in the reality is 
losing. His “Septem Sermones” emerged out of fusion with 
the dead. If we understand Jung’s experience and writing after 
his encounter with the dead according to Hua Yen School’s 
interpretations, we could formulate Jungian psychology 
differently. His idea of synchronicity may have to do with 
the fourth realm of reality in the Hua Yen school.

In a sharp contrast to Jung’s psychology, the problem 
of Hua Yen school is that it is difficult to understand the 
eachness if everything contains everything and if it does not 
start from the ego. According to Hua Yen School everything 
does not have its essence but is based on the nothingness. 
Everything is emergence from the emptiness and consequently 
“depends for its phenomenal existence upon everything else.” 
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There was another connection of Hua Yen Sutra with Central 
Asia. Fa Ts’ang (法蔵), the third patriarch of the Hua Yen 
school in China and the greatest philosopher of Hua Yen 
sutra, grew up in China, but was at least racially Iranian: His 
father came from there. So there was a strong influence from 
the Central Asian, Iranian spirituality on the Hua Yen sutra 
and school. This was the divine light which was characteristic 
for the spirituality of the Ancient Iran.

The Buddha of the Hua Yen sutra is called Buddha 
Vairocana, Buddha the All-illuminator. According to Izutsu, 
the Sanskrit Vairocana deriving from vi-ruc which means 
“to shine forth” or “to be radiant” is commonly used for the 
radiance of the sun.

Izutsu speculates that there must be reminiscence of 
the Ormazd or Ahura Mazda, the brilliant Lord of Light 
of Zoroastrianism in the Hua Yen sutra. Moreover, Izutsu 
allows himself to think that the Hua Yen sutra which was 
completed in Central Asia was not only propagated eastward 
to China, Korea and Japan, but also exercised its influence 
westward upon the mystical philosophy of Plotinus. In his 
Enneads we can read some phrases which are very close to 
Hua Yen sutra.

There … all is transparent, nothing resistant; every 
being is lucid to every other, in breadth and depth. Light 
runs through light. And each of them contains all within 
itself, and at the same time sees all in every other. So 
that everywhere there is all, and all is all and each is all, 
and infinite indeed is this world of glorious light. Each 
of them is great. The small is great. The sun, there, is all 
the stars, and every star, again, is all the stars and sun…
(Enneades V, 8)

The interpenetration of all things, which is the essential 
part of Hua Yen sutra, is clearly expressed here. In this sense 
the Hua Yen sutra was really born in “the city where the East 
touches the West”, which was the description of Alexandria 
in Jung’s “Septem Sermones ad Mortuos”. The teaching there 
begins: “I begin with nothingness. Nothingness is the same as 
fullness. In infinity full is no better than empty. Nothingness 
is both empty and full.” This sounds like exactly the essence of 
the Hua Yen sutra which mediate the metaphysical position 
of emptiness and fullness.

Let us think about the meaning of light in this 
connection. Izutsu explains that the metaphor of light is used 
because the wholly transparent and totally interpenetrating 
things are fused ultimately into an all-comprehensive unity 
of cosmic light.

Furthermore, I would like to mention the symbolism 
and the psychological meaning of the sun. The mandala of the 
Hua Yen sutra has the Vairocana Buddha in the center as sun. 
There are many clinical reports that the image of sun appears 
in the vision or paintings both at the onset and recovering 
phase of schizophrenia. The sun depicted by Edward Munch 
is a typical example. The same can be said about mandala. 
Mandala appears, in the sandplay and in the drawings, both 
as symbol of totality and integration, and the last desperate 
trial of defense before the total collapse of personality.

4.  Chinese philosophy and pragmatism

The Hua Yen sutra was translated into Chinese and 
lead to the establishment of Hua Yen School in China from 
6th to 9th century. The Hua Yen sutra as such is not systematic. 
This is a jumble of writings of many authors. It is a long text 
with many repetitions so that a reader can be totally lost. 
It is Chinese philosophers of Hua Yen school, especially Fa 
Ts’ang (643-712) who brought a systematic understanding 
and philosophy of Hua Yen school. His main work “Huayan 
wujiao zhang” (Treatise on the Five Teachings of Huayan) is 
still one of the most important interpretations and studies on 
the Hua Yen Sutra.

It is important to know that there was already 
philosophical basis for understanding the Hua Yen sutra in 
China because the idea of chaos in the Taoism is very similar 
to the essential idea of Hua Yen sutra, namely interpenetration 
of all things.

The Hua Yen School made a philosophical understanding 
of this sutra possible. This can be made by the theory of Four 
Domain of Reality (Dharmadhatu) proposed by the fourth 
Patriarch of the Hua Yen School, Ch’eng Kuan (738-839). I 
follow here the explanation made by Izutsu. The first is the 
Domain consists of sensible things (Chinese: shih, 事). This 
corresponds to our normal state of consciousness. Everything 
has its essence (self-sufficiency, 自性) and clear shape. As 
structuralism would say, there is difference.

But with deepened consciousness things lose their 
essence and contour. All things become undifferentiated, 
which is the second Domain of the absolute metaphysical 
Reality (Chinese: li, 理, principle). “Being the all-pervading, 
all-comprising oneness of metaphysical non-articulation, it 
is the pre-phenomenal ground of reality out of which arise 
all phenomenal thing. Its being non-articulated implies 
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Buddhist monk was invited from China to Nara, Japanese 
capital at that time, and gave a lecture about Hua Yen sutra 
to the Japanese emperor Shomu in 740. He was so impressed 
that he decided to build a huge golden Buddha statue of 
Todaiji temple in Nara. This represents the Vairocana, the 
central figure of the Hua Yen mandala.

So by tracing the propagation and transformation of 
Hua Yen sutra we can see both historical and geographical 
transformation of Oriental spirituality. The Hua Yen sutra 
covers the whole range of geographical and historical 
spirituality in Asia. Moreover, it was neither purely Indian 
nor Chinese product but was established first in Central Asia 
where the East touches the West. I will come back to this 
point later.

I would like to call your attention that the principle 
of Oriental spirituality is totally different from the Western 
one or Western metaphysics. The Western metaphysics starts 
from the subject or substance like God or ego while the 
Oriental spirituality negates the idea of substance. In fact, 
according to the Hua Yen Sutra everything in reality is an 
event which interpenetrates each other.

But despite of this characteristics there is a wide 
variation of Oriental spirituality. Hua Yen sutra emerged in 
the early phases of Mahayana Buddhism which was separated 
from early Buddhist schools or Theravada Buddhism. Among 
major schools of Mahayana Buddhism Madhyamika school 
with its outstanding figure of Nagarjuna (around 200 A.D.) 
emphasizes the emptiness or nothingness, while Vijnanavada 
school or Yogacara school lays stress on the being and 
imagination. The Hua Yen School is situated between two 
extreme positions and can mediate the both. As we see later, it 
understands the ultimate reality as emptiness or nothingness, 
but it appears as glorious mandala with structure.

I would like to go into the psychological meaning 
of these two positions. It is interesting that Nakazawa 
who made an opening plenary at the IAAP Congress in 
Kyoto 2016, points out that these two extreme positions 
correspond to the understanding of the unconscious by 
Freud and Jung. In case of Freud the unconscious was not 
understood as substance, but as momentary appearance, and 
disappearance, through Freudian slip and censorship. We can 
notice the effect of the unconscious and infer its existence. 
But we can never experience it directly. On the contrary, in 
Jung’s understanding the unconscious shows itself directly as 
images. In comparison with Freudian theory of the dream, 
Jung says that the dream is product of nature, the dream 

does not hide6. This is why Jung appreciated mandala as 
appearance of whole psyche.

The difference in the attitude toward the unconscious 
can be recognized concerning the union. Jacque Lacan who 
formulated Freud’s idea more clearly and radically says 
that there is no sexual relationship and that the object of 
desire is impossible to be reached. The union, mysterium 
conjunctionis, is the most important goal of individuation in 
case of Jung. In this sense the negative and positive attitude 
of Freud and Jung toward the unconscious are recognizable, 
which corresponds to the difference in Buddhistic schools.

2.  India and meditation

It should be emphasized that the visionary world 
beautifully depicted as “Flower Garland” or “Flower 
Ornament” in the Hua Yen sutra was based on the practice 
of meditation. Nakazawa pointed out that a long tradition 
of meditation goes back to till Paleolithic time in India. The 
earliest form of mandala was made already around 6000 years 
ago, still before the Aryan invasion of India. People made 
a retreat to the cave and meditated there. It is amazing to 
notice that there was the urge to retreat from the reality and 
to seek the internal world, which is the essence of religiosity, 
in such a long time ago. According to Nakazawa mandala 
may have started with the real visual experiences in the cave: 
When you close your eyes, you can see various movements 
of light. In the cave the psychic energy goes up vertically. 
Then from the top of the cave the energy spreads out and 
goes down symmetrically in four directions. Mandala as 
geometrical pattern with center is the visualization of this 
psychic energy and movement.

As Indians invented the concept of zero, they had a 
mathematic mind and were good at geometrical pattern. 
Later this mandala was theorized and integrated in the 
teachings of Buddhism. Hua Yen sutra was one of these trials. 
But I will explain its theory in connection with the Chinese 
Hua Yen school.

3.  Central Asia and Light

The Hua Yen sutra was gathered in North West India 
and took its final form in Central Asia. So there must have 
been the influence of Central Asian spirituality on this sutra. 
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I was originally asked to make a presentation 
concerning the historical and spiritual dimension of Eranos 
with my personal experience. My father, Hayao Kawai, made 
his 5 contributions to Eranos from 1983 to 1988, till the 
end of Eranos conference. During this same period, I studied 
in Zurich, later worked in Lugano as psychotherapist and 
attended the Eranos conference. I was very much impressed 
by James Hillman’s and Wolfgang Giegerich’s lectures and 
enjoyed the exchange with presenters and attendances till 
deep in the night.

As I cannot cover the whole range and history of 
Eranos, I would like to limit myself to the East Asian 
spirituality especially based on Japanese contributors in 
Eranos conference. But this is still a huge theme. In fact, 
Toshihiko Izutsu tried to show the whole range of Oriental 
spirituality with his 12 contributions on Islamic mysticism, 
Taoism, Confucianism, I-Ching, Zen Buddhism etc. But 
with my small presentation I would like to focus on the 
Hua Yen sutra1 (Avatamska sutra, Flower Garland sutra), 
in Japanese Kegon sutra, of Mahayana Buddhism. In this 
connection I would like to refer to the Mandala which has a 
lot to do with Hua Yen sutra.

With the choice of Hua Yen sutra, I think it is possible 
to find a kind of thread among Japanese contributors to 
Eranos and spirit of Eranos. Daisetsu Suzuki wrote an English 
book on the Hua Yen Sutra2, wanted to study it further and 
write again on it, but he never came to it. Shizuteru Ueda3 is 

another contributor from the Zen Buddhism which was so 
to say a pragmatic development of Hua Yen school in China. 
Toshihiko Izutsu made his last lecture in Eranos on the Hua 
Yen Sutra4 and recommended Jungian analyst Hayao Kawai 
as his successor. Hayao Kawai’s contributions5 are keenly 
related with the Hua Yen Sutra and wanted to study it deeply 
with a research group, which was not realized because of 
his sudden death. So I believe I can show you an essential, 
spiritual movement which is not yet closed.

Furthermore, you will notice that the East Asian 
spirituality is keenly connected with Jungian psychology and 
psychotherapy.

1.    Hua Yen sutra between nothingness and 
fullness

According to Toshihiko Izutsu’s last lecture in Eranos 
“The nexus of the ontological event” in 1980 Hua Yen Sutra 
was a group of smaller scriptures written at different times 
and in different places, and arranged into a single Sutra in 
India. But it took its final form in Central Asia between 200 
and 350 A.D. It was translated and brought to China twice 
from the Central Asia (418-420, 659-699). Then Hua Yen 
school which was based on the Hua Yen sutra was established 
in China from 6th to 9th centuries. Finally, the Buddhism was 
propagated to Japan from this Hua Yen school. A famous 
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